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Arcserve製品リファレンス

このマニュアルが参照している Arcserve製品は以下のとおりです。

Arcserve® Backup

Arcserve® Unified Data Protection

Arcserve® Unified Data Protection Agent for Windows

Arcserve® Unified Data Protection Agent for Linux

Arcserve® ReplicationおよびHigh Availability



Arcserve Backupマニュアル

Arcserve Backupドキュメントには、すべてのメジャーリリースおよびサービスパックに

ついての特定のガイドとリリースノートが含まれています。ドキュメントにアクセスす

るには、以下のリンクをクリックします。

Arcserve Backup 18.0 リリースノート

Arcserve Backup 18.0マニュアル選択メニュー

http://documentation.arcserve.com/Arcserve-backup/Available/18.0/JPN/Bookshelf_Files/HTML/Relnotes/Default.htm
http://documentation.arcserve.com/Arcserve-backup/Available/18.0/JPN/bookshelf.html


Arcserveサポートへの問い合わせ

Arcserveサポート チームは、技術的な問題の解決に役立つ豊富なリソースを提

供します。重要な製品情報に簡単にアクセスできます。

テクニカルサポートへの問い合わせ

Arcserveのサポート：

Arcserveサポートの専門家が社内で共有しているのと同じ情報ライブラリに

直接アクセスできます。このサイトから、弊社のナレッジベース( KB) ドキュメント

にアクセスできます。ここから、重要な問題やよくあるトラブルについて、製品

関連 KB技術情報を簡単に検索し、検証済みのソリューションを見つけること

ができます。

弊社のライブチャット リンクを使用して、Arcserveサポート チームとすぐにリアル

タイムで会話を始めることができます。ライブチャットでは、製品にアクセスした

まま、懸念事項や質問に対する回答を即座に得ることができます。

Arcserveグローバルユーザコミュニティに参加して、質疑応答、ヒントの共有、

ベスト プラクティスに関する議論、他のユーザとの会話を行うことができます。

サポート チケットを開くことができます。オンラインでサポート チケットを開くと、

質問の対象製品を専門とする担当者から直接、コールバックを受けられま

す。

また、使用している Arcserve製品に適したその他の有用なリソースにアクセス

できます。

https://support.arcserve.com/s/?language=ja
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概要

概要

Arcserve Backupは、さまざまなプラットフォームを使用している環境下でバックアッ

プおよびリストアを可能にする、包括的かつ分散的な管理ソリューションです。この

アプリケーションは、オプションのクライアント エージェントを使用して、Windows、
UNIX、および Linuxが稼働しているマシンを含め、ネットワーク上のすべてのマシン

のデータをバックアップおよびリストアできます。Arcserve Backupまた、には、メディア

管理およびデバイス管理に使用する各種ユーティリティも用意されています。

Arcserve Backupでは、1つの管理コンソールから制御することができます。さまざま

なプラットフォームおよび構成にまたがって、1台または複数のマシンで構成された

小規模および大規模の企業環境をサポートすることができます。
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Arcserve Backup Disaster Recovery Optionの機能

Arcserve Backupは、ネットワーク管理者がネットワーク上のデータのバックアップと管

理に使用するコンポーネント、機能、およびユーティリティを備えています。

Arcserve Backupマネージャを起動するには、プログラムグループから［マネージャ］
アイコンを選択します。マネージャを初めて起動すると、［チュートリアル］ウィンドウ

が表示されます。次回からは CA Arcserve Backupホーム画面が表示されますが、

［ヘルプ］メニューからチュートリアルにアクセスできます。Home Pageから、以下のナ

ビゲーション機能を使用してArcserve Backupのすべての機能にアクセスできます。

ホーム画面 --使用しているコンピュータの問題解決支援ツールにリンクする

ニュースおよびサポートへのリンクが表示されます。また、クイックスタート、環

境設定、ウィザード、およびユーティリティへのリンクも表示されます。

ナビゲーションバー --マネージャ、ウィザード、ユーティリティ、最後に使用した

画面、Arcserveサポート、Get Satisfactionに別々にアクセスできます。これは

ページの左端にあります。内容、履歴、サポートのボタンから構成されていま

す。［履歴］の内容は、セッションごとに保存されます。無効になっていない限

り、ナビゲーションバーはすべてのマネージャページに表示されます。Arcserve
Backupホーム画面の［表示］メニューから［ナビゲーションバー］を選択すること

によって、ナビゲーションバーを簡単に表示または非表示にすることができま

す。この機能を無効にするには、［ビュー］を選択し、［ナビゲーションバー］の
選択を解除します。ナビゲーションバーは固定できます。固定されていない場

合は自動的に非表示にすることができます。

クイックスタート -- Arcserve Backupマネージャの各機能にアクセスできます。

環境設定 --サーバおよび SAN設定上のバックアップデバイスをすばやく設定

できるデバイス環境設定にアクセスできます。

［環境設定］メニューから、［デバイスグループの環境設定］にアクセスし、デバ

イスのグループやステージンググループを設定することもできます。

ウィザード -- Arcserve Backupの主要な機能を簡略化します。デバイスウィ

ザード、ブートキット ウィザード、ジョブスケジューラウィザード、および診断ウィ

ザードにアクセスできます。

ユーティリティ --データベースおよびメディアを管理するための各種ユーティリティ

が用意されています。ユーティリティとして、マージ、スキャン、比較、カウント、

コピー、パージ、ユーザプロファイル、およびレポート ライタがあります。
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Arcserve Backupマネージャ、ウィザード、およびユー

ティリティにアクセスする方法

Arcserve Backupのマネージャ、ウィザード、およびユーティリティは、データ保護に必

要なすべての機能の実行に使用するフロントエンド インターフェースを提供しま

す。これらのコンポーネントにはマネージャコンソールのナビゲーションバーからアク

セスできます。

コンポーネント、コンポーネントにアクセスできるメニュー、および実行される機能を

以下に示します。

［クイックスタート］メニュー

ジョブステータスマネージャ --このウィンドウから、ホールド、完了、実行中の

ジョブをモニタします。ホールドまたは完了ジョブのスケジュール、新規ジョブの

サブミット、ジョブの削除、および実行中のジョブの停止を実行できます。ログ

情報は、完了したジョブごとに提供されます。

バックアップマネージャ --データをメディアにバックアップします。コンピュータおよ

びサーバのバックアップのスケジュール設定および環境設定を行うことができま

す。ファイルへのパス、ファイル名、使用するメディアなど、それぞれのバックアッ
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プジョブについての情報は、Arcserve Backupデータベースに記録されます。

バックアップマネージャでは、以下の操作を行うことができます。

バックアップジョブのソース(バックアップ元のデータ)およびデスティネー

ション( メディア)を指定します。

UNIX、Linux、Windowsなどの他のオペレーティングシステムを実行して

いるコンピュータ上のデータをバックアップするバックアップジョブを定義し

ます。

サーバ上で実行されているデータベースエージェントを使用します。

リストアマネージャ -- Arcserveバックアップでバックアップされたデータをリストア

します。リストアマネージャでは、以下の操作を行うことができます。

バックアップされたファイルのすべてのバージョンを検索します。

リストアジョブのソースおよびフィードバックを指定します。

バックアップ方法を定義し、バックアップのスケジュールを指定します。

データの全体または一部のリストアを実行します。

サーバ管理 -- Arcserve Backupシステムアカウントの変更と、ジョブエンジン、

テープエンジン、データベースエンジンなどのArcserve Backupのコアサービス

の管理を行うことができます。［環境設定］アイコンを使用すると、Alertの生

成やメッセージログの定義といったサービスの環境設定が行えます。［データ

ベースエンジン］タブでは、データベースの廃棄ジョブを設定できます。

Dashboard --バックアップインフラストラクチャと SRM ( Storage Resource
Management)環境のスナップショット概要を提供します。詳細については、

「Dashboardユーザガイド」を参照してください。

Infrastructure Visualization-- Arcserve Backup環境が視覚的に表現され、

バックアップステータスや、サーバ、ノード、デバイス間の関係をすばやく確認で

きます。

［モニタとレポート］メニュー

ジョブステータスマネージャ --このウィンドウから、ホールド、完了、実行中の

ジョブをモニタします。ホールドまたは完了ジョブのスケジュール、新規ジョブの

サブミット、ジョブの削除、および実行中のジョブの停止を実行できます。ログ

情報は、完了したジョブごとに提供されます。

レポート マネージャ -- Arcserve Backupデータベースのデータからレポートを生

成します。バックアップスケジュール、メディアエラー、バックアップデバイス、メ

ディアプール、メディアステータス、メディアポリシーなどに関する情報のレポー

トを生成することができます。

レポート ライタ --カスタムレポートの作成、または指定された期間のバックアッ

プアクティビティに基づく事前定義されたレポートの生成を行います。
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Dashboard --バックアップインフラストラクチャと SRM ( Storage Resource
Management)環境のスナップショット概要を提供します。詳細については、

「Dashboardユーザガイド」を参照してください。

Infrastructure Visualization --ご使用のArcserve Backup環境を視覚的に表

現する機能を提供します。Infrastructure Visualizationでは、組織図に似た階

層形式で各 Arcserve Backupサーバが表示されます。ミニマップ機能は、現在

のビューの縮小版として機能し、ユーザがズーム、パン、部分的な強調表示

などを行うことができます。

［保護と回復］メニュー

バックアップマネージャ --データをメディアにバックアップします。コンピュータおよ

びサーバのバックアップのスケジュール設定および環境設定を行うことができま

す。ファイルへのパス、ファイル名、使用するメディアなど、それぞれのバックアッ

プジョブについての情報は、Arcserve Backupデータベースに記録されます。

アーカイブマネージャ --選択されたWindows、UNIX、LinuxおよびMACファイ

ルシステムデータ用のアーカイブスケジュールおよびポリシーを指定します。

リストアマネージャ -- Arcserve Backupでバックアップされたデータをリストアしま

す。

Arcserve Replication -- Arcserve Replicationは、非同期リアルタイムレプリ

ケーションを使用して惨事復旧機能を提供するデータ保護ソリューションで

す。このリンクは、Arcserve Replicationをインストールするとアクティブになりま

す。

Arcserve D2D --Arcserve D2Dは、別売の軽量ソリューションで、ローカルコン

ピュータ上の変更をブロックレベルでトラッキングし、変更されたブロックのみを

増分バックアップ方式でバックアップします。これにより、Arcserve D2Dを使用し

て、バックアップの実行頻度を増やす( 15分ごと) ことができ、増分バックアップ

のサイズが削減されるため、これまでよりも最新のバックアップを利用できるよう

になります。また、Arcserve D2Dを使用して、ファイル/フォルダやアプリケーション

のリストア、および単一のバックアップからのベアメタル復旧を実行することもで

きます。このリンクは、Arcserve D2Dをインストールするとアクティブになります。

［管理］メニュー

サーバ管理 -- Arcserve Backupシステムアカウントの変更と、ジョブエンジン、

テープエンジン、データベースエンジンなどのArcserve Backupのコアサービス

の管理を行うことができます。［環境設定］アイコンを使用すると、Alertの生

成やメッセージログの定義といったサービスの環境設定が行えます。［データ

ベースエンジン］タブでは、データベースの廃棄ジョブを設定できます。

デバイス管理マネージャ --ストレージデバイスとメディアに関する情報を表示

します。また、ドライブの圧縮モードを変更し、メディア保守機能 (圧縮、フォー
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マット、消去、イジェクト、リテンションなど)を実行できます。Arcserve Backup
は、広範な種類のメディア( 4 mm、8 mm、DLT、QIC、Iomega Zipおよび Jazz メ
ディア、PD、MO、WORMなど)をサポートしています。

デバイス環境設定 --テープライブラリ、RAIDデバイス、仮想ライブラリ、ディス

クベースのデバイス( ファイルシステムデバイスなど)、デデュプリケーションデバ

イス( DDD)などのバックアップデバイスを簡単に設定できるツールです。またこ

こでは、リムーバブル記憶域マネージャ( RSM)を有効または無効にしたり、プラ

イマリサーバで UNIX/Linux Data Moverサーバを登録または登録解除したりす

ることができます。

サポートされているデバイスの最大数：255(物理デバイス、FSD、DDDを

含む)

サポートされている FSDおよび DDDの最大数：255(接続された物理デ

バイスが0の場合 )

デバイスウィザード --プライマリまたはスタンドアロンサーバに設置されているデ

バイスを表示して、ストレージ メディアを簡単にフォーマット、消去、圧縮、およ

びイジェクトできます。

デバイスグループ環境設定 -- Arcserve Backup環境でデバイスのグループを

簡単に設定し、データのステージング用に使用するグループを選択できるツー

ルです。

サポートされているデバイスグループの最大数：128

メディアプールマネージャ --バックアップを簡単に識別できるように、メディアの

論理グループを作成して管理します。メディアプールマネージャを使用する

と、メディアの管理および再利用を効率的にスケジュールすることができます。

また、管理者は、特定の環境に適したメディアローテーションスキーマを作成

することができます。

メディア管理マネージャ --オフサイトの保管場所へのテープの移動の管理、お

よびメディアリソースを保護、制御、管理する上で必要なツールを提供しま

す。

注：メディア管理マネージャを使用するには、Enterprise Moduleをインストー

ルする必要があります。

データベースマネージャ -- Arcserve Backupで処理されたジョブ、Arcserve
Backupで使用したメディア、Arcserve Backupで使用中のデバイスなど、

Arcserve Backupデータベースからの情報を表示します。

Alertマネージャ -- さまざまな通信媒体を使用して、Arcserve Backupの動作

中に発生したイベントに関するメッセージを組織内の特定のユーザに送信で

きます。
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ユーザプロファイルマネージャ -- Arcserve Backupユーザアカウントに役割権

限を割り当てることができます。

Agent Deployment--複数のリモート ホストにArcserve Backupエージェントの

集合を同時にインストールおよびアップグレードできます。

セントラルエージェント管理 --エージェント ログおよびイベント ログの表示、

エージェント オプションおよびセキュリティ情報の設定、エージェント レジストリ

値のデバッグレベルの指定、ノード層の設定、Agent Deploymentの実行が可

能です。

［ユーティリティ］メニュー

ジョブスケジューラウィザード --通常はコマンド プロンプト ウィンドウからサブミッ

トするジョブを、すばやく簡単にパッケージ化してサブミットできます。このウィ

ザードを使用すると、Arcserve Backupで実行可能なコマンドに加えて、実質

的にあらゆる実行可能ファイルを実行できます。

ブートキット ウィザード --惨事が発生した場合のデータ回復を可能にする、そ

のマシン専用のブートキットを作成して保守できます。

注：Arcserve Backupブートキット ウィザードは、システムにDisaster Recoveryオプ

ションがインストールされている場合にのみ使用できます。Arcserve Backup
Disaster Recovery Optionは、別売りオプションです。

診断ウィザード -- Arcserve Backupのさまざまなシステムログを収集しパッケー

ジ化します。これはトラブルシューティングで使用される場合があります。

注：診断ウィザードは、診断ユーティリティをインストールした場合にのみ表示

されます。

マージ ユーティリティ -- 1つ以上のバックアップセッションを含むメディアを指定

して、そのメディアの情報を Arcserve Backupデータベースにマージできます。

メディア検証とスキャンユーティリティ -- メディアバックアップセッションについての

情報を収集し、メディア上のセッションがリストア可能かどうかを確認するのに

役立ちます。

比較ユーティリティ -- メディアセッションの内容をコンピュータ上のファイルと比

較できます。

カウント ユーティリティ -- コンピュータ上のファイルおよびディレクトリの数をカウン

トできます。

コピーユーティリティ --あるロケーションから別のロケーションへファイルをコピーで

きます

パージ ユーティリティ -- コンピュータからファイルやディレクトリを削除できます。

テクニカルサポート
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Arcserve Backup Webページ --製品情報のあるWebサイトへ直接アクセスで

きます。

サポートの紹介 --Arcserveサポートにアクセスし、利用可能なサポート プログ

ラムに関する情報を入手することができます。

サポートへの登録 --Arcserveサポートの登録フォームに直接アクセスします。

テクニカルサポートへのアクセス -- リリース固有の情報にアクセスできます。ここ

では、ソフトウェアをダウンロードしたり、最新のマニュアルを入手したり、サポー

ト対象の製品マトリクスを参照したりすることができます。

注：ナビゲーションバーの［サポート］ボタンからもここにアクセスできます。

クイックリファレンス

Readme --マニュアルおよびヘルプに関する更新と補足が含まれています。

リリースサマリ --新機能と製品の拡張機能に関するサマリが含まれています。

製品ニュースおよび情報

最新の製品ニュースおよび情報については、ホームページの下にある Twitterまた

は Facebookのリンクをクリックし、表示される Arcserve Backupオンラインに従いま

す。

RSS

画面の下部のRSSでは、最新のArcserve Backupニュースがスクロールできます。

見出しをクリックして、Arcserve.comに直接アクセスすると、すべての情報を参照

することができます。

RSSニュースを表示するには、インターネットに接続している必要があります。

Arcserve Backup ドメインアカウントを使用してログオンしなかった場合、認証情報

を手動で提供できます。RSSバーの右隅にある［更新］ボタンをクリックし、認証情

報のダイアログボックスにアクセスし、ニュースフィードを更新します。

注：Arcserve Backupのインストール後、RSSバーはArcserve.com と通信します(デ
フォルト )。RSSバーがArcserve.com と通信しないようにするには、RSSバーを閉じ

て通信を停止します。RSSバーを閉じるには、任意のArcserve Backupマネージャ

で［表示］メニューをクリックして、［ニュースバー］をクリックします。
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Arcserve Backupユーティリティ

Arcserve Backupには、ファイルの管理に使用できる各種ユーティリティが用意され

ています。これらのユーティリティには、ホーム画面のナビゲーションバーからアクセ

スできます。これらのユーティリティについては、以降の各セクションで説明します。

マージユーティリティ

メディア検証とスキャンユーティリティ

比較ユーティリティ

カウント ユーティリティ

コピーユーティリティ

パージユーティリティ

レポート ライタユーティリティ

cabatchコマンドを使用してジョブを管理する方法

ユーザプロファイルユーティリティ

Arcserve Backupコマンド ラインユーティリティ
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Arcserve Backupユーティリティ

マージ ユーティリティ

バックアップの作成に使用しなかったArcserve Backupサーバにファイルをリストアす

る必要がある場合、またはArcserve Backupデータベースから削除した情報が後

になって必要になった場合は、マージユーティリティを使用します。

マージユーティリティでは、1つ以上のバックアップセッションを含むメディアを指定し

て、そのメディアの情報を Arcserve Backupデータベースにマージできます。このと

き、メディアに収められているデータベース情報は既存のデータベースに追加 され

ます。

バックアップジョブを実行するたびに、バックアップしたコンピュータ、ディレクトリ、ファ

イルの情報およびそのジョブに使用したメディアに関する情報がArcserve Backup
データベースに記録されます。ファイルをリストアする必要がある場合は、この情報

を使用して Arcserve Backupで目的のファイルを探し出します。このデータベース情

報は、Arcserve Backupホームディレクトリがバックアップされるときにバックアップされ

ます。

メディアに収められたバックアップセッションがArcserve Backupデータベースに記録

されていない場合 (たとえばArcserve Backupを使用して別のバックアップサーバで

実行したバックアップなど)、［メディアのマージ］オプションを使用してそのメディアの

情報を Arcserve Backupのホームディレクトリにあるデータベースにマージできます。

マージ ユーティリティの使用法

バックアップに使用したサーバとは異なる Arcserve Backupサーバにファイルをリスト

アする場合に、マージユーティリティを使用できます。また、Arcserve Backupデータ

ベースから削除した情報が再度必要になった場合にもマージユーティリティが使

用できます。

詳細情報：

マージユーティリティオプション

マージユーティリティ用のグローバルオプション

マージユーティリティ -データベースグーロバルオプション
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Arcserve Backupユーティリティ

マージ ユーティリティオプション

マージユーティリティを使用して、メディアの情報をデータベースにマージすることが

できます。

マージユーティリティでは、以下をマージすることができます。

すべてのセッション

単一セッション

以下のいずれかの範囲のタイプを使用した、セッション範囲。

特定の開始セッションから特定の終了セッションまで

特定の開始セッションからメディアの終わりまで

マージ オプション

すべてのセッションをマージするように選択した場合、この操作が正常終了するに

はシーケンス番号 1を含むテープが必要です。

シーケンス番号 1を含むテープがない場合、メディアが見つからなかったとのメッ

セージが表示され、適切なテープを挿入して操作を続行するか、操作をキャンセ

ルするかが確認されます。

シーケンス番号 1を含むテープとは異なるテープからセッションをマージする場合、

マージを正常に行うには、すべてのセッションをマージするオプションを選択しない

で、その代わりに含めるセッション番号またはセッション番号の範囲を指定します。

複数のテープにまたがるセッションをマージする場合、セッションヘッダ情報が存在

するテープが必要です。
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Arcserve Backupユーティリティ

マージ ユーティリティ用のグローバルオプション

Arcserve Backupでは、以下のような最新のマージオプションが用意されています。

詳細なセッション情報を Arcserve Backupデータベースにリストアする際は、マージ

ユーティリティオプションを使用します。

たとえば、別のサーバ上でArcserve Backupを使用してバックアップを実行していた

場合、このユーティリティを使用すると、メディア情報をArcserve Backupホームディ

レクトリ内のデータベースに追加で組み入れることができます。これにより、バック

アップされているメディアを、別のサーバからファイルレベルでリストアできるようにな

ります。これは、詳細情報がデータベースからすでに削除されている場合に便利

です。デフォルトでは、ジョブの詳細情報は、データベース容量を節約するために

バックアップの30日後に削除されるように設定されています。この設定はサーバ管

理マネージャで変更できます。

注：Arcserve Backupデフォルトでは、新しくマージされたセッションの詳細は、廃棄

までの保存期間を超過している場合でも、すべてデータベースに 1週間 ( 7日
間 )保存されます。

利用可能なグローバルマージオプションは以下のとおりです。

バックアップメディア -- メディアのタイムアウト時間など、ジョブのメディアオプショ

ンを指定します。

実行前/後の処理 --ジョブの実行前または実行後に、コマンドまたはバッチ

ファイルを実行できます。

ジョブログ --ジョブキューログに記録する情報の詳細レベルを設定します。

データベース --ジョブに関する詳細情報を記録するか、ジョブやセッションレベ

ルの詳細のみを記録するかを指定します。

Alert --操作中のイベントに関するメッセージを通知します。
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Arcserve Backupユーティリティ

マージ ユーティリティ -データベースグーロバルオプショ

ン

マージユーティリティの［グローバルオプション］ダイアログボックスにある［データベー

ス］タブを使用すると、マージする詳細のレベルを指定できます。

［詳細情報をマージする］--ジョブおよびセッションの情報を含む、すべての詳

細をマージできます。

［セッションヘッダのみマージする］--ジョブおよびセッションのデータなど、ヘッダ

情報のみをマージできます。
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メディア検証とスキャンユーティリティ

メディア検証とスキャンユーティリティを使用すると、メディアバックアップセッションに

関する情報を収集できます。バックアップするように指定したソースは、メディア上

にソースごとに個別のセッションとして保存されています。メディア検証とスキャン

ユーティリティを使用して、以下のタイプのセッションをスキャンできます。

セッション単位またはメディア全体。

以下のような、特定の範囲のセッション。

特定の開始セッションから特定の終了セッションまで

特定の開始セッションからメディアの終わりまで

スキャンジョブの結果は、ジョブキューに表示されます。このオプションは、Arcserve
Backupサーバを復旧する場合に、Arcserve Backupデータベースの最新のバック

アップを識別するときに役立ちます。

スキャンジョブでメディア内容の詳細なリストを生成するには、スキャンオプション

タブの［全アクティビティ］機能を使用します。過去にバックアップされたファイルのリ

ストが必要な場合にも、このメディア検証とスキャンユーティリティを使用できま

す。

Arcserve Backupには、いくつかの拡張スキャンオプションが用意されています。

バックアップメディア --ジョブのメディアオプションを指定します。

操作 -- CRC検証によるファイルのスキャンやデータベースの記録機能の有

効化など、ジョブ用の一般的なオプションを指定します。

実行前/後の処理 --ジョブの実行前または実行後にコマンドまたはバッチ

ファイルを実行します。

ジョブログ --ジョブキューログに記録する情報の詳細レベルを設定します。

Alert --操作中のイベントに関するメッセージを通知します。

第1章 :の紹介 Arcserve Backup 39



Arcserve Backupユーティリティ

比較ユーティリティ

メディアの内容とマシン上のファイルを比較します。比較ジョブの結果は、ジョブ

キューに表示できます。バックアップ終了後にこのユーティリティを使用すると、すべ

てのファイルがエラーなくメディアにコピーされたかどうかを検証できます。

Arcserveバックアップでは、以下のような最新の比較オプションが用意されていま

す。

バックアップメディア --ジョブのメディアオプションを指定します。

操作 --データベースの記録を有効にするかどうかを指定します。

実行前/後の処理 --ジョブの実行前または実行後に実行するコマンドまたは

バッチファイルを指定します。

ジョブログ --ジョブキューログに記録する情報の詳細レベルを設定します。

Alert --操作中のイベントに関するメッセージを通知します。
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カウント ユーティリティ

カウント ユーティリティは、マシン上のファイルおよびディレクトリの数をカウントしま

す。カウント ジョブの結果は、ジョブキューで参照できます。コピージョブの完了後

にこのオプションを使用すると、ディスク内のすべてのファイルがエラーなしで別のディ

スクにコピーされたかどうかを確認できます。

Arcserve Backupでは、以下のような最新のカウント オプションが用意されていま

す。

操作 --データベースの記録を有効にするかどうかを指定します。

実行前/後の処理 --ジョブの実行前または実行後にコマンドまたはバッチファ

イルを実行します。

ジョブログ --ジョブキューログに記録する情報の詳細レベルを設定します。

Alert --操作中のイベントに関するメッセージを通知します。
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コピーユーティリティ

コピーユーティリティを使用すると、ローカルまたはリモートのマシンにファイルをコ

ピーできます。たとえば、メディアへのバックアップを行う別のマシンにファイルおよび

ディレクトリを保存するために、ローカルマシンでコピージョブを実行することができ

ます。

以下の各コピーオプションによって、コピー中またはコピー終了後に発生する関連

アクションが決まります。

再試行 --オープンファイルに対する再試行およびファイル共有のオプションを

指定します。

操作 --操作オプションを指定し、データベースの記録機能を有効にするかど

うかを指定します。

デスティネーション --ディレクトリ構造および同名ファイルの処理に適用するオ

プションを指定します。

実行前/後の処理 --ジョブの実行前または実行後に実行するコマンドまたは

バッチファイルを指定します。

ログ --ジョブキューログに記録する情報の詳細レベルを設定します。

Alert --操作中のイベントに関するメッセージを通知します。
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Arcserve Backupユーティリティ

パージ ユーティリティ

パージユーティリティを使用すると、マシンからファイルやディレクトリを削除できま

す。結果は、ジョブキューから表示できます。

Arcserve Backupでは、以下のような最新のパージオプションが用意されています。

操作 --ディレクトリの削除やデータベースの記録機能の有効化など、一般的

なオプションを指定します。

実行前/後の処理 --ジョブの実行前または実行後に実行するコマンドまたは

バッチファイルを指定します。

ログ --ジョブキューログに記録する情報の詳細レベルを設定します。

Alert --操作中のイベントに関するメッセージを通知します。
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Arcserve Backupユーティリティ

レポート ライタユーティリティ

カスタムレポート、または指定された期間のバックアップアクティビティに基づく定義

済みのレポートが作成されます。レポート データにはレポート クエリまたは選択基

準を指定できます。生成されたレポートは、プレビュー、印刷、および指定したファ

イルの種類 ( XMLまたはCSV)での保存が可能です。
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Arcserve Backupユーティリティ

cabatch コマンドを使用してジョブを管理する方法

cabatchユーティリティは、以下のようなタスクを実行するためのジョブ管理ツールで

す。

コマンド ラインから、ローカルまたはリモートのArcserve Backupジョブキュー内

のジョブのサブミットや削除を行います。

ジョブキュー内のジョブの実行時間を変更します。

Arcserve Backupマネージャで作成したジョブスクリプト、またはArcserve
Backupのホームディレクトリにある cabatchジョブ情報テンプレートを利用して

作成したテキスト ファイルのジョブスクリプトを使用します。

cabatchユーティリティの詳細については、「コマンド ラインリファレンスガイド」を参

照してください。
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Arcserve Backupユーティリティ

ユーザプロファイルユーティリティ

ユーザプロファイルユーティリティを使用すると、管理者がユーザプロファイルを管

理し、Arcserve Backupへのアクセスを提供できるようになります。

Arcserve Backupをインストールすると、carootユーザプロファイルが設定され、デ

フォルトで管理者グループに割り当てられます。管理者グループは、特定の

Arcserve Backup ドメインで実行されるすべてのArcserve Backupの機能を制御し

ます。

ユーザプロファイルユーティリティを使用すると、Arcserve Backupサーバ管理者は

以下のことを実行できます。

ユーザの追加

ユーザの削除

ユーザパスワードの変更

ユーザのグループへの割り当て
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Arcserve Backup コマンド ラインユーティリティ

Arcserve Backup コマンド ラインユーティリティ

Arcserve Backupには、コマンド ラインユーティリティが用意されています。これは、

DOSプロンプトを使用して Arcserve Backupサーバで実行可能なほぼすべての操

作を直接制御できます。コマンド ラインユーティリティは、Arcserve Backupマネー

ジャから実行できるほとんどのオペレーションを実行するもう1つの方法です。

これらのコマンド ラインユーティリティの説明および使用方法については、「コマンド

ラインリファレンスガイド」を参照してください。
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Arcserve Backupセキュリティ

Arcserve Backupセキュリティ

以下のセクションでは、Arcserve Backupのセキュリティ機能について説明します。

Arcserve Backup管理者プロファイル

Arcserve Backup と同等の権限の仕組み

システムアカウント

同等の権限およびシステムアカウント
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Arcserve Backupセキュリティ

Arcserve Backup管理者プロファイル

Arcserve Backupには、Arcserve Backup機能をすべて制御できるルート レベルの

システム管理者 ( rootユーザ)プロファイルが含まれています。

このプロファイルは「caroot」と呼ばれ、Arcserve Backupを初めてインストールすると

きに設定されます。carootのパスワードはインストール時に設定できますが、後か

ら ca_authおよび authsetupのコマンド ラインユーティリティを使用して設定するこ

ともできます。これらのユーティリティの詳細については、「コマンド ラインリファレンス

ガイド」を参照してください。

carootパスワードは、任意の英数字と特殊文字を組み合わせて指定できます

が、15バイトを超えないようにしてください。合計 15バイトのパスワードは、およそ

7 ～ 15文字に相当します。

重要：carootのパスワードは、空のままにしないでください。

carootユーザプロファイルは、バックアップ、リストアなどの、Arcserve Backupマネー

ジャコンソールおよびバックアップ関連の機能に対するアクセス権のみを制御しま

す。
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Arcserve Backupセキュリティ

Arcserve Backup と同等の権限の動作

ユーザプロファイルマネージャでは、carootアカウントの同等の権限を任意の

Windowsアカウントに対して作成することができます。この機能を使用すると、

Windowsアカウントを持ったユーザには、Arcserve Backupにログインし、Arcserve
Backupマネージャとユーティリティにアクセスする権限が与えられます。ただし、

Windowsアカウントを持ったユーザがArcserve Backupコマンドラインユーティリテイ

(たとえば ca_backupや ca_restore)を実行するのを許可するためには、ca_authコ

マンド ラインユーティリティを使用して、そのWindowsアカウント用に caroot と同等

の権限を作成する必要があります。

注：ca_authコマンド ラインユーティリティを使用して、caroot と同等の権限を付

与されたユーザは、すべてのコマンドラインユーティリテイを実行できますが、

Arcserve Backupマネージャコンソールにログインすることはできません。

同等の権限を作成すると、以下の利点があります。

コマンド ライン使用の簡易化 --Windowsユーザに対して同等の権限を作成

すると、コマンド ライン機能で認証が必要な場合、同等の権限によりログイン

ユーザの代わりに暗黙的なログインが行われます。そのため、コマンドをサブミッ

トするたびにユーザにユーザ名およびパスワードの入力を要求することなく、コ

マンド ラインユーティリティが実行されます。

アクセス制限 -- caroot と同等の権限を持つWindowsユーザアカウントは、す

べてのArcserve Backupコマンドラインユーティリテイを実行できますが、

WindowsユーザアカウントがArcserve Backupマネージャコンソールおよびドメ

インにログインすることはできません。ただし、ユーザプロファイルマネージャを使

用して、WindowsユーザがWindowsユーザアカウントのログイン情報で

Arcserve Backupマネージャコンソールおよびドメインにログインできるようにする

ことができます。

注：ユーザプロファイルマネージャ以外にも、ca_authコマンド ラインユーティリ

ティを使用して、Arcserve Backupユーザアカウントを追加できます。ca_auth
utilityユーティリティの詳細については、「コマンド ラインリファレンスガイド」を

参照してください。
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システムアカウント

Arcserve Backupサービスには、ローカルマシンで管理者権限およびバックアップオ

ペレータ権限がある有効な Windowsシステムアカウントが必要です。サービスは

このアカウントを使用して、ハード ディスクドライブやローカルネットワークなどの

ローカルリソースにアクセスします。

Arcserve Backupを初めてインストールするときに、Windowsシステムアカウントを

入力するオプションがあります。インストール時にWindowsアカウントを入力すると、

Arcserve Backupによって、このアカウントに対して管理者権限とバックアップオペ

レータ権限が自動的に付与されます。インストール時にアカウントの入力をスキッ

プした場合は、Arcserve Backup管理者を使用して有効な Windowsシステムアカ

ウントを入力し、必要な権限を手動で付与する必要があります。

注：バックアップオペレータグループに属するユーザには、Arcserve Backupデータ

ベースにアクセスする権限がありません。そのため、バックアップマネージャでメンバ

サーバはユーザに表示されません。

システムアカウント情報は、Arcserve Backupサーバ管理またはサーバ環境設定

ウィザードを使用していつでも変更できます。
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Arcserve Backupセキュリティ

同等の権限およびシステムアカウント

のcarootユーザプロファイルとArcserve Backupシステムアカウントを混同しないでく

ださい。carootユーザプロファイルは、Arcserve Backupマネージャおよびその関連

バックアップ機能へのアクセスを制御するために使用し、システムアカウントは、

Arcserve Backupサービスがローカルマシンに対して操作を行う際に必要なセキュリ

ティ権限を付与するために使用します。

システムアカウントおよびcarootユーザプロファイルの役割は異なりますが、

Arcserve Backupがジョブをすべて正常に実行するには、システムアカウントと同等

の権限をcarootに与える必要があります。たとえば、システムアカウントの名前が

「BackupAdmin」で、ローカルマシン名が「BAB01」である場合、以下のca_authコマ

ンドを使用してこのアカウントにcarootと同等の権限を与えます。

ローカルシステムアカウント

ca_auth -equiv add BAB01\BackupAdmin BAB01 caroot caroot caroot_password

ドメインシステムアカウント

ca_auth -equiv add DomainName\BackupAdmin BAB01 caroot caroot caroot_
password

注：carootパスワードは、任意の英数字と特殊文字を組み合わせて指定できま

すが、15バイトを超えないようにしてください。合計 15バイトのパスワードは、およ

そ7 ～ 15文字に相当します。

セキュリティの詳細については、「バックアップサーバの管理」または「コマンド ライン

リファレンスガイド」を参照してください。
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64ビットのWindowsプラットフォームでのバックアップとリストアの方法

64ビットのWindowsプラットフォームでのバックアップと

リストアの方法

64ビットと 32ビット Windodwsプラットフォームのアーキテクチャの違いにより、64
ビット オペレーティングシステムのエレメントは、32ビット アプリケーションからはアク

セスできないものがあります。これらのエレメントには、Windowsシステムレジスト

リ、システム状態バックアップに含まれるシステム設定ファイル、ボリュームシャドウ

コピーサービスライタが含まれます。

これらの制約を克服し、Arcserve BackupサーバがWindowsの64ビット バージョン

で実行されている場合でもバックアップおよびリストア操作を成功させるには、

Arcserve Backupサーバに、64ビット バージョンのArcserve Backup Client Agentをイ

ンストールする必要があります。

この設定により、64ビットのClient AgentがローカルのArcserve Backupサーバ上で

ネイティブプロセスとして動作するようになり、ローカルファイルシステム、システム

状態、システムレジストリ、ボリュームシャドウコピーサービスライタ上での参照、

バックアップ、リストア処理を、32ビットのClient Agent for Windowsを使用したリ

モートの参照、バックアップ、リストアと同じ方法で実行する機能が提供されるよう

になります。

64ビット Windowsプラットフォームでサポートされている Arcserve Backupエージェン

トとオプションの詳細については、リンクを参照してください。
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仮想マシン環境を保護する方法

仮想マシン環境を保護する方法

Arcserve Backupを使用して仮想マシン環境を保護するには、以下の方法を使

用します。

Arcserve Backup Agent for Virtual Machines -- Agent for Virtual Machinesを
使用すると、Windows Server Hyper-Vシステム、VMware ESX/ESXiホスト シス

テム、および VMware vCenter Serverシステムに常駐する VM ( virtual
machine、仮想マシン)に依存している環境を保護できます。

VMwareベースのシステムの場合、VMwareが提供する Virtual Disk
Development Kit ( VDDK) と呼ばれるメカニズムによって、VMware ESXホスト シ

ステムおよび VMware vCenter Serverシステム内のVMに保存されているファイ

ルとデータを保護できます。Arcserve Backupを VMware VDDKおよびWindows
Server Hyper-Vシステムと統合するには、Agent for Virtual Machinesをインス

トールして、ライセンスを設定します。

注：システム要件およびサポートされるプラットフォームの詳細については、「リ

リースノート」を参照してください。エージェントのインストールおよび設定の詳

細については、「Agent for Virtual Machinesユーザガイド」を参照してください。

VMware ESX/ESXiホスト システム用のスクリプト ソリューション -- VMおよび

Vmware ESXホスト システムを保護するには、Agent for Virtual Machinesをイ

ンストールするのが最善の方法です。一方、スクリプト ソリューションを使用し

て、Agent for Virtual Machinesをインストールすることなく Arcserve Backupを

VMware ESX/ESXi と統合することもできます。スクリプト ソリューションを使用す

れば、VMおよび Vmware ESXホスト システムを環境内のほかのサーバと同じ

ように安全に保護できます。

注：スクリプト ソリューションを使用するには、Arcserve Backup Client Agent for
Windowsをインストールして、ライセンスを設定する必要があります。

VMにArcserve Backupエージェントをインストールする -- VM内にあるデータを

バックアップおよびリストアするには、適用されているライセンスに応じて、VMで

動作しているゲスト オペレーティングシステムおよびアプリケーションに対応する

Arcserve Backupエージェントをインストールすることもできます。
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Arcserve Backup Enterprise Module

Arcserve Backup Enterprise Module

Arcserve Backup Enterprise Moduleは単体でインストールするコンポーネントで、

以下の機能を含む、さまざまな拡張機能を活用できます。

マルチストリーミング。

マルチストリーミングおよび 2つ以上 (最大 32まで)のバックアップデータスト

リームの送信が可能なディスクステージングバックアップおよびテープステージ

ングバックアップ。

注：Enterprise Moduleのライセンスを取得していない場合、Arcserve Backup
では、ディスクステージングおよびテープステージングバックアップジョブについ

て、2ストリームでのバックアップデータの転送が可能です。詳細については、

「Backup to Disk to Tapeの動作」、および「テープステージングバックアップの仕

組み」を参照してください。

メディア管理機能。

rawディスクバックアップ/リストア。

Arcserve Backup for Windows Enterprise Option for VSS Hardware Snap-Shot

注：詳細については、「Microsoft Volume Shadow Copy Serviceユーザガイド」

を参照してください。

さらに、Arcserve Backup Enterprise Moduleが Image Optionの前提条件コンポー

ネントとなります。

注：上記のオプションの詳細については、「Enterprise Moduleユーザガイド」を参

照してください。
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エンタープライズレベルのパスワード管理ユーティリティ

エンタープライズレベルのパスワード管理ユーティリティ

ユーザのパスワードが変わった場合、ジョブキュー内のすべてのジョブにその変更を

反映する必要があります。ca_jobsecmgrユーティリティを使用すると、ジョブキュー

内のすべてのジョブに対してグローバルにユーザパスワードを変更できます。デフォ

ルトでは、Arcserve Backupローカルサーバが対象となります。

構文

ca_jobsecmgr [server arguments] <current security> <new security>

オプション

このコマンドのオプションの詳細については、「コマンド ラインリファレンスガイド」を

参照してください。
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Arcserve Backupのマニュアルの使用

Arcserve Backupのマニュアルの使用

Arcserve Backupのこのリリースにはオンラインマニュアル選択メニューが含まれま

す。これは、インターネットを通じてアクセスするヘルプシステムおよび PDFファイル

から構成されます。Webベースのオンラインヘルプでは、Arcserve Backup製品の

更新をインストールしなくても、Arcserve Backupのマニュアルの最新バージョンにア

クセスできます。マニュアル選択メニューは、オンラインバージョンがデフォルトです。

しかし、ローカルソースのヘルプを使用するように［マニュアル環境設定］ダイアログ

ボックスで設定を行うことで、マニュアル選択メニューをダウンロードしてインストール

し、オンラインヘルプと PDFファイルをローカルデスティネーションから参照するように

することもできます。
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Arcserve Backupのマニュアルの使用

マニュアル選択メニューのダウンロード

デフォルトでは、マニュアル選択メニューはArcserveサポート サイトからオンラインで

アクセスされます。しかし、Arcserve Backupマニュアル選択メニューの最新版をロー

カルにダウンロード/インストールすることもできます。

マニュアル選択メニューをローカルにインストールする方法

1. ［スタート］- ［プログラム］- ［Arcserve Backup］- ［Arcserve ］- ［マニュアル］を選択

して Arcserve Support Onlineマニュアル選択メニューを開きます。

Arcserveサポートのマニュアル選択メニューが開きます。

2. 「このマニュアル選択メニューをダウンロード」リンクをクリックして Arcserve Backup
サーバにマニュアル選択メニューをダウンロードします。

注：［マニュアル環境設定］ダイアログボックスで「ヘルプのダウンロード」リンクをク

リックしてダウンロードすることもできます。

［ファイルのダウンロード］ダイアログボックスが表示されます。

例：Arcserve Backup Backup 18.0-JPN.zip

3. ［保存］をクリックします。

［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。

4. 以下のフィールドを指定または確認し、［保存］をクリックします。

保存する場所 -- zipファイルを保存するフォルダを入力します。

ファイル名 --保存するファイル名が正しいことを確認します。

例：Arcserve Backup 18.0-JPN.zip

保存する形式 --種類がWinZipファイルまたは 7-zipであることを確認しま

す。

ダウンロードの完了を示すダイアログボックスが表示され、zipファイルが保存されま

す。

5. 「開く」、「フォルダを開く」、または「閉じる」をクリックします。

選択に応じて、zipファイルが開くか、zipファイルを含むフォルダが開くか、またはダイ

アログボックスが閉じます。

6. zipファイルの内容を、先ほど指定した zipファイルの保存先に抽出します。

注：抽出ユーティリティに既存ファイルを上書きするオプションが含まれる場合は、

そのオプションを有効にします。ただし、抽出先ディレクトリにあるファイルを上書き

するかどうか確認するメッセージが表示された場合は、すべて上書きするオプショ

ンを選択してください。
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Arcserve Backupのマニュアルの使用

マニュアル選択メニューがダウンロードされ、ローカルディレクトリにインストールされ

て、最新バージョンに更新されました。

7. マニュアル選択メニューをローカルで参照したい場合は、ローカルのヘルプがソース

として使用されるように、［マニュアル環境設定］ダイアログボックスでマニュアルの

設定を行う必要があります。詳細については、「マニュアルの場所の設定」を参照

してください。
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Arcserve Backupのマニュアルの使用

マニュアルの場所の設定

マニュアルについては、オンラインヘルプおよび PDFをオンラインで参照するかローカ

ルマシンで参照するかを設定することができます。デフォルトでは、マニュアルはオ

ンラインでアクセスされます。

マニュアルの場所を設定する方法

1. ［スタート］- ［プログラム］- ［Arcserve Backup］- ［Arcserve ］- ［マニュアル環境設

定］を順にクリックします。

［マニュアル環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

2. 以下のオプションから 1つを選択します。

オンラインヘルプをソースとして使用するArcserve --サポートからマニュアルに

アクセスし、最新のマニュアル更新情報を受信するには、このオプションを選

択します。

ローカルヘルプをソースとして使用する --ダウンロードしたマニュアルのローカ

ルバージョンを使用する場合、またはインターネットに接続されていない場

合は、このオプションを選択します。

重要：このオプションを選択するには、先にローカルディレクトリにマニュアル

選択メニューをダウンロードする必要があります。その後、有効なヘルプの場

所を入力するか、［参照］をクリックして［ヘルプの場所］フィールドで有効な

場所を選択します。この場所にはファイルBookshelf.htmlが含まれている必

要があります。

3. ［ヘルプを開く］をクリックして、ヘルプの場所をテストします。

［オンラインヘルプをソースとして使用する］オプションを選択している場合は、

Arcserveサポートのマニュアル選択メニューが開きます。

［ローカルヘルプをソースとして使用する］オプションを選択している場合は、指定

したローカルヘルプの場所からマニュアル選択メニューが開きます。

4. ［OK］をクリックします。

マニュアルの場所の設定は、これで完了です。
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第2章 : Arcserve Backupを使用したデータの保護

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Arcserve Backup コンポーネント 62

一元管理 63

パスワード管理の仕組み 105

ユーザプロファイル管理の仕組み 109

Arcserve Backup でのマルチストリーミングによるバックアップデータの処理方法 148

Arcserve Backup でのマルチプレキシングによるバックアップデータの処理方法 153

Arcserve Backup でのデータの保護方法 156

効率的なメディア管理 166

データのバックアップおよびリストア 171

Arcserve D2D の開始 183

Arcserve Replication の開始 185
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Arcserve Backup コンポーネント

Arcserve Backup コンポーネント

Arcserve Backupは、容易に環境全体を管理および保護できるよう、柔軟に設計

されています。また、強力な各コンポーネントが連携して動作することで、重要な

管理作業がシームレスに処理されます。
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一元管理

一元管理

Central Management Optionを使用すると、同一の中央管理システムを介して複

数のArcserveサーバを管理できます。Arcserve ドメイン内では、この中央管理シ

ステムはプライマリサーバと呼ばれ、その他の(従属 )サーバはメンバサーバと呼ば

れます。

プライマリサーバ

プライマリサーバには、Arcserve ドメインでプラマリサーバおよび 1つ以上のメン

バサーバを管理するための、シングルポイントが用意されています。プライマリ

サーバから、そのプライマリサーバでローカルに実行されるジョブ、およびそのド

メイン内の1つ以上のメンバサーバでリモートに実行されるジョブを一元的に

管理、モニタすることができます。Arcserve ドメイン内にはプライマリサーバは 1
つのみ存在できます。

注：プライマリサーバとして、任意のArcserve Backupサーバを指定できます。

ただし、プライマリサーバは共有のメンバサーバを管理および初期化する役

目を担っているため、最も信頼性の高いサーバをプライマリサーバとして使用

する必要があります。

メンバサーバ

メンバサーバは、プライマリサーバから割り当てられるジョブを実行します。

Arcserve ドメイン内では、メンバサーバは 1つのプライマリサーバにのみ属する

ことができます。

Arcserve ドメイン

Arcserveデータベース( ASDB)はプライマリサーバまたは環境内のあらゆるリ

モート システムにインストールできます。リモート システムにASDBをインストー

ルするには、Microsoft SQL Serverを使用して ASDBインスタンスをホストする必

要がある点に注意してください。
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一元管理

プライマリサーバおよびメンバサーバには、Storage Area Network ( SAN)経由

で接続できる場合とできない場合があります。メンバサーバが SAN上にある

場合は、プライマリサーバも SAN上にある必要があります。

注：Arcserve ドメイン内のSAN環境は、複数のサーバが1つ以上のデバイス

(例えばテープライブラリ)を共有できる環境です。Arcserve

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

セントラルジョブ管理

セントラルジョブモニタ

セントラルデータベース管理

セントラルログ

セントラルレポート

セントラルAlert管理

セントラルArcserveサーバ管理

セントラルデバイス管理

セントラルライセンス管理

セントラルジョブ履歴

クイック検索を使用した情報の特定
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一元管理

セントラルジョブ管理

ドメイン内の任意のArcserve Backupサーバで実行するようにスケジュールされてい

るすべてのジョブは、セントラルジョブキューにサブミットされます。これにより、プライ

マリサーバから、ドメイン内のすべてのジョブのジョブステータスをモニタできます。

プライマリサーバから実行中のジョブを表示するには、プライマリサーバを選択しま

す。メンバサーバまたはData Moverサーバから実行中のジョブを表示するには、メ

ンバサーバまたはData Moverサーバを選択します。

詳細情報：

ジョブステータスマネージャを使用して実行できるタスク
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一元管理

セントラルジョブモニタ

セントラルジョブモニタでは、プライマリサーバからドメイン内の任意のArcserve
サーバで実行されているすべてのジョブの進行状況をモニタすることができます。プ

ライマリサーバのジョブキューから、ドメイン内でアクティブなジョブのリアルタイムス

テータスを参照できます。

注：ジョブのモニタは、ドメイン内の有効な(実行中の)ジョブに対してのみ利用可

能です。ジョブが完了すると、ドメイン内で実行されたすべてのジョブの最終ステー

タスはジョブステータスマネージャに表示されます。

詳細情報：

ジョブステータスマネージャを使用して実行できるタスク
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セントラルデータベース管理

ドメイン内のすべてのArcserve Backupサーバからの情報は、プライマリサーバで管

理可能な単一のセントラルデータベースに保存されます。セントラルデータベース

はプライマリサーバから設定され、関連するメンバサーバはセントラルデータベース

に関連情報を書き込みます。

Arcserve Backupがバックアップを実行するときはいつでも、Arcserve Backupサーバ

からのすべてのジョブ、セッション、およびメディア情報がセントラルデータベースに

保存されます。データベースに加え、各セッションの説明を含むセントラルカタログ

ファイルも作成されます。セントラルカタログファイルがあれば、データベースを照会

せずに、リストアする特定のファイルやディレクトリを選択できます。カタログファイル

は再構成されるため、これらをデータベースにマージして、効率的に検索できるよ

うにする必要はありません。データをリストアする必要がある場合、Arcserve
Backupは、単一のセントラルロケーションからカタログファイルの各セッションの内

容を素早く参照し、情報を検索することができます。

詳細情報：

データベースマネージャ

データベースビュー

カタログデータベースの動作
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セントラルログ

セントラルログにより、ドメイン内のすべてのArcserve Backupサーバ(プライマリおよ

びメンバ)用のアクティビティログとジョブログは、セントラルデータベースに保存され

るため、1つのセントラルロケーションですべてのログを参照できます。

セントラルログは、トラブルシューティングの実行にも役立ちます。さまざまなフィル

タ(キーワード、ジョブ ID、ジョブステータス、メッセージタイプなど)を使用して、ログ

情報を特定し、ある条件下で発生するすべての項目を表示することができます。

たとえば、失敗したジョブのログだけを表示するよう指定したり、メッセージまたは

ジョブ名に特定のキーワードを含むログのみ、または特定のジョブ名のログのみを

表示するよう指定することもできます。セントラルログを使用すると、1つのセントラ

ルロケーションから、ドメイン内のすべてのArcserve Backupサーバに対してこれらの

機能を実行できるようになります。

詳細情報：

Arcserve Backupログおよびレポート
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セントラルレポート

セントラルレポートでは、ドメインのすべてのArcserve Backupサーバについて、プラ

イマリサーバからスケジュールされたレポートを起動および作成できます。Arcserve
Backupデータベースに保存されたバックアップアクティビティに基づいて、異なるレ

ポートが生成されます。セントラルレポートには、レポートのプレビューまたは印

刷、電子メールの送信、およびプライマリサーバからドメイン内の全サーバのレポー

トを生成するタイミングのスケジューリングを行う機能が用意されています。

たとえば、プライマリサーバから、連続して失敗した回数が最も多かったエージェン

ト、バックアップの失敗回数が最も多かったエージェント、または部分バックアップの

回数が最も多かったエージェントを特定するレポートを作成できます。完了、未完

了、または失敗したバックアップ試行の割合を確認することができます。各エージェ

ントのバックアップジョブに対して生成されたエラーと警告の回数も確認でき、エ

ラー回数が最も多いエージェントを特定するのに役立ちます。

詳細情報：

レポート カテゴリ
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セントラルAlert管理

セントラルAlertでは、ドメインのすべてのArcserve Backupサーバからプライマリ

サーバにAlertが通知されます。ジョブレベルのAlertは、プライマリサーバで設定

され、プライマリサーバ、またはドメイン内の任意の関連メンバサーバのいずれかで

実行されるすべてのジョブに適用されます。

詳細情報：

Alertマネージャの使い方

セントラルアラート

70 Arcserve Backup管理者ガイド

../../../../../Content/2127.htm
../../../../../Content/CM_central_alerting.htm


一元管理

セントラルアラート

Arcserve Backupは、Alertサービスと統合し、電子メール、ブロードキャスト、イベン

ト、ポケットベル、プリンタなどを通じてアラートを提供します。これは、セントラルア

ラート機能によって実現します。セントラルアラートは、ドメイン内のすべてのサー

バからすべてのアラートを収集するためのメカニズムです。

ドメイン内の任意のサーバ上でジョブを実行すると、イベントがArcserveデータベー

スに記録されます。ジョブレベルのアラートは、プライマリサーバ上のAlertサービス

にフ転送されます。Alertサービスは、以前に確立された環境設定に従ってシステ

ム規模のアラートを生成します。サービスアカウント環境設定の確立の詳細につ

いては、「Alertマネージャの環境設定」を参照してください。
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セントラルArcserveサーバ管理

ドメインのすべてのArcserve Backupサーバ向けのサーバ管理タスクは、プライマリ

サーバから一元的に実行されます。プライマリサーバから、ドメイン内のすべての

Arcserve BackupサーバのArcserve Backupエンジン(ジョブエンジン、テープエンジ

ン、およびデータベースエンジン)の状態をモニタできます。さらに、個々のサーバを

選択し、そのサーバのエンジンおよびサービスの状態をモニタして管理することがで

きます。

詳細情報：

Arcserve Backupエンジンの仕組み
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セントラルデバイス管理

セントラルデバイス管理では、デバイスマネージャを使用して、プライマリサーバか

らドメインのすべてのArcserve Backupサーバ向けのデバイスを管理できます。デバ

イス管理マネージャは、サーバに接続されているストレージデバイス、それらのデバ

イスのメディア、および各デバイスのステータスの情報を提供します。さらに、デバイ

ス管理マネージャでは、メディアのフォーマット、消去、インベントリ、インポート、お

よびエクスポートも可能です。セントラルデバイス管理により、プライマリサーバまた

は任意の関連メンバサーバに接続されているデバイスに対し、これらすべての機

能をプライマリサーバから実行できます。

テープライブラリ自動環境設定

Arcserve Backupは、テープライブラリの有無を自動的に検出して設定するよ

うになりました。したがって、Tape Library Optionセットアップユーティリティを

別々に実行する必要も、不良ドライブの交換または新しいドライブ追加後に

ライブラリを再設定する必要もありません。さらに、テープのクリーニング、または

クリーニング設定の指定などのタスクのために、テープエンジンを停止する必

要はなく、すぐにライブラリ設定を変更できます。

SAN自動環境設定

SAN環境設定は、Arcserve Backupのドメイン環境設定に関連付けられ、

SAN環境設定を実行する必要がなくなりました。ライブラリは、Arcserve
Backup ドメインプライマリサーバですぐに「共有」として自動的に検出されま

す。ドメインプライマリサーバは、SAN と非 SANの双方のドメインメンバサーバ

を持つことができます。

FSD自動環境設定

プライマリサーバのセントラルロケーションから、テープエンジンの停止および開

始を行う必要なく、任意のメンバサーバで FSDを作成できます。
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詳細情報：

デバイス管理ツール
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セントラルライセンス管理

Arcserve Backupのライセンスはカウントベースで管理され、ドメイン内のほとんどの

Arcserveサーバのライセンスはプライマリサーバにまとめて適用されます。カウント

ベースのライセンス管理では、1つの包括的なライセンスが付与され、ライセンス

プール内でアクティブなライセンス権限の数が事前に定義されます。

アプリケーション( メンバサーバ)の各新規ユーザには、使用可能なライセンス数の

上限に達するまで、先着順にプールからアクティブライセンスが供与されます。す

べてのアクティブライセンスが適用された後で、ライセンスを別のメンバサーバに追

加する必要がある場合は、いずれかのメンバサーバから手動でライセンスを削除

してカウントを減らし、新しいメンバサーバにそのライセンス(カウント )を適用しま

す。

セントラルライセンス管理では、サーバベースでライセンスが割り当てられます。つ

まり、ライセンスがサーバに割り当てられると、セントラルライセンス管理ではこの割

り当てが記録されます。このライセンスは、そのサーバで排他的に使用されます。

その後、同じサーバからのライセンス要求は受け入れられ、他のサーバからライセ

ンス要求があった場合は、新しいライセンスがそのサーバに割り当てられます。使

用可能なライセンスがすべて割り当てられると、ライセンス確認機能により、

Arcserve メンバサーバから実行しているジョブがホールド状態になり、Arcserve
エージェントを実行しているサーバに割り当てられたジョブは失敗します。いずれの

場合でも、使用可能なライセンスがなくなると、アクティビティログメッセージが表

示され、ライセンス不足の問題が発生していることを警告します。

セントラルライセンス管理では、他のメンバサーバがライセンス権限を取得する必

要がある場合、現在のライセンス権限の割り当てを簡単に削除できます。プライ

マリサーバのサーバ管理マネージャ画面から、［ライセンス管理］ダイアログボックス

にアクセスして、各コンポーネントのアクティブライセンスカウントを表示し、どのライ

センスがどのサーバに適用されているかを管理できます。
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Arcserve Backupライセンスは、Arcserve Backupプライマリサーバにインストールさ

れ一括で管理されます。ただし、以下のエージェントには、そのエージェントをイン

ストールしたサーバでライセンスが供与される必要があります。

Arcserve Backup for Windows Agent for Sybase

Arcserve Backup for Windows Agent for Informix

Arcserve Backup for Windows Enterprise Option for SAP R/3 for Oracle

詳細情報：

Arcserve Backupコンポーネント ライセンスの管理

サーバからのライセンスの解放
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セントラルジョブ履歴

セントラルジョブ履歴では、ドメイン内のすべてのArcserve Backupサーバのバック

アップジョブ履歴をプライマリサーバから参照できます。該当するホスト、ソースグ

ループ、またはジョブ自体のいずれかに基づいて、履歴を表示します。

セントラルジョブ履歴では、バックアップされたArcserve Backupサーバのステータ

ス、各サーバのインスタンス(またはジョブ)、および各インスタンスのボリューム(また

はセッション)を検索してレビューできます。

バックアップジョブのために使用されたデバイスおよびメディアの情報も表示すること

ができます。さらに、セントラルジョブ履歴はトラブルシューティングにも役立ちま

す。任意のサーバ(プライマリまたはメンバ)の各ジョブが行われている間に生成さ

れたエラーや警告はすべて 1つのセントラルロケーションから参照できます。

注：［ジョブ履歴］タブの［MB/分］フィールドには、ジョブ全体の値 ( 1分あたりの

MB)が表示されます。ジョブには、ソース領域からデスティネーションストレージエリ

アへのデータ転送のほか、メディア管理アクティビティ、実行前/実行後スクリプト、

などがあります。その結果、［MB/分］フィールドに表示される値が、実際のスルー

プットと異なることがあります。ジョブの実際のスループットを表示するには、［アク

ティビティログ］タブをクリックし、そのジョブを探します。次に［マスタジョブのログ］を
展開して、［平均スループット］のログエントリを参照します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ジョブの表示

ホストの表示

ソースグループビュー
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ジョブキューのフィルタ

ジョブ履歴のフィルタリング

ジョブ履歴の表示
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ジョブの表示

［ジョブの表示］では、ジョブのすべての実行が表示されます。それぞれの実行で

は、バックアップされたホストをすべて表示します。ホスト上でドリルダウンすること

も、バックアップされたセッションを参照することもできます。

各ジョブのエントリでは、以下のようなサマリ情報を参照できます。

ジョブ実行の回数 --ジョブによりホストがバックアップされた、またはバックアップさ

れているべき回数が示されます。

終了したジョブ数 --ホストのバックアップが成功した回数。

未完了のジョブ数 --ホストが完全にバックアップされなかった回数。

失敗したジョブ数 --ホストのバックアップが失敗した回数。

キャンセルされたジョブ数 --ホストのバックアップがキャンセルされた回数。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

選択したジョブのバックアップ実行の詳細

選択したジョブのノード レベルの詳細

選択したノードのセッションレベルの詳細
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選択したジョブのバックアップ実行の詳細

特定のジョブ実行を選択すると、以下の情報が表示されます。

一番上のペインに、以下の情報が表示されます。

ジョブの実行時刻

ジョブが開始した時刻

ジョブ名

ジョブの名前

注：Arcserve Backupの本リリースでは、ジョブステータスマネージャには空のジョブ名は表

示されません。以前のArcserve リリースからアップグレードして、ジョブ履歴データのマイグ

レーションを行い、ジョブに空のジョブ名が含まれていた場合、ジョブステータスマネージャの

［ジョブ名］フィールドには、以下の形式でジョブ名が表示されます。

[<<マシン名>>] <<ジョブ番号>>

最終結果

最終結果は以下を基準にして決定されます。

ジョブのセッションのいずれかが失敗するとステータスは失敗としてマークされま

す。

セッションのいずれかが未完了である場合、一部が成功しても、ステータスは

未完了としてマークされます。

すべてのセッションが成功した場合のみ、ステータスは成功としてマークされま

す。

MB
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ジョブでバックアップされたデータ量

ファイル

ジョブでバックアップされたファイル数

失敗

バックアップ中に失ったファイル数

注：Arcserve Backup Agent for Open Filesを使用して、バックアップ中にファイルを

失わないようにオープンファイルをバックアップします。

MB/分

ジョブレベルでは、［MB/分］は、ジョブ全体に対するメガバイトと経過時間との

比率を表します。これには、実行前後のスクリプト (存在する場合 )やメディア

管理操作などが含まれます。平均的なマスタジョブのスループットに関しては、

アクティビティログを参照してください。

ホスト レベルでは、［MB/分］は、単一のホストに関して、ジョブ全体に対するメ

ガバイトと経過時間との比率を表します。これには、実行前後のスクリプト (存
在する場合 )やメディア管理操作などが含まれます。

セッションレベルでは、［MB/分］は、単一のセッションを構成する特定のボ

リュームおよびそのフォルダに対する、メガバイトと経過時間との比率を表しま

す。

注：バックアップジョブによってバックアップされるデータがない場合またはわずか

である場合、N/A という値が［MB/分］フィールドに表示されます。

使用された時間

ジョブレベルでは、［使用された時間］は、ジョブ全体に関する経過時間を表

します。これには、実行前後のスクリプト (存在する場合 )やメディア管理操作

などが含まれます。

ホスト レベルでは、［使用された時間］は、単一のホストに関して、ジョブ全体

に関する経過時間を表します。これには、実行前後のスクリプト (存在する場

合 )やメディア管理操作などが含まれます。

セッションレベルでは、［使用された時間］は、単一のセッションを構成する特

定のボリュームおよびそのフォルダのバックアップに関する経過時間を表します。

ジョブ ID

ジョブの固有の実行を識別します。

ジョブ番号

ジョブを識別します。

セッション番号

バックアップデータを含むセッションのセッション番号を識別します。
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サブセッション番号

バックアップデータを含むセッションのサブセッション番号を識別します。

圧縮率

保存対象の実際のデータ量を、デデュプリケーション後に保存されたデータ量

で割った結果を比率またはパーセントで表したものです。

一番下のペインに、以下の情報が表示されます。

サマリ

実行時間

選択したジョブの開始時刻と終了時刻

合計ソースホスト

ジョブがバックアップしようとしたホストの総数

セッション総数

選択したジョブ実行によってバックアップされたセッション数

マイグレーション総数

ディスクまたはテープステージングジョブでマイグレーションされたセッション数

デバイスとメディア

デバイス

バックアップ中に使用されたテープドライブまたはファイルシステムデバイス。

複数のテープドライブは、ジョブがマルチストリーミングジョブである場合、単

一のジョブ実行の同じホストに対して使用することもできます。

使用されたメディア

ホストのバックアップ中に使用されたメディア複数のメディアは、ジョブがマル

チストリーミングジョブである場合、単一のジョブ実行の同じホストに対して

使用することもできます。

エラーと警告

ホストのバックアップ中に生成されるエラーと警告が表示されます。
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選択したジョブのノード レベルの詳細

実行したジョブのノードを選択すると、以下の情報が表示されます。

サマリ

実行時間

選択したノードの開始時刻と終了時刻

セッション総数

ホスト用にバックアップされたセッション数

マイグレーション総数

ディスクまたはテープステージングジョブでマイグレーションされたセッション数

デバイスとメディア

デバイス

バックアップジョブ中に使用されたテープドライブまたはファイルシステムデバ

イス複数のテープドライブは、ジョブがマルチストリーミングジョブである場

合、単一のジョブ実行の同じホストに対して使用することもできます。

使用されたメディア

ホストのバックアップ中に使用されたメディア複数のメディアは、ジョブがマル

チストリーミングジョブである場合、単一のジョブ実行の同じホストに対して

使用することもできます。

エラーと警告

ホストのバックアップ中に生成されるエラーと警告が表示されます。
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選択したノードのセッションレベルの詳細

セッション選択時にさらにドリルダウンすると、以下のようなセッションの詳細が表示

されます。

セッション詳細

実行時間

選択したセッションの開始時刻と終了時刻を示します。

番号

セッション番号を示します。

種類

バックアップされるセッションの種類を示します。

パス

セッションのルート パスを示します。

ステータス

バックアップセッションの結果を示します。

開始時刻

セッションの開始時刻を示します。

終了時刻

セッションの終了時刻を示します。

方法
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セッションで使用されたバックアップ方法の種類を示します。

フラグ

セッションを識別するためにArcserve Backupが作成した内部フラグを示しま

す。

MB

セッションでバックアップされたデータ量を示します。

ファイル

セッションでバックアップされたファイル数を示します。

失敗

セッションでバックアップされなかったファイル数を示します。

デバイスとメディア

デバイス

セッションのバックアップ中に使用されたテープドライブまたはファイルシステム

デバイスを示します。

使用されたメディア

セッションのバックアップ中に使用されたメディアを示します。

エラーと警告

セッションのバックアップ中に生成されるエラーと警告が表示されます。
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ホストの表示

［ホストの表示］では、バックアップされたすべてのホスト、およびジョブがホストを

バックアップした時のそれぞれのステータスを表示します。ホスト上でドリルダウンす

ることも、バックアップされたセッションを参照することもできます。各ホストのエントリ

では、以下のようなサマリ情報を参照できます。

ジョブ実行の回数

ホストがバックアップを試みられた、またはジョブによりバックアップされた回数が

示されます。

終了したジョブ数

ホストのバックアップが成功した回数

未完了のジョブ数

ホストが完全にバックアップされなかった回数

注：バックアップが未完了にならないようにするには、Arcserve Backup Agent
for Open Filesを使用して、オープンファイルをバックアップします。

失敗したジョブ数

ホストのバックアップが失敗した回数

キャンセルされたジョブ数

ホストのバックアップがキャンセルされた回数

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

選択したホストのバックアップ実行の詳細

選択したホストのセッションレベルの詳細
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選択したホストのバックアップ実行の詳細

特定のジョブ実行を選択すると、以下の情報が表示されます。

一番上のペインに、以下の情報が表示されます。

ジョブ名

ホストをバックアップしたジョブ名

注：Arcserve Backupの本リリースでは、ジョブステータスマネージャには空の

ジョブ名は表示されません。以前のArcserve リリースからアップグレードして、

ジョブ履歴データのマイグレーションを行い、ジョブに空のジョブ名が含まれてい

た場合、ジョブステータスマネージャの［ジョブ名］フィールドには、以下の形式

でジョブ名が表示されます。

[<<マシン名>>] <<ジョブ番号>>

最終結果

最終結果は以下を基準にして決定されます。

ホストのセッションのいずれかが失敗するとステータスは失敗としてマークされま

す。

セッションのいずれかが未完了である場合、一部が成功しても、ステータスは

未完了としてマークされます。

すべてのセッションが成功した場合のみ、ステータスは成功としてマークされま

す。

MB

ホストでバックアップされたデータ量
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ファイル

ホストでバックアップされたファイル数

失敗

バックアップジョブ中に失ったファイル数

注：Arcserve Backup Agent for Open Filesを使用して、バックアップジョブ中にファイ

ルを失わないようにします。

MB/分

ジョブレベルでは、［MB/分］は、ジョブ全体に対するメガバイトと経過時間との

比率を表します。これには、実行前後のスクリプト (存在する場合 )やメディア

管理操作などが含まれます。平均的なマスタジョブのスループットに関しては、

アクティビティログを参照してください。

セッションレベルでは、［MB/分］は、単一のセッションを構成する特定のボ

リュームおよびそのフォルダに対する、メガバイトと経過時間との比率を表しま

す。

使用された時間

ジョブレベルでは、［使用された時間］は、ジョブ全体に関する経過時間を表

します。これには、実行前後のスクリプト (存在する場合 )やメディア管理操作

などが含まれます。

セッションレベルでは、［使用された時間］は、単一のセッションを構成する特

定のボリュームおよびそのフォルダのバックアップに関する経過時間を表します。

ジョブ ID

ジョブの固有の実行を識別します。

ジョブ番号

ジョブを識別します。

セッション番号

メディア上のセッションのシリアル番号を識別します。たとえば、セッション番号

が4なら、これはメディア上の4番目のセッションです。

バックアップデータを含むセッションのセッション番号を識別します。

サブセッション番号

仮想マシン( VM)がAgent for Virtual Machinesによってバックアップされた場合

の、物理セッション内の論理セッションのシリアル番号を識別します。Arcserve
BackupがAgent for Virtual Machinesを使用して VMをバックアップする場合、

Arcserve Backupはすべてのボリュームおよびコンポーネントを単一のセッション

にバックアップします。各ボリュームまたはコンポーネントは、1つの論理セッショ
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ンにバックアップされます。この論理セッションにはシリアル番号が含まれ、それ

がサブセッション番号です。

圧縮率

保存対象の実際のデータ量を、デデュプリケーション後に保存されたデータ量

で割った結果を比率またはパーセントで表したものです。

一番下のペインに、以下の情報が表示されます。

サマリ

セッション総数

ホスト用にバックアップされたセッション数

マイグレーション総数

ディスクまたはテープステージングジョブでマイグレーションされたセッション数

デバイスとメディア

デバイス

バックアップジョブ中に使用されたテープドライブまたはファイルシステムデバ

イス複数のテープドライブは、ジョブがマルチストリーミングジョブである場

合、単一のジョブ実行の同じホストに対して使用することもできます。

使用されたメディア

ホストのバックアップ中に使用されたメディア複数のメディアは、ジョブがマル

チストリーミングジョブである場合、単一のジョブ実行の同じホストに対して

使用することもできます。

エラーと警告

ホストのバックアップ中に生成されるエラーと警告が表示されます。

詳細情報：

デデュプリケーション後の圧縮結果の表示
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選択したホストのセッションレベルの詳細

セッション選択時にさらにドリルダウンすると、以下のようなセッションの詳細が表示

されます。

セッション詳細

実行時間

選択したセッションの開始時刻と終了時刻を示します。

番号

セッション番号を示します。

種類

バックアップされるセッションの種類を示します。

パス

セッションのルート パスを示します。

ステータス

バックアップセッションの結果を示します。

開始時刻

セッションの開始時刻を示します。

終了時刻

セッションの終了時刻を示します。

方法
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セッションで使用されたバックアップ方法の種類を示します。

フラグ

セッションを識別するためにArcserve Backupが作成した内部フラグを示しま

す。

MB

セッションでバックアップされたデータ量を示します。

ファイル

セッションでバックアップされたファイル数を示します。

失敗

セッションでバックアップされなかったファイル数を示します。

デバイスとメディア

デバイス

セッションのバックアップ中に使用されたテープドライブまたはファイルシステム

デバイスを示します。

使用されたメディア

セッションのバックアップ中に使用されたメディアを示します。

エラーと警告

セッションのバックアップ中に生成されるエラーと警告が表示されます。
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ソースグループビュー

ソースグループビューでは、アプリケーショングループとカスタマイズされたソースグ

ループの両方の実行が表示されます。各実行では、バックアップされたソースグ

ループに含まれるすべてのサーバが表示されます。サーバ上でのドリルダウンおよび

バックアップされたセッションの詳細が可能です。

各ソースグループでは、以下のようなサマリ情報を参照できます。

ジョブ実行の回数

ソースグループがバックアップされたとみなされている、またはジョブによりバック

アップされた回数が示されます。

終了したジョブ数

ソースグループのバックアップが成功した回数が示されます。

未完了のジョブ数

ソースグループが完全にバックアップされなかった回数が示されます。

失敗したジョブ数

ソースグループのバックアップが失敗した回数が示されます。

キャンセルされたジョブ数

ソースグループのバックアップがキャンセルされた回数が示されます。

アクティブなジョブ数

まだ実行中のバックアップジョブの数が示されます。

試行されていないジョブ数

まだ実行されていないバックアップジョブの数が示されます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

選択したホストのジョブレベルの詳細

選択したグループのセッションレベルの詳細
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選択したホストのジョブレベルの詳細

特定のジョブを選択すると、以下の詳細が表示されます。

上部ペインに以下の情報が表示されます。

ジョブの実行時刻

ジョブの実行が開始された時刻を示します。

ジョブ名

ジョブの名前を示します。

最終結果

最終結果は以下を基準にして決定されます。

ジョブのセッションのいずれかが失敗するとステータスは失敗としてマークされま

す。

セッションのいずれかが未完了である場合、一部が成功しても、ステータスは

未完了としてマークされます。

すべてのセッションが成功した場合のみ、ステータスは成功としてマークされま

す。

MB

ジョブでバックアップされたデータ量を示します。

ファイル

ジョブでバックアップされたファイル数を示します。

失敗
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バックアップ中に失われたファイル数を示します。

注：Arcserve Backup Agent for Open Filesを使用して、バックアップ中にファイル

を失わないようにオープンファイルをバックアップします。

MB/分

ジョブレベルでは、［MB/分］は、ジョブ全体に対するメガバイトと経過時間との

比率を表します。これには、実行前後のスクリプト (存在する場合 )やメディア

管理操作などが含まれます。平均的なマスタジョブのスループットに関しては、

アクティビティログを参照してください。

ホスト レベルでは、［MB/分］は、単一のホストに関して、ジョブ全体に対するメ

ガバイトと経過時間との比率を表します。これには、実行前後のスクリプト (存
在する場合 )やメディア管理操作などが含まれます。

セッションレベルでは、［MB/分］は、単一のセッションを構成する特定のボ

リュームおよびそのフォルダに対する、メガバイトと経過時間との比率を表しま

す。

注：バックアップジョブによってバックアップされるデータがない場合またはわずか

である場合、N/A という値が［MB/分］フィールドに表示されます。

使用された時間

ジョブレベルでは、［使用された時間］は、ジョブ全体に関する経過時間を表

します。これには、実行前後のスクリプト (存在する場合 )やメディア管理操作

などが含まれます。

ホスト レベルでは、［使用された時間］は、単一のホストに関して、ジョブ全体

に関する経過時間を表します。これには、実行前後のスクリプト (存在する場

合 )やメディア管理操作などが含まれます。

セッションレベルでは、［使用された時間］は、単一のセッションを構成する特

定のボリュームおよびそのフォルダのバックアップに関する経過時間を表します。

ジョブ ID

ジョブの固有の実行を識別します。

ジョブ番号

ジョブを識別します。

圧縮率

保存対象の実際のデータ量を、デデュプリケーション後に保存されたデータ量

で割った結果を比率またはパーセントで表したものです。

一番下のペインに、以下の情報が表示されます。

サマリ

セッション総数
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選択したジョブによってバックアップされたセッション数を示します。

マイグレーション総数

ディスクまたはテープステージングジョブでマイグレーションされたセッション数

を示します。

デバイスとメディア

デバイス

バックアップ中に使用されたテープドライブまたはファイルシステムデバイスを

示します。複数のテープドライブは、ジョブがマルチストリーミングジョブであ

る場合、単一のジョブ実行で同じホストに対して使用することもできます。

使用されたメディア

ホストのバックアップ中に使用されたメディアを示します。複数のメディアは、

ジョブがマルチストリーミングジョブである場合、単一のジョブ実行の同じホ

ストに対して使用することもできます。

エラーと警告

ホストのバックアップ中に生成されるエラーと警告が表示されます。
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選択したグループのセッションレベルの詳細

特定のセッションを選択すると、以下の詳細が表示されます。

セッション詳細

実行時間

選択したセッションの開始時刻と終了時刻を示します。

番号

セッション番号を示します。

種類

バックアップされるセッションの種類を識別します。

パス

セッションのルート パスを示します。

ステータス

バックアップセッションの結果を示します。

開始時刻

セッションの開始時刻を示します。

終了時刻

セッションの終了時刻を示します。

方法

セッションで使用されたバックアップ方法を示します。
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フラグ

セッションを識別するためにArcserve Backupが作成した内部フラグを示しま

す。

MB

セッションでバックアップされたデータ量を示します。

ファイル

セッションでバックアップされたファイル数を示します。

失敗

セッションでバックアップされなかったファイル数を示します。

デバイスとメディア

デバイス

セッションのバックアップ中に使用されたテープドライブまたはファイルシステム

デバイスを示します。

使用されたメディア

セッションのバックアップ中に使用されたメディアを示します。

エラーと警告

セッションのバックアップ中に生成されるエラーと警告が表示されます。
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ジョブキューのフィルタ

フィルタオプションを使用して、ジョブキューの検索内容を絞り込むことができま

す。

ジョブキューをフィルタする方法

1. ジョブステータスマネージャを表示します。

2. ［ジョブキュー］タブを選択します。

3. をクリックして、ヘッダバーを展開します。

以下のフィルタオプションから選択します。

表示するジョブのステータス --ジョブステータスに基づいてジョブをフィルタしま

す。

表示する処理済みジョブの結果 --ジョブの結果に基づいて処理済みジョブ

をフィルタします。

キーワード --指定したキーワードを含むジョブをフィルタします。

検索先 --キーワードと組み合わせて使用します。指定したキーワードがバッ

クアップサーバ名に含まれるかジョブ名に含まれるかを指定します。

他のユーザのジョブを表示 --すべてのジョブを表示するか自分のジョブのみ

を表示するか指定します。

選択した種類のジョブを表示 --選択したジョブの種類に基づいてジョブを表

示します。バックアップジョブ、リストアジョブ、マイグレーションジョブなどを選

択できます。表示するジョブの種類を指定するには、［種類の選択］をクリッ

クします。

4. ［更新］をクリックします。

フィルタオプションが適用されます。
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ジョブ履歴のフィルタリング

フィルタオプションを使用して、ジョブ履歴検索を絞り込むことができます。

ジョブ履歴をフィルタリングする方法

1. ジョブステータスマネージャを表示します。

2. ［ジョブ履歴］タブを選択します。

3. をクリックしてヘッダバーを展開します。

以下のフィルタオプションから選択します。

次でグループ化 --グループの種類を指定して順番に並べ替えます。オプショ

ンには、ジョブ、ホスト、またはソースグループがあります。

履歴を表示 :過去 --必要とするジョブ履歴の日数を指定します。1 ～ 100
日の範囲で選択できます。

表示するグループの最新の結果 --表示する結果履歴の種類を指定しま

す。オプションの1つ、すべて、またはあらゆる組合せを指定できます。オプ

ションには、アクティブ、完了、未完了、失敗、およびキャンセルがあります。

注：参照する結果履歴の種類に対して変更した場合、ヘッダバーは黄色

になり、詳細までフィルタリングされていることが示されます。

キーワード --ジョブ名またはホスト名によってジョブ履歴の並べ替えをする際

に使用するキーワードを指定します。

検索先 --ジョブ名またはホスト名を指定します。キーワードを使用して、選

択したカテゴリでジョブを特定します。

4. ［更新］をクリックします。

フィルタオプションが適用されます。
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ジョブ履歴の表示

［ジョブ履歴］ダイアログボックスを使用して、繰り返し発生するエラーのパターンま

たは領域を特定します。

ジョブ履歴を表示する方法

1. ジョブステータスマネージャを表示します。

2. ［ジョブ履歴］タブを選択します。

3. ［次でグループ化］ドロップダウンリストで、以下のいずれかを選択します。

Host

ジョブ

ソースグループ

選択に応じて、ジョブ履歴がホスト ビューまたはジョブビューに表示されます。

4. ［更新］をクリックします。

［プロパティ］パネルにジョブ履歴が表示されます。

100 Arcserve Backup管理者ガイド



一元管理

クイック検索を使用した情報の特定

システム内のジョブ、ノード、テープなどの数が多い場合には、ユーザインター

フェース上で情報をひとつひとつ確認することは、時間がかかり、面倒になることが

あります。クイック検索機能を使用すると、ユーザインターフェース上で必要な情

報をすばやく簡単に見つけることができます。クイック検索は、Arcserve Backupマ

ネージャ内の任意のツリーまたはリスト上の項目を見つける機能です。たとえば、

クイック検索を使用して、以下の種類の情報を特定できます。

アクティビティログ内のジョブまたはログ

ジョブ履歴内のジョブ

ツリー単位のリストアを使用している場合のノード

セッション単位のリストアを使用している場合のテープまたはセッション

メディアプールマネージャからのメディアプール

重要：クイック検索はユーザインターフェース上に表示される項目のみを検索しま

す。テープ上に保管されている特定のデータを検索することはありません。

注：クイック検索のパフォーマンスを向上させるために、検索を実行する前に、アク

ティビティログをフィルタリングし、表示および照会される項目の数を減らすことがで

きます。アクティビティログのフィルタリングの詳細については、「アクティビティログク

エリの設定」を参照してください。

クイック検索機能を使用して情報を特定する方法

1. Arcserve Backupユーザインターフェース上のツリービューまたはリスト ビューのいず

れかで Ctrl + Fキーを押して、［クイック検索］ダイアログボックスを開きます。

ユーザインターフェースから Ctrl + Fキーを使用してクイック検索機能にアクセスす

ることができる場所とその方法の一覧、および検索できる項目の種類の例につい

ては、「クイック検索の使用法」を参照してください。

注：クイック検索は、ツリーまたはリスト表示で右クリックし、コンテキスト メニューか

ら［クイック検索］を選択することによって開始することもできます。

2. 検索するキーワードを入力するか、ドロップダウンリストから選択します。

検索するキーワードを入力する場合、入力時にキーワード履歴に基づくヒントが

表示され、入力をサポートします。たとえば、以前に「Job 1943」および「Job 2048」
を入力したことがあった場合、「job」と入力すると、入力している領域の下のテキ

スト ボックスに「Job 1943」および「Job 2048」の両方が表示されます。

注：検索では、ワイルドカード文字はサポートされていません。
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一元管理

ドロップダウンの矢印をクリックすると、キーワード履歴が表示されます。デフォルト

では記憶されるキーワードの最大数は 50ですが、この限度はローカルレジストリ

に設定できます。

3. (オプション)プラス記号のアイコンをクリックし、検索オプションのフィールドを展開

し、該当するオプションを選択します。

大文字と小文字を区別

大文字と小文字を区別して検索します。

単語単位で探す

単語の一部ではなく、単語全体を使用して検索します。

4. Enterキーを押すか、［検索］ボタンをクリックします。

検索結果一覧に、一致したすべての項目、見つかった項目の数、および検索さ

れた項目の総数が表示されます。

重要：クイック検索機能は展開されたレベルの項目のみを検索します。折りたた

まれたノードの下の項目は検索されません。したがって、項目がユーザインター

フェース上で表示されているか、スクロールして表示できる場合、クイック検索はそ

れを見つけることができます。

注：この検索機能はバックグラウンドで動作するため、検索時間が長い場合でも

ダイアログボックスを閉じずに作業を続行できます。任意の時点で検索を中止す

るには、［検索］ボタンをクリックします。

5. (オプション)検索結果の一覧から項目を選択またはダブルクリックします。

検索がまだアクティブな場合は停止し、ユーザインターフェースのバックグラウンド

で、ツリーまたはリスト上の項目が選択されます。

6. (オプション)結果から別の項目をダブルクリックします。

［クイック検索］ダイアログボックスは表示されたままです。

注：必要な項目が見つからなかった場合、キーワードを調整して、別の検索を実

行できます。

7. ［クイック検索］ダイアログボックスを閉じるには、Escキーを押すか、［X］ボタンをク

リックします。

詳細情報：

クイック検索の使用法
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一元管理

クイック検索の使用法

以下では、ユーザインターフェースから Ctrl + Fキーを使用してクイック検索機能に

アクセスすることができる場所とその方法、および検索できる項目の種類の例を

説明します。

マネージャ
ロケーショ

ン

ツリー/
リスト

ビュー

検索可能な項目

ジョブステータス

Arcserve ド
メインツ

リー

ツリー ドメイン、サーバ

［ジョブ

キュー］タ
ブ

リスト ジョブ

［ジョブ履

歴］タブ
リスト

ジョブ、ホスト、ジョブ実

行、セッション

［アクティビ

ティログ］タ
ブ

リスト
ジョブ、ログ、メッセージ

番号、メッセージ

バックアップマネージャ
［ソース］タ

ブ
ツリー マシン、フォルダ

リスト
マシン、フォルダ、ファイ

ル

［ステージ

ングの場

所］タブ

ツリー サーバ、グループ

リスト
サーバ、グループ、メ

ディア

［デスティ

ネーション］
タブ

ツリー サーバ、グループ

リスト
サーバ、グループ、メ

ディア

リストアマネージャ( ［ツリー単位］、
［セッション単位］、［イメージ単位］、

［メディア単位］)

［ソース］タ
ブ

ツリー
マシン、セッション、フォ

ルダ、グループ

リスト

マシン、セッション、フォ

ルダ、グループ、ファイ

ル、メディア

［デスティ ツリー マシン、フォルダ
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ネーション］
タブ

リスト マシン、フォルダ

デバイスマネージャ ツリー サーバ、デバイス

リスト
サーバ、デバイス、メ

ディア

メディアプールマネージャ ツリー メディアプール

リスト
メディアプール、メディ

ア

データベースマネージャ
ツリー/
リスト

ジョブ、メディア、セッ

ション、フォルダ、ファイ

ル、デバイス

マージ、メディア検証とスキャン、比

較、コピー、カウント、パージ

ツリー/
リスト

バックアップマネージャ

およびリストアマネー

ジャと同じ

詳細情報：

クイック検索を使用した情報の特定
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パスワード管理の仕組み

パスワード管理の仕組み

パスワード管理には、バックアップ中にセッションパスワードを暗号化するオプション

が用意されており、繰り返しパスワードを入力する必要がありません。この機能に

よって、Arcserve Backupデータベースにセッションパスワードを格納できます。バック

アップジョブのサブミット時に、パスワードは暗号化された形式で格納され、リスト

ア時に自動的に使用されます。パスワードを変更する時期に関する情報もセッ

ションパスワードと共に格納されます。セッションパスワードの変更を忘れた場合

は、アクティビティログを介してリマインダが表示されます。また、機能強化の一環

として、暗号化パスワードを必要とせずに暗号化されたテープをオンサイトでリスト

アできるようになっています。この機能によって、他のオペレータはパスワードを入

力せずに複数のタスクを実行できます。

注：Arcserve Backupの以前のバージョンまたは別のArcserve Backup ドメインの暗

号化されたテープで作成されたセッションのリストア、マージ、または比較のジョブを

実行する場合、またはバックアップジョブで［パスワード管理］を有効にしていな

かった場合は、セッション/暗号化のパスワードを手動で指定する必要があります。

バックアップセッションが送信されるとき、ランダムキーを使用してセッション暗号化

パスワードが暗号化された形式で Arcserve Backupデータベースに保存され、

GUID ( Globally Unique Identifier)がバイナリ値として保存されます。リストアセッ

ションでは、暗号化されたパスワードがArcserve Backupデータベースから抽出され

て復号化されます。暗号化されたパスワードを抽出するには、セッションGUIDを

把握しておく必要があります。セッションGUIDを識別するには以下の2つの方法

があり、サーバ側暗号化またはエージェント側暗号化のどちらのデータ暗号化を

使用するかによって異なります。

サーバ側暗号化の場合

リストアセッションはテープエンジンからダミーセッションヘッダを読み取り、サー

バ側暗号化が使用されている場合は、Arcserve Backupデータベースからセッ

ションGUIDを抽出します。

エージェント側暗号化の場合

リストアセッションはテープエンジンからセッションヘッダを読み取り、Arcserve
BackupデータベースからセッションGUIDを抽出します。
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パスワード管理の仕組み

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

セッション/暗号化パスワードの変更

パスワード管理の有効化
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パスワード管理の仕組み

セッション/暗号化パスワードの変更

ジョブセッションパスワードの有効期限が切れる 7日前に、アクティビティログ警

告メッセージが生成されます。

注：この手順を使用すれば、グローバルオプションのパスワードのみを変更できま

す。

セッション/暗号化パスワードの変更方法

1. ジョブステータスマネージャを開いて［ジョブキュー］タブを選択します。

2. ジョブを選択して右クリックします。

3. 右クリックで表示されるメニューから、［暗号化パスワードの変更］を選択します。

［暗号化］ダイアログボックスが表示されます。

4. セッション/暗号化パスワードを入力します。

5. ［セッション/暗号化パスワードを保存する］オプションを選択します。

6. (オプション)次にパスワードの変更が必要になるまでの経過日数を入力します。
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パスワード管理の仕組み

パスワード管理の有効化

バックアップジョブをサブミットする際、セッション暗号化パスワード設定のためのオ

プションを選択することができます。

パスワード管理を有効化する方法

1. バックアップマネージャで、ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［グローバルオプション］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［暗号化/圧縮］タブで、セッション暗号化/圧縮パスワードを入力します。

3. ［セッション暗号化パスワードをデータベースに保存する］オプションを選択します。

4. (オプション)次にパスワードの変更が必要になるまでの経過日数を入力します。

5. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックして、バックアップジョブをサブミットし、セッ

ション暗号化パスワードを Arcserve Backupデータベースに保存します。

詳細情報：

Arcserve Backupでのエージェント サーバにおけるデータの暗号化方法

Arcserve Backupによるバックアップ中のデータ暗号化方法

Arcserve Backupによるデータマイグレーション中のデータの暗号化方法
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ユーザプロファイル管理の仕組み

ユーザプロファイル管理の仕組み

ユーザプロファイル管理では、異なるユーザが異なる権限で Arcserve Backupにア

クセスできるようにすることができます。ユーザプロファイルマネージャを使用して、

個々のユーザに対し、固有の権限を付与した役割を複数割り当てることができま

す。たとえば、3人のユーザに対して、1人にはAdministratorの役割を、もう 1人
には Backup Operatorの役割を、最後の1人には Restore Operatorの役割を割り

当てることができます。役割に基づいた権限を割り当てる機能により、権限のない

ユーザがArcserve Backup ドメインにアクセスする可能性を減らすことができます。

Arcserve Backupをインストールすると、carootユーザプロファイルが設定され、デ

フォルトで管理者グループが割り当てられます。管理者グループは、特定の

Arcserve Backup ドメインで実行されるすべてのArcserve Backupの機能を制御し

ます。

ユーザプロファイルマネージャを使用すると、Arcserve Backupでユーザと役割に以

下の管理機能を実行できます。

ユーザの追加

ユーザの削除

ユーザパスワードの変更

ユーザの役割への割り当て

役割からのユーザの削除

ユーザへの役割の割り当て

ユーザからの役割の削除

ユーザに複数の役割を割り当てて、ユーザに各種の権限を付与できます。以下

の図に、複数の役割が割り当てられたユーザを示します。
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ユーザプロファイル管理の仕組み

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

役割と権限

Windowsユーザ認証の仕組み

Windowsセキュリティ設定オプションの設定

マネージャまたはマネージャコンソールを開く

Arcserve Backupへのログイン

Windowsユーザの追加

Arcserve Backupユーザの追加

ホーム画面からのパスワード変更

Windowsユーザプロパティの変更

Arcserve Backupユーザプロパティの変更

ユーザの削除

役割へのユーザの追加

役割からのユーザの削除

監査ログの使用法

監査ログレポートの作成
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ユーザプロファイル管理の仕組み

役割と権限

ユーザには複数の役割を割り当てることができ、各役割は特定の権限セットから

構成されます。すべてのユーザに少なくとも役割が1つ割り当てられている必要が

あります。権限が非常に限られている役割もあります。たとえば、Report Operator
はレポートの表示と作成しかできませんが、Arcserve Backup Administratorはすべ

ての操作を実行できます。

注：ユーザを追加および削除する権限があるのはAdministratorの役割のみで

す。

権限

役割

管理

者

バックアッ

プ

リスト

ア

デバイ

ス

モニ

タ

レポー

ト
種類

ジョブのサブミット X X X
テープおよびデバイ

ス
X X X X X X

ジョブ X X X X X X
ログ X X X X X X

レポート X X X X
サービス X X X X X X

メディアプール X X X X X
データベース X X X
Dashboard X X X

MMO X X
その他 X X X X X X X

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ジョブのサブミット オプションの権限の詳細

テープおよびデバイスの操作の権限の詳細

ジョブ操作の権限の詳細

ログ操作の権限の詳細

レポート操作の権限の詳細

サービス操作の権限の詳細

メディアプール操作の権限の詳細

データベース操作の権限の詳細

MMO操作の権限の詳細
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ユーザプロファイル管理の仕組み

その他操作の権限の詳細

拡張権限
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ユーザプロファイル管理の仕組み

ジョブのサブミット オプションの権限の詳細

以下の表は、ジョブのサブミット オプションの権限の詳細を示し、対応する役割を

特定したものです。

ジョブのサブミット オプ

ション

役割

管理者

バッ

ク

アッ

プ

リストア

バックアップ X X
リストア X X
比較 X X X

スキャン X X X
マージ X X X
一般 * X
カウント X
パージ X
コピー X

*注：これは、ジョブスケジューラウィザードを使用して作成されたジョブです。
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ユーザプロファイル管理の仕組み

テープおよびデバイスの操作の権限の詳細

以下の表は、テープおよびデバイスの操作の権限の詳細を示し、対応する役割

を特定したものです。

テープおよびデバイスの

操作

役割

管理者
バックアッ

プ
リストア

デバ

イス

モニ

タ
テープ

表示 X X X X X X
フォーマット /消去 X X X
FSDの環境設定 X X X

グループの環境設定 X X X
ステージンググループの

環境設定
X X X

DDDの環境設定 X X X
DDDグループ X X X

保存 X X X
圧縮 X X X

イジェクト X X X
リビルド X X X
マウント X X X

インポート /エクスポート X X X
クリーニング X X X
再スキャン X X X

プロパティの表示 X X X
自動クリーニングの設定 X X X
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ジョブ操作の権限の詳細

以下の表は、ジョブ操作の権限の詳細を示し、対応する役割を特定したもので

す。

注：Backup Operator (バックアップ)および Restore Operator ( リストア)は、自分が

サブミットしたジョブのみ、変更、再スケジュール、実行、停止、削除を行うことが

できます。［所有者確認の除外権限］がオンになっている場合、Backup Operator
および Restore Operatorは、どのオペレータによってサブミットされたジョブも操作で

きます。

ジョブ操作
役割

管理者 バックアップリストアデバイスモニタ テープ

すべてのステータスの表示 X X X X X X
追加 X X X
変更 X X X

再スケジュール X X X
実行/停止 X X X

削除 X X X
ユーザ名の変更 X X X

PFCの実行 X X
現在のジョブステータスの表示 X X X

パスワードの変更 X X
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ログ操作の権限の詳細

以下の表は、ログ操作の権限の詳細を示し、対応する役割を特定したもので

す。

テープおよびデバイスの操作
役割

管理者 バックアップ リストア デバイス モニタ テープ

ジョブ履歴の表示 X X X X X X
アクティビティログの参照 X X X X X X
アクティビティログの削除 X

テープログの参照 X X X X X X
テープログの削除 X
監査ログの参照 X X X X X X
監査ログの削除 X
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レポート操作の権限の詳細

以下の表は、役割操作の権限の詳細を示し、対応する役割を特定したもので

す。

レポート操作
役割

管理者 バックアップ レポート テープ

参照/作成 X X X X
設計 X X X X
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サービス操作の権限の詳細

以下の表は、サービス操作の権限の詳細を示し、対応する役割を特定したもの

です。

サービス操作

役割

管理

者

バックアッ

プ

リスト

ア

デバイ

ス

モニ

タ

テー

プ

サービスステータスの参照 X X X X X X
自動起動の設定 X

Arcserve Backupシステムアカウントの

調整
X

システムエンジンの環境設定 X
すべてのサービスの開始/停止 X
指定したサービスの開始/停止 X

ドメイン内のすべてのサービスの開始/
停止

X

ライセンスの追加/参照 X
ライセンスの管理 X

サービスステータスの参照 X
オプションのインストール/アンインストー

ル
X
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メディアプール操作の権限の詳細

以下の表は、メディアプール操作の権限の詳細を示し、対応する役割を特定し

たものです。

メディアプール操作

役割

管

理

者

バッ

ク

アッ

プ

リ

ス

ト

ア

デバイ

ス
モニタ

テー

プ

メディアプールの表示 X X X X X X
新規メディアプールの作成 X X

メディアプールの削除 X X
再利用セットと保存セット間のメディアの移動 X X

再利用セットと保存セットへのメディアの割り当て X X
再利用セットと保存セットからのメディアの削除 X x
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データベース操作の権限の詳細

以下の表は、データベース操作の権限の詳細を示し、対応する役割を特定した

ものです。

データベース操作

役割

管理

者

バックアッ

プ

リスト

ア

モニ

タ

データベースのメディア/セッションの

表示
X X X X

データベースのジョブの表示 X X X X
データベースのデバイスの表示 X X X X

データベースのメディア/セッションの

削除
X

データベースのジョブの削除 X
データベースのデバイスの削除 X
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MMO操作の権限の詳細

以下の表は、MMO操作の権限の詳細を示し、対応する役割を特定したもので

す。

MMO操作
役割

管理者 バックアップ

すべてのMMO操作 X X
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その他操作の権限の詳細

以下の表は、その他操作の権限の詳細を示し、対応する役割を特定したもので

す。

その他の操作
役割

管理者 バックアップリストアデバイス モニタ レポート テープ

Alertマネージャの設定 X X X X X X X
Alertマネージャの表示 X X X X X X X
診断マネージャの使用 X X X X X X X
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拡張権限

ユーザプロファイルマネージャには、以下の拡張権限が含まれています。

セキュリティ管理者 --セキュリティ管理者の権限は、Arcserve Backup管理者

の役割を選択した場合にのみ選択できます。ユーザ管理タスクを実行するに

は、セキュリティ管理者が選択されている必要があります。

所有者確認の除外権限 --所有者確認の除外権限は、Backup Operatorま
たは Restore Operatorの役割がユーザに割り当てられている場合にのみ選択

可能です。［所有者確認の除外権限］がオンになっている場合、Backup
Operatorおよび Restore Operatorは、どのオペレータによってサブミットされた

ジョブも操作できます。

第2章 : Arcserve Backupを使用したデータの保護 123



ユーザプロファイル管理の仕組み

Windowsユーザ認証の仕組み

Arcserve Backup Windowsユーザ認証により Arcserve Backupでのユーザ管理が

簡略化されます。これにより、WindowsユーザはWindowsユーザアカウントのログ

イン情報で Arcserve Backup ドメインにログインできます。

Arcserve Backup管理者がユーザを Arcserve Backupデータベースに追加すると、そ

のユーザはArcserve Backupにログインできるようになります。有効な Windowsユー

ザであれば、ユーザプロファイルマネージャからユーザとして追加できます。

Windowユーザ認証には、2段階の処理があります。処理は、以下のとおりです。

Windows ドメインでユーザが認証される。

Arcserve Backupデータベースでユーザが認証される。

注：空のパスワードを設定しているWindowsユーザアカウントで Arcserve Backup
に確実にログインできるようにするには、Windowsセキュリティ設定オプションを設

定する必要があります。

Arcserve Backupの管理者権限があるWindowsユーザアカウントで Arcserve
Backupにログインしているユーザが、データベース関連アクティビティ(アクティビティ

ログや監査ログの表示、ジョブのモニタなど)に確実にアクセスできるようにするに

は、Windowsユーザアカウントを以下のように設定する必要があります。

WindowsユーザアカウントでMicrosoft SQL ServerまたはMicrosoft SQL Server
Expressのデータベースにログインできる。

WindowsユーザアカウントにMicrosoft SQL ServerまたはMicrosoft SQL Server
ExpressのSysAdminロールが割り当てられている。
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Windowsセキュリティ設定オプションの設定

空のパスワードを設定しているWindowsユーザがArcserve Backupにログインでき

ないようにするには、Windowsセキュリティ設定オプションを設定する必要がありま

す。

Windowsセキュリティ設定オプションの設定方法

1. ［スタート］メニューから、［コントロールパネル］を選択します。

［コントロールパネル］が表示されます。

2. ［管理ツール］を選択します。

［管理ツール］のダイアログボックスが表示されます。

3. ［ローカルセキュリティポリシー］を選択します。

［ローカルセキュリティポリシー］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［アカウント :ローカルアカウントの空のパスワードの使用をコンソールログオンのみ

に制限する］をダブルクリックします。

5. ［無効］を選択し、［OK］ボタンをクリックします。

Windowsセキュリティ設定オプションが、空のパスワードを受け入れるように設定さ

れます。
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マネージャまたはマネージャコンソールを開く

マネージャコンソールは、ご使用の環境におけるバックアップ管理、およびオペレー

ションのリストアを可能にするインターフェースです。マネージャコンソールを使用す

ると、ローカルとリモートのArcserve Backupサーバとドメインへのログイン、および管

理が可能です。

このArcserve Backupのリリースには、再設計されたマネージャコンソールが用意さ

れています。ご使用の環境で古いリリースのArcserve Backupを起動している場

合、前のバージョンのマネージャを使用して、旧リリースを起動中のシステムにログ

インする必要があります。

マネージャまたはマネージャコンソールを開く方法

1. 以下のいずれかを実行します。

このリリースのArcserve Backupを実行中のサーバにアクセスするには、

Windowsの［スタート］ボタンから［プログラム］- ［Arcserve］- ［Arcserve
Backup］を選択し、［マネージャ］をクリックします。

前のリリースを実行中のArcserveサーバにアクセスするには、以下のファイル

を参照します。

C:\Programs Files\CA\ARCserve Backup\ARCserveMgr.exe

ARCserveMgr.exeをダブルクリックします。

Arcserve Backupの以前のリリースがデフォルトのインストールディレクトリにイ

ンストールしてあり、インストールのプロセスを使用して Arcserve Backupを

アップグレードした場合は、Windowsの［スタート］ボタンから［プログラム］-
［Arcserve］- ［Arcserve Backup］を選択し、［マネージャ］をクリックすると、マ

ネージャを開くことができます。

［デフォルト サーバ情報］が表示されます。

2. デフォルト サーバを変更したり、別のサーバを指定したりするには、Arcserve
Backupプライマリサーバのリストからサーバを選択します。目的のサーバがドロップ

ダウンリストに表示されない場合は、Arcserve Backupプライマリサーバのリストで

サーバのホスト名や IPアドレスを直接入力することができます。
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3. ユーザを変更するには、Arcserve Backup認証またはWindows認証を選択し、

ユーザ名とパスワードを指定します。

デフォルトでは、Arcserve Backupにセキュリティ情報は保存されません。このサーバ

用に入力したユーザ名およびパスワード情報を保存する場合は、明示的に［この

情報を保存する］を選択する必要があります。この情報を保存しない場合は、マ

ネージャやウィザードなどを最初に開くときに、Arcserve Backupによって Arcserve
Backupセキュリティ認証情報の入力を促すプロンプトが表示され、Arcserve
Backupのユーザ名とパスワードを入力する必要があります。

4. ［ユーザ名］フィールドに「caroot」、［パスワード］フィールドにパスワードを入力し、

［OK］ボタンをクリックします。

Arcserve Backupに初めてログオンすると、［チュートリアル］というチュートリアルが表

示されます。このチュートリアルでは、画面の指示に従って操作を進めることで、基

本的なデータのバックアップおよびリストア方法を習得できます。このチュートリアル

は、初回ログイン時のみ表示されますが、［ヘルプ］メニューから［チュートリアル］に
アクセスすることもできます。
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Arcserve Backupにログイン

Arcserve Backupマネージャコンソールを開くとき、Arcserve Backupにログインする

必要があります。Arcserve Backupに初めてログインするときは、管理者権限を持

つ caroot としてログインし、パスワード フィールドに適切なパスワードを入力する必

要があります。または、Arcserve Backupをインストールしたときに指定した

Windowsアカウントを使用して Arcserve Backupにログインする方法、あるいはログ

インするコンピュータに関連付けられたWindows管理者アカウントを使用してログ

インする方法があります。

ログインした後は、carootユーザのパスワードを変更し、新しいユーザを追加できま

す。コマンド ラインユーティリティ ca_auth.exeを使用して、新しいユーザを追加す

ることもできます。ca_auth.exeの詳細については、「コマンド ラインリファレンスガイ

ド」を参照してください。

注：carootパスワードは、任意の英数字と特殊文字を組み合わせて指定できま

すが、15バイトを超えないようにしてください。合計 15バイトのパスワードは、およ

そ7 ～ 15文字に相当します。

Arcserve Backupにログインする方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

［デフォルト サーバ情報］が表示されます。

2. デフォルト サーバを変更したり、別のサーバを指定したりするには、Arcserve
Backupプライマリサーバのリストからサーバを選択します。ターゲット サーバがドロッ

プダウンリストに表示されない場合は、Arcserve Backupプライマリサーバのリストで

サーバのホスト名や IPアドレスを直接入力することができます。
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-

3. ユーザを変更するには、Arcserve Backup認証またはWindows認証を選択し、

ユーザ名とパスワードを指定します。

デフォルトでは、Arcserve Backupにセキュリティ情報は保存されません。このサーバ

用に入力したユーザ名およびパスワード情報を保存する場合は、明示的に［この

情報を保存する］を選択する必要があります。この情報を保存しない場合は、マ

ネージャやウィザードなどを最初に開くときに、Arcserve Backupによって Arcserve
Backupセキュリティ認証情報の入力を促すプロンプトが表示され、Arcserve
Backupのユーザ名とパスワードを入力する必要があります。

4. ［ユーザ名］フィールドに「caroot」、［パスワード］フィールドにパスワードを入力し、

［OK］ボタンをクリックします。

Arcserve Backupに初めてログオンすると、［チュートリアル］というチュートリアルが表

示されます。このチュートリアルでは、画面の指示に従って操作を進めることで、基

本的なデータのバックアップおよびリストア方法を習得できます。このチュートリアル

は、初回ログイン時のみ表示されますが、［ヘルプ］メニューから［チュートリアル］に
アクセスすることもできます。
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Windowsユーザの追加

ユーザに役割を割り当てる前に、そのユーザを Arcserve Backupデータベースに追

加する必要があります。Windowsユーザは標準のWindowsログインを使用してロ

グインできます。

Windowsユーザを追加する方法

1. Arcserve Backupマネージャから、［管理］-［ユーザプロファイル］を選択します。

ユーザプロファイルマネージャが開きます。

2. ツールバーの［ユーザの追加］ボタンをクリックします。

［ユーザの追加］ダイアログボックスが開きます。

3. ［一般］タブで、［Windows認証］を選択し、以下の情報を入力します。

ユーザ名 --新しいユーザ名を「ドメイン\ユーザ名」という形式で入力しま

す。または、［検索］ボタンをクリックして有効なユーザのリストを表示します。

詳細 -- (オプション) ［詳細］ボックスにユーザアカウントについての情報を入

力します。

4. ［役割］タブを選択し、ユーザの役割を割り当てます。

注：ユーザの作成時に役割を少なくとも 1つ割り当てる必要があります。

5. ［OK］をクリックします。

Arcserve BackupデータベースにWindowsユーザが追加されます。

以下の点に注意してください。

有効な Windowsユーザであれば誰でもユーザプロファイルマネージャから

Arcserve Backupに追加できます。

ユーザを追加できるのは、セキュリティ管理者役割を持つArcserve Backup管

理者のみです。

注：空のパスワードを設定しているWindowsユーザがArcserve Backupにログ

インできないようにするには、Windowsセキュリティ設定オプションを設定する

必要があります。
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Arcserve Backupユーザの追加

ユーザに役割を割り当てる前に、そのユーザを Arcserve Backupデータベースに追

加する必要があります。

Arcserve Backupユーザを追加する方法

1. Arcserve Backupマネージャから、［管理］-［ユーザプロファイル］を選択しま

す。

ユーザプロファイルマネージャが開きます。

2. ツールバーの［ユーザの追加］ボタンをクリックします。

［ユーザの追加］ダイアログボックスが開きます。

3. ［一般］タブで、［Arcserve Backup認証］を選択し、以下の情報を入力しま

す。

ユーザ名 --新しいユーザ名を入力します。「\」は使用できません。

パスワード --パスワードを入力し、確認する必要があります。

詳細 -- (オプション) ［詳細］ボックスにユーザアカウントについての情

報を入力します。

4. ［役割］タブを選択し、ユーザの役割を割り当てます。

注：ユーザの作成時に役割を少なくとも 1つ割り当てる必要があります。

5. ［OK］をクリックします。

Arcserve BackupデータベースにWindowsユーザが追加されます。

以下の点に注意してください。

有効な Windowsユーザであれば誰でもユーザプロファイルマネージャから

Arcserve Backupに追加できます。

ユーザを追加できるのは、セキュリティ管理者役割を持つArcserve Backup
管理者のみです。
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ホーム画面からのパスワード変更

すべてのユーザは、Arcserve Backupホーム画面またはユーザプロファイルマネー

ジャからパスワードを変更できます。

ホーム画面からのパスワードの変更方法

1. Arcserve Backupマネージャを開きます。

Arcserve Backupホームページ GUIが表示されます。

2. メニューから、［ファイル］-［パスワードの変更］を選択します。

［ユーザパスワードの変更］ダイアログボックスが表示されます。

3. 表示されているフィールドにパスワードを入力し、［OK］ボタンをクリックします。

パスワード認証情報が一致したら、パスワードは正常に変更され、メッセージダイ

アログボックスが表示されます。

4. メッセージダイアログボックス上の［OK］ボタンをクリックし、サーバに接続しているす

べてのArcserve Backupマネージャを再起動します。
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ユーザプロファイル管理の仕組み

Windowsユーザプロパティの変更

必要に応じて、ユーザに割り当てられた役割の変更、およびユーザアカウントの

停止や有効化を実行できます。

Windowsユーザプロパティの変更方法

1. Arcserve Backupマネージャから、［管理］-［ユーザプロファイル］を選択します。

ユーザプロファイルマネージャが開きます。

2. ツールバーの［プロパティ］ボタンをクリックします。

［ユーザプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［一般］タブで、以下のプロパティの中からいずれかを選択します。

詳細 -- ［詳細］フィールドにユーザに関する情報を入力します。

ステータス --ユーザアカウントをアクティブにするか停止するかを選択しま

す。

4. ［役割］タブで、ユーザに割り当てた役割を追加または削除します。
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ユーザプロファイル管理の仕組み

Arcserve Backupユーザプロパティの変更

必要に応じて、ユーザに割り当てられた役割の変更、およびユーザアカウントの

停止や有効化を実行できます。

Arcserve Backupユーザプロパティの変更方法

1. Arcserve Backupマネージャから、［管理］-［ユーザプロファイル］を選択します。

ユーザプロファイルマネージャが開きます。

2. ツールバーの［プロパティ］ボタンをクリックします。

［ユーザプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［一般］タブで、以下のプロパティの中からいずれかを選択します。

詳細 -- ［詳細］フィールドにユーザに関する情報を入力します。

ステータス --ユーザアカウントをアクティブにするか停止するかを選択しま

す。

パスワード --新しいパスワードを指定します。

パスワードの確認 --新しいパスワードを再度入力します。

4. ［役割］タブで、ユーザに割り当てた役割を追加または削除します。
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ユーザプロファイル管理の仕組み

ユーザの削除

Arcserve Backupからユーザを削除するときは、以下の手順に従います。

ユーザを削除する方法

1. Arcserve Backupマネージャから、［管理］-［ユーザプロファイル］を選択します。

ユーザプロファイルマネージャが開きます。

2. 削除するユーザを選択し、ツールバーの［削除］ボタンをクリックします。

削除を確認するボックスが表示されます。

3. ［はい］をクリックします。

ユーザが削除されます。

以下の点に注意してください。

ユーザを削除できるのは、セキュリティ管理者役割を持つArcserve Backup管

理者のみです。

Arcserve Backupユーザ carootは削除できません。

現在のユーザは削除できません。
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ユーザプロファイル管理の仕組み

役割へのユーザの追加

ユーザを特定の役割に追加できます。

注：ユーザをロールに割り当てる前に、そのユーザを Arcserve Backup ドメインに追

加する必要があります。

役割へのユーザの追加方法

1. Arcserve Backupマネージャから、［管理］-［ユーザプロファイル］を選択します。

ユーザプロファイルマネージャが開きます。

2. ［セキュリティ］ツリーから、［役割］を選択します。

3. 役割を選択して、ツールバーの［プロパティ］ボタンをクリックします。

［役割プロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［ユーザ］タブを選択して［追加］をクリックします。

［ユーザの選択］ダイアログボックスが表示されます。

5. ユーザを選択し、［OK］をクリックします。または、ユーザをダブルクリックします。

［役割プロパティ］ダイアログボックスが再び表示されます。

6. ［OK］をクリックします。

ユーザが役割に追加されます。
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ユーザプロファイル管理の仕組み

役割からのユーザの削除

ユーザを特定の役割から削除できます。

役割からのユーザの削除方法

1. Arcserve Backupマネージャから、［管理］-［ユーザプロファイル］を選択します。

ユーザプロファイルマネージャが開きます。

2. ［セキュリティ］ツリーから、［役割］を選択します。

3. 役割を選択して、ツールバーの［プロパティ］ボタンをクリックします。

［役割プロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［ユーザ］タブを選択します。

［ユーザの選択］ダイアログボックスが表示されます。

5. ユーザを選択し、［削除］をクリックします。

6. ［OK］をクリックします。

ユーザが役割から削除されます。

以下の点に注意してください。

割り当てられた役割が1つしかないユーザを削除することはできません。

carootユーザをユーザ一覧から削除することはできません。
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ユーザプロファイル管理の仕組み

監査ログの使用法

監査ログは、重要な Arcserve Backup操作のログを保守します。たとえば、ユーザ

のログインとログアウトの情報、ジョブの追加、削除などです。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

監査ログのフィルタ

監査ログの表示

監査ログレコードの表示

監査ログのコピー

監査ログのエクスポート

監査ログの印刷

監査ログの削除

システムイベント ログの設定
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ユーザプロファイル管理の仕組み

監査ログのフィルタ

Arcserve Backupでは、フィルタオプションを使用して、監査ログの検索を絞り込み

ます。

監査ログのフィルタ方法

1. ジョブステータスマネージャを表示します。

2. ［監査ログ］タブを選択します。

3. をクリックして、ヘッダバーを展開します。

以下のフィルタオプションから選択します。

イベントの種類 --イベントの種類を指定して順番に並べ替えます。選択で

きるオプションは、「監査成功」および「監査失敗」です。

ソースマシン --監査するマシンを指定します。デフォルトでは「すべて」になっ

ています。

イベント --表示するイベントを指定します。特定のユーザのタスクまたはすべ

てのユーザのタスクを選択します。

注：表示するイベントの種類を変更すると、ヘッダバーが黄色になり、高度

なフィルタが使用されたことを示します。

ユーザ --表示する監査ログを持つユーザを指定します。デフォルトでは「す

べて」になっています。

注：特定のユーザを指定すると、ヘッダバーが黄色になり、高度なフィルタ

が使用されたことを示します。

ソースプロセス --特定のArcserve Backupプロセスを指定します。デフォルト

では「すべて」になっています。

開始日時 --イベントの開始日時を指定します。選択できるオプションは、

「最初のイベント」および「イベント実行日時」です。

終了日時 --イベントの終了日時を指定します。選択できるオプションは、

「最初のイベント」および「イベント実行日時」です。

4. ［更新］をクリックします。

フィルタ結果が、［プロパティ］パネルに表示されます。
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ユーザプロファイル管理の仕組み

監査ログの表示

Arcserve Backupでは、監査ログを使用して、繰り返し行われるタスクのパターンま

たは領域を特定できます。

監査ログの表示方法

1. ジョブステータスマネージャを表示します。

2. ［監査ログ］タブを選択します。

［プロパティ］パネルに監査ログが表示されます。
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ユーザプロファイル管理の仕組み

監査ログレコードの表示

Arcserve Backupでは、特定の監査ログの詳細を表示できます。

監査ログレコードの表示方法

1. ジョブステータスマネージャを表示します。

2. ［監査ログ］タブを選択します。

3. 表示する監査レコードを選択します。

4. 右クリックして、［プロパティ］を選択します。または、レコードをダブルクリックします。

［監査レコード プロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

5. ［監査レコード プロパティ］ダイアログボックスで、以下のオプションを選択できま

す。

前へ戻る --前の監査レコードに移動します。

次へ --次の監査レコードに移動します。

コピー --すべての監査レコード プロパティをクリップボードにコピーします。

6. ［OK］をクリックします。

［監査レコード プロパティ］ダイアログボックスが閉じます。
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ユーザプロファイル管理の仕組み

監査ログのコピー

Arcserve Backupでは、監査ログレコードをリスト形式でクリップボードにコピーでき

ます。

監査ログのコピー方法

1. ジョブステータスマネージャを表示します。

2. ［監査ログ］タブを選択します。

［プロパティ］パネルに監査ログが表示されます。

3. コピー元の監査ログレコードを選択します。

4. Ctrl + Cを押して、レコードをクリップボードにコピーします。

5. テキスト編集アプリケーションを起動して、クリップボードのレコードを貼り付けます。
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ユーザプロファイル管理の仕組み

監査ログのエクスポート

Arcserve Backupでは、監査レコードのすべてまたは一部をテキスト ファイルへエク

スポートできます。

監査ログのエクスポート方法

1. ジョブステータスマネージャを表示します。

2. ドメインディレクトリツリーから、エクスポートする監査ログが含まれる Arcserve
Backupプライマリサーバをクリックします。

［ジョブキュー］、［ジョブ履歴］、［アクティビティログ］および［監査ログ］タブが表示

されます。

3. ［監査ログ］タブを選択します。

［プロパティ］パネルに監査ログが表示されます。

4. エクスポートする監査ログレコードを選択します。

5. エクスポートする監査ログを右クリックし、コンテキスト メニューの［ファイルにエクス

ポート］をクリックします。

［名前を付けて保存］ダイアログボックスが開きます。

6. ［名前を付けて保存］ダイアログボックスで、ファイルの場所と名前を指定します。

7. ［保存］をクリックします。

監査ログがテキスト ファイルとしてエクスポートされます。
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ユーザプロファイル管理の仕組み

監査ログの印刷

Arcserve Backupでは、監査ログをローカルプリンタで印刷できます。

監査ログの印刷方法

1. ジョブステータスマネージャを表示します。

2. ドメインディレクトリツリーから、印刷する監査ログが含まれる Arcserve Backupプ

ライマリサーバをクリックします。

［ジョブキュー］、［ジョブ履歴］、［アクティビティログ］および［監査ログ］タブが表示

されます。

3. ［監査ログ］タブを選択します。

［プロパティ］パネルに監査ログが表示されます。

4. 印刷する監査ログを選択します。

5. 印刷する監査ログを右クリックし、コンテキスト メニューの［印刷］をクリックします。

［印刷］ダイアログボックスが表示されます。

6. ［OK］をクリックします。

監査ログが印刷されます。
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ユーザプロファイル管理の仕組み

監査ログの削除

Arcserve Backupでは、監査ログを削除できます。

監査ログの削除方法

1. ジョブステータスマネージャを表示します。

2. ［監査ログ］タブを選択します。

［プロパティ］パネルに監査ログが表示されます。

3. ツールバーの［削除］ボタンをクリックします。

［監査ログの削除］ダイアログボックスが表示されます｡

4. 削除オプションを選択します。

以下の削除オプションから選択します。

全ログテーブル --監査ログ内のすべてのレコードを削除します。

ログの一部 --指定した期間内のレコードを削除します。

次の期間よりも古い --次の基準に基づいて、指定期間を入力します：日

数 1～ 365、週数 1 ～54、年数 1～ 10。

5. ［OK］をクリックします。

監査ログレコードが削除されます。
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ユーザプロファイル管理の仕組み

システムイベント ログの設定

Arcserve Backupでは、システムイベント ログに監査ログ情報を追加できます。

システムイベント ログの設定方法

1. サーバ管理で、ツールバーの［環境設定］ボタンをクリックします。

［環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［ログ］タブを選択します。

3. ［Windowsイベント ログでメッセージログを有効にする］チェックボックスをオンにしま

す。

監査ログ情報がWindowsイベント ログに含まれるようになります。

詳細情報：

イベント ログの環境設定 ( Windowsサーバ)
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ユーザプロファイル管理の仕組み

監査ログレポートの作成

Arcserve Backupでは、レポート マネージャから、監査ログレポートを生成できま

す。

詳細情報：

レポート マネージャを使用したレポートの生成
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Arcserve Backupでのマルチストリーミングによるバックアップデータの処理方法

Arcserve Backupでのマルチストリーミングによるバック

アップデータの処理方法

注：マルチストリーミングを使用して 2つ以上のバックアップデータストリームを処

理するには、Arcserve Backup Enterprise Moduleのライセンスを取得する必要があ

ります。

マルチストリーミングは、同時に実行する複数のサブジョブ(ストリーム)にバックアッ

プジョブを分割し、デスティネーションメディア(テープデバイスまたはファイルシステ

ムデバイス)にデータを送信するプロセスです。マルチストリーミングを使用して、

バックアップとリカバリの操作中に、クライアント マシンを最大限に効果的に利用で

きるようにします。マルチストリーミングは、複数のジョブを複数のバックアップデバイ

ス間で分割することがより効率的であるため、大規模なバックアップジョブを実行

する場合に役に立ちます。

マルチストリーミングでは、利用可能なすべてのテープデバイスを使用してバック

アップジョブを複数のジョブに分割することにより、システムで利用可能なすべての

テープデバイスを使用できるようにします。その結果、順番に処理したときと比較

して、バックアップ全体のスループットが向上します。

デバイスはすべて使用することも、単一のグループを指定することもできます。

Arcserve Backup Tape Library Optionがインストールされ、ライブラリのあるグループ

が選択されている場合、マルチストリーミングではすべてのライブラリデバイスを使

用します。Arcserve Backup Tape Library Optionがインストールされていない場合

は、デバイスを別のグループに配置できます。チェンジャでは、作成される合計スト

リーム数 (子のジョブ)はテープデバイスの数によって異なります。単一テープドライ

ブのデバイスでは、合計ストリーム数はデバイスグループの数によって異なります。
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Arcserve Backupでのマルチストリーミングによるバックアップデータの処理方法

マルチストリーミングは、通常のファイルに対してはボリュームレベルで実行され、

ローカルデータベースサーバに対してはデータベースレベルで実行されます。ボ

リュームレベルで実行する場合、2つのデバイスを使用して2つのボリュームを同時

に処理できます。マルチストリーミングは、優先共有フォルダ、リモート データベー

スサーバ、およびWindows Client Agent向けに、ノード レベルで実行されます。

同時に実行できるジョブ数の上限は、システム上のデバイスまたはグループ数と同

じです。マルチストリーミングでは、1つの親ジョブが作成されると、その親ジョブによ

り、ボリュームと同じ数の子ジョブがトリガされます。1つのデバイスでジョブが完了す

ると、実行するジョブがなくなるまで、他のジョブがデバイスで実行されます。

マルチストリーミングの特性および要件の一部は以下のとおりです。

各クライアント マシンは、バックアップするエージェントの数によって、複数のソー

スストリームを持つことができます。

エージェントごとに、別々のストリームを持つことができます(エージェントごとに 1
ストリーム)。

マルチストリーミングでは、テープが上書きされないようにメディアプールを選択

する必要があります。

複数のテープデバイスは、通常のドライブとして別々のグループに設定する必

要があります。ただし、チェンジャの場合は、同一のグループに設定できます。

親のジョブをキャンセルすると、すべての子ジョブが取り消されます。Windows
では、パフォーマンスの観点から、ジョブごとにキャンセルとモニタリングがチェック

されます。

ジョブが子ジョブを生成した場合、生成された子ジョブの数は、そのジョブに対

して指定されたストリームの数を超えることはありません。ただし、ジョブが子

ジョブを生成し、使用するストリームの数が指定されていない場合、連続した

1つのストリームで子ジョブが作成されバックアップされます。

ジョブステータスマネージャでは、それぞれの子ジョブについて、デフォルトのジョ

ブの説明が以下の形式で表示されています。

JOB[ID][Servername](Multistream subjob [SID])[Status][Start time - End time][JOB
No.]

注：SIDはサブジョブ(子 ) IDを示します。

選択したグループにデバイスが1つしかない場合、または1つのオブジェクト (ボ
リューム、データベース、またはリモート ノード)のみのバックアップがサブミットさ

れた場合は、マルチストリーミングオプションは無視されます。

以下の点に注意してください。

マルチストリーミングを使用したデータデデュプリケーションデバイスへのデータ

バックアップは、テープエンジンのパフォーマンスに悪影響をおよぼす場合があり
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ます。この問題の解決方法については、「テープエンジンのパフォーマンス向上

のための仮想メモリ割り当ての増加」を参照してください。

マルチストリーミングジョブでは、同じ種類のテープデバイスを使用する必要

があります。マルチストリーミングジョブを最大転送速度でアーカイブするに

は、マルチプロセッサでプロセッサあたり 256 MB以上のRAMを搭載したハイエ

ンドのサーバマシンを使用する必要があります。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

マルチストリーミングでサポートされるタスク

ローカルバックアップジョブのマルチストリーミングのサポート
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マルチストリーミングでサポートされるタスク

以下の表は、マルチストリーミングでサポートされているタスクとされていないタスク

を示しています。

サポート対象 サポート対象外

n マルチストリーミングを使用したローテー

ションジョブとGFSのジョブのサブミット。

n 実行前/後の処理とコメントを使用した

データとバックアップは、親のジョブレベル

でサポートされます。

n Microsoft SQL Server、Microsoft
Exchange Server、およびOracle RMANの

データのライブラリへのバックアップ。

注：ローカルSQL Serverデータはデータ

ベースレベルでバックアップされ、リモート

SQL Serverデータはインスタンスレベルで

バックアップされます。

n Image Optionによる

データのライブラリへの

バックアップ。

n 実行前/後の処理を

使用したデータのバッ

クアップは、子ジョブで

は実行されません。

n Lotus Dominoデータの

ライブラリへのバックアッ

プ。
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ローカルバックアップジョブのマルチストリーミングのサ

ポート

ローカルバックアップジョブのマルチストリーミングのサポートには、以下の注意事

項が適用されます。

ローカルバックアップにVSSライタが含まれていない場合、そのジョブはマルチス

トリーミングジョブになる可能性があります。

ローカルバックアップにVSSライタが含まれていて、以下の両方のグローバルオ

プションが選択されていない場合、そのジョブはマルチストリーミングジョブにな

る可能性があります。

［ライタおよびコンポーネント］-［ライタに組み込まれたファイルを、ファイル

システムバックアップで除外する］

［ライタおよびコンポーネント］-［ライタで除外されたファイルを、ファイルシ

ステムバックアップで除外する］

ローカルバックアップにVSSライタが含まれていて、以下のグローバルオプション

のいずれかが選択されている場合、そのジョブはマルチストリーミングジョブにす

ることはできません。

［ライタおよびコンポーネント］-［ライタに組み込まれたファイルを、ファイル

システムバックアップで除外する］

［ライタおよびコンポーネント］-［ライタで除外されたファイルを、ファイルシ

ステムバックアップで除外する］。また、次のメッセージがアクティビティロ

グに表示されている：「ローカルノードにVSSライタが含まれています、

ディスクレベルマルチストリーミングは無効になります。」

ローカルVSSバックアップでマルチストリーミングを有効にするには、［ライ

タおよびコンポーネント］のデフォルト グローバルオプションをオフにしま

す。

ローカルバックアップにVSSライタが含まれていて、レジストリキーHKEY_
LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ComputerAssociates¥CA ARCServe
Backup¥Base¥Task¥Backup¥ForciblyMUSForLocalVSSBackupが1に設定されて

いる場合、［ライタおよびコンポーネント］のグローバルオプションは無視されま

す。そのジョブはマルチストリーミングジョブになる可能性があります。
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Arcserve Backupでのマルチプレキシングによるバック

アップデータの処理方法

マルチプレキシングとは、複数のソースからのデータが、同じメディア(テープ)に同

時に書き込まれるプロセスのことです。マルチプレキシングは、バックアップとリカバリ

の操作中に、テープドライブおよびライブラリを最大限効果的に利用できるように

使用され、テープドライブがバックアップソースよりも速い時に役に立ちます。マル

チプレキシングは、バックアップ処理全体でバックアップハードウェアが最大の処理

能力で起動するよう維持します。マルチプレキシングバックアップに含まれるセッ

ションに、マルチプレキシングされるほかのセッションが悪影響を与えないようにする

必要があります。バックアップセッションの速度を制限できる要因は、ハードウェア

デバイスの速度のみです。

マルチプレキシング可能な最大ジョブ数は、使用可能なメモリの量により制限され

ます。マルチプレキシング可能なデフォルトのジョブ数は 4、最小は 2、最大は 32
です。

複数のソースが指定されたジョブを、マルチプレキシングオプションを有効にした状

態でサブミットした場合、このジョブは複数の子ジョブに分割されます(各ソースに

つき 1つの子ジョブ)。これらの子ジョブにより、データが同じメディアに同時に書き

込まれます。生成された子ジョブの数は、最大で、マルチプレキシングに対して指

定されたストリーム数に等しくなります。ただし、1つのジョブによって複数の子ジョブ

が生成され、マルチプレキシングの最大ストリーム数のオプションで指定された値

が1の場合、子ジョブは連続した 1つのストリームで作成およびバックアップされま

す(デフォルトの最大ストリーム数は 4)。
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注：マルチプレキシングを使用する場合は、テープに同時に書き込み可能な最

大ストリーム数を選択することができます。詳細については、「マルチプレキシング

オプションの指定」を参照してください。

マルチプレキシングは、データをソースから取り出せる速度より、テープドライブのス

ループットの方が高速である場合に便利です。以下に、バックアップのスループット

を左右する可能性のある要因を示します。

バックアップ対象データの種類。たとえば、小さいファイルを大量にバックアップ

する場合は、ファイルシステムの操作 ( ファイルのオープンおよびクローズ)が何

度も繰り返されるため、バックアップスループットが低下します。

一部のデータベースからのデータ取り出しは、本質的に低速である場合があり

ます。

バックアップ対象のサーバのネットワークスループット。

データが格納されているディスクのパフォーマンス。

CPU速度、メモリサイズ、ページファイルサイズ、ネットワークカードなどのサー

バリソース、およびサーバ上の他のアクティビティの量。

何百台ものサーバを対象にしたネットワークバックアップ。

データをネットワーク経由で複数のソースからバックアップする場合は、上記のほと

んどの要因が含まれるため、スループットが低下し、バックアップの所要時間が増

大します。また、テープドライブが一貫してストリーム化されていない場合は、「靴

磨き」現象によりテープドライブの寿命が大幅に短縮されます。つまり、データが

断続的に書き込まれると、そのつどドライブは停止する必要があり、再び書き込

みを開始する場所へと位置を調整するために、メディア上を行き来することになり

ます。マルチプレキシング機能を使用した場合は、データは連続的に書き込ま

れ、テープドライブは絶え間なくストリーミングされます。これにより、バックアップの

所要時間が短縮されると共に、ハードウェアの耐用年数が増加します。

マルチプレキシングは、通常のファイルに対してはボリュームレベルで実行されま

す。2つのボリュームは 2つの別々の子ジョブとして同時に実行でき、ローカルデー

タベースサーバに対してはデータベースレベルで実行されます。マルチプレキシング

は、優先共有フォルダ、リモート データベースサーバ、およびWindows Client
Agentに対しては、ノード レベルで実行されます。

ジョブステータスマネージャでは、それぞれの子ジョブについて、デフォルトのジョブの

説明が以下の形式で表示されています。

JOB[ID][ServerName](Multiplexing subjob [SID])[Status][Start time - End time][JOB
No.]

注：SIDはサブジョブ(子 ) IDを示します。

詳細情報：

マルチプレキシングでサポートされるタスク
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マルチプレキシングでサポートされるタスク

以下の表は、マルチプレキシングでサポートされているタスクとサポートされていな

いタスクを示しています。

サポート対象 サポート対象外

n Microsoft SQL Server、Microsoft
Exchange Server、およびOracle RMAN
のデータのライブラリへのバックアップ。

注：ローカルSQL Serverデータはデー

タベースレベルでバックアップされ、リ

モート SQL Serverデータはインスタンス

レベルでバックアップされます。

n 複数のバックアップジョブを同じテープ

ドライブに同時に書き込む。

n マルチプレキシングテープから、単一

のセッションをだけをリストアする。

n マルチプレキシングテープからのQFA
( Quick File Access) リストア。

n マルチプレキシングテープからのマー

ジ。

n 惨事復旧。

n 単一のマルチプレキシングテープから

単一の非マルチプレキシングテープへ

のセッション統合。

n マルチプレキシングテープでのスキャン

および比較。

n Lotus Dominoデータのライブ

ラリへのバックアップ。

n Image Optionによるデータの

ライブラリへのバックアップ。

n 単一のマルチプレキシング

テープを使用して、複数のリ

ストアジョブを同時に実行す

る。

n 単一のマルチプレキシング

テープから複数のセッションを

複数の非マルチプレキシング

テープへ統合する。

n バックアップ完了後の［検証］
オプション。

n マルチプレキシングによるディ

スクステージング。

n NASデバイス、ファイルシステ

ムデバイス、Tape RAIDデバイ

ス、およびWORMメディアを使

用したマルチプレキシング。

n 非マルチプレキシングメディア

を使用したマルチプレキシン

グ。

n NASソースについては、マルチ

プレキシングがサポートされて

いません。
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Arcserve Backupでのデータの保護方法

データセキュリティは、不正アクセスまたは不正使用から機密情報を保護するた

めのプロセスです。データセキュリティを使用すると、プライバシーを確保して個人

データを保護できます。Arcserve Backupでは、コンピュータまたはリムーバブルメ

ディアに保存されているすべての機密データが正式な権限のない個人によって読

み取られたり、危険にさらされることのないように保護します。

これらのリムーバブルメディアには、機密情報が含まれていて、それらは会社の

データセンターからオフサイトのストレージボールト サービス設備に移動させる間

に喪失する場合があります。これらのメディアにあるデータは、移動中であっても安

全が保持される必要があります。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

暗号化と復号化

現在の暗号化アルゴリズムの変更

Arcserve Backupデータ暗号化
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暗号化と復号化

多くのセキュリティ手段では、データの暗号化とパスワードが必要です。データの暗

号化とは、解読メカニズムがなければ理解できない形式にデータを変換すること

です。復号化とは、暗号化されたデータをプレーンテキストに解読または変換し

て、暗号化処理を逆行することです。

Arcserve Backupデータ保護ソリューションでは、さまざまなコンポーネントに、業界

標準の安全な暗号化アルゴリズムを使用し、最高レベルのセキュリティとプライバ

シーで顧客データを保護します。Windowsクライアント エージェントは、暗号化に

ついて 256ビット AESアルゴリズムを使用します。Arcserve Backupエージェントの初

期のバージョンで収集されたデータは、168ビット 3DESまたは独自のArcserve暗
号化アルゴリズムのいずれかを使用します。さらに、Windowsベース製品も同じ

256ビット AESアルゴリズムを使用して秘密情報を Arcserve Backupサーバに保存

します。

AES( Advanced Encryption Standard) 機能は、DES( Data Encryption Standard)の
後継として開発され、DESよりも安全に設計されています。AESは、FIPS認定暗

号化アルゴリズムで、これを使用すると、電子データを保護することができます。

AESアルゴリズムは情報を暗号化および復号化できる対称のブロック暗号です。

注：暗号化および圧縮は、デデュプリケーションデバイス上ではサポートされてい

ません。
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連邦情報処理規格 ( FIPS)

連邦情報処理規格 ( FIPS) は、文書の処理について説明した一連の規格で、検

索用の標準アルゴリズムを提供し、また、政府機関内で使用するその他の情報

処理規格を提供します。国立標準技術研究所 ( NIST)では、米国連邦政府の

部局が利用するハードウェアおよびソフトウェア両方のコンポーネントが含まれた暗

号モジュールの要件および標準を規定した 140パブリケーションシリーズを発行し

ています。

暗号化モジュールのセキュリティ要件 ( FIPS 140-2)では、コンピュータおよび通信シ

ステム内で分類されていない機密情報を保護するセキュリティシステムに使用す

る暗号化モジュールに十分なセキュリティ要件を指定します。
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Arcserve Backupおよび FIPS準拠

Arcserve Backupでは、ユーザ名やパスワード認証情報などの機密情報をバック

アップおよびリストアするのに FIPS準拠のアルゴリズムを使用します。

バックアップ中にデータをディスクまたはテープに暗号化するように選択した場

合、このデータを暗号化するために使用したアルゴリズムは FIPS準拠となり

ます。

バックアップ中に、ユーザ名とパスワードはArcserve Backupサーバエージェン

トに送信されます(サーバでの実行が保護されるように)。このユーザ名とパ

スワードは FIPS準拠のアルゴリズムを使用して暗号化され、エージェントに

転送されます。

また、Arcserve Backupでは、FIPS準拠のハードウェア暗号化を提供する

テープドライブ(外部のサードパーティベンダからの) もサポートします。これ

は、Arcserve Backupソフトウェアが提供する FIPS準拠のテープまたはディス

クの暗号化に加えてサポートされます。

Arcserve Backupでは、ほかのエージェントおよびオプションでも、FIPS準拠の

アルゴリズムを使用してデータの暗号化をサポートしています。これらのエー

ジェントとオプションには、Agent for Microsoft Exchange Server、Agent for
Microsoft SQL Server、Agent for Microsoft SharePoint Serverおよび Arcserve
Replicationが含まれます。

詳細情報：

現在の暗号化アルゴリズムの変更
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現在の暗号化アルゴリズムの変更

現在 Arcserve Backupに使用されている暗号化アルゴリズム( AES256) は、

CryptoConfig.cfgファイルを書き換えることで変更できます。このファイルには、ご使

用のマシンにインストールされている Arcserve Backup製品用でサポートされるすべ

ての暗号化アルゴリズムの一覧が含まれます。現在の暗号化アルゴリズムは、一

覧に含まれるほかのアルゴリズムに変更することが可能です。この変更は、そのマ

シンにインストールされているすべてのArcserve Backup製品 (ベース、エージェン

ト、オプション)に影響します。

現在の暗号化アルゴリズムを変更する方法

1. 変更を行う前に、cstop.batスクリプトを実行してすべてのサービスを停止します。

ProgramFiles\CA\ARCserve Backup\cstop.bat

2. 現在の暗号化アルゴリズムの値を別の値に変更します。

ProgramFiles\CA\SharedComponents\ARCserve Backup\CryptoConfig.cfg

3. Configencr.exeを実行し、暗号化されたリポジトリを転送して新しい暗号化アルゴ

リズムを使用可能にします。

ProgramFiles\CA\ARCserve Backup\Configencr.exe

4. 変更後に、cstart.batスクリプトを実行してすべてのサービスを開始します。

ProgramFiles\CA\ARCserve Backup\cstart.bat
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Arcserve Backupデータ暗号化

Arcserve Backupでは柔軟に暗号化を使用して、バックアップ処理のさまざまな段

階で機密データを保護します。一般的に、バックアップ処理中にデータが早く暗号

化されるほど、情報の安全性が高まります。しかしながら、速度、パフォーマンス、

およびスケジュールの制限も、データを安全に保護するための最適なアプローチを

選択する場合に考慮すべき要素です。

バックアップジョブでデータを暗号化するための3つの異なる方法を以下に示しま

す。

バックアップ処理の前にエージェント サーバ(またはソース)で暗号化する

バックアップ処理中にArcserve Backupサーバで暗号化する

マイグレーション処理中にArcserve Backupサーバで暗号化する(ステージング

ジョブ用 )

これらの暗号化オプションは、バックアップマネージャの［グローバルオプション］ダイ

アログボックスにある［暗号化/圧縮］タブからアクセスできます。このダイアログボッ

クスから、エージェント、バックアップサーバ(バックアップ中 )、またはバックアップサー

バ(マイグレーション中 )でデータを暗号化するように選択できます。

Arcserve Backupデータベースに保存されるセッション暗号化パスワードを作成する

こともできます。このパスワードは、セッションデータを暗号化する際に使用します。

パスワードの詳細については、「パスワード管理の仕組み」を参照してください。

注：Arcserve Backup では、暗号化されていないデータのみを暗号化します。処

理のどの段階でも、データがすでに暗号化されていることがArcserve Backupに

よって検出されると、再度暗号化することはありません。また、データデデュプリ

ケーションは暗号化されたフォームのため、デデュプリケーションデバイスに保存され

たデータは暗号化できません。

また、データの暗号化にはハードウェア暗号化とソフトウェア暗号化の2つの基本

的な方法があります。ハードウェア暗号化の利点は、速度とCPUのパフォーマンス

が向上することです。ソフトウェアを使用する暗号化では、ハードウェアを使用する

暗号化よりも遅いため、結果としてバックアップに必要な時間枠が大きくなりま

す。ハードウェア暗号化を使用することによって、エージェント サーバまたはバック

アップサーバのいずれかで不要な CPUサイクルを回避することも可能です。また、

ドライブで暗号化の前にデータを圧縮することができます。

バックアップまたはマイグレーションの処理中にデータを暗号化するように選択した

場合、Arcserve Backupには、最終的なデスティネーションメディア(テープ)でハー

ドウェア暗号化が可能かどうかを検出できる機能があり、可能な場合はデフォル

トで自動的にそのハードウェア方法を選択します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。
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Arcserve Backupでのデータの保護方法

Arcserve Backupでのエージェント サーバにおけるデータの暗号化方法

Arcserve Backupによるバックアップ中のデータ暗号化方法

Arcserve Backupによるデータマイグレーション中のデータの暗号化方法
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Arcserve Backupでのデータの保護方法

Arcserve Backupでのエージェント サーバにおけるデー

タの暗号化方法

実際のバックアップ処理の前に、データを Arcserve Backupエージェント サーバ

(エージェント サーバ)で暗号化することができます。この方法の利点は、暗号化

されていないデータが決して別の場所に転送されないことです。ただし、この方法

では、データの暗号化用にCPUサイクルがエージェント サーバに追加されます。

注：すべてのArcserve BackupエージェントがArcserve Backupサーバに転送する

前にデータを暗号化できるわけではありません。

以下のArcserve Backupエージェントは、エージェント サーバでのデータ暗号化をサ

ポートしています。

すべてのArcserve Backupファイルシステムエージェント

Arcserve Backup Agent for Microsoft Exchange Server

Arcserve Backup Agent for Microsoft SQL Server

以下のArcserve Backupエージェントは、エージェント サーバでのデータ暗号化をサ

ポートしません。

Arcserve Backup Agent for Informix

Arcserve Backup Agent for Lotus Domino

Arcserve Backup Agent for Microsoft SharePoint Server

Arcserve Backup Agent for Oracle

Arcserve Backup Agent for SAP R3 for Oracle
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Arcserve Backupでのデータの保護方法

Arcserve Backupでのバックアップ中のデータの暗号化

方法

データは、バックアップ処理中にArcserve Backupサーバで暗号化することができま

す。この方法を使用して、暗号化されていないデータはエージェント サーバから

Arcserve Backupサーバに転送されます。Arcserve Backupは次に、最終的なデス

ティネーションメディアでハードウェア暗号化が可能かどうかを検出します。ハード

ウェア暗号化が可能である場合、暗号化されていないデータは最終的なデスティ

ネーションメディアに転送され、そこで暗号化されます。これが優先されるデフォル

トの方法で、より早く暗号化できてバックアップ時間を妨げません。

最終的なデスティネーションメディアでハードウェア暗号化が不可能なことを

Arcserve Backupが検出した場合、Arcserve Backupは最終的なデスティネーション

メディアに転送する前にソフトウェア暗号化を利用してデータを暗号化します。
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Arcserve Backupでのデータの保護方法

Arcserve Backupによるデータマイグレーション中の

データの暗号化方法

ステージングジョブのマイグレーション処理の間にデータを Arcserve Backupサーバ

で暗号化することができます。

この方法を使用して、暗号化されていないデータは、ステージングジョブのバック

アップ処理中にエージェント サーバから Arcserve Backupサーバを介してステージン

グデバイスに転送されます。ステージングデバイスは、ディスク、テープ、または仮

想テープライブラリ( VTL) のいずれかにできます。データをマイグレーション処理する

準備ができると、Arcserve Backupは最終的なデスティネーションメディアでハード

ウェア暗号化が可能であるかどうかを検出します。ハードウェア暗号化が可能であ

る場合、暗号化されていないデータはステージングデバイスから最終的なデスティ

ネーションメディアに転送され、そこで暗号化されます。これが優先されるデフォル

トの方法で、より早く暗号化できてマイグレーション時間を妨げません。

最終的なデスティネーションメディアでハードウェア暗号化が不可能なことを

Arcserve Backupが検出した場合は、最終的なデスティネーションメディアにマイグ

レーションする前にデータのソフトウェア暗号化を実行します。
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効率的なメディア管理

効率的なメディア管理

バックアップとリカバリの信頼性とパフォーマンスを高めるためには、効率的なメディ

ア管理が不可欠です。メディアには、SCSI接続またはファイバチャネル接続の、ほ

とんどのタイプのリムーバブルメディアを使用できます。

特定のファイルがどのストレージ メディアに保存されているのかをトラッキングできる

処理は、日常業務を遂行するうえで非常に重要となります。そのため、メディアを

効率的に管理するためには、磁気テープなど、すべてのリムーバブルメディアの内

容と保管場所を把握しておく必要があります。Arcserve Backupでは、デバイス

ウィザードとデバイスマネージャを使用してメディアをトラッキングできます。デバイス

管理マネージャおよびデバイスウィザードでは、メディアを簡単に管理およびトラッ

キングできます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

デバイスウィザードを使用したデバイスの設定

デバイスグループの環境設定
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効率的なメディア管理

デバイスウィザードを使用したデバイスの設定

デバイスウィザードは［ウィザード］メニューから起動できます。デバイスウィザードを

使用すると、マシンに接続されているすべてのデバイスを確認できます。

デバイスウィザードを使用してデバイスを設定する方法

1. ホーム画面にあるナビゲーションバーの［管理］メニューから、［デバイスウィザード］
をクリックします。

［デバイスウィザードへようこそ］画面が表示されます。

2. ［次へ］をクリックします。

［ログイン］ダイアログボックスが表示されます。

3. デバイスが接続されているサーバ名を入力または選択し、ユーザ名とパスワードを

入力して［次へ］ボタンをクリックします。

4. 使用するデバイスを選択します。［デバイス/メディア情報］をクリックし、デバイスの

詳細情報を表示します。

5. ［OK］をクリックして［次へ］をクリックします。

6. デバイスの操作を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。

例：フォーマットを選択します。

7. Arcserve Backupでフォーマットしようとしているメディアの新しいメディア名と有効期

限を入力し、［次へ］ボタンをクリックします。

8. スケジュール画面が表示されます。この画面で、デバイスコマンドを今すぐ実行す

るか、または日時を設定して後で実行するかを選択できます。ジョブを今すぐ実

行する場合は［即実行］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。

ジョブをスケジュールして後で実行する場合は、［スケジュール］オプションを選択

し、ジョブを実行する日時を入力します。

9. ［完了］ボタンをクリックしてジョブを実行します。

10. 操作を続行するかどうかを確認するメッセージが表示されます。［OK］ボタンをク

リックするとデバイスの操作が開始され、そのステータスが表示されます。

11. Arcserve Backupでデバイスの操作が完了すると、終了を通知するメッセージが表

示されます。続けて別のデバイスを操作する場合は［次へ］ボタンをクリックし、デ

バイスウィザードを閉じる場合は［終了］をクリックします。

注：

物理テープライブラリ/仮想テープライブラリ( VTL) をチェンジャで設定した場

合、デバイスウィザードにデバイスの詳細は表示されません。デバイスウィ

ザードでは、チェンジャデバイスが考慮されません。

第2章 : Arcserve Backupを使用したデータの保護 167



効率的なメディア管理

物理テープライブラリ/仮想テープライブラリ( VTL) をチェンジャなしで設定す

る場合、デバイスウィザードにはデバイスの詳細が表示され、消去、フォー

マット、保持、圧縮、イジェクトなどの操作が実行されます。
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効率的なメディア管理

デバイスグループの環境設定

デバイスマネージャでは、ウィンドウの右部分に、スタンドアロンのテープドライブに

関する情報が表示されます。

マシンに複数のストレージデバイスを接続している場合は、Arcserve Backupでデ

バイスをグループ化できます。これにより、あるグループに対してバックアップを実行

しつつ、別のグループに対してリストアを実行することができます。これを、マルチス

トリーミングと呼びます。

1つのグループに複数のデバイスが含まれていて、ジョブが複数のメディアにスパン

する(またがる)場合は、デバイス管理マネージャによってメディアを自動的にスパン

できます。そして、大規模なバックアップジョブをArcserve Backupにサブミットし、

ジョブが完了するまで自動的に複数のメディアにスパンさせることができます。

たとえば、GROUP1(ストレージデバイスが1台 ) とGROUP2(ストレージデバイスが2
台 ) という2つのメディアグループがあると仮定します。この状態で、複数のメディア

を必要とする大きなバックアップジョブを実行する場合には、GROUP2の各ドライブ

にブランクメディア( フォーマット済み)をセットしておくと、Arcserve Backupで自動的

にメディアスパンが実行されます。メディアスパンを実行しない場合は、手動でメ

ディアを変更する必要があります。

注：デデュプリケーションの場合、デバイスグループには、デデュプリケーションデバ

イスを 1つしか含むことができません。

デバイスグループの設定方法
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効率的なメディア管理

1. デバイス管理マネージャで［グループ設定］ボタンをクリックし、［デバイスグループ環

境設定］ダイアログボックスを表示します。

2. デバイスを新しいグループに割り当てるには、目的のデバイスを選択して［削除］を
クリックします。

3. ［新規］をクリックして新しいグループを作成します。

4. 新しいグループの名前を入力し、［OK］ボタンをクリックします。新しいグループが

［グループ］リストに表示されます。

5. デバイスと新しいグループの両方を選択し、［割り当て］をクリックして新しいグルー

プにデバイスを割り当てます。

6. ［OK］をクリックします。

170 Arcserve Backup管理者ガイド



データのバックアップおよびリストア

データのバックアップおよびリストア

ビジネスの成功には、データのバックアップおよびリストアが不可欠です。Arcserve
Backupは、ファイルの保護と回復を効率的で信頼性の高い方法で行うことで、ビ

ジネスにおいて最も価値のある資産であるデータを確実に保護します。

このセクションでは、以下のArcserve Backupの中核となるデータのバックアップおよ

びリストアの機能について説明します。

バックアップの要件プラン

バックアップメディアのローテーションおよびスケジュールの設定

バックアップのプレフライト チェック
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データのバックアップおよびリストア

バックアップの要件プラン

Arcserve Backupを初めて使用する場合には、あらかじめバックアップに関する計画

を立案することをお勧めします。以下の点を考慮する必要があります。

バックアップが必要なデータの量。

現在の総ディスク容量。

来年度に見込まれているサーバとデータの増加量。

バックアップに使用するメディアの管理方法。

データの保存方法。磁気テープを使用するか、信頼性の高いWORM メディ

アを使用するか。
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データのバックアップおよびリストア

バックアップメディアのローテーションおよびスケジュール

の設定

通常、バックアップをスケジュールする最適な時間帯は、バックアップ処理によって

貴重なネットワーク帯域幅に負荷を与える心配のない、営業時間の終了後で

す。Arcserve Backupには、バックアップを自動的に実行するためのツールが用意さ

れています。

Arcserve Backupでは、バックアップのスケジュールを設定して、バックアップを一定

間隔で自動的に繰り返すように設定することで、任意のタイミングで定期的かつ

確実にデータをバックアップできます。バックアップマネージャを使用すると、スケ

ジュールオプションやローテーションスキーマを使用して、自動バックアップの計画

を立てることができます。

注： WORMメディアを使用している場合、ローテーションスキーマは使用できませ

ん。メディアの性質上、WORM メディアは上書き禁止なので、ローテーションス

キーマまたはメディアプールでは、WORM メディアを再利用することはできません。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ローテーションスキーマの種類

メディアプールの仕組み

GFSローテーションの使い方

第2章 : Arcserve Backupを使用したデータの保護 173

../../../../../Content/933.htm
../../../../../Content/med_pools.htm
../../../../../Content/gfs_rotations.htm


データのバックアップおよびリストア

ローテーションスキーマの種類

Arcserve Backupに用意されている事前定義済みのローテーションスキーマを使用

するか、または独自のローテーション(スケジュールをカスタマイズしたバックアップ

ジョブ)を設定できます。ローテーションスキーマでは、繰り返しの方法や、以下の

3つのバックアップ方式を選択できます。

フルバックアップ -すべてのファイルをバックアップします。このバックアップ方式

は、増分バックアップまたは差分バックアップよりも時間がかかります。ただし、

すべてのデータをバックアップするため、最後のバックアップメディアだけでデータ

をリストアできます。

増分バックアップ -最後のフルバックアップまたは増分バックアップ以後に変更

があったファイルのみをバックアップします。この方法では、新規または変更され

たファイルのみをバックアップするため、短時間で実行できます。ただしこの方

法では、惨事が発生した場合にデータを完全にリストアするためには、フル

バックアップメディアセットと、すべての増分バックアップセット (最新のセットを

含む)が必要となります。

差分バックアップ -最後のフルバックアップ以後に変更があったファイルのみを

バックアップします。最後のフルバックアップ以後に変更された差分バックアップ

ファイルを再びバックアップするため、差分バックアップは増分バックアップよりも

時間がかかります。ただしこの方法では、2つのメディアセット ( フルバックアップ

メディアセットと差分バックアップメディアセット )だけで、データをリストアできま

す。

注：どのローテーションスキーマでも、毎週少なくとも 1回のフルバックアップが必

要です。
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データのバックアップおよびリストア

メディアプールの仕組み

Arcserve Backupでは、メディアプール内のローテーションスキーマ用メディアを管理

し、必要なデータを誤って上書きしてしまうアクシデントを防止します。メディアプー

ルは、書き換え可能なリムーバブルストレージ メディアの論理的な集合であり、

単一のユニットとして管理されます。

重要：デデュプリケーションデバイスとクラウド デバイスは、メディアプールに割り当

てできません。

メディアプールは、特定のジョブ用に設けられたバックアップおよびアーカイブメディ

ア(テープ)の集合体で、1つのユニットとして管理されます。メディアプールは、論

理的にグループ化された一式のテープで、繰り返し実行される特定のバックアップ

およびアーカイブジョブ専用に使用されます。Arcserve Backup内の各メディアプー

ルは、再利用セットと保存セットに自動的に分割されます。保存セットのどのメ

ディアも、ユーザが指定した特定の基準が満たされるまで、上書きできません。こ

れにより、適切なバックアップまたはアーカイブが保持される前に、不注意でテープ

を上書きしてしまう可能性を防止できます。ユーザが指定した基準が満たされた

ら、保存セットは再利用セットとなり、再び使用 (上書き) されるようにリサイクルさ

れます。

指定した基準 (保存セット内の最小メディア数、および最小保存期間など)をメ

ディアが超えた場合、そのメディアは再利用セットに移動されます。保存期間と

は、メディアがメディアプールの保存セットに保持される日数です。この期間が満

了すると、メディアは保存セットから再利用セットに移動され、再利用できるように

なります。

メディアプールマネージャにより、Arcserve Backup メディアプールの作成と保守が

可能になります。各メディアプールには名前が割り当てられ、シリアル番号に従っ

て構成されます。割り当てられているシリアル番号は、半永久的なものです。バー

コード リーダー付きのデバイスを使用している場合、メディアのシリアル番号用に

バーコード ラベルが使用されます。メディアプールは、含まれるメディアのシリアル

番号の範囲別に構成されます。選択されたバックアップまたはアーカイブのタイプと

方法に関係なく、すべてのメディアはメディアプールに割り当てられます。
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GFSローテーションの使い方

GFS ( Grandfather-Father-Son) ローテーションとは、あらかじめ設定されているロー

テーションのサイクルに合わせて、日、週、月の単位でバックアップを実行する方法

のことです。GFSバックアップスキーマは、任意の曜日から開始する週 7日単位の

スケジュールを基準にしています。GFSローテーションスキーマの主な目的は、メ

ディアのローテーションおよび再利用が一貫した間隔で実行され、最低限の基準

を維持できるようにすることです。このスキーマでは、常に最も古いメディアが最初

に使用されます。

少なくとも 1週間に 1回はフルバックアップを実行する必要があります。しかしそれ

以外の日は、フルバックアップや差分バックアップを実行してもしなくてもかまいませ

ん。GFSローテーションスキーマを設定する利点は、いったんGFSの環境設定を行

うと、その後に必要となる作業は、正しいメディアがドライブに入っているかどうかを

確認するだけになる点です。

その後は、使用するメディアの通知およびメディアの管理が、GFSによって行われま

す。

日単位のバックアップを「Son」メディアと呼びます。

フルバックアップは最低でも週に 1度実行されます。週の最後のフルバック

アップを「Father」メディアと呼びます。

その月の最後に実行されたフルバックアップが月単位のバックアップとなり、そ

れを「Grandfather」メディアと呼びます。

注：月単位のバックアップは、1年間保存してください。また、このバックアップを保

存したメディアは、惨事が発生した場合に備えて、別の安全な場所に保管してく

ださい。これらのメディアは、メディア管理マネージャを使用して追跡できます。

重要：GFSローテーションでは、日単位、週単位、および月単位の3つのメディア

プールを作成します。GFSローテーションは部分的にカスタマイズ可能であり、メ

ディア名は自動的に指定されます。カスタムローテーションスキーマでは、使用す

るプール、バックアップの日程などのプロパティをユーザが設定できます。デデュプリ

ケーションデバイスは例外です。デデュプリケーションデバイスは、メディアプールに

割り当てできません。ただし、GFSローテーションをセット アップできます。詳細につ

いては、「デデュプリケーションデバイス上でのGFSローテーション」を参照してくださ

い。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

GFSローテーションの動作方法

GFSローテーションスキーマメディアの例
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GFSローテーションの動作方法

通常使用されるメディアローテーションのスケジュールは、GFS ( Grandfather-
Father-Son)ローテーションです。このスケジュールのポリシーでは、日次 ( Son)、週
次 ( Father) 、および月次 ( Grandfather)のバックアップメディアセット (テープ)を使

用します。GFSローテーションスケジュールにより、年間のデータのバックアップを、

最小限のメディア(テープ)を使用して実行できます。GFSローテーションに使用す

るテープの数は、バックアップポリシーに指定する稼働日数に基づきます。

GFSローテーションの方法は以下のように機能します。

注：混乱を避けるため、テープへの命名は明確かつ適切に行うことが重要です。

データは各稼働日ごとに別々のテープにバックアップします。日次のバックアップ

には、毎日異なるテープを使用する必要があります。たとえば、バックアップの

周期が週 5日制に基づいている場合、週次のテープを使用する前に、4つの

「日次」用テープが必要です(日次のテープを、月曜、火曜、水曜、および木

曜のように命名する、または日次 1から日次 4、などのように命名することがで

きます)。日次のバックアップには、フル、増分、または差分バックアップを実行

できます。第 4日目以降は、最初に使用した日次のテープをリサイクルして、

次回にスケジュールされている日次のバックアップで上書きすることができま

す。

日次のテープは週次/月次のテープよりも頻繁に使用されるため、これらの

テープは頻繁に交換する必要があります。

第 5日目には、別の日次のテープを使用する代わりに、「週次」用テープを

使用します。週次のバックアップには、常にフルバックアップを実行する必要が

あります。また、月次のテープを使用する前に、5つの週次のテープを使用す

る必要があります(週次のテープは、第 1週から第 5週と命名できます)。第
5週以降は、最初に使用した週次のテープをリサイクルして、次回にスケ

ジュールされている週次のバックアップで上書きすることができます。

第 3週の最後に、別の週次のテープを使用する代わりに、「月次」用テープを

使用します。月次のバックアップには、フルバックアップを実行する必要もあり

ます。年間のすべてのデータを安全にバックアップするには、12の月次テープが

必要になります(月次のテープは、1月から 12月、または第 1月 から第 12
月などのように命名できます)。第 12月以降は、最初に使用した月次のテー

プをリサイクルして、次回の月次バックアップで上書きすることができます。

以下の図は、典型的な 5日間のGFSローテーションポリシーの導入例を示して

います。これにより、最小限のバックアップメディアを使用しながら、安全かつ信頼

性の高い方法で年間のデータバックアップを実行できます。
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注：5日間のGFSローテーションポリシーには、年間で約 21のテープが必要です

が、7日間のポリシーには、年間で約 23のテープが必要となります( 2つの日次

テープを追加 )。どちらのスケジュールの場合も、必要なメディアの量は、指定した

保存基準、およびバックアップするデータの量により異なります。さらに、各スケ

ジュールで必要なメディアの量は、マルチストリーミングを使用するかどうか、および

バックアップセッションをメディアに追加するかどうかによって変わります。
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GFSローテーションスキーマメディアの例

GFSローテーションスキーマに必要なメディア数を決定する方法の例を、以下に

示します。

会社の営業日が、月曜日から金曜日だと仮定します。月曜日から木曜日まで

増分バックアップを毎日実行し、金曜日にフルバックアップを実行します。月単位

のフルバックアップデータを再利用するまでの期間を半年とし、月単位のバック

アップテープ 6本以上を、メディアプールの保存セットに保管するように指定しま

す。また、週単位のバックアップテープ 4本以上を、保存セットに保管するように

指定します。

注：メディアプール、保存セット、および再利用セットの詳細については、「デバイ

スとメディアの管理」を参照してください。

選択したGFSローテーションスキーマでは、増分バックアップが「Son」、週単位のフ

ルバックアップが「Father」、月単位のフルバックアップが「Grandfather」になります。

このローテーションスキーマでは、日単位の増分バックアップが週に 4回必要で、1
日に 1本のテープを使用します。日単位のテープに保存されるデータは週単位の

フルバックアップにも保存されるので、日単位のテープは毎週再利用されます。こ

のため、このスキーマには、日単位 ( 「Son」)のテープが4本必要になります。

毎週金曜日に実行するバックアップは週単位のフルバックアップで、1週間に 1本
のテープが必要です。この週単位のテープは 1か月間保管されてから再利用され

ます。そのため、メディアプールの保存セットに保管するテープは最低で 4本になり

ます。したがって、週単位のバックアップ( 「Father」)用のテープが5本以上必要に

なります。

月の最後に実行したフルバックアップが、月単位のバックアップになります。この

テープは半年間保管するように指定し、メディアプールの保存セットに保管する

テープは 6本になります。メディアを再利用する前に最低限必要な月単位のバッ

クアップのテープは 6本です。そのため、月単位のバックアップ( 「Grandfather」)用
のテープは 7本必要になります。

結果として、このローテーションスキーマに必要なメディアは合計16本になります。
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バックアップのプレフライト チェック

PFC ( Preflight Check、プレフライト チェック)ユーティリティを使用すると、Arcserve
Backupサーバおよびエージェントの状態を確認し、バックアップジョブが失敗する

原因となる問題がないかどうかを確認できます。PFCで実行されるチェックは、以

下のように分類できます。

システムチェック -サーバのシステム要件、データベースの空きディスク容量、

RPCサービス登録のチェックが含まれます。

Arcserve Backupチェック -- Arcserve Backupのシステムアカウントとその権限、

Arcserve Backupエンジンのステータス、SANサーバの接続 ( Arcserve Backup
SAN Optionがインストールされている場合 )、サーバに接続されているテープ

デバイスの状態のチェックが含まれます。

エージェント チェック -ジョブに必要なすべてのクライアントおよびデータベース

エージェントに関する、接続とクレデンシャルのチェックが含まれます。

注：プレフライト チェックユーティリティでは、以下のデータベースエージェントに

対するログイン認証情報は検証しません。

Agent for Informix

Agent for Lotus Domino

Agent for Microsoft SharePoint Server

Agent for Microsoft Exchange Server

Agent for Microsoft SQL Server

Agent for Oracle

Agent for Sybase

Enterprise Option for SAP R/3 for Oracle

メディアチェック --再利用セットのメディアの可用性 ( メディアプールが指定さ

れているジョブの場合 )、メディアの有効期限、ファイルシステムデバイスの

ソースおよびデスティネーションの競合のチェックが含まれます。

このコマンドは、ジョブの予定時刻の数時間前に実行するのが最適です。PFCレ
ポートで問題が見つかった場合でも、修正に充分な時間をかけることができま

す。PFCユーティリティおよび関連オプションの詳細については、「コマンド ラインリ

ファレンスガイド」を参照してください。
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ジョブをサブミットする前に、［ジョブのサブミット］ダイアログボックスの［プレフライト

チェック］ボタンをクリックして、プレフライト チェックを実行できます。

PFC ユーティリティの例

ジョブをサブミットし、PFCユーティリティを実行します。バックアップジョブに使用する

デバイスグループに割り当てられていないデバイスを検出すると、PFCユーティリティ

はジョブの失敗を報告します。問題を修正するには、デバイスが割り当てられたデ

バイスグループを使用するか、デバイスをジョブで使用するデバイスグループに割り

当てます。修正しないと、ジョブは失敗します。

この機能は、PFCコマンド ラインユーティリティを実行する場合もサポートされます。

詳細については、「コマンド ラインリファレンスガイド」を参照してください。
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Arcserve D2Dの開始

Arcserve D2Dは、ブロックレベルのデータ変更を追跡し、変更されたブロックのみを

バックアップするバックアップソリューションです。Arcserve D2Dでは、増分バックアッ

プを頻繁に実行できます。また、バックアップのサイズが削減され、バックアップデー

タを最新の状態に保つことができます。

ご使用のバックアップ環境で Arcserve D2Dがローカルにインストールされていない

場合、サーバ名とポート番号を指定してリモートのArcserve D2Dサーバに接続で

きます。または、Arcserve D2Dをダウンロードした後、インストールできます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

次のいずれかが実行されます。

Arcserve D2Dがバックアップサーバにインストールされていない場合、

Arcserve D2Dサーバ情報ダイアログボックスが表示されます。Arcserve D2D
サーバ情報ダイアログボックスからリモートのArcserve D2Dサーバにログイン

するか、またはArcserve D2Dをダウンロードした後、インストールできます。

Arcserve D2Dがバックアップサーバにインストールされている場合、［Arcserve
D2Dへのログイン］画面が表示されます。

2. ［Arcserve D2Dへのログイン］画面で、以下のフィールドに入力します。

ドメイン -- Arcserve D2D ドメインの名前を指定します。

ユーザ名 -- Arcserve D2D ドメインへのログインに必要なユーザ名を指定しま

す。

パスワード：Arcserve D2Dのユーザ名に対するパスワードを指定します。
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3. ［ログイン］をクリックします。

Arcserve D2Dが開きます。
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Arcserve Replicationの開始

Arcserve Replicationは、非同期リアルタイムレプリケーションを使用して惨事復旧

機能を提供するデータ保護ソリューションです。このホストベースのソフトウェアは、

継続的なデータレプリケーションを提供し、アプリケーションデータへの変更を発生

と同時に、ローカルまたはWAN( Wide Area Network,ワイド エリアネットワーク)に
あるスタンバイレプリカサーバに転送します。

ご使用のバックアップ環境で Arcserve Replicationがローカルにインストールされて

いない場合、サーバ名とポート番号を指定してリモートのArcserve Replication
サーバに接続できます。または、Arcserve Replicationをダウンロードした後、インス

トールできます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

次のいずれかが実行されます。

Arcserve Replicationがバックアップサーバにインストールされていない場合、

Arcserve Replicationサーバ情報ダイアログボックスが表示されます。

Arcserve Replicationサーバ情報ダイアログボックスからリモートのArcserve
Replicationサーバにログインするか、またはArcserve Replicationをダウンロー

ドした後、インストールできます。

Arcserve Replicationがバックアップサーバにインストールされている場合、

［Arcserve Replicationへのログイン］画面が表示されます。
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2. ［Arcserve Replicationへのログイン］画面で、以下のフィールドに入力します。

ドメイン -- Arcserve Replication ドメインの名前を指定します。

ユーザ名 -- Arcserve Replication ドメインへのログインに必要なユーザ名を指

定します。

パスワード -- Arcserve Replicationのユーザ名に対するパスワードを指定しま

す。

3. ［ログイン］をクリックします。

Arcserve Replicationが開きます。

注：Arcserve Replicationの使用の詳細については、Arcserve Replicationのインス

トールガイドを参照してください。
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このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Arcserve Backup によるデータのバックアップ方法 188

バックアップジョブのサブミット 192

バックアップマネージャ 193

UNIX/Linux エージェントのローカルバックアップオプション 211

グローバルバックアップオプション 212

Arcserve Backup によってバックアップされないファイルとオブジェクト 260

Arcserve Backup による、リモート コンピュータにあるオープンファイルの管理の有効
化 264

マルチプレキシングジョブオプション 265

マルチストリーミングオプションの指定 270

ノード全体のバックアップ 271

繰り返しバックアップジョブの作成 274

リモート サーバのバックアップ 277

静的バックアップジョブのサブミット 279

バックアップステージング方式 282

アーカイブステージング方式 342

1 つのジョブで複数のData Mover サーバをバックアップする 350

惨事復旧 359
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Arcserve Backupによるデータのバックアップ方法

Arcserve Backupを使用すると、以下のソースのいずれかを使用して、Windowsネッ

トワークに接続されているマシンすべてをバックアップできます。

管理共有ドライブ

ユーザ共有ファイル、ディレクトリ、およびドライブ

Arcserve Backupは、Windowsマシンを、そのマシンが所属するドメインまたはワー

クグループ別に分類して一覧表示するので、ドメイン名またはワークグループ名を

選択するだけで、そのドメインまたはワークグループに所属するすべてのマシンを簡

単にバックアップできます。

オプションのArcserve Backup Client Agentを使用すると、さまざまな環境のリモート

ワークステーションと通信できます。これによって、Windows以外のシステム( UNIX
など)のシステム情報も含めた、完全なシステムバックアップが可能になります。

同様に、オプションのほかのバックアップエージェントを使用すると、Arcserve Backup
でオンラインデータベース( Microsoft Exchange Server、Lotus Domino、Microsoft
SQL Server、Oracle、IBM Infomixなど)のバックアップおよびリストアを行うことができ

ます。
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ローカルバックアップオプションの指定

Arcserve Backupでは、バックアップする特定のドライブのローカルオプションを柔軟

にカスタマイズできます。

ローカルバックアップオプションを指定する方法

1. ［バックアップマネージャ］を開いて［ソース］タブを選択します。

2. ドライブディレクトリの隣にあるチェックボックスをクリックします。

3. ドライブを右クリックし、ポップアップメニューから［ローカルオプション］オプションを選

択し、［ローカルオプション］ダイアログボックスを開きます。

重要：ローカルオプションを設定する際は、サーバ全体をバックアップする場合で

も、ドライブをソースとして個別に選択する必要があります。サーバ名の横にある

緑色のボックスをクリックしてから、個々のドライブのローカルバックアップオプション

をカスタマイズすることはできません。

4. 適切なオプションを指定します。

バックアップ検証オプション

バックアップ検証のオプションを使用すると、データが正しくバックアップされた

かどうかを検証できます。以下のオプションを選択できます。

なし --これを選択した場合、バックアップするデータの検証を行いませ

ん。

第3章 :データのバックアップ 189



Arcserve Backupによるデータのバックアップ方法

バックアップメディア内容のスキャン --これを選択した場合、Arcserve
Backupによってメディアがスキャンされ、バックアップする各ファイルの

ヘッダが読み取り可能であることが確認されます。

バックアップメディアをディスクと比較する --これを選択した場合、

Arcserve Backupによってメディア上のブロックが読み取られ、メディア上

のデータとディスク上のファイルが1バイトずつ比較されます。

セッション/暗号化パスワード オプション

このオプションを使用して、データを保護するためのパスワードを指定しま

す。

セッション/暗号化パスワード --バックアップジョブに対するパスワードを

入力します。

重要：このセッションをリストアするには、セッション/暗号化パスワードを

記憶していることが重要になります。このパスワードをリセットする方法

はありません。

圧縮および暗号化のオプション

これらのオプションを使用して、ファイルをバックアップする前に圧縮または暗

号化すべきかどうかを指定します。これらのオプションは、デデュプリケーション

デバイス上ではサポートされていません。バックアップ先またはステージング先

としてデデュプリケーションデバイスグループを指定した場合、圧縮および暗

号化は検出されるとスキップされます。

ソフトウェアの圧縮を使用してバックアップ前にファイルを圧縮 --バック

アップジョブを実行する前に、ファイルを圧縮できます。このオプションを

使用すると、Arcserve Backupで、バックアップの前にソフトウェア圧縮

アルゴリズムを使用してファイルを圧縮するように指定されます。ほとん

どのテープデバイスにはハードウェアベースの圧縮メカニズムが備わっ

ているため、ハードウェアおよびソフトウェアの両方の圧縮を使用するこ

とは必要なく、バックアップジョブが遅くなり、適切な圧縮結果が得ら

れないことになります。そのため、このオプションは、テープドライブに

ハードウェア圧縮メカニズムが備わっていない場合にのみ選択する必

要があります。

バックアップの前にファイルを暗号化 --バックアップジョブを実行する前

に、ファイルを暗号化できます。

重要：Arcserve Backupは、ローカルの圧縮および暗号化をエージェン

ト システムで実行します。ローカルの圧縮と暗号化および Arcserve
サーバベースの圧縮と暗号化 (グローバルオプション)を指定すると、

Arcserve Backupはエージェント システムで圧縮と暗号化を実行しま
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す。

注：Arcserveサーバベースの圧縮および暗号化に関する詳細につい

ては、「バックアップマネージャのバックアップメディアオプション」を参照

してください。

NTFSデータデデュプリケーション

このオプションでは、最適化されたフルバックアップを実行します。NTFSデー

タデデュプリケーションが有効なボリュームに対してのみ行うことができます。

このオプションは、Windows Server 2012オペレーティングシステムを実行して

いるコンピュータで使用できます。

デフォルト値：無効。

注：NTFSデータデデュプリケーションの詳細については、「NTFSデデュプリ

ケーションの動作」またはMicrosoft Windows Development CenterのWeb
サイトを参照してください。

5. ［OK］をクリックし、指定したボリュームにローカル設定を適用します。

詳細情報：

UNIX/Linuxエージェントのローカルバックアップオプション
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バックアップジョブのサブミット

このセクションでは、バックアップジョブのサブミット方法を説明します。

ディスクステージング( D2D2T)およびテープステージング( D2T2T)を使用してバック

アップ操作を管理する方法については、「ディスク経由のテープへのバックアップの

仕組み」を参照してください。

バックアップジョブをサブミットする方法

1. バックアップマネージャで、［スタート］、［ソース］、［デスティネーション］、および［ス
ケジュール］タブを選択し、ジョブに必要なオプションを指定します。

2. ［オプション］ツールバーボタンをクリックして、ジョブに必要なグローバルオプションを

指定します。詳細については、「グローバルバックアップオプション」を参照してくだ

さい。

3. ［サブミット］ツールバーボタンをクリックしてジョブをサブミットします。

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスで、ジョブのセキュリティお

よびエージェント情報を編集または確認して、［OK］をクリックします。

5. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが開きます。［即実行］を選択して今すぐ

ジョブを実行するか、［実行日時指定］を選択してジョブを実行する日時を選択

します。

6. ジョブに対して、ジョブ名を入力します。

7. 複数のソースのバックアップを選択した場合に、ジョブセッションの開始順序を設

定するには、［ソース優先度］をクリックします。［一番上へ］、［上へ］、［下へ］、
［一番下へ］の各ボタンを使用して、ジョブが処理される順序を変更します。優先

順位付けが終わったら、［OK］をクリックします。

8. ジョブを Arcserve Backupジョブスクリプトとして保存するには、［ジョブの保存］ボタ

ンをクリックします。

9. ジョブテンプレートを保存するには、［テンプレートの保存］ボタンをクリックします。

10. ジョブのプレフライト チェックを実行するには、［プレフライト チェック］ボタンをクリック

します。プレフライト チェックが失敗した場合は、［キャンセル］ボタンをクリックして

ジョブの設定を変更してください。

11. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミットされます。

詳細情報：

［ジョブキュー］タブを使用したジョブの管理方法
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バックアップマネージャ

バックアップマネージャのフィルタ、オプション、およびスケジューリングを使用して、

バックアップをカスタマイズできます。

バックアップマネージャは、以下の目的で使用できます。

バックアップソースのグループを作成します。

さまざまなメディアにバックアップしたり、カスタマイズされたバックアップスキーマ

を作成できます。

フィルタを使用して、バックアップジョブからディレクトリやファイルを選択して除

外したり、あるいはバックアップジョブに組み込んだりできます。

Grandfather-Father-Son( GFS)ローテーションスキーマを使用して、バックアップ

を自動化します。

フィルタをローカルのソース(ボリュームおよびノードなど)にのみ適用したり、バッ

クアップジョブ全体にグローバルに適用することができます。また、その両方を

同時に行うことも可能です。

Arcserve Backupは、Windowsのシステム状態だけでなくレジストリもバックアップで

きます。各バックアップジョブには、少なくとも1つのソースおよび1つのデスティネー

ション(バックアップメディア)が必要です。［バックアップマネージャ］画面には、バッ

クアップジョブをカスタマイズするための以下の4つのタブが表示されます。

開始 --バックアップのタイプを、標準、デデュプリケーション、またはUNIX/Linux
Data Moverの中から指定します。また、各バックアップタイプについてステージ

ングを有効にすることができます。標準またはデデュプリケーションのバックアップ

については、合成フルバックアップを有効にすることができます。

ソース --バックアップするデータを指定します。

スケジュール --ジョブのスケジュール、繰り返し方法、またはローテーションス

キーマを指定します。

デスティネーション --バックアップデータを保存する場所を指定します。

以下のトピックでは、各タブで使用可能なオプションについて詳細に説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

バックアップマネージャの［スタート］タブのオプション

クラシックビューとグループビューを使用してソースデータを指定する方法

バックアップマネージャのデスティネーションオプション

バックアップジョブのスケジュールとローテーション
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バックアップマネージャの［スタート］タブのオプション

バックアップマネージャの［スタート］タブでは、以下のバックアップタイプを選択でき

ます。

標準バックアップ --標準バックアップは、カスタムスケジュール、繰り返し方法、

またはローテーションスキーマを使用して、データソースをデスティネーションに

バックアップします。

注：1つのData Moverサーバへバックアップジョブをサブミットする場合は、標

準バックアップを使用します。

デデュプリケーションバックアップ --デデュプリケーションバックアップは、一意の

データチャンクのみをディスクに保存します。こうすることで、より多くのバックアッ

プセッションをメディアに収めることができ、バックアップを長期間保持し、データ

回復の速度を速めることが可能になります。デデュプリケーションバックアップ

ジョブのサブミットの詳細については、「デデュプリケーションを使用したデータの

バックアップ」を参照してください。

UNIX/Linux Data Moverバックアップ - UNIX/Linux Data Moverバックアップは、1
つのライブラリを共有している複数のData Moverを 1つのバックアップジョブに

統合します。

選択した各バックアップタイプについて、［ソース］、［スケジュール］、［デスティネー

ション］タブをクリックして、バックアップジョブの設定を完了する必要があります。

また、ステージングを有効化することもできます。ステージングを有効にすると、デー

タをステージングデバイスにバックアップしてから、バックアップしたデータを最終のデ

スティネーション(通常はテープ)にマイグレートすることができます。標準、デデュプ

リケーション、またはData Moverバックアップジョブに対してステージングの有効化

を選択できます。

また、［合成フルバックアップ有効化］を選択することもできます。合成フルバック

アップでは、以前のフルセッションとその後の増分セッションを、1つのフルセッション

に合成できます。ステージングオプションを使った標準バックアップ、ステージングオ

プションを使ったデデュプリケーションバックアップ、またはデデュプリケーションバック

アップの各ジョブに対して、合成フルバックアップを有効にすることもできます。［ソー

ス］、［スケジュール］、および［デスティネーション］の各タブにバックアップジョブ情報

を入力することに加えて、［ステージングの場所］タブに情報を入力し、［スケジュー

ル］タブで合成スケジュールを定義してください。
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クラシックビューとグループビューを使用してソースデー

タを指定する方法

ソースは、バックアップするデータのパスです。バックアップマネージャディレクトリを

参照して、ユーザ共有ドライブおよびディレクトリを選択し、バックアップするファイル

を簡単に探すことができます。

Arcserve Backupで、以下のビューを使用して、ソースデータを参照および指定し

ます。

クラシックビュー --従来のソースビューです。マシンが最初にリスト表示され、

ユーザはマシンを展開して特定のデータソースを選択できます。クラシック

ビューでは、Arcserve Backupは、コンピュータで実行されているプラットフォーム

に基づいてソースコンピュータを分類します。例：Windowsシステム、

UNIX/LinuxシステムおよびHyper-Vシステム

グループビュー --このビューでは、コンピュータにインストールされている

Arcserve Backupエージェントに基づいてソースコンピュータが分類されます。

エージェントは、ソースツリーのブランチとしてリストされます。各ブランチ内に

は、指定されたエージェントを含むマシンがリストされます。

また、カスタマイズされたグループを作成し、独自の基準に基づいてマシンをグ

ループ化することもできます。たとえば、多数のマシン上に存在するデータベー

スファイル( Microsoft SQL Server、Microsoft Exchange Server、Microsoft
SharePoint Serverデータなど)をバックアップする場合、グループビューを使用し

てソースを指定すれば、マシンごとに展開して各データベースノードを選択す

る手間が省けます。

注：Agent for Microsoft Exchange Server 2010/2013は Exchangeの組織オブ

ジェクトにのみ表示されます。Agent for Microsoft Exchange Server 2010/2013
システムをMicrosoft Exchange Serverグループに追加することはできません。

ソースを選択する際は、以下のバックアップ対象を選択できます。

アプリケーション全体

カスタマイズされたソースグループ

サーバ全体

個別のドライブ、ディレクトリ、およびファイル

個々のドライブ、ディレクトリ、およびファイルを指定してバックアップするには、

サーバ名を展開し、各ドライブ、ディレクトリ、およびファイルの横にある緑色の

ボックスをクリックします。

第3章 :データのバックアップ 195



バックアップマネージャ

ソースグループ全体を選択するには、グループ名の横にある緑色のボックスをク

リックします。その場合、そのソースグループに含まれているすべてのサーバ、ノー

ド、ボリューム、ドライブ、ディレクトリ、およびファイルが自動的に選択されます。

以下の動作に注意してください。

ジョブをサブミットする場合に指定したビューは、変更できません。

たとえば、クラシックビューを使用してジョブをサブミットし、その後、そのジョブの

ソース選択を変更する場合に、ジョブを変更してバックアップマネージャの

［ソース］タブをクリックすると、ビュードロップダウンメニューは無効になります。

以下の画面でその例を示します。

ローカルバックアップオプションのカスタマイズ

個々のドライブを右クリックすると、ローカルバックアップオプションをカスタマイズでき

ます。データベースエージェントがインストールされている場合、バックアップ対象を

右クリックして、ローカルバックアップエージェント オプションをカスタマイズすることも

できます。ローカルバックアップまたはエージェント オプションをカスタマイズする場合

は、ソースを個別に選択しておく必要があります。つまり、サーバ全体をバックアッ

プする場合でも、ドライブ、ディレクトリ、ファイル、またはデータベースエージェントを

それぞれソースとして選択する必要があります。サーバ名の横にある緑色のボック

スをクリックしてから、個々のドライブ、ディレクトリ、ファイル、またはデータベース

エージェントのローカルバックアップオプションをカスタマイズすることはできません。

詳細については、「動的なジョブのパッケージ」および「静的なジョブのパッケージ」

を参照してください。
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バックアップマネージャのボックス

［バックアップマネージャ］ウィンドウに表示される各オブジェクトの左には、緑色また

は灰色のボックスが表示されます。

緑色のボックス -オブジェクトのバックアップ範囲を直接制御できます。ボックス

をクリックすると、バックアップ対象からオブジェクトを除外したり、バックアップ対

象をオブジェクトの全体または一部にするかを指定できます。ボックスをクリック

し、ボックス内の色を付けたり消したりすることで、バックアップの範囲を指定し

ます。

灰色のボックス -実在しないオブジェクトに関連付けられており、それらのオブ

ジェクトはバックアップ/リストアできません。通常、このような項目はプレースホ

ルダとして存在し、この下に他のオブジェクトがグループ化されて表示されま

す。灰色のボックスの下にある緑色のボックスをクリックすると、バックアップの対

象として選択したファイルの割合に応じて、自動的に灰色のボックスが部分

的または全体的に塗りつぶされます。

ボックスの設定とそれに対応するバックアップレベルを、以下の表に示します。

ボックス 説明

フルバックアップ

部分バックアップ

バックアップしない

注  ：灰色のボックスの設定は、緑色のボックスの設定と同じパターンに従っており、

バックアップ対象として選択したファイルの割合が反映されます。

ディレクトリツリーで上位階層にあるボックスの塗りつぶしの割合は、下位階層に

あるオブジェクトのボックスの塗りつぶしの割合によって決まります。

上位階層のボックスをクリックして完全に塗りつぶすと、すべての下位階層の

ボックスも自動的に完全に塗りつぶされます。

下位階層のすべてのボックスをクリックして完全に塗りつぶすと、その上位階層

のボックスも自動的に完全に塗りつぶされます。

下位階層のボックスに完全に塗りつぶされたものと部分的に塗りつぶされたも

のが混じっている場合、上位階層のボックスは部分的に塗りつぶされた状態

になります。
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Arcserve Backupのバックアップマネージャで多数の項

目を参照する方法

Arcserve Backupでは、多数のディレクトリやファイルなどを参照する際、バックアッ

プマネージャに項目をロードするプロセスを一時停止できます。以下の手順は、

Arcserve Backupの［バックアップマネージャ］ウィンドウで多数の項目を参照する方

法について示します。

1. バックアップマネージャのソースツリーでディレクトリを選択すると、Arcserve Backup
に［ロード中］ダイアログボックスが表示され、多数の項目を取得して［バックアップ

マネージャ］ウィンドウにロードする必要があることが通知されます。Arcserve
Backupで［バックアップマネージャ］ウィンドウに表示する項目のリストが取得されて

いる間は［キャンセル］をクリックできません。

2. Arcserve Backupで［バックアップマネージャ］ウィンドウに表示する項目のリストが

取得されると、バックアップマネージャへの項目のロード進捗状況が［ロード中］ダ
イアログボックスに表示されます。表示する項目の数が多数ある場合は、［キャン
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セル］をクリックしてロード プロセスを一時停止できます。

3. 一時停止したロード プロセスは、ターゲット ディレクトリを右クリックし、コンテキスト

メニューから ［さらに表示］を選択すると継続できます。

4. ロード プロセスを一時停止すると、ターゲット ディレクトリに以下のアイコンが表示

されます。

5. ロード プロセスは、必要に応じて一時停止と継続が可能です。さらに項目をロー

ドするには、コンテキスト メニューから［さらに表示］をクリックします。

6. ロード プロセスが完了すると、ターゲット ディレクトリのアイコンが以下のように表示

されます。
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バックアップマネージャでの多数のファイルの参照

バックアップマネージャに多数の項目を含むディレクトリを参照する必要がある場

合は、以下の手順に従います。

注：バックアップマネージャが表示できるファイル名パスの長さは 512文字までで

す。これにはドライブ文字、またはネットワークサーバ名およびネットワーク共有名

も含まれます。NTFSおよび FAT32のファイルシステムでは、ファイル名の最大長は

255文字に制限されます。

バックアップマネージャでの多数の項目の参照方法

1. バックアップマネージャを開いて、［ソース］ツリーからターゲット ディレクトリを指定し

ます。

［ロード中］メッセージボックスが表示され、Arcserve Backupは［バックアップマネー

ジャ］ウィンドウに表示する項目のリストを取得し、次にArcserve Backupが［バック

アップマネージャ］ウィンドウにファイルをロードします。

2. ［ロード中］メッセージボックスから、［キャンセル］をクリックして、ロード プロセスを停

止します。

Arcserve Backupがすべての項目をロードしなかった場合、警告メッセージが表示

されます。

注：このメッセージは、［ロード中］メッセージボックスで初めて［キャンセル］をクリッ

クしたときにのみ表示されます。

3. ［ソース］ツリーからターゲット ディレクトリを右クリックして、コンテキスト メニューから

［さらに表示］をクリックします。

［ロード中］メッセージボックスが表示され、Arcserve Backupが項目のロードを続け

ます。

4. Arcserve Backupがターゲット ディレクトリにすべての項目をロードするまで、必要に

応じて何度でもロード プロセスを一時停止し、続行することができます。

ロード プロセスを一時停止すると、ターゲット ディレクトリのアイコンが以下のように

表示されます。

ロード プロセスが完了すると、ターゲット ディレクトリのアイコンが以下のように表示

されます。
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エージェントの種類によるコンピュータの参照

デフォルトでは、バックアップマネージャビューはバックアップソースをグループビュー

で表示します。グループビューでは、コンピュータにインストールされている Arcserve
Backupエージェントに基づいてコンピュータを参照することができます。さらに必要

に応じて、独自のグループを設定できます。

バックアップマネージャを閉じると、次にバックアップマネージャを開くときに選択した

ビューが表示されます。たとえば、クラシックビューを選択した後にバックアップマ

ネージャを閉じると、次にバックアップマネージャを開いたときはクラシックビューで

表示されます。

コンピュータは複数のソースグループに属している可能性があるため、同じバック

アップソースを 2回以上指定することがあります。Arcserve Backupで複数のジョブ

で同じソースが指定されていることが検出されると、警告メッセージが表示され、

同じデータを複数回バックアップするかどうかを指定することができます。

エージェントの種類によりコンピュータを参照する方法

1. バックアップマネージャを開きます。

2. ［ソース］タブをクリックします。

グループビューに［ソース］ディレクトリツリーが表示されます。

注：コンピュータに複数のエージェント (たとえばAgent for Microsoft Exchange
Server、Agent for Microsoft SharePoint Server)がインストールされている場合、コ

ンピュータは複数のグループの下に表示されます。

3. ソースツリーでコンピュータを展開します。メッセージが表示される場合、必要なセ

キュリティ情報を指定する必要があります。

以下の図では、Client Agent for Windowsのグループビューに使用可能なコン

ピュータが表示されています。
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注：ソースツリーに表示されるグループをカスタマイズする場合は、［グループのカス

タマイズ］をクリックします。詳細については、「グループビュー用カスタムグループの

設定」を参照してください。

4. ソースツリーで使用するエージェントの種類を検索した後、それを展開してコン

ピュータのリストを表示します。

5. (オプション)グローバルフィルタを使用してコンピュータを検索します。グローバル

フィルタは、バックアップマネージャの終了時に保存され、設定を変更するまで保

持されます。

サーバ名 --入力した文字列でソースコンピュータをフィルタします。

サブネット -- IPアドレスでコンピュータをフィルタします。

エージェントの種類 --エージェントの種類でコンピュータをフィルタします。グ

ループビューおよびクラシックビューで［エージェントの種類］フィルタを使用す

ると、選択したエージェントに対応するエージェント グループのみを表示でき

ます。詳細については、「ノードのフィルタ」を参照してください。

また、［ジョブ履歴］ではソースグループで結果を表示できます。詳細については、

「グループビューを使用したジョブの分析方法」を参照してください。
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グループビュー用カスタムグループの設定

規模の大きい環境を効率よく管理できるように、カスタムグループを作成し、それ

らのグループに条件を指定してマシンを追加することができます。

例：グループビューのカスタムグループ

営業部門で、100台のコンピュータに分散して配置された SQLデータベースファイ

ルがあるとします。バックアップ対象のセールスデータを含むすべてのマシンを、

「セールスデータ」と名付けたカスタムグループに追加することができます。カスタム

グループは、ソースツリー上でメインの階層として表示されます。これにより、バック

アップジョブを指定する際、グループを素早く見つけて選択できます。

グループビュー用カスタムグループの設定方法

1. バックアップマネージャを開いて、［ソース］タブをクリックします。

バックアップマネージャが、デフォルトのグループビューで開きます。

ソースツリーに、Arcserve Backupエージェントがメインの階層として表示されます。

ビューのドロップダウンリストの横に［グループのカスタマイズ］ボタンが表示されま

す。

2. ［グループのカスタマイズ］をクリックします。

［カスタムグループ環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

［カスタムグループ環境設定］ダイアログボックス内の左側に、既存グループが名

前別に表示され、各グループに含まれるサーバが右側に表示されます。

3. ［新規］をクリックして新しいグループを作成します。

a. ［名前］フィールドに、グループの名前を入力します。

b. 必要に応じて、グループを説明するコメントを入力します。

4. ［OK］をクリックします。

新規グループが左側のグループのリストに追加されます。

5. 作成したグループが選択されていない場合は、選択します。

6. 右側に表示されているサーバのリストから、グループに追加するサーバをクリックし、

［割り当て］をクリックします。

グループの下にサーバが表示されます。

グループにさらにサーバを追加する場合は、この手順を繰り返します。

7. ［OK］をクリックして、設定を保存し、カスタムグループ環境設定を終了します。
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カスタムグループの管理

Arcserve Backupでは、必要に応じて、カスタムグループの名前変更、削除、およ

びグループに含まれるサーバの変更が可能です。

カスタムグループの管理方法

1. バックアップマネージャを開いて、［ソース］タブをクリックします。

バックアップマネージャが、デフォルトのグループビューで開きます。

注：ソースツリーがクラシックビューで表示された場合は、ツリーの上のドロップダウ

ンリストをクリックし、［グループビュー］を選択してください。

2. ［カスタムグループ］をクリックします。

［カスタムグループ環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

3. 以下のいずれかを実行します。

グループを削除するには、グループを選択し、［削除］をクリックします。

グループの名前を変更するには、グループを選択し、［変更］をクリックして、

新しい名前を入力し、［OK］をクリックします。

サーバの再割り当てを行うには、ダイアログボックスの左側で削除するサー

バを選択し、［削除］をクリックします。

サーバが、右側の利用可能なサーバのリストに追加されます。利用可能な

サーバのリストから、追加するサーバを選択します。［割り当て］ボタンをクリッ

クします。グループにサーバが追加されます。
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4. カスタムグループの管理が終了したら［OK］をクリックして、設定を保存し、カスタム

グループ環境設定を終了します。
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バックアップマネージャのデスティネーションオプション

デスティネーションは、バックアップメディアデバイスまたはディスクのことを指します。

バックアップマネージャの［デスティネーション］タブを使用して、グループとデバイスを

参照し、選択できます。

注：クラウドに直接バックアップジョブをサブミットするすることができます。詳細につ

いては、リンクを参照してください。

バックアップマネージャの［デスティネーション］タブには、以下のバックアップオプショ

ンがあります。

マルチプレキシング

以下のオプションは、Arcserve Backupがマルチプレキシングを制御する方法を指

定します。

［最大ストリーム数］-- 1つのテープに同時に書き込み可能な最大ストリーム

数を設定します。デフォルトのストリーム数は 4であり、サポートされている範

囲は 2 ～ 32です。

注：マルチプレキシングは、UNIX/Linux Data Moverバックアップジョブではサポート

されていません。

マルチストリーミング

マルチストリーミングオプションでは、単一のバックアップジョブを複数のジョブに分

割して、システムにある使用可能なテープデバイスをすべて利用しながらバック

アップを完了できます。詳細については、「マルチストリーミング」を参照してくださ

い。

［グループ］および［メディア］フィールド

［グループ］および［メディア］フィールドを使用して、バックアップジョブに使用す

るデバイスグループを指定します。

［グループ］または［メディア］フィールドにアスタリスクを入力すると、グループ内の

使用可能な最初のドライブとメディアが使用されます。

利用可能な任意のグループを使用する場合は、［任意のグループを使用］オ
プションをオンにします。

メディアプール

バックアップジョブに使用する具体的なメディアプールを指定する場合に、この

オプションを選択します。

以下の点に注意してください。
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メディアプールを選択すると、選択したデスティネーションおよびバックアップオプ

ションでジョブの実行時に制限や競合が発生しないかどうかが、Arcserve
Backupによって自動的に確認されます。Arcserve Backupで競合が検出された

場合は、警告ダイアログボックスが表示されます。

クラウド デバイスはメディアプールに割り当てることができません。

サーバ

このフィールドには、Arcserve Backup ドメインにあるプライマリサーバおよびメン

バサーバの名前が表示されます。

注：Central Management Optionをインストールしなかった場合は、現在のサーバ

の名前が表示されます。

［ステージング有効化］がオンになっている場合は以下のとおりです。

デデュプリケーションポリシー

このボタンをクリックして、［デデュプリケーションパージポリシー］ダイアログボック

スを開きます。このダイアログボックスを使用して、フルバックアップおよび、差

分/増分バックアップについてのパージポリシーを設定できます。

インラインで複製を作成

このチェックボックスをオンにして、［グループ］、［重複したメディアプレフィック

ス］、および［重複したメディアプールプレフィックス］フィールドを有効にします。

これらのフィールドを使用して、ダブルテープコピーを実行できます。ダブル

テープコピーでは、2つの最終的なデスティネーションにデータを同時にマイグ

レートできます。デバイスの1つが使用不可能になってもマイグレーションジョ

ブを続行できるように、タイムアウト値を設定して、追加のバックアップメディア

が別のデバイスでマイグレーションジョブを続行できるようにすることができま

す。タイムアウト値を設定しない場合、最初のバックアップメディアタイムアウト

が完了すると、データマイグレーションジョブは失敗します。タイムアウト値設

定の詳細については、「バックアップのバックアップメディアオプション」を参照し

てください。

注：ダブルテープコピーを実行するには、ご使用の環境で、必ずディスクステージ

ングデバイスを設定してください。

グループ

ドロップダウンからデバイスグループを選択して、重複の作成位置を決めま

す。

注：使用可能なデバイスグループは、テープ/チェンジャグループおよびファイルシ

ステムデバイス( FSD)グループのみです。バックアップジョブがサブミットされ、同じデ

バイスグループが最終的なデスティネーションおよび重複したデスティネーションの
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両方で選択されると、アプリケーションは 2つ以上のドライブがあることを確認しま

す。

重複したメディアプレフィックス

このフィールドでは、重複させるメディア名のプレフィックスを指定できます。たと

えば「CPY_<メディア名>」と名付けることができます。

重複したメディアプールプレフィックス

このフィールドでは、重複させるメディアプール名のプレフィックスを指定できま

す。たとえば「TEST_<メディアプール名>」と名付けることができます。

注：ディスクステージングを使用してデータをバックアップするには、デバイス環境

設定とデバイスグループ環境設定を使用して、ステージングデバイスを設定しま

す。詳細については、「バックアップステージング方式」を参照してください。

詳細情報：

Arcserve Backupでのマルチストリーミングによるバックアップデータの処理方法
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テープライブラリグループでのワイルドカードの使用方

法

［グループ］フィールドでは、ワイルドカード文字である「*」と「?」がサポートされてい

ます。ワイルドカード文字を使用してグループ名を指定すると、グループ名が選択

基準と一致し、使用可能なメディアが1つ以上存在するグループが、ジョブに使

用されます。この場合、別のジョブによって使用されていないメディアが使用されま

す(注：たとえば、メディアプールなどのジョブスキーマによって適合性が決定され

るメディアには、特別な配慮は行われません)。ワイルドカードを使用するジョブが

複数あり、該当する選択基準に一致するグループが複数ある場合でも、使用可

能なメディアがある先頭のグループが、すべてのジョブに使用されます。

［メディア］フィールドに名前を入力すると、指定した名前のメディアが存在するグ

ループのうち、ワイルドカードの選択基準を満たすグループが使用されます。それ

は、目的のメディアが使用中の場合でも同じです。また、指定したメディアがどの

グループにも存在しない場合は、ブランクメディアが指定した名前にフォーマットさ

れて使用されます。ブランクメディアが存在しない場合は、挿入するよう指示され

ます。

注：［メディア］フィールドでは、ワイルドカード文字はサポートされていません。

メディアプールを指定した場合は、一致する先頭グループ内に利用可能なメディ

アが存在していても、指定プール内のメディアが使用されます。グループ内に該当

するメディアがなくてもブランクメディアが存在していると、そのブランクメディアが名

前を変更され、指定プールに追加されます。ブランクメディアが存在しない場合

は、挿入するよう指示されます。
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バックアップジョブのスケジュールとローテーション

バックアップジョブでカスタムスケジュール、合成スケジュール、またはローテーション

スキーマが使用されるように設定するには、Arcserve Backupのテンプレート スキー

マを使用するか、独自のローテーションパラメータを指定します。繰り返し方式、

または以下のバックアップ方式を指定して、バックアップを行うこともできます。

［フル -アーカイブビットを維持］--ジョブが繰り返されるたびにフルバックアップ

が実行され、アーカイブビットは維持されます。

［フル -アーカイブビットをクリア］--ジョブが繰り返されるたびにフルバックアップ

が実行され、アーカイブビットはクリアされます。

［増分］--最後のフルバックアップまたは増分バックアップの実行後にアーカイ

ブビットが設定されたファイルのみをバックアップします。各バックアップ後に、

アーカイブビットは次の増分バックアップジョブ中にバックアップされないよう再

設定されます。

［差分］--最後のフルバックアップの実行後にアーカイブビットが設定された

ファイルのみをバックアップします。差分バックアップジョブはファイルのアーカイブ

ビットをクリアしないので、前回の差分ジョブにおいてバックアップされたファイル

も再びバックアップされます。この方法を使用したバックアップジョブの処理には

通常より時間がかかります。差分バックアップの場合、リストア時に必要なメ

ディアセットは、差分バックアップ、フルメディアセットおよび最新の差分メディ

アセットの2セットのメディアのみです。増分バックアップの場合、リストア時に必

要なメディアセットは、フルメディアセットおよび最新セットまでのすべての増分

セットです。合成フルバックアップジョブの場合、エージェントが合成フルバック

アップをサポートしていると、差分バックアップジョブは増分バックアップジョブに

変換されます。

注：Linux版 Arcserve Backup環境では、増分/差分時のバックアップソースの

判断をファイルおよびディレクトリの「更新時刻 (MTIME値 )」に基づいて行いま

す。更新時刻の情報は、Arcserve Backupデータベースにて管理されていま

す。アーカイブビットを使用しないため、［フル-アーカイブビットを維持］、［フル-
アーカイブビットをクリア］のどちらも同様にフルバックアップを実施します。

ジョブスケジューリング機能の詳細については、「ジョブのカスタマイズ」を参照してく

ださい。
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UNIX/Linuxエージェントのローカルバックアップオプション

UNIX/Linuxエージェントのローカルバックアップオプショ

ン

Client Agent for UNIXまたは Client Agent for Linuxを使用して、UNIXまたは Linux
のコンピュータをバックアップする場合、以下のローカルオプションが使用できます。

追加オプション

［シンボリックリンクファイルをトラバース］- Arcserve Backupはシンボリックリンク

をたどり、リンク先のファイルをバックアップします。

［NFSのトラバース］- NFSマウント ドライブをバックアップします。

［ファイルシステムをトラバース］- Arcserve Backupはローカルにマウントされた

UNIXファイルシステムをバックアップに自動的に含めます。

［ファイルサイズを推定しない］-バックアップジョブの初めに、バックアップする

ファイル数とデータの容量が推定されますが、この機能を無効にします。このオ

プションを選択すると、バックアップの実行時間が短縮されます。

［ファイルアクセス日時を保存する］Arcserve Backup -- このオプションは、に前

回バックアップが実行されたときのアクセス時刻を保存するように指示します。

注：ファイルのアクセス時刻は、ファイルがアクセス(読み取りまたは書き込み)
されると常にオペレーティングシステムにより更新されます。ただし、比較が実

行されると、すべてのバックアップされたファイルのアクセス時刻も更新されま

す。そのため、ファイルが実際に(比較以外で)アクセスされたかどうかを追跡し

たい場合は、元のアクセス時刻を保存しておく必要があります。

このオプションを選択する(チェックボックスをオンにする) と、Arcserve
Backupによって、バックアップが実行される前の時点における、バックアッ

プされるすべてのファイルの最後のファイルアクセス時刻が、オリジナルの

値として保存されます(変更時刻は更新されます)。これはデフォルトの

設定です。

このオプションを選択しない(チェックボックスをオフにする) と、バックアップ

されるすべてのファイルの最終ファイルアクセス時刻は、バックアップ完了

時の新しい値に更新されます(変更時刻は更新されません)。

注 : Windowsベースのエージェントの場合、このオプションをグローバルに適用

する必要があります。詳細については、「グローバルバックアップオプション」を

参照してください。

詳細情報：

グローバルバックアップオプション
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グローバルバックアップオプション

グローバルバックアップオプション

ここでは、バックアップジョブをサブミットする際に選択することができるグローバル

バックアップオプションについて説明します。グローバルオプションのダイアログボック

スにアクセスするには、バックアップマネージャで［オプション］ツールバーボタンをク

リックします。

グローバルオプション(ジョブ全体にわたるオプション)で定義する手順とルールは、

Arcserve Backupですべてのノード(サーバ、ワークステーション、およびアプリケー

ション)をバックアップする際に使用されます。このオプションは特定のバックアップ

ジョブ用に定義できます。1つのバックアップジョブ用に定義するグローバルオプショ

ンは、他のバックアップジョブ用に定義するグローバルオプションには影響しませ

ん。

その他のバックアップジョブオプションとフィルタ機能の詳細については、「ジョブのカ

スタマイズ」を参照してください。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

バックアップマネージャの警告オプション

バックアップマネージャのメディアのエクスポート オプション

バックアップマネージャの拡張オプション

バックアップマネージャの圧縮/暗号化オプション

バックアップマネージャのボリュームシャドウコピーサービスオプション

バックアップマネージャのバックアップメディアオプション

バックアップマネージャの検証オプション

バックアップマネージャの再試行オプション

バックアップマネージャの操作オプション

バックアップマネージャのジョブ実行前/後の処理オプション

バックアップマネージャのエージェント オプション

バックアップマネージャのジョブログオプション
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グローバルバックアップオプション

バックアップマネージャの警告オプション

Alert通知システムを使用すると、バックアップ処理中にアクティビティログに表示さ

れるイベントに関するメッセージを通知できます。通知するイベントを以下の中か

ら 1つ以上選択します。

［ジョブが完了した時］--すべてのノード、およびドライブ/共有リソースが処理

されたとき。

［ジョブが未完了の時］--一部のノード、ドライブ、または共有リソースが失わ

れたとき。

［ジョブがキャンセルされた時］--ユーザがジョブをキャンセルしたとき。

［ジョブが失敗した時］--ジョブを開始しても完了できなかったとき。

［メディア使用不可］--ジョブの実行中にメディアが使用できなかったとき。

注：バックアップメディアはテープメディアである必要があります。

［ブランクテープのフォーマット］--ジョブの実行中にテープがフォーマットされた

とき。

［カスタマイズされたイベント］--カスタマイズされたイベントが発生したとき。こ

のイベントを指定する場合は、［イベント］ドロップダウンリストの下部にある

フィールドに、エラー/警告/通知コードを入力します。

定義済みのAlert環境設定を 1つ以上選択します。デフォルトの場合は、Alertマ
ネージャで設定した内容をすべて使用することになります。［環境設定］をクリック

して、より詳細な環境設定を定義してください。Arcserve Backupには、以下の定

義済みのAlert設定があります。

ブロードキャスト

ポケットベル

注：ポケットベルオプションは、Arcserve Backupの日本語バージョンでサポート

されていません。

SMTP

SNMP

イベント

プリンタ

電子メール

Lotus Notes

その他オプションの指定
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グローバルバックアップオプション

ジョブログを添付する -- Alert メッセージにジョブログ情報が含まれるようになり

ます。( このオプションは、トラブルチケットと電子メールにのみ適用されます)。

注：Alertオプションを使用して作成したリストは、［環境設定］ボタンを使用し

て定義した環境設定およびジョブスクリプトと一緒に保存されます。

マスタジョブに対してのみ Alert メッセージを送信する -- Arcserve Backupによっ

て送信される Alert メッセージに、マスタジョブ数のみが参照されるようになりま

す。子ジョブおよびサブジョブの数は、Alert メッセージで参照されません。このオ

プションは、マルチプレキシングやマルチストリーミングを含むすべてのジョブに対

して指定することができます。
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グローバルバックアップオプション

バックアップマネージャのメディアのエクスポート オプショ

ン

バックアップジョブの完了時に、メディアをライブラリからエクスポートして、エクスポー

トされたメディアを移動し、安全なオフサイトに保管できます。Arcserve Backupに

は、以下のようなメディアエクスポート オプションがあります。

［なし］--バックアップジョブの最後にメディアのエクスポートは行われません。

［ジョブ終了後、RAID1で複製されたテープをエクスポートする］--ジョブが複

数のメディアにスパン(継続 )する場合、このジョブで使用されるすべての複製

メディアがエクスポートされます。

注：このオプションは、複数のドライブとメールスロットを備えているライブラリで

のみサポートされます。

［ジョブ終了後、すべてのテープをエクスポートする］-- Arcserve Backupにより、

関連するバックアップのすべてのメディアがエクスポートされます。ジョブが複数

のメディアにスパン(継続 ) している場合、このジョブに使用されているすべての

メディアがエクスポートされます。すべてのメディアをエクスポートするだけのメー

ルスロットがない場合、エクスポートできないメディアは元のホームスロットに戻

されます。シングルメールスロットのライブラリでは、次のメディアをメールスロッ

トに移動するためにメールスロットが空いているかどうかチェックされます。

Arcserve Backupはチェックの再試行を数回行います。オペレータがメディアを

移動していない場合、Arcserve Backupはこの情報をアクティビティログに書き

込みます。

注：このオプションは、複数のドライブとメールスロットを備えているライブラリで

のみサポートされます。

メディアエクスポートの制限事項

次のメディアのエクスポートに関する制限事項に注意してください。

ステージングバックアップジョブに関しては、メディアのエクスポート オプションは

ジョブのマイグレーション中のみ有効です。

メディアのエクスポート オプションは、一般的なローテーションのジョブ用にのみ

有効であり、メディアライブラリおよび Tape RAIDでサポートされます。

メディアのエクスポート オプションは、テープステージング( B2T2T)バックアップを

実行中で、ステージングデバイスまたは最終のデスティネーションデバイスが

RAIDデバイスである場合、サポートされません。

検証オプションを設定した場合、エクスポートはジョブの最後に実行されます。
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グローバルバックアップオプション

バックアップマネージャの拡張オプション

拡張オプションでは、バックアップ中に、Arcserve Backupがファイルシステムの拡張

を処理する方法を決定します。

詳細情報：

Windowsシステムオプション

惨事復旧のオプション

Microsoft SQL Serverのバックアップオプション

NTFSデータデデュプリケーション

Point-in-Time リストアオプション

Arcserve UDPセッションのファイルシステムカタログ
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グローバルバックアップオプション

Windowsシステムオプション

以下のWindowsシステムオプションがあります。

［ディレクトリジャンクションおよびボリュームマウント ポイントをトラバースする］
-- このオプションを選択すると、バックアップジョブにボリュームを通過させる、ま

たは指定先のディレクトリをトラバースさせて、バックアップすることができます。

このセッションのリストア時には、参照先のボリュームやディレクトリに格納され

ているファイルやディレクトリをリストアできます。このオプションを選択しなかった

場合、バックアップジョブでは、ボリュームマウント ポイントが参照するボリュー

ムまたはディレクトリジャンクションが参照するディレクトリがバックアップされませ

ん。そのため、リストア時には、参照先のボリュームやディレクトリに格納されて

いるファイルやディレクトリはリストアできません。

［マウントされたボリュームの一部としてマウント ポイントをバックアップする］-- こ
のオプションを選択すると、ボリュームマウント ポイントが参照するボリューム

を、ボリュームマウント ポイントと同じセッションの一部としてバックアップできま

す。このオプションを選択しない場合、ボリュームマウント ポイントが参照する

ボリュームを、別のセッションとしてバックアップできます。このオプションは、前述

の［ディレクトリジャンクションおよびボリュームマウント ポイントをトラバースす

る］が選択されている場合にのみ使用可能です。

［ファイルのハード リンクを保存する］-- このオプションを有効にすると、Arcserve
Backupはリストア時にハード リンクを保存します。

注：［ディレクトリジャンクションおよびボリュームマウント ポイントをトラバースする］
および［マウントされたボリュームの一部としてマウント ポイントをバックアップする］オ
プションを、VHD ( virtual hard disk、仮想ハードディスク)を含む、名前の指定され

たマウント ボリュームに適用すると、Arcserve Backupは、VHDを含むマウント ボ

リューム用に別途バックアップセッションを作成します。

例：VHD を含むマウント ボリューム

サーバの物理ディスク( C:\)に仮想ディスク D:\および E:\が含まれています。VHD
ファイル( D.vhdおよび E.vhd)は C:\ ドライブにあり、D:\ ドライブおよび E:\ ドライブと

してマウントされています。また、D:\ ドライブは C:\MountDにマウントされ、E:\ ドラ

イブは C:\MountEにマウントされています。

C:\MountDのバックアップで［ディレクトリジャンクションおよびボリュームマウント ポ

イントをトラバースする］オプションを有効にした場合、［マウント ポイントがマウント

されたボリュームの一部としてマウント ポイントをバックアップする］オプションが有効

または無効のいずれに指定されていても、Arcserve BackupはD:\ ドライブおよび

C:\MountDに対して個別のバックアップセッションを作成します。
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グローバルバックアップオプション

惨事復旧のオプション

以下の惨事復旧オプションを使用できます。

［一部が選択されたノードのDR 情報を作成する］--惨事復旧情報は、通

常、マシンのフルバックアップの実行時に生成されます。ただし、マシンのフル

バックアップを頻繁に実行できない環境 ( SAN共有ディスク環境など)でも、惨

事復旧情報を最新の情報に更新する必要がある特殊なケースもあります。

このオプションを有効にすることで、マシンにあるすべての情報をバックアップす

ることなく、マシンの惨事復旧情報を作成または更新できます。

［リストアセッション情報の生成時にフィルタされたセッションを含める］--
Arcserve Backupサーバでは、惨事復旧情報の生成時に、フィルタされていな

いマシン関連の最新バックアップセッションのみが追跡されます。デフォルトの

場合、フィルタを使用してマシンをバックアップすると、フィルタされたバックアップ

セッションは、システムの復旧時に、惨事復旧処理に使用されません。このオ

プションを有効にすると、デフォルトの動作が変更され、システムの復旧時に、

フィルタされたバックアップセッションを惨事復旧処理に使用することができま

す。

重要：特に、システムボリュームの場合、このオプションを有効にすることは非

常に危険です。システムファイルが失われ、完全には復旧できなくなる可能

性があります。

このオプションは、デフォルトで無効になっています。このオプションを有効にする

と、ジョブ単位でオプションが適用されます。ジョブに複数のマシンのバックアップ

が含まれている場合、これらのオプションはすべてのマシンに適用されます。
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グローバルバックアップオプション

Microsoft SQL Serverのバックアップオプション

Microsoft SQL Serverに対しては、Arcserve Backupは以下のグローバルオプション

をサポートします。

スケジュールされたジョブ方式またはローテーションフェーズをMicrosoft SQL
Serverデータベースに適用しないでください。これによって、バックアップマネー

ジャの［スケジュール］タブで指定されたバックアップ方式を除外することができ

ます。このオプションを指定すると、Arcserve Backupは以下のように動作しま

す。

Arcserve Backupは、ジョブに指定されたカスタムスケジュール、ローテー

ション、およびGFSローテーション方式を無視します。

データベースレベルバックアップおよびグローバルバックアップオプションの

ロジックで、［スケジュール］タブで指定されたバックアップ方式が必要な

場合にのみ、Arcserve Backupは［スケジュール］タブで指定されたバック

アップ方式をフルバックアップに変換します。

注：Microsoft SQL Serverデータベースのバックアップとリストアの詳細について

は、「Agent for Microsoft SQLユーザガイド」を参照してください。
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グローバルバックアップオプション

NTFSデータデデュプリケーション

このオプションでは、最適化されたフルバックアップを実行します。NTFSデータデ

デュプリケーションが有効なボリュームに対してのみ行うことができます。このオプショ

ンは、Windows Server 2012以降のバージョンを実行しているコンピュータでのみ使

用できます。

デフォルト値：有効

注：NTFSデータデデュプリケーションの詳細については、「NTFSデデュプリケーショ

ンの動作」またはMicrosoft Windows Development CenterのWebサイトを参照し

てください。
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グローバルバックアップオプション

Point-in-Time リストアオプション

Arcserve Backupでは、合成バックアップセッション内に保存されるデータからの

Point-in-Time リストアを実行することができます。

注：このオプションを表示するには、［バックアップマネージャ］の［開始］タブで［合
成フルバックアップ有効化］オプションを有効にします。詳細については、「合成フ

ルバックアップの合成スケジュールの指定」を参照してください。

PIT ( Point in Time) リストアを有効にする --このオプションを指定すると、

Arcserve Backupでは、Point-in-Time増分バックアップをすべての日単位バック

アップにおいて実行しますが、フルバックアップがスケジュールされている日を除

きます。Arcserve Backupファイルシステムエージェントに適用されるすべてのス

ケジュールジョブに対して Point-in-Time リストアオプションを指定できます。

このオプションが指定されたジョブについては、アクティビティログの［バックアップ方

式］、および［セッション単位］ウィンドウの［セッション方式］として、［Point-in-Time
増分］が表示されます。ただし、［バックアップマネージャ］ウィンドウでは、［バック

アップ方式］が増分として表示されます。

重要：［Point-in-Time リストアを有効にする］オプションは合成フルバックアップジョ

ブのみに適用されます。
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Arcserve UDPセッションのファイルシステムカタログ

［Arcserve UDPセッションのファイルシステムカタログ］オプションは、デフォルトで有

効化されています。このオプションを指定すると、Arcserve BackupはArcserve UDP
のファイルレベル/アプリケーションレベルリストアを有効化します。
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バックアップマネージャの圧縮/暗号化オプション

Arcserve Backupを使用すると、バックアップデータの暗号化、圧縮、および暗号

化して圧縮を実行できます。

以下の点に注意してください。

Arcserve Backupでは、デデュプリケーションデバイスグループ上でのデータの圧

縮および暗号化をサポートしません。

注：詳細については、「デデュプリケーションによる圧縮および暗号化」を参照

してください。

圧縮および暗号化のオプションを指定した際に、バックアップ先が圧縮をサ

ポートしていないドライブの場合は、Arcserve Backupはバックアップデータを暗

号化しますが、圧縮しません。

以下のオプションは、バックアップジョブおよびステージングバックアップジョブのマイ

グレーションフェーズ中に、Arcserve Backupがバックアップデータを処理する方法を

定義します。

セッションパスワード

セッション/暗号化パスワード --このデータをメディアからリストアするためのセッ

ション/暗号化パスワードを指定します。

セッション/暗号化パスワードを指定する場合、以下の操作を実行するための

パスワードを指定する必要があります。

暗号化または圧縮のいずれか、あるいは両方が、エージェントまたは

バックアップサーバで行われた場合のリストア操作。

暗号化または圧縮のいずれか、あるいは両方が、エージェントまたは

バックアップサーバで行われた場合の比較処理。

暗号化または圧縮のいずれか、あるいは両方が、バックアップサーバで

行われた場合のマージおよびスキャン処理 (暗号化または圧縮のいず

れか、あるいは両方がエージェントで行われた場合、マージまたはスキャ

ンするためのパスワードを指定する必要はありません)。

注：セッション/暗号化パスワードはセッションヘッダのみをマージまたはス

キャンする場合には必要ありません。

セッション/暗号化パスワードを Arcserve Backupデータベースに保存する --パ
スワードを Arcserve Backupデータベースに保存して、パスワード管理を有効に

するには、このオプションを使用します。デフォルトでは、このオプションが選択さ

れています。このオプションは、ローカルオプションのパスワードとグローバルオプ

ションのパスワードの両方に使用できます。
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注：［セッション/暗号化パスワード］ダイアログボックスでは、グローバルオプ

ションパスワードのみ変更可能です。ジョブキューにあるジョブを右クリックして

変更します。

パスワードの変更を求める、n日後 (パスワードの指定から) --パスワードの有

効日数を指定します。指定した日数の7日前になると、パスワードの変更を

促すメッセージがアクティビティログに記録されます。

例 :

1月 1日に、nを 30日に設定します。1月 24日に「バックアップジョブのパス

ワードの有効期限が7日後に切れます。」というメッセージがアクティビティログ

に表示されます。1月 31日に「バックアップジョブのパスワードの有効期限が

切れています。直ちに変更してください。」というメッセージがアクティビティログ

に表示されます。

暗号化/圧縮方式

［データの暗号化］--このオプションを使用してバックアップデータを暗号化しま

す。以下のオプションのいずれかを指定できます。

［エージェントで処理］--実際のバックアップ処理の前にバックアップデー

タを暗号化します。このオプションの詳細については、「エージェント サー

バでのデータの暗号化」を参照してください。

［バックアップ中にバックアップサーバで処理］--バックアップ処理中にバッ

クアップサーバでバックアップデータを暗号化します。詳細については、

「バックアップ中のデータ暗号化」を参照してください。

［マイグレーション中にバックアップサーバで処理］--ステージングバック

アップジョブのマイグレーションフェーズ中にバックアップデータを暗号化し

ます。詳細については、「マイグレーション中のデータ暗号化」を参照して

ください。

注：このオプションは、圧縮が有効であるかどうかにかかわらず、クラウド

デバイスへのマイグレーションジョブをサブミットするときに有効にすること

ができます。

バックアップフェーズでデータを暗号化した場合、Arcserve Backupはステージン

グバックアップ処理のマイグレーションフェーズでデータを再度暗号化しませ

ん。

［データの圧縮］--このオプションを使用してバックアップデータを圧縮します。

以下のオプションのいずれかを指定できます。

［エージェントで処理］--エージェントがインストールされ、実行されてい

るシステムでバックアップデータを圧縮します。
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注：Arcserve BackupバックアップソースがUNIX、Oracle RMANデータか

ら構成されている場合、はエージェント システムでデータの圧縮をサ

ポートしません。

［バックアップサーバで処理］--バックアップ処理中にArcserve Backup
サーバでバックアップデータを圧縮します。このオプションを使用すると、

バックアップの前にソフトウェア圧縮アルゴリズムを使用してファイルを圧

縮できます。

以下の動作に注意してください。

バックアップサーバ側での圧縮を有効にするには、［バックアップ中に

バックアップサーバで処理］か［マイグレーション中にバックアップサーバ

で処理］のいずれかを指定する必要があります。

［データの圧縮］オプションおよび［バックアップサーバで処理］オプション

を指定し、［バックアップ中にバックアップサーバで処理］オプションまた

は［マイグレーション中にバックアップサーバで処理］オプションを指定す

ると、Arcserve Backupではバックアップサーバでデータが暗号化される

前に、そのサーバでソフトウェア圧縮を使用してデータが圧縮されま

す。

ジョブと関連付けられたストレージデバイスがハードウェア圧縮をサ

ポートしない場合、Arcserve Backupによって［データの圧縮］および

［バックアップサーバで処理］の設定が無視されます。
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クラウド デバイスへのジョブのマイグレートによる暗号化

および圧縮オプションの指定

クラウド ストレージにジョブをマイグレートして暗号化および圧縮オプションを指定

する方法

1. バックアップマネージャを開き、［オプション］をクリックします。

2. ［暗号化/圧縮］タブをクリックします。

a. セッション/暗号化パスワードを入力します。

b. ［データの暗号化］をオンにし、［マイグレーション中にバックアップサーバで処

理］オプションを選択します。

c. ［データの圧縮］をオンにし、［バックアップサーバで処理］オプションを選択し

ます。

注：クラウド ベースデバイスに対して圧縮が無効になっているとき、［データ

の圧縮］オプションは無効になります。

3. ［OK］をクリックします。

暗号化および圧縮オプションが適用されます。
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バックアップマネージャのボリュームシャドウコピーサー

ビスオプション

ボリュームシャドウコピーサービス( VSS) を使用するためのグローバルオプションを

指定することができます。これらのオプションは、VSSバックアップのすべてのライタに

影響しますが、転送可能な VSSバックアップには適用されません。

注： VSSの詳細については、「Microsoft Volume Shadow Copy Serviceユーザガイ

ド」を参照してください。

［ボリュームシャドウコピーサービス］タブの［ファイルシステムバックアップ］グループ

ボックスでは、ファイルシステムバックアップ時のArcserve Backupによるオープンファ

イル処理方法を指定します。これらのオプションは、ライタにもコンポーネントにも

適用されません。

［VSSを使用する］-- Arcserve Backupに、VSSを使用してオープンファイルの

バックアップを処理するよう指示します。

このチェックボックスがオフの場合、オープンファイルの処理にはVSSサポートで

はなく、Arcserve Backup Agent for Open Files(使用可能な場合 )が使用され

ます。Arcserve Backup Agent for Open Filesが使用できずに［VSSを使用する］
もオフの場合は、従来のバックアップが実行されます。ただし、バックアップでき

ないオープンファイルがある場合は、バックアップは完了しません。

［VSS失敗時、標準バックアップに戻る］-- VSSバックアップの作成に失敗した

場合は、Arcserve Backupで通常のバックアップを実行するよう指定します。

注：このオプションを使用するには、ソースコンピュータへのArcserve Backup
Agent for Open Filesのインストールおよびライセンス取得が必要です。

以下の動作に注意してください。

ソースコンピュータにArcserve Backup Agent for Open Filesがインストー

ルされ、ライセンス取得されている場合は、このオプションが指定されて

おり、かつVSSバックアップが失敗したときに、このエージェントを使用して

オープンファイルが処理されます。

ソースコンピュータにArcserve Backup Agent for Open Filesがインストー

ルされていないか、ライセンスが取得されていない場合は、このオプション

が指定されているかどうかにかかわらず、従来のバックアップ方式として

VSSバックアップ処理を実行します。

［ライタおよびコンポーネント］グループボックスを使用すると、Arcserve Backupでの

ライタおよびコンポーネントの処理方法を指定できます。ライタ固有のオプションが

指定されている場合を除き、これらのグローバルオプションはすべてのライタに影響

します。ライタ固有オプションの設定の詳細については、「Microsoft Volume
Shadow Copy Serviceユーザガイド」を参照してください。
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［ライタに組み込まれたファイルを、ファイルシステムバックアップで除外する］--
コンポーネントに属しているファイルを、従来のファイルシステムのバックアップか

ら除外します。このオプションには以下の利点があります。

VSSによってすでにバックアップされているファイルのバックアップを回避で

きます。

従来のバックアップから一部のファイルが除外されるため、従来のバック

アップで処理されるファイル数が減り、処理時間を短縮できます。

グループとして処理するファイル( ライタまたはデータベースアプリケーショ

ンと関連付けられたファイルなど)に関する問題が発生しないので、バッ

クアップの成功率が向上します。従来のバックアップには、ファイルをまと

めて処理するメカニズムはありません。

［ライタで除外されたファイルを、ファイルシステムバックアップで除外する］--コ
ンポーネントによるバックアップから除外したファイルを、従来のファイルシステム

によるバックアップからも除外します。

アプリケーションに関連付けられているファイルの中には、バックアップしてはなら

ないファイルがあります( Windowsページファイルなど)。各ライタは、関連付け

られているアプリケーションにこのようなファイルが存在するかどうかを認識してい

ます。このオプションを選択すると、Arcserve Backupが従来のバックアップを実

行する際に、この情報を利用できます。

［コンポーネント ファイルのバックアップ失敗時、ライタバックアップを中止する］-
-いずれかのコンポーネントのバックアップが失敗した場合は、ライタのバックアッ

プをキャンセルします。コンポーネントのバックアップは、そのコンポーネントに含

まれるファイルが1つでも正常にバックアップされなかった場合に失敗します。

このオプションを選択すると、バックアップの整合性が保たれ、ライタに関連付

けられているコンポーネントの数に関係なく、ライタに関連付けられているすべ

てのファイルがバックアップされて初めてバックアップが成功したとみなされます。
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バックアップマネージャのバックアップメディアオプション

ジョブの環境設定中に、バックアップジョブに使用するメディアの上書き/追加ルー

ルを指定できます。このセクションでは、バックアップを実行するにあたって最も目的

に合った方法が選択できるよう、上書き/追加ルールについて説明します。

Arcserve Backupでは、単一のテープに 20,000までのセッションをバックアップでき、

101シーケンスまでの一連のスパンテープにバックアップできます。バックアップを計

画する際にはこれらの制限を把握しておいてください。セッションが小さいと、すぐに

20000セッションに到達してしまう可能性があります。バックアップの対象となるデー

タが大量にあると、各テープの容量次第ではすぐに 101シーケンスを超えてしまう

こともあります。［上書き -同名のメディア、ブランクメディアのみ］オプションまたは

［上書き -同名のメディア、ブランクメディア、その他のメディア］オプションを選択し

ておけば、シーケンス番号が最大値の制限に達したとき、テープへのデータの追加

が停止され、新しいテープセットが開始されます。

ファイルシステムデバイス( FSD) の場合は、1つのFSDに最大 4,294,967,295セッ

ションまでバックアップできます。

65,535を超えるセッションを含む FSDに、古いバージョンのArcserve Backupデータ

ベースエージェントやアプリケーションエージェントをバックアップすると、ジョブが失

敗する可能性があります。したがって、このようなデバイスでのジョブの失敗を回避

するためには、古いバージョンのArcserve Backupデータベースエージェントやアプリ

ケーションエージェントを本リリースにアップグレードする必要があります。

最初のバックアップメディア

最初のバックアップメディアとは、バックアップジョブを開始したときに使用するメディ

アのことです。これらのオプションは、最初のメディアに対する上書きルールを定めま

す。

注：［スケジュール］タブで［ローテーションスキーマを使用］オプションを選択する

と、これらのオプションよりローテーションの規則が優先されます。

［メディアへの追加］-ジョブセッションは、選択したメディアの末尾に追加され

ます。

［上書き -同名のメディア、ブランクメディアのみ］- ドライブ内のメディアが、

ジョブに使用するよう指定したテープである場合、またはブランクメディアである

場合にのみ上書きします。どちらでもない場合、Arcserve Backupは特定のメ

ディア名を指定するよう要求します。

［上書き -同名のメディア、ブランクメディア、その他のメディア］- ドライブ内の

どのメディアでも上書きします。このメディアオプションを選択すると、Arcserve
Backupにより、ドライブ内のメディアがジョブ設定の際に指定したものであるか

どうかが確認されます。指定したメディアでない場合、Arcserve Backupにより
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ブランクメディアであるかどうかが確認されます。ブランクメディアでもない場

合、Arcserve Backupは、デバイスにセットされているメディアを再フォーマット

し、そのメディアの先頭からファイルのバックアップを開始します。

［初回メディアのタイムアウト］- Arcserve Backupが、ジョブをキャンセルまたは

別のメディアを選択する前にメディアに書き込みを試みる時間 (分 )です。

以下の点に注意してください。

デデュプリケーションデバイスは同名のメディアへの上書きをサポートしません。

バックアップジョブは、［上書き -同名メディア、ブランクメディアのみ］または

［上書き -同名のメディア、ブランクメディア、その他のメディア］が選択されて

いる場合でも、常にデデュプリケーションデバイスに追加されます。

デデュプリケーションデバイスをフォーマットする場合は、Arcserve Backupマネー

ジャを使用して手動でフォーマットします。

［追加］日数オプションがカスタムジョブオプションとして指定されているとき、

Arcserve Backupは指定した［最初のバックアップメディア］オプションを無視し

ます。

追加のバックアップメディア

複数のメディアが必要なジョブに対して指定するオプションで、最初以降のメディ

アに対する上書きルールを指定します。ジョブが別のメディアに継続して実行され

る場合は、Arcserve Backupが使用するメディアを指定する必要があります。

注：［スケジュール］タブで［ローテーションスキーマを使用］オプションを選択する

と、ローテーションの規則がこれらのオプションで上書きされます。

［上書き -同名のメディア、ブランクメディアのみ］-デバイス内のメディアが同

じメディア名である場合 (ただしメディア IDは異なる)、またはブランクメディア

である場合のみ、上書きします。Arcserve Backupは、ジョブの最初のメディアの

名前と IDを記憶しています。ジョブに継続用のメディアが必要になると、

Arcserve Backupは新しいメディアが同じ名前 (ただしメディア IDは異なる)か、

またはブランクメディアであるかをチェックします。メディアIDが違っている場合、

Arcserve Backupによって最初のメディアと同じ名前およびIDで、そのメディアが

再フォーマットされます。シーケンス番号が変更されます。

注：名前だけに基づいてメディアを上書きするには、［名前のみを使用してメ

ディアを識別する］オプションを選択します。

［上書き -同名のメディア、ブランクメディア、その他のメディア］-デバイス内の

どのメディアでも上書きします(ただし、メディア IDが最初のメディアの ID と異

なっている場合 )。同じ名前のメディアではなく、またブランクのメディアでもない

場合、Arcserve Backupはドライブにセットされているメディアを再フォーマット

し、その先頭からバックアップを開始します。これ以降のメディアは、すべて最

初のメディアと同じ名前と IDを使用して、再フォーマットされます。シーケンス
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番号のみが変更されます。

注：名前だけに基づいてメディアを上書きするには、［名前のみを使用してメ

ディアを識別する］オプションを選択します。

［追加メディアのタイムアウト］-- Arcserve Backupは、ここで指定した時間

(分 )、同じメディアまたは別のメディアへのバックアップデータの書き込みを試

行、またはジョブのキャンセルを待機し、時間に達すると処理を停止します。

名前のみを使用してメディアを識別する

Arcserve Backupでは、メディアのIDまたはシーケンス番号に関係なく、［デスティ

ネーション］タブの［メディア］テキスト ボックスで名前を指定した任意のメディアに書

き込むことができます。このオプションは、特定のメディアで上書きジョブを繰り返し

実行し、そのジョブについて毎回同じメディアが使用されるようにする場合に役立

ちます。

このオプションが有効でない場合、バックアップジョブが2回目に実行されたとき

に、一部の識別情報が変更されていて、Arcserve Backupが元のテープを見つけ

られない場合があります。しかし、このオプションを有効にすると、Arcserve Backup
はメディアのその他の識別情報に関係なく、単純に［メディア］テキスト ボックスに

指定された名前を持つメディアを探して使用します。

注：テープライブラリ内の複数のメディアが同じ名前を持つ場合、Arcserve
Backupは、指定された名前と一致するデバイスグループ内の最初のメディアを使

用します。そのため、1回だけの上書きを実行するためにこのオプションを使用する

ことはお勧めしません。
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バックアップマネージャの検証オプション

Arcserve Backupを使用すると、データがメディアに正確にバックアップされたかどうか

を検証できます。データの検証は、バックアップジョブ全体についても、バックアップ

ジョブの選択したドライブについても行うことができます。(ジョブ全体に適用され

る)グローバル検証オプションは、ドライブに対してオプションを選択すると無効にな

ります。Arcserve Backupでの検証には、以下のオプションを使用できます。

［なし］--バックアップは検証されません。

［バックアップメディア内容のスキャン］--バックアップメディア上での各ファイル

の固有のArcserve Backupデータ領域 (ヘッダ)がチェックされます。ヘッダが読

み取り可能である場合、Arcserve Backupはデータを信頼できるものと見なしま

す。ヘッダの読み取りが不可能であれば、アクティビティログにこの情報が記録

されます。最も迅速な検証方法です。

［操作］タブの［CRC値を計算してバックアップメディアに保存］を選択すると、

Arcserve Backupは自動的にCRC検証を実行します。この方法では、メディアに

コピーしたデータに値を割り当て、その値とバックアップしたデータに割り当てら

れた値とを比較します。この方法で、バックアップしたデータパケットを個別に

識別できます。

［バックアップメディアとディスクの比較］--バックアップメディアからのデータは、

ソースファイルに対して 1バイト単位で読み込みと比較が行われます。このオ

プションの実行には時間がかかりますが、バックアップメディア上のデータとディ

スク上のデータが一致していることを厳密に確認できます。Arcserve Backupに

より不一致が検出された場合には、アクティビティログにエラーが記録されま

す。
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バックアップマネージャの再試行オプション

バックアップジョブでオープンファイルが検出されると、Arcserve Backupでは、以下

のオプションが提供されます。

オープンファイル -- Arcserve Backupがオープンファイルのバックアップを試行す

る頻度を決定します。

即再試行 --最初の試行が失敗した後すぐにファイルを再度バックアップ

します。ファイルがそれでも使用できない場合、Arcserve Backupはその

情報をアクティビティログに記録し、ジョブの結果は［未完了］となりま

す。

最大再試行回数 --ファイルのバックアップを試行する回数を指定しま

す。

再試行間隔 --次の試行まで待機する期間です。

ファイル共有 --ファイルをバックアップする際にArcserve Backupで他のアプリ

ケーションとファイルを共有する方法を指定します。

書き込み禁止モードで失敗した場合、非禁止モードを使用 --(デフォ

ルト ) ファイルを「書き込み禁止モード」にしようとします。これが可能でな

い場合 ( ファイルがすでに開いているため)、ファイルは「非禁止」モードに

なります。

書き込み禁止モードで失敗した場合、ロックモードを使用 --ファイルを

「書き込み禁止モード」にしようとします。これが可能でない場合 ( ファイ
ルがすでに開いているため)、フィルは完全にロックされます(どのユーザも

ファイルを開いたり書き込みしたりすることができません)。このオプション

は、ファイルの最新のバージョンが確実にバックアップまたはコピーされる

ようにします。

［書き込み禁止モード］- Arcserve Backupがファイルをオープンしている

間、別のプロセスがそのファイルに書き込めないようにします。Arcserve
Backupより前にほかのプロセスによってファイルがオープンされている場

合、Arcserve Backupはファイルをバックアップしません(ただし、［オープン

ファイルの再試行］を指定している場合を除く)。

非禁止モード -- Arcserve Backupがファイルを開いているかどうかに関係

なく、別のプロセスによるファイルの読み取りまたは書き込みを許可しま

す。このオプションを使用すると、バックアップされたファイルは最新のバー

ジョンではない可能性がありませんが、ファイルが最新の状態であること

が保証されます。

注：電子メールなど、24時間常に稼働しているアプリケーションの場合は、「非

禁止モード」のいずれかを選択することをお勧めします。他のプロセスがこれらのプ
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ロセスに書き込みをしていない限り、バックアップまたはコピーは整合性のとれたも

のになります。すべてのファイルの最新バージョンのみがバックアップされるようにする

には、「書き込み禁止」または「ロックモード」オプションを選択する必要がありま

す。
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バックアップマネージャの操作オプション

バックアップの操作オプションは、バックアップの実行中または実行後に行われる動

作と、データベースに記録される情報のレベルを決定します。Arcserve Backupに

は、以下のオプションがあります。

［ジョブ終了時に追加する Arcserve Backupのデータのバックアップ］

以下のオプションは、Arcserve Backupの基礎をなすデータベースについて Arcserve
Backupデータベースに記録される情報のレベルを指定します。

［Arcserve Backupデータベース］-- このオプションでは、すべてのバックアップ

ジョブで、バックアップマネージャ、ソースディレクトリツリーから Arcserve Backup
データベースまたはインスタンスを明示的に選択できます。

［カタログファイル］-- このオプションでは、バックアップジョブが完了するときに、

関連する Arcserve Backupデータベースカタログファイルをバックアップできま

す。

［ジョブスクリプト］-- このオプションでは、バックアップジョブが完了するときに、

関連するジョブスクリプトをバックアップできます。

［Arcserve Backupデータベース用 SQL Server惨事復旧エレメント］-- このオプ

ションでは、SQLサーバデータベースの惨事復旧に必要な要素が、ジョブが完

了後にバックアップされることを保証します。

操作オプション

以下のオプションは、バックアップ操作にのみ影響します。

［ファイルサイズを推定しない］--デフォルトでは、ファイルサイズの推定は無

効化されています。ファイルサイズの推定を有効にするには、このオプションを

選択解除します。これによってファイルがメディアにバックアップされる前に、

Arcserve Backupによってジョブの所要時間の推定が実行されます。

以下の点に注意してください。

ファイルの推定処理がデフォルトで選択されることはなくなりました。

Novellサーバ環境で、［グローバルオプション］ダイアログボックスの［操
作］タブから［ファイルサイズを推定しない］を選択している場合は、バッ

クエンドで表示した［ジョブモニタ］ウィンドウの下部にはステータスバーが

表示されません。

［CRC値を計算してバックアップメディアに保存］-- CRC値を計算し、バックアッ

プメディアに保存することで、バックアップジョブの実行中にArcserve Backupは

CRC検証を実行できるようになります。メディアに保存されたCRC値を検証で

使用するようArcserve Backupに指示する方法については、バックアップオプショ

ンの［検証］タブを参照してください。
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［メディアへのバックアップ後にソースファイルを削除 (使用には注意が必要 ) ］
--この引数は、ファイルバックアップの完了後、ハード ディスクからファイルを削

除します。メディアへのバックアップ後、ソースマシンからソースファイルを削除

する場合に、このオプションを選択します。このオプションでは、保護されていな

い指定フォルダのファイルのみが削除されます。空のフォルダ自体は削除され

ません。

このオプションはディスクのグルーミングを実行するために使用します。たとえ

ば、バックアップジョブにフィルタを設定して、ある一定の期間アクセスのなかっ

たファイルをバックアップした場合、その後このオプションを使用してこれらのファ

イルをソースディスクから削除できます。

以下の点に注意してください。

Windowsマシンの場合、保護されているシステムファイルおよび他のフィ

ルタによってバックアップから除外されているファイルは削除されません。リ

モート バックアップジョブ、64ビット オペレーティングシステムローカル

バックアップジョブ、またはWindows Server 2008ローカルバックアップで

は、Windows Client Agentがファイルをバックアップします。バックアップ後

に、このオプションは指定の保護されていないフォルダのファイルのみを削

除します。空のフォルダ自体は削除されません。ただし、ブート ファイル

は保護されていないので削除できます。

UNIX/LinuxおよびMacマシンの場合、バックアップされるすべてのファイル

が削除されますが、例外は /bin、/etc、および /libなどの保護されてい

るディレクトリ内のファイルです。保護されるディレクトリを追加指定する

には、クライアント エージェント マシンのgroom.cntlファイルに追加しま

す。

注：最善の方法としては、［メディアへのバックアップ後にソースファイルを削

除］を使用する場合は、［検証］オプションを指定します。検証オプションを指

定すると、Arcserve Backupによりソースファイルとバックアップデータが比較され

るので、バックアップデータがソースデータに一致しているかどうかを確認できま

す。詳細については、「バックアップマネージャの検証オプション」を参照してくだ

さい。

［デデュプリケーションデバイスへのバックアップ用にアーカイブビットをリセットす

る］--このオプションを選択すると、最適化を有効にしているカスタムバックアッ

プジョブにおいて、ジョブに含まれるすべてのファイルのアーカイブビットがジョブ

の完了後にリセットされます。最適化では、前回のバックアップジョブ以降に

変更されたファイルのみを対象にデデュプリケーションが実行されます。アーカイ

ブビットの値が1であればファイルが変更されていることを示します。その後の

バックアップジョブでも、最適化の有効時に、変更されたファイルのみにデデュ

プリケーションが実行されるように、このアーカイブビットをリセットによって 0に戻
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す必要があります。最適化を有効にしたジョブでこのオプションを選択していな

い場合、前回のバックアップ以降に変更されていないファイルがその後のジョブ

に含まれてしまい、パフォーマンスの著しい低下を招くおそれがあります。

デデュプリケーションデバイスデータ/UDP RPSデータストアデータをバックアップ

--テープへのArcserve BackupデデュプリケーションデバイスデータまたはUDP
RPSデータストアデータを保護する場合は、このオプションを選択します。この

オプションを選択した場合は、［VSSを使用する］オプションを有効にし、［VSS
失敗時、標準バックアップに戻る］オプションを無効にする必要があります。両

方とも［ボリュームシャドウコピーサービス］タブにあります。［VSSを使用する］
オプションを有効にする操作、および［VSS失敗時、標準バックアップに戻る］
オプションを無効にする操作を忘れて行わなくても、このオプションは、バック

アップジョブの実行時にバックアップジョブにより自動的に有効になります。

［バックアップ終了後のメディアのイジェクト］--以下のいずれかのオプションを

選択します。

［デバイスのデフォルト設定を使用する］-- ライブラリの環境設定で選択

した設定を使用する場合に選択します。

［メディアをイジェクトする］--ジョブの終了後、ドライブからメディアをイ

ジェクトする場合に選択します。このオプションを使用すると、他のジョブ

によってメディアの情報に上書きされるのを防ぐことができます。このオプ

ションは、ライブラリの環境設定で選択した設定より優先されます。

［メディアをイジェクトしない］--ジョブの終了後、ドライブからメディアをイ

ジェクトしない場合に選択します。このオプションは、ライブラリの環境設

定で選択した設定より優先されます。

注：ライブラリの環境設定の詳細については、「テープライブラリオプショ

ンガイド」を参照してください。

［失敗ターゲットの再試行］オプション

［失敗ターゲットの再試行］-バックアップジョブでバックアップに失敗したワーク

ステーション、ファイルシステム、データベースなどのバックアップを再スケジュー

ルします。

バックアップジョブに、以下のいずれかの再スケジュールオプションを指定できま

す。

［ジョブの終了後］

元のジョブが終了してからメークアップジョブを開始するまでの間隔を分単

位で指定します。

デフォルト：5分

最大：1439分
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［時刻］

メークアップを実行する時刻を指定します。

［最大数］- メークアップジョブを反復する最大回数を指定します。

デフォルト：1回

最大：12回

［失敗したターゲットの再試行］オプションに関して、以下の点に注意してくだ

さい。

デフォルトでは、［失敗ターゲットの再試行］が有効で、「ジョブの終了

後］が選択され、［最大数］の値が1に設定されています。

ファイルシステムのバックアップ - メークアップジョブを必要とするバックアッ

プジョブがファイルシステムをバックアップするジョブであり、対象のファイ

ルシステムが、さまざまなボリュームに配置されたディレクトリを含む場

合、メークアップジョブは、失敗したボリュームまたはディレクトリのみを

バックアップします。正常に終了したボリュームまたはディレクトリのバック

アップが含まれている場合、メークアップジョブでは、ファイルシステム全

体をバックアップしません。

子ジョブ -子メークアップジョブ( メークアップジョブのメークアップ)は、

［ジョブの終了後］で指定された値に基づいて実行されます。

Microsoft SQL Serverバックアップ - メークアップジョブを必要とするバック

アップジョブがMicrosoft SQL Serverインスタンスをバックアップするジョブ

である場合、メークアップジョブは、失敗したデータベースのみをバック

アップします。正常に終了したデータベースバックアップが含まれる場

合、メークアップジョブは、インスタンスの一部のみをバックアップします。

Microsoft Exchange Serverバックアップ - メークアップジョブを必要とする

バックアップジョブがMicrosoft Exchange Serverのデータベースレベルの

バックアップを行うジョブである場合、メークアップジョブは、失敗したスト

レージグループまたはメールボックスデータベースのみをバックアップしま

す。正常に終了したストレージグループバックアップが含まれる場合、

メークアップジョブは、データベースの一部のみをバックアップします。バッ

クアップジョブが( Microsoft Exchange Serverの) ドキュメント レベルのバッ

クアップを行うジョブである場合、メークアップジョブは、失敗したメール

ボックスストアとデータベースのみをバックアップします。選択された項目

が、正常に終了したメールボックスストアおよびデータベースバックアップ

を含む場合、メークアップジョブは、一部の項目のみをバックアップしま

す。
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エージェント ベースのバックアップ - メークアップジョブを必要とするバック

アップジョブが、Sybase、Informix、Oracleなどのエージェント ベースのバッ

クアップを行うジョブである場合、メークアップジョブは、バックアップ対象と

して指定されたすべてのソース(インスタンス、データベース、テーブルな

ど)のバックアップを試みます。試行の1つが失敗して、メークアップジョブ

に失敗すると、Arcserve Backupは、元のジョブ用に選択されたすべての

ソースから構成される別のメークアップジョブを作成し、ステータスを

［ホールド］としてサブミットします。
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バックアップマネージャのジョブ実行前/後の処理オプ

ション

これらのオプションを使用すると、ジョブの実行前または実行後にコマンドを実行で

きます。

以下の一覧に、実行前/後の処理オプションを使用して実行できるコマンドを挙

げます。

バックアップ対象のデータを保持しているアプリケーションを［ジョブの開始前に

実行するコマンド］オプションを使用して停止し、バックアップの完了後に［ジョ

ブの終了後に実行するコマンド］オプションで、そのアプリケーションを再開でき

ます。

［ジョブの開始前に実行するコマンド］オプションを使用して、バックアップジョブ

の開始前にディスクの最適化を実行できます。

［ジョブの終了後に実行するコマンド］オプションを使用して、バックアップジョブ

の完了後にディスクからファイルを削除できます。

ジョブ実行前/後の処理オプションを使用する場合は、以下の動作に注意してく

ださい。

Arcserve Backupは、リモート システム上の実行可能ファイルに対するコマンド

の実行をサポートしていません。

［ジョブの開始前に実行するコマンド］オプションの使用時に、終了コードを指

定すると、［ジョブの開始前に実行するコマンド］オプションの処理が終了する

まで、バックアップ処理は開始されません。

［ジョブの開始前に実行するコマンド］オプションの使用時に、終了コードおよ

び［ジョブの実行をスキップ］オプションを指定すると、Arcserve Backupによる

バックアップ処理はスキップされ、［ジョブの終了後に実行するコマンド］オプショ

ンを指定していた場合、その処理は開始されません。

［ジョブの終了後に実行するコマンド］オプションは、以下の条件が存在しない

限り、開始されます。

終了コードが指定され、［処理終了後のアプリケーションの実行をスキッ

プ］オプションがオンになっており、結果の終了コードが、指定した終了

コードと一致していること。

バックアップ処理の結果が、［以下の場合は、コマンドを実行しない］オ
プションで指定した値と一致していること。

実行前/後の処理オプションがグローバルオプションとして指定されている場合

は、ジョブの開始前または終了後にコマンドを実行します。実行前/後の処理
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オプションがノード レベル(ローカル)オプションとして指定されている場合は、

ノードのバックアップ前またはバックアップ後にコマンドを実行します。

たとえば、ユーザがノード Aおよび Bで構成されるバックアップジョブをサブミット

し、実行前オプションがグローバルオプションとして指定され、実行前オプショ

ンがノード Bに指定されているとすると、ジョブが実行される直前に、グローバ

ル実行前オプションが実行されます。ジョブの実行中に、ノード Bに対して指

定した［ジョブの開始前に実行するコマンド］オプションがノード Bのバックアップ

前に実行されます。

［操作の開始前に実行するコマンド］オプション

ジョブを開始する前にマシン上で実行するファイルの名前およびパスを入力し

ます。

［終了コード］-- Arcserve Backupは、他のプログラムの終了コードを検出しま

す。特定の終了コードに対して以下のオプションを指定できます。

［ジョブを即実行］--指定した終了コードが返された場合、ジョブが即実

行されます。

［ジョブをスキップ］--適切な終了コードが検出された場合、ジョブを実行

しません。

［処理終了後のアプリケーションの実行をスキップ］--適切なコードが検

出された場合、ジョブの後に実行するように指定されたコマンドをスキップ

します。

［ジョブ開始までの待機時間］--該当する終了コードが検出されたときに、

Arcserve Backupがジョブを実行するまでに待機する時間 (分単位 )を指定しま

す。

［操作の終了後に実行するコマンド］オプション

ジョブの実行後にローカル上で実行するファイルのパスと名前を入力します。

［以下の場合コマンドを実行しない］オプション

Arcserve Backupでジョブ実行の失敗、未完了、または完了が検出された場

合に、コマンドを実行しないよう指定します。

注：Arcserve Backupを使用してUNIXサーバまたはLinuxサーバを管理している

場合は、このオプションは使用できません。

［前処理/後処理を実行するユーザ］オプション

ユーザ名とパスワードは選択したホスト サーバのシステムに対応します。サー

バのシステム権限を有している必要があります。

このフィールドに入力するユーザ名とパスワードは、Arcserve Backupのユーザ名

およびパスワードとは異なります。

例：実行前 /後の処理コマンドによるジョブのサブミット
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ユーザがローカルボリュームCをバックアップするジョブをサブミットします。ユーザは

ローカルボリュームCをバックアップする前に、ローカルボリュームCで chkdsk.exeを
使用して、エラーをチェックおよび修正していと考えています。ジョブの終了後に

は、CAAdvReports.exeを実行し、エラーレポートを生成したいとします。

ノードに対する実行前の処理コマンド：

以下のコマンドで、バックアップジョブの開始前に、ローカルボリュームC上のエ

ラーをチェックして修正します。

chkdsk.exe C: /F", On Exit Code = 0, ジョブを即実行

ジョブに対する実行後の処理コマンド：

以下のコマンドで、エラーレポートを生成して、指定の場所に保存します。

CAAdvReports.exe -reporttype 5 -maxSize 5 -Server DUVDO01 -outfile "C:\Program
Files (x86)\CA\ARCserve Backup\Reports\Backup Error Report_data.xml" -PastDays
1 -AutoName
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バックアップマネージャのエージェント オプション

バックアップオプションについて、データベースごとに設定するか、バックアップジョブ

内のすべてのデータベースにデフォルト オプションのセットを定義するかを選択でき

るようになりました。エージェントは、各データベースに対してオプションを適切に適

用します。

エージェント オプション/データベースレベルオプション --エージェント バックアッ

プオプションで、選択したデータベースにのみ適用されます。グローバルエー

ジェント オプションを拡張したり、それに優先して使用されます。データベース

レベルオプションにアクセスするには、データベースオブジェクトを右クリックして

表示されるショートカット メニューで［エージェント オプション］を選択します。

グローバルオプション/エージェント オプション --これらのオプションを使用する

と、選択したエージェント タイプのオブジェクトすべてに対してデフォルトのジョブ

オプションを指定できます。グローバルエージェント オプションは、r16.5 SP1より

以前のリリースのエージェントではサポートされていません。グローバルエージェ

ント オプションにアクセスするには、［グローバルオプション］ダイアログボックスの

［エージェント オプション］タブを選択します。

グローバルレベルで適用されるグローバルエージェント オプションでは、選択した

エージェントのすべてのデータベースに対してデフォルトのジョブオプションを指定で

きます。データベースレベルで特定のオブジェクトに対して選択されたオプション

は、グローバルエージェント オプションとして指定した内容を拡張したり、それに優

先することになります。一般に、グローバルレベルで適用されたオプションは、［ジョ

ブスケジューラ］タブで指定したオプションを拡張したり、それに優先することになり

ます。

1つの［エージェント オプション］ダイアログのみからしか利用できないオプションもあり

ます。このようなオプションについては、その旨が明記されています。

注：エージェントは、特定のデータベースにデータベースレベルで指定したオプショ

ンと、適切なグローバルエージェント オプションを組み合わせます。

以下のArcserve Backupコンポーネントに対して、グローバルエージェント オプショ

ンを指定できます。

Agent for Microsoft SQL Server -- Arcserve Backup Agent for Microsoft SQL
Server r16.5 SP1以降でサポートされる Agent for Arcserve Backup Databaseを
含みます。

Agent for Virtual Machines -- Arcserve Backup Agent for Virtual Machines r16.5
SP1以降でサポートされます。

Agent for Microsoft Exchange Server -- Microsoft Exchange Serverのデータベー

スレベルおよびドキュメント レベルのオプションを含みます。
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上記のエージェントを使用してジョブをパッケージングする場合、以下の動作を考

慮してください。

Arcserve Backup r16.5 SP1より前のリリースの上記エージェントでは、グロー

バルエージェント オプションはサポートされていません。また、上記以外の

エージェントを使用してMicrosoft SQL ServerまたはMicrosoft Exchange
Serverデータベースをバックアップした場合にも、グローバルエージェント オプ

ションは無効です。

古いリリースのエージェントを Arcserve Backup r16.5 SP1以降にアップグレー

ドした場合、アップグレードしたエージェントは既存のローカルオプションと、

適合するすべてのグローバルオプションの両方に対して有効になり、データ

ベースレベル(ローカル)オプションとは競合しません。

古いエージェントを使用してジョブをパッケージングした場合、ローカルオプ

ションはそのまま保持されます。
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Agent for Microsoft SQL Serverオプション

このセクションで説明するオプションは、Microsoft SQL Serverデータベースと

Arcserve Backupデータベースを含んでいるすべてのバックアップにジョブレベルで影

響します。

注：データベースレベルのエージェント オプションは、［グローバルエージェント オプ

ション］タブで設定した内容よりも優先されます。
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［バックアップ方式］オプション

［エージェント オプション］(データベースレベル)ダイアログボックスおよび［エージェン

ト オプション］(グローバルオプション)ダイアログボックスの両方で以下のバックアッ

プ方式が提供されます。

［グローバルまたはローテーションオプションを使用する］-- ［グローバルまたは

ローテーションオプションを使用する］はデフォルトの設定です。

Arcserve Backupは、Microsoft SQL Serverデータベースのバックアップ時に、ジョ

ブスケジューラから増分および差分グローバルバックアップ方式を適用できま

す。これにより、ローテーションスキーマを使用して、Microsoft SQL Serverデー

タベースの差分バックアップとトランザクションログのバックアップを実行し、各

データベースの制限に基づいて動的に調整することができます。

Arcserve Backup r12より前のリリースのエージェントでは、ジョブスケジューラか

らグローバルバックアップ方式またはローテーションスキーマオプションを選択す

ると、ローカルデータベースオプションより優先して適用されます。本リリースで

は、グローバルバックアップ方式またはローテーションスキーマが適用されるの

は、データベースのデータベースレベルオプションおよび SQL Serverのグローバ

ルエージェント オプションで［グローバルまたはローテーションオプションを使用

する］を選択した場合のみです。

このオプションを使用すると、選択したデータベースが、ジョブスケジュールの

バックアップ方式に従ってバックアップされます。ジョブ方式は、以下の論理を

使用して分類されます。

フルジョブ方式は、データベースのフルバックアップになります。

差分ジョブ方式は、このデータベースでフルバックアップを行っていない限

り、データベースの差分バックアップになります。

増分ジョブ方式は、データベースがまだフルバックアップされていない場

合を除き、完全または一括ログ復旧モデルを使用しているデータベース

ではトランザクションログバックアップ(切り捨てあり)を、単純復旧モデル

を使用しているデータベースでは差分バックアップを実行します。

3つのメインシステムデータベース( master、model、またはmsdb)は、グ

ローバルエージェント オプションのジョブ方式およびバックアップ方式の対

象としては除外されます。このオプションを上記のデータベースに対して

選択すると、フルバックアップが実行されます。

［フル］--フルバックアップが実行されます。選択したデータベースサブセットに

含まれているファイルはすべて、ファイル全体がバックアップされます。

［差分］--前回のフルバックアップ以降に変更されたデータのみをバックアップ

します。たとえば、日曜日の夜にデータベース全体のバックアップを行った場
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合、月曜日の夜に差分バックアップを行い、月曜日に変更されたデータのみ

をバックアップします。

注：グローバルエージェント オプションで選択した場合、このオプションはシステ

ムデータベースでは無視されます。これまでにフルバックアップされたことがない

データベースでは、［フル］に戻ります。

［データベースの後にトランザクションログをバックアップする］-- トランザクション

ログのみをバックアップします。このオプションは、フルおよび一括ログ復旧モデ

ルを使用したデータベースのみで使用できます。単純復旧モデルを使用した

データベースの場合は、［グローバルオプション］の［エージェント オプション］タブ

で［トランザクションログ］を選択すると、Arcserve Backupは差分バックアップを

実行します。

注：このオプションをグローバルエージェント オプションで選択した場合、システ

ムデータベースでは無視されます。これまでにフルバックアップされたことがない

データベースでは、［フル］に戻ります。

［グローバルオプション］の［エージェント オプション］タブで選択したバックアップ方式

は、ジョブスケジューラでジョブに設定したグローバルバックアップ方式またはロー

テーションフェーズの選択より優先されます。［グローバルオプション］の［エージェン

ト オプション］タブを使用してバックアップ方式を選択する場合は、以下の点に注

意してください。

3つのシステムデータベース( master、model、およびmsdb)は、グローバル

エージェント オプションのバックアップ方式からは除外されます。

これまでにフルバックアップされたことがないデータベースの場合、Arcserve
Backupはグローバルエージェント オプションで設定されたバックアップ方式を無

視し、デフォルトでフルバックアップを実行します。

単純復旧モデルを使用したデータベースの場合、グローバルエージェント オプ

ションで［トランザクションログ］を選択すると、Arcserve Backupは差分バック

アップを実行します。

データベースに対して［グローバルまたはローテーションオプションを使用する］以外

を選択した場合、それは［グローバルオプション］の［エージェント オプション］タブで

選択した内容よりも優先されるため、データベースの［エージェント バックアップオプ

ション］(データベースレベル)ダイアログボックスの［グローバルオプションより優先さ

せる］オプションの設定によってバックアップ方式が影響を受けることはありません。
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データベースサブセット

データベースサブセット オプションを使用すると、バックアップするデータベースコン

ポーネントの種類を定義できます。このオプションを使用して、データベース全体の

バックアップまたはデータベース内に含まれる一部のファイルやファイルグループの

バックアップを選択します。データベースのサイズやパフォーマンスの制約により、

データベース全体をバックアップできない場合は、特定のファイルやファイルグルー

プのみを選択できます。

［データベースサブセット］オプションは、データベースの［バックアップ方式］で［トラン

ザクションログ］が選択されている場合は無効になります。

重要：以下のデータベースサブセット オプションのうち、［グローバルオプション］ダイ

アログボックスの［エージェント オプション］タブで利用できるのは、［データベースの

後にトランザクションログをバックアップする］オプションのみです。

［データベース全体］--データベース全体をバックアップします。

［ファイルとファイルグループ］--選択したファイルをデータベースにバックアップし

ます。データベースのサイズやパフォーマンス要件によっては、データベースのフ

ルバックアップを行うのが現実的でない場合があります。このような場合は、こ

のオプションでファイルまたはファイルグループを選択し、バックアップを行いま

す。このオプションは、フルおよび一括ログ復旧モデルを使用したデータベース

のみで使用できます。

［データベースの一部］--プライマリファイルグループ、およびその他の任意の

読み取り/書き込みファイルグループがバックアップされます。読み取り専用

データベースの場合、プライマリファイルグループのみがバックアップされます。こ

のオプションを使用するには、SQL Server 2008以降のバージョンが必要です。

［データベースの後にトランザクションログをバックアップする］--データベース、

データベースの一部、または選択した一連のデータファイルがバックアップされ

た後で、トランザクションログがバックアップされます。これにより、同じジョブで、

フルまたは差分バックアップ、およびトランザクションログバックアップを実行でき

ます。このオプションは、フルおよび一括ログ復旧モデルを使用するデータベー

スに対してのみ利用できます。グローバルエージェント オプションで設定されて

も単純復旧モデルを使用するデータベースでは無視されます。

以下の動作に注意してください。

［グローバルオプション］の［エージェント オプション］タブでこのオプションを選択

し、ジョブスケジューラを使用して増分バックアップを指定した場合、Arcserve
Backupは、データベースでトランザクションログのバックアップを 1回だけ実行し

ます。このとき、増分バックアップのデフォルトの動作 ( トランザクションログを切り
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捨て)ではなく、グローバルエージェント オプションで選択された［ログ切り捨てオ

プション］が使用されます。

データベースレベルのエージェント オプションでこのオプションを選択し、データ

ベースレベルのバックアップ方式を［グローバルまたはローテーションオプションを

使用する］に指定し、グローバルエージェント オプションのバックアップ方式を［ト
ランザクションログ］に設定した場合、Arcserve Backupは、データベースでトラン

ザクションログバックアップを 1回だけ実行します。このとき、データベースレベル

で設定された［ログ切り捨てオプション］を使用します。

［グローバルオプション］の［エージェント オプション］タブでこのオプションを選択

し、データベースレベルオプションで［トランザクションログ］を選択した場合、

データベースでは、このオプションおよび付随する［ログ切り捨てオプション］のグ

ローバル設定は無視されます。
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ログ切り捨てオプション

［ログ切り捨てオプション］は、［データベースレベル］ダイアログボックスの［エージェ

ント オプション］タブおよび［グローバルオプション］ダイアログボックスの［エージェント

オプション］タブで使用できます。

［バックアップ後に、アクティブでないエントリをトランザクションログから削除す

る］--(切り捨て) トランザクションログファイルを切り捨て、バックアップに含まれ

るエントリを削除し、ファイルのスペースを再利用します。デフォルトでは、このオ

プションが選択されています。

［バックアップ後に、アクティブでないエントリをトランザクションログから削除しな

い］--(切り捨てなし)バックアップ後、バックアップしたログエントリをそのまま維

持します。これらのエントリは、次回のトランザクションログのバックアップに含ま

れます。

［ログの末尾をバックアップし、データベースは復元中の状態にする］-- (回復

なし)ログがバックアップされ、データベースは復元中のままになります。リストア

または回復に先立って、前回のバックアップ以降のアクティビティをキャプチャ

し、データベースをオフラインにするには、このオプションを使用します。

ログ切り捨てオプションは、バックアップ方式として［トランザクションログ］を選

択している場合、または［データベースの後にトランザクションログをバックアップ

する］をオンにしている場合にのみ利用できます。

重要：Arcserveデータベースのバックアップの際に、ログ切り捨てオプションの［ロ
グの末尾をバックアップし、データベースは復元中の状態にする］を使用しない

でください。このオプションを使用してバックアップを実行すると、データベースが

オフラインの状態になり、リストアを行い、データベースをオンラインに戻すため

のArcserveデータベースのバックアップを検索できなくなります。このオプションを

使用して、Arcserveデータベースのバックアップを実行する場合、Arcserveデー

タベース回復ウィザードを使用して Arcserve Backupデータベースを回復し、オ

ンラインに戻すことができます。

［ログ切り捨てオプション］は、［データベースレベル］ダイアログボックスの［エージェ

ント オプション］タブの［グローバルオプションより優先させる］設定の影響を受けま

せん。［トランザクションログ］または［データベースの後にトランザクションログをバッ

クアップする］が選択されているデータベースでは、データベースの［ログ切り捨てオ

プション］が使用されます。
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データベースの整合性チェック( DBCC)オプション

データベースの整合性チェック( DBCC)では、データベースの物理的および論理的

な整合性がテストされます。DBCCには、以下のオプションがあります。

［バックアップ前］--データベースのバックアップ前にDBCCを行います。

［バックアップ後］--データベースのバックアップ後にDBCCを行います。

［DBCCが失敗した場合もバックアップを続行する］--バックアップ前のDBCCで

エラーが報告されても、データベースのバックアップを実行します。

［インデックスをチェックしない］--ユーザ定義のテーブル用インデックスをチェック

せずに、DBCCを行います。

注：システムテーブルのインデックスは、このオプションの選択に関係なくチェッ

クされます。

［データベースの物理的な整合性のみをチェックする］--破損ページおよび一

般的なハードウェア障害を検出しますが、データベーススキーマの規則に違

反するデータの検証は行いません。ただし、ページとレコード ヘッダの物理構

造の整合性、およびページのオブジェクト ID とインデックス ID間の整合性の

チェックは行われます。

DBCC中に生成されたすべてのエラーメッセージは、Agent for Microsoft SQL Server
のログファイル sqlpagw.logに記録されます。このログファイルはバックアップエー

ジェントのディレクトリに格納されています。

例：DBCC オプションの仕組み

以下の例は、DBCCオプションが［エージェント バックアップオプション］ダイアログボッ

クスの［グローバルオプションより優先させる］との組み合わせで、どのように動作す

るのかを示しています。

［グローバルオプションより優先させる］を指定した場合、データベースレベルで

選択する DBCCオプションが、適用される唯一のDBCCオプションになります。

［グローバルオプションより優先させる］を指定しなかった場合、データベースに

対して指定したすべてのDBCCオプションとグローバルオプションで選択したす

べてのDBCCオプションが共に適用されます。

［グローバルオプション］ダイアログボックスの［エージェント オプション］タブで、以下

のデータベースの整合性チェックオプションを指定します。

バックアップ後

インデックスをチェックしない

［エージェント バックアップオプション］ダイアログボックスで、［グローバルオプションよ

り優先させる］を選択せず、以下のデータベースの整合性チェックオプションを指

定します。
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バックアップ前

DBCCが失敗した場合もバックアップを続行する

注：［エージェント バックアップオプション］ダイアログボックスを開くには、バックアップ

マネージャを開いて［ソース］タブをクリックし、Arcserve Backupサーバを参照して展

開します。Arcserve Backupデータベースを右クリックして、コンテキスト メニューから

［エージェント オプション］を選択します。

バックアップジョブをサブミットすると、Arcserve Backupによって、指定したDBCCオ

プションが論理的な順序で適用されます。つまり、バックアップを開始する前に、

DBCCを実行します。DBCCが失敗した場合でも、バックアップを実行します。バック

アップの完了後は、インデックスをチェックしません。
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その他のオプション

［グローバルオプション］の［エージェント オプション］タブでは、以下の追加オプショ

ンを指定できます。

［SQL Serverによって生成されたチェックサムを含める］- Microsoft SQL Server
からのエラー確認情報を含めます。この情報を使用して、バックアップされた

データの整合性をリストアの際に検証できます。このオプションを使用するに

は、SQL Server 2008以降のバージョンが必要です。

［SQL Serverによるバックアップ圧縮］--このオプションは SQL Server 2014
( Enterprise)以降のバージョンにのみ適用します。このオプションを有効にする

と、SQL Serverデータベースバックアップ圧縮設定を使用するようにArcserve
Backupに指示し、より少ないセッション数での速いバックアップが可能になりま

す。

ローカルの［エージェント オプション］ダイアログボックスから、［グローバルオプション

より優先させる］を選択できます。この設定では、このジョブで選択したデータベー

スにのみ適用されるバックアップ方式とデータベースの整合性チェックを選択できま

す。
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Agent for Virtual Machinesオプション

以下のオプションは、お使いの環境にある VMのすべてのバックアップにジョブレベ

ルで影響を与えます。

バックアップモード オプション

以下のオプションによって、バックアップに使用するバックアップ方式を決定しま

す。

ファイルモード --ファイルとディレクトリを個別に保護します。ファイルモード

バックアップを使用すると、以下のタスクを実行できます。

VMに含まれるファイルレベルの単位でファイルとディレクトリをバック

アップする。

フルバックアップ、増分バックアップ、および差分バックアップを実行す

る。

ファイルレベルの単位でデータをリストアする。

マルチストリーミングオプションを使用して複数のデータストリームを

同時に処理する。

［フィルタ］オプションを使用してデータをフィルタする。

注：フルVMのファイルレベルのバックアップを実行するのに必要な時間

は、同じボリュームの raw ( フルVM) レベルのバックアップに必要な時間より

も長くなります。

rawモード --惨事復旧に備えてシステム全体を保護します。rawモード

バックアップを使用すると、以下のタスクを実行できます。

フルVMイメージのみのフルバックアップを実行する。

マルチストリーミングオプションを使用して複数のデータストリームを

同時に処理する。

注：rawモードでは、ファイルレベルの単位でリストアすること、または raw
( フルVM)データをフィルタすることはできません。rawモード( フルVM) に適

用されているフィルタは実行時に無視されます。

混在モード --混在モードはデフォルトのバックアップモードです。混在モード

を使用すると、以下のタスクを実行できます。

フルVM ( raw)モードでの週単位のフルバックアップとファイルモードで

の日単位の増分および差分バックアップで構成される GFSおよび

ローテーションバックアップジョブを 1つのバックアップジョブとして実行

する。
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注：ローテーションおよびGFSローテーションジョブは、1つのバックアップジョ

ブでありながら、日単位の保護 ( ファイルレベルのバックアップ) と惨事復旧

保護 ( raw、フルVMバックアップ)を提供するバックアップデータが含まれて

いる点で便利です。

ファイルレベルリストアを許可する -- rawモードの効率性でデータをバック

アップし、ファイルレベルの単位でデータをリストアします。raw ( フルVM)
バックアップから細かいファイルレベルリストアを実行するには、VM上で

Arcserve Backupサーバ名を指定する必要があります。詳細については、

「Arcserve Backupサーバ名の指定」を参照してください。

［ファイルレベルリストアを許可する］を使用すると、以下のタスクを実行で

きます。

rawモード( フルVM)のバックアップデータを、ファイルレベルの単位で

リストアする。

混在モードのバックアップデータを、ファイルレベルの単位でリストアす

る。

［ファイルレベルリストアを許可する］オプションを使用すると、Arcserve
Backupは以下のような動作をします。

［ファイルレベルリストアを許可する］オプションは、カスタムバックアップ、

ローテーションバックアップ、GFSローテーション( フル、増分、および差分バッ

クアップから構成される)など、すべての種類のバックアップで使用できます。

フルバックアップは raw ( フルVM) モードで取り込まれ、増分および差分

バックアップはファイルレベルのバックアップモードで取り込まれます。［ファイ
ルレベルリストアを許可する］を指定しなかった場合は、ファイルレベルの

モードで取り込まれた増分および差分バックアップのみが、Arcserve Backup
によってリストアされます。rawモードで取得されたフルバックアップは、ここで

のリストアには含められません。

VMware VMのトランスポート モード オプション

以下のオプションによって、VMware仮想マシンのバックアップに使用するトラン

スポート方式を決定します。

動的 -- (デフォルト ) このオプションでは、使用可能なトランスポート モードが

VMware Virtual Disk Development Kit ( VDDK) によって選択されます。

SAN -- ( Storage Area Network) このオプションでは、ファイバチャネル通信を使

用して、SANに接続されたプロキシシステムからストレージデバイスにバックアッ

プデータを転送できます。
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HOTADD--このオプションでは、SCSIディスクで設定された仮想マシンをバックアッ

プできます。

NBDSSL -- ( Network Block Device Secure Sockets Layer) このオプションでは、通

信にNFC ( Network File Copy)プロトコルを使用します。NBDSSLは TCP/IP通信

ネットワークを使用して、暗号化されたデータを転送します。

NBD -- ( Network Block Device。別名、LAN トランスポート モード) このオプション

では、通信にNFC ( Network File Copy)プロトコルを使用します。各種のVDDK
および VCB操作は、NBDを使用するときに、各 ESX/ESXi Serverホストでアクセ

スする仮想ディスクごとに 1つの接続を使用します。

注：指定されたトランスポート モードが使用可能でない場合、トランスポート モー

ドはデフォルトの［動的］オプションに戻ります。

VMware VMの増分/差分バックアップオプション

Arcserve BackupがVMware VMの増分および差分バックアップデータをバック

アッププロキシシステムに転送するときに使用する通信方式を指定できま

す。

VDDKを使用する -- Arcserve Backupは、VMware Virtual Disk Development Kit
を使用して、増分および差分バックアップデータをバックアッププロキシシステム

に転送します。ネットワークの負荷を軽減する場合に、このオプションを使用し

ます。

注：［VDDKを使用する］はデフォルト設定です。

Client Agent for Windowsを使用する -- Arcserve Backupは、Client Agent for
Windows通信を使用して、増分および差分バックアップデータをバックアッププ

ロキシシステムに転送します。このオプションを指定すると、Arcserve Backupは

ご使用のネットワーク経由でデータを転送します。

256 Arcserve Backup管理者ガイド



グローバルバックアップオプション

Agent for Microsoft Exchange Serverオプション

グローバルエージェント オプションは、データベースレベルおよびドキュメント レベル

で使用可能です。

データベースレベルオプション

バックアップ方式：

［グローバルスケジュールされた、カスタムまたはローテーションバックアップ方式

を使用する］-このオプションはデフォルトで有効になっています。［バックアップ

方式］オプションをアクティブにする場合は、このオプションをオフにします。この

オプションを有効にした場合、ジョブの設定時に、バックアップマネージャの［ス
ケジュール］タブでバックアップ方式を指定する必要があります。これは、バック

アップ対象として選択されたすべてのデータベースに適用されます。

［フルバックアップ］-このオプションはデータベース全体をバックアップします。

［コピーバックアップ］-このオプションもデータベース全体をバックアップします

が、ログファイルはパージしません。

［増分バックアップ］-このオプションは、バックアップ方式にかかわらず、前回の

バックアップ後に発生した変更のみをバックアップします。

［差分バックアップ］-このオプションは、前回のフルバックアップ後に発生した

変更のみをバックアップします。

メールボックスデータベースのバックアップソース：

Exchange Serverオプション

Exchange Serverデータベースのバックアップでは、レプリカまたはアクティブなデータ

ベースからバックアップできます。このレプリカは、Exchange Serverデータベースのコ

ピー優先順位に基づいて選択されます。

［レプリカからバックアップする］-これはデフォルトの設定で、［データベース可用

性グループオプション］がアクティブになります。レプリカからのバックアップを選択

した場合、［利用可能な正常なレプリカがない場合、アクティブデータベース

からバックアップする］オプションを有効にできます。

データベース可用性グループオプション:

最初を優先する

最後を優先する

アクティブデータベースからバックアップする

ドキュメント レベルオプション
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［グローバルスケジュールされた、カスタムまたはローテーションバックアップ方式

を使用する］-このオプションはデフォルトで有効になっています。［バックアップ

方式］オプションをアクティブにする場合は、このオプションをオフにします。この

オプションを有効にした場合、ジョブの設定時に、バックアップマネージャの［ス
ケジュール］タブでバックアップ方式を指定する必要があります。これは、バック

アップ対象として選択されたすべてのデータベースに適用されます。

［フルバックアップ］-このオプションはデータベース全体をバックアップします。

［増分バックアップ］-このオプションは、バックアップ方式にかかわらず、前回の

バックアップ後に発生した変更のみをバックアップします。

［差分バックアップ］-このオプションは、前回のフルバックアップ後に発生した

変更のみをバックアップします。

［日付単位のバックアップ］-指定した日付より前または指定した日付以降の

メールボックスの内容をバックアップしたり、ジョブが実行される何日間前のデー

タをバックアップするかを指定できます。また［バックアップ後にドキュメントをパー

ジする］オプションを有効にすると、ドキュメントがバックアップ後に削除されま

す。
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バックアップマネージャのジョブログオプション

ログオプションでは、アクティビティログに記録される情報の詳細レベルを指定でき

ます。ログオプションは、［バックアップ］、［リストア］、［比較］、［メディア検証とス

キャン］、［コピー］、［カウント］、［パージ］ウィンドウで設定できます。Arcserve
Backupは、以下のログオプションを提供します。

［全アクティビティ］--ジョブの実行中に発生するすべてのアクティビティがジョブ

ログに記録されます。

注：［全アクティビティ］を指定すると、Arcserve Backupによって、JobLog_<Job
ID>_<Job Name>.Log という名のログファイルが作成されます。このログファイル

に、ジョブに関する詳細なログ情報が表示されます。Arcserve Backupでは、

以下のディレクトリにログファイルが保存されます。

C\Program Files\CA\ARCserve Backup\LOG

［サマリのみ］--ジョブのサマリ情報 ( ソース、デスティネーション、セッション番

号、ファイルの総数など)およびエラーが記録されます。

［ログ停止］-- このジョブに関する情報をジョブログに記録しません。
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Arcserve Backupによってバックアップされないファイルと

オブジェクト

Arcserve Backupは、バックアップジョブの処理時に、以下のファイルをバックアップし

ません。

DOSシステムファイル

以下のWindowsファイル：

386SPART.PAR

386SPART.TMP

SPART.PAR

WIN386.SWP

DoubleSpaceファイル(あらゆる拡張子のDBLSPACE)

DriveSpaceファイル(あらゆる拡張子のDriveSpace)

Stackerファイル( STACVOL.DSK)

BTrieve deltaファイル

以下のWin32Systemファイル

PAGEFILE.SYS

NETLOGON.CHG

NTUSER.DAT.LOG

CPL.CFG

EA DATA.SF

以下のArcserve Backupファイル：

RDS.BAK

RDS.LOG

以下のレジストリキー

\\HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CLONE

\\HKEY_LOCAL_MACHINE\HARDWARE

\\HKEY_LOCAL_
MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\BackupRestore\FilesNotToBacku-
p( および指定されているすべてのファイル)

上記のレジストリキーは、Arcserve Universal Agent によって管理されます。指定した

ファイルをバックアップしない場合は、それらのファイルを上記のレジストリキーで明示的

に除する必要があります。
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*.ALTおよび *.LOGの拡張子を持つファイルが以下のレジストリキーにリストさ

れているパスに存在します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\hivelist

クラスタインストールディレクトリファイル (普通はWINNT\clusterフォルダ)、拡
張子のないファイル、拡張子が*.LOGのファイル

\RECYCLERフォルダ

\Document and Settings\Administrator\Local Settings\Tempフォルダ

%systemroot%\Temp ( フォルダ内のすべてのファイルおよびサブフォルダ)

ファイルシステムデバイスのフォルダ

データベースエージェントがインストールされている場合、エージェントでバック

アップされたすべてのファイルはスキップされます。

Arcserve Backupホームディレクトリ内のデータベースフォルダは、通常のファイ

ルバックアップ処理中はスキップされます。
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Arcserve Backupによってバックアップされないファイルとオブジェクト

バックアップ時のデータベースファイルのスキップまたは

組み込み

Arcserve Backup特定のデータベースファイルをバックアップジョブの実行時に組み

込んだりスキップしたりするのに使用するレジストリキーが2つになりました。これら

のキーの使用は、利用しているデータベースエージェントの種類によって決まりま

す。

SkipDSAFilesレジストリキー

以下のエージェントが SkipDSAFilesレジストリキーを使用します。

Agent for Domino

*.nsf

*.ntf

Mail.box

SkipDSAFilesレジストリキーを使用する方法

1. エージェント バックアップを実行する場合：

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCserve
Backup\ClientAgent\Parameters

2. レジストリキーを次のように設定します。値の名前：SkipDSAFiles

タイプ：DWORD

値：バックアップする場合は「0」、スキップする場合は「1」

BackupDBFilesレジストリキー

以下のエージェントがBackupDBFilesレジストリキーを使用します。

Agent for Microsoft SQL Server

オンラインデータベースの一部であるデータおよびトランザクションログファイル

のリストは、ファイルバックアップの開始時にMicrosoft SQL Serverから取得され

ます。通常は以下のファイルが含まれますが、他のファイルも含まれる場合が

あります。

*.ldf

*.mdf

*.ndf

distmdl.mdf、distmdl.ldf、mssqlsystemresource.mdf、mssqlsystemresource.ldf
は除きます。これらのファイルはスキップできません。また、SQL Serverインスタン

スがシャット ダウンされた場合は、データベースファイルはスキップされません。
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Arcserve Backupによってバックアップされないファイルとオブジェクト

Exchangeデータベースレベルエージェント /Exchange ドキュメント レベルエー

ジェント

*.chk

*.log

Res1.log

Res2.log

*.edb

*.stm

Agent for Oracle

*.dbf

Control*.*

Red*.log

Arc*.001

BackupDBFilesレジストリキーを使用する方法

1. エージェント バックアップを実行する場合：

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA
ARCserveBackup\ClientAgent\Parameters

2. レジストリキーを次のように設定します。値の名前：BackupDBFiles

タイプ：DWORD

値：スキップする場合は「0」(デフォルト )、バックアップする場合は「1」
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Arcserve Backupによる、リモート コンピュータにある

オープンファイルの管理の有効化

ご使用のコンピュータのいずれかにArcserve Backup Agent for Open Files( OFA)をイ

ンストールすると、バックアップマネージャからOFAエンジンを設定できます。

Arcserve Backupでリモート コンピュータにあるオープンファイルを管理できるように

する方法

1. ［バックアップマネージャ］を開いて［ソース］タブを選択します。

2. ［ソース］ディレクトリツリーから、リモート管理するシステムを選択します。

3. このサーバにBAOFエンジンがインストールされている場合は、コンピュータを右ク

リックして以下のメニュー項目を選択するか、ウィンドウの右下隅にある［追加情

報］ペインで各項目をクリックします。

［Open File Agentの設定］- BAOF環境設定画面が表示されます。ここか

ら、選択したコンピュータにBAOFのさまざまな設定ができます。

注：［一般］、［ファイル/グループ］、および［クライアント］オプションの詳細に

ついては、「Agent for Open Filesユーザガイド」を参照してください。

［Open File Agentステータスの表示］-- Agent for Open Filesの［ステータス］
画面が表示されます。ここでは、BAOFが選択したコンピュータ上で現在処

理中の、ファイルおよびファイルグループを表示します。

［Open File Agentログファイルの表示］-- ［ログファイルビューア］画面が表

示されます。ここでは、選択したコンピュータのログファイルを表示します。

4. ［OK］をクリックします。

オープンファイルの設定が正常に適用されます。
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マルチプレキシングジョブオプション

マルチプレキシングジョブオプション

マルチプレキシングジョブをサブミットするには、バックアップマネージャの［デスティ

ネーション］タブで、マルチプレキシング機能を有効にする必要があります。また、

以下の任意の項目を選択できます。

マルチプレキシングメディア(マルチプレキシングメディアは、横に青丸の付いた

「M」という文字で表示されます)

ブランクメディア

メディアプール

注： WORM メディアが含まれたテープライブラリにマルチプレキシングジョブをサブ

ミットするには、仮想ライブラリオプションを使用して、このテープライブラリを

WORM メディアが含まれるグループと含まれないグループに分割する必要がありま

す。これにより、WORM メディアが含まれない方のグループにマルチプレキシング

ジョブをサブミットできるようになります。仮想ライブラリオプションの詳細について

は、「仮想ライブラリの設定」を参照してください。

詳細情報：

仮想ライブラリの設定
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マルチプレキシングオプションの指定

Arcserve Backupでは、マルチプレキシングを使用してバックアップデータを処理でき

ます。詳細については、「Arcserve Backupでのマルチストリーミングによるバックアッ

プデータの処理方法」を参照してください。

以下の動作に注意してください。

マルチプレキシングを持つバックアップジョブが子ジョブを生成した場合、生成され

た実際のストリーム数がジョブに指定したストリーム数を超えることはありません。た

だし、1つのジョブが複数の子ジョブを生成し、マルチプレキシングの最大ストリーム

数のオプションで指定された値が1の場合は、子ジョブは、1つの継続ストリーム

で作成およびバックアップされます(デフォルトの最大ストリーム数は 4)。

マルチプレキシングオプションを指定する方法

1. ［バックアップマネージャ］ウィンドウを開き、［デスティネーション］タブを選択します。

注：ジョブがステージングバックアップである場合は、［ステージングの場所］タブを

クリックします。

2. マルチプレキシングを使用するには、［マルチプレキシング］チェックボックスをオンに

します。

3. ストリームの最大数を指定します。

［ストリームの最大数］オプションは、1つのメディアに同時に書き込めるストリーム

の最大数を定義します。

デフォルト：4

範囲：1 ～ 32
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マルチプレキシングジョブオプション

ジョブステータスマネージャがマルチプレキシングジョブ

をモニタする方法

マルチプレキシングジョブをサブミットした後で、ジョブステータスマネージャを使用

して、ジョブをモニタすることができます。ジョブキューでは、マルチプレキシングジョ

ブは親ジョブに関連する子ジョブのステータスがわかるように階層別で表示されま

す。

子ジョブを参照するには、ジョブステータスマネージャを開き、［ジョブキュー］タブを

選択して、以下の画面のように親ジョブをダブルクリックします。

親ジョブをダブルクリックすると、以下の画面に示されているように［ジョブモニタ］画
面に子ジョブが表示されます。

また、親ジョブのステータスは、最も重大度の高い子ジョブのステータスとなります。

たとえば、子ジョブ 1が正常に実行され、子ジョブ 2が未完了であり、子ジョブ 3
が失敗した場合、親ジョブのステータスは失敗のステータスを示します。
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マルチプレキシングジョブオプション

マルチプレキシングデータの整合性の検証

マルチプレキシングジョブの完了後にデータの整合性を検証する場合は、メディア

検証とスキャンユーティリティを使用して、CRC検証付きのファイルのスキャング

ローバルオプションを有効にして、スキャンメディアジョブを実行します。

詳細については、「メディア検証とスキャンユーティリティ」を参照してください。
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マルチプレキシングジョブオプション

Microsoft Exchangeバックアップジョブでのマルチプレキ

シングの使用

マルチプレキシングを使用する場合にArcserve BackupがExchangeデータをバック

アップする方法を制御するには、以下のレジストリキーを使用します。同じサーバ

上のExchangeストレージグループまたはメールボックスデータベースは、1つのサブ

ジョブを使用して順次バックアップするか、または同時にバックアップすることができ

ます。このレジストリ値は、マルチプレキシングジョブを実行するバックアップサーバ

上に設定する必要があります。

注：Arcserve Backupの前のバージョンでは、マルチプレキシングが有効な場合、

同じサーバ上のストレージグループはすべて同時にバックアップされました。

レジストリキー

SingleStreamExchangeAgent

ロケーション

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Computer Associates\Arcserve
Backup\Base\task\backup

値

0 (デフォルト ) ：Arcserve Backupのストレージグループレベルでマルチプレキシ

ングジョブが実行されます。

1：Arcserve BackupのExchangeサーバレベルでマルチプレキシングジョブが実

行されます。その場合、すべてのストレージグループが1つのサブジョブで順次

バックアップされます。
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マルチストリーミングオプションの指定

マルチストリーミングオプションの指定

Arcserve Backupでは、マルチストリーミングを使用してバックアップジョブを処理で

きます。詳細については、「マルチストリーミングプロセスによるデータのバックアップ

方法」を参照してください。

マルチストリーミングオプションを指定する方法

1. ［バックアップマネージャ］ウィンドウを開き、［デスティネーション］タブを選択します。

2. ［マルチストリーミング］チェックボックスをオンにします。

3. 使用する最大ストリーム数を指定します。デフォルトのストリーム数は 4です。

Enterprise Moduleをインストールしていれば、サポートされる範囲は 2～32です。

注：マルチストリーミングを持つバックアップジョブが子ジョブを生成した場合、生

成された実際のストリーム数は、ジョブに指定したストリーム数を超えることがあり

ません。ただし、ジョブが子ジョブを生成し、使用するストリームの数が指定されて

いない場合、連続した 1つのストリームで子ジョブが作成されバックアップされま

す。
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ノード全体のバックアップ

ノード全体のバックアップ

Arcserve Backupでは、指定したノードのすべてのファイルシステムとデータベースを

バックアップできるため、ノード全体をバックアップすることが可能です。ノード全体

をバックアップする利点は、以下のとおりです。

Arcserve Backupでは、バックアップマネージャのディレクトリツリーで 1回クリック

するだけで、選択したノードとそのすべての内容をバックアップすることができま

す。ノードを指定した場合は、Arcserve Backupによって、そのディレクトリツリー

に含まれるすべてのファイルシステム、データベース、およびドライブがバックアッ

プされます。

ノード全体に対して、単一のバックアップジョブを作成することができます。単

一のノードで、いくつかの、または多くのバックアップジョブをトラッキングすること

は、困難で、時間のかかるタスクとなる場合があります。

あらかじめ設定したバックアップジョブを変更することなく、ノードを変更すること

ができます。たとえば、ドライブをノードに追加した場合にバックアップジョブを

実行すると、Arcserve Backupによって新しいドライブが自動的に検出され、

ノード全体がバックアップされます。

注：この機能は、一元化されたクロスプラットフォーム管理をサポートします。
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ノード全体のバックアップ

データベースファイルを含むノード全体のバックアップ

データベースファイルを含むノードをバックアップする場合、バックアップジョブの作

成時に、すべてのデータベースにアクセスできる適切な認証を入力する必要があ

ります。適切な認証情報には、該当するデータベースのユーザ名とパスワードが

含まれます。バックアップジョブを実行するときは、この認証情報を指定する必要

はありません。

Arcserve Backupでは、ノード全体のバックアップジョブを作成する際に、［セキュリ

ティおよびエージェント情報］ダイアログボックスを提供し、データベース認証を簡

単に行えるようにします。［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックス

は、ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックするか、バックアップマネージャウィンド

ウの［ファイル］メニューで［保存］または［名前を付けて保存］を選択すると表示さ

れます。

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスは、以下の2つの目的で

使用されます。

ノードにあるすべてのデータベースファイルのリストを表示する。

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスで選択したデータベー

ス項目のユーザ名およびパスワードを設定または変更する。

データベースファイルを含むノード全体のバックアップ方法

1. ［バックアップマネージャ］を開いて［ソース］タブを選択します。

2. ［ソース］ディレクトリツリーから、バックアップするノードを選択し、ツールバーの［サ
ブミット］ボタンをクリックしてジョブをサブミットします。

ノードにデータベースファイルが含まれる場合は、［セキュリティおよびエージェント

情報］ダイアログボックスが開き、そのノードに含まれるすべてのデータベース、ユー

ザ名、およびパスワードのリストが表示されます。

重要：クライアント エージェントのパスワード セキュリティは、Agent for Open Files、
VSS WriterなどのClient Agent for Windowsでのみ使用できます。パスワード セ

キュリティが有効に設定されていて、クライアント エージェントと同じマシンにデータ

ベースエージェント、アプリケーションエージェント、またはメッセージングエージェン

トがインストールされている場合、ノード全体のバックアップはできません。システム

セキュリティがデフォルトの設定です。プライマリサーバまたはスタンドアロンサーバ

のパスワード セキュリティを有効にしている場合、ジョブキューおよびカタログデータ

ベースに対して自動作成されたデータベース保護ジョブは失敗します。データベー

ス、アプリケーション、またはメッセージングエージェントを実行しているマシン上で

は、ジョブをサブミットする前にエージェントの環境設定においてパスワード セキュリ

ティを有効にしないでください。
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ノード全体のバックアップ

3. ユーザ名またはパスワードを必要に応じて設定/変更する場合は、［セキュリティ］
ボタンをクリックします。

適切なユーザ名とパスワードを入力し、［OK］ボタンをクリックします。

［セキュリティ］ダイアログボックスには、該当するマシンのバックアップ権限を持つ

ユーザ名とパスワードを指定する必要があります。たとえば、Administratorまたは

rootなどです。

注：Arcserve Backupでは、23文字を超えるパスワードでのシステムへのログインを

サポートしていません。ログインしようとしているシステムのパスワードが23文字を

超える場合は、エージェント システムにおいてパスワードが23文字以下になるよう

に修正すると、エージェント システムにログインできます。

4. ［OK］をクリックします。

［サブミット］ダイアログボックスが開きます。

5. ジョブに必要なフィールドに入力して、［OK］をクリックします。

ノード全体を対象とするバックアップジョブがサブミットされます。
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繰り返しバックアップジョブの作成

繰り返しバックアップジョブの作成

繰り返しバックアップジョブによって、ご使用の環境でシステムを保護する処理を

自動化できます。ローテーションスキームまたはカスタムローテーションスキームを

作成します。

フル、合成フル、増分、差分、およびGFS ( Grandfather-Father-Son) バックアップを

実行できます。

以下の手順は、標準バックアップのスケジュールを設定する方法を示しています。

これには、1つのData Moverサーバへのバックアップが含まれます。ステージング

バックアップの実行については、「ディスクステージングを使用したデータのバックアッ

プ」および「テープステージングを使用したデータのバックアップ」を参照してくださ

い。

繰り返しバックアップジョブを作成する方法

1. ［クイックスタート］メニューから［バックアップ］を選択して、バックアップマネージャを

開きます。

［バックアップマネージャ］ウィンドウが開き、［スタート］、［ソース］、［スケジュー

ル］、［デスティネーション］の各タブが表示されます。

2. ［スタート］タブが選択されていない場合は、クリックします。

3. バックアップジョブの種類として［標準］を選択します。

4. ［ソース］タブをクリックします。

バックアップソースディレクトリツリーが表示されます。

5. ［ソース］タブで、バックアップするファイルを参照して選択します。

6. ［スケジュール］タブをクリックします。

スケジュールオプションが表示されます。

7. 事前定義済みのバックアップスキーマを使用する場合は［ローテーションスキー

マ］を選択します。

増分、差分、またはフルバックアップの5日または 1週間のスケジュールを

選択することができます。

ローテーションスキーマを変更するには、変更する曜日を選択してから［変
更］ボタンをクリックします。

たとえば、土曜日にフルバックアップを実行するようにスケジュールを変更し

ます。

必要なスケジュール変更を行い、［OK］ボタンをクリックします。

274 Arcserve Backup管理者ガイド

../../../../../Content/tape_staging_back_up_data_using_tape_staging.htm


繰り返しバックアップジョブの作成

カレンダを使用して、選択したバックアップ計画を確認します。［カレンダ表

示］タブをクリックして、ローテーションスキーマのカレンダ表示を参照します。

また、［例外］タブをクリックして、スケジュールの変更および変更の確認を行

うことができます。さらに別の例外をスケジュールに設定するには、［追加］ボ
タンをクリックして［例外］ダイアログボックスを表示します。［日付］ドロップダ

ウンリストをクリックしてカレンダを表示し、変更する日付を選択します。

8. 必要に応じて、［開始日］と［実行時間］を選択します。

(オプション) GFS( Grandfather-Father-Son) バックアップを実行する場合は、［GFSを
有効化］をクリックします。

注：詳細については、「GFSローテーションの使い方」を参照してください。

(オプション) ［日単位バックアップ方式］を指定します。このオプションでは、日次の

バックアップとして、フル、増分、または差分バックアップを指定できます。

(オプション)データをWORM( Write Once Read Many)バックアップメディアにバック

アップする場合は、［WORM メディアを使用］を指定します。

注：詳細については、「Arcserve BackupでのWORM ( Write Once Read Many) メ
ディアのサポート」を参照してください。

9. ［デスティネーション］タブをクリックします。

デスティネーションオプションがディレクトリツリーに表示されます。

10. ［デスティネーション］タブで、データのバックアップに使用する( メディア)グループを

指定します。

(オプション) ［使用メディアプール］フィールドに、ローテーションに使用するメディア

プールの名前を入力します。

11. 終了したら、ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。
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繰り返しバックアップジョブの作成

ジョブをまたがる重複したソースの確認

GFSバックアップジョブの繰り返しまたはローテーションをサブミットした場合、

Arcserve Backupは、既存の繰り返しバックアップジョブの一部であるソースがない

か確認します。重複したソースが見つかった場合、そのまま処理を続行するかどう

かを確認するメッセージが表示されます。［はい］をクリックすると、ジョブがサブミット

され、Arcserve Backupは重複したソースを複数回バックアップします。［いいえ］を
クリックすると、バックアップジョブはサブミットされず、重複したソースを削除して再

度ジョブをサブミットできます。

たとえば、すべての地域の営業部門のサーバと、特定地域のすべてのサーバ用に

2つのカスタムソースグループを作成したとします。また、毎週金曜にすべての営

業部門のサーバをバックアップするジョブと、毎週金曜に特定地域のすべてのサー

バをバックアップする 2つの繰り返しバックアップジョブを作成したとします。営業部

門のサーバの一部は両方のバックアップジョブに含まれます。2番目のジョブをサブ

ミットする際、営業部門のサーバは 2つのバックアップジョブに含まれ、2番目の

ジョブを作成するかどうかを尋ねるメッセージがArcserve Backupによって表示され

ます。［はい］をクリックすると、営業部門のサーバは 2回バックアップされます。［い
いえ］をクリックすると、ジョブはサブミットされず、［ソース］タブが表示され、2番目

のジョブから営業部門のサーバを除外し、再度サブミットすることができます。
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リモート サーバのバックアップ

リモート サーバのバックアップ

リモート サーバをバックアップする前に、使用しているサーバ上にArcserve Backup
をインストールして起動しておく必要があります。また、適切なエージェント ( この場

合は Client Agent for Windows)を、対象となるリモート サーバにインストールする

必要があります。

リモート サーバをバックアップする方法

注：以下のシナリオでは、Windows Serverが動作しているサーバのバックアップ方

法を説明します。

1. バックアップマネージャでWindowsシステムオブジェクトを選択します。右クリック

し、コンテキスト メニューから［マシン/オブジェクトの追加］を選択します。

［エージェントの追加］ダイアログボックスが開きます。

注：または、「ノードの追加/インポート /エクスポート」方式を使用してサーバを追

加できます。詳細については、「ユーザインターフェースを使用したノードの追加、

インポート、エクスポート」を参照してください。

2. ［ホスト名］フィールドにリモート サーバのホスト名を入力します。

注：Arcserve Backupサーバ名とArcserve Backup ドメイン名は、15バイト以内で

ある必要があります。合計 15バイトの名前は、およそ7 ～ 15文字に相当しま

す。

［コンピュータ名の解決を使用］チェックボックスをオンにするか、コンピュータの IPア
ドレスを指定します。［追加］ボタンをクリックしてバックアップするリモート サーバを

追加し、［閉じる］をクリックします。

注：Arcserve Backupでは、複数のサーバのバックアップを 1つのジョブとして処理で

きます。この場合、Arcserve Backupによって、各サーバのバックアップジョブが1つの

ジョブとしてジョブキューに自動的にサブミットされ、複数のサーバが連続してバック

アップされます。または、［スケジュール］タブを選択し、各ジョブを実行する時間を

指定して、Arcserve Backupが各マシンのバックアップを個別のジョブとして実行す

るようにすることも可能です。
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リモート サーバのバックアップ

3. リモート マシンを選択し、マシンの左の+をクリックしてツリーを展開します。［セキュ

リティ］ダイアログボックスが表示され、セキュリティ情報の入力が要求されます。

ユーザ名とパスワードを入力します。これらの情報は、マシンのブラウズやバックアッ

プを実行する権限があることを証明するために入力する必要があります。［OK］を
クリックします。

注：Arcserve Backupでは、23文字を超えるパスワードでのシステムへのログインを

サポートしていません。ログインしようとしているシステムのパスワードが23文字を

超える場合は、エージェント システムにおいてパスワードが23文字以下になるよう

に修正すると、エージェント システムにログインできます。

4. 追加する各マシンに対して、手順 1 ～ 3を繰り返します。

5. バックアップの対象となる各マシンのソースとデスティネーションを選択します。

［サブミット］ボタンをクリックしてバックアップジョブをサブミットする前にAlertを設定

すると、ジョブ実行後に通知を受信できます。
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静的バックアップジョブのサブミット

静的バックアップジョブのサブミット

［静的バックアップを有効にする］オプションを使用すると、ソースグループおよびコ

ンピュータのスケジュールされたバックアップをサブミットし、ソースボリュームの静的

なセットを保持することができます。静的バックアップでは、フル、増分、差分の各

バックアップから構成されるステージングとデデュプリケーションのバックアップをサブ

ミットできます。

静的バックアップは、ジョブをサブミットしたときに指定されたソースグループまたはコ

ンピュータの直下にあるオブジェクトのみに影響します。これ以降のバックアップに

は、バックアップをサブミットした後にソースグループまたはコンピュータに追加された

オブジェクトおよびボリュームは含まれません。Arcserve Backupでは、オリジナル

ソースボリュームを動的にバックアップします。これ以降に実行するジョブには、オリ

ジナルソースボリューム内に含まれているファイルおよびフォルダへの変更が含まれ

ます。

注：詳細については、「静的なジョブのパッケージ」および「動的なジョブのパッケー

ジ」を参照してください。

静的バックアップジョブをサブミットする方法

1. ［バックアップマネージャ］を開き、［スタート］タブをクリックします。

バックアップタイプが表示されます。

2. 標準バックアップを選択します。

3. ［ソース］タブをクリックします。

ソースディレクトリツリーが表示されます。

4. ドロップダウンリストから［クラシックビュー］を選択します。

5. バックアップするコンピュータを参照します。

a. コンピュータ名の横のチェックボックスをクリックします。

b. コンピュータを右クリックし、コンテキスト メニューで［静的バックアップを有効に

する］をクリックします。
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静的バックアップジョブのサブミット

以下に示すように、静的バックアップオプションがコンピュータに適用されます。

注：このオプションを無効にするまで、静的バックアップオプションは指定したコン

ピュータに継続して適用されます。静的バックアップを無効にするには、この手順を

繰り返します。

6. ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップジョブに使用するスケジュールを指定

します。

注：詳細については、「ローテーションスキーム」および「カスタムスケジュール」を

参照してください。

7. ［デスティネーション］タブをクリックします。

［デスティネーション］グループディレクトリツリーが表示されます。

8. バックアップデータの保存に使用するグループを指定します。

ストレージグループが適用されます。

9. ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

280 Arcserve Backup管理者ガイド

../../../../../Content/893.htm
../../../../../Content/898.htm


静的バックアップジョブのサブミット

［オプション］ダイアログボックスが開きます。

10. ジョブに必要なオプションを指定します。

注：詳細については、「グローバルバックアップオプション」を参照してください。

11. ［OK］をクリックします。

バックアップオプションが適用されます。

12. (オプション) コンピュータのコンテンツを展開します。

コンピュータに含まれるドライブまたはボリュームを選択します。

指定のドライブまたはボリュームにオプションを適用するには、前の2つの手順を繰

り返します。

(オプション) コンピュータのすべてのドライブまたはボリュームに対して、この手順を

繰り返します。

13. ツールバーの［サブミット］をクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

14. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで入力必須フィールドに入力して、［OK］を
クリックします。

ジョブがサブミットされます。
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バックアップステージング方式

バックアップステージング方式

Arcserve Backupでは、ステージング領域へデータをバックアップし、そのデータを最

終的なデスティネーション(通常はテープ)へマイグレート (またはコピー)する方法

が2つ提供されています。

ディスクステージング方式は、ディスクをステージング領域として使用し、一般

的に「Backup to Disk to Tape」( D2D2T) と呼ばれます。

テープステージング方式は、テープライブラリまたは仮想テープライブラリをス

テージング領域として使用し、一般的に「Backup to Tape to Tape」( D2T2T) と
呼ばれます。

各ステージング方式には、バックアップ処理時にArcserve Backupの動作を制御す

る特定のオプションがあります。
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バックアップステージング方式

Backup to Disk to Tapeの動作

Backup to Disk to Tape とは、データを一時記憶場所 (ステージングエリア)にバック

アップし、その後、選択したポリシーオプションに基づいて、最終コピー先 (テープま

たはディスク)にマイグレート ( コピー)するか、指定時間経過した後にステージング

エリアからパージしてデータを保護する方式です。必要な場合、Arcserve Backup
ではステージング領域からデータを直接リストアできます。

Backup to Disk to Tape ( B2D2T)は 2段階のバックアップ処理です。

バックアッププロセス -- Arcserve Backupによって、ソースからステージング場所

にデータがバックアップされます。ステージング場所とは、ファイルシステムデバ

イス( FSD)です。

コピープロセス -- Arcserve Backupによって、バックアップデータがステージング

場所から最終デスティネーションメディアにコピーまたはマイグレートされます。

最終デスティネーションは、一般的にはテープメディアですが、別のFSDを指

定することもできます。

注：ディスクステージング場所から最終的なデスティネーションにデータをバックアッ

プする際に、ダブルテープコピーを実行できます。ダブルテープコピーでは、2つの

デスティネーションにデータを同時にマイグレート ( コピー)できます。この機能を使

用すると、デスティネーションへの書き込みが並行して行われるため時間が節約さ

れます。
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バックアップステージング方式

デバイスの1つが使用不可能になってもマイグレーションジョブを続行できるよう

に、タイムアウト値を設定して、追加のバックアップメディアが別のデバイスでマイグ

レーションジョブを続行できるようにすることができます。タイムアウト値を設定しな

い場合、最初のバックアップメディアタイムアウトが完了すると、データマイグレー

ションジョブは失敗します。タイムアウト値設定の詳細については、「バックアップの

バックアップメディアオプション」を参照してください。

注：Arcserve Backupでは、マルチストリーミングを使用して、最大 32個のデータ

ストリームを転送することができます。複数のストリームを使用してデータをバック

アップし、3つ以上のバックアップデータストリームを転送するには、Arcserve
Backup Enterprise Moduleのライセンスを登録する必要があります。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

テープステージングを使用したバックアップデータの管理方法

ディスクステージング機能

ステージングを使用したバックアップデータの管理方法

ディスクステージングローテーションの無効化

ディスクステージングバックアップを実行するようにArcserve Backupを設定

する方法

ディスクステージングを使用したデータのバックアップ

ステージングローテーションスキームの修正

データマイグレーションの一時停止

ディスクステージングローテーションの無効化
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バックアップステージング方式

ステージングの無効化

データベースの障害時のステージングされたデータの管理方法

ディスク容量を再利用する方法
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バックアップステージング方式

テープステージングを使用したバックアップデータの管

理方法

以下のリストでは、ステージングを使用したバックアップデータの管理方法について

説明します。

ディスクステージングを使用すると、一時ステージング領域として使用するファ

イルシステムデバイス( FSD)にデータをバックアップできます。ステージングジョ

ブでは、バックアップジョブを、同時に実行される複数のサブジョブに分割でき

ます。ディスクステージングでは、同時ストリーミングを使用して複数のデータ

ストリームを FSDに送信できます。複数の異なるストリームにデータが分割さ

れるので、同時ストリーミングを使用したバックアップジョブは通常のバックアッ

プジョブよりもかなり短い時間で完了できます。

その後、FSDから最終ストレージ メディア(ディスクまたはテープ)にデータをマイ

グレート ( コピー)できます。この結果、靴磨き効果 (テープの開始、停止、入

れ替え)を最小限に抑え、テープドライブの寿命と効率を引き上げることで、

テープドライブのストリーミングを維持できます。バックアップイメージが FSD上

にある場合、FSDから直接データをリストアできます。一般に、ディスクからデー

タをリストアするのはテープからリストアするより速いため、リストア時間は大幅

に短縮されました(テープロードおよび検索待ち時間による遅延はありませ

ん)。

注：ディスクステージング場所から最終的なデスティネーションにデータをバック

アップする際に、ダブルテープコピーを実行できます。ダブルテープコピーで

は、2つのデスティネーションにデータを同時にマイグレート ( コピー)できます。こ

の機能では、デスティネーションへの書き込みが並行して行われるため時間が

節約されます。この機能を使用するには、ご使用の環境でディスクステージン

グデバイスを設定する必要があります。詳細については、「デバイス環境設

定」を参照してください。

デバイスの1つが使用不可能になってもマイグレーションジョブを続行できるよ

うに、タイムアウト値を設定して、追加のバックアップメディアが別のデバイスで

マイグレーションジョブを続行できるようにすることができます。タイムアウト値を

設定しない場合、最初のバックアップメディアタイムアウトが完了すると、デー

タマイグレーションジョブは失敗します。タイムアウト値設定の詳細について

は、「バックアップのバックアップメディアオプション」を参照してください。

FSDへのバックアッププロセスを実行中、FSDがいっぱいになったり、指定した

最大しきい値に達した場合、Arcserve Backupでメークアップジョブを作成でき

ます。メークアップジョブでは、ステージングバックアップジョブが失敗した後、

データを直接最終デスティネーションにバックアップします。これにより、バック

アップの成功率が向上します。また、最終デスティネーションへのコピープロセ
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バックアップステージング方式

ス中にエラーが発生した場合、Arcserve Backupでメークアップジョブを作成す

ることができます。

注：ディスクがいっぱいになった状態では、テープにデータをバックアップするため

に作成されるメークアップジョブは、常にブランクテープまたは再利用セットから

のメディアを使おうとします。既存メディアへの追加が試みられることはありませ

ん。

バックアップイメージは、指定されたパージポリシーに設定された保存期限が

切れるまで FSDに保存されます。その場合、Arcserve Backupは FSDからデー

タを自動的にパージし、バックアップを続行するために必要なディスク空き容量

を取得します。

ローテーションジョブまたはGFSローテーションジョブの場合、Arcserve Backup
で特定の日にステージングを無効にするポリシーを指定することができます。こ

の機能は、FSDがいっぱいの場合や、メンテナンスがスケジュールされている場

合、または、問題がある場合に役に立ちます。

詳細情報：

テープステージングを使用してバックアップ処理を管理する方法
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ディスクステージング機能

バックアップデータを保存するためにディスクステージングを使用すると、以下の機

能が使用できます。

ファイルシステムデバイスの容量を管理する -- Arcserve Backupでは、ファイル

システムデバイスの最小容量および最大容量のしきい値を指定することがで

きます。最大しきい値は、ボリュームの絶対値またはその容量の割合として表

現できます。

Arcserve Backupがディスクの全容量を使用しないようにする--合計ディスク容

量が最大しきい値を超えた場合、バックアップジョブがファイルシステムデバイ

スへの書き込みを行うと、そのジョブは失敗します。

重要：ステージンググループの一部であるファイルシステムデバイス( FSD)は、

デバイスマネージャウィンドウから該当するユーティリティを使用して、消去また

はフォーマットすることはできません。ステージングされたデータを最終デスティ

ネーションメディアにマイグレートする前に誤って FSDを消去またはフォーマット

してしまわないように、［デバイスマネージャ］ウィンドウの［消去］および［フォー
マット］ツールバーボタンは無効になっています。FSDを消去またはフォーマット

したいときは、コマンド ライン ca_devmgr)を使用するか、選択した FSDのス

テージングオプションを無効にします。

全体のバックアップ成功率を上げる --ステージングポリシーを定義することに

よって、最大しきい値を超過した場合にテープに直接バックアップするメーク

アップジョブを作成したり、データのマイグレーションに失敗した場合に保留状

態のメークアップジョブを作成したりできます。

データマイグレーションを一時停止する -- Arcserve Backupでは、［データマイ

グレーションを一時停止する］オプションを有効にすることにより、FSDから最終

デスティネーション(テープ)へのデータマイグレーションを一時停止することがで

きます。テープライブラリのメンテナンスがスケジュールされている場合、または

ハードウェアに問題がある場合、FSDへのバックアップは継続しますが、FSDか

ら最終デスティネーションへのマイグレーションを停止することができます。

同時ストリーミング --同時ストリーミングとは、バックアップジョブを、同時に実

行される複数のサブジョブに分割する処理のことです。ディスクステージングを

使用すると、同時ストリーミング機能を使用し、複数のデータストリームを一

時ステージングデバイス( FSD)に同時に送信することができます。複数の異な

るストリーム( FSDへの同時書き込み)に処理が分割されるので、同時ストリー

ミングを使用したバックアップジョブは通常のバックアップジョブよりもかなり短い

時間で完了できます。同時ストリーミングを使用すると、バックアップジョブを

実行しながらデータのリストアができます。
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SnapLockのサポート -- SnapLock™はNetwork Appliance社の技術で、消去お

よび再書き込み不可であるWORM( Write Once Read Many)データ保護を提

供します。Arcserve Backupでは、バックアップ操作で SnapLock保護を使用す

ることができます。SnapLock保護を有効にしてデータをバックアップすると、指

定された保存期間を過ぎるまで、バックアップされたデータのパージまたは上書

きができません。このことで、FSD上のデータがユーザによって削除されることを

防ぎ、保存期間を過ぎるまでディスクにおけるWORMサポートが可能になりま

す。SnapLock保護が有効となる保存期間は、ステージングパージポリシーに

指定された設定によって決まります。

注：デバイスは SnapLock技術をサポートしている必要があります。SnapLock
WORM保護をサポートしないデバイス上で SnapLockを有効にすると、

Arcserve Backupはデータの書き込みはできなくなりますが、データの削除はで

きます。

コピーイメージの追跡 -- Arcserve Backupは、異なるメディア上にコピーされた

イメージを追跡できます。この結果、カタログのマージは 1度で済み、それぞれ

がお互いのコピーであるセッションはすべて、同じカタログを指すことになります。

柔軟なリストアオプション --バックアップデータが最終コピー先メディア(テープ)
と FSD (パージ前 )の両方に存在する間、Arcserve Backupではデータをリスト

アするソースを選択することができます。バックアップイメージが FSDおよび最

終デスティネーションの両方に存在する場合、リストア元を選択することができ

ます。

スマート リストア -- Arcserve Backupでは、透過的なスマート リストア機能を使

用し、複数の場所からバックアップデータをリストアできます。FSDまたは最終

デスティネーションからリストアプロセスを実行中にメディアまたはドライブのエ

ラーが発生した場合、Arcserve Backupは内部で別のメディアを探して、その

代替メディアからデータのリストアを開始します。スマート リストアを使用する

と、ジョブの実行中にハードウェアに問題が発生した場合でも、リストアの成功

率を高めることができます。

リストアの最適化オプション --テープメディアに 1つのセッションが存在し、FSD
に別のセッションが存在する場合などArcserve Backupで複数のバックアップ

セッションが検出された場合、［リストアの最適化］オプションを使用すると FSD
に存在するセッションからデータをリストアできます。

コマンド ラインのサポート -- Arcserve Backupを使用すると、GUI (グラフィック

ユーザインターフェース)またはコマンド ラインユーティリティのいずれかを使用し

て、FSDにバックアップを作成できます。テープへのコピー操作が失敗した場

合、照会ツールを使用して FSD上のファイルおよびセッション内容を分析でき

ます。FSDsからのセッションをパージする必要がある場合は、パージツールを使

用して、データを削除し、FSDsで空き容量を増やすことができます。

第3章 :データのバックアップ 289



バックアップステージング方式

ディスクステージングのレポート -- Arcserve Backupでは、ディスクステージング

バックアップ専用のレポートを生成することができます。このレポートを使用する

と、バックアップセッションのステータスがわかります。たとえば、セッションがコピー

されたかどうか、いつどこにコピーされたか、SnapLock されているか、いつ FSDか

らパージされるかなどの重要な情報がわかります。
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ステージングを使用したバックアップデータの管理方法

以下のセクションでは、ディスクステージング( B2D2T) およびテープステージング

( B2T2T)操作でデータを保護する方法について説明します。

詳細情報：

テープステージングを使用したバックアップデータの管理方法
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ディスクステージングを使用して実行できるタスク

ステージングに関連付けられている操作およびタスクには、以下があります。

ファイルシステムデバイス、テープライブラリ、および仮想テープライブラリを指

定および設定します。

デバイスをステージンググループとして設定し、ステージンググループポリシー

を指定します。

バックアップジョブをステージンググループにサブミットします。

バックアップ、データマイグレーション、データセキュリティ、データパージ、アラー

ト メッセージ、および実行後スクリプト処理の管理ポリシーを定義します。

ステージンググループのデバイスへの同時バックアップ操作を実行します。

指定された曜日において、ローテーションおよびGFSローテーションによるバック

アップジョブのステージングを無効にします。

ジョブステータスマネージャで、マスタージョブおよび子ジョブのステータスを表

示します。ジョブステータスマネージャには、バックアップおよび移行操作のす

べてのマスタージョブおよびその対応する子ジョブが、ツリービューで表示され

ます。

すべての子ジョブとマイグレーションジョブの記録を示すアクティビティログ

( Windows) と、マスタジョブのパージアクティビティを示すツリーを表示します。

ステージングデバイスからデータをリストアします。バックアップジョブのデータが

2つの場所に存在する場合 ( ファイルシステムデバイスと最終的デスティネー

ションメディア)、データのリストア元としてどちらの場所でも指定できます。

ステージンググループ内のFSD上に格納されているデータの分析およびパージ

が可能なコマンド ラインツールを実行します。

レポート マネージャを使用してレポートにアクセスし、FSDのパージとマイグレー

ションに関する情報を取得します。

ディスクステージング場所から 2つの最終デスティネーションに同時にダブル

テープコピーマイグレーションジョブを実行します。

デバイスの1つが使用不可能になってもマイグレーションジョブを続行できるよ

うに、タイムアウト値を設定して、追加のバックアップメディアが別のデバイスで

マイグレーションジョブを続行できるようにすることができます。タイムアウト値を

設定しない場合、最初のバックアップメディアタイムアウトが完了すると、デー

タマイグレーションジョブは失敗します。タイムアウト値設定の詳細について

は、「バックアップのバックアップメディアオプション」を参照してください。
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ストリームの最大数オプションのバックアップとリストア処

理への影響

Arcserve Backupでは、複数のジョブを同時に FSDにストリーミングすることができま

す。同時ストリーミングとは、バックアップジョブを、同時に実行される複数のサブ

ジョブに分割する処理のことです。Arcserve Backupでは、同時ストリーミングを使

用し、複数のデータストリームをステージンググループのデバイスに同時に送信す

ることができます。データは複数の異なるストリームに分割されるので、同時スト

リーミングを使用したバックアップジョブは通常のバックアップジョブよりも短い時間

で完了できます。

ディスクステージングを使用してデータをバックアップする場合、バックアップジョブは

子ジョブを生成します。各子ジョブは、1つのデータストリームを持っています。実

際に親ジョブが生成できる子ジョブの数は、バックアップジョブがノード レベルである

かボリュームレベルであるかによって異なります。ただし、子ジョブの数が、ステージ

ングに指定されているストリーム数を超えることはありません。

注：ジョブが子ジョブを生成し、使用するストリームの数が指定されていない場合

は、連続した 1つのストリームで子ジョブが生成されバックアップされます。

ノード レベルのバックアップジョブの場合、作成される子ジョブの数は、バックアップ

ジョブに指定されているエージェントの数に基づいて決まります。同様に、ボリュー

ムレベルのバックアップジョブでは、バックアップジョブで指定されるボリュームの数

によって、生成される子ジョブの数が異なります。

例：複数のストリームを使用したステージングバックアップジョブ

バックアップジョブが4つのノードからなり、バックアップレベルがノード レベルの場

合、親ジョブから少なくとも 4つの子ジョブが生成されます。この場合、3つのスト

リームを指定すると、マスタジョブが3つの子ジョブを同時に送信でき、4番目の子

ジョブは先に実行された子ジョブの1つが終了した時点で開始されます。すべての

子ジョブが完了して初めて、親ジョブが完了済みと見なされます。
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［ステージングの場所］タブ

［ステージングの場所］タブの情報およびオプションにアクセスするには、バックアップ

マネージャを起動し、［ステージングの場所］タブを選択します。

［ステージングの場所］タブには、以下のオプションおよび情報フィールドが含まれて

います。

［グループ］フィールド

このジョブに対して選択されたグループの名前を表示します。

注：ステージンググループは、ステージングジョブから選択する必要がありま

す。ステージングにおいては、「*」グループを指定することはできません。

ストリームの最大数

ステージンググループ内のFSDへの書き込み時に、ジョブで使用が許可される

データストリームの最大数を指定します。たとえば、ストリームの最大数が4に
指定されている場合、このステージングジョブはどの時点においても、同時に

FSDに書き込みを行う子ジョブを 5以上持つことはできない、ということになりま

す。3つ以上のストリームを指定するには、Enterprise Moduleのライセンスを

取得する必要があります。

ステージンググループのディレクトリツリー

ステージンググループとして設定されているグループの名前を表示します。

プロパティビュー

バックアップマネージャのプロパティビューから、以下の作業を実行できます。
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ディスクベースデバイスの作成 -- Windowsファイルシステムデバイスおよびデ

デュプリケーションデバイスを設定できるように、ディスクベースデバイス環境設

定を開きます。

デバイスグループの環境設定 --デバイスグループを設定できるように、デバイ

スグループ環境設定を開きます。

ディスクベースデバイスグループプロパティの設定 --ステージンググループプロ

パティを設定できるように、ファイルシステムのデバイスグループ環境設定を開

きます。
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ディスクステージングバックアップを実行するように

Arcserve Backupを設定する方法

ディスクにデータをバックアップすることを計画している場合、ファイルシステムデバ

イス( FSD)にデータをバックアップするのではなく、ディスクステージングを使用するこ

とをお勧めします。ディスクステージングでは、以下の手順を実行することができま

す。

ディスクにバックアップして、2つの最終的なデスティネーションにデータを同時に

コピーします(ダブルテープコピー)。次に、ステージンググループを作成して、

ステージングデバイスのデータを削除します。

デバイスの1つが使用不可能になってもマイグレーションジョブを続行できるよ

うに、タイムアウト値を設定して、追加のバックアップメディアが別のデバイスで

マイグレーションジョブを続行できるようにすることができます。タイムアウト値を

設定しない場合、最初のバックアップメディアタイムアウトが完了すると、デー

タマイグレーションジョブは失敗します。タイムアウト値設定の詳細について

は、「バックアップのバックアップメディアオプション」を参照してください。

データをコピーおよび削除する条件を決める柔軟なポリシーを作成します。

ディスクステージング領域に書き込むときに、1つのジョブを複数の同時スト

リームに分割すると、バックアップウィンドウを縮小できます。同時ストリーム数

は、ディスクネットワークスループットに応じて制御できます。

ディスクステージングを使用してデータをバックアップする前に、以下のタスクを実

行する必要があります。

ステージングデバイスを作成します。最初に、ステージング処理に使用するデ

バイスを指定します。

重要：ステージングバックアップ操作では、FSD上の空きディスク容量が大量

に使用されることがあります。FAT 16および FAT 32ファイルシステムには最大

ファイルサイズの制限があるため、ステージング操作を行う FSD上ではこれらの

ファイルシステムは使用しないでください。

ステージンググループを設定します。デバイスを指定した後、そのデバイスグ

ループをステージンググループとして設定する必要があります。

ステージングポリシーを設定します。ステージングを使用してバックアップ動作

を行うには、Arcserve Backupが、ステージングデバイス上に保存されたデータ

の管理に使用するコピーおよびパージポリシーを定義する必要があります。

以下のセクションでは、ステージングバックアップを実行するためのArcserve Backup
の設定方法について説明します。

詳細情報：
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ステージングを使用するデバイスグループの設定

ステージンググループ設定を変更する方法

ディスクステージングバックアップのコピーおよびパージポリシーの指定

ディスクステージングバックアップのその他オプションの指定

ディスクおよびテープステージングバックアップのAlertオプションの指定

ディスクおよびテープステージングバックアップの実行後スクリプト オプションの指定
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ステージングを使用するデバイスグループの設定

このセクションでは、ステージングを使用するデバイスグループを設定する方法につ

いて説明します。

注：デバイスグループを設定するには、ステージング処理に使用するデバイスを指

定する必要があります。詳細については、「ファイルシステムデバイスを作成する

方法」を参照してください。

ステージングを使用するデバイスグループを設定する方法

1. Arcserve Backup >マネージャコンソールのナビゲーションバーにある［管理］メ
ニューから［デバイスグループの環境設定］を選択します。

［デバイスグループ環境設定］が開きます。

2. ［次へ］をクリックします。

ログインダイアログボックスが表示されます。

3. ログインダイアログボックスで必要なフィールドに入力して、［次へ］をクリックしま

す。

［オプション］ダイアログボックスが開きます。

4. ［オプション］ダイアログボックスで、設定するサーバを選択し、［ディスクベースグ

ループの環境設定］を選択し、［次へ］をクリックします。

5. ［グループ］リストから、設定したいグループを選択します。選択されたグループのス

テージングを有効にするには、［ステージングを有効にする］オプションをオンにし、

必要に応じて以下のオプションを変更します。

［最大しきい値］-- Arcserve Backupでステージングバックアップに使用する

ディスク使用容量の最大値を指定します。ディスクの使用容量が［最大し

きい値］を超えたことがArcserve Backupによって検出されると、Arcserve
Backupによってバックアップジョブが一時停止され、マイグレート済みの最も

古いセッションは FSDからパージされます。これは、ディスクの使用容量が、

［パージしきい値］以下になるまで行われます。

デフォルト値：%が指定された場合は 80%、GBが指定された場合は 8 GB、
MBが指定された場合は 4000 MB。

［最大しきい値］は、使用されているMBまたはGBの合計として、または

FSDで使用されている総容量のパーセンテージとして表されます。［最大し

きい値］の値が FSDの容量のパーセンテージに設定されている場合は、［最
大しきい値］の値は 100%以下で、［パージしきい値］の値は 0%以上であ

る必要があります。
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注：［最大しきい値］は、［パージしきい値］より大きい数字である必要があ

ります。絶対値 (たとえば、MBまたはGB)を指定する場合は、この値は 1
MB以上である必要があります。

［使用ディスク容量が最大しきい値を超えたらデータをパージする］--ディス

クの使用容量が［最大しきい値］を超えた場合に、マイグレートされたセッ

ションを Arcserve Backupによって FSDからパージします。

注：パージ処理を適切なタイミングで開始するには、最大しきい値を 100
MB以上、合計ディスク容量未満に指定してください。

［パージしきい値］-- Arcserve Backupが、最も古いマイグレート済みセッショ

ンのディスクからのパージを停止する、ディスクの使用容量を指定します。

デフォルト値：%が指定された場合は 60%、GBが指定された場合は 6 GB、
MBが指定された場合は 3000 MB。

最大しきい値の指定単位は、Arcserve Backupによって自動的に指定され

ます(たとえば、%、MBまたはGB)。［パージしきい値］の値は、［最大しきい

値］の値より小さくする必要があります。絶対値 (たとえば、MBまたはGB)
を指定する場合は、この値は 1 MB以上である必要があります。

例：FSDの容量は 100 GBです。使用されているディスク容量は 75%( 75
GB)です。［最大しきい値］は 80%( 80 GB)であり、［パージしきい値］は 50%
( 50 GB)です。管理者は合計 10 GBのジョブをサブミットします。Arcserve
Backupでは、ジョブの完了時に、［最大しきい値］より大きくなることが検出

されます。ディスクの使用容量が［パージしきい値］( この例では、50%または

50 GB)以下になるまで、Arcserve Backupはジョブを一時停止し、マイグレー

ト済みの最も古いセッションを FSDからパージします。Arcserve Backupその

後、はバックアップジョブを続行します。

注：マイグレート済みのすべてのセッションがArcserve Backupによってディス

クからパージされた後も、使用容量が［パージしきい値］を超え続ける場

合、Arcserve Backupはジョブを再起動し、使用可能なディスク容量を使用

してジョブの完了を試みます。

［最大ストリーム数］--選択したファイルシステムデバイスグループに対する

最大同時ストリーム数を指定します。Enterprise Moduleのランセンスを取

得している場合、最大 32ストリームまで指定できます。取得していない場

合、2ストリームまで指定できます。

注：ジョブが子ジョブを生成する場合、生成される子ジョブの数が、そのジョ

ブに対して指定されたストリームの数を超えることはありません。ただし、ジョ

ブが子ジョブを生成し、使用するストリームの数が指定されていない場合、

連続した 1つのストリームで子ジョブが作成されバックアップされます。
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［このグループのSnapLockを有効にする］--ファイルシステムデバイスの

SnapLock WORM保護を有効にします。

注：このオプションは、ライブラリでは使用できません。このオプションを使用

するには、ファイルシステムデバイスで SnapLock技術がサポートされている

必要があります。SnapLock WORM保護をサポートしないデバイス上で

SnapLockを有効にすると、Arcserve Backupはデータの書き込みはできなくな

りますが、データの削除はできます。

［データマイグレーションを一時停止する］--データのマイグレーション処理を

一時的に停止します。

6. 必要な回数だけこの手順を繰り返して、他のグループを設定します。

7. ［次へ］をクリックし、［完了］をクリックします。

このオプションは、ジョブに適用されます。
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ステージンググループ設定を変更する方法

以下の手順に従い、ステージンググループ設定を変更します。

ステージンググループ設定を変更する方法

1. ［バックアップマネージャ］ウィンドウで、［ステージングの場所］タブをクリックします。

2. グループリストから、グループを右クリックして、コンテキスト メニューから［ディスク

ベースデバイスグループプロパティの設定］を選択します。

［ディスクベースグループプロパティの環境設定］ダイアログボックスが表示されま

す。

3. 設定するグループを選択し、［ステージングを有効にする］をクリックします。

4. ［最大しきい値］フィールドで、最大ファイルシステムデバイスしきい値を指定しま

す。ドロップダウンリストから、MB、GB、または%を選択します。

5. ディスクの使用容量が［最大しきい値］より大きい場合に、マイグレートされたセッ

ションを Arcserve Backupによって FSDから自動的にマージするには、［使用ディス

ク容量が最大しきい値を超えたらデータをパージする］オプションをオンにします。

［パージしきい値］フィールドには、Arcserve Backupでマイグレート済みの最も古い

セッションをディスクからパージするのを停止するときの、ディスクの使用容量を指

定します。

6. ディスクのステージングを有効にすると、デフォルトで複数ストリーミングが有効にな

ります。たとえば、以下が可能になります。

Enterprise Moduleのライセンスを取得していない場合は、同時ストリームを

最大 2個指定できます。

Enterprise Moduleのライセンスを取得すると、32個までのストリームを同時

に指定できます。

7. ファイルシステムが SnapLock対応で、バックアップデータをWORM保護したい場

合は、［このグループのSnapLockを有効にする］オプションをオンにします。

8. ［OK］をクリックします。

これらの手順を完了した後、新しく作成されたファイルシステムデバイスグループ

が［ステージングの場所］タブの［グループ］ディレクトリツリーに表示されます。

注：ステージングデバイスグループとして識別されるデバイスグループは、バック

アップマネージャの［デスティネーション］タブには表示されません。

詳細情報：

ステージングを使用するデバイスグループの設定

第3章 :データのバックアップ 301

../../../../../Content/disk_staging_configure_pro.htm


バックアップステージング方式

ディスクステージングバックアップのコピーおよびパージ

ポリシーの指定

Arcserve Backupでは、ディスクステージングバックアップのコピー(マイグレーション)
およびパージポリシーを指定できます。コピーポリシーでは、Arcserve Backupで

ディスクステージングデバイスへのバックアップを完了した後、いつバックアップデー

タを最終デスティネーションメディアにマイグレートするかを定義できます。パージポ

リシーでは、デバイスがディスク容量を再利用するために、バックアップセッションを

削除するタイミングを定義します。

以下では、ファイルシステムデバイスまたはデデュプリケーションデバイスへのフルお

よび差分/増分バックアップ( B2D2T)のポリシーを定義する方法について説明しま

す。ライブラリまたは仮想ライブラリへのフルおよび増分/差分バックアップポリシーの

設定方法については、「テープステージングバックアップを実行するようにArcserve
Backupを設定する方法」を参照してください。

注：ディスクステージングバックアップに指定したコピーおよびパージポリシーは、

ファイルシステムデバイスおよびデデュプリケーションデバイスに適用されます。

ディスクステージングバックアップのコピーおよびパージ ポリシーを指定する方法

1. バックアップマネージャを開いて［スタート］タブを選択します。

［スタート］タブで、［標準バックアップ］および［ステージング有効化］をクリックしま

す。

バックアップマネージャに［ステージングの場所］タブと［ポリシー］タブが表示されま

す。

2. ［ポリシー］タブをクリックします。

コピーとパージのオプションが表示されます。

3. 必要に応じて、ジョブに以下のコピーポリシーを指定します。

［フルバックアップ］をクリックしてフルバックアップジョブのポリシーを指定し、

［差分/増分バックアップ］を選択して差分および増分バックアップジョブのポ

リシーを指定します。

データをコピーしない --バックアップセッションを最終デスティネーションメディ

アにマイグレートしない場合に、このオプションを選択します。たとえば、増分

および差分バックアップ処理を実行すると仮定します。この種類の処理は、

保存期間が短く、全体的サイズも小さくなる傾向にあります。最終デスティ

ネーションメディアに増分/差分バックアップをコピーしない場合、テープにバッ

クアップを保管する必要性が低下します。

指定日より後 --指定した時間が経過した後にマイグレーションジョブを開

始します。
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注：物理ディスクと物理ボリュームが差分および増分バックアップをサポート

していないことに注意してください。そのため、Arcserve Backupは物理ディス

クと物理ボリュームの差分および増分バックアップにフルバックアップポリシー

を適用します。唯一例外的な動作として、コピーが実行されます。ステージ

ングバックアップでは、Arcserve Backupは物理ディスクと物理ボリュームの差

分および増分バックアップを、差分および増分バックアップのコピーポリシーに

基づいて最終デスティネーションメディアにコピーします。

Arcserve Backupは、以下のいずれかのイベントの発生を基準として、最終

デスティネーションメディアへのコピー処理を開始します。

ジョブの開始後 --ディスクへのバックアップ処理の開始後、ある特定

の時点でマイグレーション処理を開始します。

ジョブの終了後 --ディスクへのバックアップ処理の終了後、マイグレー

ション処理を開始します。

各バックアップジョブの全体的なサイズやディスクへのバックアップの所

要時間が異なるため、ディスクステージングデバイスの読み取りと書

き込み処理が同時に行われる場合があります。このオプションを選択

すると、ディスクステージングデバイスの読み取りと書き込み処理が同

時に実行されなくなります。

各セッションの終了後 --各セッションのディスクへのバックアップ処理の

終了直後にメディアへのコピー処理を開始する場合に、このオプション

を選択します。

通常のバックアップジョブは複数のセッションから構成されます。このオ

プションを指定すると、Arcserve Backupで、バックアップジョブの終了

直後に、最終的なデスティネーションにバックアップセッションをコピーす

るよう指定できます。このオプションでは、バックアップとコピーの同時処

理が実行されます。バックアップとコピーを同時に行うことで、全体的

なバックアップ時間とコピー時間を短縮できます。

このオプションは、FSD上での読み取りと書き込みの同時処理を許可

するため、大量の読み取りと書き込みを同時に処理できる高速デバ

イスを使用している場合に限って選択してください。

注：［指定日より後］のどのオプションを指定した場合でも、Arcserve Backup
は各セッションのバックアップジョブが完了するまでは、最終的なデスティネー

ションメディアへのセッションのマイグレーションは実行しません。これは、バッ

クアップ処理の完了前にコピーの保存期間が終了してしまう場合も対象と

します。

第3章 :データのバックアップ 303



バックアップステージング方式

時刻 --指定した時刻にマイグレーション処理を開始します。このオプション

を使用すると、毎日一定の時刻にArcserve Backupがマイグレーションプロ

セスを開始するよう指定できます。

l ディスクへのバックアップ処理が、最終デスティネーションへのコピー処

理の指定の開始時刻の後に終了することが予測される場合は、［ま
たはその後のジョブの終了後］オプションを選択してください。このオプ

ションにより、Arcserve Backupで、バックアップ処理の実行中にディスク

からテープにセッションがコピーされることがなくなります。

指定されたバックアップのデータのみをコピーする --ローテーションジョブに関

連する月単位または週単位のバックアップのみをマイグレートします。

注：［指定されたバックアップのデータのみをコピーする］オプションは、増分

バックアップまたは差分バックアップには適用されません。

デフォルト値：無効

このオプションを有効にすると、以下のマイグレーションオプションのいずれか

を指定できます。

月単位バックアップのデータのみをコピーする --月単位のフルバック

アップセッションのみをマイグレートします。ローテーションジョブに関連

する週単位のフルバックアップジョブはマイグレートしません。

注：このオプションはGFSローテーションジョブにのみ適用できます。

週単位バックアップのデータをコピーする --週単位のフルバックアップ

セッションのみをマイグレートします。ローテーションジョブに関連する日

単位のフルバックアップセッションはマイグレートしません。

7日単位のローテーション --以下のシナリオでデータをマイグレートで

きます。7日単位の週のフルバックアップでは、Arcserve Backupは土

曜日の( フル)バックアップセッションをマイグレートします。7日単位の

週の増分/差分バックアップでは、日曜日にフルバックアップを行い、

Arcserve Backupは日曜日の( フル)バックアップセッションをマイグレー

トします。

5日単位のローテーション -- Arcserve Backupは金曜日の( フル)バック

アップセッションのみをマイグレートします。

注：このオプションはローテーションジョブおよびGFSローテーションジョ

ブにのみ適用できます。詳細については、「ローテーションスキーム」を

参照してください。

4. 必要に応じて、ジョブに以下のパージポリシーを指定します。

指定期間後 --指定した時間が経過した後にパージ処理を開始します。

Arcserve Backupは、以下のいずれかのイベントの発生を基準として、パージ
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処理を開始します。

ジョブの開始後 --ステージングデバイスへのバックアップ処理の開始

後、指定した時間が経過した後にパージ処理を開始します。

ジョブの終了後 --ステージングデバイスへのバックアップ処理の終了

後、指定した時間が経過した後にパージ処理を開始します。

時刻 --指定した時刻にパージ処理を開始します。スピンボックスを使用し

て、コピーを開始する時刻を指定します。

5. SnapLock保護を有効にする場合は、［SnapLockを有効にする］チェックボックスを

オンにします。

注：デバイスで SnapLock保護がサポートされている必要があります。SnapLock
WORM保護をサポートしないデバイス上で［SnapLockの有効化］を指定すると、

Arcserve Backupはデータの書き込みはできなくなりますが、データの削除はできま

す。
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ディスクステージングバックアップのその他オプションの

指定

ディスクステージング( B2D2T)バックアップを実行する際は、Arcserve Backupによる

バックアップデータの処理方法を制御するためのポリシーを任意で指定できます。

注：ディスクステージングバックアップに指定したその他オプションは、ファイルシス

テムデバイスおよびデデュプリケーションデバイスに適用されます。

ディスクステージングバックアップのその他のオプションを指定する方法

1. バックアップマネージャを開いて［ポリシー］タブを選択します。

2. ポリシーリストで［その他］をクリックします。

3. ジョブに必要なオプションを選択します。

キャンセルされたセッションをディスクからパージ --このオプションでは、ステージン

グデバイスへのバックアップがキャンセルされた場合に、Arcserve Backupですぐ

にセッションをステージングデバイスから削除するよう指定します。

このオプションを使うと、ステージングデバイスの空きディスク容量を速やかに再

利用できます。

失敗したセッションをディスクからパージ --このオプションでは、ステージングデバ

イスへのバックアップに失敗した場合、Arcserve Backupですぐにセッションをディ

スクから削除するよう指定します。

このオプションを使うと、ステージングデバイスの空きディスク容量を速やかに再

利用できます。

［ディスクがいっぱいの場合、メークアップジョブを作成して、最終的なバックアッ

プ先にデータを直接バックアップ］--このオプションでは、ステージンググループ内

のファイルシステムデバイスに十分な空き容量がない場合に、Arcserve Backup
でデータを直接最終的なデスティネーションメディアにバックアップするよう指定

します。

ステージングデバイス上のディスク領域が不足している場合、バックアップ操作

は失敗します。このような状況に対処するため、Arcserve Backupでは、バック

アップ先を、ステージンググループのファイルシステムデバイスから、直接最終

的なデスティネーションメディアへと切り替えることができます。メークアップジョブ

は、空のメディアおよび再利用セット内のメディアを検索します。そのため、この

オプションを指定することで、「ディスクが一杯」の状態になった場合の、バック

アップ処理の全体的成功率を高めることができます。

データマイグレーションに失敗した場合、ホールド状態のメークアップジョブを作

成 --このオプションは、データのマイグレーション(テープへのコピー)ジョブが失敗
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したとき、Arcserve Backupに保留状態のメークアップジョブを作成させる場合

に使用します。

テープへのコピー中にメディアまたはテープドライブのエラーが発生した場合、

データマイグレーションジョブは失敗する場合があります。このオプションを使用

して、ホールド状態のメークアップジョブを作成しておくと、エラーが修正された

後で、このジョブをレディ状態に変更できます。エラーが発生している場合、こ

のオプションにより、テープコピージョブを作成する必要性が最小限に抑えられ

ます。

［コピー中にジョブをまたがるデータを統合する］オプション

マイグレーション処理中にバックアップデータを統合できます。

［コピー方法］--統合処理に使用するコピー方法 ( ［追加］または［上書き］)を
指定します。指定する方法は、統合するすべてのジョブで同一である必要が

あります。

複数のジョブのデータを統合して日単位でテープを送る必要がある場合

は、［上書き］オプションを選択してください。

複数のジョブの1週間分のデータ(日単位バックアップ)を単一テープに

統合して週単位でテープを送る必要がある場合は、［追加］オプションを

選択してください。

制限事項および考慮事項

対象バックアップがローテーションバックアップまたはGFSバックアップの場

合、統合に使用するターゲット メディアのプレフィックスおよびメディアプー

ルのプレフィックスを［デスティネーション］タブで入力する必要があります。

注：統合オプションおよび例の詳細については、「マイグレーション時の統合」を参

照してください。
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ディスクおよびテープステージングバックアップのAlert
オプションの指定

Arcserve Backupでは、アラート通知システムを使用して、ステージング処理時に

発生するマイグレーションイベントについてのメッセージを送信できます。アラートの

セットアップの詳細については、「Alertマネージャの使用」を参照してください。

注：ディスクステージングバックアップに指定したAlertオプションは、ファイルシステ

ムデバイスおよびデデュプリケーションデバイスに適用されます。

ディスクおよびテープのステージングバックアップに対して Alertオプションを指定す

る方法

1. ［バックアップマネージャ］を開き、［スタート］タブをクリックします。

2. ［スタート］タブから、［標準バックアップ］または［デデュプリケーションバックアップ］を
クリックした後、［ステージング有効化］をクリックします。

バックアップマネージャに［ステージングの場所］タブと［ポリシー］タブが表示されま

す。

3. ［ポリシー］タブをクリックします。

コピーのオプションが表示されます。

4. ポリシーリストの［Alert］をクリックします。

Alertオプションが表示されます。

5. ［イベント］リストから、アラート通知の送信対象として以下のいずれかのマイグレー

ションジョブを選択します。

ジョブが完了した時 --マイグレーションジョブが正常に完了しました。

ジョブが未完了の時 --マイグレーションジョブは正常に完了しませんでした。

ジョブがユーザによってキャンセルされた時 --マイグレーションジョブはユーザ

によってキャンセルされました。

ジョブが失敗した時 --マイグレーションジョブが失敗しました。

メディア使用不可 --マイグレーションジョブの実行中にメディアが利用できま

せんでした。

注：マイグレーションメディア(最終デスティネーションメディア)はテープメ

ディアである必要があります。

ブランクテープのフォーマット --マイグレーションジョブの実行中にテープが

フォーマットされました。
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カスタムイベント --マイグレーションジョブの実行中にエラーメッセージ、警

告メッセージおよびクリティカルエラーメッセージのようなユーザ定義イベント

が発生しました。また、メッセージがアクティビティログに表示されました。

イベント コード：

注：カスタムイベント選択する場合のみ、イベント コードを指定できます。

E* --エラーが発生しました。また、エラーメッセージがアクティビティログに表

示されました。

W* --警告が発生しました。また、警告メッセージがアクティビティログに表

示されました。

N* --通知メッセージが発生しました。また、通知メッセージがアクティビティ

ログに表示されました。

C* --クリティカルメッセージが発生しました。また、クリティカルメッセージがア

クティビティログに表示されました。

AE* --エージェント エラーメッセージが発生しました。また、エージェント エ

ラーメッセージがアクティビティログに表示されました。

AW* --エージェント警告メッセージが発生しました。また、エージェント警告

メッセージがアクティビティログに表示されました。

例 :

［イベント コード］フィールドにAE*を指定しました。エージェント エラーメッ

セージが発生し、そのエージェント エラーメッセージがアクティビティログに表

示された場合にアラートが送信されます。

［イベント コード］フィールドにAE0006を指定しました。AE0006が発生し、エ

ラーメッセージがアクティビティログに表示された場合にのみ、アラートが送

信されます。

［イベント コード］フィールドに E*;AE0006を指定しました。何らかのエラーが

発生してエラーメッセージがアクティビティログに表示された場合、また

AE0006が発生してエラーメッセージがアクティビティログに表示された場合、

またはその両方が発生した場合にアラートが送信されます。

注：イベント コードはセミコロン「;」で区切る必要があります。

6. ［受信方式と受信者］フィールドから、デフォルト オプションを使用するか、イベント

のカスタムアラートを作成できます。<デフォルト>環境設定では、Alertマネージャ

を使用して設定されたアラート オプションを使用することになります。

カスタムアラートを作成するには、［環境設定］ボタンをクリックします。

［受信者環境設定］ダイアログボックスが表示されます。定義済みのAlert環境

設定を 1つ以上指定できます。Arcserve Backupには、以下の定義済みのAlert
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環境設定が用意されています。

ブロードキャスト

ポケットベル

注：ポケットベルオプションは、Arcserve Backupの日本語バージョンでサポー

トされていません。

SMTP

SNMP

イベント

プリンタ

電子メール

Lotus Notes

Unicenter NSM

7. 新しい受信方式と受信者の環境設定を追加するには、［新規］ボタンをクリックし

ます。

［環境設定名］ダイアログボックスが開きます。環境設定の名前を指定し、［OK］
をクリックします。

新しい環境設定ツリーが、ダイアログボックスの左にあるブラウザに表示されます。

新しい環境設定ツリーには、利用可能なすべての通知方法を含むブランチが1
つあります。この時点で、ツリーの各ブランチに受信者を追加する必要がありま

す。たとえば、［プリンタ］通知方法を使用する場合、利用可能なプリンタをツリー

に追加する必要があります。

8. 受信者を環境設定に追加するには、環境設定ツリーから方式 (たとえば［ブロー

ドキャスト］)を選択して、［追加］ボタンをクリックする必要があります。

選択した受信者に対応する［受信者の追加］ダイアログボックスが表示されま

す。このダイアログボックスで新しい受信者の環境設定を行います。上記以外の

受信者ダイアログボックスの詳細については、［ヘルプ］ボタンをクリックしてくださ

い。

新しい受信者の環境設定が済むと、受信者がツリーに追加されます。

9. 受信方式と受信者環境設定を変更するには、［環境設定］ドロップダウンリスト

から環境設定を選択します。

選択した環境設定ツリーがブラウザに表示されます。［追加］、［変更］、または

［削除］ボタンをクリックすることで、環境設定ツリーから受信者を追加、変更、ま

たは削除できます。
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環境設定を削除するには、［環境設定］ドロップダウンリストから該当する設定を

選択して、［削除］ボタンをクリックします。

環境設定の名前を変更するには、［環境設定］ドロップダウンリストから該当する

設定を選択して、［名前の変更］ボタンをクリックします。
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ディスクおよびテープステージングバックアップの実行

後スクリプト オプションの指定

Arcserve Backupでは、ステージング処理中に発生する特定のマイグレーションイ

ベントに基づいて実行する実行後スクリプトを指定できます。

スクリプトとは、ユーザ定義ファイルに保存される命令セットで、.batや .exeなどの

任意のフォーマットで作成できます。スクリプトは、イベントの発生前または発生後

に実行できます。実行後スクリプトとは、マイグレーションイベントなど、イベントの

発生後に実行できる命令セットのことです。実行後スクリプトは、Arcserve Backup
ベースのスクリプトに限定されません。

注：ディスクステージングバックアップに指定した実行後スクリプト オプションは、

ファイルシステムデバイスおよびデデュプリケーションデバイスに適用されます。

ディスクおよびテープステージングバックアップに対して実行後スクリプト オプション

を指定する方法

1. ［バックアップマネージャ］を開き、［スタート］タブをクリックします。

2. ［スタート］タブから、［標準バックアップ］または［デデュプリケーションバックアップ］を
クリックした後、［ステージング有効化］をクリックします。

バックアップマネージャに［ステージングの場所］タブと［ポリシー］タブが表示されま

す。

3. ［ポリシー］タブをクリックします。

コピーのオプションが表示されます。

4. ポリシーリストで［実行後スクリプト］をクリックします。

ジョブに必要なオプションを選択します。

5. ［イベント］リストから、実行後スクリプトを実行する以下のいずれかのマイグレー

ションイベントを選択します。

マイグレーションジョブが完了した --現在のマイグレーションジョブのすべての

セッションが正常にマイグレートされました。

例 :

バックアップジョブは、1つまたは複数のマイグレーションジョブで構成できま

す。このイベントは、個々のマイグレーションジョブが完了すると発生します。

マイグレーションジョブが未完了になった --マイグレーションジョブの1つ以

上のセッションが正常に完了しませんでした。たとえば、マイグレーションジョ

ブ中にセッションがスキップされました。
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マイグレーションジョブがキャンセルされた --マイグレーションジョブが、アクティ

ブ、レディ、またはホールド 状態のときに、ユーザによりキャンセルされました。

メークアップジョブは作成されませんでした。

マイグレーションジョブが失敗した --マイグレーションジョブの1つ以上のセッ

ションが失敗しました。

マイグレーションのメークアップジョブが作成された --マイグレーションジョブが

失敗し、Arcserve Backupはメークアップジョブを作成しました。

すべてのセッションがマイグレートされた --ステージングジョブに対応するすべ

てのセッションが正常にマイグレートされました。

例 :

バックアップジョブは、複数のマイグレーションジョブで構成できます。マイグ

レーションジョブは、それぞれいくつかのセッションで構成されます。このイベン

トは、バックアップジョブを構成するすべてのマイグレーションジョブのすべての

セッションが正常にマイグレートされたときに発生します。

6. 選択したイベントに隣接する［実行後スクリプト］フィールドをクリックして、以下の

いずれかを選択します。

イベント発生後に実行するスクリプトへのパスを入力します。

省略記号ボタン をクリックして、イベント発生後に実行するスクリプトを参

照します。

注：マイグレーションイベントごとに指定できる実行後スクリプトは 1つです。

7. ［実行ユーザ］セクションの以下のフィールドに入力します。

ユーザ名

パスワード

パスワードの確認

注：実行後スクリプトを実行するには、Windows認証情報を提供する必要があ

ります。

8. 他のマイグレーションイベントに対して、手順 3、4、および 5を繰り返して実行後

スクリプトを指定します。
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ディスクステージングを使用したデータのバックアップ

テープステージング( B2D2T)を使用してバックアップを実行する前に、そのステージ

ンググループをあらかじめ設定しておく必要があります。ディスクステージングを使

用するようにArcserve Backupを設定していない場合、「ディスクステージングバッ

クアップを実行するようにArcserve Backupを設定する方法」を参照してください。

Arcserve Backupでは、バックアップマネージャまたはコマンド ラインユーティリティを

使用してバックアップジョブをサブミットできます。ここでは、バックアップマネージャを

使用してディスクステージングバックアップジョブを実行する方法について説明し

ています。コマンド ラインを使用してステージングバックアップジョブをサブミットする

方法の詳細については、「コマンド ラインリファレンスガイド」を参照してください。

注：ディスクステージングを使用してデータをバックアップするには、すべての事前

設定タスクを完了し、ライセンス要件を満たしている必要があります。詳細につい

ては、「ステージングバックアップのライセンスの要件」を参照してください。

ディスクステージングを使用したデータのバックアップ

1. バックアップマネージャを開きます。

2. ［スタート］タブをクリックし、［標準］、［デデュプリケーション］または［UNIX/Linux
Data Mover］を選択し、次に、［ステージング有効化］チェックボックスをクリックしま

す。

［ステージングの場所］タブと［ポリシー］タブが表示されます。

3. ［ソース］タブをクリックし、バックアップするソースオブジェクトを参照して選択しま

す。

4. ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップジョブに使用するスケジュールを指定

します。

注：詳細については、「ローテーションスキーム」および「カスタムスケジュール」を

参照してください。

5. ［ステージングの場所］タブをクリックして、ステージングサーバオブジェクトを展開し

ます。

バックアップジョブに使用するステージンググループを参照および選択します。［ス
タート］タブで［デデュプリケーション］を選択した場合は、［ステージングの場所］タ
ブでデデュプリケーションデバイスグループを選択します。

6. ［ポリシー］タブをクリックします。ジョブに必要な以下のステージングポリシーを指

定します。

［フルバックアップ］--ジョブに必要なフルバックアップのコピーおよびパージポ

リシーを指定します。
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(オプション) -- ［SnapLockを有効にする］をクリックします。

［増分/差分バックアップ］--ジョブに必要な増分/差分バックアップのコピー

およびパージポリシーを指定します。

(オプション) -- ［SnapLockを有効にする］をクリックします。

注：詳細については、「ディスクステージングバックアップのコピーおよびパー

ジポリシーの指定」を参照してください。

［その他］--バックアップジョブに必要なその他のポリシーを指定します。

注：詳細については、「ディスクステージングバックアップのその他オプション

の指定」を参照してください。

［Alert］--バックアップジョブに必要な Alertポリシーを指定します。

注：詳細については、「ディスクおよびテープステージングバックアップのAlert
オプションの指定」を参照してください。

［実行後スクリプト］--ジョブに必要な実行後スクリプト ポリシーを指定しま

す。

注：詳細については、「ディスクおよびテープステージングバックアップの実行

後スクリプト オプションの指定」を参照してください。

7. ［デスティネーション］タブをクリックして、サーバオブジェクトを展開します。

8. マイグレーションジョブに使用するデスティネーションデバイスを参照して選択しま

す。場合によっては、ステージンググループとして選択したデデュプリケーションデバ

イスグループと異なるのであれば、デデュプリケーションデバイスグループを最終的

なデスティネーションとして選択することもできます。

注：また、ダブルテープコピーを実行することもできます。ダブルテープコピーで

は、2つのデスティネーションにデータを同時にマイグレート ( コピー)できます。この

機能を使用すると、デスティネーションへの書き込みが並行して行われるため時間

が節約されます。そのためには、［デスティネーション］タブの［インラインで複製を作

成］チェックボックスをオンにします。詳細については、「バックアップマネージャのデ

スティネーションオプション」を参照してください。

9. ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［オプション］ダイアログボックスが開きます。

10. ［暗号化/圧縮］タブを選択して、バックアップジョブ用に以下のフィールドを指定し

ます。ただし、デデュプリケーションデバイスを使用している場合は指定できませ

ん。

［セッション/暗号化パスワード］--このデータをメディアからリストアするための

セッション/暗号化パスワードを指定します。
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重要：セッション/暗号化パスワードを指定する場合、セッションをリストアす

るときにこのパスワードを提供する必要があります。

［データの暗号化］--このオプションを使用してバックアップデータを暗号化し

ます。以下のオプションのいずれかを指定できます。

［エージェントで処理］--実際のバックアップ処理の前にバックアップ

データを暗号化します。このオプションの詳細については、「エージェン

ト サーバでのデータの暗号化」を参照してください。

［バックアップ中にバックアップサーバで処理］--バックアップ処理中に

バックアップサーバでバックアップデータを暗号化します。詳細について

は、「バックアップ中のデータ暗号化」を参照してください。

［マイグレーション中にバックアップサーバで処理］--ステージングバック

アップジョブのマイグレーションフェーズ中にバックアップデータを暗号

化します。詳細については、「マイグレーション中のデータ暗号化」を

参照してください。

［データの圧縮］--このオプションを使用してバックアップデータを圧縮しま

す。以下のオプションのいずれかを指定できます。

［エージェントで処理］--エージェントがインストールされ、実行されて

いるシステムでバックアップデータを圧縮します。

［バックアップサーバで処理］--バックアップ処理中にArcserve Backup
サーバでバックアップデータを圧縮します。このオプションを使用する

と、Arcserve Backupで、バックアップの前にソフトウェア圧縮アルゴリズ

ムを使用してファイルを圧縮するように指定されます。

注：データ暗号化の前にバックアップサーバでデータ圧縮を使用する

場合、ステージングデバイスにデータを保存するために必要な容量

が、ソースファイルのサイズの2倍になります。そのため、ディスクにバッ

クアップする場合、暗号化の前に圧縮を使用することはお勧めできま

せん。

暗号化と圧縮に関して、以下の考慮点に注意してください。

マイグレーションジョブに影響するその他のオプションを適用する場合は、こ

の時点で実行してください。たとえば、マイグレーションジョブ完了後にテープ

をライブラリからイジェクトするには、［グローバルオプション］ダイアログボックス

の［操作］タブをクリックして、［メディアのイジェクト］オプションを選択します。

圧縮/暗号化オプションを指定しても、バックアップ先が圧縮をサポートして

いないドライブであるか、FSD ( File System Device、ファイルシステムデバイ

ス)である場合は、Arcserve Backupはバックアップデータを暗号化しますが、

圧縮は行いません。
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暗号化と圧縮は、デデュプリケーションデバイス上ではサポートされていませ

ん。ただし、ステージングデスティネーションまたは最終的なデスティネーショ

ン用に通常のFSDを選択した場合は、必要に応じて、暗号化または圧縮

を有効にできます。詳細については、「デデュプリケーションによる圧縮および

暗号化」を参照してください。

11. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、バックアップジョブをサブミットします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

12. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで入力必須フィールドに入力して、［OK］を
クリックします。

ジョブがサブミットされます。

詳細情報：

バックアップジョブのサブミット
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ステージングローテーションスキームの修正

ローテーションまたはGFSローテーションのディスクステージングジョブを使用する場

合、Arcserve Backupでは、曜日を指定してステージングを無効にすることができま

す。

ローテーションスキーマを使用している場合にステージングを変更する方法。

1. バックアップマネージャを開いて［スケジュール］タブを選択します。

2. ［ローテーションスキーマの使用］オプションを選択し、［スキーマ名］ドロップダウン

リストからスキーマの名前を選択します。

3. ［ローテーションルール］タブをクリックします。

［ステージング］列に、ローテーションスキーマに適用されるステージングの現在のス

テータスが表示されます。

4. ステージングを変更する曜日を選択し、［修正］ボタンをクリックします。

［環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

5. ［ステージング］ドロップダウンリストから、［有効］または［無効］のいずれかを選択

します。

6. ［OK］をクリックします。

注：任意のステージンググループに対するステージングを無効にするには、「ステー

ジングの無効化」を参照してください。
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データマイグレーションの一時停止

データマイグレーションの一時停止オプションでは、FSDから最終的なデスティネー

ションメディアへのデータマイグレーションのプロセスを一時的に停止できます。

例：データ マイグレーションの一時停止が必要となる場合

ライブラリでメンテナンスを実行するには、テープライブラリをオフラインにする必要

があります。データマイグレーションプロセスを一時停止して、メンテナンスタスクを

完了します。次に、ライブラリをオンラインにして、マイグレーションプロセスを再開し

ます。

データマイグレーションを一時停止する方法

1. ［ステージングの場所］タブの［ステージンググループ］ツリーで、一時停止したいグ

ループを選択します。

2. グループ名を右クリックし、ポップアップメニューで［ディスクベースグループの環境

設定］を選択します。

［ディスクベースグループプロパティの環境設定］ダイアログボックスが表示されま

す。

3. グループリストでグループを選択します。

4. ［データマイグレーションを一時停止する］をクリックします。

5. ［OK］をクリックします。

Arcserve Backupがマイグレーションを一時停止します。

注：データマイグレーションの処理を再開するには、上記の手順を繰り返し、

［データマイグレーションを一時停止する］をオフにします。
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ディスクステージングローテーションの無効化

標準またはGFSのローテーションルールを使用してバックアップを実行する際は、

Arcserve Backupで指定した曜日にバックアップジョブのステージングを保留または

無効にする機能が提供され、FSDをバイパスして、データを直接最終的なデス

ティネーションメディアにバックアップすることができます。

例 : ステージングバックアップジョブを無効にする必要がある場合

たとえば、ステージンググループのFSDがストレージ容量のしきい値を超えそうであ

る、または超えてしまい、バックアップジョブが失敗しそうであることがわかったとしま

す。データが直接最終的デスティネーションにバックアップされるように、ステージン

グジョブを変更し、その日のステージングを無効に設定できます。

ローテーションまたはGFSローテーションのステージングが有効、無効のどちらに設定

されているかを確認するには、バックアップマネージャを開き、［スケジュール］タブを

選択して［ローテーションルール］タブを選択します。ローテーションルールのスケ

ジュールの［ステージング］列に、すべてのローテーションとGFSローテーションの現在

のステータスが表示されます。ローテーションを変更するには、スケジュールの下の

［変更］ボタンをクリックします。
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ステージングの無効化

Arcserve Backupを使用すると、FSDへのバックアップ操作を無効に(バイパス)する

ことができます。このオプションを使用した場合、データは FSDにバックアップされ

ず、最終的なデスティネーションメディアに直接バックアップされます。

この作業の実行には、2通りの方法があります。

バックアップマネージャの［スケジュール］タブ上の［ローテーションルール］タブを

使用する。

ファイルシステムのデバイスグループ環境設定ダイアログボックスを使用する。

バックアップマネージャ - ［スケジュール］タブ

バックアップマネージャからステージングデバイスへのバックアップ操作を無効にする

には、以下の手順に従います。

1. ［バックアップマネージャ］ウィンドウを開き、［スケジュール］タブを選択します。

2. ［スキーマ名］ドロップダウンリストからスキーマを選択します。

3. ［ローテーションルール］タブをクリックし、無効にするローテーションを選択します。

4. ［変更］ボタンをクリックします。

［環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

5. ［環境設定］ダイアログボックスの［ステージング］ドロップダウンリストから、［無効］
を選択します。

6. ［OK］をクリックします。

ファイルシステムのデバイスグループ環境設定ダイアログボックス

［デバイスグループ環境設定］を使用して、標準のデバイスグループ操作のアック

アップを無効にするには、以下の手順に従います。

1. ［バックアップマネージャ］ウィンドウを開き、［ステージングの場所］タブを選択しま

す。

2. 無効にするグループを右クリックし、［ディスクベースデバイスグループプロパティの

設定］を選択します。

ファイルシステムの［デバイスグループ環境設定］ダイアログボックスが開いて、ご

使用の環境内でファイルシステムデバイスグループとして指定されているすべての

グループが表示されます。

注：ステージングが有効になっているグループは、対応する濃紺のフラグと共に表

示されます。ステージングが有効にされたグループの横には水色のフラグが表示さ

れます。

3. 無効にするグループを選択します。
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4. ［ステージングを有効化にする］チェックボックスをオフにします。

5. ［OK］をクリックします。
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データベースの障害時のステージングされたデータの管

理方法

ディスクステージングを使用してデータをバックアップすると、バックアップジョブ、セッ

ション、ステージングポリシーなどに関する情報はArcserve Backupデータベースに

保管されます。データベースに障害が発生し、Arcserve Backupデータベースを回

復する必要がある場合、ステージングデバイス( ファイルシステムデバイスまたはラ

イブラリなど)上のデータに関するステージングポリシーは使用できなくなります。こ

のポリシーには、最終的なデスティネーションメディアにいつデータをコピーするか、

または FSD ( file system device、ファイルシステムデバイス)の場合はステージング

デバイスからデータをいつパージするかが指定されています。

そのような場合、以下のような状況が生じます。

Arcserve Backupで、ステージングデバイス上のデータを最終的なデスティネー

ションメディアにコピー(マイグレート )できなくなります。

Arcserve Backupで、FSD ( file system device、ファイルシステムデバイス)から

データをパージして、ディスク容量を再利用できなくなります。その結果、ス

テージングデバイス上の空き容量の不足が原因となり、その後のバックアップ

ジョブは正常に実行できなくなります。

このような状況に対処し、ステージングデバイスに保存されるすべてのバックアップ

データを保持するには、tapecopyコマンド ラインユーティリティを使用して、ステー

ジングデバイスから最終的なデスティネーションメディアにすべてのバックアップデー

タをコピーします(この方法を使用すると、金曜のテープ、月曜のテープなどのメディ

アのローテーションルールが適用されなくなる場合があります)。次に、［デバイスマ

ネージャ］コマンド ラインユーティリティ(ca_devmgr)から-purgeオプションを使用して

FSDのデータを削除してディスク容量を解法することができます。
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ディスク容量を再利用する方法

このセクションでは、［時刻］および［指定日より後］オプションを使用して、ディスク

容量を素早く再利用する方法について説明します。

例 1

空きディスク容量が制限された高性能ディスクを使用しているとします。［指定日

より後］オプションに短い時間を指定し、［ジョブの開始後］オプションを選択するこ

とで、ディスク容量を素早く再利用できます。この場合、最終的なデスティネーショ

ンメディアへのコピー処理の開始直後にパージ処理が開始されるため、コピー処

理の終了後にパージ処理が開始される［ジョブの終了後］を指定した場合より

も、短時間でディスク容量が解放されます。

例 2

毎日同じ時刻に開始されるバックアップジョブのローテーションまたはGFSローテー

ションのスキーマが設定されていて、高性能ディスクは限られた大きさの空き容量

を維持しているとします。［時刻］オプションを使用することで、次のバックアップ処

理の開始前にパージ処理が開始されるようにスケジュールを設定できます。それ

により、十分な空き容量を解放することができ、容量不足でバックアップジョブに

失敗するような状況を回避できます。

重要：データが最終的なデスティネーションメディアにコピーされるように指定する

と、Arcserve Backupは、最終的なデスティネーションメディアへのコピー処理が終

了するまで、パージ処理を開始しません。
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テープステージングを使用したバックアップデータの管

理方法

以下のセクションでは、テープ経由のテープへのバックアップ操作を使用してデータ

を保護する方法について説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

テープステージングバックアップの仕組み

テープステージングを使用してバックアップ処理を管理する方法

テープステージングバックアップを実行するようにArcserve Backupを設定す

る方法

テープステージングバックアップジョブをサブミットする方法

アーカイブステージング方式
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テープステージングバックアップの仕組み

Backup to Tape to Tape とは、テープライブラリまたは仮想テープライブラリへのデー

タをバックアップし、別のテープライブラリまたは他の種類のデバイスにデータをコ

ピーできるデータ保護ソリューションです。マイグレーションとも呼ばれるコピー処理

は、ユーザが指定したコピーポリシーにより制御されます。

Backup to Tape to Tape ( B2T2T)は 2段階のバックアップ処理です。

バックアッププロセス -- Arcserve Backupによって、ソースからステージング場所

にデータがバックアップされます。ステージング場所は、テープライブラリまたは

仮想テープライブラリ( VTL)です。

コピープロセス -- Arcserve Backupによって、バックアップデータがステージング

場所から最終デスティネーションメディアにコピーまたはマイグレートされます。

最終デスティネーションはテープメディアです。

以下の図は、ソースから最初の段階であるテープライブラリ(または仮想テープラ

イブラリ)および最終デスティネーションへのデータの流れを示します。

注：Arcserve Backupでは、マルチストリーミングを使用して、最大 32個のデータ

ストリームを転送することができます。複数のストリームを使用してデータをバック

アップし、3つ以上のバックアップデータストリームを転送するには、Arcserve
Backup Enterprise Moduleのライセンスを登録する必要があります。
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Backup to Tape to Tape ( B2T2T)を使用してデータを保護する場合、テープ経由の

テープへのバックアップ処理は以下の2つのフェーズで構成されます。

バックアップフェーズ

Arcserve Backupでは、ユーザが指定したポリシーに基づいて、最初の段階でデー

タをソースからテープにバックアップします。

バックアップジョブには、フルバックアップ、増分バックアップ、差分バックアップが

あります。

バックアップジョブ中、グローバルオプション、メディア選択のルール、メディア

プールの使用効率、ローテーションルール、GFSローテーションルール、アラー

ト メッセージ、エクスポート オプションなどは、テープに直接バックアップする手

順と同一です。

注：さまざまなグローバルバックアップオプションは、バックアップフェーズ操作に

は適用しません。

マルチプレキシングおよびマルチストリーミングを使用してデータを最初の段階

のメディアに転送して保存することができます。

注：［マルチプレキング］オプションは、ファイルシステムデバイスを除く、すべて

のテープデバイスへのバックアップ処理に使用できます。［マルチプレキング］オ
プションは、複数のドライブを含むテープライブラリへのバックアップ処理に使用

できます。

コピーフェーズ

Arcserve Backupは、ユーザが指定したポリシーに基づいて、最初の段階から最終

デスティネーションにデータをコピーします。

Arcserve Backupでは、1度に 1つのセッションのデータを最初の段階のメディア

から最終デスディネーションメディアにコピーします。複数のセッションを同時に

1つのテープにコピーすることはできません。

データを複数の最初の段階のメディアから 1つの最終デスティネーションメディ

アにコピーする必要がある場合は、Arcserve Backupはすべてのセッションが最

終デスティネーションメディアにコピーされるまで各セッションを連続してコピーし

ます。

別々のジョブに関連付けられている Arcserve Backupセッションは、マイグレー

ション中に統合することができます。この機能を有効にするには、統合オプショ

ンを使用します。

データを最終デスティネーションにコピーする処理中にハードウェアエラーが発

生した場合は、ジョブが停止して Arcserve Backupはホールド状態のメークアッ

プジョブを作成します。ハードウェアのエラーを修正した後で、ジョブのステータ

スをレディにすると、ジョブが再開されます。

詳細情報：
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バックアップステージング方式

テープステージングを使用してバックアップ処理を管理する方法

テープステージングバックアップを実行するように設定する方法

テープステージングバックアップジョブをサブミットする方法
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テープステージングを使用してバックアップ処理を管理

する方法

Backup to Tape to Tape ( B2T2T)を使用してバックアップ操作を管理する方法につ

いて、以下に一般的な手順を示します。

オンサイトおよびオフサイトのストレージの場所にバックアップデータのコピーを 2
つ保存する必要がある場合、B2T2Tを使用すると、データを直接テープにバッ

クアップできます。バックアップジョブが完了したら、Arcserve Backupコピーユー

ティリティを使用してバックアップテープのコピーを自動化して作成し、それらの

テープをオフサイトのストレージの場所に送ることができます。

B2T2Tを使用すると、最終デスティネーションメディアにデータをコピーするとき

にバックアップデータを暗号化することができます。この機能は、仮想テープラ

イブラリまたは暗号化をサポートしないライブラリから暗号化をサポートするライ

ブラリにデータをコピーする場合に役立ちます。この機能では、バックアップを最

速で実行し、オフサイト ストレージの場所に発送するテープを確実に暗号化

します。

バックアップ処理の進行中に、多数のジョブが別々のテープにバックアップする

場合があります。その結果、メディアの全容量が使用されない場合がありま

す。B2T2Tでは、バックアップを統合することにより、最終デスティネーションに

データをコピーする際にメディアの容量が確実に最大限使用されるようにする

ことができます。この機能によって最終デスティネーションメディア、オフサイト ス

トレージ、またはその両方で使用するテープが少なくなるため、メディアのコスト

を削減することができます。

データをバックアップしてそのデータをステージング領域から最終デスティネーショ

ンにコピーするのに必要な時間を減らす必要がある場合は、仮想テープライ

ブラリ( VTL) を使用してバックアップ操作を管理することができます。

VTLは、ディスクドライブのような一時的なストレージ場所で、ライブラリと同じ

ように動作するように設定されています。ほとんどのバックアップデータはネット

ワーク経由で転送されるため、Arcserve Backupではマルチプレキシングを使用

することによってバックアップに必要な時間枠が削減されます。VTLを使用して

バックアップデータを保存すると、操作でテープの位置付けによるオーバーヘッ

ドが発生しないため、VTLのマルチプレキシングにフォーマットされたデータから

データを瞬時に読み取ることができます。その結果、VTLへのデータのバックアッ

プ、VTL(ディスク)からの読み取り、および最終デスティネーションメディアに

データをコピーする処理が速くなります。Arcserve Backupでは、VTLを使用して

バックアップデータをステージングする場合に最終デスティネーションメディアへ

のコピー処理を自動化することができます。
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テープステージングバックアップを実行するように

Arcserve Backupを設定する方法

テープステージングを使用してデータをバックアップする前に、以下のタスクを実行

する必要があります。

ステージングデバイスを作成します。

仮想ライブラリの使用を計画している場合は、デバイスマネージャを開いて、

ライブラリが適切に設定されていることを確認します。テープエンジンを停止し

て再起動すると、Arcserve Backupが自動的にライブラリを設定します。ライブ

ラリが適切に設定されていない場合は、デバイス環境設定を実行して、ライブ

ラリと仮想ライブラリをステージング操作用に手動でセットアップできます。

注：デバイス環境設定を使用したライブラリおよび仮想ライブラリの設定の詳

細については、「テープライブラリの設定」を参照してください。

デバイスグループをステージンググループとして指定します。

ステージングポリシーを設定します。

注：ステージングを使用してバックアップ動作を行うには、Arcserve Backupが、

ステージングデバイス上に保存されたデータを管理するのに使用するマイグ

レーションポリシーを定義する必要があります。詳細については、「テープス

テージングを使用したデータのバックアップ」を参照してください。

詳細情報：

ディスクおよびテープステージングバックアップの実行後スクリプト オプションの指定

テープステージングバックアップのマイグレーションオプションの指定

テープコピーポリシーの指定 -その他オプション
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バックアップステージング方式

テープステージングバックアップのマイグレーションオプ

ションの指定

Arcserve Backupでは、テープステージングバックアップのマイグレーション( コピー)
ポリシーを指定できます。マイグレーションを使用すると、Arcserve Backupによる

テープステージングデバイス(たとえば、ライブラリ、仮想ライブラリ、テープドライ

ブ、FSDなど)へのバックアップ処理の完了後に、そのバックアップデータを最終的

なデスティネーションメディアにいつマイグレートするかを定義できます。

テープステージングバックアップのマイグレーションオプションを指定する方法

1. バックアップマネージャを開いて［スタート］タブを選択します。

2. ［スタート］タブで、［標準バックアップ］および［ステージング有効化］をクリックしま

す。

バックアップマネージャに［ステージングの場所］タブと［ポリシー］タブが表示されま

す。

3. ［ポリシー］タブをクリックします。

コピーのオプションが表示されます。

4. 必要に応じて、ジョブに以下のコピーポリシーを指定します。

注：［フルバックアップ］をクリックしてフルバックアップジョブのポリシーを指定

し、［差分/増分バックアップ］をクリックして差分および増分バックアップジョブ

のポリシーを指定します。

データをコピーしない --バックアップセッションを最終デスティネーションメディ

アにマイグレートしない場合に、このオプションを選択します。たとえば、増分

および差分バックアップ処理を実行すると仮定します。この種類の処理は、

保存期間が短く、全体的サイズも小さくなる傾向にあります。最終デスティ

ネーションメディアに増分/差分バックアップをコピーしない場合、テープにバッ

クアップを保管する必要性が低下します。

以下の動作に注意してください。

物理ディスクと物理ボリュームでは、差分および増分バックアップがサ

ポートされないことに注意してください。そのため、Arcserve Backupは

物理ディスクと物理ボリュームの差分および増分バックアップにフル

バックアップポリシーを適用します。唯一例外的な動作として、コピー

が実行されます。ステージングバックアップでは、Arcserve Backupは物

理ディスクと物理ボリュームの差分および増分バックアップを、差分お

よび増分バックアップのコピーポリシーに基づいて最終デスティネーショ

ンメディアにコピーします。
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指定されたバックアップのデータのみをコピーする --ローテーションジョブに関

連する月単位または週単位のバックアップのみをマイグレートします。

注：［指定されたバックアップのデータのみをコピーする］オプションは、増分

バックアップまたは差分バックアップには適用されません。

デフォルト値：無効

このオプションを有効にすると、以下のマイグレーションオプションのいずれか

を指定できます。

月単位バックアップのデータのみをコピーする --月単位のフルバック

アップセッションのみをマイグレートします。ローテーションジョブに関連

する週単位のフルバックアップジョブはマイグレートしません。

注：このオプションはGFSローテーションジョブにのみ適用できます。

週単位バックアップのデータをコピーする --週単位のフルバックアップ

セッションのみをマイグレートします。ローテーションジョブに関連する日

単位のフルバックアップセッションはマイグレートしません。

7日単位のローテーション --以下のシナリオでデータをマイグレートで

きます。7日単位の週のフルバックアップでは、Arcserve Backupは土

曜日の( フル)バックアップセッションをマイグレートします。7日単位の

週の増分/差分バックアップでは、日曜日にフルバックアップを行い、

Arcserve Backupは日曜日の( フル)バックアップセッションをマイグレー

トします。

5日単位のローテーション -- Arcserve Backupは金曜日の( フル)バック

アップセッションのみをマイグレートします。

注：このオプションはローテーションジョブおよびGFSローテーションジョ

ブにのみ適用できます。詳細については、「ローテーションスキーム」を

参照してください。
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バックアップステージング方式

テープステージングバックアップのその他オプションの指

定

テープステージングバックアップを実行するには、必要に応じて Arcserve Backupが

バックアップジョブデータを処理する方法を制御するポリシーを指定できます。

テープステージングバックアップのその他オプションの指定方法

1. バックアップマネージャを開いて［ポリシー］タブを選択します。

2. ポリシーリストで［その他］をクリックします。

ジョブに必要なオプションを選択します。

［データマイグレーションジョブに失敗した場合、ホールド状態のメークアップ

ジョブを作成］--このオプションでは、データのマイグレーション(テープへのコ

ピー)ジョブが失敗したとき、Arcserve Backupがホールド状態のメークアップ

ジョブを作成するように指定します。

テープへのコピー中にメディアまたはテープドライブのエラーが発生した場

合、データマイグレーションジョブは失敗する場合があります。このオプション

を使用して、ホールド状態のメークアップジョブを作成しておくと、エラーが修

正された後で、このジョブをレディ状態に変更できます。エラー条件がある場

合、このオプションによって、テープコピージョブを作成する必要性を最小限

にします。

［ソースグループまたはテープが使用できないのが原因でデータマイグレー

ションジョブが続行できない場合、メークアップジョブをスケジュールする］--
このオプションでは、ソースグループまたはテープが利用できない場合、

Arcserve Backupがメークアップジョブをスケジュールするように指定できま

す。

さまざまな理由から、ソースを利用できない場合があります。たとえば、ジョブ

のバックアップフェーズが終了していない、テープライブラリまたは仮想テープ

ライブラリにハードウェアの問題が発生している場合などです。

［指定時間後に再スケジュールする］-- メークアップが再スケジュールさ

れるまでの経過時間 (分 )を指定します。

3. マイグレーション処理でバックアップデータを統合するには、［コピー中にジョブをま

たがるデータを統合する］オプションをオンにして以下のフィールドに入力します。

注：複数のジョブ間でデータを同じテープに統合するには、バックアップジョブが同

じマシン上で実行される必要があります。

［コピー方法］--統合処理に使用するコピー方法 ( ［追加］または［上書

き］)を指定します。
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指定する方法は、統合するすべてのジョブで同一である必要があります。

複数のジョブのデータを統合して日単位でテープを送る必要がある場

合は、［上書き］オプションを選択する必要があります。

複数のジョブの一週間分のデータ(日単位でバックアップ)を単一テー

プに統合して週単位でテープを送る必要がある場合は、［追加］オプ

ションを選択する必要があります。

注：統合オプションおよび例の詳細については、「マイグレーション時の統

合」を参照してください。
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バックアップステージング方式

テープステージングバックアップジョブをサブミットする

方法

以下のセクションでは、テープステージングバックアップジョブのサブミット方法につ

いて説明します。

テープステージングバックアップのライセンスの要件

テープステージングを使用したデータのバックアップ

ローテーションスキーマを使用したテープステージングバックアップジョブのサ

ブミット
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テープステージングバックアップのライセンスの要件

B2T2T ( Backup to Tape to Tape) のバックアップを正常に実行するには、ライセンス

に関する以下の要件を満たしていることを確認します。

複数のストリームを使用してデータをバックアップし、バックアップデータの3つ
以上のストリームを転送するには、Arcserve Backup Enterprise Moduleのライ

センスを登録する必要があります。

複数のテープドライブを含むテープライブラリにデータをバックアップするには、

Arcserve Backup Tape Library Optionのライセンスを登録する必要があります。
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テープステージングを使用したデータのバックアップ

テープステージング( B2T2T)を使用してバックアップを実行する前に、そのステージ

ンググループをあらかじめ設定しておく必要があります。詳細については、「テープ

ステージングバックアップを実行するようにArcserve Backupを設定する方法」を参

照してください。

Arcserve Backupでは、バックアップマネージャまたはコマンド ラインユーティリティを

使用してバックアップジョブをサブミットできます。ここでは、バックアップマネージャを

使用してテープステージングバックアップジョブを実行する方法について説明して

います。コマンド ラインを使用してステージングバックアップジョブをサブミットする方

法の詳細については、「コマンド ラインリファレンスガイド」を参照してください。

注：テープステージングを使用してデータをバックアップするには、すべての事前環

境設定タスクを完了し、ライセンス要件を満たしている必要があります。詳細につ

いては、「ステージングバックアップのライセンスの要件」を参照してください。

テープステージングを使用してデータをバックアップする方法

1. バックアップマネージャを開きます。

2. ［スタート］タブをクリックして、［ステージングを有効にする］チェックボックスをオンに

します。

［ステージングの場所］タブと［ポリシー］タブが表示されます。

3. ［ソース］タブをクリックし、バックアップするソースオブジェクトを参照して選択しま

す。

4. ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップジョブに使用するスケジュールを指定

します。

注：詳細については、「ローテーションスキーム」および「カスタムスケジュール」を

参照してください。

5. ［ステージングの場所］タブをクリックして、ステージングサーバオブジェクトを展開し

ます。

バックアップジョブに使用するステージンググループを参照および選択します。デ

デュプリケーションを有効にするには、［ステージングの場所］タブからデデュプリケー

ションデバイスグループを選択します。

6. ［ポリシー］タブをクリックします。ジョブに必要な以下のマイグレーションポリシーを

指定します。

［フルバックアップ］および［差分/増分バックアップ］タブ -- フルバックアップ、

および増分/差分バックアップのために必要なマイグレーションポリシーを指

定します。
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注：詳細については、「テープステージングバックアップのマイグレーションオ

プションの指定」を参照してください。

［その他］--バックアップジョブに必要なその他のポリシーを指定します。

注：詳細については、「テープステージングバックアップのその他オプションの

指定」を参照してください。

［Alert］--バックアップジョブに必要な Alertポリシーを指定します。

注：詳細については、「ディスクおよびテープステージングバックアップのAlert
オプションの指定」を参照してください。

［実行後スクリプト］--ジョブに必要な実行後スクリプト ポリシーを指定しま

す。

注：詳細については、「ディスクおよびテープステージングバックアップの実行

後スクリプト オプションの指定」を参照してください。

7. ［デスティネーション］タブをクリックして、サーバオブジェクトを展開します。

以下のいずれかを実行して、ジョブの最終的なデスティネーションデバイスグルー

プを指定します。

ステージングデバイスに複数のドライブが含まれている場合、［デスティネー

ション］タブで任意のデバイスグループを選択できます。

例：バックアップデータを仮想テープライブラリに保存して、最終メディアをオ

フサイト ストレージファシリティに送るとします。このタイプのバックアップを管

理するには、［ステージングの場所］タブで仮想ライブラリに対応するグループ

を指定し、［デスティネーション］タブでテープライブラリに対応するグループを

指定できます。

最終的なデスティネーションデバイスに含まれるドライブが1つの場合 (たと

えば、FSDやシングルドライブライブラリ)、［ステージングの場所］タブで指定

されているデバイスグループとは異なるデバイスグループを［デスティネーショ

ン］タブで選択する必要があります。

8. ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［オプション］ダイアログボックスが開きます。

9. ［暗号化/圧縮］タブを選択し、必要に応じてバックアップジョブの以下のフィールド

に入力します。

［セッション/暗号化パスワード］--このデータをメディアからリストアするための

セッション/暗号化パスワードを指定します。

重要：セッション/暗号化パスワードを指定する場合、セッションをリストアす

るときにこのパスワードを提供する必要があります。
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バックアップステージング方式

［データの暗号化］--このオプションを使用してバックアップデータを暗号化し

ます。以下のオプションのいずれかを指定できます。

［エージェントで処理］--実際のバックアップ処理の前にバックアップ

データを暗号化します。このオプションの詳細については、「エージェン

ト サーバでのデータの暗号化」を参照してください。

［バックアップ中にバックアップサーバで処理］--バックアップ処理中に

バックアップサーバでバックアップデータを暗号化します。詳細について

は、「バックアップ中のデータ暗号化」を参照してください。

［マイグレーション中にバックアップサーバで処理］--ステージングバック

アップジョブのマイグレーションフェーズ中にバックアップデータを暗号

化します。詳細については、「マイグレーション中のデータ暗号化」を

参照してください。

［データの圧縮］--このオプションを使用してバックアップデータを圧縮しま

す。以下のオプションのいずれかを指定できます。

［エージェントで処理］--エージェントがインストールされ、実行されて

いるシステムでバックアップデータを圧縮します。

［バックアップサーバで処理］--バックアップ処理中にArcserve Backup
サーバでバックアップデータを圧縮します。このオプションを使用する

と、Arcserve Backupで、バックアップの前にソフトウェア圧縮アルゴリズ

ムを使用してファイルを圧縮するように指定されます。

注：［データの圧縮］オプションはUNIX/LinuxのData Moverサーバへのバック

アップには適用されません。

［OK］をクリックします。

［オプション］ダイアログボックスが閉じ、指定した暗号化および圧縮オプションが適

用されます。

以下の点に注意してください。

マイグレーションジョブに影響するその他のオプションを適用する場合は、こ

の時点で実行してください。たとえば、マイグレーションジョブ完了後にテープ

をライブラリからイジェクトするには、［グローバルオプション］ダイアログボックス

の［操作］タブをクリックして、［メディアのイジェクト］オプションを選択します。

圧縮/暗号化オプションを指定しても、バックアップ先が圧縮をサポートして

いないドライブであるか、FSD ( File System Device、ファイルシステムデバイ

ス)である場合は、Arcserve Backupはバックアップデータを暗号化しますが、

圧縮は行いません。

10. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、バックアップジョブをサブミットします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。
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バックアップステージング方式

11. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで入力必須フィールドに入力して、［OK］を
クリックします。

ジョブがサブミットされます。

詳細情報：

バックアップジョブのサブミット
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ローテーションスキーマを使用したテープステージング

バックアップジョブのサブミット

このセクションでは、ローテーションまたはGFSローテーションスキーマを使用して、

テープステージング( D2T2T)バックアップジョブを設定する方法について説明しま

す。ローテーションスキーマを使用すると、バックアップのタイプ( フル、差分、増

分 )、バックアップジョブを実行する時間、およびバックアップデータを保存する場

所 ( メディア)を指定できます。

ローテーションスキーマを使用してテープステージングバックアップジョブをサブミッ

トする方法

1. バックアップマネージャを開きます。

2. ［スタート］タブをクリックして、［ステージングを有効にする］チェックボックスをオンに

します。

［ステージングの場所］タブと［ポリシー］タブが表示されます。

3. ［ソース］タブをクリックし、バックアップするソースオブジェクトを参照して選択しま

す。

4. ［ステージングの場所］タブおよび［デスティネーション］タブをクリックして、メディア

プールとグループを設定します。

以下のフィールドで、バックアップジョブをサブミットするのに必要な値を指定しま

す。

メディアプールまたはメディアプールプレフィックス

注：このフィールドで指定するメディアプール名またはメディアプールプレ

フィックス名は、テープステージングジョブで使用するメディアプールの名前

(またはプレフィックス)です。

グループ

5. ［スケジュール］タブを選択し、［ローテーションスキーマ］オプションを選択します。

使用可能なスキーマのリストは、［スキーマ名］ドロップダウンリストに表示されま

す。

6. ［スキーマ名］ドロップダウンリストで、バックアップに必要なスキーマを選択します。

7. ツールバーの［サブミット］をクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

8. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで入力必須フィールドに入力して、［OK］を
クリックします。
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アーカイブステージング方式

アーカイブステージング方式

Arcserve Backup>では、ステージング領域へデータをアーカイブし、そのデータを最

終的なデスティネーション(通常はテープ)へマイグレート (またはコピー)する方法

を 2つ提供します。

ディスクステージング方式は、ディスクをステージング領域として使用し、一般

的に「Archive to Disk to Tape」と呼ばれます。

テープステージング方式は、テープライブラリまたは仮想テープライブラリをス

テージング領域として使用し、一般的に「Archive to Tape to Tape」と呼ばれま

す。

それぞれのステージング方式には、アーカイブプロセス時にArcserve Backupの動

作を制御する特定のオプションが含まれています。

注：アーカイブステージング方式の動作はバックアップステージング方式と同様で

す。詳細については、「バックアップステージング方式」を参照してください。
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アーカイブステージング方式

アーカイブディスクステージング

アーカイブディスクステージング方式は、ディスクをステージング領域として使用

し、一般的に「Archive to Disk to Tape」と呼ばれます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Archive to Disk to Tapeの動作

ディスクステージングを使用したアーカイブデータの管理方法
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Archive to Disk to Tapeの動作

Archive to Disk to Tape とは、データを一時記憶場所 (ステージング領域 )にアーカ

イブし、その後、選択したポリシーオプションに基づいて、最終コピー先 (テープまた

はディスク)にマイグレート ( コピー)するか、指定時間経過した後にステージングエ

リアからパージしてデータを保護する方式です。必要な場合、Arcserve Backupで

はステージング領域からデータを直接リストアできます。

Archive to Disk to Tapeは 2段階のアーカイブ処理です。

アーカイブプロセス -- Arcserve Backupによって、ソースからステージングの場所

にデータがアーカイブされます。ステージングの場所はディスクステージングデ

バイスです。

コピープロセス -- Arcserve Backupによって、アーカイブデータがステージングの

場所から最終デスティネーションメディアにコピーまたはマイグレートされます。

最終デスティネーションは、一般的にはテープメディアですが、別のディスクス

テージングデバイスを指定することもできます。

注：Arcserve Backupでは、マルチストリーミングを使用して、最大 32個のデータ

ストリームを転送することができます。複数のストリームを使用してデータをアーカイ

ブし、3つ以上のアーカイブデータストリームを転送するには、Arcserve Backup
Enterprise Moduleのライセンスを登録する必要があります。
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アーカイブステージング方式

ディスクステージングを使用したアーカイブデータの管

理方法

以下のリストでは、ステージングを使用したアーカイブデータの管理方法について

説明します。

ディスクステージングを使用すると、一時ステージング領域として使用するディ

スクステージングデバイスにデータをアーカイブできます。ステージングジョブで

は、アーカイブジョブを、同時に実行される複数のサブジョブに分割できます。

ディスクステージングでは、同時ストリーミングを使用して複数のデータスト

リームをディスクステージングデバイスに送信できます。複数の異なるストリー

ムにデータが分割されるので、同時ストリーミングを使用したアーカイブジョブ

は通常のアーカイブジョブよりもかなり短い時間で完了できます。

その後、ディスクステージングデバイスから最終ストレージ メディア(ディスクま

たはテープ)にデータをマイグレート ( コピー)できます。この結果、靴磨き効果

(テープの開始、停止、入れ替え)を最小限に抑え、テープドライブの寿命と

効率を引き上げることで、テープドライブのストリーミングを維持できます。アー

カイブイメージがディスクステージングデバイスにある間は、ディスクステージン

グデバイスからデータを直接リストアできます。一般に、ディスクからデータをリ

ストアするのはテープからリストアするより速いため、リストア時間は大幅に短

縮されました(テープロードおよび検索待ち時間による遅延はありません)。

ディスクステージングデバイスへのアーカイブプロセスを実行中、ディスクス

テージングデバイスがいっぱいになったり、指定した最大しきい値に達した場

合、Arcserve Backupでメークアップジョブを作成できます。メークアップジョブで

は、ステージングアーカイブジョブが失敗した後、データを直接最終デスティ

ネーションにアーカイブします。これにより、アーカイブの成功率が向上します。

また、最終デスティネーションへのコピープロセス中にエラーが発生した場合、

Arcserve Backupでメークアップジョブを作成することができます。

注：ディスクがいっぱいになった状態では、テープにデータをアーカイブするため

に作成されるメークアップジョブは、常にブランクテープまたは再利用セットから

のメディアを使おうとします。既存メディアへの追加が試みられることはありませ

ん。

アーカイブイメージは、指定されたパージポリシーに設定された保存期限が

切れるまでディスクステージングデバイスに保存されます。その際 Arcserve
Backupでは、アーカイブを続行できるように、ディスクステージングデバイスから

データを自動的にパージしてディスク領域を再利用します。
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アーカイブステージング方式

アーカイブテープステージング

アーカイブテープステージング方式は、テープライブラリまたは仮想テープライブラ

リをステージング領域として使用し、一般的に「Archive to Tape to Tape」と呼ばれ

ます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Archive to Tape to Tapeの動作

テープステージングを使用したアーカイブ操作の管理方法
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アーカイブステージング方式

Archive to Tape to Tapeの動作

Archive to Tape to Tape とは、テープライブラリまたは仮想テープライブラリへデータ

をアーカイブし、別のテープライブラリまたは他の種類のデバイスにデータをコピーで

きるデータ保護ソリューションです。マイグレーションとも呼ばれるコピー処理は、

ユーザが指定したコピーポリシーにより制御されます。

Archive to Tape to Tapeは 2段階のアーカイブ処理です。

アーカイブプロセス -- Arcserve Backupによって、ソースからステージングの場所

にデータがアーカイブされます。ステージング場所は、テープライブラリまたは仮

想テープライブラリ( VTL) です。

コピープロセス -- Arcserve Backupによって、バックアップデータがステージングの

場所から最終デスティネーションメディアにコピーまたはマイグレートされます。

最終デスティネーションはテープメディアです。

以下の図は、ソースから最初の段階であるテープライブラリ(または仮想テープラ

イブラリ)および最終デスティネーションへのデータの流れを示します。

注：Arcserve Backupでは、マルチストリーミングを使用して、最大 32個のデータ

ストリームを転送することができます。複数のストリームを使用してデータをアーカイ

ブし、3つ以上のアーカイブデータストリームを転送するには、Arcserve Backup
Enterprise Moduleのライセンスを登録する必要があります。

Archive to Tape to Tapeを使用してデータを保護する場合、テープ経由のテープへ

のアーカイブ処理は以下の2つのフェーズで構成されます。
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アーカイブフェーズ

Arcserve Backupでは、ユーザが指定したポリシーに基づいて、最初の段階でデー

タをソースからテープにアーカイブします。

アーカイブジョブには、フルバックアップ方式のみが含まれます。

アーカイブジョブ中、グローバルオプション、メディア選択のルール、メディア

プールの使用効率、ローテーションルール、GFSローテーションルール、アラー

ト メッセージ、エクスポート オプションなどは、テープに直接アーカイブする手順

と同一です。

注：さまざまなグローバルアーカイブオプションは、アーカイブフェーズ操作には

適用されません。

マルチプレキシングおよびマルチストリーミングを使用してデータを最初の段階

のメディアに転送して保存することができます。

注：［マルチプレキング］オプションは、ファイルシステムデバイスを除く、すべて

のテープデバイスへのアーカイブ処理に使用できます。［マルチプレキング］オプ

ションは、複数のドライブを含むテープライブラリへのアーカイブ処理に使用で

きます。

コピーフェーズ

Arcserve Backupは、ユーザが指定したポリシーに基づいて、最初の段階から最終

デスティネーションにデータをコピーします。

Arcserve Backupでは、1度に 1つのセッションのデータを最初の段階のメディア

から最終デスディネーションメディアにコピーします。複数のセッションを同時に

1つのテープにコピーすることはできません。

データを複数の最初の段階のメディアから 1つの最終デスティネーションメディ

アにコピーする必要がある場合は、Arcserve Backupはすべてのセッションが最

終デスティネーションメディアにコピーされるまで各セッションを連続してコピーし

ます。

別々のジョブに関連付けられている Arcserve Backupセッションは、マイグレー

ション中に統合することができます。この機能を有効にするには、統合オプショ

ンを使用します。

データを最終デスティネーションにコピーする処理中にハードウェアエラーが発

生した場合は、ジョブが停止して Arcserve Backupはホールド状態のメークアッ

プジョブを作成します。ハードウェアのエラーを修正した後で、ジョブのステータ

スをレディにすると、ジョブが再開されます。

348 Arcserve Backup管理者ガイド



アーカイブステージング方式

テープステージングを使用したアーカイブ操作の管理

方法

Archive to Tape to Tapeを使用してアーカイブ操作を管理する方法について、以

下に一般的な手順を示します。

オンサイトおよびオフサイトのストレージの場所にアーカイブデータのコピーを 2
つ保存する必要がある場合、Archive to Tape to Tapeを使用すると、データを

直接テープにバックアップできます。アーカイブジョブが完了したら、Arcserve
Backupコピーユーティリティを使用してアーカイブテープのコピーを自動化して

作成し、それらのテープをオフサイトのストレージの場所に送ることができます。

Archive to Tape to Tapeでは、データを最終のデスティネーションメディアにコ

ピーする際、アーカイブデータを暗号化することができます。この機能は、仮想

テープライブラリまたは暗号化をサポートしないライブラリから暗号化をサポー

トするライブラリにデータをコピーする場合に役立ちます。この機能では、アーカ

イブを最速で実行し、オフサイト ストレージの場所に発送するテープを確実に

暗号化します。

アーカイブ処理の進行中に、複数のジョブが複数のテープにデータをアーカイ

ブしている場合があります。その結果、メディアの全容量が使用されない場合

があります。Archive to Tape to Tapeでは、アーカイブを統合することにより、最

終デスティネーションにデータをコピーする際にメディアの容量が確実に最大限

使用されるようにすることができます。この機能によって最終デスティネーション

メディア、オフサイト ストレージ、またはその両方で使用するテープが少なくなる

ため、メディアのコストを削減することができます。

データをアーカイブしてそのデータをステージング領域から最終デスティネーショ

ンにコピーするのに必要な時間を減らす必要がある場合は、仮想テープライ

ブラリ( VTL) を使用してアーカイブ操作を管理することができます。

VTLは、ディスクドライブのような一時的なストレージ場所で、ライブラリと同じ

ように動作するように設定されています。ほとんどのアーカイブデータはネット

ワーク経由で転送されるため、Arcserve Backupではマルチプレキシングを使用

することによってアーカイブに必要な時間枠が削減されます。VTLを使用して

アーカイブデータを保存すると、操作でテープの位置付けによるオーバーヘッド

が発生しないため、VTLのマルチプレキシングにフォーマットされたデータから

データを瞬時に読み取ることができます。その結果、VTLへのデータのアーカイ

ブ、VTLからの読み取り、および最終デスティネーションメディアにデータをコ

ピーする処理が速くなります。Arcserve Backupでは、VTLを使用してアーカイブ

データをステージングする場合に最終デスティネーションメディアへのコピー処

理を自動化することができます。
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1つのジョブで複数のData Moverサーバをバックアップ

する

Arcserve Backupでは、共通テープライブラリへの複数のData Moverサーバから構

成されるバックアップを 1つのジョブでサブミットすることができます。この機能では、

バックアップの管理を容易にし、バックアップデータの保存に使用するメディアの使

用量を最小に抑えることができます。

サポートされるバックアップの種類 -- Arcserve Backupでは、通常のUNIX/Linux
Data MoverバックアップおよびテープステージングのUNIX/Linux Data Mover
バックアップをサブミットすることができます。

サポートされるストレージ デバイス -- Arcserve Backupでは、1つのジョブにある

複数のUNIX/Linux Data Moverサーババックアップを共有テープライブラリにサ

ブミットすることができます。

ライセンス要件 -- Arcserve Backupでは、以下のライセンスを使用する場合、

UNIX/Linux Data Moverバックアップをサブミットできます。

Arcserve Backup UNIX/Linux Data Moverを Data Moverサーバにインストールす

る必要があります。UNIX/Linux Data Moverのライセンスをプライマリサーバに

登録する必要があります。

注：UNIX/Linux Data Moverのライセンス要件の詳細については、「UNIX/Linux
Data Moverユーザガイド」を参照してください。

バックアップの考慮事項 -- UNIX/Linux Data Moverバックアップでは、以下の

Arcserve Backup機能はサポートされません。

Arcserve Backupデータデデュプリケーションデバイス、ファイルシステム

デバイスおよび Arcserve Backup Tape RAIDデバイスへのデータのバック

アップ。

マルチプレキシング、Arcserve Backupサーバ側暗号化、Arcserve Backup
サーバ側圧縮、および LTO暗号化を使用したデータのバックアップ。

Oracleのオブジェクト レベル単位でのOracleデータベースデータの保

護。

注：UNIX/Linux Data Moverのインストールするおよび使用方法の詳細について

は、「UNIX/Linux Data Moverユーザガイド」を参照してください。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

複数のData Moverサーバを単一ジョブでバックアップ

ステージングを使用して複数のData Moverサーバを単一ジョブでバックアッ

プ
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複数のData Moverサーバを単一ジョブでバックアップ

Arcserve Backupでは、単一ジョブをサブミットして複数のData Moverサーバからな

るバックアップを共有テープライブラリに行うことができます。

以下の図は、Arcserve Backupが単一ジョブで Data Moverサーバのバックアップを

処理する様子を説明します。この種のジョブは、テープのステージング処理を使用

しないことに注意してください。

前提条件タスク

少なくともライブラリを 1つ設定してください。ライブラリを設定する方法の詳細

については、「ライブラリの設定」を参照してください。

単一ジョブで複数のData Moverサーバをバックアップする方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ［クイックスタート］メニューから、［バックアップ］を選択します。

バックアップマネージャが開き、［スタート］タブが表示されます。

3. ［スタート］タブから、［UNIX/Linux Data Moverバックアップ］をクリックします。

このバックアップの種類がジョブに適用されます。

重要：UNIX/Linux Data Moverバックアップ用のステージングデバイスとして、ファイ

ルシステムデバイスを指定することはできません。Data Moverバックアップ用のス

テージングデバイスとしてファイルシステムデバイスを使用するには、標準バック

アップを指定してください。

4. ［ソース］タブをクリックします。

バックアップソースディレクトリツリーが表示されます。
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5. UNIX/Linux Data Moversオブジェクトを展開します。

Data Moverサーバが表示されます。

6. 以下の画面が示すように、バックアップするソースを指定します。

7. ［スケジュール］タブをクリックします。

スケジュールオプションが表示されます。

8. ジョブに必要なスケジュールオプションを指定します。

注：ジョブのスケジュールの詳細については、「ジョブのカスタマイズ方法」を参照し

てください。

9. ［デスティネーション］タブをクリックします。

デスティネーショングループのディレクトリツリーが表示されます。

10. SANオブジェクトおよび共有グループオブジェクトを展開します。

バックアップデータを保存するデバイスグループを指定します。

注：以下の画面が示すように、グループに関連付けられたライブラリを確認するに

は、デバイスグループをクリックします。
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重要：Arcserve Backupは、［ソース］タブ上で指定されたData Moverサーバが［デ
スティネーション］タブで指定されたデバイスグループを共有しない場合は、バック

アップジョブをサブミットできないようにします。

11. (オプション) ［デスティネーション］タブ上で［マルチストリーミング］チェックボックスを

オンにすると、ユーザのデータがマルチストリーミングを使用してバックアップされま

す。マルチストリーミングを使用しないと、Arcserve Backupはバックアップセッション

を順次処理します。マルチストリーミングを使用すると、Arcserve Backupは複数の

ストリームにバックアップセッションを振り分けます。これにより、バックアップを完了

するのに必要な全体的な時間の長さを短縮できます。

注：詳細については、「Arcserve Backupでのマルチストリーミングによるバックアップ

データの処理方法」を参照してください。

12. (オプション)ツールバーの［オプション］をクリックし、バックアップに必要な追加のオプ

ションを指定します。

注：バックアップジョブオプションの詳細については、「グローバルバックアップオプ

ション」を参照してください。

13. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスが表示されます。

14. ［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスで、ジョブのセキュリティお

よびエージェント情報を編集または確認して、［OK］をクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

15. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで入力必須フィールドに入力して、［OK］を
クリックします。

ジョブがサブミットされます。
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ステージングを使用して複数のData Moverサーバを

単一ジョブでバックアップ

Arcserve Backupでは、ステージング( D2T2T)を使用し、単一ジョブをサブミットして

複数のData Moverサーバからなるバックアップを共有テープライブラリに行うことが

できます。

以下の図は、Arcserve Backupがステージングを使用して、単一ジョブで Data
Moverサーバのバックアップを処理する様子を説明します。

前提条件タスク

少なくともライブラリを 1つ設定してください。ライブラリを設定する方法の詳細

については、「ライブラリの設定」を参照してください。

ステージングを使用して複数のData Moverサーバを単一ジョブでバックアップする

方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ［クイックスタート］メニューから、［バックアップ］を選択します。

3. バックアップマネージャが開き、［スタート］タブが表示されます。

［スタート］タブから、以下をクリックします。

UNIX/Linux Data Moverバックアップ

ステージングを有効にする

このバックアップの種類がジョブに適用されます。

重要：UNIX/Linux Data Moverバックアップ用のステージングデバイスとして、ファイ

ルシステムデバイスを指定することはできません。Data Moverバックアップ用のス
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テージングデバイスとしてファイルシステムデバイスを使用するには、標準バック

アップを指定してください。

4. ［ソース］タブをクリックします。

バックアップソースディレクトリツリーが表示されます。

5. UNIX/Linux Data Moversオブジェクトを展開します。

Data Moverサーバが表示されます。

6. 以下の画面が示すように、バックアップするソースを指定します。

7. ［スケジュール］タブをクリックします。

スケジュールオプションが表示されます。

8. ジョブに必要なスケジュールオプションを指定します。

注：ジョブのスケジュールの詳細については、「ジョブのカスタマイズ方法」を参照し

てください。

9. ［ステージングの場所］タブをクリックします。

ステージングの場所とグループのディレクトリツリーが表示されます。

10. SANオブジェクトおよび共有グループオブジェクトを展開します。

11. バックアップデータをステージングするデバイスグループを指定します。

注：以下の画面が示すように、グループに関連付けられたライブラリを確認するに

は、デバイスグループをクリックします。
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重要：Arcserve Backupは、［ソース］タブ上で指定されたData Moverサーバが［ス
テージングの場所］タブで指定されたデバイスグループを共有しない場合は、バッ

クアップジョブをサブミットできないようにします。

12. (オプション) ［ステージングの場所］タブ上で［マルチストリーミング］チェックボックス

をオンにすると、ユーザのデータがマルチストリーミングを使用してバックアップされま

す。マルチストリーミングを使用しないと、Arcserve Backupはバックアップセッション

を順次処理します。マルチストリーミングを使用すると、Arcserve Backupは複数の

ストリームにバックアップセッションを振り分けます。これにより、バックアップを完了

するのに必要な全体的な時間の長さを短縮できます。

注：詳細については、「Arcserve Backupでのマルチストリーミングによるバックアップ

データの処理方法」を参照してください。

13. ［ポリシー］タブをクリックします。

マイグレーションポリシーのオプションが表示されます。

14. ジョブに必要な以下のマイグレーションポリシーを指定します。

［フルバックアップ］および［差分/増分バックアップ］タブ -- フルバックアップ、

および増分/差分バックアップのために必要なマイグレーションポリシーを指

定します。

注：詳細については、「テープステージングバックアップのマイグレーションオ

プションの指定」を参照してください。

［その他］--バックアップジョブに必要なその他のポリシーを指定します。

注：詳細については、「テープステージングバックアップのその他オプションの

指定」を参照してください。
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［Alert］--バックアップジョブに必要な Alertポリシーを指定します。

注：詳細については、「ディスクおよびテープステージングバックアップのAlert
オプションの指定」を参照してください。

［実行後スクリプト］--ジョブに必要な実行後スクリプト ポリシーを指定しま

す。

注：詳細については、「ディスクおよびテープステージングバックアップの実行

後スクリプト オプションの指定」を参照してください。

15. ［デスティネーション］タブをクリックします。

デスティネーションディレクトリツリーが表示されます。

16. ［デスティネーション］タブ上でサーバオブジェクトを展開します。

データを保存するデバイスグループを指定します。

注：Arcserve Backupでは、プライマリサーバまたはData Moverサーバを介してマイ

グレーションジョブを実行することができます。以下の画面が示すように、マイグ

レーションジョブは、最終バックアップ先メディアの指定方法に従い、プライマリサー

バまたはData Moverサーバから実行されます。

17. (オプション)ツールバーの［オプション］をクリックし、ジョブに必要なオプションを指定

します。

この時点で、マイグレーションジョブに影響する他のオプションを適用することを推

奨します。たとえば、マイグレーションジョブ完了後にテープをライブラリからイジェク

トするには、［グローバルオプション］ダイアログボックスの［操作］タブをクリックして、

［メディアのイジェクト］オプションを選択します。

注：バックアップオプションの詳細については、「グローバルバックアップオプション」

を参照してください。

18. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスが表示されます。

19. ［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスで、ジョブのセキュリティお

よびエージェント情報を編集または確認して、［OK］をクリックします。
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［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

20. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで入力必須フィールドに入力して、［OK］を
クリックします。

ジョブがサブミットされます。
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惨事復旧

惨事復旧

データの損失を防ぐには、すべてのサーバおよびワークステーションのバックアップ

ファイルを常に最新にしておく必要があります。バックアップしたデータが最新でない

場合、Arcserve Backupで回復できるデータが制限されることになります。スケ

ジューリングジョブの設定やメディアローテーションスキーマを使用して、バックアッ

プを常に最新の状態に保つようにします。

デフォルトでは、サーバは、Disaster Recovery Optionがインストールされていなくて

も、すべてのフルバックアップシステムに対して惨事復旧情報の生成または更新

を行います。Arcserve BackupArcserve Backupこれにより、後から Arcserve Backup
Disaster Recovery Optionをインストールした場合でも、常に最新のバックアップ情

報を利用できます。

注：Arcserve Backupサーバで惨事復旧情報が生成および更新されないようにす

るには、サーバマシンで以下のレジストリキー値を作成して 1に設定します。

Arcserve Backup

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCserve
Backup\Base\Task\backup\SkipDRSession

詳細については、「Disaster Recovery Optionユーザガイド」を参照してください。
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NTFSデデュプリケーションの動作

NTFSデデュプリケーションの動作

NTFSデータデデュプリケーションはWindows Server 2012オペレーティングシステム

に実装されている機能です。NTFSデータデデュプリケーションは、重複したデータ

をボリュームから削除します。これにより、ボリューム上により多くのデータを保存す

ることができます。

NTFSデータデデュプリケーションとArcserve Backupデータデデュプリケーションとを

混同しないようにしてください。NTFSデータデデュプリケーションは、ボリューム上の

データを扱う、Windowsに実装されている機能です。Arcserve Backupによって、

NTFSデータデデュプリケーションが有効化されたボリューム上のデータをバックアップ

およびリストアできます。Arcserve Backupデータデデュプリケーションは、バックアップ

データのストレージ メディアへの保存方法に関する機能です。Arcserve Backupの

データデデュプリケーション機能の詳細については、「デデュプリケーションの使用」

を参照してください。NTFSデータデデュプリケーションの詳細については、Microsoft
Windows Development CenterのWebサイトを参照してください。

NTFSデータデデュプリケーションは、ローカルバックアップオプションまたはグローバ

ルバックアップオプションのいずれかとして定義します。

NTFSデータデデュプリケーションデータをバックアップするプロセスは、ディスクまたは

テープメディアへの他の標準的なバックアップのプロセスと同じです。また、これは、

NTFSデータデデュプリケーションによって最適化されたデータのリストアにも該当し

ます。ただし、最適化されたNTFSデータデデュプリケーションを使用してバックアッ

プしたデータをリストアする場合、デスティネーションボリューム上に、リストアする

ファイルの論理サイズ以上の十分なディスク空き容量が必要です。

例：ファイルAは 100 MB、ファイルBも 100 MBです。両方のファイルにはまったく

同じデータが含まれます。最適化されたNTFSデータデデュプリケーションバックアッ

プに必要なストレージ容量は 100 MBです。ただし、両方のファイルを復旧する場

合、デスティネーションボリューム上には、200 MBのディスク空き容量が必要となり

ます。

注：この例は、Arcserve Backup惨事復旧処理を使用してデータを回復する場

合は該当しません。

バックアップ対象のボリューム上で NTFSデータデデュプリケーションが有効な場

合、NTFSデータデデュプリケーションを使用して、最適化されたバックアップおよび

最適化されていないバックアップを行うことができます。最適化されたバックアップで

は、Arcserve Backupは、最適化されたファイル、最適化されていないファイル、お

よびチャンクストアをバックアップします。NTFSデータデデュプリケーションがボリュー

ム上で有効ではない状態で、最適化されたNTFSデータデデュプリケーションバッ

クアップを実行しようとすると、Arcserve Backupは最適化されたバックアップを実行

します。

360 Arcserve Backup管理者ガイド

http://msdn.microsoft.com/en-us/library/windows/desktop/hh769303(v=vs.85).aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/windows/desktop/hh769303(v=vs.85).aspx
../../../../../Content/global_opt_ntfs_data_dedupe.htm
../../../../../Content/global_opt_ntfs_data_dedupe.htm


NTFSデデュプリケーションの動作

NTFSデータデデュプリケーションバックアップには、以下の制限事項があります。

最適化されたNTFSデータデデュプリケーションオプションは、デフォルトでは、

グローバルバックアップオプションとしては有効に、ローカルバックアップオプショ

ンとしては無効に設定されています。この環境設定で Arcserve Backupは、

NTFSデデュプリケーションが有効化されたすべてのボリューム上で、最適化さ

れたバックアップを実行します。

特定のボリュームのバックアップジョブに対してこのオプションを有効化または無

効化するには、グローバルバックアップオプションとしてこのオプションを無効に

し、次に、ローカルバックアップオプションとしてこれを適宜有効または無効にし

ます。

Arcserve Backupによる、最適化されたバックアップセッションからのデータ復旧

は、Windows Server 2012を実行しているコンピュータに対してのみ可能です。

Arcserve Backupは、NTFSデータデデュプリケーション(最適化 )オプションを使

用して、バックアップされたデータに対して比較ジョブを実行することはできませ

ん。このようなジョブをサブミットすると、ジョブは失敗し、比較ジョブがサポートさ

れていないことを示す内容のエラーがアクティビティログに表示されます。

最適化されたNTFSデータデデュプリケーションバックアップを実行し、［バック

アップメディアとディスクの比較］オプションを指定すると、Arcserve Backupはボ

リューム全体ではなく、リパースされたファイルのみを比較します。
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第4章 :データのリストア

Arcserve Backupには、データのリストアに使用できるさまざまなツールやオプション

が提供されています。このセクションでは、データを安全かつ効率的にリストアする

ための方法について説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

リストアマネージャ 364

リストアするファイルの検索方法 365

リストアマネージャのボックス 378

リストアマネージャの場所オプション 379

リストアジョブのスケジュール 380

Windows Server 2008 および 2012 システムで管理者としての実行を指定する 381

グローバルリストアオプション 382

システム状態リストアオプション 391

データのリストアシナリオ 393

クラウド ストレージからデータをリストアする方法 415
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リストアマネージャ

リストアマネージャ

リストアジョブを正しく実行するには、必要なデータを迅速に識別し、適切なバッ

クアップおよびアーカイブメディアからそのデータを取り出すことが重要なポイントと

なります。

Arcserve Backupでは、ネットワークに接続されているコンピュータにデータをリストア

できます。リストアジョブではソースとデスティネーションを指定する必要がありま

す。ソースは、Arcserve Backupによって作成されたメディアにバックアップまたはアー

カイブされているファイルである必要があり、デスティネーションはハード ディスクドラ

イブである必要があります。リストアマネージャには、リストアジョブをカスタマイズす

るために、以下の3つのタブが用意されています。

ソース

デスティネーション

スケジュール

オプションのArcserve Backupクライアント エージェントを使用すると、さまざまな環

境のリモート ワークステーションと通信し、Windows以外のシステム( UNIXなど)に
データをリストアできます。

同様に、オプションのほかのバックアップエージェントを使用すると、Arcserve Backup
でオンラインデータベースおよびアプリケーション( Microsoft Exchange Server、
Microsoft SharePoint、Microsoft SQL Server、Lotus Domino、Oracle、IBM Informix
など)をリストアできます。
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リストアするファイルの検索方法

Arcserve Backupを使用すると、リストアしたいファイルを簡単に検索できます。さま

ざまなシステム要件および環境が考えられるため、Arcserve Backupには、リストア

するデータ(つまりソース)を選択する以下の方法が用意されています。

ツリー単位 --この方式では、Arcserve Backupでバックアップまたはアーカイブし

た表示されているディレクトリおよびファイル、特定のディレクトリまたはドライブ

をリストアできます。必要なデータがどのメディアに入っているかわからないが、

どのコンピュータからそのデータがバックアップまたはアーカイブされたかがわかっ

ている場合は、この方法を使用します。

［ツリー単位］では、バックアップまたはアーカイブの最後のインスタンスのみが表

示されます。それ以外のインスタンスをすべて表示し、アクセスするには、リスト

アするオブジェクトを選択して［復旧ポイント］ボタンをクリックします。同じドライ

ブの部分バックアップ/アーカイブが複数回行われた場合、［ツリー単位］では、

最後のバックアップ/アーカイブのみが表示されます。ただし、ドライブのフルボ

リュームバックアップ/アーカイブがある場合は、最後の部分バックアップ/アーカ

イブではなく、最後のフルバックアップ/アーカイブが表示されます。

［マシン名］フィールドでは、名前の一部でフィルタした検索が可能です。名前

の任意の一部を入力すると、関連する項目の一覧が表示されます。たとえ

ば、名前が「BB」を含むマシンが複数ある場合、［マシン名］フィールドに「BB」
と入力し、［更新］ボタンをクリックします。関連するマシンが表示されます。［マ
シン名］フィールドでは、完全一致検索およびワイルドカード検索もサポートさ

れています。

注：リストアマネージャは、512バイトを超えるパスを表示できません。これに

はドライブ文字、またはネットワークサーバ名およびネットワーク共有名も含ま

れます。1バイト言語では、これはおよそ500文字に相当します。1バイト文

字、マルチバイト文字、およびそれらの組み合わせを含むマルチバイト言語で

は、512バイトは 250 ～ 500文字に相当します。マルチバイト文字のみを含

むマルチバイト言語では、512バイトはおよそ250文字に相当します。ファイル

パスが512バイトを超える場合、切り捨てが発生します。切り捨てが行われた

ディレクトリからデータをリストアするには、名前が切り捨てられていないパスの

最後のディレクトリからリストアジョブをサブミットする必要があります。

注：Arcserve Backupでは、［リストアマネージャ］ツリーからテキスト ファイルに

結果をエクスポートできます。セッション、メディア、ディレクトリ、またはサーバ

ノードを右クリックし、［データのエクスポート］をクリックします。ローカルドライブ

にファイルを保存します。

検索 -- ［検索］ボタンをクリックして、特定のファイルまたは似たような名前を持

つファイルのグループのバックアップまたはアーカイブを検索します。Arcserve
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Backupでは、［検索］フィールドに、ファイル拡張子を含め最大 255文字の

ファイル名を指定できます。完全なファイル名がわからない場合、ワイルドカー

ド文字「*」や「?」を［検索］フィールドに指定して、検索の結果を簡単にするこ

とができます。

注：この検索を利用したリストア方式は、データベースエンジンが停止してい

る場合は機能しません。

例 :

1. ドライブD:\には、1週間単位でバックアップ/アーカイブされる 2つ
のディレクトリ、D:\TempおよびD:\Documentsが含まれます。

D:\Temp とD:\Documentsは両方とも、4月 21日と 4月 28日に

バックアップ/アーカイブされました。ドライブD:\のフルバックアップ/
アーカイブは 4月 1日に実行されました。

2. リストアマネージャには、4月 1日に実行されたドライブD:\のフル

バックアップ/アーカイブに関連するインスタンスが表示されます。

3. D:\Documentsの4月 28日のインスタンスをリストアするには、［ツ
リー単位］のリストアで D:\Documentsディレクトリを選択し、［復
旧ポイント］をクリックします。［復旧ポイント］ダイアログボックス

で、4月 28日のインスタンスを選択し、［選択］ボタンをクリックし

ます。

セッション単位 --セッションを選択し、リストアするファイルとディレクトリを選択

できます。メディアの名前はわかっているが、リストアしたいセッションが不明な

場合は、この方法を使用します。

このリストア方式は、データベースエンジンが停止している場合は機能しませ

ん。

デデュプリケーションデバイスはセッション単位をサポートしますが、多くの場

合、数千のセッションが含まれます。ボリュームを管理するための表示方法を

指定するよう求められます。

［メディア名］フィールドでは、名前の一部でフィルタした検索が可能です。名

前の任意の一部を入力すると、関連する項目の一覧が表示されます。たと

えば、名前が「BB」を含むセッションが複数ある場合、［メディア名］フィールドに

「BB」と入力し、［更新］ボタンをクリックします。関連するセッションが表示され

ます。［メディア名］フィールドは、完全一致検索およびワイルドカード検索もサ

ポートしています。

注：リストアマネージャは、512バイトを超えるパスを表示できません。1バイト

言語では、これはおよそ500文字に相当します。1バイト文字、マルチバイト

文字、およびそれらの組み合わせを含むマルチバイト言語では、512バイトは

250 ～ 500文字に相当します。マルチバイト文字のみを含むマルチバイト言
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語では、512バイトはおよそ250文字に相当します。ファイルパスが512バイト

を超える場合、切り捨てが発生します。切り捨てが行われたディレクトリから

データをリストアするには、名前が切り捨てられていないパスの最後のディレク

トリからリストアジョブをサブミットする必要があります。

注：Arcserve Backupでは、［リストアマネージャ］ツリーからテキスト ファイルに

結果をエクスポートできます。セッション、メディア、ディレクトリ、またはサーバ

ノードを右クリックし、［データのエクスポート］をクリックします。ローカルドライブ

にファイルを保存します。

照会単位 --ファイルまたはディレクトリの名前を見つけ出すための検索パター

ンに基づいて、ファイルをリストアします。リストアするための照会の種類 (たとえ

ば、［すべて］(デフォルト )、［バックアップセッション］、または［アーカイブ］)を指

定できます。リストアするファイルまたはディレクトリの名前はわかっているが、

バックアップまたはアーカイブ元のコンピュータ、あるいはバックアップまたはアーカ

イブ先のメディアがわからない場合は、この方法を使用します。

照会単位のリストア処理では、大文字と小文字は区別されません。

Arcserve Backupでは、［ファイル名］フィールドに、ファイル拡張子を含め最大

255文字のファイル名を指定できます。完全なファイル名がわからない場合、

ワイルドカード文字「*」や「?」を［ファイル名］フィールドに指定して、照会結果

を簡単にすることができます。

注：このリストア方式は、データベースエンジンが停止している場合は機能し

ません。

メディア単位 --ストレージデバイス内の指定メディアから、バックアップセッショ

ン一式をリストアします。リストアジョブにフィルタが追加されていない限り、セッ

ション内のすべてのファイルをデスティネーションにリストアします。Arcserve
Backupの別のバージョンで作成されたメディアである場合、またはデータベース

がメディアを認識できない場合は、この方法を使用します。

重要：リストアするアイテムが見つからない場合は、対応するレコードがデータ

ベースから破棄された可能性があります。マージユーティリティを実行して、リ

ストアソースの選択を再設定できます。マージユーティリティの詳細について

は、「マージユーティリティ」を参照してください。

仮想マシンの復旧 --仮想マシンを復旧するためのオプションが2つあります。

VMホスト名または VM タイプで仮想マシンを検索 -- VM名またはVM タ

イプで仮想マシンを復旧できます。VM タイプで検索する場合、プロキシ

にVMware Converter 3.0.2がインストールされている必要があります。そ

うしなければ、復旧ジョブは失敗します。このリストア方式を使用する

と、［グローバルオプション］の［操作］タブで追加のオプションが有効にな

ります。
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VMware VMのトランスポート モード --特定のトランスポート方式を選

択することにより仮想マシンを復旧します。

動的 -- (デフォルト ) このオプションでは、使用可能なトランスポー

ト モードがVMware Virtual Disk Development Kit ( VDDK)によって

選択されます。

SAN -- ( Storage Area Network) このオプションでは、ファイバチャネ

ル通信を使用して、SANに接続されたプロキシシステムからスト

レージデバイスにバックアップデータを転送できます。

HOTADD--このオプションでは、SCSIディスクで設定された仮想マシ

ンをバックアップできます。

NBDSSL -- ( Network Block Device Secure Sockets Layer) このオプ

ションでは、通信にNFC ( Network File Copy)プロトコルを使用しま

す。NBDSSLは TCP/IP通信ネットワークを使用して、暗号化された

データを転送します。

NBD -- ( Network Block Device。別名、LAN トランスポート モード)
このオプションでは、通信にNFC ( Network File Copy)プロトコルを

使用します。各種のVDDKおよび VCB操作は、NBDを使用する

ときに、各 ESX/ESXi Serverホストでアクセスする仮想ディスクごとに

1つの接続を使用します。

注：指定されたトランスポート モードが使用可能でない場合、トランス

ポート モードはデフォルトの［動的］オプションに戻ります。

［仮想マシンの復旧］を使用すると、回復ジョブの実行中、指定した

VMを使用できなくなります。

Arcserve Backup Enterprise Moduleをインストールしている場合、［イメージ単位で

リストア］も使用できます。ファイルシステムを介さずに、ブロック単位で高速にデー

タを読み取ってリストアする必要がある場合には、この方法を選択してください。
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リストアマネージャで Arcserve Backupに多数の項目

を参照させる方法

Arcserve Backupでは、多数のディレクトリやファイルなどを参照する際、リストアマ

ネージャに項目をロードするプロセスを一時停止できます。［デスティネーション］タ
ブをクリックし、［ファイルを元の場所にリストア］オプションをオフにし、［デスティネー

ション］タブで項目を参照すると、ロード プロセスを一時停止することができます。

以下の手順は、Arcserve Backupの［リストアマネージャ］ウィンドウで多数の項目

を参照する方法について示します。

1. ［デスティネーション］タブでリストアマネージャのディレクトリツリーから項目を選択

すると、Arcserve Backupで［ロード中］ダイアログボックスが表示され、多数の項目

を取得して［リストアマネージャ］ウィンドウにロードする必要があることが通知され

ます。Arcserve Backupで［リストアマネージャ］ウィンドウに表示する項目のリストが

取得されている間は［キャンセル］をクリックできません。

2. Arcserve Backupで［リストアマネージャ］ウィンドウに表示する項目のリストが取得

されると、リストアマネージャへの項目のロード進捗状況が［ロード中］ダイアログ

ボックスに表示されます。［キャンセル］をクリックすると、操作を一時停止すること

ができます。
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3. ロード操作を一時停止した後で、ターゲット ディレクトリを右クリックし、コンテキス

ト メニューから［さらに表示］を選択することによって、ロード操作を続行できます。

4. ロード プロセスを一時停止すると、ターゲット ディレクトリのアイコンが以下のように

表示されます。

5. ロード プロセスは、必要に応じて一時停止と継続が可能です。さらに項目をロー

ドするには、コンテキスト メニューから［さらに表示］をクリックします。

6. ロード プロセスが完了すると、ターゲット ディレクトリのアイコンが以下のように表示

されます。
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リストアマネージャでの多数のファイルの参照

リストアマネージャに多数の項目を含むディレクトリを参照する必要がある場合

は、以下の手順に従います。

注：リストアマネージャが表示できるファイル名パスの長さは 512文字までです。こ

れにはドライブ文字、またはネットワークサーバ名およびネットワーク共有名も含ま

れます。NTFSおよび FAT32のファイルシステムでは、ファイル名の最大長は 255文
字に制限されます。

リストアマネージャで多数のファイルを参照する方法

1. リストアマネージャを開いて［デスティネーション］タブをクリックします。

2. ［デスティネーション］タブで［ファイルを元の場所にリストア］オプションをオフにし、次

にディレクトリツリーからターゲット ディレクトリを参照して、指定します。

［ロード中］メッセージボックスが表示されます。

3. ［ロード中］メッセージボックスから、［キャンセル］をクリックして、ロード プロセスを停

止します。

Arcserve Backupがすべての項目をロードしなかった場合、警告メッセージが表示

されます。

注：このメッセージは、［ロード中］メッセージボックスで初めて［キャンセル］をクリッ

クしたときにのみ表示されます。

4. ディレクトリツリーからターゲット ディレクトリを右クリックし、コンテキスト メニューから

［さらに表示］をクリックします。

［ロード中］メッセージボックスが表示され、Arcserve Backupが項目のロードを続け

ます。

5. Arcserve Backupがターゲット ディレクトリにすべての項目をロードするまで、必要に

応じて何度でもロード プロセスを一時停止し、続行することができます。

ロード プロセスを一時停止すると、ターゲット ディレクトリのアイコンが以下のように

表示されます。

ロード プロセスが完了すると、ターゲット ディレクトリのアイコンが以下のように表示

されます。
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バックアップセッションの複製

ディスクステージングを使用してデータをバックアップしたり、tapecopyコマンド ライ

ンユーティリティを使用してメディアをコピーする場合、バックアップセッションの複製

を複数のロケーションに存在させることができます。たとえば、ステージングコピーと

パージのポリシーを定義して、最終的なデスティネーションメディアへのコピー操作

が行われた後、バックアップセッションがステージングに使用されたファイルシステム

デバイスに一定期間残るようにすることができます。バックアップセッションがファイル

システムデバイスからパージされていない場合は、データはファイルシステムデバイ

スと最終的なデスティネーションメディアの両方にあることになります。このような場

合、ファイルシステムデバイスにあるデータを使って、セッションをリストアすることが

できます。

メディアをコピーすれば、複製されたバックアップセクションは複数のメディア上に存

在することになります。1つのメディアがサイトに残り、他のメディアがボールトされた

場合、Arcserve Backupでは、サイト上のメディアを使用して、リストア処理をしや

すくすることができます。
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リストアするファイルの検索方法

スマート リストア

Arcserve Backupは、リストア動作の全体的な成功率を向上させる透過的なス

マート リストア機能を提供します。リストアジョブの実行中にメディアの読み取りエ

ラーやハードウェアエラーが生じると、Arcserve Backupがリストアジョブを完了する

ために使用する代替メディアを探します。

例：スマート リストア

リストアジョブの実行中にソースメディアが動かなくなり、ライブラリが使えなくなった

とします。Arcserve Backupそうすると、では自動的にそのバックアップセッションの重

複が検索されます。セッションの重複が存在する場合は、その場所がファイルシス

テムデバイスかそれ以外のメディアかということとは無関係に、ユーザの操作を介さ

ずにリストアを継続します。

注：リストアジョブの実行中に再びメディアエラーが発生した場合は、そのジョブは

失敗します。
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リストアするファイルの検索方法

照会単位でリストアの結果のエクスポートおよびスプ

レッドシートでの参照

Arcserve Backupでは、Arcserve Backupデータベースに照会した結果をテキスト

ファイルにエクスポートできます。Arcserve Backupは、値をタブ区切り形式でエクス

ポートします。タブ区切り形式を使用すると、データをスプレッドシート アプリケー

ション( Microsoft Excelなど)にインポートして結果を分析できます。

例：照会単位でリストアの結果のエクスポートおよびスプレッドシートでの参照

複数のユーザから、環境内の異なるコンピュータに存在する複数のファイルをリス

トアして欲しいとの依頼がありました。依頼してきたユーザは、正確なファイル名を

知りません。これらのコンピュータには、対象ファイルによく似た名前のファイルが存

在します。このような場合、ワイルドカードを使用して Arcserve Backupデータベー

スに照会し、ホスト名、ファイルパス、ファイル名、およびファイル変更日時を取得

できます。次に、Excelスプレッドシートを使用して結果をソートして、ユーザに対し

て、リストアが必要なファイルを知らせて欲しいと依頼できます。

照会単位でリストアの結果をエクスポートしてスプレッドシートで参照する方法

1. Arcserve Backupホーム画面の［クイックスタート］メニューから［リストア］をクリックし

ます。

［リストアマネージャ］ウィンドウが開きます。

2. ドロップダウンリストから、［照会単位］をクリックします。

照会オプションフィールドが表示されます。

3. 必要な値を指定して、［照会］をクリックします。

照会の結果が照会フィールドの下に表示されます。

4. ［照会結果のエクスポート］をクリックします。

Arcserve Backupによって照会結果が収集され、［名前を付けて保存］ダイアログ

ボックスが開きます。

5. 保存場所とファイル名を指定して、［保存］をクリックします。

照会結果がテキスト ファイルに保存されます。

6. スプレッドシート アプリケーションを開きます。

作成したテキスト ファイルをインポートします。

注：テキスト ファイルをインポートする方法の詳細については、ご使用のスプレッド

シート アプリケーションのマニュアルを参照してください。

照会の結果が照会フィールドに表示されます。
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リストアするファイルの検索方法

UNIXおよび Linuxプラットフォームでの照会単位でのリ

ストア

データを照会単位でリストアする方法では、バックアップデータに保存されている

ファイルまたはディレクトリの名前を検索する条件に基づいてファイルを検索および

リストアできます。UNIXと Linuxプラットフォームでは、［ディレクトリ名］( ファイルの場

所 )のオプションに基づく Arcserveデータベースの照会に使用する構文は、

Windowsプラットフォームのそれとは異なります。以下の手順では、UNIXおよび

Linuxプラットフォーム上で照会単位でリストアするために使用する構文について

説明します。

UNIXおよび Linuxプラットフォームでデータを照会単位でリストアする方法

1. リストアマネージャから、ソース表示のドロップダウンリストから［照会単位］を選択

します。

［照会単位］フィールドが表示されます。

2. 検索条件を指定するには、以下のすべてのフィールドに入力します。

［コンピュータ名］-検索するコンピュータの名前を指定します。特定のコン

ピュータ名を指定するか、ドロップダウンリストから <<ANY>>を選択して

Arcserve環境のすべてのコンピュータを検索します。

［ファイル名］-ワイルド カードまたは特定のファイル名の検索を指定します。

UNIXプラットフォームと Linuxプラットフォームでは、Arcserve Backupは標準

的な 8.3ファイル命名規則を使用します。たとえば、*.txtを指定すると、.txt
ファイル拡張子が付いたファイルがすべて照会結果に表示されます。

注：このフィールドでは前後にスペースを入れることはできません。

［ディレクトリ参照］-検索するディレクトリを指定します。このフィールドで

は、ドライブ文字から開始して正確に一致するパスを入力する必要があり

ます。

UNIXおよび Linuxプラットフォームでは、バックスラッシュ( \)は区切り文字と

みなされます。たとえば、\root\dir1\text.txtです。

例：ディレクトリ名

マウント ポイントが「/」の場合は、次の検索文字列を使用してください。

/\root\dir1\text1

マウント ポイントが「/root」の場合は、次の検索文字列を使用してくださ

い。

\/root\dir1\

注：このフィールドでは前後にスペースを入れることはできません。
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リストアするファイルの検索方法

［サブディレクトリを含める］- ［ディレクトリ名］フィールドに指定したディレクト

リのサブディレクトリを検索できます。

3. ［照会］をクリックします。

Arcserve Backupによってデータベースが照会され、検索条件を満たすファイルが

返されます。

4. リストアするファイルまたはディレクトリの名前をダブルクリックして選択します。

ファイルやディレクトリを選択すると、緑色のライトが点灯します。
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リストアマネージャのボックス

リストアマネージャのボックス

［リストアマネージャ］ウィンドウに表示される各オブジェクトの左には、緑色または

灰色のボックスが表示されます。

緑色のボックス -オブジェクトのリストア範囲を直接制御できます。ボックスをク

リックすると、リストア対象からオブジェクトを除外したり、リストア対象をオブジェ

クトの全体または一部にするかを指定できます。ボックスをクリックし、ボックス

内の色を付けたり消したりすることで、リストアの範囲を指定します。

灰色のボックス -実在しないオブジェクトに関連付けられており、それらのオブ

ジェクトはリストアできません。通常、このような項目はプレースホルダとして存

在し、この下に他のオブジェクトがグループ化されて表示されます。灰色のボッ

クスの下にある緑色のボックスをクリックすると、リストアの対象として選択した

ファイルの割合に応じて、自動的に灰色のボックスが部分的にまたは全体的

に塗りつぶされます。

ボックスの設定とそれに対応するリストアレベルを、以下の表に示します。

ボックス 環境設定 説明

全体が塗りつぶされている フルリストア

部分的に塗りつぶされている 部分的にリストア

塗りつぶされていない リストアしない

注：灰色のボックスの設定は、緑色のボックスの設定と同じパターンに従っており、

リストア対象として選択したファイルの割合が反映されます。

ディレクトリツリーで上位階層にあるボックスの塗りつぶしの割合は、下位階層に

あるオブジェクトのボックスの塗りつぶしの割合によって決まります。

上位階層のボックスをクリックして完全に塗りつぶすと、すべての下位階層の

ボックスも自動的に完全に塗りつぶされます。

下位階層のすべてのボックスをクリックして完全に塗りつぶすと、その上位階層

のボックスも自動的に完全に塗りつぶされます。

下位階層のボックスに完全に塗りつぶされたものと部分的に塗りつぶされたも

のが混じっている場合、上位階層のボックスは部分的に塗りつぶされた状態

になります。
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リストアマネージャの場所オプション

リストアマネージャの場所オプション

Arcserve Backupには、データのリストア先である場所を選択する方法として、以

下の2つがあります。

ファイルを元の場所にリストア

ユーザ共有ディレクトリおよびドライブにリストア

注：デフォルトでは、［ファイルを元の場所にリストア］チェックボックスがオンになって

います。［ファイルを元の場所にリストア］チェックボックスをオフにした場合、

Arcserve Backupでは、マシン、ディレクトリ、ファイルのリストが表示され、ユーザが

データのリストア先を指定できます。
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リストアジョブのスケジュール

リストアジョブのスケジュール

ジョブをサブミットし、以下の方式でジョブを繰り返すことができます。

［1度だけ］--このジョブを 1度だけ実行して繰り返し実行しません。

［一定間隔］--指定した間隔 (分、時間、日、週、または月 )でジョブを繰り

返します。

［曜日］--指定した 1つまたは複数の曜日にジョブを繰り返します。

［週］--指定した 1つまたは複数の週の指定した曜日にジョブを繰り返しま

す。

［日］--毎月、指定した日にジョブを繰り返します。

［カスタム］--指定した月、日、時間、または分に、指定した曜日を除外した

ジョブを繰り返します。

注：ストレージデバイスが使用中であるときに［ジョブを即実行］でサブミットする

と、Arcserve Backupは、ストレージデバイスが使用中であるためジョブはジョブ

キューにサブミットされないと通知します。その場合、現在の日付と時刻を指定し

て、ジョブのスケジューリングを行います。これにより、Arcserve Backupでストレージ

デバイスが使用中の場合、ドライブの使用が終了するまで、ジョブの再試行が自

動的に行われます。

ジョブスケジューリング機能の詳細については、「ジョブのカスタマイズ」を参照してく

ださい。
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Windows Server 2008および 2012システムで管理者としての実行を指定する

Windows Server 2008および 2012システムで管理者

としての実行を指定する

Windows Vista、Windows Server 2008、およびWindows Server 2012オペレーティ

ングシステムでは、セキュリティ機能として、実行可能ファイルまたはアプリケーショ

ンを起動するたびに、管理者認証情報 (ユーザ名およびパスワード)を入力する

か確認するように求められます。このメッセージが毎回表示されないようにするため

には、実行可能ファイルまたはアプリケーションを管理者として実行するように指定

します。

たとえば、Windowsのコマンド プロンプトを実行する場合、［コマンド プロンプト］ア
イコンを表示し( ［スタート］メニューから)、右クリックして表示されるコンテキスト メ

ニューの［管理者として実行］を選択します。コマンド プロンプト コンソールに対し

て管理者権限が確立されると、コマンド プロンプト コンソールを閉じるまで、それ

以降のコマンド プロンプトの呼び出しでさらにプロンプトが表示されることはありま

せん。

注：このタスクはすべてのArcserve Backup実行可能ファイルとアプリケーションに対

して実行する必要があります。たとえば、ca_auth、ca_backup、ca_restore、
cabatchなどがあります。

以下の手順に従います。

1. Windowsエクスプローラで、［管理者として実行］を指定する実行可能ファイルま

たはアプリケーションを表示します。

2. 実行可能ファイルまたはアプリケーションを右クリックし、コンテキスト メニューから

［管理者として実行］を選択します。

Windowsプロンプトが表示され、管理者認証情報 (ユーザ名およびパスワード)
の入力が求められます。

3. 管理者認証情報の入力を求められたら、以下のいずれかの手順を実行します。

管理者としてログインしていない場合は、管理者ユーザ名およびパスワード

を入力します。

管理者としてログインしている場合は、［続行］をクリックします。

4. プロンプトに従い、必要なフィールドを入力してこのタスクを完了します。
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グローバルリストアオプション

グローバルリストアオプション

ここでは、リストアジョブをサブミットする際に選択することができるグローバルリスト

アオプションについて説明します。［グローバルオプション］ダイアログボックスにアク

セスするには、リストアマネージャで［オプション］ボタンをクリックします。

グローバルオプション(ジョブ全体にわたるオプション)で定義する手順とルールは、

Arcserve Backupですべてのノード(サーバ、ワークステーション、およびアプリケー

ション)をリストアする際に使用されます。このオプションは特定のリストアジョブ用

に定義できます。1つのリストアジョブ用に定義するグローバルオプションは、他の

リストアジョブ用に定義するグローバルオプションには影響しません。

利用できるオプションは以下のとおりです。

バックアップメディアオプション

デスティネーションオプション

操作オプション

ジョブ実行前/後の処理オプション

ジョブログオプション

Alertオプション
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グローバルリストアオプション

リストアマネージャのバックアップメディアオプション

リストアマネージャは、以下のバックアップメディアオプションをサポートしています。

タイムアウト オプション --データのリストアに必要なメディアを準備するまでに、

Arcserve Backupが待機するタイムアウト時間を指定できます。使用可能なメ

ディアオプションは、以下のとおりです。

［最初のバックアップメディアのタイムアウト］-- リストアジョブに必要な最

初のメディアが挿入されるまで、Arcserve Backupが待機する時間。時

間切れになると、ジョブの実行は中止されます。

［追加バックアップメディアのタイムアウト］--追加メディアが使用可能に

なるまで、Arcserve Backupが待機する時間。

リストアの最適化オプション -- リストア処理中にArcserve Backupで重複する

バックアップセッションが検出され、1つのセッションがテープメディア上にあり、

もう 1つのセッションがファイルシステムデバイス上にある場合、リストアの最適

化オプションではArcserve Backupに対し、ファイルシステムデバイス上のセッ

ションからデータをリストアするよう指示を出します。

［リストアの最適化］オプションはすべてのリストア操作に適用されるグローバル

設定で、デフォルトで有効になっています。

ほとんどの場合、ファイルシステムデバイスからデータをリストアする方が、テー

プメディアからリストアするより高速です。しかし、高速読み取りが可能なテー

プメディアやライブラリを使用している場合や、ファイルシステムデバイスに既

知の問題がある場合などは、［リストアの最適化］オプションを無効にした方が

いい場合もあります。

［リストアの最適化］オプションを無効にするには、［リストアの最適化］チェック

ボックスのチェックを外します。
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グローバルリストアオプション

リストアマネージャの［デスティネーション］オプション

デスティネーションオプションでは、ファイルをコピーまたはリストアするときのデスティ

ネーションでのディレクトリ構造を決定できます。また、( もしあれば)どのファイルを

上書き可能にするかを決定できます。

ディレクトリ構造オプション

デスティネーション上にディレクトリを作成するためにArcserve Backupで使用す

る方法を以下から選択します。

［ベースディレクトリを作成しない］--(デフォルト )デスティネーションパスにベース

ディレクトリを作成せず、ソースベースディレクトリの下のすべてのサブディレクト

リを作成します。ベースディレクトリとは、ソースパス内で選択されている最初

のディレクトリのことです。

［ベースからディレクトリを作成する］--ベースディレクトリから始まるデスティネー

ションパスを作成します。

［ルートから全体のパスを作成する］--ソースパス全体 (ルートのドライブとボ

リューム名を除く)をデスティネーション上に作成します。親ディレクトリ上のどの

ファイルもリストアされません。ベースディレクトリまでのディレクトリパスのみがデ

スティネーション上に作成されます。

同名のファイルに対する処理オプション

ソースからコピーするファイルと同名のファイルがデスティネーションディスクに存

在する場合に、Arcserve Backupが使用する方法を選択します。デフォルトで

は［すべてのファイルを上書きする］が選択されています。

［すべてのファイルを上書きする］--ファイル名の重複に関係なく、すべてのソース

ファイルをデスティネーションにリストアします。同じ名前のファイルがある場合、

ソースからコピーされるファイルでデスティネーション上の既存ファイルは上書きさ

れます。

［ファイル名を変更する］--ソースファイルの拡張子を変更して、デスティネーショ

ンにコピーします。拡張子の名前変更形式は、ターゲット パーティションにある

ファイルシステムにより異なります。

ファイル名の長さが251文字を超える場合、Arcserve Backupでは、初回

のリストアの後、ファイル名が251文字で切り捨てられ、ファイル名に「.__
0」が追加されます。その後のすべてのリストアについて、Arcserve Backup
では、切り捨てられたファイル名に「.__1」、「.__2」と追加されます。

ファイル名の長さが251文字以下でファイル拡張子がある場合、

Arcserve Backupにより、ファイル拡張子の最後の文字が1に置き換えら

れます(例：filename.tx1) 。後続のリストアの場合、Arcserve Backupに
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よって、ファイル拡張子の最後の文字が2、3、などに置き換えます。10
番目のリストア後、Arcserve Backupによって、ファイル拡張子の最後の2
文字が10、11、12などに置き換えられます(例：filename.t10) 。100番
目のリストア後、Arcserve Backupによって、ファイル拡張子の最後の3文
字が100、101、102などに置き換えられます(例：filename.100)。999
番目以降のリストアでは、Arcserve Backupがファイル拡張子の名前を変

更することができないので、リストアが失敗します。ファイル名の長さが

251文字以下であり、ファイル拡張子がない場合は、Arcserve Backupに

よって、ファイル名の最後に「.__0」が追加されます。初回のリストアの

後、Arcserve Backupによってファイル名に「.__0」が追加された場合、その

後の処理では、10回目のリストア以降は 2文字 (例：filename._10)
が、100回目のリストア以降では 3文字 (例：filename.100)がファイル名

に追加されます。999番目以降のリストアでは、Arcserve Backupがファイ

ル名を変更することができないので、リストアが失敗します。

［既存ファイルをスキップする］--デスティネーションに同名のファイルが存在する

場合、ソースファイルをリストアしません。

［新しいファイルのみ上書きする］--デスティネーション上の同名ファイルより修正

日が新しいソースファイルだけがリストアされます。デスティネーションのファイルよ

り修正日が古いソースファイルは上書きされません。
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リストアマネージャ操作オプション

操作オプションを使用して、ジョブの処理中または実行後に実行するアクション、

および Arcserve Backupデータベースに記録する情報のレベルを決定します。

以下のオプションが、Arcserve Backupデータベースに影響します。

［ジョブ情報のみ記録する］--ジョブ情報を記録します。

［データベースに記録しない］--ジョブ情報を記録しません。

［ディレクトリの属性とセキュリティ情報をリストア］--既存のディレクトリ属性

(読み取り専用、アーカイブ、隠しファイルなど)およびセキュリティ情報をマシン

にリストアします。

［ファイルの属性とセキュリティ情報をリストア］--既存のファイル属性 (読み取

り専用、アーカイブ、隠しファイルなど)属性とセキュリティデータをマシンにリス

トアします。

［レジストリファイルおよびイベント ログをリストア］-- リストア対象に選択された

セッションがレジストリファイルおよびイベント ログファイルを持つ場合は、レジス

トリファイルとイベント ログをリストアターゲット マシンにリストアします。

以下のオプションは、仮想マシンのリストアにのみ適用されます。これらのオプション

は、リストアマネージャで指定されている復旧方式が［VMの復旧］である場合に

のみ、［操作］タブに表示されます。

［リストア後にVMwareまたは Hyper-V VMの電源をオンにする］-- リストア

ジョブが完了した後にVMの電源がオンになります。

デフォルト値：有効

存在する場合、VMware VMを上書きする -- VMが存在する場合、VMを上

書きします。

VMware VMをリストアする際に、Arcserve Backupによってホスト システムに存

在する VMが検出されます。ホスト システムにVMが存在する場合は、このオ

プションを有効にしていれば、VMの既存のUUIDを使用して VMが上書きさ

れます。

デフォルト値：無効。

注：Hyper-VのVMの場合、Hyper-VホストにVMが存在すればエージェント

によって常に上書きされます。

以下のオプションは、Arcserve Replicationシナリオに影響します。

［シナリオを停止できない場合でもリストアジョブを継続する］--シナリオのバッ

クアップ中にArcserve Replicationシナリオをリストアします。
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シナリオのバックアップ中にArcserve Replicationシナリオをリストアしようとする

と、デフォルトでは、リストアジョブは失敗します。このオプションを設定すれば、

Arcserve Backupによって、バックアップが実行中でもリストアジョブを完了する

ことができます。

注：Arcserve Backupを Arcserve Replication と統合している場合にかぎり、こ

のオプションは［グローバルオプション］ダイアログボックスに表示されます。
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リストアマネージャのジョブ実行前/後の処理オプショ

ン

実行前/後の処理オプションを使用して、ジョブの実行の前後に、システム上でコ

マンドを実行させることができます。

たとえば、バックアップしようとしているデータを保持しているアプリケーションを［ジョブ

の開始前に実行するコマンド］オプションを使用して停止し、バックアップの完了後

に［ジョブの終了後に実行するコマンド］オプションで、そのアプリケーションを再始

動することができます。

注：リモート システム上の実行モジュールに対するコマンド発行はサポートされて

いません。

［ジョブの開始前に実行するコマンド］--以下のオプションを選択して、ジョブの

開始前にマシンでコマンドを実行します。

ジョブを開始する前に、マシン上で実行するファイルのパスと名前を入力

します。

［終了コード］-- Arcserve Backupは、他のプログラムの終了コードを検

出します。特定の終了コードに対して、ジョブをただちに実行するか、

ジョブの実行をスキップするか、または［ジョブの終了後に実行するコマン

ド］をスキップするように指定できます。

［遅延］-- Arcserve Backupが、指定された終了コードを検出してから

ジョブを実行するまで待機する時間を分単位で指定します。

［ジョブの終了後に実行するコマンド］-ジョブの完了後に、マシン上で実行す

るファイルへのパスと名前を入力します。

［以下の場合は、コマンドを実行しない］-- Arcserve Backupが以下のようなイ

ベントの発生を検出した場合に、コマンドを実行しないように指定します。

［ジョブが失敗］--ジョブが失敗した場合、コマンドを実行しません。

［ジョブが未完了］--ジョブが未完了の場合、コマンドを実行しません。

［ジョブが完了］--ジョブが完了した場合、コマンドを実行します。

［前処理/後処理を実行するユーザ］--選択したローカルホスト サーバでの

ユーザ名とパスワードに該当する値を指定します。これは、そのサーバでのシス

テム権限を確認するために必要です。このフィールドに入力するユーザ名とパ

スワードは、Arcserve Backupのユーザ名およびパスワードとは異なります。
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リストアマネージャのジョブログオプション

このオプションでは、ログレポートに含まれる情報の詳細レベルを指定します。ログ

レポートは、［ジョブキュー］ウィンドウまたは［データベースマネージャ］ウィンドウ

( ［ジョブログ］)に表示されます。以下のログオプションがあります。

［全アクティビティ］--ジョブの実行中に発生するすべてのアクティビティがジョブ

ログに記録されます。

注：［全アクティビティ］を指定すると、Arcserve Backupによって、JobLog_<Job ID>_<Job
Name>.Log という名のログファイルが作成されます。このログファイルに、ジョブに関する

詳細なログ情報が表示されます。Arcserve Backupでは、以下のディレクトリにログファ

イルが保存されます。

C\Program Files\CA\ARCserve Backup\LOG

［サマリのみ］--ジョブのサマリ情報 ( ソース、デスティネーション、セッション番

号、ファイルの総数など)およびエラーが記録されます。

［ログ停止］-- このジョブに関する情報をジョブログに記録しません。
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リストアマネージャの警告オプション

Alertシステムを使用すると、リストア処理中にアクティビティログに表示されるイベ

ントに関するメッセージを通知できます。通知するイベントを以下の中から 1つ以

上選択します。

［ジョブが完了した時］--すべてのノード、およびドライブ/共有リソースが処理

されたとき。

［ジョブが未完了の時］--一部のノード、ドライブ、または共有リソースが失わ

れたとき。

［ジョブがキャンセルされた時］--ユーザがジョブをキャンセルしたとき。

［ジョブが失敗した時］--ジョブを開始しても完了できなかったとき。

［カスタマイズされたイベント］--カスタマイズされたイベントが発生したとき。こ

のイベントを指定する場合は、［イベント］ドロップダウンリストの下部にある

フィールドに、エラー/警告/通知コードを入力します。

定義済みのAlert環境設定を 1つ以上選択します。デフォルトの場合は、Alertマ
ネージャで設定した内容をすべて使用することになります。［環境設定］をクリック

して、より詳細な環境設定を定義してください。Arcserve Backupには、以下の定

義済みのAlert設定があります。

ブロードキャスト

ポケットベル

SMTP

SNMP

イベント

プリンタ

電子メール

Lotus Notes

［ジョブログを添付する］オプションを選択すると、Alert メッセージにジョブログ情報

が含まれるようになります。( このオプションは、トラブルチケットと電子メールにのみ

適用されます)。

注： Alertオプションを使用して作成したリストは、［環境設定］ボタンを使用して定

義した環境設定およびジョブスクリプトと一緒に保存されます。
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システム状態リストアオプション

システム状態セッションを右クリックし、システム状態リストアオプションのコンテキス

ト メニューを表示します。以下のオプションを選択できます。

［Active Directoryのリストアを Authoritativeモードで実行する］- リストアした

コピーがシステム上で強制的にActive Directoryの「権限付き」バージョンにな

ります。つまり、リストアされるレプリカセットが現在のレプリカより古い場合で

も、古いデータがすべてのレプリケーションパートナーにレプリケートされます。

権限付きのリストアは、通常、以前の既知の状態にシステムをリストアするた

めに使用されます。

注：Windows Server 2008、Windows Server 2008 R2、またはWindows Server
2012を実行するサーバは、Active DirectoryのAuthoritativeモードでの使用を

サポートしていません。

［レプリケートされたデータセットのリストア時に、すべてのレプリカのプライマリ

データとしてマークする］- File Replicationサービスのリストアデータが、強制的

にほかのサーバにレプリケートされるようにします。このオプションが有効になって

いない場合、レプリケートされるデータセットは、ほかのサーバにレプリケートで

きない場合があります。これは、リストアされるデータがほかのサーバにあるデー

タよりも古いと思われるからです。

［クラスタデータベースのリストアに必要な場合はクラスタを停止する］-クラス

タデータベースをリストアするためにクラスタサービスを停止する権限を付与し

ます。これは、クラスタマシンに対してのみ適用されます。このオプションが有効

になっておらず、クラスタサービスが実行中である場合、Arcserve Backupは、

クラスタデータベースファイルを%SYSTEMROOT%\\clusbkupフォルダにダンプ

し、これらをロードしません。Arcserve Backupには、都合の良いときにクラスタ

データベースファイルをロードできる、caclurst.exe というユーティリティプログラム

があります。

［クォーラムロケーションが変更された場合にクォーラムドライブの選択を有効

にする( Windows Server 2008 クラスタより以前 ) ］-クラスタが現在使用してい

るクォーラムリソースのドライブを設定できるようにします。最後にシステム状態

をバックアップした後で、別のクォーラムドライブを使用するように、クラスタシス

テムの設定を変更した場合、このオプションを使用して、新しいクォーラムドラ

イブを指定します。それ以外の場合、クォーラムドライブのバックアプコピーが

使用され、クラスタデータベースのリストアは失敗します。

［このバックアップ以降にクォーラムロケーションが変更された場合、ドラ

イブ文字を選択する］-バックアップの実行後にクォーラムの場所が変更

された場合、データをリストアする先のドライブ文字を指定できるようにし

ます。

第4章 :データのリストア 391



システム状態リストアオプション

［Authoritative Restore クラスタデータベース( Windows Server 2008 クラスタ

以降 ) ］-Windows Server 2008以降のクラスタで Authoritative Restoreを実

行できます。権限付きリストアでは、すべてのノード間でクラスタデータベース

をリストアできます。クラスタ設定を前のバージョンにロールバックする場合は、

このオプションを有効にする必要があります。

以下のガイドラインを使用して、Authoritative RestoreまたはNon-
authoritative Restoreをいつ処理するか決定します。

Authoritative Restore -- Authoritative Restoreでは、ノードを回復するた

めに現在のクラスタノード環境設定ではなくバックアップデータ内に保存

されるクラスタ環境設定を使用することができます。Authoritative
Restoreでは、リストアされた環境設定を最新の環境設定としてクラスタ

に使用させることができます。Authoritative Restoreを使用してノードを

回復する場合、現在のクラスタ環境設定はクラスタ内のすべてのノード

にレプリケートされます。

Non-Authoritative Restore -- Non-Authoritative Restoreでは、無効な

ノードを回復するためにバックアップデータを使用することができます。

Non-Authoritative Restoreでは、回復したノードが有効になってクラスタ

に加わると、最新のクラスタ環境設定がそのノードにレプリケートされま

す。

以下の動作および考慮事項に注意してください。

［Authoritative Restoreクラスタデータベース( Windows Server 2008クラ

スタ以降 ) ］オプションは、ノード レベルで適用できます。

リストアするノードが破損していたり、無効な場合、Authoritative
Restoreを実行する前にノードのリストアを実行する必要があります。

ノードのリストアを実行する場合は、このオプションを有効にしないでくだ

さい。

Authoritative RestoreまたはNon-Authoritative Restoreを実行したら、

ノードを再起動する必要があります。

注：クラスタの惨事復旧の詳細については、「Disaster Recovery Optionユーザ

ガイド」の「クラスタの復旧」を参照してください。

［WWWサービスを停止しない］-認証サーバのリストア中でも、wwwサービス

を継続して使用できるようにします。IIS発行サービスでは、認証サーバのリス

トア時に証明書サービスのダイナミックファイルが使用中である場合がありま

す。したがって、デフォルトでは、認証サーバのリストア時にWWWサービスが

停止されます。停止しないようにする場合は、このオプションを使用してくださ

い。
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データのリストアシナリオ

以下のセクションでは、特定のシナリオでデータをリストアする方法について説明し

ます。

ステージングを使用した、バックアップされたデータのリストア

Disaster Recovery Optionを使用しないシステム上でのリモート エージェントのリ

ストア

Disaster Recovery Optionを使用しない Arcserve Backup メンバサーバのリスト

ア

ベスト プラクティス - Disaster Recovery Optionを使用してスタンドアロンサーバ

を惨事から復旧する方法

ベスト プラクティス - Disaster Recovery Optionを使用せずにArcserve Backup
サーバを惨事復旧する方法 .
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ステージングを使用してバックアップしたデータをリストア

する

ステージングを使用してバックアップされたデータのリストア手順は、他のタイプのス

トレージ メディアにバックアップされたデータのリストア手順と同じです。ステージング

によって、ユーザのニーズにもっとも適した場所からデータをリストアするオプションが

提供されます。

ステージングを使用してバックアップ操作を実行した後、バックアップしたデータが最

終的なデスティネーションメディアにコピーされた場合、データを 2つの場所 (ステー

ジングデバイスと最終デスティネーションメディア)に置くことができます。リストア操

作を実行する必要があり、データが2つの場所に存在する場合、データをステー

ジングデバイスから直接リストアすることができます。一般に、ステージングデバイ

スからのリストア操作は、テープを使用したリストアより迅速です。

以下の手順に従います。

1. リストアマネージャを開き、［ツリー単位］を選択します。

2. リストアマネージャの左ペインで、リストアするボリューム、ドライブ、ディレクトリ、ま

たはファイルを選択します。

Arcserve Backupでデータベースが検索され、このファイル、ディレクトリ、ドライブ、

またはボリュームの全バックアップバージョンのリストが取得されます。

注：ディスクまたはテープのステージングを使用する際は、ステージングテープがオ

フラインでなく、ステージングテープをフォーマットまたは消去していないことを確認

します。これによって、デスティネーション(マイグレーション)テープからセッション詳細

を表示できます。

3. 復旧ポイント ドロップダウンリストをクリックして、リストアジョブに使用する復旧ポイ

ントの日付を指定します。

4. 次に、以下の例に従って、リストアジョブに使用する正確な復旧ポイントを指定し

ます。
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5. このリストから、リストアするバージョンを選択することができます。

注：ステージングバックアップジョブまたはテープのコピーのため、セッションのクロー

ンが複数のメディア上に存在する場合、重複するバックアップセッションが存在す

ることがあります。メディア名がファイルシステムデバイス( FSD)またはデータデデュ

プリケーションデバイス( DDD)の場合、データをディスクからリストアする方がテープ

からリストアするより一般的に高速です。ディスクからデータをリストアした場合、

テープのロードとシークによる遅延はありません。2箇所 (ディスクおよびテープ)にあ

るデータをリストアする場合、テープからではなく、ディスクから直接リストアすること

で時間を節約できます。

6. ［デスティネーション］タブをクリックして、データをリストアする場所を指定します。

7. ［スケジュール］タブをクリックして、ジョブのスケジュールを指定します。

8. (オプション)ツールバーの［オプション］をクリックし、ジョブに適用するその他のオプ

ションを指定します。

9. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

10. ［サブミット］ダイアログボックスで必要なフィールドに入力し、［OK］をクリックしてリス

トアプロセスを開始します。
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Disaster Recovery Optionを使用しないシステム上で

のリモート エージェントのリストア

このセクションでは、Arcserve Backup Disaster Recovery Optionを使用しないシステ

ム上でリモート エージェントをリストアする方法を説明します。

手順を実行する前に、以下の必須タスクが完了していることを確認します。

リモート エージェント マシンのフルバックアップが1つ存在し、そのバックアップメ

ディアが利用可能であることを確認します。

システム稼働時のディスクパーティション/ボリューム環境設定を記録します。

これには、すべてのボリュームのドライブ文字およびマウント ポイントが含まれま

す。

システム稼動時のネットワーク環境設定を記録します。

オペレーティングシステムのCD、デバイスドライバ、および Arcserve Backupイン

ストールメディアが利用できることを確認します。

Disaster Recovery Optionを使用しないシステム上でリモート エージェントをリスト

アする方法

1. WindowsオペレーティングシステムのCDを使用して、復元するコンピュータを起動

します。

2. オペレーティングシステムをインストールするのに必要なパーティションを作成しま

す。その他のディスクパーティション/ボリュームは、オペレーティングシステムのインス

トール後に手動でリストアできます。ダイナミックディスクの環境設定は、オペレー

ティングシステムのインストール後にリストアする必要があります。

3. オペレーティングシステムをインストールし、ホスト名が元のシステムと同じことを確

認します。

4. 残りのディスク/ボリュームの環境設定、ディスクパーティションレイアウト、ダイナミッ

クディスクボリュームなどをリストアします。

注：ボリュームのドライブ文字は、元のシステムと同じである必要があります。

5. オペレーティングシステムのCDに含まれていないデバイスドライバをインストールし

ます。これには、SCSI/RAID/FC ドライバおよびネットワークアダプタドライバが含まれ

ます。

6. ネットワークを設定し、すべての環境設定が元のシステムと同じであることを確認

します。

7. オペレーティングシステムのパッチを適用します。システムがネットワークに接続され

るためにパッチの適用は必須となります。
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8. バックアップ時と同じアンチウイルスソフトウェアをインストールし、最新のパッチに更

新します。システムがネットワークに接続されるためにパッチの適用は必須となりま

す。

9. Arcserve Backup Client Agentのインストール

10. このマシンが既存のノード リストに含まれていない場合は、Arcserve Backupサーバ

のソースノード リストに追加します。

11. Arcserve Backup リストアマネージャで［ツリー単位］を選択し、リストアジョブをサブ

ミットします。
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Disaster Recovery Optionを使用しない Arcserve
Backup メンバサーバのリストア

このセクションでは、Disaster Recovery Optionを使用せずにArcserve Backup メン

バサーバをリストアする方法について説明します。

重要：この手順は、Arcserve Backupプライマリサーバおよびスタンドアロンサーバ

のリストアには適用されません。

前提条件タスク:

手順を実行する前に、以下の必須タスクが完了していることを確認します。

システムの少なくとも 1つのフルバックアップが存在し、バックアップメディアが利

用可能であることを確認します。

システム稼働時のディスクパーティション/ボリューム環境設定を記録します。こ

れには、すべてのボリュームのドライブ文字およびマウント ポイントが含まれま

す。

システム稼動時のネットワーク環境設定を記録します。

オペレーティングシステムのCD、デバイスドライバ、および Arcserve Backupイン

ストールメディアが利用できることを確認します。

Disaster Recovery Optionを使用せずにArcserve Backup メンバサーバをリストア

する方法

1. WindowsオペレーティングシステムのCDを使用して、復元するコンピュータを起動

します。

2. オペレーティングシステムをインストールするのに必要なパーティションを作成しま

す。その他のディスクパーティション/ボリュームは、オペレーティングシステムのインス

トール後に手動でリストアできます。ダイナミックディスクの環境設定は、オペレー

ティングシステムのインストール後にリストアする必要があります。

3. オペレーティングシステムをインストールし、ホスト名が元のシステムと同じことを確

認します。

4. 残りのディスク/ボリュームの環境設定、ディスクパーティションレイアウト、ダイナミッ

クディスクボリュームなどをリストアします。

注：ボリュームのドライブ文字は、元のシステムと同じである必要があります。

5. オペレーティングシステムのCDに含まれていないデバイスドライバをインストールし

ます。これには、SCSI/RAID/FC ドライバおよびネットワークアダプタドライバが含まれ

ます。

6. ネットワークを設定し、すべての環境設定が元のシステムと同じであることを確認

します。
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7. オペレーティングシステムのパッチを適用します。

注：システムがネットワークに接続されるためにパッチの適用は必須となります。

8. 最後のバックアップが完了したときに実行されていたのと同じアンチウイルスソフト

ウェアをインストールし、最新のパッチに更新します。

注：システムがネットワークに接続されるためにパッチの適用は必須となります。

9. 元のシステムと同じすべてのアプリケーションをインストールします。

10. Arcserve Backup、エージェント、およびオプションを、元のインストール場所と同じ

ディレクトリにインストールします。

11. リストアマネージャを開き、［オプション］ツールバーボタンをクリックします。

［オプション］ダイアログボックスが開きます。

12. ［操作］タブをクリックし、［レジストリファイルおよびイベント ログをリストア］オプショ

ンをクリックして［OK］をクリックします。

リストアオプションが適用されます。

13. リストアマネージャから、ツリー単位のリストア方式を指定し、リストアジョブをサブ

ミットしてシステムをリストアします。

14. リストアジョブが完了したら、システムを再起動します。

システムがドメインコントローラでない場合は、手順 17に移動します。

15. プロンプトが表示されたら、「ディレクトリサービス復元モード」を選択し、システム

をリストアモードで起動します。

16. 以下のオプションを使用して、システム状態をリストアします。

システム状態をソースとして指定します。

Arcserveサーバから、データのリストアに対してグローバルオプションを指定し

ます(手順 10を参照 )。

17. システムをリストアします。

18. ジョブの完了後、システムを再起動します。

19. 以下のいずれかのシナリオに基づいて、システムの再起動後にシステムが正常にリ

ストアされていることを確認します。

オペレーティングシステムによって、バックアップされたレジストリ情報に、現在

使用されているハード ディスクデバイスが反映されていないことが検出され

た場合、ドライブ文字の割り当てを変更する必要がある可能性がありま

す。これが発生した場合は、適切なドライブ文字を再度割り当てます。

ファイルがシステムに必要な場合、システムドライブだけでなく、ドライブ文字

の再割り当て後にシステムを再起動する必要がある可能性があります。他

のドライブがデータのみの場合、システムを再起動する必要はありません。
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他のドライブ上に存在するデータの種類がわからない場合は、ドライブ文字

の再割り当て後にシステムを再起動してください。
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ベスト プラクティス - Disaster Recovery Optionを使用

してスタンドアロンサーバを惨事から復旧する方法

以下のシナリオでは、Disaster Recovery Optionを利用して、SQL Serverデータベー

スをホストしている Arcserve Backupサーバを保護する方法について説明します。

サーバの仕様

Arcserve Backupサーバは以下のように設定されます。

Arcserveスタンドアロンサーバのインストールオプションがサーバにインストールさ

れます。

ArcserveデータベースはMicrosoft SQL Server 2014 Express Editionを使用して

ホストされます。

スタンドアロンサーバはさまざまな Microsoft SQL Serverデータベースをホストし

ています。

ソフトウェアの仕様

Arcserve Backupサーバには以下のアプリケーションがインストールされます。

Microsoft Windows Server

Microsoft SQL Server

Arcserve BackupデータベースとしてのMicrosoft SQL Server 2014 Express Edition

Arcserve Backup for Windows

Arcserve Backup Client Agent for Windows

Arcserve Backup Agent for Microsoft SQL Server

Arcserve Backup Disaster Recovery Option

注：Microsoft SQL ServerおよびMicrosoft SQL Server 2014 Expressは同じノー

ドに存在します。Microsoft SQL Server 2014 Expressアプリケーションは、

Arcserve Backupインストールルーチンがインストールしました。

以下のガイドラインに従って、SQL Serverデータベースをホストしている Arcserve
Backupサーバを惨事から復旧させます。

1. バックアップ操作時には、SQL Serverインスタンスおよび SQL Server 2014 Expressイ
ンスタンスのステータスをオフラインにしないでください。

2. マシンのフルバックアップを実行します。バックアップが正常に完了します。

3. Disaster Recoveryブートキットを作成します。

注：Disaster Recoveryブートキットの作成の詳細については、「Disaster Recovery
Optionユーザガイド」を参照してください。
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4. Disaster Recovery リストアを実行します。リストアが正常に完了します。

リストア操作時に、Disaster Recovery OptionはArcserve Backupデータベース

( Microsoft SQL 2014 Express)のマスタデータベースおよびモデルデータベースを回

復させます。

5. プロンプトが表示されたら、Arcserve Backupサーバを再起動します。

Arcserve Backupサーバの再起動後、惨事復旧処理はArcserve Backupデータ

ベースの復旧を続行します。Arcserve Backupデータベースの回復後、Arcserve
Backupを通常どおり起動できます。

6. SQL Serverデータベースインスタンスの惨事復旧エレメント セッションをリストアさせ

ます。

注：詳細については、「Agent for Microsoft SQL Serverユーザガイド」を参照してく

ださい。

7. SQLインスタンスを再起動します。

8. データを各 SQLインスタンスにリストアします。

402 Arcserve Backup管理者ガイド

http://documentation.arcserve.com/Arcserve-Backup/available/18.0/JPN/Bookshelf_Files/HTML/sqlservr/default.htm


データのリストアシナリオ

ベスト プラクティス - Disaster Recovery Optionを使用

せずにArcserve Backupサーバを惨事復旧する方法

Arcserve Backupでは、Disaster Recovery OptionをインストールせずにArcserve
Backupサーバに対して完全な惨事復旧を実行できます。この機能を有効にする

には、後述の「Arcserve Backupサーバの復旧」に記載されている手順を完了する

必要があります。復旧する Arcserve Backupサーバがプライマリサーバまたはスタン

ドアロンサーバである場合は、後述の「Arcserve Backupデータベースの回復」の

手順も完了する必要があります。

この手順は、以下の作業から構成されます。

1. Arcserve Backupサーバのフルバックアップとリストアの実行

2. Arcserve Backupサーバの復旧

3. Arcserve Backupデータベースをリカバリします。

4. 既存のArcserve Backupデータベースの再アクティブ化 (オプション)

5. ジョブキューセッションの回復

重要：ジョブキューは、のプライマリサーバまたはスタンドアロンサーバにリストアす

る必要があります。Arcserveジョブキューを Arcserve ドメインに含まれるメンバサー

バにリストアしないでください。

6. Active Directoryの回復

注：このタスクは、ドメインコントローラとして機能する Arcserve Backupサーバにの

み適用されます。

7. Arcserve Backupライセンスの確認 (必要な場合 )

以下の動作に注意してください。

復旧中または復旧後に、システムログおよび Arcserve Backupログにエラー

メッセージが書き込まれます。これらのメッセージは、復旧の際に通常発生す

るもので、データの損失や機能上の問題を示すものではありません。

Disaster Recovery Optionを使用せずにArcserve Backupサーバを同じサーバ

上にリストアする場合は、システム予約済みボリューム上に十分な空き容量

があることを確認します。システム予約済みボリュームは、Windows Server
2012のインストール時に、350 MBのデフォルト サイズで割り当てられます。こ

のデフォルト サイズを約 490 MBに変更することをお勧めします( 500 MB未満

を維持するようにしてください)。システム予約済みボリュームを増やすことがで

きない場合は、Disaster Recovery Optionを使用して Arcserve Backupサーバ

を復旧するか、またはシステム予約済みボリュームを新しく作成します。
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システム予約済みボリュームを新しく作成するときは、MBR (マスタブート レ

コード)ディスクのプライマリパーティションにのみ、システム予約済みボリューム

を作成できることに注意してください。システムボリュームとブート ボリュームを

組み合わせると、BitLocker機能を使用してコンピュータ上のボリュームを暗号

化することはできません。

以下の手順に従います。

1. 新規ボリュームを作成します。たとえば、ブート パーティションを含む

ディスク上に約 490 MBのサイズで F:を作成します(ボリュームのサイ

ズが500 MB未満であることを確認します)。

2. Windows Server 2012がC:\ ドライブにインストールされている場合

は、DOSコマンド プロンプトを開いて(管理者として実行 )、以下のコ

マンドを入力します。
bcdboot.exe C:\Windows /s F:

3. DISKPART と入力します。

4. DISKPARTコマンド プロンプトから、以下を入力します。
DISKPART> select volume F
DISKPART > active

5. マシンを再起動すると、新しいシステム予約済みボリュームが F:に作

成されます。

注：以前の設定に戻すには、元のシステムボリュームを使用してこれらと

同じ手順を繰り返して、ドライブ文字 (たとえばD:)を割り当てます。

Arcserve Backupサーバを復旧する方法

重要：Arcserve Backupサーバを復旧する前に、Arcserve Backupサーバのフルバッ

クアップを最低 1回は実行しておく必要があります。

1. Arcserve Backupサーバ上にオペレーティングシステムを再インストールします。

ハードディスクのパーティション、ハードウェア、およびオペレーティングシステム(バー

ジョン、エディション、およびサービスパック)の構成が、バックアップした構成と同一

であることを確認します。

2. Arcserve Backup、エージェント、およびオプションを、元のインストール場所と同じ

ディレクトリに再インストールします。

3. Arcserve Backupのインストール後、マージユーティリティを開き、最後のフルバック

アップに使用したメディアをマージします。

4. マージの完了後、リストアマネージャを開き、［ファイルを元の場所にリストア］オプ

ションがオンになっていることを確認します。

5. フルバックアップセッションを指定します。
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マシンのバックアップセッションを選択します。その際、以下のArcserve Backup固

有のセッションはすべて除外します。

惨事復旧セッション

Arcserveジョブキューセッション

Arcserveデータベースセッション

SQL Server惨事復旧エレメント セッション

注：リストアの際にArcserve Backupカタログデータベースセッションを選択し

た場合、リストアジョブをサブミットした後に、Arcserve Backupマネージャコン

ソールを閉じる必要があります( Arcserve Backupでは、デフォルトでカタログ

データベースが有効です)。これにより、リストアプロセスによってカタログデー

タベースを上書きできるようになります。ジョブステータスマネージャまたは

ジョブモニタを再度開いてジョブステータスを監視することはできますが、ジョ

ブが完了するまで、リストアマネージャまたはデータベースマネージャを開か

ないでください。

6. ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

リストアマネージャのオプションダイアログボックスが表示されます。

7. ［操作］タブをクリックし、［レジストリファイルおよびイベント ログをリストア］オプショ

ンをクリックして［OK］をクリックします。

［オプション］ダイアログボックスが閉じます。

8. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、リストアジョブをサブミットします。

［セッションユーザ名およびパスワード］ダイアログボックスが開きます。

9. ［セッションユーザ名およびパスワード］ダイアログボックスで、必要に応じて以下の

フィールドに入力し、［OK］をクリックします。

［ユーザ名］-- ターゲット Arcserve Backupサーバのユーザ名を指定します。

［パスワード］-- ターゲット Arcserve Backupサーバのパスワードを指定しま

す。

［セッションパスワード］--暗号化されたバックアップセッションのパスワードを

指定します。

［IPアドレス］-- ターゲット Arcserve Backupサーバの IPアドレスを指定しま

す。

10. ［セッションユーザ名およびパスワード］ダイアログボックスで、［編集］をクリックし、

選択したセッションのユーザ名、パスワード、および IPアドレスを変更します。

［ユーザ情報］ダイアログボックスが開きます。

第4章 :データのリストア 405



データのリストアシナリオ

11. ［ユーザ情報］ダイアログボックスで、Arcserve Backupサーバのユーザ名とパスワー

ドを指定します。さらに、そのユーザ名とパスワードをすべてのセッションに適用する

ために［ユーザ名とパスワードをすべてのセッションに適用する］チェックボックスをク

リックします。

注：IPアドレスとパスワードを編集するときは、個々の IPアドレスと個々のセッショ

ンのセッションパスワードを編集する必要があります。

12. ［OK］をクリックします。

［ユーザ情報］ダイアログボックスが閉じます。

13. ［OK］ボタンをクリックして［セッションユーザ名およびパスワード］ダイアログボックス

を閉じます。

注：［OK］をクリックした後で、Arcserve Backup というメッセージボックスが開く場合

があります。このメッセージボックスに表示されるメッセージにより、リストアジョブの

サブミットに認証を必要とするセッションに対して IPアドレスを指定するよう指示さ

れます。Arcserve Backupダイアログボックスが開いた場合は、すべてのセッションが

ジョブをサブミットするようにすべての IPアドレスを指定し、［OK］をクリックします。

リストアジョブがサブミットされました。

14. リストアジョブの完了後、コンピュータを再起動します。

以下の動作に注意してください。

Windows Server 2012システムを再起動した後、スタートアップメニューにマ

ウスカーソルを置いたときに、スタートアップメニューが表示されない場合が

あります。この動作が発生した場合、スタートアップメニューを表示するに

は、いったんコンピュータをログオフしてからログインしてください。

オペレーティングシステムにログインすると、エラーメッセージが表示され、コ

ンピュータの予期しないシャットダウンの理由が表示される場合があります。

これは、システム状態の回復を行うと通常発生するものです。必要に応じ

て、ドロップダウンリストから適切な答えを選択して続行してください。

また、次のようなメッセージが表示される場合もあります。「1つ以上のサービ

スまたはドライバがシステム起動時にエラーになりました。詳細については、

イベント ビューアを使用してイベントを確認してください。」さらに、SQL Server
サービス( ARCSERVE_DB)を開始できないため、エラーになります。この段階

では SQL Serverサービスは復旧していないため、このエラーが発生しても問

題ありません。「Arcserve Backupデータベースの回復」に記載されている手

順を完了すれば、サービスのエラーは解決します。

15. コンピュータ再起動後に、以下のいずれかを実行します。

 SQL Serverサービスが開始し、Arcserve BackupデータベースがMicrosoft
SQL Server 2014でない場合は、次のタスクに「Arcserve Backupデータベー
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スを回復する方法」に進みます。

 SQL Serverサービスが開始し、Arcserve BackupデータベースがMicrosoft
SQL Server 2014である場合は、以下の手順を実行します。

a.  Windowsサービスマネージャを開きます。

b. Arcserve Database Engineサービスおよび SQL Serverサービスを停止します。

c. sqlservr.exe -mを使用して、シングルユーザモードで SQL Serverサービスを

開始します。

d. SQL Server Management Studioを使用して、ローカルのSQL Serverにログイ

ンします。

e. ［オブジェクト エクスプローラペイン］で、<ホスト名>-［セキュリティ］-［ログイン］
とドリルダウンします。

f. 元のWindowsアカウントを削除します。

例：<ホスト名>\Administrator

注：このアカウントの削除に関して警告メッセージが表示された場合は、警

告メッセージを無視して問題ありません。

SQL Serverへのログインに使用するWindowsアカウントを追加します。

例：<ホスト名>\Administrator

g. データベースのデフォルトの言語を指定します。

h. このアカウントの [public]および [sysadmin]権限を指定します。

i. SQL Serverサービスのシングルユーザモードを停止します。

j. Windowsサービスマネージャを開き、SQL Serverサービスを開始します。

k. 次のタスク「Arcserve Backupデータベースを回復する方法」に進みます。

SQL Serverサービスが開始されなかった場合は、次の手順に進みます。

16. Dataフォルダを右クリックし、コンテキスト メニューから［プロパティ］を選択します。

［プロパティ］ダイアログボックスが開きます。

17. ［セキュリティ］タブをクリックし、［詳細設定］をクリックします。

［Dataのセキュリティの詳細設定］ダイアログボックスが開きます。

注：Windows Server 2008システムでは、［Dataのセキュリティの詳細設定］画面

の［詳細］をクリックします。

18. ［アクセス許可］タブをクリックし、［子オブジェクトすべてのアクセス許可エントリを、

ここに表示されているエントリで子オブジェクトに適用するもので置換する］オプショ

ンをオンにして、［OK］をクリックします。
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注：Windows Server 2008システムでは、［すべての子孫の既存の継承可能なア

クセス許可を、このオブジェクトからの継承可能なアクセス許可で置き換える］オプ

ションをクリックします。

Arcserve Backupデータベースがデータベースデータファイルを別のディレクトリに格

納するように設定されている場合は、このフォルダに対して手順 16,17、および 18
を繰り返してセキュリティ属性を変更します。

19. Windowsサービスマネージャを開き、SQL Serverサービス( ARCSERVE_DB) を開始

します。

20. 以下のいずれかを実行します。

SQL Serverサービスが開始されたら、次のタスク「Arcserve Backupデータ

ベースを回復する方法」へ進みます。

SQL Serverサービスが開始されず、SQL Serverサービスを開始できない場合

は、次の手順に進みます。

21. Windowsの［コンピュータの管理］ダイアログボックスを開き、［ローカルユーザー］、
［グループ］の順にクリックします。

次のグループ名が表示されます。

SQLServer2008MSSQLUser$MACHINENAME$ARCSERVE_DB

注：MACHINENAMEの値は、使用しているコンピュータ名である必要があります。

22. このグループ名を控えておきます。

Dataフォルダに戻ります(手順 16を参照 )。

23. Dataフォルダを右クリックし、コンテキスト メニューから［プロパティ］を選択します。

［プロパティ］ダイアログボックスが開きます。

24. ［セキュリティ］タブをクリックし、［追加］をクリックします。

［ユーザ、コンピュータ、またはグループの選択］ダイアログボックスが開きます。

25. ［場所］、［ローカルコンピュータ］の順にクリックします。

手順 18で控えたグループを追加し、［OK］をクリックします。

［ユーザ、コンピュータ、またはグループの選択］ダイアログボックスが閉じます。

26. ［詳細設定］タブ、［アクセス許可］タブの順にクリックします。

27. ［子オブジェクトすべてのアクセス許可エントリを、ここに表示されているエントリで

子オブジェクトに適用するもので置換する］オプションをオンにして、［OK］をクリック

します。

注：Arcserve Backupデータベースの設定で、データベースデータファイルが別の

ディレクトリに格納するよう指定されている場合、このフォルダに対しても手順 16
～ 27を繰り返してセキュリティ属性を変更します。
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28. Windowsサービスマネージャを開き、SQL Serverサービス( ARCSERVE_DB) を開始

します。

Arcserve Backupデータベースをリカバリする方法

重要：Arcserve Backupは、データベースを回復するまで使用できません。エラー

メッセージがArcserve Backupアクティビティログに示されることがありますが、無視

してかまいません。

1. Windowsサービスマネージャを開き、Arcserve Database Engineサービスを開始し

ます。

2. リストアマネージャを開きます。

3. ［リストア方式］ドロップダウンリストから、［セッション単位］を選択します。

リストアソースとして Arcserve Backupデータベースセッションを選択します。

4. ［デスティネーション］タブをクリックし、［ファイルを元の場所にリストア］オプションが

選択されていることを確認します。

注：回復する Arcserve Backupデータベースが、ローカルのSQL Serverインスタンス

に格納されている場合、Arcserve Backup ( asdb)をリストアする前に、マスタ

( master) データベースをリストアする必要があります。

5. ツールバーの［オプション］をクリックして、リストアオプションを開きます。

6. ［操作］タブをクリックし、［データベースに記録しない］オプションを選択して、［OK］
をクリックします。

［オプション］ダイアログボックスが閉じます。

7. Arcserveデータベースセッションを右クリックし、コンテキスト メニューから［エージェン

ト オプション］を選択します。

8. ［リストアオプション］タブをクリックし、［リストアで強制的に既存ファイルまたはデー

タベースに上書きする］オプションを選択して、［OK］をクリックします。

注：このオプションを選択しないと、リストアジョブに失敗する可能性があり、その

場合はデータベースエンジンを起動できません。トラブルシューティングの詳細につ

いては、「既存のArcserve Backupデータベースを再度アクティブ化する方法」の手

順を参照してください。

9. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、リストアジョブをサブミットします。

注：ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックしてリストアジョブをサブミットした後

で、［セッションユーザ名およびパスワード］ダイアログボックスの［DBAgent］タブで

ユーザ名とパスワードを指定する必要があります。

リストア処理の間は、データベースエンジンサービスが停止または一時停止し、マ

ネージャコンソールの反応も遅くなる可能性があります。回復が行われている間

はデータベースエンジンが使用できないので、クライアントはエンジンに接続するこ
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とができません。そのため、エラー E1516 ［ステージング］はアクティビティログに記録

される場合があります：「データベースを照会できません( Error=4294967293)。」こ
れは、データベースの回復プロセスでは正常な動作です。

リストアジョブが正常に完了したら、データベースエンジンが自動的に再開され、

Arcserve Backupも通常のパフォーマンスに戻ります。

既存のArcserve Backupデータベースを再度アクティブ化する方法

このタスクは省略可能です。これまでの手順で正しいオプションが選択されなかっ

た等の理由でリストアジョブに失敗した場合、リストアジョブの実行中にデータ

ベースがオフライン状態に設定されている可能性があります。その結果、データ

ベースエンジンがリストア時にArcserve Backupデータベースにアクセスできなくなる

ことがあります。その場合は、以下の手順を実行して、既存のArcserve Backup
データベースを再度アクティブにします。

1. Arcserve Backupホームディレクトリを開き、asdbe_start.batを選択します。

2. asdbe_start.batを実行します。

注：このスクリプトはMicrosoft SQL CLIユーティリティである「sqlcmd」を使用し、一

連のコマンドを実行して Arcserve Backupデータベースをオンラインに戻します。

スクリプトの実行後、データベースエンジンサービスは再開します。

3. 「Arcserve Backupデータベースの回復」に示す手順を繰り返します。

注：ジョブを開始する前に、［データベースに記録しない］および［リストアで強制

的に既存ファイルまたはデータベースに上書きする］オプションが選択されているこ

とを必ず確認してください。

ジョブキューセッションを回復する方法

1. Arcserve Backupサーバの開始後、リストアマネージャを開き、ジョブキューセッショ

ンを選択します。

注：ジョブキューセッションを選択すると、Arcserve Backupでは、ジョブキューセッ

ションのマージが必要になる場合があります。

［はい］をクリックして、ジョブキューセッションの回復を続行します。

2. ［デスティネーション］タブで、ジョブキューセッションをリストアする別の場所を指定

します。

3. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックしてジョブをサブミットし、ジョブキューセッ

ションを別の場所にリストアします。

注：リストア先に指定した別の場所は空であることを確認してください。

4. ジョブキューセッションを別の場所にリストアした後、サーバ管理を開き、以下の

手順を実行します。
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a. Arcserve Backupプライマリサーバまたはスタンドアロンサーバを見つけます。

b. Arcserve Backupサーバを右クリックし、コンテキスト メニューから［すべての

サービスを停止］を選択します。

すべてのArcserve Backupサービスが停止します。

5. 別の場所にアクセスし、フォルダ内にあるリストアしたすべてのジョブキューファイル

を次のフォルダにコピーします：ARCSERVE_HOME\00000001.qsd

6. サーバ管理から、以下の手順により、すべてのArcserve Backupサービスを再起動

します。

a. Arcserve Backupプライマリサーバまたはスタンドアロンサーバを見つけます。

b. Arcserve Backupサーバを右クリックし、コンテキスト メニューから［すべての

サービスを開始］を選択します。

すべてのArcserve Backupサービスが開始します。

注：リストアに使用したバックアップジョブの状態は、「クラッシュ」になります。ジョブ

キューがバックアップされると、そのジョブの状態は「アクティブ」ですが、対応するプ

ロセスはこの時点で実行されていません。そのため、ジョブの状態が「クラッシュ」に

なります。これにより、エラーメッセージ E1311 「ジョブはクラッシュしています」がアク

ティブログに書き込まれます。これはジョブキューセッションの回復において珍しい

エラーではありません。

7. Arcserve Backupがドメインコントローラでない場合は、「Arcserve Backup製品ラ

イセンスの確認」に進んでください。<caab>がドメインコントローラである場合は、

「Active Directoryの回復」に進んでください。

Active Directoryの回復

1. システムを再起動します。

2. システムの再起動後、F8キーを押します。

［詳細オプション］メニューが表示されます。

3. 「ディレクトリサービス復元モード」を選択し、リストアモードでシステムを開始しま

す。

開始 Arcserve Backup.

以下に示すエラーメッセージ E3073が表示されます。

「ユーザとしてログオンできません。( ユーザ=Administrator, エラー=LOGON FAILURE) 」ま
たは「W3073 ユーザとしてログオンできません。( ユーザ=Administrator, エラー=LOGON
FAILURE) 」

4. リストアマネージャを開いて［ソース］タブを選択します。

5. ［リストア方式］ドロップダウンリストから、［セッション単位］を選択します。

6. 「システム状態」セッションを検索し、選択します。
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7. 以下のいずれかのオプションを実行します。

Windows Server 2008以降のシステムの場合

手順 9に移動します。

8. ［システム状態リストアオプション］ダイアログボックスで、［Active Directoryのリスト

アを Authoritativeモードで実行する］をクリックし、［OK］をクリックします。

9. ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［グローバルオプション］ダイアログボックスが表示されます。

10. ［操作］タブをクリックします。

［レジストリファイルおよびイベント ログをリストア］をクリックし、［OK］をクリックしま

す。

［グローバルオプション］が適用されます。

11. 以下のいずれかのオプションを実行します。

Windows Server 2008システム以降 -- 「Active Directoryオブジェクトのリスト

ア」に説明されている手順を完了します。

Windows Server 2008以降のシステムのAuthoritative Active Directoryを回

復するには、以下の手順に従います。

a. ［システム状態］リストアジョブの完了後に、ディレクトリサービス復元モード

で Active Directoryサーバを再起動します。

b. コマンド ラインウィンドウを開き、以下のコマンドを実行します：ntdsutil

c. "activate instance ntds"を実行します。

d. "authoritative restore"を実行します。

e. "restore subtree dc=Domain_Name, dc=xxx"を実行します。

Active Directoryがリストアされます。

リストアジョブの完了後、システムを再起動します。

Arcserve Backup製品ライセンスの確認

フルリストアの完了後、製品ライセンスを確認する必要があります。現在の

Arcserve Backupライセンスは、フルバックアップを実行した際の状態にリストアされ

ています。フルバックアップ後に新規ライセンスを適用している場合、または他の

サーバに動的にライセンスを割り当てている場合、ライセンスエラーが発生する可

能性があります。その場合は、製品ライセンスを登録または調整してください。

エラーメッセージ

Arcserve Backupサーバを復旧した場合、システム構成に応じて、以下のようなエ

ラー、警告、失敗の監査のメッセージがシステムイベント ログに記録される場合

412 Arcserve Backup管理者ガイド

../../../../../Content/restore_active_directory_objects.htm
../../../../../Content/restore_active_directory_objects.htm


データのリストアシナリオ

があります。これらのメッセージは、復旧の過程で発生するもので、Arcserve
Backupサービスおよび SQL Serverサービスの開始順序に関連しています。

復旧中に以下のエラーが、Arcserve Backupから報告されることがあります。

エラー 8355

このエラーメッセージは、復旧されたMSDBで「サービスブローカ」が無効に設

定されているために発生します。これは SQL Server 2014 Express Editionに限

定されたシステムデータベースの回復におけるデフォルトの動作で、このエラー

は無視できます。

このエラーは、以下を行うことにより回避できます。

1. Windowsコマンド プロンプトを開きます。

2. 以下の sqlcmdを実行して、Arcserve Backupデータベース

( ARCSERVE_DB) に接続します。
SQLcmd -S <マシン名>\<インスタンス名>
例：
C:\Users\Administrator>sqlcmd -S localhost\ARCSERVE_DB

3. msdbの service_brokerの値が0であることを確認します。

select name,is_broker_enabled from sys.databases
go

4. 以下の引数を使用してコマンドを実行します。

alter database msdb set enable_broker
go

5. msdbの service_brokerの値が1であることを確認します。

select name,is_broker_enabled from sys.databases
go
Quit

6. コマンド プロンプトを閉じます。

Arcserve Backupは、復旧処理の終了後に以下のエラー状態の修正を行いま

す。

Error 615

このエラーメッセージは、SQL Serverが単一のArcserve Backupデータベースを

構成している場合、Arcserve Backup Disaster Recovery Optionを使用せずに

masterのリストアが実行されると発生します。SQL Server 2014 Express Edition
がArcserve Backupデータベースをホストする場合は発生しない可能性があり

ます。

Arcserve Backup Agent for Microsoft SQL Serverでは、インスタンス全体が選

択された場合でも、tempdbデータベースはバックアップされません。Arcserve
Backupサーバおよび File System Agentの通常のファイルシステムバックアップ
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でも tempdbは除外されます。しかし、tempdbは SQL Serverマスタデータベー

スの既存データベースとして記録されています。そのため、マスタがリストアされ

ると、SQL Serverサービスで tempdbが見つからないというエラーが報告されま

す。

Error 15466

このエラーメッセージは、Arcserve Backup Disaster Recovery Optionを使用しな

いでシステム状態のリストアが実行された場合、復旧処理の間に発生しま

す。SQL Server 2014 Express Editionまたは SQL Serverを使用して Arcserve
Backupデータベースをホストすることもできます。

Disaster Recovery Optionを使用しないで Arcserve Backupサーバを復旧する

と、Windowsオペレーティングシステムおよび SQL Serverが再インストールさ

れ、SQL ServerのSMK ( Service Master Key、サービスマスタキー)が作成され

ます。サービスマスタキー( SMK)は、すべてのデータベースマスタキーおよび

サーバレベルの機密データ(認証情報または接続先サーバのログインパス

ワードなど)を暗号化するために使用されます。

このキーは 128ビットの3DESキーです。SMKはDPAPIおよびサービスアカウン

ト認証情報を使用して暗号化されます。システム状態がリストアされ、SQL
Serverセッションがまだリストアされていない場合、システム状態はリストア処

理によって上書きされます。一方、SQL Serverインスタンスはまだ上書きされて

いません。SMKはシステム状態にあるため、元のキーに回復されます。これに

より、SQL Serverインスタンスとの間で不一致が生じます。この時点で、復旧

処理ではオペレーティングシステムの再起動が必要になります。

再起動の際、SQL Serverでは SMKを読み取り、SQLデータベースと照合しま

す。SMK と SQL Serverデータベースが一致しないため、エラーが発生します。

Error 17113

このエラーメッセージは、ファイルまたはファイルが含まれるフォルダに対するユー

ザのアクセス権限が正しく設定されていないために発生します。このトピックに

示す手順を使用して、このアクセス権限の設定を調整します。アクセス権限

を調整すれば、このエラーは発生しなくなります。

復旧プロセスに関係のないエラー

Arcserve Backupサービスおよび SQL Serverサービスが適切な順序で開始しな

い場合、システムログに SQL Serverエラーメッセージが表示されることがありま

す。これは既知の問題です。詳細については、リンクを参照してください。
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クラウド ストレージからデータをリストアする方法

クラウド ストレージからデータをリストアする方法

Arcserve Backupでは、クラウド デバイスのデータを、Windowsネットワークに接続さ

れているほとんどのコンピュータにリストアできます。

クラウド デバイスのデータをリストアするには、以下のリストア方式を使用します。

セッション単位でリストア

このビュー内では、選択したセッションを手動で削除できます。

ツリー単位でリストア

メディア単位

注：データのリストアの詳細については、「データのリストア」を参照してください。
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第5章 :ジョブのカスタマイズ

このセクションには、以下のトピックが含まれます。
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ジョブフィルタの動作 440
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ジョブのカスタマイズ方法

ジョブのカスタマイズ方法

Arcserve Backupには、ニーズに合わせてジョブをカスタマイズするさまざまな方法が

用意されています。このセクションでは、以下のカスタマイズ方法について詳しく説

明します。

ローテーションスケジュールを使用すると、標準的で一貫性のある、バックアッ

プメディアのローテーションおよび有効期限を定義できます。

フィルタを使用すると、さまざまな条件に基づいて、バックアップジョブおよびリス

トアジョブの対象または対象外となるファイルおよびディレクトリを選択できま

す。

スケジュールオプションには、ジョブを即時、後で、または定期的に実行するよ

うにスケジュールする機能があります。

ジョブスケジューラウィザードは、コマンド ラインで入力可能なジョブを簡単に

スケジュールおよび実行できる強力なツールです。

ジョブステータスマネージャは、全社的にArcserve Backupサーバを集中管理

するために役立つグラフィカルなツールです。

ジョブスクリプトを使用すると、ジョブで定義したオプション、フィルタ、およびス

ケジュール情報をファイルとして保存できるため、これらの設定を再利用した

り、コピーしたり、ジョブを効率的に再サブミットできます。

ジョブテンプレートを使用すると、各ジョブのタスクの詳細を繰り返し設定する

ことなく、構成済みの設定をを実行している任意のマシン上で使用してジョブ

を実行できます。Arcserve Backupジョブテンプレートでは、構成済みのバック

アップスケジュール設定がコピーされるため、任意のマシン上でこの設定を繰り

返し使用できます。
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ジョブのカスタマイズ方法

動的なジョブのパッケージ

アイテムの横にあるボックスをクリックし、ボックス全体が緑色になったら、そのアイテ

ムは動的にパッケージされています。「アイテムが動的にパッケージされる」とは、選

択内容がジョブの実行時に決定されるという意味です。たとえば、ソースグループ

またはサーバのバックアップを選択し、そのソースグループまたはサーバにリストされ

ているノードまたはボリュームが、ジョブをスケジュールして実際にジョブを実行する

までの間に変更された場合、ジョブ実行時の、変更後のノードおよびボリュームが

バックアップされます。

親アイテムを動的に選択すると、関連する(子 )アイテムもすべて動的にバックアッ

プされます。
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ジョブのカスタマイズ方法

動的にパッケージされるジョブからのオブジェクトの除外

データのバックアップジョブを動的にパッケージする場合、バックアップしたくないノー

ドまたはディスクを除外できます。たとえば、カスタマイズされたソースグループを動

的にバックアップすることを選択した場合、あるサーバがカスタマイズされた別のソー

スグループの一部であるときには、カスタマイズされたソースグループのいずれか

で、サーバをバックアップから除外できます。

Arcserve Backupでは、［この項目を除外する］オプションを使用すると、マシンと

ディスクだけを除外できます。動的にパッケージされるジョブから個々のフォルダを

選択して除外することはできません。

動的にパッケージにされるジョブからマシンまたはディスクを除外した場合、

Arcserve Backupは、除外されたオブジェクト上に存在するデータをバックアップしま

せん。ただし、Arcserve Backupは除外されたオブジェクトを惨事から復旧するため

に必要な情報をキャプチャします。

［この項目を除外する］オプションは、ソースツリーに表示されるすべてのサーバオ

ブジェクトに適用できます。たとえば、以下の画面に示すように、VMwareシステム

オブジェクトやArcserve D2Dサーバオブジェクトなどの下に表示されるサーバのオ

ブジェクトを除外できます。

注：詳細については、「動的なジョブのパッケージ」を参照してください。

動的にパッケージされるジョブから項目を除外する方法

1. バックアップマネージャを開き、バックアップジョブを動的にパッケージします。例：
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ジョブのカスタマイズ方法

2. バックアップの対象としないマシンまたはディスクを右クリックし、コンテキスト メニュー

の［この項目を除外する］をクリックします。

マシンまたはディスク名の隣に「(除外済み) 」と表示されます。

3. 他のタブに移動して、バックアップジョブの作成を完了します。

バックアップジョブの実行時に、Arcserve Backupはマークされた項目をバックアップ

しません。
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ジョブのカスタマイズ方法

バックアップジョブからのArcserve Backupデータベース

の除外

プライマリサーバまたはスタンドアロンサーバのフルノード バックアップをサブミットす

る場合、Arcserve BackupはArcserve Backupデータベースをバックアップします。こ

のデフォルトの動作により、プライマリサーバまたはスタンドアロンサーバをバックアッ

プするときにArcserve Backupデータベース内の最新データが保護されます。必要

に応じて、以下の手順に従ってバックアップジョブから Arcserve Backupデータベー

スを除外することができます。

バックアップジョブから Arcserve Backupデータベースを除外する方法

1. バックアップマネージャを開きます。

2. ［スタート］タブをクリックして、ジョブで必要なバックアップタイプを選択します。

3. ［ソース］タブをクリックします。

表示のドロップダウンリストから、［グループビュー］を選択します。

バックアップマネージャは、Arcserve Backup環境内にインストールされているエー

ジェントをグループ化します。

4. Microsoft SQL Serverオブジェクトを展開します。

プライマリサーバまたはスタンドアロンサーバを見つけます。

プライマリサーバまたはスタンドアロンサーバの隣のチェックボックスをクリックしま

す。

バックアップマネージャは、バックアップサーバ内のすべてのコンテンツを選択しま

す。

5. 以下のいずれかを実行します。

Microsoft SQL Server Express Editionデータベース -- Arcserve Backupデータ

ベースの隣のチェックボックスをオフにします。
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Microsoft SQL Serverデータベース -- ASDBの隣のチェックボックスをオフにし

ます。

Arcserve Backupデータベースがバックアップジョブのソースから除外されます。

6. ［スケジュール］タブをクリックし、ジョブで必要なスケジュールを定義します。

7. ［デスティネーション］タブをクリックし、バックアップデータの保存先を定義します。

8. ツールバーの［オプション］をクリックし、ジョブで必要なその他のオプションを指定し

ます。

9. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。
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Arcserve Backupはバックアップサーバ全体をバックアップし、Arcserve Backupデー

タベースをバックアップしません。
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静的なジョブのパッケージ

子アイテムの横にあるボックスをクリックし、親アイテムの半分が緑色に変わると、

親アイテムが静的にパッケージされています。「静的なジョブのパッケージ」とは、親

オブジェクト内で、特定の子アイテムのみをジョブに含めるという意味です。それに

よって、ジョブの実行時ではなくジョブのスケジュール時に、パッケージされる親アイ

テムの内容が決定されます。

親アイテムの明示的な選択は、その子アイテム(直下のレベルのアイテム)にのみ

継承されます。子アイテムで行った選択 (たとえば、子アイテム内の特定のファイル

のみをバックアップする指定など)は適用されません。

例：静的バックアップの仕組み

ジョブをサブミットしたときに、コンピュータにはドライブ c:\およびドライブ d:\が含ま

れています。

ジョブが完了した後、ドライブ e:\がコンピュータに追加されました。次回のジョ

ブの実行時、Arcserve Backupはドライブ c:\およびドライブ d:\をバックアップし

ます。ドライブ e:\はバックアップされません。

ジョブが完了した後、ドライブ c:\にディレクトリ c:\documents追加されました。

次回のジョブの実行時、Arcserve Backupは c:\documentsを含むドライブ c:\
およびドライブ d:\をすべてバックアップします。

ジョブが完了した後、ドライブ d:\がコンピュータから削除されました。次回の

ジョブの実行時、Arcserve Backupはドライブ c:\をバックアップし、ドライブ d:\
のバックアップが失敗したことをレポートします。

ジョブをサブミットしたときに、ソースグループにはコンピュータ A、B、CおよびDが含

まれています。コンピュータ Aにはドライブ c:\が含まれています。

ジョブが完了した後、コンピュータ Eがソースグループに追加されました。次回

のジョブの実行時、Arcserve Backupはコンピュータ A、B、C、およびDをバック

アップしますが、元のソースグループに含まれていなかったため、Arcserve
Backupはコンピュータ Eをバックアップしません。

ジョブが完了した後、ドライブ d:\がコンピュータ Aに追加されました。次回の

ジョブの実行時、Arcserve Backupはコンピュータ A、B、C、D、およびコンピュー

タ Aのドライブ d:\をバックアップします。コンピュータ Aは元のバックアップソース

グループに含まれていたため、Arcserve Backupはこのように動作し、Arcserve
Backupはソースグループのボリュームを動的にバックアップします。

注：詳細については、「静的バックアップジョブのサブミット」を参照してください。

第5章 :ジョブのカスタマイズ 425



ジョブのカスタマイズ方法

静的バックアップジョブの作成

静的バックアップジョブでは、ジョブの作成時に選択したソースグループまたはサー

バ内のノード、ボリューム、またはサーバのみがバックアップされます。静的バックアッ

プジョブの作成後にソースグループにサーバを、またはサーバにノードまたはボ

リュームを追加した場合、それらはジョブを実行してもバックアップされません。

静的バックアップジョブを作成する方法

1. バックアップマネージャを開いて［ソース］タブを選択します。

2. 静的にバックアップするソースグループまたはサーバを右クリックし、コンテキスト メ

ニューの［静的バックアップを有効にする］をクリックします。

グループまたはマシン名の隣りに「(静的バックアップ) 」と表示されます。

3. 他のタブに移動して、バックアップジョブの作成を完了します。

ジョブを実行すると、そのジョブの作成時に選択したノードおよびボリュームのみが

バックアップされます。
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ジョブのカスタマイズ方法

クラシックビューを使用してサブミットされたジョブのグ

ループビューへの変換

Arcserve Backupでは、ソースデータの参照やジョブのサブミットを 2つのビュー形式

で実行できます。

クラシックビュー --ソースコンピュータで実行されているオペレーティングシステ

ムに基づいて、ソースデータの参照やジョブのサブミットを実行します。たとえば

Windows、UNIX/Linuxなどです。

グループビュー --ソースコンピュータで実行されている Arcserve Backupエー

ジェントに基づいて、ソースデータの参照やジョブのサブミットを実行します。た

とえばAgent for Microsoft Exchange、Agent for Microsoft SQL Serverなどで

す。

ジョブをサブミットする際、グループビューを使用してジョブをサブミットする方法を

使用すると便利です。グループビューでは、特定のエージェントを含むバックアップ

ジョブをサブミットすることができます。ただし、ジョブをサブミットした後、ジョブのサブ

ミット時に指定したビューを変更することはできません( クラシックビューからグループ

ビューへの変更、およびその逆の変更 )。

このリリースにアップグレードした場合、以前のリリースを使用してサブミットしたジョ

ブはすべてクラシックビューにパッケージされます。以下の手順では、クラシック

ビューを使用してサブミットしたジョブをグループビューを使用してサブミットしたジョ

ブに変換する方法について説明します。

クラシックビューを使用してサブミットしたジョブをグループビューに変換する方法

1. ジョブステータスマネージャを開き、［ジョブキュー］タブをクリックします。

ジョブがジョブキューに表示されます。

2. 変換するジョブを特定します。

ジョブを右クリックし、ポップアップメニューで［グループビューへのジョブの変換］をク

リックします。

［グループビューへのジョブの変換］ダイアログボックスが表示されます。

3. 以下のいずれかを実行します。

(推奨 ) ［グループ名］フィールドで、表示されるデフォルト名を使用するか、

新しいグループ名を指定します。

［OK］をクリックします。

［グループ名］ドロップダウンリストからグループの名前を選択し、［OK］をクリッ

クします。
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以下の状況が両方とも発生する場合のみ、［重複したソースの通知］ダイ

アログボックスが表示されます。

変換対象のジョブにある 1つまたは複数のノードが、スケジュールジョ

ブ、繰り返しジョブまたはGFSローテーションジョブとして設定されたフ

ルバックアップジョブに含まれている場合。

指定したグループ名が既存のグループ名であり、スケジュールジョブ、

繰り返しジョブまたはGFSローテーションジョブとして設定されたフル

バックアップジョブに含まれている場合。

指定したグループ名を使用する場合は、［はい］をクリックします。

ジョブが変換されます。
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ローテーションスキーマ

ローテーションスキーマ

ここでは、Arcserve Backupのデフォルトの方式を使用する場合と、管理者が独自

でローテーションパラメータを指定する場合の、バックアップジョブローテーションス

キーマの設定方法について説明します。ローテーションスキーマを設定するための

パラメータにアクセスするには、Arcserve Backupマネージャで［スケジュール］タブを

選択します。使用できるパラメータの詳細については、後のセクションで説明しま

す。

［スキーマ名］- 5日または 7日のローテーションスキーマと、増分、差分、また

はフルバックアップのいずれかを選択します。これらの標準スキーマの詳細につ

いては、ローテーションスキーマをカスタマイズする場合の［カレンダ表示］タブを

参照してください。

［開始日］-バックアップを開始する日

［実行時刻］-バックアップを開始する時間

［GFSを有効化］-- Arcserve Backupでは、日単位の増分ジョブまたは差分

ジョブと、週単位のフルバックアップジョブを組み合わせた、事前定義済みの

GFS ( Grandfather-Father-Son) ローテーションスキーマの中からスキーマを選択

できます。GFSスキーマは、日、週、月の単位でバックアップを管理する方法で

す。

GFSローテーションスキーマの主な目的は、メディアのローテーションと有効期

限を、標準的で一貫性のある最小限の間隔で指定することです。毎日の

バックアップが「Son」になります。その週に行った最新のフルバックアップ(週単

位のバックアップ)が「Father」です。その月に行った最新のフルバックアップ(月
単位のバックアップ)が「Grandfather」になります。GFSローテーションスキーマに

より、年間のサーバのバックアップを、最小限のメディアで実行できます。

GFSローテーションスキーマは、任意の曜日から始まる週単位 ( 5日または7日
単位 )のスケジュールを基準にしています。フルバックアップは最低でも週に 1
度実行されます。その他の日は、フルバックアップか部分バックアップのいずれ

かを実行するか、またはバックアップを実行しません。毎週のフルバックアップに

毎日の増分バックアップまたは差分バックアップを組み合わせたGFSローテー

ションを使用すると、いつのデータでも信頼性の高いリストアを実行できます。

注：週 5日単位のGFSローテーションスキーマでは年間で 21のメディアが必

要になります。週 7日単位のGFSローテーションスキーマでは年間で 23のメ

ディアが必要になります。

GFSローテーションスキーマが事前に定義されていても、管理者は個々の必

要に応じてこれらのスキーマを変更できます。標準のローテーションスキーマか

ら例外的なバックアップジョブを実行することもできます(たとえば、通常のバッ
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クアップ曜日である水曜日が休日にあたる場合に、ジョブ実行日を変更した

いとき)。

［メディアへ追加］-- ［GFSを有効化］オプションを指定すると、Arcserve
Backupでデータを GFSローテーションからメディア上の既存のジョブに追

加できるようになります。

［日単位バックアップ方式］-このオプションでは、日単位のバックアップジョブの

方法として、以下のいずれかを指定できます。

［フル］-すべてのソースファイルがバックアップされます。このバックアップ

方式では、アーカイブビットはクリアされます。

［差分 -アーカイブビット］-前回のフルバックアップ以降に変更された

ファイルのみがバックアップされます。このバックアップでは、アーカイブビッ

トは変更されません。

［増分］-前回バックアップ以降に変更されたファイルのみがバックアップ

されます。このバックアップ方式では、アーカイブビットはクリアされます。

［WORM メディアを使用］--このオプションでは、Arcserve Backupですべての

ローテーションルールに対してWORM メディアを使用するよう指定できます。こ

のオプションを有効にすると、WORM メディアを毎日、毎週、毎月のGFSバック

アップジョブで使用できるようになります。

重要：Arcserve Backupは、マルチプレキシングおよびマルチストリーミングの

バックアップジョブにおいてWORM メディアの使用をサポートしていません。この

ため、バックアップマネージャの［デスティネーション］タブで［マルチプレキシング］
または［マルチストリーミング］を有効にすると、［WORM メディアを使用］オプ

ションが無効になります。
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ファイルシステムデバイス上でのGFSローテーション

ジョブの管理方法

Arcserve Backupでは、ファイルシステムデバイス上でのGFSローテーションスキーマ

の使用がサポートされています。GFSローテーションスキーマで使用するメディアの

保存日数は、ローテーションが1週間 ( 7日 )の場合、以下のデフォルトの保存サ

イクルを見るとわかります。

周期 メディアの数

毎日 6
毎週 5
毎月 12
合計 23

上記のようにローテーションジョブを 1年以上実行する場合、GFSローテーション

スキーマではファイルシステムデバイスを 23個作成する必要があります。これらの

設定値は、ニーズに合わせて変更できます。GFSローテーションのデフォルト値を

変更すると、必要なファイルシステムデバイスの個数が変わる場合があります。

注：以前は、ローカルディスクのみがファイルシステムデバイスと考えられていまし

た。このリリースでは、UNC( Universal Naming Convention)パスを使用し、ネット

ワーク共有を介してファイルシステムデバイスを作成できるようになりました。

GFSローテーションジョブがローカルのディスクドライブおよびドライブアレイを使用し

ている場合があるため、ユーザはまず、バックアップ対象の全データのバックアップ

データを保存日数の全体に渡って格納できるような充分な空き領域がファイルシ

ステムにあることを確認する必要があります。ファイルシステムデバイスは、ブート

パーティションに作成しないでください。ブート ディスクの空き領域が少なくなると、

オペレーティングシステムの動作が不安定になる場合があります。

注：すべてのファイルシステムデバイスを同一のデバイスグループに割り当てる必

要があります。

設定が完了したGFSローテーションジョブは、指定した時刻に日単位で実行でき

ます。Arcserve Backupでは、物理テープに似たファイルシステムデバイスが利用さ

れます。日単位で必要に応じ、Arcserve Backupはメディアプール内の保存セット

と再利用セット間で一連のテープを移動したり、ブランクメディアをフォーマットした

りします。また、期限切れになったメディアに対する上書きやデータベース内の全

処理のトラッキングも実行します。

ファイルシステムデバイスに格納されているバックアップデータを、物理テープメ

ディアに複製できます。ジョブスケジューラウィザードおよび Tapecopyユーティリティ

を使用して、複製イメージを自動作成できます。
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以下のセクションでは、ローテーションジョブをカスタマイズする際に使用するタブに

ついて説明します。

GFSローテーションスキーマのセットアップ

［ローテーションルール］タブ

［カレンダ表示］タブ

［例外］タブ

［メディア］タブ
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GFSローテーションスキーマのセットアップ

このセクションでは、バックアップマネージャを使用して、GFSローテーションスキーマ

をセットアップする方法を説明します。バックアップマネージャを使用して実行でき

る機能、オプション、およびタスクの詳細については、「データのバックアップ」を参照

してください。

GFSローテーションスキーマをセットアップする方法

1. バックアップマネージャでソースとデスティネーションを選択し、［スケジュール］タブを

クリックします。

2. ［ローテーションスキーマ］オプションを有効にします。［スキーマ名］ドロップダウンリ

ストで、いずれかのバックアップスキーマを選択します。

注：GFSスキーマを選択すると、［GFSを有効化］が自動的にオンになります。

3. 増分バックアップまたは差分バックアップセッションのデータを、前回のバックアップに

使用したメディアに追加するには、［メディアへ追加］オプションをオンにします。

4. ［メディアプール名プレフィックス］フィールドに、すべてのメディア名のプレフィックスを

入力します。

Arcserve Backupでは、指定したメディアプール名プレフィックスを使用して、バック

アップメディアが自動的に作成され、名前が付けられます。

注：Arcserve Backupでは、メディアプール名の指定に、アンダースコア( _) とハイフ

ン( -) は使用できません。

5. 必要に応じて、［開始日］と［実行時間］を選択します。

6. ［サブミット］をクリックして、ジョブをサブミットします。

これで、指定したとおりにバックアップジョブが実行され、メディアが再利用されま

す。
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［ローテーションルール］タブ

曜日ごとにバックアップ方法または実行時刻を修正できます。
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［カレンダ表示］タブ

個々の日をカスタマイズできます。GFSローテーションが有効でも無効でも、カレン

ダ表示機能を使用するとカレンダに従って特定の曜日または特定の日に指定し

たバックアップタイプが実行されるように、ローテーションスキーマをカスタマイズでき

ます。

注：この機能により、使用中の標準ローテーションスキーマに、例外にする日を

指定できます。
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［例外］タブ

バックアップ方式、実行時刻、または曜日が既存のスキーマとは異なる場合があ

れば、その日を定義します。
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［メディア］タブ

プール名、基本シリアル番号、次のシリアル番号、シリアル番号の範囲、必須メ

ディア数、保存日数、データベース保存期間、廃棄までの保存期間などを含

む、ユーザによって選択されたメディアプールの情報を表示します。［日単位］、
［週単位］、または［月単位］をクリックして、1年間に必要なメディア数を変更する

こともできます。
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メディアプールの指定

ローテーションスキーマに対するメディアプール(非共有 )を指定します。必要であ

る場合、メディアにデータを追加してからメディア名を変更できます。
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［バックアップ方式］オプション

フルバックアップ、差分バックアップ、および増分バックアップの3種類のバックアップ

方式を組み合わせて使用できます。これらの方式の詳細については、「カスタム

スケジュール」を参照してください。
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ジョブフィルタの動作

フィルタ機能を使用すると、ファイルおよびディレクトリをバックアップ/リストアジョブの

実行対象に組み込んだり、あるいは実行対象から除外できます。コピー、カウン

ト、およびパージなどの各ユーティリティの場合も、同様の設定が可能です。

バックアップジョブでは、ノードごとにフィルタリングを実行できます。そのため、ある

ノードのディレクトリを組み込んだり、別のノードで同じディレクトリを除外したりする

ことができます。また、バックアップジョブには、同じジョブに対して、ノード レベル

(ローカル) フィルタおよびジョブレベル(グローバル) フィルタを設定できます。ノード

レベルフィルタは、ジョブ全体ではなく特定のノードに適用されます。ジョブ全体に

適用するフィルタを追加する場合は、ジョブレベルフィルタ、つまり、グローバルフィ

ルタを使用してください。バックアップジョブに対しローカル( ノードレベル) フィルタと

グローバル(ジョブレベル) フィルタを指定すると、Arcserve Backupでは、ローカル

フィルタが適用され、グローバルフィルタは無視されます。

以下の基準に基づいて、ファイルを組み込んだり、除外したりできます。

特定のファイル名、パターン、属性およびサイズ

特定のディレクトリ名またはディレクトリパターン

特定の日付の前または後、あるいは特定の期間内にアクセス、変更、作製

されたファイル

絶対パスが指定されていることが検出された場合を除き、Arcserve Backupはワイ

ルドカードまたは代入文字が使用されます。絶対パスが指定されている場合、

Arcserve Backupは、正規表現の場合のように複数のディレクトリを除外する(また

は組み込まれる)のではなく、指定されている絶対パスを除外する(または組み込

まれる)だけです。

ファイル名またはディレクトリ名に基づいてジョブフィルタでサポートされているワイル

ドカード文字を以下に示します。

"*" --アスタリスクは、ファイル名またはディレクトリ名の0個以上の文字を表し

ます。

"?"--疑問符は、ファイル名またはディレクトリ名の1個の文字を表します。

重要：バックアップまたはリストア操作用のフィルタを指定する場合、十分に注意

してください。フィルタの適用を間違えると、必要なデータがバックアップまたはリスト

アされず、データが失われ、時間を無駄にする可能性があります。

例：ワイルドカードを使用したデータのバックアップ

以下の表では、ワイルドカードをフィルタと共に使用してデータをバックアップする方

法について説明します。

注：以下の例では、ソースデータがドライブ C:\にあると仮定します。
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フィ

ル

タ

タイプおよび基準 結果

File *.docの組み込み
Arcserve Backupでは、ドライブ C:\にあるファイルで、.doc拡張子

が含まれたすべてのファイルをバックアップします。

File *.docの除外
Arcserve Backup>では、ドライブ C:\にあるファイルで、.doc拡張

子が含まれていないすべてのファイルをバックアップします。

File ?.docの組み込み

Arcserve Backupでは、1文字のファイル名および .doc拡張子が

含まれたファイルをバックアップします。例：a.doc、b.doc、1.doc、
2.docなど。

File

組み込み

C:\myFolder\
Arcserve*.exeの組

み込みおよび

C:\test\ms*.dllの組

み込み

Arcserve Backupでは、以下のすべてのファイルをバックアップしま

す。

n C:\myFolderにあり、Arcserveで開始して .exeファイル

拡張子が含まれているファイル。

n C:\testにあり、msで開始して .dllファイル拡張子が含

まれているファイル。

File
除外/組み込み

C:\DOC\C*
Arcserve Backupは、C:\DOC\フォルダにバックアップされている、C
で始まるファイルを除くすべてのファイルをリストアします。

ディ

レク

トリ

m*tの組み込み

Arcserve Backupでは、ドライブ C:\にあり、mで開始して tで終

了するディレクトリ名を持つすべてのディレクトリをバックアップしま

す。

ディ

レク

トリ

win*の除外
Arcserve Backupでは、winで開始するディレクトリを除いたドライ

ブ C:\にあるすべてのディレクトリをバックアップします。

ディ

レク

トリ

C:\test\m*の除外

および

C:\test\media\*.gif
の組み込み

Arcserve Backupでは、データをバックアップしません。

この例では、除外フィルタ条件によって、C:\test内のmで始まる

すべてのディレクトリを除外するようにArcserve Backupに指示し

ます。たとえば、C:\test\mediaがバックアップから除外されます。

組み込みフィルタは .gifファイル拡張子が含まれた C:\test\media
にあるすべてのファイルをバックアップするようにArcserve Backupに

指示しますが、C:\test\mediaがバックアップから除外されたため、

Arcserve Backupはどのファイルもバックアップしません。

注：組み込みフィルタと除外フィルタを組み合わせて使用する

と、Arcserve Backupは、最初に除外基準に基づいてデータをフィ

ルタリングしてから組み込み基準に基づいてフィルタリングします。
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フィルタオプション

［フィルタ］オプションへのアクセスは、バックアップマネージャ、リストアマネージャ、コ

ピー、カウント、スキャン、比較、およびパージユーティリティの各ウィンドウから行い

ます。

［除外］フィルタ --除外するフィルタは、組み込みフィルタより常に優先されま

す。たとえば、フィルタを追加して、拡張子が.EXEのファイルだけをジョブの対象

として組み込み、さらにもう1つフィルタを追加して、\SYSTEMディレクトリを対象

から除外するよう設定すると、\SYSTEMディレクトリに保存されている拡張

子 .EXEのファイルは、すべてジョブの実行対象から除外されます。

［組み込み］フィルタ --結果には、フィルタの条件に一致するファイルだけが含

まれます。たとえば、ローカルハード ディスクドライブ全体のバックアップを選択

して、\SYSTEMディレクトリ内のファイルを組み込むようフィルタを設定した場合

を考えてみます。この場合、\SYSTEMディレクトリ内のファイルのみがArcserve
Backupによってバックアップされます。それ以外のディレクトリにあるファイルは

バックアップされません。
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フィルタの種類

フィルタを使用すると、ニーズに合わせてファイルを含めたり除外したりできます。以

下のリストでは、データのフィルタリングに使用できるフィルタの種類について説明し

ます。

ファイルパターンフィルタ -ファイルパターンフィルタを使用して、ファイルをジョブ

の対象に含めたり、除外したりします。ファイルパターンを指定するために、ファ

イル名を指定することもできますが、ワイルドカードを使用することもできます。

注：ファイルパターンフィルタではワイルドカード「*」(アスタリスク)および「?」( ク
エスチョンマーク)を使用できます。

ディレクトリパターンフィルタ -特定のディレクトリをジョブの対象として組み込

んだり、除外したりする場合に使用します。ディレクトリ名全体を入力するか、

ワイルドカードを使用して、ディレクトリパターンを指定することができます。

注：ディレクトリパターンフィルタではワイルドカード「*」(アスタリスク)および

「?」( クエスチョンマーク)を使用できます。

ファイル属性フィルタ -ファイル属性フィルタを使用して、特定のタイプのファイル

をジョブの対象に含めたり、除外したりします。選択できるファイル属性は、以

下のとおりです。

［隠しファイル］--ディレクトリの一覧に表示されないファイル。たとえば、

IO.SYSは隠しファイルです。

［システム］--使用しているマシンに固有のファイル。

［アーカイブ］-アーカイブビットが設定されたファイル。

［読み取り専用］-変更不可能なファイル。

ファイル更新日フィルタ --ファイルの最終更新日の属性を使用して、ファイル

が最後に変更された日付を基準に、ファイルをジョブの対象に含めたり除外し

たりします。フィルタリング処理には以下の4つの基準があります。

指定日以前に更新されたファイル --指定された日付以前に更新され

たファイルを組み込むか、除外します(指定日を含む)。

指定日以降に更新されたファイル --指定された日付以降に更新され

たファイルを組み込むか、除外します(指定日を含む)。

指定の期間内にアクセスされたファイル -- 2つの日付で指定された範

囲内の日付を持つファイルがジョブに組み込まれるか、ジョブから除外さ

れます。このオプションを選択する場合、2つの日付を指定する必要が

あります。
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過去の指定期間内にアクセスされたファイル --過去の指定期間内の

日付を持つファイルがジョブに組み込まれるか、ジョブから除外されま

す。日数、月数、年数を指定する必要があります。

ファイル作成日フィルタ --ファイルの最終作成日の属性を使用して、ファイル

が作成された日付を基準に、ファイルをジョブの対象に含めたり除外したりしま

す。フィルタリング処理には以下の4つの基準があります。

指定日以前にアクセスされたファイル --指定された日付以前にアクセス

されたファイルを組み込むか、除外します(指定日を含む)。

指定日以降にアクセスされたファイル --指定された日付以降にアクセス

されたファイルを組み込むか、除外します(指定日を含む)。

指定の期間内にアクセスされたファイル -- 2つの日付で指定された範

囲内の日付を持つファイルがジョブに組み込まれるか、ジョブから除外さ

れます。このオプションを選択する場合、2つの日付を指定する必要が

あります。

過去の指定期間内にアクセスされたファイル --過去の指定期間内の

日付を持つファイルがジョブに組み込まれるか、ジョブから除外されま

す。日数、月数、年数を指定する必要があります。

ファイルアクセスフィルタ --ファイルの最終アクセス日の属性を使用して、ファイ

ルが最後にアクセスされた日付を基準に、ファイルをジョブの対象に含めたり除

外したりします。フィルタリング処理には以下の4つの基準があります。

指定日以前にアクセスされたファイル --指定された日付以前にアクセス

されたファイルを組み込むか、除外します(指定日を含む)。

指定日以降にアクセスされたファイル --指定された日付以降にアクセス

されたファイルを組み込むか、除外します(指定日を含む)。

指定の期間内にアクセスされたファイル -- 2つの日付で指定された範

囲内の日付を持つファイルがジョブに組み込まれるか、ジョブから除外さ

れます。このオプションを選択する場合、2つの日付を指定する必要が

あります。

過去の指定期間内にアクセスされたファイル --過去の指定期間内の

日付を持つファイルがジョブに組み込まれるか、ジョブから除外されま

す。日数、月数、年数を指定する必要があります。

ファイルサイズフィルタ --ファイルのサイズ属性を使用して、ファイルの具体的

なサイズを基準に、ファイルをジョブの対象に含めたり除外したりします。サイズ

は 0～99999999999(単位はバイト、KB、MB、またはGB) の範囲で指定でき

ます。フィルタリング処理には以下の4つの基準があります。

［サイズ(等しい) ］--範囲に一致するサイズのファイルが、ジョブに組み

込まれるか、除外されます。
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［サイズ(大きい) ］--範囲以上のサイズのファイルが、ジョブに組み込ま

れるか、除外されます。

［サイズ(小さい) ］--範囲以下のサイズのファイルが、ジョブに組み込ま

れるか、除外されます。

［サイズ(指定内 ) ］-- 2つのサイズの範囲内にあるファイルが、ジョブに

組み込まれるか、除外されます。

本リリースから、以下の2つの新しいフィルタタイプが追加されました。

ノード名パターン --指定したパターンに名前が一致するノードのみがバックアッ

プに含まれます。ワイルドカードを使用して、検索文字列のすべてまたは一部

を指定できます。

ノード サブネット パターン --指定したサブネットに IPアドレスが含まれるノード

のみがバックアップされます。
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カスタムジョブのスケジュール

ジョブはすべて、各マネージャのスケジュールオプションを使用してスケジューリング

できます。ジョブは繰り返し方法を指定してサブミットできます。繰り返し方法の詳

細については、「ローテーションスキーマ」または「カスタムスケジュール」を参照して

ください。

ストレージデバイスが使用中であるときに［ジョブを即実行］でサブミットすると、

Arcserve Backupによって、ストレージデバイスが使用中であるためジョブはジョブ

キューにサブミットされないと通知されます。その場合、現在の日付と時刻を指定

して、ジョブのスケジューリングを行います。これにより、Arcserve Backupでストレー

ジデバイスが使用中の場合、ドライブの使用が終了するまで、ジョブの再試行が

自動的に行われます。

以下の場合に、［即実行］オプションを選択します。

サブミットするジョブが、すぐ実行したい 1回だけのジョブである場合。

ジョブを実行しながらモニタする場合。

以下の場合は、ジョブをスケジューリングします。

サブミットするジョブが1回だけのジョブだが、指定した時間に実行したい場

合。

サブミットするジョブが1回だけのジョブだが、すぐには実行する必要がない場

合。サブミットするジョブがホールド中であり、後で手動でジョブを開始したい

場合。

定期的に実行するジョブをサブミットする場合。ネットワークバックアップ用のメ

ディアローテーションスキーマを設定する際は特に便利です。

サブミットするジョブが、比較的少ないボリュームの毎日のフルバックアップであ

る場合。カスタムスケジュールの場合、Arcserve Backupでは［追加］日数オプ

ションを指定できます。［追加］日数オプションを使用すると、1つのジョブに関

連して、テープに保存するデータの量を最大化し、保管する必要のあるテー

プの数を最小限に抑えるのに役立ちます。

ストレージデバイスは使用中であるが、ドライブが使用可能になり次第すぐに

ジョブを実行したい場合。これを実行するには、現在の日付と時刻を指定し

て、バックアップジョブのスケジューリングをします。

重要：のジョブの時刻は、サーバの所在地のタイムゾーンに基づいてスケジュール

設定されます。Arcserve BackupArcserve Backupエージェント マシンがArcserve
Backupサーバとは異なるタイムゾーンにある場合、ジョブを開始する現地時間を

計算する必要があります。
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カスタムスケジュール

バックアップマネージャの［スケジュール］タブでカスタムスケジュールを選択できま

す。［カスタムスケジュール］では、バックアップジョブを1回だけ実行するか、繰り返

し実行するかを指定できます。以下のパラメータを、バックアップジョブとリストア

ジョブに指定できます。

繰り返し方法 --各マネージャにある［スケジュール］オプションを使用してすべ

てのジョブをスケジュールできます。以下の繰り返し方法を使用してジョブをサ

ブミットできます。

［1度だけ］--このジョブを 1度だけ実行して繰り返し実行しません。

注：このオプションは合成フルバックアップジョブには使用できません。

［一定間隔］--指定した間隔 (分、時間、日、週、または月 )でジョブを

繰り返します。

注：このオプションは合成フルバックアップジョブには使用できません。

［曜日］--指定した 1つまたは複数の曜日にジョブを繰り返します。

［週］--指定した 1つまたは複数の週の指定した曜日にジョブを繰り返

します。

注：この方式は合成フルバックアップジョブには使用できません。

［日］--毎月、指定した日にジョブを繰り返します。

注：この方式は合成フルバックアップジョブには使用できません。

［カスタム］--チェックされた曜日を除いて、指定した間隔で繰り返しま

す。

注：この方式は合成フルバックアップジョブには使用できません。

［追加］日数オプション - ［追加］日数オプションを使用すると、指定した日数

分のバックアップを 1つのテープに追加できます。このオプションは、テープに保

存するデータの量を最大にし、1つのジョブに関して保存する必要があるテー

プの数を最小限に抑えるのに役立ちます。ベスト プラクティスとして、比較的

少量の日単位フルバックアップを実行するときにこのオプションを使用すること

をお勧めします。しかし、［1度だけ実行］バックアップジョブと grandfather-
father-sonローテーションジョブを除くすべてのカスタムバックアップスケジュール

にこのオプションを適用できます。

デフォルト値：6日間

範囲：1 ～ 3650日間

注：デスティネーションデバイスがデータデデュプリケーションデバイスまたはクラ

ウド デバイスの場合、［追加］日数オプションをジョブに適用することはできませ
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ん。また、［追加］日数オプションをバックアップに適用している場合、Arcserve
Backupでは、ジョブに適用された［最初のバックアップメディア］(グローバルオ

プション)を無視します。［最初のバックアップメディア］オプションの詳細につい

ては、「バックアップマネージャのバックアップメディアオプション」を参照してくだ

さい。

以下のパラメータをバックアップジョブに指定できます。

バックアップ方式 --バックアップデータを指定します。以下のバックアップ方式で

ジョブをサブミットできます。

［フル -アーカイブビットを維持］--ジョブが繰り返されるたびにフルバック

アップが実行され、アーカイブビットは維持されます。

［フル -アーカイブビットをクリア］--ジョブが繰り返されるたびにフルバック

アップが実行され、アーカイブビットはクリアされます。

［増分］--最後のフルバックアップまたは増分バックアップの実行後に

アーカイブビットが設定されたファイルのみをバックアップします。各バック

アップ後に、アーカイブビットは次の増分バックアップジョブ中にバックアッ

プされないよう再設定されます。

［差分］--最後のフルバックアップの実行後にアーカイブビットが設定さ

れたファイルのみをバックアップします。差分バックアップジョブはファイルの

アーカイブビットをクリアしないので、前回の差分ジョブにおいてバックアッ

プされたファイルも再びバックアップされます。このバックアップ方式を使用

した場合、増分バックアップよりもバックアップの処理に多くの時間がかか

ります。しかし、マシンをリストアするために必要なメディアの数が少なくて

すむため、サーバやワークステーションをリストアするにはこちらの方が適

しています。

注：合成フルバックアップジョブの場合、エージェントが合成フルバック

アップをサポートしていると、差分バックアップジョブは増分バックアップ

ジョブに変換されます。

WORM メディアを使用 --バックアップジョブを実行する際に、Arcserve Backup
でWORM メディアを使用するように指定します。
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ジョブステータスマネージャを使用して実行できるタス

ク

ジョブステータスマネージャは、大規模なArcserve Backupサーバを集中管理する

グラフィカルなツールです。

ジョブステータスマネージャでは、以下の操作を実行できます。

利用可能なすべてのArcserve Backupサーバ、ジョブ履歴、ジョブキュー、アク

ティビティログを表示する。

ジョブの管理 -ジョブを停止、追加、実行、削除、変更、再スケジュールした

り、ジョブステータスをホールドにする。

Arcserve Backupプライマリサーバおよびメンバサーバ上で実行されているアク

ティブジョブの進捗状況をモニタする。キューにあるアクティブジョブのリアルタイ

ムステータスを表示することができます。

実行が完了したすべてのジョブの、ジョブ詳細とジョブログ情報を表示する。

アクティビティログおよびテープログを表示する。

アクティブなジョブを停止する。

ジョブに関連付けられているユーザ名とパスワードを変更する。

ジョブのプレフライト チェックを実行する。

ポップアップメニューから、ジョブステータスマネージャのさまざまな操作を実行でき

ます。これらのメニューは、左側のパネル(サーバブラウザ) と右側のパネル(ジョブ

キュー)の両方に表示されます。メニューにアクセスするには、選択した項目を右ク

リックします。ブラウザのコンテキスト メニューにアクセスする場合、ポインタは選択し

たグループ、サーバ、オブジェクトのいずれかに置く必要があります。ジョブキューに

あるコンテキスト メニューを表示する場合は、ジョブが選択されている必要がありま

す。

注：子ジョブを生成したジョブをサブミットすると、［ジョブキュー］タブにはマスタジョ

ブの詳細のみが表示されます。［アクティビティログ］タブにはマスタジョブと子ジョブ

の詳細が表示されます。［アクティビティログ］には、ジョブの詳細についても表示さ

れます。

重要：マルチストリーミング、マルチプレキシング、またはディスクステージングジョブ

を実行する場合、マスタジョブに関連付けられた子ジョブの数がジョブに指定され

たストリームの数を超えることはありません。ただし、1つのジョブによって複数の子

ジョブが生成され、マルチプレキシングの最大ストリーム数のオプションで指定され

た値が1の場合、子ジョブは連続した 1つのストリームで作成およびバックアップさ

れます(デフォルトの最大ストリーム数は 4)。

詳細情報：
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バックアップのプレフライト チェック
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保留データマイグレーションジョブの変更

マイグレーションは、バックアップデータを一時的ステージング場所 (デバイスまたは

メディア)から最終的なデスティネーションメディアに移動させる処理です。

注：ディスクステージングデバイスをステージングの場所として使用して、ダブル

テープコピーを実行できます。ダブルテープコピーでは、2つの最終デスティネー

ションにデータを同時にマイグレートできます。詳細については、「バックアップマ

ネージャのデスティネーションオプション」を参照してください。

マイグレーションジョブは、ステージング場所から最終的なデスティネーションメディ

アへのデータのマイグレーション( コピー)に関連する Arcserve Backupのタスクです。

スケジュール、コピーポリシーなどのマイグレーションジョブ用パラメータは、ジョブを

サブミットする際に指定するステージングポリシーによって定義されます。

保留のマイグレーションジョブを管理しやすくするために、Arcserve Backupには、

［マイグレーションジョブステータス］ダイアログボックスというツールが用意されてい

ます。［マイグレーションジョブステータス］ダイアログボックスには、ジョブキュー内で

データマイグレーションを保留しているジョブのバックアップセッションがすべて一覧

表示されます。マイグレーションジョブステータスのツールを使用して、マイグレー

ションジョブやパージジョブの再スケジュール、マイグレーションジョブのキャンセル、

および最終的なデスティネーションメディアが含まれるデバイスグループの変更を

行うことができます。

保留データマイグレーションジョブの変更方法

1. ジョブステータスマネージャを開いて［ジョブキュー］タブを選択します。
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2. 保留のデータマイグレーションジョブのあるジョブを見つけ、［データマイグレーション

ステータス］をクリックします。

以下に示す画面例のような［マイグレーションジョブステータス <バックアップサーバ

名>］ダイアログボックスが表示されます。

3. 変更するセッションを見つけてクリックし、［変更］ボタンをクリックします。

［マイグレーションジョブ環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

4. 以下のオプションを指定します。

コピー時刻 --マイグレーションジョブを開始する日時を指定します。

注：バックアップデータを最終的なデスティネーションメディアにマイグレート

しない場合には、［データをコピーしない］の横のチェックボックスをオンにしま

す。

パージ時刻 --ステージングデバイスからバックアップデータをパージする日時

を指定します。

ターゲット --最終的なデスティネーションメディアを含むグループを指定しま

す。

選択された行に適用する -- ［マイグレーションジョブステータス］ダイアログ

ボックスで複数のセッションを選択している場合、このオプションを使用する

と、指定した［コピー時刻］、［パージ時刻］および［ターゲット］オプションは、

［マイグレーションジョブステータス］ダイアログボックスで選択したセッションす

べてに適用されます。
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5. ［OK］をクリックします。

注：また、以下の手順に従うことで、ステージングの場所に関連付けられた保留

中のマイグレーションジョブを表示させることができます。

a. バックアップマネージャを開いて［スタート］タブで［ステージング有効化］を選択しま

す。

b. ［ステージングの場所］タブを選択します。

c. デデュプリケーショングループまたはデバイス、あるいは、ディスクステージンググ

ループまたはデバイスを右クリックします。

d. コンテキスト メニュー上の［データマイグレーションステータス］をクリックして、［マイ

グレーションジョブステータス］ダイアログボックスを開きます。

ダイアログボックスには、選択されたステージンググループまたはデバイスに関連付

けられたすべての保留のマイグレーションジョブがリスト表示されます。たとえば、選

択されたステージンググループまたはデバイスからデータをマイグレートする保留の

マイグレーションジョブがリスト表示されます。

詳細情報：

テープステージングを使用したデータのバックアップ

ディスク容量を再利用する方法
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複数ジョブの更新

Arcserve Backup環境では、複数のジョブをジョブキューに表示できます。複数ジョ

ブでステータスを「レディ」から「ホールド」に変える必要が生じた場合、複数ジョブ

を同時に更新できます。同時に実行できる更新には、「ホールド」から「レディ」、

および「レディ」から「ホールド」へのジョブステータスの変更とジョブの削除がありま

す。

注：子ジョブを持つジョブを選択した場合は、Arcserve Backupは更新を親ジョブと

すべての子ジョブに適用します。

複数ジョブを更新するには

1. ジョブステータスマネージャを開いて［ジョブキュー］タブを選択します。

2. 更新するジョブを選択します。

複数の連続ジョブを選択するには、Shiftキーを押しながらその範囲の最初

と最後のジョブを選択します。

複数の非連続ジョブを選択するには、Ctrlキーを押しながらジョブを選択し

ます。

3. 選択したジョブを右クリックします。

4. 表示されるポップアップメニューで、［ホールド］、［レディ］、または［ジョブの削除］を
選択します。
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［ジョブキュー］タブを使用したジョブの管理方法

右ペインの［ジョブキュー］タブには、すべてのジョブの情報が表示されます。

Arcserve Backupマネージャでジョブを実行またはスケジュールするたびに、ジョブ

キューにジョブをサブミットします。Arcserve Backupは、ジョブキューを常時スキャン

し、実行待ちのジョブを検索します。ジョブを選択して右クリックすると、以下のオプ

ションが表示されます。

［レディ/ホールド］--ジョブのステータスを［ホールド］または［レディ］に変更しま

す(現在［ホールド］である場合 )。［ホールド］は、ジョブの実行スケジュールに

入っていないことを表します。［レディ］は、ジョブが実行待ちであることを表しま

す。

［ジョブの追加］--あらかじめ保存されているスクリプトを使用して、ジョブをた

だちにキューにサブミットできます。(スクリプトは、ファイルに保存済みのジョブで

す。スクリプトには、ジョブで使用するソース、デスティネーション、オプション、お

よびスケジュール情報が含まれます)。

［ジョブの修正］--ジョブを修正します。新しいジョブを作成せずに、既存のジョ

ブにオプションや別のソースを追加できます。

［ジョブの再スケジュール］--ジョブの実行日、時間、またはステータスをただち

に変更します。また、ジョブキューにとどまっている終了ジョブを再サブミットする

こともできます。これは、ジョブの実行に失敗した場合に行うことをお勧めしま

す。

［即実行］-- ［レディ］または［終了］のステータスにあるジョブにのみ使用できま

す。このオプションは以下の場合に便利です。

ジョブをスケジュール済みの実行時刻以前に実行する場合 .

ハードウェアの問題により実行されなかったスケジュールジョブを、問題

の解決後にすぐに実行する場合 .

デバイスグループが使用可能な場合に、ジョブが即座に実行されます。［即
実行］を選択したときにデバイスグループが使用できない場合、ジョブはキュー

に入ったままとなり、デバイスグループが使用可能になるまで待機します。

繰り返しジョブ、ローテーションジョブ、またはGFSローテーションジョブに対して

［即実行］オプションを選択した場合は、以下の条件が適用されます。

ジョブは即座に実行されますが、通常、既存のスケジュールには影響し

ません。ただし、ジョブの実行に要する時間が次にスケジュールされてい

る実行と重複する場合は、影響します。この場合、その日にスケジュー

ルされている実行はスキップされます。たとえば、月曜日～金曜日の午

後 9:00に実行するようスケジュールされているジョブがあるとします。この
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とき、午後6:00に［即実行］を選択し、午後 10:00までジョブが完了し

なかった場合、その日の午後 9:00にスケジュールされていたジョブの実

行がスキップされます。

対象ジョブで使用されるバックアップ方式は、その日にスケジュールされ

ている実行で使用されるバックアップ方式と同じです。たとえば、午後

9:00にスケジュールされている増分バックアップジョブがある場合に、午

後 6:00に［即実行］を選択すると、午後 6:00に実行されたそのジョブは

増分バックアップになります。スケジュールされている実行がない日に［即
実行］を選択した場合は、次にスケジュールされているジョブのバックアッ

プ方式が使用されます。たとえば、月曜日に実行するようスケジュール

されている増分バックアップがある場合、土曜日に［即実行］を選択す

ると、土曜日に実行されたそのジョブは増分バックアップになります。

［ジョブの停止］-- Arcserve Backupのキューからアクティブジョブを取り消し、次

回の通常の間隔に合わせて再スケジュールします。

注：ジョブを停止すると、［前回の結果］フィールドに「キャンセル」と表示されま

す。

［ジョブの削除］--ジョブをキャンセルし、Arcserve Backupのキューからそのジョブ

を完全に削除します。

アクティブなジョブに対して、［ジョブの削除］オプションを実行することはできま

せん。一定の繰り返し間隔で実行する(ジョブ作成時に設定 )アクティブジョ

ブを削除する場合は、［ジョブの停止］オプションを使用します。［ジョブの削

除］を選択すると、ジョブが中断されて、キューから完全に削除されます。再ス

ケジュールされることはありません。そのため、ジョブをスクリプト ファイルに保存

していない場合は、ジョブを再度作成する必要があります。

注：Arcserve Backupでは、Arcserve Backupデータベース保護ジョブおよび

データベース廃棄ジョブが意図的に、または誤って削除された場合でもそれら

を再作成できます。詳細については、「Arcserve Backupデータベース保護ジョ

ブの再作成」および「Arcserve Backupデータベース廃棄ジョブの再作成」を参

照してください。

［ユーザ名の変更］--サーバとソースの各ノードのユーザ名とパスワードを変更

します。

［暗号化パスワードの変更］--以前ジョブに指定された暗号化パスワードを

変更します。

［プレフライト チェック］-- Arcserve Backupサーバおよびエージェントに対して重

要なチェックを事前に実行することで、バックアップジョブが失敗する原因とな

る問題を検出します。
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［並べ替え順］-- キュー内のジョブは、実行時刻順に表示されます。このオプ

ションは、キュー内でのジョブの表示順序を変更します。ジョブの表示順序変

更は、表示上だけのものです。ジョブが処理される順序には影響しません。

次のいずれかのフィールドをクリックすると、ジョブの表示順序が変更されます。

［ステータス］、［実行時刻］、［ジョブの種類］、［サーバ］、［前回の結果］、
［所有者］、［ファイル総数］、または［詳細］。

注：マウスでドラッグアンド ドロップの操作をするだけで、これらの欄の表示サイ

ズを変更できます。欄と欄との境界線にカーソルを合わせ、マウスの右ボタン

をクリックしたまま左ボタンをクリックしてマウスを動かすと、どの方向にもどの大

きさにも、欄の表示サイズを変更できます。

［プロパティ］--ダブルクリックすると、ジョブの実行時に［ジョブプロパティ］ダイア

ログボックスが呼び出されます。
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ジョブステータスの種類

Arcserve Backupキュー内にジョブがあると、ステータスも一緒に表示されます。表

示されるステータスは、以下のいずれかです。

終了 --実行と完了が成功した繰り返しジョブのない状態。

レディ --実行待ちの新しい 1回限りのジョブ、または繰り返しジョブ(たとえば、

毎週金曜日に実行するバックアップジョブ)。

アクティブ --現在実行中のジョブ。

ホールド --キューに入っており、ホールドのステータスにあるジョブ。

注：ステータスがホールドであるジョブは、ホールド ステータスを削除するまで、

実行しません。

ターゲットの待機中 --実行準備ができていて、ターゲット デバイスかターゲット

メディア、またはその両方が使用可能になるのを待機しているジョブ。デバイス

やメディアは、ほかのジョブによって使用されている場合などには、使用可能で

なくなります。ジョブがデバイスを待機している具体的な理由を特定するに

は、［ターゲットの待機中］ハイバーリンクをクリックし、［ターゲット グループス

テータス］ダイアログボックスを開きます。
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［ターゲット グループステータス］ダイアログボックスではストリームベースのバック

アップまたはデバイスベースのバックアップが示されます。

［ターゲット グループステータス］ダイアログボックスには、以下の情報が表示さ

れます。

タイトルバー --ジョブステータスマネージャで選択したジョブのバックアッ

プサーバ名、ジョブ番号、およびジョブ IDが表示されます。

ジョブが(デバイスまたはメディアを)待機している理由

バックアップサーバ --選択されたデバイスを使用するバックアップサーバ

の名前。

ジョブ番号 --一覧上のデバイスを使用するジョブの番号 (ある場合の

み)。

ジョブ ID --選択されたデバイスを使用するジョブの ID (存在する場

合 )。

メディア名 --選択されたデバイスにあるメディアの名前 (存在する場

合 )。

ドライブシリアル番号 --一覧上のデバイスのシリアル番号。

ステータス --選択されたデバイスを使用しているジョブのステータス。
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ソースグループの待機 --マイグレーションジョブは、ソースグループが利用可

能になるのを待機中です。

ソーステープの待機 --マイグレーションジョブは、ソーステープが利用可能にな

るのを待機中です。

ターゲット テープの待機 -- ターゲット デバイスまたはメディアを待機中であるた

め、本来アクティブであるべきジョブがアクティブになっていません。

ソーステープの位置決め --マイグレーションジョブは、ソーステープがドライブ

に位置決めされるのを待機中です。

ターゲット テープの位置決め --マイグレーションジョブは、ターゲット テープがド

ライブに位置決めされるのを待機中です。

コピー --マイグレーションジョブ(最終デスティネーションのメディアへのコピー)が
進行中です。

注：終了したジョブは、指定した期間にわたってジョブキュー内に表示され続けま

す。この期間は、Arcserve Backupサーバ管理機能を使用して設定します。詳細

については、「ジョブエンジンの環境設定」を参照してください。
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［前回の結果］フィールドを使用したジョブの分析方法

［ジョブ履歴］タブの［前回の結果］フィールドには、実行したジョブが成功したかど

うかが表示されます。正常に完了しなかった場合、このフィールド内の情報を参

照して原因を確認できます。［前回の結果］フィールドのステータスは、以下のい

ずれかになる場合があります。

［完了］--すべてのノード、ドライブ、および共有の処理が完了したことを示し

ます。

［未完了］-一部のジョブを完了できませんでした。アクティビティログ情報か

ら、ジョブが正常に終了しなかった原因を確認します。

［キャンセル］--ジョブは強制終了されました。以下の処理が行われた可能性

があります。

ユーザがジョブキューからジョブをキャンセルした。

コンソールプロンプトに［いいえ］または［キャンセル］と応答したユーザが

いる。

ジョブに対し［OK］ボタンのクリックによる確認を行わなかったか、タイムア

ウトになる前にメディアを挿入しなかった( タイムアウトの時間設定は、

［バックアップマネージャ］のグローバルオプションの［バックアップメディア］
タブで行います)。

［失敗］--ジョブは指定されたタスクの実行に失敗しました。これは通常、

Arcserve Backupがジョブのいずれかのソースノードをバックアップできなかった

場合 (たとえば、エージェントがロードされない、または無効なパスワードが入

力された場合 )、またはハードウェアエラーが発生した場合に起こります。ジョ

ブを開始したが、マネージャがジョブを完了できなかった場合、「実行失敗」ス

テータスが返されます。アクティビティログ情報から、ジョブが正常に終了しな

かった原因を確認します。

［実行失敗］--ジョブは開始されたが、ジョブを実行するためのメモリが十分に

ない、またはDLLファイルが見つからなかったために、ジョブを実行するプログラ

ムが失敗したことを示します。

［クラッシュ］--ジョブは開始されましたが、Arcserve Backupまたはオペレーティ

ングシステムがシャットダウンするようなメモリ違反など、Arcserve Backupのタス

クの完了を妨げるようなシステムエラーが発生しました。ジョブのステータスが

［クラッシュ］の場合、ジョブエンジンの再起動後、ジョブを再試行できます。こ

れは、［ジョブエンジン環境設定］タブのArcserve Backupサーバ管理から設

定できます。
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グループビューを使用したジョブの分析方法

［ジョブ履歴］タブでは、ソースグループ別に結果をグループ化できます。［ソースグ

ループ］ビューでは、グループビュー機能を使用して、ジョブのバックアップ結果を表

示できます。

デフォルト ビュー：ジョブビュー

ソースグループ別にジョブを表示するには、ジョブマネージャを開いて［ジョブ履歴］
タブをクリックし、［次でグループ化］ドロップダウンリストで［ソースグループ］を選択

します。［更新］ボタンをクリックして、表示を更新します。

結果がグループ別に表示され、グループ内の特定のマシン、デバイス、およびセッ

ション詳細の結果を展開できます。
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Arcserve Backupデータベース廃棄ジョブの再作成

Arcserve Backupでは、意図的に、または誤って削除されたArcserve Backupデー

タベース廃棄ジョブを再作成できます。

Arcserve Backupデータベース廃棄ジョブを再作成する方法

1. Arcserve Backupサーバ管理を起動して、ツールバーの［環境設定］ボタンをクリッ

クします。

［環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［データベースエンジン］タブを選択します。

3. ［廃棄ジョブのサブミット］オプションを選択します

注：［廃棄ジョブのサブミット］オプションは、データベース廃棄ジョブが削除された

場合のみアクティブになります。

4. ［OK］をクリックします。

データベース廃棄ジョブはジョブキューにサブミットされ、指定した時間に実行しま

す。
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アクティビティログを使用したジョブの詳細表示

右ペインの［アクティビティログ］タブには、Arcserve Backupによって実行されたすべ

ての処理情報が全般的に記録されます。

このログは、実行されたすべてのジョブの監査記録になります。このログには、それ

ぞれのジョブについて、以下の情報が含まれます。

ジョブの開始日時と終了日時

ジョブの種類

データの平均スループット

処理された(つまりバックアップ、リストア、またはコピーされた)ディレクトリとファ

イルの総数

ジョブのセッション番号とジョブ ID

ジョブの結果

ジョブの実行中に発生したエラーと警告

Central Management Optionをインストールすると、現状どおりドメインプライマリ

サーバ、ドメインメンバサーバ、またはその両方に関係するアクティビティログデー

タを表示できます。

以下の図は、Central Management Optionのインストール、ドメインメンバサーバ

MEMBER01の選択、およびMEMBER01のアクティビティログ詳細の表示について

説明しています。
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週別グループ(チェックされている場合 )は、常に最初のレベルグループです。デー

タは、オペレーティングシステムの設定から取得されます。

週ノードのフォーマットは以下のとおりです。

Week[start date - end date]

ジョブノードのフォーマットは以下のとおりです。

JobID [Server Name](Job Name)[Job Status][Start time - End time][Job No.]

一般的なログは、マスタジョブリストの最後に表示されます。どのジョブにも属して

いないログが含まれています。

注：Central Management Optionをインストールしない場合は、アクティビティログ

には、現在ログインしている Arcserve Backupサーバに関係のあるデータが表示さ

れます。

このログを毎日チェックして、エラーが発生したかどうかを調べることができます。ま

た、ある特定のセッションをリストアする必要がある場合は、このログでセッションの

番号を調べることもできます。アクティビティログの表示の構成を変えたり、ファイル

に出力したりすることもできます。
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アクティビティログファイルの削除

ファイル容量を節約するには、すべてのアクティビティログファイル、または指定した

期限を過ぎて不要になったログレコードを削除します。

アクティビティログでファイルを削除する方法

1. ジョブステータスマネージャを開いて［アクティビティログ］タブを選択します。［削
除］ツールバーボタンをクリックします。

［削除］ダイアログボックスが開きます。

2. ［削除］ダイアログボックスで、適用する基準を選択します。以下のオプションから

1つを選択します。

ログ全体 -ログファイルのレコードをすべて削除します。

一部—時間に基づいて特定のログを選択できます。以下の基準から選択

できます。

日数：1 ～ 365の範囲

週数：1 ～ 54の範囲

月数：1 ～ 12の範囲

年数：1 ～ 10の範囲

3. ［OK］をクリックします。

注意のダイアログボックスが表示されます。

4. ［OK］をクリックします。

アクティビティログファイルが削除されます。

また、コマンド ラインインターフェースを使用してアクティビティログからジョブファイル

(またはその他のログファイル)を削除することもできます。ログファイルから、指定し

た期限を過ぎているログを削除するには、ca_log -purgeコマンドを使用します。ま

た、期限を指定せずに、ログファイルからログデータをすべて削除する場合は、ca_
log -clearコマンドを使用します。

注： ca_logコマンドの詳細については「コマンド ラインリファレンスガイド」を参照し

てください。
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アクティビティログの破棄

ファイルの容量を制御するには、ログを破棄するようスケジュールできます。
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アクティビティログクエリの設定

Arcserve Backupでは、アクティビティログに表示される情報のタイプと、その表示方

法をカスタマイズする機能が適用されます。

デフォルトのアクティビティログクエリの値を以下に示します。

表示：週別グループおよびジョブ別グループ

ジョブステータス：すべてのメッセージ

タイプ：すべて

日付：すべて

ジョブ ID：ブランク

セッション：ブランク

キーワード：メッセージ

注：［リセット］をクリックすると、いつでもデフォルトの設定に戻ることができます。

アクティビティログクエリを設定する方法

1. ジョブステータスマネージャを開いて［アクティビティログ］タブを選択します。

2. ［Log Query Bar］を展開します。デフォルトでは［Log Query Bar］は折りたたまれてい

ます。

［Log Query Bar］が開きます。

3. 適切なオプションを指定します。

表示 --アクティビティログメッセージをグループ化する方法を指定します。

週、種類、およびジョブ別にグループ化することができます。

［週別グループ］を使用すると、アクティビティログメッセージを週別に

グループ化 (デフォルト )することができます。

［ジョブ別グループ］オプションを使用すると、アクティビティログで親ジョ

ブとそのすべての子ジョブをまとめて表示できます。アクティビティログに

は、各親ジョブとその子ジョブに対する、ジョブの詳細も表示されます

(デフォルト )。

［種類別グループ］オプションを使用すると、エラーメッセージ、警告

メッセージ、情報メッセージをグループ化できます。

ジョブステータス --アクティビティログに表示するジョブの種類を指定します。

［すべて］、［完了］、［すべて失敗］、［キャンセル］、［失敗］、［未完了］、
［クラッシュ］、および［不明］を表示できます。

メッセージの種類 --アクティビティログに表示するメッセージの種類を指定し

ます。

468 Arcserve Backup管理者ガイド



ジョブステータスマネージャを使用して実行できるタスク

期間 --アクティビティログに表示するメッセージの日付または期間を指定し

ます。

［すべて］、［エラー］、［警告］、［エラーと警告］、［情報］、［エラーと情報］、
および［警告と情報］を表示できます。

すべてのメッセージを表示する、指定した日付以前または以降のメッセージ

のみを表示する、または特定の期間のメッセージを表示することができま

す。

ジョブ ID --既知のジョブ IDを指定します。

セッション --既知のセッションを指定します。

キーワード --アクティビティログをキーワードで並べ替えます。ジョブ名または

メッセージを指定することができます。

4. ［更新］をクリックします。

指定したクエリに応じてアクティビティログに結果が表示されます。

注：既存のフィルタを使用して最新のジョブを表示するには、ツールバーの［更新］
または F5キーをクリックします。
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［テープログ］タブ

テープエンジンの設定で［ジョブステータスマネージャにテープログを表示する］オ
プションを有効にすると、ジョブステータスマネージャに［テープログ］タブが表示さ

れます。詳細については、「テープエンジンの環境設定」を参照してください。

注：［ジョブステータスマネージャにテープログを表示する］オプションを有効にした

後、ジョブステータスマネージャに変更を反映させるには、［更新］をクリックしま

す。

詳細情報：

テープエンジンの環境設定
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［ジョブ詳細］タブ

右下のパネルの［ジョブ詳細］タブには、キュー内のジョブに関する詳細 ( ソース

ターゲット、デスティネーションターゲット、およびジョブのスケジュールなど)が表示さ

れます。実行前/後のバックアップ要求などのカスタマイズオプションを選択した場

合も、ここに情報が表示されます。ジョブが開始されると、ジョブの順番とセッション

番号が表示されます。
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［ジョブログ］タブ

右下ペインの［ジョブログ］タブには、すでに実行された特定のジョブに関する情報

が表示されます。ジョブログは、Arcserve Backupの実行するジョブごとに生成され

ます。ジョブをサブミットする前にログオプションを選択すると、ログの詳細レベルを

指定できます。

Arcserve Backupは、以下のログオプションを提供します。

［全アクティビティ］--ジョブの実行中に発生するすべてのアクティビティがジョブ

ログに記録されます。

注：［全アクティビティ］を指定すると、Arcserve Backupによって、JobLog_<Job ID>_<Job
Name>.Log という名のログファイルが作成されます。このログファイルに、ジョブに関する

詳細なログ情報が表示されます。Arcserve Backupでは、以下のディレクトリにログファ

イルが保存されます。

C\Program Files\CA\ARCserve Backup\LOG

［サマリのみ］(デフォルト ) --ジョブのサマリ情報 ( ソース、デスティネーション、

セッション番号、ファイルの総数など)およびエラーが記録されます。

［ログ停止］-- このジョブの情報を記録しません。
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エージェント情報およびノード情報の保存の仕組み

Arcserve Backupデータベースにエージェントまたはノードを保存すると、同じドメイ

ンのすべてのユーザがアクセスできるようになります。Arcserve Backupでは、プライマ

リサーバ、メンバサーバ、およびドメインのすべてのエージェントをノードとして表示

します。

エージェント /ノード情報の保存機能によって、以下のタスクを実行できます。

Arcserve Backupデータベースに新しいノードを保存する

ユーザアカウント情報を Arcserve Backupデータベースに保存する

エージェントの種類によってノードをフィルタする

エージェントの種類によってエージェントをグループ化する
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ソースツリーを使用した、コンピュータの追加、インポー

ト、およびエクスポート

追加/インポート /エクスポート機能を使用すると、コンピュータがバックアップされる

かどうかにかかわらず、複数のコンピュータ( ノード、エージェント、Arcserve UDPサー

バなど)をバックアップマネージャソースツリーに追加できます。

この機能は、多数のコンピュータが含まれるバックアップ環境で役立ちます。バック

アップマネージャでは、クラシックビューおよびグループビューから、コンピュータの追

加、インポート、およびエクスポートを実行できます。

ソースツリーを使用して、コンピュータを追加、インポート、およびエクスポートする

方法

1. ［バックアップマネージャ］を開いて［ソース］タブを選択します。

2. ビューのドロップダウンリストから、以下のいずれかを選択します。

グループビュー

注：デフォルトのビューはグループビューです。

クラシックビュー

選択したビューオプションが適用されます。

3. 指定したビューオプションに基づいて、以下のいずれかを実行します。

グループビュー --ブラウザでグループオブジェクトの1つ(たとえばMicrosoft
SQL Server、Microsoft Exchange Server、Oracleサーバのオブジェクト )を右ク

リックし、コンテキスト メニューから［エージェントの追加/インポート /エクスポー

ト］を選択します。

注：指定したグループがArcserve UDPサーバである場合は、コンテキスト メ

ニューの［UDPサーバの追加/インポート /エクスポート］をクリックします。

クラシックビュー --ブラウザでクラシックオブジェクトの1つ(たとえばWindows
システムオブジェクト )を右クリックし、コンテキスト メニューから［ノードの追加

/インポート /エクスポート］を選択します。

注：指定したクラシックオブジェクトがArcserve UDPサーバである場合は、コ

ンテキスト メニューの［UDPサーバの追加/インポート /エクスポート］をクリック

します。

［追加/インポート /エクスポート］ダイアログボックスが表示されます。右側のペイン

に表示される、ソースツリーに追加するコンピュータのリストでは、既存の任意のコ

ンピュータを選択します。

4. 右側のペインのリストにコンピュータを追加します。これらはソースツリーに追加さ

れます。この処理は以下の方法で実行できます。
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追加するコンピュータのホスト名またはホスト名 ( IPアドレス)をテキスト ボッ

クスに指定し、［追加］をクリックします。

ターゲット システムのホスト名と IPアドレスの両方を指定することをお勧めし

ます。両方を指定することで、Arcserve Backupがターゲットシステムを IPアド

レスに基づいて正確に検出し、Windowsシステムオブジェクトの下にシステ

ムが表示されるようになります。

注：ホスト名のみを入力した場合、Arcserve Backupは IPアドレス値を

0.0.0.0に設定します。

左側のペインに表示される、オートディスカバリで見つかったコンピュータのリ

ストから選択し、［追加］または［すべて追加］をクリックします。

Ctrlキーを押しながらクリックまたは Shiftキーを押しながらクリックのキーボー

ド ショートカットを使用すると、複数のコンピュータとエージェントを選択でき

ます。

注：右側のペインのリストに追加されたコンピュータは、左側のペインのリスト

から削除されます。

［インポート］をクリックし、.csvファイルまたは .txtファイルを使用してコンピュー

タのリストを追加します。

例：.txt ファイル

Hostname1(IP)

Hostname2(IP)

Hostname3(IP)

Hostname4(IP)

例：.csv ファイル

Hostname1(IP), Hostname2(IP), Hostname3(IP), Hostname4(IP), ...

注：詳細については、「.csvおよび .txtファイルを使用した複数のノードや

エージェントの追加」を参照してください。

バックアップマネージャソースツリーに追加されるコンピュータは、右側のペインのリ

ストに表示されます。

5. (オプション)必要があれば、［削除］または［すべて削除］をクリックし、右側のペイ

ンのリストから項目を削除します。

［削除］ボタンと［すべて削除］ボタンは、右側のペインのリストで 1つまたは複数の

ノードを選択した場合のみ有効になります。テキスト ボックスに直接入力したコン

ピュータや .csvファイルまたは .txtファイルからインポートしたコンピュータの場合、

［削除］ボタンをクリックすると、右側のペインのリストから削除されます。オートディ
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スカバリで検出されたコンピュータの場合、［削除］をクリックすると、左側のペイン

にあるオートディスカバリで検出されたコンピュータのリストに表示されます。

6. 右側のペインのリストで、ユーザ名とパスワードを入力するコンピュータを選択し、

［セキュリティ］をクリックします。

(オプション) ［ソース］ディレクトリツリーに追加されるコンピュータのリストで、ター

ゲット システムのホスト名またはアドレス値をダブルクリックします。

［セキュリティ］ダイアログボックスが開き、一度に複数のノードやエージェントのユー

ザ名とパスワードを追加できます。［セキュリティ］ダイアログボックスに表示されてい

るノードやエージェントは、［追加/インポート /エクスポート］ダイアログボックスの右

側のペインのリストから選択されたものです。

7. ユーザ名とパスワードを入力して［OK］ボタンをクリックします。

［追加/インポート /エクスポート］ダイアログボックスに戻ります。ユーザ名とパスワー

ドが右側のペインのリストに追加されます。

8. (オプション)左側のペインのリストでノードまたはエージェントを選択し、［プロパ

ティ］をクリックします。

［サーバのプロパティ］ダイアログボックスが開き、ドメイン名、サーバ名、IPアドレ

ス、最終応答時間、およびインストール済み製品が表示されます。これらのプロ

パティは、オート ディスカバリサービスによって検出されるものであるため、［プロパ

ティ］ボタンは、左側のペインのリストでノードやエージェントを選択して［プロパティ］
をクリックした場合にのみ有効です。

9. ［OK］をクリックします。

新しく追加したコンピュータにArcserve Backupがアクセスできない場合は、［エー

ジェント追加の結果］ダイアログボックスが表示されます。

以下の点に注意してください。

ノードまたはArcserve UDPサーバを追加するときは、［ノード追加の結果］ま
たは［UDPサーバ追加の結果］ダイアログボックスが開きます。

結果ダイアログボックスには、Arcserve Backupがアクセスできないコンピュー

タのリストと、各コンピュータに対応する理由 (ステータス)が表示されます。

失敗した理由がセキュリティ認証情報に関係している場合、結果ダイアロ

グボックスでは、コンピュータにログインする際 Arcserve Backupによって要求

されるユーザ名およびパスワードを変更することができます。結果ダイアログ

ボックスの画面上の指示に従ってコンピュータを追加したら、［OK］をクリック

します。

コンピュータがバックアップマネージャソースツリーに追加されます。既存のコン

ピュータを削除した場合は、バックアップマネージャソースツリーから削除されま

す。コンピュータ名が重複している場合は、この名前が重複していることと、コン

ピュータがソースツリーに追加されないことを示す警告メッセージが表示されます。
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また、Arcserve Backupでは、同じ IPアドレスを持つ複数のホスト名を追加できま

す。
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.csvおよび .txt ファイルを使用した複数のノードやエー

ジェントの追加

インポート機能では、Arcserve D2Dユーザインターフェースで .csvファイルまたは

.txtファイルからインポートすることにより、複数のコンピュータ( ノード、エージェント、

Arcserve Backupなど)を追加できます。

注：.csvファイルは、カンマ区切り形式のファイルです。

.csvおよび .txt ファイルを使用してコンピュータを追加する方法

1. ［バックアップマネージャ］を開いて［ソース］タブを選択します。

2. ビューのドロップダウンリストから、以下のいずれかを選択します。

グループビュー

注：デフォルトのビューはグループビューです。

クラシックビュー

選択したビューオプションが適用されます。

3. 指定されたビューオプションに基づいて、以下のいずれかを実行します。

グループビュー --ブラウザでグループオブジェクトの1つ(たとえばMicrosoft
SQL Server、Microsoft Exchange Server、Oracleサーバのオブジェクト )を右ク

リックし、コンテキスト メニューから［エージェントの追加/インポート /エクスポー

ト］を選択します。

注：指定したグループオブジェクトがArcserve D2Dサーバである場合は、コ

ンテキスト メニューの［D2Dサーバの追加/インポート /エクスポート］をクリック

します。

クラシックビュー --ブラウザでクラシックオブジェクトの1つ(たとえばWindows
システムオブジェクト )を右クリックし、コンテキスト メニューから［ノードの追加

/インポート /エクスポート］を選択します。

注：指定したクラシックオブジェクトがArcserve D2Dサーバである場合は、コ

ンテキスト メニューの［D2Dサーバの追加/インポート /エクスポート］をクリック

します。

［追加/インポート /エクスポート］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［インポート］をクリックします。

Windowsの［開く］ダイアログボックスが開きます。

5. インポートするコンピュータのリストが含まれるファイルを参照し、［開く］をクリックし

ます。
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［追加/インポート /エクスポート］ダイアログボックスの右側のペインのリストにコン

ピュータが追加されます。

6. 右側のペインのリストで、ユーザ名とパスワードを指定するコンピュータを選択し、

［セキュリティ］をクリックします。

［セキュリティ］ダイアログボックスが開きます。［セキュリティ］ダイアログボックスで

は、コンピュータのユーザ名とパスワードを一度に追加できます。［セキュリティ］ダイ

アログボックスに表示されているコンピュータは、［追加/インポート /エクスポート］ダ
イアログボックスの右側のペインのリストから選択されたものです。

7. ［OK］をクリックします。

コンピュータがバックアップマネージャソースツリーに追加されます。
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テキスト ファイルへの複数のエージェントおよびノードの

エクスポート

バックアップマネージャの［ソース］タブにすでに入力されているノードおよびエージェ

ントは、.txtファイルにエクスポートできるため、ノードやエージェントのリストを別の

Arcserve Backupサーバに簡単にインポートすることができます。

テキスト ファイルに複数のエージェントおよびノードをエクスポートする方法

1. ［バックアップマネージャ］を開いて［ソース］タブを選択します。

2. ビューのドロップダウンリストから、以下のいずれかを選択します。

グループビュー

注：デフォルトのビューはグループビューです。

クラシックビュー

選択したビューオプションが適用されます。

3. 指定されたビューオプションに基づいて、以下のいずれかを実行します。

グループビュー --ブラウザでグループオブジェクトの1つ(たとえばMicrosoft
SQL Server、Microsoft Exchange Server、Oracleサーバのオブジェクト )を右ク

リックし、コンテキスト メニューから［エージェントの追加/インポート /エクスポー

ト］を選択します。

［エージェントの追加/インポート /エクスポート］ダイアログが表示されます。

クラシックビュー --ブラウザでクラシックオブジェクトの1つ(たとえばWindows
システムオブジェクト )を右クリックし、コンテキスト メニューから［ノードの追加

/インポート /エクスポート］を選択します。

［ノードの追加/インポート /エクスポート］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［エクスポート］をクリックします。

［エクスポート］ダイアログボックスが表示されます。

5. テキスト ファイルにエクスポートするエージェントまたはノードを選択します。

注：デフォルトでは、すべてのノードとエージェントが選択されています。

6. (オプション) ［すべて選択］または［すべてクリア］をクリックし、エクスポートするリスト

内のノードおよびエージェントをすべて選択またはクリアします。

7. ［OK］をクリックします。

Windowsの［名前を付けて保存］ダイアログボックスが開きます。

8. ファイルが作成および保存されるパスを選択します。
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エージェント情報およびノード情報の保存の仕組み

選択されたエージェントまたはノードが .txtファイルにエクスポートされます。

注：ユーザ名とパスワードはエクスポートされません。
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エージェント情報およびノード情報の保存の仕組み

エージェントの種類によるノードのフィルタ

ドメイン内のどのコンピュータに同一エージェントがインストールされているかを特定

できます。Arcserve Backupでは、バックアップマネージャのソースツリー、リストアマ

ネージャのソースツリーおよびデスティネーションツリーからノードをフィルタすることが

できます。

注：クラシックビューでは、WindowsシステムオブジェクトおよびUNIX/Linuxシステ

ムオブジェクトのみをフィルタできます。

エージェントの種類によってノードをフィルタする方法

1. ［バックアップマネージャ］を開いて［ソース］タブを選択します。

2. ビューのドロップダウンリストから、以下のいずれかを選択します。

グループビュー

注：デフォルトのビューはグループビューです。

クラシックビュー

選択したビューオプションが適用されます。

3. ［ソース］ツールバーの［エージェントの種類］をクリックします。

［エージェントの種類別フィルタ］ダイアログボックスが表示されます。デフォルトの値

は、「すべてのノードを表示する」です。

4. ［エージェントの種類別にフィルタする］をクリックします。

5. Arcserve Backupエージェントのリストから、ソースツリーに表示するエージェントを

指定します。

6. ［OK］をクリックします。

ノードがフィルタされ、指定したエージェントを含むノードのみが表示されます。

注：すべてのノードを表示するためにフィルタを解除するには、ソースツールバーで

［リセット］をクリックします。
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エージェント情報およびノード情報の保存の仕組み

エージェントとノードの IPアドレスまたはホスト名の変

更

Arcserve Backupでは、エージェントおよびノードの IPアドレス、ホスト名、またはそ

の両方を変更できます。

エージェントとノードの IPアドレスまたはホスト名を変更する方法

1. ［バックアップマネージャ］を開いて［ソース］タブを選択します。

2. ビューのドロップダウンリストから、［クラシックビュー］を選択します。

選択したビューオプションが適用されます。

3. 変更するエージェントまたはノードを見つけます。

4. 変更するエージェントを選択して右クリックします。

5. コンテキスト メニューから、［エージェントの修正］をクリックします。

［エージェント オプション］ダイアログボックスが開きます。

6. ［エージェント オプション］ダイアログボックスで、［コンピュータ名の解決を使用］
チェックボックスをオフにします。

7. ホスト名と IPアドレスを入力します。

8. ［OK］をクリックします。

新しい IPアドレス、ホスト名、またはその両方がエージェントまたはノードに適用さ

れます。
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エージェント情報およびノード情報の保存の仕組み

ソースツリーからのエージェントおよびノードの削除

Arcserve Backupでは、バックアップマネージャのソースツリーからエージェントとノー

ドを削除することができます。エージェントとノードの情報、エージェントとノードに関

連付けられたすべてのアカウントがArcserve Backupデータベースから削除されま

す。

ソースツリーからエージェントとノードを削除する方法

1. ［バックアップマネージャ］を開いて［ソース］タブを選択します。

ビューのドロップダウンリストから、以下のいずれかを選択します。

グループビュー

注：デフォルトのビューはグループビューです。

クラシックビュー

選択したビューオプションが適用されます。

2. 削除するエージェントまたはノードを見つけます。

指定したビューに基づいて、以下のいずれかを実行します。

グループビュー --削除するエージェントを選択して右クリックします。

クラシックビュー --削除するノードを選択して右クリックします。

コンテキスト メニューの［マシン/オブジェクトの削除］をクリックします。

削除確認のダイアログボックスが開きます。

3. ［はい］をクリックします。

エージェントまたはノードが削除されます。
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ジョブスケジューラウィザードを使用したジョブのスケジュール方法

ジョブスケジューラウィザードを使用したジョブのスケ

ジュール方法

Arcserve Backupのコマンド ラインでは、Arcserve Backupサーバで実行可能なすべ

ての操作を直接制御できます。コマンド プロンプトにジョブスケジューリングコマン

ドを入力する代わりに、ジョブスケジューラウィザードを使用できます。

コマンド ラインではなくウィザードを使用する場合の利点は以下のとおりです。

ジョブをスケジュールして繰り返し実行することができる。

ジョブが、ジョブキューおよびアクティビティログに表示される。

ジョブキューからジョブを停止できる。

入力可能なコマンドが、Arcserve Backupのコマンドに限定されない。このウィ

ザードは、Notepad.exeなど、ほぼすべての実行可能ファイルに使用できます。

ジョブを簡単にパッケージ化してサブミットできる。

重要：のジョブの時刻は、サーバの所在地のタイムゾーンに基づいてスケジュール

設定されます。Arcserve BackupArcserve Backupエージェント マシンがArcserve
Backupサーバとは異なるタイムゾーンにある場合、ジョブを実行する現地時間を

計算する必要があります。

ジョブスケジューラウィザードを使用してジョブをサブミットすると、ジョブキューおよ

びアクティビティログにおいて、一般ジョブというラベルが付きます。一般ジョブは、

ジョブキューで変更できますが、再スケジュールおよび停止のみが可能です。

注：ジョブスケジューラウィザードを使用してジョブをサブミットするには、ローカル

のWindowsマシンで管理者権限を持っている必要があります。
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ジョブスクリプト

ジョブスクリプト

スクリプト ファイルとは、ファイルとして保存されたジョブのことです。スクリプトには、

ジョブで使用するソース、デスティネーション、オプション、およびスケジュール情報が

格納されています。また、ファイルおよびディレクトリを組み込んだり除外するために

作成したフィルタも含まれます。

スクリプトを作成すると、以下のような利点があります。

同じ設定を後で再利用できます。

Arcserve Backupを実行している別のWindowsマシンに、設定をコピーできま

す。

ジョブがなんらかの事情で削除されてしまった後に、定期的に実行されるジョ

ブを迅速に再サブミットできます。
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ジョブスクリプト

ジョブスクリプトの作成

すべての種類のジョブはスクリプトとして保存できます。スクリプトは、ジョブを実行

するためのArcserve Backupの指示セットです。

ジョブスクリプトを作成する方法

1. ジョブを作成し、ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［保存］ボタンをクリックして、スクリプトにジョブの条件を保存します。

［ジョブスクリプトの保存］ダイアログボックスが表示されます。

3. スクリプトの名前を入力し、［保存］をクリックします。

ジョブスクリプトが保存されます。

4. ［OK］をクリックして、ジョブをキューにサブミットします。

ジョブがサブミットされ、ジョブスクリプトが1つ作成されます。
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ジョブスクリプト

スクリプトを使用したジョブの実行

スクリプトを使用して、ほぼすべての種類のジョブを実行できます。スクリプトは、

ジョブを実行するためのArcserve Backupの指示セットです。

スクリプトを使用してジョブを実行する方法

1. ジョブステータスマネージャを開いて［ジョブキュー］タブを選択します。

2. ツールバーの［ロード］をクリックします。

［ジョブの追加］ダイアログボックスが表示されます。

3. 実行するジョブのスクリプトを参照して選択します。

4. ［開く］をクリックします。

［サーバの選択］ダイアログボックスが開きます。

5. ドロップダウンリストから、ジョブを実行するサーバを選択します。

6. ［ジョブをホールド状態でサブミット］オプションをクリックして、ジョブをホールド状態

でサブミットします。

注：［ジョブをホールド状態でサブミット］オプションはデフォルトで選択された状態

になっています。

7. ［OK］をクリックします。

過去に保存したスクリプトのジョブ情報が、新しいジョブとしてジョブキューに表示

されます。
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ジョブテンプレート

ジョブテンプレート

ジョブテンプレートには、ジョブのデスティネーション、オプション、スケジュール情報

をはじめとする一連の設定が保持されています。テンプレートには、ジョブスクリプ

トと同様に、ファイルやディレクトリの組み込みや除外を行うために作成したフィルタ

を含めることができます。

ただし、ジョブテンプレートは特性が異なり、カスタムバックアップスケジュール設定

を他のArcserve Backupマシンで繰り返し使用できるという柔軟性を備えていま

す。また、ジョブスクリプトではバックアップソース情報が保持されますが、ジョブテ

ンプレートでは保持しないため、テンプレート ファイルを Arcserve Backupが実行さ

れている任意の新しいサーバソースにコピーして適用できます。一方、ジョブスク

リプトは、新しいサーバソースに合わせて変更することができません。

7種類のデフォルト ジョブテンプレートからジョブテンプレートを選択したり、バック

アップ要件を満足するようにカスタムテンプレートを作成することもできます。デフォ

ルト ジョブテンプレートは、ローテーションスキーマ、バックアップ方式、GFSオプショ

ンなどの特定のバックアップタスクに合わせて作成されています。デフォルト ジョブ

テンプレートを開くには、［ファイル］メニューから［テンプレートから開く］を選択しま

す。
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ジョブテンプレート

カスタムジョブテンプレートの作成

カスタムジョブテンプレートを作成し、保存して、後で任意のArcserve Backupシ

ステムでジョブを実行するときに使用できます。

ジョブテンプレートを作成する方法

1. Arcserve Backupマネージャウィンドウで、［クイックスタート］メニューから［バックアッ

プ］を選択します。

バックアップマネージャウィンドウが開きます。

2. ［スタート］、［ソース］、［デスティネーション］、［スケジュール］の各タブで、バックアッ

プジョブに関する各種事項を選択します。

3. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［テンプレートの保存］をクリックします。

［ジョブテンプレートの保存］ダイアログボックスが開きます。

5. ［ファイル名］フィールドに、ジョブテンプレートの名前を指定し、［保存］をクリックし

ます。

ファイル名拡張子が .astであるジョブテンプレートとして、ジョブが保存されます。

注：Arcserve Backupデフォルトのジョブテンプレートは、ディレクトリの

Templates\Jobsディレクトリに保存されていますが、作成したテンプレートは任意の

ディレクトリに保存できます。カスタムジョブテンプレートをローカルマシンまたはリ

モート サーバから開くには、［ファイル］メニューから［テンプレートから開く］を選択し

ます。ジョブテンプレートを開いた後、ソースデータを指定します。その後、ジョブを

サブミットできます。
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ジョブテンプレート

ジョブテンプレートの保存

カスタムジョブテンプレートを作成し、任意のArcserve Backupマシンで後ほど実

行するジョブのために保存できます。［ジョブテンプレートの保存］ダイアログボック

スを使用して、カスタムジョブテンプレートに「.ast」というファイル拡張子を付けて

保存します。

ジョブテンプレートを保存する方法

1. ［クイックスタート］メニューから［バックアップマネージャ］を選択して、バックアップマ

ネージャを開きます。

バックアップマネージャウィンドウが開きます。

2. ［ソース］、［デスティネーション］、および［スケジュール］タブにアクセスして、バック

アップジョブの設定を行います。

3. ［サブミット］ボタンをクリックしてジョブをサブミットします。

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスが表示されます。

4. ジョブについてのセキュリティおよびエージェント情報を編集または確認して、［OK］
をクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

5. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで、［テンプレートの保存］をクリックし、新し

いジョブテンプレートに.astファイル拡張子を指定して保存します。

［ジョブテンプレートの保存］ダイアログボックスが開きます。

6. 以下のフィールドに入力して、［保存］をクリックします。

［保存する場所］--ジョブテンプレート ファイルのパスを指定します。デフォル

トのジョブテンプレートは、Arcserve BackupディレクトリのTemplates/Jobs
フォルダに保存されていますが、作成したテンプレートは任意のディレクトリに

保存することができます。

［ファイル名］--ジョブテンプレートの名前を入力します。デフォルトでは、

「.ast」という拡張子を付けて保存されます。

［保存する形式］--ジョブテンプレートを別のフォーマットで保存する場合

は、ファイルフォーマットを選択します。

［ジョブ情報］--ジョブの簡単な説明を入力します。

ジョブテンプレートが保存されます。
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ジョブテンプレート

ジョブテンプレートを開く

［ジョブスクリプトを開く］ダイアログボックスを使用して、以前に保存した既存の

ジョブテンプレートを開いたり、デフォルトのジョブテンプレートから選択したりするこ

とができます。

ジョブテンプレートを開く方法

1. メインメニューから［ファイル］-［テンプレートから開く］を選択します。

［ジョブテンプレートを開く］ダイアログボックスが開きます。

2. 以下のフィールドに入力し、［開く］をクリックします。

［探す場所］--ジョブテンプレート ファイルのパスを指定します。デフォルトの

ジョブテンプレートは、Arcserve BackupディレクトリのTemplates/Jobsフォル
ダに保存されていますが、作成したテンプレートは任意のディレクトリに保存

することができます。

［ファイル名］--開きたいジョブテンプレートの名前を入力します。

［ファイルの形式］--ジョブテンプレートを別のフォーマットで保存している場

合は、開きたいファイルフォーマットを選択します。デフォルトでは、ジョブテン

プレートは「.ast」という拡張子を付けて保存されています。

ジョブテンプレートを開いた後に、ジョブをサブミットすることができます。

注：7種類のデフォルト ジョブテンプレートからジョブテンプレートを選択したり、

個々のバックアップ要件を満たすようにカスタムテンプレートを作成することもでき

ます。デフォルト ジョブテンプレートは、ローテーションスキーマ、バックアップ方式、

GFSオプションなどの特定のバックアップタスクに合わせて作成されています。デフォ

ルト ジョブテンプレートを開くには、［ファイル］メニューから［テンプレートから開く］を
選択します。
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クラウド ストレージのスキャンジョブ

クラウド ストレージのスキャンジョブ

クラウド ストレージに対するスキャンジョブの実行プロセスは、通常のスキャンジョ

ブと同じです。必要に応じて、［メディア検証］ボタンをクリックして［メディア検証オ

プション］にアクセスし、［メディア検証を有効にする］オプションをクリックして選択し

ます。

メディア検証オプションは、あらゆる種類のメディアで機能します。クラウド ストレー

ジの場合、メディア検証では、データを回復できるように、基準を満たす大量の

セッションをランダムにサンプリングする必要があります。また、クラウド ストレージへ

のアクセス速度は遅くなる可能性があります。そのため、クラウド ストレージに関連

付けられたスキャンジョブは、完了までに時間がかかる場合があります。

特定のセッションまたはクラウド ストレージ全体のスキャンと同時に、フィルタオプ

ションの設定もできます。1つのノードを指定することも、複数のノードを指定する

こともできます。複数のノードを指定する場合は、所定のフィールドでカンマを使

用して名前を区切ります。クラウド ストレージのメディア検証スキャンジョブでは、*
グループを指定することはできませんが、特定のグループの*テープを指定したり、

特定のテープを選択したりすることはできます。このジョブは、選択基準を満たす

セッションをスキャンし、削除されるまで定期的に繰り返します。

注：メディア検証は、1つのグループのみのスキャンをサポートしており、同じメディ

アを対象とする他のジョブによって中断されます。中断されると、「E3708グループ <
グループ名>を <分>分内に予約できません。」というエラーメッセージが表示され

ます。

詳細情報：

メディア検証とスキャンユーティリティ
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クラウド ストレージへのマージ ジョブ

クラウド ストレージへのマージ ジョブ

クラウド ストレージに関連付けられたマージジョブの実行プロセスは、通常のマー

ジジョブと同じです。たとえば、特定セッションの詳細やクラウド デバイス全体を

データベースにマージできます。詳細については、「マージユーティリティ」を参照し

てください。

注：クラウド ストレージへのアクセス速度は遅くなる可能性があります。そのため、

クラウド ストレージに関連付けられたマージジョブは、完了までに時間がかかる場

合があります。
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Arcserve Backupでクラウド ストレージからデータをパージする方法

Arcserve Backupでクラウド ストレージからデータをパー

ジする方法

クラウド セッションをパージする方法はいくつかあります。

バックアップマネージャコンソールの［デスティネーション］タブで、マイグレー

ションジョブをサブミットするときのクラウド パージポリシーを通して保持期間

を設定します。パージポリシーが期限切れになると、領域を解放し、コスト

を抑えるため、クラウド セッションは削除されます。

デバイスマネージャコンソールで、ツールバーの［クラウド フォルダの参照］を
クリックし、フォルダを選択し、右クリックして削除します。

リストアマネージャコンソールの場合

1. ［ソース］タブで［セッション単位］方式を選択します。

2. 削除するクラウド セッションを［セッション］ディレクトリツリーで選択します。

3. セッションを右クリックし、［選択したセッションの削除］をクリックします。

クラウド ストレージからセッションがただちに削除されます。
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第6章 :データのアーカイブ

Arcserve Backupを使用すると、Windows、UNIX/Linux、およびMACファイルシステ

ム上で、スケジュールとポリシーを設定し、ソースとデスティネーションを選択して、

ファイルをアーカイブできます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Arcserve Backup によるデータ アーカイブの概要 498

アーカイブジョブのサブミット 499

アーカイブマネージャ 500

アーカイブ用のグローバルオプション 509
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Arcserve Backupによるデータアーカイブの概要

Arcserve Backupによるデータアーカイブの概要

Arcserve Backupでは、Windows、UNIX/LinuxおよびMACファイルシステムに存在

するデータを、テープメディアまたはクラウド ストレージデバイスにアーカイブすること

ができます。Arcserve Backupでデータをアーカイブするには、アーカイブマネージャ

を使用します。Arcserve Backupホーム画面からアーカイブマネージャを開きます。

古いファイルは、事前定義された期間だけ保持できるメディアにアーカイブできま

す。アーカイブされたファイルは、リストアマネージャを使っていつでも取得できま

す。

またArcserve Backupでは、スケジュールとポリシーを設定し、ファイルのソースとデ

スティネーションを選択して、アーカイブジョブをサブミットできます。
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アーカイブジョブのサブミット

アーカイブジョブのサブミット

このセクションでは、アーカイブジョブをサブミットする方法について説明します。

アーカイブジョブをサブミットする方法

1. アーカイブマネージャで、［ソース］、［スケジュール］、［ポリシー］、および［デスティ

ネーション］の各タブを選択し、ジョブに必要なオプションを指定します。

2. ［オプション］ツールバーボタンをクリックして、ジョブに必要なグローバルオプションを

指定します。詳細については、「アーカイブ用のグローバルオプション」を参照してく

ださい。

3. ［サブミット］ツールバーボタンをクリックしてジョブをサブミットします。

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスで、ジョブのセキュリティお

よびエージェント情報を編集または確認して、［OK］をクリックします。

5. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが開きます。［即実行］を選択して今すぐ

ジョブを実行するか、［実行日時指定］を選択してジョブを実行する日時を選択

します。

注：［即実行］オプションの詳細については、「［ジョブキュー］タブ」を参照してくだ

さい。

6. ジョブの説明を入力します。

7. 複数のソースのアーカイブを選択した場合に、ジョブセッションの開始順序を設定

するには、［ソース優先度］をクリックします。［一番上へ］、［上へ］、［下へ］、［一
番下へ］の各ボタンを使用して、ジョブが処理される順序を変更します。優先順

位付けが終わったら、［OK］をクリックします。

8. ジョブを Arcserve Backupジョブスクリプトとして保存するには、［ジョブの保存］ボタ

ンをクリックします。

9. ジョブテンプレートを保存するには、［テンプレートの保存］ボタンをクリックします。

10. ジョブのプレフライト チェックを実行するには、［プレフライト チェック］ボタンをクリック

します。プレフライト チェックが失敗した場合は、［キャンセル］ボタンをクリックして

ジョブの設定を変更してください。

11. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミットされます。

アーカイブジョブのステータスを表示する場合は、ジョブステータスマネージャにアク

セスします。

詳細情報：

［ジョブキュー］タブを使用したジョブの管理方法
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アーカイブマネージャ

アーカイブマネージャ

アーカイブマネージャでは、フィルタを使用し、オプションを指定し、スケジュールを

設定して、アーカイブジョブをカスタマイズできます。

アーカイブマネージャは、以下の目的で使用できます。

選択したWindows、UNIX/Linux、およびMACファイルシステムデータに対し

て、アーカイブのスケジュールとポリシーを設定する。

アーカイブジョブをサブミットする。

アーカイブおよびバックアップの対象となるデータを探し、アーカイブデータを

元の場所からただちに削除する。

フィルタを使用して、アーカイブジョブで使用するディレクトリやファイルを選択

して追加または除外する。

アーカイブジョブのファイルサイズとファイル年数を指定する。

アーカイブデータのアーカイブメディアへの保持期間を設定する。

リストアジョブでアーカイブメディアからアーカイブデータを取得する。

Dashboardレポートを通してアーカイブステータスを表示する。レポートの詳

細については、「Dashboardユーザガイド」を参照してください。

アーカイブされたファイルのリストを表示する。Arcserve Backupでは、ファイル

のリストを CSVファイル形式で記録し、そのCSVファイルを以下のディレクトリ

に保存します。

BAB_HOME\Archived Files

CSVファイルはArcserve Backupデータベース保護ジョブでバックアップさ

れます。

CSVファイルは、ジョブのグローバルオプションで指定されたように、カタ

ログデータベースを含むバックアップジョブでバックアップされます。

CSVファイルは、NTFSファイルシステムでは圧縮されます。

アーカイブマネージャの以下のタブを使用すると、アーカイブジョブをカスタマイズで

きます。

スタート --アーカイブの種類を、通常、デデュプリケーション、またはクラウドか

ら指定します。また、各アーカイブタイプについてステージングを有効にする

ことができます。［クラウド アーカイブ］オプションについては、［ステージングを

有効にする］オプションが自動的に選択されています。

ソース --アーカイブするデータを指定します。

スケジュール --ジョブの繰り返し方法を指定します。
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ポリシー -- ファイルの種類、ファイルサイズ、ファイルが最後にアクセス/変更/
作成された時間、およびデータ検証を指定します。

デスティネーション --アーカイブファイルの保存場所を指定します。

以下のトピックでは、各タブで使用可能なオプションについて詳細に説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

アーカイブマネージャの［スタート］タブのオプション

クラシックビューとグループビューを使用してアーカイブ対象のソースデータを指定

する方法

アーカイブジョブのスケジュール

アーカイブマネージャの［ポリシー］タブのオプション

アーカイブマネージャの［デスティネーション］タブのオプション
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アーカイブマネージャ

アーカイブマネージャの［スタート］タブのオプション

アーカイブマネージャの［スタート］タブでは、以下に示すアーカイブの種類のうち、

いずれか1つを選択できます。

標準アーカイブ --繰り返し方法のスケジュールを使用して、データソースを

ターゲット デスティネーションにアーカイブできます。

デデュプリケーションアーカイブ --デデュプリケーションアーカイブは、一意の

データチャンクのみをディスクに保存します。こうすることで、より多くのアーカイ

ブデータをメディアに収めることができ、ファイルを長期間保持することが可能

になります。

クラウド アーカイブ --クラウド アーカイブでは、クラウド デバイスデスティネーショ

ンのみへデータをアーカイブすることができます。

注：このオプションを選択すると、［ステージング有効化］が自動的に選択されま

す。

各種類のアーカイブでは、［ソース］、［スケジュール］、［ポリシー］、および［デスティ

ネーション］の各タブをクリックして、アーカイブジョブの設定を完了する必要があり

ます。

また、ステージングを有効化することもできます。ステージングを有効にすると、デー

タをステージングデバイスにアーカイブしてから、アーカイブしたデータを最終的なデ

スティネーション(通常はテープ)にマイグレートすることができます。ステージングの

有効化は、標準アーカイブまたはデデュプリケーションアーカイブのジョブに対して

選択できます。
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アーカイブマネージャ

クラシックビューとグループビューを使用してアーカイブ

対象のソースデータを指定する方法

ソースは、アーカイブするデータのパスです。アーカイブマネージャディレクトリを参

照してユーザ共有ドライブおよびディレクトリを選択することで、アーカイブするファイ

ルを簡単に探すことができます。

Arcserve Backupで、以下のビューを使用して、ソースデータを参照および指定し

ます。

クラシックビュー --従来のソースビューです。マシンが最初にリスト表示され、

ユーザはマシンを展開して特定のデータソースを選択できます。クラシック

ビューでは、Arcserve Backupは、コンピュータで実行されているプラットフォーム

に基づいてソースコンピュータを分類します。たとえばWindowsシステムや

UNIX/Linuxシステムです。

グループビュー --このビューでは、コンピュータにインストールされている

Arcserve Backupエージェントに基づいてソースコンピュータが分類されます。

エージェントは、ソースツリーのブランチとしてリストされます。各ブランチ内に

は、指定されたエージェントを含むマシンがリストされます。

また、カスタマイズされたグループを作成し、独自の基準に基づいてマシンをグルー

プ化することもできます。たとえば、グループビューを使用すると、特定のファイル

サーバ用のグループを作成するときにソースを効率良く指定できます。

ソースを選択するときは、個々のドライブ、ディレクトリ、およびファイルをアーカイブ

対象として選択できます。

個々のドライブ、ディレクトリ、およびファイルを指定してアーカイブするには、サーバ

名を展開し、各ドライブ、ディレクトリ、およびファイルの横にある緑色のボックスをク

リックします。

ソースグループ全体を選択するには、グループ名の横にある緑色のボックスをク

リックします。その場合、そのソースグループに含まれているすべてのサーバ、ノー

ド、ボリューム、ドライブ、ディレクトリ、およびファイルが自動的に選択されます。

以下の動作に注意してください。

ジョブをサブミットする場合に指定したビューは、変更できません。

たとえば、クラシックビューを使用してジョブをサブミットし、その後、そのジョブのソー

ス選択を変更する場合に、ジョブを変更してアーカイブマネージャの［ソース］タブ

をクリックすると、ビュードロップダウンメニューが無効になります。
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アーカイブジョブのスケジュール

アーカイブジョブのスケジュールでは、アーカイブマネージャの［スケジュール］タブに

ある［繰り返し方法］を使用して、アーカイブジョブを設定できます。スケジュールに

よって、アーカイブジョブを繰り返し実行できます。以下のパラメータをアーカイブ

ジョブに指定できます。

繰り返し方法 --各マネージャにある［スケジュール］オプションを使用してす

べてのジョブをスケジュールできます。以下の繰り返し方法を使用してジョブ

をサブミットできます。

［曜日］--指定した 1つまたは複数の曜日にジョブを繰り返します。

(デフォルト )

金曜日はデフォルトの曜日です。

［週］--指定した 1つまたは複数の週にジョブを繰り返します。

［日］--毎月、指定した日にジョブを繰り返します。

［カスタム］--チェックされた曜日を除いて、指定した間隔で繰り返しま

す。

［追加］--スケジュールされたアーカイブジョブに日数を追加するには、この

オプションを選択します。

［WORM メディアを使用］--バックアップジョブの実行時にWORM ( Write
Once Read Many) メディアにデータをバックアップする場合は、このオプション

を選択します。
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アーカイブマネージャの［ポリシー］タブのオプション

アーカイブマネージャの［ポリシー］タブを使用すると、選択したWindows、
UNIX/Linux、およびMACファイルシステムデータのアーカイブポリシーを設定でき

ます。アーカイブマネージャの［ポリシー］タブには、以下のフィルタが含まれます。

ファイルフィルタ --ファイルフィルタのオプションを使用すると、アーカイブジョブに

対し、ファイル、ディレクトリ、あるいはその両方を追加または除外できます。

このセクションで紹介するフィルタの種類は以下のとおりです。

ファイルパターン --ジョブに対してファイルを追加または除外するときに使

用します。ファイルパターンを指定するために、ファイル名を指定すること

もできますが、ワイルドカードを使用することもできます。

注：ファイルパターンフィルタではワイルドカード「*」(アスタリスク)および

「?」( クエスチョンマーク)を使用できます。

ディレクトリパターン --ジョブに対して特定のディレクトリを追加または除

外するときに使用します。ディレクトリ名全体を入力するか、ワイルド

カードを使用して、ディレクトリパターンを指定することができます。

注：ディレクトリパターンフィルタではワイルドカード「*」(アスタリスク)お
よび「?」( クエスチョンマーク)を使用できます。

ファイル属性 --ジョブに対して特定の種類のファイルを追加または除外

するときに使用します。選択できるファイル属性は、以下のとおりです。

［アーカイブ］-アーカイブビットが設定されたファイル。

［読み取り専用］-変更不可能なファイル。

ホスト名パターン --ジョブに対して特定のコンピュータシステムを追加ま

たは除外するときに使用します。

ファイルサイズ --ファイルサイズのオプションを使用すると、ファイルを追加する

ためのファイルサイズ属性を指定できます。サイズは 0～999999(単位はバイ

ト、KB、MB、またはGB)の範囲で指定できます。指定できるファイルサイズオ

プションには 3つあります。

次より大きい --ここで指定する範囲以上のサイズを持つファイルを、ジョ

ブに対して追加または除外します。

次より小さい --ここで指定する範囲以下のサイズを持つファイルを、ジョ

ブに対して追加または除外します。

指定の範囲内 --ここで指定する範囲内のサイズを持つファイルを、ジョ

ブに対して追加または除外します。
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経過期間 --ファイル年数のオプションでは、ファイル年数属性を使用して、ファ

イルが最後にアクセス、変更、または作成された日付 (日、月、年で指定 )を
基準にファイルを除外します。

注：Arcserve Backupでは、ファイルの最終アクセス時刻が保存されます。

検証 --検証のオプションを使用すると、データが正しくアーカイブされたかどうか

を検証できます。以下のオプションを選択できます。

なし --バックアップするデータの検証を行いません。

アーカイブメディア内容のスキャン -- Arcserve BackupArcserve Backupに

よってメディアがスキャンされ、アーカイブする各ファイルのヘッダが読み取

り可能であることが確認されます。

(デフォルト )アーカイブメディアをディスクと比較する -- メディア上のデー

タとディスク上のファイルが1バイトずつ比較されます。

注：このオプションを指定すると、ジョブのスループットが遅くなる場合が

あります。
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アーカイブマネージャの［デスティネーション］タブのオプ

ション

標準アーカイブジョブのデスティネーションには、ファイルシステムデバイス( FSD)や
テープ(スタンドアロン、テープライブラリ、仮想テープライブラリなど)があります。

デデュプリケーションアーカイブジョブのデスティネーションは、デデュプリケーションデ

バイスだけです。

アーカイブマネージャの［デスティネーション］タブを使用すると、グループとデバイス

を参照して選択できます。アーカイブマネージャの［デスティネーション］タブには、

以下のアーカイブオプションがあります。

マルチプレキシング

以下のオプションは、Arcserve Backupがマルチプレキシングを制御する方法を指

定します。

［最大ストリーム数］-- 1つのテープに同時に書き込み可能な最大ストリーム

数を設定します。デフォルトのストリーム数は 4であり、サポートされている範

囲は 2 ～ 32です。

マルチストリーミング

マルチストリーミングオプションでは、単一のアーカイブジョブを複数のジョブに

分割して、システムにある使用可能なテープデバイスをすべて利用しながら

アーカイブを完了できます。

［グループ］および［メディア］フィールド

アーカイブジョブに使用するデバイスグループを指定します。

［グループ］または［メディア］フィールドにアスタリスクを入力すると、グループ内の

使用可能な最初のドライブとメディアが使用されます。

利用可能な任意のグループを使用する場合は、［任意のグループを使用］オ
プションをオンにします。

メディアプール

アーカイブジョブ用のメディアプールを指定する必要があります。メディアプー

ルが必要なのは、テープメディアまたはグループメディアを指定できるようにす

るためです。

以下の点に注意してください。

メディアプールマネージャを使用して作成されたアクティブでないメディアプール

をアーカイブジョブ用に使用することはできません。この種類のメディアプールを

使用する場合は、メディアプールマネージャを使用してメディアプールを削除

第6章 :データのアーカイブ 507



アーカイブマネージャ

し、次に、削除されたメディアプールの名前を使用してアーカイブジョブをサブ

ミットします。

メディアプールを指定するとき、Arcserve Backupは、選択したデスティネーション

およびアーカイブオプションでジョブの実行時に制限や競合が発生しないかどう

かを自動的に確認します。Arcserve Backupで競合が検出された場合は、警

告ダイアログボックスが表示されます。メディアプールの詳細については、「メ

ディアプールの仕組み」を参照してください。

最終デスティネーションがデデュプリケーションデバイスまたはデデュプリケーション

デバイスグループである場合に限り、メディアプールを指定する必要がありませ

ん。

保存期間

このボタンをクリックして、アーカイブメディアを再利用セット (テープメディア)に
移動する前またはパージする前 (デデュプリケーションデバイスからクラウド デバ

イスへのバックアップ)の、アーカイブメディアを使用しない時間の長さを定義し

ます。

例 :

デバイスがライブラリで、保持期間が30日の場合：メディアは 30日の期間内

に使用されている限り、保存セット内に保持されます。メディアが30日間にわ

たって使用されなかった場合は、Arcserve Backupはメディアを保存セットから

再利用セットに移動します。

デバイスがデデュプリケーションデバイスで、保持期間が30日の場合：30日
の保持期間が終了すると、Arcserve Backupによって、デデュプリケーションデ

バイスからデータがパージされます。

サーバ

このフィールドには、Arcserve Backup ドメインにあるプライマリサーバおよびメン

バサーバの名前が表示されます。

注：Central Management Optionがインストールされていない場合は、現在の

バックアップサーバの名前が表示されます。

詳細情報：

Arcserve Backupでのマルチストリーミングによるバックアップデータの処理方法
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アーカイブ用のグローバルオプション

このセクションでは、アーカイブジョブをサブミットする際のアーカイブ用のグローバル

オプションについて説明します。その他のジョブオプションとフィルタ機能の詳細につ

いては、「ジョブのカスタマイズ」を参照してください。

グローバルオプションのダイアログボックスにアクセスするには、アーカイブマネージャ

の［オプション］ツールバーボタンをクリックします。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

アーカイブマネージャのメディアオプション

アーカイブマネージャの操作オプション

アーカイブマネージャの実行前/後の処理オプション

アーカイブマネージャのジョブログオプション

アーカイブマネージャのAlertオプション

アーカイブマネージャの拡張オプション

アーカイブマネージャの暗号化/圧縮オプション
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アーカイブマネージャのメディアオプション

アーカイブジョブの設定時、ジョブに使用するメディアの上書き/追加ルールを指定

できます。このセクションでは、バックアップを実行するにあたって最も目的に合った

方法が選択できるよう、上書き/追加ルールについて説明します。

Arcserve Backupでは、テープ1本に20,000までのセッションをバックアップでき、一連

のスパンテープに101までのシーケンスをバックアップできます。アーカイブを計画す

る際にはこれらの制限を把握しておいてください。セッションが小さいと、すぐに

20,000セッションに到達してしまう可能性があります。アーカイブの対象となるデー

タが大量にあると、各テープの容量次第ではすぐに 101シーケンスを超えてしまう

こともあります。［上書き -同名のメディア、ブランクメディアのみ］オプションまたは

［上書き -同名のメディア、ブランクメディア、その他のメディア］オプションを選択し

ておけば、シーケンス番号が最大値の制限に達したとき、テープへのデータの追加

が停止され、新しいテープセットが開始されます。

最初のアーカイブメディア

最初のアーカイブメディアとは、アーカイブジョブを開始するときに使用するメディア

のことです。これらのオプションは、アーカイブジョブに使用する最初のメディアに対

する上書きルールを定めます。

［メディアへの追加］-ジョブセッションは、選択したメディアの末尾に追加され

ます。

［上書き -同名のメディア、ブランクメディアのみ］- ドライブ内のメディアが、

ジョブに使用するよう指定したテープである場合、またはブランクメディアである

場合にのみ上書きします。どちらでもない場合、Arcserve Backupは特定のメ

ディア名を指定するよう要求します。

［上書き -同名のメディア、ブランクメディア、その他のメディア］- ドライブ内の

どのメディアでも上書きします。このメディアオプションを選択すると、Arcserve
Backupにより、ドライブ内のメディアがジョブ設定の際に指定したものであるか

どうかが確認されます。指定したメディアでない場合、Arcserve Backupにより

ブランクメディアであるかどうかが確認されます。ブランクメディアでもない場

合、Arcserve Backupは、デバイスにセットされているメディアを再フォーマット

し、そのメディアの先頭からファイルのアーカイブを開始します。

［初回メディアのタイムアウト］- Arcserve Backupが、ジョブをキャンセルまたは

別のメディアを選択する前にメディアに書き込みを試みる時間 (分 )です。

以下の点に注意してください。

デデュプリケーションデバイスは、同名のメディアの上書きオプションをサポート

していません。アーカイブジョブは、［上書き -同名のメディア、ブランクメディア

のみ］または［上書き -同名のメディア、ブランクメディア、その他のメディア］が
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選択されている場合でも、常にデデュプリケーションデバイスに追加されます。

デデュプリケーションデバイスをフォーマットする場合は、Arcserve Backupマネー

ジャを使用して手動でフォーマットします。

追加のアーカイブメディア

［追加のアーカイブメディア］オプションは、複数のメディアが必要なジョブに対して

適用され、最初以降のメディアに対する上書きルールを指定します。ジョブが別の

メディアに継続して実行される場合は、Arcserve Backupが使用するメディアを指

定する必要があります。

［上書き -同名のメディア、ブランクメディアのみ］-デバイス内のメディアが同

じメディア名である場合 (ただしメディア IDは異なる)、またはブランクメディア

である場合のみ、上書きします。Arcserve Backupは、ジョブの最初のメディアの

名前と IDを記憶しています。ジョブに継続用のメディアが必要になると、

Arcserve Backupは新しいメディアが同じ名前 (ただしメディア IDは異なる)か、

またはブランクメディアであるかをチェックします。メディアIDが違っている場合、

Arcserve Backupによって最初のメディアと同じ名前およびIDで、そのメディアが

再フォーマットされます。シーケンス番号が変更されます。

注：名前だけに基づいてメディアを上書きするには、［名前のみを使用してメ

ディアを識別する］オプションを選択します。

［上書き -同名のメディア、ブランクメディア、その他のメディア］-デバイス内の

どのメディアでも上書きします(ただし、メディア IDが最初のメディアの ID と異

なっている場合 )。同じ名前のメディアではなく、またブランクのメディアでもない

場合は、Arcserve Backupはドライブにセットされているメディアを再フォーマット

し、その先頭からアーカイブを開始します。これ以降のメディアは、すべて最初

のメディアと同じ名前と IDを使用して、再フォーマットされます。シーケンス番

号のみが変更されます。

注：名前だけに基づいてメディアを上書きするには、［名前のみを使用してメ

ディアを識別する］オプションを選択します。

追加メディアのタイムアウト -- Arcserve Backupが同じメディアへのアーカイブ

データの書き込み、別のメディアへのアーカイブデータの書き込み、またはジョ

ブのキャンセルを試みる前に、一時停止する時間 (分単位 )です。

名前のみを使用してメディアを識別する

Arcserve Backupでは、メディアのIDまたはシーケンス番号に関係なく、［デスティ

ネーション］タブの［メディア］テキスト ボックスで名前を指定した任意のメディアに書

き込むことができます。このオプションは、特定のメディアで上書きジョブを繰り返し

実行し、そのジョブについて毎回同じメディアが使用されるようにする場合に役立

ちます。
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このオプションが有効でない場合、アーカイブジョブが2回目に実行されたときに、

一部の識別情報が変更されていて、Arcserve Backupが元のテープを見つけられ

ない場合があります。しかし、このオプションを有効にすると、Arcserve Backupはメ

ディアのその他の識別情報に関係なく、単純に［メディア］テキスト ボックスに指定

された名前を持つメディアを探して使用します。

注：テープライブラリ内の複数のメディアが同じ名前を持つ場合、Arcserve
Backupは、指定された名前と一致するデバイスグループ内の最初のメディアを使

用します。そのため、1回だけの上書きを実行するためにこのオプションを使用する

ことはお勧めしません。
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アーカイブマネージャの操作オプション

アーカイブ用の操作オプションは、アーカイブの実行中または実行後に行われる動

作と、データベースに記録される情報のレベルを決定します。Arcserve Backupに

は、以下のオプションがあります。

操作オプション

以下のオプションは、アーカイブ操作にのみ影響します。

［ファイルサイズを推定しない］--デフォルトでは、ファイルサイズの推定は無

効化されています。ファイルサイズの推定を有効にするには、このオプションを

選択解除します。これによってファイルがメディアにアーカイブされる前に、

Arcserve Backupはジョブの所要時間の推定を実行されます。

以下の考慮事項に注意してください。

ファイルの推定処理がデフォルトで選択されることはなくなりました。

［CRC値を計算してアーカイブメディアに保存］-- CRC値を計算し、アーカイブ

メディアに保存することで、Arcserve Backupはアーカイブジョブの実行中に

CRC検証を実行できるようになります。メディアに保存された CRC値を使用す

るよう Arcserve Backupに指示する方法については、［ポリシー］タブの［検証］
セクションを参照してください。

［アーカイブ終了後のメディアのイジェクト］--以下のいずれかのオプションを選

択します。

［デバイスのデフォルト設定を使用する］-- ライブラリの環境設定で選択

した設定を使用する場合に選択します。

［メディアをイジェクトする］--ジョブの終了後、ドライブからメディアをイ

ジェクトする場合に選択します。このオプションを使用すると、他のジョブ

によってメディアの情報に上書きされるのを防ぐことができます。このオプ

ションは、ライブラリの環境設定で選択した設定より優先されます。

［メディアをイジェクトしない］--ジョブの終了後、ドライブからメディアをイ

ジェクトしない場合に選択します。このオプションは、ライブラリの環境設

定で選択した設定より優先されます。

注：ライブラリの環境設定の詳細については、「デバイスとメディアの管

理」を参照してください。

失敗したターゲットの再試行 --アーカイブジョブでアーカイブに失敗したワーク

ステーション、ファイルシステム、データベースなどのアーカイブを再スケジュール

します。
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アーカイブジョブには、以下のいずれかの再スケジュールオプションを指定でき

ます。

［ジョブの終了後］

元のジョブが終了してからメークアップジョブを開始するまでの間隔を分

単位で指定します。

デフォルト：5分

最大：1439分 ( 24*60分より短い時間です)

［時刻］

メークアップを実行する時刻を指定します。

［最大数］- メークアップジョブを反復する最大回数を指定します。

デフォルト：1回

最大：12回

以下の点に注意してください。

デフォルトでは、［失敗ターゲットの再試行］が有効で、「ジョブの終了後］が選

択され、［最大数］の値が1に設定されています。

ファイルシステムのアーカイブ -- メークアップジョブを必要とするアーカイブジョブ

がファイルシステムをアーカイブするジョブであり、対象のファイルシステムが、さ

まざまなボリュームに配置されたディレクトリを含む場合、メークアップジョブは、

失敗したボリュームまたはディレクトリのみをアーカイブします。正常に終了した

ボリュームまたはディレクトリのアーカイブが含まれている場合、メークアップジョ

ブでは、ファイルシステム全体をアーカイブしません。

子ジョブ -子メークアップジョブ( メークアップジョブのメークアップ)は、［ジョブの

終了後］で指定された値に基づいて実行されます。

エージェント ベースのアーカイブ -- メークアップジョブを必要とするアーカイブジョ

ブが、エージェント ベースのアーカイブを行うジョブである場合、メークアップジョ

ブはアーカイブ対象として選択されたすべてのソースのアーカイブを試みます。

試行の1つが失敗して、メークアップジョブに失敗すると、Arcserve Backupは、

元のジョブ用に選択されたすべてのソースから構成される別のメークアップジョ

ブを作成し、ステータスを［ホールド］としてサブミットします。

詳細情報：

UNIX/Linuxエージェントのローカルバックアップオプション

514 Arcserve Backup管理者ガイド

../../../../../Content/859.htm


アーカイブ用のグローバルオプション

アーカイブマネージャの実行前/後の処理オプション

これらのオプションを使用すると、ジョブの実行前または実行後にコマンドを実行で

きます。

以下では、実行前/後の処理オプションを使用して実行できるコマンドについて説

明します。

実行前の処理オプションを使用すると、アーカイブジョブの開始前にディスクを

最適化できます。

ジョブ実行前/後の処理オプションを使用する場合は、以下の動作に注意してく

ださい。

Arcserve Backupは、リモート システム上の実行可能ファイルに対するコマンド

の実行をサポートしていません。

実行前の処理オプションの使用時に、終了コードを指定すると、実行前の処

理オプションの処理が終了するまで、アーカイブ処理は開始されません。

実行前の処理オプションの使用時に、終了コードおよび［ジョブをスキップ］オ
プションを指定すると、Arcserve Backupはアーカイブ処理をスキップし、実行後

の処理オプションを指定していた場合、その処理は開始されません。

［ジョブの終了後に実行するコマンド］オプションは、以下の条件が存在しない

限り、開始されます。

終了コードが指定され、［処理終了後のアプリケーションの実行をスキッ

プ］オプションがオンになっており、結果の終了コードが、指定した終了

コードと一致していること。

アーカイブ処理の結果が、［以下の場合コマンドを実行しない］オプショ

ンで指定した値と一致していること。

実行前/後の処理オプションがグローバルオプションとして指定されている場合

は、ジョブの開始前または終了後にコマンドを実行します。実行前/後の処理

オプションがノード レベル(ローカル)オプションとして指定されている場合は、

ノードのアーカイブ前またはアーカイブ後にコマンドを実行します。

たとえば、ユーザがノード Aおよび Bで構成されるアーカイブジョブをサブミット

し、実行前オプションがグローバルオプションとして指定され、実行前オプショ

ンがノード Bに指定されているとすると、ジョブが実行される直前に、グローバ

ル実行前オプションが実行されます。ジョブの実行中に、ノード Bに対して指

定した実行前の処理オプションがノード Bのアーカイブ前に実行されます。

［ジョブの開始前に実行するコマンド］オプション

ジョブを開始する前に、マシン上で実行するファイルの名前を入力します。
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［終了コード］-- Arcserve Backupは、他のプログラムの終了コードを検出しま

す。特定の終了コードに対して以下のオプションを指定できます。

［ジョブを即実行］--指定した終了コードが返された場合、ジョブが即実

行されます。

［ジョブをスキップ］--適切な終了コードが検出された場合、ジョブを実行

しません。

［処理終了後のアプリケーションの実行をスキップ］--適切なコードが検

出された場合、ジョブの後に実行するように指定されたコマンドをスキップ

します。

［ジョブ開始までの待機時間］--該当する終了コードが検出されたときに、

Arcserve Backupがジョブを実行するまでに待機する時間 (分単位 )を指定しま

す。

［ジョブの終了後に実行するコマンド］オプション

ジョブを終了した後に実行するファイルの名前を入力します。

［以下の場合コマンドを実行しない］オプション

Arcserve Backupでジョブ実行の失敗、未完了、または完了が検出された場

合に、コマンドを実行しないよう指定します。

注：Arcserve Backupを使用してUNIXサーバまたはLinuxサーバを管理している

場合は、このオプションは使用できません。

［前処理/後処理を実行するユーザ］オプション

ユーザ名とパスワードは選択したホスト サーバのシステムに対応します。サー

バのシステム権限を有している必要があります。

このフィールドに入力するユーザ名とパスワードは、Arcserve Backupのユーザ名

およびパスワードとは異なります。

例：実行前 /後の処理コマンドによるジョブのサブミット

ユーザがローカルボリュームDをアーカイブするジョブをサブミットします。ユーザは

ローカルボリュームDをアーカイブする前に、ローカルボリュームDで chkdsk.exeを
使用して、エラーをチェックおよび修正していと考えています。ジョブの終了後に

は、CAAdvReports.exeを実行し、エラーレポートを生成したいとします。

ノードに対する実行前の処理コマンド：

以下のコマンドで、アーカイブジョブの開始前に、ローカルボリュームD上のエラー

をチェックして修正します。

chkdsk.exe D: /F”, On Exit Code = 0, Run operation immediately

ジョブに対する実行後の処理コマンド：

以下のコマンドで、エラーレポートを生成して、指定の場所に保存します。
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CAAdvReports.exe -reporttype 5 -maxSize 5 -Server DUVDO01 -outfile "C:\Program
Files (x86)\CA\ARCserve Backup\Reports\Backup Error Report_data.xml" -PastDays
1 -AutoName
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アーカイブマネージャのジョブログオプション

ログオプションでは、アクティビティログに記録される情報の詳細レベルを指定でき

ます。ログオプションは、以下のArcserve Backupマネージャ内で設定できます。

バックアップ

アーカイブファイル

リストア

比較

メディア検証とスキャン

コピー

カウント

パージ

Arcserve Backupは、以下のログオプションを提供します。

［全アクティビティ］--ジョブの実行中に発生するすべてのアクティビティがジョブ

ログに記録されます。

注：［全アクティビティ］を指定すると、Arcserve Backupによって、JobLog_<Job ID>_<Job
Name>.Log という名のログファイルが作成されます。このログファイルに、ジョブに関する

詳細なログ情報が表示されます。Arcserve Backupでは、以下のディレクトリにログファ

イルが保存されます。

C\Program Files\CA\ARCserve Backup\LOG

［サマリのみ］--ジョブのサマリ情報 ( ソース、デスティネーション、セッション番

号、ファイルの総数など)およびエラーが記録されます。

［ログ停止］-- このジョブに関する情報をジョブログに記録しません。
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アーカイブマネージャのAlertオプション

Alert通知システムを使用すると、アーカイブ処理中にアクティビティログに表示さ

れるイベントに関するメッセージを送信できます。通知されるイベントを以下の中

から 1つ以上選択できます。

［ジョブが完了した時］--すべてのノード、およびドライブ/共有リソースが処理

されたとき。

［ジョブが未完了の時］--一部のノード、ドライブ、または共有リソースが失わ

れたとき。

［ジョブがキャンセルされた時］--ユーザがジョブをキャンセルしたとき。

［ジョブが失敗した時］--ジョブを開始しても完了できなかったとき。

［メディア使用不可］--ジョブの実行中にメディアが使用できなかったとき。

注：アーカイブメディアはテープメディアである必要があります。

［ブランクテープのフォーマット］--ジョブの実行中にテープがフォーマットされた

とき。

［カスタマイズされたイベント］--カスタマイズされたイベントが発生したとき。こ

のイベントを指定する場合は、［イベント］ドロップダウンリストの下部にある

フィールドに、エラー/警告/通知コードを入力します。

定義済みのAlert環境設定を 1つ以上選択します。デフォルトの環境設定は、

Alertマネージャで設定されたものをすべて使用することを意味します。［環境設

定］をクリックして、より詳細な環境設定を定義してください。Arcserve Backupに

は、以下の定義済みのAlert設定があります。

ブロードキャスト

ポケットベル

注：ポケットベルオプションは、Arcserve Backupの日本語バージョンでサポート

されていません。

SMTP

SNMP

イベント

プリンタ

電子メール

Lotus Notes

その他オプションの指定
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ジョブログを添付する -- Alert メッセージにジョブログ情報が含まれるようになり

ます。( このオプションは、トラブルチケットと電子メールにのみ適用されます)。

注：Alertオプションを使用して作成したリストは、［環境設定］ボタンを使用し

て定義した環境設定およびジョブスクリプトと一緒に保存されます。

添付ファイルとして CSVを送信する -- CSVファイルにアーカイブファイル名を保

存し、それがAlert メッセージで送信されます。

CSVファイルには以下のフィールドが含まれます。

ArchiveDate (アーカイブ日付 )

HostName (ホスト名 )

TapeName (テープ名 )

TapeId (テープ ID)

TapeSerialNo (テープのシリアル番号 )

SessionNumber (セッション番号 )

PathName (パス名 )

FileName ( ファイル名 )

FileModifiedTime ( ファイルの更新時刻 )

FileSize ( ファイルサイズ)

マスタジョブに対してのみ Alert メッセージを送信する -- Arcserve Backupによっ

て送信される Alert メッセージに、マスタジョブ数のみが参照されるようになりま

す。子ジョブおよびサブジョブの数は、Alert メッセージで参照されません。このオ

プションは、マルチプレキシングやマルチストリーミングを含むすべてのジョブに対

して指定することができます。
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アーカイブマネージャの拡張オプション

アーカイブ用の拡張オプションによって、アーカイブジョブの実行中にArcserve
Backupがファイルシステムの拡張機能をどのように処理するかが決まります。

以下のWindowsシステムオプションがあります。

注：以下のオプションは、Windows XPより古いWindowsオペレーティングシステム

上ではサポートされていません。

ディレクトリジャンクションおよびボリュームマウント ポイントをトラバースする --
このオプションを選択すると、アーカイブジョブにボリュームをトラバースさせる、

または指定先のディレクトリを通過させて、アーカイブすることができます。この

セッションのリストア時には、参照先のボリュームやディレクトリに格納されてい

るファイルやディレクトリをリストアできます。このオプションを選択しなかった場

合、そのアーカイブジョブでは、ボリュームマウント ポイントやディレクトリジャン

クションがそれぞれ参照先とするボリュームもディレクトリもアーカイブされませ

ん。そのため、リストア時には、参照先のボリュームやディレクトリに格納されて

いるファイルやディレクトリはリストアできません。

マウント ポイントがマウントされたボリュームの一部としてマウント ポイントを

アーカイブする --このオプションを選択すると、ボリュームマウント ポイントが参

照するボリュームを、ボリュームマウント ポイントと同じセッションの一部として

アーカイブできます。このオプションを選択しない場合、ボリュームマウント ポイ

ントが参照するボリュームは別のセッションとしてアーカイブされます。このオプ

ションは、前述の［ディレクトリジャンクションおよびボリュームマウント ポイントを

トラバースする］が選択されている場合にのみ使用可能です。

注：［ディレクトリジャンクションおよびボリュームマウント ポイントをトラバースする］
および［マウント ポイントがマウントされたボリュームの一部としてマウント ポイントを

アーカイブする］オプションを、VHD ( virtual hard disk、仮想ハードディスク)を含む、

名前の指定されたマウント ボリュームに適用すると、Arcserve BackupはVHDを含

むマウント ボリューム用に別途アーカイブセッションを作成します。

例：VHD を含むマウント ボリューム

サーバの物理ディスク( C:\)に仮想ディスク D:\および E:\が含まれています。VHD
ファイル( D.vhdおよび E.vhd)は C:\ ドライブにあり、D:\ ドライブおよび E:\ ドライブと

してマウントされています。また、D:\ ドライブは C:\MountDにマウントされ、E:\ ドラ

イブは C:\MountEにマウントされています。

C:\MountDのアーカイブで［ディレクトリジャンクションおよびボリュームマウント ポイ

ントをトラバースする］オプションを有効にした場合、［マウント ポイントがマウントさ

れたボリュームの一部としてマウント ポイントをアーカイブする］オプションが有効ま

たは無効のいずれに指定されていても、Arcserve BackupはD:\ ドライブおよび

C:\MountDに対して個別のアーカイブセッションを作成します。
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アーカイブマネージャの暗号化/圧縮オプション

Arcserve Backupでは、アーカイブデータの暗号化、圧縮、またはその両方を実行

できます。

以下の点に注意してください。

Arcserve Backupでは、デデュプリケーションデバイスグループ上でのデータの圧

縮および暗号化をサポートしません。

注：詳細については、「デデュプリケーションによる圧縮および暗号化」を参照

してください。

暗号化および圧縮のオプションを指定する際に、アーカイブ先が圧縮をサポー

トしていないドライブの場合、Arcserve Backupはアーカイブデータを暗号化し

ますが、圧縮しません。

以下のオプションは、Arcserve Backupがアーカイブジョブ中にアーカイブデータをど

のように処理するかを定義します。

セッションパスワード

セッション/暗号化パスワード --このデータをメディアからリストアするためのセッ

ション/暗号化パスワードを指定します。

セッション/暗号化パスワードを指定する場合、以下の操作を実行する

ためのパスワードを指定する必要があります。

暗号化または圧縮のいずれか、あるいは両方が、エージェントまたは

アーカイブサーバで行われた場合のリストア処理。

暗号化または圧縮のいずれか、あるいは両方が、エージェントまたは

アーカイブサーバで行われた場合の比較処理。

暗号化または圧縮のいずれか、あるいは両方が、アーカイブサーバで

行われた場合のマージおよびスキャン処理 (暗号化または圧縮のいず

れか、あるいは両方がエージェントで行われた場合、マージまたはスキャ

ンするためのパスワードを指定する必要はありません)。

注：セッション/暗号化パスワードはセッションヘッダのみをマージまたはス

キャンする場合には必要ありません。

セッション/暗号化パスワードを Arcserve Backupデータベースに保存する --パ
スワードを Arcserve Backupデータベースに保存して、パスワード管理を有効に

するには、このオプションを使用します。デフォルトでは、このオプションが選択さ

れています。このオプションは、ローカルオプションのパスワードとグローバルオプ

ションのパスワードの両方に使用できます。
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注：［セッション/暗号化パスワード］ダイアログボックスでは、グローバルオプ

ションパスワードのみ変更可能です。ジョブキューにあるジョブを右クリックして

変更します。

パスワードの変更を求める、n日後 (パスワードの指定から) --パスワードの有

効日数を指定します。指定した日数の7日前になると、パスワードの変更を

促すメッセージがアクティビティログに記録されます。

例 :

1月 1日に、nを 30日に設定します。1月 24日に「アーカイブジョブのパス

ワードの有効期限が7日後に切れます。」というメッセージがアクティビティログ

に表示されます。1月 31日に「アーカイブジョブのパスワードの有効期限が切

れています。直ちに変更してください。」というメッセージがアクティビティログに

表示されます。

暗号化/圧縮方式

データの暗号化 --このオプションを使用してアーカイブデータを暗号化しま

す。以下のオプションのいずれかを指定できます。

エージェントで処理 --実際のアーカイブ処理の前にアーカイブデータを

暗号化します。このオプションの詳細については、「エージェント サーバで

のデータの暗号化」を参照してください。

アーカイブ中にバックアップサーバで処理 --アーカイブ処理中にバック

アップサーバでアーカイブデータを暗号化します。

データの圧縮 --このオプションを使用してアーカイブデータを圧縮します。以

下のオプションのいずれかを指定できます。

エージェントで処理 --エージェントがインストールされ、実行されているシ

ステムでアーカイブデータを圧縮します。

注：アーカイブソースがUNIXで構成されている場合、Arcserve Backup
はエージェント システムでのデータの圧縮をサポートしません。

バックアップサーバで処理 --アーカイブ処理中にArcserve Backupサー

バでアーカイブデータを圧縮します。このオプションを使用すると、アーカ

イブの前にソフトウェア圧縮アルゴリズムを使用してファイルを圧縮できま

す。

以下の動作に注意してください。

バックアップサーバ側での圧縮を有効にするには、［データの暗号

化］セクションの［アーカイブ中にバックアップサーバで処理する］を
指定する必要があります。

［データの圧縮］セクションの［バックアップサーバで処理］オプション

および［データの暗号化］セクションの［アーカイブ中にバックアップ
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サーバで処理する］オプションを指定すると、データが暗号化され

る前に、Arcserve Backupはバックアップサーバでソフトウェア圧縮

を使用してデータを圧縮します。

ジョブに関連付けられたストレージデバイスがハードウェア圧縮を

サポートしていない場合、Arcserve Backupは、［データの圧縮］セ
クションで選択された［バックアップサーバで処理］オプションを無

視します。
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第7章 :デバイスとメディアの管理

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

デバイス管理ツール 526

デバイスマネージャ 564

メディアプールの仕組み 641

メディア管理マネージャ( MM Admin) 659

メディア管理マネージャのインターフェース 662

メディア管理プロセスの動作 674

クラウド ストレージを管理する方法 700
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デバイス管理ツール

デバイス管理ツール

Arcserve Backupには、デバイスおよびメディアの管理、モニタ、およびメンテナンスの

ための管理ツール群が用意されています。

デバイスマネージャには、システムに接続されているデバイス、それらのデバイ

ス内のメディア、それらのデバイスのステータスなど、ストレージデバイスに関す

る情報が表示されます。デバイスマネージャは、メディアおよびデバイスのモニ

タリングおよびメンテナンス操作の出発点となります。

メディアプールマネージャを使用して、メディアプール( メディアの編成および保

護を容易にするために1つの単位として管理される、メディアの集合体 )の作

成、変更、削除、および管理を行うことができます。

メディア管理マネージャ( MMO)には、メディアリソースの保護、制御、および管

理に必要なツールがあります。
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デバイス管理ツール

テープライブラリの設定

テープライブラリの設定オプションを使用すると、Windows環境内でシングルドラ

イブのテープライブラリを設定することができます。

以下のセクションでは、ライブラリを完全に設定するために実行できるタスクについ

て説明します。

注：複数ドライブのテープライブラリおよびテープ RAIDライブラリを操作、設定する

方法の詳細については、「Tape Library Optionユーザガイド」を参照してください。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

デバイスの割り当て

ライブラリの設定

テープドライブへのバックアップ用のブロックサイズの指定
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デバイスの割り当て

ドライブをライブラリに割り当てることにより、Arcserve Backupがライブラリ内のドライ

ブを適切に認識できるようになります。

通常は、メーカーの設定により、最初のライブラリドライブに最も小さい SCSI ID、
最後のライブラリドライブに最も大きい SCSI IDがそれぞれ割り当てられています。

注：しかし、例外もあるので注意してください。ライブラリのドライブ構成について

は、ライブラリに付属するマニュアルやヘルプを参照してください。

ドライブを手動でライブラリに割り当てるには、割り当てるドライブを［利用可能な

デバイス］リストで強調表示して、ドライブが存在するライブラリを［ライブラリデバイ

ス］リストで強調表示し、［割り当て］ボタンをクリックしてドライブをライブラリに移動

します。ドライブのライブラリへの割り当てを解除するには、［ライブラリデバイス］リ
ストでそのドライブを選択し、［削除］ボタンをクリックします。

注：Arcserve Backupがテープドライブの設定を完了するには、すべてのテープドラ

イブが空になっている必要があります。この処理は、ライブラリのドライブ数によって

は数分かかることがあります。
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ライブラリの設定

Arcserve Backupはテープエンジンの起動時にライブラリを自動的に検出して設定

します。Arcserve Backupがライブラリを検出できるようにするのに、ウィザードや他

の外部アプリケーションを実行する必要はありません。

注：Arcserve Backupによって自動的にライブラリの設定が実行されない場合は、

デバイス環境設定を使用して、手動でライブラリを設定します。

ライブラリを設定するには、以下の必須タスクが完了していることを確認します。

1. Arcserve Backupベース製品をインストールします。

2. ご使用の環境に必要な Arcserve Backup Tape Library Optionのライセンスをインス

トールします。

3. テープエンジンを開始します。

Arcserve Backupが自動的にライブラリを検出し、設定します。

4. Arcserve Backupがテープ上のデータを読み取るようにしたい場合は、以下を実行

します。

a. Arcserve Backupデバイスマネージャを起動します。

b. ライブラリを参照して選択します。

c. ツールバーの［インベントリ］をクリックします。

Arcserve Backupがテープの内容を読み込みます。

ライブラリを設定する方法

1. ［デバイスマネージャ］ウィンドウを開いて、ライブラリを参照します。

2. ライブラリを右クリックし、コンテキスト メニューから［ライブラリプロパティ］を選択しま

す。

［ライブラリプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

3. ［一般］タブをクリックします。

次の一般的なオプションを、ライブラリに合うように変更します。

バーコード リーダ搭載済み --ライブラリがバーコード リーダを備えている場

合、このオプションを選択すると、デバイスのバーコード リーダを使用して、ラ

イブラリ内のテープのインベントリを実行できます。

不明なバーコード メディアは初期化中にインベントリ処理を実行しな

いように設定 --このオプションを有効にするには、［バーコード リーダ搭

載済み］オプションを選択します。
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このオプションにより、Arcserve Backupデータベースに「インベントリ未

実行」として記録されていないバーコードを持つメディアを指定すること

で、Arcserve Backupを高速に初期化することができます。このオプショ

ンによって、テープエンジンの開始時に、Arcserve Backupが「インベン

トリ未実行」スロットをインベントリできなくなります。インベントリ未実

行として指定されているメディアは、必要になるまで、スロット内に残

すことができます。「インベントリ未実行」として指定されるメディアを使

用するには、［デバイスマネージャ］ウィンドウから［手動インベントリ］オ
プションを使用してメディアのインベントリを実行する必要があります。

バーコード リーダ非搭載 -- ライブラリにバーコード リーダが含まれていない場

合は、このオプションを指定します。

ライブラリのクイック初期化 --このオプションを有効にするには、［バー

コード リーダ非搭載］オプションを選択する必要があります。

これは、バーコードの読み取りができないライブラリのためのオプション

です。このオプションを有効にすると、Arcserve Backupでは、Arcserve
Backupデータベース内のライブラリのスロットに関する情報を保持しま

す。その結果、テープエンジンが再起動されても、Arcserve Backupは

インベントリ処理を繰り返さないようになります。バーコード リーダを備

えたライブラリでは、Arcserve Backupはこのオプションを無視します。

注：ライブラリがバーコードをサポートしておらず、このオプションが無効

になっている場合、Arcserve Backupは、Arcserve Backupの起動時に

ライブラリ全体のインベントリを実行します。

このオプションを選択すると、テープエンジン起動時に、スロットのイン

ベントリプロセスをバイパスすることにより、Arcserve Backupが高速に

初期化できるようになります。このオプションを使用するとき、Arcserve
Backupは、スロット内のメディアが、最後のシャットダウン以降、追加、

削除、移動、または交換されていないと仮定します。メディアを追加、

削除、移動、または交換した場合、手動で、ライブラリ全体のインベ

ントリを実行するか、変更されたスロットのインベントリを実行する必

要があります。

注：Arcserve Backupはライブラリの設定後、ライブラリのインベントリを

実行する必要があります。クイック初期化オプションは、ライブラリの最

初のフルインベントリ完了後に、有効になります。

バックアップジョブの完了時にメディアをイジェクト --このオプションを選択す

ると、Arcserve Backupは、バックアップジョブ完了後に、ドライブ内にテープを

残さずに元のスロットに戻します。
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注：バックアップマネージャのグローバルオプションで［メディアをイジェクトしな

い］を選択すると、［バックアップジョブの完了時にメディアをイジェクト］オプ

ションをジョブ単位で無効にできます。また、［バックアップジョブの完了時に

メディアをイジェクト］チェックボックスをオフにした状態で、特定のバックアップ

ジョブの完了後にメディアをイジェクトしたい場合は、バックアップマネージャ

のグローバルオプションで［メディアをイジェクトする］を選択します。

ライブラリは VTLである --このオプションを使用すると、ライブラリを設定して

仮想テープライブラリ( VTL) として機能させることができます。

以下の動作に注意してください。

このオプションを選択すると、Arcserve Backupはメディアの有効期限を

無視します。

ライブラリを VTL として識別すると、読み取りのパフォーマンスが向上し

ます。この機能を使用すると、Arcserve Backupで、ドライブ効率およ

び VTLバックアップおよびデータマイグレーションの全体的なパフォーマ

ンスを最大化できます。

物理ライブラリを VTL として指定しないでください。物理ライブラリを

VTL として指定すると、ライブラリのバックアップおよびデータマイグレー

ションのパフォーマンスに悪影響が出る可能性があります。

ブランクテープのモニタ --ライブラリで利用できるブランクテープの数が指定

の値未満であるときに、アクティビティログに警告メッセージを記録できます。

このオプションは単一または複数のドライブライブラリに適用できます。

デフォルト値 -- 1

範囲 -- 1 ～ 65535

4. ［クリーニング］タブをクリックします。

以下のクリーニングオプションを、ライブラリに合うように変更します。

クリーニング(スロット ) --特定のスロットをクリーニングスロットとして指定する

ことができます。1つまたは複数のクリーニングスロットを指定できます。連続

した番号のものである必要はありません。

クリーニング(バーコード) --特定のバーコード、またはプレフィックスとワイルド

カード文字を使用したバーコードの範囲に基づいてライブラリのクリーニング

スロットを指定できます。［クリーニング対象バーコードのプレフィックス］フィー
ルドに、バーコード化されたクリーニングテープのプレフィックスを入力します。
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［クリーニング対象バーコードのプレフィックス］フィールドに、バーコード プレ

フィックスを指定します。

注：アスタリスクはワイルドカード文字です。

5. ［OK］をクリックします。

クリーニングスロットはそれぞれのバーコード プレフィックスに基づいて設定されま

す。

例 :

クリーニングテープ上のバーコードは CLN123です。［クリーニング対象バー

コードのプレフィックス］フィールドにCLN123 と入力します。

ライブラリには複数のクリーニング対象テープがあります。クリーニングテープ

のバーコードのプレフィックスはABCです。［クリーニング対象バーコードのプレ

フィックス］フィールドにABC*と入力します。

ライブラリには複数のクリーニング対象テープがあります。クリーニングテープの

バーコードのプレフィックスはABC、CLN1、およびMXです。［クリーニング対象

バーコードのプレフィックス］フィールドにABC*; CLN1*; MX*と入力します。

自動テープクリーニング --自動的にテープクリーニングタスクを管理するよう

にArcserve Backupに指示できます。このオプションを有効にする場合は、ク

リーニングタスクの実行間隔を指定する必要があります。

6. ［OK］をクリックします。

ライブラリの環境設定は、これで完了です。

532 Arcserve Backup管理者ガイド



デバイス管理ツール

テープドライブへのバックアップ用のブロックサイズの指

定

Arcserve Backupでは、テープバックアップ用のブロックサイズを指定することができ

ます。この機能により、Arcserve Backupがデバイスに転送できるブロックごとのデー

タ量を増加させることができます。テープのより大きなブロックサイズを指定する前

に、以下の状況を考慮してください。

Arcserve Backupが転送できる最大のデフォルト テープブロックは 64 KBです。

バックアップ環境内テープドライブがより大きなテープブロックをサポートしてい

る場合は、テープのブロックサイズを 128 KB、256 KBまたは 512 KBに増加させ

ることができます。

注：デバイスがより大きなデータ転送をサポートするかどうかについては、デバ

イスおよびホスト バスアダプタ( HBA) のメーカのドキュメントを参照してくださ

い。

大きなブロックのバックアップには、大きな転送サイズをサポートする HBAが必

要です。Arcserve Backupによって、より大きなブロックサイズに必要なデータ

転送サイズがHBAでサポートされないことが検出された場合、Arcserve
Backupでは、より大きなブロックサイズを無効にし、テープエンジンログファイ

ルにエラーメッセージを記録します。

Arcserve Backupがブランクテープを上書きまたは使用するとき、Arcserve
Backupは新しく定義されたテープブロックサイズを使用してメディアをフォー

マットします。

Arcserve Backupがデータをメディアに追加するとき、Arcserve Backupは、もとも

とメディアに適用されていたブロックサイズを使用して、追加されたデータをメ

ディアに書き込みます。

SAN接続のライブラリについて、すべてのSAN メンバサーバ用のHBAがテープ

のブロックサイズに必要な転送サイズをサポートしていることを確認します。通

常、大きな転送サイズをサポートしていない SAN メンバサーバへのバックアップ

は失敗します。

テープドライブ用のテープのブロックサイズを指定する方法

1. 設定するバックアップサーバ上のArcserve Backupテープエンジンサービスを停止

します。
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2. Windowsレジストリエディタを開き、以下を確認します。

x86プラットフォーム：

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\Base\TapeEngine

x64プラットフォーム：

HKEY_LOCAL_
MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\Base\TapeEngine

3. 設定するテープドライブ用のDEVICE#キーを見つけます。

4. DEVICE#キーの下に、ForceBlockSize という名前のDWordレジストリキーを作成し

ます。

5. 以下のいずれかのDWORD値を指定します。

128 KB：0x80

256 KB：0x100

512 KB：0x200

6. ［DWORD値の編集］ダイアログボックスを閉じ、Windowsレジストリエディタを閉じ

ます。

7. Arcserve Backupテープエンジンサービスを再起動します。

テープのブロックサイズがテープドライブに適用されます。
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RAIDデバイスの設定オプション

RAIDデバイスの設定オプションを使えば、Windows環境内のRAIDデバイスを設

定することができます。

RAIDデバイスを設定するには、テープエンジンを停止しておく必要があります。テー

プエンジンが実行中のときは、表示されるポップアップウィンドウでエンジンを停止

できます。

注：テープ RAIDデバイスを設定する方法の詳細については、「Tape Library
Optionユーザガイド」を参照してください。

以下のセクションでは、RAIDデバイスを設定する手順について説明します。

RAID設定のレベル

RAIDグループの環境設定
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RAID設定のレベル

［デバイス環境設定］ダイアログボックスで［RAIDデバイス］を選択します。

［次へ］をクリックすると、［Tape RAID Option］ダイアログボックスが開きます。ここで

は、以下のことができます。

新しい RAIDデバイスの作成

RAIDレベルの割り当て

既存のRAIDの削除

RAIDレベルの変更

各 RAIDレベルの属性、RAIDレベルの選択、および RAIDデバイスへのドライブの

割り当ての詳細については、「Tape Library Optionユーザガイド」を参照してくださ

い。
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RAIDグループの環境設定

RAIDデバイスを使用してバックアップ、リストア、およびコピーを行うには、デバイス

管理マネージャでデバイスグループにRAIDデバイスを割り当てる必要があります。

通常、テープエンジンの起動時にデバイスグループに割り当てられていないRAID
デバイスがあると、そのRAIDデバイスはArcserve Backupによって自動的にデバイス

グループに割り当てられます。

RAIDデバイスを手動で RAIDグループに割り当てる方法については、「Tape Library
Optionユーザガイド」を参照してください。

第7章 :デバイスとメディアの管理 537

http://documentation.arcserve.com/Arcserve-Backup/available/18.0/JPN/Bookshelf_Files/HTML/tapelibr/default.htm
http://documentation.arcserve.com/Arcserve-Backup/available/18.0/JPN/Bookshelf_Files/HTML/tapelibr/default.htm


デバイス管理ツール

仮想ライブラリの設定

仮想ライブラリの設定オプションを使用すれば、Windows環境内の仮想ライブラリ

の設定、および設定の変更を行うことができます。

仮想ライブラリを設定するには、テープエンジンを停止しておく必要があります。

テープエンジンが実行中のときは、表示されるポップアップウィンドウでエンジンを

停止できます。

［仮想ライブラリ］オプションを使用すると、すべての仮想ライブラリの設定ができま

す。このオプションで、仮想ライブラリとそのパラメータ(スロット数、ライブラリ用のド

ライブなど)を定義します。スロットおよびドライブ共に少なくとも 1つを、仮想ライブ

ラリに関連づけて設定する必要があります。

仮想ライブラリ機能は、既存の設定済みのライブラリで動作するため、仮想ライブ

ラリを設定する前に、Arcserve Backup Tape Library Optionをインストールし、物理

ライブラリを設定しておいてください。

注：同じライブラリ内にあるWORM ( Write Once Read Many) メディアとそれ以外の

メディアは、仮想ライブラリ環境設定オプションを使って分離しておく必要がありま

す。WORM メディアと通常のメディアを分けないと、ジョブマネージャはすべてのメ

ディアをWORM メディアとして扱います。ただし、デバイス管理マネージャはこれらの

メディアを正しく管理できます。

詳細については、「ライブラリがVTL として機能するように設定する方法」を参照し

てください。
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Enterprise Module環境設定を使用したデバイスの設

定

Enterprise Module環境設定は、以下のデバイスを設定するために使用できるウィ

ザード形式のアプリケーションです。

Image Option -- Image Option環境設定オプションは、Image Option機能を有

効にするためにターゲット システム上にドライバをインストールします。このオプ

ションでは、ファイルシステムをバイパスし、ドライブのスナップショット イメージを

作成して、ディスクからデータブロックを読み取ることにより、高速のバックアップ

を実行できます。

Image Optionを使用したデータのバックアップおよびリストアの詳細について

は、「Enterprise Moduleガイド」を参照してください。

Enterprise Module環境設定を使用してデバイスを設定する方法

1. Windowsの［スタート］-［プログラム］(または［すべてのプログラム］) -［Arcserve］-
［Arcserve Backup］-［Enterprise Module環境設定］の順に選択します。

［Enterprise Module環境設定］の［オプション］ダイアログボックスが表示されます。

2. 設定するデバイスに対するボタンをクリックし、続くダイアログボックスでプロンプトに

従って必要なすべての情報を入力します。
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デバイスの環境設定

デバイス環境設定では、ウィザード アプリケーションを使用してファイルシステムデ

バイス、Data Moverファイルシステムデバイス、およびデデュプリケーションデバイス

を作成したり、Windows環境内の既存のデバイスの設定を変更したりすることが

できます。デバイスは、特定の共有ドライブ上のフォルダに設定されます。デバイス

をバックアップ先として指定すると、各セッションはフォルダ内に個別ファイルとして保

管されます。

Arcserve Backupでは、テープエンジンを停止せずにディスクベースデバイスを設

定することができます。デバイスを設定する際、リモート アクセスに使用されるデバ

イスの認証情報を変更するには、ディスクベースデバイスの環境設定 ダイアログ

ボックスで［セキュリティ］をクリックします。

［デバイス環境設定］では、1つ以上のデバイスを追加できます。［次へ］をクリック

すると、Arcserve Backupでは、すべてのデバイスに対して指定された情報の有効

性を検証し、結果をツールチップとして表示します。マウスで［デバイス名］列のア

イコンを指してください。デバイスステータスはアイコンで示されます。説明は以下

の表をご覧ください。

アイコ

ン
説明 機能

保留 デバイスは作成中または編集中です。

検証

中
デバイスは検証中です。

適格 デバイスは検証で適格と判断されました。

失敗 デバイスで検証エラーが発生しました。

警告
デバイスは検証で適格と判断されましたが、修正が必要

です。

レディ デバイスは変更されず、使用の準備ができています。

表示されたステータスが［失敗］である場合、以下の確認を行います。

［場所］に指定されているパスが各デバイスに固有のパスであることを確認しま

す。

セキュリティ認証情報が正確であることを確認します。

ボリュームが共有されていることを確認します。

［場所］に指定されているパスが有効であることを確認します。
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バックアップのステージング処理では、ファイルシステムデバイス上の空きディスク

容量が大量に使用されることがあります。FAT 16および FAT 32ファイルシステムに

は最大ファイルサイズの制限があるため、ステージング動作を行うファイルシステム

デバイス上ではこれらのファイルシステムは使用しないでください。

FSDの場所は、以下のいずれかの方法で指定できます。

ローカルフォルダへのパスを指定するには、以下のフォーマットを使用します。

c:\fs_drive

マップされたドライブ上のフォルダへのパスを指定するには、以下のフォーマット

を使用します。

k:\fs_drive

Arcserve Backupではパスを変換し、編集を終了するときに認証情報の入力

を促すメッセージが表示されます。

ネットワーク上の共有フォルダをファイルシステムデバイスとして使用するには、

そのフォルダのUNCパス(例：\SERVER\FS_drive)を指定します。UNCパスにつ

いては、正しい認証情報をセキュリティウィンドウに常に入力しておくことをお

勧めします。認証情報が正しくないと、Windows 2008、Windows Vistaを含む

いくつかのプラットフォーム上で、予期しない結果を生じる場合があります。

マップしたドライブを FSD として使用する場合

Arcserve Backupはマップしたドライブを使用できますが、マップしたドライブにあ

らかじめログオンしておく必要があります。

FSDに対してマップしたドライブを使用すると、Arcserve Backupでは、マップした

ドライブがUNC ( Universal Naming Convention、汎用名前付け規則 )パスに

変換され、［終了］をクリックすると、ログイン認証情報を提供するよう促されま

す。

このログイン認証情報は、マップしたドライブにフルアクセスできる必要が

あります。

デフォルトでは、Arcserve BackupはArcserve Backupシステムアカウントを

使用して各リモートFSDにアクセスします。［セキュリティ］を使用して、選

択したファイルシステムデバイスに使用する認証情報を変更できます。

ローカルディスクを使用して FSDを作成する場合は、認証情報を提供

する必要はありません。

重要：Arcserve Backupは、複数のArcserve BackupサーバとのFSDの共有をサ

ポートしません。FSDを共有する場合、FSDを使用する Arcserveサーバは、他の

サーバのバックアップデータを上書きできます。

注：Arcserve Backupでは、総計 255のFSDおよびDDDの設定をサポートします

(接続された物理デバイスが0の場合 )。
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ファイルシステムデバイスの作成

ファイルシステムデバイス( FSD) は、通常のジョブまたはステージングジョブにおける

バックアップ先として使用できます。デデュプリケーションデバイスを作成する場合

は、「デデュプリケーションデバイスの作成」を参照してください。

注：NTFS圧縮が有効にされたNTFSボリューム上に FSDを作成する場合、

Arcserve Backupは FSDフォルダに対する圧縮をオフにします。Arcserve Backupは

このように動作によって、NTFS圧縮に関する問題や、データのバックアップ時に作

成される大規模なファイルに関する問題を回避しやすくしています。

ファイルシステムデバイスを作成する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ナビゲーションバーから、［管理］を展開し、［デバイス環境設定］をクリックします。

［デバイス環境設定］が開きます。

3. ［デバイスグループ環境設定へようこそ］ダイアログボックスで、［ディスクベースデ

バイス］オプションを選択し、［次へ］をクリックします。

4. ［ログオンサーバ］ダイアログボックスで、プライマリサーバに必要なセキュリティ認証

情報を入力し、［次へ］をクリックします。

5. 2番目の［ログオンサーバ］ダイアログボックスで、該当するサーバを選択し、［次
へ］をクリックします。

ディスクベースデバイスの環境設定ダイアログボックスが開き、ツリーにWindows
ファイルシステムデバイスとデデュプリケーションデバイスが別々のブランチとして表

示されます。

6. 作成するデバイスのタイプ(たとえば、Windowsファイルシステムデバイス)のブラン

チをクリックし、［追加］をクリックします。

新しい空のデバイスが、ツリーの該当ブランチに追加されます。
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7. 以下の操作を実行して、デバイス環境設定を完了します。

a. ［デバイス名］フィールドに、名前を入力するか、デフォルトのままにします。

b. ［説明］フィールドに、説明を入力するか、デフォルトのままにします。

c. ［データファイルの場所］フィールドに、場所を入力するか、［参照］ボタンを

クリックして場所を選択します。

d. ［グループ名］フィールドに名前を入力します。

注：［インデックスファイルの場所］フィールドはデデュプリケーションデバイスにのみ

該当し、FSDを作成する場合は使用できません。［テープ名］フィールドおよび［ボ
リュームサイズ］フィールドは、検証が正常に完了すると自動入力されます。
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複数のファイルシステムデバイスのグループへの追加

複数のファイルシステムデバイスを同じデバイスグループに追加するには、ファイル

システムデバイス環境設定で指定するファイルシステムデバイスのタイプが、グ

ループに含めるすべてのデバイスについて同一である必要があります。また、ファイ

ルシステムデバイスの作成後、［デバイスグループ環境設定］を使用して複数の

ファイルシステムデバイスを同じグループに追加することもできます。

注：デデュプリケーションデバイスグループには 1つのデデュプリケーションデバイス

しか追加できません。
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ファイルシステムデバイスのデバイスコマンド

ファイルシステムデバイスに対して、以下のデバイスコマンドを使用できます。

［フォーマット］--フォルダからすべてのセッションを削除します。

［消去］--フォルダからセッションを削除し、空のヘッダファイルを書き込みます。

ファイルシステムデバイスに対して、以下のデバイスコマンドは使用できません。

リテンション(R)

圧縮

イジェクト

ロング消去
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デデュプリケーションデバイスを作成する方法

デデュプリケーションデバイス( DDD) は、通常のジョブまたはステージングジョブにお

けるバックアップ先として使用できます。詳細については、「デデュプリケーションデ

バイスの作成」を参照してください。

注：ファイルシステムデバイスを作成する場合は、「ファイルシステムデバイスの作

成」を参照してください。
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ディスクベースデバイスの削除

ファイルシステムデバイスまたはデデュプリケーションデバイスが故障したり、デバイ

スを使用しなくなった場合には、デバイスを Arcserve Backupから削除できます。

注：以下の手順は、ファイルシステムおよびデデュプリケーションデバイスに適用さ

れます。

ディスクベースデバイスを削除する方法

1. ［デバイス環境設定］を起動し、［ディスクベースデバイス］を選択します。

2. ［次へ］をクリックします。

［ログオンサーバ］画面が表示されます。

3. ドメイン名、プライマリサーバ名、および認証の種類を指定します。

4. ユーザ名とパスワードを入力し、［次へ］ボタンをクリックします。

5. ディスクベースデバイスを削除するサーバを指定し、［次へ］ボタンをクリックしま

す。

ディスクベースデバイスの環境設定画面が表示されます。

6. ツリーで、削除対象 ( ファイルシステムまたはデデュプリケーションデバイス)をクリッ

クします。

7. ［削除］ボタンをクリックします。

選択したデバイスに、削除用のフラグが付けられます。もしここで、デバイスの削除

をやめて保持することにした場合は、［削除のキャンセル］をクリックしてください。

8. ［次へ］をクリックし、結果を確認します。削除したデバイスは、レポート列に［削除

-成功］と表示されます。

9. さらにデバイスを削除する場合は［次へ］、デバイス環境設定を終了する場合は

［終了］をクリックします。

これで、ディスクベースのデバイスは削除されました。
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ディスクベースデバイスの変更

Arcserve Backupでは、ディスクベースデバイスの名前、説明、データまたはイン

デックスファイルの場所 (デデュプリケーションデバイスのみ)を変更することができま

す。ただし以下では、デバイスのグループやテープ名は変更できません。

注：以下の手順は、ファイルシステムおよびデデュプリケーションデバイスに適用さ

れます。

ディスクベースデバイスを変更する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールからデバイス環境設定を起動します。

［デバイス環境設定］画面が表示されます。

2. ［ディスクベースデバイス］を選択し、［次へ］をクリックします。

［ログオンサーバ］画面が表示されます。

3. ドメイン名、プライマリサーバ名、および認証の種類を指定します。

4. ユーザ名とパスワードを入力し、［次へ］ボタンをクリックします。

5. 変更するディスクベースデバイスが接続されているサーバを指定し、［次へ］をク

リックします。

ディスクベースデバイスの環境設定画面が表示されます。

6. ツリーの該当ブランチで、変更するデバイスをクリックします。

ファイルシステムデバイスについては、［デバイス名］、［説明］、［データファイルの

場所］を変更できます。

デデュプリケーションデバイスについては、［デバイス名］、［説明］、［データファイル

の場所］または［インデックスファイルの場所］を変更できます。
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注：［グループ名］および［テープ名］の値をこの画面で変更することはできません。

［グループ名］は［デバイスグループ環境設定］を使用して変更します。

7. 新しいセキュリティ設定を指定します。［データファイルの場所］または［インデックス

ファイルの場所］のリモートの場所を変更した場合は、［セキュリティ］をクリックし、

必要な［ユーザ名］、［ドメイン］、［パスワード］を入力します。確認のために、同じ

パスワードを再度入力します。

8. ［次へ］をクリックします。

9. デバイスの変更が完了したら、［終了］をクリックしてデバイス環境設定を終了しま

す。
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デバイスグループの環境設定

デバイスマネージャでは、ウィンドウの右部分に、スタンドアロンのテープドライブに

関する情報が表示されます。

マシンに複数のストレージデバイスを接続している場合は、Arcserve Backupでデ

バイスをグループ化できます。これにより、あるグループに対してバックアップを実行

しつつ、別のグループに対してリストアを実行することができます。これを、マルチス

トリーミングと呼びます。

1つのグループに複数のデバイスが含まれていて、ジョブが複数のメディアにスパン

する(またがる)場合は、デバイス管理マネージャによってメディアを自動的にスパン

できます。そして、大規模なバックアップジョブをArcserve Backupにサブミットし、

ジョブが完了するまで自動的に複数のメディアにスパンさせることができます。

たとえば、GROUP1(ストレージデバイスが1台 ) とGROUP2(ストレージデバイスが2
台 ) という2つのメディアグループがあると仮定します。この状態で、複数のメディア

を必要とする大きなバックアップジョブを実行する場合には、GROUP2の各ドライブ

にブランクメディア( フォーマット済み)をセットしておくと、Arcserve Backupで自動的

にメディアスパンが実行されます。メディアスパンを実行しない場合は、手動でメ

ディアを変更する必要があります。

注：デデュプリケーションの場合、デバイスグループには、デデュプリケーションデバ

イスを 1つしか含むことができません。

デバイスグループの設定方法
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1. デバイス管理マネージャで［グループ設定］ボタンをクリックし、［デバイスグループ環

境設定］ダイアログボックスを表示します。

2. デバイスを新しいグループに割り当てるには、目的のデバイスを選択して［削除］を
クリックします。

3. ［新規］をクリックして新しいグループを作成します。

4. 新しいグループの名前を入力し、［OK］ボタンをクリックします。新しいグループが

［グループ］リストに表示されます。

5. デバイスと新しいグループの両方を選択し、［割り当て］をクリックして新しいグルー

プにデバイスを割り当てます。

6. ［OK］をクリックします。
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グループの環境設定

デバイスグループ環境設定ウィザードの［グループの環境設定］オプションを使用

すると、グループの作成/名前変更/削除、グループに対するデバイスの割り当て/
削除が可能です。

ディスクベースデバイスが作成されると、それらは自動的にグループに追加されま

す。しかし、ハードウェアのメンテナンスや入れ替えなどのためにデバイスの再割り

当てが必要な場合は、新しい(空の)グループを追加して、後からそのグループに

デバイスを割り当てるか、または既存グループ同士でデバイスを交換することがで

きます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

新しい(空の)ディスクベースデバイスグループの追加

ディスクベースデバイスのグループへの割り当て

ディスクベースデバイスのグループからの削除

ディスクベースデバイスグループの削除

ディスクベースデバイスグループの名前変更
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新しい(空の)ディスクベースデバイスグループの追加

新しい通常グループを作成し、それにディスクベースデバイスを割り当て、通常グ

ループをデデュプリケーションデバイスグループまたはファイルシステムデバイスグ

ループにすることができます。既存のデバイスが使用中であったり破損しているにも

関わらず、そのグループが複数のバックアップジョブで指定されているような場合、

そのデバイスを特定のグループから削除して、代わりに新しいデバイスを割り当て

ることができます。

注：複数のファイルシステムデバイスを 1つのグループに割り当てることはできます

が、デデュプリケーションデバイスは 1つのグループに対して 1つしか割り当てること

ができません。

新しい空のグループの追加方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールからデバイスグループ環境設定を起動しま

す。

［デバイスグループ環境設定］が表示されます。

2. ［次へ］をクリックします。

3. ログインページで、認証情報を入力して、［次へ］をクリックします。

4. ［オプション］ダイアログボックスで以下を実行します。

a. 設定するサーバを選択します。

b. ［グループの設定］を選択します。

c. ［次へ］をクリックします。

5. ［デバイスグループ環境設定］で、［新規］をクリックします。

［新しいグループ］ダイアログボックスが表示されます。

6. ［新規グループ］ダイアログボックスで以下を実行します。

a. 新規グループの［名前］を入力します。

b. ［OK］をクリックします。

新しい通常グループが［空のグループ］一覧に表示されますが、まだデバイスは何

も含まれていません。利用可能なディスクベースデバイスをこのグループに追加し

ます。
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ディスクベースデバイスのグループへの割り当て

［デバイスグループ環境設定］を使用して、デバイスをグループに割り当てることが

できます。デデュプリケーションデバイスをグループに割り当てる場合は、そのグルー

プは空である必要があります。グループに割り当てることができるデデュプリケーショ

ンデバイスは 1つだけです。

デバイスグループ環境設定がまだ実行されていない場合は、Arcserve Backupマ

ネージャコンソールから起動します。

ディスクベースデバイスのグループへの割り当て方法

1. ［デバイスグループ環境設定］の左ペインにある利用可能なグループ一覧から、グ

ループを選択します。

2. 右ペインの［利用可能なデバイス］一覧から、デバイスを選択します。

注：選択できる利用可能なデバイスがない場合は、別のグループからデバイスを

削除するか、既存のデバイスグループを削除します。削除したグループのデバイス

が、［利用可能なデバイス］一覧に移動されます。

3. ［割り当て］ボタンをクリックします。

デバイスが、選択したグループに追加されます。

4. デバイスの割り当てが終了したら、［完了］ボタンをクリックします。

5. ［終了］をクリックして、デバイスグループの設定を終了します。

既存のファイルシステムデバイスグループをデデュプリケーショングループに変換す

るには、FSDデバイスを削除してデデュプリケーションデバイスを追加します。同じよ

うにして、デデュプリケーショングループを通常のFSDグループに変換することも可

能です。
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ディスクベースデバイスのグループからの削除

ファイルシステムデバイスまたはデデュプリケーションデバイスをグループから削除し

て、別の場所に再割り当てすることができます。

ディスクベースデバイスのグループからの削除方法

1. ［デバイスグループ環境設定］の左ペインにある利用可能なグループ一覧から、グ

ループを選択します。

2. グループ内のデバイスを選択します。

3. ［削除］ボタンをクリックします。

デバイスがグループから削除され、［利用可能なデバイス］一覧に移動されます。

4. デバイスの削除が終了したら、［OK］をクリックします。

削除したデバイスをほかのデバイスグループに際割り当てできます。
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ディスクベースデバイスグループの削除

ファイルシステムデバイスまたはデデュプリケーションデバイスのグループを削除する

ことができます。削除されたグループに割り当てられていたデバイスは、再割り当て

可能デバイスのリストに移動されます。

ディスクベースデバイスグループの削除方法

1. デバイスグループ環境設定を起動します。

［デバイスグループ環境設定］が表示されます。

2. ［次へ］をクリックします。

3. ログインページで、必要なフィールドに入力して、［次へ］をクリックします。

4. ［オプション］ダイアログボックスで、設定するサーバを選択し、［グループの設定］を
選択して、［次へ］ボタンをクリックします。

5. ［デバイスグループ環境設定］ダイアログボックスの［グループ］一覧から、グループ

をクリックして選択します。

6. ［削除］をクリックします。

確認メッセージが表示されます。

7. ［OK］ボタンをクリックして続行します。

選択したグループが削除されます。削除したグループに割り当てられていたデバイ

スは、［利用可能なデバイス］一覧に移動されます。

8. グループの削除が終了したら、［完了］ボタンをクリックします。

9. ［終了］をクリックして、デバイスグループの設定を終了します。

10. 情報メッセージをクリアするには、［はい］をクリックします。
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ディスクベースデバイスグループの名前変更

既存のファイルシステムデバイスグループまたはデデュプリケーションデバイスグ

ループの名前の変更は、［デバイスグループ環境設定］から行います。

ディスクベースデバイスグループの名前変更方法

1. デバイスグループ環境設定を起動します。

［デバイスグループ環境設定］が表示されます。

2. ［次へ］をクリックします。

3. ログインページで、必要なフィールドに入力して、［次へ］をクリックします。

4. ［オプション］ダイアログボックスで、設定するサーバを選択し、［グループの設定］を
選択して、［次へ］ボタンをクリックします。

5. ［デバイスグループ環境設定］ダイアログボックスの［グループ］一覧から、グループ

をクリックして選択します。

6. ［名前の変更］ボタンをクリックします。

［グループ名の変更］ダイアログボックスが表示されます。

7. ［グループ名の変更］画面から、デバイスグループの新しい名前を指定します。

8. ［OK］をクリックします。

グループ名は変更されますが、グループに割り当てられているデバイスは変わりま

せん。
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デバイスグループプロパティの設定

グループのプロパティを設定するには、［デバイスグループプロパティを設定する］オ
プションを使用します。ファイルシステムデバイスに対してはステージングプロパティ

を、デデュプリケーションデバイスに対してはデデュプリケーションプロパティを設定で

きます。

ディスクベースグループのプロパティ設定方法

1. デバイスグループ環境設定を起動し、［次へ］をクリックします。

2. プライマリサーバおよび認証の種類を指定し、必要なセキュリティ認証情報を入

力してから［次へ］をクリックします。

3. ［デバイスグループプロパティを設定する］オプションを選択し、［次へ］をクリックし

ます。

4. ファイルシステムデバイスグループの場合は、［ステージング有効化］オプションをク

リックしてステージングプロパティを設定します。デデュプリケーションデバイスグルー

プの場合は、デデュプリケーションデバイスプロパティを設定します。

5. ［完了］ボタンをクリックします。
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ディスクベースデバイスグループのプロパティ

表示される［グループ］のリストから、設定するデバイスグループを選択し、以下の

フィールドに入力します。

選択したグループに応じて、設定できる複数の種類のプロパティがあります。

デデュプリケーショングループのプロパティ

以下のオプションは、デデュプリケーションデバイスとして設定されたデバイスに適

用されます。

最大しきい値 --ジョブが失敗する前にディスク上で使用可能な最大ディスク

容量を指定します。最大しきい値に達すると、Arcserve Backupでジョブが失

敗します。

デフォルト値：80%

最大しきい値は、ディスク上で使用される合計容量のパーセント、または使

用される GB数またはMB数で表されます。

最大ストリーム数 --デバイスに対する同時ストリームの最大数を指定します。

デフォルト値：4

データマイグレーションを一時停止する -- Arcserve Backupにデータマイグレー

ション処理を停止するように指示が出されます。このオプションは、ステージン

グ処理で使用されるデデュプリケーショングループにのみ適用されます。

デフォルト設定：無効

デデュプリケーションバックアップでの最適化を許可する -- Arcserve Backup
で、最初にファイルヘッダのパラメータを調べるよう指定します。自然境界を特

定してハッシュ計算を実行する処理は、前回のバックアップからヘッダ詳細が

変更されたファイルでのみ実行されるため、バックアップスループットが大幅に

向上します。

デフォルト値：有効

注：ストリームベースのデータ( MS SQLやOracleなど)は最適化できません。

最適化を使用する場合は、［グローバルオプション］の［操作］タブで、［デデュ

プリケーションデバイスへのバックアップ時にアーカイブビットをリセットする］オプ

ションが有効になっていることを確認してください。バックアップジョブの実行後

にアーカイブビットをリセットしなかった場合は、実際には変更が行われていな

くても、最適化処理ではすべてのファイルが変更されるものと認識されてしまい

ます。マシンで実行中のアプリケーションが、バックアップ中にファイルアーカイブ

ビットや変更時刻などのファイル属性をリセットするというまれな状況では、最

適化を無効にすることをお勧めします。
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グローバルデデュプリケーションを有効にする --異なるマシンのC:\ ドライブでデ

デュプリケーションを実行できるようにします。

注：Arcserve Backupでは、Oracle RMANセッションに対してグローバルデデュ

プリケーション操作を実行することができます。

遅延ディスク再利用 --デデュプリケーションプロセスによって作成されたディス

ク容量を再利用できるようにします。遅延ディスクの再利用により、ディスク断

片化のリスクが軽減されます。

即時ディスク再利用 --デデュプリケーションプロセスによって作成されたディスク

容量をすぐに再利用できるようにします。即時ディスク再利用によってディスク

再利用のパフォーマンスは向上しますが、デバイスにディスク断片化が生じる

可能性があります。このオプションは、ディスク再利用のパフォーマンスを向上さ

せるためにデフォルトで有効になっています。

ステージングデバイスグループオプション

以下のオプションは、［ステージング有効化］オプションが選択されている場合に使

用可能です。

最大しきい値 --ジョブが失敗する前にディスク上で使用可能な最大ディスク

容量を指定します。最大しきい値に達すると、Arcserve Backupでジョブが失

敗します。

デフォルト値：80%

最大しきい値は、ディスク上で使用される合計容量のパーセント、または使

用される GB数またはMB数で表されます。

使用ディスク容量が最大しきい値を超えたらデータをパージする --バックアップ

に使用するディスク容量が最大しきい値を超えた場合に、Arcserve Backupは

古いセッションを削除します。

パージしきい値 -- ［使用ディスク容量が最大しきい値を超えたらデータをパー

ジする］オプションが有効になっている場合に使用可能です。

最大ストリーム数 --デバイスに対する同時ストリームの最大数を指定します。

デフォルト値：2

このグループの SnapLockを有効にする -- SnapLockテクノロジをサポートするデ

バイス上でのみ使用でき、指定した保存期間が経過するまで、データのパー

ジや上書きを防ぎます。

データマイグレーションを一時停止する -- Arcserve Backupにデータマイグレー

ション処理を停止するように指示が出されます。このオプションは、ステージン

グ処理で使用されるデデュプリケーショングループにのみ適用されます。

デフォルト値：無効

クラウド グループのプロパティ
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以下のオプションは、クラウド ベースデバイスに適用されます。

最大ストリーム数 --クラウド デバイスに対する同時ストリームの最大数を指

定します。

デフォルト値：4

詳細情報：

グローバルデデュプリケーションを使用したデータのバックアップ
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デデュプリケーションデバイス管理

データデデュプリケーションデバイスの作成、既存のデデュプリケーションデバイスの

削除、既存デバイスのプロパティの変更を行うには、［デバイス環境設定］を使用

します。リモート サーバ上にデータデデュプリケーションデバイスを作成するには、

適切なセキュリティアクセス権限が必要です。

注：デバイスマネージャからの［ディスクベースデバイスの作成］オプションを使用し

て、デデュプリケーションデバイスを作成することもできます。

詳細情報：

ディスクベースデバイスの削除

ディスクベースデバイスの変更

Arcserve Replicationによるデデュプリケーションデバイスの保護

ディスクベースデバイスグループのプロパティ

データデデュプリケーションデバイスの作成
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Arcserve Replicationによるデデュプリケーションデバイ

スの保護

デデュプリケーションデバイスがローカルにインストールされている場合、デデュプリ

ケーションデータファイルはArcserve Backupジョブから除外されます。デデュプリ

ケーションデバイス自体を保護するには、Arcserve Replicationを使用します。

Arcserve Replicationを使用すると、デデュプリケーションデバイス用のインデックスと

データファイルのパスをレプリケートするシナリオを作成できます。詳細については、

「デデュプリケーションデバイス用のArcserve Replicationシナリオの作成」を参照し

てください。
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デバイスマネージャ

デバイス管理マネージャは、システムに接続されているストレージデバイス、それら

のデバイスにセットされているメディア、および各デバイスの状態に関する情報を提

供します。ストレージデバイス、またはストレージデバイスに実装されているアダプ

タカードを選択すると、アダプタカードまたはストレージデバイスに関するサマリ情

報 ( メーカー名、モデル名、ボード構成など)が表示されます。

マシンに複数のストレージデバイスが接続されている場合、Arcserve Backupでは

それらをグループ化できます。デバイスのグループ化機能は、Arcserve Backupの柔

軟性と効率性に不可欠です。

デフォルトでは、Arcserve Backupがインストールされると、各ストレージデバイスは

独自のグループに割り当てられます。同一のストレージデバイス(同一製造元、

同一モデル)が検出されると、それらのデバイスは自動的に同じグループ内にまと

められます。［デバイスグループ環境設定］を使用すると、以下の操作を行うこと

ができます。

新しいデバイスグループの作成

デバイスグループへのデバイスの割り当て( RAIDグループを含む)

デバイスグループからのストレージデバイスの削除

デバイスグループの名前の変更または削除

RAIDセットを1つのユニットとして使用
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メンテナンス作業

デバイス管理マネージャを使用すると、メディア上で以下のメンテナンス作業を実

行できます。

メディアのフォーマット

データの消去

テープのリテンション

データの圧縮

メディアのイジェクト

ドライブのオンライン/オフライン設定

メディアのリビルド - RAID Optionのみ

デバイスのスキャン

重要：これらのオプションを使用する前 (特に、フォーマットまたは消去オプションを

使用する前 )に、正しいメディアを選択しているかどうかを確認します。
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メディアをフォーマット

Arcserve Backupではバックアップジョブでブランクメディアを自動的にフォーマットし

ますが、このオプションを使用してメディアを手動でフォーマットすることができます。

メディアをフォーマットすると、メディアの先頭に新しいラベルが書き込まれ、メディア

に保存されている既存のデータを簡単に消去できます。

注：このオプションは慎重に使用してください。メディアをフォーマットした後は、

Arcserve Backupで、そのメディアのデータや関連するジョブセッションをリストアする

ことはできなくなります。

大半のハード ドライブおよび一部のミニカートリッジデバイスドライブで必要とされ

るローレベルのフォーマットは、Arcserve Backupがサポートしているドライブでは必

要ありません。

メディアをフォーマットする方法

1. ［デバイスマネージャ］ウィンドウの［フォーマット］ツールバーボタンをクリックします。

［フォーマット］ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスには、ライブラリ

スロット内のメディアに関する詳細情報が表示されます。たとえば、未フォーマット

のメディアは<ブランクメディア>として表示されます。また、クリーニングメディア用に

予約されているスロットは表示されません。

重要：ステージンググループの一部であるファイルシステムデバイス( FSD)は、ツー

ルバーの［フォーマット］ボタンを使用してフォーマットすることができません。データを

最終的なデスティネーションメディアにマイグレートする前に誤って FSDをフォーマッ

トしてしまわないように、Arcserve Backupは［デバイスマネージャ］ウィンドウの

［フォーマット］ツールバーボタンを無効化しています。FSDをフォーマットする場合

は、コマンド ラインを使用するか( ca_devmgr)選択された FSDのステージングオプ

ションを無効にします。

2. フォーマットするメディアを格納しているスロットを選択します。フォーマットするメディ

アの新しいメディア名と有効期限を指定します。

注：新しいメディア名をスロットに割り当てると、選択したスロットの横にあるアイコ

ンが緑色になります。書き込み禁止のメディアがあるスロットは赤で表示されま

す。これらのメディアはフォーマットできません。新しいメディア名を指定してから、メ

ディアをフォーマットする必要があります。

必要に応じて、この手順を繰り返して追加のメディアを指定します。

3. メディアプールにあるメディアを使用する場合は、アイコンが緑色のスロットを選択

して、［ローテーションを使用］オプションをオンにします。次に、［メディアプール］ド
ロップダウンリストから、新しくフォーマットされたメディアを使用するメディアプールを

選択します。［シリアル番号］フィールドで、デフォルトのシリアル番号を受け入れる

か、ユーザ定義のシリアル番号を指定することができます。( メディアプール名が定
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義されておらず、メディアにバーコードのシリアル番号が割り当てられている場合、

Arcserve Backupはそのシリアル番号をフォーマット処理中に上書きしません)。

注：メディアプール内のフォーマットされたすべてのメディアを使用し、すべてのメ

ディアを同じメディアプールに割り当てる場合は、［すべてに適用］ボタンをクリック

します。

4. フォーマットするメディアの名前と有効期限を指定します。新しいメディア名を指定

してから、メディアをフォーマットする必要があります。詳細については、「有効期限

の選択方法」を参照してください。

5. ［OK］をクリックします。

［フォーマット］ダイアログボックスが閉じ、以下のメッセージが表示されます。

「フォーマットすると、メディアからすべてのデータが消去されます。メディアをフォーマットします

か?」

6. 以下のいずれかを実行します。

フォーマット処理を開始するには、［OK］をクリックします。

Arcserve Backupによりメディアがフォーマットされます。

フォーマット処理をキャンセルするには、［キャンセル］をクリックします。

Arcserve Backupはメディアをフォーマットしません。
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メディアの消去

このオプションを使用して、単一または複数のメディアからすべてのデータを消去で

きます。Arcserve Backupさらに、は、このメディアの内容を参照するデータもすべて

データベースから消去します。このメディアを再フォーマットする場合は、物理的な

履歴 (読み取りパスと書き込みパス)が保持されます。

メディアを消去する前に、正しいメディアが選択されていることを確認する必要が

あります。いったん消去したデータは復元できません。メディアを消去する場合に

選択できるオプションは、以下のとおりです。

クイック消去 --クイック消去を使えば、メディアを簡単に消去できます。メディア

のヘッダ情報のみを消去するので、場合によっては数時間を要するロング消

去と比較して、非常に短時間で終了します。●クイック消去では、厳密に言

えばメディア上にデータが残されていますが、Arcserve Backupメディアのヘッダ

情報が消去されるので、データを読み取ることができなくなります。メディアを

再利用する必要があるものの、ロング消去を実行する時間がないという場合

には、クイック消去が役立ちます。●

クイック消去プラス --このオプションでは、クイック消去と同じ処理が行われ、

バーコードとシリアル番号も消去されます。バーコード ラベルとシリアル番号の

詳細については、この章の「マガジンのマウントとマウント解除」を参照してくだ

さい。

注：消去対象のメディアにシリアル番号またはバーコードが設定されていない

場合は、このオプションはクイック消去オプションと同様に動作します。

クイック消去プラスで消去したメディアは、Arcserve Backupでトラッキングできな

くなり、有効期限などの情報も保持されません。

ロング消去 --ロング消去は、すべてのデータをメディアから完全に削除します。

クイック消去より時間がかかりますが、メディアはブランクになります。セキュリ

ティ上の理由から、メディアのデータを完全に消去する必要がある場合は、ロ

ング消去を使用します。

注：ロング消去では、クイック消去よりも長い時間がかかります。この差は、容

量の大きなライブラリを消去すると、顕著になります。容量の大きなライブラリ

でこのオプションを使用する場合には、注意を払う必要があります。

クイック消去してWORM メディアに変換 --このオプションは、すべてのデータを

メディアから迅速に消去します。さらに、Arcserve Backupにより、メディアが

WORM ( Write Once - Read Many) メディアに変換されます。

このオプションを使用するには、Arcserve Backupにより、ライブラリまたはスタンドア

ロンドライブ内にDLTWORM対応メディアが検出される必要があります。

メディアを消去する方法
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1. ［消去］ツールバーボタンをクリックします。

［消去］ダイアログボックスが表示されます。

注：クリーニングメディア用に予約されているスロットは、［消去］ダイアログボックス

に表示されません。

2. 消去するメディアを選択します。メディアを選択すると、メディアの横にあるアイコン

は緑色になります。

Shiftキーを押して、連続した複数のメディアを選択することができます。Ctrlキーを

押しながらクリックすると、隣接していない複数のメディアを選択できます。アイコン

をクリックしてドラッグすることで、隣接した複数のメディアを選択することもできま

す。

3. 消去方式を選択し、［OK］ボタンをクリックし、確認メッセージの［OK］ボタンをクリッ

クして処理を実行します。

Arcserve Backupはメディアを消去します。
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テープのリテンション

［リテンション］オプションは、テープの正しいテンション(張力 )を維持し、エラー、詰

まり、または切断を避けるのに役立ちます。メディアへの書き込みまたはメディアか

らの読み取りに問題がある場合は、この機能を使用することをお勧めします。

注：リテンション機能を使用できるのは、QIC( クォータインチカートリッジ)テープだ

けです。

テープのリテンション方法

1. ストレージデバイスにテープをセットします。

2. テープを選択します。

3. デバイスマネージャの左側のペインで、選択したテープが入っているストレージデ

バイスの下にあるツリーを展開します。

4. 次に、テープを選択します。

5. ツールバーで［リテンション］をクリックします。

6. ［OK］をクリックします。

Arcserve Backupはテープのリテンションを行います。
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メディアの圧縮

Arcserve Backupでは、メディアに保存されたバックアップデータを圧縮できます。

［圧縮］オプションは、ストレージデバイスでテープの圧縮がサポートされている場

合にのみ使用できます。サポートされていない場合、ツールバーの［圧縮］ボタンは

無効です。

注：圧縮がサポートされていない別のドライブのメディアを使用する場合のみ、

［圧縮］オプションをオフにしてください。この場合、圧縮がサポートされていないドラ

イブでは、メディア上の圧縮データを読み込むことができません。

圧縮のオン/オフを切り替える方法

1. デバイスマネージャを開いて、設定するライブラリを参照します。

2. デバイス管理ツリーでデバイスドライブを選択します。

デバイスドライブで圧縮がサポートされていれば、Arcserve Backupの［圧縮］ツー

ルバーボタンが有効になります。デバイスで圧縮がサポートされているかどうかを確

認するには、デバイスを選択した状態で［詳細］タブを選択します。

3. ツールバーの［圧縮］をクリックします。

4. ［OK］ボタンをクリックし､［圧縮モード］が［オン］になっている場合は［オフ］に、［オ
フ］になっている場合は［オン］に切り替えます｡
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メディアのイジェクト (M)

このオプションを使用すると、メディアをライブラリ内のストレージ ドライブからイジェク

トし、ホームスロットに戻すことができます( メディアのホームスロットとは、インベント

リで関連付けられたスロットのことです)。

ライブラリのすべてのドライブまたは単一のドライブからメディアをイジェクトする方法

1. ［デバイスマネージャ］ウィンドウを開きます。

2. ［デバイスマネージャ］のデバイスディレクトリツリーから、以下のいずれかの操作を

実行します。

ライブラリのすべてのドライブからメディアをイジェクトするには、ライブラリを選

択します。

単一のドライブからメディアをイジェクトするには、ドライブを選択します。

3. メディアをイジェクトするには、以下のいずれかの操作を実行します。

マウスの右ボタンでライブラリまたはドライブをクリックし、ポップアップメニュー

から［イジェクト］を選択します。

［イジェクト］ツールバーボタンをクリックします。

4. 確認のために［OK］ボタンをクリックします。

Arcserve Backupはメディアをイジェクトします。
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ドライブのオンライン/オフライン設定

デバイス管理マネージャでライブラリドライブを右クリックして、そのドライブの現在の

状態に応じて［オフライン］または［オンライン］を選択することで、そのドライブをオフ

ラインまたはオンライン状態にすることができます。

この機能を活用して、ライブラリ内の障害発生ドライブをオフラインに設定すれば、

障害発生ドライブが修復されてオンライン状態になるまで、Arcserve Backupで使

用されないようにすることができます。

注：オンラインまたはオフラインとして設定するドライブ内にメディアが入っている場

合は、ドライブをオフラインに設定する前にメディアを取り出してください。Arcserve
Backupは、オフラインのドライブにあるメディアにはアクセスできません。

ドライブをオンラインまたはオフラインにする方法

1. デバイスマネージャを開き、オンラインまたはオフラインの状態にするドライブを含む

ライブラリに接続しているサーバを参照します。

2. ライブラリを展開し、ドライブを右クリックして、コンテキスト メニューから［オンライン］
または［オフライン］を選択します。

ドライブの状態がオフラインまたはオンラインに変わります。

注：オフライン状態のドライブは無効モードで表示されます。
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メディアのリビルド

Arcserve Backupでは、RAID 5環境で、バックアップデータを含んだ、見つからない

か使用できないテープを 1本リビルドすることができます。RAID 5のアーキテクチャ

(パリティ付きストライピング)のため、見つからないテープや欠陥のあるテープが複

数の場合には、リビルドすることはできません。

RAIDテープドライブのリビルド方法

1. Arcserve Backupデバイスマネージャの［イジェクト］オプションを使用し、テープが一

部挿入されていない RAIDセットのテープをイジェクトします( RAIDを選択しながら

［イジェクト］を選択すると、RAIDに挿入されているすべてのテープがイジェクトされ

ます)。

2. テープが挿入されていないドライブにテープを挿入します。

3. デバイスマネージャで［消去］を選択します。

Arcserve Backupによってテープが消去されます。

4. 不完全な RAIDセットを他のテープドライブに挿入し、［リビルド］ツールバーボタン

をクリックします。

Arcserve Backupはメディアをリビルドします。

RAIDテープライブラリのリビルド方法

1. ライブラリにブランクテープがない場合は、テープを用意するか、ライブラリの不要な

テープを消去します。

2. リビルドする RAIDセットを選択して、［リビルド］ツールバーボタンをクリックします。

Arcserve Backupはメディアをリビルドします。
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デバイスのスキャン

［デバイスのスキャン］オプションを使用して、Arcserve Backupサーバに直接接続さ

れている USBストレージデバイスを表示します。

注：このオプションはUSBストレージデバイスにのみ適用されます。

［デバイスのスキャン］オプションを使用して USBストレージ デバイスをスキャンする

方法

1. デバイスマネージャを表示します。

2. USBストレージデバイスを Arcserve Backupサーバに接続します。

3. デバイスのディレクトリツリーで、USBコントローラアイコンを選択し、［デバイスのス

キャン］ツールバーボタンをクリックします。

Arcserve Backupは、デバイスマネージャのデバイスディレクトリツリーでデバイスを

検出して列挙します。

重要：USBストレージデバイスのドライバがプラグアンド プレイ( PnP)互換でない

場合、ではストレージデバイスの検出および表示ができないことがあります。

Arcserve Backupこれを解決するには、テープエンジンを停止および再起動して、

USBストレージデバイスを設定する必要があります。

テープエンジンを停止および開始して USBストレージ デバイスをスキャンする方法

1. 以下を実行してテープエンジンを停止します。

a. ［クイックスタート］メニューから、［サーバ管理］を選択します。

サーバ管理マネージャウィンドウが表示されます。

b. サーバツリーで、プライマリサーバを特定して選択します。

ウィンドウの右側に、Arcserve Backupサービスが表示されます。

c. Arcserve Tape Engineを右クリックし、コンテキスト メニューから［停止］を選択

します。
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テープエンジンが停止します。

注：サーバ管理マネージャは閉じないでください。

2. USBストレージデバイスを Arcserveサーバに直接接続します。

3. 以下を実行してテープエンジンを再起動します。

a. サーバツリーで、プライマリサーバを特定して選択します。

ウィンドウの右側に、Arcserve Backupサービスが表示されます。

b. Arcserve Tape Engineを右クリックし、コンテキスト メニューから［開始］をクリッ

クします。

テープエンジンが開始します。

テープエンジンが開始したら、Arcserve Backupはデバイスマネージャのデバイス

ディレクトリツリーでデバイスを検出および列挙します。

l 詳細情報：

l USBストレージデバイスの環境設定
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デバイス管理ジョブのスケジュール

［デバイス管理］ウィンドウで、スケジュール済みのフォーマット ジョブや消去ジョブを

サブミットできます。［フォーマット］または［消去］ダイアログボックスで［今すぐ実行］
を選択すると、デバイスコマンドがサブミットされ、ただちに実行されます。また、［ス
ケジュール］を選択すると、デバイスコマンド ジョブがArcserve Backupジョブキューに

サブミットされ、指定した日時に実行されます。デバイスコマンドを実行する日付

と時刻を指定します。

［今すぐ実行］オプションの詳細については、「［ジョブキュー］タブを使用してジョブ

を管理する方法」を参照してください。

詳細情報：

［ジョブキュー］タブを使用したジョブの管理方法
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デバイス管理機能 (ライブラリ用 )

［デバイス管理マネージャ］を使用すると、ライブラリデバイス上で以下のメンテナン

ス作業を実行できます。

スロットのインベントリ/オフライン

マガジンのマウント /マウント解除

メディアのインポート /エクスポート

メディアのクリーニング

リムーバブルドライブのオフライン/オンライン設定

ライブラリデバイスグループの設定
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Arcserve Backupによるメディアのバーコードまたはシリ

アル番号の設定方法

メディアにバーコード ラベルを付けると、ライブラリで各メディアを迅速に識別できる

ようになります。バーコード認識はライブラリに固有の機能です。各メディアのカート

リッジには、製造元によってバーコード ラベルが付けられています。バーコード ラベ

ルは、文字と数字による、事前定義されたシリアル番号をバーコード化したもので

あり、バーコード リーダを備えているライブラリでのみ使用できます。

メディアプールを選択した際に、メディアにバーコード ラベルのシリアル番号が割り

当てられていた場合は、そのシリアル番号が保持され、メディアプール範囲は無

視されます。

注：メディア上にシリアル番号またはバーコードが存在しない場合、Arcserve
Backupはデバイスマネージャのメディアの説明に「該当なし」と表示します。
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有効期限の選択方法

有効期限を確認することによって、メディアの使用時間を判断することができま

す。通常、メディアの寿命はパスの回数によって決まります。「パス」とは、ストレー

ジ ドライブのヘッドがメディアの特定の位置を「パス(通過 ) 」することを指します。た

とえば、検証なしのバックアップではパスが1回であり、検証を行う場合はパスが2
回です。

一般的なテープの製造元では、テープの有効寿命を 500 ～ 1500パスとしていま

す。このパス数を超えたからといって、ただちにテープが使用不可になるわけではあ

りませんが、エラーの発生率が高くなる可能性があります。

有効期限は、テープの使用方法や使用計画に基づいて決定する必要がありま

す。テープを頻繁に使用する場合 (たとえば、週に 2、3回 )は、フォーマットの日

付から 1年以下を有効期限に設定してください。逆にテープの使用頻度が低い

場合 (月に 1、2回程度など)、有効期限はフォーマット日の2 ～ 3年後に設定

することをお勧めします。

メディアが有効期限に達すると、Arcserve Backupは、期限の切れたメディアに上

書きができない旨を通知します。この状況を改善するには、以下を行って期限の

切れたメディアにバックアップデータを追加するように指定できます。

1. バックアップマネージャを開き、ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［グローバルオプション］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［バックアップメディア］タブを選択します。

［最初のバックアップメディア］セクションでは、［追加］、［OK］の順にクリックし、ジョ

ブを再サブミットします。
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バックアップマネージャおよびデバイスマネージャでの期

限切れメディアの表示

Arcserve Backupでは期限切れメディアを検出できます。

期限切れメディアは、バックアップマネージャの［デスティネーション］タブに以下のよ

うに表示されます。

期限切れメディアは、デバイスマネージャに以下のように表示されます。
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新しいメディアの有効期限

以下のガイドラインを使用して、Arcserve Backupはメディアをフォーマットします。

新しいブランクメディアをフォーマットすると、デフォルトの有効期限は、現在の

日付から 3年後に設定されます。

テープを再フォーマットする場合は、最初にテープをフォーマットしたときに指定

した有効期限が表示されます。
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Arcserve Backupによる有効期限が切れたメディアの

ログ方法

Arcserve Backupでは、有効期限が切れたメディア、または一定の日数後に有効

期限が切れるメディアに関連するアクティビティログのメッセージのログを記録しま

す。

バックアップジョブがバックアップデータに有効期限が切れたメディアを追加す

ると、警告メッセージが以下に示すように表示されます。

このジョブは有効期限が切れたメディアに追加されます。( メディア=media_name
［S/N：serial_number］, ID=media_id, シーケンス=sequence_number)

バックアップジョブがメディアを上書きまたはバックアップデータに追加するように

選択した場合は、メディアの有効期限のAlert期間を確認して以下のメッ

セージを表示します。

このジョブは<日数> 後に有効期限が切れるメディアを使用しています( メディア

=media_name[S/N:serial_number], ID=media_id, シーケンス=sequence_
number) 。

ここで、<日数>は特定の日数 ( 3、5など)を示し、Media_nameはメディアの

名前 (テープ 1など)を示し、Media_idはメディア ID ( 3d3cなど)を示し、

Sequence_numberはシーケンス番号を示します。

注：この操作は最初のテープおよびスパンテープの両方に適用されます。

メディアの有効期限のアラート期間はデフォルトで 30日です。これを変更する

には、DWORD AlertPeriodForTapeExpirationを以下のレジストリキーに追加し

てアラート期間 (日数 )を設定します。

\\HKEY_LOCAL_MACHINE\ComputerAssociates\Arcserve
Backup\Base\Task\Backup\AlertPeriodForTapeExpiration

注：この方法は、テープメディアにのみ適用され、有効期限が切れたメディア

を上書きすることはできません。
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スロットのインベントリ

［スロットのインベントリ］オプションでは、ライブラリスロットがチェックされ、メディア

ヘッダが読み取られます。そしてそのメディアヘッダを、そのメディアが見つかったス

ロットに関連付けます。このスロットを、メディアのホームスロットと呼びます。これに

よって、テープエンジンがライブラリ内のメディアに加えられた変更 ( メディアをマガジ

ンに追加したり、メディアをマガジンから取り出したり、メディアを別のスロットに移動

するなど)を把握できるようになります。

スロットのインベントリオプションを使用してメディアのインベントリ処理を行う場合

は以下の点に注意してください。

ライブラリ内のストレージ ドライブにロードする各メディアに、一意のシリアル

バーコードが付けられている必要があります。

メディアの追加や取り出しは、テープエンジンが実行された状態で行う必要が

あります。これにより、スロットのインベントリをただちに実行できます。

Arcserveの以前のリリースで作成されたメディアの場合、このリリースは、以前

のArcserve リリースのメディアプールでインベントリされ、使用されていたメディ

アと同じ名前で、新しいメディアプールを自動的に作成します。

スロットのインベントリを行う方法

1. スロットを右クリックし、コンテキスト メニューから、［スロットのインベントリ/オフライン

化］を選択します。

［スロットのインベントリ/オフライン化］ダイアログボックスが表示されます。

2. インベントリを実行するスロットを選択します。Shiftキーを押しながらクリックすると、

隣接した複数のメディアを選択できます。Ctrlキーを押しながらクリックすると、隣
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接していない複数のメディアを選択できます。選択したメディアの横にあるアイコン

は緑色になります。

注：アイコンをクリックしてドラッグすることで、隣接した複数のメディアを選択するこ

ともできます。

3. インベントリの方法を選択します。

［クイックインベントリ］--ライブラリがバーコードをサポートし、バーコード オプ

ションが有効な場合、テープエンジンはバーコード番号とメディアのシリアル

番号を照合します。この方法は、バーコード リーダオプションを選択している

場合にのみ使用できます。

［通常インベントリ］--テープエンジンはメディアからすべてのメディア情報を

読み取ります。

注：この方法は手動インベントリとも呼ばれます。

［オフライン］--選択したスロットのマウントを解除します。

4. ［OK］をクリックします。

Arcserve Backupはスロットのインベントリを行います。
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マガジンのマウントとマウント解除

このオプションを使用して、マガジンをライブラリにマウント (ロード) したり、ライブラリ

からマウント解除 (取り出し) したりします。マガジンをマウントすると、そのマガジン

内のスロットのインベントリが開始されます。マガジンをマウント解除すると、すべて

のメディアがホームスロットに戻り、マガジンを取り出すことができるようになります。

この処理に要する時間は、マウントまたはマウント解除するマガジン内のメディア

数により異なります。また、マウントまたはマウント解除に要する時間は、ベンダー

によっても異なります。

このオプションでは、ライブラリスロットがチェックされ、メディアヘッダが読み取られま

す。読み取られたメディアヘッダは、検出されたスロット (ホームスロット )に関連付

けられます。これによりテープエンジンは、ライブラリ内のメディアに関するすべての

変更の記録 (マガジンへの追加、マガジンからの削除、別のスロットへの移動 )を
保持することができます。

バーコードを使用している場合は、ライブラリのストレージ ドライブにロードするそれ

ぞれのメディアに、一意のシリアルバーコード番号を付ける必要があります。同一

のシリアル番号を持つメディアを 2つ購入した場合は、一方のメディアを別のバック

アップセッションで使用する必要があります。

メディアの追加や取り出しは、テープエンジンサーバが実行された状態で行う必

要があります。これにより、スロットのインベントリをただちに実行できます。

マガジンをマウントおよびマウント解除する方法

1. ［マウント］ツールバーボタンをクリックします。

［マガジンのマウント /マウント解除］ダイアログボックスが開きます。

2. ［マガジン］ドロップダウンリストから、マウントまたはマウント解除するマガジンを選

択します。

3. 実行する操作に応じて、以下のいずれかをクリックしてください。

マウント

マウント解除

Arcserve Backupはマガジンのマウントまたはマウント解除を行います。
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メディアのインポート /エクスポート

Arcserve Backupでは、メディアまたはArcserve Backupデータベースからメディアをイ

ンポートし、メディア情報を取得できます。また、ライブラリスロットで複数のメディア

のインポートまたはエクスポートを行うこともできます。

ライブラリにメールスロットがある場合、Arcserve Backupを使用してテープをライブ

ラリに挿入したり、ライブラリから取り出すことができます。可能な操作は以下のと

おりです。

1つまたは複数のメディアをメールスロットからライブラリスロットにインポートす

る

1つまたは複数のメディアをライブラリスロットからメールスロットにエクスポート

する

メディアのインポート時には、以下のいずれかの方法を選択できます。

［簡易モード］-- Arcserve Backupでメディアがインポートされ、メディアのバー

コード情報を使用して、Arcserve Backupデータベースから対応する情報を取

得します。

注：この方法は、バーコード リーダオプションを選択している場合にのみ使用

できます。

［通常モード］-- メディアからすべてのメディア情報を読み込みます。

メディアをライブラリにインポートする方法

1. デバイスマネージャを開いて、設定するライブラリを参照します。

デバイス管理ツリーでライブラリを選択します。

2. ツールバーの［スロットのインポート /エクスポート］リンクをクリックします。

［インポート /エクスポート］ダイアログボックスが開きます。
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3. ［インポート］を選択すると、ライブラリ内の使用可能な空のスロットがすべて表示

されます。

注：ライブラリがバーコード リーダを備えている場合、［シリアル番号］フィールドに

テープのバーコード番号が表示されます。［シリアル番号］フィールドは、特定の

メールスロット内にあるテープを識別する際に使用できます。

ライブラリに割り当てるメディアが挿入されているメールスロットを選択します。

メディアを割り当てる空のスロットを選択し、［割り当て］ボタンをクリックします。

Arcserve Backupはメディアをライブラリにインポートします。

注：クリーニング用のスロットとして割り当てているスロットにクリーニングテープをイ

ンポートするか、バーコードをクリーニングテーププレフィックスとして設定することを

お勧めします。これは、デバイスマネージャの［ライブラリプロパティ］ウィンドウから

実行できます。別のスロットにインポートすると、メディアを認識できないというエ

ラーが発生する可能性があります。

4. インポートするメディアごとに、前の手順を繰り返します。

5. インポート方式を選択して、［OK］をクリックします。

メディアがライブラリへインポートされます。

ライブラリからメディアへエクスポートする方法

1. デバイスマネージャを開いて、設定するライブラリを参照します。

2. デバイス管理ツリーでライブラリを選択します。

3. ツールバーの［スロットのインポート /エクスポート］リンクをクリックします。

［インポート /エクスポート］ダイアログボックスが開きます。
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4. ［エクスポート］オプションを選択して、ライブラリで使用されているスロットをすべて

表示します。

エクスポートするメディアを選択します。

エクスポートするメールスロットを選択して、［割り当て］をクリックします。

Arcserve Backupはライブラリからメディアをエクスポートします。

5. エクスポートするメディアごとに、前の手順を繰り返します。

6. ［OK］をクリックします。

ライブラリからメディアがエクスポートされます。
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メディアのクリーニング

このオプションは、ライブラリ内のメディアドライブのテープヘッドをクリーニングすると

きに使用します。

注：このオプションを使用するには、ライブラリ内に少なくとも 1本のクリーニング

テープが設定されている必要があります。

メディア(テープヘッド)のクリーニング方法

1. ［クリーニング］ツールバーボタンをクリックします。

［テープヘッド クリーニング］ダイアログボックスが表示されます。

注：オフラインのドライブは［デバイス名］および［詳細］リストに表示されません。

2. ［クリーニングテープスロットを選択してください］ドロップダウンリストから、使用する

クリーニングスロットを選択します。

3. ［テープデバイス内のテープヘッドをクリーニングします］リストから、ヘッドをクリーニ

ングするドライブを選択します。

4. ［OK］をクリックします。

Arcserve Backupはテープヘッドをクリーニングします。

詳細情報：

ライブラリの設定
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クリーニングスロットの設定方法

このセクションでは、複数のクリーニングスロットの設定方法について説明します。

ライブラリがサポートしている場合には、Arcserve Backupを使用して、複数のクリー

ニングスロットを指定することができます。スロットは、以下に基づいて指定できま

す。

スロット番号 --このオプションでは、特定のスロットをクリーニングスロットとして

指定することができます。1つまたは複数のクリーニングスロットを指定できま

す。連続した番号のものである必要はありません。

バーコードのプレフィックス --このオプションでは、バーコードのプレフィックスに基

づいてスロットを指定することができます。

例 1：クリーニングテープのバーコード番号がCLN123の場合には、バーコード

プレフィックスとして「CLN*」と指定します。

例 2：複数のクリーニングテープを使用しており、それらのバーコードがABCで

始まっている場合には、バーコード プレフィックスとして、「ABC*」と指定します。

詳細情報：

スロット番号に基づくクリーニングスロットの追加

スロット番号に基づくクリーニングスロットの削除

バーコード プレフィックスに基づくクリーニングスロットの設定
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スロット番号に基づくクリーニングスロットの追加

Arcserve Backupでは、スロット番号に基づいて、クリーニングスロットを追加できま

す。

スロット番号に基づいてクリーニングスロットを追加する方法

1. デバイスマネージャを開いて、設定するライブラリを参照します。

2. ライブラリを右クリックし、コンテキスト メニューから［ライブラリプロパティ］を選択しま

す。

［ライブラリプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

3. ［クリーニング］タブを選択します。

クリーニングオプションが表示されます。

4. ［スロット別クリーニング］オプションを選択します。

［利用可能なスロット］リストから、クリーニングスロットとして指定するスロットを選

択し、［追加］ボタンをクリックします。

利用可能なスロットが［クリーニング対象スロット］リストに追加されます。

5. 他のクリーニングスロットを追加するには、前の手順を繰り返します。

6. ［OK］をクリックします。

これで、スロット番号に基づいてクリーニングスロットが追加されます。

詳細情報：

クリーニングスロットの設定方法
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スロット番号に基づくクリーニングスロットの削除

Arcserve Backupでは、スロット番号に基づいて、クリーニングスロットを削除できま

す。

スロット番号に基づいてクリーニングスロットを削除する方法

1. デバイスマネージャを開いて、設定するライブラリを参照します。

2. ライブラリを右クリックし、コンテキスト メニューから［ライブラリプロパティ］を選択しま

す。

［ライブラリプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

3. ［クリーニング］タブを選択します。

クリーニングオプションが表示されます。

4. ［スロット別クリーニング］オプションを選択します。

5. ［利用可能なスロット］リストから、削除するスロットを選択します。

6. ［削除］ボタンをクリックして、スロットをクリーニングスロットから除外します。

選択したスロットが［クリーニング対象スロット］リストから削除されます。

7. 他のクリーニングスロットを設定するには、前の手順を繰り返します。

8. ［OK］をクリックします。

クリーニングスロットはそれぞれのスロット番号に基づいて削除されます。

詳細情報：

クリーニングスロットの設定方法
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バーコード プレフィックスに基づくクリーニングスロットの

設定

［クリーニング(バーコード) ］機能では、特定のバーコード、またはプレフィックスとワ

イルドカード文字を使用したバーコードの範囲に基づいてライブラリのクリーニング

スロットを指定できます。

バーコード プレフィックスに基づいてクリーニングスロットを設定する方法

1. デバイスマネージャを開いて、設定するライブラリを参照します。

2. ライブラリを右クリックし、コンテキスト メニューから［ライブラリプロパティ］を選択しま

す。

［ライブラリプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

3. ［クリーニング］タブを選択します。

クリーニングオプションが表示されます。

4. ［クリーニング(バーコード) ］オプションを選択します。

［クリーニング対象バーコードのプレフィックス］フィールドに、バーコード プレフィックス

を指定します。

注：アスタリスクはワイルドカード文字です。

5. ［OK］をクリックします。

クリーニングスロットはそれぞれのバーコード プレフィックスに基づいて設定されま

す。

例：クリーニング対象バーコードのプレフィックス

クリーニングテープ上のバーコードは CLN123です。［クリーニング対象バーコードの

プレフィックス］フィールドにCLN123 と入力します。

ライブラリには複数のクリーニング対象テープがあります。クリーニングテープのバー

コードのプレフィックスはABCです。［クリーニング対象バーコードのプレフィックス］
フィールドにABC* と入力します。
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ライブラリには複数のクリーニング対象テープがあります。クリーニングテープのバー

コードのプレフィックスはABC、CLN1、およびMXです。［クリーニング対象バーコード

のプレフィックス］フィールドにABC*; CLN1*; MX* と入力します。

詳細情報：

クリーニングスロットの設定方法
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リムーバブルドライブのオフライン/オンライン設定

Arcserve Backupは自動的にUSB ( Universal Serial Bus) または SATA ( Serial
Advanced Technology Attachment)経由で Arcserve Backupプライマリサーバまた

はメンバサーバに接続しているリムーバブルドライブを検出します。リムーバブルド

ライブにデータをバックアップする前に、1回限りの設定を実行してからリムーバブル

ドライブをオンラインにする必要があります。

1回限りの設定を実行した後で、リムーバブルドライブをデバイスマネージャからオ

ンラインまたはオフラインに指定することができます。それには、ドライブを右クリック

し、コンテキスト メニューからオンラインまたはオフラインを選択 ( ドライブの現在の状

態に応じて) します。

注：オンラインまたはオフラインとして設定するドライブ内にメディアが入っている場

合は、ドライブをオフラインに設定する前にメディアをイジェクトしてください。

Arcserve Backupはオフライン状態にあるドライブ内のメディアにアクセスできませ

ん。

Arcserve Backupは、USBまたは SATA経由で Arcserve Backupプライマリサーバま

たはメンバサーバに接続しているリムーバブルドライブを自動的に検出して設定し

ます。リムーバブルドライブにデータをバックアップする前に、リムーバブルドライブを

設定してからリムーバブルドライブをオンラインにする必要があります。

リムーバブルドライブをオンラインに指定する方法

1. リムーバブルドライブがArcserve Backup ドメインプライマリまたはメンバサーバに接

続していることを確認します。

2. ［デバイスマネージャ］ウィンドウを開いて、［サーバ］オブジェクトを開きます。

3. リムーバブルドライブが接続しているサーバを参照して選択します。

Arcserve Backupは、選択したサーバに接続しているデバイスのリストを表示しま

す。

4. サーバに接続しているデバイスのリストから、オンラインに設定するリムーバブルドラ

イブを右クリックします。

5. コンテキスト メニューから、［オンライン］を選択します。

Arcserve Backupによって、デバイスを設定するかどうかを確認するメッセージが表

示されます。

注：このメッセージは、最初にリムーバブルドライブをオンラインに設定するときにの

み表示されます。

6. ［OK］をクリックします。
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Arcserve Backupによって、デバイスをオンラインに設定するかどうかを確認するメッ

セージが表示されます。

7. ［OK］をクリックします。

リムーバブルドライブは設定されてオンラインの状態になります。

メンテナンスを実行したり、修理、またはArcserve Backup環境からドライブを切断

する場合には、オフラインのリムーバブルドライブを使用してください。例：

一定の期間リムーバブルドライブを使用しない場合、およびドライブのメディア

を上書きしない場合。

Arcserve Backupサーバからリムーバブルドライブを切断して同一のリムーバブ

ルドライブに置き換える場合、またはArcserve Backup環境から完全に削除

する場合。

重要：リムーバブルドライブがオフラインの場合、リムーバブルドライブに関連付け

られているジョブは失敗する可能性があります。

リムーバブルドライブをオフラインに指定する方法

1. ［デバイスマネージャ］ウィンドウを開いてサーバオブジェクトを展開します。

2. リムーバブルドライブが接続しているサーバを参照して選択します。

Arcserve Backupは、選択したサーバに接続しているデバイスのリストを表示しま

す。

3. サーバに接続しているデバイスのリストから、オフラインに設定するリムーバブルドラ

イブを右クリックします。

コンテキスト メニューから、［オフライン］を選択します。

Arcserve Backupによって、リムーバブルドライブをオフラインに設定するかどうかを

確認するメッセージが表示されます。

4. ［OK］をクリックします。

リムーバブルドライブは［デバイスマネージャ］ウィンドウでオフラインの状態になりま

す。

注：リムーバブルドライブをオフラインとしてマークを付けると、［デバイスマネー

ジャ］ウィンドウに <オフライン>と表示されます。
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デバイスの交換の働き

Arcserve Backupサーバに直接接続されたデバイス(単一ドライブライブラリ、テー

プドライブ、CD-ROMなど)を修理または交換することが必要になる場合がありま

す。

デバイスを交換すると、Arcserve Backupは以下のような動作をします。

元のデバイスとは異なるデバイスに交換して、テープエンジンを開始すると、

Arcserve Backupは、デバイスが新しいデバイスであると想定して、そのデバイス

用に新しいデバイスグループを作成します。交換されたデバイスは元のデバイ

スグループとは関連付けられていないので、元のデバイスグループと関連付け

られたジョブを実行しても失敗します。

失敗したジョブを回復するには、元のデバイスグループと関連付けられている

ジョブを設定しなおして、ジョブを再度サブミットする必要があります。

元のデバイスと同じデバイスに交換して、テープエンジンを開始すると、

Arcserve Backupは、そのデバイスを元のデバイスが割り当てられていたデバイ

スグループに割り当てます。

そのため、元のデバイスグループに関連付けられているジョブが失敗することは

ありません。

制限事項 :

交換するデバイスは、元のデバイスと同じメーカーの製品である必要が

あります。

交換するデバイスは、元のデバイスと同じタイプ(単一ドライブライブラ

リ、テープドライブなど)のデバイスである必要があります。

交換するデバイスは、元のデバイスと同じアダプタおよびチャネルに接続

する必要があります。

元のデバイスを、RAIDデバイスグループに割り当てないでください。

元のデバイスが接続されていたArcserve Backupサーバは、SAN ドメイン

のメンバではない必要があります。
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VTLを Arcserve Backup VTL として機能させるための設

定

仮想テープライブラリ( VTL)は、物理テープライブラリと同じように動作するように

設計されたディスクベースデバイスです。Arcserve Backupで VTLにデータをバック

アップするためには、Arcserve Backup VTL として機能するようにVTLを設定する必

要があります。

重要：標準的な物理ライブラリを Arcserve Backup VTL として機能するように設定

しないでください。VTL として設定すると、ライブラリのバックアップおよびデータマイグ

レーションのパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があります。

前提条件タスク

デバイスがVTL として機能するように設定する前に、以下の必要なタスクが完了

していることを確認してください。

Tape Library Optionのライセンスを取得済みである。

デバイス環境設定で VTLが適切に設定されている。

Arcserve Backupによって VTLが検出される。

VTLがArcserve Backup VTL として機能するように設定する方法

1. ホーム画面にあるナビゲーションバーの［管理］メニューから［デバイス］をクリックし

ます。

デバイスマネージャウィンドウが開きます。

2. サーバディレクトリツリーから、VTLを検索します。

3. VTLを右クリックし、コンテキスト メニューから［ライブラリプロパティ］を選択します。

［ライブラリプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

4. ［一般］タブを選択します。

VTL (仮想テープライブラリ)セクションで、［ライブラリは VTLである］チェックボックス

をオンにし、［OK］をクリックします。このオプションを選択すると、Arcserve Backupは

指定されたメディアの有効期限を無視します。
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ライブラリは、バックアップマネージャの［デスティネーション］タブで VTL として識別さ

れます。

注：ライブラリを VTL として指定したくない場合は、上記の手順を繰り返し、［ライ

ブラリは VTLである］チェックボックスをオフにします。
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メディアの移動

メディアをマガジンスロットに挿入したり、スロットから取り出したりするときは、対象

となるスロットのインベントリを実行するか、マガジンの再マウントを行う必要があり

ます。

重要：メディアをライブラリに手動で挿入する場合は、必ずスロットに挿入するよう

に注意してください。ライブラリドライブには決してメディアを直接挿入しないでくだ

さい。
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デバイスマネージャによるデバイスグループ環境設定

Arcserve Backupでは、ライブラリ内のスロットを複数のグループに分割できます。ス

ロットをグループに分割すると、パラレルストリーミング機能を使用できるようになり

ます。また、1つのグループに複数のスロットが割り当てられている場合、ライブラリ

内の同一グループに属するメディアでスパン機能を使用できます。

デフォルトでは、テープエンジンを初めて起動したとき、マシンに接続されている各

ライブラリ内のすべてのスロットが、自動的にそのグループに割り当てられます。

Arcserve Backupを起動すると、デバイスマネージャを使用して以下の操作を行う

ことができます。

新しいグループの作成

グループへのスロットの割り当て

グループからのスロットの削除

グループの削除

グループ名を変更

例：デバイスマネージャによるライブラリの設定

たとえば、マシンに 2台のライブラリが接続されていると、2つのグループが作成され

ます。1台目のライブラリのスロットはすべて GROUP0に割り当てられ、2台目のラ

イブラリのスロットはすべて GROUP1に割り当てられます。これらのグループ名をその

まま使用することもできますが、グループの分割方法を変更して各グループに別の

名前を付けることもできます。ライブラリ内の各スロットは仮想ストレージ ドライブと

して認識されるので、各スロットを独自のグループに割り当てることもできます。

602 Arcserve Backup管理者ガイド

../../../../../Content/ag_tl_create_new_lib_grps.htm
../../../../../Content/ag_tl_assign_slots_2_grp.htm
../../../../../Content/ag_tl_rem_slots_from_grp.htm
../../../../../Content/ag_tl_del_lib_grps.htm
../../../../../Content/ag_tl_ren_lib_grps.htm


デバイスマネージャ

新しいライブラリグループの作成

新しいライブラリグループを作成するには、まず［デバイスグループ環境設定］ダイ

アログボックスを表示します。以下の方法で、［デバイスグループ環境設定］ダイ

アログボックスを表示できます。

デバイスマネージャで［デバイス］メニューをクリックして、［デバイスグループの管

理］をクリックします。

［デバイスマネージャ］ウィンドウまたは［バックアップマネージャ］ウィンドウの［ス
テージングの場所］タブで、デバイスプロパティのプレビューペインにある［デバイ

スグループの管理］オプションをクリックします。

注：ウィザード形式のアプリケーションを使って［デバイスグループ環境設定］ダ
イアログボックスにアクセスするには、任意のマネージャのウィンドウから、［環境

設定］メニューをクリックし、［デバイスグループ環境設定］を選択します。

新しいライブラリグループを作成する方法

1. デバイスマネージャで［デバイス］メニューをクリックして、［デバイスグループの管理］
を選択します。

［デバイスグループ環境設定］ダイアログボックスが表示されます。既存のグループ

と、各グループに割り当てられたスロットのリストが表示されます。クリーニングメディ

ア用に予約されたスロットはグループに割り当てることができないので、このダイアロ

グボックスには表示されません。

2. ［新規］をクリックします。

［新しいグループ］ダイアログボックスが表示されます。

3. ライブラリグループの名前を入力し、［OK］ボタンをクリックします。

新しいライブラリグループが［グループ］フィールドに表示されます。これで、新しいグ

ループにスロットを割り当てることができます。
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ライブラリグループへのスロットの割り当て

Arcserve Backupでは、ライブラリグループに特定のスロットを割り当てることができ

ます。

ライブラリグループへスロットを割り当てる方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールのナビゲーションバーにある［管理］メニュー

から［デバイスグループの環境設定］を選択します。

［デバイスグループ環境設定へようこそ］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［次へ］をクリックします。

ログインダイアログボックスが表示されます。

3. ログインダイアログボックスで必要なフィールドに入力して、［次へ］をクリックしま

す。

［オプション］ダイアログボックスが開きます。

4. 設定するサーバを選択し、［デバイスグループ環境設定］オプションをクリックしてか

ら、［次へ］をクリックします。

［デバイスグループ環境設定］ダイアログボックスが表示されます。ライブラリデバ

イスと対応するスロット (割り当てに利用可能 )は［利用可能なデバイス］リストに

表示されます。

5. ［利用可能なデバイス］リストから、グループに割り当てるスロットを選択します。利

用可能なスロットは一度に 1つ選択できます。または、グループに利用可能なス

ロットのすべてを割り当てるライブラリを選択できます。

6. ［グループ］リストから、スロットを割り当てるグループを選択します。
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7. ［割り当て］ボタンをクリックします。

Arcserve Backup［利用可能なデバイス］リストからスロットが削除され、［グループ］
リストの割り当てられたグループの下に表示されます。

8. グループに他のスロットも割り当てる場合は、手順 5 ～ 7の操作を繰り返します。

注：利用可能なスロットがない場合は、現在割り当てられているグループからス

ロットを削除することで、そのスロットが他のグループによって利用可能になります。

そのためには、他のグループにより利用可能にするスロットを［グループ］リストから

選択し、［削除］をクリックします。そのスロットが、他のグループにより利用可能に

なります。スロットを別のグループに割り当てるには、手順5～7を繰り返します。

9. ［完了］をクリックし、次に［終了］をクリックして［デバイスグループ環境設定］を閉

じます。

スロットがライブラリグループに割り当てられます。
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ライブラリグループからのスロットの削除

Arcserve Backupでは、ライブラリグループから特定のスロットを削除 (割り当て解

除 )することができます。

ライブラリグループからスロットを削除する方法

1. デバイスマネージャで［デバイス］メニューをクリックして、［デバイスグループの環境

設定］を選択します。

［デバイスグループ環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

2. 削除するスロットを選択します。［グループ］リストのグループ名の下に、そのグルー

プに割り当てられているスロットが表示されます。

3. ［削除］ボタンをクリックします。

［グループ］リストのグループからスロットが削除され、［利用可能なデバイス］リスト

に移動します。

4. グループから他のスロットも削除する場合は、手順 2から 3の操作を繰り返しま

す。

5. ［OK］をクリックします。

スロットがライブラリグループから削除されます。
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ライブラリグループの削除

Arcserve Backupでは、必要でなくなったライブラリグループを削除できます。

ライブラリグループを削除する方法

1. ［デバイスマネージャ］ウィンドウで、［デバイスグループの環境設定］(機能のリスト

から)をクリックするか、［グループ］ツールバーボタンをクリックします。

［デバイスグループ環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

2. 削除するグループを選択します。

3. ［削除］ボタンをクリックし、［OK］ボタンをクリックして確定します。

グループが［グループ］リストから削除されます。削除したグループに割り当てられて

いたスロットは、すべて［利用可能なデバイス］リストに表示されます。
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ライブラリグループの名前の変更

Arcserve Backupでは、ライブラリグループの名前を変更できます。

ライブラリグループの名前を変更する方法

1. ［デバイスマネージャ］ウィンドウで、［デバイスグループの環境設定］(機能のリスト

から)をクリックするか、［グループ］ツールバーボタンをクリックします。

［デバイスグループ環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

2. 名前を変更するグループを選択して、［グループ名の変更］をクリックします。

［グループ名の変更］ダイアログボックスが表示されます。

3. グループの新しい名前を指定して［OK］ボタンをクリックします。

新しいグループ名が［グループ］リストに表示されます。
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Universal Serial Bus ( USB)ストレージ デバイス

Arcserve Backupでは、サーバに接続されている以下のタイプのUniversal Serial
Bus ( USB)ストレージデバイスを検出できます。Arcserve Backup

テープドライブ

メディアチェンジャ

USB リムーバブルドライブ

Arcserve BackupサーバにUSBストレージデバイスを接続したら、すべてのバック

アップおよびリストア操作に使用することができます。

注：USBデバイスを Arcserve Backupから接続解除し、その後テープエンジンを再

起動しなかった場合は、接続解除したデバイスを手動で新規グループに割り当て

ることができます。この割り当ては、デバイスをサーバに再接続し、テープエンジン

を再起動すると有効になります。USBデバイスを Arcserve Backupサーバから接続

解除した後にテープエンジンを再起動した場合は、接続解除したデバイスを新

規グループに手動で割り当てることはできません。
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USBストレージ デバイスの環境設定

USBストレージデバイスを検出して表示するためにArcserve Backupを有効にする

には、デバイスのスキャンオプションを使用します。［デバイス管理マネージャ］ツー

ルバーの［デバイスのスキャン］ボタンをクリックすると、デバイスのスキャンオプション

が起動します。

重要：Arcserve Backupがデバイスを検出したりデバイスと通信したりするために

は、Arcserve BackupサーバにUSBストレージデバイスドライバがインストールされ

ている必要があります。

注：USBストレージデバイスの設定方法の詳細については、「スキャンデバイスオ

プション」を参照してください。
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リムーバブルドライブへのバックアップの前提条件

リムーバブルドライブにデータをバックアップする前に以下のことを行う必要がありま

す。

メディアがNTFSまたは FAT32ファイルシステムにフォーマットされていることを確

認する。

注：メディアをフォーマットまたは再フォーマットする必要がある場合は、製造

元のマニュアルでフォーマットのガイドラインを参照するか、またはWindows
ベースのアプリケーションを使用してメディアをフォーマットしてください。

リムーバブルドライブを Arcserve Backup ドメインまたはメンバサーバに接続す

る。

リムーバブルドライブをオンラインの状態にする。
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リムーバブルメディアのフォーマット

Arcserve Backupによりドライブが検出されたら、リムーバブルストレージ メディアを

Arcserve Backupストレージ メディアとしてフォーマットする必要があります。Arcserve
Backupのグラフィカルユーザインターフェースでは、リムーバブルメディアはテープメ

ディアとして表示されますが、これはエラーではありません。Arcserve Backupでは、

リムーバブルメディアがテープメディアのように扱われます。

注：さまざまなメーカーが、使用前に手動でフォーマットする必要がある未フォー

マットのメディアを提供しています。ご使用のドライブ用にメディアをフォーマットする

方法についての詳細は、メーカーのマニュアルを参照してください。

リムーバブルメディアのフォーマット方法

1. ［デバイスマネージャ］ウィンドウを開いて、［サーバ］オブジェクトを開きます。

2. リムーバブルドライブが接続されているサーバをブラウズします。

3. リムーバブルドライブを選択し、右クリックします。

4. コンテキスト メニューから、［メディアをフォーマット］を選択します。

Arcserve Backupによりメディアがフォーマットされます。
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リムーバブルデバイスグループの設定方法

デバイス管理機能によって、リムーバブルドライブグループを設定します。この機

能を使用して、以下のタスクを実行することができます。

新しいリムーバブルデバイスグループの作成または削除

リムーバブルデバイスグループの名前の変更

デバイスグループの個々のデバイスの割り当てまたは削除

注：メディアドライブのグループにリムーバブルドライブを割り当てることはでき

ません。この場合は、リムーバブルデバイス用のグループを新規作成してくださ

い。
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ライブラリでのフィルタの使用

Arcserve Backupでは、ライブラリフィルタを使用して、必要な情報のみを表示する

ようにデバイスマネージャを設定できます。これにより、データの管理が容易にな

り、アプリケーションのパフォーマンスを向上させることができます。

ライブラリでフィルタを使用する方法

1. ［デバイスマネージャ］ウィンドウを開き、［表示］メニューから［環境設定］を選択し

ます。

［環境設定］ダイアログボックスが開きます。

2. ［ライブラリフィルタ］タブを選択し、必要に合わせて以下のフィルタオプションを指

定します。

［フォーマット /消去画面で、書き込み禁止メディアを表示］--すべての

［フォーマット］および［消去］ダイアログボックスで、書き込み禁止メディアに

関する情報を表示します。

［デバイス名をベンダ ID とシリアル番号で表示する］--デバイス名を、ベンダ

ID とシリアル番号で表示します。

［空スロットを表示］--ライブラリ内の空のスロットを表示させるには、このオ

プションを選択します。

［次の間のスロットを表示］--現在のマネージャ内に表示するスロットの範

囲を指定します。範囲を定義するには、許可されるスロット値の最小値と

最大値を入力します。

［ブランクメディアのみを表示する］--ライブラリ内のブランクメディアを表示

するには、このオプションを選択します。

［メディアプール間のテープの表示］--特定のメディアプール内のテープを表

示するには、このオプションを選択します。ワイルド カード( 「*」および「?」)を
メディアプールで使用できます。

［任意のシリアル番号範囲のみを表示する］--特定のシリアル番号に合致

するテープを表示するには、このオプションを選択します。ワイルド カード

( 「*」および「?」)をシリアル番号で使用できます。

マネージャにフィルタが適用されている場合は、ステータスバーの2番目のパネルに

「フィルタ」と表示され、右側のパネルに詳細が表示されます。

注：［クリア］をクリックすると、すべてのフィールドの情報が削除されて、すべてのラ

イブラリフィルタ基準が削除されます。
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3. オプションとして、ライブラリフィルタの基準を入力した後で［デフォルトとして保存］
ボタンをクリックすると、フィルタリングの基準がすべてのデバイスマネージャビューに

適用されます。

4. ［適用］をクリックします。

フィルタリングの基準が現在のビューに適用されます。

注：フィルタリングオプションへの変更を破棄するには、［キャンセル］ボタンをクリッ

クします。
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リムーバブルドライブのサポート

Arcserve Backupでは、SCSI接続およびUSB接続のリムーバブルドライブがサポー

トされています。これにより、データのバックアップやリストア、セッションのスキャン、リ

ムーバブルセッションのマージ、リムーバブルデバイス上のリムーバブルメディアの管

理などを実行できます。バックアップマネージャは、リムーバブルメディアをテープメ

ディアとして処理します。

注：認定デバイスの最新リストにアクセスするには、ホーム画面の［テクニカルサ

ポート］リンクをクリックしてください。Arcserve Backup
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Arcserve BackupでのWORM ( Write Once Read
Many) メディアのサポート

Arcserve Backupで、書き換え可能なメディアだけでなく、WORMメディアにもデータ

をバックアップできるようになりました。WORMメディアは磁気メディアよりもはるかに

寿命が長いため、重要なデータを長期間保管するのに適しています。

Arcserve Backupを使用すると、WORMとWORM以外のメディアをライブラリで混合

して使用できます。デバイス管理マネージャから、赤い丸に「W」の文字が付いたア

イコンにより、WORM メディアを識別できます。さらに、Arcserve Backupを使用する

と、カスタムバックアップジョブ用にWORM メディアを指定できます。

バックアップマネージャには、GFSローテーションを使用する場合に、日単位、週単

位、月単位のWORM メディアローテーションという 3つのオプションが含まれていま

す。これらのオプションは、［ローテーションスキーマを使用］オプションを指定した場

合に、バックアップマネージャの［スケジュール］タブで利用できます。

サポートされているWORM メディア

Arcserve Backupは、以下のWORMメディアへのデータのバックアップをサポート

しています。

DLT WORM ( DLTIce)

STK Volsafe

IBM 3592 WORM

LTO3 WORM

SAIT WORM

WORM メディアの考慮点

以下に、DLT WORM メディアと共にDLT WORMデバイスを使用した場合に発

生する可能性のある状態と、その場合のArcserve Backupの対処方法につい

て説明します。

バックアップジョブがテープにスパンされ、メディアがWORM メディアである

場合は、ジョブを完了するためには、Arcserve BackupはWORM メディア

を必要とします。

空のWORM メディアが利用できず、空のDLT WORM対応メディ

アが利用できる場合、Arcserve Backupは、自動的に空のDLT メ
ディアを DLT WORM メディアに変換し、バックアップジョブを完了さ

せます。
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WORM メディアがWORMジョブの続行に利用できない場合でも、

Arcserve Backupは、空でないメディアをWORM メディアに変換す

ることはありません。

［WORM メディアを使用］を指定したバックアップジョブを実行していると

きに、利用できるWORM メディアがない場合は、Arcserve Backupはジョ

ブの実行のために空のWORM対応メディアをWORM メディアに変換す

る場合があります。

注：このような場合、利用可能な WORM メディアは、DLT SDLT II以上

である必要があります。

WORM メディアの制限

WORM メディアを使用する場合は、メディアの性質上、Arcserve Backupの特

定の機能 ( メディアプール、再フォーマット、メディアの上書き/再利用などに関

する機能 )が無効になります。たとえば、次のような制限があります。

WORM メディアを消去することはできません。

WORM メディアに上書きジョブをサブミットすることはできません。

WORM メディアは、ブランクの場合にのみフォーマットできます。

マルチプレキシングジョブにWORM メディアを使用することはできません。

Arcserve Backupは、WORMメディアをメディアプールのスクラッチセットに

自動的に割り当てることはありません。WORM メディアは、再利用でき

ないため、常に、メディアプールの保存セットに割り当てられます。

Arcserve Backupは、ファイルシステムデバイスおよび Arcserve Backup
テープ RAIDデバイスでWORM メディアを使用できません。

クロスプラットフォームのSAN環境では、UNIXはWORM メディアをサ

ポートしません。
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DLTSageエラー処理

DLTSageは、Quantumが SuperDLTテープドライブ用に開発したエラー監視、報

告、および変更テクノロジです。テープドライブのアラートを受信するには、

DLTSageファームウェアと共に SuperDLTテープドライブを使用する必要がありま

す。

Arcserve Backupは、SuperDLTテープドライブのファームウェアとインターフェースし

て、各トラック、セグメント、Magneto Resistive( MR)チャネル、およびオプティカルバ

ンドについて収集された重要なテープドライブおよびメディアパフォーマンスパラ

メータを分析します。Arcserve Backupは収集された情報を使用して、以下のこと

を行います。

しきい値やテープドライブ履歴などの情報の診断

寿命に近づいている、または寿命に達したリスクの高いテープドライブおよびメ

ディアの識別

テープドライブのクリーニングの必要性の予測

テープドライブの環境条件の分析

メディアおよびハードウェアエラーメッセージの生成

注：詳細については、「DLTSageエラー処理の動作」を参照してください。

DLTSageエラーの解決

DLTSageエラーの解決方法の詳細については、以下を参照してください。

Tape Library Optionを使用したDLTSageエラーの解決

Tape Library Optionを使用しないDLTSageエラーの解決
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DLTSageエラー処理の動作

Arcserve Backupは、SCSI検証ログを使用してDLTSageに照会します。バックアップ

ジョブの開始時、バックアップジョブの実行中、またはバックアップジョブの終了後

にハードウェアまたはメディアエラーが発生した場合、Arcserve Backupは、SCSI検
証ログから取得した情報を使用して、テープログおよびアクティビティログに表示さ

れるテープドライブエラーメッセージを生成します。

エラーメッセージは、以下の場合に表示されます。

テープドライブでテープからの読み取りやテープへの書き込みに問題が発生し

ている場合。

テープドライブでテープの読み取り/書き込みができないか、メディアのパフォー

マンスが極端に低下している場合。

メディアの寿命または想定された最大パス数を超えている場合。

テープドライブのヘッドが詰まったか、クリーニングの必要がある場合。

テープドライブの冷却に問題がある場合。

テープドライブにハードウェア障害の可能性がある場合。

エラー状態が検出された場合、Arcserve Backupでは自動的に問題が修正され、

ジョブを完了します。ただし、連続インラインクリーニング、ドライブの均等使用、お

よびエラー防止ドライブ選択の機能を使用するには、Arcserve Backup Tape
Library Optionをインストールする必要があります。エラーの自動解決の詳細につ

いては、「Tape Library Optionユーザガイド」を参照してください。

Arcserve Backup Tape Library Optionがインストールされていない場合は、エラー状

態または問題点を手動で修復する必要があります。必要に応じて、製造元のマ

ニュアルを参照してください。
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Tape Library Optionを使用した DLTSageエラーの解

決

Arcserve Backupでテープドライブの問題が検出された場合、Arcserve Backupで

は、テープドライブエラーの修復に 3つのメカニズムが使用されます。

ドライブのエラー防止

バックアップジョブの実行前、Arcserve Backupではテープドライブの状態が評価さ

れます。DLTSageによってテープドライブの問題が検出された場合、Arcserve
Backupでは以下の分析と処理が実行されます。

別のテープドライブが使用可能 (空 )な場合、Arcserve Backupは、使用可能

な次のテープドライブにテープを移動して、バックアップジョブを実行します。

使用可能なドライブがない場合、Arcserve Backupは、ロックされていないテー

プドライブにテープを移動して、バックアップジョブを実行します。

他のドライブがすべてロックされている場合は、Arcserve Backupでは現在の

テープドライブでバックアップジョブを実行します。

ドライブの均等使用

Arcserve Backupでは、ライブラリの全テープドライブ間でテープの使用を均等に

ローテーションさせて、テープドライブの使用率を分散させます。Arcserve Backup
はバックアップジョブの開始時に、最後に使用したドライブを検出して、ライブラリで

次に使用可能なドライブを使用します。

テープドライブ間でのテープの移動を最小限にするため、Arcserve Backupでは以

下の分析と処理が実行されます。

ジョブのターゲットとなるメディアがロードされている場合、現在のドライブにその

まま残し、バックアップジョブを実行します。

ジョブのターゲットとなるメディアがロードされていない場合、最後に使用された

ドライブを識別し、次に使用可能な空のドライブにテープをロードして、バック

アップジョブを実行します。

ドライブの連続クリーニング

バックアップジョブの実行中にテープドライブの汚れが検出されることがあります。

テープドライブのクリーニングにより、多数のテープドライブおよびメディアエラーを

解決できます。

Arcserve Backupでドライブの連続クリーニングを行うには、セットアップ中に指定し

たテープクリーニングスロットにクリーニングテープを装填し、クリーニングスケジュー

ルを指定しておく必要があります。クリーニングスケジュールを指定しなかった場

合、Arcserve Backupはデフォルトの100時間おきに、テープのクリーニング操作を

実行します。
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バックアップジョブ中にArcserve Backupでテープドライブの汚れが検出され、クリー

ニングスロットが設定されている場合は、Arcserve Backupによって以下の分析と

処理が自動的に実行されます。

Arcserve Backupでバックアップ中に書き込みエラーが検出され、テープドライ

ブやメディアの汚れがその原因である場合は、Arcserve Backupはテープドライ

ブへの書き込みを再試行します。

2回目の書き込みにも失敗し、以下の条件に 1つでも該当する場合、

Arcserve Backupはテープドライブのクリーニングを行います。

テープドライブが1度もクリーニングされたことがない場合。

DLTSageがテープドライブのクリーニングが必要であることを検出し、ドラ

イブの使用がスケジュールされたクリーニングの4分の1を超えている場

合。

テープドライブの使用が、クリーニングの3分の1を超えた場合。

ユーザがテープドライブのForceCleanを指定した場合。

Arcserve Backupで、ジョブを継続するためにテープドライブのクリーニングが必要と

判断された場合は、以下の処理が行われます。

Arcserve Backupジョブが停止されます。

ライブラリはテープをホームスロットに戻し、テープドライブをロックします。

Arcserve Backupからクリーニング処理が指示されます。

ライブラリはテープをクリーニング済みのドライブに戻し、テープとバッファの位置

を調整します。

Arcserve Backupジョブが再開されます。

注：エラーが検出されると、これらのメカニズムが自動的に実行されます。ユーザ

が操作する必要はありません。Arcserve Backupでエラーが修復されると、バック

アップジョブが継続されます。エラーの自動解決の詳細については、「Tape Library
Optionユーザガイド」を参照してください。
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Tape Library Optionを使用しない DLTSageエラーの解

決

DLTSageファームウェアと共にスタンドアロンのQuantum SuperDLTテープドライブを

1台以上使用している場合、Tape Library Optionがインストールされていなくて

も、Arcserve Backupにより、これらのデバイスについて DLTSageから報告された読

み取りエラーおよび書き込みエラーが診断されます。ただし、このオプションがインス

トールされていない場合、エラー状態や問題のある領域を手動で訂正する必要

があります。マルチドライブテープライブラリに関する DLTSageエラー報告を受け取

るには、このオプションをインストールする必要があります。

エラー状態が発生すると、Arcserve Backupはジョブの完了を再度試行します。エ

ラーが持続する場合は、Arcserve Backupバックアップジョブを停止して、エラー状

態に関する情報をテープドライブからArcserve Backupに中継します。アクティビティ

ログでエラー状態の詳細を表示できます。

エラー状態の原因を特定し、問題を解決した後で、ジョブを再サブミットする必要

があります。

詳細情報：

DLTSageエラー処理
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Arcserve Backupによるテープドライブエラーの修復方

法

エラー状態が発生すると、Arcserve Backupはジョブの完了を再試行します。エ

ラーが解決されない場合は、Arcserve Backupによりバックアップジョブが停止され

ます。テープドライブから Arcserve Backupにエラー状態に関する情報が中継され

ます。アクティビティログでエラー状態の詳細を表示できます。

エラー状態の原因を特定し、問題を解決した後で、ジョブを再サブミットする必要

があります。
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Arcserve Backup と Secure Key Managerの統合

Secure Key Manager ( SKM)は、HPおよびQuantumなどのハードウェアベンダが、

ストレージデバイスに格納されたデータの安全を確保するために使用できる暗号

化テクノロジです。これらのベンダーによる暗号化キー管理をサポートするために、

Arcserve Backupは SKMテクノロジと統合します。

SKMをサポートするデバイスにデータをバックアップしている場合、ベスト プラクティ

スとして、Arcserve Backupによって提供される暗号化機能ではなく、そのデバイス

によって提供される暗号化機能を使用することを強くお勧めします。これは、ハー

ドウェアベースの暗号化の方が、ソフトウェアベースの暗号化より高レベルのセ

キュリティを提供するためです。

SKMテクノロジとの統合により、Arcserve Backupはユーザに対して透過的な方法

で動作します。

一部のインスタンスでは、メディアが認識されないか、暗号化キーが使用できない

ために、デバイスがメディアからデータを読み取れない場合があります。そのような

場合、そのデバイスは、オフラインであるか機能していないかのように表示されま

す。デバイスがオフラインであるか機能していないかのように表示された場合、

Arcserve Backupは以下のように動作します。

注：以下の動作は、シングルドライブライブラリおよびマルチドライブライブラリに適

用されます。

デバイスマネージャ

SKMがデバイスにインストールされ、SKMアプリケーションがオフラインであるか機能

していないことがArcserve Backupで検出されると、デバイスマネージャは以下のよ

うに動作します。

暗号化の種類 -- SKMによって制御されるデバイスの場合、デバイスマネー

ジャに「不明な暗号化」が表示されます。
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フォーマットおよび消去処理 -- SKMによって制御されるデバイスの場合、デバ

イスマネージャに「不明な暗号化」が表示されます。

メッセージ

SKMがデバイスにインストールされ、SKMアプリケーションがオフラインであるか機能

していないことがArcserve Backupで検出されると、以下のメッセージが表示されま

す。

失敗したフォーマットおよび消去処理 -- SKMによって制御されるデバイスに対

してフォーマットおよび消去操作が失敗すると、以下のメッセージが表示され

ます。
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アクティビティログメッセージ -- SKMによって制御されるデバイスでフォーマット

および消去処理が失敗した場合、Arcserve Backupは以下の画面に示すよう

なメッセージを生成します。
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SKMによって制御されるメディアで検出された暗号を Arcserve Backupが復号

化できない場合、以下のアクティビティログメッセージが表示されます。
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Arcserve Backupがシングルドライブオートローダのメ

ディアをスパンできるようにする方法

Arcserve Backupがデータをシングルドライブオートローダにバックアップし、スパン時

にブランクメディアがないことを検出すると、Arcserve Backupはスパン時にジョブを

一時停止してブランクテープをドライブに挿入できるようにします。この動作は、

バックアップデータがメディアを適切にスパンできるようにすることを目的としていま

す。

Arcserve Backupがメディアをスパンし、ブランクメディアを検出しなかったときは、以

下のイベントが発生します。

1. Arcserve Backupはジョブを一時停止し、ブランクメディアをオートローダに挿入す

るよう指示するメッセージが表示されます。

注：空のスロットがない場合は、古いメディアをブランクメディアと交換できます。た

だし、最近スパンされたスロットからメディアを交換したり取り出したりしないでくださ

い。テープをスパンする間、Arcserve Backupではインベントリ処理中に影響を受け

るスロットをロックします。そのため、スパンテープを取り出すか交換すると、

Arcserve Backupでスロット情報を適切に更新できなくなります。ブランクではない

メディアを挿入する場合は、デバイスマネージャを使用して誤ってメディアからデー

タを消去してしまう可能性があります。

2. オートローダのドアを閉じると、Arcserve Backupはこのスロットのすべてのメディアの

インベントリ処理を実行します。

インベントリ処理が自動的に開始されない場合は、デバイスマネージャを使用し

て手動でメディアのインベントリ処理を実行できます。

注：インベントリ処理が完了するまで、待つ必要があります。完了には数分かかり

ます。

インベントリ処理が完了すると、ブランクメディアを使用してバックアップジョブが再

開されます。メッセージボックスにメディアを交換するよう指示するメッセージが表

示されたら、［OK］をクリックします。

Arcserve Backupがシングルドライブオートローダのメディアをスパンできるようにす

る方法

1. ［デバイスマネージャ］を開いて、オートローダをブラウズします。

デバイスを右クリックし、コンテキスト メニューから［ライブラリプロパティ］を選択しま

す。

［ライブラリプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

2. ［一般］タブをクリックします。
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［不明なバーコード メディアは初期化中にインベントリ処理を実行しないように設

定］チェックボックスをオフにします。

3. ［OK］をクリックします。

Arcserve Backupは、スパンが要求されると、自動的にブランクメディアのインベント

リ処理を実行します。

重要：これらの手順を実行しない場合は、デバイスマネージャを使用して手動で

メディアのインベントリを実行する必要があります。
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メディア検証

メディア検証とスキャンユーティリティから［メディア検証］ボタンをクリックすると、［メ
ディア検証オプション］ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスで

は、メディア検証操作を有効にできます。メディア検証を有効にすると、メディア上

のセッションがリストア可能であることを確認するのに役立ちます。メディア検証ジョ

ブは、指定した基準に基づいてランダムにセッションをスキャンします。

メディア検証およびスキャンジョブが完了したら、エラーがないかどうか、ジョブス

テータスマネージャのアクティビティログを確認します。エラーの性質に基づいて、

必要な修正を行ってエラーを解決します。

注：メディア検証機能は、Arcserve Backupデータベースのセッションレコードに依

存します。したがって、データベースにメディアのレコードがない場合やこのメディア

のセッションレコードが破棄されている場合、メディア検証はどのセッションもスキャ

ンしません。

メディア検証を有効にする --一部のセッションを選択してランダムにスキャンす

るメディア検証スキャンジョブを有効にするには、このオプションをオンにします。

オフにすると、通常のスキャンジョブになります。

セッション内のすべてのデータをスキャンする --すべてのセッション詳細をスキャ

ンするには、このオプションを選択します。

各セッションのセッションヘッダのみをスキャンする --セッションヘッダのみをス

キャンし、セッション詳細はスキャンしないようにするには、このオプションを選択

します。これは、セッションのすべてのデータをスキャンするよりも高速ですが、

問題を発見しにくくなる場合もあります。

以下の条件に一致するセッションのみをスキャンします

次の期間にバックアップされたセッション：過去 -- メディア検証操作に含

めるセッションがバックアップされた日数を指定します。デフォルトは 7日
です。その場合、過去 7日間にバックアップされたすべてのセッションがス

キャンされます。

選択するセッションの上限 --スキャン条件に該当するセッション数が多

すぎる場合に、スキャンするセッション数を制限します。デフォルト値は

20%です。パーセントまたは数値を選択できます。

セッションのスキャン対象ノードを指定してください(複数指定する場合

は、カンマ ','を使用して区切ります) --指定したノードでスキャンする

セッションを示します。これにはワイルドカードを使用できます。たとえば、

ノード名 ARC*を指定した場合、セッションはノード名 ARC001およびノー

ド名 ARC002から選択されます。ノード名を指定しなかった場合は、す
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べてのノードのすべてのセッションが選択されます。デフォルトでは、すべ

てのノードのすべてのセッションが選択されます。
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ドライブの連続クリーニングの動作

バックアップジョブの実行中にテープドライブの汚れが検出されることがあります。

テープドライブのクリーニングにより、多数のテープドライブおよびメディアエラーを

解決できます。

Arcserve Backupでドライブの連続クリーニングを行うには、セットアップ中に指定し

たテープクリーニングスロットにクリーニングテープを装填し、クリーニングスケジュー

ルを指定しておく必要があります。クリーニングスケジュールを指定しなかった場

合、Arcserve Backupはデフォルトの100時間おきに、テープのクリーニング操作を

実行します。

バックアップジョブ中にArcserve Backupでテープドライブの汚れが検出され、クリー

ニングスロットが設定されている場合は、Arcserve Backupによって以下の分析と

処理が自動的に実行されます。

Arcserve Backupでバックアップ中に書き込みエラーが検出され、テープドライ

ブやメディアの汚れがその原因である場合は、Arcserve Backupはテープドライ

ブへの書き込みを再試行します。

2回目の書き込みにも失敗し、以下の条件に 1つでも該当する場合、

Arcserve Backupはテープドライブのクリーニングを行います。

テープドライブが1度もクリーニングされたことがない場合。

DLTSageがテープドライブのクリーニングが必要であることを検出し、ドラ

イブの使用がスケジュールされたクリーニングの4分の1を超えている場

合。

テープドライブの使用が、クリーニングの3分の1を超えた場合。

ユーザがテープドライブのForceCleanを指定した場合。

Arcserve Backupで、ジョブを継続するためにテープドライブのクリーニングが必要と

判断された場合は、以下の処理が行われます。

1. Arcserve Backupジョブが停止されます。

2. ライブラリはテープをホームスロットに戻し、テープドライブをロックします。

3. Arcserve Backupからクリーニング処理が指示されます。

4. ライブラリはテープをクリーニング済みのドライブに戻し、テープとバッファの位置を調

整します。

5. Arcserve Backupジョブが再開されます。
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論理ブロック保護の実装

LBP ( Logical Block Protection、論理ブロック保護 )は、IBMやHPなどの、スタンド

アロンのテープドライバの製造元が提供する機能です。Arcserve Backupはこの機

能を利用して、以下の状況で発生したドライブの読み取り/書き込みエラーを検

出できます。

バックアップデータをメディアに書き込む過程でエラーが発生した場合。たとえ

ば、データの破損などです。

バックアップデータがネットワークまたは記憶域ネットワークを通して転送された

ときにバックアップデータが変更された場合。

エラーが発生した場合、ドライブは SCSIエラーをテープエンジンログファイルにレ

ポートし、バックアップは失敗します。

Arcserve Backupでの LBPの実装では、以下のバックアップはサポートされません。

読み取り操作での LBP

Arcserve Tape RAIDのバックアップ

NAS ( Network Attached Storage、ネットワーク接続ストレージ)のバックアップ

Arcserve Backup UNIX/Linux Data Moverのバックアップ

ファイルシステムデバイスのバックアップ

例：データデデュプリケーションとステージングのバックアップ

LBPを実装するには、以下の手順に従って、レジストリキーを作成します。スタン

ドアロンテープドライブのレジストリのDEVICE<#>キー下にレジストリエントリを作

成できます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupサーバにログインします。

2. 以下のレジストリキーを開きます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\Base\TapeEngine\DEVICE<#>

注：DEVICE<#>は、LBPを実装するデバイスの数を表します。

3. 以下のDWORDを作成します。

LBP

4. LBPのDWORD値を 1に設定し、変更を保存します。

注：LBPを無効にするには、LBPのDWORD値を 0に設定します。
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テープ使用率の最適化手順

たとえば、複数のディスクステージングバックアップジョブまたは複数のGFSロー

テーションバックアップジョブを行うとすると、各ジョブでそれぞれ、増分バックアップ

または差分バックアップ用にテープをフォーマットすることになります。データの増分

サイズまたは差分サイズがテープの容量よりも少ない場合は、テープの使用率は

最適化されずにテープの容量は無駄になります。さらに、多数のテープを使用す

ることによって、テープライブラリ内の必要なスロットの数が増加し、その結果、多

数のテープをオフサイトに送る必要が生じる場合もあります。

この問題を解決する方法には、Media Maximization ( メディアの有効利用 )機能

とマイグレーション中の統合の2つの方法があります。

詳細情報：

Media Maximization機能

マイグレーション中の統合
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Media Maximization機能

Media Maximization機能は、GFSジョブおよびローテーションジョブでディスクおよび

テープの使用率を最適化するのに役立つ処理です。GFSジョブやローテーション

ジョブでは、スケジュールベースでデータが同じメディアプールにバックアップされた

場合、Arcserve Backupは、毎回新しいテープをフォーマットする代わりに、一部入

力済みのテープ上に自動的に新しくバックアップしたデータを追加します。Media
Maximization機能を使用して、テープの容量を最適化するだけでなく、GFSロー

テーションジョブデータの保存に必要なディスクやテープの数も削減することができ

ます。

Media Maximization機能は、以下の種類のジョブに使用できます。

GFSジョブ

ディスクステージングGFSジョブ

ディスクステージングローテーションジョブ

メディアプールを使用してバックアップデータを追加するカスタムディスクステー

ジングジョブ

注：Arcserve Backupでは、指定されたメディアプールプレフィックスが、Media
Maximization機能を使用する一連のジョブと同じである場合にのみ、GFSロー

テーションジョブにMedia Maximization機能を適用します。たとえば、データをジョ

ブ 1からメディアプールAの同じテープにあるジョブ 2に統合することも、データを

ジョブ 3からメディアプールBの別のテープにあるジョブ 4に統合することもできま

す。

ただし、Media Maximization処理では、Arcserve Backupは、アクティブなバックアッ

プジョブによってすでに使用されているメディアにはデータをバックアップしません。そ

のため、データのバックアップやマイグレーションが連続するように、(ステージング

ジョブ内の)バックアップジョブまたはマイグレーションのスケジュールが設定されてい

ることを確認する必要があります。Arcserve Backupで、メディアが現在使用中で

あることを検出した場合は、1番目のジョブが完了するまで待機せずに戻って、2
番目のジョブ用に新しいテープをフォーマットします。
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例：Media Maximization 機能の動作

GFSローテーション --複数のバックアップサーバがGFSバックアップジョブを処理

します。すべてのジョブに同じメディアプールプレフィックスを指定した場合の

み、Arcserve Backupはバックアップデータを同じメディアに保存します。

ステージングバックアップ --複数のバックアップサーバ(サーバAおよびサーバ

B)がバックアップジョブまたはマイグレーションジョブを処理します。サーバAで

ジョブが進行している間に、サーバBのジョブが開始されます。Arcserve
Backupは、サーバBのジョブのデータをサーバAのジョブとは異なるテープに書

き込みます。複数のバックアップサーバが同じメディアにデータを同時に書き込

むことはできないため、Arcserve Backupはこのように動作します。ただし、サー

バAのジョブが完了した後にサーバBのジョブが開始された場合は、Arcserve
BackupはサーバAが書き込んだテープにデータを書き込みます。

注：別のテープにバックアップデータが保存されないように、［初回メディアのタ

イムアウト］の値を増やし、ジョブの待機時間を増やしてみることをお勧めしま

す。詳細については、「バックアップマネージャのバックアップメディアオプション」

を参照してください。

詳細情報：

テープ使用率の最適化手順

マイグレーション中の統合
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マイグレーション中の統合

マイグレーション中の統合は、ステージングジョブのテープ使用率を最適化する場

合に役立ちます。マイグレーション中の統合は、カスタムジョブ、ローテーションジョ

ブ、またはGFSローテーションジョブで使用することができます。

ステージングジョブでは、データがステージング領域から同じメディアデスティネー

ション(同じメディアプールプレフィックス)にマイグレート (またはコピー) された場合

に、マイグレーション中の統合オプションを使用すると、毎回新しいテープをフォー

マットする代わりに、一部入力済みのテープにマイグレートされたデータを追加する

ことができます。マイグレーション中の統合オプションを使用することによって、テープ

の容量を最適化するだけでなく、マイグレーションデータの保存に必要なテープの

数も削減することができます。

マイグレーション中の統合オプションは、Media Maximization機能と同様で、デー

タはアクティブなマイグレーションジョブによって使用されているメディアにはマイグ

レートされません。しかし、このオプションを使用すると、次のマイグレーションジョブ

を前のマイグレーションジョブが完了するまで開始されないように、各ジョブをスケ

ジューリングする必要がなくなります。このオプションを選択すると、Arcserve Backup
はメディアが現在使用中であるかどうかを自動的に検出し、使用中である場合

は、現在のマイグレーションジョブが完了するまで待機してから次のマイグレーショ

ンジョブを開始します。マイグレーション中にデータを統合するには、別のジョブに

属しているデータを同じテープに統合できるように、同一のターゲット メディアプレ

フィックスおよびターゲット メディアプールプレフィックスを指定する必要があります。

［コピー中にジョブをまたがるデータを統合する］オプション( ［ポリシー］タブに表示さ

れる［その他］のオプション)を使用すると、マイグレーション中にさまざまなジョブの

データを単一のテープに統合するように指定できます。

例：マイグレーション作業中のデータの統合方法

データをジョブ 1から同じテープにあるジョブ 2に統合することも、データをジョブ 3か
ら別のテープにあるジョブ 4に統合することもできます。このシナリオでは、以下の

手順を実行する必要があります。

ジョブ 1のバックアップをサブミットするときに、統合を選択します。メディアプレ

フィックスを AAA、メディアプールをMP1 と指定します。

ジョブ 2のバックアップをサブミットするときに、統合を選択します。メディアプレ

フィックスを AAA、メディアプールをMP1 と指定します。

ジョブ 3のバックアップをサブミットするときに、統合を選択します。メディアプレ

フィックスを BBB、メディアプールをMP2 と指定します。

ジョブ 4のバックアップをサブミットするときに、統合を選択します。メディアプレ

フィックスを BBB、メディアプールをMP2 と指定します。
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ジョブ 1 と 2、およびジョブ 3 と 4からのデータを統合する場合、サブミットされるジョ

ブごとに同一のメディアプレフィックスとメディアプールを指定する必要があります。

統合は同じテープセットに行う必要があるので、ターゲット デスティネーション内の

同じテープライブラリグループを選択する必要もあります。さらに、統合される予

定のジョブは同じバックアップサーバ上で実行される必要があります。

重要：これらの4つのパラメータ( メディアプレフィックス、メディアプール、ターゲット

デスティネーション、およびバックアップサーバ)のうちのいずれかが異なる場合、

データは同じテープセットに統合されません。

また、データをテープに上書きするか、既存のテープに追加するかのいずれかのコ

ピー方法を指定することもできます。

上書き --複数のジョブのデータを統合して日単位でテープを送る必要がある

場合は、［上書き］オプションを選択する必要があります。これにより、確実に

テープを日単位でフォーマットし、その日にバックアップしたすべてのデータを単

一テープにマイグレートすることができます。

たとえば、ジョブが2つ(ジョブ 1およびジョブ 2)あり、日単位でテープをオフサ

イトに送る必要があるとします。このシナリオでは、［上書き］を選択します。月

曜日のバックアップジョブが終了すると、Arcserve Backupは月曜用の最終

テープをフォーマットし、ジョブ 1および 2のデータをステージングテープから最

終テープにコピーします。そして、火曜日のバックアップジョブが終了すると、

Arcserve Backupは火曜用の最終テープをフォーマットし、ジョブ 1および 2の
データをステージングテープから最終テープにコピーします。このようにして、

テープが毎日フォーマットされることで、日単位でテープをオフサイトに送ること

ができます。

追加 --複数のジョブの一週間分のデータ(日単位でバックアップ)を単一テー

プに統合して週単位でテープを送る必要がある場合は、［追加］オプションを

選択する必要があります。これにより、たとえば 5日間のGFSローテーション

ジョブで、月曜日、火曜日、水曜日、および木曜日にバックアップされたすべ

ての増分データまたは差分データ(別々のジョブに属している)は 1つのテープ

セットに統合されます。別のジョブで金曜日に行われたフルバックアップは別の

テープセットに統合されます。

たとえば、ジョブが2つ(ジョブ 1およびジョブ 2)あり、日単位ではテープをオフ

サイトに送らないとします。このシナリオでは、［追加］を選択します。月曜日の

バックアップジョブが終了すると、Arcserve Backupは月曜用の最終テープを

フォーマットし、ジョブ 1および 2のデータをステージングテープから最終テープ

にコピーします。そして、火曜日のバックアップジョブが終了すると、Arcserve
Backupは、ジョブ 1および 2のデータをステージングテープからコピーし、月曜

の最終テープに対して追加を行います。新しいテープが毎日フォーマットされ

ることはなく、日単位のバックアップ用に 1週間全体で 1本のテープのみが

フォーマットされます。これにより、テープをより効率的に利用できます。
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以下の図に、マイグレーション時に統合するオプションを有効にしなかった場合の

テープの使用要件を示します。

以下の図に、マイグレーション時に統合するオプションを有効にした場合のテープ

の使用要件を示します。

詳細情報：

テープ使用率の最適化手順

Media Maximization機能
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メディアプールの仕組み

メディアプールの仕組み

各メディアプールは、保存セットと再利用セットに分けられています。これらのセッ

トは、指定した基準が満たされるまでテープ上のバックアップデータの保存を管理

するために互いに組み合わせて使用されます。基準が満たされると、これらのテー

プを再利用してリサイクルできます。ユーザが定義する保存基準は以下の2つで

す。

保存セットに保存する必要のある最小メディア数

保存期間 (日数 )

ローテーションでのメディアプールの使用例

週 5日の営業日のうち、月曜日、火曜日、水曜日、および木曜日に日単位の

バックアップが実行されます。これらの日単位のバックアップごとに、独自のバック

アップメディアのセット (日単位保存セット )があり、それらは 4日間 (ユーザ定義の

保存期間 )保存されます。5日目 (金曜日 )には、週単位保存セットが1つ作成

され、前の月曜日の日単位保存セットが再利用セットに組み込まれて、再利用

(上書き)できるようになります。つまり、次の月曜日には、前の月曜日の日単位

メディアプールが再利用セットに組み込まれていることになり、その月曜日のバック

アップに再利用できます。次の月曜日のバックアップが完了すると、その日の再利

用セットが「月曜日の保存セット」になり、その週の間保存されます。

以下の図は、一般的なメディアプールでのバックアップジョブの処理方法およびメ

ディアプール内での保存セットと再利用セットの動作を示しています。
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保存セット

メディアプールの保存セットとは、メディアプールに指定した保存要件が満たされ

るまで上書きできないメディアセットです。カスタムバックアップジョブすべてについ

て、保存セット情報の変更、保存セットから再利用セットへのメディアの移動、あ

るメディアプールの保存セットから別のメディアプールの保存セットへのメディアの

移動が可能です。

保存セットに保存する必要のある最小メディア数と、メディアを保存しておく日数

は定義できます。これらの設定により、メディアが保持される期間が決まります。こ

れらの基準が両方満たされると、Arcserve Backupによって、保存セットにある最も

古いメディアが再利用セットに解放され、リサイクルして再利用 (上書き)できるよ

うになります。

保存セット内のメディアは、特定の期間使用 (書き込み) されないと再利用

セットに移されますが、その移動までの未使用期間を保存期間といいます。

たとえば、保存期間を14日と指定した場合、メディアは、指定した日数の間

は保存セット内に保持されます。しかし、使用されないまま14日間が経過す
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ると、再利用セットに移されます。

保存セットに保存する最小メディア数は、最も古いメディアを再利用セットにリ

サイクルする際、保存セットに残しておく必要のあるメディアの数です。これを

指定しておくと、バックアップを長期間行わなくても、データが失われるのを防ぐ

ことができます。

注：保存セットにあるメディアをフォーマットまたは消去しようとすると、警告が表示

されます。

再利用セット

メディアプールの再利用セットとは、指定した保存日数の基準を満たした後に保

存セットからリサイクルされたメディアのセットです。保存セット内のメディアで、指定

の基準 (保存する必須メディア数および保存期間 )を満たし、再利用または上書

きが可能になったメディアは、再利用セットに移されます。再利用セットにある最も

古いメディア、つまり使用されていない期間がもっとも長いメディアから順に使用さ

れます。

再利用セット内のメディアは、上書きされるたびに保存セットに移動されます。指

定の保存日数を超過したメディアは、再び再利用セットに移動します。これらの

保存基準が満たされた場合、Arcserve Backupはブランクテープを要求するメッ

セージを表示するか、再利用セットからメディアを受け入れます。

Arcserve Backupでは、ジョブの開始時にメディアプールのメンテナンスが実行され

ます。以下の2つの保存条件が満たされるまで、保存セット内のメディアを再利

用セットに移動することはできません。メディアプールマネージャの左パネルでメ

ディアプールの再利用セットを選択すると、右パネルにメディアプール名、セット

名、所有者名、再利用セット作成日が表示されます。
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保存セットと再利用セット

上書きできない重要なデータが入っているメディアのセットを、保存セットと呼びま

す。あるメディアプールの保存セットのメディアを別のメディアプールの保存セットに

移動できます。フォーマットされていない期間が最も長いメディアが、最初に使用

されます。

注：保存セットにあるメディアをフォーマットまたは消去しようとすると、警告が表示

されます。

保存セット内のメディアは一定の基準 (保存セット内の必須メディア数や保存期

間 )を満たすと、再利用セットに移されます。再利用セット内のメディアに書き込

みが行われるたびに、そのメディアは保存セットに移されます。また、Arcserve
Backupがスクラッチセットで空でないメディアを検出すると、メディアプールマネー

ジャは、データが入っているWORM メディアが使用されないように、メディアの使用

を制御します。

保存セット内のメディアは、特定の期間使用されないと再利用セットに移されま

すが、その移動までの未使用期間を保存期間といいます。たとえば、保存期間

を14日と指定した場合、メディアは、指定した日数の間は保存セット内に保持さ

れます。しかし、使用されないまま14日間が経過すると、再利用セットに移されま

す。

保存セットの必須メディア数を指定します。これは、古いメディアが再利用セットに

移される際に、保存セットに最低保持されている必要のあるメディアの数です。こ

れを指定しておくと、バックアップを長期間行わなくても、データが失われるのを防ぐ

ことができます。

選択されたバックアップのタイプと方法に関係なく、すべてのメディアはメディアプー

ルに割り当てられます。Arcserve Backupでは、ジョブの最初にメディアプール管理

が実行され、以下の2つの基準が満たされるまで、保存セット内のメディアの再利

用セットへの移動は許可されません。

保存セット内の最も古いテープが保存期間を超過している。

保存セット内にメディアが必須の数だけある。

これらの条件が満たされた場合、Arcserve Backupはブランクテープを要求するメッ

セージを表示するか、再利用セットからメディアを受け入れます。

644 Arcserve Backup管理者ガイド



メディアプールの仕組み

シリアル番号

メディアプール内のメディアを分類する手段の1つにシリアル番号があります。メディ

アのシリアル番号は変更できませんが、以下のいずれかの方法でメディアのシリア

ル番号を作成できます。

バーコード --ラベルから読み取られた番号がシリアル番号になります。バーコー

ド リーダが付いているライブラリではこの方法を使用する必要があります。この

方法は、以前に定義済みのメディアプールの設定よりも優先されます。

自動 --プールの作成時に設定された［基本シリアル番号］および［シリアル番

号の範囲］に基づいて、Arcserve Backupによりメディアのシリアル番号が自動

的に割り当てられます。

［基本シリアル番号］--基本となるシリアル番号で、Arcserve Backupが

自動的にシリアル番号を割り当てるときに使用します。最初にフォーマッ

トされるメディアには、この基本シリアル番号と同じシリアル番号が割り

当てられます。それ以降、各メディアのシリアル番号は、1ずつ増えます。

［シリアル番号の範囲］-- メディアプールのシリアル番号を分類する範囲

(最大 31桁 )を指定できます。
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GFS メディアプール

GFS( Grandfather-Father-Son)ローテーションメディアプールは、基本のメディア

プールのアーキテクチャをベースにしています。

GFSローテーションジョブでは、日単位、週単位、および月単位の3種類のメディ

アプールが使用されます。ジョブをサブミットするときに［メディアプール名プレフィッ

クス］フィールドに入力された情報に基づいて名前が付けられます。

GFSローテーションジョブを実行すると、Arcserve Backupはメディアを自動的に

フォーマットし、バックアップの種類、メディアプール、および日付に基づく以下の構

文に従って名前を割り当てます。

( バックアップの種類 ) -( ユーザ定義のメディアプールプレフィックス) -( 曜日 ) -( 日付 )

構文要

素
値

バックアッ

プの種類

F -フルバックアップ

I -増分バックアップ

D -差分バックアップ

W -週単位バックアップ

M -月単位バックアップ

A -すべての日単位のバックアップ( フル、増分、差分 ) (デフォルトで有

効になっている［Media Maximization］機能を使用し、［メディアへ追

加］オプションが有効になっている場合 )。Media Maximization機能の

詳細については、「GFSローテーションジョブでのメディア最大化」を参

照してください。

ユーザ定

義のメ

ディア

プールプ

レフィック

ス

GFSローテーションスキーマのメディアプールに割り当てた名前

曜日 ジョブが実行された曜日 (アルファベットで省略表示 )
Date バックアップを実行した日付 (mm/dd/yy形式 )。

メディアの命名規則から、簡単にバックアップメディアを見つけることができます。た

とえば、ローテーションスキーマが最初のフルバックアップに使用するメディアには、F
TP MON 11/1/05 という名前が付けられます。

注：Arcserve Backupでは、メディアプール名の指定に、アンダースコア( _) とハイフ

ン( -) は使用できません。

週5日のローテーションスキーマの場合、各メディアプールの保存期間は以下のと

おりです。
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［日単位］( _DLY) --6日間 ( 7日のローテーションスキーマの保存期間は 8
日 )

［週単位］( _WLY) --5週間

［月単位］( _MLY) --343日間

保存セット内のメディア数とGFSメディアプールの保存期間は、以下の式で算出さ

れます。

日単位プール --日単位のバックアップジョブに使用するメディアを保持しま

す。デフォルトの保存期間は 6日です。保存セット内のメディア数は、GFSロー

テーション内の日単位のメディア数から1を引いた数 (日単位のメディア数－
1)です。

週単位プール --このプールは、週単位のメディアを保持します。保存期間

は、週単位のメディア数に7を掛けて、1を引いた数 (週単位メディア数 *7－
1)です。保存メディア数は、GFSセットアップ内の週単位のメディア数から 1を
引いたものに基づきます［週単位のメディア数 - 1］。

月単位プール --このプールは、月単位のメディアを保持します。保存期間

は、月単位のメディア数に29を掛けて5を引いた数 (月単位メディア数 *29－
5)です。保存メディア数は、GFSセットアップ内の月単位のメディア数から 1を
引いたものに基づきます(月単位のメディア数 - 1)。

詳細情報：

GFSローテーションジョブでのMedia Maximization
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GFSローテーションジョブでのMedia Maximization

Arcserve Backupでは、Media Maximization機能はデフォルトで有効になっていま

す。このオプションを使用すると、同じメディアプールを使用して複数のGFSバック

アップジョブをサブミットできます。同じメディアプールを共有すると、ジョブごとに新

しいテープセットを作成する代わりに、複数のジョブを同じテープセットに追加する

ことができます。これにより、GFSローテーションジョブの実行時に使用するメディア

の量が減少します。

重要：Arcserve BackupがGFSローテーションバックアップデータを確実に同じテー

プに書き込むようにするため、［バックアップマネージャ］画面では、指定されたジョ

ブに対して同じメディアプールプレフィックスを指定する必要があります。

注：Media Maximization機能を無効にするには、NTレジストリのDWORD値

EnableMediaMaximizationを 0に設定します。このレジストリキーは次のとおりで

す。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\Arcserve
Backup\Base\Task\Backup

詳細情報：

GFS メディアプール
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メディアの使用率を最大化する方法

Media Maximization機能を有効に活用するには、同じメディアプールを使用する

GFSバックアップジョブをサブミットする際に、以下のガイドラインに従います。

同じローテーションスキーマを使用する --別々のローテーションスキーマを使

用したGFSジョブでは、異なるテープ名が必要になる場合があります。複数の

GFSジョブで同じメディアを共有するには、同じローテーションスキーマを使用し

ます。

各 GFSジョブを同じ日に開始する -- GFSジョブの初日にはフルバックアップが

実行されます。異なる日付に開始されるジョブでは、第 1週にメディアを共有

できない場合があります。複数のGFSジョブで第 1週にメディアを確実に共有

させるには、各 GFSジョブを同じ日に開始します。そうしない場合、メディアの

共有は第 2週以降に開始されます。

複数のGFSバックアップジョブを変更して新しいメディアプールを使用する場

合は、同じ日に変更する --これにより、すべてのジョブでメディアがただちに共

有されます。そうしない場合、メディアの共有は第 2週以降に開始されます。

既存のGFSジョブを変更して、他のGFSジョブと同じメディアプールを使用す

る --同じローテーションスキーマを使用する複数の既存 GFSジョブを変更した

場合、メディアの共有はただちに開始されます。ただし、いずれかのジョブの実

行期間が1週間未満の場合は、メディアの共有は第 2週に開始される場

合があります。
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Media Maximizationの方法

メディア使用量を最大化するには、2種類の方法があります。使用する方法は、

GFSバックアップジョブのサブミット時に［メディアへの追加］機能を有効にするかどう

かによって異なります。どちらの方法でも、必要なメディア量が大幅に削減されま

す。以下に、各方法の詳細について説明します。

［メディアへの追加］オプションをオフにして GFSローテーションジョブをサブミッ

トする

［メディアへの追加］オプションを有効にして GFSローテーションジョブをサブ

ミットする
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［メディアへの追加］オプションをオフにして GFSローテー

ションジョブをサブミットする

［メディアへの追加］オプションをオフにして GFSローテーションジョブをサブミットする

場合は、同じメディアプールを使用して複数のジョブをサブミットすることで、メディ

アの使用率を最大化できます。

たとえば、同じメディアプールおよび5日間のローテーションスキーマを使用している

3つのGFSローテーションジョブをサブミットする場合、これらのすべてのジョブは同じ

セットを共有します。ローテーションスキーマの各曜日に、この3つのジョブは同じ

テープに追加されます。

月曜日 =ジョブ1( 1日目 )、ジョブ2( 1日目 )、およびジョブ3( 1日目 )のフル

バックアップを含む1本のテープ。

火曜日 =ジョブ1( 2日目 )、ジョブ2( 2日目 )、およびジョブ3( 1日目 )の増分

バックアップを含む1本のテープ。

水曜日 =ジョブ1( 3日目 )、ジョブ2( 3日目 )、およびジョブ3( 3日目 )の増分

バックアップを含む1本のテープ。

木曜日 =ジョブ1( 4日目 )、ジョブ2( 4日目 )、およびジョブ3( 4日目 )の増分

バックアップを含む1本のテープ。

金曜日 =ジョブ1( 5日目 )、ジョブ2( 5日目 )、およびジョブ3( 5日目 )の週単位

のバックアップを含む1本のテープ。

この場合、1週間で5本のテープが必要です。

Media Maximization機能を無効にする場合、各ジョブに専用のテープが必要にな

ります。

月曜日 = 3本のフルバックアップテープ。ジョブ1( 1日目 )に1本のテープ、ジョブ

2( 1日目 )に1本のテープ、およびジョブ3( 1日目 )に1本のテープ。

火曜日 = 3本の増分バックアップテープ。ジョブ 1 ( 2日目 )に 1本のテープ、

ジョブ 2 ( 2日目 )に 1本のテープ、およびジョブ 3 ( 2日目 )に 1本のテープ。

水曜日 = 3本の増分バックアップテープ。ジョブ 1 ( 3日目 )に 1本のテープ、

ジョブ 2 ( 3日目 )に 1本のテープ、およびジョブ 3 ( 3日目 )に 1本のテープ。

木曜日 = 3本の増分バックアップテープ。ジョブ1( 4日目 )に1本のテープ、ジョ

ブ2( 4日目 )に1本のテープ、およびジョブ3( 4日目 )に1本のテープ。

金曜日 = 3本の週単位のバックアップテープ。ジョブ 1 ( 5日目 )に 1本のテー

プ、ジョブ 2 ( 5日目 )に 1本のテープ、およびジョブ 3 ( 5日目 )に 1本のテー

プ。
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Media Maximization機能を無効にする場合、1週間で15本のテープが必要で

す。

注：［メディアへ追加］を有効にせずに、同じメディアプールを使用して複数のGFS
ローテーションジョブをサブミットする場合、同じバックアップ方式を使用している場

合のみテープを共有することができます。たとえば、フルバックアップジョブのデータ

が記録されているテープは、別のフルバックアップジョブのデータ以外は記録できま

せん。増分、差分、週単位、月単位のバックアップジョブのデータとは共有できま

せん。
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［メディアへの追加］オプションを有効にして GFSロー

テーションジョブをサブミットする

［メディアへの追加］機能を有効にせずにGFSローテーションジョブをサブミットする

場合と同様に、［メディアへの追加］を有効にすると、同じメディアプールを使って

複数のジョブをサブミットし、メディアを最大限に使用できます。また、［メディアへの

追加］オプションを有効にすると、使用されているバックアップ方法に関係なく異な

るジョブ間でテープを共有することができるため、メディアの使用率を最大化できま

す(週単位および月単位のバックアップジョブは例外です。週単位および月単位

のバックアップジョブが、フル、増分、差分バックアップジョブとテープを共有すること

はできません)。

たとえば、［メディアへの追加］オプションを無効にして、同じメディアプールを使用

する複数のGFSローテーションジョブをサブミットする場合、フルバックアップのデー

タを含むテープは、他のフルバックアップジョブのデータとのみ共有できます。［メ
ディアへの追加］オプションを有効にすると、フルバックアップデータを含むテープ

は、フル、増分、および差分データを共有できます。

異なるバックアップ方式を使用するジョブ間でテープを共有する際に、Arcserve
Backupでは同じGFSローテーションネーミング構文が使用されますが、［メディアへ

追加］オプションが有効になっている場合は、バックアップの種類ごとに異なる命名

規則が使用されます。

( バックアップの種類 ) -( ユーザ定義のメディアプールプレフィックス) -( 曜日 ) -( 日付 )

［メディアへの追加］が有効

でない場合

［メディアへの追加］が有効

である場合

F -フルバックアップ

I -増分バックアップ

D -差分バックアップ

W -週単位バックアップ

M -月単位バックアップ

A -フルバックアップ

A -増分バックアップ

A -差分バックアップ

W -週単位バックアップ

M -月単位バックアップ

［メディアへの追加］オプションを有効にして GFSローテーションジョブをサブミットす

ると、同じメディアプールを使用して複数のジョブをサブミットすることでメディアの使

用率を最大化し、同じ週の前日のテープを使用できます。

たとえば、同じメディアプールおよび5日間のローテーションスキーマを使用している

3つのGFSローテーションジョブをサブミットする場合、これらのすべてのジョブは同じ

セットを共有します。さらに、数日間にわたって同じテープを共有することもできる

ので、使用するテープの数を大幅に減らすことができます。

月曜日、火曜日、水曜日、木曜日 =ジョブ1( 1日目 )、ジョブ2( 1日目 )、お
よびジョブ3( 1日目 )のフルバックアップとジョブ1( 2、3、4日目 )、ジョブ2( 2、3、
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4日目 )、ジョブ3( 2、3、4日目 )の増分バックアップデータを含む1本のテープ。

金曜日 =ジョブ1( 5日目 )、ジョブ2( 5日目 )、およびジョブ3( 5日目 )の週単位

のバックアップを含む1本のテープ。

この場合、1週間で2本のテープが必要です。

Media Maximization機能を無効にする場合は、ジョブごとに専用のセットが必要

になります。これらのテープのうち、同じバックアップ方法で保存されたデータを含む

テープだけが共有できます。

月曜日 = 3本のフルバックアップテープ。ジョブ1( 1日目 )に1本のテープ、ジョブ

2( 1日目 )に1本のテープ、およびジョブ3( 1日目 )に1本のテープ。

火曜日、水曜日、木曜日 = 3本の増分バックアップテープ。ジョブ1( 2、3、4
日目 )に1本のテープ、ジョブ2( 2、3、4日目 )に1本のテープ、およびジョブ3( 2、
3、4日目 )に1本のテープ。

金曜日 = 3本の週単位のバックアップテープ。ジョブ 1 ( 5日目 )に 1本のテー

プ、ジョブ 2 ( 5日目 )に 1本のテープ、およびジョブ 3 ( 5日目 )に 1本のテー

プ。

この場合、1週間で9本のテープが必要です。

注：Arcserve Backup［メディアへ追加］オプションをオンにしてGFSローテーションジョ

ブをサブミットする際に、何らかの理由で前日のメディアをで使用できない場合、

「［メディアへ追加］オプションを使用する場合」の命名規則を使用して、再利用

セットのメディアまたはブランクメディアをフォーマットします。このような状況が発生

する可能性を低減する方法については、この章の「メディアの最大化ルール」を参

照してください。
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重複メディアのルール

Media Maximization機能を有効にすると、同じメディアプールを使用する複数の

GFSジョブでテープを共有できるため、他のGFSジョブでメディアが使用中であるとい

う状況が発生する可能性があります。［メディアへの追加］を有効にしていない状

態で GFSバックアップジョブをサブミットしたときにこの状況が発生した場合、ジョブ

は待機状態になり、テープが使用可能になってからメディアへの追加が行われま

す。デフォルトの待機時間は 10分です。10分後も引き続きメディアが使用中の

場合は、別のテープが使用されます。

［メディアへ追加］オプションを有効にしてGFSバックアップジョブをサブミットした際に

このような状況が発生した場合は、Arcserve Backupは前日に使用したメディアに

追加しようとします。このメディアも使用中の場合は、10分間待機します。10分
後も引き続きメディアが使用中の場合、ジョブは現在の日付に基づいて別のメ

ディアを生成し、このメディアの使用を試行します。この新しいメディアも使用中の

場合は、ジョブは 10分間待機します。このメディアが10分後も引き続き使用中

の場合、ジョブは新しい名前で別のメディアをフォーマットします。

注：レジストリキーGFSwaittimeに新しい値を入力することで、待機時間を変更で

きます。この値は以下のレジストリキーの下にあります。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\Arcserve
Backup\Base\Task\Backup
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メディアプールマネージャ

メディアプールマネージャでは、メディアプールの作成およびメンテナンスを実行で

きます。Arcserve Backupはメディア上にカタログファイルを作成し、マージジョブと

データベースバックアップジョブのパフォーマンスを向上させます。メディアプールマ

ネージャは、以下の作業を実行する際に役立ちます。

新しいメディアプールの作成 -- メディアをメディアプールに割り当てるには、最

初にメディアプールを作成します。メディアプールに付ける名前は、15バイト以

内で入力します。

既存のメディアプールの削除 -- メディアプールを削除するには、まず対象メ

ディアプールに含まれるメディアを別のメディアプールに割り当てる必要があり

ます。

プール内でのメディアの移動 --セット間でメディアを移動できます。また、［メ
ディアの割り当て］または［メディアの削除］オプションを使用し、再利用セット

から保存セット (またはその逆 )への移動も可能です。

ロケーションメンテナンスの実行 --新しいロケーション情報の入力、既存のロ

ケーション情報の修正、メディアの特定のロケーションへの割り当てが可能で

す。

メディアプールへのメディアの割り当て -- メディアをフォーマットする際、メディア

をメディアプールに割り当てます。デバイス管理を使用してメディアをフォーマッ

トするときには、対象メディアに関連付けられる特定のメディアプール情報を

定義します。

メディアプールからのメディアの削除 -- メディアプールからメディアを削除できま

す。

注： WORM( Write Once Read Many) メディアは、メディアへの上書きオプションが設

定されたジョブに使用したり、メディアを消去したり、メディアプールに追加すること

はできません。これらの操作は、WORMサポートのアップデートによってブロックまた

は無効化されます。
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メディアプールの作成

自動ローテーションスキーマを使用すると、バックアップ時に使用されるメディアを

制御できます。ただし、自動ローテーションスキーマを使用しない場合でも、メディ

アプールマネージャは、メディアのメンテナンスおよび再利用を効率的にスケジュー

ルするうえで不可欠なツールです。メディアプールマネージャは、ローテーションス

キーマで使用するメディアと同様に、メディアをメディアプールとして管理する場合

に役立ちます。ローテーションスキーマの場合と同様に、メディアプールは書き換

え可能なストレージ メディアの集合であり、単一のユニットとして管理されます。

注： WORMメディアを使用している場合、メディアプールオプションは使用できませ

ん。メディアの性質上、WORM メディアは上書き禁止なので、ローテーションス

キーマまたはメディアプールでは、WORM メディアを再利用することはできません。

メディアプールの詳細については「デバイスとメディアの管理」を参照してください。

メディアプールを作成する方法

1. ホーム画面のナビゲーションバーにある［管理］メニューから、［メディアプール］をク

リックします。

メディアプールマネージャが開きます。

2. メディアプールマネージャで［新規］ボタンをクリックします。

［メディアプール環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

注：Arcserve Backupは、フォーマットされて特定のメディアプールに配置されたメ

ディアに対して、シリアル番号を検出して割り当てます。

3. ［プール名］フィールドにメディアプールの名前を入力します。その他のフィールドに

も、それぞれ適切な情報を入力します。

［保存セット内の必須メディア数］、［保存期間］、［データベース保存期間］、［基
本シリアル番号］、［シリアル番号の範囲］の各フィールドには、デフォルト値が含ま

れ、必要に応じて変更できます。

注：［次のシリアル番号］フィールドは設定できません。

4. 終了したら、［OK］をクリックします。

新しく作成したメディアプールがメディアプールマネージャに表示されます。その

後、このメディアプールの保存セットおよび再利用セットにメディアを割り当てること

ができます。
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ローテーションの作成方法

ローテーションを作成するには、［メディア管理マネージャ］ウィンドウの左側ペイン

で［スケジュール］オブジェクトを選択してダブルクリックし、リストからスケジュールを

選択します。スケジュールをダブルクリックすると、［ローテーション］オブジェクトが表

示されます。［ローテーション］オブジェクトを右クリックして、［作成］を選択します。

［ローテーションの作成］ダイアログボックスが表示され、以下の設定を行います。

［シーケンス番号］--ローテーションのシーケンス番号が、メディア管理マネー

ジャで自動的に生成されるようにします。最も小さいシーケンス番号からボー

ルト サイクルが開始されます。新規ローテーションのデフォルト値は 10で、次

の新規ローテーションは 20になります。特定のシーケンス番号を割り当てる場

合は、［シーケンス番号］オプションをオンにして番号を選択します。

［ボールト名］--ボールト名は、ローテーションごとに指定する必要があります。

ボールトのドロップダウンリストからボールトの名前を選択できます。

［保持］セクションでは、以下のいずれかの条件を設定します。

［ホールド日数］--テープボリュームを保持する日数です。

［キープするサイクル数］--このローテーションでテープボリュームが保持さ

れるボールト サイクル数です。

［初回フォーマットからの経過日数］--テープボリュームが初めてフォー

マットされた日を基準に、このローテーションでテープボリュームを保持す

る日数を入力します。

［日付］--テープボリュームは、ここに入力した日までこのローテーション

で保持されます。

［テープの有効期限］--テープボリュームは、テープの有効期限が経過

するまでこのローテーションに保持されます。

［パーマネント］--すべてのテープボリュームが、このローテーションで永久

に保持されます。

テープボリュームがこれらの条件のいずれかに一致する場合は、同じローテーショ

ンに残ります。これらの条件に優先順位はないため、いずれかの条件が真であれ

ば、条件が矛盾するように見える場合でも、メディアはボールトに残ります。たとえ

ば、［ホールド日数］フィールドで 60を選択し、［日付］フィールドに 30日後の日

付を入力した場合、テープボリュームは 60日間保持されます。

［追加］ボタンをクリックすると、新規ローテーションが保存され、［メディア管理マ

ネージャ］ウィンドウの［ローテーション］階層に追加されます。

テープボリュームの保存期間が経過すると、テープボリュームはアンボールトされ、

テープサービスに戻り再利用されます。
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メディア管理マネージャ( MM Admin)

注：メディア管理マネージャを使用するには、Enterprise Moduleをインストールす

る必要があります。

メディア管理マネージャでは、メディアリソースを保護、制御、および管理すること

ができます。メディア管理マネージャを使用すると、テープをオフサイトの保管場所

に移動したり、テープが上書きされないようにテープを保護するための保存ポリ

シーを定義することができます。また、テープ内のファイルに安全にアクセスしたり、

テープライブラリリソースの包括的なインベントリを保持することもできます。

メディア管理マネージャのアクティビティは、アクティビティログに記録されます。この

ログには、情報、警告、エラーが記録されます。この重要な機能により、メディア

管理のすべての操作を集中トラッキングできます。

メディア管理マネージャを使用してメディアを管理するには、ボールトの作成、スケ

ジュールの作成、ボールト基準記述子の選択、およびローテーションの定義を行

う必要があります。以下のセクションでは、これらの作業、およびメディア管理マ

ネージャを使用したメディア管理に関するすべてのトピックについて説明します。
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メディア管理およびテープサービス

オフサイトの保管場所を持つデータセンタでは、テープボリュームは通常セントラ

ルテープライブラリから安全性の高いストレージエリア(ボールト )にサイクルされ、

セントラルライブラリへと戻されます。テープサービスと共に機能するメディア管理マ

ネージャでは、追加メディアの制御、ローテーション、スロット番号の割り当て、およ

びボールト テープボリュームに関するレポートの作成が行われます。これらのテー

プボリュームを必要に応じてオフサイトの保管場所へ物理的に送り、データセンタ

に戻すことができます。

ボールト基準は、メディア管理マネージャを使用して定義できます。テープボリュー

ムをボールトに保持する基準は、スケジュールおよびボールトごとに異なります。

ボールト基準を満たしたテープボリュームは、テープサービスによってボールト コー

ドがチェックされ、現在の位置およびテープボリュームの移動先であるデスティネー

ションを示すレポートが生成されます。
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メディア管理マネージャの用語

メディア管理に関連する重要な用語を以下に示します。

ボールト --ユーザが定義する識別可能なストレージ領域または場所。

スロット --テープボリュームがボールトに保管されると、ボールト内の仮想スロッ

トが割り当てられます。1つのテープボリュームの保存に、1つのスロットが使用

されます。デフォルトではボールト内のスロットの数は32000ですが、ボールトの

作成時に、異なる最大数を指定できます。

スケジュール --テープボリュームをいつボールトに保存し、ボールトから削除す

るかを指定します。

ローテーション --テープボリュームをいつ移動するかを指定します。スケジュー

ルと関連付けられます。ボールトごとに 1つのローテーションを定義します。

ボールト基準 ( VCD) --選択したテープボリュームに使用する制御データセッ

トを定義します。制御データセットは、メディア名またはファイル名で選択でき

ます。個々のメディアを制御データセットとして選択することもできます。

ボールト サイクル -テープボリュームの実際の移動を示します。メディア管理

機能でボールト基準 ( VCD)レコードを作成することで、ボールト、テープボ

リューム、およびテープボリュームが移動するためのルールを指定する必要が

あります。メディア管理機能では、この指定情報を使用して、移動がスケ

ジュールされているときにボールト サイクルが実行されます。

レポート --ボールト サイクルまたは予測されるボールト サイクルを実行するた

びに、Arcserve Backupはいくつかのレポートを生成し、その後別のボールト サ

イクルが開始します。ボールト選択レポートには、VCDによるボールトへの移動

対象として選択されるテープボリュームのリストが含まれます。ボールト元レ

ポートとボールト先レポートでは、ボールト サイクルの結果と、テープボリューム

の現在の場所で構成される信頼性の高い記録が生成されます。

ボールト元内容レポートとボールト先内容レポートは、ボールト元レポートおよ

びボールト先レポートに含まれる情報に加え、セッション番号、ソースパス、開

始日、サイズ、ファイル数など、セッションの基本的な詳細情報が含まれてい

ます。

インベントリレポートも使用可能です。このレポートは、いつでも生成できま

す。
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メディア管理マネージャのインターフェース

メディア管理マネージャのインターフェースは、ボールトの作成、スケジューリング、

VCDの作成、ローテーション、レポートの生成を簡単に実行できるように設計され

ています。メディア管理マネージャのツールを使用すると、完全なメディア管理に必

要なボールト ポリシーを作成できます。

メディア管理マネージャのワークスペースには、メニューバー、メインのメディア管理

マネージャツールバー、［メディア管理マネージャ］ウィンドウがあります。［メディア管

理マネージャ］ウィンドウの左側ペインには、メディア管理プライマリサーバがツリー

構造で表示され、ナビゲーションしやすいようになっています。右側ペインには、左

側ペインで選択したオブジェクトに関連する情報が表示されます。また、メディア

管理マネージャのセッション中に生成された出力メッセージおよびレポートが表示

されます。
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メディア管理マネージャツールバー

以下の表で、メディア管理マネージャ( MM Admin)を使用して実行できるタスクを

説明します。タスクを開始するには、対応するツールバーボタンをクリックします。

ボタン タスク

メディア管理

データベースの

初期化

メディア管理データベースを初期化します。

データの取得

(R)
データベースがダウンした場合に、データを取得して最新の情

報を表示します。

更新
［メディア管理マネージャ］ウィンドウに表示される情報を更新し

ます。

ボールト サイク

ルを開始
ボールト サイクル処理を開始します。

ボールト サイク

ルのシミュレー

ト

ボールト選択レポートを作成します。このレポートは、ロケーショ

ン情報を実際に更新することなく、移動するテープボリュームの

数を予測します。

ボールト内のメ

ディアを検索
テープ名またはシリアル番号でメディアを検索します。

プロパティ サーバのプロパティを表示します。

印刷
［メディア管理マネージャ］ウィンドウの右側ペインに表示されて

いる内容を印刷します。

印刷プレビュー 印刷する前に印刷イメージをプレビューします。
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［メディア管理マネージャ］ウィンドウ

［メディア管理マネージャ］ウィンドウの左側のペインにあるオブジェクトは、展開可

能なツリー形式で表示されます。関連情報を表示するには、対象のブランチをダ

ブルクリックします。階層にアクセスすると、ポップアップメニューからツリーのオブジェ

クトを追加、修正、または削除できます。オブジェクトを右クリックすると、ポップアッ

プメニューが表示されます。

［メディア管理マネージャ］を起動すると、ツリーの最上位にはメディア管理プライマ

リサーバが表示されます。オブジェクトをダブルクリックして展開すると、以下のオブ

ジェクトにアクセスできます。

［現在のサーバ］--現在使用しているサーバに関する情報が表示されます。

［ボールト］--以前に作成したボールトに関する情報が表示されます。

［スケジュール］--以前に作成したスケジュールの名前が表示され、［ボールト

基準］および［ローテーション］オブジェクトにアクセスできます。

［レポート］--7つの使用可能なレポートにアクセスできます。

［ステータス］--直近の処理のステータスを表示できます。

［ボールト内のメディアを検索］-- ［メディアの検索］ダイアログボックスにアクセ

スして、特定のメディアを検索できます。
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[スケジュール]オブジェクト

［スケジュール］オブジェクトでは、以前に定義したスケジュール情報の表示、およ

び新規スケジュールの作成を実行できます。ボールト基準記述子とローテーション

を定義する前に、スケジュールを作成する必要があります。ボールト基準記述子

とローテーションは、ボールトの選択および保存のポリシーを指定します。

［スケジュール］オブジェクトを選択すると、［メディア管理マネージャ］ウィンドウの右

側ペインに、以前定義したスケジュールの名前が表示されます。これらのスケ

ジュールは、左側ペインの［スケジュール］オブジェクトの下にも表示されています。

新規のスケジュールを作成するには、［スケジュール］オブジェクトを右クリックしま

す。特定のスケジュールを削除するには、スケジュールを右クリックします。スケ

ジュールの作成または削除の詳細については、「テープボリューム移動のスケ

ジュール」のセクションを参照してください。

スケジュールに名前を付けて作成すると、［メディア管理マネージャ］ウィンドウの左

側ペインに、［ボールト基準］および［ローテーション］オブジェクトが表示されます。
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[ボールト基準 ]オブジェクト

ボールト基準記述子 ( VCD)を使用して、ボールトに割り当てるテープボリュームを

管理するソース情報を設定できます。制御データセットとしてメディアプール名ま

たはファイル名を選択します。1つのテープのみを割り当てる場合は、制御データ

セットとして［ユーザによる割り当て］オプションを選択します。このオプションを使用

する場合、コマンド ライン情報を入力する必要があります。このデータセットが

ボールト保管されると、テープボリュームがボールトのスロットに割り当てられます。

［ボールト基準］オブジェクトを選択すると、［メディア管理マネージャ］ウィンドウの

右側のペインに既存のVCDに関する以下の情報が表示されます。

［VCD名］--ボールト基準の名前です。

［VCDの種類］--制御データセットが、メディアプール、ファイル名、またはユー

ザ別のどれであるかを示します。

［メディアプール］--制御データセットがメディアプールの場合、メディアプール

の名前が表示されます。

［ホスト名］--制御データセットがファイル名の場合、この列にはファイルが保

存されているホストが表示されます。

［ファイル名］--制御データセットがファイル名の場合、この列には完全パスと

ファイル名が表示されます。

［作成日］--VCDの作成日です。

既存のVCDを更新または削除するには、［メディア管理マネージャ］ウィンドウの右

側ペインでVCDを右クリックします。新規のVCDを作成するには、左側ペインで

［ボールト基準］オブジェクトを右クリックします。VCDの作成、更新または削除の

詳細については、「テープボリュームおよび VCDを管理する方法」を参照してくださ

い。
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［ローテーション］オブジェクト

メディア管理は、ユーザ定義のローテーションポリシーを使用して、テープボリュー

ムの移動先および移動日時を決定します。［ローテーション］オブジェクトを使用し

て、リテンションポリシーを設定または更新します。このポリシーでは、テープを移動

する日時、またはボールトからテープサービスにテープを戻す日時を指定します。

［ローテーション］オブジェクトを選択すると、［メディア管理マネージャ］インターフェー

スの右側ペインに、以前に定義されたローテーションに関する以下の情報が表示

されます。

［ローテーション名］--ローテーションの名前です。

［ボールト名］--ローテーションが関連付けられているボールトの名前です。

［保存］-［ホールド日数］--テープボリュームをこのローテーションに保持する日

数を、最終書き込み日 ( メディアが最後に書き込まれた日 )からの日数で示

します。

注：最終書き込み日を表示するには、［ボールト］オブジェクトを展開し、右

側ペインの上でメディア名を選択します。右側ペインの下に、最終書き込み

日が表示されます。

［保存］-［キープするサイクル数］--このローテーションで保持されるボールト サ

イクルおよびテープボリュームの数を示します。

［保存］-［初回フォーマットからの経過日数］--テープボリュームが、最初の

フォーマット日から指定された日数が経過するまでこのローテーションに保持さ

れることを示します。

［保存］-［パーマネント］--テープボリュームがこのローテーションに永久に保持

されることを示します。

［保存］-［テープの有効期限］--テープボリュームが、テープの有効期限までこ

のローテーションに残ることを示します。

［保存］-［日付］--テープボリュームが指定された日付が経過するまでこの

ローテーションに残ることを示します。

［作成日］--ローテーションの作成日です。

［詳細］--ユーザが定義した、ローテーションの説明です。

［メディア管理マネージャ］ウィンドウの右側ペインの［ローテーション］オブジェクトの

下に、既存のローテーションが表示されます。

既存のローテーションを更新するには、ローテーション名を右クリックし、ポップ

アップメニューから［更新］を選択します。
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新規のローテーションを作成するには、［ローテーション］オブジェクトを右クリック

して［作成］を選択します。
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［レポート］オブジェクト

ボールト サイクルを開始すると、データベース内のテープボリュームの場所に関す

る情報は更新されますが、テープボリュームの実際の移動は手動で行われます。

メディア管理マネージャで生成されるレポートには、テープボリュームの現在の位

置および移動先のデスティネーションが示されるため、必要に応じて、テープボ

リュームを他のストレージロケーションへ移動させたり、データセンタへ戻したりでき

ます。

［レポート］オブジェクトでは、ボールト サイクルプロセスで生成されるレポート、およ

びいつでも生成可能なインベントリレポートにアクセスできます。［メディア管理マ

ネージャ］ウィンドウの左側のペインにある［レポート］オブジェクトを展開して、以下

のレポート タイプを表示します。

［ボールト選択レポート］--ボールト基準 ( VCD)によってボールトへの移動対

象として選択されたテープボリュームのリストが含まれます。

［ボールト元レポート］--各ボールトから取り出されるテープボリュームのリスト

が含まれます。

［ボールト元内容レポート］--各ボールトから取り出されるテープボリュームと

各テープボリューム内のセッションのリストが含まれています。

［ボールト先レポート］--ボールトに配布されるテープボリュームのリストが含ま

れます。

［ボールト先内容レポート］--ボールトに配布されるテープボリュームおよび各

テープボリューム内のセッションのリストが含まれます。

［ボールト別インベントリレポート］--テープボリュームが、保存先のボールト

別に一覧表示されます。

［メディア別インベントリレポート］--テープボリュームがボールト別に一覧表

示されます。先頭にはメディア名が示されます。

［メディア管理マネージャ］ウィンドウの左側のペインでレポート タイプを選択する

と、右側のペインに使用可能なレポートが日付別に一覧表示されます。レポート

をクリックすると、右下のペインにそのレポートが表示されます。［メディア管理マ

ネージャ］ツールバーの［印刷］ボタンをクリックして、これらのレポートを印刷できま

す。Alert通知システムをMicrosoft Exchangeを使うように設定してある場合、レ

ポートの作成時に、電子メールでレポートを送信することもできます。電子メール

を使ったレポート送信の詳細については、「メディア管理プロセスの動作の仕組

み」を参照してください。Alertの使用の詳細については、「Alertマネージャの使い

方」を参照してください。

インベントリレポートは、スロット テーブルの情報に基づいており、いつでも生成で

きます。［ボールト元レポート］および［ボールト先レポート］は、ボールト サイクル中
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に生成される移動レコードに基づいており、各ボールト サイクル処理の完了後に

更新されます。

［ボールト サイクルの開始］コマンドを実行するたびに、ボールト選択リストが生成

されます。このリストには、処理された各 VCDごとに、テープボリュームセット内の

最初のテープボリュームと制御データセットが示されます。ボールト サイクルに対し

て選択されたすべてのテープボリュームセットについて、この情報が提供されま

す。
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[ボールト内のメディアを検索 ]オブジェクト

［ボールト内のメディアを検索］オブジェクトにより、たとえばリストアジョブを実行す

るのに特定のメディアが必要な場合、ボールトから最も短時間でそのメディアを検

索できます。メディアは、テープ名またはシリアル番号で検索できます(大文字と

小文字が区別されます)。

［ボールト内のメディアを検索］ダイアログボックスを開くには、［ボールト内のメディ

アを検索］オブジェクトを右クリックし、コンテキスト メニューから［検索］を選択しま

す。このダイアログボックスを使用して、メディア検索の基準を設定できます。
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［ステータス］オブジェクト

メディア管理マネージャで一度に実行できるボールト サイクルは1つだけです。ボー

ルト サイクルの進行状況を監視する場合、または現在のオンラインステータスを

取得するには、メディア管理マネージャのインターフェースの左側のペインで［ステー

タス］オブジェクトをダブルクリックして、以下の情報を表示します。

［現在のステータス］--現在の操作のステータスとして［アクティブ］または［終
了］が表示されます。

［前回の操作者］--最後の操作を実行した所有者です。

［前回の操作タイプ］--操作のタイプは、［レディ］、［ボールト サイクル］、［コ
ミット］、［参照］、［更新］、および［リセット］です。

［前回の操作の開始時点］--前回の操作が開始した日付と時刻です。

［前回の操作の終了時点］--前回の操作が終了した日付と時刻です。
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処理中のボールトのステータスをリセット

メディア管理マネージャを使用すると、ボールト サイクルの処理中にメディア管理

データベースの破損などの障害が発生した場合、処理中のボールトのステータス

を手動でリセットできます。

ca_mmoコマンド ラインユーティリティを使用して、ステータスをリセットできます。ス

テータスをリセット後、別のボールト サイクルを再起動できます。

注：ca_mmoコマンド ラインユーティリティの詳細については、「コマンド ラインリファ

レンスガイド」を参照してください。
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メディア管理プロセスの動作

メディア管理プロセスには、ボールト ポリシーの設定、テープボリュームの移動のス

ケジューリング、テープボリュームの選択、保存ポリシーの定義、ボールト サイクル

の実行、および適切なロケーションへのメディアの移動が含まれます。

ボールト ポリシーおよび保存ポリシーを設定すると、ボールト ローテーションプロセ

スが開始されます。バックアップ処理と同じ頻度で、ボールト サイクルを実行してく

ださい。たとえば、データを毎日バックアップする場合、ボールト サイクルも毎日実

行してください。データを 1週間に 1回バックアップする場合は、1週間に 1回、

バックアップ操作の後にボールト サイクルを実行します。

ボールト サイクルプロセスでは、テープボリュームセットのロケーション情報が更新

されます。この情報には、ボールトへの移動またはテープサービスへの移動が示さ

れています。プロセスを開始するには、メディア管理マネージャのツールバーの

［ボールト サイクル］メニューから［開始］を選択します。ボールト サイクルは、DOS
プロンプトから ca_mmo -startまたは -startAllコマンドを実行して開始することもで

きます。

Notes:

メディア管理マネージャを使用する場合、ボールト サイクルはプライマリサーバ

とすべてのメンバサーバのテープを処理します。

メディアのメディア管理ロケーションの現在の情報を取得する場合は、必ず

［ボールト サイクルの開始］ボタンをクリックする必要があります。

テープボリュームの移動およびロケーション情報の詳細なレポートを生成するに

は、［ボールト サイクルの開始］プロセスを実行します。すでにテープボリュームが

含まれているスロットと、ボールトされる新しいスロットが、共通のスケジュールで一

緒のグループにまとめられます。スケジュールの最初のローテーションが開始する

と、有効期限条件に基づいて、テープボリュームセットがボールトおよびスロットに

割り当てられます。この処理中にスロットは自動的に作成され、テープボリューム

は自動的にボールトされます。

最初のローテーションが完了すると、スケジュールの次のローテーションが処理さ

れ、すべてのローテーションが完了するまでスケジュール全体が処理されます。さら

に、メディア管理で生成されるレポートには、テープボリュームの現在の位置およ

び移動先のデスティネーションが示されます。これらのテープを手動で取り外したく

ない場合は、DOSプロンプトで ca_mmo -exportコマンドを実行して、自動的にエ

クスポートすることができます。メディア管理用のコマンド ラインユーティリティの詳

細については、「デバイスマネージャ」を参照してください。

［ボールト サイクルのシミュレート］コマンドを使用して、ボールト選択レポートを生

成できます。このコマンドを使用すると、実際にロケーション情報を更新せずに移

動できるテープボリュームの数を常に予測できます。ボールト選択レポートを電子
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メールで送信する場合は、システムがMicrosoft Exchangeを使用してAlertを送信

するように設定されていることを確認して、［設定］メニューの［レポートをメールで

送信する］オプションを有効にします。Alertの設定の詳細については、「Alertマ
ネージャの使い方」を参照してください。

ボールト サイクルで生成されるボールト元/先レポートには、テープボリュームセッ

トの新/旧ロケーションが示されます。この情報を基にメディアの管理を行うことがで

きます。これらのレポートには、以下の情報が含まれます。

［ボールト元レポート］--手動で取り出すメディアおよびその送り先が表示され

ます。

［ボールト元内容レポート］--各ボールトから取り出されるすべてのテープボ

リューム、および各テープボリューム内のセッションが一覧表示されます。

［ボールト先レポート］--各ボールトに保管されるメディアが表示されます。

［ボールト先内容レポート］--ボールトに送られるすべてのテープボリュームおよ

び各テープボリューム内のセッションが一覧表示されます。

［ボールト元レポート］や［ボールト先レポート］を電子メールで送信する場合は、

システムがMicrosoft Exchangeを使用してAlertを送信するように設定されているこ

とを確認して、［設定］メニューの［レポートをメールで送信する］オプションを有効

にします。Alertの設定の詳細については、「Alertマネージャの使い方」を参照して

ください。

テープボリュームをメディア管理で管理している場合は、テープサービスによって、

テープボリュームのロケーションステータスがOFF_SITEに更新されます。メディア管

理で管理中のテープボリュームが使用されないように、テープボリュームは自動的

にチェックアウトされ、それを反映するために場所も更新されます。ボールトされた

すべてのテープボリュームのステータスはチェックアウトになるため、テープボリューム

を取得するには、テープボリュームを使用する前にテープサービスにチェックインす

る必要があります。
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ボールト管理

ボールト ポリシーを設定するには、まずボールトを作成します。メディア管理マネー

ジャを使用して、ボールトを作成します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ボールトの作成

ボールトの変更

ボールトの削除
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メディア管理プロセスの動作

ボールトの作成

ボールトを作成すると、ロケーション情報が自動的に更新され、Arcserve Backup
のロケーションメンテナンス機能と統合されます。Arcserve Backupでボールトされ

たテープを選択すると、ボールトのロケーション情報が表示されます。ロケーション

情報は、メディアプールマネージャでも更新されます。リストア用にボールト保管さ

れたテープを選択すると、テープのステータスがOFF_SITEであることを示すメッセージ

が表示されます。

ボールトを作成する方法

1. Arcserve Backupのホーム画面から、［メディア管理マネージャ］ウィンドウを開きま

す。

2. ［ボールト］オブジェクトを右クリックして、ポップアップメニューから［作成］を選択し

ます。

［ボールトの作成］ダイアログボックスが表示されます。

3. 新しいボールトの名前と説明を入力します。

4. このボールトを別のロケーションへ移動しない場合は、［ローカルでの使用］オプショ

ンをオンにします。このボールトのテープボリュームをオフサイトで管理する場合は、

このオプションをオフにします。

5. ［追加］をクリックすると、［メディア管理マネージャ］ウィンドウの［ボールト］階層に

ボールトが追加されます。

ボールトが作成されます。
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メディア管理プロセスの動作

ボールトの変更

ボールト名、ボールトの説明、または［ローカルで使用］オプションを変更するに

は、以下の手順に従います。

ボールトを変更する方法

1. ホーム画面にあるナビゲーションバーの［管理］メニューから、［メディア管理マネー

ジャ］をクリックします。

［メディア管理マネージャ］ウィンドウが開きます。

2. ［メディア管理マネージャ］ウィンドウの左側ペインで、ボールト オブジェクトを参照

してダブルクリックします。

既存のボールト コンテンツのリストが表示されます。

3. 変更するボールトをリストから選択して右クリックし、ポップアップメニューから［変
更］を選択します。

［ボールトの編集］ダイアログボックスが表示されます。

4. 変更を加えて［OK］をクリックします。

ボールトの設定の変更が保存されます。
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メディア管理プロセスの動作

ボールトの削除

メディア管理マネージャからボールトを削除するには、以下の手順に従います。

注：ボールトを削除する前に、ボールトからすべてのメディアを削除し、ボールトに

関連付けられているローテーションがないかどうかを確認してください。

ボールトを削除する方法

1. メディア管理マネージャを開いて、削除するボールトを表示します。

2. ボールト名を右クリックして、コンテキスト メニューから［削除］を選択します。

削除を確認するメッセージボックスが表示されます。

3. 削除するボールトが正しければ、［はい］をクリックします。

ボールトが削除されます。
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メディア管理プロセスの動作

スケジュールの作成

メディア管理は、ユーザ定義のスケジュールを使用して、移動するテープボリュー

ム、テープボリュームの移動先、および移動日時を決定します。［スケジュール］オ
ブジェクトを選択すると、［メディア管理マネージャ］ウィンドウの右側ペインに既存

のスケジュールを表示したり、新規のローテーションポリシーおよびボールト基準を

定義したりできます。

スケジュールを作成する方法

1. メディア管理マネージャを開いて、［メディア管理マネージャ］ウィンドウの左側ペイ

ンで［スケジュール］オブジェクトを右クリックし、コンテキスト メニューから［作成］を
選択します。

［スケジュールの作成］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［スケジュールの作成］ダイアログボックスで、スケジュールの名前を入力し、［追
加］ボタンをクリックします。

新しいスケジュールが保存され、［メディア管理マネージャ］ウィンドウの［スケジュー

ル］ブランチに追加されます。

スケジュールを作成すると、［メディア管理マネージャ］ウィンドウの左側ペインに、

［ボールト基準］および［ローテーション］オブジェクトが表示されます。これらのオブ

ジェクトを使用して、メディアおよびリテンションポリシーを選択できます。
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メディア管理プロセスの動作

スケジュールの変更

スケジュールが作成され、対応する VCDおよびローテーションが設定された後、こ

れらの下位の各設定を変更することができます。詳細については、「ボールト基準

( VCD)の変更」および「ローテーションの変更」を参照してください。
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メディア管理プロセスの動作

テープボリューム移動スケジュールの削除

スケジュールを削除するには、スケジュールのVCDおよびローテーションがすべて削

除されている必要があります。

スケジュールの削除方法

1. ［スケジュール］オブジェクトの下にあるスケジュールリストを展開します。

2. 削除する［スケジュール］オブジェクトを右クリックし、ポップアップメニューから［削
除］を選択します。

確認ウィンドウが表示されます。

3. 削除するスケジュールを正しく選択していることを確認し、［はい］をクリックします。

スケジュールが削除されます。
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メディア管理プロセスの動作

テープボリュームおよび VCDの管理方法

メディアをボールトに割り当てるには、VCDおよびローテーションを指定する必要が

あります。メディアプール、ファイル名、または個々のメディアを制御データセットと

して選択できます。このデータセットがボールトされると、テープボリュームセットが

ボールト内のスロットに配置されます。定義したローテーションレコードに基づい

て、スロット番号が割り当てられます。

詳細情報：

[ボールト基準 ]オブジェクト

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ボールト基準記述子 ( VCD) の作成

ボールト基準 ( VCD)の変更

ボールト基準記述子 ( VCD) の削除
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メディア管理プロセスの動作

ボールト基準記述子 ( VCD) の作成

スケジュールを作成したら、ボールト基準 ( VCD)を作成することでメディア選択ルー

ルを指定する必要があります。

ボールト基準を作成する方法

1. ホーム画面にあるナビゲーションバーの［管理］メニューから、［メディア管理マネー

ジャ］をクリックします。

［メディア管理マネージャ］ウィンドウが開きます。

2. ［スケジュール］オブジェクトを展開し、スケジュールを展開します。［ボールト基準］
オブジェクトを右クリックし、コンテキスト メニューから［作成］を選択します。

［ボールト基準の作成］ダイアログボックスが表示されます。

3. 以下のいずれかの方法を選択します。

［メディアプール名］-制御データセットとしてメディアプール名を使用するに

は、メディアプール名を入力するか、ドロップダウンリストからメディアプール

名を選択します。ボールト可能なのは、メディアプールの保存セットにあるメ

ディアのみです。再利用セットのメディアはボールトできません。

［ファイル名］-制御データセットにファイル名を使用するには、［ファイル名］
オプションをオンにし、ホスト名およびバックアップからのフルパスとファイル名

をフィールドに入力します(例：C:\DOC\Readme.txt)。パスまたはファイルの

情報は、データベースマネージャまたはリストアマネージャで参照して取得

できます。メディア管理マネージャで、このディレクトリまたはファイルのバック

アップに使用したすべてのテープが検索されます。

［ユーザによる割り当て］-個別のメディアを制御データセットとして使用する

場合は、［ユーザによる割り当て］オプションを選択します。これは、特定の

テープを使用する必要がある緊急時に役に立ちます。メディア管理マネー

ジャでは、ローカルメディアでのみボールト サイクルを開始できるため、ボール

トされたメディアがローカルメディアではなく、リモート ホストの場合、メディア

アイコンは黄色で表示されます。リモート メディアおよびメンバサーバを使用

してボールト サイクルを開始する場合は、-startall引数を指定して、ca_
mmo -startallコマンド ラインユーティリティを使用してください。

注：メディア管理のコマンド ラインユーティリティの詳細については、「コマンド

ラインリファレンスガイド」を参照してください。

4. ［追加］をクリックします。

VCDが追加され、［メディア管理マネージャ］ウィンドウの［ボールト基準］ブランチに

追加されます。
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メディア管理プロセスの動作

ボールト基準 ( VCD)の変更

ボールト基準 ( VCD)に関連する［メディアプール名］、［ファイル名］、［ユーザによる

割り当て］の各オプションを変更するには、以下の手順に従います。

ボールト基準を変更する方法

1. メディア管理マネージャを開いて、［スケジュール］オブジェクトにあるスケジュールの

一覧を展開し、一覧からスケジュールを選択します。

2. スケジュールを展開して、［ボールト基準］オブジェクトと［ローテーション］オブジェク

トを表示します。

3. ［ボールト基準］オブジェクトを右クリックし、コンテキスト メニューから［変更］を選

択します。

［ボールト基準の編集］ダイアログボックスが表示されます。

4. ボールト基準 ( VCD)に関連付けた［メディアプール名］、［ファイル名］、［ユーザに

よる割り当て］のオプションを変更し、［OK］をクリックします。

変更した値が適用されます。
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メディア管理プロセスの動作

ボールト基準記述子 ( VCD) の削除

スケジュールを削除するには、関連付けられているローテーションおよびボールト基

準 ( VCD)を削除しておく必要があります。

ボールト基準を削除する方法

1. ［スケジュール］オブジェクトの下で、ボールト基準の下のリストから削除する VCD
を選択します。

2. 右クリックし、コンテキスト メニューから［削除］を選択します。

3. ［OK］をクリックします。
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メディア管理プロセスの動作

テープボリュームの保存ポリシー

スケジュールを作成したら、ボールトのボリューム保存を管理するポリシーを設定し

ます。ポリシーを設定するには、［ローテーション］オブジェクトを使用します。

注：スケジュールを作成すると、［メディア管理マネージャ］ウィンドウの左側ペイン

に［ローテーション］オブジェクトが表示されます。
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メディア管理プロセスの動作

特定のテープボリュームの移動

特殊な状況では、特定のテープボリュームを移動させる場合があります。このよう

な状況では、一時的チェックイン、手動チェックイン、手動チェックインおよび回収

の3つのオプションのいずれかを使用します。ボリュームがテープサービスに戻らない

ように、ボリュームを永久にボールトしておくオプションもあります。これらのオプション

について、以下のセクションで説明します。

一時的チェックイン

保存 (パーマネント )
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メディア管理プロセスの動作

一時的チェックイン

リストアジョブ用に一時的にテープボリュームをボールトから移動して、ジョブが完

了したらボールトから戻す場合、一時的チェックインオプションを使用すると、メ

ディアの移動を追跡するのに便利です。

ボールトされたすべてのテープボリュームのステータスは、チェックアウトになります。

一時的チェックインオプションを使用して、ボリュームのステータスをチェックインにす

ることで、リストアジョブで一時的に使用しているテープボリュームを追跡できま

す。テープボリュームの使用が完了すると、次のボールト サイクルでテープボリュー

ムがボールトに戻され、ステータスがチェックアウトに変更されます。

注：一時的チェックインオプションは、ボールトから一時的に戻されるテープの追

跡にのみ使用し、実際にテープを移動させる場合には必要ありません。このオプ

ションを使用しなくても、手動でテープボリュームをボールトから移動し、ジョブが完

了したら戻すことができます。ただし、このオプションを使用せずにテープボリューム

を移動すると、メディア管理マネージャに表示されるテープボリュームのステータスと

実際のテープのロケーションとの間に矛盾が生じるため、必ずこのオプションを使用

してください。

一時的チェックインオプションを使用するには、［メディア管理マネージャ］ウィンドウ

の左側ペインで［ボールト］オブジェクトをダブルクリックして、既存のボールトのリス

トを表示します。ボールトを選択すると、右側ペインに情報が表示されます。移

動するメディアの名前を選択して右クリックし、［一時的チェックイン］を選択しま

す。

例：一時的チェックイン

たとえば、ボールトの1つのテープボリュームを使用して緊急のリストア処理を実行

するには、一時的チェックイン機能を使用して、テープボリュームをテープサービス

に一時的にチェックインします。リストア処理を実行した後、ボールト サイクルを実

行してテープボリュームをボールトに戻します。
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メディア管理プロセスの動作

テープボリュームの手動チェックイン

チェックインのスケジュールよりも前にテープボリュームをテープサービスにチェックイ

ンする場合は、［手動チェックイン］オプションを使用します。テープボリュームをテー

プサービスに手動でチェックインすると、ボールトには戻りません。

テープボリュームを手動でチェックインする方法

1. ［メディア管理マネージャ］ウィンドウの左側ペインで、ボールト オブジェクトをダブル

クリックします。

既存のボールト コンテンツのリストが表示されます。

2. ボールトを選択すると、右側ペインに情報が表示されます。

3. 移動するメディアの名前を選択して右クリックし、ポップアップメニューから［手動

チェックイン］を選択します。

テープボリュームがチェックインされます。
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メディア管理プロセスの動作

手動チェックインおよびリタイア

手動チェックイン/回収オプションを使用すると、チェックインされるスケジュール前に

テープボリュームをテープサービスにチェックインして、以後使用されないよう回収

することができます。

手動チェックイン/回収オプションを使用するには、［メディア管理マネージャ］ウィン

ドウの左側ペインで［ボールト］オブジェクトをダブルクリックして、既存のボールトの

リストを表示します。ボールトを選択すると、右側ペインに情報が表示されます。

移動するメディアの名前を選択して右クリックし、［手動チェックインおよび回収］を
選択します。
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メディア管理プロセスの動作

保存 (パーマネント )

スロットおよびその中のテープボリュームを永久にボールトするには、［パーマネン

ト］オプションを使用します。このオプションを使用する場合は、テープボリュームが

ボールトされても、テープボリュームはテープサービスに戻されません。テープボ

リュームに戻すには、ボールト ステータスをデフォルトに戻す必要があります。

テープボリュームをテープサービスから永久的にチェックアウトするには、［ローテー

ションの作成］ダイアログボックスで［パーマネント］オプションをオンにします。
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メディア管理プロセスの動作

ローテーションの作成

メディア管理では、ローテーションポリシーによって、テープボリュームをいつ、どこに

移動するかが決まります。ローテーションポリシーは、メディア管理マネージャのイン

ターフェースを使用して定義できます。

ローテーションを定義する前に、スケジュールを作成する必要があります。スケ

ジュールが作成されていないと、［ローテーション］オブジェクトにアクセスできませ

ん。

ローテーションを作成するには、以下の手順に従います。

1. ［メディア管理マネージャ］ウィンドウで、［スケジュール］オブジェクトをダブルクリック

します。

2. リストからスケジュールを選択し、ダブルクリックします。

3. ［ローテーション］オブジェクトを右クリックします。

4. ポップアップメニューから［作成］を選択します。

［ローテーションの作成］ダイアログボックスが表示されます。

5. (オプション)シーケンス番号を入力します。

6. ローテーションのボールト名を入力します。リストからボールト名を選択できます。

7. 保存条件を入力します。

テープボリュームがこれらの条件のいずれかに一致する場合は、同じローテーショ

ンに残ります。以下の保存条件があります。

［ホールド日数］--テープボリュームを保持する日数です。

［キープするサイクル数］--このローテーションでテープボリュームが保持され

るボールト サイクル数です。

［初回フォーマットからの経過日数］--テープボリュームが初めてフォーマット

された日を基準に、このローテーションでテープボリュームを保持する日数を

入力します。

［日付］--テープボリュームは、ここに入力した日までこのローテーションで保

持されます。

［テープの有効期限］--テープボリュームは、テープの有効期限が経過する

までこのローテーションに保持されます。

［パーマネント］--すべてのテープボリュームが、このローテーションで永久に

保持されます。

8. ［追加］をクリックします。
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メディア管理プロセスの動作

新しいローテーションが保存され、［メディア管理マネージャ］ウィンドウの［ローテー

ション］ブランチに追加されます。
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ローテーションの変更

スケジュールに関連付けられたテープボリュームの移動を変更するには、以下の

手順に従います。

ローテーションを変更する方法

1. ［メディア管理マネージャ］ウィンドウの左側ペインで［スケジュール］オブジェクトを展

開し、ツリーからスケジュールを選択します。

2. スケジュールをダブルクリックすると、［ローテーション］オブジェクトが表示されます。

3. ［ローテーション］オブジェクトをダブルクリックし、右側ペインでローテーションを選択

します。

4. ローテーションを右クリックして［修正］を選択します。

［ローテーションの編集］ダイアログボックスが表示されます。

5. 変更を適用して［OK］をクリックします。

新しい設定が保存されます。
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ローテーションの削除

スケジュールを削除する前に、関連付けられたローテーションおよびVCDを削除し

ておく必要があります。

ローテーションを削除する方法

1. ［メディア管理マネージャ］ウィンドウの左側ペインで［スケジュール］オブジェクトを展

開し、削除するローテーションのスケジュールを展開します。

［メディア管理マネージャ］ウィンドウの右側ペインにローテーションが表示されます。

2. ［メディア管理マネージャ］ウィンドウの右側ペインでリストからローテーションを選択

します。

3. 削除するローテーションを右クリックし、ポップアップメニューから［削除］を選択しま

す。

確認メッセージが表示されます。

4. ［はい］をクリックします。

ローテーションが削除されます。
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スロットの詳細およびステータス情報

テープボリュームがボールトのスロットに割り当てられると、メディア管理マネージャ

でボールトのスロット情報が表示されます。［メディア管理マネージャ］ウィンドウの

左側ペインで［ボールト］オブジェクトを選択し、展開します。リストから特定のボー

ルトを選択すると、［メディア管理マネージャ］ウィンドウの右側のペインにボールト

およびそのスロットのビューが表示されます。

このビューには、以下の情報が表示されます。

［メディア名］-- メディア名、ID、シーケンス番号、シリアル番号が表示されま

す。

［スロット ステータス］-- ［アクティブ］、［ボールト解除］、［一時的チェックイ

ン］、［手動チェックイン］、または［手動チェックインおよび回収］のいずれかで

す。

［アクティブ］-- メディアはこのボールトに送信されました。

［ボールト解除］-- メディアはまだこのボールトに送信されていません。

［一時的チェックイン］--このメディアは次のボールト サイクル中に一時

的にチェックインされます。

［手動チェックイン］--このメディアは次のボールト サイクル中にチェックイ

ンされます。

［手動チェックインおよび回収］--このメディアは次のボールト サイクル中

にチェックインおよび回収されます。

［スロット名］--ボールト名とスロット番号が表示されます。

［メディアのエクスポート ステータス］--［レディ］、［成功］、または［失敗］です。

［レディ］--デフォルトのステータスです。メディアはボールトに割り当てられ

たが、まだテープライブラリからメールスロットにエクスポートされていませ

ん。

［成功］-- メディアがメールスロットに正しくエクスポートされました。

［失敗］-- メディア管理マネージャでメディアをメールスロットにエクスポー

トできなかった場合に表示されます。

［ローカル］-- ［はい］または［いいえ］のいずれかです。［はい］の場合、メディア

はローカルマシンにあります。［いいえ］の場合、メディアはリモート マシンにあり

ます。

［作成日］--スロットの作成日です。

メディア名を選択すると、ページの右下の［プロパティ］画面に詳細が表示されま

す。この情報には、メディア名、シリアル番号、ランダムID、ホスト名、スロット ス
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テータス、スロット名、メディアエクスポート ステータス、メディアの種類、メディアク

ラス、最終書き込み日、最終読み込み日、およびスロットの作成日があります。

メディア管理マネージャでは、ローカルメディアでのみボールト サイクルを開始でき

るため、ボールトされたメディアがローカルメディアではなく、リモート ホストの場合、

メディアアイコンは黄色で表示されます。リモート メディアおよびメンバサーバを使

用してボールト サイクルを開始する場合は、ca_mmo -startallコマンド ラインユー

ティリティを使用してください。

注：メディア管理のコマンド ラインユーティリティの詳細については、「コマンド ライ

ンリファレンスガイド」を参照してください。

テープボリュームがボールトされるとスロットは自動的に作成されるので、通常はス

ロット情報を更新する必要はありません。
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ボールト内の特定のメディアの検索

ボールト内のメディアを検索する場合は、メディア管理マネージャの［ボールト内の

メディアを検索］機能を使用します。検索するテープボリュームのテープ名または

シリアル番号がわかっている場合は、この機能を使用すると最も早く検索できま

す。この情報がわからない場合は、データベースマネージャを使用してメディアを

検索します。

ボールト内の特定のメディアを検索する方法

1. ホーム画面にあるナビゲーションバーの［管理］メニューから、［メディア管理マネー

ジャ］をクリックします。

［メディア管理マネージャ］ウィンドウが開きます。

2. ［メディア管理マネージャ］ウィンドウから、［ボールト内のメディアを検索］オブジェク

トを選択し、ポップアップメニューから［検索］を選択します。

［ボールト内のメディアを検索］ダイアログボックスが表示されます。

3. 以下のメディア検索方法から 1つを選択します。

［テープ名で検索］-- Arcserve Backupで検索するテープを識別するための

テープ名、ランダム ID、およびシーケンス番号を入力します。

［シリアル番号で検索］--対象のメディアのシリアル番号を入力します。

Arcserve Backupでは、値の大文字と小文字を区別して、［シリアル番号で

検索］タスクを完了します。たとえば、「ABC123」と「abc123」は異なるシリア

ル番号です。

4. ［検索］をクリックします。

検索が完了すると、［メディア管理マネージャ］ウィンドウの右側ペインにボールトお

よびスロットの情報が表示されます。
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クラウド ストレージを管理する方法

Arcserve Backupには、クラウド ストレージの管理に使用できるさまざまなツールや

オプションが用意されています。このセクションでは、クラウド接続とクラウド デバイス

の作成方法、およびクラウド ベースデバイスの管理について説明します。

注：クラウド ストレージへのデータのバックアップに関するレポートについては、

「Dashboardユーザガイド」内の以下のDashboardレポートを参照してください。

バックアップデータの場所レポート

メディアのデータ分布レポート

RPO ( Recovery Point Objective、目標復旧ポイント )レポート

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

クラウド ストレージの制限事項

クラウド接続の設定

クラウド ベースデバイスの作成

クラウド フォルダの参照

クラウド ベースデバイスのフォーマット

クラウド ベースデバイスの消去

クラウド ベースデバイスのオンラインおよびオフライン

クラウド ベースデバイスでの圧縮の指定

ステージングバックアップジョブでのクラウド ストレージへのデータのマイグレート

Eucalyptusベースクラウド メディアへのスループットの設定
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クラウド ストレージの制限事項

クラウド ストレージにデータをバックアップするときは、以下の制限事項を考慮して

ください。

Arcserve Backupでは、クラウド ベースデバイス機能を使用してテープのコピー

を行うことはできません。

Arcserve Backupでは、複数のクラウド ベースデバイスが1つのクラウド フォル

ダまたはグループを同時に参照することはできません。データの破損を引き起

こす場合があります。
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クラウド接続の設定

クラウド接続は、指定されたクラウド ベンダーと通信するためにArcserve Backupが

使用する情報を含むユーザ定義の設定です。クラウド接続では、現在のサーバ

上にあるアプリケーションを通して、クラウド ストレージサービスにアクセスできるよう

になります。クラウド接続によって、クラウド ベンダに作成したアカウントを使ってバッ

クアップデータが保存されます。

たとえば、Arcserve Backupで 1つのクラウド ベースデバイスを作成するときは、クラ

ウド接続名を指定するだけで済みます。この情報を指定することにより、すべての

クラウド関連項目がArcserve Backupユーザにとって透過的になります。

注：クラウドへの接続時にクロックスキューエラーが起こる可能性を排除するに

は、コンピュータに正しいタイムゾーンが設定されており、クロックがグローバル時間

と同期されていることを確認します。お使いのコンピュータの時間は常にGMT時
間と照合しておくことをお勧めします。コンピュータの時間がグローバルクロック時

間と同期 ( 5分から 10分以内 ) されていない場合、クラウド接続は機能しませ

ん。必要に応じて、コンピュータの時間をリセットし、アーカイブジョブを再サブミット

します。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ナビゲーションバーから［管理］を展開し、［デバイスマネージャ］をクリックします。

デバイスマネージャウィンドウが開きます。

3. ［サーバ］ディレクトリツリーで、設定対象のサーバを特定します。

4. ツールバーの［クラウド接続の管理］を選択して、クラウド接続を設定します。

注：［サーバ］ディレクトリツリーで特定のサーバを右クリックして［クラウド接続の管

理］を選択するか、サーバの詳細セクション内の［クラウド接続の管理］リンクをク

リックする方法もあります。

［クラウド接続環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

5. 希望のクラウド ベンダをクリックし、［追加］をクリックします。

［接続の追加］ダイアログボックスが開きます。

6. ［接続の追加］ダイアログボックスの必須フィールドに入力して、［OK］をクリックしま

す。

注：［接続の追加］ダイアログボックスに表示されるフィールドは、使用するクラウ

ド ベンダーによって異なります。
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［接続の追加］ダイアログには、以下のフィールドがあります。

接続名 --クラウド接続の名前を指定します。

アクセスキー IDまたは照会 ID --クラウド接続用のアカウント名を指定しま

す。

シークレット アクセスキーまたはシークレット キー --クラウド接続用のパス

ワードを指定します。

ベンダURL --ベンダのURLを指定します。通常、このフィールドのデフォルト

は、選択したパブリックベンダのURLになります。プライベート ベンダが選択さ

れている場合は、URLの入力が必要になります。

説明

プロキシを使用しない --クラウド ベンダ接続で［プロキシ設定］ダイアログ

ボックスの設定を省略する場合は、このオプションを選択します。Arcserve
Backupで、プロキシを経由する代わりに直接クラウド ベンダーに接続しま

す。

拡張

バケット名 --データを保存するための一意のバケット名を指定しま

す。

注：バケット名の長さは 3文字 ～ 63文字とする必要があり、以下を

含めることはできません。

--アンダースコア。例：_

--英語の大文字。例：AB

--連続するピリオド。例：..

--ハイフンで終了するもの。例：name-

--連続するハイフンとピリオド。例：my-.bucket.com

--英語以外のすべての文字

--ピリオドで終了するもの。例：name.

バケットの地域 --バケットが存在する地域を指定します。

低冗長化ストレージを有効にする --このオプションを選択すると、クリ

ティカルでない再生可能なデータを標準ストレージより低いレベルの

冗長性で保存することによりコストを削減することができます。

7. ［OK］をクリックして［接続の追加］ダイアログボックスを閉じます。環境設定が保

存され、［クラウド接続環境設定］ダイアログボックスに戻ります。
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8. (オプション) ［クラウド接続環境設定］ダイアログボックスで、［プロキシ設定］をク

リックして、すべてのクラウド ベンダ接続用のプロキシを設定します。自動検出、ス

クリプトの自動設定、またはプロキシサーバの手動設定ができます。

9. ［クラウド接続環境設定］ダイアログボックスで、さらにクラウド接続を追加する場

合は［追加］を、環境設定を適用する場合は［閉じる］をクリックします。
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クラウド ベースデバイスの作成

クラウド ベースデバイスは、仮想のArcserve Backupデバイスであり、Arcserve
Backupクラウド接続に関連して作成できます。クラウド ベースデバイスを使用す

ると、Arcserve BackupはArcserve Backupクラウド接続によって指定されるクラウド

ベンダーにデータを保存できます。

Arcserve Backupでは、クラウド フォルダにリンクするクラウド ベースデバイスを作成

できます。クラウド ベースデバイスは、新規または既存のクラウド フォルダにリンクさ

せることができます。クラウド フォルダにパスワード保護が設定されている場合は、

パスワードを指定する必要があります。パスワードを指定しないと、クラウド ベース

デバイスをクラウド フォルダにリンクさせることができません。

注：Amazon S3の互換性のためにHGSTクラウドをサポートするには、以下の

AmazonPluginプロパティを変更する必要があります。

SET_STORAGECLASS_HEADER=false

AmazonPluginプロパティファイルは、以下の場所にあります。

C:\Program Files (x86)\CA\ARCserve Backup\CCI\Config

注：クラウド フォルダは、クラウド アカウントまたはクラウド接続のルート パス下のサ

ブディレクトリ内に配置する必要があります。たとえば、クラウド フォルダとして

「directoryA」と入力できます。「\」文字が含まれるクラウド フォルダを入力すること

はできません。

Arcserve Backupでは、クラウド フォルダの作成時、以下の文字を使用できませ

ん。

アスタリスク( *)

クエスチョンマーク( ?)

スラッシュ( /)

円記号 (バックスラッシュ) ( \)

より小さい( <)

より大きい( >)

縦棒 ( |)

セミコロン( ;)

空白スペース

アンパサンド( &)

英語以外のすべての文字
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重要：複数のサーバの複数のクラウド ベースデバイスを 1つのクラウド フォルダに

同時にリンクさせることはできません。データの破損を引き起こす場合があります。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

ナビゲーションバーから、［管理］を展開し、［デバイス環境設定］をクリックして［デ
バイス環境設定］を開きます。

2. ［デバイス環境設定へようこそ］ダイアログボックスで、［クラウド ベースデバイス環

境設定］オプションを選択し、［次へ］をクリックします。

3. ［ログオンサーバ］ダイアログボックスで、プライマリサーバに必要なログイン認証情

報を入力し、［次へ］をクリックします。

4. 次の［ログオンサーバ］ダイアログボックスで、ログインするサーバを選択し、［次へ］
をクリックして［クラウド ベースデバイス環境設定］ダイアログボックスを開きます。

［クラウド ベースデバイス環境設定］ダイアログボックスには、デバイスとそれぞれの

デバイスに対応するクラウド情報のリストが表示されます。

注：クラウド ベースデバイスを作成する前に、クラウド接続を作成します。詳細に

ついては、「クラウド接続環境設定の作成」を参照してください。

5. ［追加］をクリックします。

新しいブランクデバイスが追加されます。

6. ［クラウド ベースデバイス環境設定］ダイアログボックスの以下のフィールドに入力

します。

デバイス名 --デバイスの名前を入力するか、デフォルトのままにします。

説明 --デバイスの説明を入力するか、デフォルトのままにします。
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接続名 -- ドロップダウンリストからクラウドの接続名を選択します。

クラウド フォルダ --クラウド ベースデバイスが配置されているフォルダの名前

を入力するか、フィールドの横にある矢印ボタンをクリックして新しいウィンド

ウを開き、特定のクラウド ベースデバイスのクラウド フォルダを参照します。

注：［デバイスマネージャ］画面から既存のクラウド フォルダを直接参照する

こともできます。詳細については、「クラウド フォルダの参照」を参照してくださ

い。

クラウド フォルダパスワード -- (オプション)不正なアクセスからクラウド フォル

ダを保護し、クラウド ベースデバイスを作成するためのパスワードを入力しま

す。

グループ名 -- (オプション)グループの名前を入力します。

7. ［次へ］をクリックして、デバイスを追加します。

環境設定が完了すると、クラウド ベースデバイスのリストがクラウド接続のステータ

スと共に表示されます。

注：［クラウド ベースデバイス環境設定］ダイアログボックスは、デバイスマネー

ジャまたはデバイス環境設定から開くこともできます。

デバイスマネージャ

ツールバーの［クラウド ベースデバイスの管理］ボタンをクリックします。

デバイス環境設定

1. マネージャコンソールから、［ナビゲーションバー］をクリックし、［管理］
メニューを展開します。

2. ［デバイス環境設定］をクリックします。

デバイス環境設定の［ようこそ］画面が表示されます。

3. ［クラウド ベースデバイスの環境設定］オプションを選択します。
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クラウド ストレージを管理する方法

クラウド フォルダの参照

Arcserve Backupでは、［デバイスマネージャ］ホーム画面から既存のクラウド フォル

ダを直接参照できます。

［クラウド フォルダの参照］をクリックすると、特定のクラウド接続のクラウド フォルダ

を参照するためのウィンドウが開きます。

クラウド フォルダを参照する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ナビゲーションバーから［管理］を展開し、［デバイスマネージャ］をクリックします。

デバイスマネージャウィンドウが開きます。

3. デバイスマネージャでは、［クラウド フォルダの参照］機能を呼び出す方法が3つ
あります。

［サーバ］ディレクトリツリーで特定のサーバを右クリックし、［クラウド フォルダ

の参照］を選択します。

ツールバーの［クラウド フォルダの参照］ボタンをクリックします。
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クラウド ストレージを管理する方法

または

サーバの詳細セクションの［クラウド フォルダの参照］リンクをクリックします。

［クラウド フォルダの参照］ウィンドウが表示されます。

4. ［クラウド接続名］を選択すると、クラウド ベースデバイスが配置されているクラウド

フォルダのリストが表示されます。

［クラウド フォルダ］には、クラウド ベースデバイスのテープ名、およびクラウド フォル

ダの圧縮サイズとファイルサイズが表示されます。

以下の点に注意してください。

クラウド ベースデバイスを作成するときもクラウド フォルダを参照できます。

詳細については、「クラウド ベースデバイスの作成」を参照してください。
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クラウド ストレージを管理する方法

［クラウド ベースデバイス環境設定］画面では、クラウド ベースデバイ

スとしてマウントするクラウド フォルダを選択できます。選択したら、

［OK］をクリックします。

削除するフォルダまたはファイルは右クリックできます。これにより、クラウド内

に作成されたArcserve Backupオブジェクトを管理しやすくなります。
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クラウド ストレージを管理する方法

クラウド ベースデバイスのフォーマット

Arcserve Backupではマイグレーションジョブの実行時にブランクデバイスが自動的

にフォーマットされますが、このオプションを使用すると、クラウド ベースデバイスを手

動でフォーマットすることができます。クラウド ベースデバイスをフォーマットすると、

デバイスの先頭に新しいラベルが書き込まれ、デバイスに保存されている既存の

すべてのデータを簡単に破棄できます。

注：このオプションは慎重に使用してください。クラウド ベースデバイスをフォーマッ

トした後、Arcserve Backupはデバイスに関連付けられているデータやジョブセッショ

ンをリストアできなくなります。

クラウド ベースデバイスをフォーマットする方法

1. デバイスマネージャを開き、［サーバ］ディレクトリツリーで特定のクラウド ベースデ

バイスを選択します。

2. クラウド ベースデバイスを右クリックしてコンテキスト メニューの［フォーマット］をクリッ

クするか、ツールバーの［フォーマット］をクリックします。

［フォーマット］ダイアログボックスが開きます。

3. フォーマットするクラウド ベースデバイスに新しいメディア名を割り当てます。

4. ［OK］をクリックします。

［フォーマット］ダイアログボックスが閉じ、以下のメッセージが表示されます。

「フォーマットすると、メディアからすべてのデータが消去されます。メディアをフォーマットします

か?」

5. 以下のいずれかを実行します。

フォーマット処理を開始するには、［OK］をクリックします。

Arcserve Backupがクラウド ベースデバイスをフォーマットします。

フォーマット処理をキャンセルするには、［キャンセル］をクリックします。

Arcserve Backupはクラウド ベースデバイスをフォーマットしません。
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クラウド ストレージを管理する方法

クラウド ベースデバイスの消去

このオプションを使用すると、一度に 1つのクラウド ベースデバイスを消去できま

す。また、消去するクラウド ベースデバイスの内容に対する参照がある場合、

Arcserve Backupはそれもすべてデータベースから消去します。クラウド ベースデバ

イスを再フォーマットするとき、物理的な履歴 (読み取りパスと書き込みパス)は保

持されます。

消去オプションを使用する前に、正しいクラウド ベースデバイスが選択されている

ことを確認してください。いったん消去したデータは復元できません。クラウド ベース

デバイスを消去するときに選択できるオプションは、以下のとおりです。

クイック消去 --クラウド ベースデバイスを簡単に消去します。デバイスラベルを

上書きすることで、場合によっては数時間を要するロング消去と比較して、非

常に短時間で終了します。Arcserve Backup内に履歴は残るため、それらをト

ラッキングの目的で使用できます。

クイック消去プラス --このオプションでは、クイック消去と同じ処理が行われ、

バーコードとシリアル番号も消去されます。バーコード ラベルとシリアル番号の

詳細については、「［マウント /マウント解除］オプション」を参照してください。

注：消去対象のクラウド ベースデバイスにシリアル番号またはバーコードが設

定されていない場合、このオプションは［クイック消去］オプションと同様に動作

します。

［クイック消去プラス］オプションで消去したクラウド デバイスは、Arcserve
Backupでトラッキングできなくなり、有効期限などの情報も保持されません。

クラウド ベースデバイスを消去する方法

1. デバイスマネージャを開き、［サーバ］ディレクトリツリーで特定のクラウド ベースデ

バイスを選択します。

2. クラウド ベースデバイスを右クリックしてコンテキスト メニューの［消去］をクリックする

か、ツールバーの［消去］をクリックします。

［消去］ダイアログボックスが表示されます。

3. 消去方式を選択し、［OK］ボタンをクリックし、確認メッセージの［OK］ボタンをクリッ

クして処理を実行します。

Arcserve Backupはクラウド ベースデバイスを消去します。
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クラウド ストレージを管理する方法

クラウド ベースデバイスのオンラインおよびオフライン

デバイスマネージャからクラウド ベースデバイスをオフラインまたはオンラインに設定

するには、デバイスを右クリックし、そのデバイスの現在の状態に応じて、［オフライ

ン］または［オンライン］を選択します。

この機能を活用して、障害が発生したデバイスをオフラインに設定すれば、デバイ

スが修復されてオンライン状態になるまで、Arcserve Backupによる使用を中止す

ることができます。

クラウド ベースデバイスをオンラインまたはオフラインにする方法

1. デバイスマネージャを開き、オンラインまたはオフラインにするクラウド ベースデバイ

スを含むライブラリに接続しているサーバを参照します。

2. ライブラリを展開し、クラウド ベースデバイスを右クリックして、コンテキスト メニュー

の［オンライン］または［オフライン］を選択します。

デバイスのステータスがオフラインまたはオンラインに変わります。

注：［オフライン］が選択されると、無効の状態として表示されます。
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クラウド ストレージを管理する方法

クラウド ベースデバイスでの圧縮の指定

Arcserve Backupでは、クラウド ベースデバイスに保存されているバックアップデータ

を圧縮できます。

注：以下の手順では、圧縮のオン/オフを切り替える方法について説明します。

クラウド ベースデバイスで圧縮を指定する方法

1. デバイスマネージャを開き、［サーバ］ディレクトリツリーで特定のクラウド ベースデ

バイスを選択します。

デバイスが圧縮をサポートしている場合、Arcserve Backupで［圧縮］ツールバーボ

タンが有効になります。デバイスで圧縮がサポートされているかどうかを確認するに

は、デバイスを選択した状態で［詳細］タブを選択します。

2. クラウド ベースデバイスを右クリックしてコンテキスト メニューの［圧縮］をクリックする

か、ツールバーの［圧縮］をクリックします。

3. ［OK］ボタンをクリックし､［圧縮モード］が［オン］になっている場合は［オフ］に、［オ
フ］になっている場合は［オン］に切り替えます｡
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クラウド ストレージを管理する方法

ステージングバックアップジョブでのクラウド ストレージ

へのデータのマイグレート

ステージングバックアップジョブをセットアップする過程では、ステージングデバイス

にデータを保持する期間を指定できます。Arcserve Backupでは、セッションの保持

期間が終了した後、ステージングデバイスからデータをパージするか、最終的なデ

スティネーションデバイスにデータをマイグレートできます。最終的なデスティネー

ションデバイスにはクラウド ストレージを使用できます。

ステージングバックアップジョブでクラウド ストレージにデータをマイグレートする方

法

1. ［バックアップマネージャ］を開き、［スタート］タブをクリックします。

2. ［スタート］タブで、［標準バックアップ］および［ステージングを有効にする］をクリック

します。

バックアップマネージャに［ステージングの場所］タブと［ポリシー］タブが表示されま

す。

3. ［ソース］タブをクリックします。

［サーバ］ディレクトリツリーから、バックアップするデータを指定します。

4. ［ステージングの場所］タブをクリックして、ステージングサーバオブジェクトを展開し

ます。

a. このバックアップジョブのステージンググループとして選択するグループをブラウスし

て選択します。

注：クラウド グループをステージンググループとして選択することはできません。

b. ［ポリシー］タブをクリックし、コピーポリシーを指定します。

c. ジョブに必要なフル、差分、および増分バックアップのステージングポリシーを指定

します。

5. ［デスティネーション］タブをクリックして、サーバオブジェクトを展開します。

a. このバックアップジョブの最終的なデスティネーションとして使用するクラウド

グループを参照して選択します。

注：クラウドベースデバイスの作成方法の詳細については、「クラウド ベース

デバイスの作成」を参照してください。

b. ［クラウド パージポリシー］をクリックして、［クラウド パージポリシー］ダイアロ

グボックスを開きます。

c. ジョブに必要なバックアップ用のクラウド パージポリシーを指定します。

d. ［OK］をクリックします。
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6. ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップジョブに使用するスケジュールを指定

します。

7. ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［グローバルオプション］ダイアログボックスが表示されます。

8. ジョブに適用するグローバルオプションを指定し、［OK］をクリックします。

注：グローバルオプションの詳細については、「グローバルバックアップオプション」を

参照してください。

9. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが開きます。

10. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスの必須フィールドに入力し、［OK］をクリックし

ます。

ジョブがサブミットされます。

詳細情報：

バックアップジョブのサブミット

グローバルバックアップオプション

ディスクステージングバックアップのコピーおよびパージポリシーの指定
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クラウド ストレージを管理する方法

Eucalyptusベースクラウド メディアへのスループットの

設定

Arcserve BackupがEucalyptusベースクラウド ストレージ メディアにマイグレートす

るデータのブロックサイズを定義することができます。この機能は、お使いのネット

ワーク機能に適したブロックサイズを定義できる点で役に立ちます。たとえば、ネッ

トワーク帯域幅が高いときは、より大きいブロックサイズを定義します。反対に、

ネットワーク帯域幅が低いときは、より小さいブロックサイズを定義します。ソース

サーバと Eucalyptusベースクラウド ストレージ メディアとの通信に障害が発生した

場合、通信が再開した後、Arcserve Backupは以前に転送されたデータのチャン

クを再転送するという点に注意が必要です。

デフォルト チャンクサイズは 10 MBです。チャンクサイズの値は、1 MBから 50 MB
の間で定義できます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupサーバ上で以下の .iniファイルを開きます。

$ARCSERVE_HOME\CCI\Config\CCIConfig.ini

2. CCIConfig.iniファイル内で以下のセクションを探します。

[Eucalyptus_Config]
ChunkSize=1048576

3. 必要なチャンクサイズの値 (バイト )を指定します。

例 :

5 MB = 5242880バイト

25 MB = 26214400バイト

4. CCIConfig.iniファイルを閉じます。
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第8章 :バックアップサーバの管理

このセクションでは、Arcserve Backupサーバの運用、管理、保守において使用で

きる情報を提供します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Arcserve Backup エンジンの動作 720

Arcserve Backup エンジンの設定 730

その他のサーバ管理機能 760

Arcserve Backup サービス、コンポーネントおよびアプリケーションの認証レベル 769

Arcserve Backup ドメイン 781

ユーザプロファイルユーティリティを使用したユーザプロファイルの管理 804

Arcserve Backup ジョブキューのリストア 810

［サーバ環境設定ウィザード］を使用した Arcserve サーバの管理 813

Arcserve Backup によるドメインコントローラサーバ上でのActive Directory データ
の保護方法 837

Arcserve Backup サーバベースオプションのインストールおよびアンインストール 849

検出設定 851

Arcserve Backup メンテナンス通知 861

Arcserve Backup> コンポーネント ライセンスの適用 864

ファイアウォールの管理 865
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Arcserve Backupエンジンの動作

Arcserve Backupエンジンの動作

Arcserve Backupサーバは、以下の3つのエンジンで構成されています。

ジョブエンジン --このエンジンは、指定された日時にジョブを処理します。ジョ

ブキュー内で実行予定のジョブをスキャンし、適切なハンドラに送信します。

テープエンジン --このエンジンは、ストレージデバイスと通信し、デバイスを制

御します。テープエンジンは、ジョブに必要なデバイスを選択します。

データベースエンジン --このエンジンは以下の履歴を保持します。

Arcserve Backupによって処理されるジョブに関する情報 (ジョブの種類、

最終結果、開始時刻と終了時刻、送信者、および説明など)。

Arcserve Backupによって使用されるメディア(その種類、名前、最初に

フォーマットされた日付、有効期限、およびセッションなど)。

Arcserve Backupによってバックアップ、リストア、またはコピーされたファイ

ル、ディレクトリ、ドライブ、およびマシン。

これらArcserve Backupの各エンジンは、サーバ管理を使用して制御されます。個

別のエンジンに関する情報を参照するには、ホームページ上のナビゲーションバー

で［クイックスタート］メニューから［サーバ管理］を開きます。Arcserve ドメインディ

レクトリツリーで、エンジンのステータス情報を取得するプライマリサーバ、メンバ

サーバ、またはスタンドアロンを選択します。

重要：Arcserve Backupエンジンを管理および設定するには、carootパスワードま

たはArcserve Backup管理者アカウントを使用して Arcserve Backupにログインする

必要があります。

ジョブエンジン --サブミットされたジョブに関する情報を表示します(たとえば、

ジョブの総数、アクティブ、レディ、ホールド、完了の各ジョブ数など)。スキャン

されているキュー、およびスキャン間隔も表示されます。

テープエンジン --テープエンジンを使用するジョブに関する情報を表示します

(ジョブの種類、サブミットしたユーザなど)。メディアグループに関する情報も

表示されます。

［データベースエンジン］-- Arcserveデータベースに関連する廃棄処理情報を

表示します。
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Arcserve Backupエンジンの動作

Arcserve Backup操作に対するエンジンステータスの

影響

「停止しているエンジン」とは、「完全にオフラインになっているエンジン」と同義で

す。エンジンはエラーで停止される場合、手動で停止される場合、および新規イ

ンストール時の要件として停止される場合があります。エンジンが停止されている

場合、サービスを利用することはできません。

Arcserve Backupエンジンは、相互に独立して稼働するように設計されています。

たとえばテープエンジンを停止しても、データベースエンジンおよびジョブエンジン

は影響を受けず、設定されたサービスの提供を継続します。データベースエンジン

によって、Arcserve Backupに関連する情報のデータベースへの記録が継続され、

ジョブエンジンによって、必要に応じてジョブキューがスキャンされジョブが開始され

ます。ただし、ジョブがストレージデバイスを必要とする場合、ジョブエンジンによっ

てジョブは開始されますが、テープエンジンがストレージデバイスと通信できないた

め、そのジョブは失敗します。続いてデータベースエンジンがこの情報をログ出力し

ます。

注：Arcserve Backupは、いずれかのエンジンが実行されていなくても動作します

が、Arcserve Backupですべての機能を完全に動作させるには、3つのエンジンす

べてを同時に実行しておく必要があります。
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サービスの状態アイコン

Arcserve Backupマネージャの上部にあるツールバーには、各バックエンド サービス

(ジョブエンジン、テープエンジン、およびデータベースエンジン)のアイコンが表示さ

れます。

各アイコンの色は、以下の状態を示しています。

緑 --サービスが実行中であることを示します。

赤 --サービスが実行中でないことを示します。

グレー --サービスに接続できないか、不明な状態であることを示します。

青 --サービスが一時停止していることを示します。
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Arcserve Backupサービスの停止と開始

以下のセクションでは、プライマリサーバ、スタンドアロンサーバ、およびメンバサー

バのArcserve Backupサービスを停止および開始する方法を説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

バッチファイルを使用したすべてのArcserve Backupサービスの停止と開始

コマンド ラインを使用した個別サービスの停止と開始

サーバ管理を使用したArcserve Backupサービスの停止と開始
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バッチファイルを使用したすべてのArcserve Backup
サービスの停止と開始

ジョブエンジン、テープエンジン、データベースエンジンなどのArcserve Backupサー

ビスを手動で停止および開始する方法は 2つあります。

cstop と cstartの各コマンドを使用すると、Arcserve Backupの他のサービスに対す

る依存関係に応じて、Arcserve Backupの全サービスのシャットダウンおよび再起

動を順に行うことができます。この操作を行うことによって、サービスのシャットダウン

中のデータ損失を防ぐことができ、また、システムの再起動時にArcserve Backup
の全サービスを正しく実行できます。

コマンド 1つで Arcserve Backupの全サービスを停止または実行するには、

Arcserve Backupのホームディレクトリにあるファイル cstop.batまたは cstart.batを
使用します。

cstop.bat

cstop.batを実行すると、Arcserve Backupでは以下の順序でサービスを停止し

ます。

1. Arcserve Communication Foundation (Global)

2. Arcserve Dashboard Sync Service

3. Arcserve Central Remoting Server

4. Arcserve Communication Foundation

5. Arcserve Management Service

6. Arcserve Tape Engine

7. Arcserve Job Engine

8. Arcserve Database Engine

9. Arcserve メッセージエンジン

10. Arcserve Discovery Service

11. Arcserve ドメインサーバ

12. Arcserve Service Controller

13. Arcserve PortMapper

14. Alert Notification Server

15. Arcserve Universal Agent

cstart.bat
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cstop.batを実行すると、Arcserve Backupでは以下の順序でサービスを開始し

ます。

1. Alert Notification Server

2. Arcserve Discovery Service

3. Arcserve PortMapper

4. Arcserve Service Controller

5. Arcserve ドメインサーバ

6. Arcserve Database Engine

7. Arcserve メッセージエンジン

8. Arcserve Tape Engine

9. Arcserve Job Engine

10. Arcserve Management Service

11. Arcserve Universal Agent

12. Arcserve Communication Foundation

13. Arcserve Central Remoting Server

14. Arcserve Dashboard Sync Service

15. Arcserve Communication Foundation (Global)

以下の動作は、Arcserve Backup Global Dashboardサービスの停止および開始に

関係があるので注意が必要です。

Arcserve Backup Global Dashboardは、セントラルプライマリサーバ設定用に

以下のサービスを必要とします。

Arcserve Communication Foundation (Global)

Arcserve Dashboard Sync Service

Arcserve Central Remoting Server

Arcserve Communication Foundation

Arcserve Backup Global Dashboardは、ブランチプライマリサーバ設定用に以

下のサービスを必要とします。

Arcserve Dashboard Sync Service

Arcserve Communication Foundation

cstop.bat と cstartを実行する場合、Arcserve Backupはインストールしたプライ

マリサーバの種類 (セントラルプライマリサーバまたはブランチプライマリサー

バ)に対応するサービスを停止および開始します。
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コマンド ラインを使用した個別サービスの停止と開始

1つまたは 2つのArcserve Backupサービスのみを停止/開始したい場合がありま

す。Arcserve Backupでは、コマンド ラインを使用してサービスを個別に停止させる

ことができます。

コマンド ラインを使用して Arcserve Backupサービスの停止と開始を行う方法

1. Windowsのコマンド ラインを起動します。

2. コマンド ラインが開いたら、以下のコマンドのいずれかを入力します。

NET START [エンジン名 ]

NET STOP [エンジン名 ]

［エンジン名］には以下の中から 1つを代入してください。

Arcserve Communication Foundation (Global)

Arcserve Communication Foundation (Global)

Arcserve Dashboard Sync Service

CADashboardSync

Arcserve Central Remoting Server

Arcserve_RemotingServer

Arcserve Communication Foundation

Arcserve Communication Foundation

Arcserve Management Service

CASMgmtSvc

Arcserve Tape Engine

CASTapeEngine

Arcserve Job Engine

CASJobEngine

Arcserve Database Engine

CASDbEngine

Arcserve メッセージエンジン

CASMessageEngine

Arcserve Discovery Service

CASDiscovery

Arcserve ドメインサーバ
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CasUnivDomainSvr

Arcserve Service Controller

CasSvcControlSvr

Arcserve PortMapper

CASportmap

注：Arcserveコマンド ライン(または［コンピュータの管理］コンソール)を使用

して Remote Procedure Callサービス( CASportmap)を手動で停止および再

起動する場合、サービスはその割り当てポートと正しく通信できません。この

場合、caroot と同等の権限を持つユーザアカウントはArcserve Backup ドメ

インにログインできません。Arcserve Backup ドメインにログインできるようにす

るには、cstopコマンドを実行してから、cstartコマンドを実行します。これで

サービスが正しく通信でき、caroot と同等の権限を持つユーザアカウントが

Arcserve Backup ドメインにログインできるようになります。

Alert Notification Server

"Alert Notification Server"

注：このサービスについては、引用符を付ける必要があります。

Arcserve Universal Agent

CASUniversalAgent

注：この手順を繰り返して、各 Arcserve Backupサービスを開始および停止しま

す。
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サーバ管理を使用した Arcserve Backupサービスの停

止と開始

サーバ管理を使用すると、プライマリ、スタンドアロン、およびメンバサーバ上で動

作している個々のArcserve Backupサービスを停止および開始できます。

短期間で 1つまたは 2つのArcserve Backupサービスを停止する必要がある場合

は、この方法を使用してください。たとえば、新しくインストールされたライブラリを検

出できるように、プライマリサーバ上でテープエンジンを停止および開始する必要

がある場合などです。

すべてのArcserve Backupサービスを停止および開始する必要がある場合は、

cstop と cstartバッチファイルを使用する必要があります。これらのバッチファイルを

使用すると、他のArcserve Backupサービスとの依存関係を考慮したうえで、すべ

てのArcserve Backupサービスを適切な順序で停止および開始できます。詳細に

ついては、「バッチファイルを使用したすべてのArcserve Backupサービスの停止と

開始」を参照してください。

すべてのArcserve Backupサービスを停止する場合は、以下の動作に注意してく

ださい。

サーバ管理を使用してすべてのサービスを停止した場合、サービスステータス

は「不明」と表示されます。

［すべてのサービスを停止］オプションを使用すると、Arcserve Service Controller
サービス以外のすべてのArcserve Backupサービスを停止できます。Arcserve
Service ControllerサービスがArcserve Backupサービスの開始を制御している

ため、Arcserve Backupはこのように動作します。

サーバ管理を使用した Arcserve Backupサービスの停止および開始方法

1. ホーム画面のナビゲーションバーにある［クイックスタート］メニューから、［サーバ管

理］をクリックします。

［サーバ管理］が開きます。

2. ドメインディレクトリツリーを展開し、Arcserve Backupサービスを停止または開始

するサーバを選択します。

サーバ管理ウィンドウに、Arcserve Backupサービスの名前、ステータス、稼働時

間、および説明が表示されます。

3. 停止または開始するサービスを選択します。

ステータスが［実行］の場合は、ツールバーの［停止］をクリックします。

ステータスが［停止］の場合は、ツールバーの［開始］をクリックします。

Arcserve Backupがサービスを停止または開始します。
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4. (オプション) Arcserve Backupサーバ上で実行されているすべてのArcserve Backup
サービスを停止するには、サーバを右クリックし、コンテキスト メニューから［すべての

サービスを停止］を選択します。サーバ上のすべてのArcserve Backupサービスを

再起動するには、サーバを右クリックし、コンテキスト メニューから［すべてのサービ

スを開始］をクリックします。

5. (オプション) ドメイン内のすべてのArcserve Backupサーバ上で実行されているす

べてのArcserve Backupサービスを停止するには、ドメインを右クリックし、コンテキ

スト メニューから［ドメイン内のすべてのサービスを停止］を選択します。(オプショ

ン) ドメイン内のすべてのサーバ上のすべてのサービスを再起動するには、ドメイン

を右クリックし、コンテキスト メニューから［ドメイン内のすべてのサービスを開始］を
選択します。
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Arcserve Backupエンジンの設定

Arcserve Backupサーバ管理では、各エンジンの環境をユーザのニーズに応じて設

定できます。

重要：Arcserve Backupエンジンを管理および設定するには、carootパスワードま

たはArcserve Backup管理者アカウントを使用して Arcserve Backupにログインする

必要があります。

Arcserve Backupエンジンを環境設定する方法

1. ［クイックスタート］メニューの［サーバ管理］をクリックして、［Arcserve Backupサーバ

管理］を開きます。

［サーバ管理］ウィンドウが表示されます。

2. ツールバーの［環境設定］をクリックします。

サーバ管理の環境設定ダイアログボックスが表示されます。

3. 目的のエンジンのタブを選択し、必要に応じた設定を指定します。

詳細情報：

ジョブエンジンの環境設定

テープエンジンの環境設定

Alertの環境設定

730 Arcserve Backup管理者ガイド

../../../../../Content/ag_sa_job_eng_cfg.htm
../../../../../Content/2854.htm
../../../../../Content/34488.htm


Arcserve Backupエンジンの設定

ジョブエンジンの環境設定

Arcserve Backupジョブエンジンは、ジョブキュー内のジョブの実行日時を制御しま

す。定期的にジョブキューをスキャンし、実行日時になったジョブを開始します。

Arcserve Backupには、以下のジョブエンジンオプションがあります。

［ジョブキューのスキャン間隔 (秒 ) ］--ジョブエンジンは、常に、実行するジョブ

のジョブキューをスキャンします。デフォルトでは、10秒に1回スキャンされます。

間隔を変更するには、1～9999の数値を指定します。

［終了ジョブの保持期間 (時間 ) ］-- このフィールドに指定された時間のジョブ

キューに、最終ステータスが「終了」になっているジョブが残ります。デフォルトで

は、Arcserve Backupはジョブステータスマネージャから削除されるまで「終了」

ジョブを 24時間保持します。時間を変更するには、0～999の数値を指定し

ます。

注：ジョブのマイグレーションフェーズが完了し、このオプションのために指定し

た時間が経過したら、1度のみ発生するステージングジョブ( disk to disk to
tape とdisk to tape to tape)は、ジョブキューから削除されます。

［データベースポーリング間隔 (分 ) ］--ジョブエンジンは定期的にArcserve
Backupデータベースをポーリングして、ステージング対応デバイス上のコピーお

よびパージされたセッションを検知します。このフィールドで指定した値によっ

て、ポーリング間隔が決まります。このフィールドのデフォルト値は 5分で、最小

値は 1分です。

［アクティビティログのメッセージの種類］--アクティビティログには、Arcserve
Backupの全アクティビティの情報が含まれています。デフォルトでは、注意、警

告、およびArcserve Backupの実行中に発生したエラーがアクティビティログに

表示されます。メッセージの種類を変更するには、以下のいずれかのオプショ

ンを選択します。

なし

メッセージを表示しません。

エラー

Arcserve Backupを起動中に発生するエラーのみが表示されます。

警告、エラー

Arcserve Backupの実行中に発生した警告とエラーを表示します。

注意、警告、エラー(デフォルト )

Arcserve Backupの実行中に発生する注意、警告、およびエラーがすべて含

まれます。

デバッグ
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デバッグ情報、および Arcserve Backupの実行中に発生するすべての注意、

警告、およびエラーがすべて含まれます。

［ネットワーク共有］--デフォルトで、Arcserve Backupはブラウザで［すべての共

有を使用］を開きます。これにより、デフォルト共有およびユーザ共有を、ジョブ

のソースまたはデスティネーションとして選択できます。ブラウザに表示する共

有の種類を変更するには、以下のいずれかを選択します。

［デフォルト共有のみを使用］

管理共有のみを使用できます。

［ユーザ共有のみを使用］

ユーザが具体的に設定した共有のみが表示されます。

［バッファサイズ( KB) ］-- Arcserve Backupで使用されるバッファサイズを定義し

ます。

デフォルト値：256 KB

コンピュータによって動作は異なります。動作に影響する要因として、バック

アップサーバのハードウェア、バックアップジョブの総サイズ、バックアップジョブが

生成する子ジョブの数などに関連したものがあります。バッファのサイズを増加

または減少させて、バックアップ実行中のシステムのパフォーマンスを最適化で

きます。

バッファサイズを増減しても、バックアップおよびリストアのパフォーマンスを向上

できるとは限りません。たとえば、大量のメモリ、高速ネットワークへのアクセス、

高速ディスク I/Oなどの豊富なシステムリソースがバックアップサーバにあれ

ば、バッファサイズが増えるため、システムのバックアップおよびリストアのパ

フォーマンスが向上する場合があります。反対に、バックアップサーバのシステ

ムリソースが限られている場合に、バッファサイズを減らすとシステムのバック

アップおよびリストアのパフォーマンスが向上する場合があります。

注：典型的なサーバにおける最善策は、バッファサイズのデフォルト値を適用

することです。

［バックアップ］--バックアップジョブで以下のように追加のオプションをカスタマイ

ズできます。

NTFSボリュームのハード リンクを記録する

ハード リンクファイルをバックアップする場合、デフォルトではこの情報を

格納し、保存します。

デフォルト値：オン

メディアの上書きを確認する

732 Arcserve Backup管理者ガイド



Arcserve Backupエンジンの設定

メディアを上書きする場合は常に、Arcserve Backupによって上書きの実

行を確認するプロンプトを表示します。デフォルトでは、この機能はオフ

になっています。このチェックボックスをオンにすると、確認メッセージが表

示されます。5分以内に確認メッセージに応答しないと、ジョブがキャン

セルされます。

デフォルト値：オフ

マシン全体が選択されたら、レジストリキーの詳細をバックアップする

このチェックボックスがオンになっていると、ターゲット マシンのレジストリ

キーの詳細がバックアップされます。

デフォルト値：オフ

Media Maximization機能を有効にする

GFSジョブおよびローテーションジョブでディスクおよびテープの使用率を

最適化します。詳細については、「Media Maximization機能」を参照し

てください。

この値をメンバサーバから変更することはできません。メンバサーバは、

このオプションに指定された値を Arcserve Backupプライマリサーバから

継承します。

デフォルト値：オン

［ジョブエンジンの再起動後、クラッシュジョブを再試行する］-- このオプション

は、チェックポイントのメカニズムです。このチェックボックスをオンにすると、

Arcserve Backupはクラッシュしたジョブの再起動を試みます。クラスタ環境で

フェールオーバを設定した場合にのみ、このチェックボックスをオンにします。

［ホールドでメークアップジョブをサブミットする］-- このオプションを使用すると、

ジョブのステータスがレディではなくホールドになります。

［データマイグレーションジョブの完了時にポップアップを表示しない］--ステー

ジングマイグレーションジョブが終了すると、ポップアップメッセージが表示さ

れ、ジョブの成功、失敗などを通知します。マイグレーションジョブが終了した

後のポップアップメッセージを表示したくない場合は、このオプションを指定しま

す。

［ジョブの完了時にポップアップを表示しない］--ジョブが終了すると、ポップアッ

プメッセージが表示され、ジョブの成功、失敗などを通知します。ジョブが終

了した後のポップアップメッセージを表示したくない場合は、このオプションを指

定します。

［アーカイブ CSV ファイルを有効にする］--このオプションをオンにして、アーカイ

ブ済みファイル用のCSVファイルを作成します。デフォルトでは、この機能はオフ

になっています。
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［アーカイブ CSV ファイルのフォルダ］--このフィールドでは、アーカイブ CSVファイ

ルを保存するフォルダを指定することができます。デフォルトでは、Arcserve
Backupでは BAB_HOME\Archived filesにアーカイブ CSVファイルが保存されま

す。

以下の点に注意してください。

1. ［アーカイブ CSVファイルを有効にする］オプションが指定されている

場合のみ、［アーカイブ CSVファイルのフォルダ］フィールドが有効に

なります。

2. 指定するフォルダはArcserve Backupサーバ上にあることが必要で

す。

3. Arcserve Backupには、Arcserve Backupデータベース保護ジョブを

含むCSVファイルのフォルダが含まれます。

4. Arcserve Backupでは、グローバルバックアップオプションとして指定

された場合に、Arcserve Backupカタログデータベースが含まれる

あらゆるバックアップジョブで CSVファイルのフォルダをバックアップし

ます。詳細については、「バックアップマネージャの操作オプション」

を参照してください。

5. Arcserve Backupは、NTFSプラットフォームでは CSVファイルを圧縮

します。

詳細情報：

ジョブステータスの種類
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テープエンジンの環境設定

Arcserve Backupテープエンジンは、システムに接続されているすべてのバックアップ

デバイスを識別します。また、たとえばハードウェアやテープエンジン固有の問題を

トラブルシューティングする場合に、テープエンジンのログ(テープログ)のデフォルト

設定を変更できます。

以下のセクションで説明するオプション、設定、パラメータを変更するには、

Arcserve Backupサーバ管理を起動し、［テープエンジン］タブを選択します。

テープエンジンメッセージのログオプション

テープエンジンのログオプションの指定

テープエンジンの全般オプション

イベント ログの環境設定 ( Windowsサーバ)

テープエンジンログの代替パス

循環ログ記録

デスクトップとの対話の有効化

テープエンジンのパフォーマンス向上のための仮想メモリ割り当ての増加
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テープエンジンメッセージのログオプション

以下のリストは、テープエンジンメッセージのログオプションを示しています。

レベル --デフォルト (サマリ)を保持する場合、他のオプションを指定する必要

はありません。使用可能な値は以下のとおりです。

なし --情報はログ記録されません。テープエンジンのログが停止され、

テープエンジンログはジョブステータスマネージャに表示されません。

サマリ(デフォルト ) --重要なメッセージを記録し、不要な情報を除外す

ることによりテープログのサイズを削減します。このオプションでは、

Tape.logがジョブステータスマネージャに存在します。デフォルトでは

Tape.logファイルが生成され、Arcserve Backupホームディレクトリ内のLog
ディレクトリに保存されます。ログのパスを変更する必要がある場合は、

レジストリファイル内に別のログパスエントリを作成します。別のログパ

スエントリの作成の詳細については、「テープエンジンログの代替パス」

を参照してください。

［詳細］--接続したバックアップデバイスに対して Arcserve Backupから送

信されたコマンドが、すべてログに記録されます。読み取り/書き込みお

よびテスト ユニット レディコマンドは除外されます。テープエンジン固有

の情報も記録されます。これは、バックアップおよびリストアに関する問

題のトラブルシューティングのためにArcserveサポートによって使用される

可能性があります。Tape.logファイルは、デフォルトではArcserve
Backup\Logフォルダに生成および格納されます。ログのパスを変更する

必要がある場合は、レジストリファイル内に別のログパスエントリを作成

します。

このオプションに対する Tape.logファイルを参照するには、ジョブステータ

スマネージャで［テープログ］タブにアクセスします。

［詳細 (読み込み/書き込み) ］--接続したバックアップデバイスに対して

Arcserve Backupから送信されたコマンドが、すべてログに記録されます。

［詳細］オプションとは異なり、このオプションには読み取り/書き込みコマ

ンドおよびテスト ユニット レディコマンドが含まれます。テープエンジン固

有の情報も記録されます。これは、バックアップおよびリストアに関する

問題のトラブルシューティングのためにArcserveサポートによって使用さ

れる可能性があります。Tape.logファイルは、デフォルトではArcserve
Backup\Logフォルダに生成および格納されます。ログのパスを変更する

必要がある場合は、レジストリファイル内に別のログパスエントリを作成

します。
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別のログパスエントリの作成の詳細については、「テープエンジンログの

代替パス」を参照してください。このオプションに対する Tape.logファイル

を参照するには、ジョブステータスマネージャで［テープログ］タブにアクセ

スします。

注：読み取り/書き込み機能により、ログファイルのサイズが大きくなる

可能性があります。読み取り/書き込みのログ記録を行うと、マシン上の

パフォーマンスが低下する可能性があります。

出力 -- ［サマリ］、［詳細］、または［詳細 (読み取り/書き込み) ］のいずれかを

指定した場合、メッセージの送信先を定義できます。以下のいずれかを指定

します。

画面およびファイル -- メッセージは、テープエンジンログと、DOSボックス

(テープエンジンメッセージウィンドウ)の両方に記録されます。

画面のみ -- メッセージは、テープエンジンメッセージウィンドウにのみ送

信されます。

ファイルのみ -- (デフォルト ) メッセージは、テープエンジンログにのみ記録

されます。テープエンジンログはジョブステータスマネージャで参照でき

ます。

重要：［画面およびファイル］オプションと［画面のみ］オプションのいずれかを

選択した場合は、デスクトップとやり取りしてテープログの内容を DOSウィンド

ウに表示できるよう、テープエンジンサービスの環境設定を行う必要がありま

す。Arcserve詳細については、「デスクトップとの対話の有効化」を参照してく

ださい。
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テープエンジンのログオプションの指定

サーバ管理の環境設定ダイアログボックスの［テープエンジン］タブにある［ログサ

イズ制限］セクションでは、テープエンジンのログファイルを Arcserve Backupで制御

する方法を指定できます。

テープエンジンのログオプションを指定する方法

1. Arcserve Backupマネージャインターフェースから、ホーム画面のナビゲーションバー

にある［クイックスタート］メニューから［サーバ管理］を選択します。

［サーバ管理］ウィンドウが表示されます。

2. ドメイン/サーバディレクトリツリーから、環境設定するサーバを選択します。

3. ［環境設定］ツールバーボタンをクリックします。

［環境設定 -サーバ名］ダイアログボックスが開きます。

4. ［テープエンジン］タブを選択します。

［ログサイズ制限］セクションに、要件に応じて、以下のオプションを指定します。

［最大ログサイズ］-- ［最大ログサイズ］チェックボックスをオンにして、循環

ログを有効にします。［最大ログサイズ］フィールドに、分割されたすべての

TAPE.LOGファイルの最大合計サイズとして指定したい値を入力します。

［最大ログサイズ］の値を［最大ログファイル数］の値で割った値が、分割さ

れたすべてのログファイルの最大サイズです。たとえば、［最大ログサイズ］の
値として 100 MB、［最大ログファイル数］の値として 10を指定した場合、

Arcserve Backupは 10 MB ( 100/10 = 10)に達したとき TAPE.LOGをチャンクし

ます。

［最大ログサイズ］オプションのデフォルト値は 100 MBで、指定できる値の

範囲は 1～2000 MBです。

循環ログを無効にするには、［最大ログサイズ］チェックボックスをオフにしま

す。

［古いログの廃棄間隔］-- Arcserve Backupがログファイルを廃棄するまでの

経過日数を指定します。

［古いログの廃棄間隔］オプションのデフォルト値は 100日で、指定できる値

の範囲は 1～365日です。

［ログファイルの分割基準］--このセクションのオプションは、Arcserve Backup
がどのようにログファイルを分割するかを定義します。

［最大ログファイル数］-- Arcserve Backupで保持するチャンクログファ

イルの数を指定します。
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［最大ログファイル数］のデフォルト値は 10で、指定できる値の範囲

は 3～32です。

注：この設定は［ログサイズ制限］オプションが指定されているときに

のみ変更できます。

［1つのログファイルの最大サイズ］--このオプションは［古いログの廃棄

間隔］オプションとともに使用します。［1つのログファイルのサイズ］と
［古いログの廃棄間隔］オプションを指定すると、Arcserve Backupは、

TAPE.LOGが最大サイズに達したら循環ログ機能に切り替えて、エイ

ジが［古いログの廃棄間隔］オプションで指定した値を超えたらチャン

クログファイル削除します。

［1つのログファイルの最大サイズ］オプションのデフォルト値は 10000
KBで、指定できる値の範囲は 1～100000 KBです。

注：この設定は［古いログの廃棄間隔］オプションが指定されていると

きにのみ変更できます。

5. ［OK］をクリックして、テープエンジンログのオプションを適用します。

テープエンジンのログオプションが適用されます。

注：変更を破棄する場合は、［キャンセル］をクリックします。
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テープエンジンの全般オプション

Arcserve Backupでは以下の一般オプションを指定できます。

［グローバル再利用セットを使用する］-- Arcserve Backupがグローバル再利

用セットを使用します。このオプションはデフォルトで有効になっています。

グローバル再利用セットでは、すべてのメディアプールにあるすべての再利用

可能なメディアが、1つの大きな再利用セットとして処理されます。これにより、

該当するメディアプール内で再利用テープが使用できなくても、バックアップ

ジョブに失敗することはなくなります。

このオプションを有効にすると、メディアプールマネージャでそれぞれのメディア

プールの保存セットだけが表示される(再利用セットは表示されない)ようにな

りますが、「グローバル再利用セット」と呼ばれるオブジェクトが追加されます。

このオブジェクトは、使用中の全メディアプールの再利用セットで使用可能な

メディアすべてが含まれます。グローバル再利用セットを右クリックして［メディア

の割り当て］を選択すると、メディアプールに割り当てられていないメディアを、

グローバル再利用セットに移動できます。

グローバル再利用セットでメディアを選択すると、右上のペインの列見出しと

右下のペインにある［プロパティ］タブ内に、［メディアタイプ］および［メディア

プール］という 2つのプロパティが追加で表示されます。右上のペインの列見出

しをクリックすると、その列を基準にしてリストを並べ替えることができます。グ

ローバル再利用セットで選択したメディアがオフサイト ロケーションに保管され

ている場合、メディアは別の色で表示されます。これは、このメディアがアクティ

ブでないことを表します。

注：グローバル再利用セットを有効にし、特定のメディアプールを使用して

バックアップジョブをサブミットすると、Arcserve Backupでは、指定したメディア

プールのグローバル再利用セットにあるメディアが最初に検索されます。使用

可能なメディアがない場合は、グローバル再利用セットのメディアが使用され

ます。またメディアプールを使用して、複数のテープにスパンするバックアップ

ジョブをサブミットすると、グローバル再利用セットにあるメディアが使用されま

す。

［ジョブステータスマネージャにテープログを表示する］--ジョブステータスマ

ネージャにテープログを表示するには、このオプションを選択します。このオプ

ションを有効にしたときにアクティビティログを開いていた場合は、［更新］をク

リックしてマネージャを更新する必要があります。

注：このオプションはWindowsコンピュータでのみ利用できます。

［Tape Alertを使用する］-- Arcserve Backupがテープドライブおよびライブラリ

からアサートされる TapeAlertフラグの検出およびレポート作成を行います。
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TapeAlert関連のメッセージが表示されないようにするには、このオプションを無

効にします。

このオプションを有効にすると、Arcserve Backupは、Arcserve Backupに

接続されているすべてのデバイスに対して 1分間隔で TapeAlertフラグ

を照会します。Arcserve Backupは TapeAlertフラグを検出すると、フラグ

のリアルタイム詳細をアクティビティログと Tape.logファイルで報告しま

す。

このオプションを無効にすると、Arcserve Backupでは、TapeAlertフラグの

検出と報告のためのスレッド照会メカニズムを個別に管理しません。そ

の結果、Arcserve Backupは、ジョブが実行されて SCSIエラーが発生す

るまでは TapeAlertフラグを照会しません。Arcserve Backupはジョブの実

行中に TapeAlertフラグを検出すると、フラグの詳細をアクティビティログ

と Tape.logファイルで報告します。
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イベント ログの環境設定 ( Windowsサーバ)

［ログ］タブを使用して、イベント ログに書き込むメッセージを指定することができま

す。デフォルトでは、すべてのメッセージが書き込まれる設定になっています。特定

のメッセージを書き込まないようにするには、以下に示すフィールドを選択してくだ

さい。

［イベント ログでメッセージ ログを有効にする］Arcserve Backup -デフォルトで

は、メッセージはすべてのアクティビティログのみに記録されます。このチェック

ボックスをオンにすると、以下のオプションが選択できるようになります。

［ログからメッセージ タイプを除外］チェックボックス -イベント ログから除外する

メッセージタイプを選択するには、これらのチェックボックスを使用します。

［メッセージ ログを除外］Arcserve Backupチェックボックス -特定のモジュールか

らすべてのメッセージを除外するには、これらのチェックボックスを使用します。
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Arcserve BackupがWindowsイベント ビューアでイベン

トを記録する方法

イベント ビューアは、アプリケーション、セキュリティ、およびシステムログに関連する

イベントを監視するためのWindowsの管理ツールです。イベント ビューアに格納さ

れる情報は、環境におけるコンピュータの役割およびコンピュータ上で実行されて

いるアプリケーションによって異なります。

注：イベント ビューアを開くには、Windowsツールバーから［スタート］-［プログラム］-
［管理ツール］-［イベント ビューア］を選択します。

サーバ管理によって、イベント ビューアに記録する Arcserve Backupのイベント情報

の種類を指定できます。詳細については、「イベント ログの環境設定」を参照して

ください。

以下に、Windowsイベント ビューアに表示される Arcserve Backup情報、警告、

およびエラーイベントのイベント コードを示します。

500--ほとんどの情報イベントおよびエージェント情報イベント

600--Agent警告イベント

700--Agentエラーイベント

900--監査イベント

固有イベント コード--メッセージのリソース ID

以下の図に、Windowsイベント ビューアのArcserve Backupイベントを示します。

詳細情報：
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イベント ログの環境設定 ( Windowsサーバ)
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テープエンジンログの代替パス

大きな空き領域を持つボリュームにログを移動する場合などは、デフォルトのテー

プログのパスを変更できます。代替パスを作成するには、Windowsレジストリの設

定を変更します。以下のキーの下に「LogPath」という名前の文字列値を作成しま

す。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\Arcserve
Backup\Base\TapeEngine\Debug

この値に、新しいログファイルの場所として使用するローカルドライブのパス

( D:\temp\logなど)を指定します。設定したログパスは、テープエンジンを再起動

するか、前述したいずれかのログオプションを変更すると有効になります。テープロ

グのパスをデフォルトに戻すには、「LogPath」の値を削除して、テープエンジンを再

起動します。

注：マップされたドライブにはログをリダイレクトできないため、代替パスとして指定

できるのはローカルドライブのパスのみです。
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循環ログ記録

循環ログ記録により、テープエンジンログファイルのサイズと動作を制御できま

す。この機能を使用すると、ログファイルがユーザ指定のサイズ上限を超えた場合

に、Arcserve Backupがそのログファイルを小さなサイズのファイルチャンクに分割す

るためのサイズの制限を設定できます。また、ログファイルの保持期間や合計数

を指定することもできます。保存期間を超えると、Arcserve Backupはチャンクログ

ファイルを削除します。

テープエンジンのログファイルは、TAPE.LOG という名前でテープエンジンのログファ

イルは、CA\ARCserve Backup\LOGディレクトリにあります。

循環ログを設定して使用するには、Arcserve Backupホーム画面の［クイックスター

ト］メニューから［サーバ管理］を起動します。詳細については、「循環ログ設定の

指定」を参照してください。

ログファイル名

循環ログ記録設定を指定しない場合、Arcserve Backupではデフォルトのファイル

名である TAPE.LOGが使用されます。循環ログ記録設定を指定する場合も、

TAPE.LOGは生成されますが、サイズの小さな複数のファイルに分けられます。これ

らのファイルには次の形式の名前が付けられます。

TAPE.LOG.####

ここで、####は特定の日に作成された連続ログ番号を表します。

ログファイル名の例

たとえば、ある日、テープエンジンが100 MB というファイルサイズの上限に基づい

て 3つのログファイルを生成したとします。この場合、ログファイルの名前は、以下

のようになります。

TAPE.LOG
TAPE.LOG.0001
TAPE.LOG.0002
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Arcserve Backupによるログファイルのラベルづけ

Arcserve Backupは以下のロジックを使用してログファイルを管理します。

1. TAPE.LOGが指定した値に達すると、Arcserve Backupは TAPE.LOGを

TAPE.LOG.0001に名前変更し、新しい TAPE.LOGファイルを作成します。

2. TAPE.LOGが指定した値に 2度目に達すると、Arcserve Backupは TAPE.LOG.0001
を TAPE.LOG.0002に、TAPE.LOGを TAPE.LOG.0001に名前変更し、新しい

TAPE.LOGファイルを作成します。

3. TAPE.LOGが指定した値に 3度目に達すると、Arcserve Backupは TAPE.LOG.0002
を TAPE.LOG.0003に、TAPE.LOG.0001を TAPE.LOG.0002に、そして TAPE.LOGを

TAPE.LOG.0001に名前変更し、新しい TAPE.LOGファイルを作成します。

このプロセスが循環的に繰り返されます。Arcserve Backupでは、最新の3つのログ

ファイルが常に保持されます。

重要：Arcserve Backupでは、［ログサイズの制限］オプションと［ログファイル数］オ
プションで指定した値に基づいて、新しいログファイル作成に使用される値が計

算されます。たとえば、500 MB というログサイズ制限と 10 というログファイル数を

指定した場合、現在のログサイズが50 MB ( 500を 10で割った値 )を超えると、

Arcserve Backupは新しいログファイルを作成します。
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循環ログ記録設定の指定

循環ログ記録機能を使用すると、テープエンジンによって生成されるログファイル

の特徴をカスタマイズできます。

循環ログ記録の設定を指定する方法

1. Arcserve Backupホーム画面で、［クイックスタート］メニューから［サーバ管理］を選

択します。

［Arcserve Backupサーバ管理］画面が表示されます。

2. ［管理］メニューの［環境設定］を選択します。

［環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［テープエンジン］タブを選択します。

4. 循環ログを有効にするには、ダイアログボックスの［ログサイズ制限］セクションの

［最大ログサイズ］オプションをクリックし、最大サイズをMBで指定します。この値

は、すべてのログファイルを合計した最大サイズを表します。

5. ［ログファイル数］フィールドで、Arcserve Backupで保持するログファイルの数を選

択します。この値は、Arcserve Backupによって保持される TAPE.LOGファイルの最

大数を表します。

6. ［OK］ボタンをクリックして、設定を適用します。

注：ログファイルの数が［ログファイル数］オプションを使用して指定した数を超え

ると、Arcserve Backupによって最も古いログファイルが削除されます。

ログファイルの廃棄

ログファイルの廃棄だけを指定する方法

1. ［最大ログサイズ］オプションを無効にします。

2. ［古いファイルを廃棄］オプションをクリックして、Arcserve Backupがログファイルの廃

棄を実行する間隔を日数で指定します。

3. (オプション) ［1つのログファイルのサイズ］フィールドに、ログファイル1つあたりのサ

イズ制限を KB単位で入力します。［単一のログファイルサイズ］フィールドに値を

指定しない場合、Arcserve Backupはデフォルト値である 10,000 KBを各ログファイ

ルのサイズ制限として使用します。

4. ［OK］ボタンをクリックして、設定を適用します。

重要：［ログサイズ制限］の両方のオプション( ［最大ログサイズ］と［古いログの廃

棄間隔］)を有効にすると、は、ログファイル数が［ログファイル数］を超えたか、ロ

グファイルの日数が［古いログの廃棄間隔］オプションの指定日数を超えた場合

に、ログファイルの廃棄処理を行います。Arcserve Backup［1つのログファイルのサ
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イズ］は指定できません。Arcserve Backupでは、ログサイズの合計サイズをログ

ファイルの総数で割って、各ログファイルのサイズ設定が計算されます。
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デスクトップとの対話の有効化

このセクションでは、Arcserve Backupテープエンジンでのデスクトップとの対話を有

効にする方法を説明します。ただし、これらの手順は、Arcserve Backupのいずれ

かのサービスまたはエンジンを、デスクトップと対話できるようにする場合にのみ使

用できます。

デスクトップとの対話を有効にするには、以下の手順に従います。

1. Windowsで［スタート］-［プログラム］(または［すべてのプログラム］) -［管理ツール］-
［コンポーネント サービス］を選択します。

［コンポーネント サービス］ダイアログボックスが表示されます。

2. オブジェクト ツリーから、［サービス(ローカル) ］オブジェクトを選択します。

3. サービスのリストで、たとえばArcserve Tape Engineを右クリックし、コンテキスト メ

ニューから［プロパティ］を選択します。

［(ローカルコンピュータ) Arcserve Tape Engineのプロパティ］ダイアログボックスが

表示されます。

4. ［ログオン］タブを選択します。

5. [ローカルシステムアカウント］の［デスクトップとの対話をサービスに許可］チェック

ボックスを選択して［適用］をクリックします。

6. ［OK］をクリックして［(ローカルコンピュータ) Arcserve Tape Engineのプロパティ］ダイ

アログボックスを閉じます。

7. Arcserve Tape Engineサービスを停止して再起動します。

テープエンジンが、デスクトップと対話できるようになりました。

8. Windowsの［コンポーネント サービス］ダイアログボックスを閉じます。
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テープエンジンのパフォーマンス向上のための仮想メモ

リ割り当ての増加

テープエンジンは、データのバックアップ、リストア、回復に関するすべてのジョブを

制御する Arcserve Backupコンポーネントです。大規模なバックアップ環境では、

以下のような条件においてテープエンジンのパフォーマンスに悪影響がある場合が

あります。

同時実行されているバックアップジョブが多数ある。

デデュプリケーションを使用するバックアップジョブが多数ある(同時実行の場

合もそうでない場合も)。

多数のストリームが指定されたマルチストリーミングジョブ、マルチプレキシング

ジョブ、またはその両方が同時実行されている。

テープエンジンのパフォーマンス低下は、オペレーティングシステムによってアプリ

ケーションに割り当てられている仮想メモリの量が原因である場合があります。デ

フォルトでは、Windows 32ビット オペレーティングシステムは、アプリケーション用に

2GBの仮想メモリを割り当てます。32ビット オペレーティングシステムでのこのデ

フォルト割り当てでは、3 GB以上のRAMを持つコンピュータがすべてのRAMを使

用できない可能性があります。

注：Windows 64ビット オペレーティングシステムでは、仮想メモリを 4GBまで割り

当てることができます。

Windowsオペレーティングシステムでは、アプリケーションに割り当てる仮想メモリの

量を増加させることができます。大規模なバックアップ環境で、お使いのバックアッ

プサーバのパフォーマンスが低い場合、アプリケーションに利用できる仮想メモリの

量を増加させてテープエンジンのパフォーマンスを向上させることができます。

注：仮想メモリを増加させるのは、Windows 32ビット オペレーティングシステムが

インストールされ、2.5 GB以上のRAMを持つバックアップサーバのみにしてくださ

い。

以下のセクションでは、Windows Server 2003 とWindows Server 2008の32ビット

版を実行するコンピュータで仮想メモリの割り当てを増加させる方法について説

明します。

32ビット Windows Server 2003システムで仮想メモリの割り当てを増加させる方

法

1. デスクトップから［マイコンピュータ］を右クリックして、ポップアップメニューの［プロパ

ティ］を選択します。

［システムのプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［システムのプロパティ］ダイアログボックスの［詳細設定］タブをクリックします。
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詳細設定のプロパティが表示されます。

3. ［起動と回復］の［設定］をクリックします。

［起動と回復］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［起動と回復］ダイアログボックスで、［起動システム］の［編集］をクリックします。

Windowsのboot.iniファイルがメモ帳で開きます。

5. 以下のように、［operating systems］の起動文字列の最後に「/3GB」を追加しま

す。

[operating systems]
multi(0)disk(0)rdisk(0)partition(1)\WINDOWS="Windows Server 2003, Enterprise"
/noexecute=optout /fastdetect switch: /3GB

6. メモ帳を閉じます。

変更を保存するかどうか尋ねられたら、［はい］をクリックします。

7. 開いているダイアログボックスをすべて閉じて、コンピュータを再起動します。

32ビット Windows Server 2008システムで仮想メモリの割り当てを増加させる方

法

1. コマンド プロンプトを開きます。

2. コマンド プロンプトで以下のコマンドを実行します。

BCDEDIT /Set IncreaseUserVa 3072

3. コマンドの実行後、コンピュータを再起動します。
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データベースエンジンの環境設定

Arcserve Backupデータベースエンジンでは、処理された全ジョブの以下の統計情

報が保存されます。

バックアップ、コピー、およびリストアされたファイルとディレクトリ

Arcserve Backupが処理したジョブ

Arcserve Backupの処理で使用したストレージデバイスとメディア

Arcserve Backupには、以下のデータベースエンジンオプションがあります。

［自動廃棄処理を有効にする］--データベースの廃棄が有効になると、セッ

ションでバックアップまたはコピーされたファイルとディレクトリの情報が削除され

ます。デフォルトでは、データベースファイルの容量を抑えるために、オンに設定

されています。このオプションをオフにして詳細な情報を記録すると、リストア作

業時には便利ですが、廃棄処理を行わないとデータベースのサイズが非常に

大きくなる可能性があります。

［廃棄処理の実行時刻］-- このフィールドは、［自動廃棄処理を有効

にする］オプションがオンになっているときにのみ有効です。データベース

レコードを廃棄する時刻を指定できます。

デフォルト値：有効な場合、処理は正午 12時に実行されます。

［古いデータベースレコード廃棄間隔］-- このフィールドは、［自動廃棄

処理を有効にする］オプションがオンの場合にのみ有効です。このオプ

ションでは、Arcserve Backupによってジョブのレコードが廃棄される前に、

データベースでそれらのレコードを保持する期間を指定できます。

デフォルト値：破棄が有効の場合は、180日間になっています。

範囲：1 ～ 999日間

［その他の古いデータベースレコード廃棄間隔］-- このフィールドは、

［自動廃棄処理を有効にする］オプションがオンの場合にのみ有効で

す。このオプションでは、Arcserve Backupによってその他のレコード(たと

えばセッション詳細レコード)が廃棄される前に、データベースでそれらの

レコードを保持する期間を指定できます。

デフォルト値：破棄が有効の場合は、30日間になっています。

範囲：1 ～ 999日間

［再フォーマットまたは消去されたメディア関連データベースレコードを廃棄処

理時に削除する］-- メディアの再フォーマット時または消去時に、Arcserve
Backupは、そのメディアに関連するデータベース内でレコードも削除します。た
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だし、この余分な処理の実行には時間がかかります。これらのレコードの削除

を、廃棄処理の実行時まで延期するには、このオプションを選択します。

［古いアクティビティログ廃棄間隔］-- Arcserve Backupがアクティビティログを

削除するまで、データベースに保持する期間を指定します。

デフォルト値：14日間

範囲：1 ～ 999日間

［古いカタログファイル廃棄間隔］-- Arcserve Backupがカタログファイルを削

除するまで、データベースに保持する期間を指定します。

デフォルト値：60日間

範囲：1 ～ 9999日間 .

［データベースのメンテナンス処理］--以下のオプションは、Arcserve Backup
データベースで実行できるメンテナンス処理に適用されます。

以下のオプションを有効にすると、Arcserve Backupは、データベース廃棄ジョブ

が次回実行する際に、指定したタスクを行います。データベース廃棄ジョブが

毎日実行するようにスケジュールされている場合、指定した処理は、廃棄ジョ

ブの実行時に行われます。データベース廃棄ジョブとは関係なくデータベース

メンテナンス処理の実行をスケジュールするには、［ジョブスケジューラウィザー

ド］を使用して、ca_dbmgrコマンド ラインユーティリティを使用してデータベース

メンテナンス処理を支援する個々のジョブを作成できます。

注：詳細については、「ジョブスケジューラウィザードを使用したジョブのスケ

ジュール方法」または「コマンド ラインリファレンスガイド」を参照してください。

［統計を更新する］--このオプションにより、Arcserve Backupは、テーブル

およびインデックスの統計情報を更新します。正確かつ最新の統計情

報により、SQL Serverおよび SQL Server 2014 Expressは照会のための最

善の実行計画を決定できるため、これにより照会パフォーマンスが改善

されます。

統計情報は、毎日更新する必要があります。

［インデックスをリビルドする］--このオプションでは、Arcserve Backupが断

片化を削除し(指定された、または既存の調整要素の設定に基づいた

ページの圧縮による)、連続したページでインデックスの行の順序を入れ

替えます。その結果、Arcserve Backupでは照会のパフォーマンスが改善

され、ディスク容量を再利用できるようになります。

インデックスは、週次に再構築する必要があります。

［DBの整合性をチェックする］-- このオプションにより、Arcserve Backup
は、割り当て、および Arcserveデータベースのすべてのオブジェクトの構

造上の論理的な整合性をチェックします。
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データベースの整合性は週次にチェックし、このタスクの実行に十分な

時間を割り当てる必要があります。

［DBサイズを低減する］-- このオプションにより、Arcserve Backupは

Arcserveデータベース内のデータファイルのサイズを低減して、システム

のディスク容量を再利用します。

必要に応じてデータベースのサイズを軽減する必要があります。

［廃棄ジョブのサブミット］-このオプションを選択すると、廃棄ジョブが直ちにサ

ブミットされます。

［Arcserve DB保護ジョブのサブミット］-- このオプションにより、オリジナルのジョ

ブが削除されたために、Arcserve Backupデータベース保護ジョブを再作成でき

ます。詳細については「Arcserve Backupデータベース保護ジョブの再作成」を

参照してください。

カタログデータベース

［カタログデータベースフォルダ］-- このオプションでは、Arcserve Backup
カタログデータベースフォルダの場所を指定できます。省略記号ボタン

をクリックして参照し、異なる場所を選択してカタログデータベースフォ

ルダを検索します。

デフォルトで、カタログデータベースフォルダは、次のプライマリサーバの

場所にあります。

C:\Program Files\CA\ARCserve Backup\CATALOG.DB\

［以下のメンバサーバからの転送前にカタログファイルを圧縮する］-- こ
のオプションでは、データがメンバサーバからプライマリサーバへ転送され

ると、Arcserve Backupはカタログ情報を圧縮できます。

プライマリサーバに、関連するメンバサーバがある場合は、［以下のメン

バサーバからの転送前にカタログファイルを圧縮する］フィールドが有効

になり、メンバサーバの名前を表示します。

デフォルトでは、この機能はオフになっています。このオプションを無効に

すると、Arcserve Backupは、メンバサーバからプライマリサーバへ転送さ

れるカタログ情報を圧縮しなくなります。

［最小ディスク空き容量しきい値］-- このオプションでは、Arcserve
Backupがカタログファイルを検出するときに、空きディスク容量の最小の

パーセントを指定できます。

デフォルト値：10 %

範囲：1 ～ 99 %
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注：Arcserve Backupは定期的に、カタログデータベースフォルダがある

場所のボリュームの、空きディスク容量のパーセントをチェックします。検

出される空き容量が指定したパーセントより少ない場合は、警告メッ

セージがアクティビティログに送信され、検出される空き容量のパーセン

トがしきい値の設定より大きくなるまで、自動的にディスクから、カタログ

データベースファイル(最短が7日間で最も古いものから開始 )の削除

を開始します。

例：検出される空き容量が10 %より少ない場合は、警告メッセージが

アクティビティログに送信され、検出される空き容量のパーセントが10 %
より大きくなるまで、自動的にディスクから、カタログデータベースファイル

(最短が7日間で最古のものから開始 )の削除を開始します。

［メディアプールのメンテナンスを有効にする］-- このオプションを選択すると、メ

ディアプールの保存セットから再利用セットに移動するようにスケジュールされ

たすべてのメディアが、廃棄ジョブの実行時にいつでも自動的に移動されま

す。

［最大データベースサーバメモリ］-これはMicrosoft SQL Expressのみに適用

されます。Microsoft SQL Expressのメモリ使用量のサイズはこの制限以下とな

ります。

デフォルト値：1024 MB

範囲：256 MB ～ 1024 MB

詳細情報：

Arcserve Backupデータベースを保護する方法

カタログデータベースの動作
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Alertの環境設定

Alertは、さまざまな通信媒体を使用して組織内の人員にメッセージを送信する、

通知システムです。Alertは自身でメッセージを生成しません。送信する情報と送

信先をAlertで指定する必要があります。

サーバ管理からAlertの環境設定を行うと、テープエンジンの開始や停止など、

ジョブに関連しないイベントのAlert通知を生成できるようになります。そのために

は、必要なメッセージを入力して［追加］をクリックします。このメッセージは、ここで

入力したとおりの形式で、そのままアクティビティログから抽出されます。

また、アクティビティログメッセージをすべて送信する場合は、アスタリスク( *)を入

力して［追加］をクリックします。Alertにより生成された通知メッセージが、設定さ

れた受信者に送信されます。Alert通知の受信者の選択および送信方法の設

定の詳細については、「Alertマネージャの使い方」を参照してください。
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Alert通知の追加と削除

Arcserve Backupでは、サーバ管理マネージャを使用して、ジョブに関連しないイベ

ント (たとえば、テープエンジンの開始と停止や、操作の正常な完了 )のAlert通
知を設定できます。

以下の手順は、ジョブ以外のイベントに関連する Alert通知を追加する方法を示

したものです。

Alert通知を追加する方法

1. Arcserve Backupサーバ管理マネージャを開きます。

2. ディレクトリツリーのArcserve Backupプライマリサーバまたはスタンドアロンサーバを

クリックし、ツールバーの［環境設定］ボタンをクリックします。

［環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［Alert］タブをクリックします。

4. ［Alert］一覧フィールドに、Alert通知を受信する対象のイベントのテキストを入力

します。

語句全体でも一部分のみ( 1つのキーワードも使用可能 )でも入力できます。

Alertエンジンにより、指定したキーワードまたは語句と一致するイベント テキスト

が検索されます。ただし、不要な Alertが通知されないように、条件は可能な限り

詳しく指定します。

例 :

テープエンジンが開始したときにAlert通知を受信するには、［Alert］一覧に

「エンジン」と入力すれば、Alertによってこのイベントが検出されます。ただ

し、この場合、「エンジン」を含む他のイベント (たとえば「データベースエンジ

ンを起動しました。」など) も通知を受信します。

すべてのアクティビティのログメッセージに関する Alert通知を受け取るには、

「*」と入力します。

監査ログイベントに関する Alert通知を受け取るには、［Alert］一覧フィール

ドに以下を入力します。

[Auditlog]--すべての監査ログイベントに関する Alert通知を送信しま

す。

[Auditlog][Success]--成功した監査ログイベントに関する Alert通知を

送信します。

[Auditlog][Failure]--失敗した監査ログイベントに関する Alert通知を

送信します。
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注：監査ログイベント用のキーワードは、必ず、大文字と小文字を区別

し、角かっこを付けます。

5. ［追加］ボタンを押して検索文字列を登録します。

6. ［OK］をクリックします。

イベントのテキストが入力したキーワードのうちのいずれかと一致すると、Alertエン

ジンにより Alert通知が生成され、前もって Alertマネージャで設定された受信者

全員に通知が送られます。

以下の手順は、Alert通知を削除する方法を示したものです。

Alert通知を削除する方法

1. Arcserve Backupサーバ管理マネージャを開きます。

2. ディレクトリツリーのArcserve Backupプライマリサーバまたはスタンドアロンサーバを

クリックし、ツールバーの［環境設定］ボタンをクリックします。

［環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［Alert］タブをクリックします。

4. ［Alert］一覧から、受信する必要のなくなったAlert通知のイベントをクリックし、

［削除］ボタンをクリックします。

Alert通知が削除されます。

注：［Alert］一覧からすべてのAlert通知を削除する場合は、［すべて削除］ボタ

ンをクリックします。

5. ［OK］をクリックして［環境設定］ダイアログボックスを閉じます。
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その他のサーバ管理機能

サーバ管理を使用して、以下の機能を実行できます。

システムアカウントの変更

マルチネットワークカードの設定

ライセンスの一元管理

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Arcserve Backupシステムアカウントの変更

ノード層の割り当ての再設定

Arcserve Backupコンポーネント ライセンスの管理

サーバからのライセンスの解放

複数のネットワークインターフェースカードの環境設定
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Arcserve Backupシステムアカウントの変更

Arcserve Backupサーバでは、ホスト Windowsマシンの有効なシステムアカウント

が必要になります(インストール時に最初に入力したもの)。システムアカウントの

ログイン認証情報は、サーバ管理を使用していつでも変更できます。

Arcserve Backupサーバのシステムアカウントの認証情報としてWindows ドメイン

ユーザアカウントを使用している場合は、Windows ドメインパスワードを変更した

ときに、Arcserve Backupを新しいパスワードで更新する必要があります。

Arcserve Backupシステムアカウントを変更する方法

1. Arcserve Backup >ホーム画面で、［クイックスタート］メニューから［サーバ管理］を
選択して、［サーバ管理］を開きます。

［Arcserve Backupサーバ管理］ウィンドウが表示されます。

2. ［管理］メニューから［Arcserve Backupシステムアカウント］を選択します。

［Arcserve Backupシステムアカウント］ダイアログボックスが表示されます。

3. 必要に応じて、以下のフィールドに入力します。

サーバ

ユーザ名

パスワード

ドメイン

4. ［OK］をクリックします。

注：Arcserve BackupデータベースをホストするためにMicrosoft SQL Serverのリモー

ト展開を使用し、Arcserve Backupシステムアカウントのログイン認証情報 (ユーザ

名とパスワード)がリモート SQL Serverアカウントのログイン認証情報と同一の場

合、メッセージが表示され、システムアカウントのログイン認証情報を変更すると、

リモート SQL Serverアカウントのログイン認証情報も変更されることが通知されま

す。リモート SQL Serverアカウントのログイン認証情報を変更しても問題ない場合

は、［OK］をクリックします。

Arcserve Backupシステムアカウントのログイン認証情報が変更されます。

第8章 :バックアップサーバの管理 761



その他のサーバ管理機能

ノード層の割り当ての再設定

Arcserve Backupサーバ管理またはセントラルエージェント管理を使用して、

Arcserve Backup ノードに割り当てられた優先度の分類を変更できます。これらの

層を使用して、Arcserve Backup Dashboardに表示される情報が、監視されるノー

ドの優先度レベルによってフィルタされます。

［ノード層の設定］ダイアログボックスには 3つの優先度カテゴリ(高優先度、中優

先度、低優先度 )が含まれ、ノードがシステムに追加されたときや参照されたとき

に自動的に挿入されます。デフォルトでは、高優先度層はすべてのArcserve
Backupサーバ(プライマリおよびメンバ)および Arcserve Backupアプリケーション

エージェントがインストールされているすべてのノード( Oracle、Microsoft Exchange
Server、Microsoft SQL Server、Microsoft Sharepoint Serverなど)が含まれるように

設定され、低優先度層は他のすべてのノード( ファイルシステムエージェントがイ

ンストールされている)が含まれるように設定されます。中優先度層はどのノードも

含まれないように設定され、カスタマイズの用途に利用できます。

各層に対するノード割り当ては、個別のニーズを満たすように再構成やカスタマイ

ズが可能です。それには［ノード層の環境設定］ダイアログボックス( Arcserve
Backupサーバ管理からアクセス可能 )、バックアップマネージャ( ［ソース］タブの

Windowsシステム上で右クリック)、セントラルエージェント管理 ( Windowsシステ

ムを右クリック)のいずれかを使用します。

ノード層の割り当てを再設定する方法

1. ホーム画面の［クイックスタート］メニューで［サーバ管理］をクリックして、［Arcserve
Backupサーバ管理］を開きます。

［サーバ管理］ウィンドウが表示されます。

2. ドメインディレクトリツリーを展開し、ノード層の割り当てを表示または再設定する

サーバを選択します。

3. ［管理］メニューから［ノード層の設定］オプションを選択します。

［ノード層の環境設定］ダイアログボックスが開き、各層カテゴリ(高優先度、中

優先度、低優先度 )に割り当てられたノードが表示されます。
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4. 別の層カテゴリに再割り当てするノードを 1つ以上選択し、対応する矢印アイコン

をクリックすると、選択したノードが別の層カテゴリに移動します。

注：層の割り当てでノードを複数選択するには、Ctrlキーまたは Shiftキーの組み

合わせを使用します。

選択したノードのみを移動するには、単一矢印のアイコンをクリックします。

層にあるノードをすべて移動するには、二重矢印のアイコンをクリックします。

5. 終了したら、［OK］ボタンをクリックします。

ニーズにあわせてノード層の割り当てが変更されました。
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Arcserve Backup コンポーネント ライセンスの管理

Arcserve Backupサーバ管理を使用すると、以下のライセンス管理タスクを実行で

きます。

Arcserve Backup ドメイン内のプライマリサーバ、スタンドアロンサーバ、メンバ

サーバ、およびエージェント サーバにインストールされている Arcserve Backup製

品を表示する。

Arcserve Backup ドメイン内の各コンポーネントに適用されているライセンスの

総数、およびアクティブなライセンス数を特定する。

Arcserve Backup ドメイン内のコンポーネント ライセンスを使用しているサーバの

名前を表示する。

サーバからライセンスを解放して、ドメイン内のほかのサーバがライセンスを利

用できるようにする。

注：サーバからのライセンスの解放については、「サーバからのライセンスの解

放」を参照してください。

Arcserve Backup コンポーネント ライセンスを管理する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールで、［クイックスタート］メニューから［サーバ管

理］をクリックして開きます。

［サーバ管理］が開きます。

Arcserve Backupプライマリサーバおよびそのメンバサーバは、以下のようにディレク

トリツリー構造で表示されます。

2. プライマリサーバおよびメンバサーバにインストールされている Arcserve Backup製

品を表示するには、ディレクトリツリーでサーバを選択します。

選択したサーバのコンポーネントおよびライセンスが、以下のようにプロパティビュー

で表示されます。
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3. Arcserve Backup ドメインのコンポーネントおよびライセンス関係を表示するには、プ

ライマリサーバを右クリックして、コンテキスト メニューから［ライセンスの管理］を選

択します。

［ライセンス管理］ダイアログボックスが表示されます。

［ライセンス管理］ダイアログボックスには、以下の情報が表示されます。

バージョン --選択したコンポーネントのライセンスのリリース番号を指定しま

す。

アクティブなライセンス数 --選択したコンポーネント用に現在アクティブな数

ライセンスを指定します。合計には購入済みライセンスと試用ライセンスが

含まれます。

利用可能なライセンス数 --選択したコンポーネントを使用するために利用

可能なライセンスの数を指定します。合計には購入済みライセンスのみが

含まれます。

ライセンス総数 --選択したコンポーネント用に購入されたライセンスの総数

を指定します。

必要なライセンス数 --選択したコンポーネントを使用するために必要とする

追加のライセンスの数を指定します。

例 :

あるコンポーネントの購入済みライセンスと試用ライセンスを 1件ずつ

使用しているとします。この場合、Arcserve Backupは、選択したコン

ポーネントの使用が中断されないようにするため、試用ライセンスを購

入済みライセンスで置き換えることを推奨します。
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Client Agent for Windowsを使用して、6つのWindowsコンピュータを

保護しています。Client Agent for Windowsのライセンスは 4件購入

済みです。これまでに、ライセンスの数が不足しているためにバックアッ

プが完全に実行されなかった可能性があります。Arcserve Backupは

Client Agent for Windowsの使用が中断されないようにするため、2件
のライセンスの追加購入を推奨します。

ライセンスされているマシン --選択したコンポーネントのアクティブなライセン

スを使用しているコンピュータの名前を指定します。

例 :

以下のダイアログボックスには、Tape Library Optionのアクティブなライ

センスが10件あり、使用可能なライセンスは 0件であることが示され

ています。［ライセンスされているマシン］フィールドには、Tape Library
Optionライセンスを使用しているコンピュータのホスト名が表示されて

います。

詳細情報：

セントラルライセンス管理
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サーバからのライセンスの解放

Arcserve Backupのライセンスはカウントベース方式で機能します。カウントベースの

ライセンス管理では、1つの包括的なライセンスが付与され、ライセンスプール内

でアクティブなライセンス権限の数が事前に定義されます。ライセンスを使用する

サーバは、使用可能なライセンス数の上限に達するまで、先着順にプールからア

クティブライセンスが供与されます。すべてのアクティブライセンスが適用された後

で、ライセンスを別のメンバサーバに追加する必要がある場合は、いずれかのメン

バサーバからライセンス権限を削除してカウントを減らし、別のメンバサーバがその

ライセンスを使用できるようにする必要があります。

サーバからライセンスを解放する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールで、［クイックスタート］メニューから［サーバ管

理］をクリックして開きます。

［サーバ管理］が開きます。

2. サーバディレクトリツリーから、プライマリサーバを右クリックして、コンテキスト メ

ニューから［ライセンスの管理］を選択します。

［ライセンス管理］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［ライセンスステータス］セクションから、解放するライセンスを含むコンポーネントを

選択します。

ライセンスを使用するマシンが［ライセンスされているマシン］フィールドに表示されま

す。

4. 解放するライセンスを持つマシンの名前の隣にあるチェックボックスをオフにし、［適
用］をクリックします。

選択したサーバからアクティブライセンスが解放されます。これで、ご使用の

Arcserve ドメイン内で Arcserve Backup製品を実行している他のサーバがライセン

スを利用できるようになります。

注：［適用］ボタンをクリックすると、選択したマシンは［ライセンスされているマシン］
フィールドに表示されなくなります。
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複数のネットワークインターフェースカードの環境設定

Arcserve Backupサーバで複数のネットワーク接続が行われている場合、特定の

NIC ( network interface card、ネットワークインターフェースカード)を使用してバック

アップとリストアを実行するように、Arcserve Backupを環境設定できます。このよう

にArcserve Backupを環境設定すると、システムに接続されている他のNICからの

干渉を防ぐことができます。

Arcserve Backupでは複数のNICを単一のセットとして使用でき、マルチストリーミ

ングバックアップ時の効率を向上させることができます。また、クライアント エージェ

ントへの接続時に、セット化されたNICの中から適切なカードを使用するように

Arcserve Backupを設定することもできます。

複数のネットワークインターフェースカードを環境設定する方法

1. Arcserve Backup >ホーム画面で、［クイックスタート］メニューから［サーバ管理］を
選択して、［サーバ管理］を開きます。

［Arcserve Backupサーバ管理］ウィンドウが表示されます。

2. ［サーバ管理］メニューから、［複数のネットワークカード］を選択します。

［複数のネットワークカードの設定］ダイアログボックスが表示されます。

3. 以下のオプションから 1つを選択します。

使用するネットワークカードの選択を OSに任せる(デフォルト ) --使用する

ネットワークインターフェースカードの選択をオペレーティングシステムに任せ

ることができます。

使用するネットワークカードの指定 --使用するネットワークインターフェース

カードをリストから指定することができます。この方法で設定した場合、

Arcserve Backupが実行するすべてのジョブで、最初に設定されたネットワー

クインターフェースカードがデフォルトとして使用されます。マルチストリーミン

グの使用中、複数のプロセスが作成されると、後続する各プロセスで、順

次設定されているネットワークインターフェースカードが使用されます。

4. ［OK］をクリックします。

ネットワークカードの設定が適用されます。
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Arcserve Backupサービス、コンポーネントおよびアプリ

ケーションの認証レベル

さまざまな Arcserve Backupサービス、コンポーネント、およびアプリケーションを実

行するには、管理者アカウントまたは最高レベルの権限を持つアカウントを使用し

てWindows Vista、Windows Server 2008、およびWindows Server 2012システムに

ログインする必要があります。これらのサービス、コンポーネントおよびアプリケーショ

ンに関係しているバイナリはArcserve Backup固有の機能を含み、基本ユーザア

カウントには利用が許可されていません。このため、Windowsはパスワードの指定

または管理者権限を持つアカウントの使用を促し、権限を確認した後で作業を

完了します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

管理者権限を必要とする Arcserve Backupサービス、コンポーネントおよびアプリ

ケーション

最上位の権限を必要とする Arcserve Backupサービス、コンポーネント、およびア

プリケーション
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管理者権限を必要とする Arcserve Backupサービ

ス、コンポーネントおよびアプリケーション

管理者プロファイルまたは管理者権限を持つアカウントは、すべてのWindows リ
ソースおよびシステムリソースに対する読み取り権限、書き込み権限および実行

権限を付与されています。

以下の表は、管理者権限を必要とする Arcserve Backupサービス、コンポーネント

およびアプリケーションを示したものです。

コンポーネント 説明

_HTMSETUP.EXE
セットアップ中にhtmlページを表示

します。

<CD_ROOT>\IntelNT\Exchange.DBA\SETUP.EXE

Arcserve Backupで以下の実行可

能ファイルを起動します。

n IntelNT\Exchange.DBA\Exch-
ange.DBA\SETUP.EXE --デー

タベースレベルのバックアップ

用にAgent for Microsoft
Exchangeをインストールしま

す。

n IntelNT\Exchange.DBA\Exch-
angeD.DBA\SETUP.EXE -- ド
キュメント レベルのバックアッ

プ用にAgent for Microsoft
Exchangeをインストールしま

す。

<CD_ROOT>\IntelNT\EO\SETUP.EXE

Arcserve BackupでMSIEXEC.EXE と
いう名前のWindows Installerを起

動して、MSIパッケージをインストー

ルします。

<CD_ROOT>\SETUP.EXE

Arcserve Backupをインストールまた

はアップグレードできるように、

Arcserve Backupで CDブラウザを起

動します。

AGENTDEPLOY.EXE Agent Deploymentアプリケーション。

AGIFPROB.EXE

Dashboard SRM ( Storage Resource
Management)のバックエンド サービ

スで、Dashboardのエージェント スト

レージ リソース情報を収集します。

AGPKIMON.EXE
Windows ノード上で実行されてい

るエージェントから SRM情報を収集
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する Dashboard SRMクライアント コ

ンポーネントです。

ALADMIN.EXE Alert管理アプリケーション。

ARCSERVECFG.EXE サーバ環境設定ウィザード。

ASDBInst.exe

インストールプロセス中にMicrosoft
SQL Server Express Editionを指定す

ると、Microsoft SQL Server Express
Editionをインストールします。

ASRECOVERDB.EXE
Arcserve Backupデータベースの回

復に使用するユーティリティ。

ASREMSVC.EXE
リモート システム用のArcserve
Backupインストーラ。

AUTHSETUP.EXE
認証セットアップコマンド ラインユー

ティリティ。

BABHA.EXE

Arcserve Backupを高可用性に対

応した設定にします。このコンポー

ネントは一般に、Microsoft Cluster
Serviceのインストールに使用されま

す。

BACKINT.EXE
Agent for SAP R/3 for Oracleバック

アップ統合モジュール。

BACKINTCONFIG.EXE
Agent for SAP R/3 for Oracle環境

設定ユーティリティ。

BCONFIG.EXE

BDELOBJ.EXE

アンインストールプロセス中に、

Arcserve Backupをアンインストール

するシステムから一時ファイルと動

的ファイルを削除します。アンインス

トールプロセスで、ターゲット システ

ムにこのアプリケーションがコピーされ

ます。

BDELOBJ_BAB.EXE

インストールプロセス中に、旧リリー

スから Arcserve Backupをアップグ

レードするシステムから一時ファイル

と動的ファイルを削除します。アンイ

ンストールプロセスで、ターゲット シ

ステムにこのアプリケーションがコピー

されて置き換えられます。

BRANCHCFG.EXE
［ブランチ管理］ウィンドウが開きま

す。

BRANCHSERVICE.EXE
Arcserve BackupGlobal Dashboard。
ブランチサイトとセントラルサイトと

の間の通信を可能にします。

C:\Program Files (x86)\Microsoft SQL Microsoft SQL Serverのインストール
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Server\100\Setup Bootstrap\Release\setup.exe
ファイル。この実行可能ファイルは

Arcserveバイナリファイルではありま

せん。

C:\Program Files (x86)\Microsoft SQL
Server\100\Setup Bootstrap\Update
Cache\KB968369\ServicePack\setup.exe

Microsoft SQL Serverパッチのインス

トールファイル。この実行ファイルは

Arcserveバイナリファイルではありま

せん。

C:\Program Files (x86)\Microsoft SQL
Server\100\Setup Bootstrap\Update
Cache\KB968369\ServicePack\x86\setup\1033\pfiles\-
sqlservr\100\setup\release\setup.exe

Microsoft SQL Serverパッチのインス

トールファイル。この実行ファイルは

Arcserveバイナリファイルではありま

せん。

CA.ARCserve.CommunicationFoundation.WindowsSer-
vice.exe

Arcserve Backup Global Dashboard
が使用するデータを提供します。

CABATCH.EXE
cabatchコマンド ラインユーティリ

ティ。

CadRestore.exe

Arcserve Active Directoryオブジェク

ト レベルリストアユーティリ

ティ.NTDS AD DBファイルを参照し、

Active Directoryオブジェクトを現在

のActive Directoryにリストアしま

す。

CALICESE.EXE
Arcserve Backupのライセンスアプリ

ケーションで、オプションごとのライセ

ンスアカウント番号を監視します。

CALicnse.exe
Arcserveライセンスのチェックアプリ

ケーション。

CARUNJOB.EXE
ローカルバックアップおよびリストア

ユーティリティ。

CENTRALSERVICE.EXE
CHGTEST.EXE テスト チェンジャユーティリティ。

DBACONFIG.EXE

以下のエージェントのインストール

プロセス中にArcserve Backupで

データベースインスタンスを設定しま

す。

n Agent for Microsoft SQL
Server

n Agent for Oracle

n Agent for SAP R/3 for Oracle

n Agent for Informix

n Agent for Sybase

n Agent for Lotus Notes
以下のエージェントのインストール
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プロセスが完了した後で、データ

ベースインスタンスを設定できま

す。

n Agent for Microsoft SQL
Server

n Agent for Oracle

n Agent for SAP R/3 for Oracle

n Agent for Informix

n Agent for Lotus Notes

DELETEME.EXE

インストールプロセス中に、リモート

システムでのArcserve Backupコン

ポーネントのインストール時に、リ

モート システムから一時ファイルを

削除します。このコンポーネントは、

ローカルシステムとリモート システム

で稼働します。

DEPLOYDUMMY.EXE
Agent Deploymentアプリケーション

のプリロード モジュール。

DSCONFIG.EXE
ディスカバリ環境設定ユーティリ

ティ。

dosboot.exe 惨事復旧ユーティリティ。

EMCONFIG.EXE
Enterprise Module環境設定ユー

ティリティ。

ETPKI_SETUP.EXE
ETPKIの暗号化/復号化ライブラリ

インストールユーティリティ。

HDVSSCOM.exe
VSSハードウェアのバックアップジョブ

でメタデータをインポートします。

jucheck.exe
アップグレードをチェックする Javaア
プリケーション。

LandingPage.exe

Microsoft SQL Server 2014 Express
Editionのインストールファイル。この

実行ファイルはArcserveバイナリ

ファイルではありません。

LICCHECK.EXE

Arcserve Backup Agent for Lotus
Dominoおよび Arcserve Backup
Agent for Informixでライセンスのス

テータスを確認します。

MASTERSETUP.EXE
インストールプロセス中にWindows
Installer 3.1および VC8 SP1再配布

パッケージを起動します。

MASTERSETUP_MAIN.EXE
Arcserve Backupのインストール時

に、インストールプロセスでインス

トールウィザードのダイアログボック
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スの表示、個々の製品の設定と呼

び出しを行います。

MEDIASVR.EXE テープエンジン通信のプロキシ。

MergeIngres2Sql.exe

Arcserve Backupが Ingresデータ

ベースを SQLデータベースにマージ

するためのツール。UNIXまたは

Linuxのサーバを Data Moverサーバ

にアップグレードする場合、Arcserve
Backupでこのツールを使用して、

IngresデータベースからMicrosoft
SQL Serverデータベースにデータ

ベースデータをマイグレートします。

ORAUPGRADE.EXE

Oracle Agentをアップグレードしま

す。Arcserve Backupの旧バージョン

を現在のバージョンにアップグレード

するときに使用されます。

qphmbavs.exe

Microsoft SQL Server 2014 Express
Editionのインストールファイル。この

実行ファイルはArcserveバイナリ

ファイルではありません。

RAIDTEST.EXE

Windowsコマンド ラインユーティリ

ティからの、RAIDデバイスの設定と

テストを可能にします。実際のRAID
ではなく、テープ RAIDデバイスと

テープチェンジャRAIDデバイスを設

定し、記録できます。

rdbgsetup.exe

Microsoft SQL Server 2014 Express
Editionのコンポーネント。この実行

ファイルはArcserveバイナリファイル

ではありません。

RMLIC.EXE
ライセンスモジュールをアンインス

トールするモジュール。

SDOInst.exe
SDOを使用して Arcserve Backupを

展開する場合、前提条件コンポー

ネントをインストールします。

SETUP.EXE インストールウィザード。

setup100.exe

Microsoft SQL Server 2014 Express
Editionのインストールファイル。この

実行ファイルはArcserveバイナリ

ファイルではありません。

SETUPFW.EXE
Windowsファイアウォール環境設定

ユーティリティ。

SETUPSQL.EXE

SETUPSQL_EXP.EXE
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SILENT.EXE
Arcserve Backupライセンスアプリ

ケーション。

SIMULATE.EXE

Arcserve Backupで仮想 SCSIデバイ

ス(たとえば、テープドライブとテープ

ライブラリ)をそのファイルシステムに

基づいて設定します。このArcserve
Backupコンポーネントはコマンド ラ

インユーティリティです。

SMPLEMON.EXE
Dashboardコンポーネント。エージェ

ント ノードでストレージ リソースの使

用状態を収集します。

SPS012UPGRADE.EXE

Arcserve Backupで、Agent for
Microsoft SharePoint Serverの旧

バージョンを現在のバージョンにアッ

プグレードします。

SPADMIN.EXE
Agent for Microsoft SharePoint
Server 2003のインストールウィザー

ド。

SQLAGENTRMTINST.EXE
Agent for Microsoft SQL Serverのイ

ンストールウィザード。

SQLCONFIG.EXE
Agent for Microsoft SQL Server環
境設定ユーティリティ。

SQLdiag.exe

Microsoft SQL Server 2014 Express
Editionのインストールファイル。この

実行ファイルはArcserveバイナリ

ファイルではありません。

SqlWtsn.exe

Microsoft SQL Server 2014 Express
Editionのインストールファイル。この

実行ファイルはArcserveバイナリ

ファイルではありません。

TAPEENG.EXE Arcserve Backup Tape Engine.

TAPETEST.EXE
テープドライブのテストユーティリ

ティ。

Uninstall.exe
Arcserve Backupをアンインストール

するためのユーティリティ。

UNINSTALLER.EXE
ETPKIコンポーネントをアンインス

トールするアプリケーション。

UPDATECFG.EXE
アップグレード中に環境設定ファイ

ルを保存します。

UPDATECFG.EXE

旧リリースからアップグレードする際

に、Arcserve Backupで以前の

Arcserve Backupのインストールから

レジストリエントリとファイルエントリ

をバックアップします。
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最上位の権限を必要とする Arcserve Backupサービ

ス、コンポーネント、およびアプリケーション

システムで最上位の権限を持つアカウントパワーユーザは、管理者としての実行

権限を持つ基本ユーザアカウントとパワーユーザです。

以下の表は、最も高い権限のアカウントが必要な Arcserve Backupサービス、コン

ポーネント、およびアプリケーションを示したものです。

コンポーネント 説明

ADMIN.EXE Arcserve Backup Agent管理ユーティリティ。

adrasr.exe 惨事復旧ユーティリティ。

AdrLogViewer.exe 惨事復旧ユーティリティ。

adrmain.exe 惨事復旧ツール。

adrstart.exe 惨事復旧ユーティリティ。

AgPkiMon.exe

Arcserve Backupでエージェント PKI (パフォーマンス

キーインジケータ)を収集およびモニタするための

SRMコンポーネント。たとえば CPU、メモリ、NIC、
ディスク情報などです。

ALERT.EXE Arcserve Backup Alertサービス.
ARCSERVEMGR.EXE Arcserve Backupマネージャコンソール.
ASWANSYNC.EXE

ATLCFG.EXE
IBM 3949ライブラリのボリューム環境設定ユーティリ

ティ。

BAOFCONFIGMIGRATION.EXE
Agent for Open Filesの以前のバージョンの環境設

定を現在のバージョンにマイグレートするアップグ

レード ツール( Unicode形式 )。
BDAEMON2.EXE Raima DBデーモンアプリケーション。

CA_AUTH.EXE ca_authコマンド ラインユーティリティ。

CA_BACKUP.EXE ca_backupコマンド ラインユーティリティ。

CA_DBMGR.EXE ca_dbmgrコマンド ラインユーティリティ。

CA_DEVMGR.EXE ca_devmgrコマンド ラインユーティリティ。

CA_JOBSECMGR.EXE ca_jobsecmgrコマンド ラインユーティリティ。

CA_LOG.EXE ca_logコマンド ラインユーティリティ。

CA_MERGE.EXE ca_mergeコマンド ラインユーティリティ。

ca_msvmpopulatedb.exe Arcserve Hyper-V環境設定ツール。

CA_QMGR.EXE ca_qmgrコマンド ラインユーティリティ。

ca_recoverdb.exe
ca_recoverdbコマンド ラインユーティリティ。

Arcserve Backupデータベースを回復します。

CA_RESTORE.EXE ca_restoreコマンド ラインユーティリティ。

CA_SCAN.EXE ca_scanコマンド ラインユーティリティ。
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CAADVREPORTS.EXE caadvreportsコマンド ラインユーティリティ。

CAAGSTART.EXE
データベースエージェントを起動するプロセスを

Universal Agentで開始します。これは、エンド ユー

ザには表示されない内部ユーティリティです。

CAAUTHD.EXE 認証サービス。

CACLURST.EXE caclurstユーティリティ。

CADIAGINFO.EXE

診断ウィザードで、Arcserve Backupに関する診断

情報をリモート システムから収集します。このユー

ティリティにより、収集された診断データが、ファイル

拡張子が .cazのファイルに保存されます。

CADIAGSUPPORT.EXE
Arcserveサポート担当者とエンド ユーザは、診断

データ( .caz) ファイルに保存された診断情報を開い

て、確認することができます。

CADIAGWIZ.EXE
CADISCOVD.EXE ドメインサーバアプリケーション。

CADVWIZ.EXE デバイス環境設定ウィザード。

CADVWIZE.EXE デバイスを設定するデバイスウィザード。

CALICNSE.EXE ライセンスチェックアプリケーション。

CAMINFO.EXE ライセンス情報表示アプリケーション。

CAREPORTS.EXE
careportsレポート ライタコマンド ラインユーティリ

ティ。

CASDSCSVC.EXE Discovery Service.
CASERVED.EXE サービスコントローラ。

CASISCHK.EXE シングルインスタンスのサポート アプリケーション。

CATIRPC.EXE Arcserve Portmapper。

CAVER.EXE
Arcserve Backupのグラフィカルユーザインターフェー

スに、Arcserve Backupベース製品のバージョンとビ

ルド番号の詳細が表示されます。

CDBMERGELOG.EXE

CONFIGBAF.EXE

BAF( Bright Agent Frame)環境設定ユーティリティ。

インストールウィザードによって、Universal Agentで
使用される環境設定ファイルにエージェントを登録

するためのこのユーティリティが起動します。

CONFIGENCR.EXE 暗号化環境設定ユーティリティ。

CSTMSGBOX.EXE
Arcserve Backupにメッセージボックスが表示されま

す。これは、エンド ユーザには表示されない内部

ユーティリティです。

DBACFG.EXE
Arcserve Backupでデータベースエージェントに関す

るアカウントの詳細を設定します。

DBENG.EXE Arcserve Backup Database Engine.

DBTOSQL.EXE
Arcserve Backupで Raima VLDBデータベース情報

とデータをMicrosoft SQL Serverデータベースにマイ

グレートします。
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DBTOSQL_EXP.EXE
Arcserve Backupで Raima VLDBデータベース情報

とデータをMicrosoft SQL Server 2014 Express
Editionデータベースにマイグレートします。

drcreate.exe
Arcserve Backupで惨事復旧用ブートキットを作成

します。たとえばMSD ( Machine Specific Disk)およ

びブート可能メディアなどです。

DUMPDB.EXE

Arcserve Backupで、セッションをダンプしたり、デー

タベースに格納されているセッションパスワードを指

定されたターゲット ファイルにエクスポートしたり、

ファイルに格納されているセッションパスワードを

データベースにインポートしたりします。

DVCONFIG.EXE デバイス環境設定ユーティリティ。

ELOConfig.exe
Arcserve Backupで SAN ( Storage Area Network)
Optionを設定します。

ERRBOX.EXE カスタムポップアップエラー表示アプリケーション。

EXPTOSQL.EXE
Microsoft SQL Server 2014 Express Editionから

Microsoft SQL Serverへの変換ユーティリティ。

GROUPCONFIG.EXE デバイスグループ環境設定ユーティリティ。

IMPORTNODEINFO.EXE
アップグレード中にノード情報を Arcserve Backup
データベースにインポートします。

INSTALLALERT.EXE Alertモジュールのインストールに使用されます。

JOBENG.EXE Arcserve Backup Job Engine.
JOBWINDOW.EXE ジョブウィンドウ環境設定ユーティリティ。

JOBWINUTIL.EXE ジョブウィンドウ。

JOBWIZARD.EXE 一般ジョブスケジューラウィザード。

LDBSERVER.EXE
データベースエンジンの照会を処理するための

ONCRPCサービス。

LIC98LOG.EXE ライセンスサービス。

LIC98SERVICE.EXE ライセンスサービス。

LIC98VERSION.EXE ライセンスサービス。

LICDEBUG.EXE
ライセンスアプリケーションのデバッグを有効にしま

す。

LICRCMD.EXE
ライセンスアプリケーションのリモートでのコマンド実

行を有効にします。

LOGWATNT.EXE
ライセンスのイベント ログ管理機能を備えたライセ

ンスアプリケーション。

LQSERVER.EXE
ジョブキューの照会を処理するためのONCRPC
サービス。

MERGECALIC.EXE ライセンス管理コンポーネント。

MERGECAT.EXE マージカタログユーティリティ。

MERGEOLF.EXE ライセンス管理コンポーネント。

MERGEROLF.EXE ライセンス管理コンポーネント。
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MMOADMIN.EXE メディア管理機能のユーザインターフェース。

MSGENG.EXE Arcserve Backup メッセージエンジン.
Ofant.exe Agent for Open Filesサービス。

ofawin.exe Agent for Open Filesコンソールユーティリティ。

PFC.EXE プレフライト チェックユーティリティ。

RMANCFG.EXE
Agent for Oracleを使用して保護する Oracleデータ

ベースを設定できます。

SERVERMIGRATION.EXE
Arcserve Backupで BrightStor ARCserve Backup
r11.xデータベース情報を現在のデータベース環境

設定にマイグレートします。

ServerMigrationDR.exe
Arcserve Backupで、惨事復旧情報をプライマリ

サーバにマイグレートします。

SETMANPC.EXE 惨事復旧ユーティリティ。

SETUPRD.EXE RAID環境設定コマンド ラインユーティリティ。

SETUPSQL.EXE

Arcserve Backupデータベースを構築します( ODBC
接続を作成し、データベースでそのデータベースの

ユーザとパスワードを設定し、データベースのテーブ

ルを作成します)。

SQLCLEAN.EXE

Arcserve BackupでMicrosoft SQL Serverデータベー

ス内の失われたメディア情報をすべてクリーニングし

ます。このコンポーネントは、SQL Serverデータが格

納されたメディアをフォーマットまたは消去した後に

実行されます。

SQLCLEAN_EXP.EXE

メディアがフォーマットまたは消去された場合に、

Arcserve BackupでMicrosoft SQL Server 2014
Express Editionデータベース内の失われたメディア

情報をすべてクリーニングします。

SQLTOSQL.EXE

Arcserve Backupで BrightStor Arcserve Backup
r11.x と旧バージョンのMicrosoft SQL Serverデータ

ベースのデータベース情報を現在のリリースにマイグ

レートします。

TAPECOMP.EXE テープ比較コマンド ラインユーティリティ。

TAPECOPY.EXE tapecopyコマンド ラインユーティリティ。

UNIVAGENT.EXE Arcserve Backup Universal Agent.

UPGRADEUTIL.EXE

インストールプロセス中に、Arcserve Backupで環

境設定ファイルとレジストリエントリをバックアップし

てリストアします。このコンポーネントは、アップグ

レードを作成するためのビルドの実行時に実行さ

れます。

vmdbupd.exe Arcserve VMwareの自動読み込みユーティリティ。

VSERVICE.EXE
Exchange Server 2003システムにArcserve Backup
Agent for Microsoft Exchange Serverをインストール

する場合、Arcserve Backupでカスタマのアクセス権
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Arcserve Backupサービス、コンポーネントおよびアプリケーションの認証レベル

限を検証します。

注：VSERVICE.EXEはエンド ユーザには表示されない内

部アプリケーションです。

W95AGENT.EXE
Windows 95およびWindows 98でのClient Agent
for Windows。
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Arcserve Backup ドメイン

Arcserve Backup ドメインは、Arcserve Backup ドメインプライマリサーバとメンバ

サーバの論理的なグループで、Arcserve Backupのサーバおよびユーザの管理を容

易にすることができます。複数のArcserve Backupサーバにシングルサインオンでき

るほか、同一ユーザがすべてのサーバで同じアクセスレベル(権限 )を持つようにで

きます。

Arcserve Backup ドメインは、1つのプライマリサーバおよび 1つまたは複数のメンバ

サーバの集合で、名前を 1つ持ちます。このため、Arcserve Backupの各サーバに

そのつどログインしなくても、Arcserve Backup ドメインを通じてすべてのサーバを管

理し、データベースの管理、テープとデバイスの管理、バックアップポリシーとスケ

ジュールの管理などを実行できます。

プライマリサーバは、Arcserve Backup ドメインのメンバサーバに対してジョブやタス

クに関する指示を出します。プライマリサーバが、一定の期間無効になるまたは

利用できなくなると、メンバサーバ上でのスケジュールされたジョブの実行やライセ

ンスの認証などは、正しく機能しなくなります。

各ドメインは、1つの名前、プライマリサーバ 1台 (必須 )、および 1台以上のメン

バサーバ(任意 )を持ちます。プライマリサーバからは、ドメインに属する任意のメ

ンバサーバ上で Arcserve Backupサービスを開始および停止できます。

ドメインにプライマリサーバおよびメンバサーバを設定する場合、ドメイン上のすべ

てコンピュータで同じ Arcserve Backup ドメイン名を使用する必要があります。

Arcserve Backup ドメイン名は、プライマリサーバのインストール時に定義する必要

があります。サーバ環境設定ウィザードを使用してドメインメンバシップを変更し

て、ドメイン名を再設定することもできます。このウィザードによって、すべてのドメイ

ンのArcserve Backup ドメイン名が設定されます。

注：Arcserve Backupサーバ名とArcserve Backup ドメイン名は、15バイト以内で

ある必要があります。合計 15バイトの名前は、およそ7 ～ 15文字に相当しま

す。
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ca_auth コマンド ラインユーティリティを使用したドメイ

ンユーザとグループの管理

Arcserve Backupでは、ca_authというコマンド ラインユーティリティを使用して、ドメ

インユーザとグループを管理します。

ドメインユーザの管理の詳細については、コマンド プロンプトで「ca_auth」と入力す

るか、「コマンド ラインリファレンスガイド」を参照してください。
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caroot同等権限の作成

デフォルトの場合、Arcserve Backupでは、セットアップ中に、プライマリドメインサー

バ、すべてのメンバドメインサーバの管理者に caroot と同等の権限が与えられま

す。ただし、メンバドメインサーバの管理者以外のユーザと、その他のドメインメン

バのユーザには、caroot と同等の権限は与えられません。したがって、Arcserve
Backup ドメインでコマンド ラインユーティリティを使用するには、あらかじめ caroot と
同等の権限を設定しておく必要があります。

carootパスワードは、任意の英数字と特殊文字を組み合わせて指定できます

が、15バイトを超えないようにしてください。合計 15バイトのパスワードは、およそ

7 ～ 15文字に相当します。

同等アクセス権のリストが作成されることで、ユーザにドメインへのログオンを要求

することなく、全クライアントがArcserve Backupを使用できるようになります。

Arcserve Backupでは、現在のユーザがドメインに対して同等のアクセス権を持つ

かどうかを検証できます。オペレーティングシステムに対するアクセス権によって、

Arcserve Backup ドメインに対する特定のアクセスレベルが保証されます。

同等権限の作成の詳細については、「コマンド ラインリファレンスガイド」にある

ca_authについてのセクションを参照してください。

詳細情報：

Arcserve Backup と同等の権限の動作

同等の権限およびシステムアカウント
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ジョブステータスマネージャを使用した複数ドメインの

管理方法

Arcserve Backupでは、ジョブステータスマネージャを使用して、1つ以上の

Arcserve Backupを管理できます。これにより、企業内のすべてのArcserve Backup
ドメインに関連するジョブキューを監視および管理できます。

Arcserve Backup ドメインは、以下の環境設定で構成されます。

1つ以上のメンバサーバに接続されているプライマリバックアップサーバ。

単一のスタンドアロンバックアップサーバ。

ジョブステータスマネージャを最初に開いた場合、以下の画面に示すように、現

在ログインしている Arcserve Backup ドメインがドメインのディレクトリツリーに表示さ

れます。

それ以外の場合は、ジョブステータスマネージャでドメインを追加および削除でき

ます。
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ジョブステータスマネージャでドメインを追加した後、以下のタスクを実行できま

す。

ジョブステータスの管理 -- ［レディ］、［ホールド］、［即実行］、［ジョブの停止］
などのジョブのステータスを変更し、ジョブのデータを更新します。

ジョブ保護の管理 --ジョブのユーザ名および暗号化パスワードを変更します。

ジョブメンテナンスの管理 --ジョブに関してスケジュールの変更、追加、削

除、プレフライト チェック、クイック検索、ログの生成、ジョブ情報の印刷を行い

ます。

これらのタスクの実行は、指定したドメイン内でアカウントに割り当てられた役割に

より制限を受けます。

例：役割の割り当て

現在のArcserve Backup ドメインはドメイン Aです。ユーザ「Arcserveユーザ」が、ド

メイン Bおよびドメイン Cという 2つのArcserve Backup ドメインを追加します。各ド

メインの役割は以下のとおりです。

ドメイン A：carootユーザ

ドメイン B：Backup Operator

ドメイン C：Monitor Operator

Arcserveユーザは、各 Arcserve Backup ドメインで以下のタスクを実行できます。
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ドメイン A：ドメイン内のすべてのジョブの変更、削除、停止。

ドメイン B：Arcserveユーザアカウントを使用してサブミットされたジョブの制

御。

ドメイン C：このドメイン内のジョブのジョブ情報の表示。
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ジョブステータスマネージャへのドメインの追加

Arcserve Backupでは、ジョブステータスマネージャにArcserve Backup ドメインを追

加できます。

ジョブステータスマネージャへのドメインの追加方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ナビゲーションバーで［クイックスタート］を展開し、［ジョブステータス］をクリックしま

す。

ジョブステータスマネージャが表示されます。

3. Arcserve Backup ドメインを右クリックし、コンテキスト メニューから［ドメインの追加］
を選択します。

［デフォルト サーバ情報］ダイアログボックスが開きます。

4. Arcserve Backupプライマリサーバドロップダウンから、追加する Arcserve Backup ド

メインを選択します。

以下を指定します。

認証の種類 -- ドロップダウンリストで、［Arcserve Backup認証］または

［Windows認証］を選択します。

ユーザ -- Arcserve Backupサーバへのログインに必要なアカウントを指定しま

す。

パスワード --ユーザアカウントのパスワードを指定します。

(オプション) この情報を保存する -- Arcserve Backupにユーザ名とパスワード

を記憶させます。

5. ［OK］をクリックします。

指定したArcserve Backup ドメインは、ジョブステータスマネージャで Arcserve
Backup ドメインの下に表示されます。
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ジョブステータスマネージャからのドメインの削除

Arcserve Backupでは、ジョブステータスマネージャからドメインを削除できます。

ジョブステータスマネージャからのドメインの削除方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ナビゲーションバーで［クイックスタート］を展開し、［ジョブステータス］をクリックしま

す。

ジョブステータスマネージャが表示されます。

3. ドメインディレクトリツリーで Arcserve Backup ドメインを展開し、削除するドメイン

を見つけます。

4. そのドメインを右クリックし、コンテキスト メニューから［ドメインの削除］を選択しま

す。

Arcserve Backup ドメインはジョブステータスマネージャから削除されます。
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Arcserve ドメインでコンピュータ名の変更を処理する

方法

Arcserve Backupはプライマリサーバおよびメンバサーバのコンピュータ名を使用し、

サーバ間の通信を確立します。Arcserve Backupは、プライマリサーバのコンピュー

タ名を Discovery.cfg環境設定ファイルに指定します。Discovery.cfg環境設定ファ

イルは、プライマリサーバおよびメンバサーバ上に存在します。

注：Arcserve ドメイン名およびプライマリサーバのコンピュータ名は、それぞれ異な

る名前を指定できます。ただし、両方の名前が15バイトを超えることはできませ

ん。合計 15バイトの名前は、およそ7 ～ 15文字に相当します。

プライマリサーバまたはメンバサーバのコンピュータ名を変更すると、サーバが

Arcserve ドメイン内で互いに通信できなくなります。

Arcserve ドメインで、Arcserveサーバのコンピュータ名を変更する場合は、以下の

手順が使用できます。

Arcserve ドメイン内のプライマリサーバのコンピュータ名が変更されました。

プライマリサーバとメンバサーバが確実に通信できるようにするには、「プライマ

リサーバ上でのプライマリサーバのコンピュータ名の変更」、および「メンバサー

バ上でのプライマリサーバのコンピュータ名の変更」を参照してください。

Arcserve ドメイン内のメンバサーバのコンピュータ名が変更されました。

Arcserve ドメイン内でメンバサーバが確実に通信できるようにするには、「メン

バサーバ上でのコンピュータ名の変更」を参照してください。

スタンドアロンサーバのコンピュータ名が変更されました。

Arcserve ドメイン内でスタンドアロンサーバが確実に通信できるようにするに

は、「スタンドアロンサーバ上でのコンピュータ名の変更」を参照してください。

マネージャコンソールを実行しているサーバのコンピュータ名が変更されまし

た。

Arcserve ドメイン内でマネージャコンソールを実行しているサーバが確実に通

信できるようにするには、「マネージャコンソールを実行しているサーバ上でのコ

ンピュータ名の変更」を参照してください。

詳細情報：

ディスカバリ .cfg環境設定ファイル
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プライマリサーバでのプライマリサーバのコンピュータ名

の変更

プライマリサーバのコンピュータ名を変更した後で、Arcserve ドメイン内のプライマリ

サーバとメンバサーバが通信できるようにするには、以下の手順を実行します。

これらの手順を完了する前に、プライマリサーバのコンピュータ名を変更する必要

があります。

注：この手順は、スタンドアロンサーバのコンピュータ名を変更するときに使用でき

ます。

Arcserve BackupでMicrosoft SQL Server 2014 Expressのみを使用し、他のSQLイ
ンスタンスをインストールしていない場合は、以下の手順も実行する必要がありま

す。

Microsoft SQL Server Management Studio Express ( SSMSE)が同じマシンにイン

ストールされていない場合は、インストールします。SSMSEは、SQL Server 2014
Express Editionを管理するグラフィックツールで、SQL Serverのいずれかのバー

ジョンで作成された SQL Server Database Engineも管理します。詳細について

は、Microsoftダウンロード センターWebサイトの「Microsoft SQL Server
Management Studio Express」を参照してください。

コマンド プロンプトから Transact-SQL文、システム手順、スクリプト ファイルを入

力するのに使用される sqlcmdユーティリティについてよく理解しておく必要があ

ります。詳細については、Microsoft Developer Network Webサイトの「Sqlcmd
ユーティリティ」を参照してください。

Microsoft SQL Serverデータベースをホストするシステムの名前変更の詳細につい

ては、Microsoft Developer Network Webサイトの以下のトピックを参照してくださ

い。

SQL Serverのインストール

サーバーの名前の変更

以下の手順に従います。

1. ターゲット システムを再起動して、Windowsコンピュータ名の変更処理を完了しま

す。

2. プライマリサーバにログインします。

注：マネージャコンソールを開いたり、Arcserve Backupにログインしないでくださ

い。

3. Windowsコマンド ラインを開き、ディレクトリを以下のディレクトリに変更します。

%ARCSERVE_HOME%
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4. 以下のコマンドを実行して、すべてのArcserveサービスを停止します。

cstop

すべてのArcserveサービスが停止します。

注：Windowsコマンド ラインは閉じないでください。

5. メモ張などのテキスト編集アプリケーションを使用して、プライマリサーバの以下の

ディレクトリにある discovery.cfg環境設定ファイルを開きます。

%ARCSERVE_HOME%\config\discovery.cfg

PRIMARYフィールドで、環境に応じて、プライマリサーバの名前を変更します。

重要：discovery.cfg設定ファイル内のドメイン名を変更しないでください。

Arcservediscovery.cfg環境設定ファイルで Arcserve ドメイン名を変更する場合、

carootアカウントのパスワードが削除されます。discovery.cfg環境設定ファイル

は、プライマリサーバ、メンバサーバ、およびスタンドアロンサーバのホスト名を変

更する目的でのみ使用してください。

ファイルを閉じ、変更内容を保存します。

詳細については、「Discovery.cfg環境設定ファイル」を参照してください。

6. すでに開いているWindowsコマンド ラインから、以下のコマンドを実行して、すべ

てのArcserveサービスを開始します。

cstart

すべてのArcserveサービスが開始します。

注：Windowsコマンド ラインは閉じないでください。

7. Windowsの［スタート］-［すべてのプログラム］-［Arcserve］-［Arcserve Backup］-
［サーバ環境設定ウィザード］の順に選択します。

［サーバ環境設定ウィザード］が開き、［オプションの選択］ダイアログボックスが表

示されます。

8. ［オプションの選択］ダイアログボックスから、［データベースの選択］オプションをク

リックして、［次へ］をクリックします。

［carootの確認］ダイアログボックスが開きます。

9. ［次へ］をクリックします。

重要：このタスクを完了するには、carootのパスワードを指定する必要がありま

す。

［システムアカウント］ダイアログボックスが表示されます。

10. ［システムアカウント］ダイアログボックスで以下のフィールドに入力して、［次へ］を
クリックします。
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［ユーザ名］--プライマリサーバへのログインに必要な Windowsユーザ名を

指定します。

［ドメイン］--新しいプライマリサーバのWindows ドメイン名またはホスト名を

指定します。

［パスワード］--プライマリサーバへのログインに必要な Windowsユーザ名の

パスワードを指定します。

11. ［データベースオプションの選択］ダイアログボックスからフィールドに入力して、現

在のデータベースインストールに必要な場合、プロンプトに従い、［次へ］をクリック

します。

次に表示されるダイアログボックスについては、ご使用の環境でMicrosoft SQL
Server、Microsoft SQL Server 2014 Expressのどちらを実行しているかによって異な

ります。

(missing or bad snippet)

重要：［サーバ環境設定ウィザード］により、既存の_DBインスタンスの上書きメッ

セージが表示されます。このオプションは、デフォルトでは有効です。Arcserveジョブ

履歴、アクティビティログなど以前のデータを保持するには、［既存の "Arcserve_
DB"を上書きします］インスタンスオプションのチェックマークを外します。

12. ［サーバ環境設定ウィザード］が更新を完了したら、［完了］をクリックします。

13. すでに開いているWindowsコマンド ラインから、以下のコマンドを実行して、すべ

てのArcserveサービスを停止および再開します。

cstop
cstart

すべてのArcserveサービスを停止および再開します。プライマリサーバは、新しい

コンピュータ名を使用して機能します。

注：Windowsコマンド ラインは閉じないでください。

14. ここで、carootユーザアカウントと同等の権限を作成する必要があります。

15. Windowsコマンド ラインから、以下の構文を使用して、ca_authコマンドを実行し

ます。

注：山かっこ <>は引数に含めないでください。

ca_auth -cahost <新しいプライマリサーバのホスト名> -equiv add <ユーザ名> <新しいプラ

イマリサーバのホスト名> caroot caroot <パスワード>

同等の権限が、carootユーザアカウントに適用されます。

16. Arcserve ドメインがメンバサーバで構成されている場合、「メンバサーバ上でのプ

ライマリサーバのコンピュータ名の変更」の手順を完了します。
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17. Arcserve BackupデータベースとしてMicrosoft SQL Server 2014 Expressを実行して

いる場合は、SQL Expressが名前付きインスタンスとしてインストールされていること

に注意してください。Microsoftのドキュメント MS143799に記述されているように、

SSMSEで以下のコマンドを実行して、名前付きインスタンスを新しいコンピュータ名

にリンクさせます。

sp_dropserver <old_name\instancename>
GO
sp_addserver <new_name\instancename>,local
GO
SQL Server インスタンスを再起動します。

18. 以下のいずれかの条件が満たされる場合は、Microsoft SQL Agentアカウント環境

設定ユーティリティを使用してODBC通信設定を更新します。

サーバがプライマリサーバであり、Arcserve Backupデータベースがローカルに

インストールされている。

サーバがスタンドアロンサーバであり、Arcserve Backupデータベースがローカ

ルにインストールされている。

サーバがプライマリサーバ、スタンドアロンサーバ、またはメンバサーバであ

り、かつArcserve BackupデータベースまたはAgent for Microsoft SQL Server
が同じマシンにインストールされている。

19. Microsoft SQL Agentアカウント環境設定ユーティリティを起動するには、Windows
タスクバーの［スタート］メニューから［すべてのプログラム］- ［Arcserve］- ［Arcserve
Backup］- ［Microsoft SQL Agentアカウント環境設定］の順に選択します。

ユーティリティを起動したら、プロンプトに従い、すべてデフォルトの設定を選択しま

す。

20. 名前の変更を確認します。

名前の変更が正常に行われたかどうかを確認するには、@@servernameまたは

sys.serversからの情報を選択します。@@servernameは新しい名前を返し、

sys.serversでは表に新しい名前が表示されます。

注：コンピュータ名を変更した後、以前のコンピュータ名を使用していた接続は、

変更後の名前を使用して接続するようにする必要があります。

21. 以前のプライマリサーバに登録されていたすべてのArcserve Backupライセンスを

解放します。

注：詳細については、「サーバからのライセンスの解放」を参照してください。

22. Arcserve Backupシステムアカウントを更新します。そのためには、Arcserve Backup
マネージャコンソールを開き、サーバ管理マネージャを開きます。

Arcserve Backupサーバを選択し、以下のように［Arcserve Backupシステムアカウ

ント］をクリックします。
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［Arcserve Backupシステムアカウント］ダイアログボックスが表示されます。

23. 以下のフィールドに入力します。

Microsoft Windowsユーザアカウント

パスワード

Microsoft Windows ドメイン

24. ［OK］をクリックします。

25. ジョブステータスマネージャを起動し、以下の手順を実行します。

データベース廃棄ジョブを削除し、再作成します。

注：詳細については「Arcserve Backupデータベース保護ジョブの再作成」を

参照してください。

名前を変更したサーバで実行するように設定されているデータベース保護

ジョブと他のバックアップジョブをすべて変更し、ステージングおよびデスティ

ネーションの場所を更新します。

注：詳細については、「カスタムデータベース保護ジョブの変更または作成」

を参照してください。

26. Arcserve Backupデータベースのフルバックアップを実行します。
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メンバサーバでのプライマリサーバのコンピュータ名の

変更

プライマリサーバのコンピュータ名を変更した後で、Arcserve ドメインのプライマリ

サーバおよびメンバサーバが通信できるようにするには、以下の手順を実行しま

す。

以下の点に注意してください。

この作業を完了する前に、プライマリサーバのコンピュータ名を変更する必要

があります。

注：詳細については、「プライマリサーバでのプライマリサーバのコンピュータ名

の変更」を参照してください。

この作業はArcserve ドメイン内のすべてのメンバサーバ上で完了する必要が

あります。

この作業を完了するときに、サーバ環境設定ウィザードにより、以下のメッセー

ジが表示されることがあります。

Arcserve Backupが以前のプライマリサーバに接続できないという警告。

［続行］をクリックして、このメッセージを消去できます。

Arcserve Backupがメンバサーバを登録解除できないという警告。［は
い］をクリックして、このメッセージを消去できます。

メンバサーバでプライマリサーバのコンピュータ名を変更する方法

1. メンバサーバにログインします。

注：この作業を完了するためにArcserve Backupを起動する必要はありません。

2. メンバサーバ上のWindowsの［スタート］から、［すべてのプログラム］-［Arcserve］-
［Arcserve Backup］-［サーバ環境設定ウィザード］の順に選択します。

［サーバ環境設定ウィザード］が開きます。

3. ［オプションの選択］ダイアログボックスで［このサーバを他のArcserve Backup ドメイ

ンに移動する］をクリックし、［次へ］をクリックします。

［carootの確認］ダイアログボックスが開きます。

4. carootアカウントのパスワードを指定して、［次へ］をクリックします。

5. ［別のArcserve Backup ドメインに追加する］ダイアログボックスで、プライマリサー

バの新しいホスト名を指定し、carootアカウントのパスワードを指定して、［次へ］
をクリックします。

［システムアカウント］ダイアログボックスが表示されます。
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6. ［システムアカウント］ダイアログボックスで、以下のフィールドを入力します。

［ユーザ名］--プライマリサーバへのログインに必要な Windowsユーザ名を

指定できます。

［ドメイン］--新しいプライマリサーバのWindows ドメイン名またはホスト名を

指定できます。

［パスワード］--プライマリサーバへのログインに必要な Windowsユーザ名の

パスワードを指定できます。

7. ［次へ］をクリックして、画面の指示に従い、設定を完了します。

8. Arcserve ドメイン内のすべてのメンバサーバについて、手順 1 ～ 6を繰り返しま

す。
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Discovery.cfg環境設定ファイル

以下の例に示すように、discovery.cfg環境設定ファイルは、Arcserve ドメインの名

前とプライマリサーバのコンピュータ名を指定します。

discovery.cfg環境設定ファイルはプライマリサーバおよびメンバサーバの以下の

ディレクトリにあります。

%ARCSERVE_HOME%\config\discovery.cfg

重要：discovery.cfg設定ファイル内のドメイン名を変更しないでください。

Arcservediscovery.cfg環境設定ファイルで Arcserve ドメイン名を変更する場合、

carootアカウントのパスワードが削除されます。discovery.cfg環境設定ファイル

は、プライマリサーバ、メンバサーバ、およびスタンドアロンサーバのホスト名を変

更する目的でのみ使用してください。
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メンバサーバでのコンピュータ名の変更

メンバサーバのコンピュータ名を変更した後で、Arcserve Backup ドメインのメンバ

サーバがプライマリサーバと通信できるようにするには、以下の手順を実行しま

す。

以下の手順を完了する前に、メンバサーバのコンピュータ名を変更する必要があ

ります。

メンバサーバのコンピュータ名の変更する方法

1. メンバサーバにログインします。

注：マネージャコンソールを開いたり、Arcserve Backupにログインしないでくださ

い。

2. Windowsコマンド ラインを開き、ディレクトリを以下のディレクトリに変更します。

%ARCSERVE_HOME%

以下のコマンドを実行し、すべてのArcserveサービスを停止して再開します。

cstop
cstart

すべてのArcserveサービスを停止および再開します。

注：cstartコマンドが完了した後、さまざまな Arcserve Backupサービスが開始され

ません。これは、この手順に悪影響を及ぼさないために予期された動作です。

Windowsコマンド ラインは閉じないでください。

3. Windowsの［スタート］-［すべてのプログラム］-［Arcserve］-［Arcserve Backup］-
［サーバ環境設定ウィザード］の順に選択します。

［サーバ環境設定ウィザード］が開き、［オプションの選択］ダイアログボックスが表

示されます。

4. ［このサーバを他のドメインに移動する］オプションを選択して、［次へ］をクリックしま

す。

［別のArcserve Backup ドメインに追加する］ダイアログボックスが開きます。

5. ［別のArcserve Backup ドメインに追加する］ダイアログボックスで、以下のフィール

ドに入力して、［次へ］をクリックします。

［プライマリサーバ名］--プライマリサーバの名前を指定します。

［パスワード］-- carootユーザアカウントのパスワードを指定します。

［システムアカウント］ダイアログボックスが表示されます。
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6. ［システムアカウント］ダイアログボックスで、以下のフィールドに入力します。

［ユーザ名］-- メンバサーバへのログインに必要な Windowsユーザ名を指定

します。

［ドメイン］--新しいメンバサーバのWindowsのドメイン名またはホスト名を

指定します。

［パスワード］-- メンバサーバへのログインに必要な Windowsユーザ名のパ

スワードを指定します。

7. ［次へ］をクリックします。

注：この時点で、ポップアップメッセージが表示され、さまざまな Arcserve Backup
サービスが開始しないことが通知される場合があります。これは、この手順に悪影

響を及ぼさないために予期された動作です。

8. ［OK］をクリックします。

［Arcserve Backupデータマイグレーション］ダイアログボックスが開きます。

9. ［Arcserve Backupデータマイグレーション］ダイアログボックスで、［次へ］をクリックし

ます。

［サーバデータのマイグレーション］ダイアログボックスが開きます。

10. ［サーバデータのマイグレーション］ダイアログボックスで、［開始］をクリックします。

データマイグレーションプロセスが開始して完了すると、［完了］ダイアログボックス

が開きます。

11. ［完了］ダイアログボックスで［完了］をクリックします。

注：この時点で、ジョブは新しいメンバサーバに転送されません。新しいメンバ

サーバにジョブを転送するには、次の手順に進みます。

12. ジョブステータスマネージャを表示します。

古いメンバサーバに関連付けられたジョブを見つけます。

ジョブを右クリックし、コンテキスト メニューから［ジョブの修正］を選択します。

［バックアップマネージャ］で、［デスティネーション］タブをクリックします。

ジョブのデスティネーションとして新しいメンバサーバを指定します。

ホールド ステータスでジョブをサブミットします。

バックアップマネージャを閉じます。

注：ジョブのソースデータが、古いメンバサーバ上に存在する場合、ジョブの変更

および転送はできません。その場合、この環境設定のジョブを削除し、新しいメン

バサーバ上で再作成する必要があります。
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13. メンバサーバ名の変更が完了すると、古い(無効な) メンバサーバ名はArcserve
Backup Manager内に残ります。Managerから無効なメンバサーバ名を削除する

には、以下の手順を実行します。

a. コマンド ラインウィンドウを開けて、Arcserve Backupインストールディレクトリ

を参照します。

b. 以下のコマンドを実行します。

bab -cahost <プライマリサーバ> -removehost <無効なメンバサーバ>

例：以下の構文は、A という名のプライマリサーバおよび B という名の無効

なメンバサーバを表わしています。

bab -cahost A -removehost B

注：使用している Arcserve Backupの実装に 2つ以上の無効なメンバサー

バが含まれる場合は、この手順 ( b)を各メンバサーバに対して繰り返しま

す。

c. プライマリサーバ、またはArcserve Backupデータベースをホストするサーバに

ログインし、Arcserve Backupデータベースのステータスを確認します。

(オプション) Microsoft SQL Server Management Studioを開き、Windows認
証を使用して Arcserve Backupデータベースインスタンスにアクセスします。

たとえば、Microsoft SQL Server Express Editionデータベースへのパスは以下

のとおりです。

<サーバ名>\ARCServe_DB

Windows認証が必要な場合 -- Windows認証を使用して、Arcserve Backup
データベースにログインする必要がある場合は、以下のコマンドを実行します

( Microsoft SQL Server とMicrosoft SQL Server Express Editionデータベースに

適用 )。

osql -S <サーバ名 [¥インスタンス名 ]> -E -d asdb -Q "delete from ashost where
rhostname = '<メンバサーバ名>'"

例：以下の構文は、asdbという名のArcserve Backupデータベースを表わし、

このデータベースにはWindows認証が必要です。

osql -S A -E -d asdb -Q "delete from ashost where rhostname = 'B' "

Windows認証が必要でない場合 -- Arcserve Backupデータベースにログイン

するのにWindows認証が必要ない場合は、以下のコマンドを実行します

( Microsoft SQL Serverデータベースにのみ適用 )。

osql -S <サーバ名 [¥インスタンス名 ]> -U <ログインユーザ> -d asdb -Q "delete from
ashost where rhostname = '<メンバサーバ名>'"

例：以下の構文は、asdbという名のArcserve Backupデータベース、B という

名の無効なメンバサーバ、Microsoft SQL Serverユーザ名 saおよびパスワード

123を表します。
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osql -S A -U sa -d asdb -Q "delete from ashost where rhostname = 'B' " password:
123

注：実装されている Arcserve Backupに、複数の無効なメンバサーバが含ま

れている場合、この手順 ( c) を各メンバサーバに対して繰り返します。

インスタンスの詳細を表示できる場合、データベースは正常に機能していま

す。Microsoft SQL Server Management Studioを閉じて、次の手順に進みま

す。

Microsoft SQL Server Management Studioでポップアップメッセージが表示さ

れた場合、データベースインスタンスは正常に機能していません。ポップアッ

プメッセージで示された問題を解決してから、Arcserve Backupデータベース

のステータスを確認する必要があります

上記のコマンドが正常に完了した場合、以下のメッセージが表示されます。

n 行処理されました

上記のコマンドが正常に完了しなかった場合は、サーバ名、Arcserve Backupにロ

グインするユーザ名、およびデータベース名が正しいことを確認し、この手順を繰り

返します。

14. 変更を確認するには、マネージャコンソールを開き、バックアップマネージャを開い

て、［ソース］タブを選択します。

［ソース］ディレクトリツリーでWindowsシステムオブジェクトを展開します。

メンバサーバが、Windowsシステムオブジェクトの下に、新しいホスト名で表示さ

れます。
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スタンドアロンサーバ上でのコンピュータ名の変更

スタンドアロンサーバとは、Arcserve ドメインにあり、メンバサーバを管理しない

Arcserveサーバのことです。

スタンドアロンサーバのコンピュータ名を変更する手順は、プライマリサーバのコン

ピュータ名を変更するのと同じです。

注：詳細については、「プライマリサーバでのプライマリサーバのコンピュータ名の変

更」を参照してください。
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マネージャコンソールを実行しているサーバのコン

ピュータ名の変更

マネージャコンソールを実行しているサーバのコンピュータ名を変更する場合、プラ

イマリサーバ、スタンドアロンサーバ、メンバサーバ、またはマネージャコンソールを

実行しているサーバに対して変更を行う必要はありません。
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ユーザプロファイルユーティリティを使用したユーザプロ

ファイルの管理

Arcserve Backupユーザプロファイルユーティリティを使用すると、Arcserve Backup
管理者が、Arcserve Backupへのユーザアクセスを制御できるようになります。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ユーザプロファイルユーティリティを使ったユーザの追加

ユーザプロファイルユーティリティを使ったユーザの削除

ユーザプロファイルユーティリティを使ったユーザパスワードの変更

ユーザプロファイルユーティリティを使ったユーザへの役割の割り当て

ユーザプロファイルユーティリティを使ったユーザの使用停止
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ユーザプロファイルユーティリティを使用したユーザプロファイルの管理

ユーザプロファイルユーティリティを使ったユーザの追加

Arcserve Backupをインストールすると、デフォルト ユーザが作成されます。デフォル

トのユーザ名は「caroot」です。

ユーザプロファイルユーティリティを使用してユーザを追加する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ［クイックスタート］-［管理］-［ユーザプロファイル］の順に選択します。

ユーザプロファイルユーティリティが開きます。

3. ツールバーで［追加］をクリックします。

［ユーザの追加］ダイアログボックスが開きます。

4. ［一般］タブをクリックします。

5. ［ユーザ名］フィールドにユーザの名前を入力します。

以下のオプションから 1つを選択します。

Windows認証 -- Arcserve Backupへのログインに使用するWindowsユーザ

名を指定します。

Arcserve Backup認証 -- Arcserve Backupへのログインに使用するWindows
以外のユーザ名を指定します。

注：Arcserve Backup認証を指定した場合、以下のフィールドに情報を入

力する必要があります。

パスワード

パスワードの確認

6. ［OK］をクリックします。

ユーザが追加されます。
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ユーザプロファイルユーティリティを使ったユーザの削除

ユーザプロファイルユーティリティでは、Arcserve Backupユーザを削除することがで

きます。

注：デフォルトのArcserve Backupユーザ名 ( caroot)は削除できません。

ユーザプロファイルユーティリティを使用してユーザを削除する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ［クイックスタート］-［管理］-［ユーザプロファイル］の順に選択します。

ユーザプロファイルユーティリティが開きます。

3. 削除するユーザを選択し、ツールバーの［削除］ボタンをクリックします。

4. ［OK］をクリックして、ユーザプロファイルの削除を確定します。

ユーザが削除されます。
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ユーザプロファイルユーティリティを使ったユーザパス

ワードの変更

ユーザプロファイルユーティリティでは、Arcserve Backupユーザのパスワードを変更

することができます。

ユーザプロファイルユーティリティを使用してユーザパスワードを変更する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ［クイックスタート］-［管理］-［ユーザプロファイル］の順に選択します。

ユーザプロファイルユーティリティが開きます。

3. 変更するユーザを選択し、ツールバーの［プロパティ］ボタンをクリックします。

［ユーザプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［一般］タブをクリックします。

以下のフィールドに入力します。

パスワード

パスワードの確認

5. ［OK］をクリックします。

ユーザのパスワードが変更されます。
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ユーザプロファイルユーティリティを使用したユーザプロファイルの管理

ユーザプロファイルユーティリティを使ったユーザへの役

割の割り当て

ユーザプロファイルユーティリティでは、Arcserve BackupユーザにArcserve Backup
の役割を割り当てることができます。

ユーザプロファイルユーティリティを使用してユーザに役割を割り当てる方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ［クイックスタート］-［管理］-［ユーザプロファイル］の順に選択します。

ユーザプロファイルユーティリティが開きます。

3. 変更するユーザを選択し、ツールバーの［プロパティ］ボタンをクリックします。

［ユーザプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［役割］タブをクリックします。

5. ユーザに割り当てる Arcserve Backupの役割の横にあるチェックボックスをオンにし

ます。

注：詳細については、「役割と権限」を参照してください。

6. ［OK］をクリックします。

役割がユーザに適用されます。
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ユーザプロファイルユーティリティを使ったユーザの使用

停止

ユーザプロファイルユーティリティでは、ユーザがArcserve Backupにログインしたり、

使用するのを一時的に中止することができます。

ユーザプロファイルユーティリティを使用してユーザを使用停止にする方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ［クイックスタート］-［管理］-［ユーザプロファイル］の順に選択します。

ユーザプロファイルユーティリティが開きます。

3. 変更するユーザを選択し、ツールバーの［プロパティ］ボタンをクリックします。

［ユーザプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［一般］タブをクリックします。

5. ［ステータス］フィールドで［使用停止］をクリックします。

6. ［OK］をクリックします。

ユーザが使用停止になります。

注：ユーザを再度使用可能にするには、上記の手順を実行し、［ステータス］
フィールドで［アクティブ］をクリックします。

第8章 :バックアップサーバの管理 809



Arcserve Backupジョブキューのリストア

Arcserve Backupジョブキューのリストア

ジョブキューを保護するには、以下の方式を使用してバックアップします。

データベース保護ジョブを使用してジョブキューをバックアップします。

Arcserve Backupプライマリサーバまたはスタンドアロンサーバをバックアップし、

Arcserve Backupデータベースが含まれるディレクトリをバックアップに含めます。

データをバックアップし、［グローバルオプション］ダイアログボックスの［操作］セ
クションでジョブスクリプト オプションを指定します。

これらの方法のいずれでも、ジョブキューは、ジョブ実行中にバックアップされる最

後のオブジェクトの1つです。データベース保護ジョブを使用するか、Arcserve
Backupデータベースを同じバックアップジョブに含めた場合、Arcserve Backupデー

タベースおよびジョブキューは、同じバックアップメディア上に存在し、ジョブキュー

セッションは、Arcserve Backupデータベースの前の1 ～ 6のセッションになります。

Arcserve Backupジョブキューが破損しているか、エラーで削除された場合、以下

の手順を使用してジョブキューを最後のバックアップにリストアします。

Arcserve Backupジョブキューをリストアする方法

1. 影響を受ける Arcserve Backup ドメイン内のすべてのArcserve Backupサーバ上で

実行中のジョブがないことを確認します。

2. リストアマネージャを開き、リストア方式のドロップダウンリストから［ツリー単位］を
選択します。

3. Windowsシステムオブジェクトを展開し、Arcserve Backupサーバ、またはArcserve
Backupデータベースが存在するリモート サーバを特定します。

4. Arcserve Backupサーバを展開し、Arcserve Backupデータベースを選択してクリック

します。

5. リストアマネージャウィンドウのプロパティで、Arcserve Backupデータベースに対す

るメディア名、ID、セッション番号を確認および記録します。
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6. リストア方式のドロップダウンリストから［セッション単位］を選択します。

セッションのディレクトリツリーが表示されます。

7. セッションディレクトリツリーで、Arcserve Backupデータベースのバックアップデータを

含むバックアップメディアを展開します。

Arcserve Backupデータベースを含むセッションを選択し、そこから上に向かって検

索を開始します。ジョブキューのバックアップセッションのセッションパスは

00000001.QSDで終わり、セッションの種類はArcserveジョブキューです。以下に

示すように、ジョブキューのバックアップセッションが含まれるセッションを特定しま

す。

ジョブキューのバックアップセッションを含むセッションの横のチェックボックスをクリック

します。

8. ［デスティネーション］タブをクリックします。

9. ［ファイルを元の場所へリストア］チェックボックスをオフにし、ジョブキューのバックアッ

プセッションをリストアする別の場所を指定します。

注：Client Agent for Windowsは、別のリストア先を含むシステムにインストールす

る必要があり、そのリストア先は空のディレクトリ( C:\Tempなど)である必要があり
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ます。Arcserve Backupプライマリサーバまたはスタンドアロンサーバ上のディレクトリ

を指定することをお勧めします。

ジョブをサブミットします。

10. リストアマネージャウィンドウを閉じます。

11. リストアジョブが完了したら、サーバ管理を開き、以下の手順に従ってすべての

Arcserve Backupサービスを停止します。

a. プライマリサーバまたはスタンドアロンサーバを見つけて選択します。

b. Arcserve Backupサーバを右クリックし、コンテキスト メニューから［すべての

サービスを停止］を選択します。

すべてのサービスがプライマリサーバまたはスタンドアロンサーバ上で停止します。

12. ジョブキューのバックアップセッションをリストアしたディレクトリに移動します。

リストアしたフォルダの下のすべてのジョブキューファイルを以下のディレクトリにコ

ピーします。

ARCSERVE_HOME\00000001.qsd

注：<ARCSERVE_HOME>は、Arcserve Backupをインストールしたディレクトリを表し

ます。デフォルトでは、Arcserve Backupは以下に続くディレクトリにインストールされ

ます。

C:\Program Files\Arcserve\Arcserve Backup

13. サーバ管理を開き、以下の手順に従ってすべてのArcserve Backupサービスを再

開します。

a. プライマリサーバまたはスタンドアロンサーバを見つけて選択します。

b. Arcserve Backupサーバを右クリックし、コンテキスト メニューから［すべての

サービスを開始］を選択します。

すべてのArcserve Backupサービスがプライマリサーバまたはスタンドアロンサーバ

上で再開します。

ジョブキューマネージャを開くと、ジョブキューが元の状態にリストアされていること

がわかります。Arcserve Backupジョブキューがリストアされ、通常の操作を再開す

ることができます。
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［サーバ環境設定ウィザード］を使用したArcserveサーバの管理

［サーバ環境設定ウィザード］を使用した Arcserve
サーバの管理

［サーバ環境設定ウィザード］では、Arcserve Backupサーバの動作を管理できま

す。［サーバ環境設定ウィザード］を使用すると、以下のタスクを実行できます。

Arcserve Backup ドメイン内のサーバの役割を管理します。たとえば、以下の

操作を実行することができます。

Arcserve Backup メンバサーバを Arcserve Backupプライマリサーバに昇

格します。

Arcserve Backupプライマリサーバを Arcserve Backup メンバサーバに降

格します。

メンバサーバを Arcserve Backup ドメインから分離して、別のArcserve
Backup ドメインに所属できるようにします。

Arcserve Backupデータベースの管理に使用するアプリケーションを選択しま

す。

Microsoft SQL Server 2014 Expressをインストールする場合、データベースは、

プライマリサーバにインストールされている必要があります。リモート データベー

ス通信が必要な場合は、Microsoft SQL Serverを使用して Arcserveデータ

ベースをホストする必要があります。

Arcserve Backupデータベースを他のシステムに移動するか、現在の環境の別

のSQL Serverデータベースインスタンスを使用します。

プライマリサーバおよびメンバサーバへのArcserveデータベース接続を修復し

ます。

メンバサーバを Arcserve Backup ドメインプライマリサーバに登録します。

メンバサーバをドメインプライマリサーバに登録するには、有効な認証情報

(たとえば、ユーザ名やパスワード)を提供する必要があります。Arcserve
Backupが認証情報を認証すると、メンバサーバは、Arcserve Backupデータ

ベースに登録されます。

Arcserve Backupでは、Arcserve Backupのインストール時に、メンバサーバを

Arcserve Backupプライマリサーバに登録できます。Arcserve Backupのインス

トール時に登録プロセスが失敗すると、セットアップ中にエラーが発生したこと

を通知するメッセージが表示されます。

プライマリサーバのArcserve Backup ドメイン管理者 ( caroot)パスワードを指定

します。

インストール問題を修正します。

第8章 :バックアップサーバの管理 813



［サーバ環境設定ウィザード］を使用したArcserveサーバの管理

Arcserve Backupをインストールする際に、以下のような状況では、インストー

ル処理に失敗する可能性があります。

Arcserve BackupがArcserve Backupデータベースと通信できません、また

は適切に認証できません。

Arcserve Backupが carootアカウントまたはシステムアカウントを認証で

きません。

データベース通信エラーまたはユーザ認証エラーが発生する場合は、インス

トールウィザードにエラーメッセージが表示されます。この問題を回避するに

は、［サーバ環境設定ウィザード］を実行します。
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［サーバ環境設定ウィザード］を使用したArcserveサーバの管理

［サーバ環境設定ウィザード］を使用して実行できるタ

スク

［サーバ環境設定ウィザード］を使用すると、以下のタスクを実行できます。

プライマリサーバおよびスタンドアロンサーバのタスク

プライマリサーバおよびスタンドアロンサーバでは以下のタスクを実行で

きます。

Arcserve Backup ドメイン管理者 ( caroot)アカウントのパスワードを変更

します。

carootアカウントのパスワードを使用すると、Arcserve Backupマネージャ

コンソールにログインして管理タスクを実行できます。

Arcserve Backupデータベースをホストするために使用するアプリケーショ

ンを指定します。

Arcserve Backupデータベースを異なるシステムまたはインスタンス、ある

いはこれら両方に移動します。

メンバサーバとのデータベース通信を修復します。

Arcserve Backupデータベースを再初期化します。

SQL Server照合順序を指定して、Unicodeベースの文字が含まれてい

るバックアップデータを検索および並べ替えできるようにします。

インストール問題を修正します。

プライマリサーバをメンバサーバに降格します。

注：Arcserve Backupでは、複数のArcserve Backup ドメインから単一の

Arcserve Backup ドメインへのArcserve Backupデータベース情報のマイグレー

ションはサポートされていません。プライマリサーバを降格し、それを別の

Arcserve Backup ドメインに所属させることはできますが、別のドメインに所属さ

せると、降格したプライマリサーバのバックアップジョブ履歴が失われ、降格し

たサーバのリストアマネージャでメディアおよびセッションの詳細を表示できませ

ん。詳細については、「Arcserve Backup ドメイン内でのデータマイグレーション

の制限」を参照してください。

メンバサーバタスク：

メンバサーバでは以下のタスクを実行できます。

メンバサーバを異なる Arcserve Backup ドメインに割り当てます。

メンバサーバをプライマリサーバまたはスタンドアロンサーバに昇格しま

す。
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［サーバ環境設定ウィザード］を使用したArcserveサーバの管理

注：昇格されたサーバ上で一元管理機能を有効にするには、昇格プ

ロセスの完了後に、Central Management Optionを新しいプライマリサー

バにインストールする必要があります。

データベース接続を修復します。

インストール問題を修正します。

Arcserve Backup ドメインメンバサーバとして仮想クラスタを登録します。

注：サーバ管理マネージャを使用して、プライマリサーバおよびメンバサーバ

上のArcserve Backupシステムアカウントを変更します(ユーザ名やパスワード

など)。詳細については、「Arcserve Backupシステムアカウントの変更または修

正」を参照してください。
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［サーバ環境設定ウィザード］を使用したArcserveサーバの管理

Arcserve Backup ドメインのデータマイグレーションの制

限事項

サーバ環境設定ウィザードでは、Arcserve ドメインにおけるサーバの役割を定義

し、Arcserveデータベースインスタンスをホストするために使用するアプリケーション

を指定できます。

Arcserve Backupでは、以下のシナリオで説明されるとおり、Arcserveデータベース

インスタンスのデータをマイグレートできます。

シナリオ 1:

Arcserve ドメイン内のプライマリサーバおよびメンバサーバのロールを交換します。

以下の条件のもとでは、データを正常にマイグレートできます。

元のプライマリサーバがMicrosoft SQL Server 2014 Express Editionを使用して

Arcserveデータベースインスタンスをホストしており、新しいプライマリサーバも

Microsoft SQL Server 2014 Express Editionを使用して Arcserveデータベースイ

ンスタンスをホストしている。

元のプライマリサーバがMicrosoft SQL Serverを使用して Arcserveデータベー

スインスタンスをホストしており、新しいプライマリサーバがMicrosoft SQL
Serverを使用して Arcserveデータベースインスタンスをホストしています。

重要：元のプライマリサーバがMicrosoft SQL Serverを使用して Arcserveデータ

ベースをホストしており、新しいプライマリサーバがMicrosoft SQL Server 2014
Express Editionを使用して Arcserveデータベースをホストしている場合は、

Arcserve Backupでデータのマイグレーションがサポートされません。

データのマイグレーションを正常に完了するには、以下の手順に従います。

1. 降格するプライマリサーバで、データベース保護ジョブを使用して Arcserveデータ

ベースをバックアップします。

注：データベース保護ジョブが終了してから続行します。

2. メンバサーバをプライマリサーバに昇格します。

3. 元のプライマリサーバを降格し、新しいプライマリサーバのドメインに追加できるよ

うにします。

4. 新しいプライマリサーバの［リストアオプション］ダイアログボックスで、以下のオプ

ションを指定します。

現在のArcserveデータベースを元の場所として使用する

現在のArcserve ドメインメンバシップを残しておく

5. 元のArcserveデータベースを新しいプライマリサーバにリストアする

シナリオ 2：
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ArcserveデータベースをホストしているアプリケーションをMicrosoft SQL Server 2014
Express EditionからMicrosoft SQL Serverへ変更します。

注：Arcserveこのシナリオは、プライマリサーバおよびスタンドアロンサーバのインス

トールに該当します。Arcserve

データのマイグレーションを正常に完了するには、以下の手順に従います。

1. プライマリサーバまたはスタンドアロンサーバ上でサーバ環境設定ウィザードを実

行し、［データベースの選択］オプションを指定します。

データベースのマイグレーションおよび環境設定のプロセスが完了すると、サーバ環

境設定ウィザードによって、古いデータベースインスタンスから新しいデータベース

インスタンスへデータをマイグレーションするように求められます。

2. Microsoft SQL Server 2014 Express EditionインスタンスからMicrosoft SQL Serverイ
ンスタンスへデータをマイグレーションします。

3. Agent for Arcserve Databaseをアンインストールします。

4. 以下の実行可能ファイルを使用して、Agent for Arcserve Databaseを再インストー

ルし、新しいデータベースインスタンスを作成します。

<Arcserve_HOME>\Packages\ASDBSQLAgent\SQLAgentRmtInst.exe

5. Microsoft SQL Server 2014 Express EditionのARCSERVE_DBインスタンスをアンイン

ストールします。

シナリオ 3:

Arcserve ドメイン内のプライマリサーバおよびメンバサーバのロールを交換します。

元のプライマリサーバがMicrosoft SQL Server 2014 Express Editionを使用して

Arcserveデータベースインスタンスをホストしており、新しいプライマリサーバが

Microsoft SQL Serverを使用して Arcserveデータベースインスタンスをホストしてい

ます。

注：Arcserveこのシナリオでは、データベースインスタンスをバックアップする前に、

降格するプライマリサーバ上でデータをMicrosoft SQL Server 2014 Express Edition
インスタンスからMicrosoft SQL Serverインスタンスへ変換する必要があります。

Arcserve

データのマイグレーションを正常に完了するには、以下の手順に従います。

1. プライマリサーバ上でサーバ環境設定ウィザードを実行し、［データベースの選択］
オプションを指定します。

データベースのマイグレーションおよび環境設定のプロセスが完了すると、サーバ環

境設定ウィザードによって、古いデータベースインスタンスから新しいデータベース

インスタンスへデータをマイグレーションするように求められます。

2. Microsoft SQL Server 2014 Express EditionインスタンスからMicrosoft SQL Serverイ
ンスタンスへデータをマイグレーションします。

818 Arcserve Backup管理者ガイド
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3. 降格するプライマリサーバで、データベース保護ジョブを使用して Arcserveデータ

ベースをバックアップします。

注：データベース保護ジョブが終了してから続行します。

4. メンバサーバをプライマリサーバに昇格します。

5. 元のプライマリサーバを降格し、新しいプライマリサーバのドメインに追加できるよ

うにします。

6. 新しいプライマリサーバの［リストアオプション］ダイアログボックスで、以下のオプ

ションを指定します。

現在のArcserveデータベースを元の場所として使用する

現在のArcserve ドメインメンバシップを残しておく

7. 元のArcserveデータベースを新しいプライマリサーバにリストアする
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サーバ環境設定ウィザードの開始

［サーバ環境設定ウィザード］では、Arcserve Backupサーバの動作を管理できま

す。

サーバ環境設定ウィザードを開始する方法

1. Windowsの［スタート］メニューから、［プログラム(または［すべてのプログラ

ム］) ］- ［Arcserve］- ［Arcserve Backup］- ［サーバ環境設定ウィザード］の順

に選択します。

［サーバ環境設定ウィザード］が開きます。

2. 実行するタスクを選択して［次へ］をクリックし、画面上の手順に従って環境

設定を完了します。

820 Arcserve Backup管理者ガイド



［サーバ環境設定ウィザード］を使用したArcserveサーバの管理

メンバサーバのプライマリサーバへの昇格

［サーバ環境設定ウィザード］を使用すると、Arcserve Backup メンバサーバを

Arcserve Backupプライマリサーバに昇格できます。

メンバサーバをプライマリサーバに昇格する前に、以下を確認します。

アップグレード プロセスを開始する前に、メンバサーバのすべてのジョブが停止

している必要があります。Arcserve Backupは、［レディ］状態のすべてのジョブ

を検出して、［ホールド］状態にします。実行中のプロセスがある場合、

Arcserve Backupはメッセージを表示し、実行中のすべてのジョブが完了するま

でアップグレード プロセスは一時停止します。

昇格したプライマリサーバを Global Dashboard ドメインのセントラルサーバとし

て設定し、旧セントラルサーバから収集したグループ環境設定および登録ブ

ランチ情報を引き続き使用する場合、プライマリサーバへの昇格後にこれらの

ダッシュボード情報をインポートする必要があります。ダッシュボード情報のイン

ポート方法については、「Dashboardユーザガイド」を参照してください。

アップグレード プロセス中、Arcserve Backupデータベースアプリケーションを指

定するプロンプトが表示されます。Microsoft SQL Server 2014 Express Edition
またはMicrosoft SQL Serverを指定できます。

Microsoft SQL Server 2014 Expressインストール

データベースをプライマリサーバのローカルにインストールする必要があり

ます。

Microsoft SQL Serverインストール

Arcserve Backupデータベースをプライマリサーバのローカルまたはリモート

にインストールできます。

Microsoft SQL Serverは、Arcserve BackupがNEC CLUSTERPRO環境にイ

ンストールされている場合、ローカルインストールをサポートしません。

リモート Microsoft SQL Serverデータベースインストールの場合、プライマ

リサーバには、SQL Serverで正しく認証され、アップグレード プロセスの

開始前にODBCを介して通信するシステムアカウントが必要です。

ODBC通信を指定するには、以下の手順を実行します。

1. Windowsの［コントロールパネル］を開き、［管理ツール］-［データ

ソース( ODBC) ］-［システムDSN］の順に選択します。

2. 以下のラベルのシステムデータソースを追加します。

名前 : ASNT
サーバ: MachineName\InstanceName
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3. 画面の指示に従ってテストし、環境設定を完了します。

一元管理機能を有効にするには、昇格プロセスの完了後に、Central
Management Optionを新しいプライマリサーバにインストールする必要がありま

す。

注：昇格プロセスが完了したら、サーバ管理を使用して、Central
Management OptionなどのArcserve Backupオプションを新しいプライマ

リサーバにインストールします。詳細については、「Arcserve Backupサー

バベースオプションのインストールおよびアンインストール」を参照してくだ

さい。

メンバサーバのプライマリサーバへの昇格

1. Windowsの［スタート］-［すべてのプログラム］-［Arcserve］-［Arcserve Backup］-
［サーバ環境設定ウィザード］の順に選択します。

［サーバ環境設定ウィザード］が開きます。

2. ［このサーバをプライマリサーバに昇格する］オプションをクリックして、［次へ］をクリッ

クします。

3. 画面の指示に従い、環境設定を完了します。

注：Unicodeベースの東アジア言語文字 ( JIS2004など)を含むデータを保護する

必要がある場合は、データ検索および並べ替えを可能にするために SQL照合順

序を有効にする必要があります。このためには、［SQL Server Expressインスタンス］
ダイアログボックスで［言語サポート オプション］をクリックし、画面の指示に従って

設定を完了します

( Arcserve BackupデータベースをMicrosoft SQL Serverでホストしている場合は、

［データベースのインストールパスを選択してください］ダイアログボックスで［言語サ
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ポート オプション］をクリックします)。

環境設定が完了したら、Arcserve Backupデータベースをホストするシステムに

Arcserve Backupデータベース保護エージェントをインストールする必要があります。

4. Arcserveデータベース保護エージェントをインストールするには、以下のいずれかを

実行します。

SQL ServerデータベースがArcserve Backupプライマリサーバにインストールさ

れている場合、Windowsエクスプローラを開いて、以下のディレクトリを参照

します。

C:\Program Files\Arcserve\Arcserve Backup\Packages\ASDBSQLAgent

SQL ServerデータベースがArcserve Backupプライマリサーバにインストールさ

れていない場合、Windowsエクスプローラを開いて、以下のディレクトリを参

照します。

C:\Program Files\Arcserve\Arcserve Backup\Packages\ASDBSQLAgent

SQL Serverデータベースインストールをホストするシステムの任意の場所に、

ASDBSQLAgentディレクトリの内容をコピーします。

5. ASDBSQLAgentディレクトリで、以下のファイルをダブルクリックします。

SQLAgentRmtInst.exe

［Arcserve Backup Agent for SQLセットアップ］ダイアログボックスが表示されます。

6. 現在のインストールに合うように、以下のフィールドに入力します。

SQLインスタンス名

保護する SQLインスタンスの名前を指定します。
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認証モード

エージェントがArcserveデータベースとの通信およびその保護に使用する認

証モードを指定します。

［SQL認証］を認証モードに指定する場合、以下のフィールドに入力しま

す。

［SQL SA名］

SQLシステムアカウント名を指定します。

［SQL SAパスワード］

SQLシステムアカウント パスワードを指定します。

7. ［インストール］をクリックし、画面の指示に従ってインストールを完了します。
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プライマリサーバまたはスタンドアロンサーバのメンバ

サーバへの降格

サーバ設定ウィザードを使用すると、Arcserve BackupプライマリサーバとArcserve
Backupスタンドアロンサーバを Arcserve Backup メンバサーバに降格させることがで

きます。

降格プロセスでは、プライマリサーバと関連メンバサーバおよび Data Moverサーバ

のジョブ、メディア、デバイスなどに関連するすべてのArcserve Backupデータベース

情報を別のArcserve Backup ドメインに転送できます。

プライマリサーバをメンバサーバに降格する前に、以下の考慮事項およびベスト

プラクティスを確認してください。

降格プロセスを開始する前に、プライマリサーバのすべてのジョブが停止してい

る必要があります。Arcserve Backupは、［レディ］状態のすべてのジョブを検出

して、［ホールド］状態にします。進行中のプロセスがある場合、メッセージが

表示され、進行中のすべてのジョブが完了するまで降格プロセスは一時停止

します。Arcserve Backup

降格したプライマリサーバを別のプライマリサーバのドメインに追加するには、

Arcserve Backup認証情報を指定する必要があります(例：carootおよび

Arcserve Backupパスワード)。メンバサーバを Arcserve Backup ドメインに追加

できるようにする処理では、Windows認証が使用できません。

降格するプライマリサーバにメンバサーバの関係またはData Moverサーバの

関係、またはその両方が含まれている場合、サーバ環境設定ウィザードは、

プライマリサーバが管理しているサーバのリストと以下のオプションを表示しま

す。

プライマリサーバを降格します。

プライマリサーバを降格し、そのプライマリサーバが管理しているメンバ

サーバおよびData Moverサーバが新しいドメインに所属できるようにしま

す。

ベスト プラクティスとして、プライマリサーバを降格する前に、メンバサーバを別

のArcserve Backup ドメインに移動し、Data Moverサーバを別のプライマリサー

バに登録します。必要な場合は、メンバサバをプライマリサーバまたはスタンド

アロン Arcserve Backupサーバに昇格できます。同様に、メンバサーバの昇格

はプライマリサーバを降格する前に行います。

降格するプライマリサーバにData Moverサーバ関係が含まれている場合、プ

ライマリサーバを降格し、Data Moverサーバを別のプライマリサーバに登録し

た後に、Data Moverサーバのファイルシステムデバイス設定を再設定する必

要があります。
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降格するプライマリサーバがGlobal Dashboard ドメインのセントラルDashboard
サーバとしても設定されており、このサーバのグループ環境設定および登録ブ

ランチ情報を保持する場合は、新しいセントラルDashboardサーバを設定す

るまで、このDashboard情報を一時的な場所にエクスポートする必要がありま

す。Dashboard情報のエクスポート方法については、「Dashboardユーザガイ

ド」を参照してください。

降格するプライマリサーバが、Microsoft SQL Serverデータベースのリモート イン

ストールを実行している Arcserve Backup ドメインに所属し、さらにWindows
認証を使用して SQL Serverデータベースと通信している場合、降格プロセス

を開始する前に、Windows認証を使用し、さらにODBCを介して通信するシ

ステムアカウントを新しいメンバサーバに設定する必要があります。

登録されているすべてのライセンスは、降格したプライマリサーバから削除され

ます。

降格前に別の carootユーザアカウントを使用してジョブを設定していた場

合、新しくメンバサーバを追加するドメインのプライマリサーバ上では、マイグ

レート済みジョブを管理する際に、すべてのマイグレート済みジョブの所有者と

して元の carootアカウントおよびパスワードを使用する必要があります。

以下の表は、データベースマイグレーションの各シナリオに基づき、降格したプ

ライマリサーバから、新しいメンバサーバ(降格したプライマリサーバ)が加わる

ドメインにArcserve Backupがマイグレートするデータの種類を示しています。

降格した

プライマリ

サーバ上

のデータ

ベース

新しいプ

ライマリ

サーバ上

のデータ

ベース

データ

ベース

データ

のマイ

グレー

ション

ジョブおよびジョブ履歴データのマイグレーショ

ン

認証

デー

タの

マイ

グ

レー

ション

Microsoft
SQL Server

Microsoft
SQL Server
Express
Edition

x x x

Microsoft
SQL Server
Express
Edition

Microsoft
SQL Server
Express
Edition

x x x

Microsoft
SQL Server

Microsoft
SQL Server

○

○

注：降格前に別の carootユーザアカウントを使用

してジョブを設定していた場合、新しくメンバサーバ

を追加するドメインのプライマリサーバ上では、マイ

グレート済みジョブを管理する際に、すべてのマイグ

x

826 Arcserve Backup管理者ガイド

http://documentation.arcserve.com/Arcserve-Backup/available/18.0/JPN/Bookshelf_Files/HTML/dashuser/default.htm
http://documentation.arcserve.com/Arcserve-Backup/available/18.0/JPN/Bookshelf_Files/HTML/dashuser/default.htm


［サーバ環境設定ウィザード］を使用したArcserveサーバの管理

レート済みジョブの所有者として元の carootアカウ

ントおよびパスワードを使用する必要があります。

Microsoft
SQL Server
Express
Edition

Microsoft
SQL Server

○

○

注：降格前に別の carootユーザアカウントを使用

してジョブを設定していた場合、新しくメンバサーバ

を追加するドメインのプライマリサーバ上では、マイ

グレート済みジョブを管理する際に、すべてのマイグ

レート済みジョブの所有者として元の carootアカウ

ントおよびパスワードを使用する必要があります。

x

プライマリサーバまたはスタンドアロンサーバをメンバサーバに降格する方法

1. Windowsの［スタート］-［すべてのプログラム］-［Arcserve］-［Arcserve Backup］-
［サーバ環境設定ウィザード］の順に選択します。

［サーバ環境設定ウィザード］が開きます。

2. ［このサーバをメンバサーバに降格する］をクリックして、［次へ］をクリックします。

3. 画面の指示に従い、環境設定を完了します。

4. (オプション)環境設定が完了したら、以下の手順を実行して、降格したサーバか

ら Arcserveデータベース保護エージェントをアンインストールできます。

Windowsの［コントロールパネル］から、［プログラムの追加と削除］を開きま

す。

Arcserve Backup Agent for Microsoft SQLを参照および選択します。

［削除］ボタンをクリックして、エージェントをアンインストールします。

［エージェントのアンインストール］メッセージボックスが表示されます。

5. ［Agent for Arcserve Database］オプションを選択して、［OK］をクリックします。

画面の指示に従い、アンインストールを完了します。

6. (オプション)降格したプライマリサーバのArcserveライセンスを別のArcserve
Backupプライマリサーバに移動するには、以下の手順を実行します。

a. 降格したプライマリサーバで、以下のディレクトリにある ca.olfというラベルの

ファイルを探します。

c:\program files\ca\SharedComponents\ca_lic

b. ca.olfを ca.old という名前で保存します。

c. 降格したプライマリサーバから他のプライマリサーバにある以下のディレクトリ

に ca.oldをコピーします。

c:\program files\ca\SharedComponents\ca_lic

d. 他のArcserve Backupプライマリサーバで、コマンド ラインウィンドウを開い

て、以下のユーティリティを開きます。
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c:\program files\ca\SharedComponents\ca_lic\mergeolf.exe

MergeOLFコマンドの使用の詳細については、「コマンド ラインリファレンスガ

イド」を参照してください。

7. 降格したプライマリサーバから Arcserve Backupサーバベースオプションをアンイン

ストールします。

サーバ管理マネージャを使用すると、降格したプライマリサーバから以下のサーバ

ベースオプションをアンインストールできます。

Central Management Option

Tape Library Option

Storage Area Network ( SAN) Option

注：詳細については、「Arcserve Backupサーバベースオプションのインストールお

よびアンインストール」を参照してください。

Windowsの［プログラムの追加と削除］を使用して、降格したプライマリサーバのそ

の他のオプション( Global Dashboardなど)をすべて削除する必要があります。

注：Arcserve Backupサーバにインストールできる Arcserve Backupサーバベースオ

プションの詳細については、実装ガイドの「Arcserve Backupサーバインストールのタ

イプ」を参照してください。

8. メンバサーバ(プライマリサーバまたはスタンドアロンサーバから降格 )が加えられた

ドメインのプライマリサーバを再起動します。この手順により、メンバサーバのバック

アップデータに関する正確な情報がプライマリサーバ上で維持されます。
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メンバサーバを異なる Arcserve Backup ドメインに割り

当て

サーバ環境設定ウィザードを使用して、メンバサーバを異なる Arcserve Backup ド

メインに移動できます。

メンバサーバを異なる Arcserve Backup ドメインに移動する前に、以下を確認しま

す。

移動プロセスを開始する前に、メンバサーバのすべてのジョブが停止している

必要があります。Arcserve Backupは、［レディ］状態のすべてのジョブを検出し

て、［ホールド］状態にします。進行中のジョブがある場合、Arcserve Backup
はメッセージを表示し、進行中のすべてのジョブが完了するまで移動プロセス

は一時停止します。

メンバサーバが別のArcserve Backup ドメインに参加した後、以前のドメインに

関連付けられたジョブは新しいドメインにマイグレートされます。ただし、メンバ

サーバに関連するすべてのデータベース情報は、以前のドメインに残ります。

メンバサーバを異なる Arcserve Backup ドメインに移動する方法

1. Windowsの［スタート］-［すべてのプログラム］-［Arcserve］-［Arcserve Backup］-
［サーバ環境設定ウィザード］の順に選択します。

［サーバ環境設定ウィザード］が開きます。

2. ［このサーバを他のArcserve Backup ドメインに移動する］オプションを選択して、

［次へ］をクリックします。

3. 画面の指示に従い、環境設定を完了します。
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Arcserve Backup ドメイン管理者 ( caroot)アカウントの

パスワードの変更

carootパスワードは、任意の英数字と特殊文字を組み合わせて指定できます

が、15バイトを超えないようにしてください。合計 15バイトのパスワードは、およそ

7 ～ 15文字に相当します。［サーバ環境設定ウィザード］を使用して、Arcserve
Backup ドメイン管理者 ( caroot)アカウントのパスワードを変更できます。ドメイン

管理者アカウントでは、Arcserve Backupマネージャコンソールにログインして、管

理タスクを実行できます。

carootパスワードは、任意の英数字と特殊文字を組み合わせて指定できます

が、15バイトを超えないようにしてください。合計 15バイトのパスワードは、およそ

7 ～ 15文字に相当します。

Arcserve Backupシステムアカウントのパスワードを変更するには、Arcserve Backup
プライマリサーバにログインする必要があります。

注：［サーバ管理］を使用して、メンバサーバのシステムアカウントのパスワードを

変更してください。詳細については、「Arcserve Backupシステムアカウントの変更

または修正」を参照してください。

Arcserve Backup ドメイン管理者 ( caroot)アカウントのパスワードを変更する方法

1. Windowsの［スタート］-［すべてのプログラム］-［Arcserve］-［Arcserve Backup］-
［サーバ環境設定ウィザード］の順に選択します。

［サーバ環境設定ウィザード］が開きます。

2. ［バックアップサーバのログオン/管理パスワード］オプションをクリックして、［次へ］を
クリックします。

3. 画面の指示に従い、環境設定を完了します。
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Arcserve Backup設定の修復

インストールエラーは、プライマリサーバまたはメンバサーバ上で、Arcserve Backup
をインストールまたは以前のリリースからアップグレードする際に発生することがあり

ます。たとえば、インストールが不完全であったとします。

インストールウィザードがエラーを検出した場合は、［サーバ環境設定ウィザード］
によって、インストールエラーを修正するよう指示するメッセージが表示されます。

以下の手順では、Arcserve Backup設定の修正方法を説明します。

Arcserve Backup設定を修復する方法

1. Arcserve Backupをインストール、または以前のリリースから Arcserve Backupをアッ

プグレードします。

インストールウィザードがプライマリサーバでインストールエラーを検出した場合

は、以下の画面のような［Arcserve Backup環境設定修復モード］ダイアログボック

スが表示されます。
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インストールウィザードがメンバサーバでインストールエラーを検出した場合は、以

下の画面のような［Arcserve Backup環境設定修復モード］ダイアログボックスが

表示されます。

2. ［次へ］をクリックします。

サーバ環境設定ウィザードが修復モードで開始します。

メッセージに従い、続いて表示されるダイアログボックスで必要なフィールドへの入

力を完了し、Arcserve Backup設定を修復します。
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プライマリサーバ上でのArcserveデータベース接続の

修復

このタスクによって、プライマリサーバとMicrosoft SQL Serverでホストされている

Arcserveデータベースインスタンスの間のODBC ( Open Database Connectivity)通
信を修復でき、メンバサーバをプライマリサーバに登録できます。

［データベース接続を修復する］オプションは、スタンドアロンサーバでのインストー

ルの場合、またはMicrosoft SQL Server 2014 Express Editionを使用して Arcserve
データベースをホストしている場合は無効です。

ODBCは、ネットワークを通じて通信するMicrosoft SQL Serverインスタンスとデータ

ベースエンジンが通信する場合の最も効率的な方法です。場合によっては、ネッ

トワーク通信の問題、Microsoft SQL Server通信設定の問題、またはその両方に

よって、データベースエンジンが、リモート プロシージャコール( RPC)通信を使用し

て Arcserveデータベースインスタンスと通信することがあります。その結果、RPC通

信はArcserveデータベースのパフォーマンスに悪影響を与えます。

この問題を解決するには、SQL Server Configuration Managerを使用して通信のト

ラブルシューティングと修復を行ってから、［サーバ環境設定ウィザード］を使用して

データベースエンジンとArcserveデータベースインスタンスの間のODBC通信を修

復します。

プライマリサーバ上で Arcserveデータベース接続を修復する方法

1. Arcserve Backupがインストールされているプライマリサーバまたはスタンドアロン

サーバにログインします。

注：マネージャコンソールを開かないでください。

2. Windowsの［スタート］-［すべてのプログラム］-［Arcserve］-［Arcserve Backup］-
［サーバ環境設定ウィザード］の順に選択します。

［サーバ環境設定ウィザード］が開きます。

3. ［メンバサーバのデータベース接続を修復する］オプションを選択して、［次へ］をク

リックします。

4. メッセージに従い、続いて表示されるダイアログボックスで必要なフィールドへの入

力を完了し、データベース接続を修復します。

注：Arcserve メンバサーバを管理するプライマリサーバ上でデータベース接続を修

復する場合、［サーバ環境設定ウィザード］では、ドメインにあるすべてのメンバ

サーバのデータベース接続の修復を試みます。
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メンバサーバ上でのArcserveデータベース接続の修

復

このタスクによって、メンバサーバとMicrosoft SQL Serverでホストされている

Arcserveデータベースインスタンスの間のOpen Database Connectivity ( ODBC)通
信を修復できます。

ODBCは、ネットワークを通じて通信するMicrosoft SQL Serverインスタンスとデータ

ベースエンジンが通信する場合の最も効率的な方法です。場合によっては、ネッ

トワーク通信の問題、Microsoft SQL Server通信設定の問題、またはその両方に

よって、データベースエンジンが、リモート プロシージャコール( RPC)通信を使用し

て Arcserveデータベースインスタンスと通信することがあります。その結果、RPC通

信はArcserveデータベースのパフォーマンスに悪影響を与えます。

この問題を解決するには、SQL Server Configuration Managerを使用して通信のト

ラブルシューティングと修復を行ってから、［サーバ環境設定ウィザード］を使用して

データベースエンジンとArcserveデータベースインスタンスの間のODBC通信を修

復します。

メンバサーバ上で Arcserveデータベース接続を修復する方法

1. Arcserve Backupがインストールされているメンバサーバにログインします。

注：マネージャコンソールを開かないでください。

2. Windowsの［スタート］-［すべてのプログラム］-［Arcserve］-［Arcserve Backup］-
［サーバ環境設定ウィザード］の順に選択します。

［サーバ環境設定ウィザード］が開きます。

3. ［データベース接続の修復］オプションを選択して、［次へ］をクリックします。

4. メッセージに従い、続いて表示されるダイアログボックスで必要なフィールドへの入

力を完了し、データベース接続を修復します。
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Arcserve Backup ドメインメンバサーバとしての仮想ク

ラスタの登録

Arcserve Backupでは、仮想クラスタをドメインメンバサーバとして Arcserve Backup
プライマリサーバに登録できます。バックアップとリストアの処理で以下の要件があ

るとき、仮想クラスタをドメインメンバサーバとして登録できます。

Microsoft Cluster Server ( MSCS)環境で、クラスタに対応した仮想設定をサ

ポートするアプリケーションを保護する( Microsoft SQL Serverなど)。

MSCSに登録されるサービスまたはアプリケーションの仮想名を使用して、アプ

リケーションデータ(バックアップジョブとリストアジョブのサブミット )を保護する。

バックアップマネージャの［ソース］タブと［デスティネーション］タブに、サービスま

たはアプリケーションの仮想名を追加する。

ローカルエリアネットワーク( LAN)ではなく、ストレージエリアネットワーク( SAN)
で、バックアップジョブとリストアジョブをサブミットする。

注：この種類のバックアップをサブミットするためには、MSCSクラスタ内の物理

ノードが SAN と共有テープライブラリに接続されている必要があります。

このタスクを実行するためには、仮想クラスタとメンバサーバが同じ物理マシンに

配置されていなければなりません。また、このタスクの実行中、仮想クラスタとメン

バサーバがオンライン状態である必要があります。

このタスクは、以下のいずれかのWindowsオペレーティングシステムにMSCSがイ

ンストールされているクラスタ環境で実行できます。

Windows Server2003

Windows Server 2008

Windows Server 2008 R2

Windows Server2012

このタスクを実行する前に、前提条件となる以下のタスクが完了していることを確

認してください。

プライマリサーバに登録するノードにMSCSがインストールされている。

Arcserve Backup メンバサーバコンポーネントおよびアプリケーションエージェン

トが、クラスタ内のすべてのノードにインストールされている。

プライマリサーバに登録する仮想クラスタに含まれている物理ノードが、SAN と

共有ライブラリに接続されている。

仮想クラスタを Arcserve Backup ドメインメンバサーバとして登録する方法
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1. Arcserve Backup メンバサーバにログインします。

2. Windowsの［スタート］-［すべてのプログラム］-［Arcserve］-［Arcserve Backup］-
［サーバ環境設定ウィザード］の順に選択します。

サーバ環境設定ウィザードが開き、［オプションの選択］ダイアログボックスが表示

されます。

3. ［Arcserve Backup ドメインメンバサーバとして仮想クラスタを登録］をクリックし、

［次へ］をクリックします。

［carootの確認］ダイアログボックスが開きます。

4. carootパスワードを指定し、［次へ］をクリックします。

［クラスタノードのチェック］ダイアログボックスが表示されます。

5. プライマリサーバに登録する仮想名の横のチェックボックスをオンにし、［次へ］をク

リックします。

6. 登録が正常に完了すると、［完了］ダイアログボックスが表示されます。

［完了］をクリックしてサーバ環境設定ウィザードを終了します。

注：登録処理で 1つ以上の仮想クラスタを登録できなかった場合、ウィザードで

はプライマリサーバに登録されなかったノードのリストが表示されます。

7. バックアップマネージャを開き、［デスティネーション］タブをクリックします。

注：このタスクの実行中にバックアップマネージャが開いていた場合は、Arcserve
Backupマネージャコンソールをいったん閉じ、もう一度開いてください。

サーバディレクトリツリーが表示されます。

8. プライマリサーバに登録したノードを右クリックし、コンテキスト メニューの［更新］を
クリックします。

仮想ノードに正しいステータスが表示されます。

注：メンバサーバにデータをバックアップできるように、十分な数のArcserve Backup
サーバコンポーネント ライセンスを持っているかどうか確認することをお勧めしま

す。メンバサーバ(仮想クラスタ)にジョブをサブミットするためには、メンバサーバに

Arcserve Backupサーバコンポーネント ライセンスを適用する必要があります。ライ

センス数は、Arcserve Backup ドメイン内のメンバサーバとして登録した仮想クラス

タの数に基づいて使用されます。
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Arcserve Backupによるドメインコントローラサーバ上

でのActive Directoryデータの保護方法

Active Directoryは、ドメインコントローラサーバに保存されている階層的なデータ

ベースです。Active Directoryには、コンピュータユーザ、グループ、プリンタ、コン

ピュータネットワーク環境設定データなどに関する静的な情報が含まれています。

Arcserve Backupでは、Widows ServerのActive Directory全体をバックアップおよび

リストアできます。Windows Serverでは、オブジェクト レベルの単位で Active
Directoryをリストアできます。

Active Directoryファイル( *.dit とログファイル)は、以下の条件を満たすすべてのド

メインコントローラサーバにリストアできます。

Client Agent for Windowsがドメインコントローラサーバにインストールされてい

る。

ドメインコントローラサーバが、バックアップを取得したサーバと同じドメインに

存在する。

ドメインコントローラサーバ上で動作するオペレーティングシステムのバージョ

ン、リリース、サービスパックが、バックアップを取得したサーバと同じである。

Arcserve Backupでは、以下の方法で Active Directoryを保護できます。

システム状態を元の場所にリストア -- Arcserve Backupでは、Active Directory
内のすべてのオブジェクトを含むシステム状態を、バックアップしたサーバにリス

トアできます。この方法では、Active Directory内のすべてのオブジェクトを上書

きします。

Active Directory全体を以前の状態にリストアする必要がある場合に、この方

法を使用します。

Active Directoryを別の場所にリストア -- Arcserve Backupでは、Active
Directoryを別の場所にリストアできます。この方法は、2段階のプロセスで、

Windows ServerのActive Directoryデータをオブジェクト レベルの単位でリスト

アします。この方法では、最初にリストアマネージャを使用して Active
Directoryを別の場所にリストアし、次に、Arcserve Active Directoryオブジェク

ト レベルリストアユーティリティを使用して Active Directoryオブジェクトをリスト

アします。

リストア先となる場所は、ドメインコントローラサーバとして機能していないサー

バ上に配置できます。ただし、最善の方法は、Active Directoryをバックアップ

元のサーバ上にある別の場所にリストアすることです。

注：Arcserve Backupでは、読み取り専用ドメインコントローラとして機能する

Windows Server 2008およびWindows Server 2012システム上のActive
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Directoryオブジェクトを、オブジェクト レベルの単位でリストアすることはできま

せん。

例：Active Directory をオブジェクト レベルの単位でリストアするケース

システム管理者が、ユーザのグループ、グループまたはオブジェクトを Active
Directoryから誤って削除してしまった。

注：Active Directoryのデータを保護するために、ドメインコントローラサーバで

Arcserve Backup Client Agent for Windowsのライセンスを登録しておく必要があり

ます。

Arcserve Backupでは、以下のArcserve Backup リリースを使用してバックアップされ

たActive Directoryデータをリストアします。

Arcserve Backup 18.0。General Availability リリースと最新のサービスパックがす

べて含まれます。

Arcserve Backup r16.5 SP1.General Availability ( GA) リリースと最新のサービス

パックがすべて含まれます。

Arcserve Backupのこのリリース。

Arcserve Active Directory Object Level Restoreユーティリティを使用して、以下の

Active Directoryオブジェクトをリストアします。

部門

ユーザ

グループ

コンピュータ

連絡先

接続

共有フォルダ

プリンタ

サイト

サイト コンテナ

サイト リンク

サイト リンクブリッジ

サイト設定

サブネット コンテナ

信頼ドメイン

環境設定クラス
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Lostandfoundクラス

Builtindomainクラス

Dnszoneクラス

ドメインクラス

Domaindnsクラス

Dmdクラス

組織単位クラス

Containerecifiersクラス

Arcserve Active Directory Object Level Restoreユーティリティは以下のActive
Directoryオブジェクトをリストアできません。

システムスキーマ

グローバルポリシーオブジェクト ( GPO)

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Active Directoryのバックアップ

Active Directoryオブジェクトのリストア

Active Directoryを回復した後、Microsoft Exchange Server 2010のメールボックス

がレガシーメールボックスとして表示される

Active Directory回復後のMicrosoft Exchange Serverユーザパスワードのリセット
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Active Directoryのバックアップ

コンピュータのシステム状態をバックアップするには、複数の方法があります。

他のバックアップジョブを作成するようにバックアップジョブを作成し、ジョブの

ソース選択でコンピュータのシステム状態オブジェクトを含めます。

コンピュータのシステム状態のみを含むバックアップジョブを作成します。

注：以下の手順では、通常のバックアップジョブをサブミットする方法について説

明します。ステージングバックアップとデデュプリケーションバックアップジョブのサブ

ミットの詳細については、「データのバックアップ」を参照してください。

Active Directoryのバックアップ方法

1. ［バックアップマネージャ］ウィンドウを開き、［スタート］タブを選択します。

バックアップジョブの種類が表示されます。

2. ［標準バックアップ］をクリックして、通常のバックアップジョブを指定します。
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注：バックアップジョブの種類の詳細については、「データのバックアップ」を参照し

てください。

3. ［ソース］タブをクリックします。

バックアップソースのディレクトリツリーが表示されます。

4. バックアップするコンピュータを参照します。

サーバに含まれるボリュームを展開し、システム状態オブジェクトを表示します。

5. システム状態の隣のチェックボックスをクリックします。

注：バックアップマネージャでは、Active Directoryのみを選択することはできませ

ん。

6. ［スケジュール］タブをクリックし、システム状態をバックアップするタイミングと頻度を

指定します。

注：ジョブのスケジューリングの詳細については、「ジョブのカスタマイズ」を参照して

ください。

7. ［デスティネーション］タブをクリックします。

利用可能なデバイスグループがディレクトリツリーに表示されます。

8. バックアップデータを保存するデバイスグループを選択します。

9. ツールバーの［オプション］ボタンをクリックし、ジョブのバックアップオプションを指定し

ます。

注：バックアップオプションの詳細については、「データのバックアップ」を参照してく

ださい。

10. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

ジョブがサブミットされます。
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Active Directoryオブジェクトのリストア

Arcserve Backupでは、オブジェクト レベルの単位で Active Directoryをリストアでき

ます。ただし、Active Directoryオブジェクトをリストアする前に、Active Directoryをマ

シンのシステム状態の一部としてバックアップしておく必要があります。

Active Directoryオブジェクトの回復プロセスは 2段階で構成されます。

リストアマネージャを使用して、Active Directoryバックアップデータを別の場所

にリストアします。リストア先の場所は、システム状態をバックアップしたサーバ

上に配置する必要があります。

Arcserve Active Directoryオブジェクト レベルリストアユーティリティを使用し

て、現在のActive DirectoryにActive Directoryオブジェクトを回復します。

Active Directoryを元の場所にリストアすると、そのActive Directoryに含まれている

すべてのオブジェクトがリストアされます。Active Directoryを元の場所にリストアす

るプロセスは、ファイル、ディレクトリなどをリストアするプロセスと同じです。詳細に

ついては、「データのリストア」を参照してください。

Active Directoryオブジェクトのリストア方法

1. ［リストアマネージャ］ウィンドウを開いて、［ソース］をクリックし、リストアする Active
Directoryを含むサーバおよびシステム状態を展開します。

2. 以下の画面が示すように、［Active Directory］の隣のチェックボックスをクリックしま

す。

3. ［デスティネーション］タブをクリックします。

4. ［ファイルを元の場所へリストア］オプションをオフにします。

5. ［場所］フィールドで、別の場所のパスを指定します。

例 :

\\172.31.255.254\E:\Active Directory のリストアデスティネーション
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6. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

7. ［サブミット］ダイアログボックスで必要なフィールドに入力し、［OK］をクリックしま

す。

リストアが完了した後、回復されたデータが指定した別の場所に表示されます。

8. (オプション) Active Directoryを代替サーバにリストアするために、前の手順で指定

したリストアデスティネーションから代替サーバにファイルをコピーします。

注：Active Directoryをリストアしているマシン上に代替ディレクトリを指定すること

をお勧めします。ただし、Active Directoryを代替サーバにリストアする必要がある

場合は、代替サーバからソースサーバ、またはソースサーバと同じドメイン内にあ

る他の任意のドメインコントローラにリストアされたActive Directoryファイルをコピー

できます。この機能に対する制限は以下のとおりです。

Client Agent for Windowsが代替サーバにインストールされている必要があり

ます。

代替サーバ上で動作するオペレーティングシステムは、バックアップがとられ

たサーバのオペレーティングシステムと同じバージョン、リリース、およびサービ

スパックである必要があります。

9. リストアまたはコピーされたActive Directoryデータを含むドメインコントローラサー

バにログインします。

以下の手順に従い、Arcserve Backup Agent管理を起動します。

Windowsの［スタート］-［すべてのプログラム］-［Arcserve］-［Arcserve Backup］-
［サーバ環境設定ウィザード］の順に選択します。

Arcserve Backup［ Agent管理］が開きます。

第8章 :バックアップサーバの管理 843



Arcserve Backupによるドメインコントローラサーバ上でのActive Directoryデータの保護方法

注Arcserve Backup：［ Agent管理］が開くには、ドメイン管理者権限があるアカウ

ントを使用してサーバにログインしている必要があります。

10. ［Arcserve Backup Agent管理］ダイアログボックスの［オプション］メニューで、［ADオ

ブジェクト レベルリストアユーティリティ］をクリックします。

［Arcserve Active Directoryオブジェクト レベルリストア］ダイアログボックスが開きま

す。

11. ［Arcserve Active Directoryオブジェクト レベルリストア］ユーティリティで［開く］をク

リックします。

［Active Directoryファイルを開く］ダイアログボックスが開きます。Active Directory
バックアップのリストアポイントがリストアポイント リストに表示されます。

(オプション)他のリストアポイントを参照するには、省略記号をクリックします。

リストアポイントを選択し、［OK］をクリックします。

左ペイン --選択されたActive Directory ntds.ditデータベースファイル内に含

まれたオブジェクトをすべて表示できます。

右ペイン --左ペイン中で選択された項目に関連する属性および子オブジェ

クトを表示できます。

注：Arcserve Backupでは、［Arcserve Active Directoryオブジェクト レベルリストア］
ダイアログボックスに表示される Active Directoryオブジェクトのみをリストアすること

ができます。Arcserve Backupは、システム関連オブジェクトをリストアできません。

12. (オプション) ［リストアオプション］ダイアログボックスを開くには、ツールバーの［オプ

ション］ボタンをクリックします。
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Arcserve Backupでは、リストアする Active Directoryオブジェクトをフィルタし、リスト

ア処理用のログレベルを指定することができます。

a. 必要なリストアオプションを指定します。

名前変更済みオブジェクトをリストアする --現在のActive Directory
内で名前を変更されたオブジェクトをリストアできます。

移動済みオブジェクトをリストアする --別の場所に移動されたオブジェ

クトをリストアできます。

完全に削除されたオブジェクトをリストアする --現在のActive
Directoryから完全に削除されたオブジェクトをリストアします。

b. 必要なログレベルオプションを指定します。

デバッグレベル --デバッグログに必要な詳細レベルを指定します。

デフォルト値：0

範囲：0 ～ 3

0 --エラーメッセージをログファイルに出力します。

1 --エラーおよび警告メッセージをログファイルに出力します。

2 --エラー、警告、および情報メッセージをログファイルに出力します。

3 --エラー、警告、情報、およびデバッグメッセージをログファイルに出

力します。

注：レベル3は最も詳細な情報をログに記録します。Active Directory
ファイルをリストアする際に問題が発生した場合、レベル3を指定して

から、Arcserveサポートにログファイルを送信するようにしてください。

Active Directory リストア処理では、以下のログファイルが生成されます。

adrestorew.log

CadRestore.exe.trc

Arcserve Backupでは、以下のディレクトリにログファイルが保存されます。

C:\Program Files\Arcserve\Arcserve Backup Client Agent for Windows

［OK］をクリックして、［リストアオプション］ダイアログボックスを閉じます。

13. (オプション) ［フィルタ設定］ダイアログボックスを開くには、ツールバーの［フィルタ］
ボタンをクリックします。

注：特定のオブジェクトを検索する際には、フィルタを使用することを推奨します。

以下のいずれかのフィルタ設定を指定します。

すべての種類のオブジェクトを表示する -- ［CA Active Directoryオブジェクト

レベルリストア］ダイアログボックスにすべてのオブジェクトを表示します。
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(オプション)子ノードの数を制限するには、各親ノードの［ノードの最大総

数］をクリックし、テキスト ボックスで制限を指定します。

以下の種類のオブジェクトのみを表示する -- ［CA Active Directoryオブジェク

ト レベルリストア］ダイアログボックスに特定の種類のオブジェクトのみを表

示します。

以下の名前のオブジェクトのみを表示する -- ［CA Active Directoryオブジェク

ト レベルリストア］ダイアログボックスに特定の名前のオブジェクトのみを表

示します。

注：マシンのActive Directoryには大量のブジェクトが含まれている場合が

あります。最善の方法としては、［以下の名前のオブジェクトのみを表示す

る］フィルタを使用してオブジェクトをフィルタし、リストアするオブジェクトの名

前を指定することをお勧めします。

14. ［OK］をクリックして［フィルタ設定］ダイアログボックスを閉じます。

15. ［CA Active Directoryオブジェクト レベルリストア］ダイアログボックスで Active
Directoryツリーを展開し、リストアするオブジェクトの隣にあるチェックボックスをク

リックします。

ツールバーの［リストア］ボタンをクリックし、指定したオブジェクトをリストアします。

Arcserve Backupによって、Active Directoryオブジェクトが現在のActive Directory
にリストアされます。

リストアの完了後、［リストアステータス］メッセージボックスが開きます。

注：［リストアステータス］メッセージボックスには、ジョブの結果の説明が表示され

ます。

16. ［OK］をクリックして、メッセージボックスを閉じます。

Active Directoryオブジェクトがリストアされています。

17. (オプション) リストアのステータスを確認するためにツールバーの［レポート］をクリッ

クします。

注：Arcserve Backupによってオブジェクトをリストアすることができなかったことが報

告された場合は、ジョブレポートを確認してください。
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Active Directoryを回復した後、Microsoft Exchange
Server 2010のメールボックスがレガシーメールボックス

として表示される

Microsoft Exchange Server 2010を実行中のWindowsプラットフォームで有効

現象

Arcserve Active Directoryオブジェクト レベルリストアユーティリティを使用して

Active Directoryを回復した後、Microsoft Exchange Server 2010ユーザアカウント

の受信者の種類の属性が、「ユーザメールボックス」ではなく「レガシメールボック

ス」と表示されます。また、回復が完了した後、回復したユーザアカウントが無効

になります。

解決策

この動作は、Microsoft Exchange Server 2010ユーザアカウントにArcserve Active
Directoryオブジェクト レベルリストアユーティリティで回復できない受信者の種類

に関する属性が含まれているために発生します。そのため、受信者の種類が

「ユーザーメールボックス」ではなく「レガシメールボックス」と表示されます。

この問題を解決するには、以下の手順に従います。

1. Arcserve Active Directoryオブジェクト レベルリストアユーティリティを使用して、

Active Directoryを回復します。

2. Microsoft Exchange Server 2010システムにログインします。

3. Windows PowerShellを開きます。

4. 以下のコマンドを実行します。

Set-Mailbox -id [ユーザ名またはメールボックスのエイリアス] -ApplyMandatoryProperties
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Active Directory回復後のMicrosoft Exchange Server
ユーザパスワードのリセット

Arcserve Backupでは、ドメインコントローラサーバ上にActive Directoryを回復す

ることができます。Active DirectoryにはWindowsユーザアカウントに関連するデー

タが含まれますが、Windowsでは、ユーザアカウントのパスワードはActive
Directoryに保存されません。そのため、Active Directory回復処理中にユーザのパ

スワードをリストアすることはできません。Active Directoryを回復した後にユーザの

パスワードをリセットするには、以下のガイドラインに従ってください。

Active Directoryを回復する前にユーザのアカウントがActive Directoryに存在

した場合、ユーザアカウントのパスワードをリセットする必要はありません。

ユーザアカウントがActive Directory存在しなかった場合 (例：削除した場

合 )、ユーザアカウントのパスワードをリセットする必要があります。
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Arcserve Backupサーバベースオプションのインストー

ルおよびアンインストール

プライマリおよびスタンドアロン Arcserve Backupサーバから、［サーバ管理］を使用

して、以下のArcserve Backupオプションをインストールおよびアンインストールでき

ます。

Arcserve Backup Central Management Option

Arcserve Backup Tape Library Option

Arcserve Backup Storage Area Network ( SAN) Option

Arcserve Backupサーバベースオプションをインストールおよびアンインストールする

前に、以下を確認します。

オプションのインストールおよびアンインストールは、プライマリサーバまたはスタ

ンドアロン Arcserve Backupサーバでのみ実行できます。

［オプションのインストール/アンインストール］ダイアログボックスに表示される

Arcserve Backupオプションは、設定している Arcserve Backupサーバのタイプに

より異なります。

サーバベースオプションをインストールする場合、すべての外部デバイス( ライ

ブラリなど)が、環境内のプライマリサーバ、メンバサーバ、および SANに接続

されていることを確認してください。Arcserve Backupは、サポートされているデ

バイスを自動的に検出し、テープエンジンの開始時にこれらが自動的に使用

できるように設定します。

Arcserve Backupが自動的に検出しないデバイスは手動で設定する必要があ

ります。

Arcserve Backupサーバベースオプションをインストールおよびアンインストールする

方法

1. ホーム画面のナビゲーションバーにある［クイックスタート］メニューから、［サーバ管

理］をクリックします。

［サーバ管理］が開きます。

2. ドメインディレクトリツリーを展開し、オプションをインストールまたはアンインストー

ルするプライマリサーバまたはスタンドアロンサーバをクリックします。

ドメインディレクトリツリーは、以下のように表示されます。
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3. オプションをインストールまたはアンインストールするサーバを右クリックし、ポップアッ

プメニューから［オプションのインストール/アンインストール］を選択します。

［オプションのインストール/アンインストール］ダイアログボックスが開きます。

4. ［オプションのインストール/アンインストール］ダイアログボックスの［製品名］リストか

ら、インストールするオプションの横にチェックマークを付け、アンインストールするオ

プションの横のチェックマークを外します。

5. ［OK］をクリックして、画面の指示に従い、インストールまたはアンインストール、ある

いはこれらの両方を完了します。
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検出設定

ディスカバリ環境設定とは、ユーザのネットワーク環境でコンピュータを定期的に検

索し、新しく追加されたりアップグレードされたArcserve Backupソフトウェアを検出

できるサービスです。ディスカバリサーバは、企業ネットワーク全体で Arcserve製
品と一緒にインストールされている他のすべてのディスカバリサーバから情報を収

集するバックグラウンド プロセスとして実行されます。

ディスカバリ環境設定では、検出されたネットワークターゲット情報をリモート サー

バに配布できます。この機能により、Windows ドメインまたはサブネットの IPアドレ

スを検出するためにディスカバリサーバによって生成されるネットワークトラフィック

の負荷を削減することができます。

ディスカバリ環境設定を使用して、以下のタスクを実行できます。

ディスカバリサービスの開始または停止

検出されたネットワークターゲットが記録されたテーブルの配布

ディスカバリ環境設定によって作成された 3つのテーブル( IPサブネット、IPサブ

ネット マスク、Windows ドメイン)での情報の追加、削除、または変更

ディスカバリ環境設定パラメータの設定または変更

ディスカバリ環境設定は、コマンドラインまたはWindowsエクスプローラから開くこと

ができます。

コマンド ライン -- dsconfig.exeを以下のディレクトリから開始します。

C:\Program files(x86)\ca\shared
components\ArcserveBackup\CADS\dsconfig.exe

Windowsエクスプローラ -- Arcserve Backup共有コンポーネント ディレクトリに

ある dsconfig.exeをダブルクリックします。例：

C:\Program files(x86)\ca\shared
components\ArcserveBackup\CADS\dsconfig.exe
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ディスカバリサービスの機能

ディスカバリサーバは、Windowsのサービスとして実装されます。ディスカバリサーバ

は、起動するとすぐに製品のリストを確認し、動作マスクを作成します。このマスク

に基づいて、ディスカバリサーバは以下の必要なコンポーネントを初期化します。

Listen/Serializeコンポーネントが最初に初期化され、特定のポート (または

メールスロット )に対するListenを開始し、他のディスカバリサーバからの受信パ

ケット ( メッセージ)を受信します。メッセージを受信すると、ディスカバリサーバ

はデータ(存在する場合 )をリポジトリ(レジストリなど)に書き込み、

Query/Advertiseコンポーネントに通知します。

Query/Advertiseコンポーネントは、Listen/Serializeコンポーネントから受信した

メッセージ(製品リストによって用意されます)を、データの要求元であるディス

カバリサーバに直接送信します。ネットワークターゲット ( IPサブネットまたは

Windowsドメインのリスト )を手動で初期化または実行した場合、コンポーネン

トは、それらのターゲットに対してメッセージをブロードキャスト メッセージとして

送信することもできます。この処理は、ネットワーク全体で他のディスカバリ

サーバを照会し、自らが保有する Arcserve Backup製品のリストをアドバタイズ

するために行われます。
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ディスカバリサービスの環境設定オプション

設定用のオプションをニーズに合わせて選択することで、照会をブロードキャストす

る際に使用する転送プロトコルを指定できます。そのためには、ディスカバリ環境

設定で［環境設定］ボタンをクリックします。

［ネットワーク］タブでは、検出するプロトコルを選択したり、TCP/IPサブネット スイー

プを定義したりできます。ディスカバリサービスから、指定した間隔で照会を繰り返

しブロードキャストさせるには、Arcserve Backup製品のディスカバリを有効にしま

す。

ディスカバリサーバに、Windowsの新規ドメインまたはIPサブネットのディスカバリプ

ロセスを実行させるには、ネットワークディスカバリを有効にします。デフォルトで

は、ディスカバリサービスが再起動された場合にのみ、ディスカバリサーバによって

このプロセスが実行されます。ネットワーク環境の状況や規模に応じて、実行間

隔を調整できます。

注：このオプションを使用すると照会が継続的にブロードキャストされ、ネットワーク

トラフィックが増加する可能性があるので、このオプションを常用することはお勧め

しません。

ディスカバリサービスの起動時に、ディスカバリ環境設定アプリケーションのテーブル

をクリーニングする指定ができます。ディスカバリーのテーブルには、Arcserve Backup
製品がインストールされたコンピュータについての情報が記録されています。このオ

プションを有効にすると、ディスカバリサービスはデータをテーブルからパージして、

Arcserve Backup製品がインストールされたコンピュータを検出し、テーブルを現在

の正確なデータに更新します。

重要：［起動時にディスカバリテーブルをクリーンアップする］オプションは、デフォル

トで有効になっています。このオプションを無効にして使用環境の各システムから

Arcserve Backupアプリケーションをアンインストールすると、ディスカバリサービスの

再起動時に、これらのコンピュータに関する情報がテーブルに残ったままになりま

す。
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［ディスカバリ環境設定］ダイアログボックス

［ディスカバリ環境設定］ダイアログボックスを使用すると、以下のタスクを実行で

きます。

クエリーをブロードキャストするために使用されるトランスポート プロトコルを指

定します。

Arcserve Backup製品のディスカバリを有効にすることにより、実行間隔を指定

して、DS ( Discovery Service、ディスカバリサービス)で繰り返し照会をブロード

キャストできるようになります。

この処理はネットワークトラフィックに負担をかけることがあるため、実行する際

には注意が必要です。

［ネットワークディスカバリを有効にする］は、新しいWindows ドメインおよび IP
サブネットの検出処理をディスカバリサービスに実行させます。

デフォルトでは、ディスカバリサービスが再起動されたときにのみ、この処理を

実行するよう設定されています。ネットワーク環境の状況や規模に応じて、実

行間隔を調整できます。

ネットワークタブ

［ネットワーク］タブでは、以下のオプションを設定できます。

検出に使用するプロトコルの指定

返信に使用するプロトコルの指定

Arcserve Backup製品のディスカバリを有効にする

TCP/IPサブネット スイープを使用したディスカバリを有効にする

ネットワークディスカバリを有効にし、間隔を指定する

ディスカバリサービスの起動時にディスカバリテーブルのクリーニングを実行する

よう指定する

［アダプタ］タブ

ディスカバリを実行する IPアドレスを選択する
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検出設定

IPサブネット /Windows ドメインの検出

ディスカバリ環境設定は、Query/Advertiseを実行するために、ブロードキャストする

ネットワークターゲットのリストを必要とします。たとえば、TCP/IP対応ネットワーク

上の単一の IPサブネットに存在する Arcserve Backup製品か、物理的に国内に

存在するサブネットのリストに記載されている製品のディスカバリを実行する必要

がある場合があります。

または、企業ネットワーク全体を調査し、使用しているサブネットすべてを検出し

てから、それらの一部をフィルタで除外する必要がある場合があります。ディスカバ

リプロセスはバックグラウンドで動作し、Windowsネットワークのリソースを調査しま

す。そして、メールスロット ブロードキャスト用のWindowsドメインのリストや、UDPブ
ロードキャスト用のIPサブネットのリストが作成されます。

注：ユーザのネットワーク環境の規模によって、この処理にかかる時間が異なりま

す。IPサブネット /Windowsドメインのディスカバリは、ネットワークのトラフィックが少な

い時間帯に実行してください。
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検出設定

TCP/IPサブネット スイープによるディスカバリの有効化

リモートまたはローカルサブネット スイープを使用するように設定することができま

す。デフォルトの設定は、ローカルサブネットです。

ディスカバリサービスによってブロードキャストが実行され、ローカルのサブネット マシ

ン、手動で定義されたサブネット、および手動で定義されたマシンに関する情報を

すべて取得します。

マシン名 ( IPアドレス)を手動で追加する方法

1. ディスカバリを開始し、［Windows ドメイン］タブ上で［追加］ボタンをクリックします。

2. 該当するマシンのIPアドレスを入力し、［OK］をクリックします。
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検出設定

ディスカバリサービスにより、指定されたマシンを ping したり、そのマシンに製品リス

トをパブリッシュしたり、そのマシンの製品リストを取得することができます。

注：自動検出マシンまたはWindows ドメインを無効にして検出範囲を制限する

と、ネットワークトラフィックを抑えることができます。既存のマシンまたはWindows
ドメインの場合は、［無効］チェックボックスをオンにします。

リモート サブネットを追加する方法

1. ディスカバリを開始し、［サブネット］タブ上で［追加］ボタンをクリックします。

［サブネットの追加］ダイアログボックスが開きます。

2. ［サブネット］と［サブネット マスク］に値を入力して［OK］をクリックします。

すると、ディスカバリサービスによってその製品リストが各マシンおよび特定のサブ

ネットに発行され、該当するサブネット内の各マシンの製品情報が取得されま

す。

注：自動検出マシンまたはWindows ドメインを無効にして検出範囲を制限する

と、ネットワークトラフィックを抑えることができます。既存のマシンまたはWindows
ドメインの場合は、［無効］チェックボックスをオンにします。

特定のサブネットで別のサブネット マスクを使用する場合は、ディスカバリを開始

し、［サブネット マスク］タブで［追加］ボタンをクリックすることにより、サブネット マス

クを手動で追加できます。以下のような、［サブネット マスクの追加］ダイアログ

ボックスが開きます。

オート ディスカバリの実行を選択すると、ping、［ディスカバリ環境設定］の［サブ

ネット］タブに指定された各サブネット内の各マシンへの製品リストのパブリッシュ、

およびリモート マシンからの製品情報の取得がディスカバリサービスにより実行さ

れるようになります。

3. そのためには、ディスカバリを開始し、［サマリ］タブで［設定］ボタンをクリックします。

以下のような［環境設定］ダイアログボックスが開きます。
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検出設定

ディスカバリサーバによって、リモート サブネットの IPアドレスのスイープが開始され

ます。その際、自動検出されたサブネット、サブネット マスク、マシン、またはドメイ

ンが、手動で設定されたサブネット、サブネット マスク、マシン、またはWindows ド
メインと共に使用されます。ネットワークの規模によっては、このオプションを選択す

るとネットワークトラフィックが増加し、オプションの実行に時間がかかる場合があり

ます。このオプションは、ネットワークトラフィックが少ない時間帯に実行してくださ

い。

注：リモート サブネット内のArcserve Backup製品を検出する場合、ディスカバリ

サービスはUDPブロードキャストを使用しないでリモート インスタンスの場所を検

出します。サブネットのサイズと、サブネット マスクを使用する IPアドレスの範囲に

関する情報が必要になります。
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検出設定

SAN Optionのディスカバリ環境設定

SAN環境で使用するサーバのディスカバリサービスの環境設定を行う場合、すべ

てのサーバを検出できるようにするには、追加の設定変更が必要になります。確

実にすべてのSANサーバでディスカバリを有効にするには、以下のいずれかの方

法があります。

［環境設定］ダイアログボックスの［TCP/IPサブネット スイープを使用したディス

カバリを有効にする］フィールドで、［すべての自動検出済みサブネット (ネット

ワークトラフィックが増加する可能性があります) ］オプションを選択します。

［Windowsドメイン］タブで、別のリモートのSANマシンの名前またはIPアドレスを

追加します。

注：正確なディスカバリを行うには、リモートのSANサーバの設定が互いに一貫して

いる必要があります。1つのSANサーバのみを設定すると、他のサーバのディスカバリ

が失敗する場合があります。
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検出設定

デフォルトの IPアドレスでないクライアント エージェント

システムのディスカバリ

クライアント エージェント ノードにデフォルト以外の IPアドレスを選択した場合、

ノードの追加/インポート /エクスポートを使用してマシンを追加できるよう、以下の

手順で IPアドレスを新しいアドレスに更新する必要があります。

デフォルトの IPアドレスでないクライアント エージェント システムを検出する方法

1. エージェント マシンで、dsconfig.exeを使用してディスカバリサービスを再起動しま

す。

2. ベースサーバのバックアップマネージャから、古いマシンオブジェクトを削除します。

3. ［ノードの追加/インポート /エクスポート］をクリックして、必要なノードを追加または

インポートします。

注：詳細については、「ユーザインターフェースを使用したノードの追加、インポー

ト、エクスポート」を参照してください。

4. スケジュールされたジョブがキューにある場合は、正しく機能するよう、ジョブをいっ

たん削除してから再度作成します。
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Arcserve Backup メンテナンス通知

Arcserve Backup メンテナンス通知

Arcserve Backupでは、Windowsシステムトレイの近くにメンテナンス通知メッセー

ジを表示します。このメッセージから Arcserve Backupの最新のバージョンを実行し

ていることを確認できます。Arcserve Backupのインストールまたは更新を実行して

から 9月後に、メンテナンス通知メッセージが表示されます。

以下の画面に示すように、メンテナンス通知メッセージは、コンピュータのデスクトッ

プのWindowsシステムトレイ領域の近くに表示されます。

メンテナンスオプション

Arcserve Backup メンテナンス契約を更新する -- Arcserve Backupを更新する

には、メンテナンス通知メッセージをクリックします。

メンテナンス通知メッセージをクリックした後、Arcserve Backup、Arcserve メンテ

ナンスプログラムのWebサイトが表示されます。Arcserve メンテナンスプログラ

ムのWebサイトでは、製品の拡張機能や更新を取得したり、Arcserve
Backupの新しいリリースをインストールすることができます。

Arcserve Backupをインストールしてから 9か月経過すると、メンテナンス通知

メッセージとArcserve トレイアイコンがArcserve Backup メンテナンス契約を更

新するまで 30日間隔で表示されます。

注：Arcserve Backupをインストールしてから 12か月経過すると、メンテナンス

メッセージは 6か月間隔で表示されます。

Arcserve Backup メンテナンス契約を更新しない -- Arcserve Backupをこの時

期に更新しない場合、メンテナンス通知メッセージの上部左隅にある Xをク

リックすると、メッセージが閉じられます。メッセージを表示しないようにする場

合、メンテナンス通知メッセージを無効化する必要があります。

Alertオプション

Arcserve Backupでは、Windowsシステムトレイ内にある Arcserve Backupアイコン

を使用すると、メンテナンス通知メッセージを無効化または有効化することができ

ます。
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Arcserve Backup メンテナンス通知

メンテナンス通知メッセージの無効化

Arcserve Backupでは、Windowシステムトレイの近くに表示されるメンテナンス通

知メッセージを無効にすることができます。

メンテナンス通知メッセージを無効にする方法

Windowsシステムトレイで、Arcserve Backupアイコンを右クリックし、コンテキスト

メニューの［アラートの無効化］を選択します。

メンテナンス通知メッセージが無効になります。
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Arcserve Backup メンテナンス通知

メンテナンス通知メッセージの有効化

Arcserve Backupでは、メンテナンス通知メッセージが無効に設定されている場

合、Windowシステムトレイの近くに表示されるメンテナンス通知メッセージを有効

にすることができます

メンテナンス通知メッセージを有効にする方法

1. Windowsレジストリエディタを開き、以下のレジストリキーを探します。

x86プラットフォーム：

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCserve
Backup\Base\Admin\MessageEngine\MonthsPassedInLastMaintenance

x64プラットフォーム：

HKEY_LOCAL_
MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\ComputerAssociates\CA ARCserve
Backup\Base\Admin\MessageEngine\MonthsPassedInLastMaintenance

2. MonthsPassedInLastMaintenanceを右クリックして、コンテキスト メニューの［変更］
をクリックします。

［DWORD値の編集］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［値のデータ］フィールドで、0 (ゼロ)を指定します。

4. ［OK］をクリックします。

5. Windowsレジストリエディタを閉じます。

メンテナンス通知メッセージが有効になります。メンテナンスが推奨される場合、

Arcserve Backup メンテナンス通知アイコンがWindowsシステムトレイに表示され

ます。
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Arcserve Backup> コンポーネント ライセンスの適用

Arcserve Backup> コンポーネント ライセンスの適用

Arcserve Backupでは、Arcserve Backupをインストールした後に、コンポーネント ラ

イセンスを適用することができます。以下の状況下で、コンポーネント ライセンスを

適用します。

トライアルライセンスを使用して Arcserve Backupコンポーネントをインストール

し、そのコンポーネントにライセンスキーを適用する場合。

追加のライセンスを取得して、バックアップ環境の拡大をサポートする場合。

Arcserve Backup コンポーネント ライセンスを適用する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ［ヘルプ］メニューから、Arcserve Backupの［バージョン情報］をクリックします。

Arcserve Backupの［バージョン情報］の画面が開きます。

3. Arcserve Backupの［バージョン情報］の画面で、［ライセンスの追加/参照］をクリッ

クします。

［License Verification ( ライセンス確認入力 ) ］ダイアログボックスが表示されます。

重要：ライセンスキーを適用する際には必ず、［ライセンスの確認］ダイアログボッ

クスを使用します。

［ライセンスの確認］ダイアログボックスのリスト ボックスに、［コンポーネント名］と［イ
ンストールタイプ］が表示されます。インストールのタイプは、［トライアル(未登

録 ) ］または［ライセンス取得済み］のいずれかになります。

4. コンポーネントのリストで、以下の手順を実行します。

a. コンポーネントをクリックします。

b. ［ライセンスキーを使用］をクリックします。

c. 表示されるフィールドにライセンスキーを入力します。

5. ［追加］をクリックします。

注：アップグレード ライセンスキーを Arcserve Backupの新しいコンポーネント イン

ストールに適用する場合、アップグレードの確認ダイアログボックスが開きます。

アップグレード ライセンスキーを適用するには、以前のインストールのライセンス

キーを入力する必要があります。

(オプション)他のArcserve Backupコンポーネントにライセンスキーを適用するに

は、この手順を繰り返します。

6. 作業が終了したら、［続行］をクリックします。

［ライセンスの確認］ダイアログボックスが閉じ、ライセンスキーがArcserve Backup
コンポーネントに適用されます。
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ファイアウォールの管理

ファイアウォールの管理

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Arcserve BackupサービスとアプリケーションのWindowsファイアウォールを通じた通

信の許可

通信を最適化するためのファイアウォールの設定方法
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ファイアウォールの管理

Arcserve BackupサービスとアプリケーションのWindows
ファイアウォールを通じた通信の許可

インストールまたはアップグレード処理中に、インストールウィザードでは、Arcserve
Backupサービスとアプリケーションが正しく通信できるようにWindowsファイアウォー

ルを設定します。Arcserve BackupをインストールしたときにWindowsファイアウォー

ル状態が「オン」だった場合のみ、インストールウィザードは環境設定タスクを実行

します。

Arcserve BackupをインストールしたときにWindowsファイアウォールがオフの状態

で、Arcserve Backupをインストールした後にオンにした場合、Arcserveサービスとア

プリケーションはWindowsファイアウォールを通じて通信することができません。

以下の手順に従って、Arcserve BackupをインストールしたときにWindowsファイア

ウォールがオフの状態だった場合にArcserve Backupサービスとアプリケーションが通

信できるようにすることができます。

Arcserve BackupサービスとアプリケーションがWindows ファイアウォールを介して通

信できるようにする方法

1. Windowsコマンド ラインを開き、以下のディレクトリに移動します。

C:\Program Files\CA\SharedComponents\ARCserve Backup\

2. 以下のコマンドを実行します。

setupfw.exe /INSTALL

Arcserve BackupサービスとアプリケーションがWindowsファイアウォールの例外リス

トに追加されます。Arcserve Backupこれで、サービスおよびアプリケーションが

Windowsファイアウォールを介して通信できるようになりました。
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ファイアウォールの管理

通信を最適化するためのファイアウォールの設定方法

Arcserve Backup通信を最適化するためのファイアウォールの設定方法について

は、「実装ガイド」を参照してください。
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第9章 :データベースの管理とレポート

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

データベースとレポートの管理方法 870

データベースマネージャ 871

Arcserve Backup データベースを保護する方法 881

カタログデータベースの動作 936

Arcserve Backup データベースとしてのMicrosoft SQL Server の使用 946

Arcserve Backup データベースアプリケーションの指定 954

Arcserve Backup ログとレポート 962

Arcserve Backup 診断ユーティリティ 986

Arcserve Backup Infrastructure Visualization 992
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データベースとレポートの管理方法

データベースとレポートの管理方法

システム上で実行されたジョブ、メディア、およびデバイスに関する情報は、

Arcserve Backupデータベースにより管理されます。Arcserve Backupでは、以下の

種類の情報がデータベースに保存されます。

すべてのジョブに関する詳細情報

すべてのバックアップジョブに関するセッション詳細

すべてのバックアップジョブでの使用メディアに関する情報

リストアを実行するときの、メディアにバックアップされた各ファイルやディレクトに

関する詳細情報

特定のファイルをリストアする際、そのファイルが格納されているメディアをデータ

ベースで確認できます。

メディアプールおよびメディアの場所に関する詳細情報

データベースの情報は、さまざまな種類のレポートを生成する際にも使用されま

す。
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データベースマネージャ

データベースマネージャ

データベースマネージャを使用すると、以下のタスクを実行できます。

メディアの保管場所を記録する

バックアップのセッション番号を確認する

メディアの交換が必要かどうかを判断する

実行したジョブに関するログ情報の表示

データベースからの古いレコードの削除

データベースのサイズとディスクの空き領域を視覚的に比較する

注：データベースにMicrosoft SQL Serverを使用している場合、Arcserve
Backupのデータベースマネージャによってレポートされるデータベースの総サイ

ズは、データデバイスのサイズです。Microsoft SQL Server Enterprise Manager
をブラウズして、詳細情報を表示できます。
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データベースマネージャ

データベースビュー

データベースマネージャを開くと、左側のペインに以下のオプションが表示されま

す。

サマリ --ハードディスク上のデータベースのサイズ、データベースのタイプ、および

その他の各種設定情報

ジョブレコード -- Arcserve Backupの処理したジョブ

メディアレコード -- Arcserve Backupの使用したメディア

デバイスレコード -- Arcserve Backupの使用したデバイス
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データベースマネージャ

並べ替え順

［ジョブレコード］、［メディアレコード］、［デバイスレコード］のレコードの順序を並

べ替えるには、対象のフィールド名をクリックします。
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データベースマネージャ

データベースの廃棄処理

古いレコードをデータベースから削除するようにArcserve Backupを設定できます。

詳細については、「バックアップサーバの管理」を参照してください。
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データベースマネージャ

SQLインデックスを再構築する必要がある場合

注：以下の説明は、Arcserve BackupのデータベースとしてMicrosoft SQL Serverを
使用する場合にのみ適用されます。

インデックスを管理可能なサイズに保持し、最適なパフォーマンスを確保するに

は、SQL Serverインデックスを定期的に再構築する必要があります。ベスト プラク

ティスとして、1か月に 1回か2回、またはArcserveデータベースの実行が遅い場

合はインデックスを再構築することをお勧めします。

SQL Serverインデックスの更新処理には時間がかかる可能性があります。すべて

のインデックスを更新する時間がない場合は、キーインデックス( IX_astpdat_1、IX_
astpdat_2、X_astpdat_3、K_pathname、および PK_filename)を更新します。これら

のインデックスは、重要な役割を果たし、リストアマネージャおよびデータベースマ

ネージャでの操作速度に影響します。

SQL Serverインデックスを再構築する方法の詳細については、Microsoft SQL
Serverのマニュアルを参照してください。
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レポートされるエラーの種類

データベースには、以下のエラー情報が記録されます。

［メディアエラー］-- メディア内のデータが破損し、読み書きの操作を正常に完

了できないことを示します。

［ソフト読み取りエラー］-- メディアの読み取り中にエラーが発生しました。

Arcserve Backupによってリアルタイムに問題の修正が試行されました。ソフト

読み取りエラーが頻発する場合は、メディアの障害が考えられます。この場合

は、以後のバックアップを実行する前にメディアを交換しておく必要がありま

す。

［ソフト書き込みエラー］--バックアップ中に書き込みエラーが発生しました。

Arcserve Backupによってリアルタイムでメディアの問題を修正中です。ソフト書

き込みエラーが頻発する場合は、以後のバックアップを実行する前にメディア

を交換しておく必要があります。現在のバックアップセッションが正常に完了し

た後で、ドライブのヘッドが適切にクリーニングされているかどうかを確認してく

ださい。
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デバイスエラーレコード

デバイスレコードにエラーログが記録された場合は、［デバイスレコード］には情報

が記録され、ドライブで致命的なエラーが発生したことが示されます。［エラー］タブ

に以下の情報が記録されます。

［時刻］--エラーが発生した時間

［センス］-- SCSIエラーコード

［メディア］--ジョブの実行中に発生したメディアエラーの数

［ソフト書き込みエラー］--ソフトウェア書き込みエラーの数

［ソフト読み込みエラー］--ジョブの間に発生したソフト読み込みエラーの数

［メディア使用］--ジョブの実行中にメディアが使用された時間数

［書き込み( MB) ］--ジョブの処理中にメディアに書き込まれたデータの量で

す。

［フォーマット回数］-- メディアがフォーマットされた回数
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前回のArcserve Backupデータベースバックアップに関

する情報

Arcserve Backupデータベースが正常にバックアップされるたびに、バックアップメディ

ア情報はASDBBackups.txtおよび ASDBBackups.n.txt という一連のログファイルに

保持されます。ログファイルはArcserve Backupホームディレクトリ内に格納されま

す。

これらのログファイルにはそれぞれ、Arcserve Backupデータベースの完了済みバッ

クアップの履歴に関する詳細情報が含まれています。たとえば、以下の項目につ

いて詳細情報が記録されます。

注：このリストがすべてを網羅しているわけではありません。

テープ名、シリアル番号、およびシーケンス番号

セッションGUID、セッション ID、セッションタイプ

バックアップ方式 ( フル、増分、差分など)

バックアップ日付

データベースのタイプ

インスタンスのパス

注：ログファイルは説明テキストまたはコメントを含みません。

Arcserve Backupデータベースをリストアする必要がある場合、データベースは使用

できない状態にあるか破損しているため、Arcserve Backupはログファイルを参照し

ます。Arcserve Backup Disaster Recovery Optionおよび Arcserveデータベース回復

ウィザードは、ASDBBackups.txtを参照して、最新のArcserve Backupデータベース

バックアップデータを含むメディアを識別します。

Arcserve Backupは以下のロジックを使用してログファイルを管理します。

1. Arcserve Backupデータベースの最新のフル、増分および差分バックアップに関する

情報は常にASDBBackups.txt という名前のファイルに格納されます。

2. Arcserve Backupデータベースの2回目のフルバックアップが終了した後で、

ASDBBackups.txtの名前はASDBBackups.1.txtに変更され、新しい

ASDBBackups.txtが作成されます。

3. 3回目のフルバックアップが終了した後で、ASDBBackups.1.txtの名前は

ASDBBackups.2.txtに、ASDBBackups.txtの名前はASDBBackups.1.txtに変更され

て、新しい ASDBBackups.txtが作成されます。

4. ログファイルの名前の変更と作成の処理はArcserve Backupが

ASDBBackups.10.txt という名前のログファイルを作成するまで続きます。
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5. フルバックアップが終了した後で ASDBBackups.10.txt という名前のログファイルが

存在する場合、Arcserve Backupによって、ASDBBackups.10.txtは削除され、古い

ログファイルの名前が変更されて、新しい ASDBBackups.txtログファイルが作成さ

れます。

ASDBBackups.txtが破損している場合、ASDBBackups.n.txt という名前のいずれか

のファイルの名前を ASDBBackups.txtに変更し、名前変更したログファイルを使用

して Arcserve Backupデータベースを回復できます。
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メディアプールのメンテナンスの有効化

［メディアプールのメンテナンスを有効にする］オプションを使用すると、メディアプー

ルのメンテナンスが日単位で実行されます。Arcserve Backupでは、メディアプール

のメンテナンス作業は廃棄ジョブのスケジュールに従って行われます。

メディアプールのメンテナンスを有効化する方法

1. ［サーバ管理マネージャ］を開き、［環境設定］のツールバーのボタンをクリックしま

す。

［環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［データベースエンジン］タブを選択します。

［データベースエンジン］ダイアログボックスが表示され、ダイアログボックスの下部

に［メディアプールメンテナンス］オプションが現われます。

3. ［メディアプールのメンテナンスの有効化］- ［OK］をクリックします。

［メディアプールのメンテナンスが有効化されます。
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Arcserve Backupデータベースを保護する方法

以下のセクションでは、Arcserve Backupデータベースをバックアップおよびリストアす

る方法を説明します。

Arcserve Backupデータベースの保護方法

Agent for Arcserve Database

データベース保護ジョブの動作

Arcserve Backupデータベースのバックアップ方法

カスタムデータベース保護ジョブの変更、作成、またはサブミット

Arcserve Backupデータベース用のMicrosoft SQL Server 2014 Expressバック

アップオプションの指定

Arcserve Backupデータベース用のMicrosoft SQL Serverバックアップオプショ

ンの指定

Arcserve Backupデータベース保護ジョブの開始

アクセス要件

Arcserve Backupデータベース保護ジョブの削除

Arcserve Backupデータベース保護ジョブの再作成

Arcserve Backupデータベースのリストア方法

Arcserveデータベース回復ウィザードを使用したArcserve Backupデータベー

スの回復

Arcserve Backupデータベースの再初期化

ca_recoverdbコマンドを使用したArcserve Backupデータベースの回復

Microsoft SQL Server 2014 Express EditionおよびMicrosoft SQL Serverデー

タベースのリストアオプションの指定

Arcserve Backupデータベースのリストア(異なるドメイン)

Arcserveデータベースをホストしている SQL Serverインスタンスが機能しない

場合にArcserveデータベースを回復する方法

Arcserveデータベース回復ウィザードの動作
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Agent for Arcserve Database

Arcserve Backup Agent for Arcserve Databaseは、Arcserve Backup Agent for
Microsoft SQL Serverの一形態です。このエージェントは、Arcserve Backupをインス

トールするときに自動的にインストールされるか、またはArcserve Backupデータ

ベースの場所が変更された後、またはクラスタの複数のノードにインストールする

場合には、特別なユーティリティを使用して手動でインストールされます。

SQLAgentRmtInst.exe という名前のこのユーティリティは、Arcserve Backupのインス

トール時に、Arcserve BackupホームディレクトリのPackagesサブフォルダ内にある

「ASDBSQLAgent」というフォルダに格納されます。Arcserve Backupサーバでないコン

ピュータにこのエージェントをインストールする場合は、エージェントをインストールす

るシステムにASDBSQLAgentフォルダをコピーして、そのマシンで

SQLAgentRmtInst.exeユーティリティを実行します。

Agent for Arcserve Databaseでは、Arcserve Backupデータベース自体をバックアッ

プし、リストアできます。また、Arcserve Backupデータベースを含むMicrosoft SQL
Serverインスタンスから、システムデータベースや惨事復旧エレメントをバックアップ

し、リストアできます。Agent for Microsoft SQL Server と共にインストールすると、

Agent for Microsoft SQL Serverで Arcserve Backupデータベースの存在を認識でき

るようになります。さらに、Arcserve Backup と連携して、Arcserve Backupデータベー

スに適用できる特別な復旧方式が提供されます。

Arcserve Backupを前のリリースからアップグレードする場合、Agent for Arcserve
Databaseをアップグレードする必要があります。これは、Arcserve Backupデータ

ベースの現在のバージョンが、エージェントの現在のバージョンによって保護される

ことを保証するためです。そのため、［コンポーネント］ダイアログボックスの製品選

択ツリーでは、Agent for Microsoft SQL Serverの横のチェックボックスをオフにするこ

とはできません。
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Agent for Arcserve DatabaseはAgent for Microsoft SQL Serverの一種なので、シ

ステムにインストールされているプログラムのリストでは、Arcserve Backup Agent for
Microsoft SQL Server として表示されます。Agent for Arcserve Database とAgent
for Microsoft SQL Serverの両方が存在する場合、1つのエントリのみが表示され

ます。いずれか1つをアンインストールする必要がある場合は、どちらを削除する

か選択するメッセージが表示されます。

以下のいずれかの状況では、Agent for Arcserve Databaseをインストールするスタ

ンドアロンのユーティリティを使用できます。

Arcserve Backupデータベースを移動した場合

誤ってエージェントを削除してしまったために、再インストールする場合

クラスタの追加ノードにエージェントをインストールする場合

Arcserve Backupインストーラで直接リモート コンピュータにエージェントをインス

トールできない場合
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セントラルエージェント管理を使用した Agent for
Microsoft SQL Serverのバックアップおよびリストアのパ

ラメータの設定

セントラルエージェント管理を使用して、サポート対象バージョンのMicrosoft SQL
Serverについて、Agent for Microsoft SQL Serverのバックアップおよびリストア用パラ

メータの設定を行います。これらのパラメータには、Microsoft VDI ( Virtual Device
Interface)オブジェクトの設定およびリモート通信の設定などがあります。

セントラルエージェント管理を使用した Agent for Microsoft SQL Serverのバック

アップおよびリストアのパラメータの設定方法

1. Arcserve Backup > ［クイックスタート］メニューから、［管理］- ［セントラルエージェン

ト管理］選択します。

セントラルエージェント管理が開きます。

2. ［Windowsシステム］ツリーで、エージェントがインストールされているサーバを展開

し、Agent for Microsoft SQL Serverを選択します。

3. ツールバーの［環境設定］をクリックします。

オプションの環境設定用ダイアログボックスが表示されます。

4. 左側のリストで Agent for Microsoft SQL Serverをクリックします。

対応する SQL Server設定が表示されます。

5. ［エージェント ログ設定］の下の「同期記録」を以下のように指定します。

同期記録 --このオプションを有効にすると、ログメッセージが転送されるたびにアク

ティビティログに自動的に書き込まれます。このオプションを無効にすると、複数の

メッセージを取得して、グループとしてまとめて書き込むことによって、負荷の高いシ

ステムでのパフォーマンスを改善できます。

6. Agent for Microsoft SQL Serverの設定を変更するインスタンス( ARCSERVE_DB) ま
たはインスタンス名を選択します。

7. ［仮想デバイス環境設定］で、パラメータを以下のとおり設定します。

ストライプ数 --バックアップに使用する CPUの数を指定します。この値をデー

タベースサーバに搭載されている CPUの数にすると、一般的には最高の

バックアップパフォーマンスが得られます。デフォルト設定は 1で、最大値は

32です。

バッファ数 --バックアップとリストアに使用する VDIバッファの総数 (最大転送

サイズのもの)です。デフォルト設定は 1です。この数は、ストライプの数未

満にはできません。
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データブロックサイズ(バイトデータ) --すべてのデータ転送サイズは、この値

の倍数になります。値は、512バイト以上64 KB以下の値で、2のn乗である

必要があります。デフォルト設定は 65536 ( 64 KB)です。

最大転送サイズ --Microsoft SQL Serverからデバイスに送られる最大入出

力要求サイズです。これは、バッファのデータ部分です。このパラメータ値は、

64 KBの倍数である必要があります。値の範囲は64 KBから4 MBまでです。

デフォルト設定は 2097152 ( 2 MB)です。

最大 VDI待機時間 -バックアップ( ミリ秒 ) --仮想デバイスオブジェクトが

バックアップ処理中にMicrosoft SQL Serverからの応答を待つ時間をミリ秒

単位で示します。この設定はまた、一部のリストア処理などにおいて、並行

処理が同期するのを待つ場合やバックグラウンド処理が完了するのを待つ

場合に、エージェントによって使用されます。デフォルト設定は、600000 ミリ
秒 ( 10分間 )です。

最大 VDI待機時間 - リストア( ミリ秒 ) --仮想デバイスオブジェクトがリスト

ア中にMicrosoft SQL Serverからの応答を待つ時間をミリ秒単位で示しま

す。リストアされるデータベースのデータベースファイルが大容量の場合、こ

の値を大きくします。デフォルト設定は、9000000 ミリ秒 ( 2.5時間 )です。

8. ［名前付きパイプ環境設定］で、リモート接続に失敗した場合に、Agent for
Microsoft SQL Serverが名前付きパイプを閉じるまで待機する時間 (最大接続待

機時間 )をミリ秒単位で指定します。デフォルト設定は、400 ミリ秒です。

9. ［リストア後の処理待機時間］のパラメータは、以下のとおり設定します。

ポーリング間隔 (秒 ) --データベースステータスの確認を行う間の待ち時間

です。デフォルト設定は、60秒 ( 1分間 )です。

最大タイムアウト待機時間 (分 ) --待機プロセスを終了するまでの待ち時

間です。タイムアウト待機時間が経過しても、リストアするトランザクションロ

グセッションがジョブにある場合、SQL Serverの準備ができていないため、そ

れらのセッションは失敗する可能性があります。デフォルト設定は、180分 ( 3
時間 )です。

10. ［複数への適用］をクリックすると、追加のSQL Serversを選択するダイアログボック

スが表示されます。［OK］をクリックし、設定を適用して環境設定に戻ります。

11. ［OK］をクリックして環境設定を終了します。
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Backup Agent管理を使用した Agent for Microsoft
SQL Serverのバックアップおよびリストアのパラメータの

設定

Backup Agent管理を使用して、サポート対象バージョンのMicrosoft SQL Serverに
ついて、Agent for Microsoft SQL Serverのバックアップおよびリストア用パラメータの

設定を行います。これらのパラメータには、Microsoft VDI ( Virtual Device Interface)
オブジェクトの設定およびリモート通信の設定などがあります。

Backup Agent管理を使用した Agent for Microsoft SQL Serverのバックアップおよ

びリストアのパラメータの設定方法

1. Agent for Microsoft SQL Serverがインストールされているコンピュータにログインしま

す。

2. Windowsの［スタート］メニューから、［すべてのプログラム］- ［Arcserve］- ［Arcserve
Backup］- ［Backup Agent管理］を選択します。

Arcserve Backup［ Agent管理］ダイアログボックスが開きます。

3. ドロップダウンリストから Agent for Microsoft SQL Serverを選択し、環境設定アイコ

ンをクリックします。

該当する環境設定ダイアログボックスが表示されます。

4. ［共通設定］タブで、［エージェント ログ設定］の下の［詳細レベル］と［同期記録］
を以下のとおり指定します。

詳細レベル --エージェントのアクティビティログとデバッグログに記録される詳

細レベルを指定します。アクティビティログの設定では、詳細レベルに「通常

( 0) 」を指定すると、エージェント アクティビティに関する基本情報がログに含

まれます。「詳細 ( 1) 」を指定すると、エージェント アクティビティに関するより

詳細な情報が含まれます。「デバッグ( 2) 」の場合は、適度に詳細なレベル

でデバッグログに記録できます。「トレース( 3) 」の場合は、非常に詳細なレ

ベルでデバッグログに記録できます。アクティビティログは、参照のためにロー

カライズされています。デバッグログは、Arcserveサポートが使用することを想

定しているので、複数の言語では使用できません。

同期記録 --このオプションを有効にすると、ログメッセージが転送されるた

びにアクティビティログに自動的に書き込まれます。このオプションを無効に

すると、複数のメッセージを取得して、グループとしてまとめて書き込むことに

よって、負荷の高いシステムでのパフォーマンスを改善できます。

5. ［適用］をクリックして共通設定を適用します。
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6. ［インスタンス設定］タブで、Agent for Microsoft SQL Serverの設定を変更するイン

スタンス( ARCSERVE_DB) またはインスタンス名を選択します。

7. ［仮想デバイス環境設定］で、パラメータを以下のとおり設定します。

ストライプ数 --バックアップに使用する CPUの数を指定します。この値をデー

タベースサーバに搭載されている CPUの数にすると、一般的には最高の

バックアップパフォーマンスが得られます。デフォルト設定は 1で、最大値は

32です。

バッファ数 --バックアップとリストアに使用する VDIバッファの総数 (最大転送

サイズのもの)です。デフォルト設定は 1です。この数は、ストライプの数未

満にはできません。

データブロックサイズ(バイトデータ) --すべてのデータ転送サイズは、この値

の倍数になります。値は、512バイト以上64 KB以下の値で、2のn乗である

必要があります。デフォルト設定は 65536 ( 64 KB)です。

最大転送サイズ --Microsoft SQL Serverからデバイスに送られる最大入出

力要求サイズです。これは、バッファのデータ部分です。このパラメータ値は、

64 KBの倍数である必要があります。値の範囲は64 KBから4 MBまでです。

デフォルト設定は 2097152 ( 2 MB)です。

最大 VDI待機時間 -バックアップ( ミリ秒 ) --仮想デバイスオブジェクトが

バックアップ処理中にMicrosoft SQL Serverからの応答を待つ時間をミリ秒

単位で示します。この設定はまた、一部のリストア処理などにおいて、並行

処理が同期するのを待つ場合やバックグラウンド処理が完了するのを待つ

場合に、エージェントによって使用されます。デフォルト設定は、60000 ミリ秒
( 10分間 )です。

最大 VDI待機時間 - リストア( ミリ秒 ) --仮想デバイスオブジェクトがリスト

ア中にMicrosoft SQL Serverからの応答を待つ時間をミリ秒単位で示しま

す。リストアされるデータベースのデータベースファイルが大容量の場合、こ

の値を大きくします。デフォルト設定は、9000000 ミリ秒 ( 2.5時間 )です。

8. ［名前付きパイプ環境設定］で、リモート接続に失敗した場合に、Agent for
Microsoft SQL Serverが名前付きパイプを閉じるまで待機する時間 (最大接続待

機時間 )をミリ秒単位で指定します。デフォルト設定は、400 ミリ秒です。

9. ［リストア後の処理待機時間］のパラメータは、以下のとおり設定します。

ポーリング間隔 (秒 ) --データベースステータスの確認を行う間の待ち時間

です。デフォルト設定は、60秒 ( 1分間 )です。

最大タイムアウト待機時間 (分 ) --待機プロセスを終了するまでの待ち時

間です。タイムアウト待機時間が経過しても、リストアするトランザクションロ

グセッションがジョブにある場合、SQL Serverの準備ができていないため、そ
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れらのセッションは失敗する可能性があります。デフォルト設定は、180分 ( 3
時間 )です。

10. ［適用］をクリックしてインスタンス設定を適用します。

11. ［OK］をクリックして環境設定を終了します。
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データベース保護ジョブの動作

Arcserve Backupでは、Arcserve BackupデータベースにMicrosoft SQL Server 2014
Express EditionまたはMicrosoft SQL Serverを使用できます。Microsoft SQL Server
2014 Express Editionは、Microsoft SQL Serverの無料の簡易バージョンです。これ

らのアプリケーションは、アーキテクチャおよびスケーラビリティという点でそれぞれまっ

たく異なりますが、Arcserve Backupのデフォルトの［データベース保護ジョブ］を使

用して、いずれかのバージョンを簡単に保護できます。

Arcserve Backupをインストールすると、［データベース保護ジョブ］のステータスは

ホールドのままになります。Arcserve Backupデータベースを保護するには、［データ

ベース保護ジョブ］のステータスを［ホールド］から［レディ］に変更する必要がありま

す。詳細については「Arcserve Backupデータベース保護ジョブの開始」を参照して

ください。

デフォルトのデータベース保護ジョブを使用する場合、ジョブスケジュールには以下

の値が含まれます。

［スケジュール名］--週 5日 :増分バックアップ、金曜日にフルバックアップ

［実行時間］-- 11:00AM

［ローテーションルール］-- メディアへ追加

［使用メディアプール］-- ASDBPROTJOB

注：デフォルトの6日間の保存日数を使用すると、少なくとも 1週間の復旧

ポイントが確保されます。それ以上の復旧ポイントが必要な場合、

ASDBPROTJOB という名前のメディアプールの保存日数を手動で増やすことが

できます。

重要：データベース保護ジョブを開始すると、テープエンジンは検出された最初の

グループの空のメディアに接続し、ASDBPROJOB という名前のメディアプールを割り

当てます。テープエンジンが、5分以内に最初のグループの空のメディアに接続で

きない場合、テープエンジンは、他のグループの空のメディアに接続を試みます。

テープエンジンが、任意のグループの空のメディアに接続できない場合、ジョブは

失敗します。
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Arcserve Backupデータベースのバックアップ方法

Arcserve Backupデータベースをバックアップする方法は 2種類あります。

他のバックアップジョブを作成するようにバックアップジョブを作成し、Arcserve
Backupデータベースオブジェクトにジョブのソース選択を含めます。

この方法では、ご使用の環境で SQL Server 2014 Expressまたは SQL Serverの
どちらを実行中かを認識している必要があります。各データベースタイプに必

要なメタデータおよび関連項目をバックアップするには、これを認識した上で、

ジョブの新しいソース選択およびグローバルバックアップ操作オプションを指定

する必要があります。

この方法では、バックアップジョブの完了時に、影響を受けるデータベースまた

はファイル、あるいは両方をバックアップできます。

既存のArcserve Backupデータベース保護ジョブを変更します。

既存のデータベース保護ジョブを変更すると、Arcserve Backupにより、環境で

実行しているデータベースのタイプが検出されます。

この方法では、各データベースタイプに必要なメタデータおよび関連項目を

バックアップするために、Arcserve Backupが正しいソース選択を行い、必要な

グローバルバックアップ操作オプションを指定します。

重要：データベースを使用しているドメインに存在しない複数のバックアップサー

バを使用してデータベースを保護しないようにしてください。ArcserveArcserve
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カスタムデータベース保護ジョブの変更、作成、または

サブミット

このセクションでは、カスタムデータベース保護ジョブを、既存のデータベース保護

ジョブから変更または作成する方法について説明します。このタスクを行うことに

よって、Arcserve Backupデータベースを確実にバックアップおよび保護できるように

なります。

前提条件タスク

手順を実行する前に、以下の必須タスクが完了していることを確認します。

テープエンジンが、ご使用の環境で、少なくとも 1つのデバイスを検出できるこ

とを確認します。メディアプールの詳細については、「デバイスとメディアの管

理」を参照してください。

デフォルトのデータベース保護ジョブが、ジョブキューにあることを確認します。

データベース保護ジョブがジョブキューにない場合、再作成する必要がありま

す。詳細については「Arcserve Backupデータベース保護ジョブの再作成」を参

照してください。

カスタムデータベース保護ジョブを変更、作成、サブミットする方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. Arcserve Backupホーム画面の［クイックスタート］メニューから［ジョブステータス］を
クリックします。

［ジョブステータスマネージャ］ウィンドウが表示されます。

3. ［ジョブキュー］タブをクリックします。

4. データベース保護ジョブを検索し、選択します。

注：データベース保護ジョブがない場合、再作成する必要があります。詳細につ

いては「Arcserve Backupデータベース保護ジョブの再作成」を参照してください。

5. データベース保護ジョブを右クリックし、コンテキスト メニューから［変更］を選択しま

す。

［バックアップマネージャ］ウィンドウが開き、［スタート］、［デスティネーション］、およ

び［スケジュール］タブが表示されます。

注：データベース保護ジョブを変更すると、Arcserve Backupにより、環境 ( SQL
Express 2008または SQL Server) で実行しているデータベースのタイプが検出され、

データベースの保護に必要なデータベースオブジェクトが指定されます。
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6. 以下のいずれかを実行します。

［デスティネーション］タブをクリックして、バックアップデータを保存する場所ま

たはメディア、あるいは両方を指定します。詳細については、「バックアップマ

ネージャの［デスティネーション］タブで指定できるオプション」を参照してくださ

い。

［スタート］タブをクリックして、［ステージングを有効にする］チェックボックスを

オンにします。

［ステージングの場所］タブと［ポリシー］タブが表示されます。

［ステージングの場所］タブをクリックして、バックアップデータをステージングす

る場所を指定します。ステージングジョブの使い方の詳細については、「バッ

クアップステージング方法」を参照してください。.

7. ［スケジュール］タブをクリックして、ジョブのスケジュールを指定します。詳細につい

ては、「ローテーションスキーム」を参照してください。

8. ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［グローバルオプション］ダイアログボックスが表示されます。

9. ［操作］タブをクリックします。

Arcserve Backupデータベースに必須の［ジョブ終了時に追加する Arcserve Backup
データのバックアップ］オプションを指定します。

SQL Server 2014 Express Edition --必須オプション

SQL Server 2014 Expressデータベースでは、以下のオプションは必須で、事

前に選択されています。

［Arcserve Backupデータベース］--このオプションを使用すると、ジョブ

の完了後に、Arcserve Backupデータベースがバックアップされます。

［ジョブスクリプト］--このオプションを使用すると、ジョブの完了後に、

新しく更新されたジョブスクリプトがバックアップされます。

［Arcserve Backupデータベース用 SQL Sever惨事復旧エレメント］--
このオプションでは、ジョブの完了後に、惨事からのSQLサーバデータ

ベースの回復が必要なエレメントがバックアップされます。

SQL Server 2014 Express Edition --任意オプション

SQL Server 2014 Expressデータベースでは、以下のオプションは任意です。

［カタログファイル］--このオプションを使用すると、バックアップジョブの

完了後に、カタログファイルがバックアップされます。

SQL Server--必須オプション
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SQL Serverデータベースでは、以下のオプションは必須で、事前に選択され

ています。

［Arcserve Backupデータベース］--このオプションを使用すると、ジョブ

の完了後に、Arcserve Backupデータベースがバックアップされます。

［ジョブスクリプト］--このオプションを使用すると、ジョブの完了後に、

新しく更新されたジョブスクリプトがバックアップされます。

SQL Server--任意のオプション

SQL Serverデータベースでは、以下のオプションは任意です。

［Arcserve Backupデータベース用 SQL Sever惨事復旧エレメント］--
このオプションでは、ジョブの完了後に、惨事からのSQLサーバデータ

ベースの回復が必要なエレメントがバックアップされます。

［カタログファイル］--このオプションを使用すると、バックアップジョブの

完了後に、カタログファイルがバックアップされます。

10. ［OK］をクリックします。

［グローバルオプション］ダイアログボックスが閉じ、［操作］オプションが適用されま

す。

11. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

12. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスに、ジョブの説明を入力し、［OK］をクリックし

ます。

データベース保護ジョブがサブミットされます。
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Arcserve Backupデータベース用のMicrosoft SQL
Server 2014 Expressバックアップオプションの指定

Arcserve Backupは、Microsoft SQL Server 2014 Expressデータベースのバックアップ

時に、フルおよび差分バックアップ方式を使用できます。この機能を使用すると、

Arcserve Backupデータベースのバックアップ時に、ローテーションスキームまたはス

ケジュールを使用できます。また、Arcserve Backupでは、バックアップジョブの開始

前、またはバックアップジョブの完了後に、データベースの整合性をチェックできま

す。

Microsoft SQL Server 2014 Expressバックアップオプションを指定する方法

1. ［バックアップマネージャ］ウィンドウを開いて、［ソース］タブを選択します。次に、

Windowsシステムオブジェクトを展開して、Arcserve Backupプライマリサーバを探

します。

2. プライマリサーバを展開し、Arcserve Backupデータベースオブジェクトを右クリックし

て、コンテキスト メニューから［エージェント オプション］を選択します。

［エージェント バックアップオプション］ダイアログボックスが開きます。

3. ［エージェント バックアップオプション］ダイアログボックスから、データベースの保護に

必要なオプションを指定します。

以下のいずれかのバックアップ方式を指定します。

［グローバルまたはローテーションオプションを使用］--グローバルジョブ

方式またはローテーションフェーズに基づいてフルまたは差分バックアッ

プを実行するには、このオプションを選択します。増分ジョブ方式また

はローテーションフェーズは、結果的に差分バックアップになります。

注：これは、デフォルトのバックアップオプションです。

［フル］--ジョブが実行されるたびにフルバックアップを実行するには、こ

のオプションを選択します。フルバックアップを実行すると、Arcserve
Backupによって 3つのシステムデータベースおよび 24のArcserveデー

タベースのフルバックアップが実行され、同期化チェックポイントが記録

されます。Arcserve Backupでは、2つのバックアップセッションが作成さ

れます。1つは、惨事復旧エレメントを含むセッションです。もう 1つ
は、Arcserve Backupデータベースのリストアに必要なすべてのデータを

含むセッションです。

［差分］--ジョブが実行されるたびに差分バックアップを実行するには、

このオプションを選択します。差分バックアップを実行すると、Arcserve
Backupによって 24のArcserveデータベースの差分バックアップが実行

され、同期化チェックポイントが記録されます。Arcserve Backupは、
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Arcserve Backupデータベースのリストアに必要なすべてのデータを含

む1つのバックアップセッションを作成します。

必要な［データベースの整合性チェック］( DBCC)オプションを指定します。

DBCCオプションは、指定されたデータベース内の全オプジェクトの割り当てお

よび構造の整合性を確認します。

［バックアップ前］--バックアップの開始前にデータベースの整合性を

チェックするには、このオプションを選択します。

［バックアップ後］--バックアップの開始後にデータベースの整合性を

チェックするには、このオプションを選択します。

［DBCCが失敗した場合もバックアップを続行する］--バックアップ前の

チェックが失敗してもバックアップを続行するには、このオプションを選

択します。

［インデックスをチェックしない］--システムテーブルのみをチェックするに

は、このオプションを選択します。

［データベースの物理的な整合性をチェックする］--破損ページおよび

一般的なハードウェア障害を検出するには、このオプションを選択しま

す。また、ページとレコード ヘッダの物理構造の整合性、およびページ

のオブジェクト ID とインデックス ID間の整合性もチェックします。

例：DBCCオプションの仕組み

以下の例は、DBCCオプションが［エージェント バックアップオプション］ダイアロ

グボックスの［グローバルオプションより優先させる］との組み合わせで、どの

ように動作するのかを示しています。

［グローバルオプションより優先させる］を指定した場合、データベース

レベルで選択する DBCCオプションが、適用される唯一のDBCCオプ

ションになります。

［グローバルオプションより優先させる］を指定しなかった場合、データ

ベースに対して指定したすべてのDBCCオプションとグローバルオプショ

ンで選択したすべてのDBCCオプションが共に適用されます。

［グローバルオプション］ダイアログボックスの［エージェント オプション］タブで、

以下のDBCCオプションを指定します。

バックアップ後

インデックスをチェックしない

［エージェント バックアップオプション］ダイアログボックスで、［グローバルオプ

ションより優先させる］を選択せず、以下のDBCCオプションを指定します。
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バックアップ前

DBCCが失敗した場合もバックアップを続行する

バックアップジョブをサブミットすると、Arcserve Backupによって、指定した

DBCCオプションが論理的な順序で適用されます。つまり、バックアップを開

始する前に、DBCCを実行します。DBCCが失敗した場合でも、バックアップ

を実行します。バックアップの完了後は、インデックスをチェックしません。

［グローバルオプションより優先させる］--指定したデータベースのみ、［グ
ローバルオプション］の［エージェント オプション］タブのチェックボックスで指定

されたオプションが、エージェントによってすべて無視されます。

注：バックアップ方式は、個別に無視できるため、このオプションによる影響

を受けません。このオプションは、データベース単位でのみ利用できます。

4. ［OK］をクリックします。
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Arcserve Backupデータベース用のMicrosoft SQL
Serverバックアップオプションの指定

Arcserve Backupでは、フル、増分、および差分バックアップ方式を使用して

Arcserve Backupデータベースを保護できます。この機能では、ローテーションス

キーマおよびスケジュールを使用してデータベースを保護できます。またArcserve
Backupでは、トランザクションログのみをバックアップし、バックアップジョブの開始

前または完了後にデータベースの整合性を確認できます。

注：Arcserve Backupデータベースとして機能しないMicrosoft SQL Serverデータ

ベースを保護する方法の詳細については、「Agent for Microsoft SQL Serverユーザ

ガイド」を参照してください。

以下の手順に従います。

1. ［バックアップマネージャ］ウィンドウを開いて［ソース］タブを選択します。次に、

Windowsシステムオブジェクトを展開して、Arcserve Backupデータベースをホスト

するサーバを探します。

Arcserve Backupデータベースをホストするサーバは、プライマリサーバ、メンバサー

バ、またはリモート システムです。Microsoft SQL Serverデータベースをホストする

サーバがバックアップマネージャディレクトリに表示されていない場合、続行する前

に、Windowsシステムオブジェクトの下のディレクトリツリーにサーバを追加する必

要があります。詳細については、「リモート サーバのバックアップ」を参照してくださ

い。

注：SQL Serverバックアップオプションを指定するには、Windowsまたは SQL Server
認証情報を使用して認証する必要があります。

2. サーバを展開し、Arcserve Backupデータベースオブジェクトを右クリックして、コンテ

キスト メニューから［エージェント オプション］を選択します。

［エージェント バックアップオプション］ダイアログボックスが開きます。

3. ［エージェント バックアップオプション］ダイアログボックスから、データベースの保護に

必要なオプションを指定します。

以下のバックアップ方式が提供されています。

［グローバルまたはローテーションオプションを使用する］--ジョブのグローバル

またはローテーションフェーズのバックアップ方式を使用して、選択したデータ

ベースをバックアップします。グローバルまたはローテーションオプションは、以

下のオプションを提供します。
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フルジョブ方式は、データベースのフルバックアップになります。

差分ジョブ方式は、このデータベースでフルバックアップを行っていない

限り、データベースの差分バックアップになります。

増分ジョブ方式は、データベースがまだフルバックアップされていない

場合を除き、完全または一括ログ復旧モデルを使用しているデータ

ベースではトランザクションログバックアップ(切り捨てあり)を、単純復

旧モデルを使用しているデータベースでは差分バックアップを実行しま

す。

3つのメインシステムデータベースは、グローバルまたはローテーション

ジョブ方式から除外されます。データベース［master］、［model］、また

は［msdb］にこのオプションに選択すると、フルバックアップになります。

［フル］--フルバックアップが実行されます。データベースサブセットに含まれ

ているファイルは、ファイル全体がバックアップされます。

［差分］--前回のフルバックアップ以降に変更されたデータをバックアップしま

す。たとえば、日曜日の夜にデータベース全体のバックアップを行った場合、

月曜日の夜に差分バックアップを行い、月曜日に変更されたデータのみを

バックアップします。このオプションは、［master］データベースでは使用できま

せん。

［トランザクションログ］-- トランザクションログのみをバックアップします。この

オプションは、フルおよび一括ログ復旧モデルを使用したデータベースのみで

使用できます。

以下のデータベースサブセット オプションが提供されます。

データベースサブセットは、データベースで選択されたファイルをバックアップします。

データベースのサイズやパフォーマンス要件により、データベースのフルバックアップ

を実行できない場合は、このオプションでファイルまたはファイルグループをバックアッ

プします。

注：データベースサブセット オプションは、［バックアップ方式］で［トランザクションロ

グ］が選択されている場合は無効になります。

［データベース全体］--データベース全体をバックアップします。

［ファイルとファイルグループ］--選択したファイルをデータベースにバックアップ

します。データベースのサイズやパフォーマンス要件によっては、データベース

のフルバックアップを行うのが現実的でない場合があります。このような場合

は、このオプションでファイルまたはファイルグループを選択し、バックアップを

行います。このオプションは、フルおよび一括ログ復旧モデルを使用したデー

タベースのみで使用できます。

［データベースの一部］--プライマリファイルグループ、およびその他の任意の

読み取り/書き込みファイルグループがバックアップされます。読み取り専用
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データベースの場合、プライマリファイルグループのみがバックアップされます。

このオプションを使用するには、SQL Server 2008以降のバージョンが必要で

す。

［データベースの後にトランザクションログをバックアップする］--データベース

がバックアップされた後で、トランザクションログがバックアップされます。これに

より、同じジョブで、フルまたは差分バックアップ、およびトランザクションログ

バックアップを実行できます。このオプションは、フルおよび一括ログ復旧モデ

ルを使用したデータベースのみで使用できます。

以下のログ切り捨てオプションが提供されます。

［バックアップ後に、アクティブでないエントリをトランザクションログから削除す

る］-- トランザクションログからアクティブでないエントリを削除します。デフォル

トでは、このオプションが選択されています。

［バックアップ後に、アクティブでないエントリをトランザクションログから削除し

ない］--アクティブでないログエントリはバックアップ後も保持されます。これら

のエントリは、次回のトランザクションログのバックアップに含まれます。

［ログの末尾をバックアップし、データベースは復元中の状態にする］--ログ

の末尾がバックアップされ、データベースは読み取り専用およびスタンバイ

モードのままになります。前回のバックアップ以降のアクティビティをバックアッ

プして、リストアのためにデータベースをオフラインにするには、このオプションを

使用します。

重要：Arcserveデータベースのバックアップの際に、ログ切り捨てオプションの

［ログの末尾をバックアップし、データベースは復元中の状態にする］を使用

しないでください。このオプションを使用してバックアップを実行すると、データ

ベースがオフラインの状態になり、リストアを行い、データベースをオンラインに

戻すためのArcserveデータベースのバックアップを検索できなくなります。この

オプションを使用して、Arcserveデータベースのバックアップを実行する場合、

Arcserveデータベース回復ウィザードを使用して Arcserve Backupデータベー

スを回復し、オンラインに戻すことができます。

以下のデータベース整合性オプションが提供されます。

DBCCでは、データベースの物理的および論理的な整合性がテストされます。

DBCCには、以下のオプションがあります。

［バックアップ前］--バックアップの開始前にデータベースの整合性をチェック

するには、このオプションを選択します。

［バックアップ後］--バックアップの開始後にデータベースの整合性をチェック

するには、このオプションを選択します。

［DBCCが失敗した場合もバックアップを続行する］--バックアップ前のチェック

が失敗してもバックアップを続行するには、このオプションを選択します。
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［リストア後］--データベースのリストア後にDBCCを行います。

［インデックスをチェックしない］--ユーザ定義のテーブル用インデックスをチェッ

クせずにデータベースの整合性をチェックするには、このオプションを選択しま

す。

注：システムテーブルのインデックスは、このオプションの選択に関係なく

チェックされます。

［データベースの物理的な整合性をチェックする］--破損ページおよび一般

的なハードウェア障害を検出するには、このオプションを選択します。また、

ページとレコード ヘッダの物理構造の整合性、およびページのオブジェクト

ID とインデックス ID間の整合性もチェックします。

例：DBCCオプションの仕組み

以下の例は、DBCCオプションが［エージェント バックアップオプション］ダイアロ

グボックスの［グローバルオプションより優先させる］との組み合わせで、どの

ように動作するのかを示しています。

［グローバルオプションより優先させる］を指定した場合、データベース

レベルで選択する DBCCオプションが、適用される唯一のDBCCオプ

ションになります。

［グローバルオプションより優先させる］を指定しなかった場合、データ

ベースに対して指定したすべてのDBCCオプションとグローバルオプショ

ンで選択したすべてのDBCCオプションが共に適用されます。

［グローバルオプション］ダイアログボックスの［エージェント オプション］タブで、

以下のDBCCオプションを指定します。

バックアップ後

インデックスをチェックしない

［エージェント バックアップオプション］ダイアログボックスで、［グローバルオプ

ションより優先させる］を選択せず、以下のDBCCオプションを指定します。

バックアップ前

DBCCが失敗した場合もバックアップを続行する

バックアップジョブをサブミットすると、Arcserve Backupによって、指定した

DBCCオプションが論理的な順序で適用されます。つまり、バックアップを開

始する前に、DBCCを実行します。DBCCが失敗した場合でも、バックアップ

を実行します。バックアップの完了後は、インデックスをチェックしません。

そのほかに、以下のオプションが提供されます。

［SQL Serverによって生成されたチェックサムを含める］-- Microsoft SQL
Serverからのエラー確認情報を含めます。この情報を使用して、バックアップ
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されたデータの整合性をリストアの際に検証できます。このオプションを使用

するには、SQL Server 2008以降のバージョンが必要です。

DBCC中に生成されたすべてのエラーメッセージは、Agent for Microsoft SQL
Serverのログファイル sqlpag.logに記録されます。このログファイルはバック

アップエージェントのディレクトリに格納されています。

［グローバルオプションより優先させる］--このオプションを有効にすると、選

択したデータベースに関連するグローバルオプションの設定よりも優先されま

す。

注：［バックアップ方式］および［トランザクションログ切り捨てオプション］は、

これとは別に優先されるため、このオプションの影響を受けません。このオプ

ションは、データベース単位でのみ利用できます。

［SQL Serverによるバックアップ圧縮］--このオプションは SQL Server 2008
( Enterprise)以降のバージョンにのみ適用します。このオプションを有効にす

ると、Arcserve Backupによって SQL Serverデータベースバックアップ圧縮設

定が使用され、より少ないセッション数での高速バックアップが可能になりま

す。

4. ［OK］をクリックします。

エージェント バックアップオプションが適用されます。
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Arcserve Backupデータベース保護ジョブの開始

システム上で実行されたジョブ、メディア、およびデバイスに関する情報は、

Arcserve Backupデータベースにより管理されます。Arcserve Backupをインストール

すると、［データベース保護ジョブ］のステータスはホールドのままになります。［デー

タベース保護ジョブ］を使用して Arcserve Backupを保護するには、［データベース

保護ジョブ］のステータスを［ホールド］から［レディ］に変更する必要があります。

Arcserve Backupデータベース保護ジョブの開始方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. Arcserve Backupホーム画面の［クイックスタート］メニューから［ジョブステータス］を
クリックします。

［ジョブステータスマネージャ］ウィンドウが表示されます。

3. ［ジョブキュー］タブを選択して、［データベース保護ジョブ］を探します。

注：データベース保護ジョブが削除された場合、「Arcserve Backupデータベース保

護ジョブの再作成」の手順を使用してジョブを再作成できます。

4. ［データベース保護ジョブ］を右クリックし、ポップアップメニューから［レディ］を選択し

ます。

［データベース保護ジョブ］のステータスを［ホールド］から［レディ］に変更します。

データベースのフルバックアップは、指定された次の実行時間に実行されます。

5. (オプション) ［データベース保護ジョブ］を今すぐ開始するには、［データベース保護

ジョブ］を右クリックしてポップアップメニューから［即実行］を選択します。

データベース保護ジョブがすぐに開始されます。

重要：データベース保護ジョブを開始すると、テープエンジンは検出された最初の

グループの空のメディアに接続し、ASDBPROJOB という名前のメディアプールを割り

当てます。テープエンジンが、5分以内に最初のグループの空のメディアに接続で

きない場合、テープエンジンは、他のグループの空のメディアに接続を試みます。

テープエンジンが、任意のグループの空のメディアに接続できない場合、ジョブは

失敗します。
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アクセス要件

リモートのWindowsデータベースサーバが含まれるジョブをサブミットする場合、

Arcserve Backupによって、データベースが存在するシステムでのデフォルトのユーザ

名とパスワードが要求されます。Arcserve Backupでは、このユーザ名とパスワード

を使用してリモート サーバにアクセスします。

データベースサーバにアクセスするには、Microsoft SQL Serverのネイティブユーザ

名とパスワードも必要です。ユーザ ID とパスワードを要求された場合は、

Microsoft SQL Serverのシステム管理者 ( sa)用のユーザ IDとパスワード、または同

等のアクセス権を持つユーザ IDとパスワードを入力します。セキュリティ設定によっ

ては、このユーザはWindowsユーザの場合もあります。

エージェントで使用できるデータ転送メカニズムは 2種類あり、必要な権限がそれ

ぞれ異なるので注意してください。名前付きパイプを使用したバックアップでは、

バックアップされる特定のデータベースのBackup Operator権限のみが必要で、

データベースをバックアップするには、Database Creatorの役割が必要です。ただ

し、仮想デバイスを使用したバックアップでは、System Administratorの役割が必

要です。

注：バックアップオペレータグループに属するユーザには、Arcserve Backupデータ

ベースにアクセスする権限がありません。そのため、バックアップマネージャでメンバ

サーバはユーザに表示されません。
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Arcserve Backupデータベース保護ジョブの削除

以下の手順を実行して、デフォルトのArcserve Backupデータベース保護ジョブを

削除します。

重要：Arcserve Backupデータベースは常にバックアップしてください。バックアップを

行わない場合は、バックアップデータを回復できなくなります。

Arcserve Backupデータベース保護ジョブを削除する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. Arcserve Backupホーム画面の［クイックスタート］メニューから［ジョブステータス］を
クリックします。

ジョブステータスマネージャが表示されます。

3. ［ジョブキュー］タブを選択して、データベース保護ジョブを探します。

4. データベース保護ジョブを右クリックし、コンテキスト メニューから［削除］を選択しま

す。

警告メッセージが表示されます。

5. データベース保護ジョブを削除する場合、［OK］をクリックします。

データベース保護ジョブが削除されます。

注：Arcserve Backupデータベース保護ジョブを再作成する方法については、

「Arcserve Backupデータベース保護ジョブの再作成」を参照してください。
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Arcserve Backupデータベース保護ジョブの再作成

Arcserve Backupでは、Arcserve Backupデータベース保護ジョブが意図的に、また

は誤って削除された場合でもそのジョブを再作成できます。

Arcserve Backupデータベース保護ジョブを再作成する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. Arcserve Backupホーム画面の［クイックスタート］メニューから［サーバ管理］をクリッ

クします。

［サーバ管理］ウィンドウが表示されます。

3. ［環境設定］ツールバーボタンをクリックします。

［環境設定 - <Server name>］ダイアログボックスが開きます。

4. ［データベースエンジン］タブを選択して、以下の手順を実行します。

a. ［Arcserve DB保護ジョブのサブミット］チェックボックスをオンにします。

b. ［サーバ］フィールドで、データベース保護ジョブを実行する Arcserve Backup
サーバの名前を指定します。データベース保護ジョブを再作成するドメイン

から、ArcserveプライマリサーバまたはArcserve メンバサーバを指定できま

す。

c. ［グループ］フィールドで、データベース保護ジョブデータを保存するデバイス

グループの名前を指定します。

5. ［OK］をクリックします。

Arcserve Backupにより、データベース保護ジョブが再作成されます。

6. Arcserve Backupデータベース保護ジョブを開始します。

注：詳細については「Arcserve Backupデータベース保護ジョブの開始」を参照して

ください。
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Arcserve Backupデータベースをリストアする方法

Arcserve Backupデータベースのリストアに使用できる方式はいくつかあります。以

下のリストでは、これらの方式について説明し、方式に関連する特別な考慮事

項または制限についても説明します。

重要：Microsoft SQL Serverデータベースアーキテクチャおよび Arcserve Backup
セッションは、Microsoft SQL Server 2014 Expressのものとまったく異なります。

Microsoft SQL ServerデータをMicrosoft SQL Server 2014 Expressバックアップセッ

ションでリストアしようとした場合、または逆に、Microsoft SQL Server 2014 Express
をMicrosoft SQL Serverバックアップセッションでリストアしようとした場合、惨事復

旧処理によりデータが破壊されることがあります。

通常のリストア -データベースを使用する Arcserve Backup ドメインでのバック

アップ -- このリストア方式は、以下の状況で使用できます。

Arcserve Backupデータベースが、データベースを使用する Arcserve
Backup ドメインでバックアップされた場合。

Arcserve Backupデータベースがオンラインで、かつ正常に機能している

場合。

Arcserve Backupデータベースを特定の時点の状態にリストアする場

合。

注：Arcserve Backupデータベースは、元の場所または別の場所にリスト

アできます。

通常のリストア -別のArcserve Backup ドメインでのバックアップ -- このリストア

方式は、以下の状況で使用できます。

データベースを使用する Arcserve Backup ドメインとは異なる Arcserve
Backup ドメインに、データベースがバックアップされた場合。

Arcserve Backupデータベースがオンラインで、かつ正常に機能している

場合。

Arcserve Backupデータベースを特定の時点の状態にリストアする場

合。

注：SQL Server 2014 Expressのインストールの場合は、Arcserve Backup
データベースを元の場所にリストアする必要があります。SQL Serverのイ

ンストールの場合は、Arcserve Backupデータベースを元の場所または別

の場所にリストアすることができます。
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Arcserveデータベース回復ウィザードを使用した

Arcserve Backupデータベースの回復

Arcserveデータベース回復ウィザードは自己プロテクト ユーティリティであり、障害

が発生したArcserve Backupデータベースが、そのデータベースを使用している

Arcserve Backup ドメインによってバックアップされている場合にデータベースを回復

できます。ウィザードを使用して、最近のフルバックアップまたは差分バックアップか

らデータベースを回復できます。また、バックアップサーバに接続されたデバイスに

保存されているフルバックアップセッションからデータベースを回復できます。

重要：Arcserveデータベース回復ウィザードでは、別のArcserve Backup ドメインの

中でバックアップおよび使用されていたArcserve Backupデータベースは回復できま

せん。

Arcserveデータベース回復ウィザードを使用する場合は、お使いのシステムが以

下の前提条件を満たしていることを確認してください。

Agent for Arcserve Databaseが、Arcserve Backupデータベースをホストしている

コンピュータにインストールされている。

ユーザが、Arcserve Backupデータベースをホストしているコンピュータに対して、

(ローカル管理者または管理グループのユーザとして)管理者権限のある

Windowsアカウントを有している。

プライマリバックアップサーバまたはスタンドアロンバックアップサーバ上でこの

ウィザードを実行する。

テープエンジンがArcserve Backupサーバ上で実行中である。

Arcserve BackupマネージャコンソールがArcserve Backupサーバ上で実行中

ではない。

Arcserve Backupサーバ環境設定ウィザードがArcserve Backupサーバ上で実

行中ではない。

Arcserve Backupサーバをクラスタ対応に設定すると、すべての重要な Arcserve
Backupベース関連サービス(エージェント関連サービス以外 )が適切なクラスタ

サービス( MSCSまたはNEC CLUSTERPRO)によって監視されます。Arcserve Backup
ベース関連のサービスが失敗するか、またはシャットダウンする必要がある場合

は、クラスタサービスは自動的にその再起動を行い、再起動に失敗するとフェー

ルオーバをトリガします。このタスクを実行するには、Arcserve Backupサービスを停

止する必要があります。ただし、クラスタ対応の環境では、まずはクラスタサービス

を手動で停止して、サービスのモニタが続行されないようにし、自動再起動または

フェールオーバが実行されないようにする必要があります。クラスタサービスによって

HAサービスのモニタリングを停止する方法については、「MSCSによる HAサービス
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モニタリングの停止」または「NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterによる HAサービスモ

ニタリングの停止」を参照してください。

Arcserveデータベース回復ウィザードを使用した Arcserve Backupデータベースの

回復方法

注：Arcserve Backupサーバがクラスタ対応に設定されていない場合は、手順 4
から開始します。

1. Arcserve Backupサーバがクラスタ対応に設定されている場合は、以下のArcserve
Backup リソースをオフラインにします。

Arcserve ASDB

Arcserve HA

Arcserveレジストリ

2. Arcserve Backupサーバがクラスタ対応に設定されている場合、SQL Serverサービ

ス( ARCSERVE_DB)および Arcserve Backupデータベースエンジンを開始します。

3. Windowsの［スタート］メニューから、［スタート］-［プログラム］-［Arcserve］-
［Arcserve Backup］-［データベース回復ウィザード］の順に選択します。

［認証］ダイアログボックスが開きます。

4. 以下のシナリオに従い、サーバへのログインに必要な認証情報を指定します。

Microsoft SQL ServerまたはMicrosoft SQL Server Express EditionがArcserve
Backup と同じコンピュータにインストールされている -- Arcserve Backupサーバ

のWindows ドメインアカウントおよびパスワードを指定します。

Microsoft SQL Serverがリモート サーバにインストールされている -- Microsoft
SQL ServerデータベースをホストしているサーバのWindows ドメインアカウン

トおよびパスワードを指定します。

SQL Server認証を使用している -- ［SQL Server認証］をクリックし、SQL
Serverデータベースへのログインに必要なログイン ID とパスワードを指定しま

す。

5. ［次へ］をクリックします。

［リストアポイント］ダイアログボックスが表示されます。

注：［caroot認証］ダイアログボックスは、Windowsアカウントを使用して Arcserve
Backupにログインし、Arcserveデータベース回復ウィザードを開始した場合にのみ

開きます。［caroot認証］ダイアログボックスで、［carootパスワード］フィールドにパ

スワードを入力し、［OK］をクリックします。

6. ［リストアポイント］ダイアログボックスは、Arcserve Backupデータベースバックアップ

ログファイルから利用可能なバックアップセッションに関する情報を取得します。
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7. その他のバックアップセッションを取得するには、［その他の復旧ポイント］をクリック

します。

［メディアのスキャン］ダイアログボックスが開きます。

8. ［リストアポイント］ダイアログボックスに現在表示されているセッションを使用して

Arcserve Backupデータベースを回復するには、回復するセッションを選択し、［次
へ］をクリックして手順 8に進みます。

9. ［メディアのスキャン］ダイアログボックスで、以下の手順を実行します。

a. バックアップサーバを指定し、［接続］をクリックします。

指定したサーバに接続されたデバイスが、デバイスリストに表示されます。

b. バックアップデバイスを指定し、［スキャン］をクリックします。

指定したバックアップデバイス上に保存された利用可能な復旧ポイントが、

リスト表示されます。

c. 復旧するセッションを指定し、［リストに追加］をクリックします。

指定した復旧ポイントが、選択された復旧ポイントのリストに表示されま

す。

注：その他の復旧ポイントを取得するには、別のデバイスを選択し、手順 bおよ

び cを繰り返します。

その他のオプション

イジェクト --デバイスから、テープおよびリムーバブルハード ディスク( RDX) メ
ディアをイジェクトします。

注：このオプションは、スタンドアロンテープドライブおよび RDX メディアデバ

イス上でのみ機能します。

更新 --バックアップデバイスリストを更新します。デバイスに新しいテープま

たは RDX メディアを挿入した後、［更新］をクリックする必要があります。

注：バックアップセッションが複数のメディアにわたる場合、関連メディアを挿入す

るようにウィザードから要求されます。

10. ［OK］をクリックします。

［リストアポイント］ダイアログボックスが表示されます。

11. ［リストアポイント］ダイアログボックスで、リストアするセッションを選択し、［次へ］を
クリックします。

指定したセッションが暗号化されているか、パスワード保護されている場合、［セッ

ションパスワード］ダイアログボックスが開きます。

12. ［セッションパスワード］ダイアログボックスの［パスワード］フィールドにパスワードを

入力し、［OK］をクリックします。
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［Arcserveデータベースの回復］ダイアログボックスが開き、回復処理が開始され

ます。

重要：正しいセッションパスワードを指定する機会は 3回与えられます。正しいパ

スワードの入力に 3回失敗すると、回復は失敗します。その場合は、［戻る］をク

リックして手順 5を繰り返し、別の復旧ポイントを指定します。

注：Arcserve ［ データベースの回復］ダイアログボックスの［メッセージ］フィールドに

は、回復の結果に関する重要な情報が含まれています。回復に関する詳細情

報を表示するには、以下のログファイルを参照します。

ARCSERVE_HOME\Log\ASrecoveryDB.log

13. 回復が完了したら、［完了］ボタンをクリックします。

Arcserve Backupデータベース回復ウィザードはArcserve Backupデータベースを回

復し、必要な Arcserve Backupサービスおよびエンジンをすべて再起動します。

14. Arcserve Backupサーバがクラスタ対応に設定されている場合は、以下のArcserve
Backup リソースをオンラインに戻します。

Arcserve ASDB

Arcserve HA

Arcserveレジストリ
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Arcserve Backupデータベースの再初期化

以下の手順では、Arcserve Backupデータベースを再度初期化する方法について

説明します。Arcserve Backupデータベースは、以下のシナリオでは初期化されな

いことがあります。

Arcserveデータベース回復ウィザードを使用して Arcserve Backupデータベース

を復旧できなかった場合

さまざまな理由により Arcserve Backupデータベースを起動できなかった場合

以下の手順を実行すると、サーバ環境設定ウィザードにより既存のArcserve
Backupデータベースインスタンスが上書きされ、Arcserve Backupデータベースを再

度初期化できるようになります。

重要：再初期化を行うと、Arcserve Backupデータベースが上書きされます。このタ

スクを実行する前に、Arcserve Backupデータベースが破損していることを確認して

ください。

メディアのバックアップデータは失われませんが、データベースに保存されているす

べてのバックアップ履歴、ノードおよびメディアに関する情報は失われます。その

後、メディアからセッション情報を取得するためにマージ ジョブを実行する必要があ

ります。

このタスクはMicrosoft SQL ServerデータベースおよびMicrosoft SQL Server 2014
Express Editionデータベースで実行できます。

Arcserve Backupデータベースを再初期化する方法

1. Arcserve Backupプライマリまたはスタンドアロンサーバから、サーバ環境設定ウィ

ザードを起動します。

注：サーバ環境設定ウィザードを起動するには、［スタート］-［すべてのプログラ

ム］-［Arcserve］-［Arcserve Backup］-［サーバ環境設定ウィザード］の順にクリックし

ます。

サーバ環境設定ウィザードが開き、［オプションの選択］ダイアログボックスが表示

されます。

2. ［データベースの選択］を選択し、［次へ］をクリックします。

［carootの確認］ダイアログボックスが開きます。

3. carootパスワードを指定し、［次へ］をクリックします。

［システムアカウント］ダイアログボックスが表示されます。

4. システムアカウント情報を指定し、［次へ］をクリックします。

［データベースの選択］ダイアログボックスが表示されます。
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5. ［データベースの選択］ダイアログボックスで、デフォルトのオプションを受け入れ、

［次へ］をクリックします。

マイグレーションされない情報があることを警告するメッセージが表示されます。

6. ［OK］をクリックし、メッセージをクリアします。

7. 以下のいずれかを実行します。

Arcserve BackupデータベースがMicrosoft SQL Server 2014 Express Edition
データベースの場合、次の手順に進みます。

Arcserve BackupデータベースがMicrosoft SQL Serverデータベースの場合、

［SQLデータベースシステムアカウント］ダイアログボックスが開きます。［SQL
データベースシステムアカウント］ダイアログボックスのデフォルトのオプション

を受け入れ、［次へ］をクリックします。

8. ［データベースのインストールパスを選択してください］ダイアログボックスで、［デー

タベースの上書き］オプションが有効になっていることを確認します。

注：データベースの再初期化には、このオプションを有効にすることが不可欠で

す。

9. ［次へ］をクリックします。

Arcserve Backupデータベースが再初期化されます。

10. ［完了］ボタンをクリックします。

注：Arcserve再初期化プロセスの完了後、ジョブキュー内のすべてのスケジュール

済みジョブ(  データベース廃棄ジョブ、データベース保護ジョブなど)のステータスは

ホールドになります。Arcserveジョブのスケジュールを再開するには、各ジョブのス

テータスをホールドからレディに変更する必要があります。ジョブステータスを変更

するには、ジョブステータスマネージャを開き、ジョブを右クリックしてコンテキスト メ

ニューの［レディ］をクリックします。
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ca_recoverdb コマンドを使用した Arcserve Backup
データベースの回復

バックアップジョブを実行するたびに、バックアップされたマシン、ディレクトリ、および

ファイルの情報がArcserve Backupデータベースに記録されます。また、そのジョブに

使用したメディアに関する情報も記録されます。これにより、ファイルをリストアする

必要があるときに、簡単にそのファイルの場所を特定できます。データベース回復

コマンド( ca_recoverdb)は自己プロテクト機能であり、Arcserve Backupデータベー

スが失われた場合、そのデータベースを使用している Arcserve Backup ドメインに

よってバックアップされている場合にデータベースを回復できます。

ca_recoverdbユーティリティは、ca_restoreコマンドを起動して、データベース回復

機能を実装します。ca_recoverdbユーティリティは、Arcserve Backupデータベース

が SQL ServerデータベースかSQL Server 2014 Express Editionインスタンスかを自

動的に判断し、ca_restoreコマンドに適切なパラメータを提供します。

以下の動作に注意してください。

Arcserve Backupデータベースを回復した後に実行する最初のジョブは、ジョブ

ステータスマネージャ上に、そのArcserve Backupデータベースのリストアジョブ

と同じジョブ IDで表示されます。Arcserve Backupのこの動作は、Arcserve
Backupデータベースがリストアされた後、そのArcserve Backupデータベースのリ

ストアジョブに割り当てられたジョブ IDが失われるために発生します。

ディスクステージング環境で Arcserve Backupデータベースをリストアする場

合、Arcserve Backupでは過去にステージングデバイスからパージされている

データをパージしようとする場合があります。警告メッセージが表示されます

が、パージジョブは正常に完了します。

注：ca_recoverdbの構文およびオプションの詳細については、「構文」および「オプ

ション」を参照してください。

クラスタ対応実装でのデータベースの回復

Arcserve Backupサーバをクラスタ対応に設定すると、すべての重要な Arcserve
Backupベース関連サービス(エージェント関連サービス以外 )が適切なクラスタ

サービス( MSCSまたはNEC CLUSTERPRO)によって監視されます。Arcserve Backup
ベース関連のサービスが失敗するか、またはシャットダウンする必要がある場合

は、クラスタサービスは自動的にその再起動を行い、再起動に失敗するとフェー

ルオーバをトリガします。このタスクを実行するには、Arcserve Backupサービスを停

止する必要があります。ただし、クラスタ対応の環境では、まずはクラスタサービス

を手動で停止して、サービスのモニタが続行されないようにし、自動再起動または

フェールオーバが実行されないようにする必要があります。クラスタサービスによって

HAサービスのモニタリングを停止する方法については、「MSCSによる HAサービス
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モニタリングの停止」または「NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterによる HAサービスモ

ニタリングの停止」を参照してください。

クラスタ対応環境内で ca_recoverdbコマンドを使用して、Arcserve Backupデータ

ベースを回復するには、以下の手順を実行します。

1. 以下のArcserve Backup リソースをオフラインにします。

Arcserve ASDB

Arcserve HA

Arcserveレジストリ

2. SQL Serverサービス( ARCSERVE_DB) を開始します。

3. cstart.batバッチファイルを使用して、すべてのArcserve Backupサービスを開始し

ます。

注：cstart.batバッチファイルはArcserve Backupホームインストールディレクトリに

保存されています。

4. ca_recoverdb.exeを実行します。

注：詳細については、「構文」および「オプション」を参照してください。

5. 以下のArcserve Backup リソースをオンラインに戻します。

Arcserve ASDB

Arcserve HA

Arcserveレジストリ
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ca_recoverdb-構文

ca_recoverdbのコマンド ラインの構文は、以下のような形式です。

ca_recoverdb [ -cahost <hostname> ]

[-i [n]]
-username <username> [-password <password>]
[-dbusername <database username> [-dbpassword <database password> ] ] [-
sessionpassword [session password] -session password [session password]...]
[-waitForjobstatus <polling interval>]
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ca_recoverdb-オプション

ca_recoverdbは、消失したArcserve Backupデータベースを回復するためのさまざ

まなオプションを提供します。

ca_recoverdbコマンドには、以下のオプションが含まれます。

cahost <hostname>

デフォルトのホストを、バックアップログから cahostが指定するホストへリダイレクトし

ます。

例：

HostA - ca_restoreの中で使用される、バックアップログに存在するデフォルト ホス

ト。

HostB -指定するホスト。

この例では、cahostスイッチを指定しないと、ca_recoverdbユーティリティによって起

動された ca_restoreコマンドは以下のようになります。

ca_restore -cahost HostA

パラメータ HostBを使用して cahostスイッチを指定すると、ca_recoverdbユーティリ

ティによって起動された ca_restoreコマンドは以下のようになります。

ca_restore -cahost HostB

-i [n]

対話モードを使用するように指定します。このスイッチを含めると、ベースラインとし

て使用するバックアップを選択することで、Arcserve Backupのデータベース回復を

実施する時点を指定できます。対話モードが起動されると、ca_recoverdbは、ロ

グファイルを持つArcserve Backupシーケンスのリストを表示します。それぞれのロ

グファイルは、まずフルデータベースバックアップで始まり、リストアするフルバック

アップに依存するその他のすべてのバックアップを含みます( フルバックアップは、各

セッションに対して「依存チェーン」のルートとなります)。

パラメータ nを使用して、選択対象の最新のバックアップログセット (依存チェー

ン)の数を指定します。nの値の範囲は、1 ～ 99で、デフォルト値は 10です。

フルバックアップシーケンスを選択すると、リストアポイントとして、どのセッションを

使用するかを選択するように求められます。セッション選択後、ca_recoverdbユー

ティリティがそのシーケンスの依存チェーンを判断し、ca_restoreを使用して各セッ

ション向けにリストアジョブをサブミットします。

-iスイッチを含めないと、ca_recoverdbユーティリティは最新のバックアップを指定し

た選択として自動的に使用し、そのセッション用に依存チェーンを構築します。こ

れは、バックアップの最新の状態に復旧する場合に便利です。ただし、最新のバッ
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クアップが消失または破損している場合、対話モードを使用して古いセッションか

らリストアし、テープをマージして最新の情報を再統合することができます。

-username <username> [-password <password>]

実際のリカバリジョブを実行する、データベースエージェント用の認証情報を指定

します。passwordオプションを含めないと、デフォルトでパスワード不要に設定され

ます。

-dbusername <database username> [-dbpassword <database password>]

データベース用の認証情報を指定します。database usernameおよびそれに対応

する database passwordを含めない場合、認証用にデフォルトで「dbusername」お
よび「dbpassword」に設定されます。

[-sessionpassword [session password] -sessionpassword [session password] ...]

セッション用の認証情報を認証パスワードに設定するように指定します。

[-waitForJobStatus <polling interval>]

ca_recoverdbがジョブの完了まで待機し終了するまでの時間間隔 (秒数 )を指

定します。その際、ジョブが正常に終了したのか、または失敗したのかを表すコー

ドが返されます。

<polling interval>の値は、ca_recoverdbユーティリティがキューサービスに対して

ジョブステータスをチェックする間隔 (秒数 )を定義します。デフォルトのポーリング

間隔は 60秒です。
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Microsoft SQL Server 2014 Express Editionおよび

Microsoft SQL Serverデータベースのリストアオプション

の指定

［エージェント リストアオプション］ダイアログボックスを使用すると、Microsoft SQL
Server 2014 Express EditionおよびMicrosoft SQL Serverデータベースインスタンス

のリストア方法を指定できます。

Microsoft SQL Server 2014 Express EditionおよびMicrosoft SQL Serverデータ

ベースのリストアオプションの指定方法

1. ホーム画面のナビゲーションバーにある［クイックスタート］メニューから、［リストア］
をクリックします。

［リストアマネージャ］ウィンドウが開きます。

2. ［リストア方式］ドロップダウンリストから、［ツリー単位］を選択します。

サーバツリーから、Arcserveデータベースインスタンスをホストしているシステムを選

択して展開します。

3. Arcserve Backupデータベースオブジェクトを右クリックし、コンテキスト メニューから

［エージェント オプション］を選択します。

［エージェント リストアオプション］ダイアログボックスが開きます。

4. Arcserveデータベースインスタンスの必須フィールドに入力します。

詳細情報：

エージェント リストアオプション - Microsoft SQL Server Express Edition - リストアオプ

ション

エージェント リストアオプション - Microsoft SQL Server Express Edition -データベース

ファイルのリストアオプション

エージェント リストアオプション - Microsoft SQL Server -データベースファイルオプ

ション
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エージェント リストアオプション - Microsoft SQL Server
Express Edition - リストアオプション

Arcserve Backupでは、Microsoft SQL Server Express Editionのリストアオプションお

よびリストア場所を指定することができます。

［リストアオプション］タブで、データベースの回復方法を選択できます。このタブに

は、以下のオプションがあります。

Arcserve Backupセッションの自動選択

必要なすべてのセッションおよびオプションを自動的に選択できます。デフォル

トでは、すべてのリストアジョブでこのオプションが有効になっており、選択され

たオプションを自動的に選択されたセッションに適用します。

その他

リストアで強制的に既存ファイルまたはデータベースに上書き

このオプションを使用すると、リストアしているデータベースの一部ではないと

認識されたファイルがMicrosoft SQL Serverにより上書きされます。「WITH
REPLACE」オプションを使用することを求めるメッセージがMicrosoft SQL
Serverから表示された場合のみ、このオプションを使用します。このオプショ

ンは、リストアコマンドの「With Replace」パラメータを使用する場合と同じ機

能を実行します。

現在のArcserveデータベースを元の場所として使用する

現在のArcserve Backupデータベースを元の場所として使用する場合は、こ

のオプションを有効にします。

回復完了状態

以下のオプションは、リストアジョブが完了した時点でのデータベースの状態を

決定します。

データベースを操作可能な状態にする

このオプションを選択すると、コミットされていないトランザクションがリストア操

作でロールバックされます。データベースは回復処理後に使用できます。

注Arcserve Backup：［セッションの自動選択］オプションを使用している場合

は、［回復完了状態］オプションを手動で選択する必要はありません。によ

り、セッションと必要なオプションが自動的に選択されます。［セッションの自

動選択］オプションを使用しない場合は、Microsoft SQL Serverのリストアの

流れに関するルールに従う必要があります。詳細については、Microsoft SQL
Serverのマニュアルを参照してください。

データベースをオフラインにし、差分をリストアできる状態にする
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リストア処理で、コミットされていないトランザクションをロールバックしないよう

にします。また、データベースが別のファイルとファイルグループ、差分、または

トランザクションログのリストアを受け入れられる状態にします。これは通

常、手動リストアの実行時に選択されます。

データベースの整合性チェック

リストア後

バックアップの完了後にデータベースの整合性をチェックするには、このオプ

ションを有効にします。このオプションを選択するには、［データベースを操作

可能な状態にする］も選択する必要があります。このオプションを選択する

と、以下のオプションが有効になります。

インデックスをチェックしない

このオプションを有効にすると、ユーザ定義のテーブル用インデックスをチェッ

クせずに、整合性をチェックします。

データベースの物理的な整合性をチェックする

このオプションを有効にすると、破損ページおよび一般的なハードウェア障

害がないかどうかデータベースをチェックします。また、ページとレコード ヘッダ

の物理構造の完全性、およびページのオブジェクト IDとインデックス ID間の

整合性もチェックします。このオプションによって、標準のデータベースの整合

性チェックで通常行われるデータ有効性のテストをバイパスし、物理的な整

合性に関連するテストのみを実行します。インデックスチェックは、［インデッ

クスをチェックしない］を選択して明示的に無効にしない限り、物理的な整

合性チェックの一部として行われます。
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エージェント リストアオプション - Microsoft SQL Server
Express Edition -データベースファイルのリストアオプ

ション

Arcserve Backupでは、Microsoft SQL Server Express Editionのリストアオプションお

よびリストア場所を指定することができます。

［データベースファイルのリストア方法］タブで、データベースを回復する場所を指

定できます。このタブには、以下のオプションがあります。

元の場所にリストアする

データベースを元の場所にリストアし、現在のバージョンを上書きします。

データベース移動ルール

データベースを新しいドライブまたはディレクトリに復旧します。
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エージェント リストアオプション - Microsoft SQL Server -
リストアオプション

Arcserve Backupでは、Microsoft SQL Serverのリストアオプションおよびリストア場

所を指定することができます。

［リストアオプション］タブで、データベースの回復方法を選択できます。このタブに

は、以下のオプションがあります。

Arcserve Backupセッションの自動選択

必要なすべてのセッションおよびオプションを自動的に選択できます。デフォルトで

は、すべてのリストアジョブでこのオプションが有効になっており、選択されたオプ

ションを自動的に選択されたセッションに適用します。

リストア

データベース

データベース全体をリストアします。

ファイルとファイルグループ

データベースのサイズやパフォーマンスによっては、データベース全体のリスト

アを行うのが実質的に不可能なことがあります。このような場合は、ファイル

またはファイルグループをリストアします。

部分的にリストア

注：このオプションは、Microsoft SQL Server専用です。

破損または消失したデータを元のデータベースにコピーできるように、データ

ベースの一部を別の場所にリストアします。［部分的にリストア］処理での処

理の最小単位は、データベースファイルグループです。プライマリファイルお

よびファイルグループは、ユーザが指定したファイルおよびそれらに対応する

ファイルグループ群とともに、毎回リストアされます。結果としてそのデータ

ベースのサブセットが作成されます。リストアされなかったファイルグループ

は、オフラインとしてマークされアクセスできません。

破損ページ修正 -オンライン

データベース全体のリストアの実行を必要とせずに、データベースを修正しま

す。この処理は、数ページのみが破損し、すぐに修復することが急務の場

合にお勧めします。

まず、データベースをオフラインにします。そのためには、ログ末尾のオプション

でトランザクションログをバックアップします。その際は、［データベースの整合

性チェック］の［バックアップ前］および［DBCCが失敗した場合もバックアップを

続行する］オプションをオンにすることをお勧めします。これにより、認識され

ていない破損ページを特定し、同じプロセスを繰り返さなければならない事

922 Arcserve Backup管理者ガイド



Arcserve Backupデータベースを保護する方法

態を未然に防ぎます。このオプションは、Microsoft SQL Serverのすべてのエ

ディションで使用できます。次に、［破損ページ修正］を、そのデータベースの

最新のフルバックアップまたは差分バックアップセッションに基づいて実行し

ます。自動選択オプションが選択されていれば、ファイルとファイルグループの

リストアの場合と同様に、連続するトランザクションログセッションのすべてが

特定されます。差分セッションが選択された場合、対応するフルバックアッ

プセッションも自動的に選択されます。リストアが完了するまで、データベー

スはオフラインのままになります。

注：Microsoftは、緊急手段としてのみこの方法を推奨しています。破損

ページ修正は、緊急時において、破損したデータベースを使用できる状態

に戻すために使用できます。ただし、その後データベースをできるだけ早く新

しいディスクにマイグレートして、さらなるエラーを防ぐようにすることをお勧め

します。

破損ページ修正 -オフライン

［トランザクションログのバックアップ］で［切り捨てない］オプションを選択し

て、破損ページに適用する必要がある最新のトランザクション情報を取得

します。これまで見つかっていない破損ページがないかどうかを調べ、処理を

繰り返す必要性を防ぐためには、［データベース整合性チェック］の［バック

アップ前］を選択し、［DBCCが失敗した場合もバックアップを続行］オプション

をオンにすることをお勧めします。次に、破損ページ修正を、そのデータベー

スの最新のフルバックアップまたは差分バックアップセッションに基づいて実

行します。自動選択オプションが選択されていれば、ファイルとファイルグルー

プのリストアの場合と同様に、連続するトランザクションログセッションのすべ

てが特定されます。差分セッションが選択された場合、対応するフルバック

アップセッションも自動的に選択されます。データベースは、処理の最初か

ら最後までオンラインのままになり、破損ページによる影響を受けていない

テーブルにアクセスすることができます。

注：場合によっては、トランザクションログのバックアップを追加で実行し

( ［切り捨てない］オプションを使用 )、自動選択オプションを指定しないでそ

のバックアップをリストアして、修正したテーブルを完全に復旧させることが必

要になる場合があります。これは通常、処理の開始時点でそのようなバック

アップが行われていなかった場合に必要になります。

破損ページ修正では、［回復完了状態］オプションで選択できるのは［デー

タベースは操作可能状態］オプションのみになります。［データベースの整合

性チェック］の［リストア前］オプションは、［破損ページ修正 -オンライン］を使

用する場合のみ有効になります。その場合のみ、データベースがリストア中

にオンラインになるためです。最後のトランザクションログのバックアップ前に

データベースの整合性チェックが実行されなかった場合、このオプションを指
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定して、Microsoft SQL Serverで他にも破損ページがあるかどうか確認する

ことができます。

注：Microsoftは、緊急手段としてのみこの方法を推奨しています。破損

ページ修正は、緊急時において、破損したデータベースを使用できる状態

に戻すために使用できます。ただし、その後データベースをできるだけ早く新

しいディスクにマイグレートして、さらなるエラーを防ぐようにすることをお勧め

します。

その他

リストアで強制的に既存ファイルまたはデータベースに上書き

このオプションを使用すると、リストアしているデータベースの一部ではないと

認識されたファイルがMicrosoft SQL Serverにより上書きされます。「WITH
REPLACE」オプションを使用することを求めるメッセージがMicrosoft SQL
Serverから表示された場合のみ、このオプションを使用します。このオプショ

ンは、リストアコマンドの「With Replace」パラメータを使用する場合と同じ機

能を実行します。

リストア後、ユーザのアクセスを制限する

このオプションを選択すると、［元の場所へリストアする］オプションは、この

セッションにバックアップされるデータベースではなく、現在のArcserveデータ

ベースを上書きします。このオプションは、1つのArcserve ドメインから別のド

メインへセッションおよびログ情報をマイグレートする場合に使用します。

レプリケーションの設定を保持する

パブリッシュされたデータベースを、それが作成された場所ではないサーバに

リストアする際に、レプリケーション設定を維持します。その結果、Microsoft
SQL Serverでは、データベースやログのバックアップがウォームスタンバイサー

バにリストアされても、レプリケーションの設定がリセットされなくなります。ログ

配布と共に動作するようレプリケーションを設定する場合に、［レプリケーショ

ンの設定を保持する］オプションを使用します。

［データベースは操作不可状態。別のトランザクションログのリストアは可

能］オプションを指定してリストアする場合、このオプションを選択することは

できません。このオプションは、［データベースは操作可能状態。別のトラン

ザクションログのリストアは不可］］オプションと共に使用する必要がありま

す。

現在のArcserveデータベースを元の場所として使用する

このオプションを選択すると、［元の場所へリストアする］オプションは、この

セッションにバックアップされるデータベースではなく、現在のArcserveデータ

ベースを上書きします。このオプションは、1つのArcserve ドメインから別のド

メインへセッションおよびログ情報をマイグレートする場合に使用します。

現在のArcserve ドメインメンバシップを残しておく
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このオプションを選択すると、Arcserve ドメインについての現在の情報

( Arcserve ドメイン名、プライマリサーバ ID、およびメンバサーバ IDなど)が、

リストアの開始前にデスティネーションデータベースから取得され、リストアの

完了後に再度書き込まれます。これにより、これらの情報はリストア後も保

持されます。このオプションは、「自動選択」、「データベースを操作可能な

状態にする」、および「現在のArcserveデータベースを元の場所として使用

する」のオプションがすべて選択されている場合に有効で、有効になっている

場合にはデフォルトで選択されています。

Arcserve Backupの本リリースでは、Arcserve Backupデータベース内の暗号

化された情報が保持されます。暗号化された情報には、セッションパスワー

ドおよびユーザプロファイル情報を含めることができます。これらはすべて

Arcserve Backup ドメインに関連付けられます。このオプションを使用すると、

上書きされたデータベースで保持されたArcserve Backup ドメインとこの情報

を関連付けることができるかどうかが、エージェントによって判断されます。リ

ストアしたデータベースと上書きされたデータベースに同じドメインが含まれて

いる場合は、それに応じて関連付けが再び確立されます。リストアしたデー

タベースと上書きされたデータベースに同じドメインが含まれていない場合

は、エージェントによって以下の表に基づいた処理が行われます。リストアさ

れたドメインで、保持されたドメインのいずれにもマップできないものは、

DumpDBユーティリティを使用して、このデータベースを使用している

Arcserve Backupプライマリサーバまたはスタンドアロンサーバでキーをエクス

ポートする必要があります。

リストアさ

れた

Arcserve
データ

ベース

上書きさ

れた

Arcserve
データ

ベース

エージェントによるア

クション
手動によるフォローアップ

1つの

Arcserve
Backup ド

メイン

1つの

Arcserve
Backup ド

メイン

n Arcserve Backup
ドメインキーが転

送され、セッション

パスワードおよび

ユーザプロファイ

ルが再び関連付

けられます。

n リストアされた

Arcserve Backup
データベースから

のサーバ情報は

保持されません。

データベースをリストアした後に最初にマ

ネージャコンソールを開くと、リストアされた

ドメインから carootパスワードを入力するよ

う求められます。これによって、Arcserve
Backup ドメインキーの転送が完了します。

1つの 複数の n Arcserve Backup n データベースをリストアした後に各
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Arcserve
Backup ド

メイン

Arcserve
Backup ド

メイン

ドメインキーが伝

播されます。

n セッションパス

ワードおよびユー

ザプロファイルは

再度関連付けら

れません。

n リストアされた

Arcserve Backup
データベースから

のサーバ情報が

保持されます。

n リストアされた

データに一覧表

示されるサーバの

各サーバ名、ドメ

イン名、プライマリ

サーバ名にドル

記号 ( 「$」)が付

加されます。

Arcserve Backupで最初にマネー

ジャコンソールを開くと、リストアさ

れたドメインから carootパスワード

を入力するよう求められます。これ

によって、Arcserve Backup ドメイン

キーのマイグレーションが完了しま

す。

n キーを受け取る Arcserve Backupプ

ライマリサーバまたはスタンドアロン

サーバ上で、DumpDBユーティリ

ティを使用して手動でセッションパ

スワードのエクスポートおよびイン

ポートを行う必要があります。

注：DumpDBユーティリティを使用してセッ

ションパスワードをインポートする前に、各

Arcserve Backup ドメインのプライマリサーバ

で cstopおよび cstartを実行して、キーのマ

イグレーションを完了する必要があります。

複数の

Arcserve
Backup ド

メイン

任意の数

の

Arcserve
Backup
データベー

ス

n Arcserve Backup
ドメインキーは伝

播されません。

n セッションキーお

よびユーザプロ

ファイルは再度関

連付けられませ

ん。

n リストアされた

Arcserve Backup
データベースから

のサーバ情報が

保持されます。

n リストアされた

データに一覧表

示されるサーバの

各サーバ名、ドメ

イン名、プライマリ

サーバ名にドル

記号 ( 「$」)が付

n 保持されたArcserve Backup ドメイ

ンのプライマリサーバまたはスタンド

アロンサーバのArcserve Backup
サービスが再起動されたとき、その

ドメイン用の新しいドメインキーが

作成されます。

n キーを受け取る Arcserve Backupプ

ライマリサーバまたはスタンドアロン

サーバ上で、DumpDBユーティリ

ティを使用して手動でセッションパ

スワードのエクスポートおよびイン

ポートを行う必要があります。

注：DumpDBユーティリティを使用してセッ

ションパスワードをインポートする前に、各

Arcserve Backup ドメインのプライマリサーバ

で cstopおよび cstartを実行する必要があ

ります。
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加されます。

注：DumpDBユーティリティを実行する前に、上書きされたArcserve Backupデータ

ベースを使用する各ドメイン内のすべてのサーバで cstopおよび cstartを実行する

必要があります。

DumpDBユーティリティの使用の詳細については、「コマンド ラインリファレンスガイ

ド」を参照してください。

時刻を指定してリストア

ログマークの前で停止する

ユーザが特定の日時を指定できるフィールドがあります。このオプションで

は、指定されたマークの状態までデータベースを復旧しますが、そのマークを

伴うトランザクションは復旧しません。［指定した日時以降］チェックボックス

をオンにしていない場合は、指定したマークを伴う最初のトランザクションの

前で回復が停止します。［指定した日時以降］チェックボックスをオンにして

おくと、指定された日時以降にある、指定された名前の最初のマークで復

旧が停止します。

ログマークで停止する

ユーザが特定の日時を指定できるフィールドがあります。このオプションで

は、指定されたマークの状態までデータベースを復旧し、さらにそのマークを

伴うトランザクションも復旧します。［指定した日時以降］チェックボックスを

オンにしていない場合は、指定したマークを伴う最初のトランザクションの前

で回復が停止します。［指定した日時以降］チェックボックスをオンにしておく

と、指定された日時以降にある、指定された名前の最初のマークで復旧が

停止します。

特定の日時で停止する

ユーザが特定の日時を指定できるフィールドがあります。このオプションは、

指定された日時の状態までデータベースを復旧します。デフォルトでは、こ

のオプションが選択されています。

回復完了状態

以下のオプションは、リストアジョブが完了した時点でのデータベースの状態を決

定します。

データベースを操作可能な状態にする

このオプションを選択すると、コミットされていないトランザクションがリストア操

作でロールバックされます。データベースは回復処理後に使用できます。

注Arcserve Backup：［セッションの自動選択］オプションを使用している場合

は、［回復完了状態］オプションを手動で選択する必要はありません。によ

り、セッションと必要なオプションが自動的に選択されます。［セッションの自

動選択］オプションを使用しない場合は、Microsoft SQL Serverのリストアの
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流れに関するルールに従う必要があります。詳細については、Microsoft SQL
Serverのマニュアルを参照してください。

データベースをオフラインにし、差分をリストアできる状態にする

リストア処理で、コミットされていないトランザクションをロールバックしないよう

にします。また、データベースが別のファイルとファイルグループ、差分、または

トランザクションログのリストアを受け入れられる状態にします。これは通

常、手動リストアの実行時に選択されます。

データベースの整合性チェック

リストア後

バックアップの完了後にデータベースの整合性をチェックするには、このオプ

ションを有効にします。このオプションを選択するには、［データベースを操作

可能な状態にする］も選択する必要があります。このオプションを選択する

と、以下のオプションが有効になります。

インデックスをチェックしない

このオプションを有効にすると、ユーザ定義のテーブル用インデックスをチェッ

クせずに、整合性をチェックします。

データベースの物理的な整合性をチェックする

このオプションを有効にすると、破損ページおよび一般的なハードウェア障

害がないかどうかデータベースをチェックします。また、ページとレコード ヘッダ

の物理構造の完全性、およびページのオブジェクト IDとインデックス ID間の

整合性もチェックします。このオプションによって、標準のデータベースの整合

性チェックで通常行われるデータ有効性のテストをバイパスし、物理的な整

合性に関連するテストのみを実行します。インデックスチェックは、［インデッ

クスをチェックしない］を選択して明示的に無効にしない限り、物理的な整

合性チェックの一部として行われます。

チェックサムでエラーが発生してもリストアを続行する

整合性チェックが失敗した場合でもリストアを続行します。
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エージェント リストアオプション - Microsoft SQL Server -
データベースファイルオプション

Arcserve Backupでは、Microsoft SQL Serverのリストアオプションおよびリストア場

所を指定することができます。

［データベースファイル］オプションタブには、データベースをリストアできる場所を制

御するオプションがあります。

ファイルまたはファイルグループ

リストアするファイルまたはファイルグループをツリーから選択します。

データベースファイルのリストア方法

元の場所にリストアする

データベースを元の場所にリストアします。データベースレベルで適用可能

です。ドライブ文字、パス、およびファイル名への変更をクリアします。変更を

有効にするには、このオプションを選択後、［適用］ボタンをクリックする必要

があります。

元の場所へリストアする。ただし、以下を適用する

データベース、ファイルグループとトランザクションログ、およびファイルレベル

で適用可能です。バックアップが実行された時のファイルの格納場所に基づ

いて、リクエストされた変更を、ドライブ文字、パス、およびファイル名に適用

します。

ドライブへ移動する

［ドライブへ移動する］チェックボックスをオンにし、隣のフィールドに別のドライ

ブ文字を入力します。

ディレクトリへ移動する

［ディレクトリへ移動する］チェックボックスをオンにし、隣のフィールドに異なる

ディレクトリパスを入力します。

ファイル名パターンの変更

［ファイル名パターンの変更］チェックボックスをオンにし、データベース全体、

ファイルグループ、またはトランザクションログのファイル名を変更します。名

前を変更するファイル名に一致するワイルドカードのパターンを以下のフィー

ルドに入力し、変更後の名前となるワイルドカードのパターンを［変更後］
フィールドに入力します。

たとえば、Groupで始まるすべてのファイルをMemberに変更する場合は、

フィールドにGroup* と入力し、［変更後］フィールドにMember* と入力しま

す。
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注：ワイルドカードのパターンを使用してファイル名を変更する場合で、元の

ファイル名のパターンが適用先のファイルの少なくとも 1つに一致しない場合

は、ダイアログボックスの最下部に黄色のインジケータが表示されます。これ

は、ツリー内で、影響の及ぶファイルおよびルールが適用されるオブジェクト

の隣の横にも表示されます。

［ファイル名を変更する］チェックボックスをオンにし、異なるファイル名を入力

して単一のファイルの名前を変更します。

［適用］をクリックして、変更を有効にします。
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Arcserve Backupデータベースのリストア(異なるドメイ

ン)

このセクションでは、Arcserve Backupデータベースをリストアする方法と、異なる

Arcserve Backup ドメインに存在する Arcserveサーバを使用して、どのようにデータ

ベースがバックアップされるかについて説明します。以下のシナリオの場合に

Arcserveデータベースをリストアできます。

Arcserveデータベースが機能している

Arcserveデータベースは機能しないが、Arcserveデータベースをホストしている

インスタンスは機能している

これらのシナリオでは、Arcserveデータベースをバックアップしたシステム上でバック

アップマネージャを使用して Arcserveデータベースをリストアできます。

重要：実行中のジョブがある場合には、データベースをリストアできません。

Arcserveリストアの進行中にArcserveデータベースにアクセスを試みたジョブは失

敗します。

異なる Arcserve Backup ドメインでバックアップされた Arcserve Backupデータベー

スのリストア方法

1. cstopバッチファイルを使用して、ドメインのプライマリサーバおよびメンバサーバで

実行中のすべてのArcserve Backupサービスを停止します。

注：詳細については、「すべてのArcserve Backupサービスの停止と開始」を参照

してください。

2. リストアするデータベースのバックアップデータを含むArcserve ドメインにログインし

ます。

3. ［リストアマネージャ］ウィンドウを開き、［ソース］タブをクリックして、［ツリー単位］方
式を選択します。次に、Windowsシステムオブジェクトを展開し、リストアするデー

タベースに関連したプライマリサーバを参照します。

4. リストアするサーバを展開します。

5. ご使用の環境で実行しているデータベースの種類に基づいて、以下のデータベー

スオブジェクトを選択します。

Microsoft SQL Server 2014 Express

サーバオブジェクトを展開し、以下のオブジェクトを選択します。

Arcserve Backupデータベースオブジェクト

Microsoft SQL Serverの惨事復旧のエレメント

第9章 :データベースの管理とレポート 931

../../../../../Content/stop_and_start_all_asbu_services_using_batch_files.htm


Arcserve Backupデータベースを保護する方法

注：Arcserve Backupが、クラスタ対応の環境にインストールされている場

合、リストアジョブをサブミットする前に、Microsoft SQL Server 2014 Express
サービスの状態をメンテナンスモードにする必要があります。

Microsoft SQL Server

サーバオブジェクト、Microsoft SQL Serverオブジェクトの順に展開し、以下

のオブジェクト用に個別のリストアジョブをサブミットします。

システムデータベース：[master]、[msdb]、および [model]

asdbデータベースオブジェクト

6. ［オプション］ツールバーボタンをクリックします。

［グローバルオプション］ダイアログボックスが表示されます。

7. ［操作］タブを選択し、［データベースに記録しない］オプションをオンにして、［OK］
をクリックします。

データベースリストアオプションが適用されます。

8. ［デスティネーション］タブをクリックし、［ファイルを元の場所にリストア］オプションを

選択します。

重要：Arcserve BackupデータベースがMicrosoft SQL Server 2014 Expressインスタ

ンスであり、Arcserve Backupがクラスタ対応の環境にインストールされている場

合、リストアジョブをサブミットする前に、SQL Serverサービスをクラスタメンテナンス

モードにする必要があります。

9. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

注：実行中のジョブがある場合、Arcserve BackupはArcserveデータベースを別の

場所にリストアするようにメッセージを表示します。Arcserveデータベースを別の場

所にリストアできない場合、すべての実行中のジョブを完了させてから、Arcserve
データベースをリストアします。

10. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスでフィールドに入力して、［OK］をクリックしま

す。

リストアジョブが完了したら、以下のタスクを行います。

a. cstartコマンドを使用して、ドメイン内のプライマリサーバとメンバサーバのす

べてのサービスを開始します。

注：詳細については、「すべてのArcserve Backupサービスの停止と開始」を

参照してください。

b. マージユーティリティを使用して、すべてのバックアップメディアをマージしま

す。

c. Arcserveデータベースのフルバックアップを実行します。
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以下の動作に注意してください。

Arcserve Backupデータベースのリストア後、データベース保護ジョブのジョブ履

歴はジョブが未完了であることを示し、アクティビティログは不明ステータスの

ジョブが実行中であることを示します。この動作は、アクティビティログとデータ

ベース保護ジョブのデータがArcserve Backupデータベースに格納され、その

データがバックアップの実行中に不完全だったために発生します。

さらに、データベース保護ジョブのステータス(完了 )は、リストアジョブをサブミッ

トする前と同じになります。この動作は、ジョブキューがデータベース保護ジョブ

のステータスを Arcserve Backupデータベースではなくジョブスクリプトから取得

するために発生します。

Arcserve Backupデータベースを回復した後に実行する最初のジョブは、ジョブ

ステータスマネージャ上に、そのArcserve Backupデータベースのリストアジョブ

と同じジョブ IDで表示されます。この動作は、Arcserve Backupデータベースが

リストアされた後、そのArcserve Backupデータベースのリストアジョブに割り当

てられたジョブ IDが失われるために発生します。

ディスクステージング環境で Arcserve Backupデータベースをリストアする場合

は、ステージングデバイスからすでにパージされているデータがArcserve Backup
によってパージされる場合があります。警告メッセージが表示されますが、パー

ジジョブは正常に完了します。
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Arcserveデータベースをホストしている SQL Serverイン

スタンスが機能しない場合にArcserveデータベースを

回復する方法

通常、惨事復旧は以下の手順で行います。

1. 必要に応じてWindowsを再インストールします。

2. 必要に応じて、Arcserve Backupを再インストールします。

3. 必要に応じて、Agent for Microsoft SQL Serverおよび Client Agent for Windowsを
再インストールします。( Client AgentはMicrosoft SQL Server惨事復旧エレメント

をリストアするのに必要です。)

4. 状況に応じて以下のいずれかの手順を実行します。

Microsoft SQL Server惨事復旧エレメント セッションがある場合は、リストア

します。

オフラインバックアップが存在する場合は、リストアします。

オフラインバックアップまたは惨事復旧エレメント セッションが存在しない場

合、Microsoft SQL rebuildm.exeユーティリティがあれば、このユーティリティを

使用してmasterおよびmodelデータベースを再作成します。詳細について

は、Microsoftのドキュメントを参照してください。

オフラインバックアップまたは惨事復旧エレメントのバックアップが存在しない

場合、Microsoft SQL rebuildm.exeユーティリティがなければ、Microsoft SQL
ServerまたはMSDEベースアプリケーションを再インストールします。

5. [master]データベースをリストアします。

6. Microsoft SQL Serverを通常のマルチユーザモードで再起動します。

7. [msdb]データベースをリストアします。

8. レプリケーションデータベース以外のすべてのデータベースとトランザクションログをリ

ストアします。

9. レプリケーションが使用されている場合、レプリケーションデータベースをリストアしま

す。
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Arcserveデータベース回復ウィザードの動作

バックアップジョブを実行するたびに、バックアップされたマシン、ディレクトリ、および

ファイルの情報がArcserve Backupデータベースに記録されます。また、そのジョブに

使用したメディアに関する情報も記録されます。これにより、ファイルをリストアする

必要があるときに、簡単にそのファイルの場所を特定できます。Arcserveデータ

ベース回復ウィザードは自己プロテクト ユーティリティであり、障害が発生した

Arcserve Backupデータベースが、そのデータベースを使用している Arcserve Backup
ドメインによってバックアップされている場合にデータベースを回復できます。

Arcserveデータベース回復ウィザードは、Arcserve Backup Agent for Microsoft SQL
Serverを使用して、データベースを回復します。ウィザードを使用して、Microsoft
SQL ServerおよびMicrosoft SQL Server Express Editionによってホストされる

Arcserve Backupデータベースを回復することができます。

Arcserveデータベース回復ウィザードでは、以下のソースから Arcserve Backupデー

タベースを回復できます。

ASDBBackupsログファイルから取得したセッション。このソースから取得したセッ

ションは、フルバックアップ、増分バックアップおよび差分バックアップから構成さ

れている場合があります。

バックアップサーバに接続されているスキャンデバイスで取得したセッション。こ

のソースから取得したセッションは、フルバックアップのみから構成されます。

注：Arcserveデータベース回復ウィザードが作成するジョブは、ジョブキューに表示

されません。
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カタログデータベースの動作

作成する情報とデータ量が増大するにつれ、セキュリティを保証するために使用す

るバックアップジョブもまた増大します。その結果、この情報を解析または分析す

るための時間が膨大になり、システムのパフォーマンスおよび拡張性にマイナス影

響を及ぼす場合があります。

この問題を解決するため、Arcserve Backupでは、バックアップ実行時にすべての

ジョブ、セッション、メディアの情報をデータベースにロードすると同時に、カタログ

データベースフォルダの下にカタログファイルを別途作成します。このファイルには、

各セッションを適切に説明した情報のみが格納されます。さらに、2つの対応する

カタログインデックスファイル( .abd と .abf) も生成され、カタログファイル内のディレ

クトリとファイルのインデックスツリー構造を表示します。これらのカタログインデック

スファイルは、ディスクに保持され、カタログファイルのセッションの内容をすばやく参

照し、必要に応じて情報を検索するために使用できます。

詳細情報：

カタログデータベースの設定
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カタログ参照

リストアするディレクトリやファイルのチェック、復旧ポイントの特定、または検索の

実行が必要なとき、Arcserve Backupはデータベース全体の内容を照会する代わ

りに、カタログインデックスを使用してカタログファイルだけの照会を実行します。こ

のカタログ参照で、特定セッションのカタログデータベースフォルダの詳細が検索さ

れる場合、Arcserve Backupデータベースは検索されません。ただし、見つからない

場合には、Arcserve Backupデータベースの検索が試みられます。なお、カタログ

データベースフォルダおよび Arcserve Backupデータベースの双方におけるセッション

の詳細が見つからない場合は、マージプロセスが、カタログデータベースフォルダ

にカタログファイルを再作成できる、またはテープセッションの内容から Arcserve
Backupデータベースに詳細を再生成できるように、再びセッションをマージするかど

うかを選択するように促されます。

注：SQL Server、Informix、Oracle、Microsoft SharePoint Server、Lotus Notesなど

のMicrosoft Exchange Serverを除くすべてのアプリケーションエージェントのセッショ

ンは、カタログ参照をサポートせずに、これらのセッションからの詳細が、Arcserve
Backupデータベースに挿入されます。
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カタログデータベースの廃棄

Arcserve Backupを使用して情報とデータをバックアップする場合は必ず、カタログ

データベースフォルダに保存されている説明情報 (カタログファイルおよびインデック

スファイル)の量が増加します。一切制御しない場合、やがてカタログデータベー

スフォルダのサイズが増加し、最終的にバックアップディスク全体を占有するように

なり、不十分な空きディスク容量のためにバックアップエラーが発生します。

この問題を解決するには、Arcserve Backupを使用して、カタログデータベース廃

棄しきい値を指定します。廃棄しきい値 (または最小ディスク空き容量しきい値 )
の設定は、サーバ管理マネージャの［環境設定］ダイアログボックスからアクセスで

きます。選択可能なこのしきい値の範囲は、1 % ～ 99 %で、デフォルト値は 10 %
に設定されています。また、検出された空きディスク容量のパーセントの値に基づ

いています。

注：Arcserve Backupは定期的に、カタログデータベースフォルダがある場所のボ

リュームの、空きディスク容量のパーセントをチェックします。検出される空き容量

が指定したパーセントより少ない場合は、警告メッセージがアクティビティログに送

信され、検出される空き容量のパーセントがしきい値の設定より大きくなるまで、

自動的にディスクから、カタログデータベースファイル(最短が7日間で最も古い

ものから開始 )の削除を開始します。
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セントラルカタログデータベースの動作

Arcserve Backupを一元管理環境 ( 1つのプライマリサーバと 1つ以上のメンバ

サーバ)で運用する場合、すべてのカタログファイルはプライマリサーバで一元管

理されます。その結果、バックアップジョブ時にメンバサーバで作成されるカタログ

データベースファイルは、関連のあるプライマリサーバにあるカタログデータベース

フォルダに転送されます(バックアップの完了時 )。このように、プライマリサーバに常

にローカルであるカタログファイルのマージおよび参照のパフォーマンスは大幅に改

善され、タスクの廃棄およびバックアップなどのカタログデータベースのメンテナンス

は簡素化され、プライマリサーバからのみ実施されます。

Arcserve Backupのセントラルカタログデータベースは、エンタープライズレベルの、

マルチサーバ環境を管理するのに役立ちます。メディア情報をブラウズしたり、複

数のサーバのレポートを同時に生成したりできます。ネットワークのメンバサーバ

は、自身のデータベースからのメディアセッション情報および詳細情報を使用し

て、Arcserve Backupのセントラルカタログデータベースを更新します。セントラルカ

タログデータベースは、一元化されたカタログデータベースを管理するマシン上に

ローカルに設定されます。企業内のすべてのArcserve Backupマシンのメディアセッ

ション情報は、このデータベースに保持されます。
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カタログデータベースの設定

カタログデータベースオプションを設定し、データベースおよび関連する一元化さ

れたカタログの場所とパフォーマンスをカスタマイズします。

カタログデータベースを設定する方法

1. ［サーバ管理マネージャ］を開き、［環境設定］のツールバーのボタンをクリックしま

す。

［環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［データベースエンジン］タブを選択します。

［データベースエンジン］ダイアログボックスが表示され、ダイアログボックスの下部

に［カタログデータベース］オプションが現われます。

3. 以下のフィールドに入力します。

［カタログデータベースフォルダ］--カタログデータベースを保存する場所を

定義します。カタログデータベースフォルダには、関連するカタログファイルお

よびカタログインデックスファイルがすべて含まれています。［...］(省略記号 )
ボタンをクリックし、カタログデータベースフォルダの異なる場所を参照して選

択します。

デフォルトでは、カタログデータベースフォルダはプライマリのスタンドアロン

サーバの以下のディレクトリに保存されます。

C:\Program Files\CA\ARCserve Backup\CATALOG.DB\

注：プライマリサーバからカタログデータベースフォルダだけを修正できます。

［以下のメンバサーバからの転送前にカタログファイルを圧縮する］--データ

がメンバサーバからプライマリサーバへ転送されたときに、Arcserve Backupは

カタログ情報を圧縮します。

プライマリサーバに、関連するメンバサーバがある場合は、［以下のメンバ

サーバからの転送前にカタログファイルを圧縮する］フィールドが有効にな

り、メンバサーバの名前を表示します。

デフォルトでは、この機能はオフになっています。このオプションを無効にする

と、Arcserve Backupは、メンバサーバからプライマリサーバへ転送されるカタ

ログ情報を圧縮しなくなります。

［最小ディスク空き容量しきい値］-- Arcserve Backupがカタログファイルを

削除するときの空きディスク容量の最小のパーセントを指定できます。

デフォルト値：10 %

範囲：1 ～ 99 %
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注：Arcserve Backup は定期的に、カタログデータベースフォルダがある場

所のボリュームの、空きディスク容量のパーセントをチェックします。検出され

る空き容量が指定したパーセントより少ない場合は、警告メッセージがアク

ティビティログに送信され、検出される空き容量のパーセントがしきい値の

設定より大きくなるまで、自動的にディスクから、カタログデータベースファイ

ル(最短が7日間で最も古いものから開始 )の削除を開始します。

例：検出される空き容量が10 %より少ない場合は、警告メッセージがアク

ティビティログに送信され、検出される空き容量のパーセントが10 %より大

きくなるまで、自動的にディスクから、カタログデータベースファイル(最短が

7日間で最古のものから開始 )の削除を開始します。

4. ［OK］をクリックします。

カタログデータベースオプションが適用されます。
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別の場所へのArcserve Backupカタログデータベース

の移動

このトピックでは、Arcserve Backupカタログデータベースを別の場所に移動する方

法について説明します。以下の状況のいずれかに該当するときは、カタログデータ

ベースを別の場所に移動することをお勧めします。

カタログデータベース全体のサイズが大幅に増えた。たとえば、カタログデータ

ベースのサイズが1 GB(ギガバイト )から 30 GBに増えた場合など。

リストアデータを取得するときに大幅なタイムラグがある。

データベース保護ジョブの完了にかかる時間が8時間を越える。

データベース廃棄ジョブの完了にかかる時間が4時間を越える。

カタログデータベースがC:\ ドライブで大量のディスク容量を消費しており、

Windows pagefile.sysファイルに必要なディスク容量に影響する。

Arcserve Backupのトランザクションとオーバーヘッドが増え、専用のSQL Server
システムがないため、Microsoft SQL Serverのパフォーマンスが低下する。

データベース全体のサイズが原因で、Microsoft SQL Serverユーティリティ使用

して Arcserve Backupデータベースをフラット ファイルにエクスポートできない。

Arcserve Backupデータベースの現在の設定を変更し、サマリ情報がArcserve
Backupデータベースに記録され、詳細情報がカタログデータベースに記録さ

れるようにしたい。

推奨事項

Arcserve Backupカタログデータベースを別の場所に移動する前に、以下の推奨

事項を検討してください。

デフォルトでは、カタログデータベースは以下のディレクトリにインストールされま

す。

C:\Program Files またはProgram Files(x86)\CA\ARCserve Backup\CATALOG.DB

カタログデータベースを移動する必要がある場合は、Arcserve Backupサーバ

上の場所またはローカルに通信できる場所に移動することをお勧めします。

注：カタログデータベースは、NAS( Network Attached Storage)デバイスや割り

当てられたネットワークドライブ上のリモート ディスクに移動しないでください。こ

れらの場所は、デバイスにアクセスするために認証が必要な場合があります。

Arcserve Backupで使用されるアプリケーションは、カタログデータベースの場所

とは関係がありません。ただし、以下の通信で使用されるプロトコルについては

検討する必要があります。
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ODBC/RPC --プライマリサーバ上のカタログデータベースとメンバサーバと

の間で使用される通信プロトコル、およびプライマリサーバ上のカタログ

データベースとMicrosoft SQL Server との間で使用される通信プロトコ

ル。

カタログデータベースが SANデバイス上にある構成では、Arcserve Backupサー

バとストレージデバイス間の通信に対応するために、Arcserve Backupサーバ

に SCSIコントローラまたはHBAカードを追加でインストールすることを検討する

必要があります。

注：以下の手順は、Microsoft SQL ServerまたはMicrosoft SQL Server 2014
Express Editionを使用して Arcserve Backupデータベースをホストする Arcserve
Backupサーバに該当します。

Arcserve Backupカタログデータベースを別の場所に移動する方法

1. 以下のタスクを完了します。

データベース保護ジョブやデータベース廃棄ジョブなど、すべてのジョブが

［ホールド］状態にあることを確認します。

Arcserve Backupマネージャコンソールが、プライマリサーバまたはスタンドアロ

ンサーバを除き、Arcserve Backup ドメインのすべてのサーバで閉じられてい

ることを確認します。

2. Arcserve Backup ドメインにメンバサーバがある場合は、すべてのメンバサーバで

Cstopを実行してすべてのArcserve Backupサービスを停止します。

注：Cstopの詳細については、「バッチファイルを使用したすべてのArcserve
Backupサービスの停止と開始」を参照してください。

3. Arcserve Backupプライマリサーバまたはスタンドアロンサーバ上で Cstopを実行し

て、すべてのArcserve Backupサービスを停止します。

4. すべてのサービスが停止したら、カタログデータベースの新しい場所をオンラインに

します。

5. カタログデータベースの新しい場所で、パスを作成します。

例：

F:\ARCserve\catalog.db

6. すべてのフォルダを元の場所から新しい場所にコピーします。

例：

元の場所

C:\Program Files\CA\ARCserve Backup\CATALOG.DB

新しい場所

F:\ARCserve\catalog.db
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7. 新しい場所にカタログファイルをコピーした後、プライマリまたはスタンドアロンの

Arcserve Backupサーバで Cstartを実行して、すべてのArcserve Backupサービスを

再起動します。

注：Cstartの詳細については、「バッチファイルを使用したすべてのArcserve Backup
サービスの停止と開始」を参照してください。

すべてのArcserve Backupサービスが開始されたことを確認するには数分かかりま

す。

8. サーバ管理マネージャを開きます。

サーバディレクトリツリーで Arcserve Backupプライマリサーバまたはスタンドアロン

サーバをクリックします。

ツールバーの［環境設定］をクリックします。

［環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

9. ［データベースエンジン］タブをクリックします。

10. ［カタログデータベースフォルダ］フィールドで、カタログデータベースへの新しいパス

を指定します。

例：

F:\ARCserve\catalog.db

または、省略記号をクリックして、カタログデータベースの新しい場所を参照するこ

ともできます。

［OK］をクリックします。

［環境設定］ダイアログボックスが閉じます。

11. 単純なバックアップジョブをプライマリまたはスタンドアロンサーバからサブミットしま

す。

12. 単純なバックアップジョブが完了したら、単純なリストアジョブをプライマリまたはス

タンドアロンサーバからサブミットします。

13. プライマリまたはスタンドアロンサーバ上で単純なバックアップジョブとリストアジョブ

が完了したら、Arcserve Backupがジョブサマリと詳細情報をカタログデータベース

の新しい場所に書き込んでいることを確認します。

14. Arcserve Backup ドメインにメンバサーバがある場合、メンバサーバの1つで Cstart
を実行します。すべてのArcserve Backupサービスが開始されたことを確認するに

は数分かかります。

15. 単純なバックアップジョブをメンバサーバからサブミットします。

16. 単純なバックアップジョブが完了したら、単純なリストアジョブをメンバサーバから

サブミットします。
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17. メンバサーバ上で単純なバックアップジョブとリストアジョブが完了したら、Arcserve
Backupがジョブサマリと詳細情報をプライマリサーバ上のカタログデータベースの

新しい場所に書き込んでいることを確認します。

18. Arcserve Backup ドメインの残りのメンバサーバ上で Cstartを実行します。SAN、
LAN、および Arcserve Backup RPCの更新を最小限にするために、Cstartの実行間

隔を 5分空ける必要があります。

注：カタログデータベースを別の場所に移動した後、リストアジョブ、および同じ

バックアップジョブのサマリデータと詳細データがカタログデータベースに反映されな

い場合があります。この問題を回避するには、［サーバ環境設定ウィザード］を使

用して［データベース接続を修復する］を実行します。詳細については、「プライマ

リサーバ上でのArcserveデータベース接続の修復」を参照してください。
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Arcserve BackupデータベースとしてのMicrosoft SQL
Serverの使用

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Microsoft SQL Serverデータベースに関する考慮事項

リモート データベースの考慮事項

リモート データベース設定でのODBC通信の指定

必要な SQL接続の数を計算する方法

Microsoft SQL Serverデータベースで TCP/IP通信を有効にする方法

データベースの整合性チェック
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Arcserve BackupデータベースとしてのMicrosoft SQL Serverの使用

Microsoft SQL Serverデータベースに関する考慮事項

Arcserve BackupデータベースにMicrosoft SQL Serverを使用することを検討してい

る場合は、以下の情報を確認してください。

本リリースへのアップグレードを予定していて、現在 Arcserve Backupデータ

ベースとしてMicrosoft SQL Serverを実行している場合は、引き続きMicrosoft
SQL Serverを Arcserve Backupデータベースとして使用する必要があります。

デフォルトでは、Arcserve Backupは単純復旧モデルを使用して Arcserve
Backupデータベース( ASDB)を作成します。このモデルを、正しい操作のために

維持する必要があります。

Microsoft SQL Serverは、ローカルおよびリモートの通信をサポートします。この

機能により、Arcserve Backupデータベースを Arcserve Backupサーバにローカル

またはリモートで実行するように設定できます。

注：詳細については、「リモート データベースの考慮事項」を参照してくださ

い。

デフォルトでは、Arcserve Backupはバックアップファイルとディレクトリに関する

情報をカタログデータベースに保存します。そのため、カタログデータベースは

Arcserve Backupデータベースよりも速いペースでサイズが大きくなります。この

動作と組織のニーズを考慮しながら、カタログデータベースの拡張に備えて十

分な空きディスク領域を確保するように計画してください。

Global Dashboardについては、セントラルプライマリサーバArcserve Backup
データベース( ASDB)にMicrosoft SQL Server 2008以降がインストールされてい

る必要があります( Microsoft SQL Server 2008 Express Editionはデータベースと

してサポートしていません)。

注：ブランチプライマリサーバについては、Arcserve Backupプライマリサーバ用

の最小要件以外に必要とされる追加のハードウェアやソフトウェアはありませ

ん。

Microsoft SQL Serverをサポートする Arcserve Backupを正常にインストールす

るには、デバイスを作成する権限を持つ saアカウントのような管理アカウントが

必要になります。

Microsoft SQL Serverをサポートする Arcserve Backupをインストールする際に、

Arcserve Backupデータベース( SQL)システムアカウントの入力が求められた場

合は、saアカウントを使用する必要があります。

SQL Enterprise Managerで、データベースのセキュリティモードを SQLセキュリ

ティに設定します。これは SQLセキュリティを認証モードとして使用し、バック

アップするシステムがWindows ドメインの内側または外側に存在する場合に

適用されます。
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Arcserve BackupデータベースとしてのMicrosoft SQL Serverの使用

セットアップ中に、Microsoft SQL Server 2008、またはMicrosoft SQL Server
2012を Arcserve Backupデータベースとして指定すると、Windows認証または

SQL Server認証を使用してMicrosoft SQLデータベースと通信することができま

す。

Microsoft SQL Serverのアカウントが変更された場合は、サーバ環境設定ウィ

ザードを使用して対応する変更を行う必要があります。

Arcserve Backupデータベースエンジンは、Microsoft SQL Serverデータベースの

ステータスを定期的にポーリングします。Microsoft SQL Serverが正常に応答し

ない場合、データベースエンジンはそのMicrosoft SQL Serverが使用不能であ

りシャットダウンされていると判断します(データベースエンジンのアイコンが赤

色で表示されます)。この問題を回避するには、以下のレジストリキーの値を

より大きな値に変更して、Arcserve Backupデータベースエンジンの待機時間

を延長します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\ Arcserve
Backup\Base\Database\MSSQL\SQLLoginTimeout

Arcserve Backupは、NEC CLUSTERPRO環境においては、Microsoft SQL Server
を Arcserve Backupサーバにローカルインストールすることはできません。NEC
CLUSTERPRO環境では、Arcserve Backupデータベースインスタンスをリモート

システムにインストールする必要があります。

ODBC ドライバを設定できる場合、［ODBCデータソースアドミニストレータ］ダイ

アログボックスの［システムDSN］タブにあるシステムデータソース「ASNT」で、ク

ライアント設定により TCP/IP通信を使用できるようにする必要があります。
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Arcserve BackupデータベースとしてのMicrosoft SQL Serverの使用

リモート データベースの考慮事項

リモート データベースを使用すると、ローカルマシン上のデータベースと同じような

感覚で、単一のデータベースをシンプルかつ透過的な方法で共有することができ

ます。この設定を使用した場合、情報はすべてリモート データベースに保存される

ので、ローカルマシンにはデータベースが必要ありません。この設定は、以下のよう

な状況に最適です。

データベースに使用できる十分なディスク容量が、ローカルに存在しない場

合。

組織としての要件がなく、データベースを 1箇所に集約して管理を容易にす

る場合。

Arcserve Backupサーバではないマシンを、Microsoft SQL Server専用マシンと

して使用する場合。

クラスタ対応環境で SQL Serverインスタンスを保護するためには、すべてのクラ

スタノードにAgent for Microsoft SQL Serverを手動でインストールする必要が

あります。

注：Microsoft SQL Serverデータベースのバックアップとリストアの詳細について

は、「Agent for Microsoft SQL Serverユーザガイド」を参照してください。

サーバ環境設定ウィザードを使用して、リモート Arcserveデータベースと

Arcserveプライマリサーバまたはスタンドアロンサーバの間のODBC通信を設

定します。このウィザードを使用すると、特に、使用中の環境に複数の

Arcserve Backupサーバがある場合、サーバ間で効率の良い通信を設定でき

ます。

ArcserveデータベースインスタンスをホストしているシステムとArcserve Backup
が通信できるようにするには、SQL ServerデータベースインスタンスとArcserve
サーバ間のTCP/IP通信を有効にする必要があります。

注：詳細については、「Microsoft SQL Serverデータベースで TCP/IP通信を有

効にする方法」を参照してください。

重要：Microsoft SQL Server 2014 Express Editionは、リモート データベース通信を

サポートしていません。
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Arcserve BackupデータベースとしてのMicrosoft SQL Serverの使用

リモート データベース設定でのODBC通信の指定

別のArcserve BackupサーバがMicrosoft SQLをデータベースとして使用している場

合は、そのリモート マシンにローカルデータベースをリダイレクトできます。Arcserve
Backupでは、ODBCを使用してMicrosoft SQL Serverに接続できます。サーバに

SQLがインストールされており、Arcserve Backup SQLデータベースが正しくセットアッ

プされている場合、そのサーバにODBCデータソースをリダイレクトできます。この場

合、ローカルサーバのユーザがリモート サーバで認証を受けている必要がありま

す。

リモート データベース設定で ODBC通信を指定する方法

1. Windowsの［コントロールパネル］を開き、［管理ツール］-［データソース( ODBC) ］-
［システムDSN］の順に選択します。

2. 以下のラベルのシステムデータソースを追加します。

名前 : ASNT
サーバ: MachineName\InstanceName

3. 画面の指示に従ってテストし、環境設定を完了します。
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Arcserve BackupデータベースとしてのMicrosoft SQL Serverの使用

必要な SQL接続の数を計算する方法

実行するジョブごとに、2つのSQL接続が必要です。SQL Serverに十分な接続数

(またはライセンス数 )が設定されていることを確認します。デフォルトのSQL接続

を判断するには、SQL Arcserveマネージャから［サーバ］-［SQL Server］を選択しま

す。［環境設定］タブから参照すると、ユーザの接続を表示できます。これらの値

を適切なユーザ設定に指定します。たとえば「レコードを更新できません」または

「ログインできませんでした」などのエラーメッセージが表示された場合、接続数が

不足している可能性があります。オープンオブジェクトを 2000に増やす必要があ

ります。
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Arcserve BackupデータベースとしてのMicrosoft SQL Serverの使用

Microsoft SQL Serverデータベースで TCP/IP通信を有

効にする方法

Microsoft SQL Server 2008以降を使用して Arcserveデータベースインスタンスをホ

ストしていて、Arcserve Backupデータベースがリモート システムにある場合、インス

トールウィザードがリモート システム上のデータベースと通信できない場合がありま

す。

インストールウィザードがリモート ホストと通信できるようにするには、Arcserve
Backupをインストールする前に、Arcserve BackupサーバとArcserve Backupデータ

ベースをホストするサーバの間のTCP/IP通信を有効にする必要があります。

Microsoft SQL Server 2008以降 -- Microsoft SQL Server 2008以降のシステムで

TCP/IP通信を有効にするには、SQL Server Configuration Managerを実行し、SQL
Serverインスタンスに対して TCP/IP通信を有効にします。TCP/IP通信を適用する

には、すべてのMicrosoft SQL Serverサービスを再起動します。

注：Microsoft SQL Server 2008では、SQL Server Native Client 10.0 ドライバを使用

する必要があります。
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Arcserve BackupデータベースとしてのMicrosoft SQL Serverの使用

データベースの整合性チェック

データベースのサイズが大きく動作が遅い場合は、データベースの整合性チェック

を実行することをお勧めします。この処理には時間を要しますが、SQLデータベー

スが十分な機能を発揮しているかどうかを判定するために必要な作業です。詳

細については、Microsoft SQL Serverのマニュアルを参照してください。

重要：ログサイズを定期的に確認するようにしてください。ログがいっぱいになって

いると、データベースは動作しません。デフォルトで［チェックポイント時のログ切り捨

て］が設定されていても、大量のレコードを保存する場合は、ログファイルのサイズ

をデータベースサイズの50%に増やす必要があります。
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Arcserve Backupデータベースアプリケーションの指定

Arcserve Backupデータベースアプリケーションの指定

以下のセクションでは、データベースを基礎にしたArcserve Backup としてMicrosoft
SQL ServerおよびMicrosoft SQL Server 2014 Expressを設定する方法を説明しま

す。

Arcserve BackupデータベースとしてのMicrosoft SQL Serverの設定

Arcserve Backupデータベースを異なるシステムまたはインスタンスに移動

Arcserve BackupデータベースとしてのMicrosoft SQL Server 2014 Expressの
設定
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Arcserve Backupデータベースアプリケーションの指定

Arcserve BackupデータベースとしてのMicrosoft SQL
Serverの設定

［サーバ環境設定ウィザード］を使用して、Microsoft SQL Serverを Arcserve
Backupデータベースとして設定できます。

Microsoft SQL Serverを Arcserve Backupデータベースとして設定する前に、以下を

確認します。

このタスクの開始前に、Arcserve Backupデータベースをホストするシステムに

Microsoft SQL Serverをインストールする必要があります。

Arcserve Backupを設定してMicrosoft SQL Serverを Arcserveデータベースとし

て使用するようにした後、［サーバ環境設定ウィザード］は exptosql.exe という

ラベルのコマンド ユーティリティを開きます。このコマンド ユーティリティは、

Microsoft SQL Server 2014 Expressデータベースのコアテーブルと詳細テーブル

を、新しく設定したMicrosoft SQL Serverデータベースにマイグレートします。

この手順を使用して、Arcserve Backup Microsoft SQL Serverデータベースを別

のサーバに移動できます。

注：Microsoft SQL Serverを Arcserve Backupデータベースとして使用する方法の

詳細については、「Microsoft SQL ServerのArcserve Backupデータベースとしての

使用法」を参照してください。

Microsoft SQL Serverを Arcserve Backupデータベースとして設定する方法

1. Windowsの［スタート］-［すべてのプログラム］-［CA］-［Arcserve Backup］-［サーバ環

境設定ウィザード］の順に選択します。

［サーバ環境設定ウィザード］が開きます。

2. ［データベースの選択］オプションを選択し、［次へ］をクリックします。

3. 画面の指示に従い、環境設定を完了します。

注：Unicodeベースの東アジア言語文字 ( JIS2004など)を含むデータを保護する

必要がある場合は、データ検索および並べ替えを可能にするために SQL照合順

序を有効にする必要があります。このためには、［データベースのインストールパス

を選択してください］ダイアログボックスで［言語サポート オプション］をクリックし、画

面の指示に従って設定を完了します
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Arcserve Backupデータベースアプリケーションの指定

4. 環境設定が終了したら、サーバ環境設定ウィザードはコマンド ラインウィンドウを

開き、exptosql.exeを起動し、SQL Server 2014 Expressのコアテーブルと詳細テー

ブルを、SQL Serverの新規データベースにマイグレートします。

exptosql.exeが起動しない場合は、コマンド ラインウィンドウを開き、exptosql.exe
を起動します。

注：デフォルトでは、exptosql.exeは以下のディレクトリにインストールされます。

C:\Program Files\CA\ARCserve Backup

以下のコマンドを実行します。

a. exptosql.exe core

これは必須手順です。引数 coreは、SQL Server 2014 Expressデータベース

から SQL Serverデータベースに、コアテーブルをマイグレートします。

重要：このコマンドは、SQL Serverの環境設定が完了したらただちに実行す

る必要があります。

a. exptosql.exe detail

この手順は省略可能です。引数 detailは、SQL Server 2014 Expressデータ

ベースから SQL Serverデータベースに、詳細テーブルをマイグレートします。こ

のコマンドは、コアテーブルのマイグレーションプロセスが完了した後であれ

ば、いつでも実行できます。
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注：SQL Server 2014 Expressデータベースのサイズに応じて、詳細テーブルのマイ

グレーションプロセスでは完了までにかなりの時間がかかる場合があります。

第9章 :データベースの管理とレポート 957



Arcserve Backupデータベースアプリケーションの指定

Arcserve Backupデータベースを異なるシステムまたは

インスタンスに移動

サーバ環境設定ウィザードを使用して、Arcserve Backupデータベースを異なるシ

ステムまたはインスタンスに移動します。

注：このオプションは、Microsoft SQL Serverのインストールのみに適用されます。

Arcserve Backupデータベースを異なるシステムまたはインスタンスに移動する前

に、以下の点に注意してください。

サーバ環境設定ウィザードを使用して、現在のMicrosoft SQL Server環境設

定を以下の種類の設定に変更できます。

クラスタ対応

リモート

Local

新しい SQL Serverのインストールにアクセスするには、認証方法を指定する必

要があります。以下のいずれかの認証方法を使用できます。

Windowsセキュリティ

SQL Serverセキュリティ

SQL Server認証を使用するリモートのSQL Serverインストールの場合、リモー

ト サーバの管理者アカウント用のログイン IDおよびパスワードを提供する必要

があります。

Arcserve Backupデータベースを異なるシステムまたはインスタンスに移動する方

法

1. Windowsの［スタート］-［すべてのプログラム］-［CA］-［ARCserve Backup］-［サーバ

環境設定ウィザード］の順に選択します。

［サーバ環境設定ウィザード］が開きます。

2. ［データベースの選択］オプションを選択し、［次へ］をクリックします。

3. 画面の指示に従い、環境設定を完了します。

注：Unicodeベースの東アジア言語文字 ( JIS2004など)を含むデータを保護する

必要がある場合は、データ検索および並べ替えを可能にするために SQL照合順

序を有効にする必要があります。このためには、［データベースのインストールパス

を選択してください］ダイアログボックスで［言語サポート オプション］をクリックし、画

面の指示に従って設定を完了します
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環境設定が完了したら、SQL ServerデータベースをホストするシステムにArcserve
Backupデータベース保護エージェントをインストールする必要があります。

4. Arcserveデータベース保護エージェントをインストールするには、以下のいずれかを

実行します。

SQL ServerデータベースがArcserve Backupプライマリサーバにインストールさ

れている場合、Windowsエクスプローラを開いて、以下のディレクトリを参照

します。

C:\Program Files\CA\ARCserve Backup\Packages\ASDBSQLAgent

SQL ServerデータベースがArcserve Backupプライマリサーバにインストールさ

れていない場合、Windowsエクスプローラを開いて、以下のディレクトリを参

照します。

C:\Program Files\CA\ARCserve Backup\Packages\ASDBSQLAgent

SQL Serverデータベースをホストするシステムの任意の場所に、

ASDBSQLAgentディレクトリの内容をコピーします。

5. ASDBSQLAgentディレクトリで、以下のファイルをダブルクリックします。

SQLAgentRmtInst.exe

［Arcserve Backup Agent for SQLセットアップ］ダイアログボックスが表示されます。
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6. 現在のインストールに合うように、以下のフィールドに入力します。

SQLインスタンス名

保護する SQLインスタンスの名前を指定します。

認証モード

Arcserve Backupがデータベースとの通信およびその保護に使用する認証

モードを指定します。

［SQL認証］を認証モードに指定する場合、以下のフィールドに入力しま

す。

［SQL SA名］

SQLシステムアカウント名を指定します。

［SQL SAパスワード］

SQLシステムアカウント パスワードを指定します。

7. ［インストール］をクリックし、画面の指示に従ってインストールを完了します。
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Arcserve BackupデータベースとしてのMicrosoft SQL
Server 2014 Expressの設定

［サーバ環境設定ウィザード］を使用して、Microsoft SQL Server 2014 Expressを
Arcserve Backupデータベースとして設定できます。

Microsoft SQL Server 2014 Expressを Arcserve Backupデータベースとして設定する

前に、以下の考慮事項と制限事項を確認します。

Microsoft SQL Server 2014 Expressを使用中の環境に展開するには、

Microsoft .NET Framework 2.0およびMicrosoft Data Access Components
( MDAC) 2.8 Service Pack 2をプライマリサーバにインストールする必要がありま

す。［サーバ環境設定ウィザード］でこれらのいずれかのアプリケーションが検出

されない場合、ウィザードはこれらを自動的にインストールします。

Microsoft SQL Server 2008 Expressはリモート インストールをサポートしていませ

ん。ArcserveデータベースはArcserve Backupプライマリサーバにインストールす

る必要があります。

Microsoft SQL ServerデータベースのインストールからMicrosoft SQL Server
2008 Expressデータベースのインストールに、データベース情報をマイグレートす

ることはできません。

Arcserve BackupデータベースとしてのMicrosoft SQL Server 2014 Expressの設定

方法

1. Windowsの［スタート］-［すべてのプログラム］-［Arcserve］-［Arcserve Backup］-
［サーバ環境設定ウィザード］の順に選択します。

［サーバ環境設定ウィザード］が開きます。

2. ［データベースの選択］オプションを選択し、［次へ］をクリックします。

3. 画面の指示に従い、環境設定を完了します。

注：Unicodeベースの東アジア言語文字 ( JIS2004など)を含むデータを保護する

必要がある場合は、データ検索および並べ替えを可能にするために SQL照合順

序を有効にする必要があります。このためには、［SQL Server Expressインスタンス］
ダイアログボックスで［言語サポート オプション］をクリックし、画面の指示に従って

設定を完了します
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Arcserve Backupログとレポート

Arcserve Backupには、ログおよびレポートを表示するために、以下のオプションが

用意されています。

［アクティビティログ］--すべてのArcserve Backupアクティビティのログを記録しま

す

テープログ --すべてのメディアアクティビティを記録します(デバッグ用 )。

ジョブログ -特定のジョブに関連したアクティビティを記録します。

［レポート マネージャ］Arcserve Backup--印刷または表示用に、データベースか

らレポートを生成します。
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アクティビティログデータ

アクティビティログには、Arcserve Backupで実行された操作の包括的な情報が記

録されます。これは、実行されたすべてのジョブに対するすべてのArcserve Backup
アクティビティの監査記録となります。このログを毎日チェックすることで、ジョブの実

行中にエラーが発生していないかどうかを調べることができます。特定のセッション

をリストアするときには、このログを使用してセッション番号を調べることもできます。

アクティビティログは［ジョブステータス］マネージャからアクセスできます。

このログには、それぞれのジョブについて、以下の情報が含まれます。

ジョブの開始日時と終了日時

ジョブの種類

データの平均スループット

処理 (バックアップ、コピーなど) したディレクトリとファイルの総数

ジョブセッション番号とジョブ ID

ジョブの結果

ジョブの実行中に発生したエラーと警告

すべての子ジョブは親ジョブの下に説明付きで表示されています。

アクティビティログでは、フィルタ、メッセージグループ、またはメッセージの送信日な

どを基準に、ログを並べ替えることができます。アクティビティログの詳細について

は、「ジョブのカスタマイズ」を参照してください。
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テープログ

テープログには、バックアップデバイスからArcserve Backupに送信されたメッセージ

が記録されます。このログは、通常の操作では生成されません。デバッグする場合

にのみ作成されます。テープログを有効にするには、サーバ管理の環境設定メ

ニューを使用してください。

注：クロスプラットフォーム環境では、テープログにはWindows以外のサーバの情

報は表示されません。GUIで確認できるのは、Windowsサーバのテープエンジン情

報だけです。
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ジョブログ

Arcserve Backupで実行された各ジョブに対して、ジョブログが生成されます。ジョ

ブをサブミットする前にログオプションを選択すると、ログの詳細レベルを指定でき

ます。ジョブログの詳細については、「ジョブのカスタマイズ」を参照してください。
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レポート マネージャ

レポート マネージャを使用すると、Arcserve Backupデータベースに保存されている

情報に基づいて、さまざまなレポートを生成できます。レポートをプレビューしたり、

プリンタまたはファイルに出力したり、レポートの作成をスケジューリングすることがで

きます。

詳細情報：

レポート マネージャを使用したレポートの生成
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レポート マネージャを使用したレポートの生成

レポート マネージャを使用すると、Arcserve Backupアクティビティに関するレポート

を生成できます。

プライマリサーバ、スタンドアロンサーバ、およびメンバサーバから即実行するレ

ポートを生成できます。レポートはプライマリサーバとスタンドアロンサーバで特定

の時間に実行されるようにスケジュールできます。レポートをメンバサーバからスケ

ジュールすると、レポートはプライマリサーバから実行され、プライマリサーバのマ

ネージャコンソールに表示されます。その後、<ARCSERVE_HOME>/Reportsディレク

トリに保存されます。

レポート マネージャに関する注意事項

［今すぐ作成］機能で生成されたレポートはすべて、レポート マネージャのウィ

ンドウまたは Internet Explorerなどのブラウザアプリケーションで表示できます。

スケジュール設定により生成されたレポートはすべて、レポート マネージャウィ

ンドウで表示する必要があります。

レポート マネージャを使用したレポートの生成方法

1. ホーム画面のナビゲーションバーにある［モニタとレポート］メニューから、［レポート］
をクリックします。

レポート マネージャが開き、さまざまなカテゴリのレポートのビューを含む、展開可

能なツリーが表示されます。

2. レポート カテゴリビューで、一覧からレポート テンプレートを選択します。

右ペインにレポート テンプレートの一覧が表示されます。

3. 生成するレポートを選択して右クリックします。ポップアップメニューから次のいずれ

かのオプションを指定します。

スケジュール

レポートを特定の時間に実行するようにスケジュールできます。

このオプションを指定すると、［スケジュールレポート］ダイアログボックスが表

示されます。［スケジュールレポート］ダイアログボックスで、プロンプトの指示

に従って、必須フィールドに入力してレポートをスケジュールします。

今すぐ作成

今すぐ実行するレポートを生成できます。

このオプションを指定すると、［レポートの作成］ダイアログボックスが表示さ

れます。［レポートの作成］ダイアログボックスで、プロンプトの指示に従っ

て、必須フィールドに入力して今すぐレポートを作成します。
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Arcserve Backupがレポートを作成すると、以下の図に示すように、レポートの結

果が、レポート コンテンツビューペインに表示されます。

注：レポート マネージャでは、レポートを削除することもできます。削除オプションを

使用して、レポート ファイル全体を削除するか、日付に基づいてレポートを削除し

ます。
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レポート マネージャのレポート

レポート マネージャを使用して、以下の3種類のレポートを生成できます。

標準

カスタム

拡張

これらのレポートについて、このセクションで詳細に説明します。各レポートおよび

種類の概要については、「レポート カテゴリ」を参照してください。
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標準レポート

Arcserve Backupには、バックアップおよびリストアに関する全般的な情報を表示す

る、数種類の標準レポートが用意されています。レポートには、ジョブの実行、メ

ディアのバックアップ、およびバックアップデバイスエラーなどのアクティビティが表示

されます。レポート フィルタを使用して、レポートに含めるバックアップメディアを選

択できます。標準レポートはカスタマイズしたり、スケジュールを設定することはでき

ません(プレフライト チェックレポートとGFSメディア予測レポートを除く)。

注：Arcserve Backupがスケジュールを介してレポートを生成する場合、Arcserve
Backupは、レポート マネージャ内のプレフライト チェックレポートおよびGFS メディア

予測レポートを表示できません。
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カスタムレポート

カスタムレポートは、特定のニーズに合わせてカスタマイズできます。レイアウトは

標準レポートと似ていますが、カスタムレポートはテンプレートを使用して作成さ

れ、.XML形式で保存されます。

注：レポート列の幅を変更してカスタムレポートのレイアウトを調整できます。

Windowsのメモ帳を起動し、調整するレポートを検索します。レポート テンプレー

トで、FIELD タグのWIDTH属性を追加または変更します。

カスタムレポートは、今すぐ、または時刻や間隔を指定して作成できます。スケ

ジュールは、プライマリサーバまたはメンバサーバから指定できます。また、作成し

たカスタムレポートを電子メールで自分宛に送信するように指定することもできま

す。

カスタムレポートには以下の2種類があります。

定義済み -- Arcserve Backup と共にインストールされるレポートで、7つのカテ

ゴリに分けられています。定義済みレポートには基本レポート データの見出し

が含まれていますが、レポート ライタを使用するとこれらの見出しを必要に応

じて変更できます。

ユーザ作成 --レポート ライタを使用すると、テンプレートを使用せずにレポート

を作成できます。作成したレポートを Arcserve Backupレポート ディレクトリに

保存しておくと、そのレポートのタイトルがレポート マネージャの［マイレポート］
フォルダに表示されるようになります。

注：レポートのスケジュールはプライマリサーバおよびメンバサーバから指定で

きますが、レポートの生成はArcserve Backupによってプライマリサーバから実

行されます。ユーザ作成のカスタムレポートをプライマリサーバからスケジュー

ルどおりに実行するには、ユーザ作成レポート テンプレートをプライマリサーバ

のレポート ディレクトリにコピーする必要があります。プライマリサーバのデフォル

トのレポート テンプレート ディレクトリは、以下のとおりです。

C:\Program Files\CA\ARCserve Backup\templates\reports
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拡張レポート

拡張レポートは、Arcserve環境内の現在のデータ保護ステータスの概要を提供

します。拡張レポートは事前に定義されており、Arcserve Backupをインストールす

るとさまざまな種類で利用可能になります。レポートに含まれるデータ見出しは、

特定のニーズに合わせて変更することができます。

レポートを実行するには、レポートの種類と、生成されたレポートが保存されるファ

イルのパスを指定する必要があります。

拡張レポートは、すぐに実行されるよう指定するか、指定した時刻または繰り返し

間隔で実行されるようスケジュールできるという点で、カスタムレポートに似ていま

す。生成された拡張レポートを電子メールで送信することもできます。
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レポート カテゴリ

レポート マネージャに表示されるレポート カテゴリは、Arcserve Backupのホームディ

レクトリにある外部XMLスキーマファイル( categories.xml)で定義されています。

categories.xmlファイルを編集して、レポート カテゴリの表示順を変更できます。

以下の表では、標準レポートとカスタムレポートで使用できるカテゴリと種類を説

明します。

ステータスレポート (日単位 )

このレポート カテゴリには、24時間以内に実行されたすべてのジョブのステータ

スが表示されます。これには、24時間以内にバックアップとメディアの書込みに

失敗したすべてのクライアントを表示するレポートが含まれます。

以下のレポートを選択できます。

ジョブステータスレポート (日単位 )

バックアップステータスレポート (日単位 )

バックアップエラーレポート (日単位 )

最近の書き込みメディアレポート

注：バックアップステータスレポート (日単位 )には、［圧縮率］フィールドが含ま

れます。圧縮率は、デデュプリケーション後に実際にディスクに書き込まれた

データ量を示します。このフィールドは、デデュプリケーションデバイスグループに

バックアップされたセッションについてのみ有効になります。

ジョブレポート

このレポート カテゴリには、週単位で実行されたレポート ジョブのステータス情

報が表示されます。これにはすべての失敗したバックアップと今後実行が予定

されているレポート ジョブのステータスを表示するプレフライト チェックレポート

が表示されます。

以下のレポートを選択できます。

ジョブレポート (標準 )

エンタープライズジョブステータスレポート (標準 )

ジョブステータスレポート ( 7日間 )

バックアップステータスレポート ( 7日間 )

バックアップエラーレポート

プレフライト チェックレポート

メディアレポート

第9章 :データベースの管理とレポート 973



Arcserve Backupログとレポート

このレポート カテゴリには、作成されたメディアエラーのリストを含む、バックアッ

プされたセッションの詳細なメディア情報が表示されます。GFSジョブの今後の

メディアスケジュールも表示されます。

以下のレポートを選択できます。

バックアップメディアエラーレポート (標準 )

セッション詳細レポート (標準 )

セッションレポート (標準 )

Arcserve Backup for Laptops and Desktopsセッション詳細レポート (標準 )

GFS メディア予測レポート (標準 )

メディア使用率の比較レポート

メディア使用レポート

データ回復の必須メディアレポート

メディア使用履歴レポート ( 7日間 )

デバイス内の再利用セット メディアレポート (標準 )

注：メディア使用、セッション詳細、およびセッションの各レポートには、［デデュ

プリケーションセッション用圧縮率］というフィールドが追加されました。この比率

は、デデュプリケーション後に実際にディスクに書き込まれたデータ量を示しま

す。このフィールドは、デデュプリケーションデバイスグループにバックアップされた

セッションについてのみ有効になります。このフィールドは、レポート マネージャだ

けでなく、［レポート ライタ］-［ファイル］-［開く］-［Arcserve Backupホームディレク

トリ］-［テンプレート］-［レポート］で表示することができます。

メディアプールレポート

このレポート カテゴリには、再利用セットおよびGFSローテーションプロファイル

でのメディアのステータスを含む、詳細なメディアプール関連情報が表示され

ます。

以下のレポートを選択できます。

メディアプールレポート (標準 )

メディアプールロケーションレポート (標準 )

GFSローテーションプロファイルレポート (標準 )

詳細メディアプールレポート

再利用セット内メディアレポート

デバイスレポート

974 Arcserve Backup管理者ガイド



Arcserve Backupログとレポート

このレポート カテゴリでは、デバイスでバックアップ中に発生するエラー数を含

む、Arcserve Backupで使用するバックアップデバイスについての情報が表示さ

れます。

以下のレポートを選択できます。

バックアップデバイスレポート (標準 )

バックアップクライアント レポート

このレポート カテゴリでは、データベースとクライアント エージェントのデータサイ

ズを含むバックアップクライアント情報が表示されます。

以下のレポートを選択できます。

バックアップクライアント データサイズレポート

バックアップクライアントおよびジョブ関連レポート

詳細メディア使用率レポート (バックアップクライアント別 )

注：バックアップクライアント データサイズレポートには、［圧縮率］というフィールド

が追加されました。この比率は、デデュプリケーション後に実際にディスクに書き込

まれたデータ量を示します。このフィールドは、デデュプリケーションデバイスグルー

プにバックアップされたセッションについてのみ有効になります。このフィールドは、レ

ポート マネージャだけでなく、［レポート ライタ］-［ファイル］-［開く］-［Arcserve
Backupホームディレクトリ］-［テンプレート］-［レポート］で表示することができます。

リソースの使用量履歴レポート

このレポート カテゴリでは、履歴データに基づいて予測される使用量情報が

表示されます。

以下のレポートを選択できます。

メディア使用履歴レポート ( 7日間 )

メディア使用レポート

メディア使用率の比較レポート

バックアップウィンドウとスループットの比較レポート

ステージングレポート

このレポート カテゴリは、ステージングを使用してファイルシステムデバイスに

バックアップされたデータの分析と管理に使用できる情報を提供します。

ステージングレポートでは、マイグレーションセッション、SnapLockセッション、お

よびステージングデバイスからパージしなかったセッションについてのステータス

情報を表示できます。サマリレポートでは、ユーザが指定した日付範囲に基

づいて特定のジョブやジョブグループについての情報を表示できます。

以下のレポートを選択できます。
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ステージングマイグレーションレポート

ステージングパージエラーレポート

ステージングSnapLockレポート

ステージングサマリレポート

監査ログレポート

このレポート カテゴリでは、サービス開始と停止、パスワードの変更などの既存

のアクティビティログ情報に監査フィールドが追加されます。これによって、だれ

がどのマシンからどのアプリケーションを使用してアクションを実行したかを特定

できます。

以下のレポートを選択できます。

監査ログレポート

統計レポート

このレポート カテゴリには、現在のデータ保護ステータスの概要が用意されて

います。レポートには、バックアップおよびリストアステータスの情報が含まれて

います。ただし、その出力は指定するフィルタの組合せに基づきます。

以下のレポートを選択できます。

バックアップ試行成功率：サマリレポート (詳細 )

バックアップ試行成功率：個別のクライアント レポート (詳細 )

リストア試行成功率レポート (詳細 )

ドライブスループット レポート (詳細 )

バックアップエラーレポート (詳細 )

バックアップの失敗回数が多いクライアントのレポート (詳細 )

バックアップに連続して失敗した回数が多いクライアントのレポート (詳細 )

部分バックアップの回数が多いクライアントのレポート (詳細 )

フルバックアップ期間 (詳細 )

前回のバックアップステータスレポート (詳細 )

ボールト レポート (詳細 )

マイレポート

このレポート カテゴリには、以下のディレクトリに保存された、ユーザ作成レ

ポートが表示されます。

CA\ARCserve Backup\Templates\Reports
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統計レポート

統計レポートでは、さまざまなレポート フィルタを受け入れて解析できます。ただ

し、すべてのレポートにすべてのフィルタが必要なわけではありません。生成中のレ

ポートのタイプに基づいて、その指定されたレポートによって必要とされるフィルタ、

およびサポートされるフィルタのみが使用されます。

詳細レポートを実行するには、少なくともレポート タイプと生成されたレポート の

保存先パスを指定する必要があります。

対応するサポートされるフィルタと一緒に、統計レポート カテゴリを使用して、以

下のレポートタイプを生成できます。

バックアップ試行成功率：サマリ

このレポートは、成功したバックアップ試行の比率を示します。未完了および

失敗のバックアップ試行の比率も示します。

サポートされるフィルタ：

開始日

終了日

ジョブコメント

バックアップ試行成功率：個別クライアント

このレポートは、成功したバックアップ試行の比率に関する情報をノード単位

で示します。

サポートされるフィルタ：

開始日

終了日

ジョブコメント

リストア試行成功率

このレポートは、全リストア試行での成功率を示します。

サポートされるフィルタ：

開始日

終了日

ドライブスループット

このレポートは、システムのテープドライブで観察された、平均スループットに

関する情報を示します。このレポートで取得されるスループットは、ドライブの

ネイティブスループットと比較することができます。このレポートの出力は、ドラ

イブシリアル番号を指定して、特定のドライブにフィルタできます。
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バックアップエラー

このレポートは、レポート期間中にバックアップジョブに関連して発生した、各

バックアップパスでのエラーおよび警告の件数を示します。これは、最大エラー

数を持つクライアントの決定を助けます。

サポートされるフィルタ：

開始日

終了日

ジョブコメント

失敗したバックアップ試行

このレポートは、レポート期間中にバックアップ試行が多く失敗したクライアント

を示します。

サポートされるフィルタ

開始日

終了日

ジョブコメント

最初のカウント (最初の「n」クライアントのみに出力を制限 )

連続して失敗したバックアップ試行

このレポートは、レポート期間中にバックアップ試行に連続して失敗したクライ

アントを示します。

サポートされるフィルタ

開始日

終了日

最初のカウント (最初の「n」クライアントのみに出力を制限 )

部分バックアップ

このレポートは、部分バックアップ回数の多いクライアントを示します。このレ

ポートは、重要なファイルを特定してリストアするのを助けます。

サポートされるフィルタ

開始日

終了日

最初のカウント (最初の「n」クライアントのみに出力を制限 )

フルバックアップ期間
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このレポートは、レポート期間でのすべてのバックアップパスについて、フルバッ

クアップの平均バックアップ時間、平均バックアップデータ量、平均スループット

を示します。

サポートされるフィルタ

開始日

終了日

前回のバックアップステータスレポート

このレポートは、キューにある全バックアップジョブの前回の実行ステータスを示

します。ジョブがまだアクティブである場合は、実行中ジョブの現在のステータス

が示されます。このレポートは、レポート生成時におけるキュー内のジョブのス

テータスのみを示します。

サポートされるフィルタ

なし

ボールト レポート

このレポートは、レポート日にボールトに入るまたはボールトから外れるテープ

のリストを示します。

サポートされるフィルタ

なし
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カスタムレポート ジョブのスケジュール

カスタムレポートの実行をスケジュールするには、レポート マネージャを使用する方

法と、ジョブスケジューラウィザードを使用する方法があります。レポート マネー

ジャを使用する場合は、2種類の標準レポート (プレフライト チェックレポートとGFS
メディア予測レポート )、およびレポート カテゴリに表示されるカスタムレポート (定
義済みレポートとユーザ作成レポート )のスケジュールを設定できます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

レポート マネージャを使用したカスタムレポートのスケジューリング

ジョブスケジューラウィザードを使ったカスタムレポートのスケジューリング
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レポート マネージャを使用したカスタムレポートのスケ

ジューリング

レポート マネージャからカスタムレポートをスケジュールする方法

1. レポート リスト ツリーからスケジュールするレポートを見つけます。

2. レポートの説明の横にある左側のパネルペインで［スケジュール］をクリックします。

3. レポートの名前とフォーマット タイプ( .xmlまたは .csv)を指定します。

4. (オプション)レポートが電子メールで送られると通知されるようにするには、［Alert
オプション］ボックスを選択し、［次へ］をクリックします。

5. レポートをすぐに実行するオプションか、特定の時刻に実行するオプションを選択

し、［次へ］をクリックします。

6. ［ジョブサマリ］ページで選択内容を確認し、必要に応じてジョブの説明を入力し

ます。

7. ［サブミット］をクリックして、レポート ジョブを実行します。
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ジョブスケジューラウィザードを使ったカスタムレポート

のスケジューリング

ジョブスケジューラウィザードからカスタムレポートをスケジュールする方法

1. Arcserve Backup Report Writerを使用してレポート テンプレートを作成し、それを

ファイルに保存します。

2. ［ウィザード］メニューまたはArcserve Backupホームのナビゲーションバーからジョブス

ケジューラウィザードを起動します。

3. ［実行するプログラム］コンボボックスで、［CAReports］を選択し、レポート テンプ

レート名、レポート データを保存する出力ファイル名、およびパラメータとしてサイレ

ント モード( -s)を入力します。

注：リモート ライタがサポートする全コマンド ラインについては、「コマンド ラインリ

ファレンスガイド」を参照してください。
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レポート ライタユーティリティによるカスタムレポートの

作成

カスタムレポートを作成するには、Arcserve Backupのユーティリティであるレポート

ライタを使用します。レポート ライタには、クイックスタート、［モニタとレポート］メ
ニュー、またはArcserve Backupホーム画面の［モニタとレポート］セクションからアク

セスすることができます。

注：レポート ライタを使って作成したレポートは、レポート マネージャでプレビュー、

印刷、またはスケジューリングできます。

レポート ライタユーティリティを使用したカスタムレポートの作成方法

1. ［クイックスタート］メニューから［モニタとレポート］を選択し、［レポート ライタ］をク

リックします。

［Arcserve Backupレポート ライタ］ウィンドウが表示されます。

2. 定義済みレポートを生成する場合は、［ファイル］メニューから［開く］を選択して目

的のレポートを見つけます。ユーザ定義のレポートを生成する場合は、手順3に
進みます。

3. ［レポート タイトル］テキスト ボックスに、レポートの名前を入力します。［説明］テ
キスト ボックスに、レポートの説明を入力することもできます。

4. ［使用可能クエリ］テーブルで、レポートで使用する情報の収集元となるソースを

選択します。ソース( メディアやメディアプールなど)を強調表示すると、［使用可

能列］テーブルに、選択したソースから収集できるデータの種類が示されます。た

とえば、［使用可能クエリ］テーブルでジョブを選択した場合、ジョブの種類、ジョブ

の所有者、ジョブの開始時刻などの情報を収集できます。

レポートに含める項目を選択するには、［使用可能列］テーブルで項目を強調表

示し、［追加］をクリックします。項目はレポート列のテーブルに移動します。

注：複数のソースから収集した情報で構成されたレポートを作成できます。たとえ

ば、ジョブの種類、テープ名、およびソースホストについてのレポートを作成できま

す。

5. ［次へ］ボタンをクリックして、［レポート選択基準］画面に移動します。この画面か

ら、以下の方法でレポートをカスタマイズできます。

［並べ替えの方向］-レポートの列内のレコード(つまり行 )を昇順または降

順にソートします。デフォルトでは、レコードは昇順に並んでいます。

［列順の設定］-［レポート列］リストの最上部にある列がレポートの最初の

(一番左の)列として表示されます。列の位置を変更するには、［レポート

列］テーブルでその列を強調表示し、上下の矢印ボタンをクリックします。
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［フィルタの設定］-レポートのレコードは、定義した特定の基準でフィルタ処

理されます。［演算子］および［条件］の各ドロップダウンメニューとともに、

［値］フィールドを使用して、レポートの各レコード タイプ( ［レポート列］テー

ブルに一覧表示されるレコート タイプ)に条件を指定します。フィルタを指定

したら、［選択基準の追加］をクリックして、［クエリ選択基準］テーブルに追

加します。

たとえば、ジョブ IDが150 ～ 250のジョブのみをレポートに含める場合、以下のよ

うにします。

a. ［レポート作成］テーブルの［ジョブ ID］をクリックします。

b. ［演算子］ドロップダウンメニューから［>=］を選択し、［値］フィールドに「150」
を入力し、［条件］ドロップダウンメニューから［and］を選択します。次に、

［選択基準の追加］をクリックします。

c. ［演算子］ドロップダウンメニューから［<=］を選択し、［値］フィールドに「250」
を入力します。［選択基準の追加］をクリックします。［クエリ選択基準］テー

ブルに、入力した条件が反映されます。

6. レポートを実行するには、［レポート作成］をクリックします。

注：レポート ライタを使用して事前定義ディスクステージングレポートを生成する

場合、［追加］と［削除］ボタンは使用できません。
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複数のArcserve Backupサーバのレポートの生成

CAReportsコマンド ラインユーティリティで -mスイッチを指定すると、Arcserve
Backupサーバのレポートをいつでも生成できます。複数のArcserve Backupサーバ

のレポートを生成する場合は、レポート テンプレートをいずれか1つのサーバ上で

作成して保存し、リモート サーバをデータソースとして使用することをお勧めしま

す。カスタマイズしたレポート テンプレートを、Arcserve Backupサーバごとに更新す

る必要はありません。テンプレートの更新すべてが一般ジョブとしてバッチ処理され

るように、各サーバに-mスイッチを指定します。

注： CAReportsコマンド ラインユーティリティで-aスイッチを指定すると、ファイルの自

動命名機能を有効にして、日単位のレポートを生成できます。
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Arcserve Backup診断ユーティリティ

Arcserve Backup診断ウィザード ユーティリティは、さまざまな Arcserve Backupおよ

びシステムログを収集してパッケージ化する便利なツールです。これらの情報は、

トラブルシューティングに必要となる場合があります。

診断ウィザードは、以下のArcserve Backupエージェントに関する情報を収集しま

す。

Agent for Informix

Agent for Lotus Domino

Agent for Microsoft Exchange Server

Agent for Microsoft SharePoint Server

Agent for Microsoft SQL Server

Agent for Oracle

Agent for Sybase

Client Agent for Windows

Network Attached Storage Agent( NDMP NAS Option)

Universal Agent

注：診断ユーティリティはデフォルトでインストールされます。
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診断ユーティリティのコンポーネント

診断ユーティリティには、以下の2つのコンポーネントがあります。

診断ウィザード

診断レポート マネージャ

診断ウィザードは、Arcserve Backupプログラムグループから起動できます。診断

ウィザードを使用して、生成するレポートとログの種類を設定できます。

以下の2種類のレポート生成モードのいずれかを実行できます。

高速モード--ローカルマシンに関する情報を収集します。詳細なデバッグ情

報は含まれません。

拡張モード--ローカルマシンまたはリモート マシンに関する情報を収集し、より

詳しいデバック情報を含むレポートを生成します。このモードを選択すると、関

連するジョブを再実行するように要求されます。これにより、新規に選択した

デバッグのフラグがジョブ中に処理され、レポートに出力されます。

また診断ウィザードでは、生成されたログをハードディスク上のどこに保存するのか

を指定できます。診断ウィザードが終了すると、ファイルが作成されます。このファイ

ルは、診断レポート マネージャから表示できます。また、Arcserve Backupプログラム

グループからもアクセスできます。

注：診断ウィザードを詳細モードで実行するには、［診断の種類を選択］画面で

［詳細］オプションを選択し、画面に表示される指示に従います。

以下のセクションでは、高速モードのレポートの実行と表示について説明します。

Windows VistaおよびWindows 7オペレーティングシステムを実行しているコ

ンピュータを設定して、診断ウィザードと通信させる

高速モード診断ユーティリティを使用したレポートの作成

拡張モード診断ユーティリティを使用したレポートの作成

診断レポート マネージャを使用したレポートの表示
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Windows VistaおよびWindows 7オペレーティングシ

ステムを実行しているコンピュータを設定して、診断

ウィザードと通信させる

デフォルトでは、診断ウィザードは、Windows VistaおよびWindows 7オペレーティ

ングシステムを実行するコンピュータに関する診断情報を収集できません。した

がって、診断ウィザードと通信するためには、これらのオペレーティングシステムを実

行するコンピュータを設定する必要があります。

Windows VistaおよびWindows 7オペレーティングシステムを実行するコンピュー

タを設定して、診断ウィザードと通信させる方法

1. Remote Registry ServiceがWindowsサービスマネージャで実行していることを確

認します。

2. Windowsオペレーティングシステムで TCPポート 445によるWindowsファイアウォー

ルを介した通信が可能であることを確認します。
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高速モード診断ユーティリティを使用したレポートの作

成

Arcserve診断ウィザードを使用して、ローカルサーバの診断情報を集めたレポー

トを生成できます。

注：高速モードでは、ローカルサーバの詳細なデバック情報は収集されません。

高速モード診断ユーティリティを使用したレポートの作成方法

1. 診断ウィザードを開くには、［スタート］- ［プログラム］- ［Arcserve］- ［Arcserve
Backup］の順に選択し、［診断ウィザード］をクリックします。

Arcserve［ 診断ウィザード］が開きます。

2. ［次へ］をクリックします。

［診断の種類を選択］ウィンドウが開きます。

このダイアログボックスでは、診断ログをローカルまたはリモートのどちらのサーバか

ら収集するか、およびレポートに詳細なデバッグ情報を含めるかどうかを指定でき

ます。

3. デバッグ情報を含めずにローカルログを収集するには、［高速］タイプを選択しま

す。

4. ［次へ］をクリックします。

ログを収集するマシンの属性を選択できます。

5. ［次へ］をクリックします。

6. ［診断情報ファイル名］フィールドの診断情報ファイルを保存する場所を指定し、

［次へ］をクリックします。

収集するログのサマリが表示されます。

7. ［開始］をクリックします。

このプロセスは、システム、および要求する情報量によって時間がかかる場合があ

ります。

8. 処理が完了したら、［OK］をクリックして［完了］をクリックします。

ファイルが作成された後に、そのファイルを Arcserveテクニカルサポートに送信する

よう求められる場合があります。
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拡張モード診断ユーティリティを使用したレポートの作

成

Arcserve診断ウィザードを使用して、ローカルサーバの詳細なデバッグ情報を収

集したレポートを生成できます。

拡張モード診断ユーティリティを使用したレポートの作成方法

1. 診断ウィザードを開くには、［スタート］- ［プログラム］- ［Arcserve］- ［Arcserve
Backup］- ［診断ウィザード］の順に選択します。

Arcserve［ 診断ウィザード］が開きます。

2. ［次へ］をクリックします。

［診断の種類を選択］ウィンドウが開きます。

このウィンドウでは、診断ログをローカルまたはリモートのどちらのサーバから収集す

るか、およびレポートでの詳細なデバッグ情報を選択できます。

3. 詳細なデバッグ情報を含めたローカルログを収集するには、［拡張］タイプを選択

します。

4. ［次へ］をクリックします。

［Arcserve Backupジョブを選択］ウィンドウが開きます。

5. Arcserveジョブを選択します。

6. ［次へ］をクリックします。

ログを収集するマシンの属性を選択できます。

7. ［次へ］をクリックします。

デバッグモードを選択します。

8. ［次へ］をクリックします。

［診断情報ファイル名］フィールドの診断情報ファイルを保存する場所を指定し、

［次へ］をクリックします。

収集するログのサマリが表示されます。

9. ［開始］をクリックします。

このプロセスは、システム、および要求する情報量によって時間がかかる場合があ

ります。

10. 処理が完了したら、［OK］をクリックして［完了］をクリックします。

ファイルが作成された後に、そのファイルを Arcserveテクニカルサポートに送信する

よう求められる場合があります。

990 Arcserve Backup管理者ガイド



Arcserve Backup診断ユーティリティ

診断レポート マネージャを使用したレポートの表示

情報の収集が完了したら、その情報を診断レポート マネージャで表示できます。

診断レポートを表示する方法

1. ［スタート］-［プログラム］-［］-［Arcserve］-［Arcserve Backup］をポイントし、Arcserve
Backupプログラムグループから［診断レポート マネージャ］を選択して診断レポート

マネージャを開きます。

［診断レポート マネージャ］が開きます。

2. ［ファイル］メニューから［開く］を選択します。

3. 保存されているログファイルを検索し、［開く］をクリックします。

コンソールが開き、左側のペインにログのリストが表示されます。左側のペインで項

目を選択すると、右下のペインに詳細な情報が表示されます。

4. (オプション)また、左側ペインでベース製品とオプションノードを選択すると、製品

ログを表示できます。

すべての製品ログのリストが、テープログおよびジョブログと共に右側ペインに表示

されます。

診断レポート マネージャの［ファイル］メニューから、選択したログファイルをエクス

ポート、保存、および印刷することもできます。

第9章 :データベースの管理とレポート 991



Arcserve Backup Infrastructure Visualization

Arcserve Backup Infrastructure Visualization

Arcserve Backup Infrastructure Visualizationでは、Arcserve Backup環境が視覚

的に表現されるので、バックアップステータスや、サーバ、ノード、デバイス間の関

係を素早く確認できます。

Arcserve Backup Infrastructure Visualizationでは、組織図に似た階層形式で各

Arcserve Backupサーバが表示されます。プライマリおよびメンバサーバは、

Arcserve ドメインの下にある階層の最上位に表示されます。ミニマップ機能は

ビューの縮小版として機能し、グラフ全体の各部を移動できます。ノード名または

ノード層によってフィルタリングすることにより、Infrastructure Visualizationをカスタマ

イズできます。また、ビューの内容を印刷することもできます。特定のサーバ、ノー

ド、またはデバイスをダブルクリックするとその詳細が表示され、対応する

Dashboardレポートにアクセスできます。

例：Infrastructure Visualization の使用方法

環境内の各 Arcserve Backupサーバによってバックアップされたノードのバックアップ

ステータスを確認したいとします。そのために、Infrastructure Visualizationを開き、

［ノード］ビューに切り替え、サブネット別にノードをグループ化します。すべての

Arcserve Backupサーバと、サブネット別にグループ化されたバックアップノードを示

すグラフが表示されます。各サブネット グループの最上部のバーには、定義済み

の色スキーマに基づいてサブネット内のすべてのノードの最新バックアップステータ

スが示されます。

バーの全体が赤い場合、そのサブネット内のすべてのノードのバックアップが正

常に実行されていません。

バーの一部が黄色で残りが緑の場合は、一部のノードのバックアップは未完

了ですが、残りは正常に完了しています。

ノードをクリックすると詳細ウィンドウが開き、そのノード固有のバックアップ情報が

表示されます。CPU、OSおよびメモリのようなマシン情報を確認できます。関連す

る Dashboardレポートを起動すると、さらに詳細な情報を確認できます。

Dashboard Reportを起動するには、グループ内の項目をダブルクリックし、必要な

レポートを開きます。
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Infrastructure Visualizationのソフトウェア要件

Infrastructure VisualizationはArcserve Backupサーバのインストール時にインス

トールされます。追加のライセンスは不要です。

Global Infrastructure Visualizationを表示するには、Arcserve Backupプライマリ/ス
タンドアロンサーバのインストール中にGlobal Dashboardコンポーネントをインス

トールおよび設定する必要があります。Global Dashboardのインストールおよび設

定の詳細については、「Arcserve Backup Dashboardユーザガイド」を参照してくだ

さい。
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Infrastructure Visualizationの操作

フィルタ、ズーム制御、およびミニマップナビゲーションなどのビルトイン操作により、

ユーザの環境のバックアップステータスを容易に確認できます。

フィルタ -- ノード名やノード層でフィルタすることができます。パターンの使用も

可能です(例：パターン「PAY」を指定してノード名に「PAY」を含むすべてのマシ

ンをフィルタ)。フィルタは、使用するたびに保存できます。

印刷 --ビュー全体を印刷できます。ミニマップ、ズームスライダ、ツールバーの

ボタンは印刷されません。また、特定の領域を拡大して印刷できます。

ズーム制御 --スライダバーで Infrastructure Visualizationのスケールを変更し

て、表示倍率を変更できます。

ミニマップナビゲーション -- ミニマップでは、(現在表示している)ビュー全体を

縮小した高レベルの概要を表示します。規模の大きい環境の場合、ビューを

ズームアウトして、ミニマップビュー内でマウスをドラッグして境界ボックスを移動

させることができます。メインディスプレイは、境界ボックスに含まれる部分を表

示するように更新されます。

ツールバーの一部のコントロール( ［更新］や［印刷］など)は、すべての

Infrastructure Visualizationビューに共通です。それ以外のビューには、固有のツー

ルバーがあります。

ノード ビュー --ツールバーには、ノードのグループ化方法 (  サブネット /エージェ

ント )、ノード名フィルタ、およびノード層フィルタコントロールが表示されます。

仮想マシンビュー --ツールバーには、仮想マシンの種類 ( VMware/Hyper-V)、
ノード名フィルタ、およびノード層フィルタコントロールが表示されます。

デバイスビュー --このビューに固有のコントロールはありません。
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Infrastructure Visualizationの色スキーマ

色バーを以下の色スキーマキーと照合することによって、グループ内のすべての

ノードの最新バックアップステータスを調べることができます。

赤 --失敗したジョブを示します。

オレンジ --キャンセルされたジョブを示します。

黄色 --未完了のジョブを示します。

青 --試行されていないジョブを示します。

緑 --成功したジョブを示します。

色バーの全体が1色である場合は、グループ内のすべてのノードの最新バックアッ

プステータスが同じです。ステータスが異なる場合、バーには比率に応じた色が

付けられます。
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Arcserve Backup Infrastructure Visualizationのビュー

Infrastructure Visualizationは、関連項目のグループを表示する、以下のビューか

ら構成されています。各ビューには、特定の目的および機能があります。ビュー

は、画面最上部のビューのボタンをクリックして簡単に切り替えることができます。

ノード ビュー

仮想マシンビュー

デバイスビュー
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ノード ビュー

ノード ビューはデフォルトのビューで、ノードのバックアップ関係を表わします。ツール

バーの2つのラジオボタン( ［サブネット ビュー］と［エージェント ビュー］)を使用して

ノード ビューをフィルタリングできます。

サブネット ビューでは、Arcserve Backupがバックアップするノードがサブネットで

グループ化されて表示されます。サーバはすべてトップに表示されます。また、

それらのサーバによってバックアップされたノードはすべてサブネットによってグ

ループ化されて表示されます。それらの下にあるノードを持つサーバは、サマリ

項目および展開記号 ( +) で表示されます。サブネット グループを表示するに

は記号をクリックします。サマリ項目にはステータスバーが表示され、事前定

義された色スキーマに基づくパーセント形式のノード総数、およびテキスト形

式の詳細 (合計ノード数、サブネット グループ数、および色ステータスごとの

ノード数 )が示されます。

エージェント ビューでは、Arcserve Backupがバックアップするノードが、インス

トールしたエージェントでグループ化されます。サーバはすべてトップに表示され

ます。また、それらのサーバによってバックアップされたノードはすべてそのサーバ

にインストールされたエージェントごとにグループ化されて表示されます。ノード

に複数のエージェントがインストールされている場合は、それは複数エージェン

ト グループの下に表示されます。最新のバックアップステータスはエージェント
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特有ではないので、ステータスバーは灰色です。
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仮想マシンビュー

仮想マシンビューでは、Arcserve Backup ドメイン内の仮想マシン環境 ( VMware
およびHyper-V仮想マシン)を参照することができます。仮想マシンビューでは、

Arcserve BackupによってバックアップされたすべてのVMが、VMware ESX/ESXiまた

はHyper-V Server別にグループ化されます。以下のように、仮想マシンごとにビュー

をフィルタできます。

VMware

Arcserve Backup Agent for Virtual Machinesを使用してバックアップされた

VMware ESX/ESXi Server VMを表示します。スタンド アロンのVMware
ESX/ESXI Serverを使用して、VMがバックアップされた場合、それは、バックアッ

プサーバ、VMware Proxy、VMware ESX/ESXi Server、VM という階層で表示さ

れます。VMware vCenter Serverを使用して、VMがバックアップされた場合、そ

れは、バックアップサーバ、VMware Proxy、VMware vCenter Server、VMware
ESX/ESXi Server、VM という階層で表示されます。

Hyper-V

Arcserve Backup Agent for Virtual Machinesを使用してバックアップされた

Microsoft Hyper-V VMが、バックアップサーバ、Hyper-Vホスト サーバ、VM とい

う階層で表示されます。
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各 VMのバックアップステータスはテキストと視覚的なインジケータで示されます。

VMware ESX/ESXiおよびHyper-Vサーバはグループのように表示され、それらの下

にある VMの全体的なバックアップステータスを示すためのステータスバーが上部

にあります。灰色はVMがバックアップされていないことを示します。これは、VMが

VMデータ入力ユーティリティによって Arcserveデータベースに入力されたがまだバッ

クアップされていない場合に発生する場合があります。

VMwareプロキシまたはHyper-V Server とバックアップサーバが線で接続されている

場合、そのノード下の少なくとも 1つのVMがそのサーバによってバックアップされた

ことを示します。
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デバイスビュー

このビューでは、Arcserve ドメイン内のそれぞれのArcserve Backupサーバに接続さ

れたバックアップデバイスを参照することができます。デバイスはデバイスの種類別

にグループ化されています。

デバイスをクリックすると、［詳細］ウィンドウが開き、デバイスに関する詳細な情報

が表示されます。たとえば、テープライブラリについては、［詳細］ウィンドウには、ド

ライブの数およびスロットの数が表示されます。テープドライブおよびライブラリと同

様、ファイルシステムおよびデデュプリケーションデバイスについても、デバイスの種

類はそれぞれアイコンで示されます。
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注：クラスタの環境で実行されている Arcserve Backupについては、ビューには現

在アクティブなノードの情報が表示されます。
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Global Infrastructure Visualization

Global Dashboardをインストールし、バックアップサーバ上にセントラルプライマリ

サーバとして設定している場合、Infrastructure Visualizationでは表示モードを指

定できます。グローバルモードの場合、Infrastructure Visualizationでは個別のブラ

ンチサイトを選択し、そのブランチに関する視覚化ビューを表示できます。プライマ

リサーバをセントラルサイトとして設定する詳細については、「Arcserve Backup
Dashboardユーザガイド」を参照してください。

セントラルプライマリサーバ(またはセントラルサイト )

セントラルプライマリサーバ(およびこれに関連付けられたArcserve Backup
データベース)は、同期によってブランチプライマリサーバから取得したダッシュ

ボード関連情報を格納する、中心的なハブインターフェースです。Arcserve
Backup環境内でセントラルプライマリサーバとして設定できるプライマリサー

バは 1台のみで、ブランチプライマリサーバは 1台のセントラルプライマリサー

バに対してのみレポートが可能です。関連付けるすべてのブランチプライマリ

サーバをセントラルプライマリサーバに登録し、ネットワーク通信を有効にする
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必要があります。通信は常に、ブランチサイトからセントラルサイトへの一方

向通信です。

ブランチプライマリサーバ(またはブランチサイト )

Arcserve Backup環境内にあるプライマリサーバ(またはスタンドアロンサーバ)
は、どれでもブランチプライマリサーバとして設定できます。ブランチプライマリ

サーバは、指定されたセントラルプライマリサーバとダッシュボード関連情報を

同期します。すべてのデータが、ブランチプライマリサーバから関連付けられた

セントラルプライマリサーバに送信されます。Arcserve Backup環境内には、ブ

ランチプライマリサーバは複数設定できますが、セントラルプライマリサーバは

1台しか設定できません。また、ブランチプライマリサーバがレポートを送信で

きるのは、1台のセントラルプライマリサーバに対してのみです。プライマリサー

バをブランチプライマリサーバとして設定し、関連付けられたセントラルプライ

マリサーバに登録すると、対応するダッシュボード データが自動的にセントラル

プライマリサーバと同期されます。

同期

データ同期は、ブランチサイトのデータベースからセントラルサイトのデータベー

スにダッシュボード関連情報を送信する処理で、これにより、登録済みの各ブ

ランチデータベースと同じ情報がセントラルデータベースに格納 (およびレポー

ト ) されます。Global Dashboardでは、最初のデータ同期は常にフルデータ同

期として実行されます。その後のデータ同期は、すべて増分データ同期となり

ます。増分同期では、前回の同期以降に変更、削除、または追加された

データが同期されます。同期されたデータは、最小サイズに圧縮されてから送

信されます。

サーバがブランチサイトとして設定されている場合、グローバルモード スイッチは画

面上に表示されません。

ローカルモードは、セントラルサイトに対してのみ Infrastructure Visualizationビュー

を表示します。
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注：各ブランチサイトからデータの最終更新ステータスを確認するには、Global
Dashboardウィンドウ内のセントラルマネージャインターフェースを確認してくださ

い。詳細については、「Arcserve Backup Dashboardユーザガイド」を参照してくださ

い。

ブランチサイトがバージョン r16.5 SP1以降で、セントラルサイトが現在のリリースに

アップグレードされた場合は、Global Visualizationにおける以下の動作に注意して

ください。

ブランチに関するデバイスビューが空です。

仮想マシンビューには、バックアップされた VMのみが表示されます。
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バックアップステータスを表示する方法

Infrastructure Visualizationでは、関連項目のグループが表示され、バックアップ環

境を確認できます。［ノード］ビューでは、以下を表示できます。

サブネットまたはエージェントによるノードのグループ化

ノード単位のバックアップステータスの表示

エージェント単位のバックアップステータスの表示

Infrastructure Visualizationを起動するには、ナビゲーションバーから［モニタとレ

ポート］をクリックし、［Infrastructure Visualization］を選択します(デフォルトではサ

ブネット単位ノード 表示がロードされます)。

Infrastructure Visualizationには、最新のバックアップステータスのみが表示されま

す。特定のノードが複数のサーバによってバックアップされる場合、そのノードは直

前にバックアップを実行したサーバの下にのみ表示されます。各グループの上部の

色で、ステータスを識別できます。
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バックアップサーバの最新バックアップステータスの検

出

Infrastructure Visualizationを使用すると、SRMでの意思決定に必要な情報を素

早く見つけることができます。

バックアップサーバの最新バックアップステータスを検出する方法

1. Arcserve Backupマネージャを起動し、プライマリサーバに接続します。

2. ナビゲーションバーから Infrastructure Visualizationを起動します。

3. バックアップステータスを取得するサブネット グループを見つけます。グループ上部

のバーには、そのサブネットに属するすべてのノードの失敗の割合が表示されま

す。

4. プラス記号をクリックして、グループを展開し、バックアップの詳細を表示します。

5. グループ内のサーバをクリックすると、［詳細］画面が開きます。
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6. ［関連レポート］をクリックし、起動するレポート項目を選択します。レポートでは、

報告されているエラーの原因を判定してトラブルシューティングに役立てることがで

きます。
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サブネットまたはエージェントによるノードのグループ化

Infrastructure Visualizationを起動すると、デフォルトによってバックアップステータス

がノード表示に表示されます。ノード表示では、以下の2通りの方法を使用して

情報の表示方法をさらに細かく指定できます。

サブネットでグループ化 -- ［サブネット グループ］では、すべてのサーバと、それら

のサーバがバックアップするすべてのノードが表示されます。デフォルトでは、

ノードは折り畳まれていますが、展開し、サブネットの一覧と所属しているノー

ドを表示できます。マシンが複数のネットワークカードを持っていて、複数のサ

ブネットに所属している場合、そのマシンは複数回表示されます。

注：サブネットでグループ化する場合、Data Mover ノードは IPアドレスなしで

表示されます。

エージェント グループでグループ化 -- ［エージェント グループ］では、すべての

サーバと、各マシンにインストールされているエージェントに従ってそれらのサー

バがバックアップするすべてのノードが表示されます。マシンに複数のエージェン

トがインストールされている場合、そのマシンは複数回表示されます。

注：ノードをクリックすると、Dashboardレポートへのリンクを含むバックアップの詳細

を取得できます。
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ノード単位のバックアップステータスの表示

Arcserve Backupでバックアップされた各ノードは、サブネットまたはインストールされ

ているエージェント単位で表示およびグループ化されます。ノードに、異なるサブ

ネットに属する複数のネットワークインターフェースカードが存在する場合、その

ノードは複数のサブネット グループの中に表示されます。

UNIX/Linux Data Moverがインストールされている場合は、単一のノードを示す特

別なバックアップサーバとして表示されます。これは、Data MoverがData Mover
自体しかバックアップしないためです。

注：ノード単位表示では、直前のバックアップステータスのみが表示されます。あ

るマシンが2つのサーバによってバックアップされた場合、そのマシンは直前にバック

アップを実行したサーバの下にのみ表示されます。

ノード単位でバックアップステータスを表示する方法

1. ナビゲーションバーから［モニタとレポート］をクリックして、Infrastructure Visualization
を起動します。

Infrastructure Visualizationでノード ビュー(デフォルト )が開き、最上位にすべての

Arcserve Backupサーバが表示されます。デフォルトのグループ化はサブネット単位

です。

2. グループはデフォルトでは展開されていません。+記号をクリックしてグループを展

開し、バックアップの詳細を表示します。

サブネット内のノードの数、各ノードのバックアップサーバの名前、およびバックアッ

プステータスが表示されます。

1010 Arcserve Backup管理者ガイド



Arcserve Backup Infrastructure Visualization

仮想マシンのバックアップステータスの表示

Infrastructure Visualizationの仮想マシン表示では、VMware Proxy、VMware
vCenter Serverシステム、VMware ESX/ESXiホスト システム、およびMicrosoft
Hyper-Vシステムがすべて表示されます。仮想マシンは、入力時またはバックアップ

時に存在したサーバの下に表示されます。つまり、VMware ESX/ESXiホスト システ

ムは、入力またはバックアップの方法によって、VMware vCenter Serverシステムま

たは VMwareバックアッププロキシシステムのいずれかの下に表示されます。

VMware vCenter Serverは VMwareバックアッププロキシシステムの下に表示され

ます。

特定のVMware vCenter Serverシステムのユーザクレデンシャルを入力した場合、

Agent for Virtual Machinesは対応する ESX/ESXiサーバを検出し、Infrastructure
Visualizationのグラフに各仮想マシンのESX/ESXiサーバ情報を表示します。

仮想マシンのバックアップステータスを表示する方法

1. Infrastructure Visualizationを起動します。

2. ［仮想マシン］をクリックして表示を変更します。

3. 環境内にある希望する種類の仮想マシンを表示するためにVMwareまたは

Hyper-Vオプションを選択します。

4. ノードをダブルクリックすると、Dashboardレポートを含むバックアップの詳細を取得

できます。
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ノード名によるビューのフィルタ

ノード表示と仮想マシン表示では、［ノード名］フィールドを使用できます。バック

アップ情報を表示するノードがわかっている場合は、これを使用します。また、ワイ

ルドカード「*」を使用して、類似した名のノードのグループを検索できます。

ノード名でビューをフィルタする方法

1. Infrastructure Visualizationを起動します。

2. ノード表示がアクティブであることを確認します。

3. 表示ツールバーで、［ノード名］フィールドに表示したいノードの名前を入力しま

す。たとえば、「PAY」と入力すると、文字列にPAYを含むすべてのノード名が検索

されます。
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ノード層によるビューのフィルタ

Arcserve Backupではノード層でノードまたは仮想マシンビューをフィルタできます。

ノード層でビューをフィルタする方法

1. Infrastructure Visualizationを起動します。

2. ノード表示がアクティブであることを確認します。

3. 表示ツールバーで、ノード層リストからフィルタを選択します。

高優先度

中優先度

低優先度
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環境内のデバイスおよび SANの表示

デバイスビューでは、Arcserve ドメイン内の各 Arcserve Backupサーバに接続され

ているバックアップデバイスを参照できます。テープドライブ、ライブラリ、およびデバ

イス( ファイルシステム、デデュプリケーションデバイスなど)は、その種類を表す固

有のアイコンで表示されます。

デバイスビューには、Data Moverサーバも表示できます。Data Moverサーバに接

続されているデバイスは、Data Moverサーバの下に表示されます。Data Mover
サーバに接続できるのは、ファイルシステムデバイスまたは SANデバイスのみです。

共有デバイスは、初期状態ではプライマリサーバの下にのみ表示されます。他の

すべてのArcserve Backupサーバがオンラインになると、デバイスは SAN内に表示さ

れます。

環境内のデバイスおよび SANを表示する方法

1. Infrastructure Visualizationを起動します。

2. ［デバイス］をクリックして表示を変更します。

Infrastructure Visualizationが更新され、バックアップサーバに接続されているすべ

てのデバイスが表示されます。

3. (オプション)デバイスをクリックすると、特定のデバイスの詳細を取得できます。
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Dashboard と Infrastructure Visualizationの統合

Infrastructure Visualizationで選択した項目について、Dashboardレポートを実行

することができます。たとえば、ノードをダブルクリックすると［詳細］ウィンドウが開

き、選択したノードに関する詳細情報と、関連する Dashboardレポートのリストが

表示されます。レポートの項目をクリックして開きます。レポートは Infrastructure
Visualization内で表示されますが、印刷、保存、電子メールなど、Dashboardで

開いた場合と同じ機能を使用できます。

Infrastructure Visualizationからアクセスできるレポートは以下のとおりです。

ドメインレポート

注：アスタリスク( *) が付いているレポートは、ストレージ リソース管理 ( SRM)レ
ポートです。SRMレポートを使用すると、ストレージ環境全体を一目でモニタ

し、関連するすべてのリソースのステータスを測定できます。

ノード サマリレポート *

ボリュームレポート *

ディスクレポート *

ネットワークレポート *

CPUレポート *

メモリレポート *

OSレポート *

SCSI/ファイバカード レポート *

エージェント分布レポート

ライセンスレポート

ノード層レポート

ノード バックアップステータスレポート

バックアップに失敗した上位ノード レポート

最近のバックアップに失敗したノード レポート

ジョブバックアップステータスレポート

バックアップサーバレポート (プライマリサーバ、メンバサーバ、およびData
Moverサーバ)

バックアップデータの場所レポート

ジョブバックアップステータスレポート

ノードおよび VM ノード レポート
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ノード バックアップステータスレポート

ノード惨事復旧ステータスレポート

ノード暗号化ステータスレポート

ノード復旧ポイント レポート

ノード サマリレポート
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第10章 : Alertマネージャの使い方

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Alert マネージャの動作 1018

Alertマネージャのコンポーネント 1020

Alert の設定 1021

Alert マネージャの環境設定 1023
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Alertマネージャの動作

Alertマネージャは、さまざまな通信媒体を使用して組織内の人員にメッセージを

送信する通知システムです。たとえば、オフィスの内外にいるシステム管理者や

ハードウェア技術者などにAlertを送信できます。また、ネットワークの別のセグメン

トにいるグループのユーザにも送信できます。

Alertマネージャ自体はメッセージを生成しません。送信する情報と送信先をマ

ネージャで設定する必要があります。送信する情報をAlertで指定するには、バッ

クアップマネージャの［Alert］オプションか、またはサーバ管理マネージャのAlert設定

を使用します。情報の送信方法と送信先を指定するには、Alertマネージャまたは

バックアップマネージャの［Alert］オプションを使用します。バックアップマネージャで

送信方法や送信先を指定する方法の詳細については、「データのバックアップ」を

参照してください。

Alertを介して送信される情報を「イベント」と呼びます。イベントはアクティビティロ

グに表示される単語や語句です。事前定義済みのジョブ関連イベント「ジョブが

完了したとき」または「ジョブが未完了のとき」などを選択できます。エラー、警告、

または通知用コードなど、ジョブ関連イベントをカスタマイズすることもできます。さ

らに、テープエンジンの開始と停止など、ジョブに関連しないイベントを指定するこ

ともできます。

以下のArcserve Backupマネージャおよびユーティリティからアラートをセットアップで

きます。

バックアップマネージャ

リストアマネージャ

メディア検証とスキャンユーティリティ

比較ユーティリティ

パージユーティリティ

コピーユーティリティ

マージユーティリティ

カウント ユーティリティ

ジョブ関連のイベントを選択するには、これらのマネージャまたはユーティリティを開

き、［オプション］ツールバーボタンをクリックして、［オプション］ダイアログボックスで

［Alert］タブを選択します。

ジョブ関連のイベントは、任意の［ユーティリティ］メニューの［オプション］をクリックし

て、入力することもできます。ジョブに関連しないイベントは、サーバ管理の［環境

設定］ダイアログボックスの［Alert］タブで入力します。
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イベントを入力し、アクティビティログにイベントが表示されると、Alertで通知メッ

セージが生成され、該当する受信者に送信されます。Alertを使用して送信する

情報の選択の詳細については、ジョブに関連するイベントであれば「データのバック

アップ」を、ジョブに関連しないイベントであれば「バックアップサーバの管理」をそれ

ぞれ参照してください。

Alertは以下の方法で送信できます。

ブロードキャスト --特定のコンピュータへポップアップメッセージを送信します。

Lotus Notes -- Lotus Notesを使用して電子メールメッセージを送信します。

Microsoft Exchange -- Microsoft Exchangeを使用して電子メールメッセージを

送信します。

Windowsイベント ログ --ローカルマシンおよびリモート コンピュータのイベント

ログにイベント情報を記録します。

ポケットベル --文字型のポケットベルメッセージを送信します。

注：ポケットベルオプションは、Arcserve Backupの日本語バージョンでサポート

されていません。

SMTP( Simple Mail Transfer Protocol) --インターネットの標準の電子メールプ

ロトコルを使用して、電子メールメッセージを送信します。

SNMP( Simple Network Management Protocol) -- HP OpenViewなどのSNMP
マネージャにメッセージを送信します。

トラブルチケット --ネットワーク上の任意のプリント キューを通じて文書を印刷

します。

注：トラブルチケッの定義では、プリンタ名、ユーザ名、およびパスワードとして

指定される値は 48バイト以下である必要があります。
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Alertマネージャのコンポーネント

Alertは以下のコンポーネントで構成されています。

Alertマネージャ -- Alertによるメッセージの送信方法と送信先を設定します。

Alertサービス( ［Alert通知サーバ］サービス) -- Alert メッセージの受信、処

理、および配信を行います。

ALBUILD.DLL -- Alert とその他のアプリケーションの間のチャネルとしての役割を

担うDLLです。このファイルはAlertのホームディレクトリに格納されています。

*.CFG --アプリケーションプロファイルのファイルは弊社の製品別に提供されま

す。このファイルがWindowsのインストールディレクトリに存在することで、アプリ

ケーションにより生成されるメッセージをAlertで処理できるようになります。
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Alertの設定

Arcserve Backupでは、電子メール、SNMP、ブロードキャスト、イベント ログ、

Unicenter Network and Systems Managementのビューなど、さまざまな方法でイベ

ントを通知できます。Unicenterがインストールされている場合は、Arcserve Backup
およびメディアのステータスをモニタし、バックアップジョブのステータスをレポートでき

ます。

Alert 通知の例

以下のように、バックアップジョブが正常に完了した場合にメッセージをブロード

キャストするように、Alertを設定することができます。

Alertを設定する方法

1. ［バックアップマネージャ］ウィンドウで、［オプション］ツールバーボタンをクリックしま

す。

［オプション］ダイアログボックスが開きます。

2. ［Alert］タブをクリックします。

Alertオプションが表示されます。

3. ［環境設定］ボタンをクリックして、送信方法を指定します。

［受信者環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［受信者環境設定］ダイアログボックスで［新規］をクリックします。

［環境設定名］ダイアログボックスが開きます。

5. ［環境設定名］フィールドに環境設定の名前を入力し、［OK］ボタンをクリックしま

す。

6. ［ブロードキャスト］方式を選択し、［追加］ボタンをクリックします。

［ブロードキャストの受信者を追加］ダイアログボックスが表示されます。

7. ［グループ/マシン］フィールドで、使用しているマシンをネットワークから選択し、［追
加］ボタンをクリックして［受信者］フィールドに追加します。

または、マシン名がわかっている場合は、マシン名を受信者フィールドに直接入力

します。

8. ［OK］をクリックし、もう一度［OK］をクリックして、環境設定を保存します。

9. ［受信方式と受信者］ドロップダウンメニューから、保存した環境設定を選択しま

す。

10. ［イベント］ドロップダウンメニューからイベントを 1つ選択し、［追加］ボタンをクリック

します。

これで Alertのセットアップが完了し、バックアップを開始できます。
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11. ［OK］をクリックします。

12. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスが開きます。

13. ［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスで、実行するジョブを選択

します。

14. ユーザ名とパスワードが表示されない場合は、［セキュリティ］ボタンをクリックし、適

切なユーザ名とパスワードを入力します。

15. セキュリティ情報を確認して［OK］ボタンをクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログ画面が開きます。

16. 必要に応じて、バックアップジョブの詳細を入力し、［OK］ボタンをクリックしてジョブ

をサブミットします。

17. ジョブステータスウィンドウの［ジョブキュー］タブに、現在アクティブなジョブが表示

されます。アクティブなジョブでは、［ジョブキュー］タブでそのジョブをダブルクリックし

て［ジョブモニタ］を表示すると、そのジョブのステータスを確認できます。

ジョブが完了すると、Alertにより指定した方法で通知が行われます。
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Alertマネージャの環境設定

Alert通知システムを使用する前に、サービスアカウントを確立する必要がありま

す。このためには、Alertマネージャを開き、［サービス］メニューで、［サービスアカウ

ントの設定］を選択します。

注： Alertマネージャが以前に別のArcserve製品とインストールされている場合、

Arcserve Backupディレクトリには再インストールされません。以前インストールされ

たディレクトリにそのまま残ります。

アラートは、多くの通信手段またはアプリケーションを使用して送信することができ

ます。アラートを呼び出すアプリケーションは、クリティカル、警告、または情報 (注
意 )の3つのイベント優先度のいずれかを指定します。

Alertを呼び出すアプリケーションのリストを表示するには、Alertマネージャを開き、

左側のペインで［環境設定］を展開してから、［デフォルト］または［Arcserve
Backup］を展開します。Alertサービスを使用するすべてのアプリケーションによって

使用されるアラートのデフォルト設定を使用するか、またはアプリケーションごとに環

境設定情報を入力することができます。後者の場合、これらの環境設定はデフォ

ルトのアラート環境設定より優先されます。

以下のセクションでは、利用可能なそれぞれの通信手段を設定する方法につい

て説明します。設定を開始するには、まず［環境設定］を展開してから、

［Arcserve Backup］を展開します。以下では、ここで表示されるオプションについて

説明します。

ポート オプション

電子メール通知

Windowsイベント ログの通知

Alertマネージャのポケットベルオプション

SMTP通知の設定

SNMP通知

トラブルチケット

イベント優先度

メッセージのテスト

Alertアクティビティの詳細
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Alertマネージャの環境設定

ポート オプション

［ポート］オプションには通信ポートのプロファイルが含まれています。これらのプロ

ファイルは、シリアルポートにアクセスする機能やポケットベルで使用されます。設

定を行うには、［ポート］を右クリックして［新規項目］を選択します。以下の情報

を入力します。

［ポート］--ポケットベルメッセージのブロードキャスト元にする、通信ポートの

名前

［ビット レート］--モデムが使用するデータビット数 ( 7または 8)

［ボーレート］--モデムが使用するボーレート

［パリティ］--モデムのパリティ設定 (パリティなし、奇数、または偶数 )

［ストップビット］--モデムが使用するストップビット数 ( 1または 2)

これらの設定を、シリアルポートにアクセスする機能に適用するには、［デフォルトと

して使用］チェックボックスをオンにします。ポート情報の設定が終わったら、［OK］
をクリックします。

注：ポケットベルオプションは、Arcserve Backupの日本語バージョンでサポートされ

ていません。
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Alertマネージャの環境設定

電子メール通知

Lotus Notes、Microsoft Exchange、または SMTPを使用して、特定のユーザに電子

メール通知メッセージを送信することができます。

重要：設定データをセット アップしてメッセージを送信するには、Lotus Notesまたは

Microsoft Exchangeのクライアントをインストールする必要があります。電子メール

アカウントの設定方法については、Windowsのドキュメントを参照してください。
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Lotus Notes

Lotus Notesの環境設定を行うには、［Lotus Notes］を右クリックしてから［Lotus
Notesの設定］を選択します。［Lotus Notesの設定］ダイアログボックスが表示され

たら、以下の情報を入力します。

［Lotus Notesインストール］--正しいインストールパスを入力します。

［パスワード］-パスワードを入力します。

［アカウントを指定する］-- Alertで別のユーザ IDに切り替える場合には、この

チェックボックスをオンにし、以下のフィールドに情報を入力します。

［ID ファイル］--例：joeuser.idなど

［メールサーバ］--例：NotesServer/NotesDomain

［メールファイル］--例：mail/joeuser.nsf

Lotus Notesの環境設定が終了したら、［Lotus Notes］を右クリックし、［新規項目］
または［メッセージの属性］を選択します。

［新規項目］を選択すると、AlertがLotus Notesサーバと接続され、アドレス帳が表

示されます。Alertの送信先ユーザを選択します。

［メッセージの属性］を選択すると、電子メールのAlertにファイルを添付できます。

件名を入力し、［ファイルの追加］をクリックして添付するファイルを選択し、［OK］
ボタンをクリックします。
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Alertマネージャの環境設定

Microsoft Exchange

Microsoft Exchangeの環境設定を行うには、右クリックして以下のいずれかを選択

します。

［新規項目］--電子メールの受信者を選択します。

［メッセージの属性］--電子 Alertにファイルを添付できます。件名を入力し、

［ファイルの追加］をクリックして添付するファイルを選択し、［OK］ボタンをクリッ

クします。

［MS Exchangeの設定］-- ［サービスログオン設定］ダイアログボックスが表示

されます。このダイアログボックスは、サービスアカウントをセット アップする際と

同じものです。Alertサービスが使用するドメイン、ユーザ名、パスワードを入力

します。入力したアカウントとユーザに、ユーザ権利として［サービスとしてログオ

ン］が割り当てられていること、およびそれらのアカウントがMicrosoft Exchange
サーバのアカウントであることを確認する必要があります。Microsoft Exchange
クライアントがインストールされている場合は、サーバ名とメールボックス名も入

力する必要があります。メールボックス名では大文字と小文字が区別されま

す。このメールボックスが有効になっていることを確認してください。

注： Microsoft Outlookを使用している場合は、［Microsoft Outlook］アイコンを右

クリックして［プロパティ］を選択します。［Microsoft Exchange Server］を選択して［プ
ロパティ］をクリックし、入力するサーバ名とメールボックス名を確認します。
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電子メールによるジョブログの送信

Lotus NotesやMicrosoft Exchangeを使用すると、電子メールの通知メッセージを送

信するだけでなく、ジョブログを電子メールに添付して送信することもできます。そ

のためには、新規のアイテムを作成し、受信者を選択します。ジョブをサブミットす

る前に、バックアップマネージャで［オプション］アイコンをクリックするか、［バックアッ

プ］メニューから［オプション］を選択します。［グローバルオプション］ダイアログボック

スが表示されたら［Alert］タブをクリックし、［ジョブログの添付］チェックボックスをオ

ンにして、［OK］をクリックします。ジョブをサブミットすると、ジョブログが指定した受

信者に送信されます。
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Windowsイベント ログの通知

イベント ログの送信先を設定して、選択したサーバのイベント ログに送信させるこ

とができます。

イベント ログの送信先を設定するには、［Windowsイベント ログ］を右クリックして

［新規項目］を選択します。［イベントログ出力先］ダイアログボックスが表示され

たら、Alertメッセージの送信先とするネットワークのマシン名を［出力先］に入力す

るか、ダイアログボックス左側のツリーを展開して選択し、［追加］ボタンをクリックし

ます。
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Alertマネージャのポケットベルオプション

注：ポケットベルオプションは、Arcserve Backupの日本語バージョンでサポートされ

ていません。

ポケットベルオプションを使用すると、英数字で書かれたメッセージを使用して情

報を送信できます。ポケットベルの受信者を追加する前に、通信ポートを設定す

る必要があります。

注：ポートの設定の詳細については、「ポート オプション」を参照してください。

ポケットベルの環境設定を行うには、［ポケットベル］を右クリックして［新規項目］
を選択します。［ポケットベルの設定］ダイアログボックスが表示されたら、以下の

情報を入力します。

［所有者名］--ポケットベル受信者の名前を入力します。

［ポケットベルの種類］--文字型ポケットベルを選択します。数値型ポケットベ

ルはサポートされていません。

［ポケットベル番号］-- 24文字まで入力可能です。外線発信のために9など

を使用する必要がある場合、その数字もこのフィールドに指定します。

カンマ( ,)は1秒間のポーズを表します。1秒を超えるポーズが必要な場合、複

数のカンマを入力します。

ダッシュ( -)を入力して数字を区切ることもできますが、ダッシュ自体には何の

機能もありません(ただし、モデムの機種によってはダッシュに機能が割り当て

られている場合があるため、使用しているモデムのマニュアルを確認してくださ

い)。

［ID］-［ポケットベル］-- Alertを受信するポケットベルを識別する数字を最大 8
桁で入力します。

［ID］-［サイト］-- Alertが発生した場所を示す最大 4桁の数字を入力しま

す。このIDはポケットベルへのメッセージに含まれることになるので、ID番号が4
桁未満の場合は、先頭に0を付けて4桁にしてください。

［遅延］-［接続］--ポケットベル会社との接続が確立するまでの待ち時間 (秒
数 )を入力します。この値はポケットベル会社、場所、時間帯、電話機器、

電話のトラフィックなどによって異なります。接続の確立に時間がかかって、接

続が確立される前にAlertが送信されてしまう可能性がある場合は、この秒数

を長く指定することで問題を回避できます。

［遅延］-［メッセージ］--接続が確立されてから Alert メッセージが送信される

までの待ち時間 (秒数 )を入力します。

［ポート設定］--適切なポート設定を選択します。新しいポート プロファイルの

作成方法の詳細については、「ポート オプション」を参照してください。
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Alertマネージャの環境設定

注：文字型のポケットベルにメッセージを送信する場合の適切なモデム設定につ

いては、ポケットベル会社にお問い合わせください。Alertサービスで文字型のポケッ

トベルメッセージを送信するには、TAPプロトコルが必要です。
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ポケットベルメッセージ オプション

文字型ポケットベルには、以下のリストにある各種メッセージを送信できます。［ ］
で囲まれた部分は実際の情報で置き換えてください。

Boot Virus Detected

Manager Detected a Virus [virusname] in [path]

Infected File [servername/path] Detected

Infected File [path] Accessed by user name at workstation address

注：ポケットベルオプションは、Arcserve Backupの日本語バージョンでサポートされ

ていません。
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SMTP通知の設定

SMTPを使用して、インターネットを使用した電子メールメッセージの送信ができま

す。

以下の手順に従います。

1. ［SMTP］を右クリックし、［SMTPの設定］を選択して［SMTPの設定］画面を開きま

す。

2. ［SMTPの設定］画面で以下のフィールドを入力します。

送信者のアドレス --アラート電子メールがメールボックスで表示する送信者

の名前。

件名 --アラート電子メールがメールボックスで表示する件名。

SMTPサーバ -- SMTPサーバの名前。例：mail.yourcompany.com

3. ［OK］をクリックします。

4. SMTPの設定後、SMTP右クリックし、［新規項目］を選択して［SMTP受信者］画
面を開きます。

5. ［SMTP受信者］画面で以下のフィールドを入力します。

アドレス --受信者の電子メールアドレス。たとえば、

johnsmith@bigcompany.comのように入力します。

表示名 --受信者の名前。

6. ［OK］をクリックします。
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SNMP通知

SNMPを使用して SNMP トラップを SNMPマネージャに送信できます。SNMPマネー

ジャの例には、HP OpenView、IBM NetViewなどがあります。

SNMP環境を設定するには、SNMPを右クリックし、新規項目を選択します。

［SNMP受信者］ページが表示されたら、以下の情報を入力します。

マネージャ名 -- SNMPマネージャの名前を入力します。

送信手段 --以下のオプションからいずれかを選択します。

IPX --これを選択した場合、SNMPマネージャが存在するマシンの8バイ

トのネットワークアドレスを入力します。次に、SNMPマネージャが存在

するマシンの12バイトのノード アドレスを入力します。このフィールドは、

Novellネットワークに対して使用します。

IP --これを選択した場合、SNMPマネージャが存在するマシンの IPアド

レスを入力します。TCP/IPスタックを実行している場合は、このフィールド

を使用します。
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トラブルチケット

トラブルチケットを使用すると、プリンタに情報を送信して出力できます。

トラブルチケットの設定を行うには、［トラブルチケット］を右クリックしてから［新規

項目］を選択します。［トラブルチケット出力先］ダイアログボックスが表示された

ら、以下の情報を入力します。

［会社名］--会社名を入力します。

［所在地］--適切な場所を入力します。

［トラブルチケットのヘッダ］--各トラブルチケットの最上部に表示する情報を

入力します。

受信者を選択するには、プリンタを選択して［追加］をクリックします。プロンプトが

表示されたら、プリンタデバイスに接続するためのユーザ名とパスワードを入力しま

す。

トラブルチケットを使用すると、印刷用に通知メッセージを送信するだけでなく、

ジョブログを送信することもできます。そのためには、新規のアイテムを作成し、受

信者を選択します。ジョブをサブミットする前に、バックアップマネージャで［オプショ

ン］アイコンをクリックするか、［バックアップ］メニューから［オプション］を選択します。

［グローバルオプション］ダイアログボックスが表示されたら［Alert］タブをクリックし、

［ジョブログの添付］チェックボックスをオンにして、［OK］をクリックします。ジョブをサ

ブミットすると、ジョブログが指定した受信者に送信されます。

第10章 : Alertマネージャの使い方 1035



Alertマネージャの環境設定

イベント優先度

Alertを呼び出すアプリケーションには、必ず以下のいずれかのイベント優先度を指

定する必要があります。

クリティカル

警告

情報
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メッセージのテスト

Alertメッセージ機能をテストする場合は、ツールバーの［テスト メッセージの送信］
を選択します。設定を行った場合は、必ずテストを実行してください。

その際には無用な混乱を避けるため、Alertの受信者全員にあらかじめテストを実

施する旨を知らせておいてください。
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Alertアクティビティの詳細

Alertアクティビティをレビューするには、アクティビティグループを展開して、以下のい

ずれかを選択します。

Alertサマリ情報 -- Alertのステータスが表示されます。

Alertイベント ログ -- Alertによって生成されたすべてのメッセージを保存しま

す。特定のイベントが発生した日付と時刻、Alertを送信したアプリケーション、

およびイベントを生成したアプリケーションが表示されます。

Alertアクティビティログ -- Alertの履歴リストを保存します。

これらのログは、表示、印刷、または削除できます。
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第11章 :セントラルエージェント管理を使用したエー

ジェントの管理

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Arcserve Backup セントラルエージェント管理の仕組み 1040

エージェントの管理 1041

エージェントの設定 1046

コンピュータの追加 1047

ノードの追加 1048

エージェント ログの管理 1049

SRM PKI の環境設定 1051

SRM 除外パスの環境設定 1053

ノード層の設定 1054
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Arcserve Backupセントラルエージェント管理の仕組み

Arcserve Backupセントラルエージェント管理の仕組

み

セントラルエージェント管理は、エージェント マシンの管理、エージェント ログの表

示、イベント ログの表示、1つ以上のエージェントのデバッグレベル設定レジストリ

の表示、および、エージェント オプションの設定を行うためのセントラルユーティリ

ティです。また、セントラルエージェント管理を使用すると、エージェントの変更など

の基本的なノード管理タスクを実行できます。ノードのセキュリティ情報の追加や

修正を、バックアップマネージャを開かずに実行できます。さらに、セントラルエー

ジェント管理では、ノード層の設定やAgent Deploymentを実行できます。

セントラルエージェント管理はArcserveマネージャの一部です。セントラルエージェ

ント管理は、［管理］メニューまたはArcserveホーム画面から開始できます。

注：クライアント エージェントと共に以前のエージェント管理もインストールされ、従

来の機能でローカルの環境設定を行います。

セントラルエージェント管理を開始すると、登録されているすべてのエージェント

ノードの情報を取得し、これらのエージェントをツリー表示します。エージェント ノー

ドを展開すると、そのマシンにインストール済みの、サポートされているエージェント

が表示されます。また、リモートのエージェント マシンのレジストリから取得した、

エージェントのプロパティおよび環境設定情報が右側ペインの上部と下部に表示

されます。

注：セントラルエージェント管理は現在、Client Agent、Agent for Open Files、
Agent for SQL Server、Agent for Microsoft Exchange Server、Agent for Microsoft
SharePoint Serverおよび Agent for Oracleをサポートしています。
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エージェントの管理

エージェントの管理

Arcserve Backupセントラルエージェント管理では、エージェント情報の修正、エー

ジェントの環境設定、エージェント サービスの管理などのエージェント管理タスクを

行うことができます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

エージェントの変更

エージェント セキュリティの設定

エージェント サービスの起動または停止

セントラルエージェント管理からのAgent Deploymentの開始
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エージェントの管理

エージェントの変更

Arcserve Backupセントラルエージェント管理では、バックアップマネージャと似たイ

ンターフェースで、エージェントを追加、修正、および削除できます。

エージェントの修正方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。［クイックスタート］-［管理］-［セ
ントラルエージェント管理］の順に選択します。

［セントラルエージェント管理］ウィンドウが開きます。

2. Windowsシステムオブジェクトをクリックし、リモート マシンを選択します。

3. リモート マシンを右クリックし、［エージェントの修正］を選択します。

［エージェントの修正］ダイアログボックスが表示されます。

4. ホスト名、IPアドレスなどのエージェントの詳細情報を入力します。

5. ［OK］ボタンをクリックして、変更を確定します。
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エージェント セキュリティの設定

Arcserve Backupセントラルエージェント管理では、バックアップマネージャと似たイ

ンターフェースで、エージェント セキュリティを設定できます。

エージェント セキュリティの設定方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。［クイックスタート］-［管理］-［セ
ントラルエージェント管理］の順に選択します。

［セントラルエージェント管理］ウィンドウが開きます。

2. Windowsシステムオブジェクトをクリックし、リモート マシンを選択します。

3. リモート マシンを右クリックし、［セキュリティ］を選択します。

［セキュリティ］ダイアログボックスが表示されます。

4. ユーザ名とパスワードを入力します。

5. (オプション)同じセキュリティ設定を適用または削除する、1つ以上のマシンを選

択または選択解除します。

6. ［OK］をクリックし、エージェント セキュリティの設定を終了します。
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エージェント サービスの起動または停止

Arcserve Backupセントラルエージェント管理を使用すると、エージェント サービスを

起動または停止できます。

エージェント サービスを起動または停止する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。［クイックスタート］-［管理］-［セ
ントラルエージェント管理］の順に選択します。

［セントラルエージェント管理］ウィンドウが開きます。

2. Windowsシステムオブジェクトをクリックし、リモート マシンを選択します。

3. リモート マシンを右クリックし、［サービスの開始/停止］を選択します。

［Backup Agentサービスマネージャ］ダイアログボックスが開きます。

4. ［サービスの開始］または［サービスの停止］をクリックし、エージェント サービスを起

動または終了します。

5. (オプション)システムの起動と共にサービスが開始されるように設定するには、［シ
ステムの起動時にBackup Agentサービスを開始する］を選択します。

1044 Arcserve Backup管理者ガイド



エージェントの管理

セントラルエージェント管理からのAgent Deployment
の開始

Arcserve Backupセントラルエージェント管理では、Agent Deploymentを使用し

て、Arcserve Backupエージェントをリモート システムに展開することができます。

セントラルエージェント管理から Agent Deploymentを開始する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ［クイックスタート］-［管理］-［セントラルエージェント管理］の順に選択します。

［セントラルエージェント管理］ウィンドウが開きます。

3. Windowsシステムオブジェクトを展開します。

4. リモート システムを特定します。

5. リモート システムを右クリックし、コンテキスト メニューで［Agent Deployment］をクリッ

クします。

Agent Deploymentが開始されます。

注：詳細については、「Arcserve Backup Agent Deployment」を参照してください。
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エージェントの設定

Arcserve Backupセントラルエージェント管理では、中央の場所から以下の

Arcserve Backupエージェントを設定できます。

Client Agent for Windows

Agent for Microsoft SQL Server

エージェントの設定方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。［クイックスタート］-［管理］-［セ
ントラルエージェント管理］の順に選択します。

［セントラルエージェント管理］ウィンドウが開きます。

2. サーバ上のエージェントを選択します。

3. エージェントを右クリックし、［環境設定］を選択します。

設定可能なエージェントの一覧が表示された、［環境設定］ダイアログボックスが

開きます。

4. 設定するエージェントを選択し、設定を更新します。

5. (オプション).同じ環境設定を複数のエージェント マシンに適用するには、［複数へ

の適用］をクリックします。

6. ［OK］をクリックし、エージェントの環境設定を終了します。

デバッグレベルレジストリの設定方法

1. サーバ上のエージェントを選択します。

2. エージェントを右クリックし、コンテキスト メニューから［デバッグレベルの設定］を選

択します。

［デバッグレベルの設定］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［標準］、［詳細］、［デバッグ］、［トレース］から適切なデバッグレベルを設定し、

［OK］をクリックします。

これで、エージェントのデバッグレベルレジストリの設定は完了です。
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コンピュータの追加

Arcserve Backupセントラルエージェント管理では、バックアップマネージャと同様の

方法で、1つ以上のリモート コンピュータを追加できます。

コンピュータを追加する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。［クイックスタート］-［管理］-［セ
ントラルエージェント管理］の順に選択します。

［セントラルエージェント管理］ウィンドウが開きます。

2. Windowsシステムオブジェクトをクリックし、［マシン/オブジェクトの追加］を選択し

ます。

［エージェントの追加］ダイアログボックスが開きます。

3. ［エージェントの追加］ダイアログボックスで入力必須フィールドに入力して、［追
加］をクリックします。

セントラルエージェント管理の左側ペインに、追加されたコンピュータが表示されま

す。
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ノードの追加

ノードの追加/インポート /エクスポート機能を使用して、次のいずれかの方法で複

数のノードやエージェントをシステムに追加できます。

ユーザインターフェースを使用して複数のノードやエージェントを追加する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。［クイックスタート］-［管理］-［セ
ントラルエージェント管理］の順に選択します。

［セントラルエージェント管理］ウィンドウが開きます。

2. Windowsシステムオブジェクトを右クリックし、［ノードの追加/インポート /エクスポー

ト］を選択します。

［ノードの追加/インポート /エクスポート］ダイアログボックスが表示されます。

3. 追加するノードの名前を入力し、［追加］をクリックします。また、左側ペインのリス

トから 1つ以上のノードを選択し、［追加］または［すべて追加］をクリックします。

4. (オプション)左側ペインで任意のノードを選択し、［プロパティ］をクリックします。

［サーバプロパティ］ダイアログボックスが表示され、サーバの詳細と、そのサーバに

インストールされている製品のリストが表示されます。［OK］をクリックします。

5. (オプション)右側ペインで任意のノードを選択し、［セキュリティ］をクリックします。

［セキュリティ］ダイアログボックスが表示され、ノードにユーザ名およびパスワードを

設定できます。複数のノードに同じユーザ名とパスワードを適用できます。［OK］を
クリックします。

6. ［OK］をクリックします。

セントラルエージェント管理に追加されたノードとエージェントが表示されます。

.csv ファイルおよび .txt ファイルを使用して複数のノードやエージェントを追加する

方法

1. Windowsシステムオブジェクトを右クリックし、［ノードの追加/インポート /エクスポー

ト］を選択します。

［ノードの追加/インポート /エクスポート］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［インポート］をクリックし、.csvまたは.txtファイルが保存されている場所に移動しま

す。

3. .csvまたは.txtファイルの名前をユーザインターフェースから指定します。

ノードとエージェントの名前は .csvファイルまたは .txtファイルからインポートされ、シ

ステムに追加されます。

4. ［OK］をクリックします。

セントラルエージェント管理に追加されたノードとエージェントが表示されます。
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エージェント ログの管理

Arcserve Backupセントラルエージェント管理では、エージェント ログを表示、エクス

ポート、削除できます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。［クイックスタート］-［管理］-［セ
ントラルエージェント管理］の順に選択します。

［セントラルエージェント管理］ウィンドウが開きます。

2. サーバ上のエージェントを選択します。

ログファイル名、サイズ、エージェントの種類などのエージェント ログファイル詳細が

右側ペインの上部に表示されます。

3. エージェント ログファイルを右クリックし、コンテキスト メニューから［指定期間のログ

を表示］をクリックします。

［ログ取得環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

4. 以下のいずれかを選択し、［OK］をクリックします。

［すべてのログファイルを取得する］--完全なログファイル情報を取得しま

す。

注：Windows Server 2008以降のシステムは、Arcserve Backupマネージャコ

ンソールからのイベント ログの直接表示をサポートしていません。Windows
Server 2008以降のシステムでイベント ログを表示するには、イベント ログ

ファイルをエクスポートし、メモ帳などのテキスト エディタを使用してエクスポー

トされたドキュメントを開く必要があります。

［エラー時刻に従ってログファイルを取得する］--開始時刻と終了時刻を

指定してログファイル情報を取得します。

エージェント ログファイルが、メモ帳などのテキスト エディタで表示されます。

エージェント ログをエクスポートする方法

1. サーバ上のエージェントを選択します。

ログファイル名、サイズ、エージェントの種類などのエージェント ログファイル詳細が

右側ペインの上部に表示されます。

2. エージェント ログファイルを右クリックし、［ファイルへのログのエクスポート］をクリック

します。

［ログ取得環境設定］ダイアログボックスが表示されます。
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3. 以下のいずれかを選択し、［OK］をクリックします。

［すべてのログファイルを取得する］--完全なログファイル情報を取得しま

す。

［エラー時刻に従ってログファイルを取得する］--開始時刻と終了時刻を

指定してログファイル情報を取得します。

［名前を付けて保存］ダイアログボックスが表示されます。

4. ログファイルをエクスポートまたは保存するデスティネーションフォルダを指定し、

［OK］をクリックします。

エージェント ログファイルが指定した場所にエクスポートされます。

エージェント ログを削除する方法

1. サーバ上のエージェントを選択します。

ログファイル名、サイズ、エージェントの種類などのエージェント ログファイル詳細が

右側ペインの上部に表示されます。

2. 削除するエージェント ログファイルを右クリックし、［選択したログの削除］をクリック

します。

3. エージェント ログを削除するかどうを確認するメッセージが表示されるので、確定し

ます。

エージェント ログファイルがエージェント ログリストから削除されます。
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SRM PKIの環境設定

Arcserve Backupセントラルエージェント管理には、SRM PKI という名前のユーティリ

ティが含まれています。SRM PKI (パフォーマンスキーインジケータ)を使用すると、

お使いのバックアップ環境で実行されているエージェントのパフォーマンスをモニタす

ることができます。

SRM PKIは、以下のパフォーマンス指標を測定します。

CPU使用率

メモリ使用率

ディスクスループット

ネットワーク入出力

Arcserve Backupでは、SRM PKIを有効または無効にすることができます。また、イ

ンジケータに対するデフォルトまたはカスタムの値を指定し、指定した値をインジ

ケータが超えた場合にアラート メッセージが生成されるようにすることができます。

SRM PKIを設定する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。［クイックスタート］-［管理］-［セ
ントラルエージェント管理］の順に選択します。

［セントラルエージェント管理］ウィンドウが開きます。

2. Windowsシステムノードを右クリックし、［SRM PKIの環境設定］を選択します。

［SRM PKIの環境設定］ダイアログボックスが開き、［ポリシー］タブが表示されま

す。

3. 各エージェントについて、必要なオプションを指定します。

［デフォルト ポリシーを使用する］--各パフォーマンスインジケータに対するデ

フォルト値を指定できるようにします。インジケータに対してカスタムの値を指

定する場合は、［デフォルト ポリシーを使用する］の横のチェックマークを外し

ます。

注：［ブロードキャスト ステータス］タブをクリックすると、エージェントごとに修

正されたしきい値のステータスを表示することができます。

［PKIを有効にする］-- Arcserve Backupエージェントが SRM PKIレポート用に

時間単位のPKI値をプライマリサーバに送信できるようにします。

注：SRM PKIレポートの詳細については、「Dashboardユーザガイド」を参照

してください。
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［アラートを有効にする］--エージェントのパフォーマンスが事前定義された

PKI値を超えた場合、Arcserve Backupによってアラート マネージャにアラート

メッセージが生成されるようにします。

4. 必要に応じて、［ポリシー］タブにリストされている 1つ以上のエージェントに変更を

加えます。

5. (オプション)同じ環境設定を複数のエージェント マシンに適用するには、［複数へ

の適用］をクリックします。

［複数への適用］をクリックすると、［複数への適用］ダイアログボックスが開きま

す。

同じ設定を複数のエージェントに適用するには、個別にエージェントを選択する

か、［すべて選択］または［すべて選択解除］をクリックして、［OK］をクリックします。

6. ［SRM PKIの環境設定］ダイアログボックスで［適用］をクリックし、次に［OK］をクリッ

クします。

［SRM PKIの環境設定］ダイアログボックスが閉じ、PKI値が適用されます。
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SRM除外パスの環境設定

Arcserve Backupセントラルエージェント管理では、SRM除外パスを設定できま

す。

SRM除外パスの設定方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。［クイックスタート］-［管理］-［セ
ントラルエージェント管理］の順に選択します。

［セントラルエージェント管理］ウィンドウが開きます。

2. Windowsシステムオブジェクトを右クリックし、［SRM除外パスの設定］を選択しま

す。

［SRM除外パスの設定］ダイアログボックスが表示されます。

3. SRM除外パスを入力し、［OK］をクリックします。

4. (オプション) ［追加］または［削除］を使用して、1つ以上のパスを追加または削除

できます。

注：Dashboardの「未変更ファイル数の多い上位ノード レポート」では、SRM除外

パスリストを使用して、レポートの生成時にどのファイルを除外すべきかを判断し

ます。このレポートでは、セントラルエージェント管理で指定された SRM除外パス

にあるすべてのファイルが除外されます。
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ノード層の設定

Arcserve Backupサーバ管理またはセントラルエージェント管理を使用して、

Arcserve Backup ノードに割り当てられた優先度の分類を変更できます。これらの

層を使用して、Arcserve Backup Dashboardに表示される情報が、監視されるノー

ドの優先度レベルによってフィルタされます。

［ノード層の設定］ダイアログボックスには 3つの優先度カテゴリ(高優先度、中優

先度、低優先度 )が含まれ、ノードがシステムに追加されたときや参照されたとき

に自動的に挿入されます。デフォルトでは、高優先度層はすべてのArcserve
Backupサーバ(プライマリおよびメンバ)および Arcserve Backupアプリケーション

エージェントがインストールされているすべてのノード( Oracle、Microsoft Exchange
Server、Microsoft SQL Server、Microsoft Sharepoint Serverなど)が含まれるように

設定され、低優先度層は他のすべてのノード( ファイルシステムエージェントがイ

ンストールされている)が含まれるように設定されます。中優先度層はどのノードも

含まれないように設定され、カスタマイズの用途に利用できます。

各層に対するノード割り当ては、個別のニーズを満たすように再構成やカスタマイ

ズが可能です。それには［ノード層の環境設定］ダイアログボックス( Arcserve
Backupサーバ管理からアクセス可能 )、バックアップマネージャ( ［ソース］タブの

Windowsシステム上で右クリック)、セントラルエージェント管理 ( Windowsシステ

ムを右クリック)のいずれかを使用します。

ノード層を設定する方法

1. Windowsシステムオブジェクトを右クリックし、［ノード層の環境設定］を選択しま

す。

［ノード層の環境設定］ダイアログボックスが開き、各層カテゴリ(高優先度、中

優先度、低優先度 )に割り当てられたノードが表示されます。
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2. 別の層カテゴリに再割り当てするノードを 1つ以上選択し、対応する矢印アイコン

をクリックすると、選択したノードが別の層カテゴリに移動します。

注：層の割り当てでノードを複数選択するには、Ctrlキーまたは Shiftキーの組み

合わせを使用します。

選択したノードのみを移動するには、単一矢印のアイコンをクリックします。

層にあるノードをすべて移動するには、二重矢印のアイコンをクリックします。

3. 終了したら、［OK］ボタンをクリックします。

ニーズにあわせてノード層の割り当てが変更されました。

ローカルコンピュータの接続の表示方法

1. Windowsシステムオブジェクト下のArcserve Backupマネージャコンソールを開き、

展開して詳細を表示できるコンピュータを選択します。

2. ［接続］をクリックします。

そのコンピュータの接続の詳細が右ペインに表示されます。

デバッグレベルの環境設定方法

1. Windowsシステムオブジェクトの下の任意のコンピュータを選択し、展開して詳細

を表示します。
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2. Universal Agentを右クリックし、コンテキスト メニューから［デバッグレベルの設定］
を選択します。

［デバッグレベルの設定］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［標準］、［詳細］、［デバッグ］、［トレース］から適切なデバッグレベルを選択し、

［OK］をクリックします。

これで、コンピュータのデバッグレベルの環境設定は完了です。

SRM クライアントを有効化または無効化する方法

1. Windowsシステムオブジェクトの下の任意のコンピュータを選択し、展開して詳細

を表示します。

2. Universal Agentを右クリックし、［SRMクライアントの無効化］を選択して、SRMクラ

イアントを無効にします。SRMクライアントを無効化した場合、［SRMクライアント

の有効化］を選択すると、有効化できます。

3. ［OK］をクリックし、SRMクライアントの有効化または無効化を確定します。
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第12章 :デデュプリケーションの使用

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

データ デデュプリケーションの動作 1058

デデュプリケーションデバイスファイルのバックアップ 1061

デデュプリケーションインストールを計画する方法 1062

デデュプリケーションの注意事項 1064

データ デデュプリケーションデバイスの作成 1068

デデュプリケーションデバイスグループの環境設定 1071

データ デデュプリケーションデバイスのデバイスコマンド 1072

デデュプリケーションを使用したデータ バックアップ 1073

デデュプリケーションデータの回復 1091

デデュプリケーションレポート 1104
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データデデュプリケーションの動作

データデデュプリケーションの動作

データデデュプリケーションは、1つの物理メディアに収まるバックアップ量の増加、

バックアップの保持期間の延長、データ回復の高速化を実現するテクノロジで

す。デデュプリケーションでは、バックアップのために送信されるデータストリームが解

析され、重複する「チャンク」が検索されます。ディスクには、チャンクが1回のみ保

存されます。重複は、特別なインデックスファイルでトラッキングされます。

Arcserve Backupでは、デデュプリケーションはバックアップサーバの単一のセッション

で実行されるインラインプロセスです。2つの異なるコンピュータのルート ディレクト

リで実行されたバックアップジョブ間の冗長性を識別するには、グローバルデデュプ

リケーションを使用します。

最初のバックアップでは、以下の操作を実行します。

Arcserve Backupは、受け取ったデータをスキャンしてチャンクに分割します。こ

のプロセスは、テープエンジンのSISレイヤで行われます。

Arcserve Backupは、各データチャンクに一意の値を割り当て、ハッシュファイ

ルにその値を保存するハッシングアルゴリズムを実行します。

Arcserve Backupは、ハッシュ値を比較します。重複が見つかった場合、データ

は一度だけディスクに書き込まれ、最初に識別されたデータチャンクのインスタ

ンスの格納場所をポイントする参照が参照ファイルに追加されます。

以下の図では、このデータストリームをバックアップするために必要なディスク容量

は、通常のバックアップジョブよりもデデュプリケーションバックアップのほうが小さく

なっています。
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デデュプリケーションでは、各バックアップセッションに対して、以下の3つのファイル

が作成されます。

インデックスファイル( メタデータファイル)

ハッシュファイル --余分な各データチャンクに割り当てられるマーカーを

格納します。

参照ファイル --ハッシュをカウントし、各ハッシュに対応するデータファイ

ルにアドレスを格納します。

データファイル --バックアップしたデータの一意のインスタンスを格納します。

2つのインデックスファイルは、データストア全体のほんの数パーセントを使用する

だけなので、これらのファイルを格納するドライブのサイズは、処理速度に比べれば

それほど問題ではありません。処理速度を上げるには、優れたシークタイムの半

導体ディスクまたはそれに類するデバイスを検討してください。

その後のバックアップで、以下の操作を実行します。
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Arcserve Backupは、受け取ったデータをスキャンしてチャンクに分割します。

Arcserve Backupは、ハッシングアルゴリズムを実行してハッシュ値を割り当てま

す。

Arcserve Backupは、新しいハッシュ値を前の値と比較して重複を探します。

重複が見つかると、データはディスクに書き込まれません。代わりに、データ

チャンクの元のインスタンスの格納場所を使用して、参照ファイルが更新され

ます。

注：スループットを高め、CPU使用率を軽減するためには、最適化を使用しま

す。最適化を有効にすると、Arcserve Backupはファイル属性をスキャンしてファイル

ヘッダレベルの変更を検索します。変更されていない場合、これらのファイルにハッ

シュアルゴリズムは実行されず、ファイルはディスクにコピーされません。ハッシュア

ルゴリズムは、前回のバックアップから変更されているファイルのみに実行されます。

最適化を有効にするには、［デデュプリケーションデバイスの設定］画面の［デデュ

プリケーションバックアップでの最適化を許可する］オプションをオンにします。最適

化は、Windowsボリュームでのみサポートされます。SQL VDI、Exchange DBレベ

ル、Oracle、VMwareイメージレベルのバックアップなどのストリームベースのバック

アップではサポートされません。

デデュプリケーションデータをリストアする必要がある場合、Arcserve Backupはまず

インデックスファイルを参照し、次に元のデータストリームを再構築するために必

要な各データチャンクを探します。
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デデュプリケーションデバイスファイルのバックアップ

バックアップジョブの実行中に、デデュプリケーションデバイスデータとインデックス

ファイルを含める手順は、デバイスがローカルまたはリモートのどちらで Arcserve
Backupサーバに接続されていても同じです。

注：データをデデュプリケーションデバイスにバックアップする場合や、Arcserve
Backupがデデュプリケーションデバイスを別のデバイスにバックアップする場合、デ

デュプリケーションデバイスにバックアップされるデータは他のデバイスでは不完全で

ある可能性があります。デデュプリケーションデバイスを完全にバックアップする場

合は、他のジョブで使用されていないときにデデュプリケーションデバイスをバック

アップする必要があります。

デデュプリケーションデバイスファイルをバックアップする方法

1. 使用中のファイルもバックアップできるように、Arcserve Backup Agent for Open Files
のライセンスが登録されていることを確認します。デデュプリケーションデバイスが

ローカルでバックアップサーバに接続されている場合は、そのバックアップサーバ上

でライセンスを発行する必要があります。

2. デデュプリケーションデバイスが接続されているマシンがVSSをサポートしていること

を確認します。

3. 通常どおりにバックアップジョブオプションを設定します。

a. バックアップするデバイスのデデュプリケーションデータフォルダとインデックス

フォルダを選択します。推奨に従ってこれらのフォルダが異なるフォルダに存

在する場合は、2つの異なるセッションにバックアップされます。

b. ［グローバルオプション］の［操作］タブから、［デデュプリケーションデバイス

データをバックアップする］を有効にします。

c. ［グローバルオプション］の［ボリュームシャドウコピーサービス］タブから、［VSS
を使用する］を有効に、［VSS失敗時、標準バックアップに戻る］を無効にし

ます。この手順を実行しない場合、このオプションは、バックアップジョブの実

行時にバックアップジョブにより自動的に有効にされます。

4. 通常どおりにバックアップジョブを保存および実行します。詳細については、「デー

タのバックアップ」を参照してください。

注：ca_backupコマンド ラインユーティリティでは、デデュプリケーションデバイスに

属するデータのバックアッププロセスはサポートされません。

第12章 :デデュプリケーションの使用 1061

../../../../../Content/830.htm
../../../../../Content/830.htm


デデュプリケーションインストールを計画する方法

デデュプリケーションインストールを計画する方法

データデデュプリケーションはArcserve Backupサーバで実行されるので、環境内で

実行されるすべてのArcserve Backupエージェントで動作します。

バックアップジョブの実行中にデータデデュプリケーションを行うには、通常どおりに

ジョブをセットアップし、適切に設定されたデデュプリケーションデバイスを、Disk to
Disk to Tapeバックアップジョブのバックアップ先またはステージング場所として選択

します。デデュプリケーションデバイスを設定するには、「デデュプリケーションデバイ

スの管理」のトピックを参照してください。デデュプリケーションデバイスグループを

追加する場所を決定する場合は、以下の点を考慮してください。

バックアップするデータの変更頻度

バックアップ間で比較的変更されずに安定しているデータのデデュプリケーショ

ンを考慮します。バックアップ間のデータの変更が少なければ少ないほど、多く

の重複が特定されます。

バックアップイメージを保持する期間

長期間保持する必要があるデータのデデュプリケーションを考慮します。デデュ

プリケーションによって、より多くのバックアップを同じ物理メディアに収めることが

できます。

デデュプリケーションに適しているデータの種類

データの種類に制限はありません。

データのサイズ

大規模なバックアップデータストリームは、デデュプリケーションに適していま

す。

可能なバックアップウィンドウ

デデュプリケーションはバックアップサーバで実行されるので、データがネットワー

ク経由で転送されてからデデュプリケーションが実行されます。

デデュプリケーションバックアップジョブの実行時のバックアップサーバのシステム要

件

この質問の答えはバックアップに必要なデータ量によって異なり、バックアップス

トリームごとに約 110MBのデータが必要です。以下は推奨されるガイドライン

です。

500 GB未満の場合は CPU 1基

500 GB ～ 2 TBの場合は CPU 2基

2TBを超える場合はデュアルコア CPU 2基

例：デデュプリケーションインストールを計画する方法
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25 TBのディスクに 10 TBをバックアップするとします。この場合、1週間分のフル

バックアップしか格納できません。データデデュプリケーションを使用すると、最初の

フルバックアップに必要な容量は 8 TBのみになります。さらに、データデデュプリ

ケーションを使用して実行されるその後のバックアップに必要な容量は、最大でも

800 GBのみになります(従来の必要容量の約 10%) 。したがって、同じディスクに

20のフルバックアップ(約 5か月分のバックアップ)を格納できます。

この例では、以下のとおりバックアップイメージを保持できます。

デデュプリケーションを使用しない場合は 2週間

デデュプリケーションを使用する場合は 20週間
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デデュプリケーションの注意事項

以下にデータデデュプリケーションの特性および注意事項をいくつか示します。

データデデュプリケーションデバイスを通常のバックアップジョブのデスティネー

ションとして指定できます。

データデデュプリケーションデバイスをステージングデバイス、最終的なデスティ

ネーションデバイス、またはその両方として指定できます。ただし、ステージング

デスティネーションと最終的なデスティネーションの両方に対して同じデデュプリ

ケーションデバイスを選択することはできません。

同じデデュプリケーションデバイスを使用する異なるジョブに対して、異なる保

持スケジュールを指定できます。

前回のバックアップ以降に変更されたファイルに対してのみデデュプリケーション

を実行することによって、データデデュプリケーションを最適化してスループット

向上させることができます。ただし、最適化できないストリームベースのファイル

( SQL、SharePoint、Exchange、Oracleのデータなど)は除きます。最適化はデ

フォルトで有効になっています。

デデュプリケーションデバイスはNTFSボリュームでのみ作成できます。

デデュプリケーショングループは *グループを使用するジョブからは除外されま

す。

デデュプリケーションデバイスでは暗号化や圧縮は使用できません。

デデュプリケーションデバイスの使用時に最終的なデスティネーションのパージ

ポリシーを指定できます。これは通常のFSDを使用した場合には指定できま

せん。

フル、増分、差分のバックアップがすべて同じデバイスにサブミットされるデデュ

プリケーションデバイスに対して GFSローテーションを指定できます。一方、FSD
に対する GFSジョブでは、日単位、週単位、および月単位のメディアを作成し

ます。

Oracle RMANバックアップセッションのヘッダデータが読み込まれる方法が原因

で、デデュプリケーションプロセスが重複する Oracle RMANバックアップセッショ

ンを検出できず、冗長セッションのデデュプリケーションを実行できません。ただ

し、グローバルデデュプリケーションプロセスでは、Oracle RMANバックアップセッ

ションがArcserve Backupによって検査および処理されます。詳細については、

「グローバルデデュプリケーション」を参照してください。

ベスト プラクティスとして、エージェント バックアップに関連する、Window Server
2012が実行されているサーバ上のデータをバックアップする場合 (Agent for
Oracleなど)、バックアップデータ圧縮率が予想より低いときにNTFSデデュプリ
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ケーションを有効にします。NTFSデデュプリケーションを Arcserveデデュプリケー

ションと共に使用した場合、バックアップデータの圧縮率は高くなります。

ただし、Arcserveのバックアップ圧縮率が比較的高い( 70%を超える)場合、

ArcserveデデュプリケーションとNTFSデデュプリケーションを組み合わせたときの

全体的な圧縮率は向上しない場合があります。
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サポートされている機能

以下の表は、データデデュプリケーションでサポートされる機能を示しています。

機能 サポート対象
サポート

対象外

圧縮1 X

デバイスのフォーマット X
デバイスの消去 X

Windows、UNIX/Linux、Mac ( r16.5 SP1以
降 )でのデデュプリケーション

X

暗号化2 X

イメージのバックアップ X
マイグレーション(ポリシーのコピー) X

最大しきい値 X
最小しきい値 X

マルチストリーミング X
複数同時ストリーム X
マルチプレキシング3 X

デデュプリケーションでの最適化 X
ステージングの保持 (ポリシーのパージ) X

スキャンジョブ X
SnapLock X

*グループを使用したジョブによって使用 X
メディアプールで使用 X

GFSローテーションで使用 X
ステージングの場所として使用 X

最終的なデスティネーションの場所として使

用
X

1エージェントまたはサーバでの圧縮はサポートされていません

2エージェントまたはサーバでの暗号化はサポートされていません

3マルチプレキシングの代わりに、複数同時ストリームを使用できます
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デデュプリケーションのライセンス要件

データデデュプリケーションの実行に追加ライセンスは必要ありません。この機能は

Arcserve Backupベース製品に組み込まれています。ただし、以下の点を考慮す

る必要があります。

デデュプリケーションデバイスは、Disk to Disk to TapeまたはDisk to Tape to
Tape (ステージング)操作で使用できます。ただし、ステージング機能と 3つ以

上のバックアップデータストリームを使用するには、Arcserve Backup Enterprise
Moduleのライセンスを登録する必要があります。

デデュプリケーションの場合、r16.5 SP1以降のバージョンのWindows、UNIX、
およびMACクライアント エージェントが必要です。

デデュプリケーションデバイスファイルをバックアップするには、Arcserve Backup
Agent for Open Filesのライセンスが必要です。Windowsサーバシステムでは、

Agent for Open Filesのライセンスのみが必要で、エージェントをインストールす

る必要はありません。

デデュプリケーションデバイス自体の保護の詳細については、「デデュプリケーション

デバイスをバックアップする方法」を参照してください。
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データデデュプリケーションデバイスの作成

データのデデュプリケーションを実行するには、バックアップ先としてデデュプリケー

ションデバイスグループを作成し、選択します。新しいデデュプリケーションデバイ

スを作成すると、各デバイスがArcserve Backupによって新しいデデュプリケーション

デバイスグループに自動的に割り当てられます。

デデュプリケーションデバイスは、ローカルまたはリモートで作成できます。リモート

デデュプリケーションデバイスを作成する場合、以下の手順のように、［デバイス環

境設定］ダイアログボックスの［セキュリティ］ボタンをクリックし、手動でセキュリティ

認証情報を指定する必要があります。そうでない場合、Arcserve Backupは、シス

テムアカウントの使用を試みます。

［デバイス環境設定］では、1つ以上のデバイスを追加できます。［デバイス環境

設定］によって、すべてのデバイスに指定された情報の有効性が確認され、検証

に失敗したデバイスがある場合は警告が表示されます。

データデデュプリケーションデバイスを作成する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ナビゲーションバーから、［管理］を展開し、［デバイス環境設定］をクリックします。

［デバイス環境設定］画面が表示されます。

3. ［ディスクベースデバイス］を選択し、［次へ］をクリックします。

［ログオンサーバ］画面が表示されます。

4. プライマリサーバ名、認証の種類、ユーザ名、およびパスワードを指定し、［次へ］
ボタンをクリックします。

5. デデュプリケーションデバイスを作成するサーバを指定し、［次へ］ボタンをクリックし

ます。ローカルサーバ(デフォルト )では、パスの参照や選択が可能です。リモート

サーバを指定する場合は、そのサーバに対する管理者権限が必要で、パスを手

動で入力する必要があります。

［ディスクベースデバイス環境設定］ダイアログボックスが開きます。

6. ［追加］をクリックして［デデュプリケーションデバイス］リストにアクセスします。

［デバイス名］列のエントリをクリックして編集するか、デフォルトを使用しま

す。

［詳細］列のエントリをクリックして編集するか、デフォルトを使用します。

［データファイルの場所］列のエントリをクリックして、パスを指定します。

注：パスを手動で指定するか、または既存のパスを検索して選択できま

す。リモートの場所を入力するには、マシン名または IPアドレスに続いて共

有名を指定する必要があります。以下の形式を使用して指定します。
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\\マシン名 \共有名または \\IP アドレス\共有名

［インデックスファイルの場所］列のエントリをクリックして、パスを指定します。

エラーを回避するには、［データファイルの場所］に指定された形式を使用し

てリモートの場所を入力するか、矢印をクリックして既存のパスを参照しま

す。

［グループ名］列をクリックし、名前を入力します。これを空のままにしておく

と、自動的に名前が指定されます。この名前は［グループ環境設定］で変

更できます。この名前は、デデュプリケーションデバイスを使用するバックアッ

プジョブをサブミットするときに選択する名前です。

以下の点に注意してください。

［データファイルの場所］および［インデックスファイルの場所］フィールド

は、デフォルトでは空です。Arcserve Backupでは、デデュプリケーション

デバイスの作成時に、指定したパスを作成することができます。パスが

存在しない場合には、存在するパスを参照することができます。

NTFSボリューム上にあるインデックスファイルの場所とデータファイルの

場所について別々のパスを指定する必要があります。また、その場所

には、他のアプリケーションのデータを含めないでください。最高のパ

フォーマンスを実現するために、インデックスファイルの場所は、たとえ

ばソリッド ディスクなど、高速のシークタイムを備えたディスク上に存在

している必要があります。

インデックスファイルの場所とデータファイルの場所がローカルのコン

ピュータにある場合、ユーザ認証情報を指定する必要はありません。

最初のフルバックアップジョブで断片化を抑える方法

バックアップの最初に、テープエンジンは、あらかじめデータファイ

ルに 1 GB (レジストリ内で設定可能 )を割り当てます。

バックアップが実行され、データファイルの終わりに到達する前

に、さらに 1 GBを割り当てることにより、データファイルのサイズを

増加させます。

デデュプリケーションプロセスの完了後、データファイルが実際の

圧縮済みセッションサイズを占めるように、最後の1 GBのデータ

チャンクが切り捨てられます。

必要に応じて追加のデバイスを指定し、この手順を繰り返します。

注：Arcserve Backupでは、総計 255のFSDおよびDDDの設定をサポートします

(接続された物理デバイスが0の場合 )。

7. (オプション) リモート パスの場所を指定する場合、［セキュリティ］をクリックして、ロ

グイン認証情報を入力します。
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データデデュプリケーションデバイスの作成

［セキュリティ］ダイアログボックスが開きます。

注：Arcserveセキュリティフィールドを有効にするため、［ システムアカウントを使用

( A) (デフォルト ) ］オプションをクリアする必要があります。

8. ［セキュリティ］ダイアログボックスで必要なフィールドに入力し、［OK］をクリックしま

す。

［セキュリティ］ダイアログボックスが閉じます。

9. ［ディスクベースデバイス環境設定］ダイアログボックス上で［次へ］をクリックして

続行します。

Arcserve Backupは、リスト中のすべてのデバイスに指定された情報を検証しま

す。その情報が有効な場合、デデュプリケーションデバイスがリストに追加されま

す。情報が有効でない場合、リスト内の失敗したデバイスは、［失敗］ステータス

で赤くマークされます。それぞれのエラーの原因を判断し、それを解決するために

は、対応する［失敗］ステータスをクリックします。すべてのデバイスが検証を通過

すると、サマリ画面が表示されます。

10. ［次へ］をクリックして［デバイス環境設定へようこそ］に戻るか、［終了］をクリックし

て［デバイス環境設定］を終了します。

重要：デデュプリケーションデバイスを作成すると、パージポリシーが自動的に 4
週間に設定されます。そのデフォルトのパージポリシーは、デバイスに設定するす

べてのジョブに引き継がれます。4週間を越えてバックアップを保持する場合は、

バックアップジョブのサブミット時にパージ時間を調整する必要があります。

詳細情報：

ディスクステージングバックアップのコピーおよびパージポリシーの指定
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デデュプリケーションデバイスグループの環境設定

デデュプリケーションデバイスグループの環境設定

データデデュプリケーションデバイスは、グループに割り当てる必要があります。独

自のグループを指定しない場合は、新しいデフォルト グループが作成され、作成

時にデデュプリケーションデバイスがそのグループに自動的に割り当てられます。複

数のデデュプリケーションデバイスを同じグループに割り当てることはできません。

デデュプリケーショングループの名前を変更したり、グループからデデュプリケーショ

ンデバイスを削除したり、空のグループにデデュプリケーションデバイスを割り当て

たりすることができます。

デデュプリケーショングループをステージンググループに変換することや、ステージン

ググループをデデュプリケーショングループに変換することはできません。

ステージンググループとデータデデュプリケーションデバイスグループとの主な違い

の一部を以下に挙げます。

ステージンググループは、フォーマットや消去を行うことはできません。デデュプリ

ケーショングループは、フォーマットや消去が可能です。

ステージンググループは、バックアップ先として使用できません。デデュプリケー

ショングループは、バックアップ先として使用可能です。
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データデデュプリケーションデバイスのデバイスコマンド

データデデュプリケーションデバイスのデバイスコマンド

データデデュプリケーションデバイスに対して、以下のデバイスコマンドを使用でき

ます。

フォーマット --デバイスからセッションを削除し、ヘッダファイルを新しいテープ名

で書き換えます。

消去 --セッションを削除し、デバイスに空のヘッダファイルを書き込みます。
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デデュプリケーションを使用したデータバックアップ

デデュプリケーションを使用したデータバックアップ

データをバックアップしてデデュプリケーションを実行するには、以下の2つの方法が

あります。

通常のバックアップジョブ --デデュプリケーションデバイスグループをバックアップ

先として選択します。

ステージングバックアップジョブ --デデュプリケーションデバイスグループを、ス

テージングの場所、最終的なバックアップ先、またはその両方として選択しま

す。ただし、両方の場合はそれぞれに異なるデデュプリケーションデバイスグ

ループを指定します。
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デデュプリケーションを使用したデータバックアップ

デデュプリケーションを使用した通常のバックアップジョ

ブの仕組み

バックアップジョブ実行時にデータのデデュプリケーションを行う際の操作は、バック

アップ先にデデュプリケーションデバイスグループを選択する以外は、通常のバック

アップジョブと同じです。

バックアップマネージャの［スタート］タブで［デデュプリケーションバックアップ］を
選択します。

「圧縮/暗号化］オプション以外は、通常どおりにローカルバックアップオプショ

ンを指定します。デデュプリケーションでは、圧縮および暗号化をサポートして

いません。Arcserve Backupが暗号化セッションを検出すると、デデュプリケー

ションはスキップされ、ジョブは通常のバックアップジョブとして実行されます。詳

細については、「デデュプリケーションによる圧縮および暗号化」セクションを参

照してください。

バックアップソースを選択します。

デデュプリケーションデバイスを通常のバックアップジョブのバックアップ先として

選択します。詳細については、「デデュプリケーションデバイスの管理」を参照

してください。

必要に応じて、GFSローテーションなどのスケジュールを設定します。詳細につ

いては、「デデュプリケーションデバイス上でのGFSローテーション」を参照してく

ださい。

パージポリシーを指定します。詳細については、「デデュプリケーションデバイス

のコピーポリシーとパージポリシーの指定に関する考慮事項」を参照してくだ

さい。

注：バックアップジョブのサブミットについては、「バックアップジョブのサブミット」を参

照してください。
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デデュプリケーションを使用したデータバックアップ

ステージングを使用するためのデデュプリケーショング

ループの設定

通常のFSDグループをステージング用に設定するには、バックアップマネージャの

［デバイスのプロパティ］セクションにある［ステージンググループの環境設定］オプ

ションを使用します。このオプションは、デデュプリケーションデバイスグループには

適用されません。

データデデュプリケーションデバイスをステージング用に設定する方法は、以下の

手順のみです。

ステージングを使用するためのデデュプリケーションデバイスグループの設定方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ナビゲーションバーにある［保護と回復］メニューから、［バックアップ］をクリックしま

す。

バックアップマネージャが開きます。

3. ［スタート］タブで、［デデュプリケーションバックアップ］および［ステージングを有効に

する］をクリックします。

バックアップマネージャに［ステージングの場所］タブと［ポリシー］タブが表示されま

す。

4. ［ステージングの場所］タブをクリックして、ステージングサーバオブジェクトを展開し

ます。

5. このバックアップジョブのステージンググループとして選択するデデュプリケーショング

ループを参照および選択します。

6. ［ポリシー］タブをクリックし、デデュプリケーションステージングポリシーを指定しま

す。

ジョブに必要なフル、差分、および増分バックアップのステージングポリシーを指定

します。

詳細情報：

バックアップステージング方式
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デデュプリケーションを使用したデータバックアップ

ステージングジョブがデデュプリケーションで機能する仕

組み

Disk to Disk to Tapeのバックアップ操作では、デデュプリケーションデバイスグループ

をステージングの場所、最終的なバックアップデスティネーション、またはその両方

として指定できます。ただし、同じデデュプリケーションデバイスグループを両方のタ

ブで選択することはできません。

［ステージングの場所］タブで、デデュプリケーションデバイスグループを選択

し、ステージングを有効にして、ステージングポリシーを指定します。

［デスティネーション］タブで別のデデュプリケーションデバイスグループを選択

し、パージポリシーを指定します。パージポリシーを指定しない場合、デデュプ

リケーションデバイスの作成から、フルバックアップの場合はデフォルト値の4
週間、増分/差分バックアップの場合は 2週間が引き継がれます。

［スケジュール］タブで、必要に応じてローテーションまたはGFSスケジュールを

設定します。

詳細については、「ディスクステージングを使用したデータのバックアップ」を参照し

てください。
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デデュプリケーションを使用したデータバックアップ

ステージングバックアップジョブでデデュプリケーションを

使用したデータのバックアップ

該当するタブでデデュプリケーションデバイスグループを選択することによって、ディ

スクステージングバックアップジョブのステージングフェーズ、マイグレーションフェー

ズ、またはその両方のフェーズで、データのデデュプリケーションを実行できます。

ステージングバックアップジョブでデデュプリケーションを使用してデータをバックアッ

プする方法

1. ［バックアップマネージャ］を開き、［スタート］タブをクリックします。

2. ［スタート］タブで、［デデュプリケーションバックアップ］および［ステージングを有効に

する］をクリックします。

バックアップマネージャに［ステージングの場所］タブと［ポリシー］タブが表示されま

す。

3. ［ステージングの場所］タブをクリックして、ステージングサーバオブジェクトを展開し

ます。

a. このバックアップジョブのステージンググループとして選択するデデュプリケー

ショングループを参照して選択します。

b. ［ポリシー］タブをクリックし、デデュプリケーションステージングポリシーを指定

します。

c. ジョブに必要なフル、差分、および増分バックアップのステージングポリシーを

指定します。

4. ［デスティネーション］タブをクリックして、サーバオブジェクトを展開します。

a. このバックアップジョブの最終的なデスティネーションとして使用するグループ

を参照および選択します。

注：通常のデバイスグループを選択することも別のデデュプリケーショング

ループを選択することもできますが、ステージングデスティネーションとして指

定したのと同じデデュプリケーショングループを選択することはできません。

b. ポリシーをクリックして、［デデュプリケーションパージポリシー］ダイアログボッ

クスを開きます。

c. ［フルバックアップ］タブをクリックして、ジョブに必要なフルバックアップのパー

ジポリシーを指定します。

d. ［差分/増分バックアップ］タブをクリックして、ジョブに必要な増分/差分バック

アップのパージポリシーを指定します。
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デデュプリケーションを使用したデータバックアップ

以下に指定した時間後にパージ --処理が終了してからジョブセッションを

パージするまでの週数、日数、時間数、および分数を指定します。

注：デフォルトの削除ポリシーは 4週間に設定されているため、デデュプリ

ケーションステージングポリシーを必ず表示してください。4週間よりも長く

バックアップを保持する場合は、手動でポリシーを調整する必要がありま

す。

e. ［その他］タブをクリックし、目的のオプションを選択します。

キャンセルされたセッションをディスクからパージ --ユーザによってキャン

セルされたセッションをすべてデデュプリケーションデバイスから削除しま

す。

失敗したセッションをディスクからパージ --失敗したセッションをすべて

デデュプリケーションデバイスから削除します。

f. ［OK］をクリックします。

5. ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップジョブに使用するスケジュールを指定

します。

注：［ローテーションスキーマ］や［GFSを有効化］を選択した場合は、デデュプリ

ケーションデバイスグループで［メディアプール］フィールドは無効になります。

6. ツールバーの［オプション］ボタンをクリックし、［グローバルオプション］ダイアログボッ

クスを開きます。通常どおりに［グローバルオプション］を設定します。

7. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、通常どおりにジョブをサブミットします。

詳細情報：

バックアップジョブのサブミット

グローバルバックアップオプション

ディスクステージングバックアップのコピーおよびパージポリシーの指定
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デデュプリケーションを使用したデータバックアップ

デデュプリケーションデバイスのコピーポリシーとパージ

ポリシーの指定に関する考慮事項

デデュプリケーションデバイスのコピーポリシーとパージポリシーを指定する場合に

ついて、以下のようなシナリオを考慮する必要があります。

ステージングされないバックアップジョブのデスティネーションとしてデデュプリケー

ションデバイスを使用する場合は、パージポリシーを設定できます。デデュプリ

ケーションポリシーをクリックします。ポリシーはデフォルトで有効になっていま

す。

［フルバックアップ］および［差分/増分バックアップ］タブで、必要に応じ

て、パージポリシーを指定します。デフォルト設定は、フルバックアップで

は4週間で、増分/差分バックアップでは 2週間です。

［その他］タブで、目的のオプションを選択します。

キャンセルされたセッションをディスクからパージ --このオプションは、

デスティネーションデバイスへのバックアップがキャンセルされた場合

に、デスティネーションデバイスからセッションを削除します。

失敗したセッションをディスクからパージ --このオプションは、デス

ティネーションデバイスへのバックアップが失敗した場合に、デスティ

ネーションデバイスからセッションを削除します。

両方のオプションとも、ディスク領域を速やかに再利用することができま

す。

ステージングジョブでステージングデバイスとしてデデュプリケーションデバイスを

使用する場合は、［ポリシー］タブをクリックして、コピーポリシーとパージポリ

シーの両方を指定できます。詳細については、「ディスクステージングバック

アップのコピーおよびパージポリシーの指定」を参照してください。

ステージング場所とデスティネーションの両方にデデュプリケーションデバイスを

使用するステージングジョブでは、2つのパージポリシーを指定できます。

パージポリシーは常に有効になります。パージを無効にすることはできませんが、

パージスケジュールを調整することはできます。

詳細情報：

ステージングバックアップジョブでデデュプリケーションを使用したデータのバックアッ

プ
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デデュプリケーションを使用したデータバックアップ

デデュプリケーション使用時の暗号化と圧縮の動作

デデュプリケーションデバイスを使用しているときは、圧縮および暗号化はサポート

されません。ただし、ステージングジョブにおいては、圧縮および暗号化は、ステー

ジングフェーズではサポートされませんが、マイグレーションフェーズでは最終的な

デスティネーションに非デデュプリケーションデバイスが指定されている場合のみサ

ポートされます。以下の表に、指定したデバイス別に利用可能なオプションを挙げ

ます。

注：Arcserve Backupの暗号化および圧縮オプションの詳細 (制限や考慮事項な

ど)については、「バックアップマネージャの暗号化/圧縮オプション」を参照してくだ

さい。

ステージ

ングの場

所

最終的

な

バック

アップ先

利用可能な圧縮/暗号化オプション

非デデュ

プリケー

ションデ

バイス

非デデュ

プリケー

ションデ

バイス

すべてのオプションが利用可能です。

非デデュ

プリケー

ションデ

バイス

デデュプリ

ケーション

デバイス

［データの暗号化］オプションは使用できません

［データの圧縮］オプションは使用できません

デデュプリ

ケーション

デバイス

非デデュ

プリケー

ションデ

バイス

［データの暗号化］オプション：マイグレーション中にバッ

クアップサーバで処理

［データの圧縮］オプション：バックアップサーバで処理

注：圧縮は、暗号化オプションの［マイグレーション中に

バックアップサーバで処理］と一緒に指定する必要があ

ります。

デデュプリ

ケーション

デバイス

デデュプリ

ケーション

デバイス

［データの暗号化］オプションは使用できません［データ

の圧縮］オプションは使用できませんこれらのオプション

は選択できますが、エラーメッセージが表示されます。
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デデュプリケーションを使用したデータバックアップ

デデュプリケーション後の圧縮結果の表示

デデュプリケーションを使用したバックアップジョブの完了後の圧縮率は、アクティビ

ティログで参照できます。圧縮は、比率またはパーセントで表示されます。この情

報はArcserve Backupデータベースにも格納されるため、セッションレベル、ジョブ

レベル、およびノード レベルのジョブ履歴で表示できます。

リストアマネージャで、セッションレベルの圧縮率情報を表示できます。

バックアップマネージャ、リストアマネージャ、デバイスマネージャで、デバイス/
テープレベルの圧縮率を表示できます。

レポート マネージャで、セッション詳細およびセッションレポートのセッション圧

縮率を表示できます。Dashboardレポートで、デバイスレベルまたはノード レベ

ルの圧縮率を表示できます。

圧縮率は、格納される実際のデータ量を、デデュプリケーション後に格納された

データ量で割った結果で、比率またはパーセントで表されます。
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デデュプリケーションデバイスをバックアップする方法

デデュプリケーションバックアップジョブで生成されるインデックスファイルとデータファ

イルは、デデュプリケーションデータのリストアに不可欠です。これらのファイルが破

損すると、Arcserve Backupは、デデュプリケーションデータが完全であっても、元の

データストリームを再構築するために必要なデータチャンクを探して再構築できな

くなります。デデュプリケーションデバイスファイルはバックアップが可能ですが、最初

に理解しておく必要のある重要な注意事項があります。

デデュプリケーションデバイスファイルは、ローカルバックアップジョブでは通常は

スキップされます(デデュプリケーションデバイスとArcserve Backupは同じマシン

にあります)。ただし、［グローバルオプション］を開き、［操作］タブの［デデュプリ

ケーションデバイスデータをバックアップする］を有効にすることによって、強制

的にローカルバックアップジョブに含めることができます。

デデュプリケーションデバイスファイルは、通常はリモート バックアップジョブに含

まれます(デデュプリケーションデバイスとArcserve Backupは異なるマシンにあ

ります)。また、データデデュプリケーションファイルは、リモート コンピュータに置

くことができます。バックアップでは、データの整合性を維持するために複数のコ

ンピュータ上にあるデデュプリケーションデバイスからデータを収集しません。し

かし、デデュプリケーションデバイスがバックアップされているときにそのデデュプリ

ケーションデバイスに対する他のバックアップジョブが同時に実行されている場

合は、データファイルとインデックスファイルが同期されない可能性があります。

そのため、Arcserve Backup Agent for Open Filesのライセンスを取得し、VSSを
サポートするマシンでデデュプリケーションデバイスを使用する必要があります。

詳細については、「デデュプリケーションデバイスファイルのバックアップ」を参照

してください。

デデュプリケーションデバイスファイルをバックアップするには、Agent for Open
Filesのライセンスを適用する必要があります。

デデュプリケーションデバイスをリストアする方法の詳細については、「デデュプリ

ケーションデバイスファイルのリストア」を参照してください。
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デデュプリケーションを使用したデータバックアップ

Arcserve Replicationでデデュプリケーションデバイスを

レプリケートする方法

デデュプリケーションデバイスは多数のデータソースからのデータを格納できるの

で、これらのデバイスの保護が特に重要になります。Arcserve Replicationを使用し

てデデュプリケーションデバイスのデータをレプリケートすることにより、Arcserve
Backup環境での保護を一層強化できます。

Arcserve Replicationによってデデュプリケーションデバイスをレプリケートするには、

マスタサーバとレプリカサーバの両方にArcserve Replicationエンジンをインストー

ルする必要があります。

レプリケート対象のデデュプリケーションデバイスをホストするローカルサーバ

は、マスタサーバとして指定します。

Windows Server 2008以降を実行しているサーバは、レプリカサーバとして指

定します。

注：マスタサーバとレプリカサーバの両方にArcserve Replicationエンジンをインス

トールした後、保護するデデュプリケーションデバイスのArcserve Replicationシナリ

オを作成および設定する必要があります。デデュプリケーションデバイスで障害が

発生した場合は、Arcserve Replicationで生成された VSSスナップショットを使用し

てデータをリストアできます。

詳細情報：

デデュプリケーションデバイス用のArcserve Replicationシナリオの作成

Arcserve Replicationデデュプリケーションデバイスシナリオに関する環境設定の考

慮事項

Arcserve Replication VSSスナップショットを使用するデデュプリケーションデバイスの

リストア
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デデュプリケーションを使用したデータバックアップ

デデュプリケーションデバイス用 Arcserve Replication
シナリオの作成

以下の手順ではArcserve Replicationシナリオの中でも、特にArcserve
Replicationファイルサーバシナリオを使用して、デデュプリケーションデバイスをレプ

リケートする方法を示します。

重要：マスタサーバは、レプリケートするデデュプリケーションデバイスのローカルホ

ストです。

デデュプリケーションデバイス用 Arcserve Replicationシナリオの作成方法

1. Arcserve Replicationマネージャで、［シナリオ］-［新規］を選択するか、ツールバー

の［新規シナリオ］ボタンをクリックして、シナリオ作成ウィザードを起動します。

2. ［ようこそ］の画面で［新規シナリオの作成］を選択し、適切なグループを指定して

［次へ］をクリックします。

3. ［サーバおよび製品タイプの選択］画面で、［ファイルサーバ］、［レプリケーションお

よびデータリカバリシナリオ( DR) ］、および［アシュアード リカバリ( AR)のための整合

性テスト ( AR) ］を指定します。［アシュアード リカバリ( AR)のための整合性テスト

( AR) ］オプションは、回復に失敗したデデュプリケーションデバイス用にVSSスナッ

プショットを生成するために選択する必要があります。［次へ］をクリックして続行し

ます。

4. ［マスタおよびレプリカホスト］画面では、シナリオ名を指定します。例：DDD。マス

タサーバとレプリカサーバのホスト名または IPアドレスと、ポート番号を入力しま

す。［次へ］をクリックして続行します。

5. エンジンの検証が完了するまで待ちます。必要に応じて［インストール］をクリックし

て一方または両方のサーバでエンジンをアップグレードし、［次へ］をクリックして続

行します。

6. ［マスタルート ディレクトリ］画面では、デデュプリケーションデバイスのデータファイ

ルフォルダおよびインデックスファイルフォルダを選択します。［次へ］をクリックして

続行します。
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デデュプリケーションを使用したデータバックアップ

7. ［レプリカルート ディレクトリ］画面では、レプリカサーバ上のデータファイルフォルダ

を選択します。VSSスナップショットのサイズを考慮し、同じボリューム上にレプリ

ケートするデデュプリケーションデバイスのインデックスとデータファイルを配置するこ

とをお勧めします。［次へ］をクリックして続行します。

8. ［シナリオのプロパティ］画面では、デフォルトの設定をそのまま受け入れ、［次へ］
をクリックして続行します。
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9. ［マスタとレプリカのプロパティ］画面では、デフォルトの設定をそのまま受け入れ、

［次へ］をクリックして続行します。

10. シナリオの検証が完了するまで待ちます。エラーや警告が表示された場合は、続

ける前にそれらを解決します。［次へ］をクリックして続行します。

11. ［シナリオの実行］画面では、［完了］をクリックします。

シナリオを実行する前に、デデュプリケーションデバイス用 Arcserve Replicationシ

ナリオの設定を完了しておく必要があります。
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Arcserve Replicationデデュプリケーションデバイスシナ

リオに関する環境設定の考慮事項

Arcserve Replicationを使用してデデュプリケーションデバイスをレプリケートするた

め、検討すべき 2つの設定方法があります。

オンラインレプリケーションタイプ --デデュプリケーションデバイスがレプリカサー

バにリアルタイムでレプリケートされます。これはデバイスのパフォーマンスに影

響を与える可能性があります。別のハード ディスクでシナリオスプールを設定

することで対処することができます。

スケジュールされたレプリケーションタイプ --スケジュールした時間にデデュプリ

ケーションデバイスがレプリカサーバにレプリケートされます。ジョブが実行され

ていない期間を指定すると、デバイスへの影響が最小化されます。
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デデュプリケーションデバイス用オンライン Arcserve
Replicationレプリケーションシナリオの設定

Arcserve Backupでは、デデュプリケーションデバイスにArcserve Replicationレプリ

ケーションシナリオを設定できます。

オンラインレプリケーション用シナリオの設定方法

1. Arcserve Replicationマネージャで、デデュプリケーションデバイスのレプリケート用に

作成したシナリオを選択します。

a. このシナリオの［プロパティ］タブをクリックします。

b. ［レプリケーション］-［モード］プロパティを［オンライン］に設定します。

2. Arcserve Replicationマネージャで、デデュプリケーションデバイスをローカルで接続

するマスタサーバを選択します。

a. このサーバの［プロパティ］タブをクリックします。

b. ［スプール］-［スプールディレクトリ］プロパティを、デデュプリケーションデバイス

とは別のハードディスクのフォルダに設定します。これにより、パフォーマンスが

向上します。

3. Arcserve Replicationマネージャで、［レプリカサーバ］を選択します。

a. このサーバの［プロパティ］タブをクリックします。

b. ［スケジュールタスク］-［アシュアード リカバリを使用したレプリカ整合性テス

ト］-［テスト成功時のアクション］-［シャドウコピーの作成 ( VSS) ］プロパティを

オンに設定します。

c. 必要に応じて子プロパティを設定します。

保存されるスナップショット数 --例として「10」が設定されています。必

要に応じてこの値を増減します。

シャドウストレージボリューム --デフォルト

ボリュームごとの最大ストレージサイズ --無制限

d. スケジュールタスク］-［アシュアード リカバリを使用したレプリカ整合性テス

ト］-［スケジューラ］プロパティを設定します。

4. 変更を保存します。

デデュプリケーションデバイスのレプリケーションシナリオを実行します。
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デデュプリケーションデバイス用のスケジュールされた

Arcserve Replicationレプリケーションのシナリオの設定

デデュプリケーションデバイスレプリケーションシナリオ用にスケジュールされたレプリ

ケーションを使用する場合、デバイスの障害発生時にデータをリストアするには

VSSスナップショットを手動で生成する必要があります。

スケジュールされたレプリケーションのシナリオを設定する方法

1. Arcserve Replicationマネージャで、デデュプリケーションデバイスのレプリケート用に

作成したシナリオを選択します。

a. このシナリオの［プロパティ］タブをクリックします。

b. ［レプリケーション］-［モード］プロパティを［スケジュール］に設定します。

c. レプリケーションのスケジュール時間を毎日 0: 00に設定します。

2. Arcserve Replicationマネージャで、［レプリカサーバ］を選択します。

a. このサーバの［プロパティ］タブをクリックします。

b. ［スケジュールタスク］-［アシュアード リカバリを使用したレプリカ整合性テス

ト］-［テスト成功時のアクション］-［シャドウコピーの作成 ( VSS) ］プロパティを

オンに設定します。

3. 変更を保存します。

4. デデュプリケーションデバイスのレプリケーションシナリオを実行します。

5. VSSスナップショットを手動で生成します。

a. 作成したデデュプリケーションデバイスレプリケーションシナリオ用のレプリカ

サーバを選択します。

b. Arcserve Replicationマネージャのツールバーで、［レプリカの整合性テスト］ボ
タンをクリックします。

c. ［アシュアード リカバリを使用したレプリカ整合性テスト］ダイアログボックスが

開いたら、［OK］をクリックして開始します。
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グローバルデデュプリケーションを使用したデータのバッ

クアップ

グローバルデデュプリケーションは、同じデデュプリケーションデバイスにパックアップ

される異なるマシン間で、C:\ ドライブのバックアップセッション内の重複を見つけま

す。一般に、マシンのC:\ ドライブはオペレーティングシステムファイルを保持してい

るため、多くの重複が存在します。システムボリュームに加えて、グローバルデデュ

プリケーションではOracle RMANセッションも処理されます。

グローバルデデュプリケーションは、6時間ごとに実行されますが、バックアップジョ

ブとパージジョブがアクティブなときには実行できず、両方のジョブが同じセッション

ファイルにアクセスする場合には中断されます。

グローバルデデュプリケーションを実行するには、通常どおりにバックアップジョブを

設定し、［デデュプリケーションデバイスグループの環境設定］の［グローバルデ

デュプリケーションを有効にする］オプションをオンにしていることと、バックアップソー

スとして指定された別のマシンのC:\ ドライブを選択していることを確認します。

グローバルデデュプリケーションを使用してデータをバックアップする方法

1. ［デデュプリケーションデバイスグループの環境設定］から、［グローバルデデュプリ

ケーションを有効にする］オプションが設定されていることを確認します(デフォルト

設定では有効になっています)。

2. バックアップマネージャから、通常どおりにバックアップジョブを設定します。

3. ［ソース］タブで、別のマシンのWindows C:\ボリュームディレクトリを選択します。

4. (オプション)ステージングを使用する場合は、［ステージングの場所］タブをクリック

し、デデュプリケーションデバイスグループを選択します。

5. ［デスティネーション］タブで、デデュプリケーションデバイスグループを選択します。

6. 通常どおりにジョブ設定の選択を完了します。

7. ジョブを実行します。
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デデュプリケーションデータの回復

デデュプリケーションが実行されたデータのリストアは、通常のリストアジョブと同じ

手順で行います。Disaster Recoveryはデデュプリケーションをサポートしており、通

常の惨事復旧と同じ手順で行います。

Arcserve Backupユーティリティもデデュプリケーションデバイスをサポートしていま

す。

注：パージユーティリティに割り当てられる優先度は、バックアップ、リストア、マー

ジ、およびスキャンよりも低くなります。アクティブなバックアップ、リストア、マージ、ま

たはスキャンジョブが同じデデュプリケーションデバイスで動作している場合、パー

ジはスキップされます。パージセッションがすでに進行中のデデュプリケーションデバ

イスの場合、バックアップ、リストア、マージ、およびスキャンジョブが優先され、パー

ジセッションは停止されます。
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デデュプリケーションデータのリストア

デデュプリケーションデバイスに保存されたデータのリストア処理は、通常のFSDの

場合と同じです。ステージングジョブの一環としてデータをテープへマイグレートして

いる場合でも、リストアはディスクから実行する必要があります。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

デデュプリケーションデバイスでのセッション単位のリストア

デデュプリケーションデバイスファイルのリストア

Arcserve Replication VSSスナップショットを使用するデデュプリケーションデバ

イスのリストア
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デデュプリケーションデバイスでのセッション単位のリス

トア

デデュプリケーションデバイスに多数のセッションが含まれている場合は、「過去 n
日間」のオプションを使用して結果をフィルタできます。デバイスを展開すると、プロ

グレスバーが表示されます。プログレスバーをキャンセルするとショートカット メ

ニューが表示され、展開されたデバイスからリストアするターゲット セッションを選択

できます。ショートカット メニューの［さらに表示］オプションを使用して、残りのセッ

ションを展開することもできます。
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デデュプリケーションデバイスファイルのリストア

デデュプリケーションデバイスのデータファイルとインデックスファイルも明示的にバッ

クアップしている場合は、デデュプリケーションを実行したデータをリストアできます。

デデュプリケーションデバイスファイルをリストアするには、以下の手順を実行しま

す。

バックアップしたインデックスファイルが格納されているノードに移動します

正しいセッションを選択します

リストアするインデックスファイルまたはデータファイルを選択します

別の場所にリストアする

競合を避けるために、元のデデュプリケーションデバイスを削除します

リストアされたインデックスフォルダとデータフォルダを使用する新しいデデュプリ

ケーションデバイスを作成します

テープエンジンを停止してから再開し、バックアップを開始したときに実行され

ていたすべての操作を無効にします

レコードが物理デバイスに一致するように、新しいデデュプリケーションデバイス

をマージします

注：バックアップデデュプリケーションデバイスにアクティブなセッションが存在する

と、マージ処理は完了しないか、失敗します。
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Arcserve Replication/VSSスナップショットを使用するデ

デュプリケーションデバイスのリストア

レプリケートしたデデュプリケーションデバイスで障害が発生した場合は、VSSスナッ

プショットを使用して、デバイスに保存したデータを回復できます。

障害が発生したデデュプリケーションデバイスの回復方法

1. Arcserve Replicationマネージャで、レプリケーションシナリオを停止します。

2. VSSスナップショットを公開します。

a. ［スナップショット ビュー］をクリックし、リストアに使用するスナップショットを選

択します。

b. ［ドライブ文字として公開］を選択し、リストアプロセスを開始します。

3. レプリカサーバにログオンし、公開したドライブを開き、公開したインデックスおよび

データファイルを別の場所にコピーします。
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4. Arcserve Backupデバイスマネージャから、障害が発生したデデュプリケーションデ

バイスを削除します。テープ名、ランダム ID、およびシーケンス番号が同一の2つ
のデバイスによる競合を避けるため、このデバイスは削除する必要があります。

5. Arcserve Backupデバイスマネージャで、コピーしたインデックスおよびデータファイル

のパスを使用して、新しいデデュプリケーションデバイスを作成します。詳細につい

ては、「デデュプリケーションデバイスの作成」を参照してください。

6. テープエンジンを停止してから再開し、バックアップを開始したときに実行されてい

た操作を無効にします。

7. DBテープレコードが更新され、物理デデュプリケーションテープに一致するように、

新しいデデュプリケーションデバイスをマージします。これを実行するには、［データ

ベース］メニューの［データベース］オプションで、［セッションヘッダのみマージする］オ
プションを使用します。バックアップデデュプリケーションデバイスにアクティブなセッ

ションが存在すると、マージ処理は完了しないか、失敗します。

新しいデデュプリケーションパスをレプリケートするために、新しい Arcserve
Replicationシナリオの作成が必要な場合があります。既存のシナリオを使用する

ために、スナップショットを前のデデュプリケーションパスに戻すことができます。ただ

し、まず、そこに保存してあるすべてのファイルを削除する必要があります。
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デデュプリケーションを使用したジョブのスキャン

デデュプリケーションを使用したスキャンジョブの実行プロセスは、通常のスキャン

ジョブと同じです。必要に応じて、［メディア検証］ボタンをクリックして［メディア検証

オプション］にアクセスし、［メディア検証を有効にする］オプションをクリックして選択

します。

メディア検証は、すべてのメディアの種類で機能しますが、数百のセッションが格

納されているデデュプリケーションデバイスでは、基準を満たすセッションをランダム

にサンプリングして、データが回復可能であることを確認します。

フィルタの設定オプションと同様に、すべてのデータ(デフォルト )をスキャンすることも

セッションヘッダのみをスキャンすることもできます。1つのノードを指定することも、

複数のノードを指定することもできます。複数のノードを指定する場合は、所定

のフィールドでカンマを使用して名前を区切ります。デデュプリケーションのメディア

検証スキャンジョブでは、*グループを指定することはできませんが、特定のグルー

プの*テープを指定したり、特定のテープを選択したりすることはできます。このジョ

ブは、選択基準を満たすセッションをスキャンし、削除されるまで定期的に繰り返

します。

注：メディア検証は、1つのグループのみのスキャンをサポートしており、同じメディ

アを対象とする他のジョブによって中断されます。中断されると、「E3708グループ <
グループ名>を <分>分内に予約できません。」というエラーメッセージが表示され

ます。

詳細情報：

メディア検証とスキャンユーティリティ
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デデュプリケーションを使用したジョブのマージ

デデュプリケーションを使用したマージジョブの実行プロセスは、通常のマージジョ

ブと同じです。詳細については、「マージユーティリティ」を参照してください。
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デデュプリケーションデバイスでのGFSローテーション

ジョブ

デデュプリケーションデバイスはメディアプールに割り当てることができないため、こ

れらのデバイス上で GFSまたはローテーションスキーマを設定するときは以下を検

討します。

GFSまたはローテーションジョブで、ステージング処理のデスティネーションデバ

イスとしてデデュプリケーションデバイスを選択した場合、メディアプール名を指

定できません。メディアプールを使用しなければ、GFSまたはローテーションス

キーマをサブミットできます。

GFSまたはローテーションジョブで、ステージング処理以外のデスティネーション

デバイスとしてデデュプリケーションデバイスを選択した場合、メディアプールは

使用されず、メディアが上書きされることもありません。デデュプリケーションデ

バイスグループに、フォーマットされたメディアが存在する場合、データはそのメ

ディアに書き込まれます。フォーマットされたメディアが存在しない場合は、空

のメディアが現在の日時でフォーマットされます。

GFSまたはローテーションジョブで、ステージング処理のデスティネーションデバ

イスとしてデデュプリケーションデバイスを選択した場合、ステージングフェーズ

の動作は変更されませんが、マイグレーションフェーズでメディアプールは使用

されず、メディアが上書きされることもなくなります。デデュプリケーションデバイ

スグループに、フォーマットされたメディアが存在する場合、データはそのメディ

アに追加されます。フォーマットされたメディアが存在しない場合は、空のメディ

アが現在の日時でフォーマットされます。

GFSローテーションまたは通常のローテーションで、［メディアへ追加］を選択し

てもしなくても、デデュプリケーションデバイスに保存されたバックアップジョブは

同様に動作します。

注：GFSローテーションの詳細については、「ローテーションスキーマ」を参照してく

ださい。
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デデュプリケーションデバイスのパージ

デデュプリケーションデバイスのパージは、ステージングFSDのパージとは異なりま

す。ステージングFSDをパージする場合、Arcserve Backupによってセッションファイ

ルがただちに削除されます。一方、デデュプリケーションセッションのパージでは、

セッションハッシュファイルの名前がArcserve Backupによって .hash_ToPurgeに変

更され、参照カウンタが更新されます。つまり、パージされた「しるし」がセッションに

付けられるだけで、実際には削除されません。これは、オリジナルデータを参照す

るセッションがほかにあるかもしれないためです。

インデックスファイルに保存された参照カウンタが減らされます。参照カウンタが0
になると、元のデータを参照するハッシュは存在しなくなり、データチャンクが「穴」

とみなされるようになります。Arcserve Backupが25%を超える穴を持つデータファ

イルを検出すると、そのディスク領域は 6時間ごとに実行されるパージスレッドに

よって再利用されます。
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ディスクの断片化

ディスクの断片化を抑えるために、セッションの初めてのバックアップでは必ず、セッ

ションが終わるまで、ディスク容量の割り当てが1 GB単位で行われます。4つのス

トリームを書き込み中の場合、各ストリームはディスク領域上の事前に割り当てら

れたチャンクを使用します。

デデュプリケーションプロセスの完了後、データファイルが実際の圧縮済みセッショ

ンサイズを占めるように、最後の1 GBのデータチャンクが切り捨てられます。この

方法により、ディスクが1GB単位で断片化されます。

この処理が実施されるのは、バックアップ先がデデュプリケーションデバイスであり、

かつ、単一のデバイス上の単一のルート ディレクトリを初めてバックアップする場合

のみです。

2回目のバックアップやその後のジョブでは、ディスクに物理的に書き込まれるデー

タの量は小さくなることが予想されます。
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デデュプリケーションバックアップセッションの削除

Arcserve Backupは、ユーザがバックアップジョブのサブミット時に指定したパージポ

リシー(保存期間 )に基づいて、デデュプリケーションバックアップセッションをデデュ

プリケーションデバイスから削除します。ただし、指定した保存期間内に、デデュプ

リケーションバックアップセッションが古くなるか不要になる場合もあり得ます。

Arcserve Backupデータベースから古くなった、または不要なセッション情報を削除

してディスク容量を解放できるように、Arcserve Backupでは、デデュプリケーション

バックアップセッションを削除できます。

デデュプリケーションバックアップセッションを削除する場合、Arcserve Backupは以

下のように動作します。

削除されたセッションが他のデデュプリケーションバックアップセッションから参照

されている場合、セッションに関する情報はArcserve Backupデータベースから

ただちに削除されます。しかし、削除されたセッションが他のデデュプリケーショ

ンバックアップセッションによって参照されなくなるまで、Arcserve Backupはディ

スク容量を再利用できません。

削除されたセッションが他のデデュプリケーションバックアップセッションから参照

されていない場合は、セッションに関する情報はArcserveデータベースから削

除され、ディスク容量が即座に解放されます。

重要：デデュプリケーションバックアップセッションの削除は、不可逆的なプロセスで

す。削除したデデュプリケーションバックアップセッションは回復できません。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupホーム画面の［クイックスタート］メニューから［リストア］をクリックし

ます。

2. リストアマネージャの［ソース］タブをクリックします。

ドロップダウンメニューから［セッション単位］を選択します。

セッションディレクトリツリーが表示されます。

3. セッションを展開して、バックアップセッションが保存されているデバイスを表示しま

す。

4. 削除するセッションが保存されているデデュプリケーションデバイスを参照します。

デデュプリケーションデバイスを展開して、そのデバイスに保存されたデデュプリケー

ションバックアップセッションを表示します。

5. 削除するセッションを選択します。

削除するセッションを右クリックし、コンテキスト メニューから［選択したセッションの

削除］を選択します。
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メッセージが表示されたら、［はい］をクリックし、選択したセッションを削除します。

セッションが削除されます。
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デデュプリケーションレポート

Arcserve Backupレポートは、デデュプリケーションの統計を含むように変更されまし

た。詳細については、「レポート カテゴリ」を参照してください。
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第13章 :物理ディスク/ボリュームの rawバックアップお

よびリストア

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

raw バックアップおよびリストアの概要 1106

raw バックアップの動作 1108

raw バックアップおよびリストアの有効化 1113

物理ディスク/ボリュームの raw バックアップ 1114

raw バックアップのリストア 1117
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rawバックアップおよびリストアの概要

Arcserve Backupでは、ファイルシステムの有無にかかわらず、物理ディスクおよび

物理ボリュームをバックアップおよびリストアできます。たとえば、この機能を使用し

て以下をバックアップできます。

Oracleデータベーススナップショット

Windows以外のファイルシステムのパーティション

名前のないパーティションまたはボリューム( ドライブ文字のないボリューム)

クライアント システムにディスクとしてマウントされた任意のスナップショット
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物理ディスクおよびボリュームの rawバックアップのライ

センス要件

物理ディスク/ボリュームの rawバックアップ機能を使用するには、以下のライセンス

が必要です。

Arcserve Backup Client Agentのライセンス( この機能を使用する各サーバで必

要 )

Arcserve Backup Enterprise Moduleのライセンス( クライアント エージェントを

バックアップする各サーバで必要 )

例：物理ディスク/ボリュームの raw バックアップのライセンス要件

サーバA、B、および Cで物理ディスク/ボリュームの rawバックアップ機能を使用す

る場合、3つのサーバすべてにArcserve Backup Client Agentのライセンスをインス

トールする必要があります。さらに、これら 3つのサーバをバックアップするバックアッ

プサーバで、Enterprise Moduleのライセンスを 1つ登録する必要があります。
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rawバックアップの動作

Arcserve Backupは、物理ディスク/ボリュームの rawバックアップを実行するために、

デバイスへの排他的アクセスを取得します。これにより、Arcserve Backupは一貫し

たバックアップイメージを取得できます。Arcserve Backupは、データをブロック単位

でシーケンシャルに読み取り、次に、ステージングデバイスまたはArcserve Backup
サーバにイメージをコピーします。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

サポートされている機能

rawバックアップおよびリストア処理の実行に対する制限事項

物理ディスクおよびボリュームの命名規則
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サポートされている機能

rawバックアップおよびリストアでは、以下のArcserve Backup機能を使用できま

す。

バックアップの推定

圧縮

暗号化
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rawバックアップおよびリストア処理の実行に対する制

限事項

物理ディスクおよび物理ボリュームの rawバックアップを実行する際は、以下の制

限事項を考慮してください。

Arcserve Backupは、増分および差分の rawバックアップをサポートしていませ

ん。そのようなバックアップジョブをサブミットしようとすると、Arcserve Backupに

よって自動的にフルバックアップジョブに変更されます。

Arcserve Backupは、VSS ( Volume Shadow Copy Service、ボリュームシャドウコ

ピーサービス)スナップショット テクノロジを使用したバックアップは実行しませ

ん。

Arcserve Backupでは、物理ディスクまたは物理ボリュームによるクラスタのバッ

クアップおよびリストアはサポートされていません。そのため、これらのデバイス

は、バックアップマネージャの［ソース］タブ内のクラスタ仮想ノードの下に表示

されません。

Arcserve Backupでは、物理ディスクまたは物理ボリュームによるリムーバブルメ

ディアのバックアップおよびリストアはサポートされていません。そのため、これら

のデバイスは、バックアップマネージャの［ソース］タブに表示されません。

Arcserve Backupがデバイスに排他的にアクセスできない場合、バックアップ

ジョブが失敗する場合があります。

Windows 2003、Windows 2008、Windows Vista環境で rawバックアップを実

行する場合、物理ボリュームが開かれたままであると、バックアップジョブは失

敗します。

ダイナミック物理ディスクを別の物理ディスクにリストアする場合、Arcserve
Backupはデスティネーションの物理ディスクにパーティション情報をコピーしませ

ん。従って、ソースの物理ディスクのボリュームおよびパーティションは、リストア

後、デスティネーションの物理ディスクに反映されません。つまり、ダイナミック

ディスクは、元の場所にしかリストアできません。また、複数のダイナミックディス

クがある場合は、ボリュームのパーティション分割を元の状態に戻すために、こ

れらすべてのダイナミックディスクを元の場所にリストアする必要があります。

ダイナミックディスクを元の場所にリストアする理由は以下のとおりです。

ボリューム情報はダイナミックディスクデータベースに保存されているため、ダイ

ナミックディスクのパーティションテーブルには、ディスク上の各ボリュームのエン

トリが含まれません。システムの各ダイナミックディスクには、このダイナミックディ

スクデータベースのレプリカが含まれます。データベースの場所は、ディスクの

パーティションスタイルによって決定されます。
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rawバックアップの動作

マスタブート レコード( MBR)ディスク上では、このデータベースはディスク

の最後の1 メガバイト ( MB)に含まれています。

GPT( Globally Unique Identifier Partition Table)ディスクでは、このデータ

ベースは、LDM(論理ディスクマネージャ) メタデータパーティションと呼ば

れる、1MBの予約済み(非表示 )パーティションに含まれています。

従って、リストア中にこのデータベースがディスクに書き込まれない場合、パー

ティション情報はリストアできません。複数のダイナミックディスクがあるシステム

については、各ディスクにデータベースのコピーが含まれているため、すべての

ディスクを元の場所にリストアする必要があります。また、元のパーティション情

報をリストアするには、データベースのコピーが同一である必要があります。

システム/ブート ボリュームに相当する物理ボリュームと、これらの物理ボリュー

ムが存在するディスクは、バックアップマネージャの［ソース］タブには表示されま

せん。

［フィルタ］オプションは、物理ディスクとボリュームの rawバックアップおよびリスト

アには利用できません。
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rawバックアップの動作

物理ディスクおよびボリュームの命名規則

rawバックアップおよびリストアを有効にすると、バックアップマネージャの［ソース］タ
ブに、エージェントに接続されている物理ディスクおよびボリュームが表示されま

す。以下の図に、物理ボリュームを表示している［ソース］タブのセクションを示しま

す。

PhysicalDisk_<ディスク ID>：

物理ディスクを示します。<ディスク ID>は、ディスクの識別タグです。Arcserve
BackupおよびWindowsディスク管理では、同じ方法で <ディスク ID>を表示

します。

物理ボリューム_<ディスク ID>_<ボリューム ID>

物理ボリュームを示します。<ボリューム ID>はドライブ文字またはGUIDです。

GUIDは、ボリュームに名前が付いていない( ドライブ文字が関連付けられてい

ない)場合にのみ表示される 16進数です。たとえば「物理ボリューム_ディスク

2_E」は、ディスク 2上のボリューム Eを表します。

1112 Arcserve Backup管理者ガイド



rawバックアップおよびリストアの有効化

rawバックアップおよびリストアの有効化

物理ディスクおよびボリュームの rawバックアップおよびリストアを実行する機能は、

デフォルトでは無効になっています。各エージェントのオプションを有効にする必要

があります。

物理ディスク/ボリュームの rawバックアップおよびリストアを有効にする方法

1. Windowsで ［スタート］-［プログラム］-［Arcserve Backup］-［Arcserve ］-［Backup
Agent管理］を選択します。

［Arcserve Backup Agent管理］ウィンドウが表示されます。

2. ［オプション］-［環境設定］をクリックします。

［環境設定］ウィンドウが表示されます。

3. ［物理ディスク/ボリュームのバックアップおよびリストアを有効にする］をクリックしま

す。

4. ［OK］をクリックします。

rawバックアップおよびリストアの機能がエージェントで有効化されます。
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物理ディスク/ボリュームの rawバックアップ

物理ディスク/ボリュームの rawバックアップ

以下のいずれかの方法で、物理ディスク/ボリュームの rawバックアップを実行でき

ます。

通常のバックアップ --通常のデバイスグループをバックアップ先として指定しま

す。

デデュプリケーションバックアップ --デデュプリケーションデバイスグループをバッ

クアップ先として指定します。

ステージングバックアップ --通常のデバイスグループまたはデデュプリケーション

デバイスグループを、ステージング場所または最終デスティネーションメディア、

またはその両方として指定します。

注：デデュプリケーションバックアップでは、ステージング場所および最終デスティ

ネーションメディアとして、同じデデュプリケーションデバイスグループを指定しない

でください。

物理ディスク/ボリュームの rawバックアップを実行する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ナビゲーションバーで、［クイックスタート］-［バックアップ］をクリックします。

バックアップマネージャが開きます。

3. バックアップのタイプを指定します。

4. (オプション) ［ステージングを有効にする］チェックボックスを選択します。

5. ［ソース］タブをクリックし、バックアップする物理ディスク/ボリュームを指定します。

6. ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップジョブのスケジュールを定義します。

7. (オプション) ［ステージングの場所］タブ］をクリックし、ステージングデバイスグルー

プを指定します。

注：［ステージングの場所］タブが表示されるのは、［スタート］タブの［ステージング

を有効にする］チェックボックスをオンにした場合だけです。

8. (オプション) ［ポリシー］タブをクリックし、ジョブのテープステージングポリシーとコ

ピーポリシーを指定します。

注：［ポリシー］タブが表示されるのは、［スタート］タブの［ステージングを有効にす

る］チェックボックスをオンにした場合だけです。

9. ［デスティネーション］タブをクリックし、バックアップデータを保存するデバイスグルー

プを選択します。

10. ［サブミット］をクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。
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物理ディスク/ボリュームの rawバックアップ

11. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで入力必須フィールドに入力して、［OK］を
クリックします。

ジョブがサブミットされます。

注：Arcserve Backupでは、バックアップジョブを実行するサーバ上に Enterprise
Moduleの有効なライセンスがあるかどうかが確認されます。Arcserve Backupに

よって必要なライセンスが検出された場合、バックアップジョブはサブミットされま

す。Arcserve Backupによって必要なライセンスが検出されなかった場合、バックアッ

プジョブはサブミットされません。
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物理ディスク/ボリュームの rawバックアップ

ノード全体のバックアップ

ノード全体をバックアップする場合、Arcserve BackupはWindowsファイルシステム

ボリュームに対応する物理ボリュームの rawバックアップを実行しません。これらの

ボリュームは、Client Agent for Windowsが従来の方法でバックアップします。さら

に、Arcserve Backupは重複データのバックアップを避けるため、ファイルシステムボ

リュームの任意の一部をホストしている物理ディスク上ではバックアップを実行しま

せん。
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rawバックアップのリストア

rawバックアップのリストア

物理ディスク/ボリュームの rawバックアップデータは、以下の方法でリストアできま

す。

バックアップデータをバイナリファイルとして別の場所にリストアする。

バックアップデータを元の場所にリストアする。

バックアップデータを別の物理ディスク/ボリュームにリストアする。
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rawバックアップのリストア

別の場所にファイルとしてリストア

Arcserve Backupでは、物理ディスク/ボリュームの rawバックアップデータをバイナリ

ファイルとして別の場所にリストアできます。すべてのファイルの上書き、ファイル名

の変更、既存ファイルのスキップ、新しいファイルのみ上書き、などのオプションを選

択できます。

rawバックアップデータをバイナリファイルとして別の場所にリストアする方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ナビゲーションバーで、［クイックスタート］-［リストア］をクリックします。

リストアマネージャが開きます。

3. ［ソース］タブをクリックします。

4. ソースの物理ディスク/ボリュームを参照し、選択します。

5. ［デスティネーション］タブをクリックし、物理ディスク/ボリューム上のフォルダを選択し

ます。

注：リストア先は、［ソース］タブで指定したソースディレクトリとは別の場所に指定

する必要があります。

6. ［スケジュール］タブをクリックして、リストアジョブのスケジュールを定義します。

7. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

リストアジョブがサブミットされ、Arcserve Backupは rawバックアップデータをバイナ

リファイルとして別の場所へリストアします。
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rawバックアップのリストア

元の場所へリストア

Arcserve Backupでは、物理ディスク/ボリュームの rawバックアップデータを、バック

アップ元の場所にリストアできます。

rawバックアップデータの元の場所へのリストア方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ナビゲーションバーで、［クイックスタート］-［リストア］をクリックします。

リストアマネージャが開きます。

3. ［ソース］タブをクリックします。

4. ソースの物理ディスク/ボリュームを参照し、選択します。

5. ［デスティネーション］タブをクリックします。

［ファイルを元の場所へリストア］オプションがオンになっていることを確認します。

6. ［スケジュール］タブをクリックして、リストアジョブのスケジュールを定義します。

7. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

リストアジョブがサブミットされ、Arcserve Backupは rawバックアップデータを元の場

所へリストアします。
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別の物理ディスク/ボリュームへのリストア

物理ディスク/ボリュームの rawバックアップデータを、別の物理ディスク/ボリューム

にリストアできます。物理ディスクの rawバックアップは、別の物理ディスクにリストア

できますが、物理ボリュームにはリストアできません。同様に、物理ボリュームの

rawバックアップは、別の物理ボリュームにリストアできますが、物理ディスクにはリス

トアできません。

rawバックアップデータを別の物理ディスク/ボリュームにリストアする方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ナビゲーションバーで、［クイックスタート］-［リストア］をクリックします。

リストアマネージャが開きます。

3. ［ソース］タブをクリックし、ソースの物理ディスク/ボリュームを選択します。

4. ［デスティネーション］タブをクリックし、ソースとして選択したものとは異なる物理ディ

スク/ボリュームを選択します。

5. ［スケジュール］タブをクリックし、リストアプロセスの開始時刻を指定します。

6. ツールバーの［サブミット］をクリックします。

リストアが開始されるか、またはスケジュールした時刻に実行するために保存され

ます。

注：ターゲット デバイスに書き込む前に、Arcserve Backupは、ターゲット デバイス

のサイズと、リストアに選択した、バックアップセッションのデバイスのサイズとを比較

します。ターゲット デバイスのサイズのほうが小さい場合、Arcserve Backupによるリ

ストアジョブは失敗します。
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方法 1：最新のUDPバックアップセッションをテープにバックアップ

Arcserve UDPデータのバックアップとリストア

Arcserve Backupでは、以下の方法を使用して、テープメディアにArcserve UDP
バックアップデータをコピーできます。

方法 1：最新のUDPバックアップセッションをテープにバックアップ

方法 2：データストアからのArcserve UDPデータのバックアップ

方法 3：Client Agentを使用した RPSサーバのバックアップ

方法 1：最新のUDPバックアップセッションをテープに

バックアップ

Arcserve Backupでは、最新のUDPバックアップセッションのみをテープにバックアッ

プできます。

注：この方法では、Arcserve UDPのテープ統合ライセンスが必要です。各 UDP
エージェント /UDPプロキシ/RPSサーバに対して 1つの数量が必要です。

この方法では、3つのソースからのバックアップがサポートされます。

Arcserve UDP UDP Agent for Windows

Arcserve UDPプロキシサーバ

Arcserve UDP復旧ポイント サーバ
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方法 1：最新のUDPバックアップセッションをテープにバックアップ

最新のUDPバックアップセッションをテープにバックアップ

Arcserve UDP Agent for Windows

以下の手順に従います。

1. バックアップオプションを指定します。詳細については、「UDPバックアップオプ

ションの指定」を参照してください。

2. Arcserve UDP ノードのバックアップジョブをサブミットします。詳細については、

「UDP ノードのバックアップジョブのサブミット」を参照してください。

3. 暗号化されたArcserve UDPバックアップセッションを処理します。詳細につ

いては、「Arcserve Backupが暗号化済み UDPバックアップセッションを処理

する方法」を参照してください。

4. Arcserve UDP復旧ポイントからファイルを復旧します。詳細については、

「UDP復旧ポイントからのファイルおよびフォルダの復旧」を参照してくださ

い。

Arcserve UDPプロキシサーバ

以下の手順に従います。

1. プロキシサーバを介したUDP ノードのバックアップジョブのサブミット

2. UDPデータが含まれる静的バックアップジョブのサブミット
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方法 1：最新のUDPバックアップセッションをテープにバックアップ

3. UDPデータが含まれる動的バックアップジョブのサブミット

4. ファイルレベルでのUDPデータの回復

5. アプリケーションレベルでのUDPデータの回復

6. rawセッションからのUDPデータの回復

7. Arcserve Backup メディアからのArcserve UDPデータストアの復旧

8. UDPカタログファイルを生成するためのArcserve Backupの設定

Arcserve UDP復旧ポイント サーバ

RPSからバックアップジョブをサブミットする必要があります。詳細については、「復

旧ポイント サーバを使用したArcserve UDP ノードのバックアップジョブのサブミット」

を参照してください。
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方法 1：最新のUDPバックアップセッションをテープにバックアップ

UDPバックアップオプションの指定

バックアップマネージャから、UDPのホームページを開いて、UDPのバックアップオプ

ションを指定できます。バックアップオプションでは、以下のような処理を指定しま

す。

バックアップソースおよびバックアップデスティネーション

バックアップの種類ごとのスケジュール

バックアップジョブの詳細設定

バックアップの実行前および実行後の処理

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ［クイックスタート］メニューから、［バックアップ］ボタンをクリックします。

バックアップマネージャウィンドウが開きます。

3. ［ソース］タブをクリックします。

ソースツリーが表示されます。

4. UDPサーバオブジェクトを展開します。

5. 設定する UDPサーバを右クリックし、ポップアップメニューの［UDPバックアップ設定

の変更］をクリックします。

［UDPバックアップ設定］ダイアログボックスが表示されます。

6. UDPのバックアップに必要なバックアップ設定を指定します。

注：UDPバックアップ設定の指定方法の詳細については、［バックアップ設定］ダイ

アログボックスの［ヘルプ］をクリックしてください。
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方法 1：最新のUDPバックアップセッションをテープにバックアップ

UDP ノードのバックアップジョブのサブミット

Arcserve Backupでは、UDPセッションを Arcserve Backup メディアにバックアップでき

ます。Arcserve Backup メディアは、ファイルシステムデバイス、テープメディア、NAS
デバイス、および SAN上のデバイスです。UDPデータをバックアップするプロセスは、

ファイル、フォルダ、ノード、サーバなどのバックアップに必要な手順と同じです。

このバックアップ方式では、Arcserve Backupはフルおよび増分 UDPバックアップセッ

ションからフルバックアップセッションを合成できます。合成されたバックアップセッ

ションを使用すると、ファイルレベル、フォルダレベル、およびアプリケーションレベル

で UDPデータを回復し、UDPサーバのフルシステム復旧 (ベアメタル復旧など)を
実行できます。

以下の手順に従います。

1. バックアップマネージャで、［スタート］、［ソース］、［デスティネーション］、および［ス
ケジュール］タブを選択し、ジョブに必要なオプションを指定します。

注：マルチストリーミングを使用してUDPセッションをバックアップするには、［デス

ティネーション］タブで［マルチストリーミング］オプションをクリックし、ジョブに対して

許可するストリームの最大数を指定します。

2. ［オプション］ツールバーボタンをクリックして、ジョブに必要なバックアップオプション

を指定します。詳細については、「グローバルバックアップオプション」を参照してく

ださい。

3. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスで、ジョブのセキュリティお

よびエージェント情報を編集または確認して、［OK］をクリックします。

5. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが開きます。［即実行］を選択して今すぐ

ジョブを実行するか、［実行日時指定］を選択してジョブを実行する日時を選択

します。

注：［即実行］オプションの詳細については、「［ジョブキュー］タブ」を参照してくだ

さい。

6. ジョブに対して、ジョブ名を入力します。

7. 複数のソースのバックアップを選択した場合に、ジョブセッションの開始順序を設

定するには、［ソース優先度］をクリックします。［一番上へ］、［上へ］、［下へ］、
［一番下へ］の各ボタンを使用して、ジョブが処理される順序を変更します。優先

順位付けが終わったら、［OK］をクリックします。

8. ジョブを Arcserve Backupジョブスクリプトとして保存するには、［ジョブの保存］ボタ

ンをクリックします。
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方法 1：最新のUDPバックアップセッションをテープにバックアップ

9. ジョブテンプレートを保存するには、［テンプレートの保存］ボタンをクリックします。

10. ジョブのプレフライト チェックを実行するには、［プレフライト チェック］ボタンをクリック

します。プレフライト チェックが失敗した場合は、［キャンセル］ボタンをクリックして

ジョブの設定を変更してください。

11. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミットされます。
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方法 1：最新のUDPバックアップセッションをテープにバックアップ

Arcserve Backupによる暗号化済み UDPバックアップ

セッションの処理方法

UDPでは、データ暗号化を使用して、機密性の高いデータを保護することができ

ます。データは、バックアップのサブミット時に指定する暗号化パスワードを使用し

て保護されます。UDPデータを回復するには、リストアのサブミット時にパスワードを

指定します。

UDPセッションを Arcserve Backup メディアにバックアップするには、バックアップのサブ

ミット前に、［バックアップマネージャ］ソースディレクトリツリーに /UDPサーバを追

加します。ソースツリーにUDPサーバを追加するには、UDPのコンピュータ名およ

び認証情報 (ユーザ名とパスワード)の指定が必要です。Arcserve Backupでは、

UDP認証情報を使用してUDP暗号化パスワードの取得、データの復号化、

Arcserve Backup メディアへのデータのバックアップを行います。その結果、Arcserve
Backupは復号化された形式で Arcserve Backup メディア上にUDPバックアップセッ

ションを保存します。

Arcserve Backup メディアからUDPデータを回復するには、パスワードは必要ありま

せん。Arcserve Backup メディア上で UDPデータを暗号化したい場合は、ジョブのサ

ブミット時にArcserve Backup暗号化オプションを指定します。暗号化オプションの

詳細については「管理者ガイド」の「バックアップマネージャの圧縮/暗号化オプショ

ン」を参照してください。
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方法 1：最新のUDPバックアップセッションをテープにバックアップ

UDP復旧ポイントからのファイルとフォルダの回復

UDPでは、バックアップが正常に完了するたびに、日時指定のスナップショット イ

メージが作成されます。Arcserve BackupからUDPを開くことができるので、ファイル

とフォルダを検索し、UDPのリストアジョブをサブミットできます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ［クイックスタート］メニューから、［バックアップ］ボタンをクリックします。

バックアップマネージャウィンドウが開きます。

3. ［ソース］タブをクリックします。

ソースツリーが表示されます。

4. UDPサーバオブジェクトを展開し、リストアする UDPサーバを特定します。

注：UDPサーバがプロキシサーバに割り当てられている場合は、UDPプロキシ

サーバオブジェクトを展開してサーバを特定します。

5. 復旧する UDPサーバを右クリックし、［D2D リストア］を指定して、ポップアップメ

ニューの［リストアするファイル/フォルダの検索］をクリックします。

［リストアするファイル/フォルダの検索］ダイアログボックスが表示されます。
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6. リストアをサブミットするには、プロンプトに従って、［リストアするファイル/フォルダの

検索］ダイアログボックスの必須フィールドに入力します。

注：リストアをサブミットする方法の詳細については、［リストアするファイル/フォルダ

の検索］ダイアログボックスの［ヘルプ］をクリックしてください。
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プロキシサーバを介したUDP ノードのバックアップジョ

ブのサブミット

Arcserve Backupでは、プロキシサーバを介してUDPセッションを Arcserve Backup
メディアにバックアップできます。プロキシサーバにArcserve Host-Based VM Backup
がインストールされている場合、Host-Based VM Backupプロキシサーバを介して

バックアップジョブをサブミットできます。Arcserve Backup メディアは、ファイルシステ

ムデバイス、テープメディア、NASデバイス、および SAN上のデバイスです。

プロキシサーバを介してUDPサーバをバックアップする場合、Arcserve Backupは、

プロキシサーバによって保護されるすべてのUDPサーバのすべてのUDPバックアッ

プセッションを取得します。プロキシサーバにArcserve Host-Based VM Backupがイ

ンストールされている場合、Arcserve Backupは、プロキシサーバによって保護され

るすべてのUDP仮想マシンのすべてのUDPバックアップセッションを取得します。

このバックアップ方式では、Arcserve Backupはフルおよび増分 UDPバックアップセッ

ションからフルバックアップセッションを合成できます。合成されたバックアップセッ

ションを使用すると、ファイルレベル、フォルダレベル、およびアプリケーションレベル

で UDPデータを回復し、UDPサーバのフルシステム復旧 (ベアメタル復旧など)を
実行できます。

プロキシサーバを介してUDPをバックアップするプロセスは、ファイル、フォルダ、ノー

ド、サーバなどのバックアップに必要な手順とほとんど同じです。

障害が発生したUDPサーバ上のUDP ノードをプロキシサーバを介してバックアップ

する場合、UDPサーバでの障害発生時に少なくとも 1つのバックアップが実行され

ていれば、そのUDPサーバは引き続きサポートおよびバックアップされます。UDPデ
スティネーションからの詳細がキャッシュされ、UDPサーバで障害が発生したときに

以後のバックアップで使用されます。

以下の手順に従います。

1. ［バックアップマネージャ］から、［スタート］タブをクリックし、サブミットするバックアップ

ジョブの種類を指定します。

2. ［ソース］タブをクリックし、UDP ノードおよびプロキシサーバを表示します。

以下の画面に示すように、バックアップするノードを含んでいるプロキシサーバを指

定します。
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方法 1：最新のUDPバックアップセッションをテープにバックアップ

3. ［デスティネーション］タブをクリックして、バックアップデータを保存する場所を指定

します。

注：マルチストリーミングを使用してUDPセッションをバックアップするには、［デス

ティネーション］タブで［マルチストリーミング］オプションをクリックし、ジョブに対して

許可するストリームの最大数を指定します。

4. ［スケジュール］タブをクリックして、ジョブの実行日時および頻度を指定します。

5. ［オプション］ツールバーボタンをクリックして、ジョブに必要なバックアップオプション

を指定します。詳細については、「グローバルバックアップオプション」を参照してく

ださい。

6. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスが表示されます。

7. ［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスで、ジョブのセキュリティお

よびエージェント情報を編集または確認して、［OK］をクリックします。

8. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが開きます。［即実行］を選択して今すぐ

ジョブを実行するか、［実行日時指定］を選択してジョブを実行する日時を選択

します。

注：［即実行］オプションの詳細については、「［ジョブキュー］タブ」を参照してくだ

さい。

9. ジョブに対して、ジョブ名を入力します。

10. 複数のソースのバックアップを選択した場合に、ジョブセッションの開始順序を設

定するには、［ソース優先度］をクリックします。［一番上へ］、［上へ］、［下へ］、
［一番下へ］の各ボタンを使用して、ジョブが処理される順序を変更します。優先

順位付けが終わったら、［OK］をクリックします。

11. ジョブを Arcserve Backupジョブスクリプトとして保存するには、［ジョブの保存］ボタ

ンをクリックします。

12. ジョブテンプレートを保存するには、［テンプレートの保存］ボタンをクリックします。

13. ジョブのプレフライト チェックを実行するには、［プレフライト チェック］ボタンをクリック

します。プレフライト チェックが失敗した場合は、［キャンセル］ボタンをクリックして

ジョブの設定を変更してください。

14. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミットされます。
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UDPデータが含まれる静的バックアップジョブのサブミッ

ト

［静的バックアップを有効にする］オプションを使用すると、ソースグループおよびコ

ンピュータのスケジュールされたバックアップをサブミットし、ソースボリュームの静的

なセットを保持することができます。静的バックアップの場合、UDPデータのステー

ジングとデデュプリケーションのバックアップをサブミットできます。

静的なバックアップジョブは、UDP復旧ポイント サーバオブジェクトの下に表示さ

れる UDP復旧ポイント サーバのみへサブミットできます。これにはUDPのエージェン

ト ベースのサーバおよびUDPエージェントレスVM ノードなどがあります。

静的バックアップは、ジョブをサブミットしたときに指定されたソースグループまたはコ

ンピュータの直下にあるオブジェクトのみに影響します。これ以降のバックアップに

は、バックアップをサブミットした後にソースグループまたはコンピュータに追加された

オブジェクトおよびボリュームは含まれません。Arcserve Backupでは、オリジナル

ソースボリュームを動的にバックアップします。これ以降に実行するジョブには、オリ

ジナルソースボリューム内に含まれているファイルおよびフォルダに対する変更のみ

が含まれます。

注：詳細については、「静的なジョブのパッケージ」を参照してください。

以下の手順に従います。

1. ［バックアップマネージャ］を開き、［スタート］タブをクリックします。

バックアップタイプが表示されます。

2. ［標準バックアップ］を選択し、次に［ソース］タブをクリックします。

ソースディレクトリツリーが表示されます。

3. ドロップダウンリストから［クラシックビュー］を選択します。

UDP復旧ポイント サーバオブジェクトを展開し、バックアップする UDP復旧ポイン

ト サーバを参照します。

a. UDP復旧ポイント サーバ名の横のチェックボックスをクリックします。

b. UDP復旧ポイント サーバを右クリックし、ポップアップメニューで［静的バック

アップを有効にする］をクリックします。
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以下に示すように、静的バックアップオプションがコンピュータに適用されます。

注：このオプションを無効にするまで、静的バックアップオプションは指定したコン

ピュータに継続して適用されます。静的バックアップを無効にするには、この手順を

繰り返します。

4. ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップジョブに使用するスケジュールを指定

します。

注：詳細については、「ローテーションスキーム」および「カスタムスケジュール」を

参照してください。

5. ［デスティネーション］タブをクリックします。

［デスティネーション］グループディレクトリツリーが表示されます。

6. バックアップデータの保存に使用するグループを指定します。

ストレージグループが適用されます。

7. ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［オプション］ダイアログボックスが開きます。

8. ジョブに必要なオプションを指定します。

注：詳細については、「グローバルバックアップオプション」を参照してください。

［OK］をクリックします。

バックアップオプションが適用されます。

9. (オプション) コンピュータのコンテンツを展開します。

コンピュータに含まれるドライブまたはボリュームを選択します。

指定のドライブまたはボリュームにバックアップオプションを適用するには、前の2つ
の手順を繰り返します。

Arcserve UDPデータのバックアップとリストア 1133

../../../../../Content/893.htm
../../../../../Content/898.htm
../../../../../Content/bh_gbl_bu_job_opts.htm


方法 1：最新のUDPバックアップセッションをテープにバックアップ

(オプション) コンピュータのすべてのドライブまたはボリュームに対して、この手順を

繰り返します。

10. ツールバーの［サブミット］をクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

11. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで入力必須フィールドに入力して、［OK］を
クリックします。

ジョブがサブミットされます。
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UDPデータが含まれる動的バックアップジョブのサブ

ミット

Arcserve Backupでは、UDPデータを動的にバックアップすることができます。動的な

パッケージとは、選択内容がジョブの実行時に決定されるという意味です。

たとえば、ソースグループまたはサーバのバックアップを選択し、そのソースグループ

またはサーバにリストされているノードまたはボリュームが、ジョブをスケジュールして

実際にジョブを実行するまでの間に変更された場合、ジョブ実行時の、変更後の

ノードおよびボリュームがバックアップされます。

以下の手順に従います。

1. ［バックアップマネージャ］を開き、［スタート］タブをクリックします。

バックアップタイプが表示されます。

2. ［標準バックアップ］を選択し、次に［ソース］タブをクリックします。

ソースディレクトリツリーが表示されます。

3. ドロップダウンリストから［クラシックビュー］を選択します。

UDP復旧ポイント サーバオブジェクトを展開し、バックアップする UDPエージェント

ベースのノードまたはエージェントレスノードが含まれるプロキシサーバを参照しま

す。

4. バックアップする UDP ノードを含むUDP復旧ポイント サーバの横にあるチェックボッ

クスをオンにします。

5. ［スケジュール］タブをクリックして、バックアップジョブに使用するスケジュールを指定

します。

注：詳細については、「ローテーションスキーム」および「カスタムスケジュール」を

参照してください。

6. ［デスティネーション］タブをクリックします。

［デスティネーション］グループディレクトリツリーが表示されます。

7. バックアップデータの保存に使用するグループを指定します。

ストレージグループが適用されます。

8. ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［オプション］ダイアログボックスが開きます。

9. ジョブに必要なオプションを指定します。

注：詳細については、「グローバルバックアップオプション」を参照してください。

10. ［OK］をクリックします。
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バックアップオプションが適用されます。

11. (オプション) コンピュータのコンテンツを展開します。

12. コンピュータに含まれるドライブまたはボリュームを選択します。

13. 指定のドライブまたはボリュームにバックアップオプションを適用するには、前の2つ
の手順を繰り返します。

(オプション) コンピュータのすべてのドライブまたはボリュームに対して、この手順を

繰り返します。

14. ツールバーの［サブミット］をクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

15. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで入力必須フィールドに入力して、［OK］を
クリックします。

ジョブがサブミットされます。
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ファイルレベルでのUDPデータの回復

Arcserve Backupでは、Arcserve Backup メディアからファイルレベルで UDPバックアッ

プデータを回復することができます。Arcserve Backup メディアからUDPサーバに個

別のファイル、フォルダ、ディレクトリなどを回復するには、以下の手順に従います。

以下の回復を実行する方法について、以下に手順を説明します。

UDPサーバを介してバックアップされたUDPデータをファイルレベルで回復しま

す。

UDP Central Host-Based VM Backupプロキシサーバを介してバックアップされた

UDP仮想マシンデータをファイルレベルで回復します。

注：以下の手順では、セッション単位方式でリストアジョブをサブミットする方法に

ついて説明します。ツリー単位方式で UDPデータおよびUDP仮想マシンデータを

リストアするプロセスは、他のすべての種類のデータの場合と同じです。ツリー単位

方式の詳細については、「データのリストア」を参照してください。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ［クイックスタート］メニューの［リストア］をクリックします。

［リストアマネージャ］ウィンドウが開きます。

3. ドロップダウンリストの［セッション単位］をクリックします。

バックアップセッションがセッションツリーに表示されます。

4. セッションツリーで［セッション］を展開し、回復する UDPサーバを特定します。

回復するサーバを展開し、ファイルレベル単位でデータを回復するセッションを特

定します。

5. 次に、以下の画面に示すように、回復するファイル、フォルダ、またはディレクトリの

チェックボックスをオンにします。
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6. ［デスティネーション］タブをクリックします。

デスティネーションオプションが表示されます。

7. ［ファイルを元の場所へリストア］オプションが指定されていることを確認し、［スケ

ジュール］タブをクリックします。

スケジュールオプションが表示されます。

8. ジョブに必要なスケジュールオプションを指定します。

9. ツールバーの［オプション］をクリックし、ジョブに必要なグローバルオプションを指定

します。

注：詳細については、「グローバルリストアオプション」を参照してください。

10. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

［リストアメディア］ダイアログボックスが開かれ、操作の実行に必要なメディアのリ

ストが表示されます。

11. 必要なメディアが複数のArcserve Backupサーバに配置されている場合は、ドロッ

プダウンリストをクリックし、ジョブを実行するバックアップサーバを指定し、［OK］をク

リックします。

［セッションユーザ名およびパスワード］ダイアログボックスが開きます。

12. ［セッションユーザ名およびパスワード］ダイアログボックスで、セッションへのアクセス

に必要なユーザ名とパスワードを編集または確認し、［OK］をクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

13. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで入力必須フィールドに入力して、［OK］を
クリックします。

ジョブがサブミットされます。
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アプリケーションレベルでのUDPデータの回復

Arcserve Backupでは、UDPから Arcserve Backup メディアにバックアップされた

Microsoft SQL ServerおよびMicrosoft Exchange Serverのデータベースオブジェクト

を回復できます。データベースオブジェクトをアプリケーションレベル単位で回復で

きます。

以下の回復を実行する方法について、以下に手順を説明します。

アプリケーションレベルで UDP復旧ポイント サーバを介してバックアップされた

UDP ノードを復旧します。

以下の点に注意してください。

Arcserve Backupでは、Microsoft Exchange Serverデータはメールボックスレベ

ルでのみ回復できます。メッセージレベルでデータを回復するには、データを一

時的な場所に回復し、次に、UDPを使用して GRT ( Granular Recovery
Technology)レベルで回復します。詳細については、「 UDPユーザガイド」を参

照してください。

以下の手順では、セッション単位方式でリストアジョブをサブミットする方法に

ついて説明します。ツリー単位方式で UDPデータノードをリストアするプロセス

は、他のすべての種類のデータの場合と同じです。ツリー単位方式の詳細に

ついては、「データのリストア」を参照してください。

以下の手順に従います。

1. UDPデスティネーションサーバに以下のいずれかの条件が存在することを確認しま

す。

UDPデスティネーションサーバにログインしている。

UDPサービスはUDPデスティネーションサーバ上で実行されている。

2. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

3. ［クイックスタート］メニューの［リストア］をクリックします。

［リストアマネージャ］ウィンドウが開きます。

4. ドロップダウンリストの［セッション単位］をクリックします。

バックアップセッションがセッションツリーに表示されます。

5. セッションツリーから［セッション］を展開し、回復する UDP ノードを特定します。

回復するサーバを展開し、アプリケーションレベル単位でMicrosoftデータベース

データを回復するセッションを特定します。

6. 次に、以下の画面に示すように、回復するオブジェクトのチェックボックスをオンにし

ます。
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7. (オプション) このリストアジョブだけに影響するオプションを指定するには、選択した

オブジェクトを右クリックし、コンテキスト メニューの［ローカルオプション］を選択し

て、以下のいずれかまたは両方のオプションを実行します。

Microsoft SQL Serverデータベース -- ［UDP SQL Serverオプション］ダイアログボック

スの以下のフィールドに入力します。

ファイルを元の場所へリストア --このオプションを使用すると、バックアップイ

メージがキャプチャされた元の場所にデータをリストアできます。

ファイルのみをダンプする --このオプションを使用すると、Arcserve Backupは

選択したMicrosoft SQLデータベースファイルを指定したフォルダにダンプする

ことができます。また、ダンプファイルのリストア先となるフォルダを指定または

参照することもできます。

別の場所へリストアする --このオプションを使用すると、別の場所にデータを

リストアできます。

バックアップをネットワーク上の場所にコピーできるので、複数のSQLサーバ

インスタンスを使用できます。複数のデータベースのリストアは、インスタンス

レベルで(同時に)実行できます。このリストからデータベースインスタンスを

選択し、新しいデータベース名およびデータベースのリストア先となる別の場

所を指定できます。また、データベースのリストア先となる別の場所を参照

することもできます。

Microsoft Exchange Serverデータベース -- ［UDP Exchangeオプション］ダイアログ

ボックスの以下のフィールドに入力します。
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元の場所にリストアする --このオプションを使用すると、バックアップイメージ

がキャプチャされた元の場所にデータをリストアできます。

注：ログフォルダを元の場所にリストアする場合、ログフォルダ内にあるファイ

ルはスキップされます。

ファイルのみをダンプする --このオプションを使用すると、ダンプファイルのみを

リストアできます。このオプションの場合、Arcserve BackupはMicrosoft
Exchangeデータベースファイルを指定のフォルダにリストアし、回復が完了す

るまで Exchangeデータベースをオンラインにしません。次に、このファイルを別

のサーバに移動し、Exchangeサーバにマウントして、ファイル内に含まれてい

るデータを表示できます。

注：回復用メールボックスデータベースが存在し、［ファイルのみをダンプす

る］オプションを使用した場合、リストアは失敗します。

データベースでログを再生する --このオプションを使用すると、データベース

ファイルをデスティネーションフォルダにダンプする際に、すべてのExchange ト
ランザクションログファイルの再生および適用を行い、それらをデータベース

にコミットするように指定できます。

注：このオプションはMicrosoft Exchange Server 2003データベースには該当

しません。

回復用ストレージ グループにリストアする( Exchange 2007) /回復用データ

ベースにリストアする( Exchange 2010/2013) --データベースを回復用スト

レージグループ( RSG)または回復用データベースにリストアします。

RSGは、回復用に使用できるストレージグループです。回復用ストレージ

グループでは、バックアップからMicrosoft Exchange Server メールボックスデー

タベースをリストアし、そこからデータを抽出して回復することができます。そ

の際、エンド ユーザがアクセスしている実稼働データベースに影響を及ぼす

ことはありません。

1つのストレージグループ、または同じストレージグループのデータベース(パ
ブリックフォルダデータベース以外 )がリストアに選択された場合、デフォルト

のリストアデスティネーションは、［回復用ストレージグループにリストアする］
(または［回復用データベースにリストアする］)です。

複数のストレージグループ、または複数のストレージグループのデータベース

がリストアに選択された場合、Exchangeは元の場所にリストアするか、また

は［ダンプファイルのみ］オプションでリストアする必要があります。デフォルトの

リストアデスティネーションは［元の場所にリストアする］です。

Exchange 2007データベースを回復用ストレージグループにリストアするに

は、回復用ストレージグループ、および同じ名前のメールボックスデータベー

スを作成しておく必要があります。
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例 :

第 1ストレージグループからMailboxDatabase1を回復用ストレージグルー

プにリストアする場合、回復用ストレージグループを作成し、データベース

「MailboxDatabase1」をその回復用ストレージグループに追加する必要があ

ります。

注：このオプションはMicrosoft Exchange Server 2003では適用されません。

データベースをマウント解除する --このオプションを使用すると、リストア前に

データベースをマウント解除し、リストア後にマウントできます。

通常、Microsoft Exchangeは、リストアの前にいくつかのチェックを実行して

以下を確認します。

リストアされるデータベースが「マウント解除済み」ステータスにある。

データベースが予期せずリストアされることがない。

Microsoft Exchange実稼働データベースが予期せずリストアされるの

を防ぐため、リストア処理中にデータベースへの上書きを許可するため

のスイッチが追加されています。このスイッチが設定されていないと、

Microsoft Exchangeではデータベースのリストアを拒否します。

UDPでは、これらの2つのオプションは、［リストア前にデータベースのマ

ウントを解除し、リストア後にデータベースをマウントする］オプションに

よって制御されます。このオプションを使用することで、UDPでは、手動

操作なしでリストアプロセスを自動的に起動できます。(データベース

を手動でマウント解除/マウントするよう指定することもできます)。

オンに設定した場合、回復処理によってリストアの実行前に自動的

にMicrosoft Exchangeデータベースがマウント解除され、リストアが完

了した後マウントされます。また、このオプションをオンにすると、リストア

中にMicrosoft Exchangeデータベースへの上書きが可能になります。

オフに設定した場合、回復処理でMicrosoft Exchangeデータベースを

回復前に自動的にマウント解除することはなく、回復後にマウントす

ることもありません。

その場合、Microsoft Exchange管理者は手動で一部の操作を実行

する必要があります。たとえば、Microsoft Exchangeデータベースのマウ

ント解除、データベース上での「上書きを許可」フラグの設定、

Microsoft Exchangeデータベースのマウントなどです。(回復手順は、

データベースのマウント中に Exchangeによって実行されます。)

また、このオプションをオフにすると、リストア中のMicrosoft Exchange
データベースへの上書きはできなくなります。

8. ［OK］をクリックします。
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9. ［デスティネーション］タブをクリックします。

デスティネーションオプションが表示されます。

10. ［デスティネーション］タブで、以下のいずれかを行います。

［ファイルを元の場所へリストア］チェックボックスをオンにします。このオプショ

ンを指定すると、Arcserve Backupによって、バックアップが行われた場所に

データがリストアされます。

［ファイルを元の場所にリストア］チェックボックスをオフにします。このオプショ

ンを指定しない場合は、別の場所を指定する必要があります。また、

Arcserve Backupは、データベースに対して指定されたローカルリストアオプ

ションを使用して、別の場所にデータをリストアします。

例：マシン Aに以下のデータベースが含まれます。

C:\Program Files\SQL Server\example.dat

［ファイルを元の場所にリストア］オプションを指定すると、Arcserve Backupは

データベースをマシン A上の元のパスにリストアします。［ファイルを元の場所

にリストア］の隣のチェックボックスをオフにし、別の場所としてマシン Bを指

定し、データベースに対してローカルリストアオプション［元の場所にリストア］
が指定されている場合、Arcserve Backupはデータベースをマシン B上の元

のパス( C:\Program Files\SQL Server\example.dat)にリストアします。

11. ［スケジュール］タブをクリックします。

スケジュールオプションが表示されます。

12. ジョブに必要なスケジュールオプションを指定します。

13. ツールバーの［オプション］をクリックし、ジョブに必要なグローバルオプションを指定

します。

注：詳細については、「グローバルリストアオプション」を参照してください。

14. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

［リストアメディア］ダイアログボックスが開かれ、操作の実行に必要なメディアのリ

ストが表示されます。

15. 必要なメディアが複数のArcserve Backupサーバに配置されている場合は、ドロッ

プダウンリストをクリックし、ジョブを実行するバックアップサーバを指定し、［OK］をク

リックします。

［セッションユーザ名およびパスワード］ダイアログボックスが開きます。

16. ［セッションユーザ名およびパスワード］ダイアログボックスで、セッションへのアクセス

に必要なユーザ名とパスワードを編集または確認し、［OK］をクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。
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17. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで入力必須フィールドに入力して、［OK］を
クリックします。

ジョブがサブミットされます。
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rawセッションからのUDPデータの回復

Arcserve Backupでは、UDP復旧ポイントをバックアップし、データを Arcserve
Backup メディアに保存することができます。UDP復旧ポイントは、rawセッションとし

て Arcserve Backup メディアに保存されます。

Arcserve Backupでは、Microsoft SQL Server とMicrosoft Exchange Serverのアプリ

ケーションに関して、ファイル、フォルダおよびアプリケーションのレベルで Arcserve
UDPデータを回復することができます。ただし、Exchange GRTが有効なバックアップ

のメールボックスから個別の電子メールメッセージを回復する場合は、rawセッショ

ンを UDPサーバに回復し、次に、UDPを使用して、個別電子メールメッセージを

UDPサーバのExchange GRTセッションから回復します。個別の電子メールメッセー

ジを回復するには、UDPホームページを開いて回復された rawセッションを参照

し、回復するオブジェクトを見つけます。

rawセッションはUDPサーバのベアメタル復旧 ( BMR) の実行にも使用できます。

rawセッションを使用した BMRプロセスは 2段階から構成されます。

1. 失敗したサーバがBMR中にアクセスできる別の場所またはデバイスに rawセッショ

ンを回復します。

2. UDP BMR メディアを使用して、回復するサーバを起動してから、rawセッションを回

復した場所を参照します。次に、画面の指示に従って BMRプロセスを完了しま

す。

注：ファイルやフォルダの回復、およびUDPサーバ上でのBMRの実行の詳細につ

いては、UDPのマニュアルを参照してください。

以下の点に注意してください。

Arcserve Backupは、UDPバックアップデスティネーションと同じディレクトリ構

造を使用して rawセッションを回復します。

例：E:\restoreは別の場所です。

Arcserve Backupでは、以下のパターンを使用して rawセッションを回

復します。

E:\restore\VSTORE\<original session number>\

Arcserve Backupでは、以下のパターンを使用して rawセッションのカタ

ログファイルを回復します。

E:\restore\CATALOG\<original session number>\

Arcserve Backupでは、rawセッションは別の場所へのリストアのみが可能で

す。元の場所へはリストアできません。

以下の回復を実行する方法について、以下に手順を説明します。

rawセッションからのUDP ノードの回復
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注：以下の手順では、セッション単位方式でリストアジョブをサブミットする方法に

ついて説明します。ツリー単位方式で UDPのエージェント ベースのノードまたは

エージェントレスノードをリストアするプロセスは、他のすべての種類のデータの場

合と同じです。ツリー単位方式の詳細については、「データのリストア」を参照して

ください。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ［クイックスタート］メニューの［リストア］をクリックします。

［リストアマネージャ］ウィンドウが開きます。

3. ドロップダウンリストの［セッション単位］をクリックします。

セッションがセッションツリーに表示されます。

4. 回復する rawセッションが含まれる UDPサーバを見つけます。

5. rawセッションの横のチェックボックスをクリックします。

6. ［デスティネーション］タブをクリックします。

デスティネーションオプションが表示されます。

7. ［デスティネーション］タブで［ファイルを元の場所へリストア］の横のチェックボックスを

オフにし、データをリストアする別の場所を指定します。

8. ［スケジュール］タブをクリックします。

スケジュールオプションが表示されます。

9. ジョブに必要なスケジュールオプションを指定します。

10. ツールバーの［オプション］をクリックし、ジョブに必要なグローバルオプションを指定

します。

注：詳細については、「グローバルリストアオプション」を参照してください。

11. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

［リストアメディア］ダイアログボックスが開かれ、操作の実行に必要なメディアのリ

ストが表示されます。
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12. 必要なメディアが複数のArcserve Backupサーバに配置されている場合は、ドロッ

プダウンリストをクリックし、ジョブを実行するバックアップサーバを指定し、［OK］をク

リックします。

［セッションユーザ名およびパスワード］ダイアログボックスが開きます。

13. ［セッションユーザ名およびパスワード］ダイアログボックスで、セッションへのアクセス

に必要なユーザ名とパスワードを編集または確認し、［OK］をクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

14. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで入力必須フィールドに入力して、［OK］を
クリックします。

ジョブがサブミットされます。

リストアジョブの完了後、別の場所にリストアしたセッションを使用してUDPデータ

を回復します。
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方法 1：最新のUDPバックアップセッションをテープにバックアップ

Arcserve Backup メディアからのArcserve UDPデータス

トアの回復

Arcserve Backupでは、Arcserve Backup メディアから Arcserve UDPデータストアを

バックアップすることができます。データストアに rawセッションが含まれている場

合、Arcserve UDPサーバに回復を実行し、Arcserve UDPを使用して、Arcserve
UDPサーバから個別のセッションを回復を実行することができます。

また、Arcserve UDP上で回復したデータストアを使用することもできます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ［クイックスタート］メニューの［リストア］をクリックします。

［リストアマネージャ］ウィンドウが開きます。

3. ドロップダウンリストの［セッション単位］をクリックします。

セッションがセッションツリーに表示されます。

4. 回復する Arcserve UDPデータストアセッションを見つけます。

5. データストアを含むセッションを選択します。

6. ［デスティネーション］タブをクリックします。

［デスティネーション］タブが表示されます。

7. ［別の場所にデータストアをリストア］チェックボックスをオフにします。

8. ［スケジュール］タブをクリックします。
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方法 1：最新のUDPバックアップセッションをテープにバックアップ

［スケジュール］タブが表示されます。

9. 必要に応じてスケジュールするオプションを指定し、［サブミット］をクリックしま

す。
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方法 1：最新のUDPバックアップセッションをテープにバックアップ

UDPカタログファイルを生成するためのArcserve
Backupの設定

Arcserve BackupがUDPバックアップセッションをバックアップする場合、バックアップ

処理で UDPセッションのカタログファイルは生成されません。カタログファイルの生

成処理は時間がかかるタスクであるため、UDPバックアップセッションのバックアップ

に必要な時間 (バックアップウィンドウ)が増える場合があります。バックアップウィン

ドウを減らすために、Arcserve Backupはデフォルトでカタログファイルを生成しませ

ん。

Arcserve Backupでは、ファイルレベル、フォルダレベル、およびアプリケーションレベ

ルの単位で UDPバックアップセッションを回復するにはカタログファイルが必要とな

ります。ファイルレベル、フォルダレベル、およびアプリケーションレベルの単位で

UDPバックアップセッションを回復する必要がある場合、バックアップ処理中にUDP
バックアップセッション用のカタログファイルを生成するようにArcserve Backupを設

定できます。

以下の手順では、Arcserve Backupを設定して、バックアップ処理中にカタログファ

イルを生成するようにする方法および生成しないようにする方法について説明しま

す。

以下の手順に従います。

1. UDP復旧ポイント サーバにログインし、Windowsのレジストリエディタを開きます。

重要：バックアップマネージャソースツリーで、UDP復旧ポイント サーバを使用して

ノードをバックアップする際に、UDP復旧ポイント サーバにログインします。

注：UDP復旧ポイント サーバを使用してUDP ノード上でバックアップを実行する

場合、UDP復旧ポイント サーバが利用可能な場合にのみカタログファイルの生

成がサポートされます。UDP復旧ポイント サーバが利用可能でない場合、カタロ

グファイルの生成は失敗します。

2. 以下のキーを参照します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\ClientAgent\Parameters\GenerateCatalog

3. GenerateCatalogのREG_DWORDタイプのキー値を以下のように定義します。

Generate catalogs：1

(Default) Do not generate catalogs：0

4. Windowsレジストリエディタを閉じます。
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復旧ポイント サーバを使用した、Arcserve UDP ノード

のバックアップジョブのサブミット

Arcserve Backupでは、プロキシサーバによって Arcserve Backup メディアへのRPS
データストアで保護されている Arcserve UDP ( Unified Data Protection)セッションを

バックアップできます。Arcserve Backup メディアは、ファイルシステムデバイス、テー

プメディア、NASデバイス、および SAN上のデバイスです。

Arcserve UDP RPS ( Recovery Point Server、復旧ポイント サーバ)を使用して

Arcserve UDPサーバをバックアップすると、Arcserve Backupは、Arcserve UDP復旧

ポイント サーバデータストアで保護されているすべてのArcserve UDPサーバのす

べてのArcserve UDPバックアップセッションを取得します。

このバックアップ方式では、Arcserve Backupはフルおよび増分 Arcserve UDPバック

アップセッションからフルバックアップセッションを合成できます。合成されたバック

アップセッションを使用すると、ファイルレベル、フォルダレベル、およびアプリケー

ションレベルで Arcserve UDPデータを回復し、Arcserve UDPサーバのフルシステム

復旧 (ベアメタル復旧など)を実行できます。

復旧ポイント サーバを介して Arcserve UDPをバックアップするプロセスは、ファイ

ル、フォルダ、ノード、サーバなどのバックアップに必要な手順とほとんど同じです。

復旧ポイント サーバによって Arcserve UDP ノードをバックアップすると、ダウンしてい

て動作していない Arcserve UDP ノードまたはArcserve UDPサービスもバックアップ

できます。

以下の手順に従います。

1. ［バックアップマネージャ］から、［スタート］タブをクリックし、サブミットするバックアップ

ジョブの種類を指定します。

2. ［ソース］タブをクリックし、Arcserve UDP ノードおよび復旧ポイント サーバを表示し

ます。

以下の画面に示すように、バックアップするノードを含んでいる復旧ポイント サーバ

を指定します。
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方法 1：最新のUDPバックアップセッションをテープにバックアップ

3. ［デスティネーション］タブをクリックして、バックアップデータを保存する場所を指定

します。

注：Arcserve UDPマルチストリーミングを使用して <>セッションをバックアップするに

は、［デスティネーション］タブで［マルチストリーミング］オプションをクリックし、ジョブ

に対して許可するストリームの最大数を指定します。

4. ［スケジュール］タブをクリックして、ジョブの実行日時および頻度を指定します。

5. ［オプション］ツールバーボタンをクリックして、ジョブに必要なバックアップオプション

を指定します。詳細については、「グローバルバックアップオプション」を参照してく

ださい。

6. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

注：Arcserve UDPセッションがArcserve UDPセッションパスワードによって保護され

ている場合は、以下のメッセージが表示され、Arcserve Backup暗号化を有効に

できます。

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスが表示されます。

7. ［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスで、ジョブのセキュリティお

よびエージェント情報を編集または確認して、［OK］をクリックします。

8. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが開きます。［即実行］を選択して今すぐ

ジョブを実行するか、［実行日時指定］を選択してジョブを実行する日時を選択

します。

注：［即実行］オプションの詳細については、「［ジョブキュー］タブ」を参照してくだ

さい。

9. ジョブに対して、ジョブ名を入力します。

10. 複数のソースのバックアップを選択した場合に、ジョブセッションの開始順序を設

定するには、［ソース優先度］をクリックします。［一番上へ］、［上へ］、［下へ］、
［一番下へ］の各ボタンを使用して、ジョブが処理される順序を変更します。優先

順位付けが終わったら、［OK］をクリックします。

11. ジョブを Arcserve Backupジョブスクリプトとして保存するには、［ジョブの保存］ボタ

ンをクリックします。

12. ジョブテンプレートを保存するには、［テンプレートの保存］ボタンをクリックします。
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方法 2：データストアからのArcserve UDPデータのバックアップ

13. ジョブのプレフライト チェックを実行するには、［プレフライト チェック］ボタンをクリック

します。プレフライト チェックが失敗した場合は、［キャンセル］ボタンをクリックして

ジョブの設定を変更してください。

14. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミットされます。

方法 2：データストアからのArcserve UDPデータの

バックアップ

Arcserve BackupはデータストアからUDPデータをバックアップします。選択された

データストアのすべてのノードおよび復旧ポイントがテープにバックアップされます。

注：この方法では、Arcserve UDPのテープ統合ライセンスが必要です。各 RPS
サーバに対して 1つの数量が必要です。

データストアは以下のように配置されます。

以下の手順に従います。

1. 復旧ポイントサーバ( RPS)を介したArcserve UDPデータストアのバックアップ

ジョブのサブミット
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方法 2：データストアからのArcserve UDPデータのバックアップ

2. RPS ( Recovery Point Server、復旧ポイント サーバ)を使用したArcserve UDP
データストアの増分バックアップジョブのサブミット

3. Arcserve Backup メディアからのArcserve UDPデータストアの復旧
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方法 2：データストアからのArcserve UDPデータのバックアップ

RPS ( Recovery Point Server、復旧ポイント サーバ)を
使用した Arcserve UDPデータストアのバックアップジョ

ブのサブミット

Arcserve Backupでは、Arcserve UDP ( Unified Data Protection)データストアを

Arcserve Backup メディアにバックアップすることができます。Arcserve UDPデータスト

アバックアッププロセスは、Arcserve Backup側のArcserve UDP RPSのノードのバッ

クアップに必要な手順とほぼ同じです。

以下の手順に従います。

1. ［バックアップマネージャ］から、［スタート］タブをクリックし、サブミットするバッ

クアップジョブの種類を指定します。

2. ［ソース］タブをクリックし、Arcserve UDP復旧ポイント サーバを表示します。

注：Arcserve Backupは RPSのリモート /共有データストアをサポートしていま

せん。

以下の画面に示すように、バックアップするデータストアが含まれている RPS
を指定します。

3. ［デスティネーション］タブをクリックして、バックアップデータを保存する場所を

指定します。

4. ［スケジュール］タブをクリックして、ジョブの実行日時および頻度を指定しま

す。

5. ［オプション］ツールバーボタンをクリックして、ジョブに必要なバックアップオプ

ションを指定します。
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方法 2：データストアからのArcserve UDPデータのバックアップ

RPS ( Recovery Point Server、復旧ポイント サーバ)を
使用した Arcserve UDPデータストアの増分バックアッ

プジョブのサブミット

RPSデータストアの増分バックアップを有効化するには、P00001594が必要です。

パッチの適用後、カスタム増分バックアップか、週 5日増分または週 7日増分の

スケジュールされたバックアップのサブミットを選択できます。

RPSデータストアで増分バックアップを選択すると、以下のポップアップが表示され

る場合があります。

制限事項：単一のジョブにRPSデータストアとUDPエージェント ノードを組み合

わせることはできません。RPSデータストアとUDPエージェント ノードの両方で個別

のジョブをサブミットする必要があります。
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方法 2：データストアからのArcserve UDPデータのバックアップ

Arcserve Backup メディアからのArcserve UDPデータス

トアの回復

Arcserve Backupでは、Arcserve Backup メディアから Arcserve UDPデータストアを

バックアップすることができます。データストアに rawセッションが含まれている場

合、Arcserve UDPサーバに回復を実行し、Arcserve UDPを使用して、Arcserve
UDPサーバから個別のセッションを回復を実行することができます。

また、Arcserve UDP上で回復したデータストアを使用することもできます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャコンソールを開きます。

2. ［クイックスタート］メニューの［リストア］をクリックします。

［リストアマネージャ］ウィンドウが開きます。

3. ドロップダウンリストの［セッション単位］をクリックします。

セッションがセッションツリーに表示されます。

4. 回復する Arcserve UDPデータストアセッションを見つけます。

5. データストアを含むセッションを選択します。

6. ［デスティネーション］タブをクリックします。

［デスティネーション］タブが表示されます。

7. ［別の場所にデータストアをリストア］チェックボックスをオフにします。

8. ［スケジュール］タブをクリックします。
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方法 3：Client Agentを使用した RPSサーバのバックアップ

［スケジュール］タブが表示されます。

9. 必要に応じてスケジュールするオプションを指定し、［サブミット］をクリックしま

す。

方法 3：Client Agentを使用した RPSサーバのバック

アップ

［VSSを使用する］グローバルオプションが有効な RPSデータストアの一部である

フォルダを手動ですべて選択し、Client Agentバックアップをサブミットします。

この方法では、Arcserve Backupベース、Client Agent for Windows、およびOpen
File Agentライセンスが必要です。ライセンスの数量は、Arcserve Backupおよび

Arcserve RPSサーバがインストールされている場所によって異なります。

Client Agent方式を使用して RPSサーバをバックアップするには、以下の手順に

従います。

1. Arcserveバックアップマネージャを開きます。

2. ［クイックスタート］ペインから、［バックアップ］をクリックし、［Client Agent］の
［RPSサーバの追加］をクリックします。

3. ノードを参照し、UDPサーバで設定されているすべてのフォルダをすべて選

択します。

4. ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

5. ［グローバルオプション］ダイアログボックスが表示されます。

6. ［ボリュームシャドウコピーサービス］タブをクリックします。

7. ［VSSを使用する］を有効化し、［VSS失敗時、標準バックアップに戻る］を
無効化します。
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方法 3：Client Agentを使用した RPSサーバのバックアップ

増分バックアップ/Point-in-Time リストアを実行することもできます。詳細につ

いては、「増分バックアップ/Point-in-Time リストアの実行」を参照してくださ

い。
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方法 3：Client Agentを使用した RPSサーバのバックアップ

増分バックアップおよび Point-in-Time リストアの実行

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

前提条件

Arcserve UDP RPSデータストアの増分バックアップを実行する方法

Arcserve UDP RPSデータストアのPoint-in-Time リストアを実行する方法
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方法 3：Client Agentを使用した RPSサーバのバックアップ

前提条件

たとえば、Arcserve Backupサーバがマシン Aであり、Client Agentをインストールし

たい Arcserve UDP RPS サーバがマシン Bである場合、RPSデータストアの増分バッ

クアップおよび Point-in-Time リストアサポートを有効化するには、以下のレジストリ

パスを変更する必要があります。

マシン A - Arcserve Backupサーバ

HKEY_LOCAL_
MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\ComputerAssociates\CA
ARCServe Backup\Base\Task\Common

キー名：GenerateFullCatalog

値：1

<! [CDATA[ ]]>HKEY_LOCAL_
MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\ComputerAssociates\CA
ARCServe Backup\Base\Task\Common

キー名：FullBKSkipFCAT

値：1

マシン B - Client Agentがインストールされている Arcserve UDP RPS データス

トア

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\ClientAgent\Parameters

レジストリ名：SendFullCatalog

値：1

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\ClientAgent\Parameters

レジストリ名 : IncrDiffNoSkipRPSFiles

値：1

Point-in-Time リストアが実行されるマシン

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\ClientAgent\Parameters

キー名：DeleteFiles

値：1
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方法 3：Client Agentを使用した RPSサーバのバックアップ

増分バックアップの実行方法

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャにログインします。

2. ［クイックスタート］-［バックアップ］に移動します。

3. ［ソース］タブから、Client Agent ノードを選択し、右クリックして［マシン/オブ

ジェクトの追加］を選択します。

4. ［エージェントの追加］ポップアップで、Arcserve UDP RPS Client Agentの詳細

を入力し、［OK］をクリックします。

Notes:

増分バックアップジョブでは、Arcserve UDP復旧ポイント サーバで利

用可能な RPS サーバがサポートされていません。

異なるマシンにデータストアがある場合、増分バックアップはサポート

されていません。

5. フォルダを展開し、Client Agent内の対応するデータストアのチェックボックス

をオンにします。

注：異なる場所にあるデータストアパスをすべて選択する必要があります。

6. ［バックアップ］メニューに移動し、［オプション］をクリックします。
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7. ［グローバルオプション］ウィンドウで、［ボリュームシャドウコピーサービス］タ
ブに移動します。

8. ［VSSを使用する］チェックボックスをオンにし、［VSS失敗時、標準バックアッ

プに戻る］チェックボックスをオフにして、［OK］をクリックします。

9. ［スケジュール］タブに移動して、［日単位バックアップ方式］オプションから

［増分バックアップ］タイプを選択します。

注：データの整合性を保つため、いくつかの増分ジョブの実行後に、途中で

フルバックアップを実行することをお勧めします。たとえば、10の増分ジョブの

後にフルバックアップを再度実行することができます。

10. ［デスティネーション］タブに移動し、目的のデスティネーションを選択してバッ

クアップジョブをサブミットします。

Arcserve UDP RPSデータストアの増分バックアップジョブが正常に完了します。
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方法 3：Client Agentを使用した RPSサーバのバックアップ

Point-in-Time リストアを実行する方法

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupマネージャにログインします。

2. ［クイックスタート］-［リストア］に移動します。

3. ［ソース］タブで、ドロップダウンリストから［セッション単位でリストア］を選択し

ます。

4. フォルダを展開し、リストアする対応するデータストアのチェックボックスをオン

にします。

5. ［リストア］メニューに移動し、［実行/スケジュール］を選択します。

6. ［リストアメディア］ウィンドウから、目的のリストア場所を選択し、［OK］をク

リックします。

Arcserve UDPデータストアのPoint-in-Time リストアが正常に完了しました。
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第15章 :合成フルバックアップの使用

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

合成フルバックアップの概要 1166

合成フルバックアップの仕組み 1167

合成フルバックアップジョブのサブミット 1170

合成フルバックアップの合成スケジュールの指定 1173

ローテーションスキーマを使用した D2D2T 合成フルバックアップジョブのサブミット 1174

GFS スキーマを使用した D2D2T 合成フルバックアップジョブのサブミット 1180

カスタムスケジュールを使用した D2D2T 合成フルバックアップジョブのサブミット 1187

次のフルバックアップ実行日にリアルフルバックアップを実行 1194

オンデマンドの合成フルバックアップのサブミット 1195

合成フルバックアップセッションのみのスキャン 1196

合成フルバックアップでパージ ポリシーとデータベース廃棄ジョブが機能する仕組
み 1197

合成フルバックアップでメークアップジョブが機能する仕組み 1198

Point-in-Time リストア 1199

合成フルバックアップに関する考慮事項 1203

合成フルバックアップの使用 1205
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合成フルバックアップの概要

合成フルバックアップの概要

合成フルバックアップ( SFB)では、前回のフルセッションとその後の増分セッションを

1つのフルセッションに合成することができます。

合成フルバックアップオプションを使用すると、以下の操作を行うことができます。

合成フルバックアップを有効にして、合成スケジュールを選択できます。

増分セッションを合成して新しい合成フルバックアップセッションを作成できま

す。

データを保証するため、合成スケジュール基づいてリアルフルバックアップを生

成できます。

スケジュール済みフルバックアップの実行を待機せずに、次のフルバックアップ

実行日にリアルフルバックアップを実行できます。

スケジュール済みデータ合成ジョブの開始を待機せずに、オンデマンド合成フ

ルバックアップをサブミットできます。

合成フルバックアップセッションのスキャンを許可してデータを検証できます。

D2D2Tを使用して、合成フルバックアップセッションを、テープ、クラウド、およ

びディスクデバイスにマイグレートできます。

Point-in-Time リストアを実行できます。

惨事復旧プロセスおよび Point-in-Time リストアを使用してデータを回復できま

す。Arcserve Backupでは、以前のフルセッションまたは増分セッションを参照

することなく、合成フルバックアップセッションを使用して惨事復旧を実行する

ことができます。

SFBは以下のアプリケーションおよびプラットフォームでサポートされています。

クライアント エージェント - Arcserve Backup for Windows Client Agentがサポー

トするすべてのプラットフォーム。SFBは、r16以降のWindows Client Agent
( UNIX/Linuxではない)だけに適用可能です。

サーバ - Arcserve Backupサーバがサポートするすべてのプラットフォーム。合成

フルバックアップは、任意のArcserve Backup r17サーバ、プライマリサーバ、メ

ンバサーバ、またはスタンドアロンサーバでサブミットできる「ジョブの種類」で

す。

注：合成フルバックアップジョブを実行するには、バックアップするコンピュータ

上にArcserve Backup Agent for Open Filesをインストールしてライセンス登録す

る必要があります。
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合成フルバックアップの仕組み

合成フルバックアップの仕組み

Arcserve Backupを使用して、合成フルバックアップを実行できます。合成フルバッ

クアップでは、以前のフルセッションとその後の増分セッションを、Windows Client
Agent用の1つのフルセッションに合成できます。

合成フルバックアップでは、以下のタスクを実行できます。

増分セッションを合成して新しい合成フルバックアップセッションを作成できま

す。

データを保証するため、合成スケジュールに基づいたリアルフルバックアップを

生成できます。

スケジュール済みフルバックアップの実行を待機せずに、次のフルバックアップ

実行日にリアルフルバックアップを実行できます。

スケジュール済みデータ合成ジョブの開始を待機せずに、オンデマンド合成フ

ルバックアップをサブミットできます。

合成フルバックアップセッションのスキャンを許可してデータを検証できます。

D2D2Tを使用して、合成フルバックアップセッションを、テープ、クラウド、およ

びディスクデバイスにマイグレートできます。

Point-in-Time リストアを実行できます。

惨事復旧プロセスおよび Point-in-Time リストアを使用してデータを回復できま

す。Arcserve Backupでは、以前のフルセッションまたは増分セッションを参照

することなく、合成フルバックアップセッションを使用して惨事復旧を実行する

ことができます。

合成フルバックアップを有効にして、合成スケジュールを選択できます。

注：サーバ上のオブジェクトをバックアップソースに含めるには、まずサーバをクライ

アント データベースに入力する必要があります。サーバをこのデータベースに追加

するには、Arcserve Backupソフトウェアが実行されている必要があります。

合成フルバックアップは、以下のアプリケーションおよびプラットフォーム上で実行で

きます。

クライアント エージェント - Arcserve Backup for Windows Client Agentがサポー

トするすべてのプラットフォーム。SFBは、r16以降のWindows Client Agent
( UNIX/Linuxではない)だけに適用可能です。

サーバ - Arcserve Backupサーバがサポートするすべてのプラットフォーム。合成

フルバックアップは、任意のArcserve Backup r16サーバ、プライマリサーバ、メ

ンバサーバ、またはスタンドアロンサーバでサブミットできる「ジョブの種類」で

す。
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合成フルバックアップの仕組み

以下の図では、Arcserve Backupがどのように合成フルバックアップセッションを作

成するかを示します。

ジョブの環境設定を行うには、［ソース］、［スケジュール］、［ポリシー］、および［デ
スティネーション］の各タブで適切な選択を行い、ツールバーの［オプション］をクリッ

クしてバックアップジョブのその他のプロパティを設定します。ステージングジョブを

選択した場合は、ステージングの場所を指定する必要もあります。完了したら、

［サブミット］をクリックしてジョブをサブミットします。

以下の制限に注意してください。

SFBは、ディスクステージングデバイスおよびデデュプリケーションデバイス上で

のみサポートされています。D2D2Tを使用すると、テープ、クラウド、およびディ

スクデバイスに SFBセッションをマイグレートできます。

SFBでは、Arcserve Backup r16 (またはそれ以降 ) Windowsクライアント エー

ジェントのみがサポートされます。ただし、同じジョブのバックアップソースに他の

エージェントが存在する場合は(データベースエージェントや r16より前の

Windows Client Agentなど)、合成フルバックアップの実行日に、Arcserve
Backupは他のエージェントについてスケジュールされたバックアップの元の方法

を使用します。Arcserve Backupでは、Arcserve Backup r16 (またはそれ以降 )
Windowsクライアント エージェントのみが合成されます。

合成のフルバックアップに関する詳細情報は、Dashboardのジョブバックアップ

ステータスレポート、ノード バックアップステータスレポート、および保護サイズ

合計レポートで見ることができます。
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合成フルバックアップの仕組み

合成フルバックアップジョブを実行するには、バックアップするコンピュータ上に

Arcserve Backup Agent for Open Filesをインストールしてライセンス登録しま

す。

合成フルバックアップジョブを変更した場合、以下のように動作します。

ジョブに適用する暗号化または圧縮オプションの値を変更した場合、リ

アルフルバックアップジョブは、フルバックアップジョブがスケジュールされ

た日の翌日に実行されます。

合成バックアップジョブのスケジュールまたはパージポリシーの値を変更

すると、関連するすべてのセッションのパージ時刻が更新されます。リア

ルフルバックアップジョブは実行されません。

合成バックアップジョブにノードまたはディスクを追加すると、リアルフル

バックアップジョブは追加されたノードおよびディスクに対してのみ実行さ

れます。そのジョブでは、リアルフルバックアップジョブは実行されません。

バックアップデスティネーションのデバイス(グループまたはテープ)を変更した場

合、以下のように動作します。

バックアップジョブのデスティネーションデバイスがデータデデュプリケーショ

ンデバイスの場合、リアルフルバックアップジョブは、フルバックアップジョ

ブがスケジュールされた日の翌日に実行されます。

バックアップのデスティネーションデバイスがテープにマイグレートするファイ

ルシステムデバイスまたはデータデデュプリケーションデバイスで、ステー

ジングの場所を変更した場合、リアルフルバックアップジョブは、フル

バックアップジョブがスケジュールされた日の翌日に実行されます。

バックアップのデスティネーションデバイスがテープにマイグレートするファイ

ルシステムデバイスまたはデータデデュプリケーションデバイスで、デス

ティネーションテープを変更した場合、ジョブは、そのジョブのスケジュー

ルに基づいて実行されます。( リアルフルバックアップは、ジョブの実行が

スケジュールされた日の翌日に実行されません。)
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合成フルバックアップジョブのサブミット

合成フルバックアップジョブのサブミット

［合成フルバックアップ有効化］オプションを使用すると、ソースグループおよびソー

スコンピュータのスケジュールされたバックアップをサブミットすることができます。合

成フルバックアップでは、標準バックアップと共に、ステージングとデデュプリケーショ

ンのバックアップをサブミットできます。ステージングとデデュプリケーションのバックアッ

プは、最初の(親 ) フルバックアップと、それ以降に行われたすべての増分バックアッ

プが1つのセッションに結合されたものから構成されます。

注：合成フルバックアップがWindows Client Agentでサポートされるのは r16以降

です。r16より前のバージョンのWindows Client Agent、データベースエージェント、

またはアプリケーションエージェントでは、合成フルバックアップはサポートされませ

ん。r16以降のWindows Client Agent、r16より前のWindows Client Agent、データ

ベースエージェント、またはアプリケーションエージェントをまとめて 1つのジョブに

バックアップするために合成フルバックアップジョブをサブミットする場合は、r16以
降のWindows Client Agentだけが合成されます。合成フルバックアップをサポート

していないエージェントおよびアプリケーションエージェントの場合、標準のバック

アップ方式が代わりに使用されます。

例：合成フルバックアップの仕組み

合成フルバックアップ( SFB)を使用すると、以前のフルセッションとその後の増分

セッションを、Windows Client Agent用の1つのフルセッションに合成できます。

注：合成フルバックアップジョブを実行するには、バックアップするコンピュータ上に

Arcserve Backup Agent for Open Filesをインストールしてライセンス登録する必要

があります。エージェントのインストールおよびライセンス取得を行わない場合、

Arcserve Backupは合成フルバックアップを通常のバックアップに変換し、アクティビ

ティログに警告メッセージを作成します。

SFBに対応したバックアップジョブをサブミットします。

ジョブが起動するとき、最初の実行はリアルフルバックアップで、以降のバック

アップは増分バックアップになります。フルセッションは最初の親のフルセッション

になります。以降の増分バックアップは、定義した増分バックアップポリシーに

基づいて実行されます。

最後の増分バックアップジョブの実行時には、変更されたファイルと未変更の

ファイルのすべてがクライアント エージェントに対して照会されます。最後の増

分バックアップの後に、データ合成ジョブが作成されます。

データ合成ジョブでは、最後のフルセッション(親セッション) とそれ以降の増分

セッションを 1つのSFBセッションに合成します。

新しい SFBセッションは、次のSFBジョブの親のフルセッションになります( SFB
セッションの後にリアルフルバックアップセッションが実行される場合を除く)。

合成フルバックアップジョブをサブミットする方法
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合成フルバックアップジョブのサブミット

1. ［バックアップマネージャ］を開き、［スタート］タブをクリックします。

2. ［標準バックアップ］または［デデュプリケーションバックアップ］のいずれかを選択し、

［合成フルバックアップ有効化］を選択します。

注：［標準バックアップ］と［合成フルバックアップ有効化］を選択すると、［ステージ

ングを有効にする］がデフォルトで選択されます。［ステージングを有効にする］を無

効にすると、［合成フルバックアップ有効化］オプションを選択することができなくな

ります。

3. ［ソース］、［スケジュール］、［ポリシー］、および［デスティネーション］の各タブを選

択し、ジョブに必要なオプションを指定します。ステージングジョブを選択した場合

は、ステージングの場所を指定する必要もあります。

4. ［オプション］ツールバーボタンをクリックして、ジョブに必要なグローバルオプションを

指定します。詳細については、「グローバルバックアップオプション」を参照してくだ

さい。

5. ［サブミット］ツールバーボタンをクリックしてジョブをサブミットします。

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスが表示されます。

6. ジョブについてのセキュリティおよびエージェント情報を編集または確認して、［OK］
をクリックします。

7. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが開きます。［即実行］を選択して今すぐ

ジョブを実行するか、［実行日時指定］を選択してジョブを実行する日時を選択

します。

注：［即実行］オプションの詳細については、「［ジョブキュー］タブ」を参照してくだ

さい。

8. ジョブの説明を入力します。

9. 複数のソースのバックアップを選択した場合に、ジョブセッションの開始順序を設

定するには、［ソース優先度］をクリックします。［一番上へ］、［上へ］、［下へ］、
［一番下へ］の各ボタンを使用して、ジョブが処理される順序を変更します。優先

順位付けが終わったら、［OK］をクリックします。

10. ジョブを Arcserve Backupジョブスクリプトとして保存するには、［ジョブの保存］ボタ

ンをクリックします。

11. ジョブテンプレートを保存するには、［テンプレートの保存］ボタンをクリックします。

12. ジョブのプレフライト チェックを実行するには、［プレフライト チェック］ボタンをクリック

します。プレフライト チェックが失敗した場合は、［キャンセル］ボタンをクリックして

ジョブの設定を変更してください。

13. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで、［OK］をクリックします。

ジョブがサブミットされます。
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合成フルバックアップジョブのサブミット

注：ディスクステージング( D2D2T)およびテープステージング( D2T2T)を使用して

バックアップ操作を管理する方法については、「Backup to Disk to Tapeの動作」を

参照してください。

1172 Arcserve Backup管理者ガイド

../../../../../Content/ag_how_bu_2_disk_2_tape_works.htm


合成フルバックアップの合成スケジュールの指定

合成フルバックアップの合成スケジュールの指定

Arcserve Backupでは、合成フルバックアップの合成スケジュールを指定することが

できます。合成スケジュールを使用すると、合成フルバックアップジョブを実行する

タイミング、およびリアルフルバックアップジョブのスケジュールを指定するためのオプ

ションを定義できます。

合成フルバックアップの合成スケジュールを指定する方法

1. ［バックアップマネージャ］を開き、［スタート］タブをクリックします。

［スタート］タブで、［標準バックアップ］または［デデュプリケーションバックアップ］のい

ずれかを選択し、［ステージングを有効にする］および［合成フルバックアップ有効

化］を選択します。

2. ［スケジュール］タブをクリックします。

3. ジョブの必要性に応じて、以下の合成スケジュールオプションを指定します。

バックアップジョブ後に合成

最後の増分バックアップジョブの後、Arcserve Backupが合成フルバックアッ

プ( リアルフルバックアップではなく)を実行する前までの経過時間を時間お

よび分単位で指定します。

合成スケジュール

合成スケジュールを指定します。合成フルバックアップが実行される前に何

週間または何か月経過すべきか、および、合成フルバックアップを実行する

曜日を指定します。スケジュールの種類に基づいて、合成フルバックアップ

を実行する曜日と週を指定できます。

フルバックアップを実行する

リアルフルバックアップ(合成フルバックアップではなく)を実行するかどうか、

およびこのバックアップの頻度を指定します。

注：リアルフルバックアップを指定すると、バックアップ方式 (増分/差分 )がリ

アルフルバックアップに変更されます。
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ローテーションスキーマを使用したD2D2T合成フルバックアップジョブのサブミット

ローテーションスキーマを使用した D2D2T合成フル

バックアップジョブのサブミット

バックアップマネージャでは、スケジュールオプションやローテーションスキーマを使

用して、自動バックアップの計画を立てることができます。環境に適したローテー

ションスキーマを使用して、D2D2Tの合成フルバックアップジョブを指定できます。

注：合成フルバックアップジョブを実行するには、バックアップするコンピュータ上に

Arcserve Backup Agent for Open Filesをインストールしてライセンス登録する必要

があります。エージェントのインストールおよびライセンス取得を行わない場合、

Arcserve Backupは合成フルバックアップを通常のバックアップに変換し、アクティビ

ティログに警告メッセージを作成します。

ローテーションスキーマを使用して D2D2T合成フルバックアップジョブをサブミット

する方法

1. ［バックアップマネージャ］を開き、［スタート］タブをクリックします。

2. ［標準バックアップ］と［合成フルバックアップ有効化］を選択します。［ステージング

を有効にする］オプションがデフォルトで選択されます。

以下の点に注意してください。

［標準バックアップ］と［合成フルバックアップ有効化］を選択すると、［ステー

ジングを有効にする］がデフォルトで選択されます。これは、合成フルバック

アップを有効にできるのが、［ステージングを有効にする］オプションを使用し

た標準バックアップに限られるためです。データは、テープ、クラウド、および

ディスクデバイスにマイグレートできます。
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［デデュプリケーションバックアップ］と［合成フルバックアップ有効化］を選択

すると、［ステージングを有効にする］はデフォルトで選択されません。これ

は、合成フルバックアップでは、［ステージングを有効にする］オプションを使

用しないデデュプリケーションデバイスへのサブミットをサポートしているためで

す。ただし、［ステージングを有効にする］オプションを使用して、デデュプリ

ケーションデバイスに合成フルバックアップジョブをサブミットすることもできま

す。

合成フルバックアップは、Unix/Linux Data Moverバックアップをサポートしてい

ません。

3. ［ソース］タブをクリックし、バックアップソースを選択します。

注：合成フルバックアップでは、r16以降のWindows Client Agentだけがサポート

されます。また、混合ジョブをサブミットするために r16以降のWindows Client
Agent と共に、他のエージェント ( r16より前のWindows Client Agent、データベース

エージェント、アプリケーションエージェントなど)を選択することもできます。この混

合ジョブでは、合成フルバックアップをサポートしないエージェントのバックアップ方

式を変更しません。

4. ［スケジュール］タブをクリックし、［ローテーションスキーマ］オプションを選択して、

［週 5日 :増分バックアップ、金曜日にフルバックアップ］を選択します。

注：選択する日単位バックアップ方式が何であれ、最初の日、および、［フルバッ

クアップを実行する］スケジュールに一致する日以外に、ファイルシステムエージェ

ントの増分バックアップが実行されます。［フルバックアップを実行する］スケジュー
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ルに一致する日は、ファイルシステムエージェントのフルバックアップが実行されま

す。

5. 合成スケジュールを設定します。

以下の点に注意してください。

バックアップジョブ後に合成：最後の増分バックアップジョブを完了すると、

データ合成ジョブが実行日時指定のジョブとして生成されます。複数のジョ

ブによる CPU/ディスクリソースの競合を回避するため、最後の増分バック

アップジョブの完了後にデータ合成ジョブを開始するタイミングを選択できま

す。

合成スケジュール：合成フルバックアップセッションの生成のためにデータ合

成ジョブを実行する時間の長さを設定します。このオプションが選択されて

いない場合、合成スケジュールは 1週間ごと(デフォルト )に設定されます。

このシナリオの場合、データ合成ジョブは毎週金曜日に実行されます。［合
成スケジュール］チェックボックスをオンにして、合成スケジュールを n週間ご

とに設定することもできます。

フルバックアップを実行する：データを保証するための標準のフルバックアッ

プをどれくらいの期間実行するかについて、スケジュールを設定できます。

［フルバックアップを実行する］オプションを有効にした場合は、［フルバックアップを

実行する］のスケジュールが［合成スケジュール］より長くなっていることを確認してく

ださい。そうしないと、データ合成ジョブが実行されない可能性があります。［SFBス

ケジュールの詳細］では、データ合成ジョブ、フルバックアップジョブ、増分バックアッ

プジョブの実行予定日時を確認することができます。

6. ［ステージングの場所］タブをクリックし、ジョブのステージング場所を選択します。
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7. ［ポリシー］タブをクリックし、マイグレーションポリシーを設定します。

8. ［デスティネーション］タブをクリックし、デスティネーションとしてテープを選択し、メ

ディアプール名を指定します。

9. ［オプション］ツールバーボタンをクリックして、ジョブに必要なグローバルオプションを

指定します。詳細については、「グローバルバックアップオプション」を参照してくだ

さい。

10. ［サブミット］ツールバーボタンをクリックしてジョブをサブミットします。

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスが表示されます。

11. ジョブについてのセキュリティおよびエージェント情報を編集または確認して、［OK］
をクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

12. ジョブに必要なオプションを指定します。

今すぐ実行

ジョブを即座に実行するよう指定します。

実行日時指定

ジョブを実行する日付と時刻を指定し、ジョブの説明を入力します。合成フ

ルバックアップのジョブ名は「合成バックアップ」で始まります。

第15章 :合成フルバックアップの使用 1177

../../../../../Content/bh_gbl_bu_job_opts.htm


ローテーションスキーマを使用したD2D2T合成フルバックアップジョブのサブミット

ソース優先度

バックアップの対象として複数のソースを選択した場合、ジョブセッションを

開始する優先順位を指定します。［一番上へ］、［上へ］、［下へ］、［一番

下へ］の各ボタンを使用して、ジョブが処理される順序を変更します。

ジョブの保存

Arcserve Backupジョブスクリプトとしてジョブを保存します。

テンプレートの保存

ジョブテンプレートを保存します。

プレフライト チェック

ジョブのプレフライト チェックを行うことを指定します。プレフライト チェックに失

敗した場合は、［キャンセル］ボタンをクリックしてジョブの設定を変更します。

13. 設定が終わったら、［OK］をクリックします。

ジョブがジョブキューにサブミットされます。
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注：マイグレーションジョブと同様、最後の増分バックアップが完了した後は、新し

いデータ合成ジョブが作成され、マスタジョブ下のジョブキューに追加されます。

データ合成ジョブに失敗した場合は、メークアップジョブが作成され、ジョブキュー

に追加されます。
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GFSスキーマを使用した D2D2T合成フルバックアップ

ジョブのサブミット

GFS ( Grandfather-Father-Son) ローテーション計画では、日、週、月の単位でバッ

クアップをメンテナンスすることができます。この計画を使用して、D2D2T合成フル

バックアップジョブを指定できます。

注：合成フルバックアップジョブを実行するには、バックアップするコンピュータ上に

Arcserve Backup Agent for Open Filesをインストールしてライセンス登録する必要

があります。エージェントのインストールおよびライセンス取得を行わない場合、

Arcserve Backupは合成フルバックアップを通常のバックアップに変換し、アクティビ

ティログに警告メッセージを作成します。

GFSスキーマを使用して、D2D2T合成フルバックアップジョブをサブミットする方法

1. ［バックアップマネージャ］を開き、［スタート］タブをクリックします。

2. ［標準バックアップ］と［合成フルバックアップ有効化］を選択します。［ステージング

を有効にする］オプションがデフォルトで選択されます。
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以下の点に注意してください。

［標準バックアップ］と［合成フルバックアップ有効化］を選択すると、［ステー

ジングを有効にする］がデフォルトで選択されます。これは、合成フルバック

アップを有効にできるのが、［ステージングを有効にする］オプションを使用し

た標準バックアップに限られるためです。データは、テープ、クラウド、および

ディスクデバイスにマイグレートできます。

［デデュプリケーションバックアップ］と［合成フルバックアップ有効化］を選択

すると、［ステージングを有効にする］はデフォルトで選択されません。これ

は、合成フルバックアップでは、［ステージングを有効にする］オプションを使

用しないデデュプリケーションデバイスへのサブミットをサポートしているためで

す。ただし、［ステージングを有効にする］オプションを使用して、デデュプリ

ケーションデバイスに合成フルバックアップジョブをサブミットすることもできま

す。

合成フルバックアップは、Unix/Linux Data Moverバックアップをサポートしてい

ません。
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3. ［ソース］タブをクリックし、バックアップソースを選択します。

注：合成フルバックアップでは、r16以降のWindows Client Agentだけがサポート

されます。また、混合ジョブをサブミットするために r16以降のWindows Client
Agent と共に、他のエージェント ( r16より前のWindows Client Agent、データベース

エージェント、アプリケーションエージェントなど)を選択することもできます。この混

合ジョブでは、合成フルバックアップをサポートしないエージェントのバックアップ方

式を変更しません。

4. ［スケジュール］タブをクリックし、［ローテーションスキーマ］オプションを選択して、

［週 5日 :増分バックアップ、金曜日にフルバックアップ (GFS有効 )］を選択しま

す。

注：選択する日単位バックアップ方式が何であれ、最初の日、および、［フルバッ

クアップを実行する］スケジュールに一致する日以外に、ファイルシステムエージェ

ントの増分バックアップが実行されます。［フルバックアップを実行する］スケジュー

ルに一致する日は、ファイルシステムエージェントのフルバックアップが実行されま

す。

5. 合成スケジュールを設定します。
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以下の点に注意してください。

バックアップジョブ後に合成：最後の増分バックアップジョブを完了すると、

データ合成ジョブが実行日時指定のジョブとして生成されます。複数のジョ

ブによる CPU/ディスクリソースの競合を回避するため、最後の増分バック

アップジョブの完了後にデータ合成ジョブを開始するタイミングを選択できま

す。

合成スケジュール：［GFSを有効化］が選択されている場合、このオプション

は使用できません。つまり、GFSジョブについて合成スケジュールを n週間ご

とに設定することはできず、合成スケジュールは 1週間ごとに設定されること

になります。このシナリオの場合、データ合成ジョブは毎週金曜日に実行さ

れます。

フルバックアップを実行する：データを保証するための標準のフルバックアッ

プをどれくらいの期間実行するかについて、スケジュールを設定できます。

［フルバックアップを実行する］オプションを有効にした場合は、［フルバックアップを

実行する］のスケジュールが［合成スケジュール］より長くなっていることを確認してく

ださい。［SFBスケジュールの詳細］では、合成ジョブ、フルバックアップジョブ、増分

バックアップジョブの実行予定日時を確認することができます。

6. ［ステージングの場所］タブをクリックし、ジョブのステージング場所を選択します。

7. ［ポリシー］タブをクリックし、マイグレーションポリシーを設定します。
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8. ［デスティネーション］タブをクリックし、デスティネーションとしてテープを選択し、メ

ディアプール名を指定します。

9. ［オプション］ツールバーボタンをクリックして、ジョブに必要なグローバルオプションを

指定します。詳細については、「グローバルバックアップオプション」を参照してくだ

さい。

10. ［サブミット］ツールバーボタンをクリックしてジョブをサブミットします。

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスが表示されます。

11. ジョブについてのセキュリティおよびエージェント情報を編集または確認して、［OK］
をクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

12. ジョブに必要なオプションを指定します。

今すぐ実行

ジョブを即座に実行するよう指定します。

実行日時指定

ジョブを実行する日付と時刻を指定し、ジョブの説明を入力します。合成フル

バックアップのジョブ名は「合成バックアップ」で始まります。
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ソース優先度

バックアップの対象として複数のソースを選択した場合、ジョブセッションを開始す

る優先順位を指定します。［一番上へ］、［上へ］、［下へ］、［一番下へ］の各ボ

タンを使用して、ジョブが処理される順序を変更します。

ジョブの保存

Arcserve Backupジョブスクリプトとしてジョブを保存します。

テンプレートの保存

ジョブテンプレートを保存します。

プレフライト チェック

ジョブのプレフライト チェックを行うことを指定します。プレフライト チェックに失敗した

場合は、［キャンセル］ボタンをクリックしてジョブの設定を変更します。

13. 設定が終わったら、［OK］をクリックします。

ジョブがジョブキューにサブミットされます。
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注：マイグレーションジョブと同様、最後の増分バックアップが完了した後は、新し

いデータ合成ジョブが作成され、マスタジョブ下のジョブキューに追加されます。

データ合成ジョブに失敗した場合は、メークアップジョブが作成され、ジョブキュー

に追加されます。
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カスタムスケジュールを使用した D2D2T合成フルバッ

クアップジョブのサブミット

バックアップマネージャでは、スケジュールオプションやローテーションスキーマを使

用して、自動バックアップの計画を立てることができます。環境に適したカスタム

バックアップスケジュールを使用して、D2D2Tの合成フルバックアップジョブを指定

できます。

注：合成フルバックアップジョブを実行するには、バックアップするコンピュータ上に

Arcserve Backup Agent for Open Filesをインストールしてライセンス登録する必要

があります。エージェントのインストールおよびライセンス取得を行わない場合、

Arcserve Backupは合成フルバックアップを通常のバックアップに変換し、アクティビ

ティログに警告メッセージを作成します。

カスタムスケジュールを使用して D2D2T合成フルバックアップジョブをサブミットす

る方法

1. ［バックアップマネージャ］を開き、［スタート］タブをクリックします。

2. ［標準バックアップ］と［合成フルバックアップ有効化］を選択します。［ステージング

を有効にする］オプションがデフォルトで選択されます。
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以下の点に注意してください。

［標準バックアップ］と［合成フルバックアップ有効化］を選択すると、［ステー

ジングを有効にする］がデフォルトで選択されます。これは、合成フルバック

アップを有効にできるのが、［ステージングを有効にする］オプションを使用し

た標準バックアップに限られるためです。データは、テープ、クラウド、および

ディスクデバイスにマイグレートできます。

［デデュプリケーションバックアップ］と［合成フルバックアップ有効化］を選択

すると、［ステージングを有効にする］はデフォルトで選択されません。これ

は、合成フルバックアップでは、［ステージングを有効にする］オプションを使

用しないデデュプリケーションデバイスへのサブミットをサポートしているためで

す。ただし、［ステージングを有効にする］オプションを使用して、デデュプリ

ケーションデバイスに合成フルバックアップジョブをサブミットすることもできま

す。

合成フルバックアップは、Unix/Linux Data Moverバックアップをサポートしてい

ません。
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3. ［ソース］タブをクリックし、バックアップソースを選択します。

注：合成フルバックアップでは、r16以降のWindows Client Agentだけがサポート

されます。また、混合ジョブをサブミットするために r16以降のWindows Client
Agent と共に、他のエージェント ( r16より前のWindows Client Agent、データベース

エージェント、アプリケーションエージェントなど)を選択することもできます。この混

合ジョブでは、合成フルバックアップをサポートしないエージェントのバックアップ方

式を変更しません。

4. ［スケジュール］タブをクリックし、［カスタムスケジュール］オプションを選択して、［繰
り返し方法］を指定します。

注：選択する日単位バックアップ方式が何であれ、最初の日、および、［フルバッ

クアップを実行する］スケジュールに一致する日以外に、ファイルシステムエージェ

ントの増分バックアップが実行されます。［フルバックアップを実行する］スケジュー

ルに一致する日は、ファイルシステムエージェントのフルバックアップが実行されま

す。

5. 合成スケジュールを設定します。
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以下の点に注意してください。

バックアップジョブ後に合成：最後の増分バックアップジョブを完了すると、

データ合成ジョブが実行日時指定のジョブとして生成されます。複数のジョ

ブによる CPU/ディスクリソースの競合を回避するため、最後の増分バック

アップジョブの完了後にデータ合成ジョブを開始するタイミングを選択できま

す。

合成スケジュール：合成フルバックアップセッションの生成のために合成ジョ

ブを実行する時間の長さを設定します。このオプションが選択されていない

場合、合成スケジュールは 1日ごと(デフォルト )に設定されます。このシナリ

オでは、データ合成ジョブは、各バックアップの日に増分バックアップが完了し

た後に実行されます。［合成スケジュール］チェックボックスをオンにして、合

成スケジュールを n週間ごとに設定することもできます。

フルバックアップを実行する：データを保証するための標準のフルバックアッ

プをどれくらいの期間実行するかについて、スケジュールを設定できます。

［フルバックアップを実行する］を有効にした場合は、［フルバックアップを実行す

る］のスケジュールが［合成スケジュール］より長くなっていることを確認してくださ

い。そうしないと、データ合成ジョブが実行されない可能性があります。［SFBスケ

ジュールの詳細］では、合成ジョブ、フルバックアップジョブ、増分バックアップジョブ

の実行予定日時を確認することができます。

6. ［ステージングの場所］タブをクリックし、ジョブのステージング場所を選択します。

7. ［ポリシー］タブをクリックし、マイグレーションポリシーを設定します。
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8. ［デスティネーション］タブをクリックし、デスティネーションとしてテープを選択し、メ

ディアプール名を指定します。

9. ［オプション］ツールバーボタンをクリックして、ジョブに必要なグローバルオプションを

指定します。詳細については、「グローバルバックアップオプション」を参照してくだ

さい。

10. ［サブミット］ツールバーボタンをクリックしてジョブをサブミットします。

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスが表示されます。

11. ジョブについてのセキュリティおよびエージェント情報を編集または確認して、［OK］
をクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

12. ジョブに必要なオプションを指定します。

今すぐ実行

ジョブを即座に実行するよう指定します。

実行日時指定

ジョブを実行する日付と時刻を指定し、ジョブの説明を入力します。合成フル

バックアップのジョブ名は「合成バックアップ」で始まります。

第15章 :合成フルバックアップの使用 1191

../../../../../Content/bh_gbl_bu_job_opts.htm


カスタムスケジュールを使用したD2D2T合成フルバックアップジョブのサブミット

ソース優先度

バックアップの対象として複数のソースを選択した場合、ジョブセッションを開始す

る優先順位を指定します。［一番上へ］、［上へ］、［下へ］、［一番下へ］の各ボ

タンを使用して、ジョブが処理される順序を変更します。

ジョブの保存

Arcserve Backupジョブスクリプトとしてジョブを保存します。

テンプレートの保存

ジョブテンプレートを保存します。

プレフライト チェック

ジョブのプレフライト チェックを行うことを指定します。プレフライト チェックに失敗した

場合は、［キャンセル］ボタンをクリックしてジョブの設定を変更します。

13. 設定が終わったら、［OK］をクリックします。

ジョブがジョブキューにサブミットされます。
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注：マイグレーションジョブと同様、最後の増分バックアップが完了した後は、新し

いデータ合成ジョブが作成され、マスタジョブ下のジョブキューに追加されます。

データ合成ジョブに失敗した場合は、メークアップジョブが作成され、ジョブキュー

に追加されます。
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次のフルバックアップ実行日にリアルフルバックアップを実行

次のフルバックアップ実行日にリアルフルバックアップを

実行

スケジュールされているリアルフルバックアップの実行日でなくても、リアルフルバッ

クアップを実行して、フルバックアップセッションを生成できます。

次のフルバックアップ実行日にリアルフルバックアップを実行する方法

1. ジョブステータスマネージャを開き、［ジョブキュー］タブをクリックします。

2. 変換する合成ジョブを右クリックし、［次のフルバックアップ実行日にリアルフルバッ

クアップを実行］オプションを選択します。

リアルフルバックアップは次のフルバックアップ実行日に実行されます。フルバック

アップ実行日は、合成スケジュールではなく元のスケジュールに基づいてフルバック

アップを実行する日です。

たとえば、月曜日に、［週 5日 :増分バックアップ、金曜日にフルバックアップ］ロー

テーション SFBジョブで、合成スケジュールを 4週間ごとに設定してサブミットし、最

初の木曜日にそのジョブを右クリックして［次のフルバックアップ実行日にリアルフル

バックアップを実行］オプションを選択すると、Arcserve Backupは最初の金曜日に

リアルフルバックアップを実行します。

同様に、SFBジョブを変更すると、次のフルバックアップ実行日にリアルフルバック

アップが実行されます。
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オンデマンドの合成フルバックアップのサブミット

［Point-in-Time リストアを有効にする］オプションを選択して合成フルバックアップ

ジョブをサブミットする際、オンデマンド合成フルバックアップジョブをサブミットするこ

とで、スケジュールされた合成フルバックアップ実行日以外であっても、増分セッ

ションとそのフルセッションを合成して新しいフルセッションを作成することができま

す。

オンデマンドの合成フルバックアップをサブミットする方法

1. ジョブステータスマネージャを開き、［ジョブキュー］タブをクリックします。

2. すぐに実行したい合成ジョブを右クリックし、［今すぐ合成］を選択します。

合成ジョブがサブミットされます。
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合成フルバックアップセッションのみのスキャン

合成フルバックアップセッションのみのスキャン

すべての合成フルバックアップセッションをスキャンするだけの目的で、別個のメディ

ア検証ジョブをサブミットできます。

SFBセッションをスキャンするためにメディア検証ジョブをサブミットする方法

1. メディア検証とスキャンマネージャを開きます。

2. 合成フルバックアップセッションが含まれるテープを選択し、［メディア検証］をクリッ

クします。

3. ［メディア検証を有効にする］オプションと［合成フルバックアップセッションのみをス

キャン］オプションを選択し、［OK］をクリックします。

4. ［サブミット］をクリックします。

メディア検証ジョブがサブミットされます。ジョブによって、以前にスキャンされなかっ

たテープ上の合成フルバックアップセッションがすべてスキャンされます。
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合成フルバックアップでパージ ポリシーとデータベース

廃棄ジョブが機能する仕組み

合成が保留されているセッションのテープデータ、ASDB情報、およびカタログファイ

ルは、ジョブエンジンおよびデータベース廃棄ジョブでパージできません。合成が保

留されているセッションの最小データ保持期間を取得するためには、以下のアルゴ

リズムが使用されます。

MAX(  MIN(  合成サイクル期間 * 2, リアルフルサイクル期間 ) , パージポリシーのセッション

保持期間 )

これによって、少なくとも 1回のフルバックアップ( リアルフルバックアップまたは合成

フルバックアップにかかわらず)セッションと、それ以降のすべての増分セッションが常

に行われます。Arcserve Backupではこのようなセッションのカタログファイルが廃棄

されないので、ディスク領域がCATALOG.DBフォルダによって消費される場合があり

ます。フォルダのサイズはバックアップソースとパージのポリシーによって異なります。

Arcserve Backupは、1つのフルバックアップ( リアルフルバックアップまたは合成フル

バックアップにかかわらず)セッションと、それ以降のすべての増分セッションを、次回

の合成ジョブで使用される一意のセッションセットとして扱います。したがって、フル

バックアップと増分バックアップについて別のパージポリシーを設定したとしても、フ

ルバックアップセッションと、それ以降のすべての増分セッションでは、同じパージポ

リシーが適用されます。Arcserve Backupは、フルセッションだけについてのパージ時

刻を計算し、それ以降のすべての増分セッションについて同じパージ時刻を適用

します。

合成関連のセッションのパージ時刻を確認するには、アクティビティログのマスタ

ジョブログを表示します。
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合成フルバックアップでメークアップジョブが機能する仕組み

合成フルバックアップでメークアップジョブが機能する

仕組み

合成フルバックアップの実行日に増分セッションの中に完了したものと失敗したも

のがある場合、失敗したクライアント エージェントに対して標準のメークアップジョ

ブがサブミットされます。完了したセッションをすべて合成するデータ合成ジョブもサ

ブミットされます。失敗したクライアント エージェント用のメークアップジョブが完了

すると、失敗したクライアント エージェント用の増分セッションが作成され、失敗し

たクライアント エージェント用の別のデータ合成ジョブがサブミットされます。
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Point-in-Time リストア

合成フルバックアップで、Point-in-Time リストア( PIT リストア)を有効にすることがで

きます。

Point-in-Time リストアを有効にする方法

1. ［スタート］タブで［合成フルバックアップ有効化］オプションを選択します。

2. ［オプション］ボタンをクリックし、［拡張］パネルをクリックします。

3. ［Point-in-Time リストア( PIT リストア)を有効にする］オプションを選択します。

注：［Point-in-Time リストア( PIT リストア)を有効にする］オプションが有効になって

いると、選択する日単位バックアップ方式が何であれ、最初の日、および、［フル
バックアップを実行する］スケジュールに一致する日以外に、ファイルシステムエー

ジェントのPoint-in-Time増分バックアップが実行されます。［フルバックアップを実
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行する］スケジュールに一致する日は、ファイルシステムエージェントのフルバック

アップが実行されます。

アクティビティログのバックアップ方式と、［セッション単位でリストア］ウィンドウのセッ

ション方式が、「増分」から「Point-in-Time増分」に変更されます。ただし、バック

アップGUIのバックアップ方式は「増分」のままです。

Point-in-Time増分バックアップ方式については、Client Agentは通常の増分バック

アップの日に未変更のカタログ情報を送信します。その後、mergcat.exeにより、変

更されたカタログファイルおよび未変更のカタログファイルの両方について、フル

ファイルシステム構造にインデックスが作成されます。インデックス作成後、Point-
in-Time リストアジョブを実行することができます。ただし、これにはより多くのディス

ク容量および CPUが必要になります。

［Point-in-Time リストア( PIT リストア)を有効にする］オプションを無効にすると、日

単位バックアップ方式は増分になります。これは SFBジョブのデフォルトの設定で

す。
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増分バックアップ方式については、Client Agentは通常の増分バックアップの日に

未変更のカタログファイルを送信しません。Client Agentは合成日にのみ未変更

のカタログ情報を送信します。Mergcat.exeは、未変更のカタログファイルについて

インデックスを作成しません。これにより、ディスク容量および CPUが少なくて済み

ます。

Point-in-Time リストアジョブをサブミットするには、ソースツリーからノードを選択し

て復旧ポイントの日付を選択します。関連するセッションバージョンが［復旧ポイン

ト］ドロップダウンリストに表示されます。復旧ポイントを選択した後は、関連する

セッション情報がツリー表示とリスト表示で更新されます。
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合成フルバックアップに関する考慮事項

合成フルバックアップに関する考慮事項

合成フルバックアップジョブをサブミットするときは、以下の点に注意してください。

合成フルバックアップでは、r16のWindows Client Agentだけがサポートされま

す。r16より前のWindows Client Agent、データベースエージェント、およびアプ

リケーションエージェントはサポートされません。ただし、混合のソース( r16以
降のWindows Client Agent、r16より前のWindows Client Agent、データベース

エージェント、アプリケーションエージェントを含む)をバックアップするために、合

成フルバックアップジョブをサブミットすることはできます。合成フルバックアップ

でサポートされていないエージェントの場合は、事前に指定する日単位バック

アップ方式が使用されます。

合成フルバックアップでは、ディスクステージングデバイスとデデュプリケーション

デバイスだけがサポートされます。D2D2Tを使用すると、テープ、クラウド、およ

びディスクデバイスに合成フルバックアップセッションをマイグレートできます。

合成フルバックアップジョブをサブミットするとき、データを保証するため、バック

アップマネージャの［スケジュール］タブにある［フルバックアップを実行する］オプ

ションを定義してください。

既存の合成フルバックアップジョブを変更した場合、従来のフルバックアップ

は、フルバックアップがスケジュールされた日の翌日に実行されます。この動作

を無効にするには、以下のレジストリキーを変更します。

a. バックアップサーバの以下のキーを開きます。

HKEY_CURRENT_USER\Software\ComputerAssociates\CA ARCserve
Backup\Base\ASMgr

b. 以下の値名を指定します。

(DWORD) SFBCheckedRealFull

c. 以下の値を指定します。

1

値 1を指定すると、この動作は無効になります。

注：ジョブに特定の変更を加えると、常に従来のフルバックアップジョブが実

行されます。特に、バックアップソース、合成スケジュール、ディスクステージン

グ場所、暗号化/圧縮オプションを変更した場合がこれに該当します。これに

より、ジョブにこれら特定の変更を行った場合、合成バックアップがスケジュー

ルされた日に、合成バックアップを確実に行うことができます。

合成フルバックアップジョブをサブミットすると、Arcserve Backupユーザインター

フェースに 90日間の詳細合成スケジュールが参照用に表示されます。しか

し、既存の合成フルバックアップジョブを変更した場合、ユーザインターフェー
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スに表示される詳細合成スケジュールが実際のスケジュールと一致していない

場合があります。

合成フルバックアップジョブのスケジュール時、［SFBスケジュールの詳細］フィー
ルドにはデフォルト開始日として現在の日付が表示されます。しかし、［ジョブ

のサブミット］画面の［実行日時指定］で日付を選択すると、合成フルバック

アップジョブは指定された日付に基づいてスケジュールされます。

合成フルバックアップでは、一週より長い時間枠を使用して、合成フルバック

アップをスケジュールすることができます。この設定を使用する際、ローテーショ

ンスキーマ用のメディアプールのデフォルト保存期間 ( 6日間 )によって、必要

なデータの上書きが妨げられることはありません。そのため、ローテーションス

キーマおよび 1週間より長い合成スケジュールを持つD2D2T合成フルバック

アップジョブをサブミットする場合、メディアプールの保存期間が合成スケ

ジュールより長いこと(より大きなメディアが必要 )を確認する必要があります。

注：合成フルバックアップジョブを実行するには、バックアップするコンピュータ

上にArcserve Backup Agent for Open Filesをインストールしてライセンス登録す

る必要があります。
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合成フルバックアップの使用

合成フルバックアップの使用

以下の情報は、合成フルバックアップの仕組みに関する一般的な質問への回答

です。

合成フルバックアップでは、どのような種類のエージェントがサポートされますか。

合成フルバックアップでは、r16以降のWindows Client Agentだけがサポートされ

ます。r16より前のWindows Client Agent、データベースエージェント、またはアプリ

ケーションエージェントはサポートされません。

注：合成フルバックアップジョブを実行するには、バックアップするコンピュータ上に

Arcserve Backup Agent for Open Filesをインストールしてライセンス登録する必要

があります。

［合成フルバックアップ］オプションでは、どのバックアップ方式をサブミットできます

か。

合成フルバックアップでは 3種類のバックアップをサブミットできます。

［ステージングを有効にする］を使用した標準バックアップ

［ステージングを有効にする］を使用したデデュプリケーションバックアップ

デデュプリケーションバックアップ

合成フルバックアップでは、どの種類のデバイスがサポートされますか。

合成フルバックアップは、ディスクステージングデバイスとデデュプリケーションデバ

イスをサポートしています。ただし、D2D2Tを使用すると、テープ、クラウド、および

FSDに合成フルバックアップセッションをマイグレートできます。

合成フルバックアップジョブでは、サポートされているエージェントとサポートされて

いないエージェントをバックアップできますか。

はい。合成フルバックアップでは r16以降のWindows Client Agentだけがサポート

されますが、混合のソースをバックアップするために合成フルバックアップジョブをサ

ブミットすることはできます。混合のソースには、r16以降のWindows Client
Agent、r16より前のWindows Client Agent、データベースエージェント、またはアプ

リケーションエージェントが含まれます。混合のソースを含む合成フルバックアップ

ジョブをサブミットするときは、r16以降のWindows Client Agentだけが合成されま

す。合成フルバックアップをサポートしていないエージェントとアプリケーションエー

ジェントの場合、標準のバックアップ方式が代わりに使用されます(合成フルバック

アップをサポートしていないエージェント用のバックアップ方式は変わりません)。

1週間にわたる混合の合成フルバックアップジョブのための日単位バックアップ方

式は何ですか。

18.0のWindows Client Agent、r17のWindows Client Agent、および SQL 2008エー

ジェントをまとめて月曜日にバックアップするために、［週 5日 :増分バックアップ、金
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合成フルバックアップの使用

曜日にフルバックアップ］方式を使って合成フルバックアップジョブをサブミットする

とします。

エージェント用の1週間の日単位バックアップ方式は以下のとおりです。

月曜

日

火曜

日

水曜

日

木曜

日
金曜日

18.0のWindows Client
Agent

フル 増分 増分 増分
増分 +合成フルバック

アップ

r17のWindows Client
Agent

フル 増分 増分 増分 フル

SQL 2008エージェント フル 増分 増分 増分 フル

GFSスキーマを選択すると、合成スケジュールは無効になります。データ合成ジョ

ブはいつ行われますか。

GFSスキーマを使った合成フルバックアップジョブの場合、データ合成ジョブはフル

バックアップの実行日に行われます。たとえば、［週 5日 :増分バックアップ、金曜

日にフルバックアップ (GFS有効 )］方式を選択した場合、データ合成ジョブは毎週

金曜日に行われます。［週 7日 :増分バックアップ、日曜日にフルバックアップ

(GFS有効 )］方式を選択した場合、データ合成ジョブは毎週日曜日に行われま

す。

合成フルバックアップジョブのパージ ポリシーは何ですか。

ステージングを有効にして合成フルバックアップジョブをサブミットする場合、2つの

パージポリシーがあります。1つはマイグレーションポリシー用、もう 1つは合成ポリ

シー用です。合成フルバックアップジョブのステージングでは、ステージングデバイ

ス上での合成に関連するセッションは、合成パージポリシーに基づいてパージされ

ます。ステージングデバイス上での合成に関連しないセッションは、マイグレーショ

ンパージポリシーに基づいてパージされます。

標準のデデュプリケーション合成ジョブの場合、デデュプリケーションデバイス上での

合成に関連するセッションは、合成パージポリシーに基づいてパージされます。デ

デュプリケーションデバイス上での合成に関連しないセッションは、デデュプリケー

ションポリシー内のパージ設定に基づいてパージされます。

注：合成パージポリシーは、以下の式で計算できます。

MAX (MIN (合成サイクル期間 * 2, リアルフルサイクル期間 ), パージポリシーのセッション保

持期間 )

リアルフルバックアップジョブはいつ実行されますか。

リアルフルバックアップは、以下の任意の条件のときに行われます。
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合成フルバックアップの使用

スケジュールされているリアルフルバックアップの実行日。

合成フルバックアップジョブが変更された場合、リアルフルバックアップは次の

スケジュール済みフルバックアップ日に行われます。

合成の実行日に最後のデータ合成ジョブに失敗した場合、リアルフルバック

アップは次の合成の実行日に行われます。

合成の実行日にデータ合成ジョブが行われるときに親のフルバックアップセッ

ションが見つからない場合、データ合成ジョブはリアルフルバックアップに変換

されます。
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の使用

このセクションには、以下のトピックが含まれます。
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Storage Area Network ( SAN) Optionのライセンスを登録する方法

Storage Area Network ( SAN) Optionのライセンスを登

録する方法

Arcserve Backup SAN ( Storage Area Network) Optionのライセンスを登録するに

は、以下のインストール要件を満たす必要があります。

オプションをインストールし、ライセンスを登録して、SANで共有されるライブラリ

にバックアップ処理を実行する必要があります。

Arcserve Backupプライマリサーバにオプションをインストールする必要がありま

す。

プライマリサーバに対してすべてのライセンスを登録する必要があります。

実行環境をサポートするために必要な数のStorage Area Network ( SAN)
Optionライセンスがあることを確認してください。

Central Management Optionは Storage Area Network ( SAN) Optionの前提

条件のコンポーネントです。

Storage Area Network ( SAN) Optionはカウントベースのライセンスです。別の

Arcserveサーバとライブラリを共有している Arcserveサーバすべてに対して 1つ
のライセンスを登録する必要があります。

例：Storage Area Network ( SAN) Option のライセンスを登録する方法

以下の例は、Storage Area Network ( SAN) Option とカウントベースのライセンス登

録の関連を説明しています。

1つのプライマリサーバと 3つのメンバサーバで構成された環境があると仮定し

ます。これら 1つのプライマリサーバと 3つのメンバサーバは、SANの1つの複

数ドライブのライブラリを共有しています。このような設定の場合、プライマリ

サーバで 4つのStorage Area Network Option ( SAN) ライセンスを登録する必

要があります。Arcserve ドメイン内のサーバはすべてライブラリを共有していま

す。

1つのプライマリサーバと 3つのメンバサーバで構成された環境があると仮定し

ます。2つのメンバサーバは 1つの複数ドライブライブラリを共有し、3番目の

メンバサーバにはローカルに接続された複数ドライブライブラリが設定されてい

ます。このような設定の場合、プライマリサーバで 4つのTape Library Optionラ

イセンスと 3つのStorage Area Network ( SAN) Optionライセンスを登録する必

要があります。Arcserve ドメインのすべてのサーバに、1つの複数ドライブライブ

ラリに対するアクセス権があります。ただし、3つのArcserveサーバは 1つのライ

ブラリを共有しています。
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SAN環境

SAN環境

SANグループのサーバには、1つのプライマリSANサーバと 1つ以上のSANに接続

されたメンバサーバが含まれます。プライマリSANサーバは最も重要なサーバで

す。これは、プライマリサーバが SAN上のテープライブラリを初期化するまで、タス

クを一切実行できないためです。

プライマリSANサーバには、以下の役割があります。

SAN上の共有デバイスの初期化、管理、および維持

また、SANのサーバ間での共有ライブラリリソースの使用を調整することで、2つ
のサーバが1つのデバイスまたはメディアを同時に割り当てようとした場合の競

合を回避します。

プライマリサーバには、任意のArcserve Backup SANサーバを指定できます。ただ

し、プライマリSANサーバは SAN上の共有デバイスを管理および初期化するの

で、最も信頼性の高いサーバを SANプライマリサーバとして使用してください。
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SAN環境

SAN環境でのArcserve Backupの動作

Arcserve Backupのインストール中に、指定されたプライマリSANサーバと関連付け

られたメンバ SANサーバで SAN ドメインを作成します。SAN環境では、すべての

サーバは次のいずれかのグループに分けられます。プライマリSANサーバ、SANに

接続されたメンバサーバ、または SAN メンバ以外のサーバです。

ドメイン内のプライマリサーバは 1つのみであり、SANに接続された各メンバサーバ

は 1つのプライマリSANサーバにしかレポートできません。また、1つのプライマリ

SANサーバは 1つのドメインにしか所属することができません。

以下の図は、Arcserve Backupおよび SAN Optionがインストールされているプライ

マリサーバを使用した SAN構成を示しています。

ジョブの実行準備が整うと、デバイスとメディアが予約されます。予約されたデバイ

スとメディアは、どのSANサーバも他のジョブに使用することはできません。

SAN Optionにより、仮想リングを作成することで、Arcserve Backupサーバ間で 1つ
以上のテープライブラリを共有できるようになります。このOptionがインストールされ
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SAN環境

たサーバ上のバックアップまたはリストアジョブは、ローカルジョブとして実行されま

す。バックアップの進行に伴い、Arcserve Backupは、データを LANケーブル経由で

はなく、SANハードウェア経由で、ストレージ用のテープライブラリに送信します。こ

れにより、速度がさらに増加し、ネットワークトラフィックが低減し、バックアップとリス

トアの処理量は最大化されます。
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SAN環境

SANでのサーバ管理

SAN Optionを使用しても、Arcserve Backupサーバの管理方法は変わりません。

バックアップマネージャまたはリストアマネージャを使用して、SAN Optionの各サー

バに接続し、バックアップジョブとリストアジョブのスケジュール設定、および

Arcserve Backupデータベースの管理を行います。
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SAN環境

バックアップ計画

ご使用のSANの環境設定に適したバックアップ方法を計画する必要があります。

複数のArcserve Backupサーバによる単一デバイスの共有による影響を考慮する

必要があります。たとえば、バックアップデバイスに 2台のテープドライブが含まれ、

メディアライブラリを共有する 5台のオプションサーバがある場合、それらすべての

サーバでバックアップジョブが同時に開始されるようなスケジュールは設定しないで

ください。そのようにスケジュールを設定すると、5つのバックアップジョブのうち、最

初に実行する 2つのジョブがこのオプションによって決定されてしまいます。そうでは

なく、バックアップ計画に合うようにジョブの開始時間についてよく考慮してスケ

ジュールし、スケジュールの順番を自分でコントロールするようにしてください。

注：スケジュールされた各バックアップジョブは、そのバックアップでテープドライブが

使用可能になるまで待機します。
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SAN環境

オプションを使用する利点

SAN Optionには、以下の利点があります。

コストの軽減 -サーバ間で 1つ以上のテープライブラリを共有できます。

バックアップおよびリストア速度の向上 -ローカルエリアネットワーク( LAN)を通

じてリモート バックアップを行う必要がなくなります。

効率化 -ハードウェアおよびメディアのバックアップを一元管理します。

柔軟性 -デバイスの障害が発生した場合、リダイレクトまたは再設定により最

大限の柔軟性を提供します。
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SAN環境

用語集

以下は、SAN環境で使用される用語です。

Storage Area Network( SAN) -接続されたテープライブラリを共有するために設

計された高速ネットワーク。

SANサーバグループ - Storage Area Network上の一連のテープライブラリを共

有できる Arcserve Backupサーバのグループ。

プライマリSANサーバ -共有テープライブラリを初期化する Arcserve Backup
サーバ。使用状況を制御し、ライブラリデバイスのステータスの変更を検出し

ます。

SANに接続されたメンバサーバ -プライマリサーバの管理下におかれ、共有

テープライブラリを使用する SAN環境内のサーバ。

共有デバイス - SANサーバグループが使用する、SAN上のデバイス。
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SAN Optionのインストール

SAN Optionのインストール

この章では、プライマリSANサーバと SANに接続されたメンバサーバの両方で SAN
Optionをインストールおよび環境設定する方法について説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

オペレーティングシステムの互換性

インストールの前提条件

SAN Optionのインストール

Storage Area Network Optionの環境設定
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SAN Optionのインストール

オペレーティングシステムの互換性

オペレーティングシステムの互換性に関する情報については、リンクを参照してくだ

さい。
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SAN Optionのインストール

インストールの前提条件

SAN Optionをインストールする前に、以下の前提条件を検証してください。

注：Arcserve Backupでは、1つのドライブで構成されたライブラリのみサポートしま

す。ライブラリが複数のドライブを搭載している場合は、Arcserve Backup Tape
Library Optionのライセンスを取得して、複数ドライブを使用できるようにする必要

があります。

Optionをインストールするシステムが、インストールの条件を満たしていること。

インストール要件の詳細については、「実装ガイド」を参照してください。

システムがArcserve Backupおよび Arcserve Backup Tape Library Option (必要

に応じて)のインストールに必要なハードウェアとソフトウェアの最小要件を満

たしていること。

ファイバチャンネルアダプタに接続されたデバイスへのアクセスに必要な、アダプ

タのすべてのSANハードウェアデバイスドライバをインストールしていているこ

と。

注：Arcserve BackupSANハードウェアおよびドライバの詳細については、for
Windowsの認定デバイスリストを参照してください。認定デバイスリストには、

Arcserve Backupのホーム画面からアクセスできます。

オプションをインストールするコンピュータにArcserve Backupおよび Central
Management Optionをインストールしてあること。さらに、マルチドライブのライブ

ラリがある場合、Tape Library Optionもインストールしてある必要があります。

そのコンピュータは、ローカルコンピュータまたはリモート コンピュータのどちらかに

なります。

注：これらアプリケーションがインストール済みでない場合は、SAN Optionのイ

ンストール時にインストールする必要があります。

これらのオプション( Central Management Option、SAN Option、および

Tape Library Option)はすべて、プライマリサーバにのみインストールされ

ています。

プライマリサーバと各 SAN メンバサーバに関して、次のようなライセンス

数の設定があります。Central Management Optionは SAN全体につき 1
ライセンス、SAN Optionおよび Tape Library Optionは SAN内の各サーバ

(プライマリサーバおよび関連するすべてのSAN メンバサーバ)につき 1
ライセンスとなっています。

デフォルトのインストールパスが記録されている。

このオプションをインストールするコンピュータにソフトウェアをインストールするた

めの管理者権限を持っている。
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SAN Optionのインストール

注：Arcserve Backup適切な権限の割り当てを依頼する場合、または情報が

必要な場合は、の管理者に問い合わせてください。

プライマリSANサーバと SANに接続されたメンバサーバのユーザ名、パスワー

ド、および IPアドレスを知っている。

すべてのSANハードウェアと関連のデバイスドライバがインストールされている。

Windowsバックアップサーバが、メディアチェンジャやテープドライブなど、必要

なすべてのSANデバイスを認識できる。

各サーバを名前で pingするか、各サーバの IPアドレスを表示サーバ名スイッ

チで ping して、Storage Area Network内でのSANサーバ間の通信が可能で

ある。

SANを構成するすべてのサーバ間で、IP接続の確立と名前解決を行う必要

があります。IP接続の確立と名前解決を確実に行うには、各サーバ上のIPホ
スト ファイルを更新して、他のすべてのサーバのIPホスト ファイルに各サーバの

名前とIPアドレスが設定された状態にする必要があります。各サーバ上の IP
ホスト ファイルは、\windows\system32\drivers\etcフォルダにあります。

第16章 : Storage Area NetworkでのArcserve Backupの使用 1221



SAN Optionのインストール

SAN Optionのインストール

SAN Optionは、Arcserve Backupのシステムコンポーネント、エージェント、およびオ

プションの標準的なインストール手順に従ってインストールします。setup.exeを実

行してすべてのインストールセッションを開始します。

Arcserve Backupのベース製品、エージェント、オプションはすべて 1回のセッ

ションでインストールできます。

最初にArcserve Backupのベース製品をインストールし、その後、エージェント

とオプションを個別にインストールします。

Storage Area Network ( SAN) Optionは、プライマリSANサーバ(のみ)にインス

トールできます。

インストールの詳細については、「実装ガイド」を参照してください。

インストールにはさまざまな方法があり、Arcserve Backupのさまざまなコンポーネン

ト、エージェント、オプションなどを1回のセッションでインストールするか、複数回の

セッションに分けてインストールするかを選択できます。理想的な方法は、すべて

のコンポーネントを1回のインストールセッションでインストールすることですが、各コ

ンポーネントを個別のセッションで順番にインストールするか、または特定のコン

ポーネントを1回のセッションでインストールしてから残りのコンポーネントを個別セッ

ションでインストールしていくこともできます。

インストールを開始する前に、このセッションでインストールする Arcserve Backupの

コンポーネント、エージェント、およびオプションを決定します。次に、インストールす

るエージェントやオプションの前提条件となる情報を収集します。これらの情報

は、各エージェントおよびオプションのマニュアルやReadmeに記載されています。最

適なインストールセッションの組み合わせを選択してください。

たとえば、Arcserve Backupサーバ、Tape Library Optionおよび Agent for SQL Server
をインストールする場合、以下のインストールセッションの組み合わせを使用でき

ます。

同じインストールセッションにサーバ、オプション、およびエージェントをインストー

ルする。

3回のインストールセッションに分けて、それぞれを個別にインストールする。1
回目のセッションでサーバをインストールし、2回目のセッションでオプションをイ

ンストールし、3回目のセッションでエージェントをインストールします。

2回のインストールセッションを個別に実行する。2回の個別のセッションを使

用する場合、次のようにコンポーネントをグループ化することができます。サー

バをあるセッションでインストールし、オプションとエージェントを別のセッションで

インストールするか、サーバとオプションをあるセッションでインストールし、エー

ジェントを別のセッションでインストールするか、またはサーバとエージェントをあ
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SAN Optionのインストール

るセッションでインストールし、オプションを別のセッションでインストールすること

ができます。
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SAN Optionのインストール

Storage Area Network Optionの環境設定

Storage Area Network( SAN) Optionは、プライマリサーバおよびスタンドアロンサー

バベースでインストールされるオプションです。サーバベースのオプションをアンイン

ストールするには、サーバ管理を使用する必要があります。詳細については、

「Arcserve Backupサーバベースオプションのインストールおよびアンインストール」を

参照してください。
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SAN Optionの使用法

SAN Optionの使用法

ここでは、SAN Optionの使用に必要な情報について説明します。特に、オプション

を使用して以下のタスクを実行する方法について説明します。

共有デバイスグループの作成

データのバックアップおよびリストア

デバイスの管理

メディアの管理

ジョブステータスのモニタ

ジョブの実行時期の制御

レポートおよびログの作成

仮想ライブラリの使用
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SAN Optionの使用法

Storage Area Network( SAN)環境設定

SAN ( Storage Area Network) の環境設定ユーティリティを使用して、Arcserve
Backupプライマリサーバとメンバサーバ間の環境設定を行うことができます。すべ

てのサーバに SAN Optionがインストールされたら、任意のサーバから SAN環境設

定ユーティリティを実行できます。

SAN環境設定ユーティリティ用の実行可能ファイルは、バックアップサーバ上の

Arcserve Backupインストールディレクトリに格納されています。例：

C:\Program Files\CA\ARCserve Backup\ELOConfig.exe

SAN環境設定ユーティリティを開始するには、上記のディレクトリにアクセスし、

ELOConfig.exe という名前のファイルをダブルクリックします。
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SAN Optionの使用法

共有デバイスグループの作成

デバイスのグループ化機能は、Arcserve Backupの柔軟性と効率性に不可欠で

す。

注：共有デバイスグループの変更、作成、削除は、プライマリサーバからのみ可

能です。

共有デバイスグループの作成方法

1. ［デバイスマネージャ］ウィンドウで、プロパティペインから［デバイスグループ環境設

定］を選択します。

［デバイスグループ環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［新規］をクリックします。

［新しいグループ］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［種類］フィールドでデバイスグループの種類を選択し、デバイスグループの名前を

［名前］フィールドに入力します。［OK］をクリックします。

［デバイスグループ環境設定］ダイアログボックスに新規デバイスグループが表示

されます。
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SAN Optionの使用法

SAN環境でのデータのバックアップとリストア

SAN環境においてバックアップジョブまたはリストアジョブを設定、サブミットするに

は、バックアップマネージャまたはリストアマネージャを使用する必要があります。こ

れらのバックアップジョブおよびリストアジョブは、SAN Optionがインストールされて

いるサーバでローカルに実行されます。データは、LANケーブル経由ではなく、SAN
ハードウェア経由でライブラリに送信されます。このため、ジョブの処理速度が向上

し、イーサネット トラフィックは緩和されます。メディア表示を使用する場合、SAN
サーバにより実行されるバックアップの情報はデータベースから使用できます。

このOptionでは、バックアップおよびリストアオプション、フィルタ、スケジューリングな

ど豊富な機能も提供します。詳細については、「データのバックアップ」と「データの

リストア」を参照してください。

SANに接続されたライブラリ内のテープにあるデータのリストアジョブをサブミットする

には、［リストアメディア］ポップアップに表示される、そのテープにアクセス可能なす

べてのSANサーバのリストを含むドロップダウンメニューを使用できます。ここで選

択するサーバは、リストア操作が実行されるサーバであり、バックアップを実行した

サーバである必要はありません。
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SAN Optionの使用法

デバイス管理

デバイスマネージャを使用して、SANサーバグループに接続されているストレージ

デバイス、ストレージデバイス内のメディア、およびストレージデバイスのステータス

に関する情報を表示できます。デバイス管理マネージャでは、SANサーバグループ

に接続されている共有デバイスがすべて表示されます。

デバイスを管理する際には、以下の点を考慮してください。

SANサーバグループ内の、Arcserve Backup SAN Optionがインストールされた

各サーバには、SANに接続されているデバイスの同じビューが表示されます。

プライマリサーバのデバイス環境設定を変更した場合 (たとえば、ライブラリを

RAID として再設定したり、ライブラリにドライブを追加するなど)、すべてのSAN
サーバ(プライマリおよびすべてのメンバ)のテープエンジンサービスを停止した

後、最初にプライマリサーバのテープエンジンを起動する必要があります。プラ

イマリサーバのTape Engineが起動した後、SANに接続された各メンバサーバ

を起動し、新しい環境設定を正常に確認することができます。

デバイスの管理の詳細については、「デバイスマネージャ」を参照してください。
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SAN Optionの使用法

メディア管理

メディアを管理する際には、以下の点を考慮してください。

SANサーバはメディアを共有しているので、再利用セットからメディアを選択す

る場合は注意が必要です。メディアが使用できなくなると、スケジュール済み

のジョブに影響する可能性があります。

すべてのメディアプールを管理する1人の管理者が、SANサーバグループを管

理する必要があります。

保存セット内のテープは、再利用セットに移動しない限り、破棄 ( フォーマット

または消去 )できません。

メディアプールの管理の詳細については、「メディアプールマネージャ」を参照して

ください。
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SAN Optionの使用法

メディアプール

メディアプールは、SAN内でユニットとして管理および共有される、メディアの集合

です。各メディアプールにはそれぞれ名前が割り当てられ、メディアにはシリアル番

号が付いています。メディアプールを管理するには、［メディアプールマネージャ］ア
イコンをクリックして、Arcserve Backup ［メディアプールマネージャ］ウィンドウを開き

ます。

メディアプールの詳細は、「メディアプールの働き」を参照してください。
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SAN Optionの使用法

ジョブの実行時の制御

Arcserve Backupでは、SANに接続された異なるサーバ上にあるデバイスでも、そ

れがジョブによって使用されているかどうかを判別できます。そのため、デバイスが

解放されてから別のジョブを開始することができます。

同じ共有デバイスを使用する待機中のジョブが多数ある場合、どのジョブを次に

実行するかを決定することはできません。優先度が重要な場合は、前のジョブの

所要時間を推測し、それをもとに開始時刻を設定します。同じ時刻に複数の

ジョブが開始しないように、開始時刻は慎重に設定してください。

注：スケジューリング、ジョブの管理、ジョブステータスマネージャの詳細について

は、「ジョブステータスマネージャを使用して実行できるタスク」を参照してくださ

い。
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SAN Optionの使用法

レポートとログ

Arcserve Backupには、ログおよびレポートを表示するために、以下のオプションが

用意されています。

アクティビティログ - Arcserve Backupで実行された操作の包括的な情報が記

録されます。アクティビティログには、実行された各ジョブを含むすべてのバック

アップアクティビティの監査記録が含まれ、セッションのリストアに必要なセッショ

ン番号も表示します。

アクティビティログは、ジョブステータスマネージャから表示できます。

テープログ( TAPE.LOG) -テープエンジン関連のすべてのメッセージが記録され

ます。

ジョブログ -特定のジョブに関連したアクティビティが記録されます。

レポート マネージャ -印刷または表示用に、Arcserve Backupデータベースから

レポートを生成します。［クイックアクセス］メニューからレポート マネージャを起

動して、ジョブレポート、バックアップメディアエラーレポート、セッションレポー

ト、バックアップデバイスレポート、およびメディアプールレポートなどの各種レ

ポートを表示できます。

レポートの詳細については、「Arcserve Backupのログおよびレポート」を参照してく

ださい。
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SAN Optionの使用法

Arcserve仮想ライブラリ

Tape Library Optionは、Arcserve仮想ライブラリと共に使用され、幅広いストレー

ジ要件に対処するために汎用的なツールを使用できるようにします。Arcserve仮
想ライブラリは、Tape Library Option上でシームレスに動作し、物理ライブラリをよ

り小さな仮想 (論理 ) ライブラリに設定することができます。これらの仮想化された

ライブラリでは、同じロボットおよびインポート /エクスポート スロットを使用でき、こ

れによりドライブおよびストレージのスロットをグループ化することが可能になりま

す。

Arcserve仮想ライブラリを使用する場合は、以下の制限に注意してください。

共有テープライブラリに対する Arcserve仮想ライブラリの設定は、プライマリ

サーバのみで実行できます。

プライマリサーバのデバイス環境設定を変更した場合 (たとえば、ライブラリを

複数のArcserve仮想ライブラリに設定し直すなど)、すべてのSANサーバ(プ
ライマリおよびすべてのメンバ)のテープエンジンサービスを停止した後、最初

にプライマリサーバのテープエンジンを起動する必要があります。プライマリ

サーバのTape Engineが起動した後、SANに接続された各メンバサーバを起

動し、新しい環境設定を正常に確認することができます。

Arcserve仮想ライブラリの詳細については、「仮想ライブラリ環境設定オプション」

を参照してください。
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第17章 : トラブルシューティング

このセクションでは、Arcserve Backupの使用中に発生する可能性がある問題につ

いて、問題の特定と解決に役立つトラブルシューティング情報を提供します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ログイン関連 1236

認証関連 1241

バックアップおよびリストア関連 1252

メディア関連 1270

SAN 環境設定関連 1282

クラスタベースのバックアップおよびリストア関連 1289

その他 1295
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ログイン関連

ログイン関連

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

carootパスワードの変更後ログインできない

メディアがフルの場合のメークアップジョブの作成

コンピュータ名の変更後にArcserve Backupにログインできない

Arcserve Backupサーバの IPアドレスが変更された後、Arcserve Backupで通信上

の問題が発生する
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ログイン関連

carootパスワードの変更後ログインできない

Windowsプラットフォームで有効

症状：

carootアカウントのパスワードを変更しました。それ以後、Arcserve Backupにログイ

ンしようとすると、無効なパスワードであると表示されるのはなぜですか。

解決策 :

パスワードがセットアップ時に変更されなかったためです。これにはさまざまな原因

が考えられます(マシン名が拡張文字を含んでいたり、マシン名が英語以外の言

語であるなど)。この場合は、調査用のログを Arcserveテクニカルサポートに送信

するために、以下のデバッグ認証コマンドを実行します( AB_MACHINEは使用して

いるマシン名で置き換えてください)。

注：carootパスワードは、任意の英数字と特殊文字を組み合わせて指定できま

すが、15バイトを超えないようにしてください。合計 15バイトのパスワードは、およ

そ7 ～ 15文字に相当します。

1. マシン名で pingコマンドを実行します。例：

ping.exe AB_MACHINE

AB_MACHINEは使用しているマシン名です。上記のコマンドがうまく行かない場合

は、etc/hostsファイルまたはDNSを変更して、IPアドレスによる名前解決を有効

にします。

2. 以下のコマンドを実行します。

ipconfig /all > ipconfig.log

3. 以下のコマンドを入力し、マシン上で Portmapperが実行中であるかどうかを、

Arcserveテクニカルサポートにお知らせください。

netstat -na >netstat.log

4. 以下のコマンドを実行し、クライアント マシン上で実行している rpcサーバで、どの

Arcserve Backupサービスが登録されているかを、Arcserveテクニカルサポートにお

知らせください。

rpcinfo.exe -p AB_MACHINE >rpcinfo.log

AB_MACHINEは使用しているマシン名です。

5. 以下のコマンドを入力します。

rpcinfo.exe -t AB_MACHINE 395648 1 > caauthd.txt

AB_MACHINEは使用しているマシン名です。

第17章 : トラブルシューティング 1237



ログイン関連

注：「>」を使用すると、出力結果を画面に表示する代わりに、ファイルに出力しま

す。

6. レジストリキーを以下のように設定します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA
ARCserve Backup\Base\LogARCserve\[DWORD]DebugLogs ==1

Arcserve Backupのホームディレクトリ内の logsディレクトリ内に、ファイル「rpc.log」
が作成されます。
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ログイン関連

メディアがフルの場合のメークアップジョブの作成

Windows 64ビットオペレーティングシステムに該当

現象

Client Agent for Windowsを使用してテープへのバックアップを実行中に、Arcserve
によってメディアがフルであることが検出されました。検出から 20分以内にメディア

を交換する必要があります。20分が経過してからメディアを交換した場合は、以

下のイベントが発生します。

エラー E3392 (バックアップサーバのTCP再接続タイムアウトです)がアクティビ

ティログに記録されます。

ジョブは正常に完了しますが完了ステータスは「失敗」になります。

Arcserveはメークアップジョブを作成します。

解決策

この問題の修復方法は以下のとおりです。

ジョブは正常に完了しますが、エラー E3392によってジョブは失敗と表示されま

す。Arcserveが失敗したジョブを検出したので、メークアップジョブが作成され

ました。つまり、メークアップジョブは削除しても問題ありません。

以下のレジストリキーを変更することにより、待機時間のタイムアウト値を増

やすことができます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\ComputerAssociates\CA ARCserve
Backup\ClientAgent\Parameters\SendTimeOut

デフォルト：1200(秒 )

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\ComputerAssociates\CA ARCserve
Backup\ClientAgent\Parameters\ReceiveTimeOut

デフォルト：1200(秒 )

例：待ち時間を 60分に増やすには、上記のDWORD値を 3600に変更しま

す。
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ログイン関連

コンピュータ名の変更後にArcserve Backupにログイン

できない

Windowsプラットフォームで有効

症状：

Arcserve Backupをインストールしたマシン名を変更し、このマシンを再起動しまし

た。それ以後、Arcserve Backupマネージャコンソールにログインできないのはなぜ

ですか。

解決策 :

コンピュータ名は、ネットワークまたはドメインで自分自身を特定するためにコン

ピュータが使用する名前です。一元化された管理環境では、Arcserve ドメインは

プライマリサーバと 1つ以上のメンバサーバ、またはスタンドアロンのサーバから構

成されています。Arcserve Backupはプライマリサーバおよびメンバサーバのコン

ピュータ名を使用し、サーバ間の通信を確立します。

Arcserve ドメインでコンピュータ名の変更を処理する方法の詳細については、

「Arcserve ドメインでコンピュータ名を変更する方法」を参照してください。
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認証関連

認証関連

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

認証セキュリティ設定

制限されたユーザがアクティビティログと監査ログにアクセスできない

CAportmapperサービスの停止および開始時に認証エラーが発生する

クラウド接続での認証情報に関する問題

レポート ライタを開くことができない

レポート マネージャからレポートを作成できない

ca_jobsecmgrを使用したパスワードの更新が成功しない
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認証関連

認証セキュリティ設定

以下のセクションでは、Arcserve Backupを使用する際の認証およびセキュリティ関

連の問題に対処するのに役立つ方法を説明します。セキュリティ関連問題の症

状は状況に応じて変わるため、このセクションには考えられる解決策のみが含ま

れています。

考えられる解決策

以下に、セキュリティ関連の問題に対処するのに役立つ解決策を示します。

Arcserve Backupで carootアカウントが適切に認証されたことを確認します。こ

の認証を実行するにはサーバの環境設定ウィザードを使用します。［バックアッ

プサーバのログオン/管理パスワード］オプションを選択し、carootアカウントとパ

スワードを設定します。

Arcserve Backupフォルダが以下と共有されていることを確認します。

管理者 --フルコントロール

Arcserve Backupシステムアカウント --フルコントロール

バックアップオペレータ --変更と読み取り

バックアップアカウントに必要な権限がわからないという一般的な問題がある

場合は、以下の情報を考慮してください。

ローカルのArcserve Backupサーバのみをバックアップする場合は、インストール

時に設定されたArcserve Backupシステムアカウントに、充分な権限

( AdministratorsおよびBackup Operatorの権限 )が付与されています。

Client Agent for WindowsまたはArcserve Backupのネットワーク機能を使用し

て、ドメイン内のリモート データをバックアップする場合は、バックアップアカウン

トに追加の権限が必要です。強力なバックアップアカウントに必要な共通の

権限の概要を以下に示します。バックアップアカウントはニーズに合わせてカス

タマイズできます。一部の権限が環境によっては不要になる可能性がありま

す。

注 :ストレージ関連機能に対するセキュリティ要件は、アクセスするリソースに

応じて異なります。Windowsセキュリティのルールおよび要件は、常に考慮す

る必要があります。

バックアップアカウントには、以下のグループ権限が必要です。

Administrator

Backup Operator
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認証関連

注：バックアップオペレータグループに属するユーザには、Arcserve
Backupデータベースにアクセスする権限がありません。そのため、バック

アップマネージャでメンバサーバはユーザに表示されません。

Domain Administrator

バックアップアカウントには、以下の拡張権限が必要です。

オペレーティングシステムの一部として機能

ローカルログオン

サービスとしてログオン

Arcserve Backupによってドメイン内のセキュリティを入力するよう指示された場

合は、コンテキストとして常に「ドメイン\ユーザ名」を使用します。

1つのログイン/パスワード セッションで 2つのコンピュータ間の接続を確立した

場合、同じログイン/パスワード セッションで 2番目の接続を確立しようとする

と、セッション認証情報の競合が発生する可能性があります。すでにどのよう

なセッションを確立しているのか、またそのセッションがArcserve Backupのリソー

スへのアクセス機能にどのような影響を与えるのかを考慮してください。

Windowsセキュリティアカウント情報がオペレーティングシステムレベルで変更

された場合、Arcserve Backupジョブに入力されたセキュリティは静的で、動的

に更新されません。Arcserve Backupジョブにパッケージされているアカウント情

報を変更する場合は、ジョブを変更し、適切なセキュリティ情報で再パッケー

ジ化する必要があります。

Arcserve Backup Client Agent for Windowsを通じてリモートのレジストリおよび

システム状態情報をバックアップする必要があります。

cstopコマンドと cstartコマンドを使用せずにCA Remote Procedure Callサービ

ス( CASportmap)を手動で停止し、再度開始した場合、サービスはそのポート

割り当てと適切に通信できません。この場合、caroot と同等の権限を持つ

ユーザアカウントはArcserve Backup ドメインにログインできません。

Arcserve Backup ドメインにログインできるようにするには、cstopコマンドを実行

してから、cstartコマンドを実行します。これでサービスが正しく通信でき、

caroot と同等の権限を持つユーザアカウントがArcserve Backup ドメインにログ

インできるようになります。

第17章 : トラブルシューティング 1243



認証関連

制限されたユーザがアクティビティログと監査ログにアク

セスできない

Windows Server 2008上で有効

現象

Windows認証および制限された権限 ( Backup OperatorやRemote Desktop User
など)を持つWindowsアカウントを使用して Arcserve Backupにログインした場合、

Arcserve Backupアクティビティログおよび監査ログにアクセスできません。

注：SQL Server認証を使用して Arcserve Backupデータベースで認証するように

Arcserve Backupを設定する場合、この問題は発生しません。

解決策

この問題を解決するには、アクティビティログおよび監査ログにアクセスする必要が

あるすべてのWindowsアカウントに対して、Microsoft SQL Server認証を使用して

SQL Serverに接続する権限を付与します。

Microsoft SQL Server 2014 Express EditionおよびMicrosoft SQL Server 2008以

降で権限を付与する方法

1. Microsoft SQL ServerをWindowsファイアウォール例外リストに追加して通信でき

るようにします。

2. 制限されたWindowsアカウントが SQLインスタンスグループまたは sysadminグ

ループのメンバとして通信することを許可します。

3. 以下を行うことにより、Microsoft SQL Serverに制限されたWindowsアカウントを追

加します。

a. Microsoft SQL Server管理ツールを開きます。

オブジェクト エクスプローラを開きます。

以下の画面に示すように、Arcserve Backupサーバ、セキュリティ、ログインの

順に展開します。
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認証関連

b. 新しく作成されたArcserve Backupインスタンスを右クリックして、ポップアップ

メニューの［プロパティ］をクリックします。

以下の画面に示すように、［ログインのプロパティ］ダイアログボックスが表示

されます。
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認証関連

c. ［ユーザマッピング］をクリックします。

d. ［このログインにマップされたユーザ］フィールドで、［マップ］チェックボックスをク

リックして、マップするデータベースを選択します。

e. ［データベースロールメンバシップ］フィールドで、選択したデータベースについ

てこのユーザに適用するロールを選択して［OK］をクリックします。
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認証関連

CAportmapperサービスの停止および開始時に認証

エラーが発生する

Windowsプラットフォームで有効

現象

認証エラーが発生し、CAportmapperサービスの停止および再開後にマネージャ

コンソールを開けません。

解決策

この条件は、以下のイベントのシーケンス下でのみ発生します。

すべてのArcserve Backupサービスが実行中です。

Net Stopコマンドを使用するか、Windowsの［コンピュータの管理］コンソールか

らサービスを停止して、CAportmapperサービスを停止します。

CAportmapperサービスを再起動します。

重要：CAportmapperサービスを停止および開始するには、cstopコマンドまたは

cstartコマンドを使用します。これらのコマンドを使用すると、他のArcserve Backup
サービスとの依存関係を考慮したうえで、すべてのArcserve Backupサービスを適

切な順序で停止および開始できます。

詳細情報：

バッチファイルを使用したすべてのArcserve Backupサービスの停止と開始
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認証関連

クラウド接続での認証情報に関する問題

Windows Server 2003、Windows Server 2008、およびWindows Server 2012シス

テムで有効。

現象

デバイスマネージャにログインして、クラウド接続を作成します。認証情報を入力

すると、入力した認証情報が正しいかどうかの情報が渡されます。入力した認証

情報が無効である可能性があるため、クラウドにアクセスしても接続に失敗しま

す。

解決策

発生したエラーがプロキシエラーである場合は、プロキシのパラメータが正しいかど

うかを確認する必要があります。たとえば、IPアドレスや、ユーザ名とパスワードを

確認します。

発生したエラーがネットワークエラーである場合は、ベンダサイトが利用可能かど

うかを確認する必要があります。
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認証関連

レポート ライタを開くことができない

Windowsプラットフォームで有効

現象

マネージャコンソールから［レポート ライタ］を開くとき、以下のメッセージが表示さ

れます。

レポート ライタを開くには、管理者権限のあるアカウントで Windows にログインしている必

要があります。詳細については、Arcserve Backup のドキュメントを参照してください。

解決策

この問題は、管理グループのメンバでないドメインユーザアカウントを使用して

Arcserve Backupサーバにログインした場合に発生します。このアカウントに caroot
と同等の権限を適用すると、マネージャコンソールを開くことはできますが、レポー

ト ライタを開くことはできません。

この問題を解決するには、ドメインユーザアカウントを管理グループに参加させま

す。しかし、ユーザアカウントを管理グループに参加させたくない場合は、以下の

手順を実行してください。

1. Windows管理者アカウントを使用して Arcserve Backupサーバにログインします。

2. Windowsレジストリエディタを開き、以下のキーを探します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Internet Explorer

3. 以下の手順を実行して、このキーの権限を編集します。

a. Internet Explorerを右クリックして、ポップアップメニューの［アクセス許可］をク

リックします。

Internet Explorerの［アクセス許可］ダイアログボックスが開きます。

b. ユーザアカウントを追加して、このキーにフルコントロールを許可します。

c. ダイアログボックスをすべて閉じ、ログオフします。

4. ドメインユーザアカウントを使用して Arcserve Backupサーバにログインします。

5. マネージャコンソールを開きます。

6. レポート ライタを開きます。

レポート ライタが開きます。
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認証関連

レポート マネージャからレポートを作成できない

Windowsプラットフォームで有効

現象

レポート マネージャからレポートを作成しようとすると、以下のメッセージが表示さ

れます。

Arcserve Backup は、指定のディレクトリに書き込めないか、Arcserve Backup エンジンと

通信できません。

解決策

この問題は、以下の状況で発生する可能性があります。

ユーザに、指定されたディレクトリへの書き込み権限がない。

この状態を解決するには、ユーザに指定されたディレクトリへの書き込み権限

があることを確認します。

指定されたパスが正しくない。

この状態を解決するには、指定されたパスが正しいことを確認します。

レポート マネージャがArcserveテープエンジン、Arcserveデータベースエンジ

ン、またはその両方と通信できていない。

この状態を解決するには、テープエンジンサービスおよびデータベースエンジ

ンサービスがバックアップサーバ上で実行されていることを確認します。
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認証関連

ca_jobsecmgrを使用したパスワードの更新が成功し

ない

Windowsプラットフォームで有効

現象

ca_jobsecmgrコマンドは、変更 (ユーザ名およびパスワード)を特定のArcserve
Backupサーバに適用するか、または現在のArcserve Backup ドメインのすべての

バックアップサーバに適用するかを指定する方法を提供します。ca_jobsecmgr -s
を使用したパスワードの更新では、パスワードの更新処理が完了しない場合があ

ります。

解決策

この動作を修正するには、以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupサーバにログインします。

2. ［バックアップマネージャ］を開き、［ソース］タブをクリックしてソースディレクトリツ

リーを表示させます。

3. ［バックアップ］メニューから［ソースコンテキスト メニュー］をクリックし、［セキュリティ］
をクリックして［セキュリティ］ダイアログボックスを開きます。

4. ［セキュリティ］ダイアログボックスで必要な情報を入力し、［OK］をクリックします。

5. (オプション)スケジュールされていないジョブについては、失敗したジョブを再サブミッ

トします。
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バックアップおよびリストア関連

バックアップおよびリストア関連

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ジョブが、スケジュール通りに開始されない

オープンファイルをバックアップできない

Citrixサーバのリストアジョブが失敗する

圧縮または暗号化を使用してバックアップされたデータのローカルリストアに失敗

する

Arcserve Backupがファイルアクセス時刻に基づいてデータを回復しない

Active Directoryのリストアモードで GUIがフリーズする

エージェント コンピュータのログイン認証情報を変更した後、スケジュールされた

バックアップジョブが失敗する

SFBジョブで以前にバックアップされたソースに対してフルバックアップ(アーカイブ

ビットをクリア)または増分バックアップを実行すると、データの損失が発生する

オンデマンドの合成フルバックアップを実行できない

リストアジョブのアクティビティログエラー

Arcserve D2Dバックアップジョブがバックアップマネージャからサブミットされるとバック

アップジョブが失敗する

移動または名前変更されたファイルがArcserve Backupによってバックアップされな

い

Arcserve Backupで、SMB共有上にあるデータを含むHyper-Vバックアップジョブを

実行できない

Arcserve Backupで、SMB共有上にあるデータを含むHyper-V Writerまたは SQL
VSS Writerバックアップジョブを実行できない

Windows 2008 SP2およびWindows 2008 R2サーバ上のリモート FSDからのデータ

リストア時にメモリ使用率が増加する

MACエージェントのリストアジョブの失敗
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バックアップおよびリストア関連

ジョブが、スケジュール通りに開始されない

Windows、UNIX、および Linuxプラットフォームで有効

現象

スケジュールしたジョブが、スケジュール通りに開始されません。

この問題は、一般に一元管理環境に複数のArcserve Backupサーバが存在して

おり、Arcserve Backupプライマリサーバ、メンバサーバ、Arcserveコンソールが異な

るタイムゾーンに存在する場合に発生します。

解決策

この問題を解決するには、プライマリサーバのシステム時刻と、そのArcserve
Backup ドメインに含まれる全メンバサーバのシステム時刻を同期させます。

これを行うには、Windows Time Serviceを使用します。

注：Windows Time Serviceを使用して時刻を同期する方法については、

Windowsの［ヘルプとサポート］を参照してください。
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バックアップおよびリストア関連

オープンファイルをバックアップできない

以下のセクションでは、Arcserve Backupを使用する際のオープンファイルに関する

問題に対処する方法を説明します。

発生する可能性がある問題と考えられる解決策

バックアップしている特定のリソースがロックされている場合や、オペレーティングシ

ステムで使用中の場合には、以下のエラーが発生する可能性があります。これら

のエラーには、W3404というエラーコードが表示される場合があります。

注：Arcserve Backup Agent for Open Filesを使用すると、オープンファイルで一般

的に発生する多くのエラーを解決できます。このエージェントを使用していない場

合は、導入を検討してください。また、Arcserve Backup Client Agent for Windows
を使用したリモート バックアップの実行もお勧めします。

エラー

コード
原因および解決策

SHARING
VIOLATION

原因：ファイル共有違反のエラーです。Arcserve Backupでバックアッ

プジョブを実行したときに、別のプロセス(アプリケーションサービスな

ど)でターゲット ファイルが使用されていました。

解決策：ターゲット ファイルを使用しているすべてのサービスおよびア

プリケーションを終了させて、バックアップを再実行します。

ACCESS
DENIED

原因：Arcserve Backupバックアップジョブのターゲット ファイルにアクセ

スできませんでした。または、でバックアップジョブを実行したときに、

別のプロセス(アプリケーション、サービスなど)でターゲット ファイルが

使用されていました。

解決策：ターゲット ファイルに対する充分なアクセス権限がユーザア

カウントに付与されていることを確認します。また、バックアップジョブ

を再実行する前に、ターゲット ファイルを使用するすべてのサービス

およびアプリケーションを終了します。

FILE NOT
FOUND

原因：ターゲット ファイルが削除されているか、バックアップジョブが送

信されて実行されるまでの間に、別の場所へ移動されました。

解決策：ジョブを修正および再パッケージしてから再試行します。

PATH NOT
FOUND

原因：ターゲット ファイルのパスが削除されているか、バックアップジョ

ブが送信されて実行されるまでの間に変更されました。

解決策：ジョブを修正および再パッケージしてから再試行します。

BAD NET
PATH

原因：リモート マシンにバックアップジョブがサブミットされましたが、パ

スが見つからないか、またはネットワークプロトコルの遅延により、ター

ゲットのネットワークパスが検出されませんでした。

解決策：ネットワーク環境を確認し、バックアップジョブを再試行しま

す。

1254 Arcserve Backup管理者ガイド



バックアップおよびリストア関連

Citrixサーバのリストアジョブが失敗する

Windowsプラットフォームで有効

現象

Citrixを実行しているサーバで、リストアジョブに失敗します。Citrixサーバの環境は

以下のとおりです。

Citrix 4.0

Microsoft SQL Server ( Citrixデータベースインスタンスをホスト )

Client Agent for Windows

Agent for Microsoft SQL Server

解決策

Citrix 4.0サーバをリストアすると、Citrixデータベースインスタンスをホストしている

Microsoft SQL Serverインスタンスがリストアジョブの完了後に起動しないため、ジョ

ブが失敗します。

この問題を解決するには、Citrixデータベースインスタンスを手動で再起動しま

す。
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バックアップおよびリストア関連

圧縮または暗号化を使用してバックアップされたデータ

のローカルリストアに失敗する

Windowsプラットフォームで有効

現象

圧縮または暗号化を使用しているバックアップでは、ファイルのサイズが増加しま

す。ローカルリストアを実行した場合、ジョブは完了できずエラー E3453(ストリーム

データを書き込めません)が発生します。

解決策

1. RestoreDCENDataByWriteFile というDWORD値を以下のレジストリキーに作成し、

値を 1に設定します。

HKEY_LOCAL_MACHINE \SOFTWARE\ComputerAssociates\Base\Task\Restore

2. リストアに失敗したファイルを選択し、デスティネーションを設定して、新しいリストア

ジョブをサブミットします。
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バックアップおよびリストア関連

Arcserve Backupがファイルアクセス時刻に基づいて

データを回復しない

Windowsプラットフォームで有効

現象

前回ファイルアクセス時刻に基づいてフィルタした場合、Arcserve Backupはデータ

を回復しません

解決策

リストアマネージャおよび ca_restoreコマンド ラインユーティリティを使用すると、前

回アクセス時刻に基づいてファイルを回復できます。しかし、Arcserve Backupは前

回ファイルアクセス時刻をバックアップレコードに格納しません。そのため、Arcserve
Backupは前回ファイルアクセス時刻に基づいてデータを回復できません。

この問題を解決するには、エージェント コンピュータの以下のレジストリキーを修

正して、バックアップをサブミットします。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\ClientAgent\Parameters\FileAccessTimeFlag

値：1
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バックアップおよびリストア関連

Active Directoryのリストアモードで GUIがフリーズする

Windowsプラットフォームで有効

現象

WindowsがActive Directory リストアモードで開始されるとArcserve Backupマネー

ジャがフリーズするので、WindowsがActive Directory リストアモードの場合に

Active Directoryをリストアできません。

解決策

この動作は、Windowsを Active Directory リストアモードで起動した場合、

Microsoft SQL Server Express EditionおよびMicrosoft SQL Serverが機能しないた

めに発生します。この問題を解決するには、Windowsの標準モードで Active
Directory リストアジョブをサブミットし、Windowsを再起動後、Active Directory リス
トアモードを使用して Active Directory リストアジョブを実行します。
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バックアップおよびリストア関連

エージェント コンピュータのログイン認証情報を変更し

た後、スケジュールされたバックアップジョブが失敗する

すべてのオペレーティングシステムで有効

現象

エージェント コンピュータ用のログイン認証情報 (ユーザ名、パスワード、またはその

両方 )を変更した後、スケジュールされたバックアップジョブが失敗します。

解決策

これは正常な動作です。

Arcserve Backupでは、エージェント コンピュータのログイン認証情報に関する情報

を Arcserve Backupデータベースに保存します。スケジュールされたバックアップジョ

ブが実行されると、Arcserve Backupはデータベースからログイン認証情報を取得

します。これにより、Arcserve Backupがエージェントにログインし、スケジュールされ

たバックアップジョブを処理できるようになります。エージェント コンピュータのログイ

ン認証情報を変更し、データベースを更新していない場合、Arcserve Backupは

ジョブを処理するためにエージェントにログインできないため、ジョブは失敗します。

ベスト プラクティスとして、エージェント コンピュータのログイン認証情報を変更した

場合は、新しいログイン認証情報で Arcserve Backupデータベースをすぐに更新す

るようにしてください。

新しいログイン認証情報で Arcserve Backupデータベースを更新するには、以下

の手順を実行します。

1. ［バックアップマネージャ］を開き、［ソース］タブをクリックします。

バックアップソースディレクトリツリーが表示されます。

注：［表示］メニューから、［クラシックビュー］または［グループビュー］のいずれかを

選択できます。

2. 対象のエージェント コンピュータを見つけます。

3. エージェント コンピュータを右クリックして、コンテキスト メニューの［セキュリティ］をク

リックします。

［セキュリティ］ダイアログボックスが開きます。

4. エージェント コンピュータへのログインに必要な新しいユーザ名、パスワード、または

その両方を指定し、［OK］をクリックします。

［セキュリティ］ダイアログボックスが閉じます。Arcserve Backupデータベースはエー

ジェント コンピュータの最新のログイン認証情報で更新されます。
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SFBジョブで以前にバックアップされたソースに対してフ

ルバックアップ(アーカイブビットをクリア)または増分

バックアップを実行すると、データの損失が発生する

Windowsプラットフォームで有効

現象

合成フルバックアップジョブでバックアップされたソースをバックアップするためにフル

バックアップ(アーカイブビットをクリア)または増分バックアップを実行すると、データ

が損失します。

これは、合成バックアップを有効にしてバックアップジョブをサブミットし、バックアップ

ソースとしてフォルダとファイルを選択すると発生します。そのバックアップソース内の

データが変更された場合、スケジュールされた次のフルバックアップジョブの前に標

準のフルバックアップ(アーカイブビットをクリア)または増分バックアップをサブミット

すると、変更されたデータは次回の日時指定増分バックアップで失われます。その

理由は、フォルダ内の変更されたファイルに対してアーカイブビットがクリアされるた

めです。最終的に、変更されたファイルは次回の合成フルバックアップセッションで

失われることになります。Arcserve Backupから警告メッセージが表示されます：
W29893失敗ファイルXXX。このファイルは別のジョブでバックアップされる可能性が

あります。Arcserve Backupでは、次の合成日にリアルフルバックアップが実行され

ます。

解決策

同じソースを合成フルバックアップジョブとしてバックアップするために標準のフル

バックアップジョブをサブミットする場合は、標準のフル(アーカイブビットを維持 )
バックアップジョブを使用することをお勧めします。
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オンデマンドの合成フルバックアップを実行できない

Windowsプラットフォームで有効

現象

オンデマンドの合成フルバックアップジョブをサブミットするとき、そのジョブは実行さ

れず、合成フルバックアップが実行されなかった理由を示すメッセージダイアログ

ボックスが表示されます。

以下の4つのメッセージのうちのいずれかが表示されます。

1. このジョブは変更されたので、合成ジョブをサブミットできません。

合成フルバックアップジョブは変更されているため、リアルフルバックアップおよび増

分ジョブは行われません。

2. データ合成ジョブをサブミットできません。または合成の必要があるセッションが存

在しません。

合成できる適切なセッションがないため、合成フルバックアップジョブでフルセッショ

ンを合成できません。これは以下の2つのシナリオで発生する可能性があります。

このジョブがサブミットされる前にセッションはすでに合成されていました。した

がって、再度それらを合成する必要はありません。

前の増分セッションが正常にバックアップされませんでした。

3. データ合成ジョブは正常にサブミットされました。

4. データ合成ジョブは正常にサブミットされました。

失敗した n個のセッションはスキップされました

一部のセッションはフルセッションに合成されたものの、スキップまたは失敗したセッ

ションもありました。これは以下の2つのシナリオで発生する可能性があります。

このジョブがサブミットされる前にセッションはすでに合成されていました。した

がって、再度それらを合成する必要はありません。

前の増分セッションが正常にバックアップされませんでした。

解決策

1. 何も行う必要はありません。次の合成日にリアルフルバックアップが実行されま

す。

2. 失敗したセッションがある場合は、前の増分セッションを確認し、バックアップが正

常に行われるように必要な調整を行ってください。

3. 何も行う必要はありません。

4. 失敗したセッションがある場合は、前の増分セッションを確認し、バックアップが正

常に行われるように必要な調整を行ってください。
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リストアジョブのアクティビティログエラー

現象

リストアジョブのサブミット時に接続できないクラウド デバイスがある場合、リストア

ジョブは正常に完了しますが、リストアジョブのアクティビティログに以下のエラーが

表示される場合があります。

E6008 ［サーバ名］［日時］

デバイスの通信障害です。［クラウド デバイス［クラウド デバイス名］：［クラウド ライ

ブラリ内部エラーです。]]

E6112 ［サーバ名］［日時］

テープのヘッダの読み取りに失敗しました。( ［シリアル番号］= ［］)

解決策

リストアジョブの実行時、タスクによってテープ名、ランダム ID、およびシーケンス番

号を、デバイスがあるグループの検索に使用するテープエンジンに送信します。グ

ループが見つかったら、テープエンジンはグループをすべて列挙し、グループ内のデ

バイスを開き、テープヘッダを読み取り、それから、読み取りテープ名、ランダム ID
およびシーケンス番号を入力と比較します。それらがすべて等しいなら、グループ

が見つかったことになります。リストアジョブがクラウド デバイスを開いてテープヘッダ

を読み取ろうとすると、上記 2つのエラーのうち 1つが再度表示されます。これは、

クラウド デバイスが必要かどうかをテープエンジンが認識していないためです。この

ことは実際のリストアジョブには影響せず、ジョブは正常に終了します。
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Arcserve D2Dバックアップジョブがバックアップマネー

ジャからサブミットされるとバックアップジョブが失敗する

Windowsプラットフォームで有効

現象

バックアップマネージャから Arcserve D2Dバックアップをサブミットするとき、過去に

Arcserve BackupによってバックアップされたArcserve D2Dセッションがソースデータ

に含まれていると、ジョブは失敗します。アクティビティログにエラーメッセージ

AW0813が表示されます。

解決策

これは正常な動作です。過去にバックアップされたArcserve D2Dセッションからバッ

クアップジョブが構成されている場合、Arcserve Backupではそのジョブが失敗し、

アクティビティログにエラーメッセージ AW0813がレポートされます。この動作は、

Arcserve D2Dデータの冗長バックアップを防ぐために設計されたものです。

過去にバックアップされたArcserve D2Dセッションを Arcserve Backupでバックアップ

できるように動作を変更するには、以下の手順を実行します。

1. バックアップ対象のArcserve D2Dサーバ( ノード)からWindowsレジストリエディタを

開きます。

2. 次のキーを開きます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCserve
Backup\ClientAgent\Parameters\AllowRedundantD2DBackups

3. AllowRedundantD2DBackupsのDWORD値を 1に変更します。

注：バックアップ対象のノードに上記のレジストリキーが存在しない場合は、キー

を作成する必要があります。

4. Windowsレジストリエディタを閉じます。
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移動または名前変更されたファイルがArcserve
Backupによってバックアップされない

Windowsプラットフォームで有効

現象

ファイルシステムバックアップの実行時、前回のバックアップの完了後にノード上で

移動または名前変更されたファイルがArcserve Backupによってバックアップされま

せん。Arcserve Backupでは、アクティビティログにエラーまたは警告メッセージが表

示されません。

解決策

これは正常な動作です。Client Agent for Windowsでは、前回のバックアップが完

了した後にファイルが変更された場合のみ、ファイルをバックアップすることができま

す。Client Agent for Windowsでは、変更されたファイルの場合とは異なり、移動ま

たは名前変更されたファイルを識別することができません。

この動作の発生を防ぐには、Arcserve Backup Agent for Open Filesのインストール

およびライセンス取得を行い、ノード上でファイルの移動または名前変更を行う前

に、CA Universal Agentサービスがバックアップ環境で実行されていることを確認し

ます。CA Universal Agentサービスにより、エージェント ノード上で変更または移動

されたファイルおよびディレクトリがArcserve Backupで検出できるようになります。

ファイルが移動されたり、名前変更されたり、あるいはその両方が行われた際に

Universal Agentサービスが実行中でない場合、Arcserve Backupがすべてのファイ

ルを確実にバックアップするように、Arcserve Backup Agent for Open Filesがインス

トールおよびライセンス取得済みであることを確認し、ノードのフルバックアップをサ

ブミットします。

ファイルまたはフォルダを移動したり名前変更する際、オブジェクトのアーカイブビッ

トは更新されません。その結果、次に増分バックアップジョブを実行するときに

Arcserve Backupではファイルまたはフォルダがバックアップされません。移動または

名前変更されたファイルがUniversal Agentによって検出およびバックアップされるよ

うにするため、Universal Agentは特定の間隔でノードに存在するすべての修正済

みボリュームを列挙します。その後、Universal Agentは、移動または名前変更さ

れたファイルおよびフォルダがあるかどうかボリュームをモニタします。ファイルまたは

フォルダが検出された場合、オブジェクトのアーカイブビットが更新されます。

CA Universal Agentサービスのこの機能は、有効または無効にすることができま

す。デフォルトではこの機能は有効になっています。デフォルトの動作を変更する

には、以下の手順を実行します。

1. Windowsのレジストリエディタを開きます。

2. 以下のレジストリキーを参照します。
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HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCserve
Backup\UniversalClientAgent\Parameters\VolChangeMgr

3. VolChangeMgrに必要な値を変更します。

デフォルト値 -- 1有効

オプションの値 -- 0無効

4. Windowsレジストリエディタを閉じます。

5. CA Universal Agentサービスを再開します。

ボリューム列挙のデフォルト間隔は 1時間です。デフォルトの動作を変更するに

は、以下の手順を実行します。

1. Windowsのレジストリエディタを開きます。

2. 以下のレジストリキーを参照します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCserve
Backup\UniversalClientAgent\Parameters\RefreshVolEnum

3. ResfreshVolEnumに必要な値を指定します。

デフォルト値 -- 3600000 ( 1時間のミリ秒による表記 )

注：1分は 60000 ミリ秒です。

4. Windowsレジストリエディタを閉じます。

5. CA Universal Agentサービスを再開します。
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Arcserve Backupで、SMB共有上にあるデータを含む

Hyper-Vバックアップジョブを実行できない

Windowsプラットフォームで有効

現象

仮想マシンのディスクまたは環境設定ファイルがリモート SMB ( Server Message
Block)共有上にある場合、Hyper-Vバックアップジョブをサブミットすると、バックアッ

プジョブが失敗する。

解決策

この動作は、ファイルサーバVSSエージェント サービスがファイルサーバ上で有効

化されていないために発生します。ファイルサーバVSSエージェント サービスを有

効にするには、サーバマネージャにログインし、次のメニューオプションを選択しま

す：［サーバの役割］-［ファイルサービスおよびストレージサービス］-［ファイルおよび

iSCSIサービス］-［ファイルサーバVSSエージェント サービス］。
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Arcserve Backupで、SMB共有上にあるデータを含む

Hyper-V Writerまたは SQL VSS Writerバックアップジョ

ブを実行できない

Windowsプラットフォームで有効

現象

アプリケーションに、リモート SMB (サーバMessageブロック)共有上のデータがある

場合、Hyper-V Writerまたは SQL VSS Writerバックアップジョブをサブミットすると、

バックアップジョブが失敗する。

解決策

この動作は、ファイルサーバVSSエージェント サービスがファイルサーバ上で有効

化されていないために発生します。ファイルサーバVSSエージェント サービスを有

効にするには、サーバマネージャにログインし、次のメニューオプションを選択しま

す：［サーバの役割］-［ファイルサービスおよびストレージサービス］-［ファイルおよび

iSCSIサービス］-［ファイルサーバVSSエージェント サービス］。
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Windows 2008 SP2およびWindows 2008 R2サーバ上

のリモート FSDからのデータ リストア時にメモリ使用率

が増加する

すべてのオペレーティングシステムで有効

現象

メモリ使用量が増加するため、システムレスポンスが非常に遅くなります。これが

発生するのはWindowsオペレーティングシステムの動作が原因であり、システム

ファイルキャッシュが物理 RAMのほとんどを消費するためです。

解決策

この問題を解決するには、以下のMicrosoftのリンクにあるナレッジベース記事の

回避策に従います。

http://support.microsoft.com/kb/976618/ja-jp.
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MACエージェントのリストアジョブの失敗

Macintoshオペレーティングシステムにのみ有効です。

現象

複数のMACセッションからのリストアを単一のリストアジョブの一部として試みる

と、MACエージェントのリストアジョブが失敗します。

解決策

この問題を解決するには、「/etc/sysctl.conf」ファイルに移動し、「kern.sysv.shmall」
パラメータを「kern.sysv.shmall=4096」に変更します。変更後、コンピュータを再起

動します。
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メディア関連

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

データのバックアップまたはリストア中にテープエラーが発生する

Arcserve Backupがクリーニングテープを検出しない

ハードウェアが予期したように機能しない

オートローダとチェンジャがオフラインであるかのように表示される

カタログデータベースのログファイルが大量のディスク容量を消費する

認識できないボールトがメディア管理マネージャ内に表示される
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データのバックアップまたはリストア中にテープエラーが

発生する

以下のセクションでは、Arcserve Backupを使用する際のテープエラーに関する問

題に対処する方法を説明します。

発生する可能性がある問題

いずれかのテープで障害が発生していることを示すエラーが表示されたら、データ

を安全に保護するために、一刻も早く対策を講じる必要があります。ただしテープ

を交換する前に、障害の原因が間違いなくテープであり、システムの他の部分に

起因するものではないことを確認する必要があります。障害がテープ以外に起因

していないことを確認するには、以下の手順に従います。

アクティビティログの履歴をチェックして、エラーの原因となっているタスクを確認

します。メディアエラーが記録されているだけでは、メディアが障害の原因であ

る確実な証拠にはなりません。それ以前に発生した別のエラーが原因で、メ

ディアエラーが発生した可能性があるからです。

たとえば、バックアップジョブの最中にSCSIポート エラーが表示され、その後テー

プやドライブに問題があることを示すエラーが表示される場合がありますが、

テープやドライブのエラーはSCSIポートで発生したエラーに起因している可能性

があります。したがって、テープの障害を示すエラーが表示されるまでに表示さ

れたメッセージおよびエラーすべてを、アクティビティログで確認する必要があり

ます。これにより、テープ自体に問題があるのか、またはテープのエラーが別の

エラーに起因しているのかを判断できます。

ライブラリロボットをモニタします。ライブラリロボットが正しく動作していないと、

テープエラーが表示される場合があります。ロボットによるテープの挿入/排出

に問題がないことを確認してください。

テープドライブに機械的な問題が発生している可能性がないかどうかを確認

します。そのためには、以下のいずれかを試してください。

テープドライブをクリーニングしてから、同じタスクを再び実行します。

テープドライブをクリーニングしてもテープで障害が発生する場合は、正

しく動作することがわかっているドライブにこのテープを移動し、同じタスク

を再び実行します。それでも同じエラーが表示される場合は、テープに

問題があると考えられます。

注：ドライブがライブラリ内部にある場合、別のドライブでテープを試す

には、問題のドライブをオフラインにする必要があります。メディアエラー

を検出した際にArcserve Backupが自動的にドライブをオフラインのス

テータスに設定しない場合は、ライブラリを右クリックし、コンテキスト メ

ニューから［オフライン］を選択します。
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同じドライブで別のテープを使って同じタスクを実行します。同じエラーが

表示された場合、問題の原因はテープ自体ではなく、ドライブやその他

のシステムコンポーネントに問題があると考えられます。

考えられる解決策

テープに障害 (テープの一部を読み取れない、テープが物理的に損傷しているな

ど)があることを確認したら、一刻も早くそのテープを交換する必要があります。た

だしその前に、障害のあるテープのデータを、信頼できるテープにバックアップする

必要があります。この時点では、以下の2つの選択肢があります。

データを新しいテープにコピーする

新しいバックアップテープを作成する
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新しいテープへのデータのコピー

テープからデータを読み取れる場合は、以下の手順に従います。データをまったく

読み取れない場合は、「新しいバックアップテープの作成」を参照して、新しいバッ

クアップテープを作成してください。

データを新しいテープにコピーする方法

1. 正しく動作していることがわかっているドライブにテープを移動します。事前にドライ

ブのクリーニングを実行しておくことをお勧めします。

2. Tapecopyユーティリティを使用して、障害のあるテープから新しいテープにデータを

コピーします。

注：障害のあるテープがライブラリの一部である場合、今後このテープが使用され

ないようにライブラリからエクスポートしてください。
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新しいバックアップテープの作成

障害のあるテープからデータをまったく読み取れない場合は、以下の手順に従っ

て、新しいバックアップテープを作成してください。

新しいバックアップテープを作成する方法

1. 障害のあるテープを取り除きます。このテープがライブラリの一部である場合はエク

スポートします。

2. 新しいテープを挿入し、バックアップジョブを再びサブミットします。
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Arcserve Backupがクリーニングテープを検出しない

Windowsプラットフォームで有効

現象

ライブラリにクリーニングテープがありますが、Arcserve Backupはクリーニングテープ

を検出しません。

解決策

この問題を解決するには、Arcserve Backupはクリーニングテープの場所 (スロット )
を検出する必要があります。Arcserve Backupがクリーニングテープの場所 (スロッ

ト )を検出できるようにするには 2つの方法があります。

方法 1 -- Arcserve Backupがクリーニングテープの場所 (スロット )を発見できる

ようにします。そのためには、以下の手順に従います。

a. クリーニングテープをライブラリ内の使用可能な任意のスロットに挿入します。

b. ［デバイスマネージャ］ウィンドウを開き、ライブラリを右クリックして、ポップアップ

メニューから［インベントリ］を選択します。

Arcserve Backupはスロット内のメディアをインベントリ処理します。インベントリ

処理が終了すると、Arcserve Backupはクリーニングテープの存在を検出しま

す。クリーニングテープが存在するスロットはクリーニングスロットになります。

方法 2 --クリーニングテープの場所 (スロット )を手動で指定します。そのため

には、以下の手順に従います。

a. ［デバイスマネージャ］ウィンドウを開き、ライブラリを右クリックして、ポップアップ

メニューから［プロパティ］を選択します。

［ライブラリプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

b. ［クリーニング］タブをクリックします。

クリーニングオプションが表示されます。

c. ［利用可能なスロット］リストから、利用可能なスロットをクリックし、［追加］ボ
タンをクリックします。

利用可能なスロットが［クリーニング対象スロット］リストに移動します。

d. ［OK］をクリックします。

e. クリーニングテープを指定されたスロットに挿入します。
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ハードウェアが予期したように機能しない

以下のセクションでは、Arcserve Backupを使用する際のハードウェアに関する問題

に対処する方法を説明します。

発生する可能性がある問題

Arcserve Backupでハードウェアに関する問題が発生した場合は、以下のような兆

候が見られることがあります。

Arcserve Backupのアクティビティログに、「E6300 Windows NT SCSIポート エ

ラー」が表示される。

スロットに正しいステータスが表示されないか、または正しく更新されない。

Arcserve Backupデバイス管理マネージャにデバイスが正しく表示されない。

Arcserve Backupのアクティビティログに、重大なハードウェアのエラーが表示さ

れる。

テープデバイスを適切に環境設定できない。

日常的に使用しているArcserve Backupの機能において、ハードウェアの動作

が不安定になる。

考えられる解決策

以下に、ハードウェア関連の問題に対処するための解決策を示します。

オペレーティングシステムでデバイスが正しく認識されていることを確認します。

オペレーティングシステムでデバイスが正しく認識されていないと、Arcserve
Backupが正しく動作しない場合があります。

Arcserve Backupに最新のデバイスパッチがインストールされていることを確認

します。

Arcserve Backupの認定デバイスリストを参照し、デバイスのファームウェアに互

換性があることを確認します。

適切なSCSIドライバがSCSIアダプタにロードされていることを確認します。

別のテープを使用して、エラーの原因がメディアではないことを確認します。

デバイスの物理的な接続状態およびSCSIケーブルに異常がないことを確認し

ます。物理的な問題が原因 ( SCSIケーブルのコネクタのピンが曲がっているな

ど)でエラーが発生する場合もあります。

Arcserve BackupをWindowsプラットフォームで実行している場合は、［環境

設定］メニューの［デバイス環境設定］を選択して、［デバイス環境設定］を実

行します。［デバイスの有効/無効 ( RSM対応 ) ］を選択します。［対象デバイ

ス］ウィンドウのリストにデバイスが表示されていることを確認し、そのデバイスの
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チェックボックスがオンになっていることを確認します。これにより、デバイスが

Arcserve Backupによって専有的に制御されるようになり、Windowsのリムーバ

ブルストレージマネージャサービスによるデバイスへの干渉を回避できます。

デバイスをモニタまたは制御しているサード パーティ製品のサービスが実行中

かどうかを確認します。それらのサービスが、Arcserve Backupのデバイス制御

機能と競合している場合があります。必要に応じて、サード パーティ製品の

サービスを無効にしてください。

ライブラリのクイック初期化を使用している場合、ハードウェアおよびデバイスの

トラブルシューティングを行うときには必ずこのオプションを無効にしてください。

トラブルシューティングの終了後にライブラリのクイック初期化オプションを適用

できます。

注：ライブラリのクイック初期化オプションは、［ライブラリプロパティ］ダイアログ

ボックスの［一般］タブにあります。
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オートローダとチェンジャがオフラインであるかのように表

示される

すべてのWindowsプラットフォームで有効 .スタンドアロンライブラリおよびチェンジャ

に影響。

現象

デバイスマネージャで、デバイスがオフラインであるかのように表示されます。デバイ

スと関連付けられたジョブが失敗します。テープエンジンは動作しています。

解決策

テープエンジンがデバイスに関する問題を検出すると、Arcserve Backupはデバイス

のステータスをオフラインに設定し、以下のようなメッセージをアクティビティログに生

成します。

[ライブラリエラー: 手動での操作が必要です。[デバイス:5][Iomega REV LOADER]]

この問題を解決するには、以下の手順に従います。

1. テープエンジンを停止します。

2. デバイスを切断し、デバイスに関する問題を修正します。

注：デバイスのトラブルシューティングの詳細については、デバイス製造元のマニュ

アルを参照してください。

3. Arcserve Backupにデバイスを接続します。

4. テープエンジンを開始します。

デバイスが正常に動作していれば、Arcserve Backupはデバイスを検出し、ステー

タスをオンラインとして設定します。
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カタログデータベースのログファイルが大量のディスク

容量を消費する

Windows Server 2003、Windows Server 2008、およびWindows Server 2012シス

テムで有効。

現象

Arcserve Backupによって多くのカタログデータベースログファイルが生成され、

Arcserve Backupサーバ上の大量のディスク空き容量を消費しています。

解決策

Arcserve Backupは、デバッグ目的で使用できるカタログデータベースログファイル

を生成します。このログファイルは、Arcserve Backupサーバ上の以下のディレクトリ

に保存されます。

C:\Program Files\CA\ARCserve Backup\LOG

デフォルトでは、Arcserve Backupはログファイルを 3つまで生成します。各ログファ

イルの全体のサイズは最大 300MBです。ただし、Arcserve Backupでは、ログファ

イルの数およびサイズを制御するレジストリキーを作成することにより、ログファイル

の動作をカスタマイズできます。

必要なオプションのキーを作成し、ログファイルの数およびサイズに高い値を指定

した場合、ログファイルはバックアップサーバ上の大量のディスク容量を消費する

可能性があります。

カタログデータベースログファイルの数およびサイズを制御するには、以下の手順

を実行します。

1. Windowsのレジストリエディタを開きます。

2. 次のキーを開きます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\Base\Database

3. 以下の値を変更します。

DebugLogFileSize

範囲：1 MB ～ 1024 MB ( 1 GM)

推奨される値：300 MB

注：カタログデータベースのログ作成アクティビティによって、現在のログファ

イルのサイズが指定された値を超えた場合、Arcserve Backupは新しいログ

ファイルを生成します。

LogFileNum
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範囲：1 ～ 1023

推奨される値：3

以下の点に注意してください。

Arcserve Backupは、ここで指定された数のログファイルを保持しま

す。

カタログデータベースのログ作成アクティビティによって、現在のログファ

イルの数が指定された最大数を超えた場合、Arcserve Backupは、ロ

グファイルの数が指定された数と等しくなるまで、最も古いものからロ

グファイルを削除します。
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認識できないボールトがメディア管理マネージャ内に

表示される

Data Moverサーバを管理するWindowsバックアップサーバ上で有効

現象

TMSDB とOVERFLOW という名前の認識できない 2つのボールトがメディア管理マ

ネージャ( MM Admin)に表示されます。どちらのボールトも設定していません。以

下のようなボールトが表示されます。

解決策

これは正常な動作です。UNIX/Linux Data Moverをインストールし、プライマリサー

バにData Moverサーバを登録して、以前のArcserve Backupインストールからメ

ディア管理マネージャデータをマイグレートすると、Arcserve Backupでは、関連する

メディアのない 2つのデフォルト ボールトを作成します。認識できないボールトは、

バックアップおよびストレージの操作には影響しません。
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SAN環境設定関連

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

デバイスを共有できない

デバイスを共有できないが、テープエンジンは動作している

共有デバイスが使用不可またはオフラインとマークされる

共有 IBMデバイスが使用不可またはオフラインとマークされる

バックアップジョブに失敗する
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デバイスを共有できない

Windowsプラットフォームで有効

現象

Arcserve ( SAN)プライマリサーバに接続されたデバイスが、Arcserve BackupのGUI
上で「共有」とマークされていないか、スロットが表示できませんでした。

デバイスが「共有」かどうかは、動的に決定されるようになりました。Arcserve
Backup メンバサーバは、「共有」デバイスを検出し、検出した「共有」デバイスを

Arcserve Backup ( SAN)プライマリサーバへ報告する役割を担います。したがって、

Arcserve Backupテープエンジンサービスが、SANに接続されたどのメンバサーバで

も実行中でない場合、「共有」は発生せず、「共有」と表示されるデバイスもあり

ません。

解決策

Arcserve Backupテープエンジンサービスが SANに接続されたメンバサーバの少な

くとも 1台で開始されていることを確認します。必要に応じて、1台またはすべての

SAN メンバサーバでテープエンジンサービスを開始します。
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デバイスを共有できないが、テープエンジンは動作して

いる

Windowsプラットフォームで有効

現象

Arcserve Backup ドメイン内のテープエンジンサービスが起動され、すべてのSAN メ

ンバサーバで実行されているが、デバイスはArcserve Backup GUIで「共有」とマー

クされません。SANに接続されたデバイスは、すべてのSAN メンバサーバによって

正しく検出されるわけではありません。

解決策

SANに含まれるすべてのサーバで SANで「共有」されているすべてのデバイスが認

識できることを確認するため、SANゾーニングの分析が必要になる場合がありま

す。そのためには、以下をチェックする必要があります。

各サーバでWindowsの［デバイスマネージャ］を確認し、「共有」デバイスがオ

ペレーティングシステムで認識されていることを確認します。

「共有」デバイスがWindowsで認識されていない場合は、SANゾーニン

グを再度チェックして、このサーバが含まれていることを確認します。含ま

れている場合は、サーバを再起動してWindowsでデバイスを検出させ

ます。Windowsでデバイスを検出できたら、そのマシンでテープエンジン

を再起動できます。

デバイスの認識に問題があるサーバがプライマリサーバの場合は、

Arcserve Backupテープエンジンサービスをこのサーバで再開してから、そ

のドメイン内にある SAN メンバサーバすべてで再開します。

Arcserve Backup ［デバイスマネージャ］で、各サーバの下を確認し、「共有」デ

バイスがArcserve Backupによって認識されているかを確認します。

「共有」デバイスがArcserve Backupで認識できない場合で、Windows
では認識されている場合は、テープエンジンサービスを再開する必要

があります。

デバイスの認識に問題があるサーバがプライマリサーバの場合は、

Arcserve Backupテープエンジンサービスをこのサーバで再開してから、そ

のドメイン内にある SAN メンバサーバすべてで再起動する必要がありま

す。
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共有デバイスが使用不可またはオフラインとマークされ

る

Windowsプラットフォームで有効

現象

SANに接続したメンバサーバ上の共有デバイスが使用不可またはオフラインと

マークされます。

これは、ドメインで Arcserve Backupテープエンジンサービスが開始された順序が

原因で発生する可能性があります。

Arcserve Backup メンバサーバのテープエンジンサービスが、プライマリサーバ

のテープエンジンの初期化完了の前に開始された場合、メンバサーバはしば

らくの間プライマリサーバを待機しますが、最終的には、デバイスを「共有」で

きないまま開始します。

Arcserve Backup メンバサーバのテープエンジンサービスが、プライマリサーバ

のテープエンジンの開始前に開始された場合、メンバサーバはしばらくの間プ

ライマリサーバを待機しますが、最終的には、デバイスを「共有」できないまま

開始します。

解決策

Arcserve Backupアクティビティログを参照して、サービスがいつ、どの順序で開始

されたかを確認します。Arcserve Backupプライマリサーバ上のすべてのデバイスが

初期化されたことを確認してから、メンバサーバ上のテープエンジンサービスを再

開します。

重要：SANの一部である Arcserve Backup ドメイン内でテープエンジンサービスを

開始する場合は常に、メンバサーバ上のテープエンジンサービスを起動する前

に、まずプライマリサーバのサービスを起動し、完全に初期化しておくことが重要で

す。
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共有 IBMデバイスが使用不可またはオフラインとマー

クされる

Windowsプラットフォームで有効

現象

SANに接続したメンバサーバ上の共有 IBMテープデバイスが使用不可またはオ

フラインとマークされます。

IBM Ultrium/LTOテープドライブの場合、Arcserve Backupプライマリサーバがデバ

イスを開く際に、IBM LTOテープドライバ( Windows Server 2003)が SCSI Reserveコ
マンドをテープデバイスに発行する場合があります。これはプライマリサーバの問

題ではありませんが、SAN接続メンバサーバがこれらのテープデバイスにアクセスし

ようとすると、このアクセスは失敗し、そのテープデバイスがそのサーバから使用でき

なくなります。

解決策

メンバサーバのArcserve Backupアクティビティログでは、Arcserve Backupテープエ

ンジンサービスが開始された時点、およびこれらのドライブにアクセスしようとした時

点で、SCSIポート エラーが示されていることがあります。

以下の手順を実行して、IBMテープドライバが SCSI Reserveコマンドを発行しない

ように設定することができます。

1. レジストリエディタで、以下のレジストリキーにアクセスします。

\HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\

2. IBMテープドライバがインストールされている場合、サービスキーの下で、IBMtape
ドライバのファイル名と同じキー名を検索します。

たとえば、IBMtape ドライバの名前が ibmtp2k3.sysの場合、キー名は ibmtp2k3で
す。

キーを選択し、「DisableReserveUponOpen」というDWORD値を追加し、「1」に設

定します。

3. レジストリエディタを終了して、サーバを再起動します。
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バックアップジョブに失敗する

Windowsプラットフォームで有効

現象

バックアップを実行しようとしているサーバのArcserve Backup SANライセンスの

有効期限が切れています。

SAN接続サーバそれぞれに SANライセンスが必要です。ライセンスはすべて、

対応する Arcserve Backup ドメインでプライマリサーバに適用されます。

バックアップを実行しようとしているサーバのArcserve Backup TLOライセンスの

有効期限が切れています。

複数のドライブライブラリを共有している SAN メンバサーバそれぞれに TLOライ

センスが必要です。ライセンスはすべて、対応する Arcserve Backup ドメインで

プライマリサーバに適用されます。

Arcserve Backupプライマリサーバのテープエンジンサービスは使用できなく

なっています。

解決策

1. SANライセンスエラーについては、Arcserve Backupアクティビティログを確認しま

す。

必要に応じて、適用できる SANライセンスを追加します。

2. TLOライセンスエラーについては、Arcserve Backupアクティビティログを確認しま

す。

必要に応じて、適用できる TLOライセンスを追加します。

3. Arcserve Backupプライマリサーバのテープエンジンサービスのステータスを確認し

ます。

a. Arcserve Backup GUIで、［サーバ管理］画面にアクセスして、テープエンジン

サービスのステータスを確認します。

b. Arcserve Backupアクティビティログで、プライマリサーバのテープエンジンの

停止イベントを確認します。

c. Windowsシステムの［イベント ビューア］で、プライマリサーバのテープエンジ

ンの停止イベントまたは例外を確認します。

問題が、停止しているプライマリテープエンジンサービスに関連している場合は、

再開して再試行します。

問題が解決しない場合は、Arcserveサポートにアクセスして、オンラインのテクニカ
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ルサポートを得るか、またはサポートの所在地、主な受付時間、電話番号をご

確認ください。
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クラスタベースのバックアップおよびリストア関連

クラスタベースのバックアップおよびリストア関連

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ジョブのエラー防止

リモート マシンでのMSCSノードのバックアップ

クラスタ環境でのArcserve Backupデータベースのバックアップ

ジョブの失敗：メディアがマウントされていない
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クラスタベースのバックアップおよびリストア関連

ジョブのエラー防止

Windowsプラットフォームで有効

症状：

フェールオーバを発生させずに、クラスタノードで Arcserve Backupサービスを停止

させる方法はありますか。

解決策 :

Arcserve Backupサーバがクラスタ対応として環境設定されている場合、すべての

重要な Arcserve Backupサービスはクラスタアプリケーション( MSCSまたはNEC
CLUSTERPRO/ExpressCluster)によりモニタされます。サービスの一部が失敗すると、

クラスタアプリケーションはそのサービスの再起動を試みるか、または再起動の試

みが失敗した場合フェールオーバをトリガします。これは、Arcserve Backupサーバ

管理を使用してサービスを停止できなくなることを意味します。Arcserve Backup
サービスの停止を試行すると、停止が許可されていないことを示すポップアップメッ

セージが表示されます。

Arcserve Backupを別のノードにフェールオーバさせずに、保守や環境設定のため

にArcserve Backupサービスをシャットダウンするには、以下の手順に従います。

MSCSクラスタについては、「Windows Server 2003システム上のArcserve
BackupサービスのMSCSによるモニタの停止」を参照してください。

NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterクラスタについては、「NEC
CLUSTERPRO/ExpressClusterによる HAサービスモニタリングの停止」を参照して

ください。
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クラスタベースのバックアップおよびリストア関連

リモート マシンでのMSCS ノードのバックアップ

Windowsプラットフォームで有効

症状：

リモート マシンにインストールされている Arcserve Backupを使用してMSCS ノードを

確実にバックアップするにはどうすればよいですか。

クラスタの回復の詳細については、「Arcserve Backup Disaster Recovery Option
ユーザガイド」を参照してください。

解決策 :

クラスタの各ノードにArcserve Backup Windows File System Agentをインストールし

ておく必要があります。

重要な点は、クラスタ共有ディスクが別のディスクへフェールオーバした場合でも、

共有ディスクが確実にバックアップされるように設定することです。そのためには以

下の手順に従います。

1. ローカルディスクとシステム状態を使用して各ノードをバックアップします。バックアッ

プジョブをサブミットするときには各ノードのホスト名を使用します。

注：共有ディスクは、バックアップ中に各ノード間を移動する可能性があり、バック

アップ中に共有ディスクを所有することになるノードを確実に予測する手段はない

ので、共有ディスクのバックアップ時にはマシンのホスト名を使用しないでください。

2. 共有ディスクをバックアップします。バックアップジョブをサブミットするときにはクラスタ

の仮想サーバ名を使用します。共有ディスクが特定のノードから別のノードに

フェールオーバすると、クラスタの仮想名もフェールオーバするので、Arcserve
Backupによって常にクラスタ共有ディスクがバックアップされることになります。これを

確実に行うには、クラスタ名とクラスタ共有ディスクが同時にフェールオーバするよう

に、クラスタの依存関係を設定します。

注：クラスタノードを惨事から保護するには、各ノードを完全にバックアップする必
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クラスタベースのバックアップおよびリストア関連

要があります。
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クラスタベースのバックアップおよびリストア関連

クラスタ環境でのArcserve Backupデータベースのバッ

クアップ

Windowsプラットフォームで有効

症状：

クラスタ環境で Arcserve Backupデータベース( ASDB)を効率的にバックアップする

には、どうすればよいでしょうか( recoverdb操作を使用して回復できるように)。

解決策 :

バックアップされたASDBセッションが recoverdb操作で使用できるようにするには、

セットアップ中に設定するネットワーク名を使用して ASDBをバックアップする必要

があります。

例：

1. MS SQL Server 2014 Expressについては、Arcserve Backupを展開した仮想名を使

用する必要があります。

2. MS SQL Serverクラスタについては、SQL Server Clusterを展開した仮想名を使用

する必要があります。( この場合、Arcserve Backupのインストール時に SQL Server
クラスタの正しい仮想名を設定してください)。SQL Server Cluster仮想名を確認

するには、SQL Serverクラスタのドキュメントを参照してください。
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クラスタベースのバックアップおよびリストア関連

ジョブの失敗：メディアがマウントされていない

Windowsプラットフォームで有効

症状：

あるクラスタノードから別のクラスタノードにジョブがフェールオーバすると、「メディア

XYZ、1234をマウントしてください」などのメッセージが表示されます。この問題を解

決するにはどうすればよいでしょうか。

解決策 :

バックアップジョブをサブミットするときに、バックアップマネージャの［デスティネーショ

ン］タブでバックアップメディアを選択すると、ジョブはこの選択されたメディアにのみ

バックアップされます。複数のクラスタノードでこのバックアップデバイスが共有され

ていない場合、このメディアはフェールオーバ後に使用できません。その結果、バッ

クアップ処理は失敗します。この問題を解決するには、バックアップジョブをサブミッ

トするときに、バックアップマネージャで［任意のグループ］を選択します。

共有デバイスにバックアップしている場合、この問題は発生しません。
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その他

その他

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ディスカバリサービスが正しく機能しない

Arcserve Backupサーバとエージェント サーバが互いに通信できない

SRM PKIアラートがデフォルトで有効になる

ジョブキューのログファイルが大量のディスク容量を消費する

データベースのパージ後にローテーションバックアップのすべてのジョブログを表示で

きない
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その他

ディスカバリサービスが正しく機能しない

以下のセクションでは、Arcserve Backupを使用する際のディスカバリサービスに関

する問題に対処する方法を説明します。

現象

特定のマシンで、Arcserve Backupアプリケーションの検出時に問題が発生する場

合があります。検出対象のマシンが、ディスカバリサービスを実行中のマシンと同

じサブネット内に存在していない可能性があります(ディスカバリサービスはデフォル

トではローカルサブネットを使用します)。

解決策

［環境設定］ウィンドウで［サブネット スイープ］オプションを選択し、ディスカバリ

サービスを再起動します。または、該当するサブネット名あるいはマシン名 ( IPアド

レス)を追加してから、ディスカバリサービスを再起動するという方法もあります。
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Arcserve Backupサーバとエージェント サーバが互いに

通信できない

Windows Server 2008 R2およびWindows Server 2012システムで有効。

現象

Windows Server 2008 R2のファイアウォール接続の設定を変更した場合、

Arcserve Backupサーバ、Arcserve Backupエージェント サーバ、またはその両方が

互いに通信できなくなる可能性があります。

解決策

Windows Server 2008 R2を実行する Arcserve Backupプライマリサーバ、メンバ

サーバ、およびスタンドアロンサーバで、Windows Server 2008 R2を実行する

Arcserve Backup上に存在するデータの参照、バックアップ、リストアを確実に実行

できるようにするには、バックアップサーバおよびエージェント サーバ上のArcserve
Backupアプリケーションが、以下のWindowsネットワークロケーションタイプの1つ
を使用して通信できるようにします。

Windows ドメイン

Windowsプライベート ネットワーク

Windowsパブリックネットワーク

上記のWindowsネットワークロケーションタイプを使用してアプリケーションが通信

できるようにする方法については、Windows Server 2008 R2 ドキュメントを参照して

ください。
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その他

SRM PKIアラートがデフォルトで有効になる

Windowsプラットフォームで有効

現象

Arcserve Backupには、SRM PKI (パフォーマンスキーインジケータ) という名前のオ

プションが含まれています。これは、お使いのバックアップ環境で実行されている

エージェントのパフォーマンスをモニタするために使用できます。セントラルエージェ

ント管理を使用して Arcserve Backupを設定し、エージェントのパフォーマンスが事

前定義済みのパフォーマンスキーインジケータを下回った場合にアラート メッセー

ジが生成されるようにすることができます。

注：アラート メッセージは、アラート マネージャの設定方法に基づいて、アラート マ

ネージャ上に表示されます。詳細については、「Alertマネージャの使い方」を参照

してください。

Arcserve Backupの新規インストールを実行すると、以下のダイアログボックスに示

されるとおり、［アラートを有効にする］オプションはデフォルトで無効になります。

ただし、Arcserve Backupの以前のバージョンからアップグレードする場合、［アラー

トを有効にする］オプションはデフォルトで有効になります。特定のシナリオに基づ

いて、［アラートを有効にする］オプションを無効にするためのアクションとして、以下

に解決策を説明します。

解決策 :

現在バックアップ環境に存在するすべてのエージェントに対して［アラートを有効に

する］オプションを無効にする場合。
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その他

1. セントラルエージェント管理を開きます。

Windowsシステムオブジェクトを右クリックし、コンテキスト メニューの［SRM PKIの
環境設定］をクリックします。

［SRM PKIの環境設定］ダイアログボックスが開きます。

2. エージェント ツリー(左ペイン)でエージェントをクリックします。

［アラートを有効にする］の横のチェックマークを外します。

［複数への適用］をクリックします。

［複数への適用］ダイアログボックスが開きます。

3. ［複数への適用］ダイアログボックスで、個別にエージェントを選択するか、［すべて

選択］または［すべて選択解除］をクリックして、［OK］をクリックします。

［アラートを有効にする］オプションが無効になります。
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その他

ジョブキューのログファイルが大量のディスク容量を消

費する

Windowsプラットフォームで有効

現象

ジョブキューのログファイルが、Arcserve Backupサーバ上で大量のディスク空き容

量を消費しています。

解決策

Arcserve Backupでは、JobQueue.log という名前の1つ以上のログファイルにジョブ

キューに関するデバッグ情報が格納されます。このログファイルは、Arcserve
Backupサーバ上の以下のディレクトリに保存されます。

%HOME%\LOG

例 :

C:\Program Files\CA\ARCserve Backup\LOG\JobQueue.log

指定されたサイズ(たとえば 300MB)にログファイルが達すると、Arcserve Backupは

ログファイルの名前を変更し、新しいジョブキューログファイルを作成します。

以下の条件によっては、ジョブキューログファイルがバックアップサーバ上の大量の

ディスク容量を消費する可能性があります。

保護しているエージェントおよびノードの数

スケジュールされたジョブの数

Arcserve Backupでは、以下を実行することにより、ジョブキューログファイルのサ

イズおよび数をユーザが制御できます。

1. Arcserve Backupサーバで、Windowsレジストリエディタを開きます。

2. Arcserve Backupで生成されるログファイルのサイズを制限するには、以下のレジス

トリキーを開きます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\Base\QueueSystem\DebugFileSize

必要に応じて値を変更します。

デフォルト：100000000バイト (約 100 MB)

範囲：10000000バイト (約 10 MB)から 1000000000バイト (約 1 GB)

推奨される値：100000000バイト (約 100 MB)

3. Arcserve Backupで保持されるログファイルの数を制限するには、以下のレジストリ

キーを開きます。
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その他

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\Base\Task\Common\JobQueueMaxFiles

必要に応じて値を変更します。

デフォルト：10

範囲：5 ～ 30

推奨される値：10

4. (オプション)デバッグの詳細レベルを下げるため、以下のレジストリキーを作成しま

す。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\Base\QueueSystem\DebugLevel

このキーの値は以下のとおりです。

範囲：1 ～ 5

推奨される値：3

注：値を大きくすると、デバッグの詳細レベルが上がります。

1または 2の値を指定します。

以下の点に注意してください。

値が低すぎる場合 -- Arcserve Backupで、問題をデバッグするために十分なレ

ベルの情報を提供できない可能性があります。

値が高すぎる場合 --ログファイルが、バックアップサーバ上のディスク空き容

量を大量に消費する可能性があります。
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その他

データベースのパージ後にローテーションバックアップの

すべてのジョブログを表示できない

Windowsプラットフォームで有効

現象

ローテーションジョブと繰り返しジョブに関するジョブログをすべて表示させたい場

合でも、最も最近のジョブ実行のログしか表示できません。

解決策

Arcserve Backupデータベース廃棄ジョブが実行されると、廃棄ジョブは、最新のロ

グファイルを除き、特定のジョブのジョブログをすべて削除します。この動作によ

り、繰り返しジョブおよびローテーションスケジュールで定義されたジョブに関するロ

グファイルがユーザに表示されなくなります。データベース廃棄ジョブを設定して、

繰り返しジョブおよびローテーションジョブに関するすべてのジョブログを保持するよ

うにするには、以下の手順に従います

1. バックアップサーバから、Windowsレジストリエディタを使用して以下のキーを開き

ます。

x86オペレーティングシステムの場合

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\Base\Database

x64オペレーティングシステムの場合

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\ComputerAssociates\CA
ARCServe Backup\Base\Database

2. 以下のキーワードを作成します。

DoNotPruneRecentJobLogs

3. キーワードに対する DWORD ( 32ビット )値を 1に定義します。

以下の点に注意してください。

このキーワードを作成した後、Arcserve Backupはデータベースエンジンの［古
いアクティビティログ廃棄間隔］オプションで定義された値に基づいてジョブロ

グを廃棄します。詳細については、「データベースエンジンの環境設定」を参

照してください。

この動作はジョブログのみに適用されます。Arcserve Backupでは、最近実行

されたジョブのアクティビティログは廃棄されません。

ジョブキュー、ジョブ履歴、およびデータベースマネージャ内のジョブログを表

示できます。
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第18章 : クラスタ対応環境でのArcserve Backupの使

用

以下のトピックでは、クラスタ環境でデータをバックアップおよび回復するための

Arcserve Backupクラスタサポートの概要について説明します。さらに、高可用性

機能を持つクラスタ対応バックアップサーバとして Arcserve Backupを設定する方

法についても説明します。

ジョブフェールオーバ機能を持つクラスタ環境でのArcserve Backupのインストール

は、以下のクラスタプラットフォームに対してサポートされています。

Microsoft Cluster Server ( MSCS) ( x86/x64)

NEC CLUSTERPRO/ExpressCluster X 2.1 for Windows

NEC CLUSTERPRO/ExpressCluster X 3.0 for Windows

NEC CLUSTERPRO/ExpressCluster X 3.1 for Windows

NEC CLUSTERPRO/ExpressCluster X 3.2 for Windows

NEC CLUSTERPRO/ExpressCluster X 3.3 for Windows

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

クラスタ対応環境へのArcserve Backupのインストール

クラスタの概要

Arcserve Backupによるクラスタの保護
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クラスタ対応環境へのArcserve Backupのインストール

クラスタ対応環境へのArcserve Backupのインストール

クラスタ対応環境でのArcserve Backupのインストールおよびアップグレード方法に

ついては、「実装ガイド」を参照してください。
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クラスタの概要

クラスタの概要

コンピュータクラスタは、密接に連係して動作する接続されたコンピュータのグルー

プで、多くの点で 1台のコンピュータであるかのように認識されます。クラスタには

HA (高可用性 ) クラスタと高性能クラスタの2種類があります。HAクラスタ内で

は、アクティブ/アクティブまたはアクティブ/パッシブの2つの動作モードがあります。

現在、Arcserve Backupはアクティブ/パッシブHAモードでのみ展開できます。

クラスタ内の1つのサーバ(またはノード)が失敗するかオフラインになった場合、ク

ラスタの主要な役割が発生します。クラスタ環境では、クラスタ内にある別のノー

ドが、障害の発生したサーバの操作を引き継ぎます。Arcserveサーバリソースを使

用するマネージャでは動作の中断がほとんど、またはまったくありません。これは、

リソース機能がアクティブノードから障害の発生したノードに透過的にマイグレート

されるためです。

クラスタ環境内のサーバは、ケーブルによって物理的に接続されているだけでなく、

クラスタリングソフトウェアによってプログラム的にも接続されています。この接続に

より、クラスタ化されたサーバは、スタンドアロンサーバのノードでは利用できない

機能 ( フォールト トレランスおよび負荷分散など)を活用することができます。クラ

スタ化されたサーバは、クラスタ化されたデータベースなど、重要な情報が含まれ

るディスクドライブも共有できます。

たとえば、ノード A とノード Bがクラスタ化されたArcserve Backup HAサーバを構成

しているとします。Arcserve Backupクラスタサーバは、アクティブ/パッシブモードで

のみ動作するため、結果として、同時に実行されるのは 1つのArcserve Backupイ

ンスタンスのみになります。この環境では、Arcserveマネージャは、どのノードがアク

ティブで、現在サーバを管理しているのかを知らなくても、Arcserve Backupサーバ

AS1またはArcserve BackupサーバAS2に接続できます。仮想サーバ名および IP
アドレスにより、サーバの場所がArcserve Backupアプリケーションに対して透過的

になります。Arcserveマネージャからは、Arcserve Backupサーバは CL1 と呼ばれる

仮想サーバ上で動作しているように見えます。
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クラスタの概要

ソフトウェアまたはハードウェアリソースのいずれかが失敗するかシャット ダウンした

場合、フェールオーバが発生します。リソース(例：アプリケーション、ディスク、また

は IPアドレス)は、障害の発生したアクティブノードからパッシブノードにマイグレー

トされます。パッシブノードは、Arcserve Backupサーバのリソースグループを引き継

ぎ、代わりにサービスを提供します。

ノード Aが失敗した場合、ノード Bは自動的にアクティブなノードの役割を引き受

けます。Arcserveマネージャ側からは、ノード Aの電源がオフになって、すぐにオンに

なったかのように見えます。クラスタ( CL1)内のアクティブなノード( Aまたは B)の場

所はArcserve Backupに透過的です。
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クラスタの概要

フェールオーバの仕組み

フェールオーバは、使用できないノードから使用できるノードにクラスタリソースをマ

イグレート (つまり転送 )するプロセスです。フェールオーバは、クラスタノードの1つ
に障害が検出されると自動的に開始されます。クラスタはリソースを監視して、障

害がいつ発生したかを特定し、クラスタ化されたリソースをクラスタ内の別のノード

に移動することによって障害から復旧するための処理を実行します。

Arcserve Backup HAクラスタ環境では、Arcserve Backupは各クラスタノードにイン

ストールされていますが、1つのインスタンスのみが動作します。このクラスタでは、

アクティブノードが自動的にバックアップリソースを制御し、バックアップサーバと呼

ばれます。パッシブノード内で管理されているその他のArcserve Backupのインスタ

ンスは、スタンバイ(またはフェールオーバ)サーバと呼ばれ、フェールオーバの際には

その中の1つのみがクラスタシステムによって有効化されます。アクティブノードに

障害が発生すると、すべてのバックアップリソースがパッシブノードにマイグレートさ

れ、このパッシブノードが新しいアクティブノードとなります。新しいアクティブノード

はバックアップサーバとしての機能を開始し、元のバックアップ操作を続行し、ジョ

ブスケジューリングおよびメディア管理サービスが保持されます。

Arcserve Backupには、以下の2種類のフェールオーバ保護が用意されています。

予定されているフェールオーバ --予定されているフェールオーバは、クラスタ内

のアクティブノードのメンテナンスを実行するために必要な場合、および

Arcserve Backupを使用してクラスタリソースをクラスタ内のアクティブノードから

パッシブノードにマイグレートする場合に実行されます。予定されているフェー

ルオーバの例としては、システムメンテナンス、惨事復旧テスト、トレーニング

などが挙げられます。予定されているフェールオーバは、ジョブが実行されてお

らず、プライマリとメンバのバックアップサーバの両方で他のArcserve Backup関

連サービス( メディア操作やレポートなど)が発生していない場合にのみ実行

できます。

予定されていないフェールオーバ --予定されていないフェールオーバは、ハード

ウェアまたはソフトウェアの障害によって発生します。クラスタ内のアクティブな

ノードに障害が発生した場合、障害が発生したサーバからジョブが移管され、

重要なデータ(ジョブ情報など)は共有ディスクに保存されます。フェールオー

バが発生すると、クラスタシステムは共有ディスクをパッシブノードに移動し、

そのノード内のArcserve Backupインスタンスを有効化します。Arcserve Backup
サービスがフェールオーバサーバ内で再開された後、前のサーバで失敗したす

べてのジョブは新しいアクティブなクラスタノードで再実行されます。チェックポイ

ント情報がフェールオーバが発生する前にジョブによって作成されていた場

合、再起動されたジョブはそのチェックポイントから再開されます。
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リソースグループ

クラスタリソースは、複数のクラスタノード間で物理的に共有できる物理的または

論理的コンポーネントですが、同時に 1つのアクティブノードによってしかホスト (所
有 ) されません。仮想 IPアドレス、仮想コンピュータ名、共有ディスクに加え、アプ

リケーションもがクラスタリソースと見なされます。クラスタシステムでは、これらのリ

ソースを特定の機能を目的とした「グループ」として分類できます。これらのリソース

グループは、リソースの「コンテナ」として扱うことができます。クラスタリソースグルー

プはアプリケーション展開のための論理ユニットです。つまり、クラスタ対応アプリ

ケーションをグループにインストールして、そのグループに関連付けられているリソー

スとアプリケーション自らをバインドさせる必要があります。リソースグループはフェー

ルオーバのための最小単位です。
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仮想名と仮想 IPアドレス

仮想サーバ名は、仮想サーバが動作している物理サーバの名前には依存せず、

サーバからサーバにマイグレートできます。クラスタ環境では、アクティブノードは物

理ホスト名と IPアドレスではなく常にクラスタ仮想名と IPアドレスを使用してサー

ビスを提供します。クラスタを使用して、別のサーバにジョブが引き継がれる場合

でもサービスが継続して利用できるように仮想サーバを作成します。仮想名と IP
アドレスはArcserve Backup とリンクされています。同様に、その他のクラスタ対応ア

プリケーション( SQL/Exchange Cluster)でも、高可用性を目的として、インストール

中に専用の仮想名と仮想 IPアドレスが作成されることがよくあります。

物理サーバとは異なり、仮想サーバは特定のコンピュータに関連付けられていな

いため、1つのサーバから別のサーバにフェールオーバできます。仮想サーバをホス

トするサーバに障害が発生した場合でも、クライアントは同じ仮想サーバ名を使

用してそのリソースにアクセスできますが、クラスタ内の別のサーバにリダイレクトされ

ることになります。
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共有ディスク

共有ディスクは、クラスタ対応アプリケーションがデータを保存する共有の場所で

す。クラスタ対応アプリケーションは、フェールオーバが原因で別のノードで実行さ

れる場合がありますが、共有ディスクによって、論理ボリュームが各ノードにローカ

ルに存在する場合と同様に、一貫した方法でそれらにアクセスすることができるよ

うになります。各仮想共有ディスクは、実際にはいずれか1つのノードにローカルに

存在する論理ボリュームに相当し、サーバまたはプライマリノードと呼ばれます。ク

ラスタ内の各ノードがクラスタ内で動作するためには、共有ディスクへのアクセス権

が必要ですクラスタシステムは、アクティブノードのみがいつでも共有ディスクにアク

セスできるように構成されています。

詳細情報：

ミラーディスク

クォーラムディスク
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クラスタの概要

ミラーディスク

ミラーディスクは、クラスタ対応アプリケーションがデータを保存する共有の場所で

す。ミラーディスク( NECクラスタのみに適用可能 )は、物理的にホストに接続され

ている別のディスクデバイスですが、論理的には単一のデバイスのように動作しま

す。ミラーディスクには、ミラーリングするディスクとまったく同じ複製が含まれます。

データはローカルディスクとそのリモート ミラーディスクの両方に書き込むことで 2回
保存されます。ディスクに障害が発生してもデータを再構築する必要がありませ

ん。ミラーディスクから置換ディスクにデータをコピーすることで簡単に復旧できま

す。シングルポイント ディスク障害によって両方のデータが共に破損することのない

ように、ミラーディスクは別のディバイスに配置することをお勧めします。ミラーディス

クの主な欠点は、有効なストレージ容量がディスクの全容量の半分のみという点

です。これはすべてのデータが2回書き込まれるためです。クラスタシステムは、ア

クティブなノードのみがミラーボリュームにアクセスでき、異なる 2つの物理ディスク

間でデータを同期できるように設定されています。

詳細情報：

共有ディスク

クォーラムディスク
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クラスタの概要

クォーラムディスク

各クラスタ対応アプリケーション用に作成されたリソースグループに加えて、クラスタ

にはクラスタのクォーラムを表すリソースグループが必ず存在します。このリソースグ

ループはクラスタの作成時に作成され、デフォルトで「クラスタグループ」という名前

が付けられます。共有ディスククォーラムでは、クォーラムリソースを含むディスクは

クォーラムディスクと呼ばれ、デフォルトのクラスタグループのメンバである必要があ

ります。クォーラムディスクはクラスタ環境設定データベースのチェックポイントとログ

ファイルを保存するために使用され、クラスタの管理や整合性の保持に役立ちま

す。クォーラムリソースは、どのノードがクラスタを構成しているかを決定するために

使用されます。クラスタ環境設定はクォーラムディスクリソースで保持されるため、

クラスタ内のいずれのノードもクラスタ内のノードにアクセスでき、通信できる必要

があります。

注：クォーラムディスクはMicrosoft Cluster Server ( MSCS)環境のみに適用されま

す。
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Arcserve Backup HAサーバによるジョブフェールオーバ

のサポート

クラスタ Arcserve Backupサーバでは、仮想名でサービスを提供し、バックアップジョ

ブフェールオーバ機能をサポートします。クラスタ内のアクティブな Arcserve Backup
サーバに障害が発生した場合、これらのバックアップジョブが、障害が発生した

サーバから同じクラスタにある別のArcserve Backupサーバに移管されます。別のク

ラスタノードで Arcserve Backupサービスが再開されると、前のサーバで失敗したす

べてのジョブが、新しいクラスタノードで再実行されます。

Arcserve Backup HAサーバは、予定されたフェールオーバおよび予定されていない

フェールオーバの2種類のフェールオーバをサポートします。

予定されているフェールオーバ

予定されているフェールオーバは、クラスタ内のアクティブノードのメンテナンスを

実行する場合に、Arcserve Backupを使用してクラスタリソースをクラスタ内の

アクティブノードからパッシブノードにマイグレートする場合に発生します。予

定されているフェールオーバの例としては、システムメンテナンス、惨事復旧テ

スト、トレーニングなどが挙げられます。

予定されているフェールオーバが発生すると、別のノードで Arcserve Backupが

復旧し、スケジュールジョブはすべて保持されます。

予定されていないフェールオーバ

予定されていないフェールオーバは、ハードウェアまたはソフトウェアの障害に

よって発生します。予定されていないフェールオーバが発生すると、Arcserve
Backupは別のノードで復旧し、Arcserve Backupジョブキューから失敗したジョ

ブを取り出し、失敗したポイントからそのジョブを再開します。フェールオーバが

発生した場合、以下のようなチェックポイント メカニズムに基づいてジョブが再

開されます。

ローカルのバックアップジョブでは、フェールオーバ後、ジョブはボリューム

レベルで再開します。

たとえば、2つのボリューム( C とD)を含むバックアップジョブがあり、ボ

リュームCのバックアップの終了後、ボリュームDのバックアップの進行中

にフェールオーバが発生したとします。フェールオーバ後、バックアップジョ

ブが再開されると、ボリュームCのバックアップはスキップされ、ボリューム

Dのバックアップが継続されます。

リモートのバックアップジョブでは、ジョブはホスト レベルで再開します。

たとえば、Host1 とHost2を含むバックアップジョブがあり、Host1のバック

アップの終了後、まだHost2のバックアップが終了していないときにフェー
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ルオーバが発生したとします。フェールオーバ後、バックアップジョブが再

開されると、Host1のバックアップはスキップされ、Host2のバックアップが

継続されます。( この場合、Host2のバックアップにおいて、フェールオーバ

前にバックアップされた可能性のあるボリュームはいずれもスキップしませ

ん)。

ドメインのHAサーバ以外のバックアップサーバで実行中のジョブは、フェールオーバ

によって影響を受けることはほとんどありません。たとえば、プライマリサーバがHA
サーバの場合、フェールオーバしても、メンバサーバで実行中のジョブは 1つの状

況を除いて影響を受けません。HAプライマリサーバを使用している場合、HAプラ

イマリサーバで予定されていないフェールオーバが発生すると、メンバサーバ上で

実行しているジョブは失敗することがあります。(失敗は、フェールオーバが発生し

てメンバサーバのジョブが終了する場合のみ発生します)

注：Arcserve Backupエージェントを使用してクラスタのアクティブノードまたは仮想

ノードをバックアップする場合、予定されていないフェールオーバが発生すると(アク

ティブノードが停止する)、ジョブは未完了となります。これらのノードをフェールオー

バ後にバックアップできるようにするには、メークアップジョブを作成するジョブを設

定する必要があります。
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Arcserve Backupによるクラスタの保護

クラスタ環境に展開されているミッションクリティカルなアプリケーションについては、

データが最も価値ある投資であり、このデータの保護は不可欠です。クラスタ環

境には常に複数の物理ノード、仮想名/仮想 IPアドレス、およびクラスタ固有の

アプリケーションが含まれ、これらはすべてバックアップとリストアの複雑さが増す要

因となっています。これらの複雑さに対応するため、Arcserve Backupにはクラスタ

環境内で動作するサーバ向けのバックアップとリストアの機能が複数用意されて

います。

注：Arcserve Backup はMSCS ( Microsoft Cluster Server) とNEC Cluster Server
( CLUSTERPRO/ExpressCluster)向けのクラスタ環境をサポートしています。

以下の図は、一般的なアクティブ/パッシブクラスタ環境を示しています。このクラ

スタ内のアクティブノードは、2つの名前と IPアドレスに関連付けられています。こ

れらの名前のうち 1つはマシンの物理名であり、もう 1つはクラスタ自身によって、

またはクラスタ対応アプリケーションによって作成された仮想名です。パッシブノー

ドに関連付けられている名前は 1つのみで、マシンの物理名です。クラスタを完

全に保護するには、これらの物理ノードの両方にArcserve Backupエージェントを

インストールする必要があります。これらの各インスタンスでは、保護対象に合わ

せて Arcserve Backupが展開され、物理ノードと仮想ノードのいずれかを使用した

クラスタの保護とデータのバックアップが実行されます。
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物理ノードを使用したデータの保護

各クラスタノードのシステム状態とローカルアプリケーションデータを保護する

には、マシンの物理名/物理 IPアドレスに基づいてバックアップジョブをスケ

ジュールする必要があります。アクティブノード( 1)については、ローカルディスク

や共有ディスクなど、接続されているすべてのディスクをバックアップできます。

パッシブノード( 2)については、ローカルディスクのみをバックアップできます。た

だし、物理名のみに基づいて共有ディスクをバックアップすることはお勧めでき

ません。クラスタ環境では、各ノードの役割 (アクティブとパッシブ)は、フェール

オーバの状態によって動的に変化する可能性があります。障害の発生した

ノードの物理名を指定した場合、バックアップは失敗し、共有ディスクに存在

するデータはバックアップされません。

仮想ノードを使用したデータの保護

クラスタ対応アプリケーション( SQL ServerクラスタまたはMS Exchangeクラスタ)
では、すべてのデータが共有ディスクに保存され、HA機能を提供します。この

データをバックアップするために、Arcserve Backupエージェント (各物理ノードに

インストールされている)は、クラスタ( 3) の仮想名と仮想 IPアドレスを介して
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データを共有ディスクにアーカイブします。通常の状態では、Arcserve Backup
はアクティブノードの物理名と物理 IPアドレスではなく、クラスタの仮想名と仮

想 IPアドレスを使用して共有ディスクからデータをソースとしてバックアップしま

す。この方法の利点は、アクティブノードに障害やシャットダウンが生じた場合

に、クラスタのフェールオーバ機構によってパッシブノードが新しいアクティブノー

ドになり、Arcserve Backupが自動的に共有ディスクからのバックアップを続行

するという点です。結果として、アクティブなクラスタノードが何であれ、ロー

テーションバックアップジョブをスケジュールして共有ディスクに配置されている

データを保護できます。

注：アプリケーション指定のデータ( SQL Serverデータベースなど)をバックアップ

するには、対応する Arcserve Backupエージェントを展開し、このクラスタ対応

アプリケーションに関連付けられた仮想名を使用してバックアップを実行する

必要があります。
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MSCSの保護

Microsoft Cluster Server( MSCS) ソフトウェアは、個々のコンポーネントに障害が発

生していても、サーバベースのアプリケーションの高用性を保つクラスタ化テクノロジ

を提供します。MSCSには、バックアップによる保護を必要とする 2種類の基本対

象タイプがあります。クラスタそのもの( メタデータと構成情報 )が保護されるクラス

タ自身の保護とクラスタ化アプリケーションの保護です。
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Arcserve BackupをMSCS と統合する方法

Arcserve Backupはフォールト トレラントなアプリケーションで、クラスタ環境での

フェールオーバをサポートしています。Arcserve Backupは、共有ディスク、クォーラム

リソース、ディスクシグネチャ、およびクラスタレジストリハイブなど、クラスタに固有

のリソースをバックアップしてリストアすることで、クラスタノードを保護します。

Microsoft Cluster Service( MSCS)を使用すると、Windows上で稼働する複数の

サーバを相互に接続し、可用性の高い単一のシステムとしてネットワーククライア

ントに認識させることができます。

Arcserve Backupで提供されるMSCSサポートを使用すると、以下の事柄が可能

になります。

MSCSノードのバックアップとリストア

以下のようなMSCS高可用性機能の実行と活用

クラスタ上にある特定のArcserve Backupノードから別のノードへの、ジョブ

のフェールオーバの対応

クラスタ上にある特定のノードから別のノードへの、Arcserve Backupサー

ビスの自動フェールオーバによる高可用性の提供

Arcserve Backupを SANプライマリサーバとしてアクティブ/パッシブクラス

タにインストール。これにより、フェールオーバ時にメンバサーバのバック

アップを継続して実行可能

クラスタ管理ツールによる管理の簡易化

Arcserve Backup Disaster Recovery Optionを使用したMSCS ノード保護の提

供。詳細については、「Disaster Recovery Optionユーザガイド」を参照してくだ

さい。

Arcserve Backup Agentを使用してMSCSクラスタにインストールされた、

Microsoft SQL ServerやMicrosoft Exchange Serverなどのアプリケーションの

バックアップおよびリストア。使用可能なエージェントの詳細については、「実装

ガイド」を参照してください。
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MSCS クラスタ自身の保護

MSCSの場合、すべてのクラスタ環境設定情報はクラスタデータベースに保存され

ています。クラスタデータベースは、各クラスタノードのWindowsレジストリに格納

されており、クラスタオブジェクト、そのプロパティ、およびクラスタ構成データなど

の、クラスタ内のすべての物理要素および論理要素に関する情報が記録されて

います。クラスタデータベースにはクラスタ状態データがあり、このデータがノード間

でレプリケートされるので、クラスタに含まれるすべてのノードの構成が、整合性が

維持された状態となります。クラスタデータベースのレジストリ

は%WINDIR%\CLUSTER\CLUSDBにあります。

クラスタデータベースはシステム状態の一部です。バックアップするシステム状態を

選択すると、クラスタデータベースも自動的にバックアップされます。したがって、ク

ラスタデータベースがシステム状態のバックアップに含まれるのは、ノードがクラスタ

の一部となっており、しかもクラスタサービスがそのノード(アクティブノード)で実行

中の場合に限られます。クラスタサービスが実行中でない場合は、クラスタデータ

ベースはバックアップされません。

クラスタノード自身を保護し、偶発的なノード障害によって引き起こされる潜在

的なリスクを軽減するために、ノードの物理名を使用して以下のデータをバックアッ

プする必要があります。

Windowsブート /システムパーティションに含まれるローカルディスクのすべての

データ

システム状態データ

リストア処理中には、まず問題の重大度を決定する必要があります。ノードをまっ

たく起動できない場合は、「Arcserve Backup Disaster Recovery Optionユーザガイ

ド」の「クラスタの復旧」を参照してください。オペレーションシステムを起動でき、ク

ラスタデータベースのみが損傷している場合、クラスタデータベース単体を明示的

にリストアすることはできません。システム状態セッションのリストアの一部としてリス

トアする必要があります。

注：クラスタデータベースのバックアップやリストアには、クラスタサービスが実行さ

れているノードのシステム状態のバックアップ/リストアで対応できます。クラスタノー

ドがディレクトリサービス復元モードにある場合は、クラスタサービスのユーザアカ

ウントのログオンプロパティは、［管理者］に設定する必要があります。これは、

Windowsをセーフモードで実行した状態で、Arcserve Backupにアクセスできるよう

にするためです。
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MSCS クラスタのアプリケーションの保護

Arcserve Backupは、クラスタにインストールされたMicrosoft SQL ServerやMicrosoft
Exchange Serverなどのアプリケーションを迅速にバックアップおよびリストアするため

の、優れた機能が備わっています。利用可能なエージェントの最新のリストについ

ては、リンクを参照してください。クラスタにインストールされたアプリケーションのバッ

クアップとリストアについては、Arcserve Backupマニュアル選択メニューから該当する

Arcserve Backup Agentのユーザガイドを参照してください。たとえば、Microsoft
SQL Serverのバックアップとリストアについては、「Agent for Microsoft SQL Serverユー

ザガイド」を参照してください。

詳細情報：

共有ディスク

ミラーディスク
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Windows Server 2008システム上のMSCSによる

Arcserve Backupサービスのモニタの停止

Arcserve Backupサーバがクラスタ対応として環境設定されている場合、すべての

重要な Arcserve BackupサービスはMSCSによってモニタされます。サービスの一部

が失敗すると、MSCSはそのサービスの再起動を試みるか、または再起動の試み

が失敗した場合フェールオーバをトリガします。これは、Arcserve Backupサーバ管

理を使用してサービスを停止できなくなることを意味します。Arcserve Backupサー

ビスの停止を試行すると、以下のメッセージが表示されます。

Arcserve Backupサービスを停止する必要がある場合もあります。たとえば、ハード

ウェアのメンテナンスのためにいくつかのサービスを停止したい場合などです。

注：Windows Server 2003システムでこのタスクを実行する方法の詳細について

は、「Windows Server 2003システム上のArcserve BackupサービスのMSCSによる

モニタの停止」を参照してください。

Windows Server 2008システム上のArcserve BackupサービスのMSCSによるモニ

タを停止する方法

1. フェールオーバクラスタマネージャにアクセスします。

［クラスタアドミニストレータ］ダイアログボックスが表示されます。

注：クラスタアドミニストレータはMicrosoftが提供するユーティリティであり、MSCS
がインストール済みのサーバにインストールされています。クラスタアドミニストレー

タでは、クラスタに関連したほとんどの環境設定および管理タスクを実行できま

す。

2. Arcserveサービスが展開されている Arcserve Backupサーバを選択し、適切な

Arcserve リソースを探します。Arcserveサービスまたはアプリケーションを右クリックし

て、コンテキスト メニューの［プロパティ］をクリックします。

［Arcserve HAのプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［ポリシー］タブをクリックします。
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4. ［リソースが失敗状態になった場合は、再起動しない］オプションをクリックし、

［OK］をクリックします。

このオプションを指定すると、MSCSはArcserve Backupサービスを自動的に再起

動したり、フェールオーバプロセスを開始したりしません。

注：すべてのArcserve BackupサービスはArcserve HA リソースにより制御されま

す。ただし、テープエンジンサービスおよび ASDBサービスは、別のリソースによって

も制御されます。以下のテーブルを参照し、各 Arcserve Backupサービス用に変

更する必要があるリソースを特定します。該当する各リソースについて、［拡張］タ
ブで［再起動しない］を選択する必要があります。

サービス名 制御リソース

Tape Engine
Arcserve HA

Arcserveレジストリ

ASDB( SQL2014 Expressのみ)

Arcserve ASDB

Arcserve HA

Arcserveレジストリ

その他 ( DBエンジン、ジョブエンジンなど) Arcserve HA

5. Windowsサービスマネージャを使用して該当する Arcserve Backupサービスを停

止し、必要なメンテナンスを実行できるようにします。

6. メンテナンスが完了したら、すべての設定を元に戻します。
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Windows Server 2012システム上のMSCSによる

Arcserve Backupサービスのモニタの停止

Arcserve Backupサーバがクラスタ対応として環境設定されている場合、すべての

重要な Arcserve BackupサービスはMSCSによってモニタされます。サービスの一部

が失敗すると、MSCSはそのサービスの再起動を試みるか、または再起動の試み

が失敗した場合フェールオーバをトリガします。これは、Arcserve Backupサーバ管

理を使用してサービスを停止できなくなることを意味します。Arcserve Backupサー

ビスの停止を試行すると、以下のメッセージが表示されます。

Arcserve Backupサービスを停止する必要がある場合もあります。たとえば、ハード

ウェアのメンテナンスのためにいくつかのサービスを停止したい場合などです。

注：Windows Server 2003システムでこのタスクを実行する方法の詳細について

は、「Windows Server 2003システム上のArcserve BackupサービスのMSCSによる

モニタの停止」を参照してください。

以下の手順に従います。

1. フェールオーバクラスタマネージャにアクセスします。

［クラスタアドミニストレータ］ダイアログボックスが表示されます。

注：クラスタアドミニストレータはMicrosoftが提供するユーティリティであり、MSCS
がインストール済みのサーバにインストールされています。クラスタアドミニストレー

タでは、クラスタに関連したほとんどの環境設定および管理タスクを実行できま

す。

2. Arcserveクラスタ役割が展開されている Arcseve Backupサーバを選択し、適切な

Arcserve リソースを探します。Arcserve RHA リソースを右クリックし、ポップアップメ

ニューで［プロパティ］をクリックします。

［Arcserve HAのプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［ポリシー］タブをクリックします。
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4. ［リソースが失敗状態になった場合は、再起動しない］オプションをクリックし、

［OK］をクリックします。

このオプションを指定すると、MSCSはArcserve Backupサービスを自動的に再起

動したり、フェールオーバプロセスを開始したりしません。

注：すべてのArcserve BackupサービスはArcserve HA リソースにより制御されま

す。ただし、テープエンジンサービスおよび ASDBサービスは、別のリソースによって

も制御されます。以下のテーブルを参照し、各 Arcserve Backupサービス用に変

更する必要があるリソースを特定します。該当する各リソースについて、［拡張］タ
ブで［再起動しない］を選択する必要があります。

サービス名 制御リソース

Tape Engine
Arcserve HA

Arcserveレジストリ

ASDB( SQL2014 Expressのみ)

Arcserve ASDB

Arcserve HA

Arcserveレジストリ

その他 ( DBエンジン、ジョブエンジンなど) Arcserve HA

5. Windowsサービスマネージャを使用して該当する Arcserve Backupサービスを停

止し、必要なメンテナンスを実行できるようにします。

6. メンテナンスが完了したら、すべての設定を元に戻します。
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クラスタ リソースの手動での再構築

ほとんどの場合、必要な HAクラスタリソースはインストール中に自動作成されま

す。ただし、これらのクラスタリソースを手動で作成する必要がある場合がありま

す。

新しいリソースを手動で作成する前に、Arcserve Backupが展開されているグルー

プからすべての既存のクラスタリソースを停止し、削除する必要があります。クラス

タリソースを削除する方法の詳細については、「クラスタリソースの削除」を参照し

てください。

クラスタ リソースを手動で再構築する方法

1. コマンド コンソールを開き、現在のディレクトリを%bab_home%に変更します

( %bab_home%は、実際のArcserve Backupインストールパスを表します)。

2. "babha.exe -postsetup"ユーティリティを実行し、新しい Arcserveクラスタリソースを

セットアップします。

クラスタ対応のインストールが正常に終了すると、セットアップ後のポップアップ画面

が表示され、HA リソースを作成するオプションが示されます。

3. ［MSCS用 HA リソースを作成する］オプションを選択して［OK］をクリックすると、新し

いクラスタリソースが作成されます。

注：このオプションは、クラスタの最終ノードで Arcserve Backupのインストールを完

了するまで指定しないでください。

以下の新しい Arcserveクラスタリソースが作成されます。

Windows Server 2008 -- Windows Server 2008システムで、以下のクラスタリ

ソースが作成されます。

Arcserve HA

Arcserve ASDB

Arcserveレジストリ

Arcserve共有

Windows Server 2012 -- Windows Server 2012システムで、以下のクラスタリ

ソースが作成されます。

Arcserve HA

Arcserve ASDB

Arcserveレジストリ

Windows Server 2016 -- Windows Server 2016システムで、以下のクラスタリ

ソースが作成されます。
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Arcserve HA

Arcserve ASDB

Arcserveレジストリ
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Arcserve Backup クラスタ リソースの削除

新しいクラスタリソースを作成する前に、Arcserve Backupが展開されているグルー

プからすべての既存のクラスタリソースをすべて削除する必要があります。

利用可能な MSCSクラスタリソースは以下のとおりです。

Windows Server 2008システム

Arcserveハイアベイラビリティ

Arcserveデータベース

Arcserveレジストリ

Windows Server 2012システム

Arcserveハイアベイラビリティ

Arcserveデータベース

Arcserveレジストリ

以下の手順に従います。

1. 以下のいずれかを実行します。

Windows Server 2008システム:

フェールオーバクラスタマネージャを開きます。

サービスまたはアプリケーション名を右クリックし、［このサービスまたはアプリ

ケーションをオフラインにする］をクリックします。

Arcserveクラスタリソースの状態がオンラインからオフラインに変更されます。

Windows Server 2012システム:

フェールオーバクラスタマネージャを開きます。

クラスタ役割および停止役割を右クリックします。

Arcserveクラスタリソースの状態がオンラインからオフラインに変更されます。

2. 使用するWindowsサーバシステムに基づいて、以下のいずれかのオプションを実

行します。

Windows Server 2008システムの場合

Arcserveサーバが展開される Arcserveグループを選択します。

Windows Server 2012システムの場合

Arcserveサーバが展開される Arcserveクラスタ役割を選択します。

3. 対応する Arcserveクラスタリソースを見つけます。
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4. 各 Arcserveクラスタリソースを右クリックし、コンテキスト メニューの［削除］をクリッ

クします。

選択したArcserveクラスタリソースが削除されます。
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MSCS クラスタ内のArcserve Backup クラスタサーバの

管理

サーバ環境設定ウィザードでは、クラスタ環境でのArcserve Backupサーバの動作

を指定するさまざまな管理タスクを実行することができます。クラスタ環境では、こ

れらの管理タスクはアクティブノードに対してのみ実行可能であり、クラスタ内のす

べてのノードに対して行われる必要があります。これらの管理タスクを以下に示し

ます。

データベースの変更

メンバサーバからプライマリサーバへの昇格

プライマリサーバからメンバサーバへの降格。

MSCS クラスタ内のArcserve Backup クラスタサーバを管理する方法

1. すべてのクラスタリソースを削除します。詳細については、「Arcserve Backupクラス

タリソースの削除」を参照してください。

すべてのArcserve Backupクラスタリソースが削除されます。

2. Arcserve Backupホームディレクトリから、cstart.batユーティリティを実行し、すべて

のArcserve Backupサービスを開始します。

3. ［スタート］メニューからサーバ環境設定ウィザードにアクセスし、アクティブなノード

に対して ARCserveCfg.exeユーティリティを実行し、必要な変更を行います。サー

バ環境設定ウィザードの最後の画面で［最後のクラスタノード］チェックボックスは

オンにしないでください。

データベースの変更に関する詳細については、「Arcserve Backupデータベー

スアプリケーションの指定」を参照してください。

注：NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterを使用して Arcserve Backupを高可

用性にしている場合、ローカルのSQL Serverはサポートされません。

メンバサーバからプライマリサーバへの昇格に関する詳細については、「メン

バサーバからプライマリサーバへの昇格」を参照してください。

プライマリサーバからメンバサーバへの降格に関する詳細については、「プラ

イマリサーバからメンバサーバへの降格」を参照してください。

注：このユーティリティがクラスタ内の最初のノードで実行される場合、通常モード

で実行されます。

最初の「アクティブ」なクラスタノードが新しいプロパティに対して設定され、新しい

arcservecfg.ICF環境設定ファイルが作成されます。

4. Arcserveホームディレクトリから、cstop.batユーティリティを実行し、すべての

Arcserve Backupサービスを停止します。
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すべてのArcserve Backupサービスが停止されます。

5. 以下のいずれかを実行します。

Windows Server 2008システム:

フェールオーバクラスタマネージャを開きます。

サービスまたはアプリケーション名を右クリックし、コンテキスト メニューの［この

サービスまたはアプリケーションを別のノードに移動］をクリックします。

Windows Server 2012システム:

フェールオーバクラスタマネージャを開きます。

Arcserveクラスタ役割名を右クリックし、ポップアップメニューで［この役割を

別のノードに移動］をクリックします。

元のノードの状態は、「パッシブ」 に変更され、クラスタ内の次のノードの状態は

「アクティブ」 に変更されます。

6. ［スタート］メニューから［サーバ環境設定ウィザード］にアクセスし、新しいアクティブ

ノードに対して ArcserveCfg.exeユーティリティを実行し、必要に応じて変更を加え

ます。

注：このユーティリティが、引き続き同じクラスタ内のいずれかのノードで再び実行

される場合、arcservecfg.ICF設定ファイルが検出され、ユーティリティをクラスタモー

ドで自動的に実行します。

次の「アクティブ」なクラスタノードが新しいプロパティに設定されます。

7. クラスタの残りのすべてのノードに対して、手順 5 ～ 6を繰り返します。この環境

設定手順をクラスタ内の最後のノードで実行する場合、サーバ環境設定ウィザー

ドの最後の画面で「最後のノード」チェックボックスをオンにします。

クラスタ内のすべてのノードに新しいプロパティが設定されました。

8. 以下のいずれかを実行します。

Windows Server 2008システム:

フェールオーバクラスタマネージャを開きます。

サービスまたはアプリケーション名を右クリックし、コンテキスト メニューの［この

サービスまたはアプリケーションを別のノードに移動］をクリックします。

Windows Server 2012システム:

フェールオーバクラスタマネージャを開きます。

Arcserveクラスタ役割名を右クリックし、ポップアップメニューで［この役割を

別のノードに移動］をクリックします。

最後のノードのステータスは「パッシブ」 に変更され、クラスタ内の元のノードのス

テータスは「アクティブ」に戻されます。
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9. すべてのArcserve Backupクラスタリソースを手動で作成します。詳細について

は、「クラスタリソースの手動での再構築」を参照してください。

新しい Arcserveクラスタリソースが作成されます。

10. 以下のいずれかを実行します。

Windows Server 2008システム --フェールオーバクラスタマネージャで、サービスま

たはアプリケーション名を右クリックし、コンテキスト メニューの［このサービスまたはア

プリケーションをオンラインにする］をクリックします。

Windows Server 2012システム--Arcserve Failover Cluster Managerからクラスタ役

割名を右クリックし、ポップアップメニューで［開始］役割をクリックします。

新しい Arcserveクラスタリソースの状態がオフラインからオンラインに変更されま

す。
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MSCS クラスタでのArcserve Backup ドメインの変更

MSCSクラスタ環境では、異なる Arcserve Backup ドメインにメンバサーバを移動で

きます。クラスタ環境でのドメインの変更は、アクティブノードに対してのみ実行可

能であり、クラスタ内のすべてのノードについて行われる必要があります。

MSCS クラスタ内のArcserve Backup ドメインを変更する方法

1. すべてのクラスタリソースを削除します。詳細については、「Arcserve Backupクラス

タリソースの削除」を参照してください。

すべてのArcserve Backupクラスタリソースが削除されます。

2. Arcserve Backupホームディレクトリから、cstart.batユーティリティを実行し、すべて

のArcserve Backupサービスを開始します。

すべてのArcserve Backupサービスが開始されます。

3. ［スタート］メニューから［サーバ環境設定ウィザード］にアクセスし、アクティブノード

に対して ARCserveCfg.exeユーティリティを実行し、新しい Arcserve Backup ドメイン

を指定します。ドメインの変更の詳細については、「別のArcserve Backup ドメイン

へのメンバサーバの移動」を参照してください。

最初の「アクティブ」なクラスタノードが新しいドメインに設定されます。

4. Arcserveホームディレクトリから、cstop.batユーティリティを実行し、すべての

Arcserve Backupサービスを停止します。

すべてのArcserve Backupサービスが停止されます。

5. クラスタアドミニストレータでグループ名を右クリックし、ポップアップメニューで［グ
ループを移動］を選択してアクティブなノードを変更します。

元のノードの状態は、「パッシブ」 に変更され、クラスタ内の次のノードの状態は

「アクティブ」 に変更されます。

6. Arcserve Backupホームディレクトリから、cstart.batユーティリティを実行し、すべて

のArcserve Backupサービスを開始します。

すべてのArcserve Backupサービスが開始されます。

7. Arcserveホームディレクトリから、cstop.batユーティリティを実行し、すべての

Arcserve Backupサービスを停止します。

すべてのArcserve Backupサービスが停止されます。

8. クラスタの残りのすべてのノードに対して、ステップ 5 ～ 7を繰り返します。

クラスタ内のすべてのノードが新しいドメインに変更されました。

9. クラスタアドミニストレータでグループ名を右クリックし、ポップアップメニューで［グ
ループを移動］を選択してアクティブなノードを元のノードに戻します。
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最後のノードのステータスは「パッシブ」 に変更され、クラスタ内の元のノードのス

テータスは「アクティブ」に戻されます。

10. すべてのArcserve Backupクラスタリソースを手動で作成します。詳細について

は、「クラスタリソースの手動での再構築」を参照してください。

注：Arcserve新しいデータベースタイプに基づいてクラスタリソースを作成する必

要があります。

新しい Arcserveクラスタリソースが作成されます。

11. クラスタアドミニストレータでグループ名を右クリックし、ポップアップメニューで［グ
ループを移動］を選択して［オンラインにする］を選択します。

新しい Arcserveクラスタリソースの状態がオフラインからオンラインに変更されま

す。
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NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterの保護

NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterは、迅速な惨事復旧と高い信頼性を提供し、

重要なアプリケーションとデータの可用性を最大化する高可用性クラスタソリュー

ションです。NECクラスタはアプリケーションとデータの統合された保護を提供するこ

とで、重要なシステムの迅速で容易な復旧および継続性を実現します。

NECクラスタでは、Windowsベースの複数のサーバを相互に接続し、可用性の高

い単一のシステムとしてネットワーククライアントに認識させることができます。

Arcserve Backupは以下をサポートします：

NEC CLUSTERPRO/ExpressCluster X 2.1 for Windows

NEC CLUSTERPRO/ExpressCluster X 3.0 for Windows

NEC CLUSTERPRO/ExpressCluster X 3.1 for Windows

NEC CLUSTERPRO/ExpressCluster X 3.2 for Windows

NEC CLUSTERPRO/ExpressCluster X 3.3 for Windows

NECクラスタには、バックアップによる保護を必要とする 2種類の基本対象タイプ

があります。クラスタそのもの( メタデータと構成情報 )が保護されるクラスタ自身の

保護とクラスタ化アプリケーションの保護です。
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Arcserve Backupを NEC CLUSTERPRO と統合する方法

Arcserve Backupはフォールト トレラントなアプリケーションで、クラスタ環境での

フェールオーバを扱い、データを常駐させるバックアップおよびリストア機能を提供し

ています。

NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterでは、Windowsベースの複数のサーバを相互に

接続し、可用性の高い単一のシステムとしてネットワーククライアントに認識させ

ることができます。Arcserve Backupは、NEC CLUSTERPRO/ExpressCluster X 2.1 for
Windows、NEC CLUSTERPRO/ExpressCluster X 3.0 for Windows、およびNEC
CLUSTERPRO/ExpressCluster X 3.1 for Windowsをサポートしています。MSCS と同
様に、クラスタそのもの、およびこれらのクラスタ化アプリケーションを保護する必要

があります。

Arcserve BackupNEC CLUSTERPRO/ExpressClusterのサポートには、以下の利点が

あります。

以下のような NEC CLUSTERRPO/ExpressClusterの実行サポートおよび高可用

性機能の活用

クラスタ上にある特定のノードから別のノードへの、Arcserve Backupサー

ビスの自動フェールオーバ

Arcserve Backupのフェールオーバが発生した場合に、クラスタ上にある

特定のArcserve Backup ノードから別のノードへのジョブを失敗させる機

能

フェールオーバ後にジョブを再開できる

SANプライマリサーバとしてアクティブ/パッシブクラスタにArcserve Backup
をインストールし、これにより、フェールオーバ後にメンバサーバのバック

アップを継続して実行可能

NECクラスタ管理ツールを使用できる

NECクラスタノードのデータバックアップおよびリストア機能

Disaster Recovery Optionを使用したNEC CLUSTERPRO/ExpressCluster ノード

の惨事保護機能詳細については、「Disaster Recovery Optionユーザガイド」

を参照してください。
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NEC Cluster Server自身の保護

NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterでは、すべてのクラスタ環境設定情報は通常の

ファイルとしてファイルシステムに保存されています。

クラスタノード自身を保護し、偶発的なノード障害によって引き起こされる潜在

的なリスクを軽減するために、ノードの物理名を使用して以下のデータをバックアッ

プする必要があります。

Windowsブート /システムパーティションに含まれるローカルディスクのすべての

データ

システム状態データ

リストア処理中には、まず問題の重大度を決定する必要があります。ノードをまっ

たく起動できない場合は、「Arcserve Backup Disaster Recovery Optionユーザガイ

ド」の「NECクラスタの復旧」を参照してください。オペレーティングシステムを起動

でき、破損しているのがNECクラスタファイルのみである場合は、適切な NEC
CLUSTERPRO/ExpressClusterのドキュメントを参照し、NECクラスタに関連付けられ

ている環境設定ファイルを手動でリストアしてください。

1338 Arcserve Backup管理者ガイド



Arcserve Backupによるクラスタの保護

NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterアプリケーションの保

護

NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterには、ネイティブのクラスタ対応であるアプリケー

ションはほとんどありません。ネイティブのクラスタ対応とは、クラスタ環境で動作す

ることを認識しているアプリケーションを指します。HAをサポートし、設計段階でク

ラスタ環境が特別配慮されています。

NECクラスタについては、クラスタ対応として設計されているアプリケーションはほと

んどなく、多くがNECの仮想名/仮想 IPアドレスを認識しません。しかしながら、よ

り一般的なアプリケーションについては、これらのアプリケーションを「クラスタ対応」

として設定し、ジョブのバックアップおよびリストアを実行できるように展開するため

の特定ドキュメントがNECから提供されています。サポートされているアプリケーショ

ンの一覧、およびクラスタ対応として設定する方法の詳細については、NECの

Webサイトを参照してください。これらのサポートされているアプリケーションのいず

れかをすでに展開している場合は、クラスタサポートでバックアップとリストアを行う

方法の詳細について、対応する NECのドキュメントを参照してください。
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NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterによる HAサービス

モニタリングの停止

Arcserve Backupサーバがクラスタ対応として環境設定されている場合、すべての

重要な Arcserve BackupサービスはNEC CLUSTERPRO/ExpressClusterによってモニ

タされます。サービスの一部が失敗すると、NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterはそ

のサービスの再起動を試みるか、または再起動の試みが失敗した場合はフェール

オーバをトリガします。これは、Arcserve Backupサーバ管理を使用してサービスを

停止できなくなることを意味します。Arcserve Backupサービスの停止を試みると、

以下のようなポップアップメッセージが表示されます。

しかし、Arcserve Backupサービスのを停止したい状況も考えられます。たとえば、

ハードウェアのメンテナンスのためにテープエンジンを停止したい場合などです。

注：このセクションには、NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterバージョン 8.0に対応す

る画像が含まれています。より最新のNEC CLUSTERPRO/ExpressClusterを実行し

ている場合は、NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterのドキュメントを参照してくださ

い。

NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterによる Arcserve Backupサービスのモニタを停止

する方法

1. タスクマネージャにアクセスします。

［タスクマネージャ］ウィンドウが表示されます。

注：モニタリングサービスは、アクティブノードからのみ停止することができます。

パッシブノードでこのタスクの実行を試みた場合、タスクマネージャのアプリケーショ

ン/サービス名リストは空になります。
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2. 適切な Arcserveサービスを見つけて選択します。サービスを右クリックし、ポップ

アップメニューで［モニタの停止］を選択します。選択したサービスのモニタを停止

する確認画面が表示されます。［OK］をクリックします。

選択したArcserve BackupサービスはNEC CLUSTERPRO/ExpressClusterによりモニ

タされなくなりました。
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NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterでのArcserve
Backup ドメインの変更

NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterクラスタ環境で、メンバサーバを異なる Arcserve
Backup ドメインに移動することができます。クラスタ環境でのドメインの変更は、ア

クティブノードに対してのみ実行可能であり、クラスタ内のすべてのノードについて

行われる必要があります。

NEC クラスタで Arcserve Backup ドメインを変更する方法

1. クラスタグループを停止します。詳細については、「NECクラスタグループの停止」

を参照してください。

注：グループを停止して、グループプロパティを編集する必要があります。

2. レジストリ syncを削除し、start.batおよび stop.batスクリプトを編集して、インス

トール中に追加されたArcserve Backupスクリプトを無効にします。詳細について

は、「NECクラスタスクリプトでのArcserve Backupの無効化」を参照してください。

3. Arcserve Backupホームディレクトリから、cstart.batユーティリティを実行し、すべて

のArcserve Backupサービスを開始します。

すべてのArcserve Backupサービスが開始されます。

4. ［スタート］メニューから［サーバ環境設定ウィザード］にアクセスし、アクティブノード

に対して ARCserveCfg.exeユーティリティを実行し、新しい Arcserve Backup ドメイン

を指定します。ドメインの変更の詳細については、「別のArcserve Backup ドメイン

へのメンバサーバの移動」を参照してください。

最初の「アクティブ」なクラスタノードが新しいドメインに設定されます。

5. Arcserveホームディレクトリから、cstop.batユーティリティを実行し、すべての

Arcserve Backupサービスを停止します。

すべてのArcserve Backupサービスが停止されます。

6. クラスタマネージャでグループ名を右クリックし、ポップアップメニューで［グループを移

動］を選択してアクティブなノードを変更します。

オリジナルのノードのステータスは、オフライン(パッシブ)に変更され、クラスタ内の

次のノードのステータスはオンライン(アクティブ)に変更されます。

7. Arcserve Backupホームディレクトリから、cstart.batユーティリティを実行し、すべて

のArcserve Backupサービスを開始します。

すべてのArcserve Backupサービスが開始されます。

8. Arcserveホームディレクトリから、cstop.batユーティリティを実行し、すべての

Arcserve Backupサービスを停止します。

すべてのArcserve Backupサービスが停止されます。
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9. クラスタの残りのすべてのノードに対して、ステップ 6 ～ 8を繰り返します。

クラスタ内のすべてのノードが新しいドメインに変更されました。

10. クラスタマネージャでグループ名を右クリックし、ポップアップメニューで［グループを移

動］を選択してアクティブなノードを元のノードに変更します。

最後のノードの状態がオフライン(パッシブ)に変更され、クラスタ内の元のノードの

状態がオンライン(アクティブ)に変更されます。

11. NECクラスタスクリプトおよびレジストリSyncを再構築します。詳細については、

「NECクラスタスクリプトでのArcserve Backupの有効化」を参照してください。

新規のNEC HAスクリプトが作成され、レジストリが同期化されます。

12. クラスタグループを開始します。
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NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterにおける Arcserve
Backup クラスタサーバの管理

サーバ環境設定ウィザードでは、クラスタ環境でのArcserve Backupサーバの動作

を指定するさまざまな管理タスクを実行することができます。クラスタ環境では、こ

れらの管理タスクはアクティブノードに対してのみ実行可能であり、クラスタ内のす

べてのノードに対して行われる必要があります。これらの管理タスクを以下に示し

ます。

データベースの変更

メンバサーバからプライマリサーバへの昇格

プライマリサーバからメンバサーバへの降格。

NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterで Arcserve Backup クラスタサーバを管理する

方法

1. Arcserve Backupが展開されたフェールオーバグループを停止し、クラスタグループ

を中断します。

詳細については、「NECクラスタグループの停止」を参照してください。

注：グループを停止して、グループプロパティを編集する必要があります。

2. レジストリ syncを削除し、start.batおよび stop.batスクリプトを編集して、インス

トール中に追加されたArcserve Backupスクリプトを無効にします。詳細について

は、「NECクラスタスクリプトでのArcserve Backupの無効化」を参照してください。

3. クラスタを再開し、フェールオーバグループを開始します。

4. ［スタート］メニューからサーバ環境設定ウィザードにアクセスし、アクティブなノード

に対して ARCserveCfg.exeユーティリティを実行し、必要な変更を行います。サー

バ環境設定ウィザードの最後の画面で［最後のクラスタノード］チェックボックスは

オンにしないでください。

データベースの変更に関する詳細については、「Arcserve Backupデータベー

スアプリケーションの指定」を参照してください。

注：NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterを使用して Arcserve Backupを高可

用性にしている場合、ローカルのSQL Serverはサポートされません。

メンバサーバからプライマリサーバへの昇格に関する詳細については、「メン

バサーバからプライマリサーバへの昇格」を参照してください。

プライマリサーバからメンバサーバへの降格に関する詳細については、「プラ

イマリサーバからメンバサーバへの降格」を参照してください。

注：このユーティリティがクラスタ内の最初のノードで実行される場合、通常モード

で実行されます。
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最初の「アクティブ」なクラスタノードが新しいプロパティに対して設定され、新しい

arcservecfg.ICF環境設定ファイルが作成されます。

5. ［スタート］メニューから［サーバ環境設定ウィザード］にアクセスし、新しいアクティブ

ノードに対して ArcserveCfg.exeユーティリティを実行し、必要に応じて変更を加え

ます。

注：このユーティリティが、引き続き同じクラスタ内のいずれかのノードで再び実行

される場合、arcservecfg.ICF設定ファイルが検出され、ユーティリティをクラスタモー

ドで自動的に実行します。

次の「アクティブ」なクラスタノードが新しいプロパティに設定されます。

6. クラスタの残りのすべてのノードに対して、手順 4 ～ 5を繰り返します。この環境

設定手順をクラスタ内の最後のノードで実行する場合、サーバ環境設定ウィザー

ドの最後の画面で「最後のノード」チェックボックスをオンにします。

クラスタ内のすべてのノードに新しいプロパティが設定されました。

7. クラスタマネージャでグループ名を右クリックし、ポップアップメニューで［グループを移

動］を選択してアクティブなノードを元のノードに変更します。

最後のノードの状態がオフライン(パッシブ)に変更され、クラスタ内の元のノードの

状態がオンライン(アクティブ)に変更されます。

8. Arcserve Backupサーバが展開されたフェールオーバグループを停止し、クラスタグ

ループを中断します。

NECクラスタスクリプトおよびレジストリSyncを再構築します。詳細については、

「NECクラスタスクリプトでのArcserve Backupの有効化」を参照してください。

新規のNEC HAスクリプトが作成され、レジストリが同期化されます。

9. クラスタを再開し、フェールオーバグループを開始します。
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NEC クラスタグループの停止

グループプロパティを編集する必要がある場合 (たとえば、start.bat/stop.batファイ
ルを編集したり、レジストリ syncを削除/追加するため)は、先にグループを停止す

る必要があります。さらに、NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterから Arcserve Backup
を削除する必要がある場合も、グループを停止する必要があります。

注：このセクションには、NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterバージョン 8.0に対応す

る画像が含まれています。より最新のNEC CLUSTERPRO/ExpressClusterを実行し

ている場合は、NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterのドキュメントを参照してくださ

い。

NEC クラスタグループの停止方法

1. クラスタマネージャにアクセスします。

［クラスタマネージャ］ウィンドウが表示されます。

2. ツリーから Arcserveグループを右クリックし、ポップアップメニューで［グループの停

止］を選択します。

確認のポップアップ画面が表示されます。

3. ［OK］をクリックします。

選択したグループが停止します。
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NEC クラスタスクリプトでのArcserve Backupの無効化

クラスタスクリプトとレジストリキーは、NECのセットアップ後プロセスの際に挿入さ

れます。前のリリースからアップグレードする場合は、クラスタスクリプトを無効にし、

レジストリキーを削除する必要があります。

注：このセクションには、NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterバージョン 8.0に対応す

る画像が含まれています。より最新のNEC CLUSTERPRO/ExpressClusterを実行し

ている場合は、NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterのドキュメントを参照してくださ

い。

NEC クラスタスクリプトで Arcserve Backupを無効化する方法

1. クラスタマネージャにアクセスします。

［クラスタマネージャ］ウィンドウが表示されます。

注：クラスタマネージャはNECのユーティリティで、NEC CLUSTERPRO/ExpressCluster
をインストールしたサーバにインストールされています。クラスタマネージャから、クラ

スタに関連したほとんどの環境設定および管理タスクを実行できます。

2. ［運用モード］のクラスタを一時停止し、ドロップダウンリストから［設定モード］を選

択します。

3. ［グループ］フォルダから、［フェールオーバ］を選択し、スクリプトを右クリックして［プ
ロパティ］をクリックします。
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4. ［スクリプト］リストで、start.batを選択して［編集］をクリックします。start.batスクリ

プトが表示されたら、REM SETプロセススクリプトを見つけて( 2か所 )値を以下の

ようにゼロに設定します。

SET process=0

注：start.batファイルでは、REM SETプロセススクリプトはNORMALの後と

FAILOVERの後にあります。

start.batスクリプトが変更されます。

5. ［スクリプト］リストで、stop.batを選択して［編集］をクリックします。stop.batスクリプ

トが表示されたら、REM SETプロセススクリプトを見つけて( 2か所 )値を以下のよ

うにゼロに設定します。

SET process=0

注：stop.batファイルでは、REM SETプロセススクリプトはNORMALの後と

FAILOVERの後にあります。

stop.batスクリプトが変更されます。

6. ［グループプロパティ］ダイアログボックスで、［レジストリ］タブを選択します。

［レジストリ］ダイアログボックスが表示されます。
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7. レジストリキーリストで、既存のレジストリキーを選択して［削除］をクリックしま

す。

レジストリキーが削除されます。
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NEC クラスタスクリプトでのArcserve Backupの有効化

クラスタスクリプトとレジストリキーは、NECのセットアップ後プロセスの際に挿入さ

れます。アップグレード処理中、クラスタスクリプトは無効になり、レジストリキーは

削除されます。アップグレードが終了すると、これらのクラスタスクリプトを有効化し

てレジストリキーをリビルドする必要があります。

注：このセクションには、NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterバージョン 8.0に対応す

る画像が含まれています。より最新のNEC CLUSTERPRO/ExpressClusterを実行し

ている場合は、NEC CLUSTERPRO/ExpressClusterのドキュメントを参照してくださ

い。

NEC クラスタスクリプトで Arcserve Backupを有効化する方法

1. クラスタマネージャにアクセスします。

［クラスタマネージャ］ダイアログボックスが表示されます。

注：クラスタマネージャはNECのユーティリティで、NEC CLUSTERPRO/ExpressCluster
をインストールしたサーバにインストールされています。クラスタマネージャから、クラ

スタに関連したほとんどの環境設定および管理タスクを実行できます。

2. ［運用モード］のクラスタを一時停止し、ドロップダウンリストから［設定モード］を選

択します。

3. ［グループ］フォルダから、［フェールオーバ］を選択し、スクリプトを右クリックして［プ
ロパティ］をクリックします。
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4. ［スクリプト］リストで、start.batを選択して［編集］をクリックします。start.batスクリ

プトが表示されたら、REM SETプロセススクリプトを見つけて( 2か所 )値を以下の

ように 1に設定します。

SET process=1

注：start.batファイルでは、REM SETプロセススクリプトはNORMALの後と

FAILOVERの後にあります。

start.batスクリプトが変更されます。

5. ［スクリプト］リストで、stop.batを選択して［編集］をクリックします。stop.batスクリプ

トが表示されたら、REM SETプロセススクリプトを見つけて( 2か所 )値を以下のよ

うに 1に設定します。

SET process=1

注：stop.batファイルでは、REM SETプロセススクリプトはNORMALの後と

FAILOVERの後にあります。

stop.batスクリプトが変更されます。

6. ［グループプロパティ］ダイアログボックスで、［レジストリ］タブを選択します。［レジス

トリ］ダイアログボックスが開いたら［追加］をクリックします。

［レジストリキーの追加/変更］ダイアログボックスが開きます。
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7. お使いのコンピュータのアーキテクチャに一致するレジストリキーを追加します。

x86プラットフォーム

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\Base

x64プラットフォーム

HKEY_LOCAL_
MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\Base

8. ［OK］をクリックします。

レジストリキーが［グループプロパティ］ダイアログボックスのレジストリキーリストに

追加されます。
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NetApp NAS クラスタの保護

NetAppクラスタは、ノードの構成に基づき、各ノードがData ONTAPオペレーティン

グシステムを実行しています。このセクションでは、Data ONTAP 8.2を実行する

NetAppクラスタに対する Arcserve Backup NDMP NAS Optionのサポートについて

説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

NDMPバージョン 4クラスタ対応バックアップ拡張インターフェース

NetAppクラスタのバックアップ、リストア、およびサポートされているモード

Arcserve Backupの設定

制限事項
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NDMPバージョン 4 クラスタ対応バックアップ拡張イン

ターフェース

NDMPクラスタ対応バックアップ拡張 ( CAB)インターフェースは、NDMP v4の拡張

性を活用し、NetAppクラスタ上のファイルシステムの効率的なバックアップを可能

にするためのメカニズムおよびプロトコルを定義します。詳細については、「NDMP
の仕様」を参照してください。
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NetApp クラスタのバックアップ、リストア、およびサポー

トされているモード

以下の図は、NetApp NASクラスタのローカルバックアップおよび 3ウェイバックアッ

プを示しています。

Data ONTAP 8.2を実行する NetAppクラスタで使用可能な NDMPモードは 2つあ

ります。

NDMP ノード スコープモード：

Data ONTAP 8.x リリースファミリのData ONTAP 8.2以前のバージョンがノード上

で実行されている場合、クラスタは混在状態にあり、NDMPはノード スコープ

モードで動作します。このNDMPの動作はData ONTAP 8.2にアップグレードし

た後でも続行されます。

ノード スコープNDMPモードでは、テープバックアップおよびリストア処理をノー

ド レベルで実行できます。

NDMPオプションおよびコマンドを使用することにより、NDMPをノード レベルで

管理できます。テープバックアップおよびリストア処理を実行するためにスト

レージシステムにアクセスするには、NDMP固有の認証情報を使用する必要

があります。

ノード スコープNDMPモードを管理するコマンドについては、以下のリンクから

NetApp ドキュメントを参照してください。

https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMP1196817

Vserver対応 NDMPモード：
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新しくインストールされたクラスタで、すべてのノードがData ONTAP 8.2を実行

している場合、NDMPはデフォルトで Vserver対応モードになります。

テープバックアップおよびリストア処理を Vserver対応モードで実行する場合

は、ノード スコープNDMPモードを無効にすることをお勧めします。NetApp ド

キュメントから、ノード スコープNDMPモードを無効にするためのコマンドを使

用してください。

管理者は、Vserverのクラスタ内の異なるノードにわたってホストされるすべて

のボリュームをバックアップおよびリストアできます。
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環境設定 Arcserve Backup

Arcserve Backupを設定して、NDMP制御接続をクラスタ内の LIF (論理インター

フェース) タイプに対して確立できます。Vserver対応 NDMPモードでは、これらの

LIF タイプおよびクラスタ対応バックアップ( Cluster Aware Backup：CAB)拡張のス

テータスに基づいて、バックアップおよびリストア処理の対象のボリュームとテープデ

バイスの使用可否を判断できます。

以下の表は、NDMP制御接続 LIF タイプに対するボリュームおよびテープデバイス

の使用可否を、ノード スコープモードおよび Vserverモードの場合の両方で示し

ています( Arcserve Backup Managerから設定された場合 )。

バックアップ管理者は、NetApp NASクラスタをバックアップするため、Arcserve
Backupによってサポートされる以下の LIFのいずれかを選択できます。管理者は、

バックアップおよびリストアをサブミットするためにこれらの LIFを設定できます。

ノード スコープモード

NDMP制御接

続タイプ

バックアップまたはリストアに使

用可能なボリューム

バックアップまたはリストアに使用

可能なテープデバイス

ノード管理 LIF
ノードによってホストされる全ボ

リューム

ノード管理 LIFをホストするノードに

接続されたテープデバイス

Vserverモード( CAB拡張のサポート )

NDMP制御接

続タイプ

バックアップまたはリストアに使

用可能なボリューム

バックアップまたはリストアに使用

可能なテープデバイス

ノード管理 LIF
ノードによってホストされる全ボ

リューム

ノード管理 LIFをホストするノードに

接続されたテープデバイス

データ LIF
データ LIFをホストする Vserverに属

するすべてのボリューム
なし

クラスタ管理 LIF クラスタ内のすべてのボリューム クラスタ内のすべてのテープデバイス
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制限事項

NetApp Clustered Data ONTAP® 8.2では、ストレージシステムのシステムメモリサイ

ズに基づく NDMPセッションに対する拡張性制限が導入されました。詳細につい

ては、以下のリンクから Clustered Data ONTAP® 8.2 ドキュメントを参照してくださ

い。

https://library.netapp.com/ecmdocs/ECMP1196874/html/GUID-479784EB-7101-
4F16-9580-37FFF7C6D040.html

デバイスがノード管理 LIFを使用してバックアップされた場合、Arcserve Backupは

NAS ノード当たり最大 7個までのNASデバイスのみサポートできます。NASデバイ

スはチェンジャまたはテープドライブの場合があります。

Vserver対応 NDMPモードでは、デバイスがクラスタ管理 LIFを使用してバックアッ

プされた場合、Arcserve Backupはクラスタ当たり最大 7個までのNASデバイスの

みサポートできます。NASデバイスはチェンジャまたはテープドライブの場合がありま

す。

詳細については、次のドキュメントを参照してNDMPセッション数を増やす方法を

確認してください：NetApp Clustered Data ONTAP® 8.2 Commands: Manual Page
Reference：https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMP1196817
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第19章 : Arcserve Backupでの JIS2004 Unicode文字

の使用

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

JIS2004 Unicode文字の概要

JIS2004 Unicode用の環境設定要件

JIS2004 Unicode文字をサポートするプラットフォーム

Arcserve Backupで JIS2004 Unicode文字を使用して実行できるタスク

JIS2004 Unicode文字をサポートする Arcserve Backupアプリケーション

Arcserve Backupにおける JIS2004 Unicode文字の使用に関する制限
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JIS2004 Unicode文字の概要

さまざまな Windowsプラットフォームが、Unicode文字を使用して、データの処理

およびテキストと記号の表示を行う機能をサポートしています。Arcserve Backup
は、以下のWindowsシステム属性に関連する JIS2004 Unicode文字を表示する

機能をサポートします。

クライアント エージェント システム上で、Arcserve Backupは JIS2004 Unicode文
字を使用して、フォルダ名、ファイル名、およびレジストリ文字列を表示しま

す。

アプリケーションエージェントをホストするシステムで、Arcserve Backupは

JIS2004 Unicode文字を使用して、データベース名、テーブル名、およびデータ

ベースインスタンス名を表示します。
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JIS2004 Unicode用の環境設定要件

以下の要件は、Arcserve Backup環境で JIS2004 Unicode文字のサポートが必要

な場合に適用されます。

Arcserve Backup ドメイン内のすべてのサーバ(プライマリサーバおよびメンバ

サーバ)で、本リリースのArcserve Backupが実行され、同じ言語パックがイン

ストールされている必要があります。

Arcserve Backup 16、r16.5、および r17エージェントとArcserve Backup r18.0
ベースの製品は、同じコンピュータ上に共存できません。ただし、Arcserve
Backup r17ベースの製品は同じネットワーク内のこれらのエージェントと共存で

きます。

JIS2004 Unicode文字がサポートされている環境でMicrosoft Exchange Server
およびMicrosoft SharePoint Serverのデータをバックアップおよびリストアするに

は、Arcserveカタログデータベースを有効にする必要があります。

単一のMicrosoft SQL Serverデータベースを共有するすべてのArcserve
Backupサーバは、同じバージョンのArcserve Backupにアップグレードする必要

があります。

1つのMicrosoft SQL Serverデータベースを共有するすべてのArcserve Backup
ドメインで、同じ SQL Server照合順序設定が指定されている必要がありま

す。SQL Server照合順序設定は、プライマリサーバおよびスタンドアロンサー

バからサーバ環境設定ウィザードを使用して指定できます。
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JIS2004 Unicode文字をサポートするプラットフォーム

以下のWindowsオペレーティングシステムは JIS2004 Unicode文字をサポートしま

す。

Windows Server 2008、日本語バージョン。

Windows Server 2008 R2、日本語バージョン。

Windows Vista、日本語バージョン。

Windows Server 2003、日本語バージョン、日本語フォント パッチ付き。

注：詳細については、MicrosoftのWebサイトを参照してください。

Windows XP日本語バージョン、日本語フォント パッチ付き。

注：詳細については、MicrosoftのWebサイトを参照してください。

Windows 7、日本語バージョン。

Windows 8、日本語バージョン。

Windows Server 2012、日本語バージョン。

1362 Arcserve Backup管理者ガイド



Arcserve Backupで JIS2004 Unicode文字を使用して実行できるタスク

Arcserve Backupで JIS2004 Unicode文字を使用して

実行できるタスク

Arcserve Backupを JIS2004 Unicode文字ベースのオペレーティングシステムで実行

するときに、以下のタスクを実行できます。

Arcserve Backupマネージャにおけるシステムおよびボリューム情報の参照と表

示、ログの表示、および未認識テキストの表示を伴わないレポートの生成。

Arcserve Backupエージェントをホストするシステムのバックアップ。

ファイル、フォルダ、データベース、テーブル、インスタンス、およびMicrosoft
Exchange メッセージのバックアップ。

ツリー、セッション、照会、およびメディア単位のデータのリストア。

ジョブステータスマネージャにおけるジョブ詳細およびアクティビティログの表

示。

JIS2004文字の使用によるローカルフィルタとグローバルフィルタの指定。

JIS2004 Unicodeテキスト添付ファイル(たとえば、ジョブログなど)を Alertマ
ネージャ電子メールメッセージの生成。

以前のリリースのArcserve Backupで作成されたスクリプトを使用したジョブス

クリプトの実行。

JIS2004文字を使用したArcserve Backupのコマンド ラインからの操作実行。
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Arcserve Backup JIS2004 Unicode文字をサポートする

アプリケーション

以下のArcserve Backupアプリケーションは JIS2004 Unicode文字をサポートしま

す。

x86および x64システム上の、Arcserve Backup r12 Service Pack 1から本リリー

スまでのArcserve Backupベース製品のすべてのリリース。

注：Unicodeサポートは、ローカルバックアップ、リストア、および比較操作にの

み適用されます。

x86および x64システム上の、Arcserve Backup r12 Service Pack 1から本リリー

スまでのArcserve Backup Client Agent for Windowsのすべてのリリース。

x86および x64システム上の、Arcserve Backup r12 Service Pack 1から本リリー

スまでのArcserve Backup Agent for Microsoft Exchange Serverのすべてのリリー

ス。

x86および x64システム上の、Arcserve Backup r12 Service Pack 1から本リリー

スまでのArcserve Backup Agent for Microsoft SQL Serverのすべてのリリース。

x86および x64システム上の、Arcserve Backup r12 Service Pack 1から本リリー

スまでのArcserve Backup Agent for Microsoft SharePoint Server 2007のすべて

のリリース。

VCB Proxyシステム上のArcserve Backup r12 Service Pack 1から本リリースまで

のArcserve Backup Agent for Virtual Machinesのすべてのリリース。

x86および x64システム上の、Arcserve Backup r12 Service Pack 1から本リリー

スまでのArcserve Backup Agent for Open Filesのすべてのリリース。

注：UnicodeサポートはVSSベースのバックアップおよびリストア操作にのみ適

用されます。

Arcserve RHAx86および x64システム上のエージェント。

Arcserve Backup Disaster Recovery Optionのすべてのリリース。

注：Arcserve Backupベース製品をWindowsオペレーティングシステムにインストー

ルすると、英語以外の一部言語の文字が文字化けすることがあります。この制限

は、バックアップジョブおよびリストアジョブの結果には影響しません。
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Arcserve Backupにおける JIS2004 Unicode文字の使用に関する制限

Arcserve Backupにおける JIS2004 Unicode文字の使

用に関する制限

Arcserve Backupにおいて JIS2004 Unicode文字を使用するときには以下の制限

が適用されます。

オペレーティングシステム

以下のエージェントが保護するオペレーティングシステムは JIS2004 Unicode文
字をサポートしません。

Client Agent for UNIX

Client Agent for Linux

Client Agent for Mac OS X

Arcserve Backupエージェントおよびオプション

以下のArcserve Backupエージェントおよびオプションは JIS2004 Unicode文字

をサポートしません。

この制限に対処するには、JIS2004文字を含むパスではなく、親レベルのパスの

データをバックアップしてリストアします。

重要：ANSI文字ベースのエージェントを正しく表示するには、Arcserve Backupをイ

ンストールする前に、そのエージェントが置かれているシステムのロケールおよび製

品言語オプションを、Arcserve Backupデータベースが置かれているシステムのロ

ケールおよび言語オプションと同じ値に設定する必要があります。

Agent for Informix：サポートされているすべてのリリースおよびサービスパック

Agent for Lotus Domino：サポートされているすべてのリリースおよびサービスパッ

ク

Windows Server 2008上のAgent for Microsoft Exchange Server 2007 Service
Pack 1

Agent for Microsoft SharePoint Server 2003：サポートされているすべてのリリー

スおよびサービスパック

Agent for Microsoft SharePoint Server 2007

Agent for Microsoft SQL Server

Agent for Open Files

Agent for Oracle

Agent for Sybase：サポートされているすべてのリリースおよびサービスパック

Client Agent for Windows
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Enterprise Option for SAP R3 for Oracle：サポートされているすべてのリリースお

よびサービスパック

NDMP NAS Option：サポートされているすべてのリリースおよびサービスパック

注：EMC/CeleraファイラおよびNetApp NASファイラは JIS2004 Unicode文字を

サポートしません。

Image Optionベースのバックアップおよびリストア：サポートされているすべてのリ

リースおよびサービスパック

注：Arcserve Backup Enterprise Moduleは、Image Optionの前提条件のコン

ポーネントです。

Arcserve Backup コンポーネント

以下のArcserve Backupコンポーネントは JIS2004 Unicode文字をサポートしま

せん。

Alertマネージャ

以下のArcserve Backupマネージャおよびユーティリティで、Alertオプションはグ

ローバルオプションとして指定されています。

バックアップマネージャ

リストアマネージャ

メディア検証とスキャンユーティリティ

マージユーティリティ

カウント ユーティリティ

パージユーティリティ

BConfig.exe

注：このコンポーネントは、Arcserve Backupのインストールまたはアップグレード

を行う際にArcserve Backupサーバを設定できるようにします。

DBAConfig.exe

注：このコンポーネントは、インストール時にArcserve Backupでデータベースイ

ンスタンスを設定できるようにします。

検出設定

ライセンス管理ダイアログボックス

注：このコンポーネントで Arcserve Backupライセンスを管理できます。［ライセン

ス管理］ダイアログボックスは、［ヘルプ］-［Arcserve Backupのバージョン情報］ダ
イアログボックスの［ライセンスの管理］からアクセスできます。

レポート ライタ
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サーバ環境設定ウィザード

サーバマイグレーションコンポーネント

SetupSQL.exe

注：Arcserve Backupをインストールする、またはArcserve Backupを前のリリー

スからアップグレードするときに、このコンポーネントにより、インストールウィザー

ドでMicrosoft SQL Serverを使用したArcserve Backupデータベースを作成でき

ます。

Arcserve Backup タスク

Arcserve Backupは以下のタスクの実行をサポートしません。

Agent Deploymentを使用して、リモート システム上で Arcserve Backupエージェ

ントをインストールする。Agent Deploymentでは、ホスト名、ユーザ名、および

パスワードに JIS2004 Unicode文字を使用できません。

Arcserve Backupインストール時の［ユーザ情報］ダイアログボックスで、Unicode
JIS2004文字を使用したユーザ情報を指定する。

JIS2004 Unicodeベースのエージェント マシン名、ユーザ名、およびパスワードを

参照する。

Arcserve Backupホスト名、プライマリサーバ名、スタンドアロンサーバ名、およ

びメンバサーバ名に JIS2004 Unicodeベースの名前を指定する。

Arcserve Backupまたは任意のArcserve Backupコンポーネントのインストールパ

ス、ファイルシステムデバイスパス、カタログデータベースパスなどに、JIS2004
Unicodeベースのディレクトリパスを指定する。

リモート システムで Arcserve Backup、エージェント、およびオプションをインストー

ルしてアップグレードする場合、Unicode文字を含むファイル名でテキスト ファイ

ルからホスト リストをインポートする。

Remote Agent Deploymentを実行している場合、Unicode文字を含むファイル

名でテキスト ファイルからホスト リストをインポートする。

Arcserve固有オブジェクトにおいて JIS2004 Unicodeベースの名前を指定する。

たとえば、ジョブ名、デバイスグループ名、メディアプール名、メディア名、場所

名、暗号化用のセッションパスワードなど。

メディア管理マネージャを使用したボールト スケジュールの作成条件として、

JIS2004 Unicode文字を使用してファイル名およびファイルパスを指定する。

ネットワークディレクトリおよびファイル共有において JIS2004 Unicode文字を指

定する。

Arcserve Backupサーバ環境設定ウィザードを使用して carootパスワードに、

JIS2004 Unicode文字を指定する。サーバ環境設定ウィザードではUnicode文
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字はすべて「?」として認識され、carootパスワードの有効な文字として扱われ

ます。ただし、サーバ環境設定ウィザードを使用して carootパスワードを設定

すると、その carootパスワードをマネージャコンソールから変更することはできま

せん。

添付ファイルがUnicode文字で構成される名前のディレクトリに格納されてい

る場合に、その添付ファイルを含むAlert電子メールを送信する。

注：添付ファイル自体には、Unicode文字を含むことができます。

レポート テンプレート ファイル内のXMLコンテンツを、JIS2004 Unicode文字を使

用して名前変更および編集する。生成されたレポートは正しく表示されませ

ん。レポート テンプレート ファイルは、以下のディレクトリに格納されています。

ARCserve_Home\template\reports

Arcserve Backupレポート

Arcserve Backupは、Arcserve Backup for Windows r15を実行中のArcserve
サーバを使用して、Arcserve Backup for Windowsを実行中のArcserveサーバ

にリモート接続する場合、以下のレポート作成はサポートしません。

7 days Backup Status Report.xml

7 days Job Status Report.xml

7 days Media Usage History Report.xml

Backup Client Data Size Report.xml

Backup Clients And Job Associations Report.xml

Backup Window And Throughput Comparison Report.xml

Daily Backup Status Report.xml

Daily Failed Backups Report.xml

Daily Job Status Report.xml

Detailed Media Pool Report.xml

Detailed Media Usage By Backup Clients Report.xml

Failed Backups Report.xml

Media Required For Data Recovery Report.xml

Staging Migration Report.xml

Staging Purge Failed Report.xml

Staging SnapLock Report.xml

Staging Summary Report.xml

カスタムレポート (新規レポート )
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第20章 : Hyper-V VSS Writerを使用した Hyper-Vシス

テムの保護

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Hyper-V VS Writerを使用したHyper-V VMの保護の概要

Hyper-V VSSライタ保護用の前提条件コンポーネント

Hyper-V VMを保護するためのArcserve Backupの環境設定

保存済み状態を使用したバックアップ機能

子パーティションスナップショットを使用したバックアップ機能

Hyper-V VSS Writerを使用したHyper-V VMのバックアップ

元の場所へのデータのリストア
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Hyper-V VS Writerを使用したHyper-V VMの保護の概要

Hyper-V VS Writerを使用した Hyper-V VMの保護の

概要

Arcserve Backupによって、Arcserve VSS ( Volume Shadow Copy Service、ボリューム

シャドウコピーサービス)エージェントを使用して Hyper-V VMを保護できます。ボ

リュームシャドウコピーサービステクノロジを使用し、VSS WriterによってMicrosoft
Hyper-Vデータを保護することができます。

以下のセクションでは、Hyper-V VSS Writerを使用して Hyper-V VMを設定、バック

アップ、およびリストアする方法を説明します。

制限事項および考慮事項

raw( フルVM)バックアップデータからファイルレベルの単位でデータをリストアで

きません。

週単位の raw( フルVM)バックアップと日単位のファイルモード バックアップから

構成された混在モード バックアップを実行することはできません。

Arcserve Hyper-V環境設定ツールを実行する際に、電源オフ状態のHyper-V
VMを保護できます。
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Hyper-V VSSライタ保護用の前提条件コンポーネント

Hyper-V VSS ライタ保護用の前提条件コンポーネント

Hyper-V VSS Writer保護の前提条件コンポーネントは、標準的な VSSライタ要件

のものと同一です。Arcserve Backup環境内にHyper-V VSSテクノロジを展開する

には、以下のアプリケーションが必要です。

Arcserve Backup for Windowsベース製品の本リリース

Arcserve Backup Client Agent for Windowsの本リリース

Arcserve Backup Client Agent for Windowsは、Hyper-V Serverマシンのパーティ

ションゼロ( 0)にインストールする必要があります。マシンのパーティションゼロ

( 0)は、ホスト オペレーティングシステムおよびそのアプリケーション用として予

約されています。パーティション 1、2などのほかのパーティションは、仮想マシン

( VM)の子パーティションとして予約されています。

Arcserve Backup Agent for Open Files for Windowsの本リリース

Hyper-Vホスト システム用のAgent for Open Filesのライセンスを Arcserve
Backupサーバに登録する必要があります。

注：オプションとして、Windows上で Agent for Open Files for Virtual Machines
用のライセンスキーを使用して、Agent for Open Filesのライセンスを登録でき

ます。
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Hyper-V VMを保護するためのArcserve Backupの環境設定

Hyper-V VMを保護するためのArcserve Backupの環

境設定

Hyper-V VSS Writerを使用してマシンでバックアップ処理およびリストア処理を実行

するには、Hyper-V Serverを検出するようにArcserve Backupを設定する必要があ

ります。

Hyper-V VMを検出するよう Arcserve Backupの環境設定を行う方法

1. バックアップ環境の環境設定に基づいて、以下のアクションのいずれかを実行して

から、次の手順に進みます。

Arcserve BackupサーバコンポーネントがHyper-V Serverシステムにインス

トールされている場合は、ローカルのHyper-V Serverをバックアップマネー

ジャに追加します。

Arcserve BackupサーバコンポーネントがHyper-V Serverシステムにインス

トールされていない場合は、以下の手順を実行して、リモートのHyper-V
Serverをバックアップマネージャに追加します。

a. バックアップマネージャの［ソース］ツリーから［Windowsシステム］オブジェクト

を右クリックし、コンテキスト メニューから［マシン/オブジェクトの追加］を選択

します。

［エージェントの追加］ダイアログボックスが開きます。

b. ［エージェントの追加］ダイアログボックスの［ホスト名］にHyper-V Serverの
名前を入力、または［IPアドレス］フィールドに IPアドレスを入力し、［追加］
ボタンをクリックします。

Hyper-Vサーバシステムを Backup

Managerに追加した後、以下の画像で示すように、Hyper-Vサーバを展開して、

Microsoft Hyper-V VSS Writerを表示します。
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保存済み状態を使用したバックアップ機能

保存済み状態を使用したバックアップ機能は、バックアップが実行される前にVM
を保存された状態にして行うバックアップ操作です。この状態を使用すると、ゲスト

オペレーティングシステムのPoint-in-Timeバックアップを実行することができます。こ

れは、処理状態を把握できる、データに一貫性のないバックアップです。保存済

み状態を使用したバックアップ機能では、VMバックアップにおいて以下のような制

限があります。

バックアップの仮想ハード ディスクは、オフラインでマウントして特定のファイルを

取得することはできません。

VMのアプリケーションは、バックアップされたデータをリストアする場合に、バック

アップ、リストア、またはその両方が行われていることを認識しません。

注：これらの制限の詳細については、MicrosoftのWebサイトを参照してくださ

い。
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子パーティションスナップショットを使用したバックアップ機能

子パーティションスナップショットを使用したバックアップ

機能

子パーティションスナップショットを使用したバックアップ機能は、VSS Writerを使用

して VMのゲスト オペレーティングシステムからデータのスナップショットをとることが

できるバックアップ操作です。このバックアップのタイプでは、VSSをサポートする VM
をバックアップし、統合コンポーネントをインストールして有効にすることができます。

これは、処理状態を把握しない、データに一貫性のあるバックアップです。

子パーティションスナップショットを使用したバックアップ機能では、VMバックアップ

において以下のような利点があります。

仮想ハード ディスクをこのバックアップからオフラインでマウントして特定のファイ

ルを取得できます。

VMにある VSS対応アプリケーションは、VMのバックアップまたはリストアが行わ

れることを検出し、そのバックアップまたはリストアプロセスに参加してアプリケー

ションデータに一貫性があることを確認します。

注：詳細については、MicrosoftのWebサイトを参照してください。
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Hyper-V VSS Writerを使用した Hyper-V VMのバック

アップ

Hyper-V VSS Writerを使用して、オンライン状態およびオフライン状態のVMをバッ

クアップできます。これらの処理は、Arcserve Backupに対して透過的に行われま

す。

注：Hyper-V VSS Writerは、フルバックアップのみをサポートします。

以下の手順で、Hyper-V VSS Writerを使用して Hyper-V VMをバックアップする方

法について説明します。VSS Writerを使用したバックアップの詳細については、

「Arcserve Backup for Windows Microsoft Volume Shadow Copy Serviceユーザガイ

ド」を参照してください。

Hyper-V VSS Writerを使用して Hyper-V VMをバックアップする方法

1. バックアップマネージャを開き、［ソース］タブ -［Microsoft Hyper-V VSS Writer］オブ

ジェクトを選択します。

すべてのHyper-V設定および仮想マシンがバックアップ対象に指定されます。一

部のVMのみをバックアップする場合は、［Microsoft Hyper-V VSS Writer］オブジェク

トを展開して(すべてのサーバを表示して)、バックアップする必要のないサーバの

隣にあるチェックマークを外します。

2. (オプション) ［Microsoft Hyper-V VSS Writer］オブジェクトを右クリックし、コンテキス

ト メニューから［ライタオプション］を選択します。

3. ［デスティネーション］タブをクリックして、バックアップ用のデスティネーションを指定し

ます。

4. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

5. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで入力必須フィールドに入力して、［OK］を
クリックします。

ジョブがサブミットされます。
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元の場所へのデータのリストア

元の場所へのデータのリストア

この方式を使用して、Hyper-V環境設定、VM環境設定、およびバックアップデー

タを、元の場所にリストアできます。現在のHyper-V環境設定および VM環境設

定とデータは、バックアップされたときの状態にリストアされます。

制限事項および考慮事項

リストア処理中は、Hyper-V Serverがオンライン状態でもオフライン状態でもか

まいません。

Hyper-V VSS Writerによって、バックアップデータの元の場所への適切なリスト

アが確実に行われます。

リストア処理中やリストア処理の完了後に、追加的な手順を行う必要はあり

ません。

リストア完了後すぐにVMを使用できます。

Arcserve Backupを使用して Hyper-V Serverデータをリストアすると、以下のシナリ

オでデータを回復できます。

Hyper-V Serverバックアップデータを元の場所にリストアできます。

VMバックアップデータを元の場所にリストアできます。

VM内のゲスト オペレーティングシステムを元の場所に復旧できます。

注：VSS Writerの使用の詳細については、「Arcserve Backup for Windows
Microsoft Volume Shadow Copy Serviceユーザガイド」を参照してください。

元の場所にデータをリストアする方法

1. リストアマネージャを開き、以下のいずれかを実行します。

ドロップダウンリストから［ツリー単位］方式を選択し、［Windowsシステム］オ
ブジェクトを展開してMicrosoft Hyper-V VSS Writerを参照し、リストアする

VMを 1つ以上指定します。
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元の場所へのデータのリストア

ドロップダウンリストから［セッション単位］を選択し、リストアするセッションを

参照して選択します。

2. ［デスティネーション］タブをクリックします。

3. ［ファイルを元の場所にリストア］オプションをクリックします。

4. ツールバーの［サブミット］ボタンをクリックし、ジョブをサブミットします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示されます。

5. ［ジョブのサブミット］ダイアログボックスで入力必須フィールドに入力して、［OK］を
クリックします。

ジョブがサブミットされます。

注：リストアが終了すると、リストアされた VMは「保存済み」の状態になります。

つまり、オンラインのリストアでは、リストアが完了すると、VMはオフライン状態にな

ります。このため、VMを再度オンラインにするには、手動で VMを起動する必要

があります。
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アーカイブジョブのスケジュール

アーカイブジョブのスケジュール

アーカイブジョブのスケジュールでは、アーカイブマネージャの［スケジュール］タブに

ある［繰り返し方法］を使用して、アーカイブジョブを設定できます。スケジュールに

よって、アーカイブジョブを繰り返し実行できます。
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アーカイブマネージャ

アーカイブマネージャ

アーカイブマネージャでは、フィルタを使用し、オプションを指定し、スケジュールを

設定して、アーカイブジョブをカスタマイズできます。
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クラウド ベースデバイス

クラウド ベースデバイス

クラウド ベースデバイスは、仮想のArcserve Backupデバイスであり、Arcserve
Backupクラウド接続に関連して作成できます。クラウド ベースデバイスを使用す

ると、Arcserve Backupクラウド接続によって指定されるクラウド ベンダーにデータを

保存するようにArcserve Backupに指示することができます。
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クラウド接続環境設定

クラウド接続環境設定

クラウド接続は、指定されたクラウド ベンダーと通信するためにArcserve Backupが

必要とする情報を含むユーザ定義の設定です。クラウド接続によって、クラウド ベ

ンダに作成したアカウントを使ってバックアップデータが保存されます。
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クラウド ストレージ

クラウド ストレージ

クラウド ストレージはユーザのクラウド デバイスが保存される最終デスティネーショ

ンです。
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Data Moverサーバ

Data Moverサーバ

Arcserve Backup Data Moverサーバは、ローカルストレージデバイスへのデータの

転送を容易にします。ストレージデバイスには、共有ライブラリとファイルシステム

デバイスがあります。Data Moverサーバは、UNIXまたは Linuxオペレーティングシス

テムでサポートされています。Arcserve Backupでは、プライマリサーバから複数の

Data Moverサーバを一元管理します。Arcserve Backup Data Moverサーバの動

作はメンバサーバと似ています。
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データデデュプリケーション

データデデュプリケーション

データデデュプリケーションは、1つの物理メディアに収まるバックアップ量の増加、

バックアップの保持期間の延長、データ回復の高速化を実現するテクノロジで

す。
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Grandfather-Father-Sonローテーション

Grandfather-Father-Sonローテーション

Grandfather-Father-Son ( GFS) ローテーションは、日単位 ( Son)、週単位

( Father)、および月単位 ( Grandfather)のバックアップメディアセット (テープ)を使

用するバックアップスケジュールポリシーです。
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メディアプール

メディアプール

メディアプールは、特定のジョブ用に設けられたバックアップメディア(テープ)の集

合体で、1つのユニットとして管理されます。

1388 Arcserve Backup管理者ガイド



メンバサーバ

メンバサーバ

メンバサーバは、プライマリサーバの実行サーバとして機能します。メンバサーバは

プライマリサーバによって割り当てられたジョブを処理します。プライマリサーバおよ

びメンバサーバを使用すると、環境内の複数のArcserve Backupサーバを一元管

理できるようになります。プライマリサーバ上のマネージャコンソールを使用して、そ

のメンバサーバを管理できます。
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マルチプレキシング

マルチプレキシング

マルチプレキシングとは、複数のソースからのデータが、同じメディア(テープ)に同

時に書き込まれるプロセスのことです。
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プライマリサーバ

プライマリサーバ

プライマリサーバはマスタサーバとして機能し、自分自身および 1つ以上のメンバ

サーバおよびData Moverサーバを制御します。プライマリサーバを使用すると、プ

ライマリサーバ、メンバサーバ、およびData Moverサーバ上で実行されるバック

アップ、リストア、およびその他のジョブを管理およびモニタできます。プライマリサー

バ、メンバサーバ、および Data Moverサーバを使用することで、環境内にある複

数のArcserve Backupサーバを一元管理できます。この環境では、マネージャコン

ソールを使用してプライマリサーバを管理できます。
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マルチストリーミング

マルチストリーミング

マルチストリーミングは、同時に実行する複数のサブジョブ(ストリーム)ごとにバック

アップジョブを分割し、デスティネーションメディア(テープデバイスまたはファイルシ

ステムデバイス)にデータを送信できるプロセスです。
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ステージング

ステージング

ステージングは、データを一時格納場所にバックアップし、次に、選択したポリシー

オプションに基づいて最終デスティネーションメディアへデータをマイグレート ( コ
ピー) してデータを保護する方式です。

ディスクステージング方式は、ディスクをステージング領域として使用し、一般的に

「Backup to Disk to Tape」( D2D2T) と呼ばれます。

テープステージング方式は、テープライブラリまたはArcserve Backup仮想テープラ

イブラリをステージング領域として使用し、一般的に「Backup to Tape to Tape」
( D2T2T) と呼ばれます。
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合成フルバックアップ

合成フルバックアップ

合成フルバックアップ( SFB)は、Windows Client Agentのためのバックアップです。こ

のバックアップは、ステージングオプションを使った標準バックアップ、ステージングオ

プションを使ったデデュプリケーションバックアップ、または初期セッションとそれ以降

の増分バックアップを 1つのセッションに合成する(組み合わせる)デデュプリケー

ションバックアップの一部として実行されます。それぞれの合成フルセッションは、

次回のSFBジョブの親のフルセッションになります( SFBセッションの後にリアルフル

バックアップセッションを実行する場合を除く)。
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仮想テープライブラリ

仮想テープライブラリ

仮想テープライブラリ( VTL)はテープライブラリのように動作するように設定される

ハード ディスクです。Arcserve Backupを使用して、ハード ディスクを設定する必要

があります。
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ライタ

ライタ

ライタは、Arcserve Backupにアプリケーションベースのデータのシャドウコピーを作

成させる、アプリケーション固有のソフトウェアです。ボリュームシャドウコピーは、特

定の時点でボリューム内に存在するデータのコピーです。
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